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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

昌泰 04 0 0 0 9010128 諸国 旱、 日本紀略 日本震災凶饉攷
昌泰 04 6 0 29 9010722 京都 雷雨、立陣、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
昌泰 04 7 0 2 9010823 京都 雷鳴大動、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 01 7 0 15 9010905 改元 辛酉革命、 扶桑略記後 23 新訂増補国史大系
延喜 02 0 0 0 9020216 諸国 霖雨、 扶桑略記 日本震災凶饉攷
延喜 02 6 0 8 9020720 京都 又可祈甘雨之由、大臣以外記、伝仰祭主神祇大副… 扶桑略記 大日本史料 1-3
延喜 02 6 0 10 9020722 京都 因有旱気、南殿願祈諸神、 歴代宸記 増補史料大成 1

延喜 02 6 0 13 9020725 京都 祈雨奉幣、 日本紀略 大日本史料 1-3
延喜 02 6 0 13 9020725 京都 為祈甘雨、臨時奉幣諸社、 扶桑略記 大日本史料 1-3
延喜 02 6 0 13 9020725 京都 祈雨奉幣、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 02 6 0 17 9020729 京都 依祈雨、定山陵使、 扶桑略記 大日本史料 1-3
延喜 02 6 0 17 9020729 京都 祈雨山陵使、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 02 8 0 17 9020729 京都 諸卿参入、自去十四日、有霖雨気、仍臨時奉幣諸社、 扶桑略記 大日本史料 1-3
延喜 03 0 0 0 9030206 甲斐 疫行はる、 北山鈔 日本震災凶饉攷
延喜 03 7 0 7 9030807 京都 祈雨十社、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 03 7 0 24 9030824 京都 奉祈二社、依止雨也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 03 9 0 4 9031002 京都 依止雨奉幣諸社、 日本紀略 大日本史料 1-3
延喜 03 9 0 20 9031018 甲斐 賜甲斐国百姓三千百五十三人、復一年、以疫死衰弊也、 北山抄 10 大日本史料 1-3
延喜 04 0 0 0 9040126 諸国 旱、 日本紀略 日本震災凶饉攷
延喜 04 3 1 7 9040430 天下 奉幣諸社、為攘天下疾疫之難也、 日本紀略 大日本史料 1-3
延喜 04 7 0 8 9040826 京都 旱気尤熾、仍仰陰陽寮、於北山十二月谷口、五龍祭、 扶桑略記 大日本史料 1-3
延喜 04 7 0 10 9040828 京都 奉遣御幣、是依旱災、… 扶桑略記 大日本史料 1-3
延喜 04 7 0 10 9040828 山城 奉遣石清水使、依旱也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 04 8 0 23 9041009 京都 止雨奉幣、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 05 7 0 18 9050826 伊勢 奉幣伊勢太神宮、依旱也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 05 9 0 14 9051020 筑前 大衆物章…南方草葺板倉壱宇…遭去九月十四日大風大破、筑前国観世音寺資財帳 平安遺文 1-194

延喜 06 0 0 0 9060202 隠岐 讃岐国司言、従坤方猛風高吹、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 06 0 0 0 9060202 京都 左大臣申云、諸国損過三不得七、雖少猶可申損、而申一分半不受使毎事也、 歴代宸記 増補史料大成 1

延喜 06 4 0 0 9060501 京都 某日、雷雨、午刻雷雨暴起、雹降、其大如梅実、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 06 5 0 0 9060531 京都 旱気切也、 扶桑略記 大日本史料 1-3
延喜 07 0 0 0 9070220 京都 洪水人多く死ぬ、 本朝年代記 日本震災凶饉攷

延喜 08 0 0 0 9080210 諸国 下知五畿内七道奉幣国内名神及官社、又於国分二寺、并有供定額寺、転大般若経令祈甘雨、 北山抄 6 大日本史料 1-3

延喜 08 5 0 14 9080620 京都 午一刻雷電風雨、雨脚如射…道明朝臣申、朝集院内雨水甚深、… 歴代宸記 増補史料大成 1

延喜 08 6 0 0 9080706 京都 大中臣申開神泉水関、先例直依百姓請給之、 祈雨記 大日本史料 1-3
延喜 08 6 0 0 9080706 諸国 是夏、旱、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 08 6 0 0 9080706 天下 夏月、天下旱魃、 扶桑略記 23 新訂増補国史大系
延喜 08 7 0 3 9080807 京都 祈雨御読経、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 08 7 0 9 9080813 諸国 於諸国定額寺令転経、依祈雨也、又令左右京職埋路辺骨、日本紀略 大日本史料 1-3

延喜 08 7 0 9 9080813 諸国
議定祈雨事、即下五畿七道諸国符偁、近者災（炎カ）旱渉旬、
頃□□祈甘雨、冥感未致、宜仰諸国、奉幣国内名神并官社、
令禱請、又令左右京職、埋隠京中路辺死人骸骨、是等皆
依無禱雨之感矣、

扶桑略記 大日本史料 1-3

延喜 08 7 0 12 9080816 諸国 祈雨奉幣諸社、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 08 7 0 19 9080823 京都 奏可修祈雨法之由、即率僧卅二口、於神泉苑修孔雀経法、第五箇日酉剋、雨快下、廿六日結願、
東寺長者補任
1

大日本史料 1-3

延喜 08 7 0 19 9080823 京都 於神泉苑修祈雨法、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 08 7 0 26 9080830 京都 祈雨、発山陵使、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 08 8 0 2 9080905 京都 依祈雨事、参深草山陵、 貞信公記 大日本古記録
延喜 08 8 0 17 9080920 京都 為祈願晴、有雨師（丹生・貴布袮）幣使、 貞信公記 大日本古記録

昌泰 4年（901）～延喜 8年（908）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

延喜 08 9 0 0 9081003 諸国 左大臣申云、諸国損過三不得七、雖少猶可申損而申一分半、不受使、毎事也、故立制不許、 西宮記 大日本史料 1-3

延喜 08 9 0 9 9081011 諸国 止重陽宴、依諸国衰損也、有平座、 日本紀略 大日本史料 1-3
延喜 08 9 0 9 9081011 諸国 停止節会、是二十三箇国言上損不堪之状、 扶桑略記 23 大日本史料 1-3
延喜 08 12 0 29 9090128 京都 人々云、今年京中愁咳、此依不儺疫鬼云々、 歴代宸記 増補史料大成 1

延喜 09 1 0 21 9090219 京都 止内宴、依告申諸国損也、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 09 1 0 21 9090219 京都 止内裡宴会、依去年損也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 09 3 0 0 9090329 京都 春夏之間疾疫盛発、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 09 4 0 1 9090428 天下 無音楽、依天下病患也、延喜九年例也、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 09 4 0 5 9090502 京都 霜降厳寒、時人莫不愁、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 09 5 0 0 9090527 京都 従去年夏、至此夏、疾疫、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 09 5 0 9 9090604 諸国 依疾疫、於諸寺諸社、読仁王経、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 09 5 0 10 9090605 京都 諸卿就陣為祈疾疫、於諸寺諸社、限三日可読仁王経之由、給宣旨、定十二所、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4

延喜 09 5 0 19 9090614 京都 洪水、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 09 5 0 26 9090621 京都 仁王会、依攘疫疾也、従去年夏至此夏疾疫、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 09 5 0 26 9090621 京都 有臨時仁王会、依疾疫也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 09 6 0 0 9090626 京都 夏霖雨休まず、洪水汎溢、京師垣墻皆倒る、 扶桑略記 日本震災凶饉攷
延喜 09 6 0 0 9090626 天下 春夏之間、疾疫盛発、 扶桑略記 23 新訂増補国史大系
延喜 09 6 0 5 9090630 京都 大雨、道路如海、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 09 6 0 9 9090704 京都 依霖雨御卜、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 09 6 0 9 9090704 京都 召官寮有霖雨御卜… 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 09 6 0 10 9090705 京都 大雨、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 09 6 0 12 9090707 京都 止雨奉幣諸社、 日本紀略 大日本史料 1-4

延喜 09 6 0 12 9090707 京都 被立止雨奉幣、近日霖雨累日、諸司及京中築垣皆顚倒、未曾聞如此之年、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4

延喜 09 6 0 19 9090714 京都 実検鴨河堤、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 09 6 0 19 9090714 京都 諸卿巡見鴨河、 貞信公記抄 大日本史料 1-4
延喜 09 6 0 19 9090714 京都 諸卿実検鴨河堤破損、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 09 7 0 0 9090725 京都 無相撲節、依春夏疾疫也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 09 8 0 25 9090917 京都 止雨奉幣、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 09 8 0 25 9090917 京都 有祈止雨幣使事、 貞信公記 大日本古記録
延喜 09 9 0 3 9091024 京都 今年有時行・洪水、仍九日節止、 貞信公記 大日本古記録
延喜 09 9 0 5 9091026 京都 右大臣以下諸卿、覆勘川原堤… 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 09 9 0 9 9091030 京都 停止重陽宴、是依春夏疫癘、又宮中京内樹木多発華也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4

延喜 09 9 0 9 9091030 京都 ＜九月九日節会事＞…又依疫癘并樹木秋花等之事停止云々、 政事要略 24 大日本史料 1-4

延喜 09 9 0 14 9091104 京都 諸道進非時樹木花勘文、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 10 1 0 1 9100218 京都 停朝賀事、依去八年旱、九年疫災也、今日又雨湿也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 10 4 0 0 9100517 京都 大旱、 日本紀略 .
皇年代記 日本震災凶饉攷

延喜 10 4 0 22 9100607 京都 風雨猛烈多損京中舎宅、及廿三日不休、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 10 5 0 14 9100628 京都 雷鳴雨降、於亭子院東霹靂童一人也、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 10 5 0 20 9100704 京都 雷鳴陣立、 貞信公記抄 大日本史料 1-4
延喜 10 6 0 0 9100715 天下 六、七両月、天下旱魃、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 10 6 0 0 9100715 京都 今月炎旱、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 10 6 0 15 9100729 京都 祈雨御読経始、八省、 貞信公記 大日本古記録

延喜 10 7 0 0 9100813 京都 ～八月、大風雨四回、 日本紀略 .
皇年代記 日本震災凶饉攷

延喜 10 7 0 10 9100822 天下 日来炎旱、詔諸国神社山川奉幣投牲…禁猟制漁、又赦天下、日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 10 7 0 18 9100830 京都 風雨、発屋抜樹、梁柱摧折、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 8年（908）～延喜 10年（910）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

延喜 10 8 0 1 9100912 京都 大風、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 10 8 0 26 9101007 京都 於神泉孔雀経法、為祈雨限五箇日修之、 東寺長者補任 1 大日本史料 1-4
延喜 10 9 0 9 9101019 京都 依諸国旱損、止重陽宴、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 10 9 0 9 9101019 京都 停節会、天皇不御南殿、依旱災也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 11 1 0 2 9110208 京都 停朝賀、依去年旱損也、於南殿有宴会、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 11 6 0 0 9110704 京都 今月霖雨不休、京都洪水泛溢、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 11 6 0 0 9110704 京都 有洪水、 扶桑略記 23 新訂増補国史大系 
延喜 12 4 0 10 9120505 京都 祈雨奉幣使、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 12 4 0 10 9120504 京都 有祈雨幣使、従去月十七日無雨［潤］而今日快降、 貞信公記 大日本古記録
延喜 12 5 0 5 9120529 京都 節会・名社并十五大寺読仁王経、祈疾疫事、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 12 5 0 23 9120616 京都 賑給、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 12 6 0 2 9120723 京都 祈雨奉幣諸社、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 12 6 0 2 9120723 京都 祈雨幣使立、 貞信公記抄 大日本史料 1-4
延喜 12 7 0 4 9120823 諸国 今日依祈雨、丹生・貴布袮奉幣出立、 西宮記 大日本史料 1-4
延喜 13 0 0 0 9130214 諸国 是歳三十三国、風雨水旱、 北山鈔 日本震災凶饉攷
延喜 13 6 0 0 9130712 天下 夏月天下旱魃、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4

延喜 13 6 0 0 9130712 天下 夏天下大旱、和上千手堂修法祈雨至于竟日、油雲四合、甘雨滂沱、
日本高僧伝要
文抄 大日本史料 1-4

延喜 13 8 0 0 9130908 京都 大風、 北山鈔 日本震災凶饉攷
延喜 13 8 0 1 9130908 京都 大風古来相伝云、于今未有如此之大風云々、 河海抄 11 大日本史料 1-4
延喜 13 8 0 1 9130908 京都 大風猛烈、公私屋舎多顚倒、 貞信公記 大日本古記録
延喜 13 8 0 1 9130908 京都 大風抜木発屋、 扶桑略記 23 新訂増補国史大系 
延喜 13 8 0 1 9130908 京都 従申刻、大風吹、折樹木、破舎屋、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 13 8 0 2 9130909 京都 今日有勅、遣使左右京、令検被損風宅、為賑給  六位以下、貞信公記 大日本古記録
延喜 13 8 0 5 9130912 京都 風損人宅給物、依仁寿二年閏八月十二日例也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 13 8 0 5 9130912 京都 依仁寿二年閏八月十二日例、計遇害者、凡一千五百十七烟、賜物有差、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4

延喜 13 9 0 9 9131016 京都 依諸国損、無宴、… 西宮記 大日本史料 1-4

延喜 13 9 0 9 9131016 京都 今年諸国多申不堪及損田＜不堪佃廿四ケ国、旱損九ケ国、風水損十四ケ国＞因之停宴、 北山抄 2 大日本史料 1-4

延喜 13 9 0 9 9131016 京都 依有風損、停止節会…、今日以前、予申損田廿国、不堪佃田廿四国、 貞信公記 大日本古記録

延喜 13 9 0 9 9131026 京都 止節会、依諸国申不堪并風水之損也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 13 9 0 25 9131101 京都 雨師二社有奉幣、為止雨也、 貞信公記 大日本古記録
延喜 13 11 0 0 9131206 京都 大風、 北山鈔 日本震災凶饉攷

延喜 13 11 0 7 9131212 京都 自酉至子、大風猛烈、多破京中屋舎、右（左カ）馬寮屋転倒犬、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4

延喜 13 11 0 7 9131223 京都 大風猛烈、左馬寮顚倒、人死、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 13 12 0 30 9140202 京都 依年穀不登、停明年朝賀、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 14 1 0 1 9140203 京都 停朝賀、依去年不登也、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 14 1 0 1 9140203 京都 朝賀停止、依嘉祥二年、去十一年等、年穀不登例也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 14 1 0 16 9140218 天下 天下大疫、 年代記配合抄 内閣文庫
延喜 14 1 0 20 9140222 京都 停内宴、依去年不登也、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 14 5 0 13 9140614 京都 定祈雨使等、 貞信公記抄 大日本史料 1-4
延喜 14 5 0 15 9140616 京都 奉遣伊勢并諸社幣使、是為祈雨也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 14 5 0 17 9140618 京都 定祈雨御読経僧名、 貞信公記 大日本古記録
延喜 14 5 0 19 9140620 京都 祈雨御読経、 貞信公記 大日本古記録

延喜 14 5 0 24 9140625 京都 於神泉苑、修請雨経法、伴僧廿口、但、五ケ日、修請雨経法、依無験、修孔雀経法、自子刻、雨脚滂沱、廿九日結願、 東寺王代記 続群書類従 29下

延喜 14 6 0 0 9140701 京都 洪水、人多死、 本朝年代記 日本震災凶饉攷
延喜 14 6 0 15 9140715 京都 洪水、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 14 9 0 2 9140929 京都 奉幣雨師二社祈晴、 貞信公記 大日本古記録

延喜10年（910）～延喜14年（914）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

延喜 15 0 0 0 9150123 諸国 京都及び諸国旱、 北山鈔 日本震災凶饉攷

延喜 15 0 0 0 9150123 京都 男女煩小瘡…其瘡為体、或如粟、或如豆、去延喜十五年有此瘡也、俗号曰疱瘡云々、 日本紀略 大日本史料 1-4

延喜 15 0 0 0 9150123 京都 疱瘡事、／発年々…延喜十五年、 類聚符宣鈔 3 大日本史料 1-4
延喜 15 4 0 12 9150602 諸国 三箇日於十一社令読仁王経、祈諸国京師疫、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 15 5 0 6 9150626 京都 為攘疫癘、請百口僧、仁王経御読経停止、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 15 5 0 24 9150714 京都 是日於神泉苑請僧廿口、…令修請雨経法、 祈雨日記 続群書類従 25下
延喜 15 5 0 25 9150715 京都 自今日、於神泉及延暦寺、五箇有御修法為救旱也、 祈雨記 大日本史料 1-4
延喜 15 5 0 28 9150718 京都 被免囚廿三人、依旱也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 15 6 0 20 9150808 京都 於大極殿臨時御読経、祈雨也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 15 6 0 20 9150808 京都 於大極殿、修臨時御読経、為攘疫癘、祈甘雨也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 15 6 0 24 9150812 京都 於神泉苑院命修法、依重祈雨也、 祈雨記 大日本史料 1-4
延喜 15 6 0 24 9150812 京都 於神泉苑請僧廿口、修請雨経法、 東寺長者補任 大日本史料 1-4
延喜 15 6 0 24 9150812 京都 於神泉苑、自今日五箇日、修請雨経法、又祀五龍、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4

延喜 15 6 0 24 9150812 京都 於神泉苑、限五箇日、請阿闍梨観賢等僧廿口、修請雨経、又陰陽寮各祀五龍、同為祈甘雨也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 15 6 0 27 9150815 京都 子一刻雨脚滂沱云々、通宵雨甚不休… 祈雨記 大日本史料 1-4
延喜 15 7 0 0 9150819 天下 秋月、天下疱瘡、都鄙老少無一免者、夭亡之輩、盈満朝野、扶桑略記 23 新訂増補国史大系 
延喜 15 7 0 13 9150831 出羽 出羽国言上、雨灰高二寸、諸郷農桑枯損之由、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 15 7 0 24 9150911 京都 被立九社奉幣、依祈雨也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 15 8 0 23 9151010 天下 外記京中樹木華、并天下赤痢時、御祈之例勘申、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 15 9 0 1 9151017 京都 近者万木華発、諸人煩赤痢、 日本紀略 大日本史料 1-4

延喜 15 9 0 7 9151023 天下  此日、石清水・賀茂上下・松尾・平野・大原野・稲荷等奉幣、
是依天下之赤痢病也、 西宮記 大日本史料 1-4

延喜 15 9 0 7 9151023 京都 被立諸社奉幣使、因万木花并赤痢病也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 15 9 0 9 9151025 京都 停重陽宴、依諸国申不堪佃田也、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 15 9 0 9 9151025 京都 止重陽宴、依諸国旱損疫之由也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4

延喜 15 9 0 25 9151110 京都 定諸社諸寺仁王経読経事、三箇日為祈京中諸国疱瘡赤痢病也、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4

延喜 15 10 0 16 9151130 京都 於紫宸殿大庭、建礼門・朱雀門等三所、有大祓事、為除疱瘡…日来主上不予、民間疱瘡転発、 日本紀略 大日本史料 1-4

延喜 15 10 0 26 9151209 天下
大赦天下、大辟以下悉赦除、犯八虐云々、常赦所不免者、
不在此限、又延喜十年以往調庸、未進在民身者、咸従原免、
又復天下百姓当年半徭、是従疱瘡流行之愁也、

日本紀略 大日本史料 1-4

延喜 16 1 0 1 9160211 京都 止朝賀、依去年疱瘡之災也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 16 1 0 20 9160301 京都 停内宴、依去年疱瘡也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 16 5 0 3 9160611 京都 未刻雨雹、其大方三分許、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 16 5 0 22 9160630 京都 風烈雨雹、是日…巡検鴨河堤、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 16 6 0 29 9160805 京都 雷鳴地震、為祈雨奉幣諸社、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4

延喜 16 7 0 4 9160810 京都 広瀬竜田祭、仍廃務如常、今月依祈雨、丹生貴布袮奉幣馬云々、… 西宮記 大日本史料 1-4

延喜 16 7 0 4 9160810 京都
今日依祈雨、丹生・貴布袮奉幣馬云々、是弘仁十四年七
月四日依祈雨和泉国大鳥・積川等社、依奉幣之例所行也
云々、

歴代宸記 増補史料大成 1

延喜 16 7 0 6 9160812 諸国 天陰、奉幣諸社、依祈雨也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 16 8 0 0 9160905 京都 大風雨洪水、 本朝年代記 日本震災凶饉攷
延喜 16 9 0 9 9161013 京都 欲御神泉苑而八日甚雨仍乍停止、 撰集秘記 大日本史料 1-4
延喜 17 0 0 0 9170131 京都 大旱、洛中泉涸る、 日本紀略 日本震災凶饉攷
延喜 17 3 0 23 9170422 京都 子刻氷降、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 17 4 0 0 9170429 京都 奉幣雨師二社祈雨、 貞信公記 大日本古記録
延喜 17 4 0 7 9170505 京都 定諸社使、［行幸カ］八省奉幣伊勢＜為祈雨＞、 貞信公記 大日本古記録

延喜 17 4 0 9 9170507 京都 奉幣雨師社祈雨七日、定諸社使［於カ］八省奉幣伊勢＜為祈雨＞九日奉幣諸社、 西宮記 大日本史料 1-4

延喜15年（915）～延喜17年（917）
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延喜 17 4 0 12 9170510 京都 奉幣龍穴、兼読経如例、又於神泉修請雨経法、 貞信公記 大日本古記録
延喜 17 4 0 13 9170511 京都 甘雨降、 貞信公記 大日本古記録
延喜 17 4 0 19 9170517 京都 御読経兼請雨等… 西宮記 大日本史料 1-4
延喜 17 4 0 22 9170520 京都 行伊勢御幣事＜為祈雨＞、廿三日奉幣諸社… 西宮記 大日本史料 1-4
延喜 17 6 0 12 9170708 京都 依時疫臨時奉幣諸社、 扶桑略記 23 大日本史料 1-4
延喜 17 7 0 0 9170727 京都 七月以後、炎旱連月、民庶飢渇、群盗満于巷、 日本紀略後１ 新訂増補国史大系
延喜 17 7 0 4 9170730 京都 広瀬竜田祭之日、為祈雨、諸名神十三社奉遣幣使之例、 小右記 大日本史料 1-4
延喜 17 7 0 12 9170807 京都 奉幣龍穴御読経雨降、時人感悦、 扶桑略記 大日本史料 1-4
延喜 17 9 0 0 9170924 京都 秋旱魃饑饉、群盗充布す、 日本紀略 日本震災凶饉攷

延喜 17 12 0 19 9180208 京都
従去九月、雨沢不降、井泉枯渇、其尤甚葉、二条以北也、
供御井水枯尽、仍以造酒司外、酒殿水、宛供御陽成院上
皇開冷泉院東北門、令人庶斉汲其池水、

日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 17 12 0 20 9180209 京都 冷泉院池水亦枯、勅開神泉苑東北門、令人斎汲泉水、 日本紀略 大日本史料 1-4
延喜 17 12 0 26 9180215 京都 依井泉枯尽、京畿告火急之間… 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 18 7 0 13 9180827 京都 奉幣［雨］師二社、為祈年（衍カ）止雨也、 貞信公記 大日本古記録
延喜 18 8 0 15 9180927 京都 従遅明風雨猛烈、樹木摧折、屋舎破損、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 18 8 0 16 9180928 京都
自遅明至十七日暁、風雨猛烈、樹木屋舎摧損、淀河水如海、
牛馬人物漂没尤多、雨不経数日、忽成此災、鴨河水車馬
不通、溺死者又多云々、

扶桑略記 24 大日本史料 1-5

延喜 18 8 0 17 9180929 山城 暁、淀河水如海岸流、人者共屋流死、獣者溺斃、其日、山崎橋南端入水二間許、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 19 0 0 0 9190209 諸国（弘前）三十五ケ国大不作、 日記 八木橋文庫
延喜 19 5 0 14 9190619 京都 奉幣諸神令祈病事、 貞信公記 大日本古記録
延喜 19 6 0 6 9190710 京都 奉幣諸社祈雨、 貞信公記 大日本古記録
延喜 19 6 0 17 9190721 京都 祈［雨］読経諸社寺行、 貞信公記 大日本古記録
延喜 19 6 0 22 9190726 京都［伊勢］御幣事＜為祈雨也＞、 貞信公記 大日本古記録
延喜 19 6 0 23 9190727 京都 奉幣諸社、 貞信公記 大日本古記録
延喜 19 6 0 28 9190801 京都 奉幣龍［穴］、於神泉苑、修請雨経法、 貞信公記 大日本古記録
延喜 19 6 0 30 9190803 京都 為祈雨、有御読経事、 貞信公記 大日本古記録
延喜 19 7 0 4 9190807 京都 奉幣祈雨諸神、 貞信公記 大日本古記録
延喜 19 7 0 5 9190808 京都 請雨［経法カ］了、 貞信公記 大日本古記録
延喜 19 7 0 7 9190810 京都 雨降、諸人喜感、日来不雨之故也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 20 0 0 0 9200129 諸国 諸国稔らず、疫疾流行す、 年代記抄 日本震災凶饉攷
延喜 20 0 0 0 9200129 京都 年中行事相撲／停止、延喜廿＜依病＞、 樗嚢抄 大日本史料 1-5
延喜 20 3 0 0 9200328 京都 春京都風水、 大日本史 日本震災凶饉攷
延喜 20 3 0 6 9200402 京都 乞雨幣使立、 貞信公記 大日本古記録
延喜 20 6 0 0 9200624 京都 夏京都大旱、 大日本史 日本震災凶饉攷
延喜 20 6 1 23 9200814 京都 為除咳病、可奉幣帛走馬祇園之状、 貞信公記 大日本古記録
延喜 20 7 0 0 9200822 京都 旱魃、又今年春夏間、咳病風水、仍無相撲節、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 20 7 0 8 9200829 京都 仰斎主令祈甘雨、又令読経龍穴、… 貞信公記 大日本古記録
延喜 20 7 0 13 9200903 京都 依召参入、定祈雨、 貞信公記抄 大日本史料 1-5
延喜 20 7 0 14 9200904 京都 依祈雨被立諸社奉幣、 扶桑略記 24 大日本史料 1-5
延喜 20 7 0 14 9200904 京都 祈雨使立、 貞信公記 大日本古記録
延喜 20 7 0 19 9200909 京都 行幸八省奉遣伊勢臨時奉幣、依咳病并甘雨祈也、 扶桑略記 24 大日本史料 1-5
延喜 20 8 0 22 9201011 京都 止雨幣使立雨師二二（衍）社、 貞信公記 大日本古記録
延喜 20 9 0 9 9201028 諸国 止重陽宴、依諸国不堪佃并去夏咳病也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 21 1 0 20 9210307 京都 停内宴、依諸国不堪佃、并去年咳病也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延喜 22 0 0 0 9220205 京都 大旱、洛中池涸る、 本朝年代記 日本震災凶饉攷

延喜 22 5 0 29 9220701 京都 請名僧於十一社、限三箇日、令転読仁王経、為消京中之病厄也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延喜 23 0 0 0 9230125 京都 行諸社読経事、可宜祈雨幣之次、 祈雨記 大日本史料 1-5

延喜17年（917）～延喜23年（923）
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延喜 23 1 0 27 9230220 京都 と名僧十口於紫宸殿、限三箇日、臨時御読経、為攘咳病也、日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延長 01 4 0 11 9230504 改元 延長元年／旱魃・疾疫、 園太暦 6 史料纂集
延長 01 4 1 11 9230603 改元 旱魃、疾疫、 平戸記 旱魃霖雨史料
延長 01 4 1 11 9230603 改元 天下咳疫、多以夭亡、 扶桑略記 古事類苑 1

延長 01 4 1 11 9230603 改元 詔、改延喜廿三年、為延長元年、依水僚疾疫也、有赦令、日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延長 01 4 1 21 9230613 京都 洪水、羅城門東西、船往来云々、 東寺王代記 続群書類従 29下
延長 01 4 1 22 9230614 京都 依疫癘、奉幣諸社、 扶桑略記 24 大日本史料 1-5
延長 01 5 0 18 9230709 京都 有仁王会事、依咳疫也、 扶桑略記 24 大日本史料 1-5

延長 01 5 0 22 9230713 京都 不知名白虫飛竟城東大路、北従三条間、南及六条、竟大路正中、如曳帛六分、落死者多、 扶桑略記 24 大日本史料 1-5

延長 01 8 0 30 9231017 諸国 霖雨依、奉幣諸社、 扶桑略記 24 新訂増補国史大系
延長 01 9 0 9 9231026 京都 停重陽宴、依去夏疫癘也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延長 02 5 0 7 9240616 京都 洪水、 日本紀略 大日本史料 1-5
延長 02 5 0 7 9240616 京都 雨如沃、終日不止、京中洪水、鴨河往還不通、 扶桑略記 24 大日本史料 1-5
延長 02 5 0 7 9240616 京都 大雨降、洪水出、 貞信公記 大日本古記録
延長 02 6 0 16 9240725 京都 此夜丑刻雨降、及寅止自去四日以後久不雨、 祈雨記 大日本史料 1-5
延長 02 8 0 4 9240910 京都 風雨猛烈公卿不参往還有煩、 扶桑略記 24 大日本史料 1-5
延長 02 9 0 22 9241007 京都 賑給の法、 政事要略 人権歴史年表
延長 03 5 0 25 9250621 京都 令斎主祈雨者、 貞信公記 大日本古記録
延長 03 5 0 25 9250623 京都 召祭主大中臣安則、令祈甘雨、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延長 03 6 0 0 9250629 京都 今月炎旱、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延長 03 6 0 0 9250629 天下 夏間、天下大旱、 扶桑略記 24 新訂増補国史大系

延長 03 7 0 14 9250811 京都 奉勅、炎旱経旬、雨沢不降、…始自今月十六日、七箇日間、於延暦寺、令修甘雨之法… 扶桑略記 24 新訂増補国史大系

延長 03 7 0 16 9250813 京都 神泉御修法三箇日、遂无雨、仍自今日、延二箇日、 扶桑略記 24 新訂増補国史大系
延長 03 7 0 19 9250816 京都 以神泉苑水、漑京南田、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延長 03 7 0 21 9250818 京都 去今両月旱魃、仍於神泉苑、并十五大寺、有供諸寺祈雨曽不降、 扶桑略記 24 大日本史料 1-5

延長 03 7 0 21 9250818 京都 於十五大寺、並有供諸寺、比叡山祈甘雨、 日本紀略 大日本史料 1-5
延長 03 7 0 23 9250820 京都 於神泉院、造龍形二頭、…三箇日被修請雨経法、 祈雨日記 続群書類従 25下
延長 04 2 0 28 9260418 諸国 改定信濃・下野・越中損不堪便、 貞信公記 大日本古記録
延長 04 7 0 18 9260902 京都 従夕風吹、終夜不休、 貞信公記抄 大日本史料 1-5
延長 04 7 0 19 9260903 大和 大風、此日大和長谷寺山崩、至于椿市、人烟悉流、 日本紀略 大日本史料 1-5
延長 04 7 0 19 9260903 京都 風雨大吹、 貞信公記抄 大日本史料 1-5
延長 04 8 0 2 9260916 京都 定止雨幣使、 貞信公記 大日本古記録
延長 04 8 0 3 9260917 京都 止雨幣使立、 貞信公記 大日本古記録
延長 04 8 0 7 9260921 京都 有祈止雨幣使事、 貞信公記 大日本古記録
延長 05 6 0 16 9270722 京都 此夜丑刻雨降及寅止、自去四日以後久不雨、 歴代宸記 増補史料大成 1

延長 05 6 0 18 9270724 京都
令淑光朝臣仰左大臣、近日久不雨、伝聞、漸有愁申処而、
公卿不申此事、若未可祈禱歟、大臣令申不雨漸久、祈禱
可宜事、

歴代宸記 増補史料大成 1

延長 05 6 0 19 9270725 京都 定祈雨使、 貞信公記 大日本古記録
延長 05 6 0 22 9270728 京都 奉幣帛八社、祈禱雨云々、 祈雨日記 続群書類従 25下
延長 05 6 0 25 9270731 京都 一日降雨、只降京辺、不及遠処之、重祈禱可宜、 祈雨記 大日本史料 1-5
延長 05 6 0 25 9270731 京都 常平祈雨等事、可早被行之状、令実頼朝臣奏、仍被行矣、貞信公記抄 大日本史料 1-5

延長 05 6 0 25 9270731 京都 左大臣令実頼申、一日降雨、只降京辺、不及遠処云々、重祈禱可宜、 歴代宸記 増補史料大成 1

延長 05 6 0 27 9270802 京都 依祈雨、臨時奉幣諸社、仍廃務、 扶桑略記 24 大日本史料 1-5
延長 05 6 0 27 9270802 京都 此日奉幣八社祈雨、 歴代宸記 増補史料大成 1

延長 05 6 0 28 9270803 京都 頗有奉幣事、未有雨気、為之如何、若依例可令卜祟、 祈雨日記 大日本史料 1-5

延長 05 6 0 28 9270803 京都 令時望朝臣仰民部卿藤原朝臣云、頻有奉幣事未有雨気、為之如何、若依例可令卜祟、 歴代宸記 増補史料大成 1

延喜 23年（923）～延長 5年（927）
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延長 05 7 0 0 9270805 京都 於八省院御読経、於神泉苑御修法、 北山抄 大日本史料 1-5

延長 05 7 0 1 9270805 京都 被行奉幣事、猶未有雨気、若尚不降、恐致損害歟、被定行季御読経及修法、諸寺祈禱事等可宜… 祈雨日記 大日本史料 1-5

延長 05 7 0 1 9270805 京都 可重祈雨事、令午（年カ）預奏之、季御読経、諸大寺等読経也、 貞信公記抄 大日本史料 1-5

延長 05 7 0 1 9270805 京都 左大臣令時望朝臣申被行奉幣事、猶未有雨気、若尚不降恐致損害歟、被定行季御読経… 歴代宸記 増補史料大成 1

延長 05 7 0 2 9270806 京都 七大寺及有封諸寺令読経祈雨事、依請… 祈雨日記 大日本史料 1-5
延長 05 7 0 3 9270807 京都 午二剋、暴雨雷電及四刻止、 祈雨日記 大日本史料 1-5
延長 05 7 0 5 9270809 京都 於神泉苑、修孔雀経法祈甘雨、 東寺長者補任 1 大日本史料 1-5
延長 05 7 0 5 9270809 京都 祈雨修法、神泉行之、 貞信公記 大日本古記録

延長 05 7 0 6 9270810 京都 請七大寺僧於東大寺仏前、三ケ日、又延暦及有供諸寺、読経祈雨、雷雨、 貞信公記 大日本古記録

延長 05 7 0 7 9270811 京都 修法可延二日事、依降雨潤少、更可行五穀成就也、 東寺長者補任 1 大日本史料 1-5

延長 05 7 0 7 9270811 京都 仰淑光朝臣、神泉修法可延二日事、依降雨潤少、兼可祈五穀生熟也、 歴代宸記 増補史料大成 1

延長 05 7 0 8 9270812 京都 於神泉苑、始修請雨経、… 東寺長者補任 1 大日本史料 1-5
延長 05 10 0 12 9271015 京都 臨時仁王経始、紫宸殿為攘赤痢病也、 貞信公記抄 大日本史料 1-5
延長 06 4 0 0 9280428 京都 四五月間、疾疫最甚、五位已上多亡、 扶桑略記 24 新訂増補国史大系
延長 06 5 0 22 9280617 京都 臨時御読経、請百僧、紫宸殿、為消除都下疾疫、転読大般若、扶桑略記 24 新訂増補国史大系
延長 06 7 0 11 9280804 大和 夜雷震、西大寺塔有火、一基蕩尽、 扶桑略記 24 新訂増補国史大系
延長 06 7 0 12 9280805 大和 長谷河水溢流、民家多損、長谷寺鳥居、同流失云々、 扶桑略記 24 新訂増補国史大系
延長 07 3 0 0 9290418 諸国 京畿諸国、疫癘流行、死者溢路、 扶桑略記 24 新訂増補国史大系

延長 07 3 0 23 9290510 諸国
春三月京畿諸国疫癘流行、死者溢路、宣旨云…始自三月
廿三日、於豊楽院七箇日昼夜不断修不動法、七日之内疫
気已散…

扶桑略記 24 大日本史料 1-6

延長 07 3 0 23 9290510 諸国 春疫癘流行、…自三月廿三日於豊楽院七箇日間修不動法、七日之内疫気已散云々、 阿婆縛抄 大日本史料 1-6

延長 07 7 0 0 9290813 諸国 京都及諸国大風雨洪水、稼穀を損し人多く溺死、 大日本史 日本震災凶饉攷
延長 07 7 0 0 9290813 諸国 京畿及び諸国疫癘流行、庶民多死、 興福寺年代記 日本震災凶饉攷

延長 07 7 0 0 9290813 京都
菅丞相霊之祟ニ依テ、王城洛中大ニ雷電、而雨荒風烈、
而世界闇之如、大洪水出、家々ヲ漂、京白河ノ人民多以
溺死

神皇正統録 大日本史料 1-6

延長 07 7 0 8 9290820 京都 於神泉苑、修請雨法云々、 祈雨日記 続群書類従 25下

延長 07 7 0 26 9290907 京都
従午後大風暴雨、終夜殊烈、京中損壊不可勝計、鴨河葛
川辺、人物流亡、鴨河堤潰断、末流入東京、舎屋類溺損
尤多、山崎橋六間断壊了、

扶桑略記 24 大日本史料 1-6

延長 07 7 0 26 9290907 京都 依大風洪水、停止召合事、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延長 07 7 0 26 9290907 天下 夜、大風雨通宵、川流水溢、天下多被風水損、民烟人畜穀稼、損害甚多、 扶桑略記 24 新訂増補国史大系 

延長 07 8 0 10 9290920 京都 詔、依水害、被損害者、量加賑給、其尤甚者勿輸今年調徭、… 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延長 07 8 0 13 9290923 京都

応収養路頭為病者事／右左大臣宣、奉勅、如聞、頃者京
中病者、多臥路頭、無人収養、誰救其命、宜仰左右京職
官人分頭、卒坊令等、毎条巡検、取置便所、及随検非違
使看督等取送、同共収養者、両職承知、依宣行之、其食
法、大男大女、日各米一升、塩一夕、滓醤一合、小男小女、
日各米六合、塩五撮、滓醤五夕、但米用以義倉料、塩滓
醤請自大膳職…

政事要略 70 新訂増補国史大系

延長 07 8 0 15 9290925 京都 終朝暴雨夜中洪水汎溢、東西京七条以下、車馬不通、皇城以南田畝如海、穀種流漂、溺死者多、 日本紀略 大日本史料 1-6

延長 07 8 0 29 9291009 京都 八月自大風後、連陰滞雨、至月晦、無晴日、 扶桑略記 24 大日本史料 1-6
延長 07 9 0 9 9291019 京都 依異損、止節会、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系

延長 08 2 0 14 9300321 京都
仰検非違使并左右京、令安置施薬院、悲田院、曲殿并有
便宜所等窮人、…稟院米五石、大膳塩二斗、被資給病人、
今年依疫気、人民多愁苦道路故也、仁恵之深、已及黎庶、

扶桑略記 24 大日本史料 1-6

延長 08 2 0 16 9300323 京都 疫病流行、病者を収容、 政事要略 人権歴史年表

延長 5年（927）～延長 8年（930）
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延長 08 2 0 24 9300331 天下 詔、大赦天下、依去年風水之災、今年春疫癘之患也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延長 08 5 0 0 9300605 京都 今月雨不降、 日本紀略 大日本史料 1-6
延長 08 5 0 17 9300621 京都 被修有供無施臨時仁王会、仍廃務、是為消除疫癘也、 扶桑略記 24 大日本史料 1-6
延長 08 6 0 0 9300704 諸国 件年春夏、疫癘甚盛、 扶桑略記 24 新訂増補国史大系
延長 08 6 0 0 9300704 京都 六月雨不降、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延長 08 6 0 0 9300704 京都 又自去春、至此夏、疫疾不止、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延長 08 6 0 8 9300711 美濃 大雪降、皆不吉也、 吾妻鏡 26 大日本史料 1-6

延長 08 6 0 26 9300729 京都
奉勅、炎旱渉旬、田畝焦損、爰京南鳥羽等欲導神泉池水、
若不許容、恐失民業、宜令少納言…以下、准承前例、通
池水流已了、

扶桑略記 24 大日本史料 1-6

延長 08 6 0 26 9300729 京都 諸卿侍殿上、各議請雨之事、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延長 08 7 0 2 9300803 京都 天皇避清涼殿、移座常寧殿、依去月雷震之事也、 日本紀略後 1 新訂増補国史大系
延長 09 1 0 6 9310201 京都 大風、終日不止、 日本紀略後 2 新訂増補国史大系

延長 09 3 0 20 9310415 京都 仰左中弁、以内給所・中宮職等銭・家米塩賑給京中餓者、惣五十石程也［余リアリ］、 貞信公記 大日本古記録

延長 09 3 0 22 9310417 京都 京中の飢民などを救済、賑給、 政事要略 人権歴史年表
承平 01 4 0 26 9310521 改元 即位、 一代要記 古事類苑 1

承平 01 5 0 23 9310616 京都 令斎主祈申止霖雨可無損害之状、 貞信公記 大日本古記録
承平 01 5 0 23 9310616 京都 降雨、令祈止雨之由、 日本紀略後 2 新訂増補国史大系
承平 01 5 1 3 9310626 京都 大雨、地震、 日本紀略後 2 新訂増補国史大系
承平 01 5 1 7 9310630 京都 依霖雨久降、諸人多愁、令占若有祟歟、 貞信公記 大日本古記録
承平 02 0 0 0 9320214 京都 疫癘行はる、 貞信公記 日本震災凶饉攷
承平 02 4 0 9 9320522 京都 又定…奉幣諸社使等、為病事也、 貞信公記抄 大日本史料 1-6
承平 02 4 0 9 9320522 京都 定賑給使・奉幣諸社使等、為病事也、 貞信公記 大日本古記録
承平 02 4 0 12 9320525 京都 賑給使廻京中給、 貞信公記抄 大日本史料 1-6
承平 02 4 0 13 9320526 京都 為消疫癘、奉幣諸社、 扶桑略記 25 大日本史料 1-6

承平 02 4 0 13 9320526 諸国［ ］風吹損右近陣火炬屋、并春興校書殿桧皮、寮占乾坤方
兵革之由、仍山陰・山陽・大宰府以官符、 扶桑略記 25 大日本史料 1-6

承平 02 4 0 13 9320526 京都 奉幣諸社使立、為攘病事也、 貞信公記 大日本古記録
承平 02 6 0 16 9320727 京都 祈雨幣使立、 貞信公記 大日本古記録
承平 04 0 0 0 9340123 和泉 賑給事、／和泉… 政事要略 60 新訂増補国史大系
承平 04 10 0 29 9341213 京都 東大寺両塔焼雷火、 東寺王代記 続群書類従 29下
承平 05 4 0 0 9350511 京都 賀茂・平野・松尾祭停止、 僧綱補任 1 大日本史料 1-6
承平 05 4 0 4 9350514 京都 夜霜降為異、 扶桑略記 25 大日本史料 1-6
承平 05 4 0 27 9350606 京都 依祈雨奉幣諸社、 扶桑略記 25 大日本史料 1-6
承平 05 5 0 4 9350612 京都 請僧百口、於大極殿、限三箇日、令読大般若経、為祈甘雨也、日本紀略後 2 新訂増補国史大系
承平 06 8 0 0 9360825 京都 霖雨之を占す、 山槐記 日本震災凶饉攷
承平 07 3 0 1 9370419 京都 雪雹雨下、 日本紀略 大日本史料 1-7
承平 08 5 0 0 9380606 京都 洪水、 扶桑略記 25 新訂増補国史大系 
天慶 01 5 0 22 9380627 改元 厄運、地震、兵革之慎、 日本紀略 古事類苑 1

天慶 01 5 0 26 9380701 京都 大雨、河水溢、地震、 日本紀略後 2 新訂増補国史大系
天慶 01 6 0 20 9380724 京都 鴨河水大溢、入京師、多漂人屋、 日本紀略 大日本史料 1-7

天慶 01 6 0 20 9380724 京都 鴨河水入京中、多損人屋舎・雑物、西堀河以西如海、不能往還、 貞信公記 大日本古記録

天慶 01 8 0 27 9380928 京都 大雨快降、洪水溢、 本朝世紀 2 新訂増補国史大系
天慶 01 9 0 0 9381002 京都 秋、京都大雨、河水溢れ、民屋多く壊る、 大日本史 日本震災凶饉攷
天慶 02 4 0 14 9390510 京都 河水之反出、渡人有煩云々、 貞信公記 大日本古記録
天慶 02 6 0 0 9390625 京都 夏比、炎旱経旬、田畝難期、 扶桑略記 25 新訂増補国史大系

天慶 02 6 0 1 9390625 京都 依請雨、被定明日丹生・貴布袮奉幣日時、即黒毛馬事、仰左右司了、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 6 0 2 9390626 京都 被立丹生・貴布袮奉幣使、依祈雨也、然間、自子剋許、甘雨忽降、感応之至也、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

延長 8年（930）～天慶 2年（939）
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天慶 02 6 0 11 9390705 京都 付月次祭使有臨時幣、王使相加也、是為祈甘雨、 貞信公記 大日本古記録
天慶 02 6 0 11 9390705 京都 申剋雷鳴・暴雨、可謂神霊之験、祈雨之由、有宣命、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系
天慶 02 6 0 12 9390706 京都 祈雨諸社使立、 貞信公記 大日本古記録
天慶 02 6 0 12 9390706 京都 依祈雨奉幣諸社…宣命等如昨日、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 6 0 15 9390709 京都 召陰陽寮有御占、是祈雨御読経御修法等間、何方可有感応否事也、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 6 0 16 9390710 京都 被定自来廿日、可修臨時御読経事、依祈雨也、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 6 0 20 9390714 京都 為祈雨、と百僧於大極殿、三ケ日間、被転読大般若経＜去
十八九両三日雨降了＞、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 7 0 2 9390725 京都 為祈雨、令陰陽寮修五龍祭、又奉幣上龍穴、又令読経、… 貞信公記 大日本古記録

天慶 02 7 0 2 9390725 京都 依祈雨、自来五日、三ケ日、於諸社僧綱等、率十口僧、可読般若経之由被定、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 7 0 5 9390728 京都 祈雨御読経始、海御修法始、蔵人祭小法間候、此為東乱也、貞信公記抄 大日本史料 1-7

天慶 02 7 0 8 9390731 京都
今日太政大臣以相職、被申諸卿云、旱魃猶甚、仏神祈禱
似無感応、可被行御卜并祈雨事云々、…仍除先日奉幣諸
社之外十一社、明日可奉幣之由被定了、

本朝世紀 大日本史料 1-7

天慶 02 7 0 8 9390731 京都
令相職朝臣、告民部卿云、祈雨事、重定行者、晩頭使外
記公忠宿禰、送神祇陰陽等占卜文云、左右随命者、報曰
先度祈不入諸社可祈申、

貞信公記抄 大日本史料 1-7

天慶 02 7 0 9 9390801 京都 依祈雨奉幣十一社、以神祇官人為使、広田・長田・生田・依四至汚穢祟之、水主依羨幣帛也、 本朝世紀 3 大日本史料 1-7

天慶 02 7 0 9 9390801 京都 奉幣諸社、為祈雨也、 貞信公記 大日本古記録

天慶 02 7 0 10 9390802 京都 又被定於十五大寺并延暦寺、有供諸寺、可読仁王経之由、依祈雨也、被下宣旨於弁官、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 7 0 13 9390805 諸国 是依祈雨、五畿七道明神奉幣、於国分寺并有供定額寺、可読仁王経官符也、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 7 0 14 9390806 京都 而依祈雨、修季御読経之時、或於大極殿修之、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系
天慶 02 7 0 15 9390807 京都 季御読経始也、雖恒例事、依祈雨、於大極殿修之、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系
天慶 02 7 0 15 9390807 京都 可修請雨経法之由、下宣旨於左弁官畢、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 7 0 16 9390808 京都 今朝、山城国紀伊郡百姓等列立近衛御門内、愁申云、炎旱尤甚、依旧例、給神泉苑水、… 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 7 0 17 9390809 京都 向神泉、自今日三ケ日、放出池水、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系
天慶 02 7 0 18 9390810 京都 季御読経竟也、…結願之間、暴雨忽降、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 7 0 18 9390810 京都 抑連日就仏神、請甘雨、雖有小雨、不湿田畝、而今日、雖不歴時剋、大雨普降、仏神之加護、般若之威力也、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 7 0 18 9390810 京都 於延暦寺、自去十五日、修請雨経法、僧廿口、各給度者、本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 7 0 21 9390813 京都 仰来廿七日・八日、於南殿、可有相撲召合之由、但、依三合并東西国兵乱、炎旱、不可有音楽者、 本朝世紀 3 新訂増補国史大系

天慶 02 12 0 9 9400125 京都 差遣家人於東西京、令見困窮者、取（聊カ）有賑給、 貞信公記 大日本古記録
天慶 03 8 0 0 9400910 京都 有風雨災、年穀不登、人庶大飢、 扶桑略記 25 新訂増補国史大系
天慶 04 7 0 23 9410823 京都 天晴…未刻吹風鳴雷、 本朝世紀 5 大日本史料 1-7

天慶 04 9 0 6 9411004 京都
去月以降、霖雨難晴、秋稼可損、仍且止雨気、且為祈年穀、
以去月卅日、可被奉件使、…宣命云、…近来、霖雨頻降天、
陰雲不霽、若連旬日天不止波、百姓秋稼可致流損し…

本朝世紀 5 新訂増補国史大系

天慶 04 9 0 12 9411010 近江 而逗留近江国之間、御馬廿疋装束、為洪水流失、… 本朝世紀 5 新訂増補国史大系
天慶 05 0 0 0 9420125 京都 大風樹を抜き、屋を倒す、 外記日記 日本震災凶饉攷
天慶 05 4 0 0 9420523 京都 東西京飢餓疫疾の者に銭を給す、 外記日記 日本震災凶饉攷
天慶 05 5 0 7 9420628 京都 被定行為祈雨、於諸社、可有御読経事、 本朝世紀 6 新訂増補国史大系

天慶 05 6 0 14 9420803 京都
近来疾疫之事、多聴閭里、餓死之輩、已満街衢、自去天
慶二年以来、春夏之間、米直升別十七八文、頻年来之飢
餲之盛、見聞之者、無不愁歎、

本朝世紀 6 新訂増補国史大系

天慶 05 6 0 15 9420804 京都 近日、京中多聞飢病之輩、此度之事、使等須殊常臨視、随人々之体賑恤之由、宜召仰之、 本朝世紀 6 新訂増補国史大系

天慶 05 6 0 16 9420805 近江 …而常平所陳云、近江国且所運穀只三百斛也、而［下］行之数已六百余斛也、然則依未足彼数、不能下行云々、… 本朝世紀 6 大日本史料 1-8

天慶 2年（939）～天慶 5年（942）
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天慶 05 6 0 16 9420805 京都 今日、諸衛官人等参申云、賑給之事、今日請料物、明日可給之由、昨日被召仰也、 本朝世紀 6 新訂増補国史大系

天慶 05 6 0 18 9420807 京都 今日、東西京有賑給事、先例以廩院米給、而依彼院無米、以常平所穀給之、 本朝世紀 6 新訂増補国史大系

天慶 05 8 0 11 9420928 京都 風雨、大発屋舎、摧木及数処、仍止定考、 日本紀略 大日本史料 1-8
天慶 05 8 0 11 9420928 京都 大風例事…大風暴雨、 後愚昧記 大日本史料 1-8
天慶 05 8 0 11 9420928 京都 八月大風事…大風暴雨、 河海抄 大日本史料 1-8

天慶 05 8 0 12 9420929 京都 仰云、昨夜風雨所々災、不可勝計、宜召仰左右衛門、左右兵衛府、遣尉已下於諸司、慥令申其損者、明日召仰了、後愚昧記 大日本史料 1-8

天慶 05 8 0 13 9420930 京都（11日カ）定考依大風延引、 西宮記 大日本史料 1-8
天慶 06 0 0 0 9430213 京都 疫癘流行す、 大日本史 日本震災凶饉攷
天慶 06 2 0 7 9430320 京都 天喜晦冥、烈風雷雨不止、 日本紀略後 2 新訂増補国史大系

天慶 06 4 0 20 9430531 京都 大法師寛空於禁中勤行孔雀経法、伴僧廿人、今年春、呉竹成実、夏間旱疫、方々有御祈、
東寺長者補任
1

大日本史料 1-8

天慶 06 5 0 17 9430627 京都 請僧百口、於大極殿、読経、為請甘雨也、 日本紀略後 2 新訂増補国史大系
天慶 06 6 0 0 9430710 京都 夏旱魃、 大日本史 日本震災凶饉攷
天慶 06 7 0 9 9430817 諸国 奉幣十一社、祈雨也、 日本紀略後 2 新訂増補国史大系
天慶 07 7 0 20 9440816 京都 羽蟻集北野、其勢満野、 日本紀略 大日本史料 1-8
天慶 07 9 0 0 9440925 諸国 京都及び諸国大風大雨、河溢る、 扶桑略記 日本震災凶饉攷

天慶 07 9 0 0 9440925 京都 大風之後、秋霖難晴云々、十五大寺有供諸寺、転読般若、又召諸社禰宜可令祈申… 北山抄 大日本史料 1-8

天慶 07 9 0 2 9440926 京都 夜大風暴雨、諸司官舎、京中廬舎顚倒、不可勝計、 日本紀略 大日本史料 1-8

天慶 07 9 0 2 9440926 京都 大風例事／…今夜大風暴雨、…諸司諸家諸寺舎屋、京中破損不可勝計、 後愚昧記 大日本史料 1-8

天慶 07 9 0 3 9440927 天下（2日）天下大風、京洛官舎門楼、多以顚倒、其日、信濃守
紀文幹到著国府、出居国庁々屋顚倒、圧殺守文幹、 扶桑略記 25 大日本史料 1-8

天慶 07 9 0 11 9441005 京都 甚雨、河水溢、 日本紀略後 2 新訂増補国史大系
天慶 08 5 0 0 9450618 京都 今月、霖雨、及晦適晴、 日本紀略後 2 新訂増補国史大系
天慶 08 7 0 0 9450816 京都 大風雨、洪水、 西宮記 日本震災凶饉攷

天慶 08 7 0 2 9450817 京都 大納言奉仰、令神祇・陰陽官寮卜占、不雨日久、若有祟歟云々、 貞信公記 大日本古記録

天慶 08 7 0 5 9450820 京都 奉賀茂・稲荷二社祈雨、 貞信公記 大日本古記録

天慶 08 7 0 27 9450911 京都 従早朝大風暴雨、仍相撲召合事、殆欲停留、午後天晴、仍今日於南殿前、有召合事、 本朝世紀 大日本史料 1-8

天慶 08 7 0 27 9450911 京都 大風雨、仍有仰外記進勘文、 西宮記 大日本史料 1-8
天慶 09 2 0 25 9460404 京都 大風、 日本紀略後 2 新訂増補国史大系
天慶 09 5 0 15 9460621 諸国 奉幣伊勢並諸社祈雨、 貞信公記 大日本古記録

天慶 10 0 0 0 9470130 天下 天下大赦、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

天慶 10 4 0 18 9470516 京都 自未刻、天陰暴雨、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天慶 10 4 0 21 9470519 京都 早朝霜降、気冷寒、宛如厳冬、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 01 4 0 22 9470520 改元 依天祚改也、 日本紀略 古事類苑 1

天暦 01 6 0 0 9470626 京都 今月以後、疱瘡多発、人庶多殤、有童謡言、 日本紀略 大日本史料 1-9
天暦 01 6 0 17 9470712 京都 為止霖雨、奉遣臨時幣帛於諸社、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 01 6 0 22 9470717 京都 今日、免左右獄囚十一人、是則日来霖雨不霽、損害多煩故也、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 01 7 0 3 9470728 京都 従午後風雨猛烈、舎屋顚倒、 貞信公記抄 大日本史料 1-9

天暦 01 7 0 4 9470729 京都
去夜、大風猛烈、京中廬舎、或顚倒、或破壊、就中、宮
内省南門、大蔵省後庁、掃部寮西屋、左馬寮造酒司南門、
典薬寮東桧皮葺屋等顚倒、又河水漲溢、

日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 01 7 1 19 9470911 京都 日中大風吹、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 01 7 1 19 9470911 京都 此日、修臨時仁王会、是日来天変物恠、世間妖言、触事甚多、又京中煩疫癘疱瘡者、已以有数、仍被祈之、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 01 8 0 11 9471002 天下 無音楽、依天下疱瘡愁也、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天慶 5年（942）～天暦元年（947）
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天暦 01 8 0 14 9471005 京都 或令転読大般若経、或令演説仁王経、依疱瘡事也、是日於建礼門前、修鬼気祭、 日本紀略 大日本史料 1-9

天暦 01 8 0 15 9471006 京都
為攘除疱瘡、於紫宸殿・建礼門・朱雀門三箇所、有大祓、
去六月間、年卅以下男女煩小瘡、今月以後尤熾盛、其瘡
為体、或如粟、或如豆、去延喜十五年有此瘡、世俗号曰
疱瘡云々、

日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 01 8 0 19 9471010 京都 賑給各米百斛、塩卅籠、於東西京、是依疱瘡及赤痢事也、日本紀略 大日本史料 1-9
天暦 01 8 0 22 9471013 京都（疱瘡により）四角祭、次々可有四隅四界等祭、 貞信公記抄 大日本史料 1-9
天暦 01 9 0 0 9471022 京都 秋疱瘡流行、庶民多く夭す、一五寺一六社に祈禱す、 大日本史 日本震災凶饉攷
天暦 01 9 0 7 9471028 天下 臨時御読経始、仁王経、為攘天下災難（疱瘡流行）所修者、貞信公記 大日本古記録
天暦 02 0 0 0 9480218 京都 有疱瘡患、 扶桑略記 25 新訂増補国史大系 
天暦 02 4 0 10 9480526 京都 辰刻地中有声、 日本紀略 大日本史料 1-9

天暦 02 4 0 27 9480612 京都 近日雨不降、［有］病事聞、依之、有奉幣・読経等事、此外又可修何態乎、 貞信公記 大日本古記録

天暦 02 5 0 3 9480617 京都 奉幣諸社、為祈雨等也、 貞信公記 大日本古記録
天暦 02 5 0 3 9480617 京都 幸八省院、奉幣諸社、祈雨也、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 02 5 0 5 9480619 京都 示諸卿云、日来炎旱重日、疾疫間聞、因之、可行仁王会事、… 九暦 大日本古記録
天暦 02 5 0 7 9480621 畿内 定丹生・貴布袮幣使、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 02 5 0 9 9480623 京都 雨師二社奉幣馬祈、 貞信公記 大日本古記録
天暦 02 5 0 9 9480623 京都 祈雨奉幣事、有儀… 九暦 大日本古記録
天暦 02 5 0 11 9480625 京都 祈雨宣命使奉遣五陵、 貞信公記 大日本古記録
天暦 02 5 0 11 9480625 京都 免軽犯者廿六人、是依旱也、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 02 5 0 13 9480627 京都 朱雀院差法師等奉遣八幡・賀茂等、令祈甘雨・年穀、始自今日五ケ日也、 貞信公記 大日本古記録

天暦 02 5 0 13 9480627 京都 自今日、限五箇日、令祈甘雨年穀、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 02 5 0 15 9480629 京都 日者炎旱、今有此潤、仁王経感応也、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 02 5 0 16 9480630 京都 神泉苑可修請雨経法、而降雨、止請雨経法、 貞信公記 大日本古記録
天暦 02 6 0 0 9480714 京都 夏大旱、 日本紀略 日本震災凶饉攷
天暦 02 6 0 0 9480714 京都 今月上旬炎旱、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 02 6 0 2 9480715 京都 於七社、自今日、限三箇日、令転読仁王経、祈雨也、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 02 6 0 3 9480716 大和 又七大寺僧集東大寺大仏殿、可祈雨之由、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 02 6 0 3 9480716 京都 十一社並龍穴神等遣僧綱以下、又七大寺僧集東大寺大仏殿、可祈雨事、 貞信公記 大日本古記録

天暦 02 6 0 5 9480718 京都 祈雨読経、従今日始行、三ケ日、 貞信公記 大日本古記録

天暦 02 6 0 7 9480720 京都 雷雨、大膳職醤院顚倒、圧死者一人、是日日二見、又朱雀院南池中見如龍頭物、 日本紀略 大日本史料 1-9

天暦 02 6 0 7 9480720 京都 朱雀院南池中見如龍頭物、大膳醤院屋風吹倒、打殺属野中安世、 貞信公記抄 大日本史料 1-9

天暦 02 6 0 12 9480725 京都 奉幣諸社、祈甘雨也、 貞信公記 大日本古記録

天暦 02 6 0 12 9480725 諸国 奉幣帛於諸社＜十六社＞祈甘雨、発遣之後、雷鳴雨降、無幾止、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 02 7 0 6 9480818 京都 暴雨雷動、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 02 7 0 27 9480908 京都 夜暴風忽雨、京中舎屋多顚倒、圧死者有数、 日本紀略 大日本史料 1-9
天暦 02 7 0 27 9480908 京都 夜大風雨、屋舎多顚倒、死人有数云々、 貞信公記 大日本古記録

天暦 02 7 0 28 9480909 京都 去夜俄大風暴雨、諸司京中破損尤多、監物局後庁顚倒三間、有圧死者、此外所々有圧死者… 後愚昧記 大日本史料 1-9

天暦 02 7 0 28 9480909 京都 分遣諸衛官人於諸司、令実検風損官舎、 貞信公記 大日本古記録
天暦 02 8 0 15 9480925 諸国 被奉臨時御使於十六社、是為祈秋霖也、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 02 9 0 19 9481028 京都 雷鳴雨降、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 02 9 0 20 9481029 京都 依昨日仰、召神祇・陰陽等官人、令占雨脚頻降祟由、… 九暦 大日本古記録
天暦 02 9 0 20 9481029 京都 依霖雨、行御卜、不被憚穢中、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 02 9 0 22 9481031 山城 奉遣臨時御幣使、於石清水宮、祈謝放生会止由、并非時雷鳴・霖雨等、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 02 12 0 28 9490203 諸国 今年諸国申異損、其数甚多、宜停止来年朝拝者、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦元年（947）～天暦 2年（949）
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天暦 03 4 0 10 9490515 京都 召神祇官陰陽寮、令占霖雨、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 03 6 0 21 9490724 京都 召神祇官陰陽寮官人於軒廊、有旱魃御卜、… 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 03 6 0 23 9490726 京都 此日、被免東西獄未発覚犯人廿人、是依旱魃祈也、又可祈申炎旱於太神宮之由、召仰祭主頼基、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 03 6 0 29 9490801 京都 賑給東西京、依旱災也、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 03 7 0 4 9490805 諸国
広瀬・竜田祭、依穢延引、日来、炎旱尤甚、田園焦枯、
紀伊郡百姓等愁申、神泉苑水依例可被下給之由、自明日
可下給之由、被奏定、

日本紀略後 3 新訂増補国史大系

天暦 03 8 0 1 9490901 京都 東西河水汎溢、去夜、南殿版位紛失、 日本紀略後 3 新訂増補国史大系
天暦 03 8 0 2 9490903 京都 今日被定…止雨奉幣事、 日本紀略 大日本史料 1-9
天暦 04 0 0 0 9500126 諸国 丹後、播磨、蝗、 大日本史 日本震災凶饉攷

天暦 04 0 0 0 9500126 播磨
寛仁元年八月二日…丹波国蝗虫事被勘蝗虫被行之例、天
暦四年言上丹波播磨蝗虫事、有軒廊御［卜］、其［ ］奉幣諸
社之由勘申、

小右記 大日本史料 1-9

天暦 04 4 0 0 9500425 京都 霖雨占之、 大日本史 日本震災凶饉攷

天暦 05 0 0 0 9510214 京都 京畿疫死、光勝自刻十一面観音像祈之、疫則止、創六波羅寺、奉安像、 皇代記 新校群書類従 2

天暦 06 0 0 0 9520204 天下 天下大赦、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

天暦 07 9 0 11 9531026 伊勢 五十鈴川俄洗岸、洪水出来、往還不通、 大神宮諸雑事
記 1

大日本史料 1-10

天暦 08 4 0 25 9540603 畿内 於七大寺、東西寺、延暦寺、並諸社転経祈雨、 歴代宸記 増補史料大成 1

天暦 08 4 0 25 9540603 畿内 於七大寺、東西寺、延暦寺、并諸社、転読経、祈雨、 祈雨日記 続群書類従 25下

天暦 08 5 0 1 9540609 諸国
大原野社御読経使律師済源不到彼社、仍択他日令読経、
依旱気之盛也、又依先例奉幣、丹生・貴布袮社、又於龍
穴読経、東大寺大仏殿、同令読経、又給官符於諸国、奉
幣読経令祈雨、

祈雨日記 大日本史料 1-10

天暦 08 5 0 1 9540609 京都
右大臣令国光申云、旱気已盛、若有祟歟、…令仰云、奉
幣馬丹生・貴布袮、又於龍穴社読経可宜、又給官符於諸国、
奉幣読経令祈雨、

歴代宸記 増補史料大成 1

天暦 08 5 0 3 9540611 京都 遣少納言朝望、放神泉苑池水下給紀伊郡田事、并依旱災也、歴代宸記 増補史料大成 1

天暦 08 5 0 9 9540617 京都 於大極殿行祈雨読経、 歴代宸記 増補史料大成 1

天暦 08 5 0 11 9540619 京都 令仰祈雨読経可延二箇日事、 祈雨日記 大日本史料 1-10
天暦 08 5 0 17 9540625 大和 於東大寺、祈雨御読経、日時定、此日雷鳴澍雨、不及湿地晴、祈雨日記 大日本史料 1-10
天暦 08 5 0 17 9540625 大和 於東大寺大仏殿、可令祈雨読経事、… 歴代宸記 増補史料大成 1

天暦 08 5 0 18 9540626 京都 令伊尹仰定助可修請雨経法事、 祈雨日記 大日本史料 1-10
天暦 08 5 0 19 9540627 京都 陰陽寮択申五龍祭日時＜廿三日＞、 祈雨日記 大日本史料 1-10
天暦 08 5 0 21 9540629 京都 午剋雷鳴降雨、日来炎旱、今日降雨、 祈雨日記 大日本史料 1-10

天暦 09 9 1 21 9551113 京都
先日仰云、今年秋間疫癘流行、人民病苦、来月残菊宴有
無之由、諸卿可定申…、仰云、来月残菊宴、依疾疫事、
宜随停止…

政事要略 大日本史料 1-10

天暦 10 0 0 0 9560220 大和 於件寺（東大寺）五箇日修之（祈雨御読経）…十年例、六箇寺及新薬師寺僧加修之、経名無所見… 祈雨記 大日本史料 1-10

天暦 10 0 0 0 9560220 天下 天下大以旱魃、 扶桑略記 26 新訂増補国史大系 

天暦 10 4 0 19 9560605 京都 小一条記云、今日奉幣諸社＜依天変旱炎也＞上御小安殿、発伊勢使、… 西宮記 大日本史料 1-10

天暦 10 7 0 23 9560905 京都 減服御常膳詔出、左右馬寮秣止之、 北山抄 大日本史料 1-10

天暦 10 7 0 23 9560905 天下
天下諸国有水之処、任令百姓灌漑、先貧後富、高年鰥寡
孤独、不能自存者、量加賑贍、又免除五畿内七道諸国、
去天暦五年以往調庸未進、在民身者、但東海・東山・山
陽三道駅戸田租、限三箇年、…

本朝文粋 2 大日本史料 1-10

天暦 10 8 0 13 9561004 京都 依厨犬死延引、依旱魃止音楽、 西宮記 大日本史料 1-10

天暦 11 0 0 0 9570208 京都 京都水、旱、疫癘、穀価騰貴し、民庶多く饑ゆ、 公卿補任 .
一代要記 日本震災凶饉攷

天暦 11 0 0 0 9570208 京都 今年穀直甚貴、 日本紀略 大日本史料 1-10

天暦 11 3 0 0 9570408 大和 於大仏殿諸寺僧徒祈雨、 東大寺別当次
第 大日本史料 1-10

天暦 3年（949）～天暦 11年（957）
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天暦 11 3 0 0 9570408 大和 ＜祈雨例＞…七大寺僧相共、於東大寺仏前、可修読経之由、下宣旨… 北山抄 大日本史料 1-10

天暦 11 3 0 16 9570423 京都 於八省院季御読経始、恒例於南殿行之、依相加祈雨事、於此殿被行之、 日本紀略 大日本史料 1-10

天暦 11 3 0 16 9570423 大和 是日遣勅使、於東大寺、自来廿二日、請七大寺僧、為修祈雨読経也、 日本紀略 大日本史料 1-10

天暦 11 3 0 25 9570502 諸国 依祈雨、発遣十六社奉幣使、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天暦 11 3 0 26 9570503 諸国 雨降、依御祈之感也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系

天暦 11 4 0 9 9570516 大和
以大和国不動穀、千二百九十斛、給同国諸寺等有差、東大・
興福・元興・大安・西大・法隆・本元興・薬師・新薬師・
…依去今年旱損飢饉、

日本紀略後 4 新訂増補国史大系

天暦 11 5 0 0 9570606 京都 同十一年三（五）月、又如此（賑給東西京）、料米三百石、 西宮記 大日本史料 1-10
天暦 11 5 0 24 9570629 京都 両京賑給、 日本紀略 大日本史料 1-10

天暦 11 6 0 3 9570707 諸国 定於十四社験所、読仁王経事、毎社僧綱一口、率十口僧、是依今年、当三合年、水旱疾疫之災不絶、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系

天暦 11 6 0 6 9570710 京都 飢渇、疫病也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天暦 11 6 0 25 9570729 京都 暴風雨、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天暦 11 8 0 1 9570902 京都 依祈雨、丹貴二社加奉黒毛御馬、 日本紀略 大日本史料 1-10
天徳 01 10 0 27 9571027 改元 改為天徳元年、是由水旱損也、 扶桑略記 26 大日本史料 1-10
天徳 01 10 0 27 9571027 改元 此年水旱不節、 改元部類 大日本史料 1-10
天徳 01 10 0 27 9571027 改元 改元依水旱、恠異也、 一代要記 大日本史料 1-10
天徳 01 10 0 27 9571027 改元 依炎旱・恠異也、 皇代記 新校群書類従 2

天徳 01 10 0 27 9571027 改元 依水旱・恠異也、 皇年代略記 新校群書類従 2

天徳 01 10 0 27 9571126 改元 詔、改天暦十一年、為天徳元年、依水旱災也、有赦令、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天徳 01 12 0 20 9580117 京都 今夜疾風暴雨、発屋折木、古今未聞之事也、 日本紀略 大日本史料 1-10
天徳 02 0 0 0 9580128 京都 饑疫を以て、相撲節を廃す、 日本紀略 日本震災凶饉攷
天徳 02 3 0 7 9580403 世間 世間病患之間、不奏音楽、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天徳 02 4 0 3 9580429 京都 寒気如冬、氷雪間降、世以為恠、 日本紀略 大日本史料 1-10

天徳 02 5 0 17 9580611 京都 左弁官下 綱所／応分頭詣寺社転読仁王般若経事／…疾疫
多発、死殤遍聞、雖修般若之斎会、未有病悩之消除… 類聚符宣鈔 3 大日本史料 1-10

天徳 02 5 0 26 9580620 京都 雷電、雨降、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天徳 02 6 0 5 9580630 京都 依霖雨、有御卜、 日本紀略 大日本史料 1-10
天徳 02 6 0 16 9580710 諸国 霖雨御祈＜伊勢・平野奉幣使発遣…＞、 園太暦 15 大日本史料 1-10
天徳 02 7 0 29 9580821 京都 相撲召合、無音楽、春夏之間、飢饉、疾疫之故也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天徳 02 7 0 29 9580821 京都 疾疫、疱瘡、旱、水等、年例  天徳二＜疾・飢＞、 樗嚢抄 大日本史料 1-10
天徳 03 0 0 0 9590216 京都 今年人民頸腫、世号福来病、 日本紀略 大日本史料 1-10
天徳 03 3 0 27 9590512 京都 丑刻雷雨、 日本紀略 大日本史料 1-10

天徳 03 5 0 4 9590617 諸国 奉幣伊勢大神宮以下諸社、合十六社也、風雨雷鳴降雨之時、其例不見… 日本紀略 大日本史料 1-10

天徳 03 5 0 16 9590629 京都 近日、霖雨不晴、洪水入京都、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天徳 03 6 0 7 9590720 京都 御卜、依霖雨也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天徳 03 7 0 5 9590816 畿内 祈雨丹貴二社、未刻雷雨、神威也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天徳 03 8 0 8 9590918 京都 大風、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天徳 04 4 0 1 9600504 天下 天皇出御南殿、但無音楽、天下病患也、延喜九年例也、 日本紀略 大日本史料 1-10

天徳 04 4 0 3 9600506 諸国
左弁官下綱所／応令七大、東西、延暦寺転読大般若経事
／…／…病患頻発、死殤間聞、救済之計、尤頼仏法、宜
仰綱所、令件等寺々、始従今月九日…

類聚符宣鈔 3 大日本史料 1-10

天徳 04 5 0 0 9600602 京都 依疫癘、賜不可点貢相撲人之官符於諸道、 北山抄 大日本史料 1-10

天徳 04 5 0 2 9600603 天下 天下疾疫、夭亡之輩甚繁、給官符諸国并十五大寺等、読経祈疫癘事、 扶桑略記 26 新訂増補国史大系 

天徳 04 5 0 3 9600604 京都 耕種之間、無雨潤、愁申尤多、早被奉祈雨幣、令仰云、依延喜廿三年例、行諸社読経事可宜、又有奉幣云々、 祈雨日記 大日本史料 1-10

天徳 04 5 0 3 9600604 京都 近日久不雨、愁漸多、若可行奉幣歟、又疾疫死去之輩甚繁、…耕種之間、无雨潤愁申尤多、早被奉祈雨幣可宜、 歴代宸記 増補史料大成 1

天暦 11年（957）～天徳 4年（960）
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天徳 04 5 0 5 9600606 京都 於神祇官、祈甘雨并除疾疫事、又付在地国司奉幣丹貴等社祈雨、 日本紀略 大日本史料 1-10

天徳 04 5 0 5 9600606 京都 未定其日須於神祇官、祈甘雨並除疫疾事、又付在地国司奉幣馬丹生・貴布袮、同祈雨可宜、 歴代宸記 増補史料大成 1

天徳 04 5 0 8 9600609 京都 依炎旱、於仁寿殿、修孔雀経法、結願御加持之時降雨、 東寺長者補任 大日本史料 1-10
天徳 04 5 0 8 9600609 京都 於神泉修請雨経法、不雨… 祈雨記 大日本史料 1-10
天徳 04 5 0 8 9600609 京都 霜降、尤可為異、 扶桑略記 26 大日本史料 1-10

天徳 04 5 0 9 9600610 京都 炎旱のうれへ有けるに、五月九日より仁寿殿にて孔雀経法を修せられけるに、洛中に雨くたらさりけり、 古今著聞集 2 大日本史料 1-10

天徳 04 5 0 9 9600610 大和 於東大寺大仏殿、以七大寺僧被行祈雨御読経、 祈雨日記 大日本史料 1-10

天徳 04 5 0 9 9600610 大和 令仰云、依前例、集七大寺僧於東大寺大仏殿、読経祈雨可宜、 祈雨記 大日本史料 1-10

天徳 04 5 0 9 9600610 大和 奏陰陽寮択申七大寺祈雨御読経日時文云々、令仰云、依前例集七大寺寺僧大仏殿、読経祈雨可宜、 歴代宸記 増補史料大成 1

天徳 04 5 0 9 9600610 京都 於仁寿殿、為祈雨、被修孔雀経法、雨不降、 東寺王代記 続群書類従 29下
天徳 04 5 0 13 9600614 京都 神祇官卜申不雨祟文…陰陽寮卜申不雨祟文… 祈雨記 大日本史料 1-10
天徳 04 5 0 13 9600614 京都 召陰陽寮於陣頭云々、占不雨由、神祇官… 江次第 18 大日本史料 1-10
天徳 04 5 0 13 9600614 京都 炎旱、大僧都寛空、於仁寿殿、修孔雀経法、同十四日大雨、祈雨法記 続群書類従 25下
天徳 04 5 0 14 9600615 京都 神祇官重卜申雨不降咎文… 祈雨記 大日本史料 1-10
天徳 04 5 0 28 9600629 京都 仰依天下疾疫、可停貢相撲人、今日、直物、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系

天徳 04 6 0 5 9600706 天下 今年天下大旱、上卿申云、於大日院、大般若御読経五十日可被行、 僧綱補任 2 大日本史料 1-10

天徳 04 6 0 14 9600715 天下 請百僧於南殿、清涼殿、令転読大般若経、為除天下疾疫也、日本紀略 大日本史料 1-10
天徳 04 7 0 0 9600801 京都 七月又炎旱…龍穴御読経等如常、 祈雨記 大日本史料 1-10
天徳 04 7 0 19 9600819 京都 為祈雨、有龍穴読経、 日本紀略 大日本史料 1-10
天徳 04 7 0 23 9600823 山城 山城国申請神泉池水、自今日三箇日給之、 日本紀略 大日本史料 1-10
天徳 04 7 0 23 9600823 京都 勅云、炎旱既久、依例遣少納言、放給神泉苑池水、 扶桑略記 26 大日本史料 1-10
天徳 04 7 0 25 9600825 京都 自今日三箇日之間、陰陽寮於神泉苑有雩祭、 日本紀略 大日本史料 1-10
天徳 04 7 0 26 9600826 京都 依炎旱、発遣山陵使、… 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
天徳 04 8 0 18 9600916 京都 有大風、 扶桑略記 26 新訂増補国史大系
天徳 05 0 0 0 9610125 諸国 諸国疫疾を以て、官府畿内七道幣を奉じ、経を転せしむ、扶桑略記 26 日本震災凶饉攷
応和 01 2 0 16 9610310 改元 皇居火災、辛酉革命、 日本紀略 古事類苑 1

応和 01 2 0 16 9610310 改元 依革命并疾疫・内裏火事也、 皇年代略記 新校群書類従 2

応和 01 4 0 0 9610522 京都 転経除疫也、 元亨釈書 大日本史料 1-10

応和 01 4 0 23 9610613 天下
勅、聞天下患疫疾者巨多、宜給官符五畿七道諸国、奉幣
転読、祈禱除災、又、令七大寺、及有供諸寺、同読経祈
止疾疫事、

扶桑略記 26 新訂増補国史大系 

応和 01 5 0 22 9610712 京都 暴雨雷鳴、西京有震死童一人、 扶桑略記 26 大日本史料 1-10

応和 01 5 0 29 9610719 京都 洪水、 日本紀略 .
皇年代略記 日本震災凶饉攷

応和 01 6 0 0 9610721 天下 天下旱魃、祈雨、 扶桑略記 26 新訂増補国史大系
応和 01 6 0 11 9610731 伊勢 令蔵人雅材奉伊勢大神宮祈雨幣告文、… 祈雨記 大日本史料 1-10
応和 01 6 0 11 9610731 京都 奉幣大神宮、為祈雨也、 祈雨日記 続群書類従 25下
応和 01 6 0 12 9610801 山城 為祈雨、発遣諸社奉幣使、…石清水以下十五社也、 日本紀略 大日本史料 1-10
応和 01 6 0 12 9610801 諸国 奉幣石清水…等神社祈雨、入夜降雨、 祈雨記 大日本史料 1-10

応和 01 6 0 12 9610801 京都
此日奉幣石清水・賀茂・松尾・稲荷・平野・大原野・春日・
大神・石上・大和・広瀬・竜田・住吉・丹生・貴布袮等
神社祈雨、

歴代宸記 増補史料大成 1

応和 01 6 0 13 9610802 諸国 未剋雷鳴降雨、 祈雨記 大日本史料 1-10
応和 01 6 0 15 9610804 大和 依例集七大寺僧於東大寺大仏殿、読経祈雨… 祈雨記 大日本史料 1-10

応和 01 6 0 15 9610804 大和 奉幣之後、猶未快雨、須依例集七大寺僧於東大寺大仏殿読経祈雨、… 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 01 6 0 15 9610804 大和 請七大寺僧百八十口、依祈雨也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
応和 01 6 0 17 9610806 京都 令仰於龍穴、可令修祈雨読経事… 歴代宸記 増補史料大成 1

天徳 4年（960）～応和元年（961）
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応和 01 6 0 21 9610810 京都 仰右大臣可令卜旱災祟、又可定行祈雨読経、若請雨経事、未刻右大臣参上令奏神祇官申旱災祟文… 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 01 6 0 25 9610814 京都 請百僧於大極殿、令修読経、為祈雨也、 祈雨記 大日本史料 1-10
応和 01 6 0 25 9610814 京都 此日請百僧於大極殿、令修御読経祈雨也、 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 01 6 0 25 9610814 京都 於大極殿、読経、依祈雨也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
応和 01 6 0 27 9610816 京都 祈雨御読経明日欲畢、而未降雨被延二日事、 祈雨記 大日本史料 1-10
応和 01 6 0 27 9610816 京都 令延光朝臣請祈雨御読経明日欲畢、而未降雨被延二個日、歴代宸記 増補史料大成 1

応和 01 6 0 28 9610817 京都 今日、祈雨読経竟也、依無感応、被延二箇日畢、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
応和 01 6 0 29 9610818 京都 大雨、 祈雨記 大日本史料 1-10
応和 01 6 0 29 9610818 京都 此日大雨、 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 01 7 0 1 9610819 京都 祈雨御読経結願也… 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 01 7 0 2 9610820 京都 日雨降、去夜京師大風、 日本紀略 大日本史料 1-10
応和 01 7 0 2 9610820 京都 此日降雨、及晩漸晴、 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 01 7 0 13 9610831 京都 此日降雨、令国光朝臣仰右大臣云、日者頻降雨、還成損害、須奉幣丹生・貴布袮神祈雨止、 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 01 7 0 13 9610831 京都 日者頻降雨、還成損害、須奉幣丹生・貴布袮神、祈止雨、祈雨日記 続群書類従 25下
応和 01 7 0 17 9610904 京都 令仰於龍穴可令修祈雨読経事、 祈雨記 大日本史料 1-10
応和 01 7 0 17 9610904 京都 明日祈止雨奉幣使事、 祈雨記 大日本史料 1-10
応和 01 7 0 18 9610905 京都 奉幣丹貴二社、依祈雨也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
応和 01 7 0 23 9610910 大和 祈雨御読経給度者文… 東大寺要録 大日本史料 1-10
応和 01 7 0 23 9610910 京都［ ］霖難晴、若有物祟乎、 東大寺要録 大日本史料 1-10
応和 01 7 0 26 9610913 諸国 有奉幣事＜伊勢及諸社＞、 西宮記 大日本史料 1-10
応和 01 7 0 26 9610913 諸国 奉幣十六社、依祈止雨也、 日本紀略後４ 新訂増補国史大系
応和 01 8 0 24 9611011 山城 発遣山階陵使、依霖雨也、 日本紀略 大日本史料 1-10
応和 02 5 0 0 9620610 京都 霖雨、京都洪水、 大日本史 日本震災凶饉攷
応和 02 5 0 1 9620610 京都 今日以後霖雨、 日本紀略 大日本史料 1-11
応和 02 5 0 29 9620708 京都 洪水泛溢、京路不通、鴨河堤壊破、今日臨時御読経、 日本紀略 大日本史料 1-11

応和 02 6 0 11 9620721 諸国
奉幣伊勢・石清水・賀茂・松尾・平野・稲荷・春日・大原野・
大神・大和・石上・広瀬・竜田・住吉・丹生・貴布袮等、
祈止霖雨、

日本紀略後 4 新訂増補国史大系

応和 02 6 0 17 9620726 京都 発遣田邑＜文徳＞山陵使、依霖雨祟也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系

応和 02 7 0 1 9620808 京都
近日久不雨、恐成損害、若可祈雨歟、藤原朝臣令申云、
渠溝為去夏洪水尽破、若遭旱可致損云々、然而未聞愁申、
予為年穀被祈可宜歟、令十五大寺及有供諸寺読経、祈年
穀可宜云々、

祈雨日記 大日本史料 1-11

応和 02 8 0 30 9621006 諸国 大和、近江大風雨、神仏堂宇多く壊る、 大日本史 日本震災凶饉攷

応和 02 8 0 30 9621006 諸国
今日大風雨、大和・近江等国官舎及神社仏寺損壊、東大
寺扉三間、力士、大門等、興福寺維摩同一宇…及自余諸
寺并人宅等多以顚倒、京中無殊愁、

日本紀略 大日本史料 1-11

応和 02 8 0 30 9621006 大和 南大門、新薬師寺七仏倒、依大風也、… 東大寺要録 大日本史料 1-11
応和 02 8 0 30 9621006 大和 大風顚倒破損堂塔、雑舎等、南大門等也、 東大寺要録 大日本史料 1-11
応和 02 8 0 30 9621006 大和 大風顚倒破損堂舎等文、 東大寺要録 大日本史料 1-11
応和 03 0 0 0 9630202 諸国 諸国疾疫行はる、 大日本史 日本震災凶饉攷

応和 03 0 0 0 9630202 天下 天下炎旱、 興福寺略年代
記 続群書類従 29下

応和 03 4 0 0 9630501 京都 四月以後炎旱、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
応和 03 5 0 5 9630604 武蔵 大雨降、山ハ海トナリ石ハ砂トナル、 年代記配合抄 内閣文庫

応和 03 6 0 9 9630707 諸国 四月以後炎旱／…奉幣伊勢大神宮以下十六社、依祈年穀也… 日本紀略 大日本史料 1-11

応和 03 6 0 22 9630720 京都 自今日三箇日、於大極殿、被転読経、依祈雨也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
応和 03 6 0 22 9630720 京都 又於神泉苑、被行北斗御修法、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系

応和 03 6 0 25 9630723 山城
自今日、三箇日、下神泉苑池水、漑京南紀伊郡、依山城
国申請也、又大井河塞料掃部寮旧薦三百枚宛、給之、依
同国葛野郡請申也、

日本紀略後 4 新訂増補国史大系

応和元年（961）～応和 3年（963）
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応和 03 7 0 1 9630729 京都 此日、奉幣馬於丹生・貴布袮両社、為祈雨也、 祈雨日記 続群書類従 25下
応和 03 7 0 5 9630802 京都 軒廊御卜、依炎旱也、 日本紀略 大日本史料 1-11
応和 03 7 0 5 9630802 京都 旱気甚盛、須卜其祟…神祇官卜申不雨祟… 祈雨記 大日本史料 1-11
応和 03 7 0 5 9630802 京都 旱気、盛須卜其祟… 西宮記 大日本史料 1-11
応和 03 7 0 5 9630802 京都 旱気盛…又於東大寺読経祈雨許、云々… 西宮記 大日本史料 1-11
応和 03 7 0 5 9630802 京都 頃者旱気甚盛、須卜其祟、又於東大寺読経祈雨何、… 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 03 7 0 6 9630803 京都 旱魃、 祈雨法記 続群書類従 25下
応和 03 7 0 9 9630806 京都 於神泉苑、始請雨経（法脱カ）、 日本紀略 大日本史料 1-11

応和 03 7 0 9 9630806 大和 此日集会七大寺僧於東大寺大仏殿、転読祈雨、限三箇日…又於神泉苑…救世修請雨経法、限五箇日、 祈雨記 大日本史料 1-11

応和 03 7 0 10 9630807 京都 炎旱甚久、人愁尤盛云々、…又令修五龍祭… 祈雨記 大日本史料 1-11

応和 03 7 0 10 9630807 京都 炎旱甚、衆人愁尤盛云々、須重奉幣諸社、又例奉幣神社之外、宜令勘前例加奉、又令修五龍祭、 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 03 7 0 14 9630811 京都 請雨経法始限五日、而七箇日可修由啓白已了… 祈雨日記 大日本史料 1-11
応和 03 7 0 15 9630812 伊勢 奉幣伊勢大神宮并諸神社等、祈雨也云々、 西宮記 大日本史料 1-11

応和 03 7 0 15 9630812 諸国
此日奉幣伊勢大神宮・石清水・賀茂・松尾・平野・稲荷・
春日・大原野・大和・石上・大神・広瀬・竜田・住吉・丹生・
貴布袮＜以上之社奉黒馬＞、木島・乙訓・水主・火雷・平岡・
恩智・広田・生田・長田・坐摩・垂水・龍穴等神社祈雨、…

歴代宸記 増補史料大成 1

応和 03 7 0 15 9630812 諸国 於八省院、奉遣伊勢以下廿八社幣帛使、依祈雨也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系

応和 03 7 0 22 9630819 京都 炎旱已久、但毎祈非无其感澎雨湿少、又愁未断、僧綱已請僧事等、 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 03 7 0 28 9630825 京都 此日修臨時仁王会、依攘旱災天変地震也、巳剋発願… 祈雨記 大日本史料 1-11
応和 03 7 0 28 9630825 京都 於清涼殿被修臨時仁王会、依旱魃也、 祈雨日記 大日本史料 1-11
応和 03 7 0 28 9630825 京都 此日修臨時仁王会、依攘旱災、及天変地震、… 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 03 8 0 19 9630914 京都 洪水屋舎漂没す、 日本紀略 日本震災凶饉攷
応和 03 9 0 26 9631021 京都 到八省奉幣、如七月八日祈雨報幣云々了、 歴代宸記 増補史料大成 1

応和 04 5 0 7 9640624 京都 大雨洪水、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系

康保 01 7 0 10 9640824 改元
可令作改年号詔書、其事趣、朕以不徳久君臨天下、而今
歳天変地震災変相頻、須施徳政改年号、以攘災殃、即可
載大赦天下…

歴代宸記 増補史料大成 1

康保 01 7 0 10 9640824 改元 依旱魃・甲子也、 皇代記 新校群書類従 2

康保 01 7 0 10 9640824 改元 甲子、又旱魃也、 皇年代略記 新校群書類従 2

康保 01 7 0 10 9640824 改元 旱魃・甲子、 平戸記 旱魃霖雨史料
康保 02 8 0 18 9650920 京都 有洪水、 扶桑略記 26 新訂増補国史大系
康保 02 8 0 28 9650930 京都 大風、諸司并京中破損、不可勝計、 後愚昧記 大日本史料 1-11
康保 02 8 0 28 9650930 京都 今日大風、諸司并京中舎屋破損、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
康保 02 8 0 30 9651002 京都 為大風、洪水溢、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
康保 03 6 0 26 9660721 京都 丑時、暴風大雨雷電、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系

康保 03 7 0 6 9660731 京都
令勘可被行所祈雨事之日、陰陽寮申云、連日凶会近無吉日、
重被仰云、為択吉日遠延行者、弥致損害歟、…勘申九日
己未、始自彼日、於東大寺可被行仁王会読経、…又…可
修請雨経法云々、

祈雨日記 続群書類従 25下

康保 03 7 0 7 9660801 諸国 今日、宣五畿七道、三箇日、於諸国定額寺、転読般若経、禁断殺生、…依天下疾疫也、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系

康保 03 8 0 25 9660917 京都 奉幣丹貴二社依霖雨也、 日本紀略 大日本史料 1-11
康保 03 8 1 18 9661009 京都 有洪水、 扶桑略記 26 大日本史料 1-11
康保 03 8 1 18 9661009 京都 大洪水、 一代要記 大日本史料 1-11
康保 03 8 1 19 9661010 京都 遣左右看督使巡検洪水、其五六条及西河渺々如海、 歴代宸記 増補史料大成 1

康保 03 8 1 19 9661010 京都 御記云、遣左右看督使巡検洪水、其五六条及西河渺々如海、河海抄 11 大日本史料 1-11

康保 03 8 1 19 9661010 京都 遣使巡検洪水、或流失屋烟、或漂没資儲、又西獄垣為水破衡五六条、及西河渺々如海、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系

康保 03 8 1 21 9661012 京都 為止雨、奉幣十六社、 日本紀略 大日本史料 1-11

応和 3年（963）～康保 3年（966）
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康保 03 8 1 21 9661012 諸国 康保三年雨霖経月、九天覆雲、依之閏八月廿一日、被奉献官幣於十六社… 諸神記上 大日本史料 1-11

康保 03 8 1 21 9661012 京都

九天雲おほひ、霖雨月をわたりて晴る事なかりしかは、
諸社に使を立らるゝに、賀茂・貴布袮両社に奉られける、
此時十六社の御祈といふ事始る、貴布袮は当社の摂社た
りといへとも、水徳の御神なれは、雨の御祈は必す官幣
使を奉らる、

賀茂注進雑記
5

大日本史料 1-11

康保 03 9 0 0 9661022 諸国 秋諸国疫疾行はる、 大日本史 日本震災凶饉攷
康保 03 9 0 3 9661024 京都 依勅定、巡検両京水害所々、騎馬著衣冠、 日本紀略 大日本史料 1-11
康保 03 9 0 9 9661030 畿内 賑給京畿内人、依洪水也、尤甚者勿輸当年調徭、 日本紀略後 4 新訂増補国史大系
康保 03 10 0 7 9661126 京都 去秋欲奉此音楽、而依洪水之災停止、近日無殊事、 歴代宸記 増補史料大成 1

康保 04 6 0 9 9670723 京都 爰日来雨降、鴨河不通之由、使々言上、 本朝世紀 8 新訂増補国史大系
康保 04 7 0 3 9670816 京都 依霖雨、有軒廊御卜、 日本紀略 大日本史料 1-12
康保 05 0 0 0 9680207 京都 …可行祈雨法宣下、 祈雨日記 続群書類従 25下
康保 05 2 0 4 9680310 京都 大雷雨、 日本紀略後 5 新訂増補国史大系
康保 05 5 0 20 9680623 京都 雨降、洪水、 日本紀略後 5 新訂増補国史大系
康保 05 5 0 26 9680629 京都 河水盈溢、往反不通、 日本紀略後 5 新訂増補国史大系
康保 05 7 0 0 9680801 京都 霖雨之を占す、 日本紀略 日本震災凶饉攷
安和 01 8 0 13 9680913 改元 即位、 百錬抄 古事類苑 1

安和 02 6 0 5 9690726 京都 丹貴祈雨、 日本紀略 大日本史料 1-12
安和 02 6 0 19 9690809 京都 御卜、依旱魃也、 日本紀略後 5 新訂増補国史大系
安和 02 6 0 25 9690815 京都 於大極殿被修祈雨読経、 日本紀略 大日本史料 1-12

安和 02 7 0 18 9690907 諸国 依祈雨、奉幣十一社＜木島・乙訓・水主・火雷・恩智・平岡・座摩・垂水・廣田・長田・生田＞、 日本紀略後 5 新訂増補国史大系

安和 02 7 0 22 9690911 京都 去夜雨快降、今夜大風暴雨、発屋折木、 日本紀略後 5 新訂増補国史大系

安和 02 7 0 23 9690912 京都 風猶不止、厨家南門・内竪所庁・兵庫寮南門・典薬寮南門・式部省録曹司・神祇官舎二宇・大炊大膳雑舎等、悉以顚倒、日本紀略後 5 新訂増補国史大系

安和 02 9 0 9 9691023 諸国    依諸国異損、停止節会、 日本紀略後 6 新訂増補国史大系
天禄 02 6 0 21 9710721 京都 祈雨奉幣、十六社… 日本紀略 大日本史料 1-13
天禄 03 0 0 0 9720124 京都 僧正寛空勤修請雨法、無降雨云々、 祈雨日記 続群書類従 25下

天禄 03 0 0 0 9720124 天下 貢を免して老人に穀を賜ふ、天下大赦、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

天禄 03 5 0 0 9720619 京都 六日のつとめてよりあめはしまりて、三四日ふる、かは水まさりて、人なかるといふ、
かけろふの日
記下 大日本史料 1-13

天禄 03 5 0 0 9720619 京都 於神泉苑、修請雨経法、龍自池上天雨下、 東寺王代記 続群書類従 29下
天禄 03 9 0 0 9721015 京都 大風、 合符 日本震災凶饉攷

天禄 03 9 0 29 9721112 京都 夜黒雲三四尺、東西亘天、大江維時云、天地瑞祥志曰、黒雲三四尺亘天、春必有喪云々、 扶桑略記 24 大日本史料 1-5

天禄 04 5 0 17 9730625 京都 午時大風、暴雨、宮中舎屋顚倒破損、 日本紀略後 6 新訂増補国史大系

天禄 04 5 0 19 9730627 京都 うしとらのかたよりふきいつれは、／…疾風発屋折木、飛揚沙石、不出三年、五穀不出、兵革縦横、民無道路、 河海抄 大日本史料 1-14

天禄 04 9 0 5 9731008 諸国 奉遣十五社幣使、依止雨也、 日本紀略後 6 新訂増補国史大系
天延 01 12 0 20 9731222 改元 依天変地妖也、 皇代記 新校群書類従 2

天延 01 12 0 20 9731222 改元 依天変地震也、 皇年代略記 新校群書類従 2

天延 02 0 0 0 9740131 天下 今年、天下有疱瘡之患、 百錬抄 4-3 新訂増補国史大系

天延 02 8 0 0 9740825 京都

八月になりぬ、この世の中は、もかさおこりてのゝしる、
廿日のほとに、このわたりにもきにたり、すけいふかた
なく、おもくわつらふ、いかゝはせんとて、ことたえた
る人にもつくはかりあるに、わかこゝちはまいてせんか
たしらす、…

かけろふの日
記下 大日本史料 1-15

天延 02 8 0 0 9740825 京都
ことしは、よのなかに、もかさといふものいてきて、よ
もやまのひと、上下やみのゝしるに、おほやけ・わたくし、
いといみしき事とおもへり、やむことなきおとこ・女う
せ給たくひ、おほかりときこゆる、

栄花物語 2 大日本史料 1-15

天延 02 8 0 0 9740825 天下 八、九月間、有疱瘡疫、天下貴賤夭亡者多矣、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系 

康保 3年（966）～天延 2年（974）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天延 02 8 0 20 9740913 京都

八月廿よ日より、ふりそめにしあめ、この月もやます、
ふりくらかりて、此中かはも大川も、ひとつにゆきあひ
ぬへくみゆれは、いまやなかるゝとさへおほゆ、世中い
とあはれなり、かとのわさたも、いまたかりあつめす、
たまさかなるあままには、やいこめ許そわつかにしたる、

かけろふの日
記下 大日本史料 1-15

天延 02 8 0 28 9740921 京都 於紫宸殿前庭、建礼門・朱雀門大祓、…是為除疱瘡災也、日本紀略 大日本史料 1-15
天延 02 8 0 28 9740921 京都 疱瘡大祓云々、 親信卿記 大日本史料 1-15
天延 02 8 0 28 9740921 京都 疱瘡大祓、云々、 天延二年記 続群書類従 29下
天延 02 9 0 7 9740930 京都 奏十六社臨時奉幣宣命草、依疱瘡也、 親信卿記 大日本史料 1-15
天延 02 9 0 8 9741001 諸国 奉幣伊勢以下十六社、依払疱瘡災也、 日本紀略後 6 新訂増補国史大系
天延 03 0 0 0 9750219 武蔵 内裏炎焼、旱魃、地振、 年代記配合抄 内閣文庫
天延 03 4 0 5 9750504 京都 未時雨降、雨中色赤如火桶物、又如比礼物見、又雨氷、 日本紀略後 6 新訂増補国史大系
天延 03 6 0 1 9750717 京都 天皇、疱瘡を病み奉幣、 日本紀略 人権歴史年表
天延 03 7 0 1 9750815 京都 法林寺／金堂壱宇…遭大風顚倒、 延喜式裏文書 大日本史料 1-15
天延 03 7 0 29 9750912 東国 東国民烟為風多損、信濃御坂路壊、 日本紀略後 6 新訂増補国史大系
天延 03 9 0 0 9751012 京都 九月（七月カ）有大風、 和漢合符 大日本史料 1-15
天延 04 2 0 12 9760320 京都 大風雨、内蔵寮倒る、 年代記抄 日本震災凶饉攷
天延 04 2 0 12 9760320 京都 風雨殊甚、内蔵寮雑舎一宇顚倒、男女二人圧死、 日本紀略後 6 新訂増補国史大系
天延 04 6 0 0 9760705 諸国 夏百日間大旱、禾稼悉く枯る、 年代記抄 日本震災凶饉攷
天延 04 6 0 11 9760715 京都 大風、 年代記抄 日本震災凶饉攷

天延 04 6 0 18 9760722 近江 近江国分寺大門倒、二王悉砕損、国府庁并雑屋卅余宇顚倒、関寺大仏悉砕損、腰上已無矣、其後一両日間、頻震不止、扶桑略記 27 大日本史料 1-15

天延 04 6 0 26 9760730 京都 未刻暴雨雷震、 日本紀略後 6 新訂増補国史大系
貞元 01 7 0 11 9760814 改元 七月十一（マヽ）日改元、＜為貞元、依火事、地震＞、 元秘別録 大日本史料 1-16
貞元 01 7 0 13 9760816 改元 改天延四年、為貞元々年、依災并地震也、有赦令、 日本紀略 大日本史料 1-16
貞元 01 7 0 13 9760816 改元 改為貞元々年、有災変也、 扶桑略記 27 大日本史料 1-16
貞元 01 7 0 13 9760816 改元 依天変地震、或依日蝕云々、又火事、地震云々、 皇年代略記 大日本史料 1-16
貞元 01 7 0 26 9760829 京都 朝雨雪、如霜、未申刻雷雨、 日本紀略後 6 新訂増補国史大系
貞元 01 9 0 5 9761005 京都 大風、 日本紀略後 6 新訂増補国史大系

貞元 02 0 0 0 9770127 羽前（異筆）大旱魃、
来迎寺年代記
（庄内砂越年代
記）

山形県史中世史料
2

貞元 02 0 0 0 9770127 天下 天下大赦、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

貞元 02 6 0 28 9770722 天下 従今日於神泉苑…被修請雨経法、炎旱渉旬、天下迷惑、有東大寺及龍穴等御読経云々、 日本紀略 大日本史料 1-17

貞元 02 7 0 13 9770805 改元 依天変地震也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

貞元 02 7 1 23 9770914 諸国 奉遣伊勢以下十六社幣帛使、依止雨也、 日本紀略後 7 新訂増補国史大系
天元 02 4 0 8 9780522 京都 大氷降、 日本紀略後 7 新訂増補国史大系
天元 01 4 0 15 9780529 改元 依災変也、 皇代記 新校群書類従 2

天元 01 7 0 9 9780820 京都 奉幣十六社、依天変・恠異・太一厄・霖旱等也、 日本紀略 大日本史料 1-17
天元 01 11 0 29 9790105 改元 災変之上、太一陽五厄、 元秘別録 古事類苑 1

天元 02 6 0 8 9790709 京都 今日、葬送前皇后、而大雨之間、東河汎溢、寅剋渡河、 日本紀略後 7 新訂増補国史大系

天元 03 0 0 0 9800126 京都 大風ふき、大水いてゝ、みなきもなく、いけもうつもれてのち、きみのとへるよん、 安法法師集 大日本史料 1-18

天元 03 3 0 12 9800404 京都 巳刻氷降、又北山有雪、近来京中河竹生実、世以為異、 日本紀略後 7 新訂増補国史大系

天元 03 7 0 9 9800827 京都 午後大風暴雨、宮中樹木・諸門・羅城門等顚倒、東西京人宅多以破損、 日本紀略 大日本史料 1-18

天元 03 7 0 9 9800827 京都 大風事、 小記目録 大日本史料 1-18

天元 03 7 0 9 9800827 天下 天下大風、羅城門・美福門・皇嘉門・達智門并諸司・諸堂皆悉吹倒、 扶桑略記 27 大日本史料 1-18

天元 03 7 0 9 9800827 大和 大風、羅城門倒、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
天元 03 7 0 9 9800827 京都 大風暴雨、羅城門及諸門諸司等顚倒、 百錬抄 4-3 新訂増補国史大系

天延 2年（974）～天元 3年（980）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天元 03 7 0 15 9800902 京都 夜大雨降、洪水溢、東西京中等、如大河、舎屋流損甚多、日本紀略後 7 新訂増補国史大系
天元 03 7 0 15 9800902 京都 夜大雨洪水、東西南方如大河、 百錬抄 4-3 新訂増補国史大系
天元 03 7 0 16 9800903 京都 京内洪水事、 小記目録 大日本史料 1-18
天元 03 8 0 1 9800917 京都 有大洪水、山林舎屋多為江河、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系 
天元 04 5 0 20 9810629 京都 止雨事／霖雨事＜有御卜＞、 小記目録 大日本史料 1-18
天元 04 6 0 23 9810731 京都 祈雨御祈事、 小記目録 大日本史料 1-18
天元 05 0 0 0 9820202 京都 於神泉苑、修請雨経法、第五日雨下、 東寺王代記 続群書類従 29下
天元 05 7 0 16 9820812 諸国 祈雨奉幣丹貴二社、 日本紀略後 7 新訂増補国史大系
天元 05 7 0 22 9820818 天下 大雨、天下喜之、 日本紀略後 7 新訂増補国史大系
天元 05 8 0 20 9820915 京都 乾風吹来、談天門顚倒、 百錬抄 4-4 新訂増補国史大系
永観 01 4 0 3 9830522 京都 依大雨、被行御占事、 小記目録 大日本史料 1-20

永観 01 4 0 15 9830603 改元 詔書、改元、為永観元年、依去年炎旱、并皇居火災等也、大赦天下、 日本紀略後 7 古事類苑 1

永観 01 4 0 15 9830603 改元 永観元年／旱魃・内裏火事、 園太暦 6 新訂増補国史大系
永観 01 6 0 12 9830729 諸国 奉遣伊勢以下十六社幣帛使、依祈雨也、 日本紀略後 7 新訂増補国史大系
永観 01 6 0 16 9830802 京都 大雨、日者大旱、諸人喜之、 日本紀略後 7 新訂増補国史大系
永観 01 7 0 9 9830824 京都 大風、羅城門及諸門諸司等顚倒、 皇年代略記 新校群書類従 2

永観 02 6 0 23 9840809 京都 此間、米直騰躍、飢渇之基也、 日本紀略後 7 新訂増補国史大系
永観 03 0 0 0 9850129 天下 天下大旱、 本朝年代記 日本震災凶饉攷
永観 03 0 0 0 9850129 京都 …於神泉苑、奉行請雨経法、…第七日大雨、… 祈雨日記 続群書類従 25下
永観 03 4 0 23 9850520 京都 終日大雨、賀茂祭、 日本紀略後 8 新訂増補国史大系
寛和 01 4 0 27 9850524 改元 即位、 日本紀略 古事類苑 1

寛和 01 6 0 0 9850626 京都 於神泉苑修請雨経法… 東寺長者補任 1 大日本史料 1-23

寛和 01 6 0 28 9850723 天下 従今日於神泉苑、以…被修請雨経法、炎旱渉旬、天下致愁、有東大寺并龍穴等、御読経云々、 小右記 大日本史料 1-23

寛和 01 6 0 28 9850723 京都 於神泉苑修請雨経法…勤之七箇日、 日本紀略 大日本史料 1-23

寛和 01 6 0 28 9850723 京都 於神泉苑奉行請雨経法、第六日（七月四日）少雨、第七日大雨… 祈雨日記 大日本史料 1-23

寛和 01 6 0 28 9850723 京都 神泉苑修法、 祈雨日記 大日本史料 1-23
寛和 01 6 0 29 9850724 京都 近日炎旱尤盛、人以為愁、 日本紀略後 8 新訂増補国史大系
寛和 01 7 0 2 9850727 京都 依炎旱、被免軽犯者事、 小記目録 大日本史料 1-23
寛和 01 7 0 5 9850730 京都 請雨経法被延二箇日＜午時俄甚雨＞、 小記目録 大日本史料 1-18
寛和 01 7 0 5 9850730 京都 午刻天陰雨降、秘法之験、上下感之、 日本紀略 大日本史料 1-18
寛和 01 7 0 6 9850731 京都 祈雨事／…六日大極殿御読経事、 小記目録 大日本史料 1-23
寛和 01 7 0 6 9850731 京都 於大極殿読経、依祈雨也、 日本紀略 大日本史料 1-23
寛和 01 7 0 10 9850804 京都 依旱、被原免左右獄軽罪嫌疑者卅三人… 日本紀略 大日本史料 1-23
寛和 01 7 0 11 9850805 京都 祈雨事／…祈雨奉幣定事、 小記目録 大日本史料 1-23
寛和 01 7 0 13 9850807 京都 為祈雨奉幣於諸社… 西宮記 大日本史料 1-23
寛和 01 7 0 13 9850807 京都 依祈雨奉幣… 北山抄 大日本史料 1-23
寛和 01 7 0 13 9850807 京都 祈雨十六社奉幣… 日本紀略 大日本史料 1-23
寛和 01 7 0 16 9850810 京都（標出：祈雨両使）広瀬・竜田使… 小右記 1 大日本古記録
寛和 01 8 0 27 9850919 京都 於建礼門、奉遣祈雨伊勢以下諸社幣帛使、… 日本紀略後 8 新訂増補国史大系
寛和 02 5 0 20 9860704 京都 甚雨、…被定行賑給事、 本朝世紀 10 新訂増補国史大系
寛和 02 6 0 1 9860715 京都 召神祇官、陰陽寮有御卜、依霖雨也、 日本紀略後 8 新訂増補国史大系

寛和 02 6 0 1 9860715 京都 甚雨也…霖雨之由、有令占事、勘申云、辰巳戌亥方大神祟者、 本朝世紀 10 新訂増補国史大系

寛和 02 7 0 4 9860816 京都 炎旱之後、雨降、請雨経之験也、 日本紀略 大日本史料 2-1
寛和 02 7 0 4 9860816 京都 炎旱之後、雨降、先是、遣少僧都…於神泉苑、請雨之験也、扶桑略記 27 新訂増補国史大系 
永延 01 4 0 5 9870510 改元 即位、 日本紀略 古事類苑 1

永延 01 5 0 21 9870624 京都 丹生・貴布袮等社差蔵人奉幣、依雨御祈、 小右記 1 大日本古記録

天元 3年（980）～永延元年（987）
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永延 01 5 0 24 9870627 京都 自今日三箇日、於大極殿読経、依祈雨也、又於神泉苑修請雨経法、 日本紀略 大日本史料 2-1

永延 01 5 0 24 9870627 京都 於神泉苑勤修祈雨法、全無雨気、万民愁田水損命、 祈雨日記 大日本史料 2-1

永延 01 5 0 24 9870627 京都 元真内供、於神泉苑、勤修祈雨法、全無雨気、万民愁田水殞命、 祈雨法記 続群書類従 25下

永延 01 5 0 24 9870627 京都 於神泉苑、修請雨経法、依祈雨也、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系 

永延 01 5 0 28 9870701 大和 依宣旨、六ケ寺衆来集当寺、五箇日夜之間祈雨、而専無其験… 正倉院文書 大日本史料 2-1

永延 01 5 0 28 9870701 大和 依宣旨、七大寺共、於大仏御前、薫修祈雨読経之間、… 東大寺要録 大日本史料 2-1
永延 01 5 0 29 9870702 京都 …賑給赦令、依攘災旱也、 日本紀略 大日本史料 2-1
永延 01 5 0 29 9870702 天下 …又高年人賑給、調庸未進免除、又大赦天下、依炎旱也、扶桑略記 27 大日本史料 2-1
永延 01 6 0 1 9870704 京都 依炎旱、放出神泉苑池水、 日本紀略 大日本史料 2-1
永延 01 6 0 3 9870706 京都 雷鳴大雨、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
永延 01 7 0 28 9870830 京都 今日、詔公卿等、令上封事、依天変旱災也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
永延 01 7 0 28 9870830 京都 仰公卿等、令上封事、依天変旱災等也、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系
永延 01 7 0 29 9870831 京都 巳刻、風雨大甚、抜樹発屋、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

永延 01 8 0 1 9870901 京都 八月一日小右記、昨日暴風・雷雨之間、北野天神於皇太后宮、寄託藤典侍、北野宮破損事、云々、有歌、 百錬抄 4-6 新訂増補国史大系

永延 02 0 0 0 9880127 諸国 諸国洪水、海溢、 大日本史 日本震災凶饉攷
永延 02 8 0 13 9881001 諸国 京都及び諸国、大風、洪水、 大日本史 日本震災凶饉攷
永延 03 0 0 0 9890214 武蔵 大風吹、芝ヲ巻、 年代記配合抄 内閣文庫
永延 03 4 0 26 9890607 京都 晩景、風雨雷鳴、 小右記 大日本史料 2-1
永延 03 6 0 21 9890731 京都 午終、暴雨大雷、就中一度極猛、 小右記 大日本史料 2-1
永祚 01 8 0 8 9890915 改元 彗星天変地震之災異、 日本紀略 古事類苑 1

永延 01 8 0 13 9890920 京都 八月十三日夜大風、 皇代記 新校群書類従 2

永祚 01 8 0 13 9890920 天下 天下大風吹、巻芝（シハヲ巻ク）、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

永祚 01 8 0 13 9890920 天下

夜、天下大風、宮城闕門楼閣、堂舎殿廊、及諸司舎屋垣
門、万人家宅、諸寺諸社、皆以顚倒、無一舎立、抜樹頽山、
又有洪水高潮、畿内海浜河辺民煙畜田、為之、皆没、死
亡損害、天下大災、古今無双、平城京薬師寺金堂上層重閣、
為大風、被吹落矣、

扶桑略記 27 新訂増補国史大系

永祚 01 8 0 13 9890920 越後 従八月十三日至廿日、大風返草木、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

永祚 01 8 0 13 9890920 京都

亥時以後至丑時、大風洪水火災、宮城之内闕門、楼閣、堂舎、
殿府及諸司舎屋、垣門、京中万人屋所、諸寺諸社等過半
顚倒、皆悉破壊、折樹頽山、人多壓死、又畿内河畔海浜、
洪水高潮、忽以湛騰、民畑田為之損害、畜類人侶田以没死、
天下大災、古今無比、

帝王編年記 17 新訂増補国史大系

永祚 01 8 0 13 9890920 京都 去十三日大風損等、被載辞別、 日本紀略 大日本史料 2-1

永祚 01 8 0 13 9890920 山城 大風、宿院廻廊以下顚倒之間、… 石清水八幡宮
記録 2

大日本史料 2-1

永祚 01 8 0 13 9890920 山城 依大風、石清水宮御殿前東西廊顚倒、雑人五六人被打殺、石清水放生会次第 大日本史料 2-1

永祚 01 8 0 13 9890920 山城 大風也、宿院顚倒、有人死之穢也、 歴代編年集成 17 大日本史料 2-1
永祚 01 8 0 13 9890920 京都 自酉時許大風、及子終止、此間、雨脚更飛、万人失神、 小右記 1 大日本古記録

永祚 01 8 0 13 9890920 京都 夜、大風・洪水、宮城関門楼閣堂舎殿廊垣門、万人家宅、諸事諸社過半顚倒、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

永祚 01 8 0 13 9890920 京都 大風、宮城官舎大破顚倒、 東寺王代記 続群書類従 29下

永祚 01 8 0 13 9890920 天下

酉戌刻、大風、宮城門舎多以顚倒、承明門東西廊、建礼
門弓場殿、左近陣前軒廊、日華門御輿宿、朝集堂、応天
門東西廊卌間…并諸司雑舎、左右京人家、顚倒破壊、不
可勝計、又鴨河堤所々流損、賀茂上下社御殿并雑舎、石
清水御殿東西廊顚倒、又祇園天神堂同以顚倒、一条北辺
堂舎、東西山寺皆以顚倒、又洪水高潮、畿内海浜河辺民烟、
人畜田畝為之皆没、死亡損害、天下大災、古今無比、

日本紀略後 9 新訂増補国史大系

永祚 01 8 0 13 9890920 天下 夜大風、宮城殿舎、門楼諸司、左右京人家、悉以顚倒、抜木頽山、又有洪水、人畜多没死、天下大災、古今未曾有、百錬抄 4-6 新訂増補国史大系

永延元年（987）～永祚元年（989）
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永祚 01 8 0 14 9890921 京都 諸司諸衛所々、東西京上下人家、仏神寺顚倒、破損不可勝計、 小右記 1 大日本古記録

永祚 01 8 0 17 9890924 京都 近日霖雨、并去十三日大風損等、被載辞別、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

永祚 01 9 0 7 9891014 京都 於八省院、奉幣伊勢・石清水・賀茂・松尾・平野・稲荷等、依大風損也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

永祚 02 6 0 0 9900630 京都 疫癘流行、 小右記 1 日本震災凶饉攷
永祚 02 8 0 28 9900924 京都 大風洪水、 日本紀略 大日本史料 2-1

永祚 02 8 0 28 9900924 京都 天陰降雨、自申刻風吹、大風終夜不止、諸司所々屋等、或顚倒、或破損、洪水具之、 本朝世紀 大日本史料 2-1

永祚 02 8 0 28 9900924 京都 自未時許、風威猛烈、就中入夜極猛… 小右記 1 大日本古記録
永祚 02 8 0 29 9900925 京都 大風洪水、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
永祚 02 9 0 17 9901013 京都 依止雨奉幣二社、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 01 11 0 7 9901201 改元 改為正暦元年、由去年大風改元也、 扶桑略記 27 大日本史料 2-1
正暦 01 11 0 7 9901201 改元 永祚二年十一月七日改元＜為正暦＞依大風天変勘申、 元秘別録 大日本史料 2-1
正暦 01 11 0 7 9901201 改元 依去年大風也、 皇代記 新校群書類従 2

正暦 01 11 0 7 9901201 改元 依去年大風天変也、 皇年代略記 新校群書類従 2

正暦 01 11 0 7 9901201 改元 詔、改永祚二年、為正暦元年、大赦天下、大辟以下赦除、常赦所不免者、不赦、老人僧尼賜穀、依大風天変也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

正暦 01 11 0 7 9901201 改元 依去年大風也、 百錬抄 4-7 新訂増補国史大系
正暦 02 0 0 0 9910124 天下 今年、天下有旱魃之愁、 百錬抄 4-7 新訂増補国史大系
正暦 02 4 0 25 9910615 京都 今日、祈雨、奉幣丹貴二社、… 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

正暦 02 5 0 0 9910620 京都 五、六月両月、大旱魃、元真内供、於神泉苑祈雨、雨不降云々、 祈雨法記 続群書類従 25下

正暦 02 6 0 0 9910719 山城 祈雨奉幣、加吉田、広田、北野等社為廿社、 江次第 5 大日本史料 2-1
正暦 02 6 0 0 9910719 京都 今月旱魃、 日本紀略 大日本史料 2-1
正暦 02 6 0 0 9910719 天下 今年、天下有旱魃之愁、 百錬抄 4 大日本史料 2-1
正暦 02 6 0 0 9910719 天下 六、七月、天下旱魃、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系 
正暦 02 6 0 3 9910721 京都 自今日、二七日間、依旱魃、於神泉苑、修請雨経法、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

正暦 02 6 0 13 9910731 京都 奉幣丹貴二社、依祈雨也、今日、依祈雨、令七大寺僧、於東大寺、転読大般若経、僧六百口也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

正暦 02 6 0 18 9910805 大和 於室生龍穴三箇日間転読仁王経、 日本紀略 大日本史料 2-1
正暦 02 6 0 22 9910809 山城 依旱魃、山城国紀伊郡、葛野郡愁申神泉水、乃令掘下之、日本紀略 大日本史料 2-1
正暦 02 6 0 24 9910811 諸国 祈雨奉幣伊勢以下十九社、 日本紀略 大日本史料 2-1

正暦 02 6 0 24 9910811 山城 炎天送日、万物変色、依之、…祈雨奉幣時、加吉田・広田・北野以上三社、被奉献官幣為十九社、 二十二社註式 大日本史料 2-1

正暦 02 6 0 27 9910814 京都 依祈雨、発遣山陵使、於大極殿、転読大般若経、請僧百口、日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 02 6 0 30 9910817 京都 依不雨、被延二箇日、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 02 7 0 0 9910818 京都 今月旱魃、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 02 8 0 18 9911003 京都 依祈念穀、奉幣廿社、被加祈可止霖雨之由、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 03 5 0 26 9920704 京都 東西京中洪水、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 03 6 0 1 9920708 京都 雷鳴、東西京中洪水、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 03 6 0 2 9920709 京都 雷鳴大雨洪水、 日本紀略 大日本史料 2-1

正暦 04 4 0 0 9930430 京都 自去（正暦四年）四月至七月、京都死者過半、五位以上六十七人、 日本紀略 大日本史料 2-2

正暦 04 6 0 0 9930628 京都 今月、人民悉咳疫、五、六月間、有咳逆疫、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

正暦 04 6 0 20 9930717 京都 於清涼殿、と四十口僧転読大般若経、五ケ日、為消疾疫
之難也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

正暦 04 7 0 0 9930727 京都 七、八月間…又有疱瘡之患、 日本紀略 大日本史料 2-2

正暦 04 7 0 0 9930727
天下
京都 秋比、天下有疱瘡疫、 扶桑略記 27 大日本史料 2-2

正暦 04 7 0 0 9930727 京都 今年疱瘡流行、 百錬抄 4 大日本史料 2-2

正暦 04 7 0 17 9930812 京都 天陰、雷鳴雨降…蔵人召仰云、雖有今年疱瘡之事、准天延二年之例、… 本朝世紀 12 新訂増補国史大系

永祚元年（989）～正暦 4年（993）
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正暦 04 7 0 19 9930814 京都 天陰、雨降、…雷鳴、 本朝世紀 12 新訂増補国史大系

正暦 04 7 0 20 9930815 京都 未時許、暴雨雷鳴霹靂美福門院艮方柱、有雷火気、関白両三卿相馳向撲滅云々、 小右記 大日本史料 2-2

正暦 04 7 0 20 9930815 京都 未二剋、電雷落懸於美福門下盖、登天之間、柱火付、令焼亡、本朝世紀 12 新訂増補国史大系

正暦 04 8 0 11 9930904 京都 今日詔、大辟以下赦除、常赦所不免者不赦、又免調庸、復半徭、為慎三合救疱瘡之患也、 日本紀略 大日本史料 2-2

正暦 04 8 0 11 9930904 京都 此日、被定依先例疱瘡、南殿并建礼朱雀門等前以廿一日可被行大祓事、 本朝世紀 12 新訂増補国史大系

正暦 04 8 0 0 9930913 京都 霖雨、 日本紀略 日本震災凶饉攷

正暦 04 8 0 21 9930914 京都 今日、未一剋、依天変并疱瘡等事、於紫宸殿并建礼朱雀門三所、御祓之事、 本朝世紀 12 新訂増補国史大系

正暦 04 8 0 21 9930921 京都 紫宸殿、建礼門、朱雀門大祓、依天変并疱瘡也、 日本紀略 大日本史料 2-2
正暦 04 8 0 21 9930921 京都 疱瘡御祈大祓事、 小右記目録 大日本史料 2-2

正暦 04 9 0 26 9931019 京都 左弁官下 賀茂別雷社司／…廿六日、大風、或顚倒或大破者、
検録損色之後… 類聚符宣鈔 1 大日本史料 2-2

正暦 04 11 0 0 9931221 九州
去年（正暦四）中冬以後、至于今日（正暦五年五月十日）疫
癘已発、府中不静、又以官国人民皆欲夭亡、而其災弥倍、
病患未止、遠近路辺死人満塞、

本朝世紀 大日本史料 2-2

正暦 05 0 0 0 9940218 京都
はかなく年もくれて、正暦五年といふ、いかなるにか、
ことし世の中さはかしう、春よりわつらふ人々おほく、
みちおほちにもゆゝしき物ともおほかり、

栄華物語 4 大日本史料 2-2

正暦 05 0 0 0 9940218 諸国 正暦五年のほとは、いみしう人しぬ… 小大君集 大日本史料 2-2

正暦 05 0 0 0 9940218 天下 紫野今宮祭＜九日＞／コレハ疫癘ノ神ナリ、正暦五年・長保二年、天下シツカナラサリシ時、此神社ヲマツラル、公事根源 大日本史料 2-2

正暦 05 0 0 0 9940218 京都 為攘疫病、以三百口僧、五日於大極殿有御読経… 左経記 大日本史料 2-2
正暦 05 0 0 0 9940218 伊勢 洪水入（豊受大神宮）宮中、避御殿、 春記 大日本史料 2-2

正暦 05 0 0 0 9940218 天下
五年自正月、至十二月、天下疫死者尤盛、起自鎮西、及京師、
四、五、六、七月之間、殊盛、死者過半、五位已上六十
余人也、道路置死骸、

百錬抄 4-8 新訂増補国史大系

正暦 05 0 0 0 9940218 天下 今年、自正月、至十二月、天下疫癘最盛、起自鎮西、遍満七道、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

正暦 05 1 0 0 9940218 天下
自正月、至十二月、天下疫死者尤盛、起自鎮西、及京師、
四五六七月之間、殊盛、死者過半、五位已上六十余人也、
道路置死骸、

百錬抄 4 大日本史料 2-2

正暦 05 2 0 15 9940403 九州 鎮西疾疫事、 小右記目録 20 大日本史料 2-2

正暦 05 3 0 26 9940514 天下 今日詔、大赦天下、大辟以下、常赦所不免者赦除、又免調庸、老人賜穀、加賑恤、依白鳥恠異、疾疫之患也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

正暦 05 4 0 7 9940524 京都 為被修臨時仁王会也、是依消除疫病所被行也、 本朝世紀 大日本史料 2-2

正暦 05 4 0 8 9940525 京都 被定行臨時賑給使、是京中臥病乏食之輩、被行也、道路病人連々不絶、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 4 0 10 9940527 京都 南殿、建礼門、朱雀門大祓、為消疾疫之難也、 日本紀略 大日本史料 2-2
正暦 05 4 0 19 9940605 京都 被定臨時奉幣事、是疫癘之弥盛、来廿七日可被立件使者、本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 4 0 20 9940606 大和
左弁官下綱所／応令七大寺僧、於東大寺大仏前、転読大
般若経事／…奉勅、如聞頃月、疫癘滋発、人民憂悩、雖
致祈禱於種々、都鄙之間、死殤弥甚…転読件経王、消攘
彼疫癘、専致精誠、必顕冥感者…

類聚符宣鈔 3 大日本史料 2-2

正暦 05 4 0 24 9940610 京都 被下宣旨云、京中路頭病人甚多、宜令安置之、 日本紀略 大日本史料 2-2

正暦 05 4 0 24 9940610 京都
京中路頭、構借家、覆莚薦、出置病人、或乗空車、或令
人運送薬王寺云々、然而死亡者多満路頭、往還過客掩鼻
過之、鳥犬飽食、骸骨塞巷、

本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 4 0 25 9940611 京都 於八省院東廊、大祓、依疾疫、被奉幣也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

正暦 05 4 0 25 9940611 京都 臨時大祓事、是京中疫癘猶未停、仍以来廿七日、依可被立伊勢并諸社奉幣使之故也、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 4 0 25 9940611 京都 以来月三日、可献山陵使之事被定、是又為攘除疫癘也、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系
正暦 05 4 0 27 9940613 伊勢 今日伊勢大神宮諸社臨時奉幣日也、有行幸、是為祈疫癘也、本朝世紀 13 大日本史料 2-2
正暦 05 4 0 27 9940613 京都 奉幣伊勢以下諸社、為救消疾疫也、天皇行幸八省院、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 05 4 0 27 9940613 京都 有行幸八省院、是為祈疫癘也、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 4年（993）～正暦 5年（994）
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正暦 05 4 0 28 9940614 京都 御読経始、依疾疫也、 日本紀略 大日本史料 2-2

正暦 05 4 0 28 9940614 京都 今日臨時御読経始日也、依疫癘之猶未止、以卅口僧、於清涼殿五（十カ）日被修也、 本朝世紀 13 大日本史料 2-2

正暦 05 5 0 2 9940618 京都
去月卅日所勘申神祟、何神祟哉、又被修何事、可攘除此
疫癘哉、各勘申者、石清水・伊勢・賀茂・松尾・祇園等
祟也、各被修読経奉幣等、…

本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 5 0 3 9940619 京都 可献山陵使之事被定、是又為攘除疫癘也、 本朝世紀 13 大日本史料 2-2
正暦 05 5 0 3 9940619 京都 奉遣山陵使、為救疾病也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系

正暦 05 5 0 3 9940619 京都 京中堀水溢、検非違使等召仰看督長等、掻流京中死人、然而河水也、… 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 5 0 7 9940623 京都 去三月以後、依疫癘、病死之輩、不知幾千、雖有種々祈禱、似無其応、路頭死人伏骸連々也、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 5 0 10 9940626 諸国 被定以今月廿日、可被遣伊勢・石清水・賀茂下上・松尾・大神・祇園等社、臨時奉幣使、是則為被祈疫癘也、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 5 0 10 9940626 九州
此日依大宰府言上解文四枚、其中一枚、去年中冬以後至
于今日、疫癘已発、府中不静、又以官国人民皆欲夭亡、
而其災弥倍、病患未止、遠近路辺死人満塞一枚…一枚病
患尤盛也、欲被止今年相撲人召進事者、

本朝世紀 13 大日本史料 2-2

正暦 05 5 0 11 9940627 諸国 符状云、畿内国々者、以来十五日於有験所々可修、至于遠国者、官符到来之後三日内可修、由是為攘疫癘之災也、本朝世紀 13 大日本史料 2-2

正暦 05 5 0 11 9940627 諸国 給五畿七道諸国、可修仁王会之官符、為攘疾病也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 05 5 0 12 9940628 京都 午後大雨降、雷鳴、 本朝世紀 13 大日本史料 2-2
正暦 05 5 0 13 9940629 京都 死人数多依在市内、儲供給於人家、雖安床子、依可有程… 西宮記 大日本史料 2-2

正暦 05 5 0 15 9940701 京都
今月十五日、於八省大極殿、立百高座、可被講読仁王経
之事、…去二月以後、依疫癘、病死之輩、不知幾千、雖
有種々祈禱、似無其応、路頭死人伏休連々也、

本朝世紀 13 大日本史料 2-2

正暦 05 5 0 15 9940701 京都 関白家被修百寺之諷誦、是皆為攘除疫癘也、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 5 0 16 9940702 京都 左京三条南油小路西有小井、狂夫云、飲此水之者、可免疫病者、仍都人士女挙首来汲、 日本紀略 大日本史料 2-2

正暦 05 5 0 16 9940702 京都
左京三条南油小路西有小井水、々濁泥深、尋常不用而、
或狂夫云、飲此水者、皆免疫癘者、仍都人士女挙首来汲、
男女提桶［ ］、貴賤貯匜偏恐病死之災千万、不尋妖宮（言カ）
之真偽者也、

本朝世紀 13 大日本史料 2-2

正暦 05 5 0 16 9940702 京都 近来、公家被勤海若祭、名山祭等、是又為消疫癘、攘病患也、本朝世紀 13 新訂増補国史大系
正暦 05 5 0 19 9940705 京都 今日、被差定賑給使、…件疫癘猶盛也（20日条）、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系
正暦 05 5 0 24 9940710 諸国 疾病不止、京中・外国病厄弥盛云々、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系
正暦 05 5 0 26 9940712 京都 今日被行大赦、依疾病也、 日本紀略 大日本史料 2-2
正暦 05 5 0 26 9940712 天下 被行天下大赦事、同依疾疫事也、 本朝世紀 13 大日本史料 2-2
正暦 05 5 0 26 9940712 諸国 依宣旨諸司諸家起石塔、依救疾疫也、 日本紀略 大日本史料 2-2

正暦 05 5 0 26 9940712 京都 是日、依宣旨、諸司諸家修石塔、是依疾病也、顕光卿被行天下大赦事、同依疾疫事也、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 6 0 4 9940719 京都 今日、被定行丹生・貴布袮両社、祈雨奉幣使、近来、依疫癘病死之祟、弥以盛也、而又旱魃、仍所被奉遣也、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 6 0 10 9940725 諸国 去三月以後、京畿・外国疫癘滋発病死無際、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 6 0 13 9940728 天下

被奉遣丹生貴布袮両社祈雨奉幣并御馬等、子細其宣命云
…今年春与リ始天、遠近国郡京洛都邑之間尓、疫癘繁発天、
夭殤甚多之、爰薬石之営無断之天、耕農之勤自懈釈止所
念行之天、屡雖仰神霊助止毛、冥応殆如空之、病夭之輩
于今未休、是朕之薄徳仁依天、此天下之患を難除奈利と
…

本朝世紀 13 大日本史料 2-2

正暦 05 6 0 14 9940729 京都 被定臨時仁王会之事、…是疫癘猶盛而、病死不止、因之為消除件災、可被修也、 本朝世紀 13 大日本史料 2-2

正暦 05 6 0 16 9940731 京都 今日妖言、疫神可横行、都人士女、不可出行云々、仍上卿以下至于庶民、閉門戸、無往還之輩、 本朝世紀 13 大日本史料 2-2

正暦 05 6 0 16 9940731 京都 公卿以下至于庶民、閉門戸、不往還、依妖言也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 05 6 0 22 9940806 京都 今日臨時仁王会也、 本朝世紀 13 大日本史料 2-2

正暦 5年（994）
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正暦 05 6 0 27 9940811 京都
為疫神、修御霊会、木工寮修理職造神輿二基、安置北野
船岡上、…都人士女賷持幣帛、不知幾千万人、礼了送難
波海、此非朝議、起自巷説、

日本紀略 大日本史料 2-2

正暦 05 6 0 27 9940811 京都 被安置疫神於船岡上… 朝野群載 21 大日本史料 2-2

正暦 05 6 0 27 9940811 京都 為疫神、被修御霊会、…会集之男女、不知幾千人、捧幣帛者、老少満街衢、一日之内事了、 本朝世紀 13 新訂増補国史大系

正暦 05 7 0 0 9940815 京都 自去四月、至七月、京師死者過半、五位以上六十七人、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 05 7 0 20 9940903 京都 大風、自寅及未、破損之屋甚多、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 05 7 0 21 9940904 京都 御読経始、依疾疫祈也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 05 7 0 22 9940905 京都 賑給施米、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 05 8 0 8 9940920 京都 釈奠疾疫之年有宴座之例、仍行之、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 05 8 0 10 9940922 京都 於大極殿、以二百僧、転読大般若経、依疾病也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 05 8 0 21 9941003 京都 奉幣諸社、依天変恠異、霖雨疾病事等也、 日本紀略後 9 新訂増補国史大系
正暦 05 10 0 16 9941126 京都 奉遣山陵使、為攘病難也、 日本紀略 大日本史料 2-2

正暦 06 0 0 0 9950208 諸国 正暦五年・長徳元年ツヽキテ大疫癘ヲコリテ、都鄙ノ人多ク死ニケリ、 愚管抄 4 大日本史料 2-2

正暦 06 1 0 0 9950208 世間 正月より世中いとさはかしうなりたちぬれは、のこるへうも、思ひたらぬいと哀なり、… 栄華物語 4 大日本史料 2-2

正暦 06 2 0 9 9950317 天下 仁王会、依天下疾病也、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系
長徳 01 2 0 22 9950330 改元 改為長徳元年、是由疫死災也、 扶桑略記 27 大日本史料 2-2
長徳 01 2 0 22 9950330 改元 彼年有疫癘、又有内裏焼亡者、 改元部類 大日本史料 2-2
長徳 01 2 0 22 9950330 改元 依疫旱也、 百錬抄 大日本史料 2-2
長徳 01 2 0 22 9950330 改元 依疫癘・旱魃也、 皇代記 新校群書類従 2

長徳 01 2 0 22 9950330 改元 依去年疾疫・天変・旱魃也、 皇年代略記 新校群書類従 2

長徳 01 2 0 22 9950330 天下 詔、改正暦六年、為長徳元年、大赦天下、大辟以下赦除、又免調庸、依疾疫天変也、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長徳 01 2 0 26 9950403 天下 石清水而夢武内宿禰云、天下疫気尚未止、有行幸此宮者可平也、 百錬抄 大日本史料 2-2

長徳 01 4 0 18 9950525 京都 斎王輿過堀河之間、雷電霹靂、時人云、穢気人供奉之所致也、頃時晴畢、斎王還御之後、降雹、大如栗、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長徳 01 4 0 27 9950603 諸国 定、諸国并宇佐宮等、各書写大般若経、六観音像、可攘疾疫之災、相撲節停止畢、 日本紀略 大日本史料 2-2

長徳 01 4 0 27 9950603 諸国
太政官符 五畿七道諸国司／応毎国図写供養陸観音像、大
般若経一部事、／右右大臣宣、奉勅、此年疫癘延蔓、病
苦弥盛、京中上下之人、多帰滓浦、外国遠近之民、悉泥
瘴煙…

類聚符宣鈔 大日本史料 2-2

長徳 01 5 0 0 9950606 京都 今年四、五月、疫癘殊盛、中納言已上、薨者八人、至于七月、頗散、但下人不死、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長徳 01 5 0 0 9950606 京都
今年自四月、至五月、疾疫殊盛、至七月頗散、納言以上
薨者二人、四位七人、五位五十四人、六位以下僧侶等不
可勝計、但不及下人、

日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長徳 01 6 0 0 9950706 京都 六、七月、赤斑瘡、上下老少煩之、 歴代編年集成 17 大日本史料 2-2
長徳 01 6 0 0 9950706 京都 今年夏比、疫癘殊盛、納言以上薨者八人、古今未有云々、扶桑略記 271 新訂増補国史大系 
長徳 01 7 0 21 9950824 京都 風雨殊太、仍蔵人行資依仰、下格子後供之、下飯入鬼間、柳原家記録 78 大日本史料 2-2
長徳 01 9 0 9 9951010 京都 平座見参、又止雨奉幣、 日本紀略 大日本史料 2-2
長徳 01 10 0 15 9951115 京都 巳時、雷電大雨、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系
長徳 02 0 0 0 9960128 京都 今年米穀高貴、至冬京師頻有火、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系
長徳 02 0 0 0 9960128 京都 疾疫、疱瘡、旱、水等、年例／長徳二＜飢＞、 樗嚢抄 大日本史料 2-2
長徳 02 0 0 0 9960128 天下（弘前）天下飢饉、 日記 八木橋文庫

長徳 02 0 0 0 9960128 天下 天下大飢、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

長徳 02 2 0 8 9960305 京都 大原野祭、大風吹社樹之間、摧折、并打圧牛馬、 日本紀略 大日本史料 2-2

長徳 02 6 0 8 9960701 京都 以頭弁令奏、出雲犯人飢餓不可養由、殊有天恩可被給仮之由、有令相加奏、… 小右記 2 大日本古記録

長徳 02 6 0 27 9960720 京都 雹降、 日本紀略 大日本史料 2-2

正暦 5年（994）～長徳 2年（996）
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長徳 02 7 0 0 9960723 京都 止楽、長徳二＜飢＞、 樗嚢抄 大日本史料 2-2
長徳 02 7 0 28 9960819 天下 相撲召合、依天下飢渇、止音楽、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系
長徳 02 7 1 10 9960831 京都 鴨川水流、入京中、人屋多以損亡、 日本紀略 大日本史料 2-2
長徳 02 7 1 21 9960911 京都 大風、吹損諸司并大小舎屋、或以顚倒、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長徳 03 5 0 11 9970623 京都 勅使登山帰京之間、至鴨河々水汎溢、為令流迎馬、経廻河辺… 権記 1 大日本史料 2-2

長徳 03 5 0 22 9970704 京都 終日甚雨、亥刻地震、 権記 1 大日本史料 2-2
長徳 03 7 0 28 9970907 京都 今夏飢餓無極、于今不止、 小右記 2 大日本古記録
長徳 03 9 0 9 9971018 京都 又仰、来十五日、丹生・貴布袮使可立之由、… 権記補遺 増補史料大成 5

長徳 03 10 0 19 9971126 京都 平中納言令奏陰陽寮択申、可被奉遣止雨由、御幣使於丹生・貴布袮社日時文、… 権記補遺 増補史料大成 5

長徳 04 0 0 0 9980205 天下
今年、天下、自夏至冬、疫瘡遍発、六、七月間、京師男
女死者甚多、下人不死、四位以下人妻最甚、謂之、赤斑瘡、
始自主上、至于庶人、上下老少無免此瘡、

日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長徳 04 0 0 0 9980205 京都 大水、 本朝年代記 日本震災凶饉攷
長徳 04 0 0 0 9980205 諸国 京都及び諸国、赤斑瘡流行す、 大日本史 日本震災凶饉攷

長徳 04 0 0 0 9980205 京都
ことし、れいのもかさにてはあらて、いとあかきかさの
こまかなる出きて、老たるわかき、上下わかす、これを
やみのゝしりて、やかて、いたつらなるたくひもあるへし、

栄華物語 大日本史料 2-3

長徳 04 0 0 0 9980205 諸国 今年、自夏、至冬、斑瘡流行、死亡者多、古老未見如今年者、百錬抄 4-10 新訂増補国史大系

長徳 04 5 0 0 9980602 天下 今月、天下衆庶煩疱瘡、世号之稲目瘡、又号赤斑瘡、天下無免此病之者… 日本紀略 大日本史料 2-3

長徳 04 5 0 2 9980603 京都 依疫瘡事、有御卜… 小右記目録 20 大日本史料 2-3
長徳 04 5 0 9 9980610 京都 疱瘡、疫癘遍満事、 小右記目録 20 大日本史料 2-3

長徳 04 6 0 0 9980702 天下
今年、天下自夏至冬、疫瘡遍発、六、七月間、京師男女
死者者甚多、下人不死、四位以下人妻最甚、謂之赤斑瘡、
始自主上、至于庶民、上下老少、無免此瘡…

日本紀略 大日本史料 2-3

長徳 04 6 0 0 9980702 京都
是年、自夏至冬、疫瘡遍発、六、七月間、京師男女死者甚多、
下人不死、四位已下人妻最多、外国不死、世謂之赤斑瘡、
始自天皇、至于庶人、貴賤老少、緇素男女、無一免此瘡
者…

扶桑略記 27 大日本史料 2-3

長徳 04 6 0 0 9980702 京都 今年、自夏至冬、斑瘡流行、死亡者多、古老未見如今年者、百錬抄 4 大日本史料 2-3
長徳 04 6 0 19 9980720 京都 豌豆瘡遍満事、 小右記目録 20 大日本史料 2-3
長徳 04 7 0 0 9980731 京都 疱瘡発年 …夏秋、就中七月殊甚、世謂赤斑瘡… 医書 大日本史料 2-3
長徳 04 7 0 2 9980802 天下 天下疫癘事…［   ］恩給事… 伏見宮御記録 大日本史料 2-3

長徳 04 7 0 2 9980802 天下 早朝、依召候御前、天下疫癘事［   ］恩給事…、又疫癘咎祟
可令所司勘申事等、仰内大臣、… 権記 1 増補史料大成 4

長徳 04 7 0 5 9980804 諸国 相撲停止、并於有封諸寺、可転読仁王経事、可仰左大臣、仰諸国令祭疫神、可転読大般若経事… 伏見宮御記録 大日本史料 2-3

長徳 04 7 0 11 9980810 京都 依病事、雲上無人事、 小右記目録 20 大日本史料 2-3
長徳 04 8 0 20 9980918 京都 亥時大風、宮中諸司多以顚倒、武徳殿、御書所顚倒畢、 日本紀略 大日本史料 2-3
長徳 04 8 0 20 9980918 京都 大風、 山槐記 大日本史料 2-3

長徳 04 9 0 1 9980929 京都
依霖雨、一条堤壊、鴨河横流、入府如海、被示云、霖雨
之事、可有御祈、又防鴨河使無勤之由、可被誡仰歟、件
堤事、宣旨下後、不被修固、今年自春災害連々、民庶患疫、
棄忌万事之間、自然懈怠也、然而不動之由不可不誡…

伏見宮御記録 大日本史料 2-3

長徳 04 9 0 1 9980929 京都 又仰云、日者霖雨久以不霽計也、秋収定不快歟、因例欲奉使於丹生、貴布袮社、十一日被立之例可令勘申… 伏見宮御記録 大日本史料 2-3

長徳 04 11 0 16 9981212 京都 奉遣丹貴二社幣使、 日本紀略 大日本史料 2-3
長保 01 1 0 13 9990206 改元 改元＜長保＞依災異水旱也、 東山御文庫記録 大日本史料 2-3
長保 01 1 0 13 9990206 改元 依赤斑瘡疫也、 扶桑略記 27 大日本史料 2-3
長保 01 1 0 13 9990206 改元 依去年疫癘也、 皇代記 新校群書類従 2

長保 01 1 0 13 9990206 改元 依去年疾疫也、又水旱云々、 皇年代略記 新校群書類従 2

長保 01 1 0 13 9990206 天下 詔、改長徳五年、為長保元年、大赦天下、大辟以下咸赦除、常赦所不免者不赦、依天変炎旱也、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長保 01 1 0 13 9990206 改元 依去年疫瘡也、 百錬抄 4-10 新訂増補国史大系

長徳 2年（996）～長保元年（999）
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長保 01 2 0 20 9990315 京都
（祈年穀奉幣の宣命）近日天変恠異屡見、妖言疾疫間聞、
…就中天、疫癘之災波、連年不止之天、去年末天有其憂リ、
最所畏念奈利…

本朝世紀 大日本史料 2-3

長保 01 7 0 6 9990824 山城

［祈雨法等引付 醍醐律師御房宛、年次は保安～大治頃］祈
雨事、頃者炎旱渉旬、雨沢不降、州閭之間、苗稼少潤、
内外祈請感応自遅、若依三合之厄、招万民之愁歎、仍始
自来八日、三箇日間、率廿口浄侶於醍醐寺、令伝読孔雀
明王経、可祈申甘雨之由応由、被宣下畢、…

東寺文書 3号
紙背

東大文学部所蔵文
書目録 1

長保 02 0 0 0 10000213 諸国 疫死繁発、始自鎮西坂東向到京師、 帝王編年記 17 新訂増補国史大系
長保 02 0 0 0 10000213 諸国 今年冬、疫死甚盛、自鎮西、来京師、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系
長保 02 0 0 0 10000213 諸国 今年、疫死甚盛、始自鎮西、到京師、 百錬抄 4-11 新訂増補国史大系
長保 02 5 0 4 10000614 京都 奉幣丹貴二社依祈雨也、 日本紀略 大日本史料 2-3
長保 02 5 0 4 10000614 京都 丹生・貴布袮使立、右大臣官奏、 権記 1 増補史料大成 4

長保 02 6 0 20 10000729 京都 近日、疫癘漸以延蔓、此災年来連々無絶、… 権記 1 増補史料大成 4

長保 02 6 0 21 10000730 天下 大雨、天下喜之、 権記 1 大日本史料 2-3
長保 02 6 0 21 10000730 京都 今日被定二社祈雨使、以蔵人可為之、明日巳午時云々、 権記 1 増補史料大成 4

長保 02 6 0 22 10000731 京都 今日右大臣被奏行祈雨使事、丹生使…貴布袮… 権記 1 大日本史料 2-3

長保 02 7 0 1 10000809 京都 今日奉幣者、依大神社怪、所司勘申、可慎疾疫兵革之由、為被祈申其事… 権記 1 大日本史料 2-3

長保 02 8 0 13 10000919 京都 入秋以来、陰霖経日、召神祇官人、可令祈霽者、… 権記 1 大日本史料 2-3
長保 02 8 0 15 10000921 京都 霖雨不止、 権記 2 史料纂集
長保 02 8 0 16 10000922 京都 洪水、 日本紀略 大日本史料 2-3

長保 02 8 0 16 10000922 京都 夜来大雨、鴨河堤絶、河水入洛、京極以西、人宅多以流損、就中、左相府不別庭池、汎溢如海、参入人々、… 権記 2 史料纂集

長保 02 8 0 16 10000922 京都 洪水、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系 

長保 02 8 0 18 10000924 京都 詣左府…又依霖雨祈晴、并可被奉赤馬於丹生、貴布袮事、同可奏、 権記 2 大日本史料 2-3

長保 02 8 0 19 10000925 京都 亦奏可祈止雨事、仰云、可遣使、亦仰云、賑給逢水損者之例、可令勘申、… 権記 2 史料纂集

長保 02 8 0 20 10000926 京都 仰藤中納言、可奉遣祈晴使、令勘日時、… 権記 2 史料纂集
長保 02 8 0 23 10000929 京都 奉幣帛・赤馬、於丹生・貴布袮両社、請祈止雨、… 権記 2 史料纂集
長保 02 11 0 8 10001212 京都 或云、昨日有防鴨河定云々、 権記 1 増補史料大成 4

長保 02 11 0 21 10001225 京都 為攘疫災奉幣諸神、仍行［幸於カ］八省、伊勢使発遣之後、車駕遷宮、… 権記 1 増補史料大成 4

長保 02 11 0 27 10001231 京都 是日、疫死之者旁有其聞、 日本紀略 大日本史料 2-4
長保 02 12 0 29 10010201 京都 今年冬疫死甚盛、自鎮西、来京師、 日本紀略 大日本史料 2-4
長保 03 0 0 0 10010202 天下 自去年冬、至今年七月、天下疫死太盛、道路置死骸、 百錬抄 4-11 新訂増補国史大系
長保 03 1 0 0 10010202 諸国 春月、疫死甚盛、鎮西・坂東・七道諸国、入京洛、疫癘殊甚、扶桑略記 27 新訂増補国史大系
長保 03 1 0 12 10010213 京都 依疫癘事、可有御卜由也＜一昨仰也＞… 権記 1 増補史料大成 4

長保 03 2 0 9 10010312 天下 近日天下不静、病死之輩遍満京中、只偏可令修攘災事給之比也、 権記 1 増補史料大成 4

長保 03 2 0 9 10010312 天下 抑天下病患有増無減、奉仕御調度等之道々雑工等、皆愁此病、奉行人亦如此、期日已迫… 権記 1 増補史料大成 4

長保 03 2 0 20 10010323 京都 勅仰平中納言、祈雨使被奉二社事、… 権記 2 史料纂集
長保 03 2 0 28 10010331 京都 祈雨、奉幣二社、依旱魃也、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系
長保 03 3 0 10 10010412 京都 於大極殿、百座仁王講、仍天皇行幸八省院、依疾疫祈也、日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長保 03 3 0 11 10010413 京都 仁和寺内観音院焼亡（権記）、回禄…於真言院修攘疫癘法之間有此事（本要記）、 権記 2.本要記 大日本史料 2-4

長保 03 3 0 16 10010418 天下 於大極殿為消除疫病、天下泰平、可転読般若妙典事仰云、… 権記 2 大日本史料 2-4
長保 03 3 0 18 10010420 京都 行幸大極殿、為除疾疫、修大仁王会、 扶桑略記 27 大日本史料 2-4
長保 03 3 0 18 10010420 京都 行幸八省院、於大極殿、為除疾疫、修大仁王会、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系
長保 03 3 0 28 10010430 天下 於大極殿、請千口僧、読寿命経、依天下疾疫也、 日本紀略 大日本史料 2-4

長保 03 3 0 28 10010430 京都
千口僧於大極殿、転読新写金剛寿命経、為攘疫病夭死之
怖畏持定増寿命之誓也、…自去冬、及此春、都鄙疫疾、
全命者少越（マヽ）…

権記 1 増補史料大成 4

長保元年（999）～長保 3年（1001）
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長保 03 4 0 12 10010513 京都 於南殿并建礼門・朱雀門等、有大祓、依攘疾疫也、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長保 03 4 0 20 10010521 京都
或云、禊日見物之車財百両許、往還之者非幾、依疫癘滋
蔓、夭亡之者多、触事催無常之観云々、仍見物許車不可
過二百両、…

権記 1 増補史料大成 4

長保 03 4 0 23 10010524 世間 世間病患［サカン］盛事、 小右記目録 大日本史料 2-4
長保 03 5 0 9 10010609 京都 於紫野始有疫癘神御霊会事、 師光年中行事 大日本史料 2-4
長保 03 5 0 9 10010609 天下 於紫野、祭疫神、号御霊会、依天下疾疫也、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長保 03 5 0 9 10010609 天下 京師諸人於紫野、行御霊会、道路死骸不知其数、天下男女夭亡過半、七月以後、疾疫漸止、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系

長保 03 5 0 19 10010619 京都 諸卿被参会、被定申可攘除疫病之事… 権記 大日本史料 2-4

長保 03 5 0 19 10010619 京都 可攘疫癘事文、神祇官御祈事、召廿一社司、可令祈申攘災由事、… 権記 2-109 史料纂集

長保 03 5 0 29 10010629 京都 十二門御読経也…為攘除疫癘、毎門各差僧綱、率廿口、限三ケ日夜、転読大般若経也、… 権記 2-111 史料纂集

長保 03 5 0 29 10010629 京都 於十二門、有転読大般若経事、依疾疫也、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系
長保 03 6 0 0 10010630 京都 祭使宮司等、依洪水難、乍座離宮院不被参宮… 太神宮諸雑事記 大日本史料 2-4
長保 03 6 0 11 10010710 京都 依大洪水宿離（宮脱カ）院、式日参宮延引了、 顕広王記 大日本史料 2-4
長保 03 6 0 16 10010715 京都 本宮御祭依洪水不参宮、十七日各参拝、 園太暦 大日本史料 2-4
長保 03 7 0 0 10010729 京都 七月以後、疾疫漸止、 扶桑略記 27 大日本史料 2-4

長保 03 7 0 0 10010729 天下 始自去冬、至于今年七月、天下疫死大盛、道路死骸不知其数、况於斂葬之輩、不知幾万人、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長保 03 8 0 28 10010924 京都 牽上野勅旨御馬事、長保三年、依疫死災、給官符停牽御馬…
小野宮年中行
事 大日本史料 2-4

長保 03 8 0 28 10010924 京都 依疫死、更給符停牽御馬、是延長八年例也、此牧而已也、政事要略 23 大日本史料 2-4
長保 04 3 0 10 10020501 京都 雷電大盛、氷降雨沃、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系 
長保 04 3 0 11 10020502 京都 自午剋、甚雨・小雷、及未、氷・大雷、及昏止、 権記 2 史料纂集
長保 04 3 0 11 10020502 京都 雷電大風、氷降雨沃、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系
長保 04 4 0 8 10020528 京都 大雷、 権記 2 史料纂集

長保 04 4 0 10 10020530 伊予 可被裁許伊与守申給復事、彼国元来兼申給復之例、而依前司知章朝臣任中、疫癘人民死亡、田畝減了、… 権記 1 増補史料大成 4

長保 04 4 0 17 10020606 京都 甚雨、未剋許、頗有晴、 権記 2 史料纂集
長保 04 6 0 7 10020725 京都 発遣廿一社奉幣使、依天変祈雨事也、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系
長保 04 6 0 12 10020730 京都 大雷、 権記 2 史料纂集

長保 04 6 0 15 10020802 京都
左弁官下興福寺／応転読仁王般若経、祈請甘雨事／右炎
旱熾、霈沢不降、自非帰仏神之冥助…差遣室生山竜穴神社、
…

類聚符宣抄 3 大日本史料 2-4

長保 04 8 0 1 10020916 京都 奉幣二社、依祈晴也、 日本紀略 大日本史料 2-4
長保 04 8 0 1 10020916 京都 被立丹生・貴布袮［   ］止雨御祈也、 本朝世紀 16 新訂増補国史大系
長保 04 8 0 11 10020926 京都 今夜大風、 権記 1 増補史料大成 4

長保 05 2 0 26 10030406 京都 依甚雨、不参内、 権記 1 増補史料大成 4

長保 05 2 0 29 10030409 京都 終日甚雨、 権記 1 増補史料大成 4

長保 05 3 0 27 10030507 京都 甚雨、 権記 1 大日本史料 2-4
長保 05 5 0 19 10030627 京都 洪水、 日本紀略 大日本史料 2-4
長保 05 5 0 19 10030627 京都 天陰、大雨降、 本朝世紀 17 新訂増補国史大系
長保 05 5 0 19 10030627 京都 有洪水、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系
長保 05 5 0 20 10030628 京都 依大雨、不被行仁王会、 権記 2 史料纂集
長保 05 5 0 20 10030628 京都 仁王会延引、去夜大水入京中之故也、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系

長保 05 5 0 20 10030628 京都 天陰雨降、今日、可被修仁王会也、而今夜大水入、京中悉損、仍停今日仁王会、 本朝世紀 17 新訂増補国史大系

長保 05 6 0 1 10030708 京都 甚雨、 権記 2 史料纂集
長保 05 8 0 28 10031002 伊勢 大風俄起、件神宮内外院皆悉、顚倒破損、 類聚符宣抄 日本の気象史料
長保 05 8 0 28 10031002 京都 雨、雷、此夜風、 権記 2 史料纂集
長保 05 9 0 0 10031005 京都 今秋大有年（綱文に是秋年穀豊饒） 日本紀略 大日本史料 2-4

長保3年（1001）～長保5年（1003）
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長保 05 11 0 12 10031214 京都 大風電、 扶桑略記 27 新訂増補国史大系 
長保 05 11 0 13 10031225 京都 大風・暴雨・雷電、 日本紀略後 10 新訂増補国史大系
長保 05 11 0 27 10031229 京都 今年穀有年（綱文に是秋年穀物豊饒） 百錬抄 4 大日本史料 2-4
長保 06 0 0 0 10040131 天下 天下有炎旱愁、 百錬抄 4-12 新訂増補国史大系
長保 06 1 0 19 10040218 京都 戌時、大雨雷電、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系

長保 06 3 0 26 10040424 京都 未剋許、詣宮、申剋以後、雨雪、…及昏、雨脚忩、雷電、及亥剋許、電雨頗止、 権記 3 史料纂集

長保 06 5 0 6 10040602 京都 午後甚雨、 権記 3 大日本史料 2-5
長保 06 5 0 29 10040625 京都 終日深雨、 御堂関白記 大日本史料 2-5
長保 06 6 0 0 10040627 京都 此年六月、八月、不雨、 立川寺年代記 日本の気象史料
長保 06 6 0 2 10040628 京都 不停雨、見鴨河新堤所々破、 御堂関白記上 大日本古記録
長保 06 7 0 2 10040727 京都 祈雨奉幣、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
長保 06 7 0 8 10040802 京都 於龍穴請十口僧御読経、依祈雨也、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
長保 06 7 0 9 10040803 京都 左弁官下綱所…右雨沢不降、炎旱累日、耕稼之業已棄、… 類聚符宣鈔 大日本史料 2-5
長保 06 7 0 10 10040804 京都 日来不雨下、参内、主上於庭中有御祈、 御堂関白記 大日本史料 2-5
長保 06 7 0 12 10040806 大和 於七大寺并十一社御読経、依祈雨也、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系

長保 06 7 0 17 10040811 京都 諸卿申、旱魃年楽不可被行、依去年例、有召仰、…廿四日、奉幣使定、 権記 3-19 史料纂集

寛弘 01 7 0 20 10040814 改元 依災変也、 皇代記 新校群書類従 2

寛弘 01 7 0 20 10040814 改元 依天変・地震也、 皇年代略記 新校群書類従 2

寛弘 01 7 0 20 10040814 改元 改元寛弘、大赦天下、依災変也、… 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 01 7 0 20 10040814 改元 依災変也、 百錬抄 4-12 新訂増補国史大系
寛弘 01 7 0 24 10040818 京都 臨時奉幣依祈雨也、 日本紀略 大日本史料 2-5
寛弘 01 7 0 24 10040818 京都（標出：諸社祈雨奉幣）奉幣諸社、 御堂関白記上 大日本古記録
寛弘 01 7 0 25 10040819 京都 於東大寺大仏殿、以二百口僧、従廿五日祈雨御読経宣旨下、御堂関白記上 大日本史料 2-5
寛弘 01 8 0 0 10040825 京都 今月旱、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 01 8 0 1 10040825 京都（標出：旱魃により軒廊御卜を行う）右府旱行御占軒廊、 御堂関白記上 大日本古記録
寛弘 01 8 0 2 10040826 京都 軒廊御卜、依旱魃也、今月旱、 日本紀略 大日本史料 2-5
寛弘 01 8 0 4 10040828 京都 今日、丹生・貴布袮使立、宣命事、金吾被行、乞雨也、… 権記 3 史料纂集
寛弘 01 8 0 4 10040828 京都 奉幣祈貴二社、依祈雨也、… 日本紀略後 11 新訂増補国史大系

寛弘 01 8 0 6 10040830 京都（標出：祈雨のため大極殿に仁王経を行う）於大極殿、以百口僧有御読経、… 御堂関白記上 大日本古記録

寛弘 01 8 0 6 10040830 京都 参八省、為祈雨、屈百僧、於大極殿転読仁王経、 権記 2 増補史料大成 5

寛弘 01 8 0 6 10040830 京都 於大極殿、以百口僧、読仁王経、限五箇日依祈雨也、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系

寛弘 01 8 0 16 10040909 京都 行幸八省、臨時祈雨奉幣十一社、又別有遣使、宇佐神祇祐是（直）盛、… 権記 3 史料纂集

寛弘 01 9 0 23 10041015 京都 依祈雨御読経、 権記 2 増補史料大成 5

寛弘 02 2 0 22 10050409 京都 日来暑熱如四月許、世以為恠、 小右記 2 大日本古記録

寛弘 02 2 0 23 10050410 京都 自午時許雨降、…終宵滂沱、農夫愁旱、可謂甘雨、天救人命歟、 小右記 2 大日本古記録

寛弘 02 4 0 3 10050519 京都 大風雷雨、 摂政記 日本震災凶饉攷
寛弘 02 4 0 3 10050519 京都 雷電大風、 日本紀略 大日本史料 2-5
寛弘 02 4 0 3 10050519 京都 暴雨大風、 御堂関白記上 大日本史料 2-5
寛弘 02 5 0 12 10050627 京都 午後甚雨、 小右記 2 大日本史料 2-5
寛弘 02 5 0 16 10050701 京都 深雨不見蝕、 御堂関白記上 大日本史料 2-5
寛弘 02 5 0 17 10050702 京都 今日甚雨、 西宮記 23 大日本史料 2-5
寛弘 02 5 0 23 10050708 京都 雷公震大炊寮庁、 日本紀略 大日本史料 2-5
寛弘 02 5 0 23 10050708 京都 午終剋許暴雨大雷、就中三箇度極猛、不幾雷雨共止、 小右記 2 大日本史料 2-5
寛弘 02 5 0 23 10050708 京都 有雷鳴暴風雨、 権記 2 増補史料大成 5

寛弘 02 8 0 5 10050917 京都（標出：止雨使）令勘申丹生・貴布袮被奉馬日、 御堂関白記上 大日本古記録
寛弘 02 8 0 8 10050920 京都 止雨奉幣丹貴二社、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系

長保 5年（1003）～寛弘 2年（1005）
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寛弘 02 11 0 2 10051211 京都 子剋許雷電殊甚、風雨相交、近代未有如此之事、可謂大恠之、 小右記 2 大日本古記録

寛弘 02 11 0 2 10051211 京都 雷雨甚、有怖畏、 権記 3 史料纂集
寛弘 02 11 0 2 10051211 京都 風雨、夜、雷電大雨、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 02 11 0 2 10051211 京都 雷電大雨、 百錬抄 4-12 新訂増補国史大系
寛弘 02 11 0 9 10051218 京都 右府被行御卜事、雷鳴事也、被定申奉幣使、 権記 3 史料纂集
寛弘 02 11 0 11 10051220 京都 行非常赦、依二日雷電也、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 03 7 0 1 10060803 京都 深雨、 御堂関白記上 大日本史料 2-5
寛弘 03 7 0 8 10060810 京都 甚雨大也、 御堂関白記上 大日本史料 2-5
寛弘 03 7 0 24 10060826 京都 通夜雨下、 御堂関白記上 大日本史料 2-5
寛弘 03 8 0 22 10060923 京都 午時許大雨下、電雷有声…、 御堂関白記上 大日本史料 2-5
寛弘 03 8 0 27 10060928 京都 被仰左衛門督、可立止雨使之由、 御堂関白記上 大日本古記録
寛弘 03 9 0 4 10061004 京都 奉幣丹貴二社、依祈雨也、… 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 04 4 0 22 10070517 京都 終日深雨、 御堂関白記上 大日本史料 2-5
寛弘 04 5 0 8 10070601 京都 入夜深雨、 御堂関白記上 大日本史料 2-5
寛弘 04 6 0 26 10070817 京都 奉幣丹貴二社、依旱魃也、… 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 04 7 0 3 10070824 京都 乞雨使立丹生…貴布袮… 権記 3 大日本史料 2-5
寛弘 04 8 0 19 10071008 京都 奉幣丹貴二社、依止雨也、… 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 05 3 0 19 10080503 京都 夕方深雨雷電甚大也、 御堂関白記上 大日本史料 2-6
寛弘 05 6 0 2 10080713 世間    可停止相撲節之由、官符給諸国、依世間疾疫并物怪也、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 05 8 0 0 10080909 京都 霖雨、 摂政記 日本震災凶饉攷

寛弘 05 8 0 4 10080912 京都 立丹生・貴船使、留雨祈、是従去六月朔、日々雨下、為農尤作慶、今月猶下、依可有損也、 御堂関白記上 大日本古記録

寛弘 05 8 0 8 10080916 京都 軒廊御卜、依霖雨也、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系

寛弘 05 8 0 15 10080923 諸国 日来雨頻、晴日少、諸国愁連雨云々、洛下之人間有飢饉、亦被水害之者往々衆矣云々、秋霜天災可祈禱歟、 小右記 2 大日本古記録

寛弘 05 9 0 7 10081014 京都 丹生・貴布袮使立、 権記 2 増補史料大成 5

寛弘 05 9 0 14 10081021 京都 東西山雪降、 日本紀略 大日本史料 2-6
寛弘 06 3 0 22 10090425 京都 雷電、雨氷、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 06 7 0 12 10090811 京都 雨下、従去月廿八日不雨下、田頭有悲気云々、 御堂関白記上 大日本史料 2-6
寛弘 06 8 0 18 10090915 京都（標出：止雨奉幣）丹生・貴舟使立… 御堂関白記中 大日本古記録
寛弘 06 12 0 0 10091225 京都 今年、冬天和暖、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 07 1 0 21 10100213 京都 大風、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系

寛弘 07 1 0 29 10100221 京都
（東宮）うせさせ給へにしぞかし、御歳三十七とぞ承りし、
…御シハブキ病にやなどとぞおぼえけるほどに、おもり
給ひければ、…

大鏡 日本疾病史

寛弘 07 6 0 10 10100729 京都 終日雨、深雨、 御堂関白記上 大日本史料 2-6
寛弘 07 7 0 6 10100824 京都 大雨洪水、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 07 7 0 7 10100825 京都 終日風雨、入夜後深雨大風、 御堂関白記上 大日本史料 2-6
寛弘 07 7 0 7 10100825 京都 風雨、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 07 7 0 8 10100826 京都 午後雨下、京辺水多出、堤所々破損、 御堂関白記中 大日本古記録
寛弘 07 8 0 6 10100922 京都 奉幣丹貴二社、依止雨也、… 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 07 8 0 23 10101009 京都 御卜依霖雨也、 日本紀略 大日本史料 2-6
寛弘 07 9 0 6 10101021 京都 従明日、於七大寺可有御読経＜仁王経＞是可止雨祈也、… 御堂関白記中 大日本古記録
寛弘 07 9 0 9 10101024 京都 依霖雨、停止節会、 御堂関白記中 大日本古記録
寛弘 07 10 0 10 10101124 京都（標出：霖雨により諸社に奉幣す）諸社奉幣、 御堂関白記中 大日本古記録
寛弘 07 10 0 10 10101124 京都 奉幣廿一社、依八、九月間霖雨也、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系

寛弘 07 11 0 18 10091213 京都 丑時許有雷音、又暁後数度、雷電数度、其音太大也、為恐々夜風甚烈、雨猶不止、終日陰雨、 御堂関白記中 大日本史料 2-6

寛弘 08 2 0 23 10110405 京都 申刻、雷雨、氷雨、 日本紀略後 11 新訂増補国史大系
寛弘 08 5 0 5 10110615 京都 雷電、 百錬抄 4-14 新訂増補国史大系

寛弘 08 11 0 4 10111207 京都 上東門大路南、陽明門大路北、帯刀町東、洞院西大路南、七百余家有災、 日本紀略 大日本史料 2-7

寛弘 08 11 0 4 10111207 京都 従土御門南、近衛御門北、西東院大路東西焼亡已了、 御堂関白記中 大日本史料 2-7

寛弘 2年（1005）～寛弘 8年（1011）
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寛弘 08 11 0 4 10111207 京都 夜半許上東門南、陽明門北、帯刀町東、西洞院路西＜自鷹司小路北者、件大路東同＞焼亡都七百余家云々、 権記 2 大日本史料 2-7

寛弘 09 2 0 10 10120311 京都 雷電風雨、 日本紀略後 12 新訂増補国史大系
寛弘 09 3 0 0 10120331 畿内 畿内之諸山大雪、 本朝通紀 日本の気象史料
寛弘 09 3 0 24 10120423 京都 四方山白雪、 神皇正統録 日本の気象史料

寛弘 09 6 0 9 10120706 京都
暁更雷電甚、午上雨脚猶降、雨間未剋許参内…暴風大雨、
次反陣座雨脚灑入、仍起座徘徊左青璅門内、未候、風雨
共止、

小右記 3 大日本史料 2-7

寛弘 09 8 0 8 10120902 天下
右府大臣着、八省院行奉幣事、是祈雨也、従春雨下乏、
就中従去月十許日不雨下、天下愁甚盛、御悩間、早不被
立使、

御堂関白記中 大日本古記録

寛弘 09 8 0 26 10120920 京都 依朝天陰、未時降雨、入夜停雨、従五月晦日後、今日降、御堂関白記中 大日本史料 2-7

寛弘 09 9 0 17 10121011 京都 又雨脚滂沱、往還取煩歟、不穏事也、巳剋許資平言送云、左府自粟田口被退帰、依是甚雨也、… 小右記 3 大日本史料 2-7

寛弘 09 10 0 24 10121116 京都 大風雨洪水、 本朝年代記 日本震災凶饉攷
長和 01 12 0 25 10130214 改元 即位、 百錬抄 4 古事類苑 1

長和 02 3 0 24 10130512 京都 雨降如常、似時雨、雪相加下、北山雪白、 御堂関白記中 大日本史料 2-7
長和 02 3 0 24 10130512 京都 四山白雪、 扶桑略記 28 大日本史料 2-7
長和 02 3 0 24 10130512 京都 東西山雪降、京中大寒、去十四日立夏也、人以為恠、 日本紀略後 12 新訂増補国史大系
長和 02 3 0 29 10130517 京都 今日未刻雷鳴氷降、大如梅李、 日本紀略後 12 新訂増補国史大系

長和 02 4 0 19 10130606 京都 雨脚滂沱之時、中河汎溢、仮橋之事、可用意由、可給宣旨於山城国之事、 小右記 3 大日本古記録

長和 02 4 0 24 10130611 京都 暴雨如［ ］、万人舐鼻、偏恃晴天、少設雨具之間、始自下社、
至上社、雨脚不止、 本朝世紀 18 新訂増補国史大系

長和 02 6 0 14 10130730 京都 氷雨交降、雷電経剋、 本朝世紀 18 新訂増補国史大系
長和 02 6 0 26 10130811 京都 暴雨、 御堂関白記中 大日本史料 2-8

長和 02 7 0 26 10130811 京都 相撲近衛県高平入夜参来、月来住越中、参上間、被妨洪水遅参上者… 小右記 3 大日本古記録

長和 02 8 0 3 10130916 京都（標出：止雨奉幣）承祈晴御幣使事＜丹生・貴布袮＞… 小右記 3 大日本古記録

長和 02 8 0 5 10130918 京都（標出：止雨奉幣使発遣）今日被立祈晴之使＜使蔵人丹生・貴布袮…＞ 小右記 3 大日本古記録

長和 02 9 0 11 10131024 京都 今日雨脚不止、計也無八省行幸歟、… 小右記 3 大日本古記録

長和 03 2 0 29 10140407 世間 今年不閑、往々有病患…一昨日奉四角四堺祭事、世間不静之故、 小右記 3 大日本古記録

長和 03 6 0 4 10140709 京都
日来気冷、就中此両三日温風還為涼風、或著綿衣二三領、
夜漏弥涼、不異晩秋、時令相違、依政可知、倩案不可奇歟、
盛夏還可極寒之代耳、

小右記 3 大日本史料 2-8

長和 03 6 0 27 10140801 世間 今年不閑、往々有病患…一昨日（27日）奉四角四堺祭事、
世間不静之故、 小右記 3 大日本史料 2-8

長和 03 7 0 7 10140811 京都 止雨奉幣、… 小右記目録 大日本史料 2-8
長和 03 8 0 21 10140923 京都 時大風、諸司京中舎屋多以顚倒、 日本紀略後 12 新訂増補国史大系
長和 03 8 0 22 10140924 京都 大風、 合符 日本震災凶饉攷
長和 03 11 0 24 10141224 京都 雷鳴大風、 日本紀略後 12 新訂増補国史大系
長和 04 0 0 0 10150129 天下 天下大疫、死者道路に盈つ、 日本紀略 日本震災凶饉攷
長和 04 3 0 27 10150424 天下 被奉幣帛於春日社、天下咳病、又疫癘屡発、死者多矣、 日本紀略 大日本史料 2-8

長和 04 4 0 19 10150515 京都 近日京中死人極多、出置路頭、疫癘方発、宣（京カ）畿外国病死者多云々、… 小右記 3 大日本古記録

長和 04 5 0 15 10150610 天下 臨時如法仁王会、依天下疾疫也、 日本紀略 日本疾病史
長和 04 5 0 22 10150617 京都 朝間大風、所（々脱カ）破壊、大木顚倒、午後風止、 御堂関白記下 大日本古記録
長和 04 5 0 26 10150621 天下 詔、大赦天下、依天皇不予并人間疾疫也、 日本紀略後 12 新訂増補国史大系

長和 04 5 0 26 10150621 京都 依御悩・疾疫等事、可被行大赦…先々軽犯者被免、或依旱災等也、 小右記 4 大日本古記録

長和 04 6 0 11 10150705 京都 近日疫死者不可計尽、路頭死骸連々不絶、五位已上及十余人、亦病輩多有其聞、自賤及貴歟 小右記 4 大日本史料 2-9

長和 04 6 0 20 10150714 京都 依疫神託宣、立神殿奉祟重也、 日本紀略 大日本史料 2-9
長和 04 6 0 20 10150714 京都 今年、疫病競起也、 百錬抄４－ 15 新訂増補国史大系

寛弘 8年（1011）～長和 4年（1015）
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長和 04 6 0 23 10150717 京都
（標出：疫癘祈攘ノタメニ重ネテ仁王会）今日仁王会…百
高座立大極殿、其外、南殿・御殿等、又諸宮神社等耳、
近代例也、

小右記 4 大日本古記録

長和 04 6 0 25 10150719 京都
西京花園寺坤方紙屋河西頭、新卜疫神社、是西洛人夢想
云々、或云託宣云々、今日東西京師凡庶挙首捧御幣、具
神馬、向社頭云々、…

小右記 4 大日本史料 2-9

長和 04 6 0 29 10150723 京都 花園疫神祟祀之後、病患弥倍云々、 小右記 4 大日本史料 2-9
長和 04 6 1 3 10150727 京都 日来雨沢不降、有旱損愁云々、 小右記 4 大日本古記録

長和 04 7 0 14 10150905 京都 人々云、近日時疫漸以無音、希有悩者、不過三日・五日、得平癒云々、路頭不見死骸云々、 小右記 4 大日本古記録

長和 04 7 0 15 10150906 京都 今日、京中殊不雨、而紙屋河・堀河・東院大路河等、水大盈溢、人輒不渡云々、疑是河上大雨歟、 小右記 4 大日本古記録

長和 04 8 0 9 10150930 京都 従暁風吹已大也、 御堂関白記下 大日本史料 2-9
長和 04 8 0 9 10150930 京都 大風、殷富門顚倒、 日本紀略後 12 新訂増補国史大系
長和 04 8 0 10 10151001 京都 伝聞、依疫不行宴座、… 小右記 4 大日本古記録
長和 04 8 0 15 10151006 京都 近日赤痢咳病共以発起、今歳五躰病患無間、最可恐怖々々、小右記 4 大日本古記録
長和 04 10 0 5 10151125 京都 午後深雨大風、 御堂関白記下 大日本古記録

長和 05 0 0 0 10160217 京都 旱魃殊甚、抑禅林寺之辺、年来無愁於炎旱、而当年寺辺之下人尽以愁之、因茲、試臨神泉苑、… 祈雨日記 続群書類従 25下

長和 05 5 0 12 10160625 京都 従夜部通夜雨降、日来久不雨、 御堂関白記下 大日本史料 2-10

長和 05 5 0 13 10160626 世間 世間摂政服葛根、是飢渇相也、飢渇之百姓無食物、掘葛根為食、未聞上臈食葛根、 小右記 4 大日本史料 2-10

長和 05 5 0 23 10160706 京都 未時暴雨、雷有声、晴後参内院、 御堂関白記下 大日本史料 2-11

長和 05 5 0 28 10160711 京都 明日、被立丹生・貴布袮使＜請雨＞使神祇官人…諸国普愁旱魃云々、 小右記 4 大日本史料 2-10

長和 05 5 0 29 10160712 京都（標出：祈雨奉幣）此日丹生・貴布袮被奉黒馬、以神祇官者為使、 御堂関白記下 大日本古記録

長和 05 5 0 29 10160712 京都 今日被立二社請雨幣云々、 小右記 4 大日本古記録
長和 05 5 0 29 10160712 京都 今日、依旱損、被立遣丹生・貴布袮使、… 左経記 増補史料大成 6

長和 05 5 0 29 10160712 京都 奉幣丹貴二社、依祈雨也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
長和 05 6 0 8 10160720 京都 日来旱、仍召輔親令奉仕於神祇官御祈、 御堂関白記下 大日本古記録
長和 05 6 0 8 10160720 諸国 資平云、諸国旱損殊甚、亦有疫癘之愁、造宮之期可延廻歟、小右記 4 大日本古記録

長和 05 6 0 8 10160720 京都 夜半許、僧都深覚向神泉苑、祈請雨於竜王…令転読請雨経并孔雀経、致懇誠成祈禱、 小右記 4 大日本古記録

長和 05 6 0 9 10160721 京都 従朝有雨気、従申時許有風雨、天雲陰気普、如異雨、有電雷、丑時許雨止、月光明晴、 御堂関白記下 大日本史料 2-10

長和 05 6 0 9 10160721 京都 長和五年旱魃殊甚、抑禅林寺之辺、年来无愁於炎旱、而当年寺辺之下人尽以愁之、因テ試臨神泉苑… 祈雨記 大日本史料 2-10

長和 05 6 0 9 10160721 京都 又申旱魃事、命云…従昨日令祈申、今日有陰雲、可有感歟、小右記 4 大日本古記録
長和 05 6 0 9 10160721 天下 旱魃事、天下愁、仍去九日暁向神泉苑、… 小右記 4 大日本古記録

長和 05 6 0 9 10160721 京都
及未剋、陰雲忽起、雷電有声、暴風頻扇、雨脚如沃、…
昨召祭主頼（輔ｶ）親於神祇官令祈雨、而不幾有効験、可謂
神感之至、…

左経記 増補史料大成 6

長和 05 6 0 9 10160721 京都 於神泉苑、和祈雨、大雨下云々、 東寺王代記 続群書類従 29下

長和 05 6 0 9 10160721 京都 権大僧都深覚、於神泉苑、被修請雨経法、依炎旱也、然間未剋大雨降、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

長和 05 6 0 12 10160724 天下 通夜雨下、天下慶尤盛、時々終日雨、 御堂関白記下 大日本史料 2-10

長和 05 6 0 28 10160809 京都 大納言病悩更無減者、又呼季寧朝臣、問案内、為赤痢病、去夜二十余箇度、 小右記 4 日本疾病史

長和 05 6 0 28 10160809 京都（標出：祈雨奉幣）猶使蔵人被奉遣両社＜丹生・貴布袮＞尤吉事也、 小右記 4 大日本古記録

長和 05 6 0 30 10160811 京都 請雨両社幣使日＜昨日并来月五日＞来月五日可被立之由、被定訖者、 小右記 4 大日本古記録

長和 05 8 0 11 10160920 京都 従夜雨下、従卯時許大風吹、所々吹損、従午後有晴気… 御堂関白記下 大日本史料 2-11
長和 05 8 0 11 10160920 京都 今日、風雨殊甚、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
長和 06 0 0 0 10170206 羽前（異筆）人民餓死、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

長和 4年（1015）～長和 6年（1017）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

長和 06 0 0 0 10170206 天下 天下疫疾、行はる 日本紀略 日本震災凶饉攷
寛仁 01 4 0 23 10170527 改元 即位、 百錬抄 古事類苑 1

寛仁 01 5 0 7 10170609 天下 太（大）内御読経、以百口僧於南殿被修、是天下為停病悩也、御堂関白記下 大日本古記録

寛仁 01 5 0 25 10170627 京都
左弁官下綱所／応令十五大寺・延暦寺、転読仁王般若経、
攘除災癘事／…都鄙之間疫癘滋蔓、雖致種々之祈禱、弥
聞元々之死傷、欲頼仁王之威神、以助万民之危命…

類聚符宣鈔 3 大日本史料 2-11

寛仁 01 5 0 25 10170627 京都 十五大寺、依時行（疾疫）事、下御読経宣旨者、用本寺供云々、 御堂関白記下 大日本古記録

寛仁 01 6 0 14 10170716 天下 於御殿、以十五口僧、転読仁王経＜九ケ日＞依天下疫癘消除也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

寛仁 01 6 0 23 10170725 京都 公家為除疾疫、書写寿命経、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

寛仁 01 7 0 1 10170801 天下
降雨、有召参摂政殿、被仰云、天下有霖雨愁云々、早仰上卿、
召神祇官陰陽寮等、令卜霖雨祟、…蒙仰帰宅、于時雨脚
滂沱、

左経記 増補史料大成 6

寛仁 01 7 0 1 10170801 京都 召神祇官陰陽寮、御卜、依霖雨也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

寛仁 01 7 0 2 10170802 京都 通夜深雨、京極辺如海云々、欲詣法興院、々内・前大路水深不詣、参入人々如渡海者、 御堂関白記下 大日本史料 2-12

寛仁 01 7 0 2 10170802 京都 従昨大雨、可謂災歟、年来未見三日二夜甚雨、 小右記 4 大日本史料 2-12
寛仁 01 7 0 2 10170802 京都 法興院御八講終、依洪水往還不通、仍不参入、 小右記 4 大日本史料 2-12

寛仁 01 7 0 2 10170802 京都 一条以北堤、只今為水被破、鴨河水俄入来…年来大水、非如今日、天災熟歟＜云々、疫疾、飢餓、洪水災尤可愁＞ 小右記 4 大日本古記録

寛仁 01 7 0 2 10170802 京都 終日甚雨、従去夕、鴨河汎溢、富小路以東已如海云々、伝聞、悲田病者三百余人洪水流失云々、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 01 7 0 5 10170805 京都 奉幣丹・貴二社、依止雨也、 日本紀略 大日本史料 2-12
寛仁 01 7 0 5 10170805 京都（標出：止雨奉幣）此日、立丹・貴布袮使、蔵人等、 御堂関白記下 大日本古記録
寛仁 01 7 0 5 10170805 京都 今日被立止雨之使、於丹生・貴布袮、… 小右記 4 大日本古記録
寛仁 01 7 0 5 10170805 京都 被立丹生・貴布袮使事、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 01 7 0 7 10170807 諸国 畿内・外国有水損愁云々、今年有種々災、王化之不及歟… 小右記 4 大日本古記録
寛仁 01 7 0 12 10170812 京都 相撲事頗有不定気色、疫癘未休歟、 小右記 4 大日本史料 2-12
寛仁 01 7 0 17 10170817 京都 相撲停止＜依疫癘事者＞宣旨下了、 小右記 4 大日本古記録
寛仁 01 7 0 28 10170828 畿内 近日、山城・丹波蝗虫成災、万人愁苦、… 小右記 4 大日本古記録
寛仁 01 8 0 0 10170830 諸国 是月也、山城、近江、丹波等国、蝗虫、喰損田畝生苗、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

寛仁 01 8 0 1 10170830 諸国 丹後・但馬・丹波、蝗虫、伯耆、就中丹波国山野田畠如赤云々、已及三ケ郡云々、 小右記 4 大日本古記録

寛仁 01 8 0 2 10170831 諸国
蝗虫、遍満到摂津国者、是亦所聞及、諸国一円天災歟、
時弊非理、災使得所歟、此虫在京中草、又在余家草、食
草菜、虫体似蚕、

小右記 4 日本凶荒史考

寛仁 01 8 0 2 10170831 丹波 丹波国蝗虫事、被勘蝗虫時被行之例… 小右記 4 大日本史料 2-12
寛仁 01 8 0 3 10170901 丹波 日来有蝗虫喰田所云々、就中丹波国尤有愁者、 御堂関白記下 大日本古記録

寛仁 01 8 0 3 10170901 諸国
今日…蝗虫御祈、諸社奉幣使＜発遣来七日＞、又可奉転
読最勝・仁王経之官符、給五畿七道云々、蝗虫遍満国々
摂津・伊勢・近江・越前・播磨云々、又是所聞之国々、
災禍旁起、貴賤仰天、…

小右記 4 大日本古記録

寛仁 01 8 0 3 10170901 京都 依蝗虫、可被行廿一社奉幣定事、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 01 8 0 3 10170901 諸国
左衛門督蒙仰、於右杖座、被定申、廿一社奉幣使＜以来
七日可被立也、為件（祈ｶ）蝗虫災也＞頃之侍従中納言被参
入蒙仰、七箇日之間、可令転読仁王・最勝両経之由官符、
賜五畿七道諸国、同依虫事也、施供可用正税若不動等者、…

左経記 増補史料大成 6

寛仁 01 8 0 4 10170902 京都 賀茂社司并掃部寮奏状…社司申御社流損、忽難修固歟、… 小右記 4 大日本古記録
寛仁 01 8 0 5 10170903 京都 深雨、雷有声、虫悉死無愁云々、 御堂関白記下 大日本史料 2-12
寛仁 01 8 0 6 10170904 京都 依皇（蝗）虫、諸社奉幣、 御堂関白記下 大日本古記録
寛仁 01 8 0 7 10170905 京都 依蝗虫、可被行廿一社奉幣［事］、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 01 8 0 7 10170905 諸国
未剋被立廿一社奉幣使云々、為攘虫也、右大将被奉行之、
人々語、数千鳥近日相集田畝、喰失蝗虫云々＜是被定奉
幣事、并可読経之由官符、自賜諸国以来所喰云々＞、

左経記 増補史料大成 6

長和 6年（1017）～寛仁元年（1017）
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寛仁 01 10 0 16 10171113 伊勢
［官宣旨案］左弁官下 伊勢国、応停止醍醐寺所領曽根庄付
負造宮料加徴米卅石并夫等事、…御庄見作僅廿丁已下也、
是依度々疫癘、荘司・寄人□多以死亡也、

醍醐雑事記 平安遺文 2-479

寛仁 02 0 0 0 10180126 武蔵 大風大水、万民餓死ス、 年代記配合抄 内閣文庫
寛仁 02 0 0 0 10180126 中国 是歳、備後、備前、旱損、 小右記 4 日本の気象史料

寛仁 02 0 0 0 10180126 京都 炎旱渉旬、苗稼炬種、因之…始天台・南京、処々霊験都鄙有霊諸神社奉幣祈雨、 秘密宗要文 大日本史料 2-13

寛仁 02 2 0 8 10180304 京都 去月従十日許、連々雪降、風又烈、 御堂関白記下 大日本古記録

寛仁 02 2 0 12 10180308 諸国 時々降雪、参大殿、自去年以後、連日雪下、宿雪多積、寒気無障、屋妻等垂氷、毎夜一二尺、為希有記之、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 02 3 0 0 10180326 諸国 是二月間寒気盛、依氷雪烈歟、此二月三月間、牛馬多以斃、京并外国、如此云々、是又依天寒云々、 御堂関白記下 大日本史料 2-13

寛仁 02 4 1 23 10180615 京都 大風雨雹、 大日本史 日本の気象史料
寛仁 02 4 1 23 10180615 京都 未剋大風雨氷、又雹散如石、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

寛仁 02 5 0 21 10180712 京都 依旱魃可被行七大寺・延暦寺・龍穴御読経之事…自来廿四日可被行… 小右記 5 大日本史料 2-13

寛仁 02 5 0 21 10180712 京都 去月立間、雨一両降後久不降、仍神祇御祈并七大寺御読経・龍穴御読経等宣旨下云々、 御堂関白記下 大日本古記録

寛仁 02 5 0 21 10180712 京都 今朝左中弁承仰、為祈甘雨於七大寺并延暦寺龍穴社等、可修御読経之由… 左経記 増補史料大成 6

寛仁 02 5 0 21 10180712 京都 於所々、有甘雨御読経定事、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 02 5 0 23 10180714 京都（標出：祈雨奉幣）今日於陣外被立丹生・貴布袮史（使）… 小右記 5 大日本古記録
寛仁 02 5 0 24 10180715 京都 丹生・貴布袮社奉幣… 園太暦 大日本史料 2-13
寛仁 02 5 0 24 10180715 京都 奉幣丹貴二社、依祈雨也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

寛仁 02 5 0 26 10180717 京都 一昨日被立祈雨使、又於所々被行御読経、天災力強、御祈禱無験歟、 小右記 5 大日本史料 2-13

寛仁 02 5 0 28 10180719 京都 伊勢守兼資来云、明日罷下者、又云、只今無旱魃愁、六、七、八日、降雨、就中八日洪水、苗少々流、 小右記 5 大日本史料 2-13

寛仁 02 5 0 30 10180721 京都 丹貴奉幣＜各馬一疋＞、 日本紀略 大日本史料 2-13
寛仁 02 5 0 30 10180721 京都 今日重被発遣丹生貴布袮使云々、雨沢不降、多渉旬日、 小右記 5 大日本古記録

寛仁 02 5 0 30 10180721 京都 今朝為祈雨、於左衛門陣前、進被奉黒馬二疋、於丹生・貴布袮両社、… 左経記 増補史料大成 6

寛仁 02 6 0 1 10180722 京都 来三日於大極殿以百口僧三ケ日可被転読仁王経、為祈雨、又従彼日於神泉苑可行請雨経法之事、… 小右記 5 大日本古記録

寛仁 02 6 0 1 10180722 京都 宣旨、以仁海、於神泉苑、令勤修祈雨法者、…十三、四、五日大雨、十六日以後旱、 祈雨日記 続群書類従 25下

寛仁 02 6 0 3 10180724 京都 軒廊御卜、令卜申炎旱事、今日於大極殿請百口僧、読仁王経、依祈雨也、 日本紀略 大日本史料 2-13

寛仁 02 6 0 3 10180724 京都 為祈雨、以百口僧、三箇日、於大極殿被転読仁王般若経、北院御室日次記 1
大日本史料 2-13

寛仁 02 6 0 3 10180724 京都 従明日於神泉苑以阿闍梨仁海被行請雨経法、 小右記 5 大日本史料 2-13
寛仁 02 6 0 3 10180724 京都（標出：祈雨ノタメ）八省被修百口仁王経御読経、… 御堂関白記下 大日本古記録

寛仁 02 6 0 3 10180724 京都 始自今日三箇日、請百口僧於大極殿、可被行仁王経、仍早旦参八省、…次上卿召余仰云、依祈雨被行之由、… 左経記 増補史料大成 6

寛仁 02 6 0 4 10180725 京都 左右獄暫犯廿一被免、是依旱也、 御堂関白記下 大日本古記録
寛仁 02 6 0 4 10180725 京都 今夜初請雨経法… 御堂関白記下 大日本古記録

寛仁 02 6 0 4 10180725 諸国『諸国司等愁旱魃事』宰相来云、今朝参大殿、深被嘆旱災事、在々国々司等云、今年不可済公私事… 小右記 5 大日本古記録

寛仁 02 6 0 4 10180725 京都 阿闍梨仁海行請雨経法、吉平朝臣奉仕五龍祭、皆於神泉苑従今日行之、 小右記 5 大日本古記録

寛仁 02 6 0 4 10180725 京都 始自今日、於神泉苑、七箇日被修請雨経法、為祈雨也、…又被免未断囚人等云々＜是皆依旱魃也＞、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 02 6 0 4 10180725 京都 於神泉、修請雨経法、第六日雨、 東寺王代記 続群書類従 29下
寛仁 02 6 0 4 10180725 京都 於神泉苑、以阿闍梨仁海、修請雨経法＜七箇日＞、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 02 6 0 5 10180726 京都 昨日従旱災、原免左右獄軽犯者云々、 小右記 5 大日本史料 2-13

寛仁 02 6 0 5 10180726 京都 来八日率三十口僧等、於大極殿、三箇日之間読経、可祈雨事、… 左経記 増補史料大成 6

寛仁元年（1017）～寛仁 2年（1018）
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寛仁 02 6 0 6 10180727 京都 雷電、北山雨廻、鴨河水僅出、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 02 6 0 8 10180729 京都 未時（大極殿）御読経結願、此間雨脚尤盛、諸卿感歎、 小右記 5 大日本史料 2-13
寛仁 02 6 0 8 10180729 京都 神泉御修法間、甘雨快降、 小右記 5 大日本古記録

寛仁 02 6 0 8 10180729 京都

今晩陰雲満天、暴風頻扇、依御読経結願、早旦参八省、
午刻有仰打鐘、次諸僧入堂、此間雨脚滂沱、会集道俗無
不随喜、…及晩甚雨＜件御読経、僧綱等相謀、為祈雨所
詣也、始自今日二箇日、可読仁王経也、山三百口、奈良
百余口、相分入堂、東山、西奈良＞、

左経記 増補史料大成 6

寛仁 02 6 0 10 10180731 京都 請雨経法可終、然而依無降雨之応、二箇日被延之、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 02 6 0 11 10180801 京都 定祈雨奉幣使云々、 御堂関白記下 大日本古記録
寛仁 02 6 0 11 10180801 京都 神泉御修法今日可結願、而依無雨気今二箇日被延行云、 小右記 5 大日本古記録
寛仁 02 6 0 11 10180801 京都 神泉御修法二箇日＜本儀七箇日＞被延云々、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 02 6 0 13 10180803 京都 従未時雨降、仁海請雨経御修善結願、尤有感応、 御堂関白記下 大日本史料 2-13
寛仁 02 6 0 13 10180803 京都 今日神泉御修法結願、似有験、従申剋許雨脚降、 小右記 5 大日本古記録

寛仁 02 6 0 13 10180803 京都 神泉御修法結願、午後陰雲忽起、雨脚微微降、入夜如沃、終宵不休、御修法霊験於是掲焉也、誰人不随喜哉、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 02 6 0 14 10180804 京都 被立諸社奉幣使＜祈雨事云々＞、 小右記 5 大日本史料 2-13
寛仁 02 6 0 14 10180804 伊勢 奉幣伊勢大神宮、祈雨沢、辞別有御卜之由、 日本紀略 大日本史料 2-13
寛仁 02 6 0 14 10180804 京都 依炎旱、被立廿一社幣使云々、 左経記 大日本史料 2-13
寛仁 02 6 0 14 10180804 京都 此日諸社（祈雨）奉幣、丹生・公舟（貴布袮）… 御堂関白記下 大日本古記録
寛仁 02 6 0 14 10180804 京都 降雨終日不休、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 02 6 0 16 10180806 京都 同十三日結願、十三・四・五日大雨、十六日以後旱、 祈雨日記 大日本史料 2-13

寛仁 02 6 0 26 10180816 京都
（標出：京中の者の愁苦甚し、田の用水を第内に導く）日来、
東西南北曳石之愁京内取煩、愁苦無極、又止養田之水、強壅
入家中、嗟呼々々、不念稲苗死歟、…

小右記 5 大日本古記録

寛仁 02 6 0 27 10180817 京都 宣旨文云、依旱魃天変、所修件会也、 小右記 5 大日本史料 2-13

寛仁 02 6 0 27 10180817 京都 今日於大極殿立百高座被行仁王会…、宣旨文云、依旱魃・天変所修件会也、… 小右記 5 大日本古記録

寛仁 02 6 0 29 10180819 京都 午終許暴雨雷電々々殊甚…雷震裂宣陽門柱、亦放式曹司内々（之カ）牛二頭被震者… 小右記 5 大日本史料 2-13

寛仁 02 6 0 29 10180819 京都
午刻雷雨殊甚、左兵衛陣門坤角柱雷落懸、柱所々破損、
又式御曹司雷落、牛二頭被蹴殺、又前坊西門内口落懸、
木皆破損、又按察亜相御家落、又右近馬場落云々、

左経記 増補史料大成 6

寛仁 02 7 0 1 10180820 京都 朔比以来、陰雲久凝、暴雨頻降、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

寛仁 02 7 0 17 10180905 京都 此日被定相撲楽有無、諸卿等申依旱損［不］可有由、仍只召仰了、 御堂関白記下 大日本史料 2-13

寛仁 02 7 0 19 10180907 京都 被立（止脱カ）雨奉幣事、使蔵人、 小記目録 大日本史料 2-13
寛仁 02 7 0 19 10180907 京都 奉幣丹貴二社、依祈晴也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 03 5 0 16 10190627 京都 奉幣廿一社、依祈年穀并祈雨也＜丹貴二社献黒毛御馬＞、日本紀略後 13 新訂増補国史大系

寛仁 03 5 0 20 10190701 京都
咒願趣者、令申可被仰検校上之由＜其後問案内、云、有
可仰之命、問其趣、云、有旱魃事而已者、示可有異国凶
賊事之由＞…

小右記 5 大日本古記録

寛仁 03 5 0 24 10190705 京都 奉幣丹貴二社、依祈雨也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 03 5 0 26 10190707 京都 仁王会、依祈雨也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 03 5 0 26 10190707 京都 今日雷電雨降、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 03 9 0 30 10191105 京都 自夜半風雨殊甚、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 0 0 0 10200203 諸国
ことしは、もかさといふものおこるへしとて、つくしの
かたよりは、ふるとしよりみなやみけりなと、きこゆれ
は…かくてこのもかさ京にきぬれは、いみしうやむ人々
おほかり、…

栄花物語 16 大日本史料 2-15

寛仁 04 0 0 0 10200203 京都 自春至夏、疱瘡殊甚、 諸道勘文 大日本史料 2-15
寛仁 04 0 0 0 10200203 天下 今年、疱瘡流行、天下煩之、 百錬抄 4-16 新訂増補国史大系
寛仁 04 3 0 0 10200402 京都 此春、人民患疱瘡、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 04 3 0 15 10200416 京都 疱（瘡脱カ）疫年々事、 小記目録 大日本史料 2-15

寛仁 2年（1018）～寛仁 4年（1020）
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寛仁 04 3 0 21 10200422 京都
今日近曽以来、上下之道俗男女、年七、八已下者、多病悩、
称裳瘡云々、或間々有者悩云々、左大弁五男＜童＞今朝
死去云々、下人等依此病間々死去云々、

左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 4 0 0 10200502 京都 今年、自春患疱瘡、四月殊甚、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

寛仁 04 4 0 21 10200522 京都 依御悩、始自明日五ケ日、於御所、請十五口僧、可有大般若不断御読経云々、 左経記 大日本史料 2-15

寛仁 04 4 0 22 10200523 天下 此春、人民患疱瘡、…詔大赦天下、又免調庸徭役、依疱瘡疾疫事也、 日本紀略 日本疾病史

寛仁 04 4 0 22 10200523 天下 詔大赦天下、大辟以下罪無軽重（脱アルカ）常赦所不免者不赦、又免調庸徭役、依疱瘡疾疫事也、 日本紀略 大日本史料 2-15

寛仁 04 4 0 22 10200523 天下 …又復天下百姓当年半徭、疾病者長吏…特加優恤、令得安存… 類聚符宣鈔 3 大日本史料 2-15

寛仁 04 4 0 22 10200523 天下
寛仁三年以往調庸未進、在民身者、咸従原免、又復天下
百姓当年半徭、疾病者、長吏躬親周視、特加優恤、令得
安存云々、是皆依御悩并疱瘡也、

左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 4 0 26 10200527 京都 伝聞、赦免詔出之後、未被仰可免囚人等之由、仍獄囚等之多愁嘆云々、 左経記 大日本史料 2-15

寛仁 04 5 0 11 10200610 諸国
降雨…被定防河事＜侍従宰相執筆＞近江・丹波・大和・
山城・河内・摂津・和泉等之国々、可終固也、量損破多
少年国々堪否、可被定宛云々、

左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 5 0 20 10200619 諸国
依有病者不他行、可停止相撲節之由、官符一通＜東海道
料＞官使部持来、仍書［  ］移下留守所（近江）、是為送伊賀
也、

左経記 大日本史料 2-15

寛仁 04 5 0 24 10200623 諸国
伝聞、四条大納言前日於左杖、被定可防河之国々、即以
奏聞、後日仰云、近江・丹波等所充、甚以過差、和泉所
充頗減少、両所充以各十余丈、可加和泉者、蔵人弁以此由、
申四条大納言、即於里第、破前日定文、令弁改書云々、

左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 6 0 21 10200720 天下 入道殿自明日可被講十一面経云々、是為除天下疫癘也、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 6 0 22 10200721 京都 大極殿大般若御読経事＜疫癘祈＞、 小記目録 9 大日本史料 2-15

寛仁 04 6 0 22 10200721 京都 始自今日、於大極殿、請六十口僧、被転読大般若経、是為消除疫癘也、… 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 6 0 23 10200722 京都 又自昨、於無量寿院、被講十一面経、為除疫癘也云々、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 7 0 18 10200815 京都［丹生脱ｶ］貴布袮奉幣定事、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 7 0 18 10200815 京都 召陰陽寮、為祈雨、可被立丹生・貴布袮使日時、可勘申者、勘申十九日・二十二日… 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 7 0 19 10200816 京都 奉幣丹貴二社、使殿上六位（祈雨奉幣使）、 日本紀略 大日本史料 2-15

寛仁 04 7 0 22 10200819 京都 入道殿（藤原道長）於無量寿院…一日一時講仁王経、…是為消除疫病… 左経記 大日本史料 2-15

寛仁 04 7 0 22 10200819 京都 依疫癘、於御堂被行百座仁王講事、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 7 0 22 10200819 京都
一日一時講仁王経＜仏経所被図写＞是為消除疫病、去月
所被企、而依事障延及于今也、及晩景事了、…種々御祈
甚以多々也、

左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 7 0 22 10200819 京都 夜大風吹、壊内裏所々…其外不可勝計、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 04 7 0 22 10200819 京都 大風、宮城所々悉以破損、 百錬抄 4-16 新訂増補国史大系
寛仁 04 7 0 26 10200823 京都 種々御祈甚以多々也、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 8 0 3 10200830 京都
以午剋始防河事官史＜忠信＞率史生以下臨其所、分宛
国々、立験札云々、近江所当、川合社西、賀茂下社以南、堤
百七十丈可築之、頃河口堤六十丈可築、同河百二十丈可［   ］

左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 8 0 7 10200903 京都 二十一社奉幣、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 8 0 9 10200905 京都 去四月疱瘡、詔書覆奏事、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 8 0 11 10200907 京都 依疱瘡無音楽、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 8 0 22 10200918 京都 夜、大風雨、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
寛仁 04 8 0 22 10200918 京都 夜大風、内裏門廊多以顚倒、 扶桑略記 28 新訂増補国史大系
寛仁 04 11 0 2 10201125 京都 奉幣丹貴二社、依祈晴也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

寛仁 04 12 0 19 10210110 京都 依疫癘、於大極殿被行仁王会事、可禁殺生事、可免軽犯者事、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 12 1 15 10210205 京都 依疫癘、有御読経定事、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 4年（1020-21）
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寛仁 04 12 1 25 10210215 京都 今日、大極殿仁王経御読経始＜三ケ日＞、為攘疫癘、殊所被修也、 小右記 5 大日本古記録

寛仁 04 12 1 25 10210215 京都 依疫癘、於八省、有仁王経御読経事、 左経記 増補史料大成 6

寛仁 04 12 1 25 10210215 京都 始自今日、為除疫病、請百口僧、三箇日被転読仁王経… 左経記 増補史料大成 6

治安 01 0 0 0 10210221 羽前 大飢饉而、人民餓死ス、
大泉庄三権現
縁記（羽黒山年
代記）

山形県史中世史料
2

治安 01 0 0 0 10210221 京都 今年大飢饉、大旱魃、 一代要記 日本の気象史料

治安 01 0 0 0 10210221 諸国  大旱、大饑、疾疫流行、死亡相継ぐ、 大日本史 .
一代要記 日本震災凶饉攷

寛仁 05 1 0 28 10210320 京都 臨時仁王会、為攘疾病也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
治安 01 2 0 2 10210323 改元 依辛酉凶年、 一代要記 古事類苑 1

治安 01 2 0 14 10210404 京都（標出：内裏触穢により疫癘祈攘の奉幣使を陣外より立てんとす）内裏有五躰不具穢、明日於陣外可被立奉幣使云々、小右記 6 大日本古記録

治安 01 2 0 21 10210411 天下
伝関白命云、天下疫癘方発、死亡者衆、何為、抑先年疫癘時、
於大極殿以千口僧転読寿命経、已有其験、明日以後御衰日、
又重復日、奉幣使発遣日等也、…

小右記 6 大日本古記録

治安 01 2 0 25 10210415 天下 依天下疾疫、奉幣廿一社、内記申障… 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
治安 01 3 0 7 10210427 天下 於大極殿、と千僧、転読寿命経、依天下疾病也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

治安 01 4 0 0 10210521 天下
治安三（元）年ト云フ年ノ四月ノ比、京中及ヒ天下ニ疫癘
盛リニ発テ、病ニ死ヌル輩多カリ、…此ニ依テ、上中下
ノ人、空ヲ仰テ歎キ合ヘル事無限シ…

今昔物語 17 大日本史料 2-21

治安 01 4 0 20 10210609 諸国
左弁官下綱所／応分頭詣諸社講演仁王般若経事／（16社
略）…右、去冬以来、疫疾滋起、夭亡之者多有其聞、仍種々
祈禱…一天之病患未除矣、…

類聚符宣鈔 大日本史料 2-17

治安 01 4 0 23 10210612 京都 奉幣廿一社、依祈雨并消疾疫難也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

治安 01 4 0 26 10210615 山城 自今日、三箇日、於石清水以下十六社、転読仁王経、依除疾疫也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

治安 01 6 0 0 10210719 京都 依去春、至此夏、疾疫死者甚多、（27日条） 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
治安 01 6 0 0 10210719 京都 春夏之間、疾疫殊甚、 扶桑略記 28 新訂増補国史大系
治安 01 6 0 16 10210803 京都 奉幣廿一社、依攘疾疫之難也、 日本紀略 大日本史料 2-17
治安 01 6 0 16 10210803 京都 参八省、為疫被立廿一社奉幣使、 左経記 増補史料大成 6

治安 01 7 0 10 10210826 京都 於大極殿、臨時仁王会、為消疾疫也、 日本紀略 大日本史料 2-17
治安 01 9 0 4 10211018 京都 奉幣丹貴二社、依祈雨也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
治安 02 0 0 0 10220210 諸国 京都及び諸国大風、 皇年代記抄節 日本震災凶饉攷
治安 02 0 0 0 10220210 天下 天下饑饉、人多死、 年代記抄節 日本震災凶饉攷
治安 02 4 0 18 10220527 京都 去夜大雨、水多入京中、人々宅々被流損、殊不聞事也、 小右記 6 大日本古記録

治安 02 5 0 17 10220624 京都 時々大雨、入夜弥倍、有水害歟者、今年頻有水損也、年号徴者、治立（安）治字有三水之故云々、 小右記 6 大日本古記録

治安 02 7 0 0 10220807 諸国 霜雨後大風、 皇年代記抄節 日本震災凶饉攷
治安 02 7 0 10 10220816 京都 丹生、貴布袮社、可被載止雨事、 小記目録 大日本史料 2-18
治安 02 7 0 11 10220817 京都 天陰、甚雨雷電、 左経記 大日本史料 2-18

治安 02 8 0 0 10220905 天下 七月、八月、霖雨長降、後大風頻吹、人民多餓死、天下一同野飢饉也、 立川寺年代記 日本の気象史料

治安 02 8 0 16 10220920 京都 天陰、終日降雨、 左経記 大日本史料 2-18
治安 02 8 0 20 10220924 京都 霖雨事、 小記目録 大日本史料 2-18

治安 02 10 0 28 10221130 九州
［中原師尚勘文案］大宰府言上云…被早遣下実検使、勘注
損色、令本所課国々造立為昨日大風顚（倒脱カ）浜殿并御
宝殿・神殿等、如此顚倒之時注損色、令各本役国等勤造
例也、

宮寺縁事抄筥
崎 鎌倉遺文 157

治安 03 0 0 0 10230131 美濃
［太政官牒］石清水八幡宮護国寺、宮寺所所荘園参拾肆箇
処事、…美濃国事壱処、字泉江庄在池田郡、…而前年大
疫之間、庄司住人等皆悉死亡、庄田多荒廃、

石清水田中家
文書 平安遺文 3-1083

治安 03 4 0 20 10230518 京都 所被悩躰時行、亦赤斑瘡所出、老人之故、赤斑瘡云々、尤可怖畏事也、 小右記 6 大日本古記録

治安 03 5 0 12 10230608 京都 雨沢不降、耕作憂旱云々、若猶経日可及巨害、 小右記 6 大日本古記録

寛仁 4年（1021）～治安 3年（1023）
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治安 03 7 0 4 10230730 京都 戌剋許大地震、此間風雨不［収カ］、戌［終カ］風止、終宵雨不止、… 小右記 6 大日本古記録

治安 03 8 0 20 10230913 京都
為攘天変、明日可被立請雨使于丹生・貴布袮両社云々＜日
者雨沢不降、国々頗有旱損愁云々＞入秋之後、殊不被請
雨者也、然而至于有旱魃愁、又有何事乎、…

小右記 6 大日本古記録

治安 03 9 0 0 10230924 諸国 諸国疫癘流行、九月に至り止まず、 本朝年代記 日本震災凶饉攷

治安 04 4 0 11 10240527 京都 雨御祈事、以社司被祈申石清水・賀茂・貴布袮・春日御社等、依今朝頗有雨気、雲指乾方行、 小右記 7 大日本史料 2-20

治安 04 4 0 14 10240530 京都 於神祇官、以祭主輔親、令祈申雨事、 小記目録 大日本史料 2-20
治安 04 4 0 27 10240612 京都 祈雨奉幣、丹貴二社、 日本紀略 大日本史料 2-20
治安 04 4 0 27 10240612 京都 祈雨奉幣使、蔵人発遣二社事、 小記目録 大日本史料 2-20
治安 04 5 0 28 10240712 京都 僧都永円渡鴨河間、為洪水車流存命事、 小記目録 大日本史料 2-20

治安 04 5 0 28 10240712 京都
永円僧都従観音院乗車、渡鴨川之間、当水大出間、車已
被推流、僧都離車入河水、作畠法師忽出来、相救之間、
共入水底、僅自水中腋介僧都流渡着岸存命…

小右記 7 大日本古記録

治安 04 5 0 28 10240712 京都 自昨日、大雨之間、永円僧都、自三井寺入洛之間、於鴨河、車漂蕩二町余、僧都車中大呼、為下僧等、被扶之、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

治安 04 6 0 23 10240806 京都 堀川橋為洪水流損、車馬難渡事、 小記目録 大日本史料 2-20
治安 04 7 0 0 10240813 諸国 諸国旱す、和泉殊に甚し、 如是院年代記 日本震災凶饉攷
万寿 01 7 0 13 10240825 改元 依甲子革令之慎也、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
万寿 01 7 0 16 10240828 大隅 大隅国雨氷、囲一尺厚三寸、色赤、 如是院年代記 日本の気象史料
万寿 02 0 0 0 10250207 京都 自夏及秋季、有赤斑瘡、 扶桑略記 28 新訂増補国史大系

万寿 02 0 0 0 10250207 京都
今年はアカモガサといふもの出きて、上中下わかず、病
みのゝしるに、始めのたび病まぬひとの、このたび病む
なりけり、

栄花物語 日本疾病史

万寿 02 0 0 0 10250207 天下
後一条院ノ御宇治安三（元）年ノ比、天下ニ疫癘行ハレテ、
貴賤此ノ災ニ罹ラサルハナシ、戸々家々ニ泣哀ミ侍ルコ
ト、誠ニ天災トハ云ナカラ、苦々敷ソアリキ、…

地蔵菩薩霊験
記上 大日本史料 2-21

万寿 02 2 0 0 10250309 京都 従仲春比、至于秋季、人無老少、煩赤疱瘡、 皇代記 大日本史料 2-21

万寿 02 3 0 2 10250408
諸国
東国 大外記頼隆云、上野并北陸道時疫方発、死亡者衆云々、 小右記 7 大日本史料 2-21

万寿 02 3 0 24 10250430 東国
甲斐守公業云、明日可罷於国、為触其由所来也、又云、
東国疫癘発云々、就中上野国郡司七人死去、又佐渡国百
余人死亡云々、甲斐未普病、且為祈願、且為勧農、所罷
下也者、…

小右記 7 大日本古記録

万寿 02 6 0 0 10250704 京都 自夏、及秋季、有赤斑瘡、 扶桑略記 28 新訂増補国史大系 

万寿 02 6 0 30 10250802 諸国（七月十日条）去月（六月）晦日遠江国大雨、諸国愁旱魃云々、就中和泉・淡路甚愁尤重云々、 小右記 7 大日本史料 2-21

万寿 02 7 0 1 10250803 京都
炎旱日久、農業可損之由間事聞、仍自明日、以九口僧、
於出雲御社、可修不断大般若読経之由、遣仰留守所、又
自国上洛下人令申云、昨日暮立快下、田畠豊潤者、弥可
祈年穀之由、重又遣仰留守所之、

左経記 増補史料大成 6

万寿 02 7 0 3 10250805 京都
ことしはあかもかさといふものいてきて、上中下わかす、
やみのゝしるに、はしめのたひやまぬ人のこのたひやむ
なりけり、

栄花物語 25 大日本史料 2-21

万寿 02 7 0 5 10250807 諸国 日者国々頗有旱魃愁云々、仍来九日可被発請雨使云々、 小右記 7 大日本古記録
万寿 02 7 0 7 10250809 京都 依祈雨、可被立丹生・貴布袮奉幣使之由、… 左経記 増補史料大成 6

万寿 02 7 0 9 10250811 京都 今日、被発遣祈雨使＜丹生・貴布袮＞… 小右記 7 大日本史料 2-21
万寿 02 7 0 9 10250811 京都 奉幣丹貴二社、依祈雨也、 日本紀略 大日本史料 2-21
万寿 02 7 0 9 10250811 京都 祈雨奉幣事、 左経記 増補史料大成 6

万寿 02 7 0 9 10250811 京都 今日、依祈雨被立丹生・貴布袮使…及申剋北西両方陰雲忽起、雷雨鳴降、不幾晴、可頗有御祈願験歟、 左経記 増補史料大成 6

万寿 02 7 0 10 10250812 諸国 般若寺三昧僧、令申飢饉由…去月晦日、遠江国大雨、諸国愁旱魃云々、就中和泉・淡路甚（其カ）愁尤重云々、 小右記 7 大日本古記録

万寿 02 7 0 16 10250818 諸国 祈雨事、左中弁経頼含勅命云、日来雨沢不降、諸国愁苦云々、七大寺僧等於東大寺大仏殿可修読経事、… 小右記 7 大日本古記録

治安 3年（1023）～万寿 2年（1025）
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万寿 02 7 0 16 10250818 諸国

有召参関白殿、令余申御堂云、日者炎旱殊甚、諸国多致
愁云々、任先例、請百口僧、於大極殿被祈甘雨如何、若
七大寺僧集東大寺被祈如何、若於龍穴社被転経如何者、
御返事云、先七大寺僧集東大寺、以本寺為其供、被祈請
宜歟者、…

左経記 増補史料大成 6

万寿 02 7 0 18 10250818 和泉 和泉所作田三千余町、而所焼遣今只八百町許云々、 小右記 7 日本凶荒史考

万寿 02 7 0 18 10250818 京都
龍穴御読経事、…但旱魃時、被原免軽犯者、近日東西獄
多囚徒云々、被勘免如何、若有便宜者、可達漏之由、密々
示了、…

小右記 7 大日本古記録

万寿 02 7 0 21 10250823 大和 今日祈雨、東大寺大仏殿御読経、并室生龍穴御読経、皆仁王経、子細見十八日記、 小右記 7 大日本古記録

万寿 02 7 0 22 10250824 天下 依天下疱瘡、五十箇日於承香殿転読大般若経事、 左経記 増補史料大成 6

万寿 02 7 0 22 10250824 京都
始自今日、以五口僧、於承香殿、五十箇日被転読大般若経、
余為行此事参入、事了退出、近来天下道俗男女、不論老
少悩赤裳瘡之由云々、仍所被行也、

左経記 増補史料大成 6

万寿 02 7 0 27 10250829 京都 件疾遍満京洛、誠是可謂凶年、国々司依尚侍出事、不上旱損之愁、… 小右記 7 大日本古記録

万寿 02 8 0 2 10250902 京都 自夜中宮有御悩之由云々、仍馳参、是赤裳瘡令悩給也、 左経記 増補史料大成 6

万寿 02 8 0 8 10250908 京都 資高赤斑瘡、今日当七ケ日、瘡気漸消…心神無減、飲食不受、痢病発動…諸人相同、此病目胸鼻血及赤白等痢相加、小右記 7 大日本古記録

万寿 02 8 0 13 10250913 京都 主上、自昨悩御赤斑瘡、瘡所々出御、御悩体不重者、 小右記 7 大日本古記録
万寿 02 8 0 14 10250914 京都 近日重煩赤瘡云々、 小右記 7 大日本史料 2-21

万寿 02 8 0 29 10250929 京都 中納言室家、重煩赤斑瘡、僅平癒、不経幾日、未及其期、産臥、赤瘡疾之以来、水漿不通、日夜為邪気被取入、 小右記 7 大日本古記録

万寿 02 9 0 0 10251001 天下 自夏、及秋、天下患疱瘡、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系

万寿 02 12 0 13 10260110 京都 未剋許、暴風起自西方、吹損家中桧皮并板屋板等、大不静、後聞、上下人々宅多以吹損、 小右記 7 大日本史料 2-22

万寿 03 4 0 21 10260516 京都 自今暁、及帰御、雨脚滂沱、供奉上下皆以如泥、… 左経記 増補史料大成 6

万寿 03 8 0 17 10261006 京都 天陰降雨、次参内、頃之、風雨殊甚、所々多以破損…而陣座横雨降入并小庭水湛満、弁・史敢不可参入、… 左経記 大日本史料 2-23

万寿 03 8 0 17 10261006 京都 大風、左衛門陣前大梨樹并諸司等同以顚倒、 日本紀略 大日本史料 2-23
万寿 03 8 0 17 10261006 京都 依大風、季御読経定延引事、 小記目録 4 大日本史料 2-23
万寿 04 4 0 0 10270515 京都 洛中大雪＜深四尺五寸余、木葉悉凋零＞、 本朝通紀 日本の気象史料
万寿 04 4 0 0 10270515 京都 四月大雪、四尺余矣、 讃岐国大日記 大日本史料 2-26
万寿 04 5 0 14 10270626 京都 大風、 日本紀略 大日本史料 2-26

万寿 04 5 0 24 10270706 京都 雷電風雨、京中洪水流入、舎屋顚倒、豊楽院西第二堂為雷火欲焼、即以撲消了、雷形如白鶏云々、雷公堕於所々、日本紀略後 13 新訂増補国史大系

万寿 04 5 0 24 10270706 京都 大雨雷電、豊楽院観徳堂之柱、為霹靂折焉、 扶桑略記 28 新訂増補国史大系
万寿 04 6 0 13 10270725 京都 今日、依旱魃、被奉蔵人於丹生・貴布袮社… 小右記 8 大日本古記録
万寿 04 6 0 23 10270804 京都 祈雨奉幣、 日本紀略 大日本史料 2-24
万寿 04 6 0 24 10270805 京都 淡路守敦頼来云、今明可向国由、頻申上旱魃事、… 小右記 8 大日本史料 2-24

万寿 04 7 0 13 10270823 京都 日者雨沢不降、池水漸少、仍以井水令汲入東池、以泉水入西池＜構樋令入＞、 小右記 8 大日本古記録

万寿 04 7 0 17 10270827 京都 旱雲渉旬雨沢不降、須仰七大寺、来廿日令転読仁王経、… 小右記 8 大日本古記録
万寿 04 7 0 17 10270827 京都 依祈雨、廿二日可被立丹生・貴布袮使之由、有宣旨云々、左経記 増補史料大成 6
万寿 04 7 0 20 10270830 京都 七大寺并龍穴御読経、依旱魃也、 小右記 8 大日本古記録
万寿 04 7 0 22 10280901 京都 天晴、使蔵人、為祈雨、丹生・貴布袮社奉幣馬云々、 左経記 増補史料大成 6

万寿 04 8 0 6 10270914 京都 入夜暴雨暴風、 小右記 8 大日本史料 2-24

万寿 04 8 0 7 10270915 京都 去夜風多吹損法成寺堂舎、又吹顚上東門院大柳樹、他処殊不猛吹、 小右記 8 大日本古記録

万寿 04 8 0 8 10270916 大和
左弁官下東大寺／応転読仁王般若経事／…去六月十日辰
時、御塔上小虫示怪者、令陰陽寮占之、勘申云、国家非
有御薬、天下有疾疫之憂歟、

類聚符宣鈔 大日本史料 2-24

万寿 04 9 0 13 10271021 京都 大風、京中舎屋顚倒、 日本紀略後 13 新訂増補国史大系
万寿 04 11 0 21 10271227 京都 禅室弥以無力、痢病無数、飲食已絶、 小右記 8 大日本古記録
万寿 05 3 0 23 10280426 京都 是日也、天地四方皆如雲霞、謡言、高潮可上之徴也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

万寿 2年（1025）～万寿 5年（1028）
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万寿 05 4 0 12 10280515 京都
蒙綸旨云、日光焦畝、月潤永絶、人民懐愁、皇情仰天、
仍…於神泉苑之池辺、修請雨経…（4月 15日条）十五日結
願、罷出間、大雨降注、其後、更又炎旱、…

祈雨日記 続群書類従 25下

万寿 05 4 0 22 10280525 世間 去年頻有凶事之中、近来世間不閑之由云々、謡言年号不宜云々、 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 5 0 3 10280604 京都 於大極殿、転読大般若経、請僧六十口、為消疾疫・旱魃之災也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

万寿 05 6 0 3 10280703 京都 為祈年穀并疫癘等事、可被立廿一社奉幣使之由、 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 6 0 7 10280707 京都 午二刻被立伊勢使、帰北廊被立諸社使々、是依疫癘并祈年穀所被行也、 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 6 0 7 10280707 世間 奉幣廿一社、依世間不静也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
万寿 05 7 0 3 10280802 京都 丹生・貴布袮使立［   ］、 小右記 8 大日本古記録
万寿 05 7 0 3 10280802 京都 被立丹生・貴布袮使事、 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 7 0 3 10280802 京都 天晴、依祈雨、午刻被立丹生・貴布袮使云々、… 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 7 0 3 10280802 京都 祈雨、丹貴二社奉幣、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

万寿 05 7 0 8 10280807 京都 雨沢不降、漸有其愁、於七大寺、三ケ日可令転読仁王経…　［  ］於龍穴同令修之、 小右記 8 大日本古記録

万寿 05 7 0 8 10280807 京都 依炎旱、於所々、可有御読経事、 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 7 0 8 10280807 京都 仰云、炎旱日久、農民有愁之由云々、於七大寺并龍穴社等、三箇日許転読仁王経、可令祈請甘雨之由奏案内、… 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 7 0 9 10280808 京都 告大外記頼隆、明日以十二口僧一日許転読仁王経、可令祈転災事歟、… 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 7 0 12 10280811 京都 祈雨定事、 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 7 0 13 10280812 京都 十八日、於大極殿、欲行祈雨御読経、… 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 7 0 18 10280817 京都 於大極殿、為甘雨、有読経事、 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 7 0 18 10280817 京都 参内、八省等、依炎旱、始従今日三箇日、以百口僧、於大極殿被転読仁王経給、朝夕座畢、 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 7 0 20 10280819 京都 晩景参関白殿、仰云、祈雨御読経間、雖有陰気快不降雨、延明日結願、今二箇日可行之由、奏事由、可仰上卿之状、… 左経記 増補史料大成 6

万寿 05 7 0 23 10280822 京都 祈雨御読経結願也、 左経記 増補史料大成 6

長元 01 7 0 25 10280824 改元 疫癘、炎旱、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 01 7 0 25 10280824 改元 依疫亡・災旱也、 皇代記 新校群書類従 2

長元 01 7 0 25 10280824 改元 依疾疫・炎旱・天変也、 皇年代略記 新校群書類従 2

長元 01 7 0 25 10280824 改元 長元々年／疾疫・炎旱、 園太暦 6 史料纂集
長元 01 7 0 27 10280826 改元 詔、改元、為長元元年、依疫癘・炎旱也、大赦天下… 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 01 8 0 4 10280901 京都
及未刻帰、有頃甚雨、不幾時之間、雷一声、甚以高大也、
風伝、大夫史貞行宿禰四条家雷落、打損女房二人云々＜但
一人則死去、一人被疵未死云々＞、

左経記 増補史料大成 6

長元 01 8 0 9 10280906 京都 又依旱疫、改元、坂東又有兵事、今日少稲花定有損歟、可被行仁王会歟、 左経記 増補史料大成 6

長元 01 8 0 23 10280920 京都
備前国百姓立公門申善状…神社・仏寺・官舎等、為大風
皆悉顚倒、田已損了、至今無術由、従備前申上者、如美
作歟、今年有五ケ災、天下可恐慎、

小右記 8 大日本古記録

長元 01 8 0 28 10280925 京都 於大極殿、仁王会、依消風水之災也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 01 9 0 2 10280928 京都 去月大風已三ケ度、而今日大風多倍、初起従艮方、次北方、次乾方、々々風久吹最甚、 小右記 8 大日本古記録

長元 01 9 0 2 10280928 諸国
亘八月、終日降雨、大風二度、京畿諸国多逢風水損之由
云々、大外記頼隆真人云、昨日依関白殿仰、十一月以前
令勘申依祈晴事、被立幣使之由、…

左経記 増補史料大成 6

長元 01 9 0 2 10280928 諸国 申刻、大風大雨洪水、諸国多遭此災、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 01 9 0 3 10280929 京都
『大風洪水事』…払暁関白被向法成寺、河水突壊堤入従東
大門寺中如海、…鴨川水入寺中者、乍驚乗移馬被馳向…
河水突壊艮垣入寺中、亦入自東門・北門、亦中河水入自
西門、水已入自四方不可防留、…

小右記 8 大日本古記録

長元 01 9 0 3 10280929 京都 昨日大風大雨間事、 左経記 増補史料大成 6

万寿 5年（1028）～長元元年（1028）



41

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

長元 01 9 0 3 10280929 京都
天晴、従昨日未刻及申大風、京中屋舎多以破損云々、富
小路以東如海、上東門院并法成寺水入云々、…頭弁被示云、
被検諸司京内風損之使、先例如何、報云、諸司官史、諸
寺殿上人、京内諸衛官人云々、

左経記 増補史料大成 6

長元 01 9 0 4 10280930 諸国 天晴、従右府被示云、連日大風亦畿外国多風損之由云々、豊楽院門等并府庁之顚倒、府庁可造立事、府力難及歟、 左経記 増補史料大成 6

長元 01 9 0 5 10281001 京都
…先向法成寺辺、望見塔多傾、次西京、紙屋河水入堀河、
流損宅々有数、廻見北西南＜臨見次東方＞大垣頽壊無極、
穀倉院顚倒、又新構立弥有勤節、

小右記 8 大日本古記録

長元 01 9 0 5 10281001 京都 今日被発止雨之使＜丹生・貴布袮使蔵人云々＞、 小右記 8 大日本古記録
長元 01 11 0 4 10281128 京都 阿波守義忠朝臣来、陳国内異損并申請延任等事、 小右記 8 大日本古記録
長元 02 4 0 21 10290611 京都 賀茂祭、大雨降、鴨河水溢、使者車殆難渉、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 02 5 0 14 10290704 京都 於神泉苑、奉修請雨経法、始従十八日、甘雨普潤、… 祈雨日記 続群書類従 25下

長元 02 7 0 8 10290826 出雲
出雲国降雪事、彼国奏状云、雪降状＜但深二寸許＞／右
得管飯石郡司今日解状称、以去八日未時、当郡須佐郷牧
田村忽雪降、殖田三町余并野山草木悉損亡之、至于他所、
無損失者、言上如件、

古事談 1 新訂増補国史大系

長元 02 7 0 8 10290826 出雲 雪降状、但深二寸許者…（8月 2日条） 小右記 8 大日本古記録
長元 02 7 0 18 10290905 諸国 国々異損由云々、 小右記 8 大日本古記録
長元 02 8 0 8 10290924 京都 明後丹生・貴布袮二社被立止雨之使、… 小右記 8 大日本古記録

長元 02 8 0 18 10291004 世間
『世間福来疾事』世間号福来之疾、往々人々煩由云々、面
貌腫赤、先発熱後大腫、経五六日平復云々、不加療治為
良、若誤療治陪煩云々、我為童稚之時所見也、令憶其時
及六十余季、

小右記 8 大日本古記録

長元 02 8 0 21 10291007 京都 発遣両社使…止雨［  ］祈也、… 小右記 8 大日本古記録
長元 02 10 0 0 10291115 京都 自去月至今月、京中人病頸腫、世謂之福来病、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 03 3 0 23 10300504 京都 令諸社御読経、攘除疾疫、 類聚符宣鈔 3 日本疾病史
長元 03 4 0 27 10300606 世間 於大極殿、令読大般若経、依世間疾疫也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 03 4 0 27 10300606 京都 請僧於大極殿［    ］被転読大般若経、偏為攘疾癘、 小右記 8 大日本古記録

長元 03 5 0 0 10300610 京畿 人別米五升、塩四合、於官府令分給米、是今年京畿飢渇殊甚之故也、 西宮記 日本凶荒史考

長元 03 5 0 8 10300617 世間 奉幣廿二社、依祈雨并世間不静也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 03 5 0 12 10300621 京都 賑給定、 日本紀略 日本凶荒史考
長元 03 5 0 13 10300622 京都 祈雨、丹貴二社、… 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 03 5 0 19 10300628 京都 …以天台座主慶命為講師、令祈消疾疫之災、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 03 5 0 23 10300702 京都 春から疫病流行し、観音像を描き、観音経を読む、　 類聚符宣鈔 3 人権歴史年表
長元 03 5 0 24 10300703 諸国 下知諸国、図絵丈六観音像、転読観音経、為消疾疫也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 03 6 0 20 10300729 京都 於大極殿、有臨時仁王会、依疾疫并宇佐宮神馬焼斃也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 03 8 0 0 10300907 京都 洪水、 本朝年代記 日本震災凶饉攷
長元 03 8 0 16 10300922 京都 今日、丹生・貴布袮両社、被立止雨之使、… 小右記 8 大日本古記録
長元 03 8 0 16 10300922 京都 依止雨、奉幣丹貴二社、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 03 8 0 17 10300923 京都 南殿軒廊懸垂木、為夜風被吹顚事、 小右記 8 大日本古記録
長元 04 7 0 0 10310728 美作 去月晦比雨不降、田畠共損云々、 小右記 9 大日本古記録
長元 04 7 0 22 10310818 京都 今日午時、被立祈雨使、于丹生・貴布袮両社… 小右記 9 大日本古記録

長元 04 8 0 4 10310830 京都 此間、雷電大雨殊甚、召官人并随身等、令候陣砌内宜陽殿壇上、諸卿失色、怖畏無極、陣前水湛、亦陣後同溢、… 小右記 9 大日本古記録

長元 04 8 0 7 10310902 京都 十三日可被立止雨使、 小右記 9 大日本古記録
長元 04 8 0 13 10310908 京都 今日被立止雨使、 小右記 9 大日本古記録

長元 04 8 0 13 10310908 京都 天陰降雨、…今日被奉祈雨幣馬、於丹生・貴布袮両社云々、… 左経記 増補史料大成 6

長元 04 8 0 13 10310908 京都 霖雨奉幣事、被奉幣賀茂上下事、 左経記 増補史料大成 6

長元 04 8 0 13 10310908 京都 奉幣丹貴二社、依止雨也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 04 8 0 23 10310918 京都 中納言奉軒廊御卜事、雨不止事也、 小右記 9 大日本古記録
長元 04 8 0 24 10310919 京都 霖雨御卜事、 左経記 増補史料大成 6

長元元年（1028）～長元 4年（1031）
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長元 04 8 0 25 10310920 諸国 先日風損所々国宛、猶依有不同之事等、随関白仰、改元定押紙セリ、… 左経記 増補史料大成 6

長元 04 8 0 27 10310922 京都
（標出：霖雨止まざるにより平時通をして巽方の諸社を実
検せしむ）依御占、差検非違使、遣当方之神社、令実検時
通罷向巽方神社、

小右記 9 大日本古記録

長元 04 8 0 28 10310923 京都 止雨使事、中納言資平行、…悲田并鴨河堤病者窮者等、令給少米、… 小右記 9 大日本古記録

長元 04 8 0 28 10310923 京都 止雨使、＜丹生・貴布袮、使蔵人＞ 小右記 9 大日本古記録
長元 04 9 0 4 10310929 京都 亦依霖雨、可被厚免軽犯者、… 小右記 9 大日本古記録
長元 04 9 0 6 10311001 京都 依天変霖雨等、被免軽犯者、 左経記 日本の気象史料
長元 04 9 0 6 10311001 京都 今日依霖雨、被厚免軽犯者… 小右記 9 大日本古記録
長元 04 9 0 26 10311021 京都 軒廊御卜、霖雨・洪水之故也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 05 3 0 5 10320423 京都 頃之頭弁来仰云、去年以来天変地震相頻、御慎可重之由云々、可非常赦之由、可令作詔書者、… 左経記 増補史料大成 6

長元 05 3 0 5 10320423 天下 三月五日、天変地震の恠異攘ため、天下大赦行ハる、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

長元 05 4 0 19 10320605 京都 人々云、時々雖降雨、依不快降、早由可違期云々、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 4 0 22 10320608 豊前（7月 20日条）軒廊御卜、宇佐宮宝殿、去四月廿二日、依
為大風、顚倒事、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 05 4 0 22 10320608 豊前 宇佐宮宝殿、為風顚倒、 百錬抄 4-18 新訂増補国史大系

長元 05 4 0 28 10320614 京都 天陰降終日雨、風聞、以蔵人為勅使、被奉丹生・貴布袮両社幣馬、是数日不雨、田舎愁歎云々、仍被定行云々、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 4 0 28 10320614 京都 祈雨奉幣、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 05 4 0 30 10320616 京都 為祈雨、於龍穴、可有御読経事、 左経記 増補史料大成 6
長元 05 4 0 30 10320616 京都 頭弁消息云、為祈雨、可被行龍穴御読経、其儀如何、… 左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 1 10320617 京都 於神泉、修請雨経、＜自池中嶋、紫雲起、赤蛇出、壇下入池、十四日夜大雨降＞、 東寺王代記 続群書類従 29下

長元 05 5 0 1 10320617 京都 為祈雨、始自今日七箇日、以仁海僧都、於神泉可被修請雨経法、… 左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 3 10320619 京都 請雨経間五龍祭事、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 6 10320622 京都 又自今日三日、陰陽安倍朝臣時親、於神泉苑、可奉仕五龍祭云々、是等皆依祈雨也、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 7 10320623 京都 依炎旱有廿一社奉幣云々、件幣昨日可被立之由、有陰陽寮勘申、… 左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 8 10320624 京都 請雨経法被延行事、 左経記 増補史料大成 6
長元 05 5 0 9 10320625 京都 天陰時々降雨、地面頗閇、定為農事助歟、 左経記 増補史料大成 6
長元 05 5 0 10 10320626 京都 請雨経法重被延行事、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 10 10320626 京都
蔵人弁相示云、依降雨不快、請雨経御修法、今四箇日可
延之由被仰、又左衛門督奉勅、召陰陽寮於陣頭、令占不
降雨之由、…

左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 11 10320627 京都 依炎旱昨夕有御占、 小右記 9 大日本古記録
長元 05 5 0 12 10320628 京都 御読経結願事、 左経記 増補史料大成 6
長元 05 5 0 14 10320630 京都 以三百口僧、於大極殿、有祈雨御読経定事、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 15 10320701 京都 神泉御修法、今朝結願云々、二七箇日修中時々雖降雨、其潤不快、仍又於諸神社、可有御読経之由、有議云々、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 18 10320704 京都 被立丹生・貴布袮幣使、＜…各被加奉黒毛馬云々＞、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 20 10320706 京都 於大極殿、請三百口僧、読仁王経、為祈雨、并除疫疾也、日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 05 5 0 24 10320710 京都 於同殿、請三百口、仁王講、依祈雨也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 05 5 0 24 10320710 京都
入夜降雨、終宵不休、仏法霊験茲明、可悦可貴、又始自今日、
於諸社三箇日間、毎社僧一口率十口僧、可転読仁王経之由、
一日有宣旨、仍神明加力歟、

左経記 増補史料大成 6

長元 05 5 0 29 10320715 京都
頭弁仰云、依炎旱、可有伊勢奉幣…、次頭弁仰同上云、依
旱於石清水・賀茂上下・松尾・平野・稲荷・春日・大原野・
北野・比叡等社、三箇日以七口僧、可令講仁王経、…

左経記 増補史料大成 6

長元 05 6 0 0 10320716 畿内 従去二月、至今月、大旱、山崎、摂津、大江渡、宇治川等、歩行往還、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 05 6 0 0 10320716 畿内 自二月、至今月大旱、但五穀稔也、 百錬抄 4-19 新訂増補国史大系
長元 05 6 0 0 10320716 京都 今年、自二月、至六月、大旱、但、五穀稔也、 百錬抄 4-19 新訂増補国史大系
長元 05 6 0 2 10320717 京都 天皇行幸大極殿、奉幣伊勢大神宮、依祈雨也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 4年（1031）～長元 5年（1032）
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長元 05 6 0 6 10320721 京都 請雨経法祖師事、 左経記 増補史料大成 6
長元 05 6 0 7 10320722 京都 雖有祈禱甘雨不降事、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 6 0 7 10320722 京都

天晴、及未剋、時々雷電、陰雲忽起、俄以降雨、此間雷
鳴数声、不幾雨止雲散、凡今年四月以後快不雨、内外御
祈依不怠雖降雨、不幾晴止、其潤不遍、纔殖田、未殖之
田皆欲損云々、況違期棄田、其員不知幾満、未昔有如此
之災歟、…

左経記 増補史料大成 6

長元 05 6 0 8 10320723 京都 臥龍昇天雷雨殊甚事、 左経記 増補史料大成 6
長元 05 6 0 12 10320727 京都 可被行十五日云々、是為祈雨也、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 6 0 14 10320729 京都 着八省東廊、令行大祓、是明日為祈雨、依被行仁王会、所祓清也、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 6 0 15 10320730 京都 臨時仁王会、依祈雨也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 05 6 0 19 10320803 京都

太閤仰云、依旱魃、自四月以後、内外御祈、尋先例不遺、
而聊雖有其験、敢不致田畠潤、還成損害云々、廻何計除
此災哉、寤寐不安者、余申云、前日雖被卜旱祟、神祇官不具、
就中前例、如此凶年度々、被卜祟旨、尚召具神祇陰陽等
官寮、能卜祟之由、随其趣、致祈謝之宜歟、…

左経記 増補史料大成 6

長元 05 6 0 20 10320804 京都 召神祇官陰陽寮、於軒廊令卜久不雨之咎云々、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 6 0 27 10320811 京都 請千僧於大極殿、読観音経、依祈雨也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 05 6 0 29 10320813 京都 相撲節会、依旱、可停止、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 05 6 0 29 10320813 京都 依旱魃、相撲可止否由、有陣定事、 左経記 増補史料大成 6

長元 05 6 0 29 10320813 京都 令四月以後旱損、相撲召合可停止歟否之由、可定申者、内府以下次第見下了、… 左経記 増補史料大成 6

長元 06 0 0 0 10330209 京都 春夏、京都雨多く、田疇多く損す、 左経記 日本震災凶饉攷
長元 06 4 0 25 10330601 京都 依祈雨、奉幣丹貴二社、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 06 5 0 2 10330607 京都 臨時御読経、依祈雨也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 06 5 0 14 10330619 京都 於神泉、修請雨経法、十八日雨降、 東寺王代記 続群書類従 29下
長元 06 5 0 14 10330619 京都 於神泉苑、被修請雨経法、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 06 5 0 18 10330623 京都 御卜、依炎旱也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 06 5 0 21 10330626 京都 請雨経結願、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 06 9 0 15 10331016 京都 奉幣丹貴二社、依祈雨也、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系
長元 07 0 0 0 10340129 京都 大風、 左経記 日本震災凶饉攷

長元 07 0 0 0 10340129 大和［東大寺検損色帳］一、東塔院…瓦葺歩廊廿一間、件廊中門已南八間、為去年大風皆悉顚倒、 東南院文書 平安遺文 2-551

長元 07 3 0 10 10340407 武蔵 大風吹、同永祚、 年代記配合抄 内閣文庫
長元 07 7 0 1 10340823 京都 近来連雨、仍幣并赤馬被奉丹生貴布袮両社云々、 左経記 増補史料大成 6

長元 07 7 0 9 10340831 京都 今年自春首、到近来、連々降雨、水田多流損、於渇地田者、豊登云々、 左経記 増補史料大成 6

長元 07 8 0 8 10340929 京都 降雨殊甚、 左経記 増補史料大成 6

長元 07 8 0 9 10340930 京都 戌時、大風吹、内裏殿舎大垣、并美福門・皇鑑門・応天門・八省院・豊楽院内堂廊、穀倉院等、顚倒了、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 07 8 0 9 10340930 越後 大風、過永祚風、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

長元 07 8 0 9 10340930 京都

自昨日降雨之中、終夜終日殊甚、定有田舎愁歟…入夜東
風大吹、所々舎屋中門等多以損破、及夜半之間成巽、其
勢甚盛、樹木中門屏所々雑舎悉以顚破、成人之後未見如
此之間…京条大小舎屋顚破殊甚、又諸司所々如此、人畜
之類多以被打死云々…禁中損壊不可勝計、…

左経記 増補史料大成 6

長元 07 8 0 9 10340930 京都 大風、宮城殿門、京師舎屋、大半顚倒、時人比之永祚大風、扶桑略記 28 新訂増補国史大系
長元 07 8 0 9 10340930 京都 大風、同永祚、宮城殿舎顚倒、 百錬抄 4-19 新訂増補国史大系
長元 07 8 0 10 10341001 京都 昨日大風間事、 左経記 増補史料大成 6

長元 07 8 0 10 10341001 京都

天陰、人々云、京条大小屋舎顚破殊甚、又諸司所々如此、
人畜之類、多以被打死云々、頭中将御宅西板屋顚倒、下
人多被打覆之中、雑仕女并其児童死去、自余或早出、或
未死云々、…而各住宅皆以顚破之間、同以損破、忽申無
為術之由…、除左衛門之外、五衛府庁并雑舎、大膳、掃
部等舎屋、皆以顚倒云々、又応天門馬被打斃、其穢触来
禁中也、…如聞、大学廟殿顚倒、廟器等皆以破損云々、…

左経記 増補史料大成 6

長元 07 8 0 10 10341001 京都 釈尊、依大学寮顚倒、延引、… 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 5年（1032）～長元 7年（1034）
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長元 07 8 0 12 10341003 京都 依一日大風、被注諸司所々損色事、 左経記 増補史料大成 6

長元 07 8 0 12 10341003 諸国

天晴、人々云、大風夜洪水、淀・山埼・河尻・長州辺人
畜屋財、多以損死、又諸国之船同流云々、…被仰云、可
令注内外諸司所々損色之由、昨日令仰下了、注進後、可
分宛八省豊楽院諸門等、於諸国也、…諸司所々、京畿人宅、
諸山神社、仏寺衆木、或露其材顚破、或抜其根折倒云々、
風勢雖劣永祚、物損多勝彼年云々、

左経記 増補史料大成 6

長元 07 8 0 19 10341010 諸国 頭弁仰右府云、風損殿舎門廊堂等、可分宛諸国、…僕修造風損所々事、… 左経記 増補史料大成 6

長元 07 8 0 20 10341011 京都 風損、所々被改定事、 左経記 増補史料大成 6
長元 07 8 0 23 10341014 京都 今日、依風水損、被停止音楽・□頭等、 左経記 増補史料大成 6
長元 07 8 0 25 10341016 諸国 風損、所々国宛事、 左経記 増補史料大成 6

長元 07 9 0 28 10341117 近江［太政官符 民部省］応上醍醐寺観音堂燈分近江国加挙稲参
仟束利米、…而疫癘熾盛、住人死亡、仍件庄返本寺既畢、醍醐雑事記 平安遺文 2-526

長元 07 11 0 29 10350117 丹波
［太政官牒］石清水八幡宮護国寺、宮寺所所荘園参拾肆箇
処事、…丹波国壱処…字安田園、氷上郡、…宮寺牒氷上
東県長元七年十一月廿九日状云、…郷中比年旱魃病患已
以無絶、…

石清水田中家
文書 平安遺文 3-1083

長元 08 4 0 7 10350522 京都 及午後大雨雷鳴殊甚、氷降、頃之雷雨共止、 左経記 増補史料大成 6

長元 08 5 0 26 10350710 京都 天晴、人々云、自朝（朔ｶ）四日以後、依不降雨、田畠共干損云々、 左経記 増補史料大成 6

長元 08 5 0 27 10350711 京都 天晴…申剋許有御読経結願＜須明日結願、而依旱明日可被立丹生・貴布袮使、仍今日結願也＞、 左経記 増補史料大成 6

長元 08 6 0 2 10350715 京都 去月四日以後、不降雨、仍田畠共、可損之由云々、 左経記 増補史料大成 6

長元 08 6 0 6 10350719 京都 召御前、被仰祈雨事等、相次召頭弁、被仰云、近代於七大寺被行祈雨御読経之例、可令［  ］者、 左経記 増補史料大成 6

長元 08 6 0 9 10350722 京都
天晴、大夫史義賢朝臣来云、於東大寺大仏殿、集七大寺
僧、自十四日三ケ日転経、可祈雨之由、并龍穴同可祈宣旨、
賜綱所、雖神今食以前、炎旱日久、田園可損之由、依有
先例、所被定行、…

左経記 増補史料大成 6

長元 08 9 0 14 10351023 京都 終夜雨降、時人咸悦、 日本紀略後 14 新訂増補国史大系

長元 08 10 0 8 10351116 近江
［僧祈円解］僧祈円解申請侍従中納言殿政所恩裁事、請被
殊蒙恩裁、被仰志賀郡検田使右衛門志成道免作田勘益雑
事等由状、右謹案事情、今年曽旱損不熟、已不知為方、

九条家本延喜
式裏 平安遺文 2-546

長元 09 7 0 11 10360811 近江 近江国百姓五六百人許、参陽明門、愁申国司不治由、 本朝世紀 19 新訂増補国史大系
長暦 01 7 0 25 10360825 改元 依疾疫・炎旱・天変也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

長暦 01 4 0 21 10370515 改元 依即位也、 百錬抄 4 古事類苑 1

長暦 01 4 1 8 10370531 京都 雷鳴雹降、 扶桑略記 28 新訂増補国史大系
長暦 02 6 0 0 10380711 諸国 夏旱魃、 合符 日本震災凶饉攷
長暦 02 6 0 14 10380724 京都 於神泉、修請雨経法、第七日雨降、 東寺王代記 続群書類従 29下

長暦 02 6 0 14 10380724 京都 被綸旨云、炎気日増、雨雲永隠、田水忘溝、農業（桑ｲ）納鍬、皇情御歎、…於大師霊験古跡、可被勤修請雨経法也、… 祈雨日記 続群書類従 25下

長暦 03 10 0 1 10391026 京都 人々云、近来之病人、多以如此云々、 春記 増補史料大成 7

長暦 04 0 0 0 10400221 京都 甘露降、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

長暦 04 4 0 5 10400524 京都 天晴、有廿一社奉幣事、左衛門督被行也、依旱損也、而雨沢已降、仍被改宣命語云々、 春記脱漏補遺 増補史料大成 7

長暦 04 5 0 0 10400619 京都 京師多暴死者、久之不止、 扶桑略記 28 日本疾病史
長暦 04 6 0 12 10400729 世間 炎旱漸及旬、定有世間之愁歟、可成何祈哉、 春記 増補史料大成 7

長暦 04 6 0 12 10400729 京都 祈雨事、可被立二社使也者、 春記 増補史料大成 7

長暦 04 6 0 13 10400730 京都 旱魃往々有其愁云々、 春記 増補史料大成 7

長暦 04 6 0 16 10400802 京都
天晴、午時已後頗陰雲、時々雨降、然而不及湿草木、早
旦被仰云、炎旱渉旬也、有燋葉之愁也、一昨日奉幣雨降、
二社未在其験応、太不便事也、重又可成何祈禱哉、

春記 増補史料大成 7

長暦 04 6 0 16 10400802 京都 被奏云、旱魃御祈廿一社奉幣、仁王会若於南殿被行大般若御読経、又於大極殿、可被行同経等歟、 春記 増補史料大成 7

長暦 04 6 0 18 10400804 京都 今日、廿一社奉幣使定、 春記 増補史料大成 7

長暦 04 6 0 19 10400805 天下 雨沢不降、天下愁歎云々、 春記 増補史料大成 7

長暦 04 6 0 20 10400806 京都 申時許、及夜景、大雨皮（マヽ）降、 春記 増補史料大成 7

長元 7年（1034）～長暦 4年（1040）
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長暦 04 6 0 23 10400809 京都
明日大極殿御読経、可給度者歟、又御願趣、偏是祈雨也、
而雨沢快降、若及霖雨、於秋水尤可有損害、被仰祈年穀
由如何、

春記 増補史料大成 7

長暦 04 7 0 26 10400911 伊勢
（8月 11日条）去（七）月廿六日、大風終夜不休、但太非猛烈、
…河水汎溢、往還不通、其流如射、舟船不能渡、仍更経海
路適参着、…

春記 増補史料大成 7

長暦 04 7 0 26 10400911 伊勢
（8月 11日条）洪水汎溢宮中、其深没人腰、而御殿転覆、
殆近地上、而其水不近寄御所辺、作其岸流去、一□之水
不近流、是希有之事也、

春記 増補史料大成 7

長暦 04 7 0 26 10400911 伊勢 大風、伊勢豊受大神宮正殿并東西宝殿瑞垣悉以顚倒、八省含嘉堂、同顚倒、 百錬抄 4-20 新訂増補国史大系

長暦 04 8 0 3 10400917 天下 此間、甚雨如沃、往反之間、甚尤無便宜、…予所思者、我君莅民之後、天下不静、凶事連々、 春記 増補史料大成 7

長暦 04 8 0 3 10400917 世間
大雨不止、終夜［  ］、若有事歟、為恐々、人云、此雨災雨也、
為世尤有愁云々、又六月大風、田畠皆損害、今年更可無
術云々、貧者弥以無術計了、乱代之如此、無術計也、

春記 増補史料大成 7

長暦 04 8 0 4 10400918 京都 大雨如沃、終日不止、 春記 増補史料大成 7

長暦 04 8 0 4 10400918 伊勢 祭主神祇権少副大中臣永輔言上、七月廿七日、夜大風間、豊受太神宮正殿並東西宝殿顚倒事、 春記 増補史料大成 7

長暦 04 8 0 6 10400920 京都 仰云、可随関白定申、是給官使令実検遭旱損之田畠之事也、春記 増補史料大成 7

長久 01 11 0 10 10401222 改元 依災変也、 皇代記 新校群書類従 2

長久 01 11 0 10 10401222 改元 依天変・地妖也、 皇年代略記 新校群書類従 2

長久 04 0 0 0 10430219 天下 天下大旱、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

長久 04 4 0 0 10430518 諸国
［某郡司等解］諸郡司等解申請国裁事、不堪弁進造襲芳舎
材木并作料等状、…而当国去長久四年四・五両月之比、
渉旬炎旱、苗子燋損、田畝［ ］燥、播殖違期、徒以荒廃、

田中忠三郎氏
所蔵 平安遺文 3-641

長久 04 5 0 1 10430616 天下 天下旱魃、 扶桑略記 28 新訂増補国史大系

長久 04 5 0 2 10430617 京都
自正月、至五月、旱魃、五月二日、宣旨、僧正仁海、可
被行祈雨法者、辞退、…七大寺・十五大寺、祈雨事等、
東大寺五ケ日不降、天台山中堂二百人僧徒祈雨、…無降
雨歟、

祈雨法記 続群書類従 25下

長久 04 5 0 8 10430623 京都 僧正仁海、於神泉苑、修請雨経、十三日午後、雨脚快降、十四日甘雨猶降、… 祈雨日記 続群書類従 25下

長久 04 5 0 8 10430623 京都 令僧正仁海、於神泉苑、修請雨経法、 扶桑略記 28 新訂増補国史大系
長久 04 6 0 0 10430715 諸国 夏旱魃、 合符 日本震災凶饉攷

長久 04 6 0 8 10430722 京都 仍仁海六月八日勤修請雨経法、及第六日、赤蛇現壇下、終日大雨降云々、 祈雨法記 続群書類従 25下

長久 05 0 0 0 10440208 京都 疫疾尤盛、死骸満道路、 百錬抄 4-22 新訂増補国史大系
長久 05 0 0 0 10440208 京都 有二十二社奉幣事、祈旱疫也、 扶桑略記 28 新訂増補国史大系 

長久 05 5 0 0 10440605 諸国

［某郡司等解］諸郡司等解申請国裁事、不堪弁進造芳舎材
木并作料等状、…長久四年四・五両月之比…同五年作田
百姓雖遭去々年難励微力所殖、得不減往年之作田、偏待
秋獲之間、始従五月中旬、至八月上旬、計其日数已八十
余日之間、雨沢不降、炎旱尤甚、…飢死之輩盈満道路、

田中忠三郎氏
所蔵 平安遺文 3-641

長久 05 8 0 27 10440927 京都
寛徳 01 11 0 24 10441222 改元 依疾疫、旱魃也、 百錬抄 4 古事類苑 1

寛徳 01 11 0 24 10441222 改元 依疾疫、災旱也、 一代要記 日本疾病史
寛徳 01 11 0 24 10441222 改元 依炎旱・疾疫也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

寛徳 01 11 0 24 10441222 改元 依疫、旱魃也、 皇代記 新校群書類従 2

寛徳 01 11 0 24 10441222 改元 寛徳元年／炎旱、疾疫、 園太暦 6 史料纂集
寛徳 01 11 0 24 10441222 改元 依疾疫・旱魃也、 百錬抄 4-22 新訂増補国史大系
寛徳 02 7 0 13 10450902 京都 修請雨経法、廿一日雨降、 東寺王代記 続群書類従 29下
永承 01 4 0 14 10460528 改元 即位、 百錬抄 4 古事類苑 1

永承 01 5 0 27 10460709 京都 洪水、堀河洞院不通、古今無雙、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系 
永承 01 7 0 25 10460904 京都 諸卿定申貴布袮社、為水流損、可被改立他所哉否事、 百錬抄 4-23 新訂増補国史大系
永承 02 6 0 0 10470702 天下 六、七両月、天下旱魃、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系

長暦 4年（1040）～永承 2年（1047）
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永承 02 7 0 0 10470801 京都 於東寺、為祈雨、孔雀経法修之、雨降、 東寺王代記 続群書類従 29下
永承 02 9 0 8 10471005 京都 夜、大風、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系 

永承 03 6 0 18 10480806 京都 天晴、又天陰、大雷発音不雨、今日、於大極殿、屈六十口僧、被転読大般若、是為祈雨也、 春記脱漏補遺 増補史料大成 7

永承 03 6 0 27 10480815 京都 事了予退出、炎旱之比、太難堪事也、 春記脱漏補遺 増補史料大成 7

永承 06 7 0 7 10510821 京都 大風、 百錬抄 4 新訂増補国史大系 

永承 07 0 0 0 10520210 天下 天下大赦、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

永承 07 0 0 0 10520210 天下 今年、疫病流行天下、 百錬抄 4-25 新訂増補国史大系

永承 07 1 0 26 10520306 京都 屈請千僧於大極殿、令転読観音経、自去年冬、疾疫流行、改年已後、弥以熾盛、仍為除其災也、今年始入末法、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系

永承 07 4 0 7 10520514 京都 僧綱以下、於賀茂社、為攘疾疫、… 扶桑略記 29 新訂増補国史大系
永承 07 5 0 5 10520610 京都 今日、被発遣廿一社奉幣使、督殿奉行給也、偏依疫癘事也、春記 増補史料大成 7

永承 07 5 0 29 10520704 天下 大安寺東寺新造神社、行御霊社、依可止疾疫御示現也、世名曰祇花園社、 百錬抄 4-25 新訂増補国史大系

永承 07 6 0 17 10520721 京都 於大極殿、転読金剛寿命経、蓋祈疾疫也、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系
天喜 01 1 0 11 10530129 改元 依天変恠異、 百錬抄 4-25 新訂増補国史大系
天喜 01 1 0 11 10530129 改元 依天変、恠異也、 皇代記 新校群書類従 2

天喜 01 3 0 27 10530424 伊賀
［官宣旨案］左弁官下 伊賀国…当国狭少之地、亡弊之境也、
而前司公則朝臣悉打立毎郷荘園牓示之間、百姓遁避官物、
不叶国務、

三国地志 平安遺文 3-701

天喜 03 4 0 26 10550531 京都 貴布袮社為水流損、移立他所、 百錬抄 4-25 新訂増補国史大系
天喜 03 5 0 8 10550611 京都 発遣奉幣使、賀茂・貴布袮両社、是即貴布袮本宮為水流損、扶桑略記 29 新訂増補国史大系
天喜 03 8 0 11 10550910 京都 東寺塔、為雷火焼亡、 百錬抄 4-25 新訂増補国史大系
天喜 03 8 0 21 10550920 京都 半夜、東寺之塔為雷火焼、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系

天喜 04 0 0 0 10560126 越後 夏大旱、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

天喜 06 6 0 0 10580630 京都 夏旱、詔台徒、於賀茂祠、祈雨、時小虵出神殿、吐水気、已雨、 皇代記 新校群書類従 2

康平 01 8 0 29 10580925 改元 大極殿火事、 皇代記 古事類苑 1

康平 01 12 0 16 10590108 信濃 信濃国言上、神御坂霖雨間頽壊事、 皇代記 日本の気象史料

康平 02 0 0 0 10590221 天下 天下大赦、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

康平 02 7 0 14 10590830 紀伊（高野詣）今度路次飢饉、仍施行三百七十余人、 御室相承記 日本凶荒史考
康平 03 6 0 22 10600728 京都 縁炎旱、有恩赦、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系
康平 06 0 0 0 10630207 京都 今年炎旱、 百錬抄 4-28 新訂増補国史大系
康平 07 2 0 0 10640226 九州 大宰府言上、筥崎宮浜殿、大風顚倒、其中有人死之怪、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系
康平 07 4 0 23 10640518 京都 軒廊御卜、雨雹之異也、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系
康平 07 5 1 24 10640717 京都 雨降、人称甘雨、 水左記 増補史料大成 8

康平 08 0 0 0 10650214 天下 天下大赦、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

康平 08 5 0 11 10650623 諸国

［祈雨法等引付 成尊阿闍梨御房宛］被綸言称、天災迫人民、
地夭亡国内、九穀種断、七道飢渇之間、捧幣驚社頭、読
経乞誓水、雖然蒼天無応、堅地無感、爰真言最上乗之中、
有祈雨秘法也、…率廿口伴侶於神泉苑、可被勤修祈雨法者、
綸旨如此、全莫辞退、可悉之、

東寺文書 3号
紙背

東大文学部所蔵文
書目録 1

康平 08 5 0 12 10650624 京都 自去四月賀茂祭日以来、雨沢不降、旱澇最酷、… 扶桑略記 29 新訂増補国史大系
康平 08 5 0 12 10650624 大和 旱百日、 興福寺別当次第 日本の気象史料
康平 08 6 0 0 10650712 諸国 夏旱魃、 合符 日本震災凶饉攷
康平 08 6 0 15 10650726 天下 此年、天下旱魃、自六月十五日、於神泉苑祈雨、 歴代皇紀 日本の気象史料
康平 08 6 0 15 10650726 京都 於神泉、修請雨経法、修中降雨、 東寺王代記 続群書類従 29下
康平 08 6 0 15 10650726 京都 於神泉苑、被始行請雨経法、…以十七日、鳴雷降雨、… 祈雨日記 続群書類従 25下
康平 08 6 0 24 10650804 大和 大和国十市高市両郡境、雨雹、并氷降、径寸余、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系 
治暦 01 8 0 2 10650910 改元 旱魃并三合、 平戸記 旱魃霖雨史料

永承 2年（1047）～治暦元年（1065）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

治暦 01 8 0 2 10650910 改元 依炎旱并三合厄也、 皇代記 新校群書類従 2

治暦 01 8 0 2 10650910 改元 依旱魃并三合慎也、 皇年代略記 新校群書類従 2

治暦 01 8 0 12 10650920 改元 治暦元年／旱魃・三合御慎、 園太暦 6 史料纂集

治暦 02 6 0 3 10660704 伊勢 伊勢太神宮司言上、去月十三日、神宮并斎宮寮、降大雹之異、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系 

治暦 03 6 0 25 10670813 京都 為祈雨、於東寺、修孔雀経法、伴僧十六口、不雨降云々、東寺王代記 続群書類従 29下
治暦 04 6 0 24 10680731 肥後 肥後国阿蘇山雪降、深五六寸、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系
治暦 04 9 0 29 10681102 京都 大雨・大風・洛中小屋顚倒、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

延久 01 4 0 13 10690512 改元 即位、 百錬抄 5 古事類苑 1

延久 01 4 0 13 10690512 改元 依旱魃并三合、慎也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

延久 01 7 0 15 10690810 土佐
［土佐国金剛頂寺解案］土左国室戸金剛頂寺別当三綱等解
…去年七月十五日、根本薬師堂為大風被吹倒、改作無力、
纔及半作、仍以去延久元年八月十七日、重注此由奏聞公家、

東寺百合文書 平安遺文 3-1047

延久 01 9 0 0 10690924 京都 去月七日、大風破壊顚倒、（10月 19日条） 扶桑略記 29 新訂増補国史大系
延久 01 9 0 7 10690930 京都 大雨大風、洛中小屋顚倒、 皇年代略記 新校群書類従 2

延久 02 0 0 0 10700220 讃岐［讃岐国善通寺諸司等解］就中去々年（延久二）大風、五重塔一基、三間一面常行堂一宇已以顚倒也、 東寺百合文書 平安遺文 3-1071

延久 02 2 0 7 10700327 九州 此日、陰陽寮占申、八幡宇佐宮鳴恠、令大宰府、慎口舌闘諍、并可祈禱天下疾疫之由、差遣宣旨、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系

延久 03 0 0 0 10710209 武蔵 大内焼、同祇園炎焼、 年代記配合抄 内閣文庫
延久 04 4 0 19 10720515 京都 未時雹降、大如李実、 如是院年代記 新校群書類従 20

延久 04 7 0 6 10720729 京都 去六月以後、疱瘡流行、貴賤不免病此厄、 扶桑略記 29 新訂増補国史大系
延久 04 9 0 0 10721020 京都 九月之比、疱瘡流行、 百錬抄 5-33 新訂増補国史大系
承保 01 8 0 23 10740922 改元 即位、 如是院年代記 古事類苑 1

承保 02 10 0 19 10751205 京都 と百僧於大極殿、三箇日転読大般若経、祈民庶頓滅也、 扶桑略記 30 新訂増補国史大系
承保 04 0 0 0 10770202 武蔵 大炎旱、 年代記配合抄 内閣文庫
承保 04 0 0 0 10770202 京都 疱瘡、逝去者多之、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

承保 04 0 0 0 10770202 京都 疱瘡、逝去者多、 皇年代略記 新校群書類従 2

承保 04 0 0 0 10770202 京都
今年、上、自后宮・大臣、下、至庶人、皆煩赤斑瘡、親王・
公卿已下、逝去者多、権右中弁師賢一人、免此難、敦賢・
敦文両親王、依疱瘡薨、

百錬抄 5-35 新訂増補国史大系

承保 04 6 0 14 10770712 京都（8月 4日条）去六月十四日、驟雨之後不雨、天以旱魃、及
今夜雖雨、稼穡無幸無益歟、 水左記 増補史料大成 8

承保 04 8 0 0 10770827 世間

四、五月ばかりより、アカモガサといふこといできて、
世の人のやむなど聞ゆるに、六、七月ばかりになりては、
いみじう病みまさりて、のこりなく聞ゆ、五十三年目に
いできられば、老いたる、わかきとなく、おやこもわかず、
一たびにやみたれば、おきたる人すくなくありけり、六、
七十の人のもとにもすくなければ、いといみじくなんあ
りける、

栄花物語 日本疾病史

承保 04 8 0 6 10770901 京都 上自一人、下至庶人、莫不患赤皰瘡矣、親王公卿五位已上逝去之者多焉、 扶桑略記 30 新訂増補国史大系

承保 04 8 0 9 10770904 京都 自去夜、下痢如妖水…近日遇此妖、有痢患之輩、 水左記 増補史料大成 8

承保 04 8 0 16 10770911 京都 後聞、今日、公家依御体不予、并人民疱瘡事等、被行非常赦、… 水左記 増補史料大成 8

承保 04 8 0 19 10770914 京都 後聞、公家依御体不予、并人民疱瘡事等、被奉幣廿二社… 水左記 増補史料大成 8

承暦 01 11 0 17 10771211 改元 旱魃并疱瘡、 平戸記 旱魃霖雨史料
承暦 01 11 0 17 10771211 改元 依疱瘡・旱魃也、 皇代記 新校群書類従 2

承暦 01 11 0 17 10771211 改元 承暦元年／疱瘡・旱魃、 園太暦 6 史料纂集
承暦 01 11 0 17 10771211 改元 依旱魃并赤斑瘡也、 百錬抄 5-35 新訂増補国史大系
承暦 02 5 0 5 10780623 京都 大雨洪水、人屋多流損、 百錬抄 5-36 新訂増補国史大系
承暦 02 5 0 5 10780623 京都 大雨洪水、京極人屋多以流損、况乎河之辺畔哉、 扶桑略記 30 新訂増補国史大系
承暦 03 5 0 27 10790704 伊勢 洪水、大神宮外院、屋五宇流漂、 百錬抄 5-36 新訂増補国史大系
承暦 03 6 0 27 10790803 伊勢 夜洪水、伊勢大神宮外院、舎屋五宇流漂了、 扶桑略記 30 新訂増補国史大系

承暦 04 5 0 11 10800607 和泉 辰剋許、和泉守宗基来云、近日旱魃、任国民等、不能耕作云々、仍明後日罷下彼国、可令祈雨者、… 水左記 増補史料大成 8

治暦元年（1065）～承暦 4年（1080）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

承暦 04 6 0 19 10800714 京都 洪水渺茫、近水之倫殆為魚鼈矣、 扶桑略記 30 新訂増補国史大系

承暦 04 10 0 23 10801223 京都 依炎気近、人々又以参内、然而炎不及四隣［  ］予帰、于時
雨脚滂沱、 水左記 増補史料大成 8

永保 01 2 0 10 10810328 改元 辛酉革命、 皇年代略記 古事類苑 1

永保 01 4 0 15 10810601 京都 終夜甚雨、 帥記 増補史料大成 5

永保 01 4 0 16 10810602 京都
甚雨…如聞食者、河水已不可渡云々、何様可候事乎、御
報云、今朝所遣仰検非違使等罷向河原検臨水勢橋体可令
申也、

帥記 増補史料大成 5

永保 01 4 0 16 10810602 京都
頭弁令申云、今朝検非違使佐良令申云、凡所亘候橋四也、
而三橋已流了、今一橋雖未流、自上水流、可難渡給者、
遣上桂河鵜舟等了者、…

帥記 増補史料大成 5

永保 01 5 0 5 10810620 京都 此間雷電相頻、雨脚如沃、京中如何無不霑潤、臨昏着畢、帥記 増補史料大成 5

永保 01 5 0 18 10810703 京都 依伊家伝仰止雨奉幣事、候所参内候也、… 帥記 増補史料大成 5

永保 01 5 0 18 10810703 京都 此宣命云、自今月朔雨脚不止者、是自去月晦日下之（也カ）、依実可被改正、又注載不可有洪水愁之由、可相加旱魃字歟、帥記 増補史料大成 5

永保 02 0 0 0 10820207 天下（弘前）天下飢饉、 日記 八木橋文庫

永保 02 4 0 0 10820507 天下 夏大旱、天下大飢、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

永保 02 7 0 16 10820818 京都 於神泉、修請雨経法、…（7月 25日条）不雨、 東寺王代記 続群書類従 29下

永保 02 7 0 16 10820818 天下

自今日、於神泉苑、令阿闍梨範俊修請雨経法、去四月以還、
雨沢難降、苗稼有枯旱之愁、仍被始修也、一七ケ日、全
無其験、雖延修二ケ日、亦以無験、天之令然、人力不及歟、
五畿七道田畠、天下飢饉、古今無雙、俗曰、是由去年三
井寺仏像経巻焼失之災也、

扶桑略記 30 新訂増補国史大系 

永保 02 7 0 20 10820822 京都 始自今日三ケ日、陰陽頭道言、於神泉苑奉仕五龍御祭云々、請雨経御修法之時、又有此祭云々、 水左記 増補史料大成 8

永保 02 8 0 17 10820918 京都 諸卿定申造宮事、今年依炎旱、可停止云々、 百錬抄 5-37 新訂増補国史大系
永保 03 4 0 8 10830503 筑前 筑前高良ノ宮ニ大雪降、 年代記配合抄 内閣文庫
応徳 01 2 0 7 10840321 改元 甲子革令、 百錬抄 5 古事類苑 1

応徳 01 11 0 8 10841214 京都 此秋、疱瘡、諸人不免、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

応徳 02 0 0 0 10850204 諸国 是歳饑饉、 年代記抄 日本震災凶饉攷
応徳 02 3 0 15 10850417 京都 申時雪降、尚如季冬、 扶桑略記 30 新訂増補国史大系
応徳 02 3 0 16 10850418 京都 霜降、 扶桑略記 30 新訂増補国史大系
応徳 02 5 0 10 10850610 京都 京都大雪、 為房卿記 日本の気象史料
応徳 02 8 0 0 10850829 肥後 秋八月、大宰府言、管内肥後国阿蘇宮雪降、 続本朝通鑑 日本の気象史料
応徳 02 8 0 26 10850923 京都 大風雨、四王院顚倒、 本朝年代記 日本震災凶饉攷
応徳 02 9 0 11 10851008 肥後 勘大宰府言上、阿蘇宮雪降事、 朝野群載 日本の気象史料

応徳 04 2 0 12 10870325 京都 未刻許、京中有大焼亡、自大炊御門北、自一条南、自西洞院東、自室町西東、小屋等皆悉為灰燼也、 中右記 1 大日本史料 3-1

応徳 04 3 0 18 10870429 京都 終日大雨、依大水、次日被参着云々、 中右記 1 増補史料大成 9

応徳 04 4 0 7 10870517 改元 即位、 百錬抄 5 新訂増補国史大系

寛治 01 5 0 27 10870706 世間 早旦参殿、殿下以下予、被奏院云、世間病患間、有其聞、来廿七日、於大極殿、先一箇日被転読大般若経如何、… 為房卿記 大日本史料 3-1

寛治 01 6 0 28 10870805 京都 病者らに賑給、 朝野群載 11 人権歴史年表

寛治 01 7 0 16 10870822 京都
依炎旱、有丹生・貴布袮奉幣事、十七日…於神泉苑被掃
霊池、…又於室生龍穴被行御読経、…十八日、…入夜暴雨、
二十九日旱災猶不休、…

祈雨日記 続群書類従 25下

寛治 01 7 0 29 10870904 京都 旱炎猶不休、仍於神泉、被始祈雨御読経、 祈雨日記 日本凶荒史考
寛治 01 7 0 29 10870904 京都 自今日三ケ日、於神泉苑、被行孔雀経御読経、依祈雨也、本朝世紀 21 新訂増補国史大系
寛治 01 8 0 1 10870906 京都 被延神泉御読経、依雨沢不降也、 本朝世紀 21 新訂増補国史大系
寛治 01 8 0 7 10870912 京都 神泉祈雨御読経結願、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 01 8 0 7 10870912 京都 神泉御読経終也、時々雷雨、非無御祈験歟、晩頭、民部卿経信参入、有軒廊御卜事、依炎旱也、 本朝世紀 21 新訂増補国史大系

寛治 01 8 0 9 10870914 京都 被立五社奉幣＜伊世・石清水・稲・大原野・祇＞、是依炎旱、被行御卜、成祟神社等也、 本朝世紀 21 新訂増補国史大系

承暦 4年（1080）～覚治元年（1087）
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寛治 01 8 0 10 10870915 京都 於神泉、修請雨経法、当日申刻并十三日雨降、 東寺王代記 続群書類従 29下
寛治 01 8 0 10 10870915 京都 自今日七ケ日、於神泉苑、被修請雨経…申剋以後大雨、 本朝世紀 21 新訂増補国史大系
寛治 01 8 0 11 10870916 京都 神泉祈雨御読経、先例不及七箇日、… 本朝世紀 21 新訂増補国史大系
寛治 01 8 0 29 10871004 京都 今日、於神泉苑、被行孔雀経御読経、為祈雨也、 本朝世紀 21 新訂増補国史大系
寛治 02 7 0 0 10880727 諸国 七月一点不雨…人民餓死無限、 立川寺年代記 日本の気象史料
寛治 02 7 0 3 10880729 天下 問、日来天下旱魃、依何咎哉、 朝野群載 日本の気象史料
寛治 02 7 0 9 10880804 越中 一点不雨、九日、脱雷電大鳴、大光物諸国飛舞、 立川寺年代記 続群書類従 29下
寛治 02 8 0 1 10880825 京都 去夜風雨、今朝雨灑、少遷雨止、…午後甚雨、 帥記 増補史料大成 5

寛治 03 4 0 25 10890612 常陸 鹿島大雪降、 年代記配合抄 内閣文庫
寛治 03 5 0 8 10890624 京都（標出：祈雨奉幣）神祇使被立云々、 後二条師通記上 大日本古記録

寛治 03 5 0 8 10890624 京都 依祈雨有奉幣二社、去三四月間、時々雨下、凡寛治元・二共有炎旱憂、被止去年相撲等、而今年又有此憂也、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 03 5 0 10 10890626 京都 夜暁雨下、依奉幣歟、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 03 5 0 13 10890629 京都 最勝講始、早旦先有廿二社奉幣定、依祈雨也、今日、於神泉有御読経、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 03 5 0 13 10890629 京都 於神泉、被行孔雀経御読経、 祈雨日記 続群書類従 25下

寛治 03 5 0 19 10890705 京都 有奉幣廿二社、於大極殿被立使、依祈雨也、申剋以後、天陰大雨、是神之助也、人々信也、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 03 5 0 19 10890705 京都 依炎旱＜七月中旬以後不降＞、奉幣廿二社之後、暴雨滂沱、… 祈雨日記 続群書類従 25下
寛治 03 5 0 21 10890707 大和 於東大寺、有千僧御読経、…依祈雨也、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 03 5 0 21 10890707 京都 為祈雨、定賢行孔雀経法、 東寺王代記 続群書類従 29下
寛治 03 7 0 0 10890815 京都 七月又炎旱、同人、於醍醐、行孔雀経法、又雨下云々、 東寺王代記 続群書類従 29下
寛治 04 5 0 6 10900612 京都 雨請事被行、 後二条師通記 大日本古記録
寛治 04 5 0 6 10900612 京都 近日頗炎旱、仍今日、有祈雨奉幣也、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 04 5 0 7 10900613 京都 今日雨降、神之助也、 中右記 1 大日本史料 3-1
寛治 04 6 0 20 10900725 京都 東方発中風云々、小雨降云々、 後二条師通記 大日本史料 3-1
寛治 04 6 0 23 10900728 京都 天晴中風吹、世人為恠云々、 後二条師通記 大日本史料 3-1
寛治 04 9 0 25 10901026 京都 有非常赦、是依主上御厄年、并今年近日、疾疫発聞也、云々、中右記 1 増補史料大成 9

寛治 05 1 0 12 10910209 京都 大風、大極殿西廊二十三間顚倒、 扶桑略記 30 大日本史料 3-2

寛治 05 1 0 12 10910209 京都 今日大雨、入夜大風、小屋等皆悉以破損、八省西廊顚倒云々、 中右記 1 大日本史料 3-2

寛治 05 1 0 12 10910209 京都 大風、八省西廊顚倒、 百錬抄 5-41 新訂増補国史大系
寛治 05 6 0 29 10910724 京都 雨請、有三ケ日云々、 後二条師通記中 大日本古記録
寛治 05 8 0 0 10910922 京都 大風、 合符 .関白記 日本震災凶饉攷
寛治 05 8 0 0 10910922 大和 金峯山鳴動例／…但寛治五年依風顚倒也、 金峯山鳴動例 大日本史料 3-2
寛治 05 8 0 10 10911001 大和（8月 17日条）申時大風俄令申礼堂（金峯山）被吹倒之由、 後二条師通記中 大日本史料 3-2

寛治 05 8 0 16 10911007 大和（標出：大風により金峯山礼堂倒る）金山寺礼堂被吹風、已臥了之由所申也、
後二条師通記
中 大日本古記録

寛治 06 0 0 0 10920216 近畿 和泉・紀伊是歳旱魃、 後二条師通記中 大日本古記録

寛治 06 0 0 0 10920216 越後 寺尾泊＜寺泊の古名也＞大津波にて、角田・古潟・砂山・飛島・榎島・蒲原島・松島・沼垂等、打崩し海となる、
新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

寛治 06 8 0 3 10920913 伊勢
大風、諸国洪水、高潮之間、民烟田畠多以成海、百姓死
亡不可称計、伊勢太神宮宝殿一宇并四面廊等皆為大風顚
倒、

扶桑略記 30 大日本史料 3-2

寛治 06 8 0 4 10920914 伊勢 大風、太神宮西宝殿・豊受宮東西宝殿等顚倒、 百錬抄 5-41 新訂増補国史大系
寛治 06 8 0 9 10920919 京都 雨止奉幣立、午刻日脚初見、 後二条師通記中 大日本史料 3-2

寛治 06 8 0 9 10920919 京都 今日、有止雨奉幣＜二社＞…七、八日天陰時々大雨、仍河辺人屋、多以流損之由、頗有其聞也、
中右記 7（脱
漏追加） 増補史料大成 15

寛治 06 8 0 13 10920923 伊勢 一日為大風、伊勢大神宮宝殿被吹倒也、国家大事也、 後二条師通記中 大日本古記録

寛治 06 8 0 15 10920925 世間 霖雨之間、人民愁気無極、世間有其聞歟、東国旁溢、二千人許与魚［ ］云々、
後二条師通記
中 大日本古記録

寛治 06 9 0 1 10921010 京都
卯剋雨降、響東川、謝北辰、先是平張為大風被吹倒也、
万人物笠吹放地上、早々帰宅、参高陽院、甚雨無極、坂
東人民愁歎交深、亥時吹大風、雨脚無音、

後二条師通記
中 大日本古記録

覚治元年（1087）～覚治 6年（1092）
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寛治 07 0 0 0 10930205 諸国 痘瘡盛に行はれ、年をこえて止まず、 大日本史 日本震災凶饉攷
寛治 07 3 0 29 10930503 京都 此春、頗有寒気、少暖日三月雨脚頻下、地震数度、 中右記 7 大日本史料 3-2
寛治 07 8 0 18 10930917 京都 甚雨密降、雷鳴、晩頭雨宜、 後二条師通記中 大日本史料 3-2

寛治 07 8 0 18 10930917 京都 終日大雨、所々有人家流聞、天変所指洪火如指掌歟、博士親宗進天文奏、 中右記 7 大日本史料 3-2補

寛治 07 8 0 18 10930917 京都 終日大雨洪水、古今無双、 扶桑略記 30 新訂増補国史大系 
寛治 07 9 0 11 10931009 京都 今日終日雨脚下、入夜大風、京中舎屋多以破損、 中右記 7 大日本史料 3-2補

寛治 07 11 0 0 10931128 世間
（嘉保 1.1.20条）従去十一・十二月、及此正月、世間有疱
瘡聞、就中近日多夭命者云々、十七歳以下小児一人不残歟、
雖老者免先度者、復遇此病云々、

中右記 7 大日本史料 3-3

寛治 07 12 0 4 10931230 世間 近日世間有赤疱瘡聞、十余歳以下小児一人不残云々、 中右記 7 大日本史料 3-3
寛治 08 0 0 0 10940125 諸国 諸国痘瘡流行、 皇年代記 日本震災凶饉攷

寛治 08 1 0 0 10940125 諸国
台嶺之僧来談云、去十二月此正月比、山上頻雪下、積及
四五尺、僧房頗損、下人多失命者、老僧等申云、七十余
年後未有如此事云々、美乃・尾張・北陸道已及数丈者、…

中右記 7 大日本史料 3-3

寛治 08 1 0 10 10940203 京都 是年来之飲水病云々、 中右記 7 大日本史料 3-3
寛治 08 1 0 16 10940209 京都 陽明門院…崩、…赤疱瘡所害也、 扶桑略記 30 新訂増補国史大系 

寛治 08 1 0 20 10940213 世間
従去十一、十二、及此正月、世間有疱瘡聞、就中、近日
多夭命者云々、十七歳以下小児、一人不残歟、雖老者、
免先度者、復遇此病云々、

中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 1 0 25 10940220 京都 従今日、於祇園宝前、有公家御祈仁王講＜僧三口＞大般若御読経＜六口＞、是疱瘡御祈也、 中右記 1 大日本史料 3-3

寛治 08 1 0 30 10940223 京都 …藤敦基朝臣卒去、飲水之病云々、 中右記 1 大日本史料 3-3

寛治 08 3 1 11 10940504 京都 従早旦、天陰雨下、此一月許、無雨脚下、天降甘雨、民成歓歟、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 3 1 12 10940505 京都 有祈雨奉幣＜二社＞… 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 3 1 20 10940513 京都 従今、五十日間、神祇官人於本官祈申甘雨之事、已依有炎旱也、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 3 1 23 10940516 京都 天陰雨下、神祇官所祈請、神験灼然也、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 3 1 26 10940519 京都 是於本官七ケ日間祈請甘雨処、依雨脚頻下也、神験顕然者歟、 中右記 1 大日本史料 3-3

寛治 08 3 1 26 10940519 京都
天陰雨下、入夜、召神祇官少副中臣輔弘、於殿上、口給録…、
是於本官七ケ日間、祈請甘雨処、依雨脚頻下也、神験顕
然者歟、

中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 4 0 19 10940610 京都 終日大雨、民間成喜云々、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 6 0 29 10940818 京都 従今日於神祇官、有祈雨御祈、 中右記 1 大日本史料 3-3
寛治 08 7 0 1 10940820 京都 及暁大雨、 中右記 1 大日本史料 3-3

寛治 08 7 0 7 10940826 京都 従明日五ケ日、於龍穴、仰法印大和尚位済尋、転読仁王経、可祈甘雨者、… 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 7 0 9 10940828 京都 申時以後、雨脚下、有神感歟、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 7 0 26 10940914 京都 止雨奉幣＜二社＞、此十余日、大略連日甚雨、仍秋霖之愁間、有其聞也、 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 8 0 10 10940928 京都 大雨、近日数十日間、多以雨下、有秋霖愁云々、祭主親定参神祇官、祈申止雨之由云々、… 中右記 1 増補史料大成 9

寛治 08 9 0 23 10941109 天下 又於祇園宝前被始大般若御読経、近日天下有疱瘡之聞故也、 中右記 1 大日本史料 3-3

嘉保 01 12 0 15 10950129 改元 依疱瘡也、 百錬抄 5-42 新訂増補国史大系

嘉保 01 12 0 30 10950213 天下 去年冬、天下自疱瘡引及此春、又今年秋冬、赤疱瘡、可云凶年歟、仍已改元、 中右記 1 増補史料大成 9

嘉保 02 5 0 25 10950705 京都 雨脚滂沱、久雨不下、民間有憂之由、風聞之比、已以大雨、誠是甘雨歟、 中右記 1 増補史料大成 9

嘉保 02 6 0 20 10950730 京都 今日、有祈雨奉幣＜二社＞…又、蔵人仲正向神泉苑払清池、午後天陰雷鳴、雨頗下、神明之徴歟、 中右記 1 増補史料大成 9

嘉保 02 6 0 24 10950803 京都 終日大雨大風、入夜頻大雨、奉幣之徴歟、 中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 12 0 15 10960119 改元 依疱瘡也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

永長 01 5 0 5 10960604 京都 雹降、大如梅、 如是院年代記 新校群書類従 20

覚治 7年（1093）～永長元年（1096）
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永長 01 5 0 9 10960608 京都 大雹雨、大ナルハ柚許、小ハ橘許、 慶延記 大日本史料 3-4
永長 01 5 0 9 10960608 京都 午時、天有奇雲、暴風雷声、甚雨氷降、 後二条師通記下 大日本古記録

永長 01 5 0 9 10960608 京都 未時許、天陰大雨、雷電雨之中、又雨雹、大如梅、落地暫不消、依為非常変、馳参内、… 中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 5 0 18 10960617 天下 江中納言有軒廊御卜、是一日之雹雨恠異者、官寮共、天下大疫者、 中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 6 0 7 10960705 京都 今日於陣被立奉幣使、…是従去月十日以後不雨、近日民戸頗有炎気旱憂云々、仍被立也、 中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 6 0 7 10960705 京都 祈雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

永長 01 6 0 11 10960709 京都 遣神泉苑令払清池、… 中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 6 0 17 10960715 京都［仰云］醍醐法眼僧覚請雨経法可行也、 後二条師通記下 大日本古記録

永長 01 7 0 1 10960728 京都
就中、従去五月中旬、炎旱殊甚、時々雖有小雨、不及庭湿、
仍祈雨御祈等、旁雖被勤修、甘雨不下、而今日天陰雨下、
是雖仏法験力、又帝徳之所致歟、

中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 7 0 5 10960801 京都

件奉幣、日者有旱魃之憂、仍有軒廊御卜、六社相当成祟
之方神、而相加丹生・貴布袮、為祈甘雨所被行也、但、
宣命之中、炎旱之由、天下不閑之由、主上御慎之由、同
被作載云々、…宣命被奏之間、天俄陰雨頗下、御祈霊験
令然歟、

中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 7 0 9 10960805 京都 蔵人式部丞宗仲払神泉池、晩頭甘雨下、霊験歟、 中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 8 0 29 10960924 京都 今月、大略霖雨、多以天陰、 中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 9 0 3 10960927 京都 今夜、終夜大風大雨、 中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 9 0 30 10961024 天下 宮卜申、天下疾疫・兵革、寮占申、天下疾疫・兵革・公家御薬、 中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 9 0 30 10961024 天下 八、九月比、天下之人、有夭亡之聞、 中右記 1 増補史料大成 9

永長 01 12 0 9 10970101 伊勢［裏書］後聞、伊勢国阿乃津民戸地震之間、為大波浪多以被損云々、凡諸国有如此事、近代以来、地震未有如此例也、中右記 1 増補史料大成 9

永長 02 0 0 0 10970122 諸国 痘瘡流行、 年代記抄 日本震災凶饉攷

永長 02 0 0 0 10970122 越中 大地震動、或面身悪瘡出来、或悩、人民多死、又洪水出、国土損事無限、 立川寺年代記 続群書類従 29下

永長 02 1 1 16 10970308 世間 凡今年正月之比、世間之人多有夭亡之聞、 中右記 2 増補史料大成 10

永長 02 3 0 10 10970430 京都 昨日、一昨日、大雨之間、淀川浮橋、皆流損了、 中右記 2 増補史料大成 10

永長 02 3 0 13 10970503 京都 就中、淀・桂川浮橋等、一日大雨之間、為大水、被推流由也、中右記 2 増補史料大成 10

永長 02 3 0 27 10970517 京都 桂川東、今初新小川出来、是昨日、一昨日、甚雨之間、河水漲来自成淵源也、 中右記 2 増補史料大成 10

永長 02 7 0 16 10970831 京都 有祈雨奉幣…去六月頗以炎旱、仍有祈雨奉幣、 中右記 2 大日本史料 3-4
永長 02 7 0 28 10970912 京都 又止雨奉幣被立云々…近日霖雨、民間有憂云々、 中右記 2 増補史料大成 10

永長 02 8 0 0 10970915 近江［官宣旨］近江国司訴申…得彼国司今月十七日解状称、…就中今年去八月大風、洪水之難殊甚、民戸絶烟、… 東大寺文書 平安遺文 4-1388

永長 02 8 0 4 10970918 諸国 京都及び諸国洪水、山岳崩壊太だ多し、 本朝年代記 日本震災凶饉攷

永長 02 8 0 5 10970919 京都
朝間大雨、午後風大吹、京中雑舎多以顚倒、樹木皆折、
左近府屋顚倒之間、府生季吉被雨打殺、又吉上一人被損、
円乗寺顚倒、此外所々、舎屋多以破損、洪水大風、民戸
成憂云々、

中右記 2 増補史料大成 10

永長 02 8 0 5 10970919 京都 朝間大雨大風、左近府屋顚倒之間… 中右記 7（目録）増補史料大成 15

永長 02 8 0 15 10970929 京都
今日、放生会延引、去五日大風・洪水之間、彼八幡宿院辺、
多有死人、就中、別当法印頼清新造堂、顚倒之間、下人多死、
件穢気遍満寺家之故也、

中右記 2 増補史料大成 10

永長 02 9 0 11 10971024 京都  此四、五日、天陰雨下、秋霖之憂、民戸殊深、 中右記 2 増補史料大成 10

永長 02 9 0 28 10971110 京都 庁事了後、渡南所、々々東屋已顚倒、是大風之所致也、…今秋大風以後、破壊無極、… 中右記 2 増補史料大成 10

承徳 01 0 0 0 10980102 越後 川々大供（洪）水ニて、村々民家を流す、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

承徳 01 11 0 21 10980102 改元 依天変・地震・洪水也、 皇代記 新校群書類従 2

承徳 01 12 0 12 10980123 京都 亥時許、頗以大風大雨、空有光燿、若是何徴哉、 中右記 2 増補史料大成 10

承徳 02 2 0 27 10980407 天下 祈年穀奉幣也、…左小弁有信作宣命、当日早旦被奏草也、無辞別、但、去年秋頻逢風水、天下不登由、被作載云々、… 中右記 2 増補史料大成 10

永長元年（1096）～承徳 2年（1098）
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承徳 02 4 0 24 10980602 天下 被勘申諸社御読経日時＜明後日＞…以上、明後日可被行者、行事右中弁、是依天下疾疫之聞也、 中右記 2 増補史料大成 10

承徳 02 4 0 25 10980603 天下 被勘申臨時奉幣日時＜来月二日＞、是依天下疾疫也、 中右記 2 増補史料大成 10

承徳 02 5 0 2 10980609 天下 今日、有臨時廿二社奉幣云々、…近日天下頗有疾疫、仍所被行也、 中右記 2 増補史料大成 10

承徳 02 5 0 10 10980617 京都 此十余日霖雨、河水泛溢也、 中右記 2 増補史料大成 10

承徳 02 6 0 2 10980709 京都 従去月十九日、及今朝、霖雨、鴨河泛溢、押流河原人家等云々、 中右記 2 増補史料大成 10

承徳 02 6 0 3 10980710 京都 今日、可被立止雨奉幣使也、… 中右記 2 増補史料大成 10

承徳 02 6 0 3 10980710 京都 止雨奉幣使被立、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

承徳 02 8 0 8 10980911 京都 大洪水、 神皇正統録 日本の気象史料
承徳 02 8 0 13 10980916 京都 今日大雨、京中如何、 中右記 2 増補史料大成 10

承徳 02 11 0 20 10981221 京都 此間、大以風雨、於前屋中奉幣、是雨儀也、…桂川弥以水出、以舟渡之、予車於河岸下打覆、是不覚之下人所為也、 中右記 2 増補史料大成 10

承徳 03 0 0 0 10990130 京都 疫病行はる、 外記日記 日本震災凶饉攷

承徳 03 2 0 0 10990301 京都 今月下旬以後、京中井水、皆以涸渇、旬日以来、無雨之所致也、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系

承徳 03 2 0 24 10990324 世間 於大極殿、被行千僧御読経＜観音経＞依世間不静御祈也、本朝世紀 22 新訂増補国史大系
承徳 03 3 0 0 10990331 京都 春、京師雨なく、井水皆涸れる、 外記日記 日本震災凶饉攷

承徳 03 3 0 6 10990405 京都 祈雨二社被立奉幣使、神祇官人也、春間不降雨、仍被立奉幣使者、
後二条師通記
下 大日本古記録

承徳 03 3 0 6 10990405 京都 祈雨奉幣二社、… 中右記 7（目録）増補史料大成 15

承徳 03 3 0 6 10990405 京都 終日雖降雨、被立祈雨丹貴奉幣使、依兼日議也、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系
承徳 03 3 0 27 10990426 京都 今夜、被原免軽犯囚左右九十人、依疾疫、旱災也、 本朝世紀 22 大日本史料 3-5

承徳 03 4 0 28 10990427 世間 被定申諸社諸寺如説仁王会日時＜来月九日辛亥＞、依世間不静御祈也、 本朝世紀 22 大日本史料 3-5

承徳 03 4 0 28 10990427 京都 陰雨降、世不静…亥刻許仁王講、於南殿百座可被行之僧名覧之、又於近国可致祈禱可下知者宣下已了、
後二条師通記
下 大日本史料 3-5

承徳 03 5 0 6 10990603 世間 依世間不静、廿二社奉幣被立、 後二条師通記下 大日本古記録
承徳 03 5 0 6 10990603 京都 被立廿二社奉幣使、被祈民間之疾病也、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系
承徳 03 5 0 9 10990606 京都 為攘疾疫、於南殿被行百座仁王会、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系
承徳 03 5 0 27 10990624 大和 於東大寺、被行千僧御読経＜観音経＞依疾疫也、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系

承徳 03 6 0 9 10990705 世間 今夜主上渡御内侍所云々、依院御時例所被行也、依世間不静（疾疫の流行）之故也、
後二条師通記
下 大日本史料 3-5

承徳 03 6 0 23 10990719 京都 自今日、三ケ日、於南殿被行大般若御読経＜六十口＞、依疾疫也、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系

承徳 03 7 0 25 10990820 京都 被行非常赦令、天変地震疾疫等也＜触伊勢太神宮、住吉訴者、藤井範忠［  ］不免＞、 本朝世紀 22 大日本史料 3-5

承徳 03 7 0 25 10990820 京都 左大臣参入、被行非常赦令、依天変、地震、疾疫等也、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系
承徳 03 8 0 8 10990901 京都 自今日、於神泉苑、被始行孔雀経御読経、依祈雨也、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系
承徳 03 8 0 14 10990907 京都 被立祈雨丹貴奉幣使、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系
承徳 03 8 0 16 10990909 京都 神泉御読経結願也、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系
承徳 03 8 0 21 10990914 京都 終日小雨、入夜大雨、自今日五ケ日、龍穴御読経也、 本朝世紀 22 新訂増補国史大系
承徳 03 8 0 25 10990918 改元 依天変・地震也、 皇年代略記 新校群書類従 2

康和 01 8 0 28 10990921 改元 依地震、疾病也、 百錬抄 5 新訂増補国史大系
康和 01 8 0 28 10990921 改元 依地震・疾疫也、 皇代記 新校群書類従 2

康和 02 6 0 0 11000716 越後 六月中旬、紅の雪ふる、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

康和 02 8 0 25 11001007 京都 止雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

康和 03 0 0 0 11010207 京都 霖雨、国土損耗多し、 年代記抄 日本震災凶饉攷
康和 03 0 0 0 11010207 越中 又霖雨久降、国土損亡、 立川寺年代記 続群書類従 29下
康和 03 3 0 13 11010420 京都 氷雨＜去夜雷電＞、 中右記 2 大日本史料 3-6
康和 03 6 0 19 11010723 京都 依祈雨奉幣二社、 殿暦 1 大日本古記録
康和 03 6 0 19 11010723 京都 祈雨奉幣＜二社＞、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

承徳 2年（1098）～康和 3年（1101）
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康和 03 6 0 20 11010724 京都 午刻許陰、時々雨下、申刻許退出、其間発雷声、雨盛降、殿暦 1 大日本史料 3-5
康和 03 7 0 25 11010828 京都 今日俄料（祈）雨奉（幣脱カ）、 殿暦 1 大日本古記録
康和 03 7 0 29 11010901 京都 於東寺被修孔雀明王法云々、 殿暦 1 大日本古記録
康和 03 9 0 2 11011003 京都 今日止雨奉幣、 殿暦 1 大日本古記録
康和 03 9 0 2 11011003 京都 止雨奉幣＜二社＞、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

康和 05 1 0 21 11030308 京都 丑時、日華門為風傾頽、 本朝世紀 23 新訂増補国史大系
康和 05 4 0 14 11030528 京都 未時雹降、大如梨子、 如是院年代記 日本の気象史料
康和 05 4 0 21 11030604 京都 天晴、午剋許、天陰雨降、馬見間、雷電鳴、極大、 殿暦 1 大日本史料 3-7
康和 05 4 0 21 11030604 京都 未時許大雷電、 中右記 2 大日本史料 3-7
康和 05 5 0 23 11030706 京都 未時許天晴大雷電、 中右記 2 大日本史料 3-7
康和 05 6 0 25 11030806 京都 有祈雨奉幣云々、… 中右記 2 増補史料大成 10

康和 05 6 0 25 11030806 京都 被立祈雨丹貴奉幣使、 本朝世紀 23 新訂増補国史大系
康和 05 7 0 5 11030816 京都 雨降、炎旱之比、可謂甘沢、 本朝世紀 23 新訂増補国史大系
康和 05 8 0 0 11030911 京都 八～十一月、霖雨、 外記日記 日本震災凶饉攷
康和 05 8 0 25 11031005 改元 依地震・疾疫也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

康和 05 8 0 29 11031009 京都 止雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

康和 05 9 0 8 11031017 京都 今日甚雨（有止カ）奉幣、 殿暦 1 大日本古記録
康和 05 9 0 8 11031017 京都 止雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

康和 05 9 0 13 11031022 京都 依霖雨、有軒廊御卜、 本朝世紀 23 新訂増補国史大系

康和 05 9 0 14 11031023 京都 雨甚降、参京極殿、次見水＜大炊御門末＞…樻川橋流了云々、 殿暦 1 大日本古記録

康和 05 9 0 15 11031024 世間 天陰、雨猶降、世間無術事歟、五畿内無術由有聞、仍一昨日有軒廊御卜、 殿暦 1 大日本古記録

康和 05 9 0 18 11031027 京都 今止雨奉幣俄被行也、 殿暦 1 大日本古記録
康和 05 9 0 18 11031027 京都 止雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

康和 05 9 0 18 11031027 京都 被立止雨丹貴奉幣使、 本朝世紀 23 新訂増補国史大系
康和 05 9 0 30 11031108 京都 暁更、雷鳴雨降、立冬之後、尤為異而已、 本朝世紀 23 新訂増補国史大系
康和 05 11 0 7 11031214 京都 有七社奉幣、洪水之由御卜之所、告成祟神社也、… 中右記 2 増補史料大成 10

康和 05 11 0 7 11031214 京都 七社奉幣＜依洪水事也＞、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

康和 05 11 0 7 11031214 京都 被立五社奉幣使＜伊・平・稲・祇・北＞是去秋比、依霖雨、被行御卜、有祟之故也、 本朝世紀 23 新訂増補国史大系

康和 05 11 0 19 11031226 京都 依洪水、式日延引事、… 本朝世紀 23 新訂増補国史大系
長治 01 2 0 10 11040315 改元 依天変、大赦也 一代要記 古事類苑 1

長治 01 3 0 30 11040503 京都 此春有寒気、万木花遅開、又天雖陰雨難降、 中右記 2 増補史料大成 10

長治 01 6 0 0 11040701 越後 六月、紅雪ふる、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

長治 01 6 0 20 11040720 京都 今日祈雨奉幣、 殿暦 1 大日本古記録
長治 01 6 0 20 11040720 世間 有祈雨奉幣＜二社＞、…六月中雨不下、世間有炎旱憂歟、… 中右記 2 増補史料大成 10

長治 01 6 0 21 11040721 京都 去比神泉院池被掃也、雖然雨不降、 殿暦 1 大日本古記録
長治 01 6 0 30 11040730 京都 従今日六ケ日、率廿口僧侶、為祈雨所被始行也、 中右記 2 増補史料大成 10

長治 01 7 0 3 11040802 天下
暁甘雨下、頗雷電、去六月中、雨不下、天下有炎旱憂、
仍従晦日、於神泉苑、以廿口禅侶、被転読孔雀経、而已
甘雨降、仏法霊験令然、誠是随喜也、

中右記 2 増補史料大成 10

長治 01 7 0 3 11040802 京都 神泉御読経験、甘雨下、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

長治 01 7 0 6 11040805 京都 有廿二社奉幣云々、…是依被祈甘雨也、 中右記 2 増補史料大成 10

長治 01 7 0 10 11040809 京都 今朝大雨、人民成喜歟、 中右記 2 増補史料大成 10

長治 02 0 0 0 11050125 北陸 北陸道ニ紅ノ雪降、消モ紅也、 年代記配合抄 内閣文庫
長治 02 0 0 0 11050125 天下 天下疫病行はる、 永昌記 日本震災凶饉攷
長治 02 2 1 22 11050315 世間 世間不静（標出：疫病流行）、仍以僧六口大般若経を始、 殿暦 2 大日本古記録

長治 02 3 0 5 11050427 世間 今日、於東大寺、被行千僧御読経…＜観音経、世間不静御祈＞、 中右記 3 大日本史料 3-8

長治 02 3 0 10 11050502 京都 夜前、洪水漲来、桂河無船、人々遅々、夜半事始、 中右記 3 増補史料大成 11

康和 3年（1101）～長治 2年（1105）
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長治 02 4 0 14 11050605 世間 従世間不静、仍相撲使被止了、 殿暦 2 大日本史料 3-8

長治 02 4 0 23 11050614 世間 世間不静、仍以十口僧修仁王講、自今日限十箇日、百座也、入夜事了、 殿暦 2 大日本史料 3-8

長治 02 4 0 23 11050614 天下 軒廊御卜、十二社御読経＜依天下疾疫也＞、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

長治 02 4 0 24 11050615 天下 近日、天下不閑、路頭病人不可勝計、河原之辺、死人充満云々、 中右記 3 増補史料大成 11

長治 02 5 0 0 11050621 京都［堀河天皇宣旨案］…灌頂堂壱宇…就中去五月之比、霖雨頻降、四面築垣一歩不全、 東寺文書射 平安遺文 4-1642

長治 02 5 0 3 11050623 京都 去廿七日以後、雨脚滂沱、河水泛溢、毎日大雨、 中右記 3 増補史料大成 11

長治 02 5 0 6 11050626 京都 近日連日大雨、京中深泥、道路多煩、 中右記 3 増補史料大成 11

長治 02 5 0 8 11050628 京都 今日、時々天晴、従去廿七日、及今日、連日大雨、全無扶桑光、今得晴、 中右記 3 増補史料大成 11

長治 02 5 0 11 11050701 京都 天陰雨甚降、申時許、以検非違使時真遣見河原、帰来云、御堂方水近罷寄、又一条北方堤破了、余行向見水、 殿暦 2 大日本古記録

長治 02 5 0 12 11050702 京都 経祈（止）雨奉幣、 殿暦 2 大日本古記録
長治 02 5 0 12 11050702 京都 今日、有止雨奉幣、…＜二社当日被勘日時也＞、 中右記 3 増補史料大成 11

長治 02 5 0 12 11050702 京都 止雨奉幣＜二社＞軒廊御卜、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

長治 02 5 0 13 11050703 京都 雨猶不止、已及数日、民烟頗有洪水憂云、 中右記 3 増補史料大成 11

長治 02 5 0 14 11050704 山城
此暁、雨脚大下、衆人成憂、数日霖雨、一天憂歟、宮庭
変池、道路成皮川、往反之者、於事有煩、就中、院御所
鳥羽、洪水殊甚、鴨河・桂河共以泛溢、已及御倉、御物
頗以湿損云々、午後以後、天間得晴、

中右記 3 増補史料大成 11

長治 02 6 0 23 11050811 京都［堀河天皇宣旨案］…已経四箇年春秋、其間風雨連年、霜露追日、腐敗顚倒弥盛、 東寺文書射 平安遺文 4-1641

長治 02 7 0 17 11050904 京都 此四、五日、毎日大雨、 中右記 3 増補史料大成 11

長治 02 7 0 26 11050913 世間 主上玉体不予御也、…毎日令発給如瘧病也、凡世間此病、近日競発云々、 中右記 3 増補史料大成 11

長治 02 8 0 9 11050925 京都 止雨奉幣也、 殿暦 2 大日本古記録

長治 02 8 0 9 11050925 京都 為止雨奉幣二社、…此秋霖雨渉旬日、民戸成憂云々、仍所被行也、 中右記 3 増補史料大成 11

長治 02 12 0 30 11060212 京都 夏比大洪水、民戸成憂、 中右記 3 増補史料大成 11

長治 03 0 0 0 11060213 天下 是歳天下疾疫、 永昌記 日本疾病史
長治 03 4 0 0 11060512 京都 ＜年中行事相撲＞停止 嘉承元四＜依疾疫止使＞、 樗嚢抄 大日本史料 3-8
長治 03 4 0 0 11060512 越中 郡大雪降、希有也、 立川寺年代記 続群書類従 29下
嘉承 01 4 0 9 11060520 改元 依彗星也、 百錬抄 5 新訂増補国史大系
嘉承 01 4 0 12 11060523 天下 天下疾疫間（マヽ）依競起、被行四角四堺祭、 永昌記 増補史料大成 8

嘉承 01 5 0 9 11060619 天下 於大極殿、有千僧御読経、…近日、天下疾疫遍満、道路積骸骨、仍有御祈也、但、下人多病者、未及高也、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 01 5 0 25 11060705 京都 三ケ所大祓＜依疫疾也＞、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

嘉承 01 6 0 0 11060710 世間 嘉承元年ノ夏、世中サハカシクテ、東西二京ニシヌルモノオホカリケリ、 続古事談 5 大日本史料 3-8

嘉承 01 6 0 5 11060714 京都 凡夭亡者不可勝計、京中路頭河原之辺、近日積骸骨、可謂大疫、 中右記 3 大日本史料 3-8

嘉承 01 6 0 5 11060714 京都 炎旱無術、不着座、 永昌記 増補史料大成 8

嘉承 01 6 0 6 11060715 京都 都人士女多以夭亡、惣為法界衆生、別為家中安穏耳、 永昌記 大日本史料 3-8

嘉承 01 6 0 6 11060715 京都 於感神院限百箇日修仁王講、炎極之天、瘴煙競発、都人士女多以夭亡、… 永昌記 増補史料大成 8

嘉承 01 6 0 7 11060716 世間 依世間不静（標出：疫病流行）、今日於祇園始大般若経令転読、七箇日許、… 殿暦 2 大日本古記録

嘉承 01 6 0 8 11060717 世間 今日無指事、此間世間極不静云々、 殿暦 2 大日本史料 3-8
嘉承 01 6 0 20 11060729 世間 依世間不静（標出：疫病流行）、被行廿二社之奉幣、… 殿暦 2 大日本古記録
嘉承 01 6 0 20 11060729 天下 有臨時廿二社奉幣、…是、依天下疾疫、俄有此奉幣也、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 01 6 0 22 11060731 世間 明日（22日）公家仁王会云々、依世間不静也、 殿暦 2 大日本史料 3-8

嘉承 01 6 0 25 11060803 天下
此神泉苑池を被掃云々、…今月未雨降、是天下政非理故歟、
不能予之左右、然間極恐思給者也、不叶心、不及力、為
之如何、

殿暦 2 大日本史料 3-8

長治 2年（1105）～嘉承元年（1106）
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嘉承 01 6 0 27 11060805 京都 祈雨奉幣今日被行、… 殿暦 2 大日本古記録
嘉承 01 6 0 27 11060805 京都 今夕有祈雨奉幣、…今月雨脚未下、民戸成憂云々、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 01 6 0 28 11060806 天下 天晴…今日雨脚降雖、天下不及小雨也、則晴、 殿暦 2 大日本史料 3-8

嘉承 01 7 0 1 11060808 京都 草木傷損、百物不登云々、加以炎旱日久、民廃之憂、尤可有祈請者、… 永昌記 増補史料大成 8

嘉承 01 7 0 2 11060809 京都 今日、参院五箇度、炎熱如蒸、往反流汗、 永昌記 増補史料大成 8

嘉承 01 7 0 3 11060810 京都 為祈雨、限三箇日、於神泉苑、被行孔雀御読経… 永昌記 大日本史料 3-8
嘉承 01 7 0 3 11060810 京都 神泉祈雨御読経＜覚仁本＞、 三宝院旧記 24 大日本史料 3-8

嘉承 01 7 0 3 11060810 京都 今日、於神泉苑、為祈甘雨、被修孔雀経法読経、…去六月中、雨脚不下、民成憂云々、上卿参神泉、… 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 01 7 0 3 11060810 京都 神泉御読経、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

嘉承 01 7 0 5 11060812 京都 今日、於東寺、孔雀経法并御読経等被行、是依祈雨也、 殿暦 2 大日本古記録

嘉承 01 7 0 5 11060812 京都 ＜於神泉苑、可被行之由、先日宣下、而請雨経、於神泉苑行之、孔雀経法、於東寺行之＞、 永昌記 増補史料大成 8

嘉承 01 7 0 5 11060812 京都 …於東寺、被行孔雀経法、七日…臨夕雷鳴雨降、不及湿地、…十三日…暴風雷雨、… 祈雨日記 続群書類従 25下

嘉承 01 7 0 13 11060820 天下

今日未剋許、俄天陰大風雷電、是従去月下旬比、雨脚不下、
天下有炎旱憂、仍覚意僧都、於東寺修孔雀経法＜去五日
修始、来結願＞、而今日甘雨大灑、天下歓楽、誠是法之
霊験、本宗之面目也、日者之炎旱、凡非可堪、一雨所潤、
一地之所生、法水之所及、広蒙利益歟、

中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 01 7 0 14 11060821 京都 昨日、甘雨始降、有効験之由、殊有叡感、 永昌記 増補史料大成 8

嘉承 01 7 0 16 11060823 京都 従夜半、雨脚頻下、法之霊験、誠以是随喜、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 01 7 0 19 11060826 京都 次行軒廊御卜…兼日来炎旱、若有咎祟歟、已上七箇条也、永昌記 大日本史料 3-8
嘉承 01 7 0 19 11060826 天下 被行軒廊御卜…并天下疫疾之憂歟、 続左丞抄 大日本史料 3-8
嘉承 01 7 0 19 11060826 京都 今日於陣被行旱魃御卜、御卜云、方角祟云々、 殿暦 2 大日本古記録
嘉承 01 7 0 20 11060827 京都 為祈雨、有二社奉幣、… 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 01 7 0 23 11060830 京都 今日依御卜、奉幣九社云々、依御卜方角奉幣也、 殿暦 2 大日本古記録
嘉承 01 7 0 23 11060830 京都 有奉幣九社、是依祈雨也、… 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 01 7 0 23 11060830 京都 奉幣五社＜依祈雨也＞、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

嘉承 01 9 0 1 11061006 京都 秋風未扇、余熱以夏、 永昌記 増補史料大成 8

嘉承 01 9 0 29 11061103 京都 終夜雨下、良久雨脚不下、道路水絶也、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 02 2 0 0 11070314 天下 奉幣事／…二月中旬以後、天下不静云々、 石清水文書 5 大日本史料 3-9
嘉承 02 2 0 26 11070329 和泉 巳刻出南京、泉木津河水大出、以舟渡之、… 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 02 2 0 27 11070330 天下 近日有天下疾疫同（聞）、 中右記 3 大日本史料 3-9

嘉承 02 3 0 30 11070501 京都
春間、頗有疾疫聞、下人之中、多夭亡者云々、／去年如此、
春之比又有其聞、此両三年来、称神之仮、京中人宅俄移
他所、甚不得心事歟、

中右記 3 大日本史料 3-9

嘉承 02 4 0 22 11070523 世間 凡近日、世間人々咳病、下人疾疫、一人不残、或有夭命者、仍被止相撲使之由、被仰下云々、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 02 5 0 11 11070610 京都 今日諸社奉幣、依御不例御無御拝… 殿暦 2 大日本史料 3-9
嘉承 02 5 0 11 11070610 京都 今日廿二社奉幣、 中右記 3 大日本史料 3-9
嘉承 02 5 0 13 11070612 世間 凡近日世間不閑、居諸司者多以夭亡云々、 中右記 3 大日本史料 3-9

嘉承 02 5 0 14 11070613 京都 天陰雨下、日者頗有炎旱気、幸下甘雨、民戸成歓歟、終日滂沱、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 02 5 0 29 11070628 天下 臨時仁王会被行事、…於南殿被行臨時仁王会＜雖為八専間、疾疫頻発、天下不静、仍尋前例被行也＞、 永昌記 大日本史料 3-9

嘉承 02 6 0 21 11070720 京都 申時許、夕立雷電、実大也、然間、京極殿御堂焼亡、雷火云々、返々不便也、 殿暦 2 大日本史料 3-9

嘉承 02 6 0 21 11070720 天下
今日午後、天俄陰、雨脚甚、雷電数十度、其声勝例、天
下大驚、申時許、雷落京極殿堂北廊上、火災高昇、堂舎
焼亡、…

中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 02 6 0 21 11070720 京都
後聞、雷落所々、多以損人、或所折樹、或所損人、如此事、
及数十ケ所云々、皇居堀川院南山大樹折損、疑是雷所為歟、
凡未有如此事、誠以希有也、

中右記 3 増補史料大成 11

嘉承元年（1106）～嘉承 2年（1107）
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嘉承 02 6 0 21 11070720 京都 大雨雷電、其声勝先々、雷落数十所、雷火焼京極殿御堂、世人為大恠、
中右記 7（目
録） 増補史料大成 15

嘉承 02 6 0 21 11070720 京都 前大相国京極堂、為雷火焼、凡雷京中所々多落＜皇居他同前＞、 百錬抄 5 新訂増補国史大系

嘉承 02 7 0 1 11070729 京都 近日、頗依有炎旱之憂也、申時許、暴風俄吹、埃塵連天、雨脚遍灑、雷声遠振、… 中右記 3 大日本史料 3-9

嘉承 02 7 0 1 11070729 京都 今日、蔵人清隆、向神泉苑掃池、… 殿暦 2 大日本古記録

嘉承 02 7 0 1 11070729 京都 遣蔵人清隆、於神泉、令払池云々、近日頗依有炎旱之憂也、申時許、暴風俄吹、埃塵連天、雨脚遍灑、雷声遠振、… 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 02 7 0 7 11070804 京都 今日、祈雨奉幣使、可被定之由、雖有其儀、依仏事御祈等延引、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 02 7 0 7 11070804 京都 諸社御読経定、祈雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

嘉承 02 7 0 14 11070811 京都 遣蔵人清隆於神泉苑、令払池、近日炎旱之憂、已有其聞歟、中右記 3 大日本史料 3-9
嘉承 02 7 0 14 11070811 京都 今日、以蔵人清隆、遣神泉苑、依旱也、 殿暦 2 大日本古記録
嘉承 02 7 0 15 11070812 京都 今日、祈雨奉幣使被立＜二社、今日被勘日時＞、… 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 02 7 0 23 11070820 京都 晩頭雨下、近日炎旱渉旬、民戸成憂、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 02 7 0 27 11070824 京都 終日大雨、 中右記 3 大日本史料 3-9

嘉承 02 10 0 19 11071112 京都 秉燭以後、雨脚間下、近日有炎旱聞、人々之宅、井水頗尽云々、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 03 1 0 21 11080312 京都 天陰雨下、近日有霖雨気、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 03 3 0 10 11080429 京都 法勝寺阿弥陀堂御念仏初…蔵人弁下臨時御読経…（疫病の流行により臨時御読経） 中右記 3 大日本史料 3-10

嘉承 03 3 0 24 11080513 京都 終夜大雨、雷電大鳴、此暁雷落経忠朝臣六条堀川宅、殺侍男一人云々、頗以有恐歟、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 03 4 0 21 11080609 京都 午後天陰雨下、数日有旱気、今日雨、万人成悦歟、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 03 5 0 3 11080620 京都 天陰、時々小雨、日者、有炎旱気、衆人成悦歟、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 03 6 0 14 11080731 京都 申剋許、雷雹甚盛、 殿暦 2 大日本史料 3-10

嘉承 03 6 0 14 11080731 近江 後聞、比叡山上雨氷、又雷大鳴、落山上所々、…但、京都雷雨不可及驚程也、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 03 6 0 26 11080812 近江 今日、比叡山上、雨氷云々、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 03 7 0 21 11080905 上野

（9月 5日条）近日、上野国司進解状云、国中有高山、称麻
間峰、而依治暦間、峰中細煙出来、其後微々也、従今年
七月廿一日、猛火焼山巓、其煙属天、砂礫満国、灰燼積庭、
国内田畠依之已以滅亡、一国之災未有如此事、依希有之怪、
所記置也、

中右記 3 大日本史料 3-10

嘉承 03 7 0 28 11080912 京都 天陰雨下、此十余日、雨脚頗下、民間有愁気云也、秋霖尤民之所不好歟、 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 03 8 0 1 11080914 京都 天陰雨下、近日大略毎夜雨下、… 中右記 3 増補史料大成 11

嘉承 03 8 0 2 11080915 京都 今日止雨奉幣也、… 殿暦 2 大日本古記録

嘉承 03 8 0 2 11080915 京都 朝間雨下、止雨奉幣使被立云々、二社、…此十余日、或夜、或昼、雨脚濛々、民間成憂者、奉幣以後、天晴、誠是此験歟、中右記 3 増補史料大成 11

天仁 01 8 0 3 11080916 改元 即位、 百錬抄 5 古事類苑 1

天仁 01 9 0 23 11081105 上野 今日午時許、有軒廊御卜、…上野国言上麻間山峰事、 中右記 3 大日本史料 3-10

天仁 02 4 0 10 11090518 京都 もかさの料に、世人賀茂のみたらし河水をあむるよし人申者、…（標出：痘瘡流行に依りて世人賀茂御手洗川に浴す）殿暦 3 大日本古記録

天仁 02 8 0 8 11090911 京都 辰剋歟、其雨実甚降、往反不通、今日雨実無心無極歟、 殿暦 3 大日本古記録
天仁 02 8 0 12 11090915 京都 止雨奉幣、 殿暦 3 大日本古記録
天仁 03 0 0 0 11100129 武蔵 彗星東ニ現ス、大洪水、大飢饉、 年代記配合抄 内閣文庫
天仁 03 0 0 0 11100129 諸国 是歳饑饉、 大日本史 日本震災凶饉攷
天仁 03 0 0 0 11100129 陸奥（弘前）箒星出現、洪水ニ而大飢饉、 日記 八木橋文庫
天永 01 7 0 13 11100807 改元 彗星、 百錬抄 5 古事類苑 1

天永 01 7 0 15 11100809 改元 依天変・兵革・疾疫也、 皇年代略記 新校群書類従 2

天永 01 7 1 12 11100904 世間 世間一同咳病歟、 殿暦 3 大日本史料 3-10
天永 01 7 1 19 11100911 世間 今日姫君世間一同事＜咳病＞、 殿暦 3 大日本史料 3-10

嘉承 2年（1107）～天永元年（1110）
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天永 01 8 0 28 11101020 世間 於南殿被行御読経＜百口僧侶＞各読仁王経十部、是世間不閑御祈也、（標出：疾疫流行に依りて） 殿暦 3 大日本古記録

天永 01 0 0 0 11110217 天下（弘前）天下飢饉、 日記 八木橋文庫

天永 02 3 0 18 11110504 京都 天陰雨下、近日、有炎旱気、雖春時、民部戸成憂之由、有風聞、終日雨下、可謂甘露歟、 中右記 4 増補史料大成 12

天永 02 4 0 9 11110525 京都 今朝大雨大風、…今朝大風之間、賀茂上御社斎院著給神館屋二宇、并大柳樹一本、顚倒了、此事、祭以前最奇怪也、中右記 4 大日本史料 3-11

天永 02 4 0 9 11110525 京都 今日巳剋賀茂権禰宜成忠参内、申云、神館斎王御所并公卿座屋、為大風顚倒者、 長秋記 大日本史料 3-11

天永 02 4 0 9 11110525 大和 依大風、春日山木其数顚倒、七八十本許云々、 類聚世要抄 大日本史料 3-11

天永 02 4 0 9 11110525 諸国
［裏書］九日早旦卯辰刻、俄大風大雨、後聞、依件風、伊
勢豊受宮藩垣御門顚倒、又賀茂上御社斎王着給神館舎二
宇、并鳥居内柳樹一本顚倒、又春日御社一鳥居中林之木
七十余本顚倒、

中右記 4 増補史料大成 12

天永 02 7 0 13 11110826 京都 炎旱渉旬、余熱如蒸、 永昌記 増補史料大成 8

天永 02 7 0 16 11110829 京都 今日、蔵人向神泉苑掃地＜旱故也＞、 殿暦 3 大日本古記録
天永 02 7 0 16 11110829 京都 於神泉苑請雨、 永昌記 増補史料大成 8

天永 02 7 0 24 11110906 京都
此暁、天陰雨下、民戸成歓、誠可云甘雨、去月下旬以下、
雨沢不下、炎旱如蒸、仍近日、被払神泉池也、六月以前、
風雨如随時、七月中、有旱魃憂也、終日天陰、

中右記 4 増補史料大成 12

天永 02 7 0 25 11110907 京都 今日、祈雨御読経定云々、 永昌記 増補史料大成 8

天永 02 7 0 27 11110909 京都 従一昨日、於神泉苑、蔵人掃之、今日祈雨奉幣… 殿暦 3 大日本古記録
天永 02 7 0 27 11110909 京都 今日依祈雨、奉幣丹生・貴布袮等云々、 永昌記 増補史料大成 8

天永 02 7 0 27 11110909 京都 有祈雨奉幣云々＜二社…＞、晩頭天陰雨下、誠是奉幣験也、中右記 4 増補史料大成 12

天永 02 8 0 18 11110929 京都 今日、止雨奉幣也、 殿暦 3 大日本古記録
天永 02 8 0 18 11110929 京都 依奉止雨奉幣事、辰刻許参内、… 中右記 4 増補史料大成 12

天永 02 8 0 28 11111009 京都 今日、終日大雨、往反之間、於事有煩、 中右記 4 増補史料大成 12

天永 02 10 0 14 11111123 京都
亥時許、当未申方有焼亡、依院御所近馳参、殿下以下人々
多参入、是従大宮東、従四条坊門南町小屋等、去院御所
二町許也、火消之後退出、已及夜半、

中右記 4 大日本史料 3-12

天永 03 5 0 28 11120701 京都 大雹降、 神皇正統録 日本の気象史料
天永 03 6 0 19 11120721 京都 此七、八日許、天晴雨不降、仍神泉院（苑カ）池可掃地由… 殿暦 3 大日本古記録

天永 03 6 0 20 11120722 京都 午剋許有雷声、大雨甚降、蔵人験極甚…但至于神泉者、尚可令掃由有仰者、 殿暦 3 大日本史料 3-13

天永 03 6 0 20 11120722 京都 遣蔵人説雅於神泉令払池、及晩景大雨雷鳴、近日頗有炎旱之憂也、 中右記 4 大日本史料 3-13

天永 03 6 0 25 11120727 京都 神泉御読経始、依雨不降也、 殿暦 3 大日本史料 3-13

天永 03 6 0 25 11120727 京都
被奏神泉御読経日時、…以僧廿口、為祈雨、被転読孔雀経、
…又龍穴御読経事、被仰下云々、…又、二社奉幣日時定
被下、…

中右記 4 増補史料大成 12

天永 03 6 0 26 11120728 京都 未剋許、天頗陰、雷少鳴、孔雀経験、誠掲焉也、 中右記 4 大日本史料 3-13
天永 03 6 0 30 11120801 京都 今日、祈雨奉幣也、蔵人資兼向大和、同為重向貴布袮… 殿暦 3 大日本史料 3-13
天永 03 6 0 30 11120801 京都 早旦、依祈雨、有奉幣二社、… 中右記 4 増補史料大成 12

天永 03 7 0 2 11120803 京都 依炎旱、此間、被行祈雨御祈、難似感応、民戸猶有愁之由、有其聞、可被修何祈禱哉… 祈雨記 大日本史料 3-13

天永 03 7 0 3 11120804 京都 今日有祈雨御祈之沙汰、 殿暦 3 大日本史料 3-13
天永 03 7 0 4 11120805 京都 旱魃、追日無術、 殿暦 3 大日本史料 3-13
天永 03 7 0 5 11120806 京都 今日、祈雨奉幣也＜廿二社＞、 殿暦 3 大日本古記録

天永 03 7 0 5 11120806 京都 其次、旱魃之由、被行御占…今日依旱魃、有免物＜未断軽犯也＞… 殿暦 3 大日本古記録

天永 03 7 0 5 11120806 京都
晩頭雷鳴、雨脚頻下、数日炎旱之間、民戸成慶歟、今日、
右大将為祈雨被定申、廿二社奉幣日時使等、次炎旱之事、
被行軒廊御卜、…

中右記 4 増補史料大成 12

天永 03 7 0 7 11120808 京都 被定申千僧御読経事云々、 中右記 4 大日本史料 3-13
天永 03 7 0 10 11120811 京都 今日廿二社奉幣也、依祈雨也、 殿暦 3 大日本古記録
天永 03 7 0 10 11120811 京都 今日、依炎旱、有奉幣廿二社、… 中右記 4 増補史料大成 12

天永元年（1110）～天永 3年（1112）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天永 03 7 0 15 11120816 改元 依天変（彗星）并世間不静也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

天永 03 7 0 16 11120817 天下 今日、於法勝寺、被行千僧御読経＜是天下旱魃并怪異故也＞ 殿暦 3 大日本史料 3-13

天永 03 7 0 16 11120817 世間 公家於法勝寺被行千僧御読経＜観音経＞、是日者炎旱并世間不閑御祈也、但院有御幸、 中右記 4 大日本史料 3-13

天永 03 9 0 2 11121001 京都 今日、止雨奉幣也、 殿暦 3 大日本古記録
天永 03 9 0 2 11121001 京都 天陰雨下、近日秋霖、民戸有憂、今年有止雨奉幣二社、 中右記 4 増補史料大成 12

天永 03 9 0 6 11121005 京都 天快晴、此十余日霖雨、今日初得晴、 中右記 4 増補史料大成 12

天永 04 0 0 0 11130127 諸国 疱瘡大に行はる、 歴代皇記 日本震災凶饉攷
天永 04 0 0 0 11130127 京都 今年、疾疫滋蔓、人民多死、 十三代要略 大日本史料 3-14
天永 04 1 0 25 11130220 天下 近日、赤斑瘡流布天下、 百錬抄 5 大日本史料 3-14
天永 04 2 0 0 11130225 京都 二月比、大疱瘡、 皇代暦 大日本史料 3-14
天永 04 2 0 0 11130225 京都 大疱瘡、 皇年代略記 新校群書類従 2

天永 04 2 0 0 11130225 京都 二月比、大疱瘡、 皇年代記 日本疾病史
天永 04 3 1 27 11130521 天下 今日、天下不静、仍諸社奉幣… 殿暦 4 大日本古記録
天永 04 5 0 4 11130625 世間 大般若経始之、世間不静之故也、 殿暦 4 大日本古記録
天永 04 5 0 9 11130630 京都 今日、渡東三条＜此近辺下人多病云々、仍所渡也＞、 殿暦 4 大日本古記録

天永 04 6 0 25 11130815 京都 自去夜、大風尤甚、至午剋、未剋許風止、所［々脱カ］破損云々、（標出：畿内大風あり） 殿暦 4 大日本古記録

天永 04 6 0 26 11130816 畿内 為大風、春日一鳥居顚倒、吉田本社木又同、各有解状、 殿暦 4 大日本史料 3-14

天永 04 6 0 27 11130817 京都 午後参院、其次被仰云、依大風、顚倒事等極多、雖然不可及御卜由仰了、仍両社顚倒不及卜、 殿暦 4 大日本史料 3-14

天永 04 7 0 4 11130823 讃岐
天永四年（永久１）夏、讃州旱魃、而祈念之由、近江守顕
隆頻以被示、仍自七月四日、二七日奉供此天、同十四日
以後、三、四日間、大雨滂沱、彼国従十三日雨降云々、…

殿暦 4 大日本史料 3-14

天永 04 7 0 4 11130823 讃岐

藤原顕能朝臣、為讃州宰吏之時、国中旱魃云々、而顕能
之親父近江守顕隆、令申僧都云、修水天供可令祈請之由、
切被申、仍自天永四年七月四日、二七箇日之間、被修件法、
然間同十四日大雨降、就中、三箇日間者、偏甚雨滂沱者也、
彼四十三日降始之、為後代所記置也、／勧修寺厳覚大僧都、
令修給日記也、

醍醐寺聖教目
録 大日本史料 3-14

永久 01 7 0 13 11130901 改元 依兵革、疫疾也、 一代要記 日本疾病史
永久 01 7 0 13 11130901 改元 依天変、兵革、疫疾也、 皇代記 新校群書類従 2

永久 01 7 0 13 11130901 改元 依兵革并病事也、 百錬抄 5 新訂増補国史大系

永久 01 8 0 4 11130922 伊勢（9月 6日条）大風雨、内宮瑞垣御門、蕃垣山垣四御門、及
別宮、月読宮、伊雑宮、悉有破損云々、 長秋記 1 増補史料大成 16

永久 01 8 0 8 11130926 京都 申剋以後、甚雨也、桂河水増云々、 殿暦 4 大日本古記録
永久 01 8 0 9 11130927 京都 雨猶降、依雨行幸延否之沙汰アリ、桂河水増云々、 殿暦 4 大日本史料 3-14
永久 01 8 0 20 11131008 京都 京中水無術云々、堀河西洞院水増云々、今日風雨尤甚、 殿暦 4 大日本史料 3-14

永久 01 8 0 20 11131008 京都 去八月廿日大風、平野御殿上大樹顚懸、雖然、猶依不及御殿損、件旨上奏、而依社事不諧、仰職所被令切也、 長秋記 大日本史料 3-14

永久 01 8 0 21 11131009 山城 宇治橋流破了、云々、十五間云々、鳥羽殿人々宿所・御堂等築垣破壊云々、河辺荘園皆悉損云々、 殿暦 4 大日本古記録

永久 01 9 0 6 11131024 伊勢

今日、伊勢内宮ミツカキ乃御門顚倒定也、…伊勢内宮ミ
ツカキ乃御門、去大雨大風尔顚倒、又月読社千木折損云々、
各可行御卜歟如何、可定申、又件ミツカキ乃御門顚倒時、
必有仮殿遷宮云々、而可被造仮殿所、已新宮立了、然者
何様可量行乎、各可定申者、諸卿定申云、千木并御門顚
倒事、尤可被行御卜…

殿暦 4 大日本史料 3-14

永久 01 9 0 11 11131029 山城 去大風、大水日、宇治橋流了、 殿暦 4 大日本史料 3-14

永久 01 9 0 20 11131107 京都 今日、頭弁申、左府彼平野顚倒樹事、仰修理職可切棄之由、宣下民部卿云々、 長秋記 大日本史料 3-14

永久 02 2 0 3 11140318 大和（2月 14日条）去三日大風、林木多以顚倒、加卜筮之処、
不浄・病事、 殿暦 4 大日本史料 3-15

永久 02 2 0 3 11140318 大和（2月 6日条）従春日御社、有社解云、去三日大風に、御社林
木百五十本顚倒者、召陰陽師令卜筮処、…可慎病事者、… 殿暦 4 大日本史料 3-15

永久 02 2 0 3 11140318 大和 今日春日御社、樹木三百余本顚倒云々、 中右記 4 大日本史料 3-15

天永 3年（1112）～永久 2年（1114）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永久 02 2 0 4 11140319 京都 今日雨脚不止、所々河水不可渡云々、 中右記 4 増補史料大成 12

永久 02 2 0 5 11140320 伊勢 辰刻至櫛田川岸、河水大出、以舟相渡、巳時許、過海浜、逢塩満時、逗留、 中右記 4 増補史料大成 12

永久 02 2 0 5 11140320 伊勢 申時、至雲津川、又水出、仍乗舟渡之間、毎事懈怠、戌剋着関駅、… 中右記 4 増補史料大成 12

永久 02 2 0 8 11140323 大和 参殿下…被仰云、去三日大風、春日御社樹木三百余本被吹折了、則令占之処、病事者、恐思食者、… 中右記 4 大日本史料 3-15

永久 02 2 0 19 11140403 大和 有奉幣春日社云々、是去二月三日大風、社辺樹木多顚倒之由、被祈申也、 中右記 4 大日本史料 3-15

永久 02 4 0 16 11140529 京都 早旦、自院仰下云、去夜・今朝、雨脚殊甚之間、鴨川浮橋等定流損歟、斎院渡給之間、有其恐、… 中右記 4 増補史料大成 12

永久 02 5 0 14 11140625 京都 昨日大雨之間、河水大出云々、 中右記 4 増補史料大成 12

永久 02 6 0 6 11140716 京都 今日大雨、道路成川、 中右記 4 大日本史料 3-15
永久 02 6 0 7 11140717 京都 此日者霖雨、仍明日可有止雨奉幣也、 中右記 4 大日本史料 3-15
永久 02 6 0 8 11140718 京都 今日止雨奉幣、… 殿暦 4 大日本古記録

永久 02 6 0 8 11140718 京都 今日、有止雨奉幣…此十余日霖雨、民戸有憂、仍所被忩行也、… 中右記 4 増補史料大成 12

永久 02 6 0 9 11140719 京都 今朝雨降、午後天晴、止雨奉幣験歟、 殿暦 4 大日本古記録
永久 02 8 0 1 11140908 伊勢 大風、 中右記 4 増補史料大成 12

永久 02 8 0 2 11140909 京都 今夜子時許大風、 殿暦 4 大日本古記録

永久 02 8 0 9 11140916 伊勢 去一日、豊受宮瑞垣御門顚倒、次日大風、又荒祭宮千木被吹折云々、如此太神宮破損連々、為世間有恐事也、 中右記 4 増補史料大成 12

永久 02 8 0 14 11140921 伊勢 諸卿定申、去朔日豊受太神宮瑞垣御門顚倒、并千本折事、百錬抄 5 大日本史料 3-15
永久 02 12 0 2 11150106 京都 今夜雨脚下、此四、五十日許、雨不降、衆流尽、万人苦、中右記 4 増補史料大成 12

永久 03 0 0 0 11150204 天下 天下大洪水、五穀半損、 興福寺別当次第 日本の気象史料

永久 03 7 0 16 11150814 伊賀［伊賀国黒田杣工重解］…依去年（永久３）七月十六日洪水、田畠作物皆以不登也、仍件弁無為方、 東大寺文書 平安遺文 5-1838

永久 03 8 0 6 11150903 京都 今日有止雨奉幣也、 殿暦 4 大日本古記録
永久 04 3 0 25 11160516 京都 今日淀水増、 殿暦 4 大日本古記録
永久 04 6 0 29 11160816 大和 以大雨故、北山崩、破壊件堂… 多武峰略記下 大日本史料 3-17

永久 04 7 0 7 11160823 京都 雨甚降、自一昨日風雨不止、午時許風止、自多武峰有解状、御墓山崩、廟堂廊三間破、又如法堂破了由也、 殿暦 4 大日本古記録

永久 05 5 0 28 11170706 京都 今月雨不降、五月不雨降、不可思議事歟、天災有之、 殿暦 4 大日本史料 3-18
永久 05 6 0 0 11170709 京都 是月旱魃、 二十二社註式 日本の気象史料
永久 05 6 0 0 11170709 京都 炎旱御卜入離方、 二十二社註式 大日本史料 3-18

永久 05 6 0 0 11170709 京都
五月以後、雨沢不降、仍六月日、可奉修請雨経法之由、
…十八日以後不雨、炎旱如元、…廿五日、…乾旱之愁、
民戸未絶、…

祈雨日記 続群書類従 25下

永久 05 6 0 3 11170711 京都 依旱、有二社幣、被掃神泉池、 殿暦 5 大日本古記録
永久 05 6 0 6 11170714 京都 今日、祈雨奉幣九社、 殿暦 5 大日本史料 3-18
永久 05 6 0 8 11170716 世間 此間、世間旱無術、 殿暦 5 大日本古記録

永久 05 6 0 9 11170717 京都 馳達／右、自来十三日、於神泉、可令勤修請雨経法給之由云々、
永久五年祈雨
日記 続群書類従 25下

永久 05 6 0 14 11170722 京都 六月十四日ヨリ権僧正勝覚、於神泉修請雨経法、十七日雨降、廿一日結願、 東寺王代記 大日本史料 3-18

永久 05 6 0 14 11170722 京都 請雨経法、勝覚僧都自今夜行之、神泉院、… 殿暦 5 大日本古記録
永久 05 6 0 16 11170724 世間 此旱、実世間無術、 殿暦 5 大日本史料 3-18
永久 05 6 0 17 11170725 京都 未剋雨下、是御修法験歟、 殿暦 5 大日本史料 3-18
永久 05 6 0 21 11170729 京都 及秉燭雨降、神泉御修法結願、有賞、 殿暦 5 大日本史料 3-18
永久 05 6 0 25 11170802 京都 旱災未休、仍於禁中、以僧綱以下百口、被転読仁王経、 祈雨記 大日本史料 3-18
永久 05 6 0 29 11170806 京都 於神泉…被始行五龍祭、限以三箇日、 祈雨記 大日本史料 3-18
永久 05 6 0 29 11170806 世間 世間旱、已及八十余日、是可然事歟、此間、神泉御読経云々、殿暦 5 大日本古記録
永久 05 7 0 2 11170808 京都 於神泉、以廿口…被始行孔雀経御読経… 祈雨記 大日本史料 3-18
永久 05 7 0 4 11170810 京都 広瀬・竜田祭也、又神泉苑祈雨御読経結願也、 年中行事秘抄 大日本史料 3-18

永久 2年（1114）～永久 5年（1117）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永久 05 7 0 13 11170819 改元 依天変・兵革・疾疫也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

永久 05 7 0 20 11170826 京都 自今暁雨降、五月以後未見事也、 殿暦 5 大日本史料 3-18

永久 05 8 0 26 11170930 京都 戌時許、深雨之間、五位蔵人実光来、今夜雨止奉幣＜二社＞国忌日例皆被勘了、 殿暦 5 大日本古記録

永久 05 9 0 1 11171005 京都
雨風尤甚、所々吹損…東三条樹等多以破損云々、又勧学院・
梅社顚倒、又法興院釈善寺顚倒云々、新内裏棟上屋十六
宇顚倒、

殿暦 5 大日本史料 3-18

永久 05 9 0 1 11171005 京都 大風、抜木発屋、 百錬抄 5 新訂増補国史大系
元永 01 3 0 29 11180428 改元 天変疫疾、 百錬抄 5 古事類苑 1

元永 01 4 0 3 11180502 改元 依天変疾疫也、 一代要記 日本疾病史
元永 01 4 0 9 11180508 京都 以三合星変疾疫、奉宸筆宣命、於大神宮、 伊勢公卿勅使例 日本疾病史
元永 01 4 0 9 11180508 京都 天晴、今朝霜下、頗有寒気、 中右記 5 大日本史料 3-19

元永 01 4 0 11 11180510 天下
天陰雨下、此十余日、大略霖雨、或朝雨、夕晴、或一日
晴、次日雨、連日雨下、天下有憂歟、…頭弁命云、依止雨、
明日俄可奉幣二社也、…

中右記 5 増補史料大成 13

元永 01 4 0 12 11180511 京都 依止雨、明日（12日）俄可有奉幣二社也、 中右記 5 大日本史料 3-19
元永 01 4 0 12 11180511 京都 被立止雨二社奉幣使、 民経記 大日本史料 3-19

元永 01 4 0 12 11180511 京都 一日頭弁仰下云、此十余日霖雨、何祟哉由、早可行軒廊御卜者、… 中右記 5 増補史料大成 13

元永 01 4 0 14 11180513 京都 天陰雨下、猶以霖雨、晩頭風気殊涼、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 01 4 0 17 11180516 京都 天陰雨下、近日霖雨猶未止、入夜大雨、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 01 4 0 18 11180517 京都 雲収雨止、大陽甚明、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 01 4 0 28 11180527 天下 仁王経／…禁中厳覚僧都修之、是天下発疫癘之難、国土有飢饉之憂故、有験、 秘鈔問答 5 大日本史料 3-19

元永 01 5 0 25 11180622 天下 従暁雨下、天下欣盛歟、今月上旬小雨只一度許也、数日炎旱、民戸成憂也、申時許雨止、 中右記 5 大日本史料 3-20

元永 01 5 0 28 11180625 天下 今日依祈雨、於神泉被行御読経云々、是五月中纔二ケ度雨下、炎旱渉日、天下為憂云々、而今日午後雨下、 中右記 5 大日本史料 3-20

元永 01 5 0 28 11180625 京都 神泉御読経、初日降雨、卅日結願、 東寺長者補任 2 大日本史料 3-20
元永 01 5 0 29 11180626 京都 天陰雨下、在夜雨脚不止也、是御祈験力歟 中右記 5 大日本史料 3-20
元永 01 6 0 0 11180628 諸国 五月炎旱、六月霖雨、夏麦皆損、蚕養不得、仍諸国成憂云々、中右記 5 大日本史料 3-20

元永 01 6 0 0 11180628 京都 此月、旬日以来、雨脚頻下、近水之人多没死、有涼気、諸人収汗、 百錬抄 5 新訂増補国史大系

元永 01 6 0 5 11180702 京都 今年有閏九月、可謂最凶年、大略以乱逆為宗也、 中右記 5 大日本史料 3-21

元永 01 6 0 14 11180711 天下 天晴、此日者、連々霖雨、今日適得晴、天下夏麦損、又蚕養不得、民戸有憂云々、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 01 8 0 0 11180826 京都 近日、京中多餓死者、上皇開御廩、賑貧窮、 百錬抄 5 新訂増補国史大系

元永 01 8 0 9 11180903 京都 院於二条河原有賑給事、行向検非違使行向有此事、下人三万人許集会云々 殿暦 5 大日本史料 3-20

元永 01 8 0 9 11180903 京都 今日従院臨時被行賑給＜鳥羽米二百石＞相副検非違使庁官、分条里差遣也、従一条北辺、及九条、 中右記 5 大日本史料 3-20

元永 01 8 0 9 11180903 京都 京中多餓死者、上皇開御廩、賑貧窮、 百錬抄 5 大日本史料 3-20
元永 01 8 0 9 11180903 京都 上皇於白川河原、賑給貧民、依飢饉也、 十三代要略 大日本史料 3-20
元永 01 8 0 15 11180909 京都 止雨奉幣可候之由、令奏事之由、… 殿暦 5 大日本古記録

元永 01 8 0 17 11180911 京都 止雨奉幣、上卿可勤仕由、有催、…此十日許、霖雨、今日天頗晴、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 01 8 0 23 11180917 京都
今日終日雨下、人々有苦色、…又御読経之間、従院庁、
以粥給東西廊諸寺僧、雖無先例、今年、依飢餓聞、殊所
仰歟、

中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 0 0 0 11190219 天下 天下大飢、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

元永 02 2 0 18 11190406 天下
今年、天下有夭亡之人、民間飢餓者、加之、連夜、京中放火・
強盗之輩甚多、上無其尋、下不沙汰之所致歟、誠以有恐、
下人之心、不可不慎、

中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 3 0 21 11190509 天下 及深更雨脚頻下、終夜無止、三月中雨不下、民戸已成憂之処、此一両日雨灑、天下定欣感歟、 中右記 5 増補史料大成 13

永久 5年（1117）～元永 2年（1119）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

元永 02 3 0 24 11190512 京都
下人云、此暁強盗入有経宅、殺害下人等、盗取綿衣五十
余領了、強盗卅人許云々…近日大略毎夜京中強盗乱入、
誠以不便也、

中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 4 0 9 11190526 京都 今日有二社奉幣、是依祈雨也、…二月・三月有炎旱気也、中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 4 0 12 11190529 天下 今日晩景、天陰雨下、天下成悦歟、已有炎旱憂之比也、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 4 0 16 11190602 天下 終日雨下、天下人民定成甘雨之慶歟、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 5 0 1 11190617 京都 終日雨脚濛々、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 5 0 9 11190625 天下 於延暦寺以千口僧侶、為除天下疾疫、可令転観音経、日時可撰申… 中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 5 0 14 11190630 近江 今日又於延暦寺中堂有千僧御読経… 中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 5 0 22 11190708 京都 午後雨下、不及遍湿（灑ヵ）、近日頗有炎旱気、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 5 0 27 11190713 京都 従今日、被払神泉苑池、今月中下旬、雨不下故也、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 6 0 0 11190717 京都 夏旱魃、秋霖雨、 長秋記 1 増補史料大成 16

元永 02 6 0 1 11190717 天下 天陰雨下、為天下甘雨也、入夜風大吹、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 6 0 6 11190722 京都
近年旱魃之愁尤多、今年尤最、而皇児誕生後七日内、甘
雨頻下、草木萌生、人民歓楽、可謂天地和合、此事感懐
依余身、所令言上也、

長秋記 1 増補史料大成 16

元永 02 6 0 21 11190806 京都 大風暴風、 永昌記 大日本史料 3-22
元永 02 6 0 25 11190810 京都 晩景、雨脚頗下、近日蔵人払神泉也、此十余日、有炎旱気也、中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 7 0 3 11190817 京都 帥中納言行祈雨奉幣事、又有軒廊御卜云々、 中右記 5 大日本史料 3-22
元永 02 7 0 10 11190824 天下 此暁雨脚下、数日炎旱之処、天下欣歟、 中右記 5 大日本史料 3-22

元永 02 7 0 21 11190904 天下 今年大終三合之歳也、天下疾疫飢餓之危重者、自本此事世間所恐思也、何况有此夢告、可恐々々、 中右記 5 大日本史料 3-23

元永 02 8 0 27 11191010 京都 今朝、依止雨、有奉幣二社、…今年六、七月、有炎旱之憂、七月又有霖雨之歎、至今月者、毎夜雨下、民戸誠憂合云々、中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 8 0 29 11191012 京都 今月、大略毎日霖雨、 中右記 5 増補史料大成 13

元永 02 11 0 9 11191219 京都 此間、雨脚殊甚、人々有苦色、 中右記 5 増補史料大成 13

保安 01 4 0 10 11200516 改元 天変御悩、 百錬抄 5 古事類苑 1

保安 01 4 0 25 11200531 京都 天陰小雨、近日、民戸待雨云々、可謂甘雨歟、 中右記 5 増補史料大成 13

保安 01 5 0 10 11200614 京都 天晴、此十余日、雨脚不止、今朝適得晴、 中右記 5 増補史料大成 13

保安 01 6 0 4 11200724 京都 数日霖雨之間、河水頗出、仍従粟田口小野方所行向也、 中右記 5 増補史料大成 13

保安 01 6 0 20 11200724 京都 申時天陰雨下、従去三日、雨不降、民間成憂、誠是甘雨也、中右記 5 増補史料大成 13

保安 01 6 0 27 11200731 諸国 申時許、大雷鳴、已及数度、其声尤盛、近日諸国頗仰雨脚之処、可謂甘雨歟、後聞、雷落所々者、入夜雨止、 中右記 5 増補史料大成 13

保安 01 7 0 12 11200814 京都 近日、京都下人旁有夭亡聞、 中右記 5 増補史料大成 13

保安 01 7 0 17 11200819 京都 於神泉、被行孔雀経御読経御講、可祈甘雨之由、被仰下云々、近日頗有炎旱憂也、 中右記 5 増補史料大成 13

保安 01 7 0 30 11200901 京都 今月、雨不下之間、田畠有云々、 中右記 5 増補史料大成 13

保安 01 8 0 5 11200906 天下 夜半、雨頗降、此一月許、無雨沢、仍天下人民所成憂也、中右記 5 増補史料大成 13

保安 01 8 0 14 11200915 京都 天陰雨下、久以炎旱、可云甘雨也、 中右記 5 増補史料大成 13

保安 02 0 0 0 11210128 天下［内膳正資清書状］去保安二、三両年之間、天下一同大洪水之時、御庄領田畠令流失之比、… 東寺百合文書 平安遺文 5-2263

保安 02 8 0 0 11210921 伊勢
［伊勢国大国荘専当解］…為去年（保安２）八月洪水、称破
損由、掠成御外題、従当御庄田字八段長中心五町許、広
深七八尺大溝押掘間、庄領田一町三段、永令荒廃不安愁状、

東寺百合文書 平安遺文 5-1960

保安 02 8 0 25 11211015 伊勢 夜洪水…又令破損者而件、 神宮雑例集 日本の気象史料
保安 02 8 0 25 11211015 伊勢 夜洪水、外宮正殿下深二尺、 勘仲記 日本の気象史料

保安 02 9 0 6 11211026 伊勢 諸卿定申、豊受太神宮、為洪水流損事、正殿下天平賀流損事、 百錬抄 5 新訂増補国史大系

保安 03 0 0 0 11220216 天下［内膳正資清書状］去保安二、三両年之間、天下一同大洪水之時、御庄両田畠令流失之比、… 東寺百合文書 平安遺文 5-2263

保安 04 6 0 0 11230702 京都 今月以後、炎旱殊甚、 百錬抄 5 新訂増補国史大系
天治 01 4 0 3 11240525 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
天治 02 6 0 4 11250713 京都 止雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

元永 2年（1119）～天治 2年（1125）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天治 02 6 0 28 11250806 京都 俄依祈雨奉幣九社事、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

天治 02 7 0 3 11250810 京都 龍穴御読経、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

天治 02 7 0 5 11250812 京都 甘雨下、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

天治 02 7 0 7 11250814 京都 大風雨事、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

天治 02 9 0 0 11251006 天下 八、九月間洪水、天下多損亡云々、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

天治 02 9 0 1 11251006 伊勢
［伊勢国大国荘専当藤原時光解］…往古溝為去九月一日洪
水依流失、…一、請被任水便道理、従当年御庄田与公田中、
令堀通字長田井溝、為年々洪水流失、庄領田四町余、可
令旱損子細状、

東寺百合文書 平安遺文 5-2054

天治 02 9 0 3 11251008 京都 軒廊御卜＜霖雨事＞、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

天治 02 9 0 12 11251017 近江 近江打出浜水出事、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 01 0 0 0 11260201 天下 彗星出、天下大旱、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

大治 01 0 0 0 11260201 天下［内膳正資清書状］須雖申請実検使、今年不熟天下一同之上、当御庄依為河辺、勝余所、術計不候、 東寺百合文書 平安遺文 5-2091

大治 01 1 0 22 11260222 改元 疱瘡、 皇年代私記 東大謄写本
大治 01 1 0 22 11260222 改元 依疱瘡也、 皇代記 新校群書類従 2

大治 02 0 0 0 11270220 諸国 赤斑瘡流行、 大日本史 日本震災凶饉攷

大治 02 2 0 18 11270408 京都 一昨日、依甚雨、河水大出、不参御新宮那知、被立御使云々、後日聞之、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 4 0 10 11270529 近江 晩景小雨、小雷鳴、比叡山上、今日大氷雨、為大恠、他所不雨、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 5 0 4 11270622 京都 朝大雨、此十余日小雨、今朝如沃、河水定大出歟、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 5 0 24 11270712 京都 雨猶下、近日多雨、天不晴也、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 6 0 13 11270730 京都 天陰雨下、今月常雨下、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 6 0 30 11270816 京都 天晴、今月常雨下、民戸成咲云々、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 7 0 11 11270827 京都 天陰、朝間小雨、午後雨止、数日霖雨、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 7 0 18 11270903 京都 大雨、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 7 0 19 11270904 京都 終日大雨大風、河水大出、道路不通、在日野、万事不審、中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 7 0 20 11270905 天下
天晴、巳時許、出従日野、横川大出、以舟渡了、又鴨川
大出、下人等多舁渡也、午時帰洛、昨日・一昨日両日大雨、
川水大出、天下損亡歟、

中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 7 0 20 11270905 京都 十九日欲帰道之処、河水大出、如大海也、仍以逗留、此已講俄有儲、今朝も水猶雖不減、相構以舟渡也、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 7 0 22 11270907 京都 天陰雨下、大略今月雨降也、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 7 0 24 11270909 京都 今日、有止雨奉幣云々、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 7 0 26 11270911 京都 天晴、従昨日雨止、依奉幣徴也、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 8 0 5 11270919 京都
天陰雨下、早旦、頭中将仰下云、近日霖雨者、廿四日有
止雨奉幣、而其後、猶以連々降雨、仍今夕可被行軒廊御
卜也、可奉行也、…

中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 8 0 7 11270921 京都
仰大内記云、猶今度宣命ニハ、去月廿四日、雖有止雨奉幣、
其後、雨脚不止、重有奉幣之由、有先例ハ可被載也、二
ケ度奉幣之由、尤可被載也者、…

中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 9 0 29 11271112 諸国 此秋、連日雨下、諸国多有損亡聞、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 10 0 12 11271124 天下 天下病患之所致歟、 中右記 5 増補史料大成 13

大治 02 10 0 14 11271126 京都 二社奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 02 10 0 20 11271202 京都 止雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 02 11 0 6 11271218 京都 自今日、修鴨河堤、鴨御祖社、可有水害之故也、 百錬抄 6 新訂増補国史大系
大治 03 6 0 20 11280726 京都 祈雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 03 6 0 22 11280728 京都 今日、龍穴御読経、五龍祭、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 03 6 0 28 11280803 京都 孔雀経御読経始＜神泉＞、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 03 7 0 5 11280809 京都 祈雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 03 7 0 17 11280821 京都 止雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 03 8 0 2 11280905 京都 暴風大風、陽明門顚倒、 百錬抄 6 新訂増補国史大系

天治 2年（1125）～大治 3年（1128）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

大治 03 8 0 23 11280926 京都 止雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 03 9 0 18 11281020 京都 止雨奉幣、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 04 5 0 2 11290528 京都 京師雨雹、大如梅実、 醍醐雑事記 日本の気象史料
大治 04 5 0 18 11290613 諸国 以伊予、土佐、加賀、稼穡不登、給復一年、 大日本史 日本凶荒史考

大治 04 5 0 18 11290613 諸国
加賀国司申損亡事、官使注申也、…駿河、薩摩両国条事、
伊予、土佐損亡事、只所被仰下也、加賀国損亡事、任続
文可被裁許由、一同定申、損亡三ケ国、任例一ケ年可被
下給復宣旨由、一同申定了、

中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 5 0 18 11290613 諸国 土佐、伊予、両中国損亡事、各有続文…以加賀国解…三彼国損亡事、挙国一年被給復有何事哉、皆一同定也、 長秋記 1 増補史料大成 16

大治 04 6 0 6 11290701 京都 今日、終日雨下、久不降雨、民間成憂之処、可謂甘雨歟、中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 6 0 12 11290707 京都 天猶陰、雨未止、今日、二社奉幣也、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 6 0 13 11290708 京都 有止雨奉幣、…二社者、… 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 6 0 14 11290709 京都 天晴雨止、昨日奉幣之験歟、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 6 0 18 11290713 京都 雖可有止雨奉幣、俄延引云々、…天晴、知有神感… 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 7 0 6 11290730 京都 諸社辞別、近日炎旱之事云々、… 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 7 0 6 11290730 京都 払神泉池、 中右記 7（目録）増補史料大成 15

大治 04 7 0 13 11290806 京都 天陰、時小雨、午後大雨、已及七ケ日、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 7 0 14 11290807 京都 午後退出、其後、雨脚殊下、頗以雷鳴、去七日以後、此雨不止也、道路成泥、明日不便歟、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 7 0 28 11290821 京都 従夜半雨下、此十余日炎旱、民戸定成慶歟、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 7 1 1 11290824 京都 天陰雨下、此十余日霖雨、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 7 1 10 11290902 京都 此五、六日雨水、今朝、河水大出之由、所聞也、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 7 1 12 11290904 京都 天陰降雨、従去六日後、霖雨、河水大出、民戸成憂云々、為秋収、有其妨云々、午後雨止、天晴、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 7 1 19 11290911 京都 雨降、今日、被立止雨奉幣、 永昌記 増補史料大成 8

大治 04 7 1 19 11290911 京都 天陰雨下…今日、止雨奉幣、… 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 7 1 27 11290919 天下 従昨日雨下、今朝不止、凡近日霜雨天下大歎也、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 7 1 29 11290921 京都 今日、有止雨奉幣、…丹生使神祇少祐卜部兼時、貴布袮使民部少録斎部孝隣朝臣、 永昌記 増補史料大成 8

大治 04 7 1 29 11290921 京都 今日、止雨奉幣云々、…二社也、…近日霖雨、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 04 11 0 21 11300109 伊賀
［東大寺所司解］黒田庄者、限名張河為東堺之処、遥経星
霜之間、河流忽遷于西、毎頃年之洪水、弥添付西山之麓、
杣工居所漸以頽失、

平岡定海氏所
蔵文書 平安遺文 9-4693

大治 05 1 0 22 11300310 改元 依疱瘡也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

大治 05 6 0 3 11300716 京都 今日、有祈雨奉幣、…晩頭、雨脚殊甚、奉幣験歟、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 05 6 0 26 11300808 京都 有廿二社奉幣定、依祈雨也、先日延引、… 中右記 6 増補史料大成 14

大治 05 7 0 3 11300815 京都 今日、依祈雨、被始孔雀経御読経、…行事弁向神泉始行云々、…五龍祭、陰陽頭家栄籠神泉云々、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 05 7 0 5 11300817 京都 神泉御読経、今一ケ日被延引云々、依雨不降也、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 05 7 0 7 11300819 京都 今日、神泉孔雀経御読経結願、五ケ日無降雨、誠是天之令然歟、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 05 7 0 10 11300822 山城 左弁官下 醍醐寺／応転読孔雀経、祈請甘雨事／…去夏以
来、炎旱殊甚、稼穡之業、已有其愁、… 祈雨日記 続群書類従 25下

大治 05 7 0 12 11300824 山城 於醍醐清滝社、行孔雀経御読経、祈雨云々、 長秋記 2 増補史料大成 17

大治 05 7 0 14 11300826 天下 申時許、天俄陰、小雷鳴、雨脚頗下、是御祈之験歟、従去五月下旬以後、雨不降、天下之歎也、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 05 7 0 15 11300827 京都 於東寺、為祈雨、被修孔雀経御修法云々、 長秋記 2 増補史料大成 17

大治 05 7 0 19 11300831 天下

午下大雨、終夜不止、依雨悦、向東寺、…自去十五日、
於東寺被修孔雀経法、是天下依旱魃也、而今日自巳時許、
西北雲起、東南雨沢、漸及午下雨脚滂沱、衆流鴻溢、雖末世、
於法有霊験、為世、為人、誠不思議也、仍為慶悦、晩頭
向東寺、…

長秋記 2 増補史料大成 17

大治 05 7 0 19 11300831 天下 仰云、以自然小雨、不可休民愁、尚修法欲省天下愁者、早可修也、 長秋記 2 増補史料大成 17

大治 3年（1128）～大治 5年（1130）
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大治 05 7 0 22 11300903 京都
祈雨賞、阿闍梨五人給由、被宣下云々＜永代也＞、…自
去十二日、於清滝社＜本寺前也＞修孔雀経御読経、十四
日大雨、依其賞、給阿闍梨三人云々、

長秋記 2 増補史料大成 17

大治 05 7 0 23 11300904 京都 天陰雨降、孔雀経法了、後頻降雨、仏法霊験、誠以顕然也、中右記 6 増補史料大成 14

大治 05 8 0 10 11300921 京都 昨今、終日終夜、風雨無隙、 中右記 6 増補史料大成 14

大治 05 8 0 25 11301006 京都 天陰雨下、此六、七日、霖雨、 中右記 6 増補史料大成 14

天承 01 0 0 0 11310207 天下 天下大飢饉、 如是院年代記 新校群書類従 20

天承 01 1 0 27 11310305 改元 天承元年／炎旱・洪水・天変、 園太暦 6 史料纂集
天承 01 1 0 29 11310307 改元 依旱魃也、 平戸記 旱魃霖雨史料
天承 01 1 0 29 11310307 改元 依去年炎旱并天変等也、 皇代記 新校群書類従 2

天承 01 1 0 29 11310307 改元 依去年炎旱・天変也、 百錬抄 6 新訂増補国史大系

天承 01 4 0 0 11310506 越後 夏大旱、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

天承 02 0 0 0 11320127 天下 今年、疾疫発起、 百錬抄 6 新訂増補国史大系
天承 02 1 0 11 11320206 京都 雨猶下、従去七日、雨不止也、 中右記 6 増補史料大成 14

天承 02 1 0 15 11320210 豊後
十五日ヨリ牛死、豊後豊前ニ西国ニ牛ナウランニ付、六
郷山衆本山屋山置百部大般若経転読ニテ祈禱相叶畢、八
来（木）壱万石サキツ也、衆徒先達五百八十人、　　

六郷山年代記 豊後国都甲荘の調
査資料編

天承 02 4 1 16 11320608 諸国 
頭弁下宣旨云、頃者、疾疫生蔓延、［  ］不静、自非法力争
助黎民、下知五七道毎国、図写丈六観音像一体、書写供
養同拾六巻、請六口僧、限七ケ日、如法転読、衆盛応云々、

中右記 6 増補史料大成 14

天承 02 5 0 7 11320628 京都 都鄙不静、疾疫流行、民黎無安、… 中右記 6 増補史料大成 14

天承 02 5 0 8 11320629 京都 去夜大雨、淀浮橋流損、仍十一日八幡詣不定也、 長秋記 2 増補史料大成 17

天承 02 5 0 9 11320630 世間 天晴、臨時有廿二社奉幣、是依被行世間疾疫、有此奉幣、… 中右記 6 増補史料大成 14

天承 02 6 0 1 11320722 京都 被払神泉池云々、近日、天旱、 中右記 6 増補史料大成 14

天承 02 6 0 3 11320724 京都 今日、祈雨奉幣＜二社＞… 中右記 6 増補史料大成 14

長承 01 8 0 11 11320928 改元 依疾疫・火事也、 皇代記 新校群書類従 2

長承 01 8 0 11 11320928 改元 依恠異・疫疾也、 皇年代略記 新校群書類従 2

長承 01 8 0 11 11320928 改元 依疾疫也、 百錬抄 6 新訂増補国史大系

長承 01 8 0 25 11321012 山城 抑終日在宇治、田畝渺々、河水茫々、眺望無極、幽奇勝絶、終日雨下、 中右記 6 増補史料大成 14

長承 01 10 0 15 11321201 山城 終日雨脚不留、雲集無晴、宇治河水弥以茫々、… 中右記 6 増補史料大成 14

長承 02 0 0 0 11330214 羽前 大疫病行レ、大飢饉也、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

長承 02 0 0 0 11330214 羽前（異筆）大疾病、飢渇、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

長承 02 3 0 20 11330503 京都 天陰雨下、久甘雨不降間、民間定成悦歟、巳時以後、天晴、雨脚已止、甚以遺恨而已、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 02 3 0 28 11330511 京都 去夜雨下、今朝雨猶降、可謂甘雨歟、有炎旱□間之故也、午後風吹、天晴、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 02 4 0 9 11330522 京都 従夜前雨下、今日、天陰小雨、可謂甘雨歟、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 02 6 0 9 11330719 京都 朝間大雨殊甚、可云甘雨、巳時雲収、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 02 8 0 0 11330908 京都 是月、霖雨傷稼、 大日本史 日本の気象史料
長承 02 8 0 0 11330908 京都 秋雨難晴、稼穡多損、 百錬抄 6 新訂増補国史大系
長承 02 8 0 8 11330915 京都 近日、秋雨難晴、稼穡多損、 百錬抄 6 新訂増補国史大系
長承 02 8 0 24 11331001 京都 雨降、已及三ケ日、可謂霖雨歟、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 02 9 0 8 11331014 京都 去夜今朝猶雨下、有止雨奉幣、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 02 9 0 12 11331018 京都 陰陽寮、占、霖雨不晴、若有咎祟所致歟、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 02 9 0 16 11331022 京都 今日、止雨奉幣、… 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 0 0 0 11340203 羽前 洪水五十日、地雷七日、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

長承 03 0 0 0 11340203 羽前（異筆）洪水五十余日、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

長承 03 0 0 0 11340203 天下 今年、天下大洪水、京中焼亡、疾瘡、大飢饉、 帝王編年記 20 新訂増補国史大系
長承 03 0 0 0 11340203 諸国（弘前）洪水、中国大飢饉、 日記 八木橋文庫

長承 03 0 0 0 11340203 天下 天下大飢、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

大治 5年（1130）～長承 3年（1134）
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長承 03 0 0 0 11340203 天下 今年以後、天下飢饉、 百錬抄 6 新訂増補国史大系
長承 03 2 0 2 11340306 京都 今夜、終夜雷雨、大風折木、宿舎漏、衣裳湿漏、 長秋記 2 増補史料大成 17

長承 03 5 0 0 11340602 諸国 近日、霖雨・洪水、京中路頭、往反不通、七道五畿有此愁、百錬抄 6 新訂増補国史大系

長承 03 5 0 17 11340618 世間
世間河水出、河原小屋皆以流損、京中堀川西洞院、河水
大出、有流死之者云々、近代、如此洪水、未曾有云々、
鴨川・桂河氾々、人全不渡也、

中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 5 0 18 11340619 世間 庭水大湛、如池水也、世間之水、今朝漸旱、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 5 0 26 11340627 京都 雨弥降、水大出、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 5 0 28 11340629 京都 今日、有奉幣二社、依止雨也、… 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 5 0 29 11340630 京都 天陰雨下、近日霖雨、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 6 0 1 11340701 京都 天陰雨降、已及数日霖雨、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 6 0 4 11340704 京都 近日渉旬霖雨不晴、依何咎祟所致哉、宜令神祇官陰陽寮卜申、… 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 6 0 7 11340707 京都 未時雨脚殊甚、河水大出、祇園御輿、以舟、申時渡御之由、下人所来談也、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 6 0 9 11340709 京都 止雨奉幣、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 6 0 14 11340714 諸国 今日、依止雨、奉幣五社、…伊勢・稲荷・平野・祇園・北野、… 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 6 0 17 11340717 京都 今日、止雨御読経定、…此霖雨之祟方神社重被占也、… 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 8 0 11 11340908 改元 依恠異・疾疫也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

長承 03 9 0 12 11341008 京都 晩景、雨頻降、風大吹、京中舎屋散々、今年洪水、大焼亡、風災、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 9 0 12 11341008 京都 大風殊甚、抜樹顚屋、諸司官舎、京中人屋、一宇不全、今年、風水火三災並起、 百錬抄 6 新訂増補国史大系

長承 03 9 0 24 11341020 京都 今日、有止雨奉幣＜二社＞、… 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 10 0 22 11341116 世間 近日、世間咳病、事外也、其中、老人多死云々、 長秋記 2 増補史料大成 17

長承 03 10 0 25 11341119 天下 近日天下万人咳病、或有夭亡輩云々、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 03 12 1 30 11350221 天下 今年、風損・水損、臨秋末、天下大咳病、万人煩之、可云凶年也、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 04 0 0 0 11350222 京都 飢饉、西国海賊蜂起、 皇年代略記 新校群書類従 2

長承 04 1 0 6 11350227 京都 終日雨降、今年初雨下、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 04 3 0 3 11350424 京都 及数日、不雨降、頗炎旱歟、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 04 3 0 10 11350501 京都 今日、祈雨奉幣云々、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 04 3 0 11 11350502 天下 天陰雨下、及数十日炎旱之間、今日之雨、天下大慶也、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 04 3 0 17 11350508 京都 院臨時賑給京中、於河原給之、千万人集会云々、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 04 3 0 17 11350508 京都 上皇、於法勝寺、以米千石、賑飢饉・貧賤之者、 百錬抄 6 新訂増補国史大系
長承 04 3 0 23 11350514 天下 従夜半、雨脚降、為天下賀雨也、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 04 4 0 0 11350522 天下 此間、上皇、以播磨国別進米三千石、賑東西両京貧窮、依天下飢饉也、世以為無遮之大会、 百錬抄 6 新訂増補国史大系

長承 04 4 0 9 11350530 京都 天陰雨下、久不雨下間、可云甘雨歟、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 04 4 0 21 11350611 天下 天陰雨下、今日、有臨時廿二社奉幣、…天下疾疫事、従去九日、霖雨不晴事、被祈申也、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 04 4 0 22 11350612 天下 天下大赦、軒廊御卜＜霖雨事＞…仰云、天下不静上、天変恠異頻、仍可被行天下大赦、 長秋記 2 増補史料大成 17

長承 04 4 0 22 11350612 天下 天下大赦、軒廊御卜＜霖雨事＞、 長秋記 2 増補史料大成 17

長承 04 4 0 23 11350613 京都 従去九日、至昨日、霖雨不晴也、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 04 4 0 26 11350616 京都 仰予云、依霖雨、丹生・貴舟二社、可有奉幣、… 長秋記 2 増補史料大成 17

保延 01 4 0 27 11350617 改元 変異、疾疫、洪水、飢饉（皇）、天下飢饉（一）、 皇年代私記 .
一代要記 東大謄写本

保延 01 4 0 27 11350617 改元 依疾疫・飢饉也、 皇代記 新校群書類従 2

保延 01 4 0 27 11350617 改元 依飢饉・疾疫・洪水也、 皇年代略記 新校群書類従 2

保延 01 4 0 27 11350617 改元 依疾疫・飢饉也、 百錬抄 6 新訂増補国史大系
保延 01 5 0 5 11350624 天下 近日、天下疾疫、飢餓者、充満道路、為世間、有恐事歟 中右記 7 増補史料大成 15

保延 01 6 0 21 11350809 天下 凡近代、天下疾疫、飢餓無極、老者談云、近代今年許無疾疫者、 中右記 7 増補史料大成 15

長承 3年（1134）～保延元年（1135）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

保延 01 6 0 23 11350811 山城
［倶舎論記奥書］保延元年六月廿三日、於田原里大道寺点
了、…今年飢饉、古来未有云々、餓死之倫道路難去、可悲哉、
末世為之如何、

倶舎論記奥書 平安遺文題跋 1368

保延 01 6 0 26 11350814 天下 …宣命趣…祇園天下疾疫事、丹生・貴布袮霖雨之事也、… 中右記 7 増補史料大成 15

保延 01 7 0 1 11350818 天下 天下飢饉・疫疾事、仰諸道、令進勘文、 百錬抄 6 新訂増補国史大系

保延 01 7 0 27 11350913 京都
勘文…／変異、疾疫、飢饉、盗賊等事、／一、天地変異、
人民疾疫事…／一、去年風水有難、今年春夏飢饉事…／一、
陸地海路盗賊旁起事、…

続本朝文粋 日本凶荒史考

保延 01 7 0 30 11350916 京都 止雨奉幣、… 中右記 7 増補史料大成 15

保延 01 8 0 1 11350917 京都 今日、所々氷雨云々、従去廿七日雨降、于今不止、 中右記 7 増補史料大成 15

保延 01 8 0 6 11350922 天下 近日、不晴連雨、依何咎所致哉、官卜云、天下驚恐事、… 中右記 7 増補史料大成 15

保延 01 8 0 7 11350923 京都 是霖雨成祟方神社ニ依、可有奉幣也、…此外、丹生・貴布袮、雖不入方角、依止雨被入也、合十二社、… 中右記 7 増補史料大成 15

保延 01 8 0 12 11350928 京都

…丹生・貴布袮／天皇我詔旨度、…去七月十七日尓、秋
稼漸熟弖、年穀豊登奈留倍支由遠、令祈申給比支、而同
月廿七日与利、雨沢渉旬弖、可及水損支由遠、聞食弖、
…同月卅日捧幣帛計、遣使者弖、早巻陰雲、可属晴天支
由遠、重弖令祈申給比支、其後猶灑霖雨弖、已及数日多利、
…

中右記 7 増補史料大成 15

保延 01 8 0 13 11350929 世間 昨日、止雨奉幣之験、已以顕然也、誠為世間大慶也、 中右記 7 増補史料大成 15

保延 01 8 0 24 11351010 天下 凡近代七道諸国之吏不済公事、天下之大私（乱カ）也、 中右記 7 増補史料大成 15

保延 01 9 0 25 11351011 天下 …朝所三献、次申文、無宴座、…依天下疾疫・飢渇也、… 中右記 7 増補史料大成 15

保延 02 0 0 0 11360211 天下（弘前）天下大飢饉、小児ヲ捨る、 日記 八木橋文庫
保延 02 1 0 28 11360309 天下 近日世間多道路棄小児、大略天下飢餓所致歟、 中右記 7 増補史料大成 15

保延 02 3 0 1 11360410 天下 近日天下大飢渇、道路多餓死者、或棄小児、或多乞食者、中右記 7 増補史料大成 15

保延 02 4 0 17 11360526 美濃［美濃国宮田村司平家基解］…就中、飢渇、疾疫之間、件郷民等、逃死亡多多也者、
近衛家本知信記
天承二年巻裏 平安遺文 5-2343

保延 02 8 0 21 11360925 京都 以天変、風水、飢疫、奉宸筆宣命於大神宮… 伊勢公卿勅使例 日本疾病史

保延 02 10 0 22 11361124 大和［明□書状］洛下此咳病以外、貴賤上下一人而不□候、老者之党多以死去候之由、所承候、… 造興福寺記裏 平安遺文 10-4995

保延 02 12 0 4 11370104 京都 雪積地八九寸許、夜前雪の積也、今日ハ不降、予雪山ヲ作、申終程、雪山ヲ作了、 台記 1 史料纂集

保延 03 0 0 0 11370130 羽前 大雨降、其色黒、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

保延 03 3 0 12 11370411 京都 終日甚雨、不出行、 台記 1 史料纂集
保延 03 7 0 1 11370727 京都 有祈雨奉幣＜二社＞…則雨下、奉幣之験也、 中右記 7 増補史料大成 15
保延 05 7 0 0 11390804 京都 洪水、 如是院年代記 日本の気象史料
保延 05 7 0 0 11390804 京都 洪水、 合符 日本震災凶饉攷

保延 06 1 0 0 11400129 京都 夜中大雨洪水、　 石清水八幡宮
文書 2

史料纂集

保延 06 4 0 27 11400522 改元 依変異・疾疫・洪水・飢饉也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

保延 07 0 0 0 11410216 美濃［東大寺牒案］…因茲、以件茜部庄宛、学徒百人衣裳之処、民烟桑田漸成大河、今秋洪水、如無余剰、 東大寺文書 平安遺文 6-2452

保延 07 0 0 0 11410216 美濃
［美濃国市橋荘住人陳状案］大教院御領市橋御庄住人等、
解申進陳状事…今年大水ニ、宅地・桑原悉成大河、見作
田等多流失天、有限御年貢不可叶之上、住人居所既頽已畢、
仍所訴申也者、…

東大寺文書 平安遺文 6-2454

永治 01 7 0 10 11410820 改元 革命（辛酉）、 皇年代私記 東大謄写本
永治 01 8 0 20 11410928 京都 陰雨不霽、洪水無比類＜永治有二水之徴云々＞、 百錬抄 6 新訂増補国史大系
永治 01 9 0 2 11411010 京都 京師大風、八省院会昌門廻廊顚倒す、 外記局記 日本の気象史料
永治 02 3 0 29 11420503 京都 申刻雨雹、 台記 1 史料纂集
康治 01 4 0 28 11420601 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

康治 01 4 0 28 11420601 改元 今日有改元云々、康治…、今案、康治二字、皆依水、然則、以水災、可有飢饉之象也、… 台記 1 史料纂集

康治 01 5 0 4 11420606 山城 余宇治間供奉、…今日、道間甚雨、 台記 1 史料纂集
康治 01 5 0 28 11420630 京都 申刻雷電、雨雹、 台記 1 史料纂集
康治 01 6 0 1 11420702 京都 甚雨、 台記 1 史料纂集

保延元年（1135）～康治元年（1142）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

康治 01 6 0 2 11420703 京都 昏黒参院、洪水遮車、見参、 台記 1 史料纂集

康治 01 6 0 18 11420719 京都 抑防河事、近年絶無修復、貴賤之輩、悉占居宅、於鴨水之東、各築堤防於東岸、如此之間、京洛殆為魚鼈之害歟、 本朝世紀 24 新訂増補国史大系

康治 01 9 0 1 11420928 京都 去夜大風、自今朝洪水、々昇宿所縁、平地二許尺、… 台記 1 史料纂集

康治 01 9 0 2 11420929 京都
今暁大風雨、発屋人為魚、水昇板敷、因渡桟敷屋、鳥羽・
朱雀大路如大河、築垣悉崩、父老云、如此年来之間三（脱
ｱﾙｶ）、

台記 1 史料纂集

康治 01 9 0 2 11420929 京都 洪水事、 本朝世紀 25 新訂増補国史大系

康治 01 9 0 2 11420929 京都
従昨日、大雨、去暁以後大風、河辺民戸多以流亡、日来、
所被堀之鴨川淵変為瀬了、徒費役夫、已無所成、又八省
会昌門以西、廻廊顚倒之間、役夫等圧死、

本朝世紀 25 新訂増補国史大系

康治 01 10 0 0 11421028 美濃
［美濃国茜部荘住人申文案］東大寺御領茜部御庄住人等解
申進申文事…近年度々頗有大洪水、御公験内九条在家敷
地等也、以流失御年貢絹綿、無力弁済、早限旧河跡、於
河成地者、如旧可被返入庄内也、

東大寺文書 平安遺文 6-2469

康治 01 10 0 25 11421121 京都 此日、被立止雨奉幣使、丹生・貴布袮二社也、 本朝世紀 25 新訂増補国史大系
康治 01 10 0 25 11421121 京都 近日、陰雲厚密、霖雨滂沱、為遂明日御禊所被立也、 本朝世紀 25 新訂増補国史大系
康治 02 2 0 3 11430226 京都 今日、太政官西庁、為大風顚倒、 本朝世紀 26 新訂増補国史大系
康治 02 2 1 25 11430418 京都 行止雨奉幣事、 本朝世紀 26 新訂増補国史大系
康治 02 3 0 21 11430514 京都 未剋以後、雷鳴暴雨、氷雹共降、 本朝世紀 26 新訂増補国史大系
康治 02 5 0 5 11430626 京都 洪水、禁裏并摂政近衛第、如江海、 百錬抄 7 新訂増補国史大系

康治 02 5 0 5 11430626 京都 今朝、鴨河水俄汎溢、入禁裏、始自北陣、通清涼殿東庭、満南殿之馳道、蒼波渺焉、 本朝世紀 26 新訂増補国史大系

康治 02 5 0 6 11430627 京都 太上天皇、令煩御疱瘡御云々、 本朝世紀 26 新訂増補国史大系
康治 02 5 0 14 11430705 京都 依疱瘡并公家御慎、有非常赦云々、 台記 3 増補史料大成 23

康治 02 5 0 14 11430705 天下 草進詔書、依天下疱瘡流行事、并臨時御祈也、 本朝世紀 26 新訂増補国史大系
康治 02 5 0 15 11430706 京都 上皇御悩疱瘡之後、御邪気相加、頗危急云々、 本朝世紀 26 新訂増補国史大系
康治 02 5 0 20 11430711 京都 詣白川、会大水、 台記 1 史料纂集
康治 02 5 0 24 11430715 京都 自今夜、主上有御疱瘡事、 本朝世紀 26 新訂増補国史大系
康治 02 5 0 25 11430716 天下 列見、以上皇不予、天下痘瘡、徹楽、 台記 1 史料纂集

康治 02 5 0 25 11430716 天下 又依暑気甚、卿等相議、欲飲氷水、依氷不持参、留了、依天下疱瘡・新院御悩、無音楽・挿頭等、 台記 1 史料纂集

康治 02 5 0 27 11430718 京都 主上御疱瘡、未令復尋常御、又待賢門院同令煩疱瘡給云々、本朝世紀 26 新訂増補国史大系
康治 02 5 0 28 11430719 天下 於三所有大祓事、依天下疱瘡事也、 本朝世紀 26 新訂増補国史大系
康治 02 5 0 29 11430720 京都 書定文、依主上御疱瘡也、 本朝世紀 26 新訂増補国史大系
康治 02 6 0 1 11430721 京都 抑此奉幣、依御疱瘡、被立廿二社也、 台記 3 増補史料大成 23

康治 02 6 0 6 11430726 京都 次参内、依奉幣事也、御悩（主上疱瘡）平癒由、宣命… 台記 1 史料纂集
康治 02 8 0 3 11430920 京都 依疱瘡事、止宴座、 本朝世紀 27 新訂増補国史大系
天養 01 2 0 23 11440404 改元 甲子革令、 皇年代私記 東大謄写本

天養 01 5 0 26 11440705 京都 未刻、京師雷電暴雨、所々有颷、破人屋、或説、此颷出自東三条杜内、木折時、未有颷云々、 台記 4 増補史料大成 23

天養 01 10 0 17 11441120 京都 自暁痢病、 台記 4 増補史料大成 23

天養 01 11 0 21 11441224 京都 左大臣称疾、在仁和寺…猶依咳病、免内弁退出、 台記 4 増補史料大成 23

天養 02 4 0 0 11450501 備前
［鳥羽院庁下文案］院庁下備前国在庁官人等…天養二年四
月日解状云、…被築高堤、因茲為洪水、四十余町已成池
朽損、仍本数田不足…

根来要書 平安遺文 6-2577

天養 02 4 0 25 11450525 京都 不雨、依奉幣＜二社＞参内、… 台記 5 増補史料大成 23

天養 02 4 0 25 11450525 京都 不雨、依奉幣＜廿二社＞… 宇槐記抄上 増補史料大成 25

天養 02 6 0 2 11450630 京都 洪水云々、 台記 5 増補史料大成 23

久安 01 7 0 22 11450819 改元 依彗星也、 一代要記 古事類苑 1

久安 01 8 0 14 11450909 京都 入夜大風、抜樹発屋、… 台記 5 増補史料大成 23

久安 01 8 0 15 11450910 京都 自去夜大風、今日不休、自未刻許、雨下、風弥甚、 台記 5 増補史料大成 23

久安 01 9 0 7 11451002 京都 大風甚雨、終日不休、 本朝世紀 29 新訂増補国史大系
久安 01 10 0 20 11451113 京都 自今朝、咳病、有湿気、寝食背常、 台記 5 増補史料大成 23

康治元年（1142）～久安元年（1145）
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久安 02 0 0 0 11460220 武蔵 清水寺焼、彗星中天ニ現ス、祇園焼、彗星西ニ現ス、 年代記配合抄 内閣文庫

久安 02 3 0 9 11460428 京都 夜半大雨雷鳴霹靂、前斎院官子内親王＜綾小路北東洞院東＞居宅、為雷火焼失、親王傍親源経光被震死畢、 本朝世紀 30 新訂増補国史大系

久安 02 3 0 18 11460507 京都 今日未剋、大風、五条京極辺有失火、四条以南五条以北、東洞院以東、川原以西併焼失、 本朝世紀 30 新訂増補国史大系

久安 02 5 0 11 11460628 京都 終日甚雨、 台記 5 増補史料大成 23

久安 02 5 0 12 11460629 京都 河尾明神社、為洪水、流失＜廿九日有御卜＞、 百錬抄 7 新訂増補国史大系

久安 02 5 0 29 11460716 京都 占貴布袮社司言上恠異吉凶＜今月十二日洪水、川尾明神并余御前禿倉二所流失＞、 本朝世紀 30 新訂増補国史大系

久安 02 6 0 17 11460803 京都 大雨、桂川東小川、水大出、不渡、… 台記 6 増補史料大成 23

久安 03 6 0 5 11470711 京都 自去夜、降雨、午後止、但終日天陰、無見日、又涼気如四月、台記 7 増補史料大成 23

久安 03 7 0 20 11470825 京都 今日、祈雨奉幣、… 台記 7 増補史料大成 23

久安 03 7 0 21 11470826 京都 暁天雨灑、未刻大雨雷電、依昨日奉幣歟、 台記 7 増補史料大成 23

久安 03 9 0 11 11471014 京都 自夜大風雨、 台記 7 日本の気象史料

久安 03 9 0 12 11471015 山城
依洪水、猶於鳥羽西御船、余及侍臣奉勅候、御船至柱本辺、
依仰、余遷私船…河水盈溢、舟行如射両渓、…渚涯之間、
不弁牛馬、…

台記 7 増補史料大成 23

久安 03 10 0 25 11471126 備前［右衛門督家下文案 香登御庄事］…水損之代田数入加之後、
… 根来要書 平安遺文 6-2631

久安 04 0 0 0 11480130 常陸
［左大史小槻某下知状］一、可慥修築社領四至内堤耕作神
田等事、右件堤、去年（久安４）破損之間、田畠不作、有
限之供神物并春季仁王会料等、已以欠如、

楓軒文書纂 42 平安遺文 6-2658

久安 04 3 0 29 11480426 京都 大風折木、未剋、有祇園焼亡事、 本朝世紀 34 新訂増補国史大系

久安 04 6 0 3 11480627 伊勢
伊勢大神宮司言上、去四月廿七日未時、豊受宮御所荒垣
艮角外所在、榎木南方枝折落、亘塞朝夕御膳ゾ参路、兼
又打損荒垣瑞垣事、

本朝世紀 34 新訂増補国史大系

久安 05 5 0 12 11490626 紀伊 高野大塔・金堂・灌頂堂等、為雷火焼亡、 百錬抄 7 新訂増補国史大系
久安 05 6 0 4 11490717 京都 未時、法成寺池中嶋有霹靂云々、 本朝世紀 35 新訂増補国史大系
久安 05 6 0 21 11490803 京都 申剋雷雨、大雹交降、如小梅子、数剋不消在地、甚為奇、本朝世紀 35 新訂増補国史大系
久安 05 6 0 23 11490805 伊勢 廿七日、大風大雨之間、殿門鳥居築垣等、顚倒破損之事、… 勘仲記 日本の気象史料
久安 05 7 0 24 11490904 京都 被行軒廊御卜、豊受宮御膳之上、并御座下、羽蟻出来事也、本朝世紀 36 新訂増補国史大系
久安 05 8 0 10 11490920 京都 去夜大雨降、今日、松尾行幸延引、依桂河浮橋流損也、 本朝世紀 36 新訂増補国史大系
久安 05 8 0 11 11490921 京都 止雨奉幣也、…丹貴… 本朝世紀 36 新訂増補国史大系
久安 05 9 0 27 11491106 京都 申剋、俄自西北暴風吹来、其勢非直也事、… 本朝世紀 36 新訂増補国史大系

久安 06 2 0 30 11500406 山城 甚雨、午刻参鳥羽＜御精進屋＞、次参宇治、洪水溢河＜鴨河＞殆可覆車、… 台記 9 増補史料大成 24

久安 06 6 0 21 11500724 京都 大風雨、 台記 9 増補史料大成 24

久安 06 8 0 4 11500903 京都 雨降、午剋大風折木、終日不止、下人小屋等戸以被損、又大内裏中、仁寿殿顚倒、… 本朝世紀 36 新訂増補国史大系

久安 06 8 0 4 11500903 京都 終日大風雨、人以為異、… 台記 9 増補史料大成 24

久安 06 8 0 4 11500903 京都 大風、大学寮廟堂前舎一宇顚倒、今日釈尊也、又大内仁寿堂顚倒、 百錬抄 7 新訂増補国史大系

久安 06 8 0 4 11500903 京都
剋雨降、午剋大風折木、終日不止、下人小屋等多以吹損、
又大内裏中仁寿殿顚倒、近年内裏殿舎、払地顚倒、所残
此一殿也、今亦如此、可傷々々、

本朝世紀 38 新訂増補国史大系

久安 06 8 0 20 11500919 京都 終日大風雨、 台記 9 増補史料大成 24

久安 06 8 0 28 11500927 山城 自一昨日、降雨、于今不晴、巳時、自東路参鳥羽、洪水溢河、車馬不通、… 台記 9 増補史料大成 24

久安 06 8 0 28 11500927 京都 今日、大雨降、洪水滔天、近水民屋併為魚鼈之府、 本朝世紀 38 新訂増補国史大系
久安 06 8 0 29 11500928 京都 可被立止雨奉幣也、 本朝世紀 38 新訂増補国史大系
久安 06 8 0 30 11500929 京都 仍被立止雨奉幣、…丹生川上使…貴布袮使… 本朝世紀 38 新訂増補国史大系

久安 06 10 0 26 11501123 京都 近日咳病蜂起、貴賤上下、敢無免者、老者多以妖亡、民庶粗死亡、近年以来第一咳疫也、 本朝世紀 38 新訂増補国史大系

久安 06 11 0 13 11501210 京都 今夜有杖議、諸国依洪水、申実検使… 本朝世紀 38 新訂増補国史大系
久安 06 11 0 13 11501210 諸国 諸卿定申、諸国風水難事、 百錬抄 7 新訂増補国史大系

久安 2年（1146）～久安 6年（1150）
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久安 06 11 0 28 11501225 天下 被祈禱天下咳疫事也、…凡近日上下諸人莫不嬰此病之者、禁中及院中已以無人云々、 本朝世紀 38 新訂増補国史大系

仁平 01 1 0 26 11510221 改元 変異、去年風水（皇）、去年国逢暴風之難、人有洪水之困（台）、
皇年代私記 .
台記 9

東大謄写本

仁平 01 1 0 26 11510221 改元 依去年風水也、 皇代記 新校群書類従 2

仁平 01 1 0 26 11510221 改元 依変異、去年風水也、 皇年代略記 新校群書類従 2

仁平 01 1 0 26 11510221 改元 依去年風水也、 百錬抄 7 新訂増補国史大系
仁平 01 1 0 26 11510221 京都 就中、去年国逢暴風之難、人有洪水之困、 本朝世紀 39 新訂増補国史大系

仁平 01 2 0 21 11510317 京都 酉刻許、大雷暴雨、雷公落焼、木工権頭季兼朝臣吉田辺新造堂、 台記別記 6 増補史料大成 25

仁平 01 2 0 21 11510317 京都 入夜雨降、雷電殊甚、又雪降、…今夕、雷火焼木工権頭季兼朝臣白川堂、 本朝世紀 39 新訂増補国史大系

仁平 01 3 0 20 11510415 伊勢 大風雨、豊受宮内外院併に別当高宮土寓殿舎門垣或は傾倚し、或は破壊す、 外記局記 日本の気象史料

仁平 01 3 0 29 11510424 京都 暴風雷電、又雹降、 本朝世紀 39 新訂増補国史大系
仁平 01 4 0 2 11510427 武蔵 霜降如雪、 年代記配合抄 内閣文庫
仁平 01 4 0 2 11510427 京都 天晴、近曽寒気猶甚、今朝霜降、 本朝世紀 39 新訂増補国史大系
仁平 01 4 0 3 11510428 京都 自去月上旬、黎民有飢饉之憂、 本朝世紀 39 新訂増補国史大系
仁平 01 4 0 11 11510506 天下 被定伊勢以下九社奉幣使、被祈申天下之飢饉也、 本朝世紀 39 新訂増補国史大系
仁平 01 4 0 13 11510508 京都 恠所有口舌病事歟、 本朝世紀 39 新訂増補国史大系
仁平 01 4 0 13 11510508 京都 去三月廿日大風、或破損顚倒、或所傾倚也、 本朝世紀 39 新訂増補国史大系
仁平 01 4 0 23 11510518 天下 今日、為天下饑饉之祈、被発遣伊勢以下九社幣帛使、… 本朝世紀 39 新訂増補国史大系
仁平 01 6 0 23 11510814 京都 近日仙院、令行賑給々、依黎民之饑饉也、 本朝世紀 40 新訂増補国史大系
仁平 01 6 0 24 11510815 京都 六月廿四日、未時許、為大風、被吹折顚倒事、（7月 18日条）本朝世紀 40 新訂増補国史大系
仁平 01 7 0 7 11510827 京都 終日大雨、至夜殊甚、 本朝世紀 40 新訂増補国史大系
仁平 01 7 0 8 11510828 京都 洪水、近年少類、 百錬抄 7 新訂増補国史大系

仁平 01 7 0 8 11510828 京都 雨止、終日大風、今暁洪水、壊山襄陵、近年殆無比類云々、宇治橋流了、 本朝世紀 40 新訂増補国史大系

仁平 01 7 0 9 11510829 京都 大風天陰、 本朝世紀 40 新訂増補国史大系
仁平 01 7 0 10 11510830 京都 天晴、終日大風、 本朝世紀 40 新訂増補国史大系
仁平 01 7 0 28 11510917 京都 今夜大雨滂沱、秋稼可及損傷云々、 本朝世紀 40 新訂増補国史大系
仁平 01 8 0 0 11510919 紀伊 大風、宮殿破、南門崩る、 熊野史 日本の気象史料
仁平 01 8 0 2 11510920 京都 被定申可奉遣止雨奉幣、於丹生・貴布袮… 本朝世紀 40 新訂増補国史大系
仁平 01 9 0 29 11511116 京都 自暁大風、終日不休、 本朝世紀 40 新訂増補国史大系

仁平 01 11 0 11 11511227 京都
一昨日・昨日・今朝、予奉幣春日及隼神、為無雨難也、巳刻、
為止雨奉幣、貴布袮、自昨日、権少僧都静経阿闍梨覚仁、
祈止雨、…

台記別記 6 増補史料大成 25

仁平 02 2 0 28 11520411 京都 夜半暴風雷雨、尤足驚恠、 本朝世紀 41 新訂増補国史大系
仁平 02 4 0 6 11520518 京都 去年五月廿九日亥時、依枯木顚倒、正殿并御門御垣等破損、本朝世紀 42 新訂増補国史大系
仁平 02 4 0 11 11520523 京都 未刻、一条北京極東西有火、南風猛烈、数町遭災、 本朝世紀 42 新訂増補国史大系
仁平 02 6 0 30 11520809 京都 近日、炎旱之愁尤甚、 本朝世紀 43 新訂増補国史大系
仁平 02 7 0 6 11520815 京都 炎旱殊甚、 本朝世紀 43 新訂増補国史大系
仁平 02 7 0 22 11520831 京都 大雨滂沱、 本朝世紀 43 新訂増補国史大系
仁平 02 8 0 16 11520923 京都 朝間雨降、巳午両剋暴風抜木、頃之止、 本朝世紀 43 新訂増補国史大系
仁平 03 1 0 26 11530203 改元 依変異、去年風水也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

仁平 03 3 0 8 11530410 京都 風陰、雪或飛、 本朝世紀 45 新訂増補国史大系

仁平 03 5 0 0 11530601 諸国 美作、備前、備中、備後、紀伊、淡路、阿波、土佐等、稔らず、
台記 10.
一代要記 日本震災凶饉攷

仁平 03 5 0 1 11530601 京都 近日天気冷然、如孟冬之候、 本朝世紀 46 新訂増補国史大系
仁平 03 5 0 25 11530625 京都 自暁大雨、洪水汎溢云々、 本朝世紀 46 新訂増補国史大系
仁平 03 6 0 19 11530719 京都 今日、祈雨二社奉幣也、 本朝世紀 46 新訂増補国史大系
仁平 03 6 0 25 11530725 京都 近日炎旱殊甚、 本朝世紀 46 新訂増補国史大系
仁平 03 7 0 6 11530804 京都 申剋大雨、霹靂四条南、猪曲西、又虹立相模守親弘宅云々、本朝世紀 47 新訂増補国史大系

久安 6年（1150）～仁平 3年（1153）
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仁平 03 7 0 20 11530818 京都 祈雨奉幣也、…今日被払神泉苑池、依旱災也、 本朝世紀 47 新訂増補国史大系

仁平 03 7 0 28 11530826 京都 近日旱魃、衆庶憂之、自今暁、至未刻、降雨、入夜復雨至明日、衆庶大悦、 台記 10 増補史料大成 24

仁平 03 7 0 28 11530826 京都 雨降、六月朔以後、雨沢不降、今日雖可有神泉御読経、依雨降延引、 本朝世紀 47 新訂増補国史大系

仁平 03 8 0 8 11530905 京都 天晴、左大臣被奉遣使者於大学庿倉、為無風雨之歎也、 本朝世紀 47 新訂増補国史大系
仁平 03 8 0 9 11530906 京都 雨降、終夜滂沱、 本朝世紀 47 新訂増補国史大系

仁平 03 9 0 20 11531016 京都
大雨大風、斎宮＜嘉子＞野宮、并西川蔀屋顚倒、仍今日
群行延引、新造土御門内裏南殿顚倒、又賀茂社内大樹顚折、
損御料屋渡殿中門廻廊等、

百錬抄 7 新訂増補国史大系

仁平 03 9 0 20 11531016 京都 自昨日甚雨、自酉刻大風、折木発屋、人民驚騒、 台記 10 増補史料大成 24

仁平 03 9 0 20 11531016 京都 伝聞、東西河原頓宮、大風吹壊、又吹壊勢多頓宮、… 台記 10 増補史料大成 24

仁平 03 9 0 20 11531016 京都 後聞、新造内裏南殿＜半作＞顚倒、依大風也、 台記 10 増補史料大成 24

仁平 03 9 0 20 11531016 諸国 終日暴風大雨、…暴風大雨其勢猛烈、高野河蔀屋皆悉顚倒、野宮舎屋多以顚覆、勢多頓宮六十余宇顚倒、仍延引、… 本朝世紀 47 新訂増補国史大系

仁平 04 4 0 29 11540618 京都 自去廿一日、兼長病悩＜温気＞昨今有増、近日此病死、満京師、或称中宮病、或称虚子病、 台記 11 増補史料大成 24

仁平 04 5 0 23 11540712 諸国
美作・備前・備後・紀伊・淡路・阿波・土左等国司申、
去年異損事…十分国内之田数、以不足七分、為異損、随
損戸之多少、有免許之定数、今不進坪付帳、恣請免許、
至美作国者、申被免一年済物、理不可然歟、…

台記 11 増補史料大成 24

仁平 04 6 0 0 11540720 諸国 大飢、 大日本史 日本震災凶饉攷
仁平 04 8 0 3 11540919 京都 終日甚雨、申刻臨東河、見洪水、 台記 11 増補史料大成 24

久寿 01 10 0 28 11541211 改元 変異厄運（皇）、焼亡（一）、 皇年代私記 .
一代要記 東大謄写本

久寿 01 10 0 28 11541211 改元 依変異・厄運也、 皇年代略記 新校群書類従 2

久寿 02 2 0 7 11550318 京都 自夜甚雨、終日不止、春日祭上卿先被着宿院、其儀如泥、… 兵範記 1 増補史料大成 18

久寿 02 5 0 19 11550627 諸国 諸国異損事、有公卿僉議、 兵範記 1 増補史料大成 18

久寿 02 6 0 0 11550709 京都 近日飢饉、同去保延、 百錬抄 7 新訂増補国史大系
久寿 02 11 0 25 11551228 京都 雷雨暴風、 台記 11 増補史料大成 24

久寿 02 11 0 25 11551228 京都 今夜大風暴風、毎事省略、大略有若亡歟、不可為後例々々、大嘗会記 九条家歴世記録 1

久寿 02 11 0 25 11551228 京都 大雨・暴雨・雷鳴、人奇之、 宇槐記抄下 増補史料大成 25

保元 01 4 0 27 11560525 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

保元 02 7 0 18 11570831 京都 為祈雨廿二社奉幣、…未剋雨脚降、急示神験歟、又孔雀経法感応歟、 兵範記 2 増補史料大成 19

保元 02 7 0 18 11570831 京都 祈雨廿二社奉幣、 人車記要目 21 増補史料大成 22

保元 02 7 0 19 11570901 京都 未剋、甚雨如沃、至于戌剋、雨脚不止、蔵人為勅使々向東寺壇所云々、 兵範記 2 増補史料大成 19

保元 03 6 0 23 11580727 京都 祈雨廿一社奉幣云々、 兵範記 3 増補史料大成 20

保元 03 7 0 25 11580827 京都 近日有天旱愁、仍差遣蔵人光経於神泉苑、令祈雨、 山槐記 1 増補史料大成 26

保元 03 7 0 30 11580901 京都 今日蔵人左近将監親行向神泉苑祈雨云々、日来光経雖行向、無其験、仍改定云々、 山槐記 1 増補史料大成 26

平治 01 4 0 20 11590516 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
平治 01 6 0 0 11590724 京都 是月、大風、洪水、 園太暦 日本の気象史料
永暦 01 1 0 10 11600225 改元 依天変・兵乱也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

永暦 01 1 0 10 11600225 改元 依天変・兵乱也、 皇年代略記 新校群書類従 2

永暦 01 6 0 22 11600803 近江 洪水、日吉社二宮十禅師宝殿自山上、大水出来奉埋之、小神等皆流失、去比、件社木俄枯損云々、 百錬抄 7 新訂増補国史大系

永暦 01 7 0 3 11600813 京都 雨下、終日不休、依旱魃、自去月卅日、於神泉苑被行孔雀経御読経…今日当第四日、終日降雨、 山槐記 1 日本凶荒史考

永暦 01 8 0 0 11600909 京都 大風、 本朝世紀 日本の気象史料

永暦 01 8 0 0 11600909 紀伊［紀伊国在庁官人陳状案］…去年（永暦１）八月為大風洪水、被押流穿堰口已知如淵、其流難登得、而彼流之末、… 根来要書 平安遺文 7-3153

永暦 02 7 0 1 11610801 京都 自去月廿六日、向神泉苑請雨、 山槐記 1 増補史料大成 26

永暦 02 7 0 3 11610803 京都 依旱魃、自去月卅日、於神泉苑、被行孔雀経御読経、 山槐記 1 増補史料大成 26

仁平 3年（1153）～永暦 2年（1161）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永暦 02 7 0 4 11610804 京都 雨降、今日神泉苑御読経結願云々、 山槐記 1 増補史料大成 26
永暦 02 7 0 4 11610804 京都 鴨水泛溢、 山槐記 1 増補史料大成 26

応保 01 9 0 4 11611001 改元 依疱瘡也、 皇年代私記 東大謄写本
応保 01 9 0 4 11611001 改元 天下疫疾、 元秘別禄 東大謄写本
応保 01 9 0 4 11611001 改元 依飢饉、疱瘡也、 一代要記 日本凶荒史考
応保 01 9 0 4 11611001 改元 依疱瘡也、 皇年代略記 新校群書類従 2

応保 02 0 0 0 11620124 京都 夏大旱、 本朝世紀 日本の気象史料

応保 03 2 0 0 11630314 羽前 二月ヨリ六月廿六日マテ、天水一滴モ不降、田畠旱損、草木枯ル、 羽黒山年代記 山形県史中世史料
2

長寛 01 3 0 29 11630511 改元 依疱瘡也、 皇年代略記 新校群書類従 2

長寛 01 3 0 30 11630512 改元 依赤斑瘡也、 皇代記 新校群書類従 2

長寛 01 4 0 26 11630606 京都 洛中雹降る、 小朝野神社神
鏡沙汰文 日本の気象史料

長寛 03 2 0 9 11650329 京都 大風、樹を折り屋を発く、 百錬抄 7 日本震災凶饉攷
長寛 03 4 0 27 11650614 京都 有止雨奉幣事、… 山槐記 3 増補史料大成 28

長寛 03 4 0 30 11650617 京都 被発遣十一社奉幣… 山槐記 3 増補史料大成 28

永万 01 6 0 5 11650721 改元 天変、御慎、公家御薬事（皇）、天変、恠異、病（一）、 皇年代私記 .
一代要記 東大謄写本

永万 01 8 0 1 11650914 京都 大風、会昌門顚倒、 百錬抄 7 新訂増補国史大系

永万 02 0 0 0 11660210 伊賀
［主殿寮年預伴守方注進状案］主殿寮／注進伊賀国寮納油、
治承三、四、五并三箇年令難［ ］事、／…勘旧記、去長寛
四年之比、諸国成旱損之愁、死骸満道路、不及［ ］納之数、
国内百姓減少、致所渋之時、…

壬生家文書 3 図書寮叢刊

永万 02 7 0 5 11660809 天下 日来、天下愁旱魃、祈仏神、無其験、而禎喜於神泉苑修孔雀経御読経、今日、雲雷頻起、大雨忽下、… 百錬抄 7 新訂増補国史大系

永万 02 7 0 11 11660815 山城 祈雨、清滝宮仁王経御読経事、 醍醐寺雑事記上 続群書類従 31下
仁安 01 8 0 27 11660930 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
仁安 02 4 0 14 11670511 天下 近日、天下流風已有不浄疑、禊祭難被行之由、議定出来、… 兵範記 3 増補史料大成 20

仁安 02 4 0 30 11670527 京都 今日、甚雨以外也、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
仁安 02 5 0 16 11670612 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
仁安 02 5 0 17 11670613 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊

仁安 02 7 0 13 11670806 京都 去十一日軒廊顚倒云々、更無風雨之難云々、凡近日天下天変恠異、不可勝計云々、
九条家本玉葉
１ 図書寮叢刊

仁安 02 7 0 14 11670807 京都 自去朔日、雨未降、念誦如恒、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
仁安 02 7 0 16 11670809 京都 炎旱渉旬、可有祈雨沙汰歟、… 兵範記 3 増補史料大成 20

仁安 02 7 0 16 11670809 京都 祈雨之沙汰、 人車記要目 34 増補史料大成 22

仁安 02 7 0 17 11670810 京都 下官参殿下、執申祈雨事等、…仰云、祈雨二社奉幣令勘日時ヨ、… 兵範記 3 増補史料大成 20

仁安 02 7 0 17 11670810 京都 夜陰泰親来、有天変云々、以外大事、公家重御厄云々、春宮御厄云々、凡希代変云々、
九条家本玉葉
1

図書寮叢刊

仁安 02 7 0 17 11670810 京都 祈雨日時定、 人車記要目 34 増補史料大成 22

仁安 02 9 0 13 11671103 京都 止雨奉幣、 人車記要目 34 増補史料大成 22

仁安 02 9 0 14 11671104 京都 甚雨、 兵範記 3 増補史料大成 20

仁安 02 9 0 15 11671105 京都 陰雲、可有止雨奉幣由、去夕賜殿下御教書、…下官仰云、止雨奉幣使可令進発之、… 兵範記 3 増補史料大成 20

仁安 02 11 0 16 11680105 京都 雪降、近年之中、事外大雪也、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊

仁安 03 0 0 0 11680218 豊前［八幡宇佐宮貫首漆島並清解］…去嘉応元年以後迄于今年、旱魃所令荒廃之也、而付荒田面々課役之間、所難安堵也者、桶田文書 平安遺文 7-3707

仁安 03 2 0 19 11680406 京都 昨日大雨之間、殊弥可祈請之由蒙仰、而自今暁天晴、感懐尤切、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊

仁安 03 3 0 9 11680425 京都 甚雨終日、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
仁安 03 3 0 11 11680427 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
仁安 03 3 0 14 11680430 京都 天陰、終日雨降、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
仁安 03 6 0 0 11680714 会津 三寸許氷降、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

永暦 2年（1161）～仁安 3年（1168）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

仁安 03 6 0 4 11680717 世間

今日被発遣廿二社奉幣、是天変之上、世間之疫癘御祈云々、
…天皇我詔旨止、掛畏支某乃大神乃広前尓…又京都往々
尓癘気競起弖、人民悉患止聞食驚弖、叡心無聊之、践祚
之後知僅仁数月之間尓、屡有此患利、是則徳之薄加所致
奈利、…

兵範記 4 増補史料大成 21

仁安 03 6 0 13 11680726 京都 今日被発遣祈雨奉幣使、…去月晦以後炎旱、田舎已愁申云々、… 兵範記 4 増補史料大成 21

仁安 03 6 0 13 11680726 京都
天皇我詔旨止…而去月晦乃比与里、炎旱之気殊熾尓之弖、
田園殆尓及焦損奴倍志止聞食、驚古止無極之、年若不登
奈良波、民其如何加世牟、…

兵範記 4 増補史料大成 21

仁安 03 6 0 13 11680726 京都 祈雨奉幣、 人車記要目 39 増補史料大成 22

仁安 03 6 0 14 11680727 京都 自夜降雨、日来炎旱、仍此（昨カ）日被発遣祈雨奉幣、… 兵範記 4 増補史料大成 21

仁安 03 6 0 14 11680727 京都 今日甚雨終日不止、奉幣霊験… 兵範記 4 増補史料大成 21

仁安 04 0 0 0 11690206 天下
［興福寺西金堂満衆等解案］…一、院宣長者宣被仰下旨、
依難遁避、不論去年（嘉応 1）大旱魃損亡、可令究済高殿庄
所負東大寺御油并副米事、…去年（嘉応 1）天下一同大旱魃、
雲稼還変、青苗多死、耕作之輩佗傺無極、…

筒井氏東大寺
文書 平安遺文 7-3547

仁安 04 1 0 26 11690303 京都 戌時、天陰風吹、大雷電、… 百錬抄 8 新訂増補国史大系
仁安 04 2 0 9 11690316 京都 大風、折木発屋、 百錬抄 8 新訂増補国史大系
仁安 04 3 0 28 11690503 京都 清水寺滝水枯失、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
嘉応 01 4 0 8 11690513 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
嘉応 01 6 0 0 11690704 京都 有孔雀経御読経、修中雨降、 祈雨日記 続群書類従 25下
嘉応 01 6 0 0 11690704 京都 近日有炎旱愁、 百錬抄 8 新訂増補国史大系

嘉応 01 6 0 14 11690717 京都
［祈雨法等引付］被綸旨云、今日率廿口伴侶、於神泉苑、
可勤修請雨経法之由、宜遣仰者、綸言如此、悉之、謹言、
…雖被仰乗海律師、辞退不行之、

東寺文書 3紙
背

東大文学部所蔵文
書目録 1

嘉応 01 6 0 23 11690726 大和 祈雨＜室生龍穴御読経＞、 人車記要目 49 増補史料大成 22
嘉応 01 6 0 24 11690727 京都 神泉苑祈雨、 人車記要目 49 増補史料大成 22

嘉応 01 6 0 24 11690727 京都 蔵人少輔仰云、依日来炎旱、自明日限三ケ日、於神泉苑、以廿口請僧、可令転読孔雀経、… 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 01 6 0 25 11690728 京都 神泉苑祈雨舗設、 人車記要目 49 増補史料大成 22

嘉応 01 6 0 25 11690728 京都 為祈雨、自今日限三ケ日、於神泉苑、可被転読孔雀経、… 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 01 6 0 26 11690729 京都 神泉苑祈雨…、 人車記要目 49 増補史料大成 22

嘉応 01 6 0 28 11690731 京都 仏神祈請雖有日、炎旱弥太、甘雨不降、上天大事、下民愁煩、已在近日、 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 01 6 0 29 11690801 京都 丹生・貴布袮祈雨、… 人車記要目 49 増補史料大成 22

嘉応 01 6 0 29 11690801 京都
蔵人少輔云、旱魃及両月、雖有請雨経沙汰、醍醐座主乗
覚法眼再三辞退、仍不及沙汰、丹生・貴布袮奉幣両度、神
司御祈及数日、神泉有御読経、如此之間、于今無駄、…

兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 01 8 0 28 11690802 京都 自朝雨下、及晩殊甚、明日行幸［不カ］晴者、難被行、仍有旁御祈、別被仰護持僧等、□止雨奉幣、… 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 01 7 0 17 11690818 京都 雷震人、 百錬抄 8 新訂増補国史大系

嘉応 01 9 0 0 11690930 紀伊
［紀伊国大伝法院衆徒解案］…且依今年旱損、免除熊野御
幸役寄合渋田・弘田両庄女院御宿可造進藤代御宿子細愁
状…今年、当寺之庄々旱損而、人民令逃散、…

根来要書 平安遺文 9-4862

嘉応 01 9 0 18 11691017 京都 自夜甚雨、終日如沃、 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 01 9 0 19 11691018 京都 甚雨不止、…河水泛溢、已及煩也、 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 01 9 0 20 11691019 天下 霖雨鴻水、天下及煩、院中上下昨今不通云々、蔵人少輔申行止雨、… 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 01 9 0 20 11691019 山城 摂政殿一昨日入御宇治殿、未還御、依大水歟、… 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 01 9 0 21 11691020 京都 二条・三条末河水泛溢、車馬不通、遣下七条末、尋浅瀬参入了、 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 01 11 0 12 11691209 京都 幸大内、戌時雷落法勝寺九重塔第三層、欲焼損、打消之、百錬抄 8 新訂増補国史大系
嘉応 02 1 0 17 11700211 京都 終日甚雨［不止、不出行ｲ］、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
嘉応 02 2 0 15 11700311 京都 天陰、巳刻以後、雨脚間灑、臨晩、風雨甚烈、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
嘉応 02 3 0 5 11700331 京都［日来依咳病沐浴、今日始浴之、ｲ］ 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊

仁安 3年（1168）～嘉応 2年（1170）



73

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

嘉応 02 4 0 16 11700510 京都 降雨、此日、摂政被参賀茂、雖甚雨、尚被参、是院宣云々、九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
嘉応 02 5 0 24 11700716 天下 近日雨不降、天下大歎云々、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
嘉応 02 5 0 27 11700719 京都 今夕、被定祈雨御読経僧名等日時、神泉孔雀経、… 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 02 5 0 27 11700719 京都 今月朔以後、炎旱渉旬、田畝枯渇、祈雨奉幣被及両度、旁被祈請云々、 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 02 5 0 28 11700720 京都 又有祈雨奉幣、… 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 02 5 0 28 11700720 天下 天下有旱魃之訴云々、仍自今日東寺長者僧正禎喜、於神泉苑、被始行孔雀経御読経云々、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊

嘉応 02 5 0 29 11700721 天下 午後陰雲、雨下、終夜甚雨、内外御祈霊験尤甚、天下士民称歓喜、 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 02 5 0 29 11700721 京都 入夜雨、終夜不止、衆民悦予云々、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊

嘉応 02 5 0 30 11700722 天下
雨下、近日天下愁炎旱、権僧正禎喜於神泉苑行孔雀経御
読経、雨沢忽下、依法験、被宣下牛車并園城寺令置阿闍
梨三口、

百錬抄 8 新訂増補国史大系

嘉応 02 6 0 1 11700723 京都 霖雨及洪水、祇園・清水寺等、橋皆流損了云々、 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 02 6 0 2 11700724 京都

雨、早旦竊見水、此十余年以来、第一之洪水也、近日、
下民愁旱魃、仍自去廿八日、被始行孔雀経御読経、自翌
日甚雨、迄于今日、已以大洪水、国土雖止旱魃之歎、黎
民還懐水損之愁云々、仏法之効験雖掲焉、只恨及此洪水、
今日午刻以後晴、

九条家本玉葉 1 図書寮叢刊

嘉応 02 6 0 5 11700727 京都 被立止雨幣、 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 02 6 0 6 11700728 京都 天晴、奉幣験也、 兵範記 5 増補史料大成 22

嘉応 02 7 0 2 11700822 京都 今日、風病殊発動、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
嘉応 02 8 0 8 11700926 山城 大風、鳥羽北楼門顚倒、 百錬抄 8 新訂増補国史大系
嘉応 02 8 0 8 11700926 京都 暴風雷雨、惣無物于取喩、近年之間、未有如此之大風者也、九条家本玉葉 1 図書寮叢刊

嘉応 02 8 0 28 11701016 京都 風病之上、傷寒之気相加歟云々、諸医皆申、不可有灸治之由云々、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊

嘉応 02 11 0 22 11710107 京都 雪降、近年之間、可謂深雪、及五六寸也、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
嘉応 03 2 0 22 11710406 京都 入夜甚雨、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
嘉応 03 2 0 28 11710412 京都 終日風烈、朝間雨降、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
嘉応 03 4 0 10 11710523 京都 今日甚雨、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
承安 01 4 0 21 11710603 改元 御慎并天変、 皇年代私記 東大謄写本
承安 01 5 0 0 11710613 紀伊 是月洪水、 高野山文書 日本の気象史料

承安 01 5 0 0 11710613 紀伊［紀伊国留守所牒］…就中、今年五月之比、為大洪水作畠損亡、而然任牒送之旨、相尋麦之在所、可被沙汰下也、 高野山文書 平安遺文 7-3581

承安 01 5 0 20 11710702 京都 自夜甚雨、辰刻以後天晴、 九条家本玉葉 1 図書寮叢刊
承安 01 10 0 0 11711107 京都 羊病流行、 百錬抄 8 天変地異年表
承安 02 1 0 21 11720223 京都 蓮花王院修正也、下官依風病発動、共不参仕、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 02 2 0 2 11720305 京都 当時咳病無術、夜得減ハ可参仕之由、令申了、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 02 2 0 12 11720315 京都 申刻以後甚雨、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 02 4 0 3 11720504 京都 甚雨、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊

承安 02 5 0 3 11720603 京都
或人語云、去廿七日建春門院御幸、雨御祈、顕智法印俄
奉之、前日依甚雨延引、仍殊被仰之、而忽雨晴、仍被行
勧賞…

九条家本玉葉 2 図書寮叢刊

承安 02 5 0 12 11720612 京都 京中諸人、修諷誦於六角堂、因幡堂、為免疫疾云々、 百錬抄 8 新訂増補国史大系

承安 02 5 0 12 11720612 京都 自去三月廿比、風病相侵、漸々陪増、都不出行、仍去三日加灸治、聊得其減、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊

承安 02 5 0 15 11720615 京都 終日雨降、申時如妖、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 02 5 0 18 11720618 京都 今日、洪水殊甚、六波羅辺人家少々流了云々、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 02 5 0 21 11720621 京都 近日、霖雨洪水、河辺人家多流損、… 百錬抄 8 新訂増補国史大系
承安 02 6 0 12 11720711 京都 降雨、…明日可有止雨奉幣、戌日如何、… 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊

承安 02 8 0 0 11720828 伊賀
［伊賀国柳瀬庄官物結解状案］…定田伍拾玖町伍段参佰歩
…未進拾伍斛捌斗参升肆合、右、件未進之足、依無不作
并干損・水損為方、于今遅々、…

東大寺文書 平安遺文 7-3604

承安 02 9 0 21 11721017 京都 甚雨不止、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊

嘉応 2年（1170）～承安 2年（1172）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

承安 02 12 0 12 11730104 京都 近日、上下咳気、更発也、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 02 12 1 8 11730130 京都 近日、連々霖雨、為世為愁云々、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊

承安 02 12 1 12 11730203 諸国 今日、十二社幣也、是御不予事被謝申云々、幣料諸国難済、仍及秉燭被立幣云々、… 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊

承安 03 3 0 28 11730518 京都［今日、甚雨、僧都被帰南都了、朝間雷鳴、又雹降云々、イ］九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 03 5 0 9 11730627 京都 昨日、甚雨、鴨河洪水、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 03 6 0 21 11730808 京都 炎天殊霽、暑気如蒸、 吉記 1 増補史料大成 29

承安 03 6 0 22 11730809 京都 炎天高晴、旱魃及数日了、…有祈雨奉幣使… 吉記 1 増補史料大成 29

承安 03 6 0 25 11730812 京都 自今日、可被行神泉御読経之由、雖有沙汰、依去夜小雨延引了云々、 吉記 1 増補史料大成 29

承安 03 6 0 27 11730814 京都 天晴、自今日、於神泉苑、被始行孔雀経御読経、…有祈雨奉幣… 吉記 1 増補史料大成 29

承安 03 7 0 1 11730818 京都 近日、炎旱殊太、於醍醐清滝、被行御読経云々、昨日被立廿二社幣、上卿左大臣、是三合并天変御祈也、… 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊

承安 03 7 0 2 11730819 京都
朝間陰晴不定、午後雨降、自一昨日仏厳聖人、自院内々
奉仰令祈請云々、若其効験歟、此事頗不被甘心、或人云、
自明日、於神泉苑、乗海僧都可行請雨経法云々、

九条家本玉葉 2 図書寮叢刊

承安 03 7 0 6 11730823 京都［去二日以後、雖天頗陰、雨猶不降、国土已可損凶云々、イ］九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 03 8 0 30 11731015 京都 甚雨、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 03 9 0 11 11731026 京都 暴風大雨、又時々日景見、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 03 10 0 10 11731123 京都 甚雨、 九条家本玉葉 2 図書寮叢刊
承安 04 0 0 0 11740211 天下 近日天下太旱魃、衆流已枯渇之間、民戸忘農業、 古事談 旱魃霖雨史料

承安 04 0 0 0 11740211 天下
今年春ノ比ヨリ天下旱魃シテ、夏ノ半ニ至、江河流止リ
ケレハ、土民耕作ノ煩ヲ歎、国土農業ノ勤ヲ廃ス、井水
絶ニケレハ、泉ヲ掘テソ人ハ集リケル、

参考源平盛衰
記 日本凶荒史考

承安 04 3 0 2 11740412 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 04 3 0 4 11740414 京都 午上甚雨、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 04 3 0 10 11740420 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 04 3 0 11 11740421 京都 朝間甚雨、午後晴、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 04 5 0 0 11740609 京都 大旱、河流井水皆渇、 続本朝通鑑 日本の気象史料

承安 04 5 0 28 11740706 京都
最勝講結願、…是近日有炎旱之愁、第二日夕座講師可降
雨之由、表白之由、甘澍忽下、不堪叡感、所被行勧賞也、
今日結願、…世以驚耳目、

百錬抄 8 新訂増補国史大系

承安 04 6 0 0 11740708 京都 近日、有炎旱之愁、 百錬抄 8 新訂増補国史大系
承安 04 6 0 11 11740718 天下 炎旱之間、天下損亡云々、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 04 6 0 21 11740728 天下 未刻以後、雷電甚雨、近日炎旱之愁、普于天下、東寺第二長者任覚、於神泉苑、行孔雀経御読経、其効験歟、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 04 6 0 22 11740729 京都 雷落泰親朝臣宅、 百錬抄 8 新訂増補国史大系
承安 04 6 0 27 11740803 京都 今日、為祈雨、有七社奉幣、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 04 7 0 7 11740813 諸国 昨今共、未時許小雷雨、凡近日炎旱訴、諸国一同、雖細脚間灑、敢不及直国土之損弊云々、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 04 7 0 24 11740830 京都 今日、暴雨雷電、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 04 7 0 25 11740831 京都 暴雨雷電、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 04 7 0 27 11740902 京都 左府又云、暑熱殊太、令開北戸如何、人々称善、… 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 04 10 0 29 11741202 京都 甚雨、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 04 12 0 0 11750102 紀伊［紀伊国紀実俊申文］…直川保河南島…且依為洪水深底朽損地、備永代証券…荒野畠…
紀伊続風土記
付録 平安遺文 7-3670

承安 05 0 0 0 11750131 京都 痘瘡流行、 百錬抄 .玉海 .皇
年代略記 日本災異志

承安 05 2 0 26 11750327 大和 或云、昨日東大寺別当顕恵入滅、近日之疱瘡云々、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 05 2 0 27 11750328 京都［入夜大風、晩景欲参内、而依大風止了、イ］ 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 05 3 0 2 11750401 京都 主上、自昨夕、聊不予御云々、大略事躰疱瘡歟、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 05 3 0 5 11750404 天下 主上御疱瘡、近日流行天下、被行御祈等、 百錬抄 8 新訂増補国史大系
承安 05 3 0 7 11750406 京都 入夜甚雨、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 2年（1173）～承安 5年（1175）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

承安 05 3 0 10 11750409 京都 以基輔訪左大将、疱瘡有少減云々、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 05 3 0 28 11750427 京都 終日雨下、今日八幡行幸也…深更還御之間、甚雨雷鳴、路頭物騒云々、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 05 4 0 22 11750521 京都 終夜甚雨、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 05 6 0 0 11750627 京都 霖雨、洪水、稼を傷む、 山槐記 日本震災凶饉攷

承安 05 6 0 1 11750627 天下
陰晴不定、時々雨下、近日之雨、民間大悦云々、或曰、
仁和寺法親王別奉勅、祈天下之豊饒、甘雨逢境、可謂効
験者也、

九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 05 6 0 5 11750701 京都 甚雨、洪水、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
承安 05 6 0 6 11750702 京都 甚雨、洪水、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 05 6 0 9 11750705 京都 甚雨、…此七八日許、霖雨、年穀多流損、民烟太歎悲、去年、旱魃之災、今年、洪水之愁、連年飢饉、乱代可然、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

承安 05 6 0 10 11750706 京都 甚雨、 玉葉 日本凶荒史考
承安 05 6 0 11 11750707 京都 今日天始晴、 玉葉 日本凶荒史考
安元 01 7 0 28 11750823 改元 疱瘡、世間不静、 皇年代私記 東大謄写本
安元 01 7 0 28 11750823 改元 依疱瘡并世上不閑也、 百錬抄 8 日本疾病史
安元 01 7 0 28 11750823 改元 依疱瘡也、 皇代記 新校群書類従 2

安元 01 7 0 28 11750823 改元 去春以来、天下不静、病患間起、就中、疱瘡満都鄙、因之、改承安五年、可為安元々年、依嘉保元年之例、令作詔書者、… 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

安元 01 8 0 8 11750901 京都
又人々近代有如瘧之病、諺云、施行病云々、然者、七日
之内有憚于加持云々、瘧病之条、雖無其疑、為無後悔、
今日不加持、試今明之躰、明後日＜当九ケ日＞可加持之、

九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

安元 01 8 0 30 11750923 京都 天陰、申刻以後雨降、終夜甚雨、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
安元 01 9 0 1 11750924 京都［終夜甚雨、入夜大風、終夜不止、イ］ 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
安元 01 9 0 2 11750925 京都 雨下、自去夜、至今朝、大風、 山槐記 2 増補史料大成 27

安元 01 9 0 2 11750925 京都 大風尚不止、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

安元 01 9 0 3 11750926 天下 方今、去春以来、天下不静、疱疫間流行、老幼頗沈困、渺身之不徳也、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

安元 01 9 0 12 11751005 京都 自亥終刻、至于丑終刻大風、京中舎屋、無一全、 山槐記 2 日本の気象史料
安元 01 9 0 12 11751005 京都 大風、横川根本杉顚倒了、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

安元 01 9 0 12 11751005 京都 為大風、横河根本杉顚倒、 皇帝紀抄 7 新校群書類従 2

安元 01 9 0 12 11751005 京都［入夜大風、夜半之後風止、イ］ 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

安元 01 9 0 13 11751006 京都 丑刻、大風、宮城并京中舎屋樹木、多以顚倒、横川根本杉顚倒、 百錬抄 8 新訂増補国史大系

安元 01 9 0 13 11751006 京都［依去夜風、京中洛外小屋、莫不破損、イ］ 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊
安元 01 9 0 18 11751011 京都 自亥終剋、至于丑終剋、大風、京中舎屋無一全、 山槐記 2 増補史料大成 27

安元 01 9 0 23 11751016 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 3 図書寮叢刊

安元 02 1 0 16 11760305 天下 示天変事等、／一、去年十二月廿四日…又江河枯渇、并疫疾等、…／一、今月六日…又有大風、天下有災起、… 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊

安元 02 3 0 1 11760418 京都 下人伝云、今日雷落懸法勝寺九重塔、出納等之輩両三終其命云々、 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊

安元 02 3 0 1 11760418 京都 雷落法勝寺九重塔＜第九層＞下部二人震死、御塔無事、 百錬抄 8 新訂増補国史大系
安元 02 4 0 26 11760612 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊
安元 02 5 0 29 11760714 天下 被行仁王会…、天下疾疫、天変地震等事、被載咒願文云々、吉記 1 増補史料大成 29

安元 02 6 0 5 11760719 京都 炎旱猶如日来、…近日死者、不知数而已、 吉記 1 増補史料大成 29

安元 02 6 0 8 11760722 京都 天猶旱、民愁殊切、 吉記 1 増補史料大成 29

安元 02 6 0 23 11760806 京都 暴風、 玉海 日本震災凶饉攷
安元 02 6 0 23 11760806 京都 天晴、子刻以後、暴風雷雨、 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊
安元 02 6 0 23 11760806 京都 子剋、大雨、風如車輪、自乾、飛巽、 百錬抄 8 新訂増補国史大系
安元 02 6 0 24 11760807 京都 天晴、戌刻以後、又雷雨、如昨日、 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊
安元 02 7 0 4 11760817 京都 入夜大風、終夜不止、 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊
安元 02 7 0 5 11760818 京都［大風甚雨、近年無如此事、終日不止、イ］ 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊
安元 02 7 0 6 11760819 京都［天晴、自今暁、風雨共止時、イ］ 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊

承安 5年（1175）～安元 2年（1176）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

安元 02 7 0 28 11760910 改元 改疱瘡也、又世間不静、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

安元 02 8 0 13 11760924 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊

安元 02 9 0 19 11761030 京都 今日辰刻、九条院崩逝云々、日来脚気之上、赤痢病云々、未曾有之年歟、 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊

安元 02 10 0 8 11761117 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊
安元 02 11 0 9 11761218 京都 自晩入夜大風、 九条家本玉葉 4 図書寮叢刊
安元 03 2 0 0 11770208 京都 近日、疱瘡流行、（20日条） 百錬抄 8 新訂増補国史大系
安元 03 2 0 6 11770314 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 5 図書寮叢刊

安元 03 2 0 20 11770328 天下
余謁兼光、々々語云、御祈等多被始行、欲被始行季御読
経、而明後日可有九社奉幣＜御薬御祈＞仍延引、可及来
月上旬云々、件奉幣宣命被載三ケ之条、御薬并天下病患・
天変事等云々、

九条家本玉葉 5 図書寮叢刊

安元 03 2 0 25 11770402 京都 御薬御祈、昨日被発遣九社幣、… 九条家本玉葉 5 図書寮叢刊
安元 03 3 0 28 11770505 京都 入夜甚雨、終宵不止、 九条家本玉葉 5 図書寮叢刊
安元 03 3 0 29 11770506 京都 自夜雨下、朝間風雨太烈、巳刻以後天晴、 九条家本玉葉 5 図書寮叢刊

安元 03 4 0 18 11770524 京都 未刻暴風、其声如炎上、三条大宮人家門多顚倒、件風起於神泉苑中、云々、或云、善如竜王去此池云々、 百錬抄 8 新訂増補国史大系

安元 03 5 0 20 11770625 京都 終日甚雨、入夜猶不止、 九条家本玉葉 5 図書寮叢刊
安元 03 7 0 0 11770803 京都 是月、大雨洪水、 仲資王記 日本の気象史料
安元 03 7 0 8 11770810 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 5 図書寮叢刊
治承 01 8 0 4 11770905 改元 大極殿火事、天変、 皇年代私記 東大謄写本
治承 01 9 0 7 11771007 京都 此四ケ日、穀類不通云々、 九条家本玉葉 5 図書寮叢刊

治承 01 10 0 16 11771115 京都
天晴、入夜風雨共烈、子刻人告云、前大僧正入滅、即欲
遣使者之処、夜巳及五更、加之、暴風雷雨之間、遼遠之境、
不能人通、

九条家本玉葉 5 図書寮叢刊

治承 02 4 0 28 11780524 京都 終日甚雨、入夜不止、 九条家本玉葉 5 図書寮叢刊

治承 02 6 0 23 11780717 京都 午後大雨、辰剋、東方大以鳴動、如打大鼓、或曰将軍墓云々、十二度鳴之、後日又或曰、山階御陵云々、無一定、 山槐記 2 増補史料大成 27

治承 02 6 1 1 11780724 京都 近日、有風病隙、 九条家本玉葉 5 図書寮叢刊
治承 02 6 1 21 11780813 京都 於神泉苑有祈雨… 山槐記 2 増補史料大成 27

治承 02 6 1 22 11780814 京都 午後大雨雷鳴、其声太猛、祈雨験歟、 山槐記 2 増補史料大成 27

治承 02 8 0 15 11781005 京都 自夜、殊甚雨、寅卯刻如沃、 九条家本玉葉 5 図書寮叢刊
治承 02 12 0 26 11790211 京都 晴、自今晩、風病之上、［咳病相加、不知為術 ｲ］ 九条家本玉葉 6 図書寮叢刊
治承 03 3 0 13 11790428 京都 有止雨奉幣云々、 九条家本玉葉 6 図書寮叢刊

治承 03 4 0 0 11790516 京都 近日、童謡云、自五月一日、悪虫可降、不可見日食者、可夭命、三百年一度、有此事云々、但無差本文、 百錬抄 8 新訂増補国史大系

治承 03 5 0 0 11790614 京都 洛中大風、倒人家、 本朝世紀 日本の気象史料
治承 03 6 0 5 11790718 京都 自夜甚雨、 九条家本玉葉 6 図書寮叢刊
治承 03 6 0 14 11790727 京都 颶風屋を壊す、 玉海 日本震災凶饉攷
治承 03 6 0 23 11790805 京都 甚雨、 九条家本玉葉 6 図書寮叢刊
治承 03 8 0 13 11790922 京都［終日甚雨、巳刻日景歟、イ］ 九条家本玉葉 6 図書寮叢刊
治承 03 8 0 23 11791002 京都 雨下、洪水、 九条家本玉葉 6 図書寮叢刊
治承 03 8 0 28 11791007 京都 午上、雨下洪水、申刻以後雨止、 玉葉 日本の気象史料
治承 03 9 0 3 11791012 京都 自夜終甚雨、 九条家本玉葉 6 図書寮叢刊

治承 04 0 0 0 11800205 諸国
諸国七道ノ合戦、諸寺諸山ノ破滅モサル事ニテ、天神地
祗恨ヲ含給ケルニヤ、春夏ハ炎旱夥シ、秋冬ハ大風洪水
斜ナラズ、懇ニ東作ノ勤ヲ致ナカラ、空ク西収ノ営絶ニ
ケリ、

参考源平盛衰
記 日本凶荒史考

治承 04 0 0 0 11800205 天下［中原家憲解］…右謹検案内、去年（治承４）天下一同旱魃之上、今年旱魃令去年一倍之間、国中皆以令損亡畢、…
東博所蔵高山
寺文書 平安遺文新補 403

治承 04 1 0 1 11800205 天下 此日、無私四方拝、内裏五躰不具穢遍満天下之故也、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 04 1 0 24 11800228 京都 晩頭雨下、入夜甚雨・大風、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 04 2 0 28 11800401 京都 終日雨下風吹、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 04 3 0 0 11800404 京都 雨風起…麦苗不秀、多黄死、 参考源平盛衰記 日本凶荒史考

安元 2年（1176）～治承 4年（1180）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

治承 04 4 0 3 11800506 京都 晴、大風、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 04 4 0 10 11800513 京都 終日甚雨、入夜天晴、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 04 4 0 22 11800525 京都 颶風、 方丈記 日本震災凶饉攷
治承 04 4 0 29 11800601 京都 大颶風、 方丈記 日本震災凶饉攷

治承 04 4 0 29 11800601 京都 大飆、舎殿多以顚倒、黒雲一通、広三町許、雲中吹上種々雑物、諸人驚之、 皇帝紀抄 7 新校群書類従 2

治承 04 4 0 29 11800601 京都 申時、飄風忽起、所過屋舎多以顚倒、即成黄気如楼至天、其上、有黒雲、右旋似蓋、又雷鳴・雹降、（5月 4日条） 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 4 0 29 11800601 京都
未時許、雹降、雷鳴先両三声之後、霹靂猛烈、北方煙立揚、
人称焼亡、是飆（つむじかぜ）也、京中騒動云々、抜木揚
沙石、人家門戸并車等、皆吹上云々、古老云、未聞如此事、

明月記 五味「研究報告書」
2003

治承 04 4 0 29 11800601 京都

中御門京極ノホドヨリ、大キナル辻風発リテ、六条ワタ
リマデ吹ケル事ハベリキ、三四町ヲ吹キマクルアヒダニ、
籠レル家ドモ、大キナルモ小サキモ、ヒトツトシテ破レ
ザルハナシ、…是ヲ取リ繕フアヒダニ、身ヲソコナヒ、
片輪ヅケル人、数モ知ラズ、…

方丈記 五味「研究報告書」
2003

治承 04 4 0 29 11800601 京都 辻風起自近衛京極、至于錦小路、大小人屋多以顚倒、又雹降、又雷発一声、即落七条東洞院人屋、 百錬抄 8 新訂増補国史大系

治承 04 4 0 29 11800601 京都 今日申刻、上辺＜三四条辺云々＞廻飄忽起、発屋折木、人家多以吹損云々、又同時雷鳴、七条高倉辺落云々、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 4 0 29 11800601 京都 又白川辺雹降、又西山方同然云々、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 5 0 1 11800601 京都 桧皮分散庭上、破損非口所宣、 明月記 五味「研究報告書」
2003

治承 04 5 0 2 11800603 京都
終日雨降、未刻前大納言邦綱来、伝新院仰云、一昨日、
暴風已為朝家大事、御祈已下事、何様可被行哉、…辻風
雖為常事、未有如今度之事、

九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 5 0 12 11800613 京都 天晴、申刻以後頗陰、然而雨不下、近日、有旱魃之愁云々、九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 04 5 0 13 11800614 天下 雨降…此雨、天下為悦云々、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 6 0 2 11800703 諸国
去六月二日、忽然而遷都於摂州福原之別業、神不降福、
人皆称禍、依彼不可致此災異、所謂天変地夭之難、旱水
風虫之損、厳神霊社之恠、関東鎮西之乱等是也、…（11
月 26日条）

九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 6 0 10 11800711 京都 去月十三日大雨下、是則賀茂神主重保、於宝前講祈雨和歌、彼霊験也云々、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 6 0 13 11800714 近江
到草津乗船＜二舟、邦綱卿船也、水手八人＞所具之女房
四人同乗此船、雑船等召女院御庄、終夜浮淀川、近日炎旱、
河水干乾、淵変作瀬、船筏滞停、雖急不速、

九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 7 0 0 11800731 京都 自去五月、炎旱渉旬、天災競発歟、所所水皆絶、 百錬抄 8 新訂増補国史大系

治承 04 7 0 16 11800815 京都 天晴、炎旱渉旬、 明月記 五味「研究報告書」
2003

治承 04 7 0 17 11800816 京都［天晴、炎旱御祈、来廿五日奉幣云々、凡国土亡弊、不可敢云、イ］ 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 7 0 18 11800817 京都
近日依旱魃無河水、土民等止江々（口イ）入田、仍下向河
尻之船難往反云々、然而臨其所令見之、大河止之水余他
方流下、偏如引陸…

山槐記 3 増補史料大成 28

治承 04 7 0 25 11800824 京都 被発遣祈雨奉幣於十三社者… 山槐記 3 増補史料大成 28

治承 04 7 0 27 11800826 京都 近日旱魃、 山槐記 3 増補史料大成 28

治承 04 7 0 28 11800827 京都
申刻以前天晴、同四点雷鳴雨降、伝聞、日来雖有御祈等
無其験、仍仏厳聖人去比奉禅門命祈之云々、若其験歟、
但無程晴了、

九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 7 0 29 11800829 京都 晴、申刻雷鳴雨下、其後天陰、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 04 8 0 6 11800904 天下 雨下、自去六月天旱、今日初下、但天下皆損亡了云々、 山槐記 3 増補史料大成 28

治承 04 8 0 21 11800919 京都
早旦帰家、自今旦大将病悩、及巳刻疱瘡出遍身云々、仍
召主税頭定長・女医博士経基等令見之、共申疱瘡之由＜俗
云、ヘナモ云々＞、

九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 8 0 23 11800921 相模 陰、入夜甚雨如沃、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
治承 04 8 0 23 11800921 相模 至暁天、武衛令逃于椙山之中給、于時疾風悩心、暴雨労身、吾妻鏡前 新訂増補国史大系
治承 04 8 0 26 11800924 京都 大雨大風、晩頭風雨止、 山槐記 3 増補史料大成 28

治承 4年（1180）
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治承 04 8 0 26 11800924 京都 雨下、大将疱瘡出調了、温気散了云々、為悦不少、其室赤痢病、猶不快云々、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 8 0 27 11800925 京都 今日可有止雨二社奉幣、日時令勘申、 山槐記 3 増補史料大成 28

治承 04 8 0 27 11800925 鎌倉 朝間小雨、申尅已後風雨殊甚、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

治承 04 9 0 0 11800928 天下

霜降、秋旱寒、禾穂未熟、皆青乾ト…加様ニヨカラヌ事
ノミ有シカハ、天下大ニ飢饉シテ、人民多餓死ニ及ヘリ、
僅ニ生ル者モ、或ハ地ヲステ境ヲ出、此コ彼コニ行、或
ハ妻子ヲ忘テ山野ニ流浪、人巷ニ伶□シ、憂ノ音耳ニ満リ、
角テ年モ暮ニキ、

参考源平盛衰
記 日本凶荒史考

治承 04 10 0 7 11801103 京都 申梅宮社司奏状、可付職事之由＜載三ケ条事、依炎旱、被行御卜之処、卜申神社祟之由…＞、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 10 0 29 11801125 京都 午剋天陰、雷鳴風烈雹降＜其勢如大角豆＞積地不消、頃之休止、後聞、淀河船等漂転、多溺死者云々、 山槐記 3 増補史料大成 28

治承 04 10 0 29 11801125 京都 未刻許、俄天陰、大雨・大風・雷鳴、是天変歟、可悲々々、九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 04 11 0 1 11801126 京都 昨日暴風之間、於川尻并淀川、漂倒舟已多、… 吉記 1 増補史料大成 29

治承 04 11 0 18 11801213 京都 此都大風、凡無物于取喩、人家多以破損、因之、禅門被優申御風病歟云々、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 04 11 0 26 11801221 京都 昨日大風之間、雑船多以入海、仍不着御木津殿、御逗留三島江之辺、今日入夜可有入御云々、… 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 0 0 0 11810124 天下 兵乱、旱魃、天下飢饉、疫癘餓死多、 皇年代略記 日本災異志

治承 05 0 0 0 11810124 京都

明年（治承 5年）ハサリトモ、立直ル事モヤト思シ程ニ、
今年＜治承 5年＞ハ、又疫癘サヘ打副テ、飢テモ死、病
テモ死ヌ、ヒタスラニ思侘テ、事宜シキ様シタル人モ、
形ヲヤツシ、様ヲ隠シテ諂行、去カトスレハ、軈テ倒臥
テ死ヌ、路頭ニ死人ノ多キ事、算ヲ乱セルカ如シ、サレ
ハ馬車モ死人ノ上ヲ通ル、臭香京中ニ充満テ、道行人モ
輙カラス、懸リケレハ、余ニ餓死ニ攻ラレテ、人ノ家ヲ
片ハシヨリ壊チテ、市ニ持出ツヽ、薪ノ料ニ売ケリ、其
中ニ箔朱ナドノ付タルモ有ケリ、是ハ為方ナキ貧人カ、
古キ仏像卒都婆ナトヲ破テ、一旦ノ命ヲ過ントテ、角売
ケルニコソ、誠ニ濁世乱漫ノ折ト云ナカラ、心ウカリケ
ル事共ナリ、

参考源平盛衰
記 日本凶荒史考

治承 05 0 0 0 11810124 天下 是歳、兵乱、旱魃、天下飢饉し、疫癘、痘瘡大に行はれ、死者頗る多し、 大日本史 日本震災凶饉攷

治承 05 0 0 0 11810124 天下 天下飢饉・兵乱・旱魃・餓死・疫癘、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

治承 05 0 0 0 11810124 天下 養和元・二年、天下飢饉・兵乱・旱魃・餓死・疫癘、 皇年代略記 新校群書類従 2

治承 05 0 0 0 11810124 天下 今年、天下飢饉、道路、餓死者充満、開闢以来無此程子細、皇帝紀抄 7 新校群書類従 2

治承 05 1 0 1 11810124 天下 天下有穢気之疑、仍無四方拝事、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 2 0 20 11810314 天下
「隆職来事、談条々」…一、京中在家被計事、大略公家知
食富有之者、可被宛召兵粮米之故云々、但不可限兵粮米、
院宮・諸家併可被奉宛、是天下飢饉之間、割富与貧之義
也云々、

九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 2 0 23 11810317 天下 然而近日天下皆有穢気之疑、諸人不参詣神社、仍不及立札、九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 2 1 1 11810324 筑前 筑前国司（平）貞能申上云、兵粮米已尽了、於今者、無計略云々、（標出「官軍の兵粮米尽きる」）、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 2 1 3 11810326 京都 在美乃追討使等、一切無粮之間、可及餓死云々、城東賊徒勢逐日万陪云々、 玉葉 日本凶荒史考

治承 05 2 1 3 11810326 天下
公家自昨日御薬、但今日頗宜御云々、中宮又以不例、凡
天下之躰、以詞不可云事歟、在美乃追討使等、一切無粮
之間、可及餓死云々、坂東賊徒、其勢逐日万陪云々、大
略万事至極之時也、

九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 2 1 6 11810329 諸国
先関東事、兵粮已尽、無力征伐、如故入道之沙汰者、西海・
北陸道等、運上物併点定、可宛彼粮米云々、此条又何様
可候哉、…

九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 2 1 7 11810330 天下
経房朝臣伝仰綸旨云、関東逆乱之間、依天下飢饉御祈不
合期、又兵粮已尽了、賊首群集尾張国、猶可被追討歟、
若又被宥行之儀如何、一同申云、先被下院宣、随其状跡、
可有沙汰、云御祈、云兵粮米、随堪可有沙汰之趣候、…

九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 2 1 23 11810415 相模 朝政宗政自東方襲攻、于時暴風起於巽、揚焼野之塵、人馬共失眼路、横行分散、多曝骸於地獄谷登々呂木沢、… 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

治承 4年（1180）～治承 5年（1181）
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治承 05 2 1 30 11810422 京都 雨降、入夜甚下、雷鳴、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 05 3 0 1 11810423 尾張 官兵等未渡尾張河、依水溢也、来五日、可合戦云々、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 05 3 0 21 11810513 諸国 東西国有乱、水干損無極、如此之間、秘計難及歟、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 4 0 0 11810522 諸国 大飢饉、於京ノ九条ニ、四月五日、四万二千八百人餓死ス、况ヤ於余所、 年代記配合抄 内閣文庫

治承 05 4 0 5 11810526 京都 欲過三条烏丸之処、餓死者八人並首云々、仍不過之、近日死骸殆可云満道路歟、 吉記 1 日本凶荒史考

治承 05 5 0 3 11810623 京都 甚雨、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 05 5 0 4 11810624 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 05 5 0 13 11810703 京都［甚雨、洪水、イ］ 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊
治承 05 5 0 14 11810704 京都［甚雨同昨、イ］ 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 5 0 15 11810705 京都 霖雨始晴、 明月記 五味「研究報告書」
2003

治承 05 6 0 0 11810721 京都 大旱、 方丈記 日本災異志

治承 05 6 0 0 11810721 世間
養和の頃とか…二年が間、世の中飢渇して、あさましき
事侍りき、或は春夏ひでり、或は秋大風、洪水など、よ
からぬ事どもうち続きて、五穀悉くならず、

方丈記 旱魃霖雨史料

治承 05 6 0 0 11810721 天下 近日、天下飢饉、餓死者不知其数、僧綱有官之輩、有其聞、百錬抄 9 新訂増補国史大系
治承 05 6 0 5 11810725 京都 奏祈雨間事、 吉記 1 増補史料大成 29

治承 05 6 0 10 11810730 京都 今日有祈雨奉幣、 吉記 1 増補史料大成 29

治承 05 6 0 15 11810804 京都
「宣旨」陰陽寮択申、於室生龍穴、可被行祈雨御読経日時事、
／今月十九日、甲子、時未二点、／令法印権大僧都信円
率十口浄侶、限五箇日転読仁王般若経、祈請甘雨、其施
供物用大和国正税、

九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 6 0 15 11810804 京都「宣旨」同択申、於神泉苑、可被行祈雨御読経日時事、／今月十六日、辛酉、時午二点、若申、… 九条家本玉葉 7 図書寮叢刊

治承 05 6 0 16 11810805 京都 自今日、於神泉苑、為祈甘雨、限七ケ日、被始行孔雀経御読経… 吉記 1 増補史料大成 29

治承 05 6 0 22 11810811 京都 今日、神泉御読経結願也、 吉記 1 増補史料大成 29

治承 05 7 0 13 11810831 諸国

 行隆伝院宣云、近日衆災競起、所謂炎旱・飢饉・関東以
下諸国謀叛・天変＜客星為大事＞・恠異＜太神宮已下毎
社有希代之恠異、又院中頻示之、又法勝寺有一茎二花之蓮、
先例皆不快＞等也、……抑先以民為国之先、而去今両年、
炎旱渉旬之上、謂両寺之造営、謂追討之兵粮、計民庶之費、
殆過巨万歟、豊年猶可泥所済、況及餓死之百姓哉、国失
民滅者、誰（雖イ）誅賊首有何益哉、然則先省衆庶之怨、
暫可従人望歟、……百千之計略所詮無益、被休衆庶之愁気、
是其詮也、…

九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

養和 01 7 0 14 11810901 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

養和 01 7 0 15 11810902 京都

［兼実奏上］可依変異被行攘災事／…倩案之、人事失於下、
天変見于上、不可不戒慎者歟、但銷天譴済人物者、只在
祈請与徳化、至于御祈者、遮雖有其沙汰、猶立殊御願、
可被祈申太神宮以下尊崇之霊神歟、……頃年以来炎旱渉
旬、饑饉累日、加之、両寺之造営・兵粮之苛責、偏費人力、
無息民肩、万人抱楚痛之悲、一天含荼苦之怨、…

九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

養和 01 7 0 18 11810905 京都 天晴、雷鳴、及晩小雨、入夜少々時々下、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
養和 01 7 0 19 11810906 京都 午後甚雨、及晩雨脚頗微、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
養和 01 7 0 23 11810910 京都 今夜々半許大雨、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
養和 01 7 0 25 11810912 京都 甚雨、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
養和 01 7 0 27 11810914 京都 陰晴不定、入夜甚雨、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

養和 01 7 0 28 11810915 京都 自摂政之許、被送徳政之間、人々申状、左大臣・余・左大将・帥大納言・堀川中納言等也、… 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

養和 01 8 0 29 11810916 京都 自辰初、雨漸降、 明月記 五味「研究報告書」
2003

養和 01 9 0 0 11811017 河内［僧興運請文］御下文旨、謹以拝領仕候了、…委御庄解状令進候、旱損候上、如此兵乱、米難堪事候、…
東博所蔵高山
寺文書 平安遺文新補 399

養和 01 10 0 0 11811116 和泉［中原家憲解］長泉御庄下司中原家憲解申進医申文事、…今年旱魃、令去年一倍之間、国中皆以令損亡畢、…
東博所蔵高山
寺文書 平安遺文新補 403

治承 5年（1181）～養和元年（1181）



80

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

養和 02 0 0 0 11820212 京都（弘前）京都飢饉、 日記 八木橋文庫
養和 02 0 0 0 11820212 天下 天下飢饉、同去年、旱魃・疫癘越年之、死人在墻壁、 皇帝紀抄 7 新校群書類従 2

養和 02 1 0 0 11820212 京都 近日、嬰児棄道路、死骸満街衢、夜々強盗、所々放火、称諸院蔵人之輩、多以餓死、其以下不知、飢饉超前代、 百錬抄 9 新訂増補国史大系

養和 02 1 0 25 11820308 天下 此間天下飢饉以後、過路頭、人々伏死、又天下強盗毎夜事也、 養和二年記 日本凶荒史考

養和 02 2 0 3 11820316 京都 伝聞、院中有卅之穢、是乞食法師於門内餓死云々、今朝見付、疑自昨日［在之者云々 ｲ］ 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

養和 02 2 0 22 11820404 京都 伝聞、五条河原辺、卅（マヽ）許童食死人云々、人食人、飢饉之至極歟、雖不知定説…後聞或説、無其実事云々、 吉記 1 増補史料大成 29

養和 02 2 0 25 11820407 京都 雨下、入夜雷鳴、 玉葉 日本の気象史料

養和 02 2 0 26 11820408 天下
此間天下ニ飢饉強盗引裸焼亡、毎日毎夜事也、不可勝計、
清水寺橋下二十許余アル童、食小童□令見之云々、人相
食之文已顕然也、又犬斃ヲ又犬食、是飢饉徴也、希代事也、

養和二年記 日本凶荒史考

養和 02 3 0 15 11820426 京都 今日、可有恒例祇園一切経、而去比飢饉者、於社内餓死之間、依穢気延引云々、 吉記 1 増補史料大成 29

養和 02 3 0 17 11820428 京都 終日甚雨、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
養和 02 3 0 19 11820430 京都 道路死骸充満之外無他事、可悲之世也、 吉記 1 増補史料大成 29

養和 02 3 0 28 11820509 天下 天下大飢、盗賊起…五穀不収、南国以兵飢、… 吉記 1 増補史料大成 29

養和 02 4 0 11 11820522 九州

筑後守貞能…合戦ヲハ止テ、城ヲ固ク守テ、粮ノ尽ヲ相
待ケレハ、西海運上ノ米穀、国衙荘園ヲ云ハス、兵粮米
ノタメニ貞能点定シケリ、東国北国西海運上ノ土貢、悉
ク京都ニ通ハサリケレハ、老少上下ヲ云ス、餓死スル者、
道路ニ充満セリ、群盗放火ノ事、連夜ニ絶サリケレハ、
貴賤安堵ノ心ソナカリケリ…一天ノ逆乱、四方ノ合戦ニ、
士卒塗肝脳於土地、民庶灑骨骸於原野事、不可勝計、村
南村北ニ哭泣ノ声絶ス、開闢以来懸ル乱ハアラシトソ申
ケル、

参考源平盛衰
記 日本凶荒史考

養和 02 4 0 12 11820523 河内［僧某書状］天野山金剛寺免田四町八段所当随示遣、所令成進外題候也…折節、云飢饉、云世間不落居、旁雖有其憚、金剛寺文書 平安遺文 8-4020

養和 02 4 0 15 11820526 天下 朝間大雨大風、早旦天下騒動事出来、… 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
養和 02 5 0 9 11820618 京都 此間、有旱魃之愁云々、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
養和 02 5 0 22 11820701 京都 伝院仰云、依疾疫、欲行改元如何、… 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

寿永 01 5 0 27 11820706 改元 三合、兵革、飢饉、疫疾（皇）、飢饉、疫癘（一）、 皇年代私記 .
一代要記 東大謄写本

寿永 01 5 0 27 11820706 改元 依大疫也、 皇代記 新校群書類従 2

寿永 01 5 0 27 11820706 改元 依飢饉・兵革・病事・三合也、 百錬抄 9 新訂増補国史大系
寿永 01 6 0 1 11820710 京都 甚雨、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
寿永 01 6 0 2 11820711 京都［甚雨・洪水、イ］ 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
寿永 01 6 0 3 11820712 京都 雨降已及数日、尤可有止雨沙汰歟、漸欲及民愁云々、 吉記 1 増補史料大成 29

寿永 01 6 0 5 11820714 京都 近日、病者、死人、無耳隙而已、 吉記 1 増補史料大成 29

寿永 01 6 0 23 11820801 京都 今日雷鳴、落唐橋［東ｲ］洞［院辺云々 ｲ］ 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
寿永 01 8 0 6 11820912 京都 及晩、暴雨、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
寿永 01 8 0 15 11820921 京都 甚雨之間… 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

寿永 01 9 0 13 11821019 京都 天陰小雨、日来有雨気、今日已降、恐天魔妨明日事歟、為歎々々、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

寿永 01 9 0 15 11821021 京都 甚雨、以今日之雨、弥悦昨日之願、何況或不信之侶、… 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
寿永 01 9 0 16 11821022 京都 雨猶不止、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
寿永 01 9 0 17 11821023 京都 雨同、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

寿永 01 10 0 2 11821106 京都 京中人屋、自去夏壊之沽却、殆如無人家、仰使庁、制止之、然而猶不拘之、 百錬抄 9 新訂増補国史大系

寿永 02 0 0 0 11830202 関東 関東飢饉、 玉海 .大日本史 日本災異志
寿永 02 2 0 12 11830314 京都 今日甚雨、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
寿永 02 2 0 21 11830323 京都 朝間甚雨、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
寿永 02 3 0 6 11830407 京都 午後暴雨、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

養和 2年（1182）～寿永 2年（1183）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

寿永 02 3 0 22 11830423 京都 及晩、甚雨雷鳴、終夜不止、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

寿永 02 3 0 23 11830424 京都 天晴、午刻暴雨、雹降、定是変異歟、依有夢想事、今日献幣帛於春日御社、… 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

寿永 02 5 0 19 11830617 京都 近日、炎旱渉旬、於神泉雩、 百錬抄 9 新訂増補国史大系
寿永 02 5 0 27 11830625 改元 三合・兵革・飢饉・疾疫、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

寿永 02 7 0 24 11830820 山城 今日雷公落八幡宝殿後塀桐樹、廻廊少分焼失云々、 吉記 2 増補史料大成 30

寿永 02 9 0 28 11831023 京都 夜半大風、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

寿永 02 9 0 29 11831024 伊予［伊予弓削庄検田目録］弓削御庄／注進 文治四年田検田目
録事 サル年／合／田参町参段半内／…一町半 不作… 東寺百合と 2 東寺文書 3

寿永 02 10 0 13 11831106 京都 入夜雨下、深更大雨、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊

寿永 02 10 0 22 11831115 諸国［官宣旨案］…三、四年来、国土不静、金革之乱未止、水旱之患間聞、夭折之者盈衢、憂患之輩多都鄙、 高野山文書 平安遺文 8-4112

寿永 02 10 1 15 11831208 京都 自夜甚雨、終日不止、 九条家本玉葉 8 図書寮叢刊
寿永 03 0 0 0 11840221 京都 秋冬風洪水、 大日本史 日本の気象史料
寿永 03 1 0 1 11840221 京都 今夜、巳後及遅明、暴風雷雨、将軍墓鳴動、 百錬抄 10 新訂増補国史大系
寿永 03 1 0 14 11840305 関東 或人曰、関東饑饉之間、上洛之勢不幾云々、実否難知歟、九条家本玉葉 9 図書寮叢刊
寿永 03 4 0 11 11840529 京都 大雨・洪水、 九条家本玉葉 9 図書寮叢刊
元暦 01 4 0 16 11840603 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
元暦 01 4 0 16 11840603 京都 即供奉御幸、依河水甚深、以車渡河、諸人皆如此云々、 九条家本玉葉 9 図書寮叢刊
元暦 01 7 0 10 11840824 京都 今日発遣祈雨奉幣… 山槐記 3 増補史料大成 28

元暦 01 7 0 15 11840829 京都 夜半大雨風、 山槐記 3 日本の気象史料

元暦 01 7 0 22 11840905 京都 晴、炎旱之愁、都鄙充満云々、一切無御祈之沙汰、無用途之上、無歎国之損亡之人之故云々、可悲々々、 九条家本玉葉 9 図書寮叢刊

元暦 01 8 0 17 11840930 京都 風雨殊甚、 山槐記 3 日本の気象史料

元暦 01 12 0 6 11850116 天下 自夜雪降、未明開戸見之、積地五六寸、此五六年未有如此之雪、々者豊年之瑞也、明年天下可治之祥也、 九条家本玉葉 9 図書寮叢刊

元暦 01 12 0 7 11850117 天下
［兼実款状］可被禁遏放火群盗等事／右天下騒乱以後、海
内不静之間、五畿七道海陸路塞、調庸租税乃貢已空、適
往反之境、災難猶不免、或依炎旱之愁、悉為亡損之地、
或恐武士之妨、敢無子来之民…

九条家本玉葉 9 図書寮叢刊

元暦 01 12 0 24 11850203 京都 雪降、即時及四五寸、凡今年連日降雪、厳寒超例年、街談巷説、以之為吉瑞云々、 九条家本玉葉 9 図書寮叢刊

元暦 02 0 0 0 11850209 諸国 諸国飢饉、 玉海 .大日本史 日本災異志

元暦 02 0 0 0 11850209 諸国 入梅病流行、 鎌倉時代医事
年表

鎌倉時代医学史の
研究

元暦 02 0 0 0 11850209 諸国 是歳春夏大旱、秋冬風洪水、諸国飢、 大日本史 日本の気象史料
元暦 02 2 0 0 11850311 諸国（二月）～八月、諸国大旱、 源平盛衰記 日本災異志
元暦 02 2 0 13 11850323 長門 雖入長門国、彼国饑饉、依無粮、猶欲引退于安芸国、… 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
元暦 02 2 0 14 11850324 周防 適雖渡長門国、粮尽之間、又引退周防国訖、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

元暦 02 2 0 28 11850328 讃岐 廷尉、昨日、自渡部欲渡海之処、暴風俄起、舟船多破損、士卒船等一艘不解纜、… 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

元暦 02 2 0 27 11850406 京都 此両三日、寒気太於冬天、 九条家本玉葉 9 図書寮叢刊
元暦 02 3 0 15 11850423 京都 甚雨…依河水溢、人馬不通、忽以不参、 九条家本玉葉 9 図書寮叢刊

元暦 02 5 0 28 11850704 京都
自去二十三日、基輔有所労、存風病之由浴湯、其後増気、
若近日之病歟［世称入梅病云々］、今日、汗出云々（イン
フルエンザ？）、

玉葉 国書刊行会

元暦 02 7 0 9 11850813 山城

白河諸御願寺、京中殿屋等、大略損破、九重塔九輪落、
纔蓋層許残、余層如無云々、就中、尊勝寺皆以倒矣、凡
築地垣門々等、無不頽損之所云々、又地之破裂所々、繁
多也、人之死事、不知其数、得長寿院為落発心地人三人
参籠、其堂顚倒、乍三人打埋死了云々、宇治橋頽流了、
此地震、自被九日、至于廿日、十二ケ夜之間、昼八、九度、
夜五、六度、不絶所震也、当寺築垣大都頽了、東安寺承
香殿門々倒了、

醍醐寺雑事記
上 続群書類従 31下

文治 01 8 0 14 11850916 改元 天変地震（皇）、兵革（一）、 皇年代私記 .
一代要記 東大謄写本

文治 01 8 0 14 11850916 改元 依去月九日、大地震也、 皇代記 新校群書類従 2

寿永 2年（1183）～文治元年（1185）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文治 01 8 0 14 11850916 改元 依天変・地震也、 皇年代略記 新校群書類従 2

文治 01 11 0 6 11851206 伊予 行家・義経於大物浦乗船之刻、疾風俄起而、逆浪覆船之間、慮外止渡海之儀、伴類分散、… 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

文治 01 11 0 8 11851208 摂津
去五日夜、乗船宿大物辺、追行之武士等、寄宿近辺在家…、
未合戦之間、自夜半、大風吹来、九郎等所乗之船併損亡、
一艘而無全、船過半入海、其中、義経・行家等乗小船一艘、
指和泉浦、逃去了云々、

九条家本玉葉 9 図書寮叢刊

文治 01 11 0 12 11851212 摂津
被院宣称、源義経・同行家、巧反逆、赴西海之間、去六日、
於大物浜、忽逢逆風云々、漂没之由、雖有風聞、亡命之条、
非無狐疑、…

九条家本玉葉 9 図書寮叢刊

文治 01 12 0 26 11860125 京都 夜雪、高積殆及尺、近年之間、彙少之甚雪也、 九条家本玉葉 9 図書寮叢刊

文治 02 1 0 1 11860130 京都 昨日、雪終夜不止、今朝望前庭、白雪満尺、已是豊年之瑞也、万福可悦之春也、 九条家本玉葉 9 図書寮叢刊

文治 02 1 0 15 11860213 京都 雪積庭上三、四寸、凡今年凝寒、猶勝於窮冬、 九条家本玉葉 9 図書寮叢刊
文治 02 3 0 13 11860411 鎌倉 頼朝、前年の飢饉対策として、未納年貢を免除、 吾妻鏡 人権歴史年表

文治 02 5 0 3 11860530 京都 晴、定経来、申今日祈雨奉幣上卿不参之由、可令参右大将之由、仰了、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 5 0 10 11860606 京都 …又余仰親雅云、近日天変頻呈、…兼又炎旱渉旬、窮民愁深云々、云彼云是、尤可被修攘法也、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 5 0 11 11860607 京都 雨降、此日、欲行祈雨奉幣、而自朝甘雨下、仍今日不行之、入夜頗有晴気、仍明日可被行之由、仰奉行職事定経、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 5 0 12 11860608 京都 親雅来申云、明日祈雨御読経事、仰長者俊証法印之処、申可参勤之由、… 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 5 0 13 11860609 京都 雨降、…及祈雨御読経等、欲被行、皆以延引、依甚雨、庁屋漏湿、仍列見延引、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 5 0 14 11860610 京都 晴、親雅来申、祈雨御読経… 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 5 0 15 11860611 京都 自今日、於神泉苑、被行祈雨御読経＜孔雀経＞限以五ケ日、… 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 5 0 17 11860613 京都 今日雷雨、御読経之験歟、可貴、但其雨即止、頗不足歟、九条家本玉葉 10 図書寮叢刊
文治 02 5 0 22 11860618 天下 亥刻雨下、天下之大慶也、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 5 0 27 11860623 京都 入夜雨降、終夜不止、今度御八講、殊被仰祈雨事、而修中降雨、可信可貴、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 5 0 28 11860624 京都 祈雨、廿二社奉幣定… 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 6 0 1 11860626 相模
今年国力凋弊、人民殆泥東作業、二品令憐愍給之余、仰
三浦介・中村庄司等、相模国中為宗百姓等給麞牙＜人別
一斗云々＞、…

吾妻鏡前 新訂増補国史大系

文治 02 6 0 1 11860626 京都 晴、親雅来申、明日、祈雨奉幣之間事、… 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊
文治 02 6 0 2 11860627 京都 此日、祈雨廿二社奉幣也、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊
文治 02 6 0 5 11860630 京都 依奉幣感応、甘雨忽降、緇素莫不悦、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊
文治 02 6 0 7 11860702 京都 大風甚雨、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 6 0 22 11860717 京都 …又貴布袮社傍大樹、依昨日風顚倒、殆欲打損神殿之由、本社袮宜来触、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 7 0 5 11860729 京都 此日、天文博士業俊申云、今日寅刻洛中蝶降、恠異也云々、九条家本玉葉 10 図書寮叢刊
文治 02 7 0 27 11860820 京都 申刻暴雨、所舁立簀子之案覆悉漏湿、… 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊
文治 02 7 1 14 11860906 京都 祈年穀奉幣也、異虫＜如蝶＞降事…御占之由、 玉葉 大日本史料 4-1
文治 02 8 0 6 11860927 京都 午上雨下、及脯時、天晴、此日、止雨奉幣也、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 8 0 21 11861012 紀伊［前斎院庁下文］天下違乱、庄内（紀伊南部庄）損亡之間、空無沙汰、
高野山文書宝
簡集 23

鎌倉遺文 160

文治 02 8 0 23 11861014 大和 大風大雨、以外水出、奈良屋共吹損、…御山木臥五十六本吹折、 中臣祐重記 大日本史料 4-1

文治 02 8 0 28 11861019 京都 春日御社、去廿三日大風、御山樹多以顚倒、又鹿一斃了云々、可慎可恐歟、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊

文治 02 9 0 17 11861106 京都 此日、有軒廊御占、依世間咳疾也、 九条家本玉葉 10 図書寮叢刊
文治 02 11 0 11 11861230 武蔵 大洪水出、田畠多損、 年代記残編 大日本史料 4-1
文治 02 11 0 11 11861230 武蔵 武州玉井里、巳刻・酉刻、長夜闇成、又大洪水出、田畠多損、立川寺年代記 続群書類従 29下
文治 02 11 0 19 11870107 京都 大風雷、 玉海 日本震災凶饉攷
文治 03 3 0 14 11870501 京都 申刻、雷鳴雹降、定是変異歟、 玉葉 48-342 国書刊行会

文治元年（1185）～文治 3年（1187）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文治 03 4 0 6 11870522 京都 明日、可行天地災変御祭之由、昨日、申院、可然之由、有仰、玉葉 49-352 国書刊行会

文治 03 4 0 14 11870530 相模 雨降雷鳴、政所霹靂、雷落于因幡前司広元厩之上、馬三疋斃、尾上并柱多以焼訖、… 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

文治 03 4 0 20 11870605 京都 甚雨、此日、欲被行祈雨奉幣、而依雨降、停止之、…今日雨、民煙之悦、何事如之哉、 玉葉 49-357 国書刊行会

文治 03 5 0 7 11870622 天下 今日依天下病事、可満尊勝陀羅尼之由、可被宣下之由、有院宣旨… 玉葉 49-363 国書刊行会

文治 03 5 0 8 11870623 京都 近日仁和寺病患発起、而満寺満此呪文之間、病事忽止之由風聞、仍此沙汰出来、 玉葉 49-363 国書刊行会

文治 03 5 0 22 11870707 京都 又仰可有祈雨奉幣之由、 玉葉 49-367 国書刊行会
文治 03 5 0 23 11870708 京都 又申、明日祈雨奉幣事、… 玉葉 49-367 国書刊行会
文治 03 5 0 24 11870709 京都 此日、最勝講初日也、講演以前、被行祈雨奉幣、 玉葉 49-368 国書刊行会
文治 03 5 0 25 11870710 京都 天陰、及晩雨下、終夜不止、但其雨微而、猶乏農業之要、玉葉 49-369 国書刊行会

文治 03 6 0 2 11870716 京都 天陰、酉刻大雨即止、入夜又下、終夜滂沱、近日頗愁旱魃之処、今雨、実是善龍之所化也、万民散愁、 玉葉 49-372 国書刊行会

文治 03 6 0 3 11870717 京都 天晴、依去夜雨、鴨河雖増水勢、田畝不及流損、 玉葉 49-372 国書刊行会

文治 03 6 0 11 11870725 京都 申刻、大雨雷鳴即止了、早旦、天文博士広基来申云、去夜、太白犯東井、大将慎也云々、而今日依大雨消了、 玉葉 49-373 国書刊行会

文治 03 6 0 25 11870808 京都 此日、祈雨奉幣也、 玉葉 49-377 国書刊行会
文治 03 7 0 2 11870814 京都 自夜甚雨、巳刻以後天晴、…今日又祈雨奉幣也、 玉葉 50-380 国書刊行会

文治 03 7 0 5 11870817 京都 申刻、権別当覚憲来、以人仰云、龍穴御読経、別当僧正被辞申、 玉葉 50-381 国書刊行会

文治 03 7 0 7 11870819 京都
余奏曰、祈雨御祈、雖片時、可被急之処、依僧徒対捍、
于今不被遂行＜去二日以後、有沙汰、両長者、対捍自然
懈怠、希有事也＞

玉葉 50-382 国書刊行会

文治 03 7 0 7 11870819 天下 炎旱ハ天下之愁也、緇素争不歎哉、而強所渋之条、為法、為世、可謂不忠、 玉葉 50-382 国書刊行会

文治 03 7 0 9 11870821 京都 仰云、至祈雨・止雨、雖不忌日次、明後日無難者、今一日延引、何難之有哉、且又可問例、 玉葉 50-383 国書刊行会

文治 03 7 0 13 11870825 伊勢 大風、当宮殿舎御垣、別宮荒祭月読宮等瑞垣板等或破損、或破壊顚倒、或傾倚破損事也、 勘仲記 日本の気象史料

文治 03 7 0 13 11870825 京都 風雨甚烈、…今日雨、御読経験也、先々一旦、雖顕法験、或普難霑国土、 玉葉 50-383 国書刊行会

文治 03 7 0 14 11870826 京都 今日猶雨下、入夜殊甚、 玉葉 50-383 国書刊行会

文治 03 7 0 18 11870830 伊豆
新田四郎忠常妻、参豆州三嶋社、而洪水之間、掉扁舟、
浮江尻渡戸之処、逆浪覆船、同船男女皆以入水底、然而
各希有兮存命、忠常妻一人没畢云々、…

吾妻鏡前 新訂増補国史大系

文治 03 7 0 22 11870903 京都 余申云、去年雨僅雖有法験、更不及潤国土、仍無賞、今依仁証之効験、被賞去年之微雨如何、 玉葉 50-386 国書刊行会

文治 03 7 0 23 11870904 京都 抑俊証雨賞、猶可被行之由、有院宣者、余案之可謂未曾有、自今以後、祈雨之法、誰人有其勇哉、 玉葉 50-386 国書刊行会

文治 03 7 0 25 11870906 京都 今日、行幸以前、有小僧事、俊証＜去年小雨＞仁証＜今年大雨＞等雨賞、并律師一人也、俊証雨賞緇素傾之、 玉葉 50-387 国書刊行会

文治 03 8 0 2 11870912 京都 自暁天大雨、及申刻天晴、又入夜雨、… 玉葉 50-388 国書刊行会
文治 03 8 0 3 11870913 京都 雨下、…止雨奉幣可申沙汰之由、仰宗隆了、 玉葉 50-388 国書刊行会
文治 03 8 0 26 11871006 京都 洪水、 武家年代記裏書 続史料大成 18

文治 03 9 0 17 11871027 京都 有雨気、猶可仰丹生・貴布袮社司等之由、亥刻仰遣了、雨気出来之故也、 玉葉 50-404 国書刊行会

文治 03 11 0 19 11871227 京都 子刻大雷鳴…余退出之後、雷電暴雨尤烈、 玉葉 大日本史料 4-2
文治 03 11 0 19 11871227 京都 子刻大雨大風雷電、人以驚遽、 百錬抄 10 新訂増補国史大系
文治 04 1 0 1 11880206 鎌倉 大風…焼亡、焔如飛、人屋数十宇災、 吾妻鏡 大日本史料 4-2
文治 04 2 0 2 11880308 京都 雨降、所悩猶無減、是非他去冬今春不治、相積之所致也、玉葉 50-492 国書刊行会
文治 04 2 0 14 11880320 鎌倉 甚雨降…大風抜樹、依之、正殿御戸動揺頗傾云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
文治 04 3 0 18 11880423 京都 入夜大風、 玉葉 日本の気象史料

文治 04 3 0 19 11880424 大和 南都之下人馳来申云、去夜、為大風、南円堂黒木屋顚倒云々、 玉葉 大日本史料 4-2

文治 3年（1187）～文治 4年（1188）
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文治 04 3 0 19 11880424 紀伊
遠江守義定使者参着、於当国所領、令下人等引用水之処、
近隣熊野山領住民等相支之間、起闘乱、相互及刃傷、仍
彼是搦進之云々、

吾妻鏡前 新訂増補国史大系

文治 04 4 0 6 11880511 京都 伝聞、今日、貴布袮社辺、雪降隠地云々、実否可尋問之、玉葉 54-507 国書刊行会
文治 04 5 0 15 11880618 京都 今日、被行軒廊御卜了云々、疱瘡御卜也、 玉葉 大日本史料 4-2

文治 04 5 0 21 11880624 京都
陰晴不定、昼間暴雨下、此日、疱瘡御祈、十二社奉幣也
＜伊勢・松尾・稲荷・春日・日吉・祇園、已上六社…石
清水・賀茂・平野・大原野・貴布袮・北野。已上六社、
合御卜也＞

玉葉 54-513 国書刊行会

文治 04 5 0 24 11880627 京都 依臨疾御祈、被行三所大祓、 百錬抄 大日本史料 4-2

文治 04 6 0 5 11880707 鎌倉 自去夜雨降、哺時以後如沃、雷電声終日不休止、戌剋洪水、勝長寿院前橋落畢、… 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

文治 04 6 0 14 11880716 大和［寛禅申状］何に事候哉、抑此水論、東金堂衆等走廻、可成長者宣之由、風聞候也、為当庄大難、不可過之候、…
東大寺蔵断惑
義抄上裏文書 鎌倉遺文補 1-69

文治 04 7 0 9 11880810 京都 雨降、万民之悦也、今年惣為第一之豊年云々、 玉葉 54-525 国書刊行会
文治 04 7 0 22 11880823 天下 被行軒廊御卜＜上卿同人天下病患事也＞、 玉葉 大日本史料 4-2
文治 04 10 0 10 11881107 相模 凡此間、人庶多以有頓死云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

文治 04 12 0 9 11890104 京都 朝間天陰、其後雲晴、去夕初雪降、今朝僅積地、今年冬天甚和暖、昨日始有寒気、 玉葉 54-533 国書刊行会

文治 05 0 0 0 11890126 常陸 大風、 和光院和漢合運 東大謄写本
文治 05 2 0 1 11890224 京都 朝間天晴、未刻以後天陰、日来霖雨、 玉葉 55-538 国書刊行会

文治 05 3 0 16 11890410 京都 昨日＜十五日＞未刻、無吹、又無恙柳倒懸幣殿云々、占形云、病事口舌云々、 玉葉 55-542 国書刊行会

文治 05 4 0 20 11890514 九州［大府宣］一、立用田事／右彼国損亡不作之間、任本数不令立用歟、…
東大本後日之
式状 鎌倉遺文 383

文治 05 8 0 14 11891002 改元 依天変・地震也、七月九日大地震、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

文治 05 8 0 20 11891008 京都
大風事殆抜木云々、神祇官外官庁門顚倒了云々、此外諸
司少々顚倒事云々、可尋記、又諸社多破損、其中廣田社
楼門顚倒之由言上、

仲資王記 大日本史料 4-2

文治 05 8 0 20 11891008 京都 雨降、入夜大風、 玉葉 55-553 国書刊行会

文治 05 8 0 21 11891009 京都 依昨夜大風、京中人屋多以損亡、東北院半作堂顚倒云々、又法成寺破損殊太、 玉葉 大日本史料 4-2

文治 05 8 0 21 11891009 陸奥 甚雨暴風、追泰衡令向岩井郡平泉給、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
文治 05 8 0 22 11891010 陸奥 甚雨、申剋、着御于泰衡平泉館、主者已逐電、家者又化烟、… 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
文治 05 10 0 7 11891123 京都 臨期如甚雨之障出来、頗無便宜歟、旁可被用四日歟、 玉葉 55-559 国書刊行会

文治 05 11 0 8 11891224 陸奥

葛西三郎清重依被仰付奥州所務事、還御之時、不令供奉、
所留彼国也、仍今日条々有被仰遣事、先国中、今年有稼
穡不熟愁之上、二品相具多勢、数日令逗留給之間、民戸
殆難安堵之由、就聞食、平泉辺殊廻秘計沙汰、可被救窮
民云々、仍岩井伊沢柄著差、以上三ケ郡者、自山北方可
遣農料、和賀部貫両郡分者、自秋田郡可被下行種子等也、
近日則雖可有沙汰、当時依為深雪、可有其煩歟、明春三
月中、可被施行、且兼日可相触土民等者、

吾妻鏡前 新訂増補国史大系

文治 06 0 0 0 11900214 諸国 諸国旱魃、稼穀不登／二年大旱、 如是院年代記 日本災異志
文治 06 0 0 0 11900214 天下 洪水、天下損亡、 一代要記 日本凶荒史考

文治 06 3 0 1 11900414 備前［八条院庁下文］…当庄（備前香登御庄）近年以来、旱魃、洪水之愁、逐年無絶之間、年貢多未進、寺用既不足也、 根来要書上 鎌倉遺文 429 

建久 01 4 0 11 11900523 改元 変異、明年三合、御慎、 皇年代私記 東大謄写本

建久 01 5 0 15 11900626 鎌倉 甚雨・大風・雷鳴、終日不休止、大倉山震動、樹木多顚倒、岩石頽落、其跡俄為細流、是龍降云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建久 01 6 0 0 11900712 諸国 夏諸国大旱、 吾妻鏡 日本震災凶饉攷
建久 01 7 0 17 11900826 諸国 風雨洪水、 吾妻鏡 日本震災凶饉攷
建久 01 8 0 16 11900924 京都 洪水、 如是院年代記 大日本史料 4-3
建久 01 8 0 16 11900924 京都 洪水、 武家年代記 大日本史料 4-3

建久 01 8 0 16 11900924 天下 霖雨之間、有天下之損、又勅使、途中大河太多、仍旁可被行御祈等、今日、所被行止雨奉幣也、 玉葉 58-622 国書刊行会

建久 01 8 0 17 11900925 諸国 暴風大雨、鴨河、桂河大水、鎌倉亦洪水、民屋多敗壊、 続本朝通鑑 日本の気象史料

文治 4年（1188）～建久元年（1190）
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建久 01 8 0 17 11900925 相模
甚雨、入夜暴風穿人屋、洪水頽河岸、相模河辺民屋一宇
流寄河尻、宅内男女八人、皆以存命、各居棟上云々、奇
特事也、

吾妻鏡前篇 新訂増補国史大系

建久 01 8 0 17 11900925 京都
暴風大風、自暁、更殊太、終日不止、鴨川・桂川、各以洪水、
近年少比類云々、此日、有霖雨之後卜、…令祈止雨之由、
…止雨後読経、…

玉葉 58-622 国書刊行会

建久 01 8 0 18 11900926 京都 止雨御祈…致沙汰旨、如此昨日洪水泛溢之間、人不能通、仍今日奏聞、 玉葉 大日本史料 4-3

建久 01 8 0 19 11900927 京都 雨下、勅使去夜申云、依洪水、一日逗留、廿日可参宮、猶若可延引ハ、又重可申、不然ハ不可申云々、 玉葉 58-623 国書刊行会

建久 01 8 0 20 11900928 京都 今夕、又有止雨幣、 玉葉 大日本史料 4-3
建久 01 8 0 25 11901003 京都 自今夜、被始修止雨法＜不動＞… 玉葉 58-623 国書刊行会
建久 01 8 0 28 11901006 京都 依止雨、被立十社奉幣使… 師守記 4 史料纂集

建久 01 8 0 28 11901006 畿内 此日、止雨、十社奉幣也＜伊・石・賀・松・平・稲・春・日・北・祇等也＞、此中、伊・平・稲・北・祇等、当御卜方角社也、玉葉 58-623 国書刊行会

建久 01 8 0 29 11901007 畿内 雨降、此日、於十社、有止雨御読経＜仁王経＞、除伊勢、入大原野、此外、皆奉幣之社等也、 玉葉 58-624 国書刊行会

建久 01 9 0 0 11901008 諸国 諸国、旱水共相侵、民戸皆無安、 吾妻鏡 旱魃霖雨史料
建久 01 9 0 0 11901008 天下 洪水、天下損亡、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
建久 01 9 0 1 11901008 京都 光綱申、止雨結願日事、 玉葉 58-624 国書刊行会

建久 01 9 0 12 11901019 天下（年次は推定）［大江良直請文］…天下一同之不熟上、件青蓮寺内依為谷田、殊以躾皆損之候処也… 東大寺文書 4-7 鎌倉遺文 470

建久 01 9 0 13 11901020 山城［後白河法皇院宣］…逐啓／洪水事誠驚聞食、一国も不免此難歟、凡不能左右…
吾妻鏡建久 1
年 9月 20日条 鎌倉遺文 479

建久 01 9 0 15 11901022 諸国 今年諸国旱水共相侵、民戸皆無安、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建久 01 10 0 5 11901111 陸奥［源頼朝下文］一、国司御厩佃事／…縦所雖損亡、随作否可宛行沙汰也…
吾妻鏡建久 1
年 10月 5日条 鎌倉遺文 484

建久 01 11 0 0 11901206 備後［金剛峯寺大塔供僧申状案］…御庄（備後大田庄）内百姓等、或逃脱、或損亡、更無安堵之思…
高野山文書宝
簡集 5

鎌倉遺文 495

建久 02 0 0 0 11910203 京都 大旱、 武家年代記裏書 続史料大成 18

建久 02 0 0 0 11910203 京都 大旱、 如是院年代記 新校群書類従 20

建久 02 2 0 15 11910319 鎌倉 風烈、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
建久 02 2 0 15 11910319 常陸 大風、鹿島神宮倒る、 鹿島社例伝記 日本の気象史料

建久 02 2 0 21 11910325 信濃
［前右大将＜源頼朝＞政所下］…右所当、称作田不作之由、
乍耕作田数、近年不弁所当之由、祝四郎大夫盛江所訴申也、
事実者甚不当也、慥可弁済也…

信濃下諏訪神
社文書 鎌倉遺文 511

建久 02 3 0 28 11910430 京都 戦乱と飢饉の後、路辺に病者孤児の遺棄を禁じる、 三代制符 人権歴史年表

建久 02 4 0 3 11910504 近江 凡近日山上飢饉之間、近江国中、無道沙汰充満云々、仍頻雖加禁制、敢不承引、遂及此大事了、 玉葉 60-675 国書刊行会

建久 02 4 0 5 11910506 近江
近江国佐々木庄者、延暦寺千僧供領也、去年有水損之愁、
乃貢太欠間、云定綱＜定重父＞、云土民、無所于欲沙汰
送之、…

吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建久 02 5 0 0 11910601 京都 祈雨、 建久二年辛亥
祈雨日記 旱魃霖雨史料

建久 02 5 0 1 11910601 天下 炎旱之愁漸編満天下云々、仍今日可有祈雨奉幣之由仰了、玉葉 大日本史料 4-3

建久 02 5 0 3 11910603 京都 祈雨奉幣、明後日可行之由、余仰之、而弁明後日有障云々、仍只明日可行之由仰之、 玉葉 60-691 国書刊行会

建久 02 5 0 5 11910605 京都 炎旱渉日、龍穴・清滝等、祈雨御読経文事、可申沙汰之由、仰宗頼朝臣、依所労、与奪長房了云々、 玉葉 60-692 国書刊行会

建久 02 5 0 6 11910606 京都 自明日＜七日＞為祈雨、可被行清滝御読経候也、 祈雨日記 続群書類従 25下

建久 02 5 0 6 11910606 京都
長房申云、祈雨御読経日次、明日九日等吉之間、擇申之、
仰云、清滝明日可被行、龍穴来九日可被行、共於日時者、
明日可被勘之由仰了、神泉御読経、十余日之間、問日次
可行之由仰之、

玉葉 60-692 国書刊行会

建久 02 5 0 7 11910607 京都 今日勘清滝＜今日可始＞・龍穴＜来九日丙辰＞等、御読経日時、 玉葉 60-692 国書刊行会

建久 02 5 0 9 11910609 京都 長房申、祈雨御読経事、清滝先三ケ日也、今二ケ日可延引之由、仰之、又明日可有祈雨奉幣之由、… 玉葉 60-693 国書刊行会

建久元年（1190）～建久 2年（1191）
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建久 02 5 0 10 11910610 京都
長房申、祈雨御祈并最勝講之間事、今日祈雨奉幣、蔵人
為使、又被進黒毛馬、於二社、又有旱魃御卜、両事上卿
左衛門督云々、

玉葉 60-693 国書刊行会

建久 02 5 0 11 11910611 京都 十四日可被始神泉御読経、伊勢当日、尤可有憚歟、仍十三日可有奉幣之由、仰之、 玉葉 60-694 国書刊行会

建久 02 5 0 12 11910612 山城［少史三善仲親請文］明日＜一三日＞依旱魃御祈、可被行神社奉幣之由、謹以承候了… 壬生家文書 9 図書寮叢刊

建久 02 5 0 12 11910612 山城［少史三善仲親書状］明日＜一三日＞祈雨奉幣社々、未被 
仰下候歟、… 壬生家文書 9 図書寮叢刊

建久 02 5 0 12 11910612 京都 以泰経卿、奏条々事、役夫工事、祈雨事、孔雀経法事、禁中落書事等也、… 玉葉 60-695 国書刊行会

建久 02 5 0 13 11910613 京都 長房来申祈雨之間事、其次、来十七日可被行祈雨之法、可参勤之旨、可仰遣勝賢僧正之許之由仰之、請雨経可宜歟、… 玉葉 60-696 国書刊行会

建久 02 5 0 13 11910613 京都 今日、祈雨廿二社奉幣定也、又諸社諸寺御読経、并神泉苑御読経等也、又同於神泉苑被行五龍祭… 玉葉 60-696 国書刊行会

建久 02 5 0 14 11910614 京都 此日、神泉御読経始也、…於神泉苑修千度御祓、限以三ケ日、 玉葉 60-696 国書刊行会

建久 02 5 0 14 11910614 京都 炎旱之体、已超過先代、朝家第一之大事也、大師儲請雨孔雀之二法、消炎気旱魃之一災、其法未絶、… 玉葉 60-697 国書刊行会

建久 02 5 0 14 11910614 京都 今日、神泉御読経開白也、 玉葉 60-698 国書刊行会
建久 02 5 0 15 11910615 天下 炎暑逐日盛、天下之歎、只在此事、此日、祈雨廿二社奉幣也、玉葉 60-698 国書刊行会

建久 02 5 0 16 11910616 京都 神祇権少副親広参篭本官、可祈雨之由、被仰下、又被行孔雀経法、 百錬抄 10 新訂増補国史大系

建久 02 5 0 16 11910616 京都 自今日、神祇官人、参篭本官、限三ケ日、祈請甘雨、 玉葉 60-698 国書刊行会

建久 02 5 0 17 11910617 京都 来十七日可被行祈雨之法…神泉苑死骸充満、糞尿汚穢、不可勝計云々、 玉葉 編年差別史 3

建久 02 5 0 17 11910617 京都 於本寺道場、修孔雀経法、祈雨、伴僧廿口、 東寺王代記 続群書類従 29下
建久 02 5 0 17 11910617 京都 陰晴不定、巳刻、小雨、仍今日、御修法可被延引歟、 玉葉 60-699 国書刊行会
建久 02 5 0 17 11910617 京都 入夜、雨下、及晩殊下、是御読経之験歟、 玉葉 60-700 国書刊行会
建久 02 5 0 18 11910618 京都 此日、神泉御読経結願也、夜雨感思之由、… 玉葉 60-700 国書刊行会
建久 02 5 0 22 11910622 京都 未刻以後雨降、入夜殊甚、 玉葉 60-700 国書刊行会
建久 02 5 0 23 11910623 京都 自去夜、及卯刻、甚雨、天下忽直了歟、 玉葉 60-701 国書刊行会

建久 02 5 0 24 11910624 京都
昨雨雖顕法験、若此後旱魃者、為国土、猶可不便、仍仰
門弟等、連々降甘雨、国々可停炎旱之愁之旨、殊可祈精
之由、可被仰下歟、又当時修此法事、寛治定賢以後、始
及百年、…

玉葉 60-702 国書刊行会

建久 02 5 0 30 11910630 天下 雨降、天下之慶也、 玉葉 60-706 国書刊行会

建久 02 6 0 8 11910708 京都 陰晴不定、午後雨、少雷鳴如形、猶又有炎旱之愁、仍祈雨之事、可申沙汰之由… 玉葉 60-709 国書刊行会

建久 02 6 0 11 11910711 京都 光綱申祈雨奉幣之間事、二社十列、明日可被立之也、 玉葉 60-710 国書刊行会
建久 02 6 0 12 11910712 京都 此日、被発遣祈雨二社奉幣使、… 玉葉 60-710 国書刊行会

建久 02 6 0 13 11910713 京都 自夜雨降、入夜殊太、民悦何事如之哉、昨日、被奉二社十列、今日雨降、… 玉葉 60-711 国書刊行会

建久 02 6 0 21 11910721 京都 自夜甚雨、 玉葉 60-713 国書刊行会

建久 02 6 0 22 11910722 大和
建久二年六月廿二日、公文目代下文、両河用水事／公文
所下 京南庄四十八町作人等／可早任御下文旨、宛漑能登・
岩井両河用水、令耕作荒田等事、／…近来寄人等一向収公、
敢不宛付之間、役田等、追年旱損、今年又以不作…

尋尊大僧正記
119

大乗院寺社雑事記
8

建久 02 6 0 22 11910722 京都 天陰、大雨降、 玉葉 60-713 国書刊行会
建久 02 6 0 23 11910723 京都 此日、止雨奉幣也、 玉葉 60-713 国書刊行会
建久 02 6 0 24 11910724 京都 雨降、入夜殊甚、民又歎水損、 玉葉 60-713 国書刊行会

建久 02 6 0 28 11910728 京都 両度大雨、又両度天快晴、事体頗奇、仍猶明日可有祈雨之由仰了、 玉葉 60-717 国書刊行会

建久 02 7 0 2 11910731 京都
時々雷雨、自去月十三日、至今日、一日不空、毎日降雨、
事体尤奇、仍猶可行御占之由仰之、…又依雨体、猶可有
止雨奉幣之由仰之、

玉葉 60-718 国書刊行会

建久 02 7 0 4 11910802 京都 雨降、此日、止雨奉幣也、又広瀬・竜田祭廃務也、然而、依有例被行奉幣、… 玉葉 60-718 国書刊行会

建久 2年（1191）
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建久 02 7 0 5 11910803 京都 天晴、昨日止雨奉幣、今日天晴、尤神験也、可悦々々、 玉葉 60-719 国書刊行会

建久 02 7 0 30 11910828 天下 雨降、終日不止、日来頗有炎旱之愁、而今日雨、天下民間之悦、何事如之哉、入夜殊甚、若渉旬日、殆愁霖歟、 玉葉 60-722 国書刊行会

建久 02 8 0 1 11910829 天下 天晴、昨日大雨、若及数日者、天下又可愁洪水之処、今日雨止、定叶民望歟、 玉葉 60-722 国書刊行会

建久 02 8 0 26 11910923 京都 洪水、 武家年代記裏書 続史料大成 18

建久 02 8 0 26 11910923 京都 洪水、 如是院年代記 新校群書類従 20

建久 02 10 0 14 11911109 京都 早旦、以人、日来風雨之難、今日降雨、珍重之由、…畏悦之由、有報状、 玉葉 60-739 国書刊行会

建久 02 10 0 19 11911114 京都 今年当凶年、弥雖非可帰正之秋也、早罷過分之職、可叶民望之趣也、 玉葉 62-742 国書刊行会

建久 02 10 0 19 11911114 京都 今年三合之災年也、凶年之習、以有閏為重、而幸閏在明春、尤可被改置歟、 玉葉 62-742 国書刊行会

建久 02 12 1 21 11920213 京都 雪及尺、可謂瑞、 玉葉 62-771 国書刊行会
建久 03 3 0 11 11920501 京都 自夜雨降、終日不止、入夜大風、 明月記 1-191 史料纂集
建久 03 3 0 15 11920505 京都 天晴、風甚猛烈、 明月記 1-195 史料纂集
建久 03 3 0 25 11920515 京都 自夜雨降、終日不止、 明月記 1-201 史料纂集
建久 03 3 0 26 11920515 京都 終夜今朝猶雨降、辰後休、 明月記 1-201 史料纂集
建久 03 4 0 2 11920521 京都 通夜雨降、終日不休、 明月記 1-203 史料纂集
建久 03 4 0 7 11920526 京都 晴陰、午時許雷鳴、風烈雨零、 明月記 1-207 史料纂集
建久 03 4 0 13 11920601 京都 天陰、辰後雨降、通夜不止、 明月記 1-210 史料纂集

建久 03 8 0 28 11921013 京都
今日寅刻、雨猶不止、水損無疑、仍余忽着衣服、出戸外、
向天祈也、即北風忽吹、信心爰発、一時許祈念、先是、
祈雨事等、仰遣宗頼之許了、即付寝、小時眠覚、天顔快晴、
朝日照臨、感涙数行、仍止祈雨事等了、

玉葉 63-809 国書刊行会

建久 03 8 0 28 11921013 山城
法成寺水入之由有告、仍卒尓行向検知、無殊恐、帰来之
後参内也、鳥羽辺洪水殊大云々、然而不及巨害、仏天之
助也、

玉葉 63-809 国書刊行会

建久 03 10 0 2 11921115 山城 而去月洪水之間、鳥羽為水底、縦雖有防河之沙汰、始終非無恐、此難他堂雖可同、於新造之条者、弥又似無用意、玉葉 63-811 国書刊行会

建久 03 11 0 16 11921229 京都 依臨疱御祈、被行三所大祓、 百錬抄 10 新訂増補国史大系

建久 03 12 0 23 11930203 諸国 若公万寿、此一両日御不例、今日疱瘡出現給、此事、都鄙殊盛、尊卑遍煩云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建久 04 1 0 3 11930213 京都 正月三日、有奉幣、准彼例所行也、宣命趣、疱瘡并天変事等也、今年為厄年、其由同載之、（4日条） 玉葉 64-817 国書刊行会

建久 04 1 0 13 11930223 近江 申十五日於延暦寺、可被行疱瘡祈也、 玉葉 64-819 国書刊行会

建久 04 2 0 0 11930312 京都 中宮疱瘡を患う、 鎌倉時代医事
年表

鎌倉時代医学史の
研究

建久 04 2 0 19 11930330 京都 今日、疱瘡少々出給云々、 玉葉 64-828 国書刊行会
建久 04 4 0 3 11930512 京都 猶雨不霽、 玉葉 64-831 国書刊行会
建久 04 4 0 21 11930530 京都 陰、人々多賀、賀茂詣、雨止之間事、 玉葉 64-841 国書刊行会

建久 04 6 0 20 11930727 鎌倉 炎旱渉旬、民黎思雨、依之、鶴岡・勝長寿院・永福寺供僧奉仕祈雨法、為善信奉行、各遣奉書云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建久 04 7 0 19 11930824 京都 於当寺修祈雨、 醍醐寺座主次第 大日本史料 4-4

建久 04 9 0 0 11931004 紀伊
［阿弖河庄田検注状案］…合／田伍拾町捌拾歩内／荒漆町
伍段／河成参段百肆拾歩／年不作肆町肆段参百弐拾捌歩
／作参拾漆町陸段弐百漆拾歩（不作は 26％）

又続宝簡 56
家わけ高野山
5-1111

建久 05 3 0 24 11940423 大和 山木枯槁、御神楽執行、 興福寺略年代記 続群書類従 29下

建久 05 7 0 5 11940731 京都 炎気渉旬、雖不及巨害、漸有民愁…仍自今日令払神泉池、又祈雨奉幣可申沙汰之由仰、 玉葉 大日本史料 4-4

建久 05 7 0 8 11940803 京都 有祈雨奉幣、 玉葉 大日本史料 4-4

建久 05 7 0 11 11940806 京都 此日、重有祈雨奉幣、…自明日、可有清滝御読経、今日、可勘日時、奉幣発遣以後、可勘之由、仰之、 玉葉 65-884 国書刊行会

建久 05 7 0 12 11940807 京都 甘雨不降、仍神祇官人参篭本官、可祈申事、弁水天供七壇可被始修事、仰公定了、 玉葉 65-884 国書刊行会

建久 05 7 0 12 11940807 京都 又自来十五日、可有龍穴御読経之由、同仰之、 玉葉 65-884 国書刊行会
建久 05 7 0 15 11940810 京都 此日、於陣、勘神泉御読経日時、自明日可被始、… 玉葉 65-884 国書刊行会

建久 2年（1191）～建久 5年（1194）
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建久 05 7 0 16 11940811 京都 晴、此日、於神泉苑、被始孔雀経御読経、依祈雨也、… 玉葉 65-884 国書刊行会

建久 05 7 0 17 11940812 京都 自来廿日、仰可被始修祈雨御修法＜孔雀経＞之由、神泉御読経、今二ケ日、可延行之由、同仰之、 玉葉 65-885 国書刊行会

建久 05 7 0 18 11940813 京都 晴、於神泉苑、被始孔雀経御読経、満三ケ日、依無験、今二ケ日可延行之由、仰之、 玉葉 65-885 国書刊行会

建久 05 7 0 19 11940814 京都 今日、風吹雲覆、頗有雨気歟、自此日、被行五龍祭、 玉葉 65-885 国書刊行会

建久 05 7 0 20 11940815 京都
終日甚雨足、為国土之霑、神泉御読経当五ケ日、尤可随
喜歟、朝間雨脚始灑、仍今日可被始行之孔雀経法蹔延引、
御読経二ケ日可延行之由、仰奉行職事公定了、而終日密降、
今日専可被結願歟、

玉葉 65-885 国書刊行会

建久 05 7 0 21 11940816 京都 神泉御読経結願、依有効験也、被仰勧賞、 玉葉 65-885 国書刊行会

建久 05 7 0 24 11940819 京都 此日、雨気出来、廿日雨以後、又以炎旱、大法御願意趣条々、雨中有祈雨事、而今日有日雨気、可謂法験歟、 玉葉 65-886 国書刊行会

建久 05 7 0 25 11940820 天下 自暁雨下、天明弥降、可謂法験歟、可悦可悦、…於今者、天下可無旱魃愁之云々、 玉葉 65-886 国書刊行会

建久 05 9 0 9 11941031 京都 雷声殊甚、落所々云々、 百錬抄 10 新訂増補国史大系

建久 05 9 0 17 11941108 大和
雨脚滂沱、此日、奉渡御仏於南都、雨之間、船路陸地共
以不合期歟、雖然無湿損云々、人夫猶不足之間、今日不
遂前途、…

玉葉 65-891 国書刊行会

建久 06 7 0 21 11950903 京都 微雨灑、不及地湿、炎旱渉旬、於神泉有雨乞云々、 三長記補遺 増補史料大成 31

建久 06 8 0 8 11950920 京都 大風吹而、靡山木樹倒而懸庵室之故、其房舎者併以破損、彼参篭客僅以存命、
高野山奥院興
廃記 大日本史料 4-5

建久 06 9 0 6 11951017 京都 入夜大風、成勝延勝寺南大門顚倒畢云々、 玉葉 大日本史料 4-5

建久 06 9 0 19 11951030 相模 新藤二俊長・小中太光家等、為御分国巡検使也、是不熟・損亡之故也、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建久 06 9 0 30 11951110 京都 太神宮殿舎鳥居等依大風顚倒事也、 勘仲記 大日本史料 4-5

建久 06 10 0 1 11951111 関東
武蔵国以下御分国所課本所乃貢事、可致不日沙汰之旨、
有厳密仰、而今年土民等愁申損亡事等間、定難有合期進
済歟之由、奉行人右衛門尉能員・散位行政等申之云々、

吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建久 07 5 0 24 11960629 京都 陰雲深閉、霖雨難晴、 明月記 1-294 史料纂集
建久 07 6 0 1 11960705 京都 暑気甚遅、如例四月下旬程、 明月記 1-298 史料纂集
建久 07 6 0 11 11960715 京都 天晴、未時許、大雨、雷鳴、 明月記 1-301 史料纂集
建久 07 6 0 12 11960716 京都 未時許、小雨、雷時々鳴、 明月記 1-301 史料纂集
建久 07 6 0 16 11960720 京都 天晴、午時許、大雨、雷鳴、申時更晴、 明月記 1-305 史料纂集
建久 07 6 0 25 11960729 京都 天晴、暑気殊甚、 明月記 1-308 史料纂集
建久 07 7 0 8 11960810 京都 雷落宮城二条西大宮大坂上、 百錬抄 10 新訂増補国史大系
建久 07 7 0 9 11960811 京都 神泉御読経（祈雨）、 東寺長者補任 大日本史料 4-5
建久 07 8 0 17 11960918 京都 雷雨殊太、亥時、中納言隆房卿八条堀川堂、為雷火焼亡、百錬抄 10 新訂増補国史大系
建久 08 4 0 0 11970426 諸国 諸国疫疾流行、 一代要記 日本災異志
建久 08 5 0 0 11970526 天下 五、六月天下病悩、号一心房病、 一代要記 82 日本疾病史
建久 08 6 1 19 11970811 京都 祈雨奉幣、 猪隈関白記１ 大日本史料 4-5
建久 08 6 1 25 11970817 大和 雨降、雷落所々、又依暴風、東大寺廻廊百十三間顚倒、 百錬抄 10 新訂増補国史大系

建久 09 5 0 0 11980614 京都 為社人身、令食［ ］（死カ）人、上代未聞之所行、至言語道
断次第也、豈食死人可仕神役哉、 千島氏記録 編年差別史 3

正治 01 4 0 27 11990530 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

正治 01 4 0 27 11990530 東国
仰東国分地頭等、可新開水便荒野之旨、今日有其沙汰、
凡称荒不作等、於乃貢減少之地者、向後不可許領掌之由、
同被定云々、広元奉行之云々、

吾妻鏡前 新訂増補国史大系

正治 01 5 0 8 11990610 京都 巳後、雷鳴、暴雨、大風、雹雨、 明月記 大日本史料 4-6

正治 01 5 0 10 11990612 京都 甚雨如注、終日不休…河水大溢、蓬屋殆如池、密々向川原方見之、八条以北在家等多流損、 明月記 大日本史料 4-6

正治 01 5 0 26 11990628 京都 自夜甚雨終日如注、河水又溢云々、堀川大路偏如海、所々橋悉流失云々、出七条以北、粗見之、 明月記 大日本史料 4-6

正治 01 6 0 30 11990731 京都 於神泉苑、被行孔雀経御読経（祈雨）、 百錬抄 10 大日本史料 4-6

正治 01 7 0 0 11990801 京都 京都に瘧病流行、 明月記 鎌倉時代医学史の
研究

建久 5年（1194）～正治元年（1199）
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正治 01 7 0 8 11990808 京都 神泉御読経、今日結願、雨不下、 明月記 大日本史料 4-6
正治 01 7 0 11 11990811 京都 祈雨御読経宣旨到来 醍醐寺座主次第 大日本史料 4-6

正治 01 7 0 11 11990811 天下 小児病悩日来小女毎日発［　　］余廿日了、又如此物騒之甚也、但近日天下一同病悩云々、 明月記 大日本史料 4-6

正治 01 7 0 13 11990813 京都 結願、猶依炎旱…祈雨於三井寺、 醍醐寺座主次第 大日本史料 4-6

正治 01 7 0 13 11990813 天下 小児今日又未時許発云々、小男又此両三日温気病悩、天下瘧病不可勝計、三人子共病不思議々々々、 明月記 大日本史料 4-6

正治 01 7 0 15 11990815 京都 行祈雨奉幣、 明月記 大日本史料 4-6
正治 01 7 0 16 11990816 京都 於園城寺為祈雨、修金剛童子法、 東寺長者補任 大日本史料 4-6
正治 01 7 0 22 11990822 京都 殿此間御不例、両若君又令煩瘧病給、 明月記 大日本史料 4-6
正治 01 7 0 25 11990825 京都 旱魃渉旬、 明月記 大日本史料 4-6
正治 01 8 0 2 11990901 京都 炎旱御祈、 醍醐寺座主次第 大日本史料 4-6
正治 01 8 0 3 11990902 京都 於神泉苑、被行孔雀経御読経、依祈雨也、 百錬抄 10 大日本史料 4-6
正治 01 8 0 3 11990902 京都 小児所悩甚重、喚寄腹取令取之、 明月記 大日本史料 4-6
正治 01 8 0 7 11990906 京都 祈雨御祈、無程甚雨、可謂霊験、但為国土於今者無益歟、明月記 大日本史料 4-6
正治 01 8 0 19 11990918 京都 越部庄、去十九日洪水、 明月記 日本の気象史料
正治 01 8 0 19 11990918 京都 この日大雨ふりて、いまたなき程の大水出… 賀茂旧記 東大写真帳
正治 01 8 0 20 11990919 京都 洪水云々、 業資王記 日本の気象史料

正治 01 8 0 23 11990922 但馬

［但馬国伊由荘百姓等解］殿下御領但馬国伊由御庄百姓等
解 申請 本家 政所御裁定事／請被殊検見、去一八九日為洪
水、御庄破損田畠流失子細条／愁状／一、請被裁定、去
自六月二日、至于同八月六日、六十六日之間旱魃事／右
住人等謹承古風、貞観旱魃古躰所承及之今来者今／年旱
也、子細先日所進辞状内被注進了、仍重言上子細状、／
一、請被裁定、以去十八日子剋、同十九日午時、為洪水
御庄令破損［事］、／右百姓等謹承旧跡、未曾有有洪水也、
御庄有様、辰戌河内／長廿町径或一丁或所二三丁、東境
川上自伊由坂［   ］／山際洪水深或所五丈、或所三四丈也、
平地之在家并桑漆柿／胡桃子等、払底流失、於在家田畠
等者、皆悉流失、／一、請被下遣検見之御使、実否令見
知事／右住人等、謹所存申者、作物為旱魃、雖皆損、募
将来作、／忍餓渇思、成廻踵之思之処、僅焼残作物并田
畠払底［　］／於今年当時之餓死、無為方之上、将来蓄、
東西先了、［   ］／日神、水神、一期財産被奪取了、不知
先生業因歟、又今生之貧［  ］／歟、或百姓思先所流浪、
揚声大蹄、譬如蹄則地獄、求食難得之／輩、貧喰物事、
不異餓鬼、為山崩、被突埋名佃人内、有重之男／并妻子
又宗利也、国中流死人数千余人、以牛馬以同也、流失在（後
欠）／住人等之上（24人連署）、

永昌記紙背文
書

京大文学部博物館
の古文書 11

正治 01 8 0 24 11990923 京都 咳病此間無術、仍心神猶不復例、 明月記 大日本史料 4-6
正治 01 8 0 24 11990923 京都 止雨御祈事、 業資王記 大日本史料 4-6
正治 01 8 0 25 11990924 京都 咳病殊辛苦、 明月記 大日本史料 4-6
正治 01 8 0 29 11990928 京都 通夜甚雨、終日不休、入夜猶如注、旱損所残悉水損云々、明月記 大日本史料 4-6

正治 01 9 0 2 11990930 京都 日来霖雨、大略及廿日晴昇、止雨奉幣数度、且為御祈感応歟、 業資王記 大日本史料 4-6

正治 01 9 0 3 11991001 京都
自西、自東、聞損亡之由、門々戸々無不愁悶云々、明年
革命已以在眼歟、不運之身存命何為乎云々…家中今月以
後惣無所憑、日夜仰天云々、

明月記 大日本史料 4-6

正治 01 9 0 18 11991016 京都 被発遣止雨奉幣使云々、七社、 業資王記 大日本史料 4-6
正治 01 9 0 19 11991017 京都 自朝雨降、終日不止、入夜如注、 明月記 大日本史料 4-6
正治 01 9 0 20 11991018 京都 止雨奉幣、 明月記 大日本史料 4-6
正治 01 9 0 20 11991018 京都 被立十社奉幣使、依霖雨御祈也、 百錬抄 11 大日本史料 4-6
正治 01 9 0 20 11991018 京都 被立十社幣使…依止雨御祈也、 師守記 4 史料纂集
正治 01 9 0 21 11991019 京都 通夜又甚雨、 明月記 大日本史料 4-6

正治 01 9 0 23 11991021 天下 江州水損事、度々雖申入、已無裁許、是又天下一同之［　］也、限一所難有恩容歟、又道理歟、土民全逃散云々、 明月記 新修彦根市史 5

正治元年（1199）
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正治 01 9 0 23 11991021 近畿 被定東大・延暦・興福寺御読経事、是為止雨御祈… 師守記 4 史料纂集
正治 01 9 0 24 11991022 伊勢 依大風、外宮殿舎御垣等顚倒破損可修造之由也、 類聚大補任７ 大日本史料 4-6
正治 01 9 0 24 11991022 京都 夜大風甚雨…未時以後大風猛烈、昏黒以後雨如注、 明月記 大日本史料 4-6
正治 01 9 0 26 11991024 京都 限三箇日、於東大興福延暦等寺…霖雨御祈也、 百錬抄 10 大日本史料 4-6

正治 01 9 0 28 11991026 京都 被発遣止雨御祈、六社奉幣使…、是去十八日、依霖雨、被行軒廊御卜之故也、 師守記 4 史料纂集

正治 02 2 1 17 12000409 京都 天陰、巳後雨灑、未後甚雨、 明月記 明月記研究 6

正治 02 3 0 3 12000424 鎌倉 甚雨終日、如抜樹大風相交、 吾妻鏡 大日本史料 4-6

正治 02 3 0 11 12000502 美濃
［後鳥羽上皇院宣案］大井庄堤事、右去年損亡未曾有之間、
一国忘東作之条、万民成逃脱之思、仍庄公相共可修築之由、
被仰下了、

東大寺文書 鎌倉遺文 1124

正治 02 3 0 14 12000505 鎌倉 朝雨降、日中雖晴天、余寒甚於冬、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
正治 02 3 0 21 12000512 世間 未時許小瘡多出、疑へなも歟、近日世間小児等有此事云々、明月記 大日本史料 4-6

正治 02 3 0 23 12000514 京都 出京、行向嵯峨、病気雖不快為沐浴也、今夜宿□沐浴之間、汗大出、心神猶甚不快、 明月記 大日本史料 4-6

正治 02 3 0 24 12000515 京都 巳時許出嵯峨、帰京、向坊門即帰家、風病猶不快、心神甚悩、昨今三名猶湿気又出添、甚悩云々、 明月記 大日本史料 4-6

正治 02 3 0 30 12000521 京都 今日令沐浴御薬頼基云、酉日可憚…雖然青女房等説此事後、沐浴遅々者瘡ニ成天還六借由、普称之… 明月記 大日本史料 4-6

正治 02 4 0 0 12000522 美濃

［東大寺三綱等重申状案］東大寺／謹請／院宣壱紙、被載
大井庄堤役猶可勤仕事／右、謹所請如件、抑件大河去［   ］
於令流入当庄者、庄家已受水難、争不禦之哉之由、在庁
等申旨、尤似有其理、而河已大宝以往之河也、堤又不知
何世築始、仍其河損亡当庄事、古只如今…

成簣堂古文書 鎌倉遺文 1135

正治 02 4 0 0 12000522 美濃
［美濃国在庁官人等解状案］美濃国在庁官人等重言上、為
東大寺領大井庄、乍懸当庄水難、笠縫請取所課地雖築、
始致対捍、令訴申本寺、申下免除 院宣…

京大東大寺文
書 鎌倉遺文 1137

正治 02 4 0 10 12000531 相模 甚雨、連日降雨、還為炎旱之瑞云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
正治 02 5 0 1 12000620 天下 可有廿二社奉幣…件奉幣、此間天下一同病悩之故云々、 猪隈関白記 大日本史料 4-6
正治 02 5 0 10 12000629 世間 被発遣廿二社奉幣使、世問不静（疾疫 =水痘）御祈也、 百錬抄 11 大日本史料 4-6
正治 02 5 0 10 12000629 京都 是日臨時廿二社奉幣云々、依此間病悩云々、 猪隈関白記 大日本史料 4-6
正治 02 5 0 17 12000706 天下 余自昨日心神不例、此間天下一同有此事云々、 猪隈関白記 大日本史料 4-6

正治 02 7 0 0 12000819 京都 京都にへなも流行、 鎌倉時代医事
年表

鎌倉時代医学史の
研究

正治 02 7 0 19 12000906 京都 神泉御読経…廿四日結願、 東寺長者補任 大日本史料 4-6
正治 02 7 0 19 12000906 京都 於神泉苑、被始行孔雀経御読経、依祈雨也、 百錬抄 11 新訂増補国史大系
正治 02 7 0 27 12000914 京都 近辺井水多為旱止、此井又乏少云々、 明月記 大日本史料 4-6

正治 02 8 0 8 12000924 京都 終夜如注、又洪水歟、終日不休、入夜殊甚、今日、西方湯殿辺破壊、雨不止… 明月記 大日本史料 4-6

正治 02 8 0 9 12000925 山城 去夜今日、雨如妖、河水大溢、田畝又為水底云々…諸方已有水損之聞、毎年旱水、貧人奈何、誠可哀、 明月記 日本の気象史料

正治 02 8 0 11 12000927 伊豆 大講堂大風、吹倒サル、 走湯山上下諸
堂目安 大日本史料 4-6

正治 02 9 0 7 12001023 京都 霖雨御占沙汰、 明月記 大日本史料 4-6
正治 02 9 0 18 12001103 京都 又今年有請雨経法御請、 祈雨日記 続群書類従 25下
正治 03 0 0 0 12010212 山城 大旱魃、 醍醐寺座主次第 大日本史料 4-7
正治 03 0 0 0 12010212 諸国 京都及諸国大洪水、 吾妻鏡 日本震災凶饉攷
建仁 01 2 0 13 12010326 改元 革命（辛酉）、 皇年代私記 東大謄写本
建仁 01 5 0 7 12010616 山城 於清滝社、勤修祈雨孔雀経御読経…九日、終日大雨、 醍醐寺座主次第 大日本史料 4-7
建仁 01 7 0 25 12010901 京都 晴、此間、炎暑殊甚、 三長記 増補史料大成 31

建仁 01 7 0 28 12010904 京都 晴、今日、被発遣祈雨奉幣使、… 三長記 増補史料大成 31

建仁 01 8 0 11 12010916 下総 下総国葛西郡海辺潮索人屋、千余人漂没云々、 吾妻鏡 17 大日本史料 4-7

建仁 01 8 0 11 12010916 相模 甚雨、午剋大風、郷里穿屋、江浦覆船、鶴岳宮寺廻廊八足門已下、所々仏閣塔廟顚倒、凡万家一宇無全所云々、 吾妻鏡 17 大日本史料 4-7

建仁 01 8 0 11 12010916 京都 大風甚雨、 三長記 大日本史料 4-7

正治元年（1199）～建仁元年（1201）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

建仁 01 8 0 11 12010916 京都 去夜大雨、今日又同、 猪隈関白記 大日本史料 4-7

建仁 01 8 0 11 12010916 伊豆 大風ニ大講堂吹倒ス、中堂ハ上葺許吹剥カル、 走湯山上下諸
堂目安 大日本史料 4-7

建仁 01 8 0 11 12010916 鎌倉 大風前代未聞事也云々、社頭多以破損之間、放生会延引可為来九月云々、 鶴岡社務記録 続史料大成 18

建仁 01 8 0 15 12010920 京都 今日、被行止雨奉幣、… 三長記 増補史料大成 31

建仁 01 8 0 21 12010926 京都 雨降、内大臣御札到来、止雨奉幣可申行者、 三長記 増補史料大成 31

建仁 01 8 0 22 12010927 京都 甚雨、今日被行止雨奉幣、… 三長記 増補史料大成 31

建仁 01 8 0 23 12010928 鎌倉 甚雨大風、如去十一日、依両度暴風、於国土損亡五穀、於庫倉不納一物云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建仁 01 8 0 23 12010928 鎌倉 大風如前々云々、 鶴岡社務記録 続史料大成 18

建仁 01 9 0 0 12011006 諸国 秋洪水、屋舎流蕩し、人民糧を失う、 本朝年代記 日本震災凶饉攷
建仁 01 9 0 22 12011027 鎌倉 去八月大風、鶴岳宮門顚倒、国土愁飢饉、 吾妻鏡 17 日本凶荒史考

建仁 01 10 0 3 12011107 伊豆

さる程に、太郎泰時は、翌日（三日）北条に下向あり、此
所は去年も田畠損亡し、春より以来、人民粮乏く、耕作
の計を失ひ、種植を営む力なし、郷民等連署の状をさゝ
げて、米五十斛を借り参せ、当年の秋返納すべき由をう
けがふ、然る所に、去月の風雨に国郡大に損亡して、飢
餓に望む者少からず、

北条九代記 日本凶荒史考

建仁 01 10 0 6 12011111 鎌倉

江馬太郎（北条泰時）殿、昨日下着豆州北条給、当所、去
年依少損亡、去春庶民等粮乏、央＜ナカバ＞失耕作計之間、
捧数十人連署状、給出挙米五十石、仍返上期、為今年秋
之処、去月大風之後、国郡大損亡、不堪飢之族、已以欲
餓死故、負累件米之輩、兼怖譴責、挿逐電思之由、令聞
及給之間、為救民愁、所被揚鞭也、今日、召聚彼数十人
負人等、於其眼前、被焼棄証文畢、雖属豊稔、不可有糺
返沙汰之由、直被仰含、剰賜飯酒并人別一斗米、各且喜悦、
且涕泣退出、皆合手願御子孫繁栄云々、如飯酒事、兼日
沙汰人所被用意也、

吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建仁 02 2 0 14 12020316 摂津？［源能信・同種保申記詞］…而去年為福原庄被抑留之間、田地皆旱損畢、… 九条家文書 鎌倉遺文 1290

建仁 02 5 0 12 12020610 京都 甚雨難晴、有止雨奉幣云々、 猪隈関白記 大日本史料 4-7
建仁 02 5 0 23 12020621 京都 寒氷降、其勢寸余云々、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

建仁 02 6 0 2 12020630 京都 有止雨奉幣云々、 猪隈関白記 大日本史料 4-7

建仁 02 6 0 21 12020719 近江 未後大雨如注、辰時許出京参日吉…大津辺湖水及室宇、仍召出吉富卜井丸船乗、自戸津騎馬… 明月記 新修彦根市史 5

建仁 02 7 0 4 12020731 京都 天晴、申後、雷鳴雨灑、夕甚雨、即休、 明月記 五味「研究報告書」
2003

建仁 02 7 0 5 12020801 京都 天晴、未後大雷鳴、雨如注、夕陽晴、 明月記 五味「研究報告書」
2003

建仁 02 7 0 6 12020802 京都 天晴、夕雷鳴、雨降、 明月記 五味「研究報告書」
2003

建仁 02 7 0 7 12020803 京都 天晴、巳後甚雨、午時晴、 明月記 五味「研究報告書」
2003

建仁 02 7 0 10 12020807 京都 天晴、午時雷鳴、大雨、不及陰、 明月記 五味「研究報告書」
2003

建仁 02 7 0 14 12020810 京都 天晴、午後不陰、大雨・雷鳴、 明月記 五味「研究報告書」
2003

建仁 02 7 0 16 12020812 山城 早旦出京、於鳥羽乗船、巳時入山城例宿所＜洪水以前定所也＞、 明月記 五味「研究報告書」
2003

建仁 02 7 0 19 12020815 京都 天晴、入夜、大雨・雷鳴・大風、…夜荒屋雨漏、失計略、明月記 五味「研究報告書」
2003

建仁 02 7 0 22 12020818 京都 天晴陰、申終許、忽大雨・小雷、即霽、 明月記 五味「研究報告書」
2003

建仁 02 8 0 11 12020905 大和［僧王得請文］王得謹請申／東大寺大湯屋御湯事／右件御湯先々者、或云旱魃、或申水損之間、有致懈怠之時…
堂本四郎氏所
蔵文書 鎌倉遺文 1312

建仁 02 8 0 29 12020923 京都 入夜有止雨奉幣云々、 猪隈関白記 大日本史料 4-7

建仁元年（1201）～建仁 2年（1202）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

建仁 02 12 0 26 12030216 若狭

［太良荘合定平内盛実起請文］…右件元者、太良御庄御年
貢米員数送文見之、并佃大豆且沙汰分三斗七升七合、於
近江水海打下浜、去廿一日暁遇難風、船へうたう（漂倒）
し候によりて、御年貢失候事、またまた姦曲を申出候て
私用仕たる事候ハす候…俵二石五斗のぬれ米の外者さた
せす候…

東寺百合文書
ヱ 新修彦根市史 5

建仁 03 1 0 26 12030318 京都 午時雷電大風大雨、京中小屋多破損云々、 猪隈関白記 大日本史料 4-7
建仁 03 1 0 26 12030318 京都 風雨雷鳴、 百錬抄 11 大日本史料 4-7
建仁 03 1 0 26 12030318 京都 雷鳴大雨…午後又暴風雷雨、折木発屋、 明月記 大日本史料 4-7
建仁 03 6 0 23 12030808 京都 依霖雨、被立六社奉幣、被行御卜之処、当成祟方角、神社也、百錬抄 11 新訂増補国史大系
建仁 03 7 0 20 12030904 京都 入夜大風、 明月記 日本の気象史料
建仁 03 7 0 21 12030905 京都 風烈、 明月記 日本の気象史料
建仁 03 7 0 21 12030905 京都 去夜終夜大風小雨、今日又同、 猪隈関白記 大日本史料 4-7
建仁 03 7 0 22 12030906 京都 大風雨降、大風折木発夜、 明月記 大日本史料 4-7
建仁 03 7 0 22 12030906 京都 午時許大風小雨、京中多破損、 猪隈関白記 大日本史料 4-7
建仁 03 10 0 6 12031118 京都 曙後甚雨、朝間雷鳴＜不及猛烈＞、午後暴風、 明月記 大日本史料 4-7

建仁 03 11 0 19 12031230 関東 仰関東御分国并相模・伊豆国々百姓、被減当年乃貢員数、為将軍御代始、可被休民戸善政也云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

元久 01 2 0 20 12040330 改元 革令（甲子）、 皇年代私記 東大謄写本
元久 01 3 0 0 12040409 諸国 畿内諸国、大風、損害多し、 本朝年代記 日本震災凶饉攷
元久 01 10 0 10 12041110 鎌倉 風烈、雨頻降、申尅雷鳴両三声、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
元久 02 3 0 0 12050329 畿内 畿内大風、洛中流言、栄西新唱禅宗、 本朝通紀 日本の気象史料
元久 02 3 0 0 12050329 諸国 諸国大風、損害多、 分類本朝年代記 日本の気象史料
元久 02 4 0 10 12050507 京都 天陰、朝後雨降、夕風烈、 明月記 山梨県史資料編 6
元久 02 7 0 22 12050815 京都 是日、依祈雨、於東寺、被始修孔雀経法、… 百錬抄 11 新訂増補国史大系
元久 02 7 1 13 12050905 京都 大風雷鳴寒氷降、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

元久 02 7 1 23 12050915 京都 大風・雷鳴、寒氷降、 皇年代略記 新校群書類従 2

元久 02 8 0 15 12051006 鎌倉 甚雨、鶴岳放生会、将軍家無御出、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

元久 03 0 0 0 12060217 天下 天下俄（餓）死ス、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

元久 03 0 0 0 12060217 関東 今年秋、相模・武蔵大風、 赤城神社年代記 東大写真帳
元久 03 1 0 22 12060310 京都 被発遣十二社奉幣使、依疱瘡御祈也、 百錬抄 11 新訂増補国史大系
元久 03 1 0 24 12060312 京都 元久三正廿四常赦＜赤斑瘡御祈＞、 赦事詔書官符事 大日本史料 4-8

元久 03 2 0 2 12060319 天下 風雨惨烈、景時討伐必然云々、天下悦也、積悪之輩、尽数滅亡、趙高独運未消、如何云々、 玉葉 66-940 国書刊行会

元久 03 2 0 15 12060401 京都 天晴、風如昨、凡今年自春始、日々風烈、 玉葉 66-941 国書刊行会
建永 01 4 0 27 12060612 改元 依疱瘡也、 皇年代記 日本疾病史
建永 01 4 0 27 12060612 改元 依頓死也、 皇代記 新校群書類従 2

建永 01 4 0 27 12060612 改元 依疱瘡頓滅也、 皇年代略記 新校群書類従 2

建永 01 4 0 27 12060612 改元 依赤斑瘡也、 百錬抄 11 新訂増補国史大系
建永 01 4 0 29 12060614 京都 今日、有止雨奉幣、 三長記 増補史料大成 31

建永 01 5 0 4 12060618 京都 廿二社奉幣事、此間頓死之者多有其聞、又去春疱瘡、此間も少々有其聞、仍有此事也、霖雨之由、被載宣命辞別、… 猪隈関白記 23 大日本史料 4-9

建永 01 5 0 4 12060618 京都 被発遣廿二社奉幣使、依疱瘡御祈也、 百錬抄 11 新訂増補国史大系

建永 01 5 0 11 12060625 天下 温病加治法…午時、於宮原家祈之、温病、天下流行、以此法治之、 高山寺文書 6 大日本史料 4-9

建永 01 7 0 15 12060827 京都 風病大更発、両日不出行、 明月記 大日本史料 4-9

建永 01 7 0 16 12060828 鎌倉 霽、将軍家御出、流鏑馬最中、暴風甚雨、仍被待晴天期之間、一会及夜陰、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建永 01 8 0 2 12060913 京都 今日、有止雨奉幣、… 三長記 増補史料大成 31

建永 01 8 0 11 12060922 関東 鎌倉大風雨、堂舎悉顚倒、浦々大船小船覆暫時、下総国海辺潮波漂死人不知数、＜此年五穀不熟＞、
分類本朝年代
記 日本の気象史料

建永 02 4 0 22 12070527 山城 建永二年四月廿二日、於清滝宮、祈雨… 醍醐寺座主次第 大日本史料 4-9
建永 02 6 0 16 12070719 世間 陰、涼気不似例年、頗如三四月、世上貴賤多以病悩、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建仁 2年（1203）～建永 2年（1207）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

建永 02 7 0 5 12070807 京都 今日大風深雨也、 仲資王記 大日本史料 4-9
建永 02 7 0 5 12070807 京都 大風猛烈、折木発屋、夜大雨、 明月記 31 大日本史料 4-9

建永 02 7 0 19 12070821 鎌倉 雨降、午未両時、大風、御所西対（対面所）顚倒、比須未志（者）二人被打損云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建永 02 7 0 19 12070821 京都 未刻許、大雨大風経二時… 猪隈関白記 大日本史料 4-9

建永 02 7 0 19 12070821 京都
天晴、未後大風雨、未時以後風雨猛烈、折木発屋、揚沙石、
年来之間不見聞也、荒屋皆破損、更非筆端所及、入夜休
止

明月記 31 大日本史料 4-9

建永 02 7 0 19 12070821 京都 大風抜木、 仲資王記 大日本史料 4-9
建永 02 7 0 23 12070825 京都 大風、清水寺廻廊顚倒、童一人被打殺云々、 猪隈関白記 25 大日本史料 4-9
建永 02 8 0 20 12070920 京都 自去夏比、疱瘡、貴賤上下一同有此事、 猪隈関白記 25 大日本史料 4-9
建永 02 8 0 24 12070924 京都 主上自今朝頗御不例、只今御湿気御座也、 猪隈関白記 25 大日本史料 4-9
建永 02 8 0 26 12070926 天下 天下一同疱瘡歟、御祈等被行之、 猪隈関白記 25 大日本史料 4-9
建永 02 8 0 27 12070927 京都 主上御疱瘡之疑出来之由、被仰之、 猪隈関白記 25 大日本史料 4-9
建永 02 8 0 28 12070928 京都 主上御疱瘡也、 猪隈関白記 25 大日本史料 4-9
建永 02 8 0 29 12070929 京都 主上御疱瘡、少々出給、 猪隈関白記 25 大日本史料 4-9
建永 02 8 0 30 12070930 京都 於南殿、以六十口僧、被行一日大般若御読経、依疱瘡也、猪隈関白記 25 大日本史料 4-9
建永 02 9 0 1 12071001 京都 於広瀬殿、為御疱瘡御祈、修薬師法、 門葉記 大日本史料 4-9
建永 02 9 0 7 12071007 京都 依疱瘡、被立臨時廿二社奉幣使也、 猪隈関白記 25 大日本史料 4-9
建永 02 9 0 7 12071007 京都 被発遣臨時廿二社奉幣使、依疱瘡御祈也、 百錬抄 11 新訂増補国史大系
建永 02 9 0 9 12071009 京都 主上御疱瘡之後、今日始有御沐浴事云々、 猪隈関白記 25 大日本史料 4-9

建永 02 10 0 8 12071106 鎌倉 南風頻扇、終日不休止、入夜若宮大路人家焼亡、猛火烈、烟炎如飛及数町、 吾妻鏡 大日本史料 4-9

承元 01 6 0 0 12070704 京都 疱瘡流行、 猪隈関白記 鎌倉時代医学史の
研究

承元 01 7 0 5 12070807 京都 大風猛烈、折木発屋、夜大雨、 明月記 日本の気象史料
承元 01 7 0 5 12070807 京都 大風深雨也、 仲資王記 日本の気象史料

承元 01 7 0 19 12070821 京都 未後大風雨…未時以後風雨猛烈、折木発屋、揚沙石、年来之間所不見聞也、荒屋皆破損、更非筆端所及、入夜々止、明月記 日本の気象史料

承元 01 7 0 19 12070821 京都 未刻許、大雨大風経二時、 猪隈関白記 日本の気象史料

承元 01 8 0 0 12070901 京都 天皇及び東宮、疱瘡に罹る、 猪隈関白記 .明
月記 .百錬抄

鎌倉時代医学史の
研究

承元 01 9 0 4 12071004 京都 甚雨洪水、 明月記 日本の気象史料
承元 01 10 0 25 12071123 改元 依疱瘡・疾疫・雨水也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

承元 01 10 0 25 12071123 改元 依疱瘡故歟、 皇代記 新校群書類従 2

承元 01 10 0 25 12071123 改元 依疱瘡・疾疫・雨水也、 皇年代略記 新校群書類従 2
承元 01 10 0 25 12071123 改元 疱瘡并洪水、 元秘別録 東大謄写本
承元 01 10 0 25 12071123 改元 洪水、疱瘡、儲君病給、 兼綱公記 大日本史料 6-1
承元 02 2 0 3 12080227 鎌倉 鶴岳宮御神楽如例、将軍家（実朝）御疱瘡無御出、 吾妻鏡 19 大日本史料 4-9

承元 02 2 0 10 12080305 鎌倉 将軍家（実朝）御疱瘡頗令悩心神給、依之近国御家人等群参、 吾妻鏡 19 大日本史料 4-9

承元 02 2 0 29 12080324 鎌倉 将軍家（実朝）御平癒之間、有御沐浴、 吾妻鏡 19 大日本史料 4-9
承元 02 4 0 19 12080512 京都 早旦雨雹交降、小雷鳴暫止、 猪隈関白記 27 大日本史料 4-10
承元 02 4 0 19 12080512 京都 大雨雷鳴即休、 明月記 33 大日本史料 4-10
承元 02 4 0 23 12080516 京都 大雷雨、 猪隈関白記 27 大日本史料 4-10
承元 02 4 0 23 12080516 京都 遅明忽雷電雹降、猛烈少時休、 明月記 33 大日本史料 4-10
承元 02 4 1 11 12080603 鎌倉 将軍家（実朝）俄以御不例、 吾妻鏡 19 大日本史料 4-10
承元 02 4 1 24 12080616 鎌倉 将軍家（実朝）御不例平癒之後、御沐浴也、 吾妻鏡 19 大日本史料 4-10

承元 02 5 0 15 12080706 京都 午時許、大雨、雷鳴猛烈…大雨如灑、此間、東方煙忽見、人云九重塔云々、 明月記 33 大日本史料 4-10

承元 02 5 0 15 12080706 京都 法勝寺ノ九重塔ノ上ニ雷オチテ、火付テ焼ニケリ、 愚管抄 6 大日本史料 4-10
承元 02 5 0 15 12080706 京都 午時、俄雷鳴雨降、雷落法勝寺九重塔焼失、… 百錬抄 11 新訂増補国史大系

承元 02 6 0 16 12080806 相模 快晴、自去月至今、不降一滴雨、庶民失耕作術、仍被仰祈雨事於鶴岳供僧等之処、群参江島祈請龍穴云々、 吾妻鏡 19 大日本史料 4-10

建永 2年（1207）～承元 2年（1208）
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承元 02 6 0 17 12080807 鎌倉 寅尅、甘雨降、祈請感応也、被送遣御剣御衣等於宮寺、 吾妻鏡 大日本史料 4-10
承元 03 5 0 29 12090709 京都 今夜、大風雨烈、 玉蘂 今川文雄校訂
承元 03 5 0 30 12090710 京都 大風雨、 玉蘂 今川文雄校訂
承元 03 7 0 19 12090827 京都 今年連々霖雨、度々洪水、何咎祟哉之由、被行御卜云々、猪隈関白記 大日本史料 4-10

承元 03 7 0 22 12090830 京都
夜大風、斎宮寮内院外院殿舎築垣門車宿御輿宿等顚倒
云々、御輿并出車被打破云々、又賀茂下社神館屋顚倒云々、
又陰陽寮楼同顚倒云々、凡彼日大風所々或顚倒、或破損
云々、

猪隈関白記 大日本史料 4-10

承元 03 8 0 23 12090930 京都 去夜大風大雨、今朝、風雨共止、人屋多破損云々、今日、有七社奉幣、今年、連々霖雨、洪水、 猪隈関白記 大日本史料 4-10

承元 03 8 0 23 12090930 京都 霖雨御祈、 百錬抄 11 大日本史料 4-10
承元 03 9 0 22 12091029 近江 聖真子後杉木、為大風顚倒之間、打壊御室殿了、 天台座主記 大日本史料 4-10
承元 03 9 0 23 12091030 近江 聖真子後杉、為大風顚倒、打破宝殿、 皇代暦 大日本史料 4-10
承元 03 9 0 27 12091103 京都 去夜、今日、甚雨猶不止、今日、有止雨奉幣、 猪隈関白記 31 大日本史料 4-10

承元 04 3 0 3 12100405 京都 今日、時々雨下、陰晴不定也、或人曰、今朝雪飛云々、未聞三月雪降哉、 玉蘂 今川文雄校訂

承元 04 3 0 6 12100408 京都 抑昨日・今日、臨夕天陰、大風、降雨、為後記之、 玉蘂 今川文雄校訂
承元 04 3 0 8 12100410 京都 天気殊暗、雨露頻降、 玉蘂 今川文雄校訂
承元 04 5 0 22 12100622 京都 今日、有止雨奉幣、 猪隈関白記 32 大日本史料 4-10
承元 04 5 0 25 12100625 京都 有止雨奉幣事、 猪隈関白記 32 大日本史料 4-10
承元 04 7 0 0 12100730 山城 霖雨、洪水、諸国作物損亡、 類聚大補任 大日本史料 4-10
建暦 01 3 0 9 12110430 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
建暦 01 5 0 13 12110702 京都 自昨日、甚雨降、洪水頻出云々、 業資王記 大日本史料 4-11
建暦 01 6 0 14 12110801 京都 参勤神泉、祈雨御読経行香云々、 業資王記 大日本史料 4-11
建暦 01 6 0 14 12110801 京都 神泉孔雀経御読経…十八日結願雨不降、 東寺長者補任 大日本史料 4-11
建暦 01 6 0 18 12110805 京都 始行清滝御読経、雨不降、 東寺長者補任 大日本史料 4-11
建暦 01 6 0 21 12110808 京都 依炎旱、被行五龍祭、 百錬抄 12 新訂増補国史大系

建暦 01 7 0 0 12110817 相模
洪水漫天、土民愁歎せむことをおもひて、一人奉向本尊
聊致祈念／時によりすくれハ民の歎なり、／八大竜王雨
やめ玉へ、

金槐和歌集 大日本史料 4-11

建暦 01 7 0 12 12110828 京都 依祈雨御祈、被修孔雀経法、 玉蕊 大日本史料 4-11
建暦 01 7 0 13 12110829 京都 被始行孔雀経御修法（祈雨）、 百錬抄 12 大日本史料 4-11
建暦 01 7 0 13 12110829 京都 於醍醐寺三宝院修孔雀経…十七日降雨、廿日結願、 東寺長者補任 大日本史料 4-11
建暦 01 8 0 4 12110919 京都 甚雨大風、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建暦 01 11 0 11 12111224 大和 山木枯槁、御神楽執行、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
建暦 02 4 0 0 12120510 京都 止雨二社奉幣使、 百錬抄 12 旱魃霖雨史料
建暦 02 5 0 0 12120608 京都 朱雀門、為大風、所吹倒、 如是院年代記 日本の気象史料
建暦 02 5 0 0 12120608 京都 大風吹、朱雀門倒、 立川寺年代記 日本の気象史料
建暦 02 5 0 14 12120621 京都 被立止雨二社奉幣使、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建暦 02 5 0 27 12120704 相模 雨降、凡此間洪水、河潟辺人家為水底云々、 吾妻鏡 大日本史料 4-12
建暦 02 8 0 9 12120912 京都 伝聞、祈雨御読経賞、 玉蘂 今川文雄校訂
建暦 03 4 0 20 12130519 京畿 源実朝が京畿御家人に命じ、南都で非人施行、 吾妻鏡 人権歴史年表
建暦 03 6 0 2 12130628 鎌倉 晴、炎旱渉旬、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
建暦 03 8 0 1 12130825 京都 被立祈雨二社奉幣使、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建暦 03 8 0 1 12130825 京都 今日、於神泉苑、被行孔雀経御読経、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建暦 03 8 0 8 12130901 京都 今夜、被始請雨経法、 明月記 大日本史料 4-12

建暦 03 8 0 8 12130901 京都 今年、雨不足之間、…於神泉…始行請雨経法、第二日＜九日＞降雨、 東寺長者補任 大日本史料 4-12

建保 01 12 0 6 12140125 改元 依天変地妖也、 一代要記 古事類苑 1

建保 02 3 0 14 12140502 京都 自夜、甚雨終日不止…（15日条）洪水、 明月記 大日本史料 4-13

承元 2年（1208）～建保 2年（1214）
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建保 02 4 0 13 12140530 京都
近日、連々雨降、雖非洪水、此間連雨、民頗有憂気云々、
仍去十一日、令発遣止雨奉幣、然而猶時々如此、且如当時
者、（雖脱カ）不及国土愁、能々可有祈請事也、申刻雨止、…

歴代宸記 増補史料大成 1

建保 02 5 0 0 12140617 京都 朱雀門、為大風、所吹倒、 如是院年代記 新校群書類従 20
建保 03 5 0 0 12140617 京都 朱雀門、為大風、吹倒、 武家年代記裏書 続史料大成 18

建保 02 5 0 28 12140714 鎌倉 霽、炎旱依渉旬、於鶴岳宮、被行祈雨御祈云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
建保 02 6 0 1 12140716 鎌倉 晴、及晩、聊雲延雷鳴、是御祈請験歟、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建保 02 6 0 3 12140718 諸国 霽、諸国愁炎旱、仍将軍家…為祈雨…相州已下鎌倉中、緇素貴賤読誦心経一心潔信而、被致精勤之誠也、 吾妻鏡 大日本史料 4-13

建保 02 6 0 5 12140720 京都 始行神泉読経（祈雨）、九日雨降、 東寺長者補任 大日本史料 4-13
建保 02 6 0 5 12140720 京都 神泉御読経（祈雨）、九日雨降、蒙賞、 仁和寺諸院家記 大日本史料 4-13
建保 02 6 0 5 12140720 鎌倉 甘雨降、是偏将軍家御懇祈之所致歟、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建保 02 6 0 13 12140728 関東 関東諸御領乃貢事、自来秋、可被免三分二、仮令毎年一所、次第可為巡儀之由、被仰出云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建保 02 7 0 27 12140910 鎌倉 終日甚雨、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
建保 02 8 0 7 12140919 鎌倉 甚雨洪水、大倉新御堂惣門顚倒、 吾妻鏡 大日本史料 4-13

建保 02 8 0 10 12140920 京都 天陰雨降、大風吹、洛中舎屋破損顚倒、不可勝計、尊勝寺南大門顚倒、 百錬抄 12 新訂増補国史大系

建保 02 8 0 10 12140922 京都 大風大雨、尊勝寺大門顚倒、 皇年代略記 大日本史料 4-13
建保 02 8 0 10 12140922 諸国 京都、鎌倉大風雨、屋舎倒壊す、 明月記 日本震災凶饉攷
建保 02 9 0 0 12141012 京都 大風吹、朱雀門倒、 立川寺年代記 続群書類従 29下
建保 02 10 0 10 12141120 鎌倉 霽、申刻、甚雨雷鳴、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
建保 03 0 0 0 12150208 天下 天下炎旱、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
建保 03 2 0 14 12150322 京都 大原野祭也、依洪水、上卿弁内侍等、自桂川帰京、 皇帝紀抄 7 新校群書類従 2

健保 03 3 0 23 12150430 筑後［預所某下文案］下 鷹尾名頭庄官等所…件立用田近年有勘
返之間、年々御庄田損亡…

筑後鷹尾別宮
旧記写 鎌倉遺文 2153

建保 03 5 0 2 12150607 京都 被立祈雨二社奉幣使、同於清滝龍穴、被始祈雨御読経、 百錬抄 12 新訂増補国史大系

建保 03 5 0 5 12150610 京都 此廿日許、有旱魃之気、莫殖青苗有種々御祈等、且今日御会為請雨也、 道家公鞠日記 大日本史料 4-13

建保 03 5 0 5 12150610 京都 於神泉苑、被始祈雨御読経、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建保 03 5 0 27 12150702 京都 被行軒廊御卜、依炎旱也、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建保 03 6 0 3 12150708 京都 被発遣七社奉幣使、依炎旱御祈也、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建保 03 6 0 6 12150711 京都 於神泉、修請雨経法、 東寺王代記 続群書類従 29下
建保 03 6 0 6 12150711 京都 於神泉苑、被始修請雨経法、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建保 03 6 0 12 12150717 京都 申剋大雨降、請雨経法結願也、… 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建保 03 6 0 15 12150720 京都 奉幣廿二社、祈雨、 賀茂史綱 大日本史料 4-13
建保 03 6 0 15 12150720 京都 被発遣廿二社奉幣使、依祈雨也、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建保 03 8 0 1 12150903 京都 被立祈雨二社奉幣使、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建保 03 8 0 18 12150920 鎌倉 甚雨、午尅大風、鶴岡八幡宮鳥居＜前浜＞顚倒、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建保 03 8 0 18 12150920 鎌倉 午刻大風之間、浜大鳥居顚倒、鎌倉中社壇堂塔仏閣寺院以下悉吹破事、不可勝計者也、
鶴岡八幡宮寺
社務職次第 大日本史料 4-13

建保 03 8 0 28 12150930 京都 大風、外記庁官庁已下顚倒、 （建保三年記）.
皇代略記 日本の気象史料

建保 03 9 0 26 12151027 鎌倉 雷鳴数声、降雹大如李子、 吾妻鏡 大日本史料 4-13
建保 04 3 0 7 12160402 鎌倉 海水変色、赤如浸紅云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
建保 04 7 0 10 12160831 京都 今夜大風之間、棟木傾落、今夜南殿桜南大枝折落了、 仁和寺御日次記 大日本史料 4-14

建保 04 8 0 0 12160921 東国 東国大風、寺社民屋倒壊、 異本塔寺長帳 原田信男［中世東
国災害史略年表］

建保 04 8 0 23 12161013 京都 京師大水、 続本朝通鑑 日本の気象史料
建保 04 8 0 27 12161017 京都 夜より大雨ふりて八、九日まで…大風ふきて… 賀茂旧記 東大写真帳

建保 04 8 0 28 12161018 京都 自戌時、及子刻、大風、堂舎屋多以破損、樹木顚倒、外記庁桜樹被吹倒、官庁南門、大炊寮門等顚倒、 皇帝紀抄 7 新校群書類従 2

建保 04 8 0 28 12161018 京都 自戌時及子時、大風、堂塔舎屋多以破損、樹木顚倒、外記庁櫻木被吹倒、 後愚昧記 大日本史料 6-38

建保 2年（1214）～建保 4年（1216）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

建保 04 8 0 28 12161018 京都 今夜大風、神祇官東院園韓神社門…已下洛中京外熊野新宮拝殿等、悉以顚倒、在々所々無全所、
仁和寺御日次
記 大日本史料 4-14

建保 04 8 0 28 12161018 京都 夜大風洪水、人屋樹木顚倒、 一代要記 大日本史料 4-14
建保 04 8 0 28 12161018 京都 大風抜木、甚雨如妖、本官東庁顚倒之間、御厨子打損、 諸神根源抄 大日本史料 4-14

建保 04 8 0 28 12161018 京都 大風…殆超治承之風、仍山上諸堂多以破損、坊舎顚倒、其数是多歟、件日乾大杉顚倒、打破法花堂卯角了、 私山記 大日本史料 4-14

建保 04 8 0 28 12161018 京都 大風、外記庁・官庁以下顚倒、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

建保 04 8 0 28 12161018 天下 洪水・大風、天下大損亡、人畜溺死、不知其数云々、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
建保 04 8 0 28 12161018 京都 被立止雨二社奉幣使、 百錬抄 12 新訂増補国史大系

建保 04 8 0 28 12161018 京都 今日、大風、堂塔舎屋多以破損、樹木顚倒、外記庁櫻樹被吹倒、官庁南門、大炊寮門等顚倒、 百錬抄 12 新訂増補国史大系

建保 05 0 0 0 12170215 諸国 今年秋、相模・武蔵・伊豆、南海浜、大風雨、別而鎌倉宮社堂塔人家ヲ倒ス、
赤城神社年代
記 東大写真帳

建保 05 1 0 10 12170224 京都 上皇御移徙水無瀬殿新御所、是本御所、去年大風・洪水之時、顚倒流失之間、更点他所、所被造営也、 百錬抄 12 新訂増補国史大系

建保 05 5 0 3 12170615 京都 大雨大風、朱雀門・左近府門等顚倒、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

建保 05 5 0 5 12170617 京都 大雨ふりて… 賀茂旧記 東大写真帳

建保 05 7 0 10 12170820 京都 上皇＜後鳥羽院＞御瘧病、毎日令発給内外御祈禱、更不見其験云々、 吾妻鏡 大日本史料 4-14

建保 05 7 0 13 12170823 京都 為上皇（後鳥羽）御瘧病御祈、 仁和寺御伝 大日本史料 4-14
建保 05 8 0 17 12170926 近江 夜大風又起、如去年、其時又以打破、 私山記 大日本史料 4-14
建保 05 8 0 17 12170926 京都 大風、 皇帝紀抄 日本震災凶饉攷
建保 05 8 0 17 12170926 大和 十七、八日大風、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
建保 05 8 0 28 12171007 京都 大風、 皇帝紀抄 日本震災凶饉攷
建保 05 9 0 3 12171011 京都 子時大風、倍以前両度、挙破［　］諸堂大破如無云々、 秋山記 大日本史料 4-14
建保 05 9 0 3 12171011 大和 大風、朱雀門倒畢、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
建保 05 9 0 3 12171011 京都 雨降、大風、朱雀門并左近府南門顚倒、 百錬抄 12 新訂増補国史大系
建保 05 9 0 4 12171012 京都 夜大風、北野社一夜吹顚、 武家年代記 日本の気象史料
建保 05 9 0 4 12171012 鎌倉 雨降、午剋大風、御所東西廊已下、鎌倉中舎屋大略顚倒、吾妻鏡 大日本史料 4-14
建保 05 9 0 4 12171012 京都 大風、北野社一夜吹顚、 武家年代記裏書 続史料大成 18

建保 05 9 0 4 12171012 京都 自昨日、大風雨、＜今暁朱雀門…等顚倒、所々過半損亡云々＞、
仁和寺御日次
記 続群書類従 29下

建保 06 4 0 0 12180504 越後 夏大旱、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

建保 06 11 0 11 12181207 京都 左大臣薨、依疱瘡所労也、 百錬抄 12 大日本史料 4-14
建保 07 3 0 22 12190514 京都 神泉御読経（祈雨）、 東寺長者補任 大日本史料 4-15
建保 07 3 0 22 12190514 京都 被行神泉御読経＜…雨沢不降＞、 仁和寺御日次記 続群書類従 29下
建保 07 3 0 25 12190517 京都 雨沢普灑、然而善苗難秀、猶可延行之由、被仰下、 東寺長者補任 大日本史料 4-15
建保 07 3 0 27 12190519 鎌倉 巳刻、甚雨降雹、雷鳴、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

建保 07 4 0 8 12190530 大和
［僧印賢啓状案］（追而書）勧修寺僧正成宝、建保七年四月
八日、限七ケ日、於神泉苑、令修祈雨経法、而七ケ日之間、
甘雨更不降…

東大蔵東大寺
文書 鎌倉遺文 2507

建保 07 4 0 8 12190530 京都 於神泉、修請雨経法、十六日大雨、 東寺王代記 続群書類従 29下
建保 07 4 0 8 12190530 京都 於神泉苑、修請雨経法、修中雨降、… 仁和寺御日次記 続群書類従 29下

承久 01 4 0 12 12190603 改元 変異并去年三合（皇）、天変、旱魃、三合（百）、 皇年代私記 .
百錬抄 東大謄写本

承久 01 4 0 12 12190603 改元 改元…依炎旱、火災也、 興福寺年代記 旱魃霖雨史料
承久 01 4 0 12 12190603 改元 有改元事、改建保、為承久、依炎旱・火災也、 百錬抄 12 新訂増補国史大系

承久 01 4 0 14 12190605 大和［成宝書状案］祈雨法験事、今当凶年、変異頻侵、雖祈仏雖祈神、可難雨、可難霑之由、兼以有沙汰次第…
東大蔵東大寺
文書 鎌倉遺文 2505

承久 01 4 0 16 12190607 大和

［僧印賢啓状案］上啓／祈雨霊験事／右当炎旱時、被修大
法事、先蹤是雖多、霊験之有無、前代未一准、而至今年、
偏募法力、可降雨之由、被 宣下之処、雲膚久憂万民憂悲、
雨脚永止、一天愁吟、見之聞之輩、不消心肝者、夫民愁者、
一旦之愁、設廃農業、有何苦法之瑕者…

東大蔵東大寺
文書 鎌倉遺文 2507

建保 4年（1216）～承久元年（1219）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

承久 01 6 0 7 12190726 天下 今日祇園神輿入京以前、称可飲三条北堀河東少家井水之由、有謡言、天下貴賤競汲之云々、 仁和寺日次記 大日本史料 4-15

承久 01 6 0 7 12190726 天下 被発遣廿二社奉幣使、天下疾疫事、被祈謝也、 百錬抄 12 新訂増補国史大系

承久 01 6 0 7 12190726 京都 今日、三条堀川辺在小井、飲此水者、可免疫云々、仍男女競汲云々、 百錬抄 12 新訂増補国史大系

承久 01 7 0 0 12190819 鎌倉 大風雨、洪水、 分類本朝年代
記

中世東国災害史略
年表　

承久 01 7 0 6 12190824 京都 御読経、雨不降、 東寺長者補任 大日本史料 4-15
承久 01 7 0 15 12190902 京都 神泉御読経、十八日雨降、 東寺長者補任 大日本史料 4-15
承久 01 7 0 21 12190908 京都 自辰大風、神祇官南庁右近馬場之屋顚倒了、 百錬抄 12 大日本史料 4-15

承久 01 11 0 21 12190908 鎌倉 陰、寅刻大風、巳刻風休止之後、相州新造亭顚倒、卜筮之所告、頗不快云々、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

承久 02 0 0 0 12200213 相模 今年、相模海辺、大風雨、 赤城神社年代記 東大写真帳

承久 02 2 0 25 12200407 摂津
［中臣能定質地去状］…右件元者、友弘先祖相伝所領田也、
而今勝尾寺御燈油米借用仕、以後相続＜追年＞依為旱損、
于今未致其弁、然間、且依為質券、限永年作手、所弁進実也、

摂津勝尾寺文
書 鎌倉遺文 2578

承久 02 3 0 10 12200421 京都 終日甚雨、今日賭弓習礼、依雨延引云々、 玉蘂 今川文雄校訂

承久 02 5 0 5 12200614 伊賀

［伊賀国薦生庄民申状］当御庄之麦、去三四月之間、為大
雨大風、皆以不熟、或ハ皆損、或三分二損候、然者ほし
きまゝに申候はんも、極たつおそれに候、可罷蒙半分御
免候者也、不然者、被下遣御使ヲ候て、可被遂御検見候也、
恐々謹言、…薦生御庄民上 （袖追而書）御裁許之間、麦ハ
てかけ候へからす候、明日間おほ［ ］おかふり候へく候、
くはんのう（勧農）のあひた［ ］き（期）し候、

東大寺古文書
下 3

真福寺善本叢刊 8

承久 02 5 0 27 12200706 京都 半更帰来、甚雨之間、洪水泛溢、 玉蘂 今川文雄校訂
承久 02 5 0 29 12200708 京都 連日雨降、…降雨甚、 玉蘂 今川文雄校訂

承久 02 7 0 30 12200905 鎌倉 自去夜半、雨降、辰尅風雨尤甚、鎌倉中人家、或為風顚倒、或依水流失、河溝辺卜居之輩多死亡、近来無比類云々、 吾妻鏡 大日本史料 4-15

承久 02 8 0 5 12200910 京都 大雨大風、洪水、一人不通、 玉蘂 日本の気象史料
承久 02 8 0 5 12200910 京都 あか月より大雨ふりて… 賀茂旧記 東大写真帳
承久 02 8 0 6 12200911 鎌倉 終日雨降、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
承久 02 9 0 25 12201029 鎌倉 霽、西風烈、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
承久 02 10 0 5 12201108 京都 大雨・大風・洪水、一人不通、 玉蘂 今川文雄校訂
承久 02 12 0 0 12210103 鎌倉 大風、地震、民屋顚倒、 分類本朝年代記 日本の気象史料
承久 02 12 0 29 12210131 鎌倉 天霽、夜静、此両三月、無潤地之雨、又雪不降、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
承久 03 1 0 10 12210210 鎌倉 晴、終日風烈、及晩頭、俄雷鳴雨降、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
承久 03 1 0 11 12210211 鎌倉 薄雪降、去冬遂不降、可謂初雪歟、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系
承久 03 4 0 1 12210501 鎌倉 雷鳴降雹、 吾妻鏡 25 大日本史料 5-1

承久 03 5 0 28 12210626 遠江 雨降、武州到于遠江国天竜河、連日洪水之間、可有舟船煩之処、此河頗無水、皆従歩渉畢、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

承久 03 6 0 13 12210711 甲斐

其夜の戌亥の時より、青天俄陰て、震動雷電して、武士
共首上に鳴懸鳴懸し上、如車軸雨は如立篠、爰十九万騎
兵者等、遠き道は登たり、兵乱米尽ぬ、馬疲たり、在家
人は皆隠失ぬ、冑は雨に被打如□、武士共宇治・勢多に
打寄て見ければ、常には三丁四丁の河なれども、既及六
丁七丁十丁、然間、一丈二丈の大石は、如枯葉浮び、五
丈六丈大木流塞がること無間、…

413 富城入道
殿御返事

昭和定本日蓮聖人
遺文

承久 03 9 0 12 12211006 天下

住吉社司言上云、今日未刻依暴風甚雨、宿院左方廻廊皆
悉顚倒、立入彼宿院之輩数人死去之間、祭庭令汚穢、恒
例神事式日可相違者、被行御ト之後、且仰本所、注進神
事違例穢気不浄、且可祈謝天下疾疫、公家御薬事、及恠
所習之病事等之由、同年十月十日被下宣旨了、

壬生文書 大日本史料 5-1

承久 03 9 0 12 12211006 山城 依鴻水高橋流失、御厩水入満、仍御馬袮宜屋立之（石清水皇年代記下）、 石清水文書 大日本史料 5-1

承久 03 10 0 8 12211031 安芸
［清原宣景申状］…妻子皆交山野之中、更無住私宅、官使
等忝乍帯［   ］空欲飢死道路、回種種秘計、僅以存命、更不
及公用沙汰…

京大蔵清家文
書 鎌倉遺文 2845

貞応 01 4 0 13 12220601 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

承久元年（1219）～貞応元年（1222）
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貞応 01 5 0 9 12220626 会津 大風雨、大洪水、 異本塔寺長帳 2 大日本史料 5-1
貞応 01 5 0 24 12220711 鎌倉 被行天地災変御祭、泰貞奉仕之、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

貞応 01 6 0 14 12220731 鎌倉 甘雨降、終日不休止、日来炎旱及三十余日、仍鶴岳供僧等奉祈雨事、当第三日、有此雨、法験掲焉、万人感嘆之云々、吾妻鏡後 新訂増補国史大系

貞応 01 11 0 30 12230110 相模 霽、今朝初雪降、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
貞応 02 5 0 12 12230619 越後 越後国妙高山嶽崩云々、 類聚大補任 8 大日本史料 5-2
貞応 02 6 0 13 12230620 諸国 諸国大疫発、 類聚大補任 8 大日本史料 5-2
貞応 02 9 0 1 12231003 相模 今暁甚雨、及日中晴天、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
貞応 02 9 0 10 12231012 相模 被始天変御祈禱等、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
貞応 03 4 0 0 12240427 天下 近日天下小児赤斑瘡、多有其聞、 百錬抄 13 大日本史料 5-2

貞応 03 5 0 13 12240608 東国
近国浦々大魚＜其名不分明＞多死浮波上、寄于三浦崎、
六浦、前浜之間充満、鎌倉中人挙買其宍、家々煎之取彼油、
異香満閭巷、士女謂之旱魃之兆、無先規、非直也事云々、

吾妻鏡吉川家
本 24

大日本史料 5-2

貞応 03 5 0 15 12240610 相模 晴、炎旱渉旬、仍被始行祈雨法、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
貞応 03 5 0 18 12240613 京都 祈雨…炎旱渉旬、何祟哉之由被行御ト、 百錬抄 13 旱魃霖雨史料

貞応 03 5 0 18 12240613 諸国
晴、炎旱御祈、可被修何祭礼否哉事、於奥州方、重有其沙汰、
可為五龍祭歟之由、隠岐入道行西雖申之、於此境未無勤
行例之上、天地災変属星、水曜等御祭可宜之旨、衆儀云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

貞応 03 6 0 0 12240626 相模（金洗沢）此地ノ池ニテ、禱雨ノ祀ヲ行フ、 新編相模風土
記稿 105

大日本史料 5-2

貞応 03 6 0 0 12240626 京都 近日、有炎旱之愁、 百錬抄 13 新訂増補国史大系

貞応 03 6 0 6 12240701 相模
霽、炎旱渉旬、仍今日為祈雨、被行霊所七瀬御祓、由比浜
国道朝臣、金洗沢池知輔朝臣、固瀬河親職、六連忠業、［　］
河泰貞、杜戸有道、江嶋龍穴信賢、此御祓、関東今度始也、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

貞応 03 6 0 10 12240705 相模 入夜、甘雨下、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

貞応 03 7 1 22 12240914 紀伊
［行慈書状］挊田に得田十二丁とそ申て候しかとも、其後
旱魃数日候しかは、それも減して候らむと存候…当国飢
饉之体、存命之類はすくハ（なカ）ぬとみえ候、

山城神護寺文
書 鎌倉遺文 3267

貞応 03 8 0 18 12241009 土佐 十月六日或人云、土佐国一宮、去八月十八日以後、至廿二日、大風大水等、顚倒也、皆神殿已下不残一宇顚倒云々、百錬抄 13 大日本史料 5-2

貞応 03 9 0 17 12241106 鎌倉 卯刻地震、天変御祈等被行之、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
元仁 01 11 0 20 12250107 改元 改元為元仁元年、依天下疾疫也、 公卿補任 17 大日本史料 5-2
元仁 01 11 0 20 12250107 改元 元仁元年＜…依天変炎旱也＞、 百錬抄 13 大日本史料 5-2
元仁 01 11 0 20 12250107 改元 依天変地妖、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

元仁 01 11 0 20 12250107 改元 依旱魃也、 皇代記 新校群書類従 2

元仁 01 11 0 20 12250107 改元 依天変・地震、 皇年代略記 新校群書類従 2

元仁 01 12 0 26 12250212 相模
此間疫癘流布、武州殊令驚給之処、被行四角四境鬼気祭、
可治退之由、陰陽権助国道申行之、謂四堺者、東六浦、
南小壷、西稲村、北山内、云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

元仁 02 2 0 7 12250324 世間 此冬春之間、世間疫癘満道路云々、 明月記 大日本史料 5-2

元仁 02 2 0 21 12250407 鎌倉
自去月九日、霖雨渉旬、仍武州以御書、被問於陰陽師等、
各申云、天災之上、東西神社令加祟歟、殊可被致御祈禱
歟之由云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

元仁 02 2 0 30 12250416 鎌倉 凡自正月、連日降雨也、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
元仁 02 2 0 30 12250416 京都 暁更風雨雷電猛烈…巳時天晴風烈、終日大風、 明月記 大日本史料 5-2

元仁 02 3 0 0 12250417 京都 疫病流行、 明月記 鎌倉時代医学史の
研究

元仁 02 3 0 1 12250417 京都 天晴、風烈、大風発（散）屋、終日不休、 明月記 大日本史料 5-2
元仁 02 3 0 10 12250426 京都 秉燭之程、風雨猛烈、電光満天、匪直也事、 明月記 大日本史料 5-3
元仁 02 3 0 12 12250428 京都 昼方雹降、今日夏節也、 百錬抄 13 大日本史料 5-3

元仁 02 3 0 20 12250506 京都
時雨降、臨昏風交雷鳴…夕陽之後風雨雷電…入夜之間、
雷鳴漸休、大風更起、雨猶交、墻垣摧破、室屋動揺、怖
畏無極、夜半許漸休、

明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 01 4 0 20 12250604 改元 疫疾、又天下不静、 皇年代私記 東大謄写本
嘉禄 01 4 0 20 12250604 改元 依疱瘡也、 一代要記 21 大日本史料 5-2
嘉禄 01 4 0 20 12250604 改元 依大疫也、 歴代編年集成 24 大日本史料 5-2

貞応元年（1222）～嘉禄元年（1225）
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嘉禄 01 4 0 24 12250608 京都 雷鳴頗猛烈、 明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 01 5 0 1 12250615 鎌倉
二品以行西被仰出云、当時世上病死之者及数千、為攘其災、
心経尊勝陀羅尼各万巻可被書写供養、且可為何様哉、可
計申云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禄 01 5 0 6 12250620 京都 微雨漸降、夕甚雨、 明月記 大日本史料 5-3
嘉禄 01 5 0 7 12250621 京都 終日雨降、鴨水頗溢云々、 明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 01 5 0 22 12250706 天下 天下疫気流布、又炎旱渉旬之間、為彼御祈、勧諸御家人、及此作善、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禄 01 5 0 24 12250708 鎌倉 去夜雨降、炎旱之間、窮民愁緒之処、法会之後、忽有此甘雨、爰知諸天垂感応、国土可歌豊饒者哉、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禄 01 6 0 3 12250716 京都 晴天雹降、 明月記 日本の気象史料
嘉禄 01 8 0 0 12250911 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

嘉禄 01 8 0 0 12250911 京都 八月大風、 三国合運 大日本史料 5-3
嘉禄 01 8 0 0 12250911 京都 大風、 如是院年代記 日本の気象史料

嘉禄 01 8 0 15 12250925 肥前
肥前国＜御室御領＞…大風高塩昇、住人百余人、牛馬数
百漂没、大略向後十余年難復興、大損亡云々、凡鎮西云
国云荘、多以損亡云々、亡国之殃至極之道理歟、

明月記 大日本史料 5-2

嘉禄 01 10 0 17 12251125 京都 被立例幣使、依式日延引也、今日予著染重、去十三日甚雨深泥之間、白重見苦之故也、 局中宝 大日本史料 5-2

嘉禄 01 10 0 29 12251207 鎌倉 晴、為被休民庶費煩、被止諸人過差、仍衣裳調度以下事、新制符被仰下、今日施行云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禄 01 11 0 1 12251209 京都 烈風吹寒樹、終日不出簾外、 明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 01 12 0 0 12260107 鎌倉 疫癘流行のため、幕府、四角四境鬼気祭を修す、 吾妻鏡 鎌倉時代医学史の
研究

嘉禄 02 0 0 0 12260206 諸国 疫疾大に行はる、 年代記抄 日本震災凶饉攷

嘉禄 02 0 0 0 12260206 周防
［周防国多仁庄田布施領百姓等連署申状］抑当御庄（周防国
多仁荘）者、従本所当高斗代之上、追年損亡之間、づ弱百［姓
等カ］弥以滅亡、就中、去年（嘉禄２）大損亡、僅雖有内検、
全無見損…

鎌倉遺文 3580
桜井彦『史観』143
論文

嘉禄 02 0 0 0 12260206 周防

［行胤法師起請文］（年次は仮定）…一、百姓等背□（去カ）
十月十二日皆悉逃亡仕候了、…一、去年（嘉禄２？）損田
四十弐町五反、自由支配不審之由蒙仰候…然間、異損勝
例年候ニよりて、指雖不賜御証文、三分一損ヲ計天、上
中下田等分し天平均ニ支配候了、而百姓等ニハ中下田ヲ
宛給天、上ニハ上田之由勘申、其上、地頭庄官名、各恣
引募天、無術百姓ニハ不宛行之由被聞食之条、以外僻事
候…

九条家本中右
記紙背文書

桜井彦『史観』143
論文

嘉禄 02 1 0 0 12260206 豊後［豊後国留守所下文］下 笠和郷（豊後大分郡）…右件塩浜事、
…為洪水令流失、已無其跡云々…

豊後柞原八幡
宮文書 鎌倉遺文 3460

嘉禄 02 1 0 15 12260220 京都 大風発屋、 明月記 大日本史料 5-3
嘉禄 02 2 0 0 12260307 天下 二月六月至、天下大疫病、 立川寺年代記 大日本史料 5-3
嘉禄 02 2 0 17 12260323 相模 及晩景、士女称之高塩北風也、 吾妻鏡吉川 25 大日本史料 5-3
嘉禄 02 4 0 20 12260524 改元 依疫疾也、又天下不静云々、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

嘉禄 02 5 0 7 12260610 京都 午時許大風発屋、 明月記 大日本史料 5-3
嘉禄 02 5 0 29 12260702 大和 夜霰降、 吾妻鏡吉川 25 大日本史料 5-3
嘉禄 02 6 0 0 12260703 天下 二月・六月至、天下大疫病、九月下旬、諸国布施、布止銭用、立川寺年代記 続群書類従 29下
嘉禄 02 6 0 1 12260703 京都 未時許大雨忽降、夕晴、亥時許又大雨如沃、終夜電光照燿、明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 02 6 0 2 12260704 京都
未時許大雨如沃、又止、臨昏又雷電、河水溢之由、聞之、
…中島并岸草等皆顕、無指事、但於下辺者不往還云々…
夕後雷電猛烈、大雨如妖、匪直也事歟、

明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 02 6 0 3 12260705 京都 今日止雨奉幣也、…鴨川洪水茫々浸天者也、 民経記 大日本史料 5-3

嘉禄 02 6 0 3 12260705 京都
遅明大雨如飛礫、路頭門庭皆如河、辰巳時許大雨殊甚、
諸水流溢、蓬門庭上偏如池、草樹皆如菰蒲…今夜又降者、
定及寝所歟…

明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 02 6 0 3 12260705 京都 忠弘法師一昨日参詣日吉、臨夕帰来云々、湖水溢而不人通、雖通山路、山階細流皆為大河、不及渡… 明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 02 6 0 7 12260709 京都 此間霖雨連々、今日始見蒼天、 民経記 大日本史料 5-3

嘉禄元年（1225）～嘉禄 2年（1226）
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嘉禄 02 7 0 14 12260815 世間
大風雨、左近府南門顚倒云々、世間屋小或顚倒或被吹損了、
又左近衛府八足顚倒云々、此風之間、自西京出東京者人
徘徊而顚倒之時、被打殺了、

後愚昧記 大日本史料 5-3

嘉禄 02 8 0 2 12260902 京都 天晴風吹、暁更有涼気、初著綿衣、昼猶暑気不似日来、西風頻扇、 明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 02 8 0 3 12260903 京都 炎旱渉旬、土民有憂、千里之間、不見青苗、空有赫云々、不便事也、 民経記 大日本史料 5-3

嘉禄 02 8 0 14 12260914 京都 久不雨、所々井水皆乾＜嵯峨方無水云々＞、 明月記 大日本史料 5-3
嘉禄 02 8 0 15 12260915 京都 近年、仲秋三五必陰炎旱、猶自今夜雨降、 明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 02 8 0 15 12260915 肥前 大風海溢、人多死、 大日本史 .
明月記 日本震災凶饉攷

嘉禄 02 8 0 16 12260916 京都 自夜雨降、已後大風、未後又甚雨又風、 明月記 大日本史料 5-3
嘉禄 02 9 0 15 12261014 京都 近日又旱魃歟、井水乾云々、露外不湿地、 明月記 大日本史料 5-3
嘉禄 02 9 0 26 12261025 京都 旱魃已久、諸井無水云々、 明月記 大日本史料 5-3
嘉禄 02 9 0 27 12261026 京都 女房等行冷泉沐浴、此家依無水也、 明月記 大日本史料 5-3
嘉禄 02 10 0 21 12261119 京都 女房等行冷泉東沐浴、此近辺水絶了、 明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 02 12 0 7 12270103 京都 蓬屋近辺井水逐日乾尽云々、末世之人無飲水許之計歟、雨雪共不降、何為哉…昏行冷泉為沐浴也、 明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 03 0 0 0 12270126 天下 天下疫病ス、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

嘉禄 03 1 0 28 12270222 京都 風烈如刀、 明月記 大日本史料 5-3
嘉禄 03 1 0 30 12270224 京都 ＜入夜大風又発屋＞ 明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 03 2 0 3 12270227 京都 大風発屋、…＜胃宿旱魃江河枯訖云々、二月又旱歟＞寒気殊甚、大風過于日来、 明月記 大日本史料 5-3

嘉禄 03 3 0 2 12270327 京都 自夜、甚雨、終日滂沱、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 0 7 12270401 京都 自夜、甚雨、巳後休、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 0 15 12270409 京都 自夜、微雨降、巳後甚雨、未時休、申時晴、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 0 17 12270411 京都 或飆、或大風、永日徒暮、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 0 19 12270413 京都 終夜・今朝甚雨、午後雨止、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 0 25 12270419 京都 自朝大風、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 0 29 12270423 京都 天陰、申後甚雨、終夜、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 0 29 12270423 京都 自夜甚雨、未時休、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 1 1 12270425 京都 天晴、風烈、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 1 17 12270511 京都 朝間晴、雨灑、辰後、天晴、風烈、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 1 19 12270513 京都 朝天陰、巳後、甚雨＜未後、風相交＞…至于未時、…風雨相交、漏湿無隙、…風雨暗夜、家中無人音、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 3 1 20 12270514 鎌倉 腰越海辺、潮赤而如血、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禄 03 3 1 24 12270518 京都 自夜甚雨、終日不止、 明月記 五味「研究報告書」
2003

嘉禄 03 4 0 16 12270608 世間 霽、近日世上頓死之類甚多、依之或春餅、或煮粥食、所々有此事、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禄 03 4 0 26 12270618 京都 雨下、洪水過法云々、 民経記 大日本史料 5-3
嘉禄 03 4 0 27 12270619 京都 伝聞、今日止雨奉幣云々、 民経記 大日本史料 5-3
嘉禄 03 4 0 27 12270619 京都 大風起、雲飛揚、終夜大風、 明月記 日本の気象史料
嘉禄 03 4 0 28 12270620 京都 伝聞、洪水過法云々、 民経記 大日本史料 5-3
嘉禄 03 5 0 2 12270624 京都 洪水過法云々、 民経記 大日本史料 5-3

嘉禄 2年（1226）～嘉禄 3年（1227）
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嘉禄 03 5 0 2 12270624 諸国
造伊勢太神宮役夫工米事、諸国饑饉、疲民難致合期弁之趣、
奏聞既畢、被待勅答之処、御杣用途及欠如之由、使等愁
訴之間、於武州分駿河・伊豆両国役等、召出挙御沙汰訖、
至利分者、可募済物之旨、今日被仰使等云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禄 03 5 0 4 12270626 京都 止雨奉幣、 民経記 大日本史料 5-3
嘉禄 03 5 0 5 12270627 京都 霖雨頻甚、 民経記 大日本史料 5-3
嘉禄 03 5 0 13 12270705 京都 雷雨、鴨川洪水過法云々、 民経記 大日本史料 5-3
嘉禄 03 6 0 12 12270802 相模 雨降、凡日来霖雨渉旬、所々洪水、河辺田畠等流失云々、吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禄 03 6 0 18 12270808 相模 即日於腰越辺、被処斬刑、縡最中、甚雨如沃云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禄 03 7 0 19 12270908 相模 風雨雷鳴甚、亥刻聊属晴、…至暁更又甚雨、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禄 03 10 0 7 12271124 京都 大風、京中民屋等顚倒、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

嘉禄 03 10 0 13 12271130 京都 湯山辺、赤斑瘡盛起、 明月記 大日本史料 5-4

嘉禄 03 10 0 28 12271215 京都 忠弘法師此四、五日又赤斑瘡、恥而秘之云々、今日殊危急之由聞之、匪直也事歟、 明月記 大日本史料 5-4

嘉禄 03 11 0 0 12271217 相模 自去月下旬之比、赤斑瘡流布、 吾妻鏡吉川 25 日本疾病史

嘉禄 03 11 0 0 12271217 諸国 赤斑瘡流行、天皇、頼経これに罹る、幕府薬師護摩等を修し、諸社に奉幣し祈攘す、
明月記 .
吾妻鏡

鎌倉時代医学史の
研究

嘉禄 03 11 0 10 12271226 京都 左府日来存御風由之処、御悩之体、已赤斑瘡也、 明月記 大日本史料 5-4

嘉禄 03 11 0 13 12271229 京都 雑人説、土御門納言室（通具室信子）…逝去云々＜赤斑瘡邪気相加、去夜丑時＞下人等、今月以後、死亡不知数云々、明月記 大日本史料 5-4

嘉禄 03 11 0 14 12271230 京都 此間、依時行病悩人々…時災歟、可恐々々、河原死人如雨脚云々、 民経記 大日本史料 5-4

嘉禄 03 11 0 15 12271231 相模 日来天変地夭相続、并赤斑之瘡流布之間、今日御祈等始行之、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禄 03 11 0 16 12280101 京都 此家少年、此中旬以後、又悉病悩＜老者又相交云々＞宰相猶不快云々、 明月記 大日本史料 5-4

嘉禄 03 11 0 18 12280103 京都 非人重病不似涯分＜在巽小屋云々＞、蓬屋雑人等次第勤之、已無被仕者云々、 明月記 大日本史料 5-4

嘉禄 03 11 0 23 12280108 京都 予自今日有温気病悩、是亦赤斑瘡也、 民経記 大日本史料 5-4

嘉禄 03 11 0 23 12280108 相模
将軍家赤斑瘡出現給、仍今日重而無為御祈等被行也、…
凡自去月下旬之比、赤斑瘡流布、貴賤不免、上下皆煩之、
京都同前云々、今月八日主上有此御悩云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禄 03 11 0 29 12280114 京都 予所労以外大事也、 民経記 大日本史料 5-4
嘉禄 03 12 0 1 12280116 京都 大風発屋、 明月記 大日本史料 5-4
嘉禄 03 12 0 8 12280123 京都 此小児、自昨日、有流布之気＜家中於今人数已皆悉＞、 明月記 大日本史料 5-4
安貞 01 12 0 10 12280125 改元 赤疱瘡、 皇年代私記 東大謄写本
安貞 01 12 0 10 12280125 改元 依疱瘡也、 公卿補任 17 大日本史料 5-4
安貞 01 12 0 10 12280125 改元 依疱瘡也、 百錬抄 13 大日本史料 5-4
安貞 01 12 0 10 12280125 改元 依（疱瘡）世間流布事、并三合、 広橋家記録 大日本史料 5-4
安貞 01 12 0 10 12280125 改元 依赤斑瘡事可有改元之由有催、予進勘文之上… 広橋家記録 大日本史料 5-4
安貞 01 12 0 10 12280125 改元 依大（天カ）変大風也、 一代要記 大日本史料 5-4
安貞 01 12 0 10 12280125 改元 今年三合相当之上、赤斑瘡流布、人庶多病死之聞、及此儀、吾妻鏡脱漏 日本疾病史
安貞 01 12 0 10 12280125 改元 依天下赤斑瘡也、 皇代記 新校群書類従 2

安貞 01 12 0 10 12280125 改元 依赤斑瘡也、 皇年代略記 新校群書類従 2

安貞 01 12 0 10 12280125 改元 去十日改嘉禄三年、為安貞元年云々、今年三合相当之上、赤斑瘡流布、人庶多以病死之間、及此儀云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

安貞 01 12 0 15 12280130 京都
小童昨今事重、昨日不飲乳＜此病之間、又痛而不小便、
尤聞驚＞、自夕聊飲乳、及暁小便云々（このほか病状の
記事詳細、省略）、

明月記 大日本史料 5-4

安貞 01 12 0 16 12280131 京都 晩後大風又発屋、 明月記 大日本史料 5-4
安貞 01 12 0 17 12280201 京都 大風寒風、猶超於日来、 明月記 大日本史料 5-4
安貞 02 0 0 0 12280214 紀伊 本宮ノ橋流、新宮東ノ方ニ水入、田畑流、 熊野年代記 印影本

安貞 02 0 0 0 12280214 京都 右禅定院者、去安貞洪水之時、石水院破損之刻、以彼庵移于此砌（高山寺縁起）、 高山寺文書 大日本史料 5-4

安貞 02 0 0 0 12280214 関東 今年、関八州川々大洪水、人家流、人馬多失、 赤城神社年代記 東大写真帳

嘉禄 3年（1227）～安貞 2年（1228）
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安貞 02 5 0 0 12280611 会津 会津大雨、洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

安貞 02 5 0 4 12280614 京都 日来炎旱之間、定豪僧正奉仕神泉御読経、 百錬抄 13 新訂増補国史大系
安貞 02 7 0 0 12280809 京都 洛中洪水、 永光寺年代記 加能史料研究 2

安貞 02 7 0 20 12280828 京都 風吹雨沢、洪水泛溢、四条・五条等末橋流了、漂没之輩、数輩云々、 百錬抄 13 新訂増補国史大系

安貞 02 7 0 20 12280828 京都 自去夕大雨降、賀茂辺在家多流失、人多流死、永承以後第一洪水云々、 皇帝紀抄 8 大日本史料 5-4

安貞 02 7 0 20 12280828 近畿
京都大雨、鴨河出天橋流、人数百人死ツ、六波羅西門依
大水顚倒、仮屋流云々、日吉十禅寺（師）八王子等流、春
日大明神御祟之由有沙汰、

続南行雑録 大日本史料 5-4

安貞 02 7 0 20 12280828 京都
京都大雨、鴨河出橋流、人数百人死、賀茂神主館流、妻
子所従等皆悉死去、神主許祗候社頭之間、不死云々、六
波羅西門依大水顚倒、仮屋流云々、日吉十禅師八王子等流、

春日社旧記 大日本史料 5-4

安貞 02 7 0 20 12280828 京都 鴨河俄出、満洛中、 一代要記 日本凶荒史考
安貞 02 7 0 20 12280828 京都 洛中洪水、 皇年代略記 新校群書類従 2

安貞 02 7 0 20 12280828 京都 自去夕、大雨降、賀茂辺在家多流失、人多流死、永承以後、第一洪水云々、 皇帝紀抄 7 新校群書類従 2

安貞 02 7 0 20 12280828 京都 あか月より大雨ふりて、河なかれのさいもく… 賀茂旧記 東大写真帳

安貞 02 7 0 21 12280829 近畿
甚雨、日吉八王子二宮大行事社等、為洪水、有其危、奉
渡御躰於大宮、又賀茂社瑞籬流損、貴布袮社拝殿令流失
云々、

百錬抄 13 新訂増補国史大系

安貞 02 7 0 21 12280829 近江 大雨洪水、大行事後北谷河水流溢于社頭、二宮十禅師大行事以下、宝殿拝殿小社等流損、泥水充塞内外… 華頂要略 122 大日本史料 5-4

安貞 02 9 0 23 12281029 鎌倉 将軍家有御咳病気、近日此事流布、都鄙貴賤不遁云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

安貞 02 10 0 7 12281105 京都
朝間東風吹、雨降、及未剋、坤風猛也、折樹木、破舎屋、
法勝寺九重塔九輪、北方傍珍皇寺塔顚倒、平野社中門一宇、
神祇間御弊殿、真言院四足等顚倒了、

百錬抄 13 新訂増補国史大系

安貞 02 10 0 7 12281112 京都 大風、［ ］塊飛瓦、自未刻至酉刻、可謂希代勝事、 一代要記 日本凶荒史考

安貞 02 10 0 7 12281112 鎌倉
雨降、自戌剋至子時大風、御所侍・中門廊・竹御所侍等
皆以顚倒、其外諸亭破損不可勝計也、抜其梁棟、吹棄于
路次、往反之類、為之、少々被打殺云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

安貞 02 10 0 7 12281112 京都 大風、自申剋及酉剋、京中民屋大破損、就中愛宕同顚倒、歴代皇紀 日本の気象史料

安貞 02 10 0 7 12281112 京都
午刻以後、風漸荒雲正騒、及黄昏之間、頻射破窓、唯叫
孤寝、民戸人家皆以払地、衆人周章之外無他、凡永祚以後、
如此事邂逅歟、匪直也事也、可驚可恐為之如何、

民経記 日本の気象史料

安貞 02 10 0 7 12281112 京都 大風、京中民家顚倒、 皇年代略記 新校群書類従 2

安貞 02 10 0 8 12281113 京都 依昨日大風、神祇官顚倒、…京中人家多以破損、 後愚昧記 大日本史料
安貞 02 10 0 10 12281115 改元 依赤疱瘡也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

安貞 03 0 0 0 12290203 天下 天下旱魃、 年代記抄節 日本災異志
安貞 03 0 0 0 12290203 羽前 五穀不熟、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

安貞 03 0 0 0 12290203 会津 此歳大飢饉、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

安貞 03 0 0 0 12290203 日本 日本大飢饉、人多死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表　

安貞 03 0 0 0 12290203 対馬 大風雨、屋を破り山を崩す、 年代記抄 日本震災凶饉攷
安貞 03 0 0 0 12290203 諸国 去年ヨリ今年迄、諸国飢饉、 赤城神社年代記 東大写真帳
安貞 03 0 0 0 12290203 天下 天下大旱魃、洪水、 立川寺年代記 続群書類従 29下

安貞 03 3 0 0 12290403 天下

天下飢饉ナリシ時ハ、鎌倉、京ヲ始トシテ、諸国ニ富メ
ル者ニ云、我（北条泰時）ニ米銭以下貸預ヨト被ル仰、命
ニ随フ、仍其所、其郡、其国ニ餓死セントスル者ノ所望
ヲ叶ヘ、願ニ随テ、ムラナク供シ給ケリ、来年中ニ世立
ナヲラハ、本物計慥ニ返納スヘシ、利分ハ我方ヨリ添テ
返サルヘシト、法ヲ定メラレテ、面々ノ状ヲ召ヲカレケリ、
只配分シ給ハヽ、所々ノ奉行モマキラカシテ、欠謀モ有
ヌヘケレハ、…

法隆寺本明恵
上人伝記下 編年差別史 3

寛喜 01 3 0 5 12290407 改元 災異、天変、 皇年代私記 東大謄写本
寛喜 01 3 0 5 12290407 改元 依飢饉、天変也、 一代要記 大日本史料 5-5

安貞 2年（1228）～寛喜元年（1229）
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寛喜 01 3 0 5 12290407 改元 依去年大風也、 百錬抄 13 新訂増補国史大系
寛喜 01 5 0 20 12290620 京都 雨下、洪水也、 吾妻鏡吉川本 26 大日本史料 5-5

寛喜 01 6 0 9 12290708 京都
寂房来臨、示合老病事、伝聞自春比巷説、頻称石［…］一
日比以牛十七頭被引取了云々…春比疾病又称石病、定又
虚言歟、

明月記 鎌倉時代医学史の
研究

寛喜 01 6 0 22 12290721 京都 未時許、雷鳴猛烈、此三ケ日、暑熱殊甚、 明月記 大日本史料 5-5
寛喜 01 7 0 10 12290807 京都 有炎旱祈請云々、 明月記 大日本史料 5-5
寛喜 01 7 0 28 12290825 京都 近日、雖天晴、無夜露、草木多枯槁、 明月記 大日本史料 5-5
寛喜 01 7 0 30 12290827 京都 天晴、已渉旬月（日カ）無雨露、井水已乾云々 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 01 8 0 1 12290828 甲斐 大風、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

寛喜 01 8 0 3 12290830 京都 井水漸乾濁云々、 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 01 8 0 6 12290902 京都 広沢池水乾失了、大井河猶以水浅云々、…室町殿井久乾了、今日於入道宅沐浴、 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 01 8 0 6 12290902 諸国 諸国洪水、大風、 本国寺年譜 大日本史料 5-5
寛喜 01 8 0 7 12290903 京都 旱天無其期事歟、諸井皆乾、此家僅残＜其水已白濁＞、 明月記 大日本史料 5-5
寛喜 01 8 0 16 12290912 相模 雨降、終日不休止、夜半以後大風、 吾妻鏡吉川本 26 大日本史料 5-5
寛喜 01 8 0 17 12290913 相模 暴風甚雨、巳刻休止、稲花悉枯云々、 吾妻鏡吉川本 26 大日本史料 5-5
寛喜 01 8 0 30 12290926 京都 已渉旬月無雨露、井水已乾、 明月記 日本の気象史料
寛喜 01 9 0 10 12291005 京都 巳後大風忽起、発屋、恐落帽、日徐暮風不止、 明月記 日本の気象史料
寛喜 01 9 0 17 12291012 相模 未斜俄暴風起、少其興、及申斜、風猶不休之間、還御云々、吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛喜 01 10 0 0 12291026 対馬 大風雨、破屋、崩山、 対州編年略 大日本史料 5-5
寛喜 01 10 0 5 12291030 京都 夜雨降…申後大風又発屋、 明月記 大日本史料 5-5
寛喜 01 11 0 18 12291212 京都 定修（定家の子）妹青女、流布病殊重、 明月記 編年差別史 3

寛喜 01 12 0 4 12291228 相模 自去夜雨降、辰時雷鳴数声、驚耳銷魂云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛喜 01 12 0 10 12300103 関東 晴、依去四日雷電、為世上御祈、近国一宮立奉幣御使、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛喜 01 12 0 21 12300114 相模 依変異等事、被始行御祈、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 01 12 0 25 12300118 相模 今夜窟堂下辺焼亡、于時風烈、余焔如飛、至于若宮大路、甘縄等之人屋云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 02 0 0 0 12300123 天下 天下飢饉、人民餓死無算、 年代記抄節 日本災異志
寛喜 02 0 0 0 12300123 会津 今年、又悪作飢饉、 異本塔寺長帳 大日本史料 5-6
寛喜 02 0 0 0 12300123 京都 今年、霜雨降、万物不熟、 類聚大補任 日本凶荒史考
寛喜 02 0 0 0 12300123 陸奥（弘前）五穀不実、飢饉、 日記 八木橋文庫
寛喜 02 1 0 6 12300128 京都 天猶陰、風猶烈、未後微雨降、… 明月記 国書刊行会

寛喜 02 1 1 5 12300226 京都 入夜、大風猛烈…帰家之後、忽大風発屋…秉燭以後大風殊烈、終夜不休、 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 02 2 0 7 12300329 山城［後堀河天皇宣命］…近日地維屡振比、雷電自鳴留、加之、都鄙乃間尓、疾病流行乃由乎聞食驚倶処尓… 石清水文書 鎌倉遺文 3955

寛喜 02 3 0 15 12300506 京都
明恵房、去十九日為戒被来、自十五日不食病甚日、不被
語其由、此七、八日、飯類不入喉、只飲粥、此粥亦絶之時、
可知存亡、心神当時無違乱之由、有其消息（玉葉承安 4.6.3
条に、脚気一名不鎖食病とあり、不食病は脚気の別名か）、

明月記 鎌倉時代医学史の
研究

寛喜 02 5 0 11 12300630 京都 午時雨降、終夜不止…今年至于今日涼気、未著帷、頗為奇、明月記 大日本史料 5-5

寛喜 02 5 0 18 12300707 京都 自夜雨降…未後風猛烈相交、及昏黒之間、大雨如注、間雖休止、雨脚不異飛礫、 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 02 5 0 21 12300710 京都 午時許、大風雨灑、夜前鴨水溢、人難渡、今朝脱衣下人等渡云々（この後、諸国大水害損亡）、 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 02 6 0 0 12300719 天下 六月、七月、六十日、雨一点不降、八月一日大風大雨、天下一同不熟、人民道路迷、餓死者不知数、 立川寺年代記 旱魃霖雨史料

寛喜 02 6 0 0 12300719 美濃 濃州大雪降、 年代記略 東大謄写本
寛喜 02 6 0 0 12300719 上野 上州大雪、枯五穀、 本朝通紀 日本の気象史料

寛喜 02 6 0 9 12300727 鎌倉
雷雨、酉四点、雷落于御所御車宿東母屋上、柱破風等破
損訖、後藤判官下部一人悶絶、則纏莚出自北土門畢、及
戌尅死云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜元年（1229）～寛喜 2年（1230）
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寛喜 02 6 0 9 12300727 諸国 信濃国大雪降、七月十六日、諸国雪降如冬、同十月、奥州小石降、大飢饉也、 羽黒山年代記 山形県史中世史料
2

寛喜 02 6 0 9 12300727 信濃 信濃大雪降、 加納年代記 石巻の歴史 1

寛喜 02 6 0 9 12300727 美濃 濃州ニ大雨雪降ル、 建長寺年代記 大日本史料 5-5
寛喜 02 6 0 9 12300727 美濃 美濃一国大雪降、平地三尺余、近国ハ少シ、 異本塔寺長帳 大日本史料 5-5
寛喜 02 6 0 9 12300727 信濃 信州大雪、七月十六日大霜、此両月寒如冬、 本国寺年譜 大日本史料 5-5
寛喜 02 6 0 10 12300728 鎌倉 雷雨、戌刻属晴、於御所、被行七座鬼気御祭、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛喜 02 6 0 10 12300728 美濃 或人云、去八日、美濃国生津庄内雪降、委地二寸計云々、百錬抄 13 大日本史料 5-5

寛喜 02 6 0 10 12300728 京都 六月之冷気、未見聞之、不知其吉凶事歟、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 6 0 11 12300729 武蔵 午刻武蔵国在庁等注申云、去九日辰刻当国（入間郡）金子郷雨降（雪交イ）、又同時雷（雹イ）云々、 吾妻鏡吉川本 26 大日本史料 5-5

寛喜 02 6 0 14 12300801 鎌倉 風雨甚、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 02 6 0 15 12300802 京都 今夜又涼気存外、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 6 0 16 12300803 美濃

美濃国飛脚参申云、去九日辰刻当国（養老郡）蒔田庄白雪
降云々、武州（泰時）太令怖畏給、可被行徳政之由有沙汰
云々、濃州与武州両国中間、既十余日行程也、彼日同時
有此恠異、尤可驚云々、凡六月中雨脚頻降、是雖豊年之瑞、
涼気過法、又穀定不登歟、風雨不節、則歳有飢荒云（々イ）
…近日時節依違、陰陽不同之条、匪直也事哉、就中当月
白雪降事少其例歟、

吾妻鏡吉川本 26 大日本史料 5-5

寛喜 02 6 0 16 12300803 京都 朝間涼気如秋、今年槐花皆落尽…片雲遠収、偏如涼秋、 明月記 大日本史料 5-5
寛喜 02 6 0 21 12300808 京都 大雨雷鳴…大雨如車軸、雷電猛烈、不及一時雨脚漸休、 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 02 6 0 27 12300814 京都 百穀豊饒有年之由、民戸已誇云々、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 7 0 0 12300817 越中 六月・七月、六十日雨一点不降、 立川寺年代記 続群書類従 29下
寛喜 02 7 0 2 12300818 京都 遅明甚雨、辰時止…未時大雨、雖漸微、入夜不止、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 7 0 7 12300823 京都 自暁甚雨、巳後漸晴、…暁有早涼、自朔比、萩花已綻、昨今漸盛、七月上旬未見事也、蘭又開、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 7 0 9 12300825 京都 今年雨沢順時、民戸有天云々、夜涼非盛夏之景気、還成人疾云々、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 7 0 9 12300825 京都 大宮禅尼書状、侍従日来咳病之由存之処、疾已重、若是時行之疑歟者、聞驚不少、今年此事多之由、日来聞之、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 7 0 13 12300829 京都 依雨降退出、依涼気下蔀＜取入灯＞、一寝之後、大雨如注、夜半之後、漸微、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 7 0 14 12300830 京都 夜着綿、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 7 0 16 12300901 陸奥 霜降如冬、 加納年代記 石巻の歴史 1

寛喜 02 7 0 16 12300901 相模 霜降、殆如冬天、 吾妻鏡吉川本 26 大日本史料 5-5
寛喜 02 7 0 16 12300901 相模 霜降、殆如冬、 建長寺年代記 大日本史料 5-5
寛喜 02 7 0 16 12300901 京都 大霜、此両月寒如冬、 本国寺年譜 大日本史料 5-5
寛喜 02 7 0 16 12300901 讃岐 霜降、殆如冬、 讃岐国大日記 大日本史料 5-5
寛喜 02 7 0 16 12300901 日本 日本中如冬大寒、 異本塔寺長帳 大日本史料 5-5
寛喜 02 7 0 16 12300901 京都 冬のことく霜ふる、 仮名年代記 大日本史料 5-5

寛喜 02 7 0 17 12300902 京都 秋雨濛々、有涼気、終日着小袖、…無暑気、暗雨打窓、乍臥不能睡、仗議定甚雨歟、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 7 0 19 12300904 京都 終夜、今朝雨猶降、秋雨終日不止、…夜一寝之後、雨更如沃、閑人之窓弥以寂寥、及暁纔以微雨、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 7 0 19 12300904 京都 秋雨終日不止、…夜一寝之後、雨更如沃、… 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 7 0 20 12300905 京都 朝雨猶降、巳始天晴、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 7 0 22 12300907 京都 今夜頗暑、不下蔀、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 7 0 24 12300909 京都 天晴、深更雨降、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 7 0 25 12300910 京都 自夜雨降、午後休、申時天晴、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 7 0 26 12300911 京都 今夜重絋衣、 明月記 明月記研究 6
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寛喜 02 7 0 28 12300913 京都 帰後雨降、夜深大風、野分歟、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 7 0 29 12300914 京都 暁後風休、早旦地震＜非大動＞、終日雨降、 明月記 明月記研究 6

寛喜 02 8 0 0 12300916 加賀 大風、洪水、 産福寺年代記 加能地域史 11

寛喜 02 8 0 0 12300916 越後 大風、八日ニ次、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

寛喜 02 8 0 0 12300916 京都 抑去々年（寛喜 02年）仲秋八月、大風洪水之後、兼雖歌豊
年瑞、改歎異損災（貞永 1.10.4条）、 民経記 大日本史料 5-5

寛喜 02 8 0 1 12300916 天下 大風大雨、天下一同不熟、人民道路迷、餓死者不知数、人骸骨多、 立川寺年代記 続群書類従 29下

寛喜 02 8 0 1 12300916 京都 朝天陰、陽景不見＜及秉燭大雨、即休＞、 明月記 明月記研究 7

寛喜 02 8 0 2 12300917 鎌倉 午剋甚雨、及晩洪水、河辺民居流失、人多溺死、古老未見此例云々、 吾妻鏡 日本の気象史料

寛喜 02 8 0 2 12300917 京都 終日着綿衣、薄穂多出、近日小鳥出山渡云々、菊花已含、明月記 明月記研究 7

寛喜 02 8 0 3 12300918 京都 今夜寒気、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 8 0 5 12300918 京都 過夜半乗車出門、此間甚雨降、又止、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 8 0 6 12300921 相模 午尅甚雨、及晩洪水、河辺民居流失、人多溺死、古老者云、未見此例云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 02 8 0 6 12300921 京都 自暁、甚雨濛々、終日不休、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 8 0 7 12300922 京都 終夜、今朝、雨猶降、終日不止、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 8 0 8 12300923 相模 申尅甚雨大風、及夜半休止、草木葉枯、偏如冬気、稼穀皆損亡、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 02 8 0 8 12300923 京都 大風折木、小雨間交、 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 02 8 0 8 12300923 肥後 爰抑去寛喜二年八月八日、暴風俄吹、霊木尽倒之、剰神殿以下具屋併以顚（嘉禎 4.6.16、大宰府宛弁官下文）、 藤崎社文書 大日本史料 5-5

寛喜 02 8 0 8 12300923 京都 大風、五穀損毛、 武家年代記 大日本史料 5-5
寛喜 02 8 0 8 12300923 京都 大風、五穀不登、 皇代暦 大日本史料 5-5
寛喜 02 8 0 8 12300923 相模 大風、損嘉穀、 関東評定伝 大日本史料 5-5

寛喜 02 8 0 8 12300923 京都 朝陽間晴、陰雲未散、…被出門之後、不幾大風折木、小雨間交、及秉燭頗宜、入夜止、 明月記 明月記研究 7

寛喜 02 8 0 17 12301002 京都 自夜雨降、終日不止、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 8 0 18 12301003 京都 天陰、雨又降、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 8 0 19 12301004 京都 終日雨降、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 8 0 22 12301007 京都 自朝陰、巳午時暫晴、未後小雨、 明月記 明月記研究 7

寛喜 02 8 0 24 12301009 京都 天猶陰、自昨日、咳病之気、心神悩、巳後雨間降、未後漸晴、明月記 明月記研究 7

寛喜 02 8 0 25 12301010 京都 天猶陰、雨間降、未時雷鳴猛烈、又甚雨、昨今雖精進、心神悩、不能念誦。 明月記 明月記研究 7

寛喜 02 8 0 26 12301011 京都 咳病殊悩、夜忽寒而付寝不安、 明月記 明月記研究 7

寛喜 02 8 0 27 12301012 京都 朝霜、如雪、 明月記 五味「研究報告書」
2003

寛喜 02 8 0 28 12301013 紀伊 九月三日迄、大風雨、世ニ石砕（ハリ）風ト云、 熊野年代記 印影本
寛喜 02 9 0 2 12301016 京都 秉燭以後、大雨如妖、終夜（日カ）陽景不見、 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 02 9 0 8 12301022 諸国 終日入夜猶々雨降、甚不便、漸及深更雨猶如妖、大風発屋、風雨連々、諸国損亡之聞、逐日満耳、 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 02 9 0 8 12301022 相模 雨降、自申一尅、至寅四点、大風殊甚、御所中已下人家、多以破損顚倒云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 02 9 0 8 12301022 伊勢 大風雨之間、伊勢太神宮内外院、前□并殿舎等顚倒、 皇帝紀抄 7 新校群書類従 2

寛喜 02 9 0 8 12301022 天下 終日雨降、入夜大風、天下損亡過半云々、 百錬抄 13 新訂増補国史大系
寛喜 02 9 0 9 12301023 伊勢 大風大雨、神宮内外院殿舎顚倒、 皇年代略記 新校群書類従 2

寛喜 02 9 0 10 12301024 京都
天晴風寒…入道法師来、諸方損亡事等、雖一同事、狭少
之分限、無其計事等問答云々、覚寛法印返送歌之次、鎮
西滅亡之飛脚、今日到来云々、触視聴計会、

明月記 大日本史料 5-5
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寛喜 02 9 0 12 12301026 伊勢
祭主神祇権大輔大中臣隆通朝臣言上云、依去夜大風、豊
受太神宮内院所在大松一本顚倒間、正殿千本一支、鞭懸
木二支打折、御垣顚倒破損者…（正応 1.1.10条）、

勘仲記 大日本史料 5-5

寛喜 02 9 0 17 12301031 諸国 天晴雪凝…静俊注記来談、諸国損亡、非視聴所及云々、 明月記 大日本史料 5-5
寛喜 02 9 0 17 12301031 京都 凶年下民之変（憂ｲ）悪徒闘諍之世、雖禁外聞、此事無由、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 02 9 0 25 12301108 京都 凶年不熟、下民之憂旁聞、此間百首御会尤被延、暫可被過此間乎由申之、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 02 10 0 0 12301114 対馬 大風雨、破屋崩山、 対州編年略 大日本史料 5-5
寛喜 02 10 0 4 12301117 京都 不登之歳、被行事、召外記勘文云々、 百錬抄 13 新訂増補国史大系
寛喜 02 10 0 4 12301117 諸国 諸国異損事、普有其聞、久雨不止、風災過法云々、 百錬抄 13 新訂増補国史大系

寛喜 02 10 0 13 12301126 京都 今日、使家僕掘棄前栽＜北庭＞為麦□、雖少分、為支凶年之飢也、莫嘲貧老有他計哉、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 02 10 0 16 12301129 陸奥 奥州石降如雨、 加納年代記 石巻の歴史 1

寛喜 02 11 0 8 12301220 陸奥
晴、大進僧都観基参御所、申云、去月（10月）十六日夜半、
陸奥国芝田郡、石如雨下云々、件石一進将軍家、大如柚、
細長也、有廉、石下事廿余里云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 02 11 0 10 12301222 京都 午時許長者僧正被過談＜参賀茂帰洛＞、寺領等損亡、又以不便云々、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 02 11 0 15 12301227 周防
花宮山阿弥陀寺開基　＜代々国司職＞　荘厳坊法印行勇
　＜寛喜二十一月十五日拝任、此二三年ハ防長大飢饉、
国務無之＞

阿弥陀寺文書 大日本史料 5-6

寛喜 02 11 0 18 12301230 相模 朝晴、午刻俄風雨、申刻雷鳴、入夜暴風雷雨甚、冬至雷殊変異也、 吾妻鏡吉川 26 大日本史料 5-5

寛喜 02 11 0 21 12310102 諸国

近日諸国所々麦多熟、或食用之由有巷説、不信受之処、
今日見其穂出如三月許、此事定不就之由令然歟、尤不快
事也＜在松崎辺云々＞、草木之体、今年多有非常違例事、
尤可怖事歟、櫻木多花開＜白河辺在所々云々＞、笋（竹の
子）生、人食之云々、

明月記 大日本史料 5-5

寛喜 02 11 0 22 12310103 相模 被行天変御祈、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 02 11 0 25 12310106 天下 関東笋（竹の子）如夏、人食之、郭公頻鳴、惣以天下人口不安由毎日陳之、悲矣痛矣、 明月記 大日本史料 5-5

寛喜 02 11 0 25 12310106 京都
忠定卿相伝参川可被収公、為人不便非幾事歟、損亡庄々
沙汰嗷々、院中惣不便云々、凡殿下御辺内外所被行細々
沙汰等人口極嗷々不穏、

明月記 大日本史料 5-6

寛喜 02 12 0 14 12310125 播磨
播州小所＜越部＞損亡事等、土民雑掌等訴訟牢篭事、女
房等沙汰散々、予本自不知事也、奇恠不便、招請宰相賢
寂等且令示含横謀、至愚老去春請取庄務、万事皆欠如云々、

明月記 大日本史料 5-6

寛喜 02 12 0 18 12310129 京都 今年霜降、万物不熟、十二月十八日、蟋蟀鳴、雀子麦穂出、郭公鳴、依如此之、物恠併飢渇所発也、 類聚大補任 大日本史料 5-5

寛喜 03 0 0 0 12310211 能登 大飢饉、 永光寺年代記 加能史料研究 2

寛喜 03 0 0 0 12310211 甲斐 飢、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

寛喜 03 0 0 0 12310211 天下 夏天下大飢、死屍盈路、米一斛直一貫文（百）／全国人民餓死者及其三分一云（年）
百錬抄 .
年代記抄節 日本災異志

寛喜 03 0 0 0 12310211 日本 日本飢饉、 和光院和漢合運 東大謄写本
寛喜 03 0 0 0 12310211 羽前 餓死多シ、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

寛喜 03 0 0 0 12310211 天下 自去春、天下飢饉、此夏死骸満道、治承以後、未有如此之飢饉、 百錬抄 13 編年差別史 3

寛喜 03 0 0 0 12310211 山城 寛喜三年飢饉之間、逃亡人等不可入社内、社司等守護事等、石清水文書 5 新訂増補国史大系
寛喜 03 0 0 0 12310211 京都（貞永 1.10.4条）去年自春天及冬節、忽以飢饉、死骸満道路、民経記 大日本史料 5-6
寛喜 03 0 0 0 12310211 天下 天下大飢饉、疾疫、 関東評定伝 大日本史料 5-6
寛喜 03 0 0 0 12310211 防長 此二三年ハ周長大飢、 阿弥陀寺文書 日本凶荒史考
寛喜 03 0 0 0 12310211 諸国 夏、諸国疫癘流行、人餓死、 武家年代記 日本疾病史

寛喜 03 0 0 0 12310211 近江
（年次は推定）［右近駕輿丁申文］右近駕輿丁近江国犬上
郡住人等謹言上／…抑当府駕輿丁等在京之輩、去今年間、
大略餓死畢、僅残生之輩二三人也、…

民経記貞永元
年十月巻裏文
書

鎌倉遺文 4237

寛喜 03 0 0 0 12310211 天下（弘前）天下飢饉、 日記 八木橋文庫
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寛喜 03 0 0 0 12310211 安芸
［某名作田内検丸帳］…合弐拾漆町玖段参百歩／…見作田
拾町参段弐百肆拾歩／「不作［　］被減了、満作之時、如
元可立用之」

安芸野坂文書 鎌倉遺文補 2-1045

寛喜 03 0 0 0 12310211 世間 今年、世上飢饉過法、 鎌倉年代記裏書 続史料大成 18

寛喜 03 0 0 0 12310211 天下 天下大飢饉、疾疫、 武家年代記 続史料大成 18

寛喜 03 0 0 0 12310211 陸奥
［関東下知状 文永 6.12.12］…陸奥国好嶋庄内荒野事、…
於寛喜飢饉以後、所令荒廃之本新田者、預所・地頭相共、
為打引所令耕作也…

飯野家文書 千葉県の歴史 17

寛喜 03 1 0 1 12310211 京都 黄昏以後、大風猛烈、 明月記 日本の気象史料
寛喜 03 1 0 5 12310215 京都 入夜又大風発屋、 明月記 日本の気象史料
寛喜 03 1 0 7 12310217 京都 自元日、至今日、風不静、尤可恐者歟、 民経記 大日本史料 5-6
寛喜 03 1 0 28 12310310 京都 洛中大水、鴨河溢、往来絶、 続本朝通鑑 日本の気象史料
寛喜 03 1 0 29 12310311 関東 関東祗候諸人可止過差之由、被定云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛喜 03 2 0 0 12310313 山城 二月以来、洛中城外、疫疾流布、貴賤多以亡卒云々、 吾妻鏡吉川 27 大日本史料 5-6

寛喜 03 2 0 0 12310313 諸国 疫疾流行、 明月記 .吾妻鏡 鎌倉時代医学史の
研究

寛喜 03 2 0 15 12310327 京都
天晴風荒、抑自今年正月一日至今日、頗風声荒、是如何
風以不鳴枝為豊年、而閑日頗稀、払屋扇梢事、尤連々也、
為之如何、

民経記 大日本史料 5-6

寛喜 03 2 0 25 12310406 京都 自遅明雨降、未後雨漸止、申時陽景晴、朝間融、風猛烈、雨止、以後甚雨、 明月記 山梨県史資料編 6

寛喜 03 3 0 0 12310411 京都 依餓死、死人充満道路、可哀云々、 民経記 編年差別史 3

寛喜 03 3 0 1 12310411 京都 風烈、昼後、如揚沙石、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 03 3 0 2 12310412 京都 大風雨降、荒屋破壊…連日大風、摧折花樹破壊墻垣、未後大風弥猛烈、匪直也事、極以怖異、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 03 3 0 5 12310415 改元 依災異・天変也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

寛喜 03 3 0 19 12310429 世間

今年世上飢饉、百姓多以欲餓死、仍武州（泰時）、伊豆駿
河両国之間、施出挙米、可救其飢之由、被仰聞有倉廩輩、
豊前中務丞奉行之、件奉書被載御判云々、／「今年世間
飢饉之間、人民餓死之由風聞、尤以不便、爰伊豆駿河両
国入出挙之輩、依不始施、弥失計略云々、早可入把馴出
挙之由、所被仰下也、兼又、後日若有対捍、随注申、可
有御沙汰之由候也、仍執達如件、中務丞実景奉／矢田六
郎兵衛尉殿」

吾妻鏡．追加
法 大日本史料 5-6

寛喜 03 3 0 19 12310429 世間

［北条泰時奉行人奉書（中務丞実景奉、矢田六郎兵衛殿宛）］
今年世間飢饉之間、人民餓死之由風聞、尤以不便、爰伊豆・
駿河両国、入（令カ）出挙之輩、依不始施、弥失計略云々、
早可入把馴（マヽ）出挙之由、所被仰下也、兼又後日若有
対捍、随注申可有御沙汰之由候也、仍執達如件、

吾妻鏡同日条 鎌倉遺文 4115

寛喜 03 4 0 0 12310511 世間 諸社祭礼之時…固可被制止也、而依令禁遏此事（飛礫）、世間飢饉之由、京中雑人風聞云々、
鎌倉幕府追加
法 編年差別史 3

寛喜 03 4 0 4 12310514 鎌倉 可被行天変御祈等之旨、被仰下云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛喜 03 4 0 6 12310516 京都 伝聞…依餓死、死人充満道路、可哀云々、 民経記 大日本史料 5-6
寛喜 03 4 0 11 12310521 鎌倉 天変御祈、御修法始行之、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 03 4 0 19 12310529 鎌倉
為祈風雨水旱災難、於諸国々分寺、可転読最勝王経之旨、
宣旨状去夜到着、仍今日為民部大夫入道行然奉行、於政所、
関東分国可施行之由有其沙汰、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 03 4 0 21 12310531 鎌倉

［関東御教書（泰時・時房連署）］諸社祭之時、非職之輩、
好武勇之類、礫飛之次、刃傷殺害之条、固可被加制止也、
而依令禁遏此事、世間飢饉之由、京中雑人風聞云々、泰
時在京之時、殊雖加制、全以無其儀、是則好武勇之輩、
寄事於左右、令構申歟、甚不足信用、但於礫飛者、非制
之限、至武芸者、可停止之由所候也、仍執達如件、

新編追加 鎌倉遺文 4128

寛喜 03 4 0 28 12310607 陸奥 黒色水鎌倉北御所ニ集、呑者皆死、 加納年代記 石巻の歴史 1

寛喜 03 4 0 29 12310608 天下

［聖玄請文］謹請／（伊賀黒田）新庄学生供米未下事／…百
姓訴申云、今年々不熟、雖為天下一同事、当庄損亡超余
所之由、依訴申、云収納米、云預所得分米、併令免除畢、
然而百姓等、或餓死、或逃亡、其跡無足之間、令償沙汰之処、
違乱事出来テ、馳過今月、返々恐恥無極也…

東大寺文書 鎌倉遺文 4134
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寛喜 03 5 0 0 12310609 鎌倉 疫疾流行のため、幕府、鶴岡八幡宮に大般若経を読誦せしむ、 吾妻鏡 鎌倉時代医学史の
研究

寛喜 03 5 0 3 12310611 天下
今日於殿下、天下飢饉事、内々有評定云々、…為申次其
趣／去年異損之間、今年飢饉死骸充満由、所驚聞食也、
於殿上雖可有儀定、且可計申、又雖可令対面、有取乱事、
不罷出云々、可有改元歟、

民経記 大日本史料 5-6

寛喜 03 5 0 4 12310612
世間
相模

可読誦心経、於即巽方、可修鬼気祭、然者今年世上云疾疫、
云餓死、可被除也、疫癘事、五月以後六月十八日以前マ
テ可蜂起也云々、仍可懸此封…令信此事者、可為人民太
平之由也、今夜四角四堺鬼気御祭等被行之、

吾妻鏡吉川 27 大日本史料 5-6

寛喜 03 5 0 9 12310617 天下
今朝、駿河二郎泰村為奉幣御使、進発常陸国鹿嶋社、是
為天下泰平御祈也、又於御所一万巻心経＜此内一千巻者
書写＞被遂供養、…是同御祈云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 03 5 0 10 12310618 天下 天下飢饉炎旱事、并倹約事等、以高三位経時卿有御問歟、民経記 大日本史料 5-6

寛喜 03 5 0 11 12310619 天下 天下衰微過法之間、被行攘災之計［ ］可有改元之由、有其
沙汰、仰頭中宮亮資頼（葉室）朝臣被勘日時 洞院教実公記 九条家歴世記録 1

寛喜 03 5 0 14 12310622 山城
［後堀河天皇綸旨、治部権少輔奉、惣在庁御房宛］近日依
飢饉事、所有倹約之沙汰也、僧綱已下従類事、注文一紙
遣之、最勝講以前、不廻時刻、可令告知者、依 天気執達
如件（副遣注文省略）、

民経記 鎌倉遺文 4146

寛喜 03 5 0 17 12310625 改元 可有改元、可選進年号字之由…被仰下、是則依飢饉旱魃也…当日尚沙汰出来、改元延引畢、 編記 大日本史料 5-6

寛喜 03 5 0 17 12310625 天下
此間炎旱渉旬、疾疫満国、仍天下泰平国土豊稔、今日於
鶴岳八幡宮、令供僧已下三十口之僧、読誦大般若経、又
十ケ日之程可修問答講之由被定仰、…

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 03 5 0 17 12310625 天下 依天下異損痛由、今日、可改元之由、被仰下、諸卿已下日来進勘文… 百錬抄 13 新訂増補国史大系

寛喜 03 5 0 21 12310629 京都
風聞、近日飢饉甚之間、京中在地人等、合力推入富家、
飲食之後、推借銭米等、数多分配取事、所々多聞云々、
廿二日取事仰武家被停止之、

皇帝紀抄 8 大日本史料 5-6

寛喜 03 5 0 29 12310707 京都 …此間余賑給定候由申殿下、起座着陣…奏賑給定候之由、帰来仰聞食之由、次以官人召弁… 洞院教実公記 九条家歴世記録 1

寛喜 03 6 0 0 12310708 京都 霖雨之後、洪水…川原死骸充岸、 民経記 旱魃霖雨史料
寛喜 03 6 0 0 12310708 鎌倉 鎌倉大風、 加納年代記 石巻の歴史 1

寛喜 03 6 0 0 12310708 天下 夏、天下一同飢饉、馬牛肉食、又諸国大鼠多出来、五穀実食失、天下人種三分一失、 立川寺年代記 続群書類従 29下

寛喜 03 6 0 0 12310709 天下 自去春、天下飢饉、此夏、死骸満道、治承以後、未有如此之飢饉、 百錬抄 13 新訂増補国史大系

寛喜 03 6 0 3 12310711 京都
夜半塩小路西洞院辺、有炎上、□至町焼失云々、件町頗
潤屋云々、所謂号金源三某之者余流等居□所云々、群盗
囲来之処、不得其隙相戦之間、空逐電之後放火、□尤可
恐云々、此間炎上無隙、為之如何、

民経記 大日本史料 5-6

寛喜 03 6 0 4 12310712 京都
此間霖雨之後洪水、鴨川浸両岸［  ］世以号云、川原死骸充
岸、祇園来七日御輿迎也、為掃除有此［　］、仍洪水之由
云々、

民経記 大日本史料 5-6

寛喜 03 6 0 9 12310717 京都 今日、有止雨奉幣、 民経記 大日本史料 5-6

寛喜 03 6 0 11 12310719 京都 死骸満道路、諸社諸寺雖致警固、猶以不事行歟、疲飢饉之輩充満之間、此事出来歟、 民経記 日本凶荒史考

寛喜 03 6 0 11 12310719 京都 祇園内常行堂上、餓死者出来之間、令破築地上取棄云々、皇帝紀抄 7 新校群書類従 2

寛喜 03 6 0 15 12310723 相模
於由比浦鳥居前、被行風伯祭、…是於関東、雖無其例、
自去月中旬比、南風頻吹、日夜不休止、為彼御祈、武州
令申行給之、…

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 03 6 0 17 12310725 京都 飢饉之間、上下者多以餓死、死骸満道路、川原之辺、凡無其隙之折節、有競馬事、若不叶神慮歟、毎事散々歟、 民経記 編年差別史 3

寛喜 03 6 0 27 12310804 京都 飢饉御祈八（十ｶ）社奉帯、来廿七日之由承及候、 民経記 大日本史料 5-6

寛喜 03 7 0 0 12310807 京都 大宮大路為幸路之間、死骸満道路、言語頗難及程云々、御輿長駕輿丁等、依飢饉無力、於途中欲平臥云々、 民経記 編年差別史 3

寛喜 03 7 0 0 12310807 京都 抑当府駕輿丁等在京之輩、去今年間、大略餓死畢、僅残生之輩二三人也、 民経記紙背 編年差別史 3

寛喜 03 7 0 2 12310808 京都 飢人且顚倒、死骸満道、逐日加増、東北院之内、不知其数云々、 明月記 大日本史料 5-6
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寛喜 03 7 0 2 12310808 京都
今日仕丁等［　］已依飢饉、可及死門云々、仍少分沙汰給
了、公人等如此云々、…飢饉至極以之可察歟、死骸満道路、
遮眼者也、可憐可悲、為之如何、

民経記 大日本史料 5-6

寛喜 03 7 0 2 12310808 山城 洛中洛外、疾疫流布、貴賤多以亡卒、 吾妻鏡 日本疾病史

寛喜 03 7 0 3 12310809 京都 死骸逐日如増、屍香徐及家中、凡不論日夜、抱死人過融者、不可勝計云々、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 03 7 0 3 12310809 京都 半更三条坊門大宮有炎上云々、及数刻了云々、東至堀川令焼云々、仍禁裏人々群集云々、 民経記 大日本史料 5-6

寛喜 03 7 0 4 12310810 京都 去夜三条坊門猪隈有炎上云々…群盗乗車欲入拒戦之間、付火一町許焼、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 03 7 0 7 12310813 京都 先々音信事、称飢饉、無物之由、多以黙止、或小分有若亡云々、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 03 7 0 15 12310821 京都 日出之程地震…又不吉旱魃災殃云々、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 03 7 0 15 12310821 京都 京中道路死骸更不止、北西小路連日加増、東北院内不知数云々、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 03 7 0 15 12310821 京都 小阿射賀庄民、自六月廿日比、至于近日六十二人死去、依触穢身憚等、無上洛云々、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 03 7 0 16 12310822 天下 今日、京都使者参着…今月、天下大飢饉、又二月以来、洛中城外疾疫流布、貴賤多以亡卒云々、 吾妻鏡吉川本 大日本史料 5-6

寛喜 03 7 0 16 12310822 天下 今月、天下大飢饉、又二月以来、洛中、城外、疾疫流布、貴賤多以卒云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 03 7 0 27 12310902 周防
［僧覚厳書状］御札之旨、謹以承候了、抑宮野御庄、今秋
并明年分供米事、云地頭之沙汰、云勧農事、定不調候歟
之由、相存候之間、不定員数候…

東大蔵東大寺
文書 鎌倉遺文 4177

寛喜 03 8 0 0 12310905 天下 天下飢饉、牛馬人多死、 産福寺年代記 加能地域史 11

寛喜 03 8 0 1 12310905 鎌倉 天晴風静、世上漸豊饒、死骸徐散失云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛喜 03 8 0 4 12310908 近江 山上（比叡山）社頭飢饉、又狼藉、未尋常云々、 明月記 大日本史料 5-6
寛喜 03 8 0 8 12310912 京都 冬の如く寒し、 本朝年代記 22 天変地異年表
寛喜 03 8 0 8 12310912 天下 自坤方、大風吹、天下一同大飢饉也、 類聚大補任 日本の気象史料

寛喜 03 8 0 21 12310925 世間［信濃守請文］但当国異損之躰、世間無其隠候、仍一切不及国免…
民経記貞永元年
十月巻裏文書 鎌倉遺文 4183

寛喜 03 8 0 23 12310927 京都 年来車副秋久、自去夏之飢饉、漸々衰損之由聞見、近日疾亡病也、依難存、一昨日出家之由、昨日申之云々、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 03 8 0 29 12311003 播磨［播磨守信広請文］公卿勅使禄事、去年異損之間、難計略候、且得御心、可然之様、可令洩披露給候…
民経記貞永元年
閏九月巻裏文書 鎌倉遺文 4195

寛喜 03 9 0 2 12311006 摂津［摂津守中原師兼請文］公卿勅使禄事、…当国之為躰、亡弊難治之間、依造社事、被下免除宣旨候了、…
民経記貞永元年
閏九月巻裏文書 鎌倉遺文 4203

寛喜 03 9 0 3 12311007 甲斐
［甲斐守永清請文］公卿勅使禄料大掛五領可調進之由、謹
以承候了、但子細先度言上候、異損之上、莫大之営、真
実異他事候了、且加御詞、可然之様、可令洩披露給候、…

民経記貞永元年
閏九月巻裏文書 鎌倉遺文 4205

寛喜 03 9 0 4 12311008 京都 自夜雨降、終日不止、入夜大風、 明月記 大日本史料 5-6

寛喜 03 9 0 4 12311008 筑前［筑前守紀［ ］保請文］公卿勅使禄物事、…真実無言甲斐之
次第候、…

民経記貞永元年
閏九月巻裏文書 鎌倉遺文 4206

寛喜 03 9 0 7 12311011 肥後
［肥後守家広請文］公卿勅使禄物事、重被仰下之旨、謹奉
候了、但子細先度令言上候了、当時無計略候、可然之様、
可有御披露候、…

民経記貞永元年
閏九月巻裏文書 鎌倉遺文 4207

寛喜 03 9 0 8 12311012 出雲
［出雲守時通請文］公卿勅使禄物事、謹承候了、但当国依
造大社、如此召物、被下皆免宣旨了、［  ］損亡払地候之間、
難申領状候、以此旨可然之様可令披露給候、…

民経記貞永元年
十月巻裏文書 鎌倉遺文 4209

寛喜 03 9 0 19 12311023 京都 近日、壊取小屋、成薪売買事、可停止之由、仰武士并使庁、被糺断云々、 百錬抄 13 新訂増補国史大系

寛喜 03 9 0 27 12311031 天下

所詮、国土泰平之由、可令作宣命之由可仰歟、今年、天
下飢饉、民間滅亡、天変頻聞、此事争不被申哉之由納言
殿内々令相計給…三月以後至八月、天下之為躰一同悲歎
事、御忘却歟、民謡云、明年猶可有飢饉云々、今年之耕
作半分者、無民無種、不作之分并当年麦秋皆枯損了、適
出来者、皆食了、仍当時不殖麦、皆荒麦隴了、其種相求
之価直、以米一石二斗買得麦種三斗、如此之間、明年麦
又不可有云々、及菜色之条、不可有疑云々、稼穡之艱難
可被祈申事歟、如何、

明月記 大日本史料 5-6
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寛喜 03 9 0 29 12311102 相模 被行変異御祈云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛喜 03 11 0 17 12311219 相模 今暁寅剋、海辺鳴動、其響如雷音、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 03 12 0 30 12320130 相模 今夜戌亥両時、甚雨雷鳴、及深更雨休、大晦夜雷鳴、為殊天変之由云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 04 0 0 0 12320131 諸国 鎌倉平泰時定式目ヲ、諸国大飢饉、 熊野年代記 印影本
寛喜 04 0 0 0 12320131 諸国 諸国飢饉、 加納年代記 石巻の歴史 1

寛喜 04 2 0 26 12320326 京都
（宣旨）去年民有飢色、近日漸多其聞、救飢之儲、不可不
備、治俗之法不可不慎、麦者続民命之穀也、不待両岐之端、
為思一旦之利、且売青苗欲宛瑶蒭、為国為民、可禁可制、
上下諸人牛馬、不可飼麦蒭…

民経記 大日本史料 5-7

寛喜 04 2 0 26 12320326 京都
依飢饉、牛馬飼麦蒭事、可停止之由被宣下云々、尋取所
書付也、文章之躰諸人嘲之云々…（以下に上記宣旨を引
く）、

民経記 大日本史料 5-7

寛喜 04 3 0 1 12320331 紀伊

［百姓免家役等免除状］（地域は推定）百姓等歎申之旨、非
無其謂、仍二丁名田之内一丁三段を免家相共ニ可令耕作
也、残七反者令免除了、桑事同以免了、此上者、百姓等
令安堵、無懈怠御公事可令勤仕候也、抑三家免二家ニ減ニ、
三家之役ヲ被宛事訴申、其条不便之次第也、只二家之役
計を可被宛也、沙汰人百姓等以此之旨、可令存知之状如件、

又続宝簡 101 家高野山 8-1719

寛喜 04 3 0 1 12320331 紀伊

（地域は推定）百姓等歎申之旨、非無其謂、仍二丁名田之
内、一丁三段を免家相共ニ可令耕作也、残七反者令免除
了、桑事、同以免了、此上者、百姓等令安堵、無懈怠御
公事、可令勤仕候也、抑三家免二家ニ減ニ、三家之役ヲ、
被充事訴申、其条不便之次第也、只二家之役計を可被充也、
沙汰人百姓等以此之旨、可令存知之状如件、

高野山文書 .
又続宝簡集 101

鎌倉遺文 4286

寛喜 04 3 0 2 12320401 京都 辰時雷落、東大寺・元興寺・并春日社・院御塔等有火、即各令打滅云々、 皇帝紀抄 7 新校群書類従 2

寛喜 04 3 0 9 12320408 伊豆
伊豆国仁科庄土民等、依飢饉、及餓死之間、不意抛農業
計之由、愁申于武州御方（泰時）、仍可下行出挙三十石、
若彼等不弁償者、為御沙汰、可被糾返之由、又被仰矢田
六郎兵衛尉、此事已及数度云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛喜 04 3 0 13 12320412 相模 天変御祈等被行之、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
貞永 01 4 0 2 12320430 改元 去年飢饉、 百錬抄 東大謄写本
貞永 01 4 0 2 12320430 改元 依飢饉、有改元、依永久元年例、 頼資卿改元定記 大日本史料 5-7
貞永 01 4 0 2 12320430 改元 依天変・地妖・風雨不節・飢饉也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

貞永 01 4 0 2 12320430 改元 依天変也、 皇代記 新校群書類従 2

貞永 01 4 0 5 12320503 改元［中原師季書状］養和依飢饉、改元為寿永、太不快、寛喜依同愁、改元為貞永…
頼資卿改元定
記 鎌倉遺文 4313

貞永 01 4 0 16 12320514 周防
［東大寺衆徒等解土代］東大寺衆徒等宛行寺領、周防国宮
野庄預［        ］／…凡者、当庄［ ］去々年不熟、近年庄家
土貢不合期歟、…

東大寺文書
4-38 鎌倉遺文 4318

貞永 01 5 0 0 12320529 京都 鴨水潟々以秋天、川原之辺、飢饉之輩充満、不及当眼者歟、民経記 編年差別史 3

貞永 01 5 0 12 12320609 京都 雨已過法度、可申行止雨奉幣之由仰了、 洞院教実公記 九条家歴世記録 1

貞永 01 5 0 15 12320612 世間 日中以後、将軍家御不例、此間世上咳病盛也、上下無遁者、世称之三日病云々、仍於御所中、被行鬼気祭云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

貞永 01 5 0 19 12320616 京都 若降者、可申行止雨奉幣之由、仰上臈了、 洞院教実公記 九条家歴世記録 1

貞永 01 6 0 0 12320627 諸国 疫病流行、 洞院摂政記 鎌倉時代医学史の
研究

貞永 01 6 0 1 12320627 京都 抑雨已、依可為民愁、可申行雨奉幣之由、以御教書、仰兼高了、 洞院教実公記 九条家歴世記録 1

貞永 01 6 0 4 12320630 天下 近日、天下多病患之人… 洞院教実公記 九条家歴世記録 1

貞永 01 6 0 7 12320703 相模 入夜大風、人屋破損、藤内左衛門尉定員小町［ ］家、自桁
吹抜之、在二町余之外云々、

吾妻鏡吉川本
27

大日本史料 5-7

貞永 01 6 0 7 12320703 京都 今日、止雨奉幣［ ］之云々、 洞院教実公記 九条家歴世記録 1

貞永 01 6 0 14 12320710 京都 亥刻許、如妖、大略、終夜滂沱、 洞院摂政記 大日本史料 5-7
貞永 01 6 0 17 12320713 京都 入夜風烈、 洞院摂政記 大日本史料 5-7
貞永 01 6 0 18 12320714 京都 子剋許、大雨忽降、如沃、 洞院摂政記 大日本史料 5-7

寛喜 3年（1231）～貞永元年（1232）
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貞永 01 6 0 19 12320715 京都 猶可申行止雨奉幣之由、同以御教書仰…、伝聞、鴨川水出、又今年中不越前々云々、 洞院摂政記 大日本史料 5-7

貞永 01 6 0 19 12320715 京都
雨脚暫不休、辰刻雨可止之由、殊可祈念之旨、以御教書
仰東寺一長者親厳僧正了…又猶可申行止雨奉幣之由、同
以御教書仰兼高了、…伝聞鴨川水出、又今年中不越前々
云々、

洞院教実公記 九条家歴世記録 1

貞永 01 8 0 8 12320901 京都 半夜鐘以後、雨荒風甚、陰雲漸明之程、大風殊甚、破屋抜樹、誠是為秋稼、弥有異損之愁歟、歎而可歎者也、 民経記 大日本史料 5-8

貞永 01 9 1 10 12321101 大和 夜依大風、四御殿北面千木落御言上子細了、 春日社神事日記 大日本史料 5-8

貞永 01 9 1 28 12321119 京都 今日卯刻有地揺、頗以良久何動哉、凶動歟、天示変地動揺、可恐之世也、可慎之時也、 民経記 大日本史料 5-8

貞永 01 10 0 4 12321124 京都 嵐寒、然而雨猶不降…去年自春天及冬節、忽以飢饉、死骸満道路、 民経記 大日本史料 5-8

貞永 01 11 0 3 12321223 山城［陸奥守某請文案］…但当国此両三年払地［ ］損亡之間、如
此召物、非計［略之カ］所及之由、雑掌申之候、…

山城北野社紅
梅殿記上 鎌倉遺文補 2-1077

貞永 01 11 0 13 12330102 美濃

依飢饉、可救貧弊民之由、武州（泰時）被仰之間、矢田六
郎左衛門尉既下行九千石米訖、而件輩今年無拠于弁償之
旨、又愁申之、可相待明年糾返之趣、重被仰矢田云々、
凡去今年飢饉、武州被廻撫民術之余、美濃国高城西郡大
久礼以上千余町之乃貢、被停進済之儀、遣平出左衛門尉、
春近兵衛尉等於当国、於株河駅、被施于往返浪人等、於
尋縁辺上下向輩者、勘行程日数与旅粮、至称可止住由之
族者、預置于此庄園之間、百姓被扶持之云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

貞永 02 1 0 12 12330301 京都 午後、大風発屋、 明月記 日本の気象史料
貞永 02 2 0 0 12330320 京都 京師咳漱流行、世曰夷病、 明月記 日本疾病史

貞永 02 2 0 17 12330417 京都 近日咳病、世俗称夷病、去比夷狄入京、万人翫見云々、是又極不吉之徴也、何為哉、 明月記 大日本史料 5-8

貞永 02 3 0 23 12330510 大和 大雨大風、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
貞永 02 3 0 29 12330516 京都 雨殊甚、入夜大風沃屋払樹、人家如塵、可驚々々、 民経記 大日本史料 5-8

貞永 02 3 0 29 12330516 京都 大風甚雨…申時以後風弥猛烈、入夜之後、舎屋悉動揺、其響如雷雨脚又甚、怖畏尤切、築垣仮葺皆吹散云々、 明月記 大日本史料 5-8

貞永 02 3 0 29 12330516 京都 昼有風吹、入夜猛也、法成寺薬師堂廻廊等顚倒、又藻壁門顚倒畢、 百錬抄 14 新訂増補国史大系

天福 01 4 0 15 12330601 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
天福 01 4 0 15 12330601 改元 依天変地妖也、 一代要記 大日本史料 5-8

天福 01 4 0 16 12330602 諸国
大風以前、出挙者、不論上下親疎、停止一倍、以五把利、
可為一倍之由被定、遍為令下知諸国、差定奉行人、被注
遣六波羅云々、（以下 30カ国省略）、

吾妻鏡後篇 新訂増補国史大系

天福 01 4 0 29 12330615 越中

＜越中国無尾鼠喰青苗事＞、此間越中国＜光俊朝臣知行
国也＞、無尾之鼠出来、大略変化者歟、青苗并麦隴、皆
以喰損之云々、一度並鼻五六十疋、或百疋許有之、用鼻
皆以損亡、希有之災難也云々、此事承久逆乱之時有之、
又寛喜三年飢饉之時有之、然而寛喜度非幾云々、今度凡
如雲如霞、可恐々々、少々雖打死、弥以増、如法如捕蝗、
為之如何、

民経記 大日本史料 5-9

天福 01 4 0 30 12330616 京都 辰後雨降、午後如沃…大雨荒屋漏湿、 明月記 大日本史料 5-8
天福 01 5 0 4 12330620 京都 雨甚…鴨水波揚浸車者也、 民経記 大日本史料 5-8
天福 01 5 0 5 12330621 京都 朝雨猶如沃…今朝鴨水＜一条末＞溢、人不渡云々、 明月記 大日本史料 5-8
天福 01 5 0 5 12330621 京都 大雨降、洪水云々、閭巷小川等出来之程也、 民経記 大日本史料 5-8
天福 01 6 0 0 12330716 世間 炎旱之愁、都鄙頻聞、神泉御読経、 百錬抄 14 新訂増補国史大系

天福 01 6 0 0 12330716 天下 天下一同之飢渇、餓死之輩超他所（太田庄）、 紀伊金剛峯寺
文書 編年差別史 3

天福 01 6 0 0 12330716 天下
［金剛峯寺所司重解案］＜上書云、高野山僧訴状備後国大
田庄地頭非法事＞…餓死者為天下一同之事云々、…依之
雖云天下一同之飢渇、餓死之輩超他所、…

紀伊金剛峯寺
文書 鎌倉遺文 4534

天福 01 6 0 0 12330716 備後
［金剛峯寺所司重解案］＜上書云、高野山僧訴状備後国大
田庄地頭非法事＞…近来庄内事外依令損亡、為百姓安堵、
減二人之預所畢…

紀伊金剛峯寺
文書 鎌倉遺文 4534

貞永元年（1232）～天福元年（1233）
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天福 01 6 0 0 12330716 備後
［金剛峯寺所司重解案］＜上書云、高野山僧訴状備後国大
田庄地頭非法事＞…両三年飢饉之間、身命尚依難存、不
及貯種乎…

紀伊金剛峯寺
文書 鎌倉遺文 4534

天福 01 6 0 0 12330716 備後
［金剛峯寺所司重解案］＜上書云、高野山僧訴状備後国大
田庄地頭非法事＞…百姓等之自分耕作令違期了、依之不
作田并損田多出来之間、…仍去年本郷百姓等企逃散、令
訴申之剋…

紀伊金剛峯寺
文書 鎌倉遺文 4534

天福 01 6 0 11 12330726 京都 ＜炎旱渉旬事＞天晴、炎旱已渉旬、農民相愁云々、 民経記 山梨県史資料編 6

天福 01 6 0 12 12330727 京都 近日、炎暑殊甚、 民経記 大日本史料 5-9
天福 01 6 0 13 12330728 京都 炎旱、已過法了、御祈無其験歟、 民経記 大日本史料 5-9

天福 01 6 0 17 12330801 京都
炎旱、已及廿余日了、尤可驚々々…今日被行御卜、是為
祈雨成祟神被行云々、御卜形所尋記也／陰陽寮／占炎旱
渉旬、雨沢不降、依何咎祟所致哉、

民経記 大日本史料 5-9

天福 01 6 0 17 12330801 京都 有軒廊御卜、近日炎旱事也、 百錬抄 14 新訂増補国史大系

天福 01 6 0 19 12330803 京都 自一昨日、於神泉祈雨…極熱連日事、不休肩歟、炎旱渉日、民戸憂云々、 明月記 大日本史料 5-9

天福 01 6 0 21 12330805 近畿
抑炎旱已送旬日候之条、為国土歎思給候、天払雲地揚灰、
多畝不見青苗候条、返々歎思給候、山門以来月一日、為
五穀成就、摺写千部仁王経展供養候、

真経寺文書 大日本史料 5-9

天福 01 6 0 22 12330806 京都 自今日、於内裏、被行如法愛染王法…是炎旱御祈也、 民経記 大日本史料 5-9
天福 01 6 0 23 12330807 京都 不出仕所休息也、炎旱已甚、天災之条、可恐事歟、 民経記 大日本史料 5-9
天福 01 6 0 23 12330807 京都 旱天、大風、弥損草木、四条京極辺□、不開目云々、 明月記 大日本史料 5-9

天福 01 6 0 24 12330808 京都 炎旱弥甚、去冬所掘之井、浅而水旱乾了＜令汲垣外本井＞、終夜如焦、 明月記 大日本史料 5-9

天福 01 6 0 25 12330809 京都 旱天如焦、日色赤…真恵雨不降而可結願、親厳雨任意之由、放詞領状、于今無験、天之可令然歟云々、 明月記 大日本史料 5-9

天福 01 6 0 25 12330809 相模 晴、炎旱已及三旬、州民皆失西収之儲、仍仰弁僧正定豪并鶴岳供僧及大蔵卿法印良信等、被始祈雨御祈、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

天福 01 6 0 26 12330810 京都 炎旱之愁、都鄙頻聞、神泉苑御読経…今日結願、及九ケ日了、 百錬抄 14 大日本史料 5-9

天福 01 6 0 27 12330811 京都 申刻、雲膚忽起、雨脚快降、入夜雷鳴、… 百錬抄 14 新訂増補国史大系
天福 01 7 0 7 12330820 京都 雖有一度之雨、赤日之照燿猶如焦、井水已乾云々、 明月記 大日本史料 5-9

天福 01 7 0 9 12330822 西国

大風以前出挙利倍事、為救窮民、被定減少之法、畿内西
国事者、被仰六波羅畢、而丹波国夜久郷、有称神人先達
之者、寄事於神威、背厳制及呵責、百姓不堪其愁、参訴
云々、武州殊憐、召出庭中、直問答給、仍可令計下知之旨、
被仰遣六波羅云々、

吾妻鏡前 新訂増補国史大系

天福 01 7 0 9 12330822 京都 赤日出山、井水悉已乾、冷泉辺又同云々…旱風吹塵弥損草樹、客人等来、称他行之由不逢、…終夜大風月陰雨不降、明月記 大日本史料 5-9

天福 01 7 0 10 12330823 天下 甘雨降、終日不休止、去月廿七日雷雨以後、炎旱又及数日、此雨既潤国土、天下豊饒之基也、 吾妻鏡前 新訂増補国史大系

天福 01 9 0 17 12331028 播磨
［六波羅下知状案］…一、虫損事／右、経光法師不覚悟之由、
令申之処、如覚厳法眼申者、如此損亡者、令遂行検注之時、
任見損除之、不然之時者、全不及其沙汰云々者、可依内
検使之裁許矣、

山城神護寺文
書 鎌倉遺文 4563

天福 01 10 0 18 12331128 京都 大風発屋、 明月記 日本の気象史料
天福 02 7 0 0 12340804 羽前 大雪降ル、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

天福 02 7 0 0 12340804 陸奥 大雪降、大不熟、 加納年代記 石巻の歴史 1

天福 02 7 0 24 12340827 京都 草木漸枯稿之気、民戸有憂云々、 明月記 大日本史料 5-9
天福 02 7 0 25 12340828 京都 近辺井水乾云々、…旱御祈云々、 明月記 大日本史料 5-9
天福 02 8 0 1 12340902 京都 大風如昨日、夜又同、 明月記 大日本史料 5-9
天福 02 8 0 4 12340905 京都 烈風猶不止、 明月記 大日本史料 5-9
天福 02 8 0 8 12340909 京都 炎天、逐日如焦照、 明月記 大日本史料 5-9
文暦 01 11 0 5 12341204 改元 依諒闇重畳也、但、天変地妖云々、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

文暦 02 3 0 17 12350413 京都 終夜雨降、朝風吹雪、 明月記 日本の気象史料
文暦 02 5 0 2 12350527 京都 入夜、大雨雷電猛烈、夜深休、 明月記 大日本史料 5-10
文暦 02 5 0 4 12350529 京都 巳時雹降、即晴、申後雷鳴、 明月記 大日本史料 5-10

天福元年（1233）～文暦 2年（1235）
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文暦 02 5 0 4 12350529 山城 雷鳴雹降、其勢如梅子、辺土作物皆以打損云々、 百錬抄 14 新訂増補国史大系

文暦 02 5 0 5 12350530 京都 昨雹此辺如飛礫、積地不消…今日猶不消、大猶柑子、稼穡已損由、民［ ］不安云々、 明月記 大日本史料 5-10

文暦 02 5 0 23 12350617 山城
石清水八幡宮寺与興福寺、有確執及喧嘩等之間、可計沙
汰之旨、被下院宣之由、自六波羅被馳申之、是薪・大住
両庄用水相論之故也云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

文暦 02 6 1 0 12350724 大和 山木二千三百余本枯云々、 教言卿記 大日本史料 5-10
文暦 02 6 1 4 12350727 京都 雨漸降、雷電猛烈、雨如妖、 明月記 大日本史料 5-10
文暦 02 6 1 7 12350730 京都 止雨奉幣、 明月記 大日本史料 5-10
文暦 02 7 0 0 12350823 大和 当山樹木二千百四十八本枯凋云々、 辰市家旧記 大日本史料 5-10

文暦 02 7 0 10 12350901 相模 雨降、入夜雷鳴甚雨、鎌倉中洪水、人屋之流失、山岳之頽毀、不可勝計、
吾妻鏡吉川本
29

大日本史料 5-10

文暦 02 7 0 27 12350918 大和 此一両月、春日山木二千四百余本枯損云々、尤有其恐歟、百錬抄 14 新訂増補国史大系
嘉禎 01 9 0 19 12351108 改元 天災地震、 皇年代私記 東大謄写本
嘉禎 01 9 0 19 12351108 改元 依天下災殃、 頼資卿改元定記 大日本史料 5-10
嘉禎 01 9 0 19 12351108 改元 依天変地震也／天変地妖、 改元部類記 大日本史料 5-10
嘉禎 01 9 0 19 12351108 改元 依天変・地震也、 皇年代略記 新校群書類従 2

嘉禎 01 10 0 0 12351119 京都 疱瘡流行、二十三社に奉幣、四条天皇疱瘡を病む、 明月記．吾妻鏡 鎌倉時代医学史の研究
嘉禎 01 10 0 17 12351205 京都 甚雨滂沱、 明月記 大日本史料 5-10
嘉禎 01 10 0 18 12351206 京都 申後又甚雨…夜雨如妖、河水溢云々、 明月記 大日本史料 5-10
嘉禎 01 10 0 19 12351207 京都 河原之洪水如何、 明月記 大日本史料 5-10
嘉禎 01 10 0 23 12351211 京都 京都疱瘡流行、 明月記 大日本史料 5-10
嘉禎 01 10 0 25 12351213 京都 明日、依疱瘡事、廿二社奉幣、 明月記 大日本史料 5-10
嘉禎 01 10 0 26 12351214 京都 奉幣廿二社、為攘疱瘡也、 明月記 日本疾病史
嘉禎 01 10 0 28 12351216 京都 自去夜主上疱瘡御不予、凡此事洛陽流布、諸人不免云々、吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禎 01 11 0 9 12351227 京都 若年皆疱瘡、 明月記 大日本史料 5-10
嘉禎 01 11 0 17 12360104 京都 月出間以後、大風、其響、如雷粉々、 明月記 大日本史料 5-10

嘉禎 01 12 0 18 12360203 鎌倉
将軍家御不例事、御疱瘡有出現気之由、良基朝臣申之、
今夜又始行御祈禱等及子剋、平左衛門尉盛綱為武州御使、
参御所申云、毎日可被修御招魂祭之由云々、仍先七ケ夜
可奉仕之旨、被仰国継云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禎 02 1 0 0 12360216 鎌倉
押領使と称する病気（フルンクロ－ジスというべきもの）
流行（将軍家依御疱瘡余気、御股御膝腫物［号押領使］廿余
ケ処令出給）

吾妻鏡 鎌倉時代医学史の
研究

嘉禎 02 1 0 27 12360313 大和［藤氏長者宣］…於是両社（石清水・春日）之諍論濫觴、起自両庄之水論、自去年、至今春、喧嘩相続而不絶…
春日社司祐茂
日記 鎌倉遺文 4912

嘉禎 02 2 0 10 12360325 京都 雷鳴霹靂、大雨洪水、 皇代暦 大日本史料 5-10
嘉禎 02 2 0 10 12360325 相模 午刻雷鳴、甚雨、 吾妻鏡吉川本 30 大日本史料 5-10
嘉禎 02 3 0 3 12360417 相模 甚雨、雷電、 吾妻鏡吉川本 30 大日本史料 5-10
嘉禎 02 4 0 0 12360514 陸奥 氷降、草木枯、 加納年代記 石巻の歴史 1

嘉禎 02 4 0 1 12360514 相模 鶴岡若宮、羽蟻群集、 吾妻鏡吉川本 30 大日本史料 5-10
嘉禎 02 4 0 2 12360515 相模 今日宮寺、羽蟻事有御占、 吾妻鏡吉川本 30 大日本史料 5-10
嘉禎 02 4 0 8 12360521 京都 暴風雷雨、未刻雹降、其大如柑子、万人驚目、 百錬抄 14 大日本史料 5-10
嘉禎 02 4 0 8 12360521 京都 未剋雷電大風、自乾至巽、降氷、大者如柚、小者如梅実、皇代暦 大日本史料 5-10
嘉禎 02 4 0 8 12360521 京都 申刻、洛中雹降、輪七、八寸、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
嘉禎 02 4 0 8 12360521 京都 雷電・大風、 皇年代略記 新校群書類従 2

嘉禎 02 4 0 20 12360602 相模 弁僧正奉祈雨御祈、参篭鶴岡八幡宮云々、 吾妻鏡吉川本 30 大日本史料 5-10

嘉禎 02 4 0 23 12360605 相模 風雨甚、但炎旱亘旬之間、此雨猶不及潤国土、然而被賞法験、被遣御馬於僧正坊、押垂左衛門尉為御使、 吾妻鏡吉川本 30 大日本史料 5-10

嘉禎 02 7 0 19 12360829 大和 御山（春日山）木又枯之由依風聞、以三方神人見之、即枯云々、
春日社司祐茂
日記 大日本史料 5-10

嘉禎 02 9 0 28 12361105 相模 亥刻風雨甚、西南方雷電、 吾妻鏡吉川本 30 大日本史料 5-10
嘉禎 03 3 0 8 12370411 鎌倉 天霽、入夜甚雨、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

文暦 2年（1235）～嘉禎 3年（1237）
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嘉禎 03 3 0 9 12370412 相模 甚雨如妖、終日不休止、亥刻洪水、 吾妻鏡吉川本 30 大日本史料 5-11
嘉禎 03 6 0 16 12370716 鎌倉 終夜甚雨、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禎 03 6 0 22 12370722 鎌倉 甚雨、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禎 03 6 0 23 12370723 鎌倉 降雨滂沱、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禎 03 7 0 20 12370819 京都 雨甚、 玉蘂 今川文雄校訂
嘉禎 03 7 0 22 12370821 京都 乗船、依昨日雨・洪水、［  ］殿水昇、 玉蘂 今川文雄校訂

嘉禎 03 11 0 7 12371202 鎌倉 丑刻、甚雨洪水、稲瀬河辺、民屋数十余宇流失、下女二人漂失云々、 吾妻鏡吉川本 30 大日本史料 5-11

嘉禎 04 2 0 8 12380302 三河 着御豊河宿、及深更、風雨甚、 吾妻鏡 愛知県史資料編 8

嘉禎 04 2 0 9 12380303 三河 矢作宿入御于足利左馬頭亭、依去夜風雨、洲俣・足近両河浮橋流損云々、 吾妻鏡 愛知県史資料編 8

嘉禎 04 2 1 20 12380413 京都 大風、法成寺歩廊顚倒了、 百錬抄 14 大日本史料 5-11

嘉禎 04 3 0 23 12380515 鎌倉 雨降、未三点、寅方大風、人屋皆破損、庭樹悉吹折、申剋属晴、西風又烈、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

嘉禎 04 4 0 7 12380529 京都 陰晴不定、時々小雨、入夜甚降、 玉蘂 山梨県史資料編 6

嘉禎 04 6 0 0 12380720 京都 霖雨、六社奉幣、 師守記 旱魃霖雨史料
嘉禎 04 6 0 5 12380724 鎌倉 申剋雨降、及深更、雷鳴降雹、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禎 04 6 0 6 12380725 鎌倉 天霽、日中雷雨、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禎 04 6 0 24 12380812 鎌倉 終夜雨降、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禎 04 6 0 25 12380813 鎌倉 雨降、終日不休、丑刻、大風、霹靂、洪水、人屋多破損、吾妻鏡吉川本 31 大日本史料 5-11
嘉禎 04 6 0 26 12380814 京都 今日、摂政殿宇治入延引、依去夜雨洪水之故也、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禎 04 6 0 28 12380816 鎌倉 晴、晩頭雷雨、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禎 04 7 0 2 12380820 鎌倉 午刻以後、降雨、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
嘉禎 04 7 0 9 12380827 京都 今日、摂政殿宇治入延引、依去夜雨、洪水之故也、 吾妻鏡吉川本 31 大日本史料 5-11

嘉禎 04 8 0 17 12381003 長門
［永和 2.8.1、長門国大津郡深川村八幡宮縁起写］…暦仁元
戊戌歳八月十七日、大風遽起折木、神宇悉敗頽、而後勅
宣造之、…

防長寺社由来
前大津宰判

南北朝遺文中国四
国編 5-4293

暦仁 01 11 0 23 12390106 改元 天変水損、 皇年代私記 東大謄写本
暦仁 01 11 0 23 12390106 改元 依天変頻示也、 皇代記 新校群書類従 2

暦仁 01 11 0 23 12390106 改元 依天変・水損也、 皇年代略記 新校群書類従 2

延応 01 2 0 7 12390320 改元 天変（皇）、上下多有夭亡之聞（百）、 皇年代私記 .
百錬抄 東大謄写本

延応 01 2 0 7 12390320 改元 依天変歟、 皇代記 新校群書類従 2

延応 01 4 0 14 12390525 諸国

［吾妻鏡同日条］一、奴婢雑人事、付、所生男女事／寛喜
三年餓死之比、為飢人於出来之輩者、就養育之功労、可
為主人計之由、被定置畢、就其時減直之法、可被糺返之
旨、沙汰出来之条、甚無其謂、但両方令和与、以当時直法、
至糺返者、非沙汰之限者、

吾妻鏡 鎌倉遺文 5417

延応 01 4 0 17 12390528 諸国

［新編追加］寛喜三年餓死之比、為飢人出来之輩者、就養
育之功労、可為主人計之由、被定置畢、凡人倫売買事、
禁制殊重、然而飢饉之年計者、被免許歟、而就其時減直
之法、可被糺返之旨、沙汰出来之条、甚無其謂歟、但両
方令和与、以当時之直法、至糺返者、非沙汰之限歟

新編追加 鎌倉遺文 5418

延応 01 5 0 0 12390611 鎌倉
人倫売買事、向後被停止之、是飢饉比、不諧之族或沽却
妻子所従、或寄其身於富有之家、為渡世計、仍以撫民之儀、
無其沙汰之処、近年甲乙人面々訴訟、依有御成敗煩也、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

延応 01 5 0 1 12390611 諸国

［新編追加］人倫売買事、禁制重之、而飢饉之比、或沽却
妻子眷属、助身命、或容置身於富徳之家、渡世路之間、
就寛宥之儀、自然無沙汰之処、近年甲乙人等面々訴訟、
有煩于成敗、所詮、於寛喜以後、延応元年四月以前事者、
訴論人共以京都之輩者、不能武士口入、至関東御家人与
京都族相論事者、任被定置当家之旨、可被下知、凡自今
以後、一向可被停止売買之状、依仰執達如件、

新編追加 鎌倉遺文 5426

延応 01 5 0 6 12390616 諸国
［関東評定衆連署状］人倫売買事、禁制重畳、而寛喜飢饉
之時、被相宥歟、於今者、任綸旨、可令停止之由、重可
被下知之由、被仰下也、

新編追加 鎌倉遺文 5427

延応 01 6 0 0 12390710 紀伊 那智山滝枯ル、 熊野年代記 印影本

嘉禎 3年（1237）～延応元年（1239）
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延応 01 6 0 18 12390727 京都 被立諸社奉幣使＜…＞、是去十八日依霖雨、被行軒廊御卜方角神社也、 師守記 8 大日本史料 5-12

延応 01 6 0 20 12390729 世間

［関東御教書］人倫売買停止事、云代々新制、云関東施行、
已以重畳、而寛喜飢饉之境節、或沽却子孫、或放券所従、
宛活命計之間、被禁制者、還依可為人之愁歎、無沙汰、依之、
今世間復本之後、甲乙之輩、鎮令違犯云々、甚以無其謂、
於自今以後者、早可令停止之、如延応元年六月廿日仰、
当市庭立札、可令触廻国中、若猶不拘御制者、可令注申
在所并交名之状、依執達如件

新編追加 鎌倉遺文 5569

延応 01 6 0 25 12390803 近畿 依霖雨御祈、於東大・興福・延暦三ケ寺有御読経事、 師守記 4 史料纂集

延応 01 7 0 2 12390809 大和
［春日社司申状］重言上殿下［  ］衆議被相触矣天［   ］…凡近
日霖雨［   ］事宜屋舎等、既雨露不停［   ］損候、御宝物定及
湿損候歟、尤是一社愁歎候者歟、

春日社恒例臨
時神事記 鎌倉遺文 5449

延応 01 8 0 2 12390908 大和［東大寺解土代］…巻風降雨之比、雷電霹靂之時、雷火天火不可不恐…
東 大 寺 文 書
4-93 鎌倉遺文 5462

延応 01 10 0 9 12391113 相模 風雨甚、及晩雷電、 吾妻鏡吉川本 32 大日本史料 5-12
延応 01 11 0 1 12391204 相模 雷電数度、午刻以後、震動、大風、甚雨、 吾妻鏡吉川本 32 大日本史料 5-12
延応 01 0 0 0 12400202 大和 凡当年炎旱、過例年故、安居人々散在所々、 感身学正記 東洋文庫 664

延応 02 1 0 22 12400223 京都 終日天陰、入夜甚雨、 平戸記 山梨県史資料編 6

延応 02 2 0 12 12400314 京都 自今暁、甚雨如注、自巳剋漸止、大風人家皆損、終日不休、不能差出戸外、 平戸記 大日本史料 5-12

延応 02 2 0 16 12400318 相模 午刻、雨雹降、雷電数声、 吾妻鏡吉川本 33 大日本史料 5-12

延応 02 3 0 6 12400406 大和 これ以前…叡尊が大和額安寺西辺の宿において八斎戒を癩者非人らに受けさせる、 感身学正記１ 人権歴史年表

延応 02 4 0 17 12400517 京都 今朝有白霜、不異厳冬、可奇々々、 平戸記 1 大日本史料 5-12

延応 02 4 0 19 12400519 世間 十七日白霜事、世以為奇、夏天降霜、諸人含憂之至也、已叶本文哉之由、有人口云々、誠可畏々々、 平戸記 1 大日本史料 5-12

延応 02 5 0 0 12400530 奈良 ～七月、大旱、 興福寺略年代記 日本災異志
延応 02 5 0 1 12400530 鎌倉 人倫売買事、一向可停止之旨、今日被仰下云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
延応 02 5 0 6 12400604 鎌倉 人倫売買事、任綸旨可停止之由、重加下知云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

延応 02 6 0 2 12400630 鎌倉 炎旱渉旬、祈雨法事、日来雖被仰若宮別当法印、依無効験、今日被仰付勝長寿院法印良信云々、 吾妻鏡吉川本 33 大日本史料 5-12

延応 02 6 0 11 12400709 天下 天下炎旱也…鎌倉旱魃、 吾妻鏡吉川本 33 大日本史料 5-12

延応 02 6 0 12 12400710 大和 旬日以来、炎旱殊甚、民戸交憂、…仰興福寺…三ケ日天読仁王般若経、 夕拝備急至要抄 大日本史料 5-12

延応 02 6 0 15 12400713 相模 為祈雨、被行日曜祭并霊所七瀬御祓、… 吾妻鏡吉川本 33 大日本史料 5-12
延応 02 6 0 16 12400714 相模 為祈雨、安祥寺僧正被始行孔雀経御修法云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

延応 02 6 0 17 12400715 大和
［聖守書状］祈雨御啓白御草、内々被申出候之由…就中、
去延応二年六月十七日、為祈雨、令講最勝王経御之時…
法雨等潤、仏法之盛験…

東大寺蔵倶舎論
16.17 巻 30 講聴
聞抄裏文書

鎌倉遺文 10282

延応 02 6 0 17 12400715 相模 酉刻、俄雨降、無程属晴、不及潤地、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

延応 02 6 0 22 12400720 鎌倉 於鶴岳宮寺、被行最勝王経御読経、入夜始行属星祭、権暦博士定昌朝臣奉仕、是皆為祈雨也、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

延応 02 6 0 25 12400723 鎌倉（将軍家）御不例者御痢病也、仍今夜…於御所可被行痢病祭、 吾妻鏡 日本疾病史

延応 02 6 0 27 12400725 伊勢 臨時奉幣使参宮＜…炎旱御祈禱也＞ 延応二年神事
供奉日記 大日本史料 5-12

延応 02 7 0 1 12400728 鎌倉 今日、依炎旱、可行水天供之旨、被仰鶴岡供僧等云々、… 吾妻鏡吉川本 33 大日本史料 5-12
延応 02 7 0 1 12400728 世間 炎暑気殊如蒸、日数已渉旬月、随又属秋天了、世間皆損了、平戸記 1 増補史料大成 32

延応 02 7 0 3 12400730 京都 被行五龍祭、依炎旱也、 百錬抄 14 新訂増補国史大系
延応 02 7 0 4 12400731 鎌倉 為祈雨、別被始行十壇水天供、法印定親・良信・良賢等修之、吾妻鏡後 新訂増補国史大系

延応 02 7 0 5 12400801 京都 請雨経法、今日可被始行之由、雖有其沙汰、依無用途、今両三日延引云々、 平戸記 1 日本凶荒史考

延応 02 7 0 7 12400803 京都 炎旱、逐日興盛、誠可愁也、天災歟、 平戸記 1 増補史料大成 32

延応 02 7 0 8 12400804 京都 自今日、於神泉苑、被始行請雨経法、醍醐座主実堅勤修之、平戸記 1 増補史料大成 32

延応 02 7 0 8 12400804 京都 於神泉、修請雨経法、 東寺王代記 続群書類従 29下

延応元年（1239）～延応 2年（1240）
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延応 02 7 0 8 12400804 大和 以醍醐座主実賢、被勤修請雨経法、初七日無其験、依勅定、重一七日延修之、至第四日、雷電・大雨降、…
興福寺略年代
記 続群書類従 29下

延応 02 7 0 8 12400804 鎌倉 入夜、雨少降、不能湿地、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

延応 02 7 0 9 12400805 京都
此炎旱、已尽法了、以外事歟、何様可有沙汰哉者、申云、
炎旱事無申限、匪直也事歟、御祈可被尽員、其上政道事
相構可被行道理歟、　

平戸記 1 大日本史料 5-12

延応 02 7 0 9 12400805 天下 …欲損亡天下、可始自炎旱疾飢、然而失天下事、不申請神明者可有其恐、仍所申也、…炎旱之体、誠有様事也、 平戸記 1 増補史料大成 32

延応 02 7 0 9 12400805 鎌倉 雨下、水天供験徳歟之由、及沙汰、但猶不能滂沱、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

延応 02 7 0 11 12400807 京都［頼舜書状］…炎旱於今者、不及子細候歟、内外御祈、似無効験、理運之哭、無申限候、暑気迫身［ ］難安堵候歟…
東山御文庫記録
平範記仁安三年
十月巻裏文書

鎌倉遺文 5595

延応 02 7 0 11 12400807 大和 炎旱之際、大和国損亡、仍春日詣不可叶之由、所被仰也、… 平戸記 1 増補史料大成 32

延応 02 7 0 11 12400807 鎌倉 水天供、昨日雖満七ケ日、猶延引云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

延応 02 7 0 12 12400808 京都 昨今雷雨数声、天無片雲、炎暑殊太、請雨経法一切無其験歟、誠可然事也、 平戸記 1 増補史料大成 32

延応 02 7 0 13 12400809 京都 炎日如火、諸人似病之窮困、已尽御祈了、今不得一塵之験、万人仰天了、 平戸記 1 増補史料大成 32

延応 02 7 0 13 12400809 鎌倉
辰刻甚雨、巳時属晴、水天供之間、有数度甚雨、仍奉仕
之僧各賜御剣一腰、又被奉御剣於鶴岳、可被送進神馬、
於二所三嶋等云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

延応 02 7 0 14 12400810 京都 奉幣十一社、為祈雨也、又室生龍穴被奉官幣、… 百錬抄 14 新訂増補国史大系
延応 02 7 0 15 12400811 京都 今日依炎旱御祈、被発十二社奉幣云々、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 01 7 0 16 12400812 改元 彗星、災旱、地震、 皇年代私記 東大謄写本
仁治 01 7 0 16 12400812 改元 依彗星・地震也、炎旱事、依不吉、不被載詔文云々、 皇代記 新校群書類従 2

仁治 01 7 0 16 12400812 改元 有改元事、依炎旱也＜為仁治元年＞、 百錬抄 14 新訂増補国史大系

仁治 01 7 0 18 12400814 京都
請雨経法申延二ケ日、十六日満日数之処、猶申延七ケ日
云々、是入道殿被加御用意云々、希代之例也、生涯可待
降雨歟、

平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 01 7 0 21 12400817 京都 大風微雨、終日不休、 平戸記 1 大日本史料 5-12

仁治 01 7 0 21 12400817 伊勢 雨風、洪水、 延応二年歳神
事供奉日記 大日本史料 5-13

仁治 01 7 0 22 12400818 伊勢 大雨風、洪水、 延応二年歳神
事供奉日記 大日本史料 5-13

仁治 01 7 0 22 12400818 世間 風雨不止、世間還損亡之基歟、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 01 7 0 23 12400819 京都 朝間甚雨如沃＜自此風止＞、自巳刻漸止、其後陰晴不定、未刻已後又降雨、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 01 7 0 26 12400822 天下 入夜、於由比浦被行風伯祭、左馬頭義氏朝臣沙汰也、任寛喜之例、…是今年天下旱魃之間、兼為攘風難所被行也、吾妻鏡後 新訂増補国史大系

仁治 01 8 0 6 12400831 鎌倉 甚雨、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
仁治 01 8 0 7 12400901 鎌倉 終日甚雨暴風、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

仁治 01 8 0 25 12400919 大和［摂政御教書案］当寺仏聖油田事、依異損之愁、長日之勤可及擁怠之条［ ］所驚聞食也、… 東大寺文書 3-7 鎌倉遺文 5617

仁治 01 9 0 2 12400925 伊勢  大風之時、服之機殿破損之間、御機具足等打損云々、 延応二年神事
供奉日記 大日本史料 5-12

仁治 01 9 0 4 12400927 天下［僧英舜所領所職譲状案］…依天下旱魃、飢饉、英舜北国下向… 東大寺文書 鎌倉遺文 5620

仁治 01 9 0 15 12401008 伊勢 御衣神事、依大風、洪水、昨日延引、仍今日也、 延応二年神事
供奉日記 大日本史料 5-12

延応 2年（1240）～仁治元年（1240）
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仁治 01 9 0 28 12401021 紀伊

［（南部庄公文か）河上権四郎申状］かしこまり候て申あけ
候、／一、御荘のそんまうのあいたの事、百姓等きのふ
まて事ゆかす候て、ゆゝしくて候つるか、きのふ廿七日、
百姓あつまり候て候しかは、いくたひもないけんをとく
へきよし候しかとん、をゝやうの御荘のそんまうして候
事ハ、御らん候らん、御めしものかゝなうましく候へハ、
百姓ハいてあい候はしと申候しかは、ちからおよはすし
て、いそきのほりなんすれハ、御ねんくよしなかうちし
ろと、くわしろハ半分、わたぬのハ三分一まいらすへき
よしにて候、さてそのほかないろいろハめんせられ候へ
きやうにて候へハ、そのやうニうけをい候てのきて候、…

高 野 山 文 書
又 続 宝 簡 集
51-1027

大日本古文書

仁治 01 10 1 17 12401208 京都 今当炎旱之年、猶泥恒例令勤、何况於臨時之役云々、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 01 11 0 17 12410107 京都 自夜前、甚雨大風…此間風雨殊甚、 平戸記 1 大日本史料 5-13
仁治 01 11 0 17 12410107 京都 大風雷震、 皇代暦 大日本史料 5-13
仁治 01 11 0 17 12410107 京都 大風、雷鳴、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

仁治 01 11 0 17 12410107 京都 大風、雷鳴、 皇年代略記 新校群書類従 2

仁治 01 12 0 1 12410121 伊勢 御裳洗河洪水、 延応二年神事
供奉日記 大日本史料 5-13

仁治 01 12 0 16 12410205 諸国
此外、就地頭所務以下事、被定条々、／…一、人倫売買事、
／勾引中人等者、可被召下関東、被売之類者、随見及可
被放其身、且可触路次関々也、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

仁治 02 1 0 0 12410220 豊前
［豊前弥勒寺公文所下文案］…当保為少所之処、検田之時、
下司蓮真強申請損田之間、以数町之下地、乞定弐（町脱カ）
給田之条、且失公平、且為嗷々基…

豊前今仁文書 鎌倉遺文 5750

仁治 02 1 0 20 12410311 伊勢［大神宮司解］…随去年災旱越上古、所力不熟、無比類之間、神税之所済、更不及十分也、…
仁治三年内宮
仮殿記 鎌倉遺文 5741

仁治 02 6 0 9 12410725 鎌倉 炎旱渉旬之間、鶴岡別当僧都定親承仰、於江嶋祈雨法、又同被行千度御祓、… 吾妻鏡吉川本 33 大日本史料 5-13

仁治 02 6 0 12 12410728 鎌倉 巳尅以後甘雨、及酉尅天晴、既数日炎旱也、昨日聊陰雲雨灑始云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

仁治 02 6 0 14 12410730 京都 於神泉孔雀経御読経五ケ日、不雨降、二ケ日申延之、猶不降、又三ケ日申延之、遂不雨降、仍第九日結願、 東寺長者補任 大日本史料 5-13

仁治 02 6 0 16 12410801 大和［官宣旨］左弁官下 大和国并春日社…／右近日炎旱殊甚、
雨沢不降、仍令神祇官・陰陽寮等勘申之処、… 春日社神事日記 鎌倉遺文 5888

仁治 02 6 0 21 12410806 大和
［官宣旨］左弁官下 春日社／応下知本社、且注進神事違例、
穢気不浄不信、祈謝公家御薬御慎、并怪所驚恐口舌病事
等事、…

春日社神事日記 鎌倉遺文 5894

仁治 02 6 0 23 12410808 京都（祈雨）於神泉、孔雀経御読経、三箇以後改之…第四五両日大雨、卅日結願蒙賞二ケ条、 東寺長者補任 大日本史料 5-13

仁治 02 6 0 26 12410811 京都 為祈雨、修孔雀経法、 東寺王代記 続群書類従 29下

仁治 02 6 0 26 12410811 大和［右衛門少志忠長書状、春日神主宛］依炎旱御祈、可被実検当社事、宣下条如此、来廿八日可令参勤候也、 春日社神事日記 鎌倉遺文 5897

仁治 02 6 0 27 12410812 紀伊
［金剛峯寺衆徒陳状土代］…一、仁治二年六月廿七日、粉
川寺僧徒数十人帯兵具、引率百姓、名手庄行向一二之井口、
落両井并打破樋穿溝、全分不令通用水、剰令守護井口之
間…

高野山文書又
続宝簡集 20

鎌倉遺文 5912

仁治 02 7 0 0 12410816 紀伊［金剛峯寺衆徒陳状案］…所詮云、去年井水相論喧嘩、云当時［ ］示訴訟、濫觴根源起於義治之横領、…
高野山文書又
続宝簡集 20

鎌倉遺文 5911

仁治 02 7 0 20 12410904 京都 甚雨之間、平野行幸延引、 百錬抄 14 新訂増補国史大系

仁治 02 10 0 11 12411122 伊勢［官宣旨］左弁官下伊勢大神宮／応下知本宮、且注進神事違例不浄不信、且祈謝公家御慎并天下動揺病事、…
仁治三年内宮
仮殿記 鎌倉遺文 5936

仁治 02 10 0 23 12411204 伊賀［清原某借銭請文］伊賀国印代郷内、新久吉借上事、銭五貫文也、…而今年虫損云々、…
歴代秘録裏文
書 鎌倉遺文 5952

仁治 02 11 0 13 12411223 京都 大風、 百錬抄 15 新訂増補国史大系

仁治 03 1 0 15 12420223 諸国
［新成敗式目］…一、人倫売買事／右、関東御教書云、寛
喜飢饉之比者、固有禁制者、還依可為人之煩、憖無沙汰
自今以後者、可令停止云々、守被仰下旨、可止之、若背御制、
云買人、云売人、可処罪科云々、

後日之式条 鎌倉遺文 5979

仁治 03 3 0 21 12420429 京都 今春余寒超冬、匪直也事歟、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 03 5 0 2 12420608 京都 自暁甚雨、自未刻後、大風…自此間、大風弥猛、多破人家、倒樹木、入夜漸止、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治元年（1240）～仁治 3年（1242）
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仁治 03 5 0 2 12420608 京都 終日雨降、大風、 百錬抄 15 新訂増補国史大系

仁治 03 5 0 23 12420629 伊勢
［大神宮神主注進状］…抑本宮別宮殿舎御門御垣等、破壊
顚倒、可被修造之由、載先進注文畢、随即今月風雨之間、
数宇殿舎破壊猶以倍増、四面荒垣百余間所顚倒也、今之
損色曽無比類…

仁治三年内宮
仮殿記 鎌倉遺文 6028

仁治 03 5 0 29 12420705 京都 甚雨、如注也、 平戸記 1 大日本史料 5-14
仁治 03 6 0 1 12420707 京都 自夜甚雨、終日終夜不止、 平戸記 1 大日本史料 5-14

仁治 03 6 0 2 12420708 京都 終日終夜降雨、如昨日、入夜殊以甚、…今日又被発遣止雨奉幣、… 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 03 6 0 3 12420709 京都 自去五月中旬、六月三日、甚雨、洪水、 皇代暦 大日本史料 5-14
仁治 03 6 0 3 12420709 京都 甚雨、洪水、 歴代皇紀 日本の気象史料
仁治 03 6 0 3 12420709 京都 大雨、洪水、自六月四日炎旱、同十七日大雨、洪水、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

仁治 03 6 0 3 12420709 京都 大雨・洪水、自去三月、洪水・大雨、 皇年代略記 新校群書類従 2

仁治 03 6 0 3 12420709 京都 終日雨降、入夜弥滂沱、 百錬抄 15 新訂増補国史大系
仁治 03 6 0 4 12420710 京都 自六月四日、至七月十八日、炎暑、 歴代皇紀 日本の気象史料
仁治 03 6 0 4 12420710 京都 自六月四日、炎旱、同十七、八日、大雨、洪水、 皇年代略記 新校群書類従 2

仁治 03 6 0 8 12420714 世間 終日降雨、涼気如冬、上下各着綿衣、未曾有事也、又五月雨之後、六月霖雨、世間損亡云々、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 03 6 0 9 12420715 京都 終日陰、猶不迎晴天、暑日之比、如此事、未曾有事歟、世以憂之、 平戸記 1 大日本史料 5-14

仁治 03 6 0 19 12420725 天下 晴、近日連日風吹、又有旱魃之気、今年風水旱三災相合、天下愁之云々、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 03 6 0 25 12420731 天下 晴、風猶不止、今年風水旱三災相起、天下憂也、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 03 6 0 27 12420802 京都 晴、炎旱渉旬、為御祈、可被行水天供七壇之由、有其沙汰云々、神泉先掃除云々、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 03 6 0 29 12420804 京都 晴、炎暑如蒸、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 03 7 0 10 12420814 大和 大雨大風、南円堂頂上仏面阿弥陀落前机上、不破損、不思議也、
興福寺略年代
記 続群書類従 29下

仁治 03 7 0 16 12420820 京都 自六月四日、至七月十六日、炎暑、 皇代暦 大日本史料 5-14
仁治 03 7 0 16 12420820 改元 依彗星・炎旱・地震也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

仁治 03 7 0 17 12420821 京都 両三日、大雨、洪水、 皇代暦 大日本史料 5-14
仁治 03 7 0 19 12420823 京都 大雷電、雨降、里地不見程積也云々、 類聚大補任 大日本史料 5-14
仁治 03 7 0 19 12420823 伊勢 十七八日、大雨、洪水、 歴代皇紀 日本の気象史料

仁治 03 8 0 12 12420915 伊勢
［大神宮神主注進状］…抑去月十九日、依甚雨大風、本宮
内外院殿舎御門御垣損色倍増、破壊弥甚、先日所注進之
瑞板、十八枚顚倒、荒垣百三十余間破壊顚倒、荒祭宮瑞
垣板廿枚朽損顚倒…

（仁平三年）内
宮仮殿記 鎌倉遺文 6059

仁治 03 11 0 3 12421203 京都 近日京中井水皆枯尽了、此辺又同然而不似洛陽、仍就水所沐浴也、晩頭帰洛、 平戸記 1 大日本史料 5-15

仁治 03 11 0 5 12421205 京都 晴、絶久不降雨、匪直也事、京中水已尽了、上下歎之、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 03 12 0 0 12421231 諸国 諸国咳病流行、 平戸記 1
鎌倉時代医学史の
研究

仁治 03 12 0 12 12430111 天下 近日、天下上下諸人、煩咳病、所疑時行之躰也、多以損命、已可謂天災歟、 平戸記 1 増補史料大成 32

仁治 04 0 0 0 12430129 若狭 太良庄で地頭が種子農料を与えず、不熟損亡に拘らず年貢を責取るなどの非法を六波羅へ訴える、 東寺百合ほ 17 百姓一揆総合年表

仁治 04 0 0 0 12430129 諸国 痘瘡流行、 大日本史 日本震災凶饉攷
寛元 01 2 0 26 12430325 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

寛元 01 5 0 0 12430329 京都 京都に疱瘡流行、 百錬抄 15
鎌倉時代医学史の
研究

寛元 01 5 0 18 12430613 京都 河東雹降、 百錬抄 15 東大謄写本
寛元 01 5 0 19 12430614 京都 近日疱瘡滋蔓、小児等有此事（憂ｲ）云々、 百錬抄 15 大日本史料 5-16
寛元 01 5 0 28 12430623 相模 将軍家赤痢病気御座、 吾妻鏡後編 新訂増補国史大系

寛元 01 7 0 20 12430814 京都 近年、桂川流、頗相侵（浸）之間、可奉移他所歟之由、氏長者以後奏聞、已及度々歟、 故一品記 大日本史料 5-16

仁治 3年（1242）～寛元元年（1243）
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寛元 01 9 0 0 12431022 鎌倉 頼嗣疱瘡を病む、 吾妻鏡 鎌倉時代医学史の
研究

寛元 01 11 0 25 12440113 若狭 八月上旬比、大旱魃之境節、為晩田用水、被落井之間、府辺公人愁之、
東寺百合文書
ほ 土一揆史料集成上

寛元 01 11 0 25 12440113 若狭
［六波羅裁許状］…一、二石佃事／右、歓心等申云、件佃
被宛行各一反於百姓五人、不下種子農料、不論不熟損亡、
被責十石米事、無術次第也云々、…

東寺百合文書
ほ 鎌倉遺文 6254

寛元 01 11 0 25 12440113 若狭

［六波羅裁許状］…一、百姓時沢姉婿延員并地頭又代官下
人包久過料事、／右、歓心等申云、去年＜仁治三年＞八
月十三日、無用之井水令落之故、延員一貫五百文、包久
三貫文被行過料了、件井者、国領他郷之井也、当庄田者、
彼井水指上之時、所令水損也…定西申云、彼井者、国中
最大事之井也、八月上旬比、大旱魃之境節、為晩田用水、
被落井之間、府辺公人愁之、…

東寺百合文書
ほ 鎌倉遺文 6254

寛元 02 2 0 16 12440402 鎌倉

今日有評定条々被定其法、／一、奴婢養子事、／号進退者、
不可及売買、／一、寛喜飢饉養助事、／無縁非人不及御
制、於親類者、一期之程雖進退、不可及子孫相伝、／一、
人倫売買直物事、／於御制以前者、可糺返本主、至以後者、
不可糺返、／…

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛元 02 3 0 4 12440419 紀伊［北条重時書状］粉河寺申、丹生屋堺畑用水間事、重訴状謹以進上候、…
高野山文書宝
簡集 30

鎌倉遺文 6287

寛元 02 4 0 0 12440516 京都 ～六月、疫疾大行、十歳以上児、皆受此病、 和漢合符 日本災異志

寛元 02 4 0 0 12440516 京都 自四月、至六月、大疫＜号鬱陀鬼＞或三或五日、十歳以上者、無不受此病、 武家年代記 続史料大成 18

寛元 02 4 0 25 12440609 京都 今年、有炎旱之疑、所々之地、皆乾云々、又近日病患充満、或損命、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 4 0 26 12440610 相模
今夜、被行四角四堺鬼気祭、是近日、咳病、温気流布、
貴賤上下無免之間、将軍家并公達以下御祈禱也、両若君
有此御患、今若君于今無御平減云々、

吾妻鏡吉川本
34

大日本史料 5-17

寛元 02 4 0 29 12440613 天下 天下病患、逐日日新、毎家毎人、莫不臥病床、時々災殃誠以難遁事歟、近年無如此事、可恐々々、 平戸記 1 大日本史料 5-17

寛元 02 5 0 2 12440615 世間 近日、人別煩病患之間、如童僕、不見来、仍久不出仕…又世間病事、可有御祈歟之由、被申之、 平戸記 1 大日本史料 5-17

寛元 02 5 0 3 12440616 世間 自今日依所労＜世間流布事＞籠居、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 5 0 6 12440619 天下
主上御不予、近日天下貴賤両三日病悩、一人不漏之、世
以号内竹房（三日病と同じ、三日病は関東、内竹房は京都
の呼称か）、

百錬抄 15 日本疾病史

寛元 02 5 0 12 12440625 天下 大祓例并依天下病事、被行御祈例（二十二社奉幣）等可注賜云々、 師守記 4 大日本史料 5-17

寛元 02 5 0 12 12440625 世間 被立廿二社奉幣使、依世間不静御祈也、 師守記 4 史料纂集

寛元 02 5 0 15 12440628 京都 近日、諸人病悩之間、其衆等欠如、然而如形求集、不令退転也、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 5 0 16 12440629 諸国
晴、諸国有炎旱之気、就中、至大和国者、都忘東作之業云々、
連々雖似雨下、地一切不潤令乾云々、又近日涼気殊太、
上下未離綿衣、暑天如此可奇々々、病患競起偏此故也、

平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 5 0 18 12440701 相模 大納言家并将軍家有御不例…、凡近日毎人有比病事、世号之三日病云々、 吾妻鏡吉川本 35 大日本史料 5-17

寛元 02 5 0 18 12440701 鎌倉
前大納言家并新将軍御不例、御心神殊違乱云々、此外、
二位殿・三位殿同令煩給、凡近日毎人有此病事、俗号之
三日病云々仍今夜被始行三ケ夜鬼気祭、文元勤之、但馬
前司定員奉公之、（流行性の呼吸器疾患か）

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛元 02 5 0 28 12440711 京都 伝聞、備中前司宗範朝臣頓死云々、可哀々々、今年連々有此災、可哀々々、… 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 0 12440714 天下
（4日）炎旱、已及下民之憂、…頻有御祈沙汰、…（11日）
炎旱已渉旬、天下之歎也、…（16日）御祈更無其験歟、偏
是政道依違之故也、…（18日）天下損亡無異歟、…（21日）
有徳政之沙汰、

平戸記 1 旱魃霖雨史料

寛元 02 6 0 1 12440714 京都 晴、未後両度微雨、雷鳴一両声、然而雨不及潤地、炎旱之令然歟、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 2 12440715 相模 炎旱之間、祈雨事、被仰鶴岡供僧等、 吾妻鏡吉川本 35 大日本史料 5-17

寛元元年（1243）～寛元 2年（1244）
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寛元 02 6 0 2 12440715 相模 又可修祈雨法之旨、依被仰鶴岡、供米十石事、同被仰下政所云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛元 02 6 0 3 12440716 相模 又炎旱依渉旬、被修十壇水天供、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛元 02 6 0 4 12440717 京都 晴、炎旱已及下民之憂云々、頻有御祈沙汰云々、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 4 12440717 鎌倉 又為祈雨、被始行十壇水天供云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛元 02 6 0 5 12440718 鎌倉 申刻雷鳴雨降、日来依炎旱、当被修祈雨法之時、雖有此雨、猶不足潤国土云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛元 02 6 0 5 12440718 鎌倉 申剋雷鳴甘雨下、猶不足之間、水天供延行、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛元 02 6 0 6 12440719 京都 炎暑如蒸、太無術計、自今日、依祈雨、被始十壇水天供云々、平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 8 12440721 京都 今年郭公充満、炎旱之兆歟、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 9 12440722 鎌倉 雨降、可謂甘雨歟、御祈僧徒捧巻数、付師員朝臣云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛元 02 6 0 9 12440722 鎌倉 雨降、水天供延行云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛元 02 6 0 11 12440724 天下 晴、炎旱已渉旬、天下之歎也、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 13 12440726 京都 自今日、於神泉苑、被始祈雨御読経云々、 百錬抄 15 新訂増補国史大系

寛元 02 6 0 16 12440729 京都
晴、炎旱渉旬、敢無雨気、御祈更無其験歟、偏是政道依
違之故也、上下愁歎之外無他歟、病者逐日増気、仍此間
不出仕也、…

平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 17 12440730 京都 神泉苑御読経、今日満五ケ日、更以無験、猶申延日数歟、平戸記 1 日本凶荒史考
寛元 02 6 0 18 12440731 天下 晴、昨今炎日殊甚、於今者、天下損亡無異歟、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 19 12440801 京都 晴、日輝如火、上下敢難堪忍、所々井水多枯尽了云々、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 21 12440803 京都
請雨経法可被始行云々、大国四ケ国可済其用途云々、神
泉御読経猶二ケ日申延云々、炎旱事匪直也事、仍有徳政
之沙汰…

平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 26 12440808 紀伊
（年次は推定）［地頭代正光書状（名手庄官御中宛）］（押紙）
「丹生屋地頭代」六波羅殿今月廿一日の御召符…を令申給
候了、其召符定名手庄家に御披露候覧、彼御召符状云、
所詮、止当時用水之妨、可企参洛之由等云々、…

高野山文書宝
簡集 29

鎌倉遺文 6334

寛元 02 6 0 26 12440808 京都 仍自昨日、被行請雨経云々、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 6 0 26 12440808 京都 於神泉、修請雨経法、 東寺王代記 続群書類従 29下
寛元 02 6 0 26 12440808 京都 実賢僧正被修請雨経法、… 百錬抄 15 新訂増補国史大系
寛元 02 6 0 27 12440809 京都 小雨時々降、入夜滂沱、甘澍也、 百錬抄 15 新訂増補国史大系
寛元 02 6 0 28 12440810 京都 自暁雨止…不可叶農業之要歟、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 7 0 1 12440812 京都 請雨経法第二日蒙賞… 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 7 0 2 12440813 京都 辰時地震…＜旱魃之徴也＞ 百錬抄 15 大日本史料 5-17
寛元 02 7 0 3 12440814 京都 晴、炎旱、其憂下民猶不休云々、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 7 0 4 12440815 諸国 一時甚雨、即晴、未能消下民之憂歟…雨今（木カ）津以南不降、不可説也、又江州以東同不降云々、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 7 0 11 12440822 京都 晴、炎暑此間如蒸、 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 7 0 12 12440823 京都 晴、今日頗有涼風、炎旱難止、可然之天災歟、… 平戸記 1 増補史料大成 32

寛元 02 11 0 3 12441211 相模 終日雨降、丑刻大洪水、道路悉為水底、家屋流失、資財粉散云々、近年無比類云々、 吾妻鏡吉川本 35 大日本史料 5-18

寛元 02 11 0 3 12441211 京都 終日雨降、 平戸記 1 日本の気象史料

寛元 02 11 0 16 12441224 鎌倉 評定間経営事、雑掌人等、向後故、可存倹約之旨、被定下云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

寛元 03 1 0 11 12450216 京都 天陰雨降、雷電甚雨、雷落所々、 百錬抄 15 新訂増補国史大系

寛元 03 2 0 16 12450322 諸国
［関東評定事書］一、寛喜以来飢饉時養助事／無縁之非人
者、不及御成敗、於親類境界者、一期之間、雖令進退、
不及売買、又不可及子孫相伝也

新編追加 鎌倉遺文 6443

寛元 03 5 0 0 12450603 京都 ～七月、祈雨奉幣、 百錬抄 15 新訂増補国史大系
寛元 03 5 0 8 12450610 京都 天陰、晩頭微雨、入夜甚雨、然而無程止、 平戸記 2 増補史料大成 33

寛元 03 5 0 12 12450614 京都 祈雨奉幣也、 百錬抄 15 新訂増補国史大系
寛元 03 5 0 13 12450615 京都 晴、依有炎旱之気、可被行水天供云々、 平戸記 2 増補史料大成 33

寛元 03 5 0 20 12450622 京都 自去夜、甚雨如沃、河水泛溢云々、 平戸記 2 増補史料大成 33

寛元 2年（1244）～寛元 3年（1245）
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寛元 03 5 0 20 12450622 京都 水天供、自明日可被始行之由、雖被仰、雨已降、仍又延引云々、 平戸記 2 増補史料大成 33

寛元 03 7 0 9 12450809 畿内
祈雨奉幣事…水天供已後連々有夕立、但畿内一切不雨下
云々、仍及此沙汰歟、但伝聞者、於［ ］所々者皆以損亡、
今者無詮云々、不然之所等者、又無雨之要云々、此奉幣
無詮歟、…

平戸記 2 増補史料大成 33

寛元 03 7 0 10 12450810 京都 昨夕、風雨片時不休、今日終日終夜共以猛烈、 平戸記 2 大日本史料 5-19
寛元 03 7 0 14 12450814 京都 終日終夜甚雨、河水已泛溢云々、 平戸記 2 大日本史料 5-19

寛元 03 7 0 15 12450815 天下 又以甚雨、所々鳴（鴨ｶ）水無比類云々、雨中祈雨之所致也、天下損亡歟…洪水之間不能往反、 平戸記 2 大日本史料 5-19

寛元 03 7 0 16 12450816 京都 依方違向本所、洪水之間、用祇園橋、 平戸記 2 増補史料大成 33

寛元 03 7 0 19 12450819 京都 雷雨殊甚、雹下、七月雹近来不覚、和漢定無例歟、吉凶如何、平戸記 2 大日本史料 5-19

寛元 03 7 0 19 12450819 京都 此間陰雲俄興、雷雨殊甚雹下、七月雹近来不覚、和漢定無例歟、吉凶如何、不審々々、 平戸記 2 増補史料大成 33

寛元 03 7 0 23 12450823 京都 太陽自東西嶺出逢、人以多見之…西日高昇漸消不見云々、希代事歟、 平戸記 2 大日本史料 5-19

寛元 03 8 0 3 12450902 京都 雷鳴、及晩雨弥甚、…河水已泛溢云々、車馬難通云々、仍今夕不帰、 平戸記 2 増補史料大成 33

寛元 03 8 0 3 12450902 京都 止雨奉幣也、 百錬抄 15 新訂増補国史大系
寛元 03 9 0 26 12451025 京都 自夜大雨、終日不休、河水泛溢云々、 平戸記 2 増補史料大成 33

寛元 03 11 0 29 12451226 京都 而俄大風、終日不休、人家多破損、酉剋許休止、 平戸記 2 増補史料大成 33

寛元 03 12 0 13 12460109 京都 此両三日大風、 平戸記 2 日本の気象史料
寛元 04 3 0 3 12460328 鎌倉 甚雨暴風、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛元 04 3 0 11 12460405 京都 終日風烈、 資季卿記 大日本史料 5-20
寛元 04 3 0 11 12460405 京都 寅剋雨脚如妖、雷鳴尤甚…巳剋風声殊烈、 顕朝卿記 大日本史料 5-20

寛元 04 3 0 11 12460405 京都
暁天以後雷鳴、大風大雨、…今日雨不休者、大礼如何之
由有仰、如此被仰之間、雲忽収、天快晴、雷鳴之条、相
叶仁和之嘉瑞歟之由、申上了、依雨不可有遅々之由、依
仰申殿下了、

葉黄記 1 史料纂集

寛元 04 3 0 18 12460412 京都 昏黒暴雨大風、雷鳴殊太、景気可恐、 民経記 大日本史料 5-20
寛元 04 3 0 18 12460412 京都 雪雨、 葉黄記 1 史料纂集
寛元 04 4 0 0 12460425 京都 止雨奉幣、 百錬抄 15 旱魃霖雨史料
寛元 04 4 0 7 12460501 京都 霜降霰散、可謂奇異歟、 百錬抄 15 新訂増補国史大系
寛元 04 4 0 10 12460504 京都 被発遣止雨二社奉幣使、 百錬抄 15 新訂増補国史大系
寛元 04 4 0 13 12460507 京都 終日大雨如妖、 民経記 大日本史料 5-20
寛元 04 4 0 18 12460512 京都 霖雨事、於軒廊有御占云々、 葉黄記 1 大日本史料 5-20
寛元 04 4 1 12 12460604 京都 今日、祈雨奉幣、雖雨降、猶被行之、 葉黄記 1 史料纂集
寛元 04 4 1 22 12460614 京都 雨降、自一昨日、神泉掃除、今有其験、 葉黄記 1 史料纂集

寛元 04 4 1 25 12460617 京都 雨降…今日、甘澍事、被祈申（祈雨）、雷公風伯感応之由有勅語、 葉黄記 1 史料纂集

寛元 04 5 0 24 12460715 京都 雨降、終夜滂沱、民庶坎楽、 葉黄記 1 史料纂集
寛元 04 5 0 26 12460717 鎌倉 終日暴風、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
寛元 04 6 0 5 12460726 京都 午剋雷雨如妖、…近日有炎旱之愁、此雨可謂甘澍歟、 民経記 大日本史料 5-20
寛元 04 6 0 12 12460802 京都 災旱渉累日、可驚々々 民経記 大日本史料 5-20
寛元 04 6 0 13 12460803 京都 有祈雨御祈・御卜等云々、 葉黄記 1 史料纂集
寛元 04 6 0 14 12460804 京都 炎旱、軒廊御占、炎旱事、 民経記 大日本史料 5-20

寛元 04 6 0 14 12460804 京都 軒廊御卜并室生龍穴御読経、醍醐清滝御読経、祈雨奉幣等也、 百錬抄 15 新訂増補国史大系

寛元 04 6 0 17 12460807 京都 依炎旱、有免者、 葉黄記 1 史料纂集
寛元 04 6 0 18 12460808 京都 炎旱及累日、井水漸尽、可驚々々、 民経記 大日本史料 5-20
寛元 04 6 0 19 12460809 京都 暑気如蒸、自今日被始行神泉御読経＜当日定＞、 民経記 大日本史料 5-20
寛元 04 6 0 19 12460809 京都 神泉御読経始、 葉黄記 1 史料纂集
寛元 04 6 0 22 12460812 京都 被発遣祈雨七社奉幣使、 百錬抄 15 新訂増補国史大系
寛元 04 6 0 25 12460815 京都 甚雨…七月廿五日以後、至今日、卅日無雨、 民経記 大日本史料 5-20

寛元 3年（1245）～寛元 4年（1246）
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寛元 04 6 0 26 12460816 京都 諸社・諸寺祈雨事、任例、可申沙汰之由、… 葉黄記 1 史料纂集
寛元 04 7 0 1 12460820 京都 大雨雷鳴、又落所々云々、 葉黄記 1 史料纂集

寛元 04 8 0 30 12461019 紀伊

［阿弖川庄年貢綿注文］…一、寛元四年ニ庄官注申綿…／
一、ぬしなくうせハてたる名々、上ニ十三名、下ニ八名、
已上廿一名也、たまたま御わたをまいらするも、六分か
一也、ぬしなきよしを申名々ニハ、実検使を被下て、あ
きらめるへきか、可弁申状如件、

又続宝簡 78 家高野山 6-1433

寛元 04 10 0 20 12461206 京都 被立止雨奉幣使、 百錬抄 15 新訂増補国史大系
寛元 04 11 0 16 12470101 京都 自夜雪降過尺、…北山辺及三四尺、近年未曾有大雪云々、葉黄記 1 史料纂集

寛元 04 11 0 20 12470105 京都 雪猶不休、洛陽及二尺、一条北辺及三尺、北山辺丈過歟、驚目者也、富貴之人添興、貧賤之輩添憂歟、 葉黄記 1 史料纂集

寛元 05 1 0 25 12470310 京都 入夜、大雨雷鳴、北野辺大蛇出現云々、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
寛元 05 1 0 29 12470314 相模 羽蟻群飛、充満鎌倉中云々、 吾妻鏡 38 大日本史料 5-21

宝治 01 2 0 28 12470412 改元 代始改元、 皇年代私記 .
資季卿記 東大謄写本

宝治 01 3 0 11 12470424 鎌倉 由比浜潮変色赤而如血、諸人群集見之云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

宝治 01 3 0 17 12470430 鎌倉 黄蝶群飛＜幅仮令一許丈列三段許＞、凡充満鎌倉中、是兵革兆也、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

宝治 01 5 0 20 12470701 京都 賑給定、 百錬抄 16 史料綜覧 4-723
宝治 01 5 0 26 12470707 京都 於社家行群（請ｲ）雨御読経、 葉黄記 1 大日本史料 5-22

宝治 01 5 0 26 12470707 京都 神泉苑に読経して雨を祈る、 百錬抄 . 歴代
編年集成 史料綜覧 4-723

宝治 01 6 0 0 12470711 鎌倉 鎌倉雪降、 加納年代記 石巻の歴史 1

宝治 01 6 0 0 12470711 陸奥 大洪水、領内被害多し、古来の云伝に、白髭水と云ふ、 岩手県災異年表 日本の気象史料
宝治 01 6 0 9 12470719 京都 自今夕修読（請ｲ）雨経法、 葉黄記 1 大日本史料 5-22
宝治 01 6 0 9 12470719 京都 依炎旱御祈、被修請雨経法、僧正実賢於神泉苑始修之、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
宝治 01 6 0 15 12470725 京都 依炎旱事、有軒廊御卜、 葉黄記 1 大日本史料 5-22
宝治 01 6 0 17 12470727 京都 依炎旱御祈、被始行水天供、 百錬抄 16 大日本史料 5-22

宝治 01 6 0 23 12470802 京都
請雨経法、今日＜二七ケ日、実賢僧正申延七ケ日＞結願也、
実賢僧正前々雖施其験、今度不雨降、頗為遺恨歟、及晩
小雨降、終夜大風、雨脚聊儷、水天供今朝為結願云々、

百錬抄 16 新訂増補国史大系

宝治 01 6 0 26 12470805 世間 法勝寺御八講、御幸、重時朝臣下向関東折節、世間不落居之間、寄事於炎旱、令止給云々、… 百錬抄 16 新訂増補国史大系

宝治 01 6 0 29 12470808 京都 為祈雨、被始行孔雀経法 葉黄記他 大日本史料 5-22
宝治 01 6 0 29 12470808 京都 於東寺灌頂院、…為祈雨、孔雀経法勤修、 東寺王代記 続群書類従 29下
宝治 01 6 0 29 12470808 京都 自今日、以東寺一長者、被修孔雀経法、是祈雨御祈也、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
宝治 01 7 0 1 12470810 京都 午剋許雨降、頗湿地、孔雀経法効験歟、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
宝治 01 9 0 1 12471008 相模 自亥一刻、至寅四点大風、仏閣人家多以顚倒破損云々、 吾妻鏡北条本 大日本史料 5-24
宝治 01 9 0 2 12471009 相模 子刻、大風猶不休、樹木皆吹抜云々、 吾妻鏡北条本 大日本史料 5-24
宝治 02 9 0 8 12471015 京都 大風雨、洪水過法云々、春日社鳥居顚倒云々、 百錬抄 16 新訂増補国史大系

宝治 02 0 0 0 12480204 伊勢（大国庄地下注文案）御佃五段　分米…一斗五升　去宝治二年洪水、田六十歩埋／七升五合　宝治以後洪水、卅流失
東寺百合文書
京 大日本史料 5-28

宝治 02 2 0 0 12480304 上野［正義＜足利義氏＞置文案］…然者、相分足利粟谷郷地利、永以可奉送御壇所、不論旱水両損、不可致懈怠…
鶴岡八幡宮文
書 鎌倉遺文 6944

宝治 02 3 0 10 12480412 紀伊［東寺長者＜良恵＞御教書］名手庄条々事…／一、損亡年者、以次年麦秋、可募供料不足事／…
高野山文書宝
簡集 29

鎌倉遺文 6947

宝治 02 6 0 9 12480708 相模 相模河水其流如血、観者恠之、試浸白布、移其色殆如紅梅云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

宝治 02 6 0 15 12480714 常陸 常陸国関郡仁木奈利郷白雪降、則休止云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
宝治 02 6 0 16 12480715 相模 相模河水赤色漸薄云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
宝治 02 6 0 18 12480717 常陸 濫橋辺一許町以下南、雪降、其如霜云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

宝治 02 6 0 24 12480723 紀伊（年次は推定）［藤原俊直書状　高野山検校法橋御房宛］紀伊国丹屋村名手庄依用水相論候…
高野山文書宝
簡集 30

鎌倉遺文 6984

宝治 02 9 0 0 12480926 京都 咳病流行、後深草天皇咳病を病む、 葉黄記 1
鎌倉時代医学史の
研究

寛元 4年（1246）～宝治 2年（1248）
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宝治 02 9 0 7 12481002 鎌倉 黄蝶飛行、自由比浦、至于鶴岡宮寺并右大将軍家法花堂、群亘云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

宝治 02 9 0 8 12481003 大和 大風雨洪水過法云々、春日社鳥居顚倒云々、 百錬抄 16 大日本史料 5-26
宝治 02 9 0 8 12481003 京都 大風暴雨、 葉黄記 1 大日本史料 5-26
宝治 02 9 0 8 12481003 大和 依大風、春日二鳥居顚倒、無先例云々、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
宝治 02 9 0 16 12481011 京都 御咳病により修法を行ひ、之を祈攘せしむ、 葉黄記 1 史料綜覧 4-744
宝治 02 9 0 16 12481011 京都 近日、人別咳病、頗及温気、 葉黄記 1 大日本史料 5-26

宝治 02 9 0 19 12481014 武蔵 未申両時之間、黄蝶群飛、自三浦三崎方、出来于名越辺、其群集之幅、三許段云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

宝治 02 10 0 20 12481113 京都 大雨によりて、上皇宇治御幸を停め給う、 葉黄記 .
宝治二年記 史料綜覧 4-745

宝治 03 0 0 0 12490221 陸奥 飛陸国？一日一夜、秋ノ如シ、 加納年代記 石巻の歴史 1

宝治 03 0 0 0 12490221 琉球 飢饉［ ］ニ至リ、疫癘大ニ行ハル、死スル者多シ、 琉球藩史 日本凶荒史考
建長 01 3 0 18 12490509 改元 内裏火事、天変、 皇年代私記 東大謄写本
建長 01 3 0 18 12490509 改元 依変異也、 皇代記 新校群書類従 2

建長 01 4 0 18 12490607 紀伊 大風雨、由良にて難破船二七隻死者五三、 紀州災異年表 日本の気象史料
建長 02 1 0 13 12500222 下総 下総国結城郡、自天麦降、如焼云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 02 5 0 0 12500609 京都 涼気のため、人多く綿を着る、 岡屋関白記 3 天変地異年表
建長 02 5 0 24 12500702 京都 賑給定、 百錬抄 16 史料綜覧 4-753
建長 02 6 0 0 12500708 京都 止雨奉幣、 岡屋関白記 旱魃霖雨史料
建長 02 6 0 16 12500723 京都 依止雨、被立十社奉幣使…是去十日依霖雨… 師守記 4 史料纂集

建長 02 7 0 28 12500901 紀伊
［法眼実承下文　長谷郷沙汰人百姓等所宛］可早先規、西
垣内畠田所当并公事免除田事／右、件田地、自先年之比大
旱損［連カ］年一切不令耕作者也、所詮、可被成畠之由、…

紀伊中家文書 鎌倉遺文 7216

建長 03 0 0 0 12510131 甲斐 大風、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

建長 03 3 0 6 12510405 鎌倉 同六日ヨリ至于廿三日、大風大雨、若宮小宮後崩、木一二本倒、松童社逆倒、高良社向西、荏柄社向東、 鶴岡社務記録 改定史籍集覧 25

建長 03 3 0 14 12510413 摂津［官宣旨案］左弁官下 摂津国広田社／応且注進神事違例不
信、且令祈謝恠所口舌病事等事／… 壬生家文書 鎌倉遺文 7301

建長 03 4 0 23 12510522 鎌倉 甚雨、自廿一日未止、今夜子刻洪水、村里家、耕所苗、悉以流失云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 03 4 0 27 12510526 京都 権中納言通雅卿行軒廊御卜＜霖雨也＞、 百錬抄 16 新訂増補国史大系

建長 03 5 0 5 12510602 京都 被発遣六社奉幣使＜依霖雨御祈也＞於丹生・貴布袮者被用殿上使、 百錬抄 16 新訂増補国史大系

建長 03 5 0 19 12510616 京都 入夜甚雨、夜半大風、民屋多破損、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
建長 03 5 0 19 12510616 京都 被発遣止雨八社奉幣使、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
建長 03 6 0 26 12510723 鎌倉 小雨降、冷気尤甚、有氷如冬天云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 03 7 0 4 12510730 鎌倉 半晴半陰、寒気猶未止、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 03 7 0 18 12510813 鎌倉 雪降、 本朝年代記 天変地異年表
建長 03 7 0 26 12510821 鎌倉 天晴、夕雨下、雪下有三嶋新宮上棟之義云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 03 7 0 30 12510825 鎌倉 雨降、凡此間風雨渉日、攘風災為令有西収豊稔、祭風伯可奉仕之由、被仰［ ］陰陽之道云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 03 8 0 1 12510826 鎌倉 天晴、南風悪、今夕、於由比浦、被行風伯之祭、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 03 8 0 2 12510827 鎌倉 天晴、風甚、但入夜、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 03 8 0 3 12510828 鎌倉 天霽、風少、今夕雪下、及三嶋新宮遷宮之義、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 03 8 0 13 12510907 京都 大雷雨、 岡屋関白記 史料綜覧 4-775

建長 03 9 0 5 12510928 諸国
武蔵国務条々事、并西海諸国守護地頭沙汰之事等、有評定、
是皆可救窮民之御計也、清左衛門尉・深沢山城前司等為
奉行、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 03 11 0 21 12520110 鎌倉 天晴、北風厳、寒気殊甚、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 04 0 0 0 12520219 丹波 大飢饉、米升百銭、 天寧寺年代記 東大謄写本
建長 04 0 0 0 12520219 京都 大飢、升米百銭、 武家年代記 続史料大成 18

建長 04 0 0 0 12520219 京都 大饑、米升百銭、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下

宝治 2年（1248）～建長 4年（1252）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

建長 04 0 0 0 12520219 京都 大飢、米升百銭、 如是院年代記 新校群書類従 20

建長 04 2 0 28 12520415 鎌倉 申尅、自腰越海上、至和賀江津而、海之水如血、広三丈計、及晩消滅畢、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 04 5 0 2 12520617 京都 被始修水天供等、依近日旱魃過法也、又祈雨奉幣度々也、百錬抄 16 新訂増補国史大系
建長 04 5 0 7 12520622 鎌倉 幕府、修法して雨を祈る、 吾妻鏡 史料綜覧 4-783
建長 04 5 0 11 12520626 鎌倉 幕府、祈雨賞を行ふ、 吾妻鏡 史料綜覧 4-783
建長 04 5 0 15 12520630 京都 雨降洪水、水天供二七日畢、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
建長 04 5 0 24 12520709 京都 賑給使定、 百錬抄 16 史料綜覧 4-784

建長 04 6 0 0 12520715 鎌倉 炎旱渉日…為御祈、被行赦、及数十人…旱魃一事已為人庶愁歎、 吾妻鏡 旱魃霖雨史料

建長 04 6 0 16 12520730 鎌倉 宗尊親王の御病、及び久旱によりて、幕府赦を行ふ、 吾妻鏡 史料綜覧 4-784

建長 04 6 0 20 12520803 加賀 夜手取川大に氾濫せし為に、本宮白山比咩神社市在家流失、 石川県水害誌 日本の気象史料

建長 04 6 0 23 12520806 鎌倉 大雨、 吾妻鏡 史料綜覧 4-785
建長 04 7 0 10 12520823 関東 近国旱魃之間、青苗悉黄枯、民庶莫不愁、 吾妻鏡 史料綜覧 4-785
建長 04 7 0 10 12520823 鎌倉 幕府、雨を祈る、 吾妻鏡 史料綜覧 4-785

建長 04 7 0 28 12520910 紀伊
［高野山（荒川庄）年預置文］…一、当庄於旱損所々者、可
減所当米事／右、寺用相節、任其古帳之処、百姓等旱損所々
殊愁申之、非無其謂歟、然者於旱損顕然之所者、五斗代者、
三斗五升減少之、三斗代者、一斗五升可減少定也／…

宝簡集 26 家高野山 1-359

建長 04 9 0 30 12521110 鎌倉
鎌倉中所々、可禁制沽酒之由、仰保保奉行人等、仍於鎌
倉中所々民家、所註之酒壷、三万七千二百十四口云々、
又諸国市酒全分可停止之由云々、

吾妻鏡 日本凶荒史考

建長 05 2 0 3 12530310 鎌倉 大風雨、雷電、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 05 5 0 13 12530617 京都 祈雨、二社奉幣也、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
建長 05 5 0 16 12530620 京都 依炎旱御祈、自今日、被始水天供＜二七ケ日＞、 百錬抄 16 新訂増補国史大系

建長 05 5 0 20 12530624 山城［官宣旨写　山城清滝社宛］…奉 勅、為祈請甘雨、始今月
廿一日申二点、五箇日之間… 壬生家文書 7 図書寮叢刊

建長 05 5 0 21 12530625 鎌倉 霽、此間炎旱也、仍為祈雨、被行霊所御祓、申尅小雨灑、吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 05 5 0 23 12530627 鎌倉 晴、…炎旱、被仰祈雨事、阿闍梨＜道禅・定清・尊家・親源・良基＞、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 05 6 0 13 12530717 京都 丹生、貴布袮両社に奉幣して、雨を祈る、 百錬抄 16 史料綜覧 4-794
建長 05 6 0 16 12530720 京都 水天供を修して、雨を祈る、 百錬抄 16 史料綜覧 4-794

建長 05 6 0 20 12530724 山城 清滝宮に読経して、雨を祈らしむ、
百錬抄 .報恩院
文書 .醍醐寺新
要録 .密宗年表

史料綜覧 4-794

建長 05 7 0 18 12530820 紀伊［藤原俊直惣官中分状案］紀伊国名手庄与丹生屋村、令相論水無河用水、中分間事、…
高野山文書
又続宝簡集 20

鎌倉遺文 7593

建長 05 8 0 11 12530912 京都 止雨奉幣也、 百錬抄 16 新訂増補国史大系

建長 05 9 0 16 12531016 関東
今日被定新制事、延応法之外、被加十三ケ条、関東御家
人并鎌倉居住人々可停止過差条々也、是去七月十二日所
被 宣下也、…

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 06 2 0 18 12540315 大和［尊栄書状］…又大和国東山辺水干不損之処、無違乱之様、委細御尋候…
興福寺本「因明
短釈」裏文書 鎌倉遺文 7707

建長 06 4 0 11 12540506 京都 霖雨を軒廊に卜す、 百錬抄 16 史料綜覧 4-802
建長 06 5 0 9 12540602 鎌倉 政所文書、辻風虚空吹上、不知行方珍事也、 鶴岡社務記録 続史料大成 18

建長 06 5 0 26 12540619 京都 賑給定、 百錬抄 16 史料綜覧 4-803
建長 06 6 0 0 12540723 鎌倉 春、夏大旱、 吾妻鏡 日本震災凶饉攷
建長 06 6 0 15 12540806 京都 至七月十八日、炎旱、 歴代皇紀 日本災異志
建長 06 7 0 0 12540822 京都 炎旱、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

建長 06 7 0 0 12540822 京都 六、七月、炎旱、 皇年代略記 新校群書類従 2

建長 06 7 0 1 12540822 鎌倉 甚雨暴風、人屋顚倒、稼穀損亡、古老云、廿年以来無如此大風云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 06 7 0 6 12540827 紀伊［藤原俊継置文］紀伊国名手庄与丹生屋村堺并池相論之間事、…切立用水中分之桝畢、…
紀伊金剛峯寺
文書 鎌倉遺文 7777

建長 4年（1252）～建長 6年（1254）
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建長 06 9 0 4 12541023 鎌倉 降雨大風、巳刻休止、連日雨、国土損亡之間、被行止雨御祈、於前浜、有七瀬祓、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 06 9 0 4 12541023 熊野 終夜雨降、大風無休時、洪水之間、船一切不可通之由、 経俊卿記 図書寮叢刊

建長 06 10 0 4 12541122 鎌倉 快晴、戌尅俄甚雨、雷電鳴、霰相交、暁更又雷鳴数返、驚耳者也、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 06 11 0 27 12550114 若狭
［若狭太良庄実検取帳目録案］太良御庄／注進 建長六年実
検取帳目六并所当米雑物等事、…不作九段三百歩／河成
七反六十歩…

東寺百合文書
は 2

大日本古文書

建長 07 0 0 0 12550216 天下 天下ニ、ハシカヲヤムコト、カキリナシ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

建長 07 0 0 0 12550216 京都 赤斑瘡流行、児童多死、 年代記抄節．
皇年代略記 日本災異志

建長 07 0 0 0 12550216 越中 赤斑疫病、病童部多死、 立川寺年代記 続群書類従 29下
建長 07 2 0 23 12550408 京都 止雨奉幣使、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
建長 07 2 0 29 12550414 鎌倉 自昨日大雨降、午剋洪水雷電、二日依雨、及今日云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 07 4 0 24 12550607 京都 於神泉苑有雨請事、 百錬抄 16 新訂増補国史大系

建長 07 8 0 0 12550910 会津 大風、人家倒壊、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

建長 07 8 0 28 12551007 京都 雷雨、雷落法勝寺塔、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

建長 08 0 0 0 12560205 日本 春日旱、夏大雨、日本大悪作、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

建長 08 0 0 0 12560205 鎌倉 秋、冬、赤斑瘡流布、 鎌倉年代記裏書 続史料大成 18

建長 08 5 0 0 12560602 越後

［越後白河荘作田注文案］越後国白河［      ］注進年々作田目
録次第注文事／…右往古本田数三百丁云々、雖然、或依
為阿賀川辺地、年来之間、毎年流失了、依或旱損為荒廃、
但近年者、去治承三年以御使、行忠検注田数、所被確本
田数也、然者、乱以後田数近年為御不審、注進如件、  

九条家文書 鎌倉遺文 8001

建長 08 6 0 7 12560707 天下

雨降、凡今年大雨洪水、殆越例年、寒気又以不時、暑不信、
其物定不長歟、依之、仰鶴岳別当僧正隆弁、左大臣法印
厳恵等所被行天下泰平御祈禱也、去寛喜二年之夏、涼気
如冬天、六、七両月之間、霜雪降、八月大風、翌年国土
飢饉、民間傷死、而今時節不調、不可不慎歟、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 08 6 0 16 12560716 京都 雷落法勝寺阿弥陀堂北第一御仏上、雷火不燃付云々、 経俊卿記 図書寮叢刊
建長 08 6 0 27 12560727 鎌倉 奥州禅門息女卒去、去比流産、其後赤痢病、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 08 8 0 0 12560829 鎌倉 赤斑瘡流行、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 08 8 0 0 12560829 世間 近日、赤斑瘡世間流布、上下病悩、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
建長 08 8 0 6 12560903 鎌倉 甚雨大風、河溝洪水、山岳大頽毀、男女多横死云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 08 8 0 8 12560905 鎌倉 陰、依去六日大風、田園作毛等、悉損亡之由、近国申之、吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 08 8 0 15 12560912 鎌倉 小雨降、北風烈、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 08 8 0 27 12560924 京都 近日、赤斑瘡流行、上下病悩、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
建長 08 8 0 29 12560926 鎌倉 終夜雨降、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 08 9 0 1 12560927 鎌倉 将軍家御悩、赤斑瘡也、…此事当時流布、諸人不免之、為祈禱、於諸堂被行百座仁王講、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

建長 08 9 0 5 12561001 京都 天皇令煩赤斑瘡御、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
建長 08 9 0 9 12561005 近江 延暦寺、赤斑瘡の御悩を祈攘す、 華頂要略 史料綜覧 5-10
建長 08 9 0 15 12561011 鎌倉 相州（北条時頼）令悩赤斑瘡給、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 08 9 0 16 12561012 鎌倉 又相州女子、有赤斑瘡、邪気相交云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 08 9 0 17 12561013 京都 赤斑瘡を祈攘す、 百錬抄 16 史料綜覧 5-10
建長 08 9 0 19 12561015 鎌倉 甚雨降、…今日、武州嫡男＜四歳＞労赤斑瘡云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 08 9 0 25 12561021 鎌倉 相州（北条時頼）御不例平癒之間、始令洗手足給云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
建長 08 9 0 28 12561024 鎌倉 越後守室赤斑瘡所労云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
康元 01 10 0 5 12561031 改元 御慎并赤疱瘡、 皇年代私記 東大謄写本
康元 01 10 0 5 12561031 改元 依赤疱瘡也、 百錬抄 16 日本疾病史
康元 01 10 0 5 12561031 改元 依赤斑瘡也、 皇代記 新校群書類従 2

康元 01 10 0 15 12561110 改元 依御慎、并赤斑瘡也、 皇年代略記 新校群書類従 2

建長 6年（1254）～康元元年（1256）
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康元 01 11 0 3 12561128 鎌倉 相州（北条時頼）令悩赤痢病給、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
康元 01 11 0 22 12561217 鎌倉 相州（北条時頼）赤痢病事減気云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

康元 02 0 0 0 12570124 日本 天下大地震、日本大飢饉、会津人多死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

康元 02 0 0 0 12570124 甲斐 大風洪水、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

康元 02 0 0 0 12570124 関東 大旱、地震、疫癘、人民餓死無算、 年代記抄節 日本災異志
康元 02 0 0 0 12570124 越中 大旱魃、大地震、大疫病、餓死人無数、 立川寺年代記 続群書類従 29下
正嘉 01 0 0 0 12570124 羽前 大飢饉、餓多シ、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

正嘉 01 0 0 0 12570124 羽前（異筆）大飢渇、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

正嘉 01 3 1 25 12570517 京都 京都降灰、 歴代編年集成 史料綜覧 5-16
正嘉 01 5 0 5 12570625 京都 雨降、洪水之間、不出仕、 経俊卿記 図書寮叢刊
正嘉 01 5 0 6 12570626 京都 京都甚雨洪水、 経俊卿記 史料綜覧 5-18

正嘉 01 5 0 6 12570626 京都
甚雨猶過法、洪水超昨日、車馬不通、仍不能出仕、河辺
小屋等大略流失云々、近年此程之洪水未覚悟之由、古老
之者等称之、

経俊卿記 図書寮叢刊

正嘉 01 5 0 7 12570627 京都 朝間猶雨降、然而漸属晴、今日水猶不落之間、不能出仕、…又於蔵人所被行霖雨御卜、 経俊卿記 図書寮叢刊

正嘉 01 5 0 8 12570628 京都 霖雨御卜事、 経俊卿記 図書寮叢刊

正嘉 01 5 0 9 12570629 京都 今日（小）五月会、一昨日延引、依洪水、如浮橋不可叶、（仍延）引云々、… 経俊卿記 図書寮叢刊

正嘉 01 5 0 28 12570718 京都 賑給定、 百錬抄 16 史料綜覧 5-19
正嘉 01 6 0 0 12570720 大和 是月旱＜東大寺円照上人行状＞、 大日本史 日本凶荒史考
正嘉 01 6 0 0 12570720 鎌倉 是月炎旱、幕府雨を祈る、 吾妻鏡 史料綜覧 5-20

正嘉 01 6 0 19 12570807 京都 仰 可為廿二日 炎旱御祈事／仰 奉幣可為明日、神泉掃除事、
同可申沙汰之由可仰、 経俊卿記 図書寮叢刊

正嘉 01 7 0 1 12570818 鎌倉 天晴、日中小雨灑、炎旱之間、加賀法印奉祈雨事、昨日満七ケ日云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

正嘉 01 7 0 5 12570822 鎌倉 甘雨下、自去二日、若宮別当僧正被修祈雨法云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
正嘉 01 7 0 8 12570825 鎌倉 奉仕祈雨法之後、自五日雨下、同六、七両日、甚雨也、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

正嘉 01 7 0 10 12570827 京都 雨を神泉苑に祈る、ついでまた清滝宮に祈る、
東寺長者補任 .
本朝高僧伝 .醍
醐寺新要録 .密
宗年表

史料綜覧 5-20

正嘉 01 8 0 0 12570917 諸国

去ぬる正嘉元年八月より、天変地妖、様々にて、風雨、洪水、
飢饉、疾疫打続きければ、諸寺諸社に仰せて、国家安鎮
の大法を修し、祈禱の懇祈を致さるれども、変災愈重りて、
餓孚野に盈ちて、鳥犬屍を争ひ、臭気風に乗つて行人鼻
を蔽ふ、是只事にあらず、如何様政道の邪なる歟、理世
に私ある歟、天怒り地怨むる所あらば、罪を一人に示し
給へ、民何の科に依て、かゝる災禍に逢ふ事ぞと、時頼
入道深く歎き給ひけれども、時運の環る所、力及ばざる
折節なり、

北条九代記 日本凶荒史考

正嘉 01 8 0 3 12570919 京都 止雨奉幣事／仰、明日指合者、雖明後日可申行、 経俊卿記 図書寮叢刊
正嘉 01 8 0 13 12570929 越後 大風吹、 宝林寺年代記 日本の気象史料
正嘉 01 9 0 7 12571022 京都 霜降、 経俊卿記 図書寮叢刊
正嘉 01 9 0 30 12571114 加賀 加賀公田不作事、任申請、可書給御教書之由、被仰下… 経俊卿記 図書寮叢刊
正嘉 01 10 0 13 12571127 鎌倉 天晴、入夜、雷電霹靂、及終夜、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
正嘉 01 10 0 15 12571129 鎌倉 朝雨降、夕甚雨雷鳴、丑剋地震、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
正嘉 02 0 0 0 12580212 能登 大風、大餓死、 永光寺年代記 加能史料研究 2

正嘉 02 0 0 0 12580212 京都 北風吹、京中ニ人多ク死、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

正嘉 02 0 0 0 12580212 関東 飢饉、 年代記抄節 日本災異志
正嘉 02 0 0 0 12580212 天下 天下大風、人民飢死、 年代記略 東大謄写本
正嘉 02 0 0 0 12580212 天下 天下不熟、 興福寺略年代記 日本凶荒史考
正嘉 02 0 0 0 12580212 諸国（弘前）諸国飢饉、 日記 八木橋文庫

康元元年（1256）～正嘉 2年（1258）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

正嘉 02 0 0 0 12580212 越中 又如此（大旱魃、大地震、大疫病、餓死人無数）、 立川寺年代記 続群書類従 29下
正嘉 02 3 0 6 12580418 鎌倉 甚雨、北風烈風、亥尅将軍家（宗尊親王）自二所還御、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
正嘉 02 3 0 20 12580502 鎌倉 終日甚雨、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

正嘉 02 6 0 0 12580710 天下 六月寒冷如例二、三月、仍五穀不熟天下一同、仍次年大飢饉、餓死者不知其数、百姓直僅小升三升也、
暦仁以来年代
記 続群書類従 29下

正嘉 02 6 0 0 12580710 鎌倉 是月、鎌倉寒気冬の如し、 吾妻鏡 . 暦仁
以来年代記 史料綜覧 5-30

正嘉 02 6 0 15 12580724 京都 霖雨を軒廊に卜す、 百錬抄 16 史料綜覧 5-30
正嘉 02 6 0 24 12580802 鎌倉 近日、有寒気如冬天、 吾妻鏡 日本凶荒史考
正嘉 02 8 0 0 12580906 諸国 諸国、大風供（洪）水、 熊野年代記 印影本

正嘉 02 8 0 0 12580906 会津 大雨、大洪水、人流死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

正嘉 02 8 0 1 12580906 陸奥 大風、人多死、五穀不熟、 加納年代記 石巻の歴史 1
正嘉 02 8 0 1 12580906 越後 大風、同十三日大風吹、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
正嘉 02 8 0 1 12580906 天下 大風、天下損亡、依之将軍家御上洛延引、 北条九代記 日本の気象史料

正嘉 02 8 0 1 12580906 諸国 当年風水度々、其中八月一日大洪水、并乾風過法之間、諸国作物一同不熟、 類聚大補任 日本の気象史料

正嘉 02 8 0 1 12580906 諸国 暴風烈吹、甚雨如抜、昏黒天顔快晴、諸国田園悉以損亡云々、 類聚大補任 日本の気象史料

正嘉 02 8 0 1 12580906 諸国 暴風烈吹、甚雨如妖、昏黒天顔快晴、諸国田園悉以損亡云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

正嘉 02 8 0 1 12580906 伊勢 大風、 神明鏡 日本凶荒史考
正嘉 02 8 0 1 12580906 諸国？［日蓮書状］（正嘉）同二年＜戊午＞八月一日大風、 日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 9911

正嘉 02 8 0 1 12580906 天下 大風、天下損亡、 鎌倉年代記裏書 続史料大成 18

正嘉 02 8 0 1 12580906 相模 大風、 49安国論御勘
由来 

昭和定本日蓮聖人
遺文

正嘉 02 8 0 1 12580906 京都 雨降大風、所々顚倒破壊、不可勝計、安嘉門顚倒了、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
正嘉 02 8 0 2 12580907 天下 大洪水、天下大飢饉、人民死亡畢、 神明鏡 日本凶荒史考
正嘉 02 8 0 5 12580910 鎌倉 甚雨、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

正嘉 02 8 0 28 12581003 諸国 今日評定、将軍家御上洛延引云々、是依諸国損亡、民間有愁之故也、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

正嘉 02 9 0 2 12581007 鎌倉 終日終夜雨降、暴風殊甚、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

正嘉 02 9 0 26 12581031 伊予
（年次は推定）［伊予弓削島荘雑掌注進状］…兼又以当嶋
所出物、御供料可令沙汰進事、相当飢饉之年者、難叶之由、
令歎申候之処、所申不便事也、可有御計之由、蒙仰候之条、
真実悦入候、

東寺百合文書
ト 鎌倉遺文 8284

正嘉 02 10 0 1 12581104 天下 於誉田社、為法施講般若心経、祈天下泰平、当年炎旱故、哀人氏飢饉、企如此行、 感身学正記 東洋文庫 664

正嘉 02 10 0 6 12581109 河内
太子御廟、一夜不断満如意大咒祈請、意趣同前（祈天下泰
平、当年炎旱故、哀人氏飢饉、企如此行）、其後、大和国
布施寺講十重禁戒、

感身学正記 東洋文庫 664

正嘉 02 10 0 16 12581119 鎌倉 朝晴、巳剋以後甚雨洪水、屋宅流失、人溺死、午尅属晴、吾妻鏡後 新訂増補国史大系

正嘉 03 0 0 0 12590201 天下 天下饉死、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

正嘉 03 0 0 0 12590201 天下
去年六月、寒冷如二、三月、天下五穀不登、是歳飢饉、
餓死者不知其数、百文直僅小升三升也（年／暦）、自夏及
秋京師及諸国、疾疫餓浮盈道（歴）、

年代記抄節 .歴
代皇記 . 暦仁
以来年代記

日本災異志

正嘉 03 0 0 0 12590201 天下 春至夏、天下疫癘大行…加以飢饉、諸国民庶多死亡、 五代帝王物語 日本災異志
正嘉 03 0 0 0 12590201 羽前 疫癘飢饉ニテ、人多死、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

正嘉 03 0 0 0 12590201 陸奥 疫病飢饉、小尼出死人喰、月ヲ経テ不知行方、 加納年代記 石巻の歴史 1

正嘉 03 0 0 0 12590201 伊予
正嘉年中…相当飢饉之年、庄家顚廃、百姓失度、或多死
亡之間、先進用途大旨空手了、依之、庄家猶不立直之間
…（東寺領弓削嶋庄）

東寺百合文書
ヨ 編年差別史 3

正嘉 03 0 0 0 12590201 天下 本朝正嘉之時、天下飢饉疾疫国衰亡也、 実夏公記 大日本史料 6-1
正嘉 03 0 0 0 12590201 京都 今年自春及冬、京中諸司、依疾疫、飢渇、死人満道路、 歴代皇紀 日本凶荒史考

正嘉 03 0 0 0 12590201 天下 是歳、自春至夏、天下疫癘流行、莫家不患、如川原、則死屍塞路、不可復往返、加以飢饉、諸国民庶多死亡、 五代帝王物語 日本疾病史

正嘉 2年（1258）～正嘉 3年（1259）
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正嘉 03 0 0 0 12590201 諸国 京都及び諸国飢疫餓孚多し、
北条九代記 .官
公事抄 . 皇代
略記他

史料綜覧 5-43

正嘉 03 0 0 0 12590201 諸国［日蓮書状］正元元年＜已未＞大疫病、 日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 9911

正嘉 03 0 0 0 12590201 天下 天下大飢饉、 鎌倉年代記裏書 続史料大成 18

正嘉 03 0 0 0 12590201 京都 今年、春以来、疾疫・飢饉、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

正嘉 03 0 0 0 12590201 天下 天下飢饉、疫疾繁昌、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
正嘉 03 0 0 0 12590201 越中 大疫病、餓死人多、 立川寺年代記 続群書類従 29下

正嘉 03 0 0 0 12590201 相模 己未、大飢饉、 49安国論御勘
由来 

昭和定本日蓮聖人
遺文

正嘉 03 0 0 0 12590201 相模 己未、大疫病、 49安国論御勘
由来 

昭和定本日蓮聖人
遺文

正嘉 03 0 0 0 12590201 相模

［大中臣ち与子宛、女千手十一歳売券］（年次は推定）永売
渡女子事／合壱人者字千手、生年十一／右件女子、世間
令飢饉之間、依無養育之力、以去正嘉二年難給与于僧正
遍不相叶、于今事□之間、所返遣也、然則限直銭五［   ］文
所売渡大中臣ち与子…

光明寺古文書
6

東大写真帳

正嘉 03 2 0 9 12590311 諸国

［関東御教書案　駿河守宛］一、止山野江海煩、可助浪人
身命事、／諸国飢饉之間、遠近侘［ ］之輩、或入山野、取
薯蕷・野老・或臨江海、求魚鱗海藻、以如此業、支活計之処、
在所之地頭、堅令禁遏云々、早止地頭制止、可助浪人身
命也、但寄事於此制符、不可有過分之儀、存此旨、可致
沙汰之状、依仰執達如件、

新式目 鎌倉遺文 8346

正嘉 03 2 0 10 12590312 諸国

［関東御教書案　陸奥留守宛］諸国飢饉之間、遠近侘［ ］之
輩、或入山野、取薯蕷・野老・或臨江海、求魚鱗海藻、
以如此業、支活計之処、在所之地頭、固令禁遏云々、早
停地頭制止、可扶浪人身命也、但寄事於制符、不可有過
分之儀、存此旨、可令相触陸奥国中之状、依仰執達如件、

式目追加 鎌倉遺文 8347

正嘉 03 3 0 1 12590402 世間 依世間不静、御祈被［    ］諸国仁王経転読事、 師守記 4 史料纂集
正嘉 03 3 0 7 12590408 京都 朝間雨降、今日、後宴儀、依雨、俄延引、属晩甚雨、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
正元 01 3 0 26 12590427 改元 改正嘉為正元、依飢饉并病事、 師守記 4 史料纂集
正元 01 3 0 26 12590427 改元 依疾疫・飢饉・地震云々、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

正元 01 3 0 26 12590427 改元 依飢饉・疫癘也、 皇代記 新校群書類従 2

正元 01 3 0 26 12590427 改元 依疾疫・飢饉・地震等也、 皇年代略記 新校群書類従 2

正元 01 4 0 5 12590505 諸国 依飢饉、疾疫、御祈於五畿七道諸国、可転読最勝王経之由、被宣下之、 師守記 4 史料纂集

正元 01 4 0 11 12590511 京都 依飢饉御祈、被立廿二社奉幣、 帝王編年記 日本凶荒史考
正元 01 4 0 27 12590527 京都 今日、依疫疾御祈、被発遣廿二社奉幣… 経俊卿記 図書寮叢刊
正元 01 4 0 27 12590527 世間 被発遣臨時廿二社奉幣使、世間不静御祈也、 師守記 4 史料纂集
正元 01 4 0 27 12590527 京都 依飢饉・疫疾等御祈、被発遣臨時廿二社奉幣使… 百錬抄 16 新訂増補国史大系
正元 01 4 0 27 12590527 京都 自今日、依疫疾御祈、於諸社、七ケ日被修仁王経御読経、百錬抄 16 新訂増補国史大系
正元 01 4 0 30 12590530 京都 自今日、於仙洞、被修仁王経法、依疫疾御祈、 百錬抄 16 新訂増補国史大系

正元 01 5 0 5 12590604 京都 近日十三四許小尼、於一条壬生、破食死人云々、未曾有事歟、 百錬抄 16 日本凶荒史考

正元 01 5 0 5 12590604 京都 大内裏辺小尼＜十三四歳＞食死人云々、於達智門跡食之云々、 帝王編年記 日本凶荒史考

正元 01 5 0 7 12590606 京都 自今日、於禁裏、被修如法北斗法、依疫疾御祈也、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
正元 01 5 0 8 12590607 京都 近日、食死人之小尼有之、希代之珍事也、昨日、追城外云々、経俊卿記 図書寮叢刊
正元 01 5 0 9 12590608 京都 今年、被興行、依疫疾御祈也、 百錬抄 16 新訂増補国史大系
正元 01 5 0 22 12590621 天下 内裏焼、天下餓死ス、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
正元 01 5 0 26 12590625 近江 比叡山の三塔衆徒…飢疫を祈る、 華頂要略 史料綜覧 5-36

正元 01 5 0 27 12590626 京都 上皇、於嵯峨殿、被奉供養宸筆般若心経、為被攘疫疾之災、依弘仁例也、 百錬抄 16 新訂増補国史大系

正元 01 6 0 0 12590629 諸国 冷夏、諸国大飢饉、五穀実らず、餓死多し、 年代記抄節 中世東国災害史略
年表

正元 01 6 0 1 12590629 鎌倉 疾風、暴雨、洪水、河辺人屋、大底流失、山崩、人多為磐石圧死、 吾妻鏡 日本凶荒史考

正嘉 3年（1259）～正元元年（1259）
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正元 01 6 0 4 12590702 諸国

今日有被定之条々、且被仰遣六波羅也、所謂…一、放免
事／右於殺害人者、日来十ケ年以後随所犯軽重、雖被放
免之、於今度者、云諸国飢饉、云人民病死、過法之間、
以別御計、不謂年記、無殊子細之輩者、至当年所犯者、
被放免畢焉、

吾妻鏡 日本凶荒史考

正元 01 7 0 10 12590807 世間 被発遣祈年穀奉幣使、世間不静事、被載宣命辞別、 師守記 4 史料纂集
正元 01 8 0 5 12590831 鎌倉 甚雨、申剋大風、人屋多以破損、戌剋風休、 吾妻鏡 日本凶荒史考

正元 01 10 0 0 12591025 諸国

［湯浅光信訴状案］紀伊国阿弖河庄地頭藤原光信謹言上／
…就中、当年者、依為諸国平均之飢饉、自関東停止臨時
之課役、不可禁制山海之由、被下御教書於諸国之間、或
所者開領家之御倉、与粮於百姓、或所者、止領家方恒例
臨時之公事、被成撫民儀之処、預所自去六月比、不下行
一塵之粮米、放付御力者、令責採数千物材木之間、依不
顧妻子之活計、令餓死之輩、不知其数、是併預所被苛責
故也、…

高野山文書
又続宝簡集 57

鎌倉遺文 8421

正元 01 12 0 0 12600121 諸国 京都及び諸国飢疫多し、 北条九代記 鎌倉時代医学史の
研究

正元 02 0 0 0 12600220 天下 今年、天下疫饑（歴代編年／長者補任追／武家年代記／将軍家語）、 続史愚抄 編年差別史 3

正元 02 0 0 0 12600220 諸国 ［日蓮書状］（正元）同二年＜庚申＞亘四季大疫不已、万民既超大半、招死了、 日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 9911

正元 02 0 0 0 12600220 天下 天下大飢饉、疫疾、 武家年代記 続史料大成 18

正元 02 0 0 0 12600220 諸国
庚申、亘四季、大疫不已、万民既超大半招死了、而間、
国主驚之、仰付内外典、有種種御祈禱、雖尓無一分験、
還増長飢疫等、

49安国論御勘
由来 

昭和定本日蓮聖人
遺文

正元 02 1 0 17 12600307 諸国 国土災難アリ…諸国飢饉アリ…河原白骨アリ、 正元二年院落書 中世政治社会思想下
正元 02 4 0 6 12600524 鎌倉 自去年冬之比、時行流布間、可被祈請之由、被仰于諸寺、吾妻鏡 日本疾病史
文応 01 4 0 13 12600531 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

文応 01 6 0 1 12600717 鎌倉 疾風、暴雨、洪水、河辺人屋大底流失、山崩人多為磐石被圧死、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

文応 01 6 0 4 12600720 諸国
［関東評定事書］一、放免事、／右、於殺害人者、日来十
ケ年以後、随所犯軽重、雖被免之、於今度者、云諸国飢饉、
云人民病死、過法之間、以別御計、不謂年紀、無殊子細
之輩者、至当年所犯者、被放免畢焉、

吾妻鏡後 鎌倉遺文 8523

文応 01 6 0 5 12600721 鎌倉 雨降、被行止雨御祈、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

文応 01 6 0 7 12600723 鎌倉 雨降、未剋属晴、自去月十六日、霖雨不休、今日適迎晴、是偏法験之所致歟、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

文応 01 6 0 12 12600728 諸国

為人庶、疾疫対治、可致祈禱之由、今日被仰諸国守護人
云々、其御教書云、／諸国寺社大般若経転読事、／為国
土安穏、疾疫対治、於諸国寺社、可被転読大般若最勝仁
王経等也、早仰其国寺社之住僧、致精誠可転読之由、可
令相触地頭等也、且於知行所者、同令下知之状、依仰執
達如件、／武蔵守／相模守／某殿

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

文応 01 7 0 0 12600816 天下

旅客来嘆曰、自近年至近日、天変、地妖、飢饉、疫癘、
遍満天下、広迸地上、牛馬斃巷、骸骨充路、招死之輩、
既超大半、不悲之族、無一人…若哀万民百姓、而行国主
国宰之徳政、雖然唯摧肝胆、弥逼迫飢疫、乞客溢目、死
人満眼、臥屍為観、並屍作橋、…（読み下し：旅客来つ
て嘆いて曰く「近年より近日に至るまで、天変・地夭・飢
饉・疫癘、遍く天下に満ち、広く地上にはびこる。牛馬
巷に斃れ、骸骨路に充てり、死を招くの輩、既に大半を
超え、之を悲しまざるの族、敢て一人＜いちにん＞もなし、
…若しくは万民百姓を哀れみて、国土国宰の徳政を行ふ、
然りと雖も、唯肝胆を摧くのみにして、弥飢疫＜けやく
＞逼る、乞客＜こつかく＞目に溢れ、死人眼＜まなこ＞
に満てり、屍＜かばね＞を臥して観と為し、尸＜しかば
ね＞を竝べて橋と作す）、

立正安国論（真
筆本）

日本古典文学大系
82

文応 01 7 0 0 12600816 天下 客曰、天下之災、国中之難、余非独嘆、衆皆悲、… 立正安国論（真
筆本）

日本古典文学大系
82

正元元年（1259）～文応元年（1260）
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文応 01 7 0 0 12600816 諸国

又曰、…我涅槃後濁悪之世、国土荒乱互相抄掠、人民飢餓、
尓時多有為飢餓故発心出家、如是之人名為禿人…（読み
下し：濁悪の世に、国土荒乱し、互に相抄掠し、人民飢
餓せん、その時に、多くの飢餓の為の故に、発心出家す
るものあらん、是の如きの人を名づけて禿人＜とくにん、
似非僧＞と為す、）

立正安国論（真
筆本）

日本古典文学大系
82

文応 01 7 0 15 12600830 京都 後嵯峨上皇瘧疾を患へ給ふ、 一代要記 .吾妻
鏡 .続史愚抄 史料綜覧 5-49

文応 01 8 0 0 12600914 鎌倉 将軍家煩赤痢病危急、 北条九代記 日本疾病史
文応 01 8 0 5 12600918 鎌倉 甚雨、申剋大風、人屋多以破損、戌剋風休、地震、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
文応 01 8 0 5 12600918 京都 雨降、大風殊烈、所々板屋、大略被吹破云々、 経俊卿記 図書寮叢刊
文応 01 8 0 5 12600918 諸国 大風雨、自哺至戌刻、壊人家、京畿諸国同、 続史愚抄前篇 1 新訂増補国史大系
文応 01 8 0 7 12600920 鎌倉 将軍家煩赤痢病御、 吾妻鏡後 新訂増俸国史大系
文応 01 8 0 14 12600927 京都 大風、 如是院年代記 新校群書類従 20

文応 01 11 0 0 12601211 摂津［勝尾寺衆徒等訴状案］…依為希代之洪水、庄内崩頽、大略及散々之儀云々、…
摂津勝尾寺文
書 鎌倉遺文 8583

文応 01 11 0 13 12601223 京都

［親鸞消息 乗信御房宛］なによりも、こぞ（正元元年）・こ
とし、老少男女、おほくのひとヽヽのしにあひて候らん
ことこそ、あはれにさふらへ、たヾし生死無常のことはり、
くはしく如来のときをかせおはしましてさふらふうへは、
おどろきおぼしめすべからずさふらふ、…

末燈鈔第６通 日本古典文学大系
82

文応 01 12 0 0 12610110 天下 今年天下疫饑、 続史愚抄前篇 1 新訂増補国史大系
弘長 01 2 0 20 12610329 改元 革命（辛酉）、 皇年代私記 東大謄写本
弘長 01 4 0 0 12610508 京都 自四月、至九月、大旱、 如是院年代記 新校群書類従 20

弘長 01 7 0 10 12610814 京都 洪水、壊粟田宮築垣（仁部卿記）、 続史愚抄 史料綜覧 5-61
弘長 01 8 0 29 12611002 京都 大風、 如是院年代記 新校群書類従 20

弘長 01 8 0 29 12611002 京都 大風云、 続史愚抄前篇 1 新訂増補国史大系

弘長 01 10 0 0 12611102 武蔵 豊島郡江戸郷之内前島村者…此両三年飢饉之間、百姓一人も候ハす、依此公事対捍仕候（平長重書状）、
越後関興寺文
書 編年差別史 3

弘長 02 0 0 0 12620129 鎌倉 叡尊…鎌倉に赴き、乞食疥癩宿・嶽に施行、 関東往還記 人権歴史年表
弘長 02 10 0 1 12621121 京都 主上（亀山天皇）有御悩、疱瘡云々、 座王秘記 日本疾病史
弘長 02 10 0 9 12621129 世間 去月今月、世間疫癘流行、 皇年代記 日本疾病史
弘長 03 1 0 9 12630225 鎌倉 時宗疱瘡に罹る、 吾妻鏡 史料綜覧 5-74

弘長 03 2 0 10 12630327 越後
［恵信尼の消息］今やいまやと時日を待ち候しかども、今
日までは死なで、今年の飢饉（飢渇）にや飢死もせんずら
んとこそおぼえ候へ、

親鸞集 日本古典文学大系
82

弘長 03 6 0 4 12630717 筑前
［滑石筒身銘文］六月初四日奉納如法経、於岡見辻之時掘
出（旱魃のとき雨乞いのために掘り出し納経する習わしが
あった）、

水瓶山雨乞祈
禱経筒

福岡県大宰府町水
瓶山経塚遺跡発掘
調査報告

弘長 03 6 0 6 12630719 筑前
［滑石製外容器筒蓋裏銘文］勧進 信良／執筆者弁覚（旱魃
のとき雨乞いのために掘り出して納経する習わしがあっ
た）、

水瓶山雨乞祈
禱経筒

福岡県大宰府町水
瓶山経塚遺跡発掘
調査報告

弘長 03 6 0 17 12630730 鎌倉 自昨日、冷気如秋天、諸人纏綿衣、 吾妻鏡 日本凶荒史考

弘長 03 8 0 0 12630911 会津 会津四郡、寺院、民家倒壊、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

弘長 03 8 0 13 12630923 天下
［亀山天皇宣旨］…一、可優恤同土民不安堵事、／…或搦
取妻子眷属、或奪取牛馬資財、依之土民逃脱、田地荒廃、
一夫不耕者、民間受其飢、一婦不織者、天下受其寒、国
衙衰弊、職而斯由…

公家新制 鎌倉遺文 8977

弘長 03 8 0 14 12630924 陸奥 大風、 加納年代記 石巻の歴史 1

弘長 03 8 0 14 12630924 鎌倉
自朝天陰雨降、雷鳴数声、則南風烈、雨脚弥甚、午刻大
風抜樹、民屋大略無全所、御所西侍顚倒、棟梁桁等吹抜之、
亦由比浜着岸船数十艘破損漂没、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

弘長 03 8 0 14 12630924 山城 未刻大風、八幡宮高良社頭大木顚倒、打殺人二人、一人宮篭、一人参詣者云々、 一代要記 日本の気象史料

弘長 03 8 0 14 12630924 諸国 大風発屋、諸国傷稼、八幡山木二千余株、及高良社樹倒、圧死者二人、
続史愚抄前篇
1

新訂増補国史大系

文応元年（1260）～弘長 3年（1263）
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弘長 03 8 0 25 12631005 諸国

御上洛事、依大風、諸国稼穀損亡之間、為休弊民煩、所
被延引也、仍今日、以其旨被仰遣六波羅、御教書二通被
遣之、一通者可相触京畿御家人事、一通左親衛分国輩可
存知事也、其状云、／御上洛事、依大風、御延引之由、
所被仰下也、其間雖可被進御使、且其旨可被相触御家人
等也、依仰執達如件、／武蔵守／相模守／陸奥左近大夫
将監殿、…

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

弘長 03 8 0 25 12631005 相模［関東御教書］（将軍宗尊親王）御上洛事、依大風、御延引之由、所被仰下也、 吾妻鏡後 鎌倉遺文 8980

弘長 03 8 0 26 12631006 諸国
依去十四日大風、諸国損亡百姓愁歎之間、以撫民之儀、
将軍家御上洛延引之間、以遠江十郎左衛門尉頼連為御使、
被申此由於仙洞云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

弘長 03 8 0 27 12631007 鎌倉
天晴、申剋以後風雨、入夜大風、由比浦船舶没波、死人寄汀、
彼是不可勝計、又鎮西乃貢運送船六十一艘、於伊豆海同
時漂涛云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

弘長 03 9 0 12 12631022 鎌倉 終夜甚雨、戌刻雷鳴、武蔵大路霹靂、蹴裂卒塔婆、其上三尺余、為雷火焼、蹴裂之声響人屋、聞者甚多云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

弘長 04 0 0 0 12640207 九州
九州九国内之牛、筑前国ヨリ牛死始リ、惣国死ニ付、六
郷山衆祈禱シテ、法施物シテ、万石万貫出畢、六郷山
衆徒先達ニ八百卅人ニテ祈禱所、屋山置千部大般若経、
三千部之仁王経万巻［ ］経ニテ祈禱相叶畢、

六郷山年代記 豊後国都甲荘の調
査資料編

弘長 04 0 0 0 12640207 越後
［恵信尼の消息］昨年（こぞ）の飢饉（けかち）に、なにも、
…なにとなく幼きものども、上下数多候を殺さじとし候
しほどに、ものも着ずなりて候うへ、…

親鸞集 日本古典文学大系
82

文永 01 2 0 28 12640403 改元 革令（甲子）、 皇年代私記 東大謄写本
文永 01 4 0 0 12640505 京都 自四月、至九月、大旱、 如是院年代記 日本の気象史料
文永 01 5 0 12 12640514 京都 祈雨奉幣、 外記日記 史料綜覧 5-89

文永 01 5 0 21 12640623 山城 雨を清滝宮に祈る、
醍醐寺新要録 .
如是院年代記 .
続史愚抄 .
密宗年表

史料綜覧 5-89

文永 01 6 0 0 12640703 京都 ～七月、京都疫癘流行、
皇代略記 . 続
史愚抄 . 園太
暦 .外記日記

史料綜覧 5-92

文永 01 6 0 8 12640710 筑前

（滑石筒身銘文、弘長 3年 6月 4日の記事に続く）此滑石筒、
翌年六月初八日、奉入新写経、此筒裏埋置同処、石筒雖
存為納経朽損、不注年記、不知時代、為後世、註如法経、
衆交名如后、文永改元甲子六月初八日／僧聖盛…執筆入
宋比丘 永宝／彫石比丘 永印（旱魃のとき掘り出して雨乞
いのために納経する習わしがあった）、

水瓶山雨乞祈
禱経筒

福岡県大宰府町水
瓶山経塚遺跡発掘
調査報告

文永 01 6 0 18 12640720 京都 祈雨奉幣、 外記日記 史料綜覧 5-90

文永 01 6 0 22 12640724 京都 結政、この日、雨を神泉苑に祈る、
外記日記 .
東寺長者補任 .
東寺王代記 .
続史愚抄

史料綜覧 5-90

文永 01 6 0 27 12640729 京都 賑給定、京都九条旋風起る、雷金峯山蔵王堂に震し、堂塔悉く災す、

外記日記 . 歴
代編年集成 .興
福 寺 略 年 代
記 .続史愚抄

史料綜覧 5-90

文永 01 7 0 0 12640801 世間 去月、今月、世間、疫癘流行（園太暦文和四十廿八、五九廿九／歴代編年／皇年代私記）、 続史愚抄 編年差別史 3

文永 01 7 0 0 12640801 京都 上旬以来、咳気流布、 園太暦 1 続群刊行会

文永 01 7 0 20 12640820 京都 於宮中、被始行五大虚空蔵金輪等法、是当月、咳病流布、及彗星出現、御祈也（園太暦追康永四九十九）、 続史愚抄 編年差別史 3

文永 01 7 0 20 12640820 京都 修五大虚空蔵金輪法於禁中、為攘天変疾疫也、 園太暦 1 日本疾病史
文永 01 7 0 20 12640820 京都 於内裏、被始行五大虚空蔵金輪法、依病事并彗星御祈也、園太暦 1 続群刊行会
文永 01 7 0 29 12640829 世間 去月今月、世間疫癘流行、 皇年代記 日本疾病史

文永 01 8 0 0 12640830 房総 安房、上総に疫癘流行、 本国寺年譜 鎌倉時代医学史の
研究

文永 01 8 0 2 12640831 京都 孔雀経法を喜多院に修して、彗星、疾疫を攘ふ、 外記日記他 史料綜覧 5-92

弘長 3年（1263）～文永元年（1264）
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文永 01 8 0 2 12640831 京都 於仁和寺北院、被始行孔雀経法、依同御祈也、 園太暦 1 続群刊行会

文永 02 2 0 28 12650324 京都 止雨奉幣、
深心院関白記 .
外記日記 .
続史愚抄

史料綜覧 5-101

文永 02 3 0 0 12650326 京都 後深草上皇、痘瘡に罹り平癒、 続史愚抄 鎌倉時代医学史の
研究

文永 02 3 0 1 12650326 鎌倉 風雨甚、戌剋雷鳴、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
文永 02 3 0 22 12650416 鎌倉 天晴、南風烈、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
文永 02 5 0 12 12650703 京都 賑給定、 外記日記 史料綜覧 5-105

文永 02 6 0 0 12650721 会津 会津大雨大洪水、人家流出、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

文永 02 6 0 3 12650723 鎌倉
説法最中、降雨如車軸、于時山上所構之聴聞所屋顚倒、
諸人希有而逃出、其中男女二人自山嶺于路之北、半死半
生云々、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

文永 02 6 0 10 12650730 鎌倉 終日降雨甚、亀谷并泉谷所々山崩、人馬多土石被圧死、其中、自土中被掘出者、一両輩僅存命云々、 吾妻鏡後 新訂増補国史大系

文永 03 0 0 0 12660214 若狭 太良庄の年貢合計 86.7755石－損亡分 43.14885石、内検
実施（百姓申状によるか、松浦義則論文 2003年） 東寺百合文書 若狭国太良荘史料

集成 1

文永 03 1 0 0 12660214 摂津

［勝尾寺住侶等申状案］勝尾寺住侶等謹言上／為美河原定
使、寄事於損亡、被抑留当寺仏性米無謂事、／…寺家不
得其意之間、内々相尋庄家之処、如沙汰人申状者、当年
依作毛損亡、僅一石可有之云々、…此上者、縦雖有損亡、
可減少此仏性米之由、定無其御気色歟、就中、依損亡、
雖可有子細、彼御庄損亡事、如承及者、僅四分一損云々、

摂津勝尾寺文
書 鎌倉遺文 9495

文永 03 2 0 1 12660316 鎌倉 雨降、晩泥交雨降、希代恠異也、… 吾妻鏡後 新訂増補国史大系
文永 03 2 0 2 12660317 陸奥 土路降ル、 加納年代記 石巻の歴史 1

文永 03 2 0 2 12660317 摂津［願蓮申状案］勝尾寺仏性米間事、…争不依損否候哉、且先度損亡之時、一石備進候了、
摂津勝尾寺文
書 鎌倉遺文 9496

文永 03 3 0 1 12660414 相模 相模記、雨雹、大如李、占曰、春雨雹、兵起、五穀不熟、人民餓死、 続史愚抄前篇 2 新訂増補国史大系

文永 03 3 0 5 12660418 鎌倉
天晴陰、小雨降、午剋雷鳴、自南方亘北、降雹、大如李、
其後晴天、酉剋又雷鳴数声、凡無時、占文之趣甚不快云々、
春雹下、大兵起、五穀不熟、人民餓死云々、但戊己雷鳴
有吉文之由、有宥申之輩、

吾妻鏡後 新訂増補国史大系

文永 03 4 0 20 12660602 京都 颶風あり、 外記日記 史料綜覧 5-120
文永 03 6 0 5 12660715 京都 止雨奉幣、 外記日記 史料綜覧 5-122

文永 03 8 0 0 12660908 摂津

［勝尾寺住侶等重申状案］勝尾寺住侶等重言上／為美河原
定使、寄事於損亡、所被抑留仏性米未進、不日可究済由、
重欲被仰下子細事／件仏性米、為定使寄事於損亡、被抑
留間事…就中、彼御庄去年損亡之分限、尋承巨細之処、
僅不過五分之一損亡云々、旁何寄事於損亡、可致未進哉、…

摂津勝尾寺文
書 鎌倉遺文 9563

文永 03 8 0 18 12660925 近江 大風、山上諸堂多以破損…社頭塔下半作塔顚倒、風損之様、…内々奏聞、
天台座主記 .外
記日記 . 華頂
要略他

史料綜覧 5-125

文永 03 8 0 18 12660925 諸国 大風、大学寮廟堂陰陽寮社壊、及延暦寺文殊楼戒壇中門廻廊等倒、惣持寺大破、又西国最被害云、 続史愚抄前篇 2 新訂増補国史大系

文永 04 3 0 18 12670420 大和 南都大風、春日若宮経所乾并北面壊、依古木折懸也、 続史愚抄前篇 2 新訂増補国史大系

文永 04 3 0 19 12670421 大和［祐賢言上状］…右依去夜大風、若宮（春日）経所之戌亥角并比（北カ）面妻戸古木折懸テ被打損了、
中臣祐賢同日
条 鎌倉遺文 9674

文永 04 5 0 12 12670612 京都 祈雨奉幣事、可申沙汰之由… 吉続記 増補史料大成 30

文永 04 5 0 14 12670614 丹波 雹降、大如桃李云々、 新抄 日本の気象史料

文永 04 5 0 15 12670615 京都 祈雨奉幣、 吉続記 .
外記日記他 史料綜覧 5-134

文永 04 5 0 15 12670615 京都 晴、去夜甘雨聊［ ］、二社奉幣猶可被発遣之哉之由、以状内々
申入殿下、雖甘雨降、国土不遍、奉幣猶可宜、… 吉続記 増補史料大成 30

文永 04 5 0 21 12670621 能登
［日野資宣御教書案］法住寺薬師堂灯油馬上免、去年洪水
之時、令流失候由、西教依歎申、逃亡不作之内弐段、限永代、
所被寄進也、

能登法住寺文
書 鎌倉遺文 9711

文永 04 5 0 29 12670629 京都 雨下、依洪水不出仕、 吉続記 増補史料大成 30

文永元年（1264）～文永 4年（1267）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文永 04 6 0 17 12670717 京都 可被行止雨奉幣、可申沙汰之由… 吉続記 増補史料大成 30

文永 04 8 0 22 12670918 播磨［播磨大部荘損亡坪付注文］注進 文永大部庄早田、損亡坪
付事／合／八月廿二日取…

法隆寺本倶舎卅
講聴聞集裏文書 鎌倉遺文 9756

文永 04 8 0 27 12670923 京都 止雨奉幣、可申沙汰之由、… 吉続記 増補史料大成 30

文永 05 0 0 0 12680123 諸国［日蓮書状］（正嘉）同三年＜已未＞大飢饉、 日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 9911

文永 05 5 0 13 12680701 武蔵 大雪降、 年代記配合抄 内閣文庫
文永 05 5 0 17 12680705 京都 止雨奉幣、可申沙汰之由… 吉続記 増補史料大成 30

文永 05 5 0 18 12680706 京都 止雨奉幣、雖天晴陰雲未散、今日可申沙汰之由有仰、… 吉続記 増補史料大成 30

文永 05 5 0 24 12680712 京都 止雨奉幣、 吉続記 .
続史愚抄 史料綜覧 5-148

文永 05 5 0 30 12680718 京都 伝聞、今日被行止雨奉幣、… 吉続記 増補史料大成 30

文永 05 5 0 30 12680718 京都 重又被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄前篇 2 新訂増補国史大系
文永 05 6 0 5 12680723 京都 雷落法勝寺九重塔、 続史愚抄前篇 2 新訂増補国史大系

文永 05 6 0 25 12680812 京都 炎旱渉旬、定有民憂歟、祈雨奉幣、神泉掃除、并御読経等、可申沙汰之由被仰下… 吉続記 増補史料大成 30

文永 05 6 0 26 12680813 京都 祈雨奉幣、今日発遣、… 吉続記 増補史料大成 30

文永 05 7 0 1 12680817 京都 祈雨によりて、神泉苑に掃除、勅使を発遣す、 吉続記 .
続史愚抄 史料綜覧 5-149

文永 05 7 0 3 12680819 京都 今日、神泉御読経、 吉続記 増補史料大成 30

文永 05 7 0 7 12680823 京都 神泉苑祈雨読経、 続史愚抄他 史料綜覧 5-150

文永 05 7 0 7 12680823 京都［綸旨］被 綸旨［ ］炎旱、已累旬…難期如雲之秋稼歟、民之
所憂、職而斯由、… 吉続記 増補史料大成 30

文永 05 7 0 13 12680829 京都 被行神泉御読経之後、清滝室生御読経等、強不撰吉日…炎旱渉日、為民早速可為先歟… 吉続記 増補史料大成 30

文永 05 7 0 17 12680902 京都 清滝、室生瀧穴に祈雨読経、
吉続記 .天代座
主記 .門葉記 .続
史愚抄他

史料綜覧 5-150

文永 05 7 0 23 12680908 大和［聖守書状］祈雨御啓白御草、内々被申出候之由、
東大寺所蔵倶舎
論 16.17巻 30講
聴聞抄裏文書

鎌倉遺文 10282

文永 05 8 0 1 12680916 京都 清滝宮祈雨勧賞ヲ行フ、 吉続記 .
続史愚抄 史料綜覧 5-150

文永 06 3 0 25 12690504 奈良 叡尊・忍性奈良坂の般若寺にて非人癩者 2000人を集めて
文殊供養、 感身学正記 人権歴史年表

文永 07 0 0 0 12700130 若狭 太良庄の年貢合計 82.3187石－損亡分 47.531石、内検実
施（百姓申状によるか、松浦義則論文 2003年）、 東寺百合文書 若狭国太良荘史料

集成 1

文永 07 4 0 29 12700527 畿内 依霖雨御祈、被立石清水以下八社奉幣使、成祟方角社也、… 師守記 4 史料纂集

文永 07 6 0 14 12700710 大和
［後嵯峨上皇院宣］当寺（東大寺）常燈御油田事、寺解＜副
具書＞奏聞之処、甲乙之作人寄事於旱水損、動擁怠之条、
所被驚聞食也、有限之役争可令黙止哉…

東大寺要録 2 鎌倉遺文 10637

文永 07 10 0 0 12701122 若狭［若狭太良庄内検目録］…定御年貢米百五十石八斗四升五合／除四十七石五斗三升一合損田五丁九反百八十歩分…
東寺百合文書
は 8

東寺文書 1

文永 07 12 0 0 12710120 房総 房総諸国、疫癘流行、 本国寺年譜 鎌倉時代医学史の研究

文永 07 12 0 22 12710210 世間 …鎌倉は世間かつ（渇）して候、… 74上野殿母尼
御前御書

昭和定本日蓮聖人
遺文

文永 08 2 0 22 12710410 大和［後嵯峨上皇院宣］東大寺領大和国櫟庄訴申用水間事、…可止新儀沙汰之由… 東大寺要録 2 鎌倉遺文 10786

文永 08 3 0 1 12710418 京都 白雪降、 吉続記 日本の気象史料
文永 08 4 0 15 12710601 京都 大風、 続史愚抄 日本の気象史料
文永 08 4 0 15 12710601 京都 大風、 歴代皇紀 日本の気象史料

文永 08 4 0 15 12710601 近江 日吉祭、是日大風、 一代要記 .皇代
暦 .華頂要略他 史料綜覧 5-171

文永 08 6 0 0 12710716 鎌倉 ～八月、旱、 僧日連書 日本災異志

文永 08 6 0 0 12710716 諸国 諸国旱害、飢饉、美濃、尾張二国甚し、 本朝通鑑 中世東国災害史略
年表

文永 4年（1267）～文永 8年（1271）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文永 08 6 0 18 12710802 鎌倉

此に両火房祈雨あり、去文永八年六月十八日より二十四
日也、此に使を極楽寺へ遣す、年来の御歎きこれなり、
七日が間に、若一雨も下ば、御弟子となりて、二百五十
戒具に持上に、念仏無間地獄と申事、ひがよみなりけり
と申べし、…七日が間に三度の使をつかはす、然ども、
いかんがしたりけむ、一雨も不下之上、頽風・飄風・旋風・
暴風等の八風、十二時にやむ事なし、剰二七まで一雨も
不下、風もやむ事なし、されば此事は何事ぞ、…

247 下山御消
息

昭和定本日蓮聖人
遺文

文永 08 8 0 16 12710928 京都 大風、 一代要記 日本の気象史料
文永 08 8 0 16 12710928 京都 大風、 続史愚抄前篇 3 新訂増補国史大系
文永 09 7 0 1 12720803 京都 神泉苑に読経して、雨を祈らしむ、 東寺長者補任 史料綜覧 5-181

文永 09 8 0 3 12720903 安芸
［市夜叉丸年貢請文］請申 安芸国新勅旨御年貢事／合参拾
弐石者＜京定＞／右少々雖有損亡、不申子細、無懈怠、
可致其沙汰、但於大損亡者、可申下実検使之状、如件、

東寺百合文書
ヤ 鎌倉遺文 11079

文永 09 9 0 27 12721027 伊予

弓削島百姓等謹重言上、欲被蒙早御成敗子細之事／右之
者、麦損亡申上候シカトモ、其不蒙御成敗候之処、重嶋々
田畠作毛損亡たりといゑと□、就中当嶋事に大損亡に候
事、且御代官懸御目候現全に候、此上ハ麦損亡ト申、秋
作ト申、少々御免かふり候て、其いさみなおし、御年貢
備候へく候、若百姓等麦田畠損亡なき事の虚言申上候者、
奉始日本国中大小神祇神罰冥罰百姓等身上可蒙罷候、粗々
言上、

東寺百合文書 日本凶荒史考

文永 09 9 0 27 12721027 伊予

［伊予弓削島庄百姓等起請文］弓削島百姓等謹重言上／欲
被蒙早御成敗子細之事／右、元者麦損亡申上候シカトモ、
其不蒙御成敗候之処、重嶋々田畠作毛損亡たりといゑと
ん、就中、当嶋事に大損亡に候事、且御代官懸御目候事、
現全に候、此上ハ麦損亡ト申、秋作ト申、少々御免かふ
り候て、其いさミをなし、御年貢備候へく候、若百姓等
麦田畠損亡なき事の虚言申上候者（以下神文略）、

東寺百合文書
と 16

東寺文書 3

文永 09 9 0 27 12721027 伊予

［伊予弓削島荘百姓等起請文］弓削島百姓等謹重言上／欲
被蒙早御成敗子細之事／右、元者、麦損亡申上候＜シカ
トモ＞、其不蒙御成敗候之処、重嶋々田畠作毛損亡たり
といゑとん、就中、当嶋事（殊）に大損亡に候事、且御代
官懸御目候事、現全（前）に候、此上ハ麦損亡ト申、秋作
と申、少々御免かふり候て、其いさミなおし、御年貢備
候へく候、若百姓等、麦田畠損亡なき事の虚言申上候者、

東寺百合文書
と 鎌倉遺文 11105

文永 10 0 0 0 12730128 丹波 大旱魃、蒙古反、 天寧寺年代記 東大謄写本
文永 10 0 0 0 12730128 京都 是歳、大炎旱、 帝王編年記 日本凶荒史考
文永 10 0 0 0 12730128 諸国 大旱、 歴代皇記 日本震災凶饉攷

文永 10 0 0 0 12730128 若狭 太良庄の年貢合計 53.546石－損亡分 67.187石、内検実施
（百姓申状によるか、松浦義則論文 2003年） 東寺百合文書 若狭国太良荘史料

集成 1
文永 10 3 0 0 12730328 関東 この春、関東大雪、 関東評定伝 史料綜覧 5-186
文永 10 3 0 1 12730328 鎌倉 鎌倉大雪、 続史愚抄前篇 3 新訂増補国史大系

文永 10 5 0 0 12730525 世間 文永十年癸酉五月日ヨリ八月マテ、大日于世間皆／損次二［ ］飢渇…

滋賀県安曇川町
北船木若宮神社
大般若経（旧所
在地伊賀）

大般若波羅蜜多経
調査報告書二 539

文永 10 5 0 14 12730607 京都 被行軒廊御卜、依霖雨也、 続史愚抄 日本凶荒史考

文永 10 5 0 17 12730610 天下

四町田下名主乗蓮会料請文］請申 東大寺般若会御供米事
／右文永九年荒候時、依不申子細、被懸仰無足之御供米
於下名主乗蓮候之間、同年分半分於請申候了、仍去年秋、
可奉曳之処、依天下一同大旱、当御領皆損之間、不能其
沙汰而止畢、

百巻本東大寺
文書 55

鎌倉遺文 11564

文永 10 5 1 0 12730623 京都 ～八月、旱、 歴代皇紀 . 帝
王編年記 日本災異志

文永 10 5 1 12 12730704 京都 ～七月十七日、旱魃、 歴代皇紀 旱魃霖雨史料

文永 10 5 1 13 12730705 大隅
［大隅国正八幡宮大神宝官使催使重申状案］…折節降雨、
大洪水之間、路次之往返不合期、仍方々之御使等擬及餓
死之処…

壬生家文書 8 図書寮叢刊

文永 10 6 0 10 12730801 京都 晴、有炎旱之愁云々、被行祈雨奉幣、 吉続記 増補史料大成 30

文永 8年（1271）～文永 10年（1273）
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文永 10 6 0 15 12730806 伊予

［伊予弓削島庄預所代宛返状案］弓削島損亡事、ひろうし
候了、先々此御庄に損亡すへてなき事にて候、百姓等ゆ
えなく、としとし未進をも御沙汰あるへく候ところに、
かやうニ候事、返々いはれなく候、任例さた候へく候、
これにて申さるへき事にても候ハぬに、百姓等申にまか
せてとり申され候事、返々しかるへからさるよし候也、
恐々謹言、

東寺百合文書
と 37

東寺文書 3

文永 10 6 0 16 12730807 京都 自明後日、可被行神泉苑御読経、… 吉続記 増補史料大成 30

文永 10 6 0 24 12730815 京都 室生龍穴及び清滝に読経して、雨を祈らしむ、
吉続記 . 壬生
家譜 . 醍醐寺
新要録他

史料綜覧 5-189

文永 10 6 0 27 12730818 京都 神泉苑に読経して、雨を祈る、
吉続記 . 東寺
長者補任 . 壬
生家譜他

史料綜覧 5-190

文永 10 7 0 0 12730821 京都 今年、自閏五月、至七月、旱魃、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

文永 10 7 0 5 12730825 京都 自今日被始水天供…、自来十日、於神泉苑、可被始行請雨経法云々、 吉続記 増補史料大成 30

文永 10 7 0 5 12730825 京都 被始修水供／…炎旱殊甚、旬雨不降、自来五日、限三箇日、可令勤行水天供給之由、天気所候也、… 水天供現行記 続群書類従 25下

文永 10 7 0 7 12730827 日本
今年日本国一同飢渇之上、佐渡国七月七日巳下、自天忽
石灰虫と申虫雨に一時稲穀損失し、其上、疫々処々に遍満、
方々死難難脱歟、事事紙上難尽之、

131 土木殿御
返事

昭和定本日蓮聖人
遺文

文永 10 7 0 10 12730830 京都 晴、自今日、於神泉苑、被行請雨経法、 吉続記 増補史料大成 30

文永 10 7 0 10 12730830 京都 於神泉、修請雨経法、 東寺王代記 続群書類従 29下

文永 10 7 0 16 12730905 京都 請雨経法、今日満七ケ日、于今無其験、今二ケ日可延行之由… 吉続記 増補史料大成 30

文永 10 7 0 16 12730905 京都 今夕被行五龍御祭、請雨経阿闍梨申行、… 吉続記 増補史料大成 30

文永 10 7 0 17 12730906 京都 雨下、請雨経法験歟、即属晴、不及国土之沢歟… 吉続記 増補史料大成 30

文永 10 10 0 21 12731208 若狭
［若狭太良庄損得内検帳］太良御庄屋／文永十年損亡内検
損得散用事／…定御年貢米百五十石八斗一升三合／除損
亡分米六十七石一斗八升七合／損田八町七段半四十四歩
分／得田所当米八十三石六斗二升六合／右注進如件、

東寺文書百合
文書外 鎌倉遺文 11439

文永 10 11 0 0 12731218 大和

［勧学院政所下文　春日社宛］一、…将又雖為損亡之時、
無其減之条、已以古今流例…／一、…而寄事於邂逅之損
亡、忘年来莫大之社恩、致新儀之対捍条、未曾有之濫吹也、
…社恩莫大也、何依邂逅之損亡、遁其役哉…、／一、可
同居住社領有徳者、任旧記令済出挙於社庫事／…乃旱水
国損之時、地利難済、就富勢之住民、借請出挙米、調進御
供米者通例也、

中臣祐賢記 鎌倉遺文 11481

文永 10 11 0 3 12731220 日本
［日蓮書状　土木常忍宛］…今年日本国一同飢渇之上、佐
渡国七月七日已下、自天忽石灰虫と申虫雨に、一時稲穀
損失し、其上疫々処々に遍満、方々死難難脱歟、事事紙
上難尽之、恐々謹言、

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 11452

文永 10 11 0 6 12731223 天下 今年炎旱飢饉、天下多憂、云彼云是、可停止五節由有議者、続史愚抄 編年差別史 3

文永 10 11 0 11 12731228 安芸［安芸国入江保本田畠年貢散用状］…保未進一石三斗二升七合 ＜飢饉之間、称不及力、百姓等所令未進也＞、 壬生家文書 1 図書寮叢刊

文永 10 11 0 11 12731228 安芸［安芸国入江保本田畠年貢散用状］…保未進一石二斗四升九合 ＜称不作損亡并飢饉、百姓等所不弁也＞、 壬生家文書 1 図書寮叢刊

文永 10 12 0 17 12740202 摂津
［得宗公文所奉行人連署奉書　多田庄両政所他宛］条々／
一、当庄作田損亡検見事／右、如注進目録員数者、方々
済物并庄立用分令不足云々、

摂津多田神社
文書 鎌倉遺文 11502

文永 11 0 0 0 12740216 諸国
去シ文永年中、炎旱久シテ、国々飢饉ヲヒタダシク聞シ
中ニモ、美濃、尾張、殊餓死セシカバ、多ク他国ニコソ
落行ケル、

沙石集 日本凶荒史考

文永 11 0 0 0 12740216 世間 為現世後生六部転読内、文永十一年申戌／四部畢、此年者、世間飢渇成、田虫食土、

滋賀県安曇川町
北船木若宮神社
大般若経（旧所
在地伊賀）

大般若波羅蜜多経
調査報告書二 381

文永 11 2 0 0 12740317 安芸 飢饉之間、称不及力、百姓等所令未進也／称不作損亡並飢饉、百姓等所不弁也、 壬生家文書 編年差別史 3

文永10年（1273）～文永11年（1274）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文永 11 3 0 17 12740502 越後

文永十一年二月十四日の御赦免状、同三月八日に佐渡の
国につきぬ、同十三日に国を立て、…同十五日に越後の
寺どまりのつにつくべきが、大風にはなたれ、さいわひに、
ふつかじをすぎて、かしはざきにつきて、次日はこう（国
府）につき、…

213 光日房御
書

昭和定本日蓮聖人
遺文

文永 11 4 0 12 12740526 関東 大風草木枯、 関東評定伝他 史料綜覧 5-197

文永 11 4 0 12 12740526 諸国
［日蓮書状　大夫志・兵衛志宛］去文永十一年四月十二日
大風ふきて、其年他国よりおそひ来へき前相也、風是天
地使なり、まつり事あらけけれは、風あらしと申は是也、

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 14326

文永 11 4 0 12 12740526 甲斐 又、去文永十一年四月十二日の大風と、此（弘安 4）四月
二十八日のよの大風と、勝劣いかん、… 404大風御書 昭和定本日蓮聖人

遺文

文永 11 4 0 12 12740526 甲斐
去文永十一年四月十二日大風ふきて、其年、他国よりお
そひ来るべき前相也、風是天地の使なり、まつり事あら
ければ、風あらしと申は是也、

405 八幡宮造
営事

昭和定本日蓮聖人
遺文

文永 11 5 0 17 12740629 甲斐 けかち（飢渇）申ばかりなし、米一合もうらず、がし（餓死）しぬべし、
144 富木殿御
書

昭和定本日蓮聖人
遺文

文永 11 5 0 29 12740711 天下
［東大寺宛行状土代］東大寺宛行／長原庄般若会庄饗料田
上名主職事／合肆町者…／右以人、任請文之状、所宛行也、
於熟年者、上件饗料不及一塵未済、天下一同異損之年者、
下寺之使者遂実検…

東 大 寺 文 書
4-76 鎌倉遺文 11663

文永 11 6 0 29 12740809 京都 神泉苑に雨を祈り、二社に奉幣す、 文永代始公事
抄 史料綜覧 5-199

文永 11 7 0 13 12740823 京都 水天供を行ひ、雨を祈る、
東寺長者補任 .
華頂要略 .
続史愚抄

史料綜覧 5-200

文永 11 7 0 26 12740905 甲斐
今年のけかち（飢渇）に、はじめたる山中に、木のもとに、
このはうちしきたるやうなるすみか、をもひやらせ給、
…

147 上野殿御
返事

昭和定本日蓮聖人
遺文

文永 11 10 0 20 12741126 筑前 会大風起り、蒙古戦艦二百余艘を漂没す、 福岡県災異誌 史料綜覧 5-203

文永 11 12 0 5 12750110 豊前［前豊前守＜小弐資能＞書状案］向野吉用田地事、…但今年者、旱損払地候云々、若寄事於左右、百姓等偽申事も候、… 豊前到津文書 鎌倉遺文 11769

文永 12 0 0 0 12750205 薩摩
［薩摩新田宮所司神官等解］…而神王面虫損事、神慮難測
之間、依仰天裁、謹捧奏状畢、…件虫損之条、開宝蔵令
拝観之刻、承蒙古人反逆之由畢、…

神代三陵志 鎌倉遺文 11886

文永 12 3 0 4 12750408 京都 雨雪、余寒尤甚、 続史愚抄 日本の気象史料

文永 12 3 0 4 12750408 京都 大風、 仁部記 .
続史愚抄 史料綜覧 5-208

文永 12 4 0 12 12750516 京都 大風、 武家年代記裏書 続史料大成 18

建治 01 4 0 25 12750529 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

建治 01 5 0 0 12750603 紀伊

［紀伊阿氐河庄上村百姓等訴状案］…一、点定百姓等作麦
事、令訴申無道之故也…縦雖餓死、争可請負多々之新儀哉、
仰高察、依被点定作麦等、百姓之妻子及飢饉之上、剰又
馬牛等於野取仁取天、被責仕之間、更無勧農之企、御庄
亡弊之職併在之、…

高野山文書
又続宝簡集 56

鎌倉遺文 11921

建治 01 8 0 18 12750916 山城［東寺供僧等申状案］…炎旱渉旬夏者、修秘法灑甘雨、於四海之内、暴風違時秋者、…
白河本東寺文
書 124

鎌倉遺文 11996

建治 01 9 0 0 12750928 紀伊［紀伊阿氐河庄上村雑掌従蓮申状案］…損亡土民之間、土民忽逃散之後、参 本所申子細了、
高野山文書宝
簡集 13

鎌倉遺文 12031

建治 01 10 0 25 12751121 紀伊
［南部庄地頭代書状礼紙書案］逐申候、／当庄相続損亡仕
之間、先々ハ至御年貢者、雖無懈怠候、此一両年之間、
依遅々仕候、及御訴訟事候、真実歎存候、於自今以後、
不可有懈怠候者也、重恐々謹言、

続宝簡集 20 家高野山 2-279

建治 01 10 0 25 12751121 紀伊
［紀伊南部荘地頭代礼紙書案］当庄相続損亡仕之間、先々
ハ、至御年貢者、雖無懈怠候、此一両年之間、依遅々仕候、
及御訴訟事候、真実歎存候、

高野山文書
続宝簡集 20

鎌倉遺文 12071

建治 01 10 0 25 12751121 紀伊
［紀伊南部荘地頭代蓮仏書状案］去年損亡により候て、い
まに遅々仕候事、返々歎恐入候、当年分ハ晩田近明苅納
候へは、早速可沙汰進候者也、…

高野山文書
続宝簡集 96

鎌倉遺文 12072

建治 02 2 0 6 12760229 京都 御疱瘡に依り…薬師法を修す、 華頂要略 史料綜覧 5-223

文永 11年（1274）～建治 2年（1276）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

建治 02 3 0 0 12760324 甲斐

［日蓮書状］…天変度々かさなり、地妖しきりなる上、大風・
大旱はつ・飢饉・疫癘ひまなき上、他国よりせめられて、
すてにかうとみえしに、悪瘡すら身に出しかは、国土一
時にほろひぬとみえし程に、俄に仏前にまいり、懺悔し
て罪きえしなり、…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 12285

建治 02 3 0 0 12760324 甲斐
自下州、至于甲州、其中間往復及千里、国々皆飢饉、山
野充満盗賊、宿々乏少粮米、我身贏弱、所従若亡、牛馬
不合期、…

忘持経事 昭和定本日蓮聖人
遺文

建治 02 6 0 25 12760813 伊予
［東寺供僧連署申状案］弓削嶋（伊予）・新勅旨田（安芸）等
預所職事、…供僧等或物語、或所労、連々故障候之間、
于今不参上候、近日又炎暑最中、老骨之輩、大略如蝶臥候、
仍弥令延引候、

東寺百合文書
外 鎌倉遺文 12373

建治 02 7 0 0 12760818 若狭［預所定宴状 供僧宛］…太良御庄損亡之由事、百姓等申状
進上之候、可有御披露候、…

東寺百合文書
ゑ 155-3

若狭国太良荘史料
集成 1

建治 02 10 0 0 12761115 若狭
［若狭太良庄内検目録］…定御年貢米百五十石八斗一升二
合／除損亡分米四十八石二升三合一夕六才／損田六町一
反三百五十歩…

東寺百合文書
は 35

東寺文書 1

建治 02 10 0 0 12761115 若狭 太良庄の年貢合計 83.7655石－損亡分 48.02316石、内検
実施（百姓申状によるか、松浦義則論文 2003年） 東寺百合文書 若狭国太良荘史料

集成 1

建治 02 12 0 0 12770113 近江

［近江大浦荘中司某下知状　大浦庄沙汰人中宛］留当庄山
口事、依菅浦百姓等歎申、所令免除也、但入山之時、或
令損亡作毛、或不可材（伐カ）柴等、若背此旨、定又有後
悔歟、兼又有限山手等、任先例、不可致懈怠者、庄民宜
存其旨之状、下知如件、

菅浦文書 鎌倉遺文 12613

建治 03 0 0 0 12770212 甲斐 疫病、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

建治 03 0 0 0 12770212 天下 秋以来、天下病患流布、 園太暦 1 続群刊行会

建治 03 2 0 0 12770313 京都 後宇多天皇疱瘡により、薬師法を修す、秋以来天下病患流布、
華頂要略 .
園太暦

鎌倉時代医学史の
研究

建治 03 6 0 0 12770710 日本

［日永書状 下山光基宛］…所詮、日本国亡国となるへき期
来る歟、又祈雨の事は、たとひ雨下せりとも、雨の形貌
を以て、祈者の賢不賢を知事あり、雨種々也、或は天雨、
或は龍雨、…或甘雨、或雷雨等あり、今の祈雨は、都て
一雨も下らさる上、二七日か間、前より遥に超過せる大
旱魃、大悪風、十二時に止ることなし…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 12768

建治 03 12 0 0 12780102 天下
三箇日於法勝寺可転読仁王経由宣下、今秋已来、天下病
患流布故也、＜或記自春夏去＞死人満道路者（園太暦追康
永四九十九）、

続史愚抄 .
園太暦 編年差別史 3

建治 03 12 0 0 12780102 京都 院宣を下し、法勝寺に秋以来流行の病患をはらわしむ、 続史愚抄 鎌倉時代医学史の
研究

建治 03 12 0 6 12780107 天下
宣旨云、去秋以降、普天之下、病患流行、黎庶懊悩、非
仰仁王之冥威、争救万民之危命、始自今月十日、三ケ日、
於法勝寺、嘱当寺之臥雲、転読件経巻、攘率土之瘴煙、
消除此災孽、其仏僧供料、用本寺物者、

園太暦 1 続群刊行会

建治 03 12 0 6 12780107 天下 自来十日、三箇日、於法勝寺、可転読仁王経由宣下、今秋已来、天下病患流布故也、…死人満道路者、…
続史愚抄前篇
4

新訂増補国史大系

建治 03 12 0 29 12780130 諸国 宣旨云、仰せ五畿七道諸国、為攘流布之疾疫、早随官符之到来、擇定吉日、令転読仁王・般若経者、 園太暦 1 続群刊行会

建治 04 0 0 0 12780201 東国 去ぬる弘安元年、坂東に疫癘おびただしくして、病死、数知らず侍りき、 沙石集 12
鎌倉時代医学史の
研究

建治 04 0 0 0 12780201 諸国

［大和窪荘百姓等申状］東大寺三面僧坊御領窪庄百姓等謹
言上、／去年大損亡、令超過例年間、雖無其足、本年貢
三十七石内廿四石余、廻計略令備進畢、所相残今三分一歟、
可蒙御免除由、度々令言上処、重及厳蜜御沙汰、難堪愁
訴事／件子細者、当御領十五町内、依炎旱、去年七町余
者、不苅取而捨畢、僅半分許雖苅入之、皆以有名無実也、
…於近年者、大略依為毎年之炎旱、雖無本式之分…且不
限当御庄、諸国平均之大損亡、世以無隠者歟、而及本所
嗷々御沙汰、［ ］被仰下之条、旱損侘傺之上、重所懐愁歎也、
所詮、於去年未済分者、且依御憐愍、且依大損亡、蒙御免除、
或庄家安堵之思、欲致土民農業之営矣、…

東 大 寺 文 書
4-22 鎌倉遺文 13059

建治 04 0 0 0 12780201 若狭 太良庄の年貢合計 113.9986石－損亡分 15.08石（10分の 1
損） 東寺百合文書 若狭国太良荘史料

集成 1

建治 2年（1276）～建治 4年（1278）
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建治 04 2 0 13 12780314 日本

［日蓮書状　駿河松野氏宛］…但当世の体こそ哀れに候ヘ、
日本国数年の間、打続きけかちゆきて、衣食たへ、畜る
ひをは食いつくし、結句、人をくらう者出来して、或は
死人、或は小児、或は病人等の肉を裂取て、魚鹿等に加
へて売しかは、人是を買くへり、此国存の外に、大悪鬼
となれり、又去年の春より今年の二月中旬まて、疫病国
に充満す、十家に五家、百家に五十家、皆やみ死、或は
身はやまねとも、心は大苦に値へり、やむ者よりも怖し、
たまたま生残たれとも、或は影の如くそゐし子もなく、
眼の如く面をならへし夫妻もなく、天地の如く憑し父母
もおはせす、生ても何にかせん、…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 12983

弘安 01 2 0 29 12780330 改元 依疫癘也、 皇年代略記 日本災異志

弘安 01 2 0 29 12780330 改元 疫疾（皇）、自去年春、病事流布故也（続）、 皇年代私記 .
続史愚抄 東大謄写本

弘安 01 2 0 29 12780330 改元 改元為弘安、依疾疫流布歟、 師守記 4 史料纂集
弘安 01 2 0 29 12780330 改元 依疾疫也、 皇代記 新校群書類従 2

弘安 01 2 0 29 12780330 改元 ＜弘安＞、依疾疫流行也、 園太暦 1 続群刊行会
弘安 01 5 0 18 12780616 大和 為疾疫御祈、使百僧於興福寺、造等身十一面観音像、 続史愚抄前篇 4 新訂増補国史大系

弘安 01 5 0 18 12780616 天下 近日、天下疾疫繁昌之間、為祈禱、等身十一面観音像一日造立之、以百口僧供養之、
興福寺略年代
記 続群書類従 29下

弘安 01 5 0 22 12780620 京都 被行軒廊御卜、依同事（疾疫流布）也、 師守記 4 史料纂集

弘安 01 5 0 26 12780624 世間（疾疫流行により）召廿二社社司、世間病事、可祈謝旨、仰之、 内山記 史料綜覧 5-232

弘安 01 5 0 26 12780624 世間 被行軒廊御卜、又召廿二社々司、世間病事、可被祈請之由御祈、奉行職事被下知云々、 園太暦 1 続群刊行会

弘安 01 5 0 29 12780627 天下

［大和窪荘預所実順請文］…天下一同大損亡之外、更不
可致一塵未済之由、乍出委細請文、近年於事違犯、去年
者大和一国猶以非一同之損亡、况全非諸国平均愁吟之処、
…次去年々貢未済間事、雖加厳密之下知、依庄家大損亡、
無其足之間、…随又天下一同大損亡之時、可蒙免除之条者、
本所承諾之上者、不能子細歟、就之、去年旱魃者希代之
珍事也、縦雖天下一同之請文、不及天下一同之実検、皆
以近国之准、追遠国之法者、諸荘園之通例也、就中、於
当国者、大損亡之条、…所詮、依去年大損亡、庄家雖無
其足、預所実順可致其弁否、伏所奉仰 聖断也…

東 大 寺 文 書
4-22 鎌倉遺文 13060

弘安 01 6 0 22 12780720 天下 被立廿二社奉幣使、依天下疾疫事也、… 師守記 4 史料纂集
弘安 01 6 0 22 12780720 京都 被発遣廿二社奉幣使、先被定日時使等、 園太暦 1 続群刊行会
弘安 01 6 0 22 12780720 京都 依疾疫、被発遣廿二社奉幣使、 続史愚抄前篇 4 新訂増補国史大系

弘安 01 6 0 25 12780723 日本

［日蓮書状　日女御前宛］…今日本国の去年今年の大疫病
は、何とか心うへき、…今日本国の者、去年今年の疫病と、
去正嘉の疫病とは、人王始て九十余代に並なき疫病也…
日本国の一切衆生、すてに三分か二はやみぬ、又半分は
死ぬ、今一分は身はやまされとも、心はやみぬ、…今日
本国の疫病は総罰也…代に大禍なくは、古にすきたる疫
病・飢饉・大兵乱はいかに、召も決せすして、法華経の
行者を二度まて大科に行ひしはいかに、不便不便…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13092

弘安 01 6 0 25 12780723 日本

今日本国の者、去年・今年の疫病と、去正嘉の疫病とは、
人王始て九十余代に竝なき疫病也、…日本国の一切衆生
すでに三分が二はやみぬ、又半分は死ぬ、今一分は、身
はやまざれども、心はやみぬ、…今日本国の疫病は總罰也、
定て聖人の国にあるをあだむ歟、…

293 日女御前
御返事

昭和定本日蓮聖人
遺文

弘安 01 6 0 26 12780724 日本［日蓮書状　中務左衛門尉宛］…今の日本国去今年の疫病は、四百四病にあらされは、… 日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13095

弘安 01 6 0 26 12780724 甲斐 御消息云、凡疫病弥興盛等云云、…先代未聞の三災七難起るべし、所謂、去・今年、去正嘉等の疫病等也、…
294 富木入道
殿御返事

昭和定本日蓮聖人
遺文

弘安 01 7 0 8 12780804 甲斐
［日蓮書状　上野時光宛］なかにも今年は、疫病と申、飢
渇と申、とひくる人々もすくなし、たとひやまひなくとも、
飢て死事うたかひなかるへきに、麦の御とふらひ、金に
もすき、珠にもこえたり、…、

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13108

建治 4年（1278）～弘安元年（1278）
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弘安 01 7 0 28 12780824 甲斐

日蓮強盛にせめまいらせ候ゆへに、天此国を罰、ゆへに
此疫病出現せり、他国より此国を天をほせつけて責らる
べきに、両方の人あまた死べきに、天の御計として、ま
ず民を滅して、人の手足を切がごとくして、大事の合戦
なくして、此国の王臣等をせめかたぶけて、法華経の御
敵を滅して、正法を弘通せんとなり、…

302 千日尼御
前御返事

昭和定本日蓮聖人
遺文

弘安 01 9 0 6 12780930 甲斐

［日蓮書状　妙法尼宛］…地夭と申て、大地をくつかへす
こと、大海の船を、大風の時、大波のくつかへすに似た
り、大風吹て草木をからし、飢饉も年々にゆき、疫病月々
におこり、大旱魃ゆきて、河池田畠皆かはきぬ、如此三災、
七難、数十年起て、民半分に減し、残は或は父母、或は兄弟、
或は妻子にわかれて歎く声、秋の虫にことならす、

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13169

弘安 01 9 0 19 12781013 甲斐

塩一駄・はじかみ送給候、…今年は正月より日々に雨ふり、
ことに七月より大雨ひまなし、このところは、山中なる上、
…長雨・大雨時々、日々につづく間、山さけて谷をうづみ、
石ながれて道をふせぐ、河たけくして、舟わたらず、富
人なくして、五穀ともし、商人なくして、人あつまる事
なし、七月なんどは、しほ一升・ぜに百、しほ五合を麦
一斗にかへ候しが、今はぜんたい、しほなし、何を以てか、
かうべき、みそもたえぬ、小児のち（乳）をしのぶがごとし、
かゝるところに、このしほを一駄給て候、御志大地より
あつく、虚空よりもひろし、

上野殿御返事 昭和定本日蓮聖人
遺文

弘安 01 9 0 19 12781013 甲斐

今年は正月より日々に雨ふり、ことに七月より大雨ひま
なし、このところは、山中なる上、南は波木井河、北は
早河、東は富士河、西は深山なれば、長雨・大雨、時々・
日々につづく間、山さけて谷をうづみ、石ながれて道を
ふせぐ、河たけくして舟わたらず、富人なくして、五穀
ともし、商人なくして人あつまる事なし、七月なんどは、
しほ一升をぜに百、しほ五合を麦一斗にかへ候しが、今
はぜんたいしほなし、何を以てか、かうべき、みそもた
えぬ、小児のち（乳）をしのぶがごとし、かゝるところに、
このしほを一駄給て候、御志大地よりあつく、虚空より
もひろし、予が言は、力及ぶべからず、…

306 上野殿御
返事

昭和定本日蓮聖人
遺文

弘安 01 9 0 24 12781018 甲斐

［日蓮書状　大田殿女房宛］八木一石＜付十合＞者、大旱
魃の代に、かはける物に水をほとこしては、大龍王と生
て雨をふらして、人天をやしなう、うえたる代に、食を
ほとこせる人は、国王と生て其国ゆたかなり、過去の世に、
金色と申大王ましましき、其国をは波羅奈国と申、十二
年か間、旱魃ゆきて人民うえ死ぬ事おひたたし、宅中には、
死人充満し、道路には骸骨充満せり、

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13182

弘安 01 10 1 13 12781205 日本

［日蓮書状　上野氏宛］…去今年は大えき、此の国にをこ
りて、人の死事、大風に木のたうれ、大雪に草のおるゝ
かことし、一人ものこるへしともみへす候き、…八月・
九月の大雨大風に、日本一同に不熟、ゆきてのこれる万民、
冬を…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13227

弘安 01 10 1 22 12781214 信濃［日蓮書状　四条頼基宛］…今年は疫癘飢渇に春夏は過越し、秋冬は又前にも過たり… 日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13234

弘安 01 12 0 18 12790207 丹波［年次は推定、現寂請文］…宮田庄役［三カ］具調進之条、難治次第、［ ］々御領損亡間事、且度々申入候了、…
兼仲卿記弘安
六年春巻裏文
書

鎌倉遺文 13326

弘安 02 1 0 0 12790220 美濃

［東大寺学侶等越訴状案（美濃国茜部庄地頭請所并年貢絹
綿納法等…）］…人民末代（雖脱カ）縦逢希代之旱水損、以
百姓利潤之力、百疋・千両之弁、永欲令無退転之故也云々、
爰地頭求吹毛之疵、依悩百姓等、数多之土民、漸々逃亡
之間、於田地者、地頭収公之、大略皆自令耕作之、所残
之住民僅最少分、…

東 大 寺 文 書
4-12 鎌倉遺文 13402

弘安 02 1 0 3 12790222 日本
［日蓮書状　上野殿宛］…この両三年は、日本国の内、大
疫起て、人半分けん（減）して候上、去年の七月より大な
るけかちにて、さといちのむへんのものと、山中の僧等
は命存かたし…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13355

弘安 02 2 0 16 12790405 若狭［太良庄未進年貢等注文］弘安元年太良御庄御年貢事／十分一損者十五石八升余…
東寺百合文書
ゑ 5

東大影写本

弘安 02 5 0 5 12790622 京都 為炎旱御祈、被始水天供、 続史愚抄前篇 5 新訂増補国史大系

弘安元年（1278）～弘安 2年（1279）



140

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

弘安 02 5 0 5 12790622 京都 炎旱により、水天供を修して、雨を祈る、 西園寺公衡公記 史料綜覧 5-241
弘安 02 5 0 9 12790626 京都 水天供、自去五日被始行、…降雨已及普天歟、 吉続記 増補史料大成 30

弘安 02 5 0 9 12790626 京都 近日、炎旱殊甚、不及東作、民戸成憂、甘雨法験之至歟、吉続記 増補史料大成 30

弘安 02 5 0 9 12790626 京都 為炎旱御祈、…勤仕修法、 続史愚抄前篇 5 新訂増補国史大系

弘安 02 5 0 23 12790710 大和
［亀山上皇院宣　中納言法印御房宛］炎旱渉旬、稼穡愆節、
於興福寺、転読仁王般若経、殊致甘雨之祈請、宜期不日
之潤沢之由、可有御下知之旨、院宣所候也、…

大和春日神社
文書 鎌倉遺文 13602

弘安 02 5 0 23 12790710 京都 炎旱過法、自去比被行水天供、無其験、神泉御読経歟、孔雀経法歟、可被行之由有沙汰、… 吉続記 増補史料大成 30

弘安 02 7 0 19 12790903 京都 祈雨奉幣、 続史愚抄 史料綜覧 5-243

弘安 02 8 0 17 12791001 諸国
［日蓮書状　曽谷の道宗宛］…天もくもり、地もふるひ、
大風かんはち（旱魃）し、けかち（飢渇）、やくひやう（疫病）
に、人の死する事、肉はつか、骨はかはらとみへしかは、
他国よりもをそひ来れり、…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13671

弘安 02 8 0 17 12791001 諸国

［日蓮書状　曽谷の道宗宛］…壌劫の時は大の三災をこる、
いはゆる火災・水災・風災也、又減劫の時は、小の三災
をこる、ゆはゆる飢渇・疫病・合戦なり、飢渇は大貪よ
りをこり、やくひやうは、くちよりをこり、合戦は瞋恚
よりをこる、…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13671

弘安 02 10 0 10 12791122 大和

［東大寺年預慶実書状土代　播磨公御房宛］般若会料田長
原庄（大和山辺郡）百姓等損亡之間、可被遂実検之由、令
申候之間、七月廿七日差下使者等之処、四丁内三丁二反者、
使者下向以前作人苅取了、所残八反、使等等遂実検之処、
皆損云々、

東 大 寺 文 書
4-44 鎌倉遺文 13732

弘安 02 11 0 6 12791217 甲斐
去年（弘安 1）・去々年（建治 3）のやくびやうに、死し人々
のかずにも入ず、又、当時蒙古のせめに、まぬかるべし
ともみへず、とにかくに死は一定なり、…

350 上野殿御
返事

昭和定本日蓮聖人
遺文

弘安 02 12 0 27 12800206 甲斐

［日蓮書状 上野殿宛］…うへて候時のこかね、かつせる時
のこれうは、うれしき事なれとも、はんと水とにはすきす、
…一度にをもい切て、うへし（飢死）なんと、あんし切て
候つるに、わつかのともしひに、あふらを入そへられた
るかことし…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 13813

弘安 02 1 0 27 12800306 諸国 人の肉を、或は猪鹿に交へ、或は魚鳥に切り雑へ、或はたゝき加へ、或はすしとして売る、食する者不知数、
改訂増補昭和定
本日蓮聖人遺文
（秋元御書）

中世東国災害史略
年表

弘安 03 5 0 16 12800621 大和 大和長谷寺辺俄洪水、人家数宇流亡、所司護司七人、及人民多溺死（雅有卿記）、 続史愚抄前篇 5 新訂増補国史大系

弘安 03 5 0 16 12800621 大和 長谷寺より、…大水流家六十余、人四十三人流失、資財等不知数、
法隆寺別当次
第 日本の気象史料

弘安 03 5 0 16 12800621 大和 長谷寺頓洪水出而、人屋敷数十宇、溺死者三十六人、 一代要記 日本の気象史料

弘安 03 5 0 16 12800621 大和 大洪水出、坊舎三十家流、参詣輩数十人流死、 尋尊大僧正記
162

大乗院寺社雑事記
10

弘安 03 12 0 27 12810126 諸国

［日蓮書状　上野殿宛］…金色王と申せし王は、其国に
十二年の大旱魃あて、万民飢死ぬ事かすをしらす、河に
は死人をはしとし、陸にはかいこつをつかとせり、其時、
金色大王大菩提心ををこして、おほきに施をほとこし給
き、…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 14223

弘安 04 0 0 0 12810129 諸国
今（年）蒙古元ノ兵対馬渡、国中騒動、日本諸神社御 勅使立、
大風吹、異国船数万兵、周防・長門海中ニ投ス、軍十万余也、
帰ル者僅三人…今勢州風宮々号勅許、

赤城神社年代
記 東大写真帳

弘安 04 4 0 5 12810501 京都 自夜雨降、参殿下申条々事、被行止雨奉幣…今日、被行春日一社奉幣…
勘仲記弘安四
年夏記 鎌倉遺文研究 12

弘安 04 4 0 5 12810501 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄前篇 5 新訂増補国史大系

弘安 04 4 0 28 12810524 諸国？
［日蓮書状　大夫志・兵衛志宛］…又今年四月廿八日を迎
て、此風ふき来、而四月廿六日は八幡むね上と承はる、
三日内大風は疑なかるへし、…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 14326

弘安 04 5 0 0 12810527 諸国？
［日蓮書状］御そらういかん、又去文永十一年四月十二日
の大風と、此四月廿八日のよの大風と、勝劣いかん、い
かんか聞候と、いそき申せ給候へ、

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 14327

弘安 2年（1279）～弘安 4年（1281）
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弘安 04 5 0 0 12810527 日本
［日蓮書状　光上人宛］…此弘安四年五月以前には、日本
の上下万人、一人も蒙古の責にあふへしともおほささり
しを、日本国に只日蓮一人計、かゝる事此国に出来すへ
しとしる…

日蓮聖人遺文 鎌倉遺文 14417

弘安 04 5 0 24 12810619 京都 亀山上皇御瘧病、 勘仲記 .
続史愚抄 史料綜覧 5-257

弘安 04 7 1 0 12810823 日本 何よりも、去後七月御状之内云、鎮西には大風吹候て、浦々島々破損船充満之間、…總日本国凶事也、…
412 上野殿御
返事

昭和定本日蓮聖人
遺文

弘安 04 7 1 1 12810823 筑前 大風雨ニ依リテ、元ノ兵船漂倒シ、副将以下溺死スル者頗ル多シ、 一代要記 史料綜覧 5-259

弘安 04 7 1 1 12810823 筑前 夜半より戌亥時まで風おびただしく吹て、閏七月一日賊船悉く漂蕩して海に沈みぬ、 八幡愚童訓 日本の気象史料

弘安 04 7 1 1 12810823 筑前
おびただしき大風吹きて、異国の船六萬艘、兵のりて筑
紫へよりたるみな吹破られぬれば、あるは水にしづみを
のずからのこれるも、なくなく本国へ帰りにけり、

増鏡 日本の気象史料

弘安 04 7 1 1 12810823 筑前 大風、賊船悉漂倒、死者不知幾千万… 鎌倉年代記裏書 続史料大成 18

弘安 04 7 1 1 12810823 筑前 五月廿一日、蒙古賊船数千艘着岸、閏七月一日、大風俄吹、賊船一時破滅、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

弘安 04 7 1 1 12810823 京都 雨降…入夜暴風大雨、如妖如叩、終夜不休、匪直也事也、勘仲記弘安四年秋記 鎌倉遺文研究 14

弘安 04 7 1 1 12810823 筑前
［14日条］ 自宰府飛脚到来、去朔日、大風動波、賊船多漂
没云々、誅戮并虜数千人、壱岐・対馬雖一艘無之、所下
居異賊多以殞命、或又被生虜、今度事、神鑑炳焉之至也、
天下之大慶何事可過之乎、…

勘仲記弘安四
年秋記 鎌倉遺文研究 14

弘安 04 7 1 2 12810824 京都 去夜、終夜風雨太、今日天気快晴、神鑑炳焉之至、勅願成就之基也、
勘仲記弘安四
年秋記 鎌倉遺文研究 14

弘安 04 8 0 1 12810922 筑前 神風吹、猛護（モウゴ）ノ船悉破、残軍兵三万人八角（ハカタ）嶋ニ而誅ス、 加納年代記 石巻の歴史 1

弘安 04 8 0 1 12810922 筑前 依大風、異国軍船等悉漂没云々、 鶴岡社務記録 改定史籍集覧 25

弘安 04 8 0 11 12811002 京都 自夜雨降、辰始、大風計会、毎事及違乱、今日御帰洛、頗所有予儀也、頃之風休、即所有還御也、
勘仲記弘安四
年秋記 鎌倉遺文研究 14

弘安 05 0 0 0 12820217 京都 夏以来病事流布、 園太暦 1 続群刊行会

弘安 05 6 0 12 12820725 甲斐 洪水ス、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

弘安 05 6 0 22 12820804 京都 洪水、 新撰和漢合図 史料綜覧 5-267

弘安 05 7 0 1 12820812 筑前 五月廿三日、蒙古率三万七千艘来、七月一日、俄大風吹、皆滅亡、是併仏神之霊威也、 東寺王代記 続群書類従 29下

弘安 05 7 0 1 12820812 京都 大風、 如是院年代記 日本の気象史料
弘安 05 7 0 13 12820824 京都 大雷雨、 勘仲記 1 史料綜覧 5-267
弘安 05 10 0 0 12821109 日本 十月之頃、日本国中人民俄ニ喉腫塞、忽ニ死ス、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

弘安 05 10 0 0 12821109 若狭［若狭太良荘不作坪注文］太良御庄 当年不作坪々注文事、
／合／…以上三反三百五十歩／右注進如件、

白河本東寺文
書 68

鎌倉遺文 14731

弘安 05 12 0 0 12830108 京都 夏以来病事流布、 園太暦 1 日本疾病史
弘安 06 0 0 0 12830206 能登 人民死亡多、 永光寺年代記 加能史料研究 2

弘安 06 1 0 30 12830307 諸国 悪疫流行に依りて、五畿七道諸社寺をして、仁王経を転読せしむ、 続史愚抄他 史料綜覧 5-273

弘安 06 1 0 30 12830307 諸国
宣旨云、頃年以降、瘴煙頻起、華夷多有短折之間、草民
未攘群癘之災、法力之外、救療難覃、早仰五畿七道諸寺
諸社、限三ケ日、令転読仁王経、専憑護国之巨益、宜祈
衆海之泰平者、

園太暦 1 続群刊行会

弘安 06 5 0 13 12830616 京都 止雨奉幣使ヲ発遣ス、 勘仲記 .実躬卿
記 .続史愚抄 史料綜覧 5-278

弘安 06 5 0 16 12830619 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系
弘安 06 5 0 29 12830702 世間 依世間病事并霖雨事、被行軒廊御卜、 師守記 4 史料纂集
弘安 06 5 0 29 12830702 世間 被行軒廊御卜、依世間病事并霖雨也、 園太暦 1 続群刊行会
弘安 06 6 0 20 12830722 天下 今日依天下病事御祈、被発遣五社奉幣… 勘仲記 1 増補史料大成 34

弘安 06 6 0 20 12830722 世間 被立五社奉幣使、依世間病事也、 師守記 4 史料纂集

弘安 06 6 0 20 12830722 諸国 被発遣五社＜伊勢・石清水・賀茂・平野・春日＞奉幣使、先被定日時使等、 園太暦 1 続群刊行会

弘安 4年（1281）～弘安 6年（1283）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

弘安 06 6 0 20 12830722 天下 被発遣五社奉幣使＜依天下疾疫也＞、 続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系
弘安 06 6 0 22 12830724 天下 於南殿、限三ケ日有大般若御読経事、依天下疾疫御祈也、師守記 4 史料纂集

弘安 06 6 0 22 12830724 天下 自今日三ケ日、於南殿、嘱三十口僧、被行大般若御読経、依天下疾疫御祈也、 園太暦 1 続群刊行会

弘安 06 7 0 18 12830819 京都

寅剋許、家中鼓操（躁ｶ）、予驚聞之、今出川忽流入、已
如海云々、仍立出見之、板敷与平頭水溢流、家形者如舟、
殆水上縁上之程也、件元者、今出川ヲ懸入＜其路、自室
町前大納言（実藤）亭通之、北築地有水門＞而去夜大雨、
洪水超過先々、仍源已向此亭、仍、室町大納言亭与此亭
中築地懐（壊）頽。洪水流入之間、須臾之間、如此渙々云々、
予今夕雖可参院、人路猶不叶、洪水未散之間、不能降庭、 

公衡公記 1 史料纂集

弘安 06 7 0 18 12830819 京都 大雨、今出川洪水、 続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系
弘安 06 7 0 20 12830821 天下 被発遣五社奉幣使、依天下疾疫也、 園太暦 1 続群刊行会

弘安 06 7 0 22 12830823 天下 自今日三ヶ日、於南殿、嘱三十口僧、被行大般若御読経、依天下疾病事御祈也、 園太暦 1 続群刊行会

弘安 06 10 0 12 12831109 京都 宇治供僧証尋僧都参入、申玉櫛供田并河上損亡事、当時有御沙汰之由被仰下了、 勘仲記 1 増補史料大成 34

弘安 07 2 0 27 12840322 豊前［豊前下毛荘検注帳案］下毛庄／得永以下名々弘安六年検注坪付事／合見作十七丁四段廿代／損田六丁三反卅… 豊前永弘文書 鎌倉遺文 15079

弘安 07 3 0 18 12840412 京都 大風雷鳴、 勘仲記他 史料綜覧 5-288
弘安 07 4 0 18 12840511 京都 祇園社司言、去十一日有羽蟻、集社頭、 続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系

弘安 07 4 1 17 12840609 京都
雨降、不出仕、洪水溢洛中、烏丸川西洞院川等、不及通
人馬云々、一条前殿今出川等、為水底云々、近衛殿烏丸
面棟門流失、築地等悉顚倒、町并西洞院等小屋多流失、
洛陽水害頗無先規歟、

勘仲記 1 増補史料大成 34

弘安 07 4 1 17 12840609 京都
昨今大雨、洛中洪水、烏丸川・西洞院川等、水溢不通人馬、
一条前関白＜実経＞今出川第為水底、近衛殿…烏丸面棟
門流亡、町及西洞院小屋等多漂流、抑洛陽水害先例未曾
有云、

続史愚抄前篇
6

新訂増補国史大系

弘安 07 4 1 21 12840613 京都 止雨奉幣使を発遣す、 勘仲記他 史料綜覧 5-290
弘安 07 4 1 21 12840614 京都 被行止雨奉幣、 続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系

弘安 07 5 0 0 12840622 若狭［若狭太良荘年貢米結解状］太良御庄　弘安六年御米結解事／合／百五十石八斗一升三合／二十石 損亡御免…
東寺百合文書
外 鎌倉遺文 15205

弘安 07 5 0 7 12840628 京都 暴風雷雨、 勘仲記 .
続史愚抄 史料綜覧 5-291

弘安 07 5 0 25 12840716 京都 被行祈雨奉幣、 続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系
弘安 07 6 0 2 12840722 京都 依炎旱、被掃除神泉苑、 続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系
弘安 07 6 0 19 12840808 京都 有祈雨奉幣＜丹生・貴布袮＞、 続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系

弘安 07 6 0 24 12840813 伊勢
去六月廿三日・廿四日、伊勢大風、外宮西宝殿北方千木
折懸、同泥障板破損、及正殿橋東方大床際東柱朽損倒、
因橋傾寄、重々神垣等顚倒者、…

続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系

弘安 07 6 0 27 12840816 京都 大雷雨、 勘仲記 2 増補史料大成 35
弘安 07 7 0 12 12840831 伊勢 昨今、伊勢大風、 続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系
弘安 07 7 0 15 12840903 諸国 今年、庄々称異損之由、例進帷布未到之間、多不乞、 勘仲記 2 増補史料大成 35
弘安 07 8 0 0 12840918 京都 春宮御瘧病、 続史愚抄前篇 6 新訂増補国史大系
弘安 07 8 0 12 12840929 京都 久世郷民＜鴨社神人＞依河成高、相論事、今日致喧嘩云々、勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 08 2 0 30 12850413 京都 旦間天陰雨雪間降、巳剋以後得晴、 准后貞子九十賀
記（宗冬卿記） 明月記研究 7

弘安 09 6 0 12 12860712 京都 甚雨洪水暴風、経四条橋臨幸北野、 一代要記 改定史籍集覧 1

弘安 09 9 0 7 12861003 京都 今日被行止雨奉幣、… 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 09 9 0 7 12861003 京都 被行止雨奉幣、 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系
弘安 09 10 0 10 12861104 京都 依霖雨、被行御卜… 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 09 10 0 10 12861104 京都 被発遣七社奉幣使＜依霖雨、有御卜者、方角成祟由申之間、為被謝也、連々延引＞ 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系

弘安 09 10 0 17 12861111 京都 賑給定、 続史愚抄前篇 7 史料綜覧 5-317
弘安 10 1 0 24 12870316 伊勢 夜大風間、別宮月読宮御殿顚倒例事、 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 10 1 0 27 12870319 伊勢［伊勢月読宮内人物忌等注進状］…言上為今月廿四日夜大風、当宮御殿顚倒間事、… 兼仲卿記 鎌倉遺文 16159

弘安 6年（1283）～弘安 10年（1287）



143

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

弘安 10 2 0 3 12870325 諸国 下知五畿七道諸国、奉幣神社、読経仏寺、令攘除疾疫者、… 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 10 2 0 29 12870420 改元 依疫疾也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

弘安 10 3 0 20 12870510 京都 今日、被行止雨奉幣、… 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 10 3 0 20 12870510 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系
弘安 10 4 0 16 12870605 京都 有止雨奉幣、 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系
弘安 10 5 0 7 12870626 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系

弘安 10 5 0 10 12870629 諸国
雨降、霖雨不休、鴻水有其難、法成寺総社後築地流失之間、
為検知参彼辺、先規頗稀歟、…其次、向二条河原歴覧鴻水、
大略如滔水、青苗流失、諸庄園損亡、兆庶多其愁歟、可
歎々々、

勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 10 5 0 10 12870629 京都 霖雨洪水、害青苗及諸荘園、又法成寺惣社後築地流亡、 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系
弘安 10 5 0 12 12870701 京都 霖雨洪水、 一代要記 改定史籍集覧 1

弘安 10 5 0 14 12870703 京都 今日、依霖雨、被行軒廊御卜、… 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 10 5 0 14 12870703 京都 被行軒廊御卜、依霖雨也、 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系
弘安 10 5 0 15 12870704 京都 洪水過先度、近年凡無比類歟、 新抄 続史籍集覧
弘安 10 5 0 24 12870713 京都 被立伊勢以下八社奉幣使…依霖雨、被行御卜、… 師守記 4 史料纂集

弘安 10 5 0 24 12870713 京都 今日、依霖雨、御祈事、成祟方角神太神宮已下、被発遣八社奉幣… 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 10 5 0 24 12870713 京都 依霖雨、被発遣八社奉幣使、…於蔵人所、重被行霖雨御卜＜自去二日、至今日（26日）雨、但両日有晴歟云＞ 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系

弘安 10 5 0 26 12870715 京都［陰陽寮占文］霖雨不晴、洪水有難、何咎祟歟… 兼仲卿記 鎌倉遺文 16265

弘安 10 5 0 27 12870716 京都
［亀山上皇院宣］旬月以来霖雨不晴、只有緑水之害、未播
青苗之種、三農之失時…世以民為基、民以食為天、百穀
不登者、兆庶豈有安哉、国之大事…

兼仲卿記 鎌倉遺文 16266

弘安 10 5 0 27 12870716 京都
仰祭主院宣／旬月以来霖雨不晴、只有緑水之害、未播青
苗之種、三農之失時、八埏之所愁也、世以民為基、民以
食為天、百穀不登者、兆庶豈有安哉、国之大事蓋在于斯、
早参籠本官…

勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 10 6 0 0 12870719 能登 洪水、 永光寺年代記 加能史料研究 2

弘安 10 6 0 0 12870719 京都 夏京都、霖雨、洪水、 一代要記 日本震災凶饉攷
弘安 10 6 0 2 12870720 京都［亀山上皇院宣］止雨御祈事、梅霖忽休… 兼仲卿記 鎌倉遺文 16269

弘安 10 6 0 15 12870802 伊予［某奉書案］弓削嶋損亡事、ひろうし候了、先々此御庄に損亡すへてなき事にて候、…
東寺百合文書
と 鎌倉遺文 16279

弘安 10 7 0 16 12870902 京都 被発遣祈雨奉幣使、 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系
弘安 10 8 0 16 12871001 京都 有止雨奉幣、 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系
弘安 10 8 0 26 12871011 京都 御祈先例不被行止雨奉幣之間、今日為申行催促上卿弁、… 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 10 8 0 26 12871011 京都 今日依降雨被立止雨二社奉幣… 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 10 8 0 26 12871011 京都 深更雨脚滂沱、終夜不休、奉幣似無其詮、頗不審也、 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 10 8 0 26 12871011 京都 被発遣止雨奉幣＜明日可被発遣外宮神宝故云＞、 続史愚抄前篇 7 新訂増補国史大系
弘安 10 12 0 16 12880127 京都 雪猶降欲満尺、豊年瑞尤可悦者也、 伏見天皇宸記 増補史料大成 3

弘安 11 0 0 0 12880211 世間 夏以来、世間病事流布、 園太暦 1 続群刊行会
弘安 11 1 0 24 12880305 京都 自去冬、雨雪連日云、 続史愚抄前篇 8 新訂増補国史大系
弘安 11 2 0 2 12880312 京都 先欲着東廊座之処、洪水之間、不及儲座、… 勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安 11 3 0 0 12880410 美濃

［美濃大井荘榎戸一色百姓等重申状案］榎戸一色百姓等謹
重言上／欲殊預撫民政道、且准惣庄余郷、至于御年貢秋
畠、蒙三分一御免除、去年損亡間事／件元者、損亡之次
第、委細言上先畢、就之、都合五疋御免之由、被仰下之条、
先度下預畢、但去年損亡越例損、世間無隠之上、任見損、
惣庄已至于色々済物、蒙三分一御免了、…且准惣庄余郷、
預納所之分三［分］一御免者、開喜悦眉、励御年貢、為全
耕作営、重恐々言上如件、

尾張宝生院所
蔵遣相証性裏
文書

鎌倉遺文 16558

弘安 11 4 0 7 12880515 天下［伏見天皇宣旨］近日之天、普天之下、病痾頻流布、尊卑有愁緒、仰東大・興福…等五ケ寺、自来十日限三ケ日… 兼仲卿記 鎌倉遺文 16565

弘安 11 4 0 7 12880515 天下
上卿於中門廊被下天下病事御祈口宣、…宣旨／近日之天、
普天之下病痾頻流布、尊卑有愁緒、仰東大・興福・…等
五ケ寺、自来十日限、三ヶ日、…

勘仲記 2 増補史料大成 35

弘安10年（1287）～弘安11年（1288）
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弘安 11 4 0 7 12880515 天下
宣旨云、近日之間、普天之下、病痾頻流布、尊卑有愁緒、
仰東大・興福・延暦・園城・法勝寺等五ケ寺、自来十日
限三ケ日、於本寺之浄場、嘱智徳之禅侶、宜令転読金剛
般若経、殊致丹祈者、盖顕玄応哉、其供料令用本寺物者、

園太暦 1 続群刊行会

弘安 11 4 0 7 12880515 天下 為天下病事＜当月事云＞御祈於五箇寺… 続史愚抄前篇 8 新訂増補国史大系
正応 01 4 0 28 12880605 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

正応 01 7 0 28 12880902 大和 暴風雨如叩如沃、後聞、興福寺講堂顚倒、御本尊等散々打砕云々、 勘仲記 3 増補史料大成 36

正応 01 7 0 28 12880902 大和 申剋、興福寺講堂、依大風顚倒了、本仏以下、雑具悉打損了、興福寺略年代記 続群書類従 29下
正応 01 7 0 28 12880902 京都 暴風雷雨、 続史愚抄前篇 8 新訂増補国史大系
正応 01 8 0 6 12880910 京都 為止雨可有奉幣丹生・貴布袮社日時令勘申… 勘仲記 3 増補史料大成 36

正応 01 8 0 6 12880910 京都 近衛室町河洪水之間、車不及通… 勘仲記 3 増補史料大成 36

正応 01 8 0 6 12880910 京都 大風雨、損人家及禾稼、被行止雨両社＜丹生・貴布袮＞奉幣、 続史愚抄前篇 8 新訂増補国史大系

正応 01 8 0 7 12880911 天下 雨未休、此間雨風、天下之異損、民間之苦患、有其聞、所驚存也、 勘仲記 3 増補史料大成 36

正応 01 8 0 13 12880917 京都 大渡以南、美津侘（羅カ）手等洪水之間、軒騎不可通、用輿之外不可叶、… 勘仲記 3 増補史料大成 36

正応 01 10 0 19 12881121 京都 可被行止雨奉幣、… 勘仲記 3 増補史料大成 36

正応 01 11 0 0 12881201 山城［禅定寺百姓等重申状］爰当年霖雨経夏頻、涼風先秋起、然間稲粱為之損亡、穀稼為之不登、徒疲東作之労、 禅定寺文書 85 禅定寺文書

正応 01 12 0 16 12890116 諸国
［日興書状 原殿宛］国土に飢饉・疫病・蒙古国之三災、連々
として国土滅亡の由、故日蓮聖人勘文、関東三代被仰含
候畢、

興尊全集 鎌倉遺文 16827

正応 02 0 0 0 12890130 京都 夏以来、病事流布、 園太暦 1 続群刊行会

正応 02 2 0 1 12890301 鎌倉 大風雨、 鶴岡八幡宮寺
開記事 史料綜覧 5-351

正応 02 4 0 27 12890525 豊後
［六波羅御教書　内藤三郎宛］［ ］田宮内左衛門三郎致尚
［ ］作毛以下損物等事／［右カ］訴状遣之、失陳方逃［　］、
重致狼藉云々、…

豊後工藤文書 鎌倉遺文 16985

正応 02 4 0 28 12890526 近畿 依近日病事流布、自今日七箇日、南都七大寺、及延暦寺、可令僧十口転読大般若経旨宣下、 園太暦 1 続群刊行会

正応 02 4 0 28 12890526 天下
九月十九日、天下依有病事、被行御祈例／正応二年夏以
来病事流布、同年四月廿八日宣旨云、近日有病患之聴、
普天禱安寧之儀…仍自今日於七大寺并延暦寺、限七朝之
日景…

園太暦 1 元興寺編年史料中

正応 02 4 0 28 12890526 京都
宣旨云、近日有病患之聴、普天禱安寧之儀、若非貝葉之
威力者、争除諸華之災孽乎、仍自今日、於七大寺并延暦寺、
限七朝之日景嘱十口之夏臈、転読大般若経典、殊凝精誠、
宜施感応、於其供料者、令用本寺物者、

園太暦 1 続群刊行会

正応 02 5 0 26 12890622 天下 被行免者、依天下病事流布故也、 園太暦 1 続群刊行会
正応 02 5 0 27 12890623 天下 自今日七ヶ日、…天下病事御祈云々、 園太暦 1 続群刊行会
正応 02 6 0 2 12890628 世間 被行四角四堺鬼気御祭、依世間疾疫御祈也、 師守記 4 史料纂集

正応 02 6 0 9 12890705 天下 被立臨時廿二社奉幣使、依天下疾疫御祈也、霖雨并地動事有辞別、 師守記 4 史料纂集

正応 02 6 0 9 12890705 京都 被発遣廿二社奉幣使、先被定日時・使等、 園太暦 1 続群刊行会
正応 02 6 0 9 12890705 京都 被発遣廿二社奉幣使、先被定日時使、依病事流布也、 続史愚抄前篇 8 新訂増補国史大系
正応 02 6 0 27 12890723 天下 自今日七ケ日、於禁中被始行孔雀経法、天下病事御祈云々、園太暦 1 続群刊行会

正応 02 7 0 0 12890726 九州［寛［ ］去文　年預五師御房宛］鎮西三ケ庄地頭名主等、称
一向損亡、不弁年貢候、…

東 大 寺 文 書
4-46 鎌倉遺文 17082

正応 02 7 0 5 12890730 京都 今年疫病流布… 続史愚抄前篇 8 新訂増補国史大系
正応 02 9 0 4 12890926 京都 洪水之間不出仕、西郊参依洪水思止了、 吉続記 増補史料大成 30

正応 02 9 0 18 12891010 京都 雨下、霖雨、匪直也、 吉続記 増補史料大成 30

正応 02 9 0 28 12891020 京都 今日、被行止雨奉幣…霖雨事、於仙洞先日被下御卜云々、吉続記 増補史料大成 30

正応 02 9 0 28 12891020 京都 被発遣止雨奉幣、 続史愚抄前篇 8 新訂増補国史大系

正応 03 0 0 0 12900218 甲斐 大雨、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

弘安 11年（1288）～正応 3年（1290）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

正応 03 10 0 3 12901113 諸国 諸国洪水、 異本塔寺長帳 史料綜覧 5-369

正応 03 11 0 0 12901211 伊予

［伊予弓削島庄百姓等起請文］弓削島百姓等申々請神裁起
請文事／件元者、当嶋塩浜高塩ニくつれうせて候こと、
あるいハ畠荒やとなりて候所、麦秋物ゝうせて候ことを、
もしここん（虚言）をもあいかまへて申候ものならハ（以下
神文略）（8名連署起請文）

東寺百合文書
と 60

東寺文書 3

正応 03 12 0 12 12910120 美濃
［某起請文案］政所御拝堂間事／右、任寺門厳重起請、今
年中急被遂行、其［   ］大井庄勘料被相充彼営候之条、雖有
先例、今年炎旱損亡之間、庄家不合期云々…

根津嘉一郎氏
所蔵文書 鎌倉遺文 17770

正応 04 0 0 0 12910208 甲斐 大風、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

正応 04 5 0 15 12910619 京都 雨下、雖欲参西郊、依雨延引了、 実躬卿記 2 大日本古記録

正応 04 6 0 8 12910712 大和 炎旱により、興福寺に等身十一面観音像を造立して、雨を祈る、
興福寺略年代
記 .続史愚抄 史料綜覧 5-375

正応 04 6 0 8 12910712 大和 為祈雨、等身十一面観音像造立、供養之、重同十五日、一日、大般若経書写之、…当日、酉剋、供養最中甘雨漸、
興福寺略年代
記 続群書類従 29下

正応 04 6 0 15 12910719 大和 興福寺に…雨を祈る、 興福寺略年代
記 .続史愚抄 史料綜覧 5-375

正応 04 6 0 16 12910720 京都 自寅刻雨降…暴風深雨終日終夜也、土民等之散愁色歟、珍重々々、 実躬卿記 2 大日本古記録

正応 04 7 0 1 12910803 鎌倉 大雨、洪水、人家漂没、死人甚多云々、 鎌倉年代記裏書 続史料大成 18

正応 05 2 0 25 12920322 大和 今年、旱水損亡之間、諸庄土貢有名無実、仍明年一年、可有御管領之由事、
東 大 寺 文 書
4-85 土一揆史料集成上

正応 05 5 0 16 12920609 京都 抑此間霖雨、仍洪水、四条橋落了、 実躬卿記 2 大日本古記録
正応 05 6 0 0 12920623 世間 被行四角四堺御祭、依世間病事也、 師守記 4 史料纂集

正応 05 6 0 18 12920710 天下 於南殿、自今日限三ケ日、被転読大般若御読経、依天下疾疫事也、 師守記 4 史料纂集

正応 05 6 0 24 12920716 天下 依天下病事御祈、被立七社奉幣使、… 師守記 4 史料纂集
正応 05 7 0 7 12920827 下野 大洪水、 鑁阿寺文書 日本の気象史料

正応 06 6 0 0 12930713 紀伊
［紀伊大野中村井定文案］定置 大野中村井水事／右、大野
与中村雖有水之相論、所詮、両村共人供仏聖已下上者、
何於分水、有多少之悪［　］哉、然者、自今以後、止自是
非他之諍論、均分可曳之…

高野山宝寿院
文書 鎌倉遺文 18232

正応 06 6 0 1 12930713 鎌倉 幕府、鶴岡八幡宮執行職承俊の祈雨の功を賞す、 鶴岡八幡宮供
僧次第 史料綜覧 5-396

正応 06 6 0 24 12930805 山城 水天供を修して、雨を祈らしむ、 醍醐寺日記 史料綜覧 5-397

正応 06 7 0 2 12930812 京都［   ］微雨降［   ］日炎旱渉旬、仍此間仰阿闍梨七人、令修水
天供［     ］行景令掃除神泉池、此等之効験歟、尤可貴、 伏見天皇宸記 増補史料大成 3

正応 06 7 0 4 12930814 京都 参内侍所、祈申勅使無為無事之由、并炎旱等事、 伏見天皇宸記 増補史料大成 3

正応 06 7 0 8 12930818 京都

［伏見天皇宸筆宣命案］…正月元日与り地震連々、去月に
も両度に及へり、術家乃所奏呂、畏途多端之、加之須、
変異荐仁示て、妖怪無休之、炎旱剰渉旬日て、黍穡更不
豊稔須…抑近曽京洛の間仁、病患常聞、民庶不安須、如
此乃厄難をも、同久共仁攘退計天、…

伏見宮家文書 鎌倉遺文 18241

正応 06 7 0 13 12930823 京都 雷数声、申剋雨降、簷溜頻落程也、及晩止、近日是程雨猶不降、今日当勅使参宮日、降雨尤可貴、 伏見天皇宸記 増補史料大成 3

正応 06 7 0 20 12930830 諸国 八社＜伊勢…＞奉幣也、炎旱事、… 伏見天皇宸記 増補史料大成 3

正応 06 8 0 0 12930908 美濃
［美濃大井荘榎戸一色百姓等重言上状案］榎戸一色百姓等
畏重言上／欲被垂殊御哀、且准国中傍例、被遂中晩田并
畠等御検見、預損得御計者、苅取作毛、備御年貢子細事、
／右、田畠作毛等損亡条、具言上先畢…

尾張宝生院蔵
遣相証性裏文
書

鎌倉遺文 18356

正応 06 8 0 1 12930908 摂津

［摂津守津守国助解］…一、請被停止国使検注作田間、町
段数任作人等心、背検田使目算、不依縄墨事、／右同検
案内、当国之例、検田使入部之日、任町段之法、欲令検
注之処、作人等以見作一町者、僅称得田二三段、又以其
二三段、尚乞半損之裁、…

兼仲卿記 鎌倉遺文 18276

永仁 01 8 0 5 12930913 改元 炎旱、天変地震、 皇年代私記 東大謄写本
永仁 01 8 0 5 12930913 改元 依天変・地震也、 皇年代略記 新校群書類従 2

永仁 01 8 0 12 12930920 山城 炎旱に依りて醍醐寺に於て水天供を行ふ、 醍醐寺日記 史料綜覧 5-398

正応 3年（1290）～永仁元年（1293）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永仁 02 0 0 0 12940204 安芸

［安芸新勅旨田損得検注馬上帳］新勅旨田解申注進永仁二
年馬上帳…／五斗代 定田八丁六反小／損田七丁［ ］十歩／
得田一丁五反大五十歩 分米七石八斗三升五合／四斗代三
丁四反三百歩／損田一丁九反［ ］廿歩／得田一丁三反三百
歩四十歩 分米五石五斗八升三合五夕／三斗代一丁三反
三百歩／損田八反大五十歩／得田五反十歩 分米一石五斗
八合…

東寺百合文書
と 71

東寺文書 3

永仁 02 1 0 18 12940221 和泉

［和泉松尾寺箕田村沙汰人百姓等連署契約状］松尾寺与池
田庄上方箕田村沙汰人名主百姓等契約事／右子細者、承
元年中令建立梨子本池、自河以西、令耕作処、彼池水不
足之間、年々令旱損者也、然間申請当寺領山林荒野等、
令建立新池、以彼流水、助旱田…

和泉松尾寺文
書 鎌倉遺文 18458

永仁 02 7 0 15 12940814 肥前

［源相政小野高意連署奉書　新合給主宛］肥前国一宮河上
座主弁髪与同国河副新合名頭長与左衛門尉家経相論…家
経亦任先例、可引募損田之旨、陳之者、於損田者、云以前、
云後年、宜守惣郷地用之傍例、有其沙汰、至未進者、早
可弁済之由、可被下知家経之旨、所候也、…

肥前河上神社
文書 鎌倉遺文 18597

永仁 02 8 0 0 12940830 飛騨 去月下旬飛駄国之処、俄雪下深五六寸、作稲等悉以損失了等云々、 東大寺八幡験記 続群書類従 3上

永仁 02 8 0 0 12940830 諸国 或霜下、或雪降、東国北陸道一向凋弊云々、 東大寺八幡験記 続群書類従 3上

永仁 02 9 0 20 12941017 飛騨 姉小者使者九月廿日到来云、去月下向飛騨国之処、俄雪下深五六寸、作稲等悉以損失了、 東大寺八幡験記 続群書類従 3上

永仁 03 0 0 0 12950124 天下

［某書状土代（後欠）］…天下一同大損亡之外者、旱水不熟
等損亡之由、先々再三問答、事旧候了、就中賜御使者之
時、事子細令申候き、詮用去年天下一同大損亡之由、被
構上候歟、此条以外次第候＜先々庄家損令申候哉＞去年
非天下一同大損亡之条、世間作法顕然候之上者、雖不可
及陶労候、為所見、相尋当寺領大和庄々損得分処、極損
亡分、乃至六分一損にて候、此分更非天下一同大損亡［　］
候、即為御覧、検文進之候（以下空白）

東 大 寺 文 書
4-88 鎌倉遺文 18735

永仁 03 0 0 0 12950124 甲斐 大興水至、 王代記 山梨県史資料編 6

永仁 03 4 0 24 12950615 陸奥 雹降、 加納年代記 石巻の歴史 1

永仁 03 4 0 24 12950615 陸奥 陸奥雨雹アリ、 熊野史 史料綜覧 5-417
永仁 03 4 0 24 12950615 京都 被行祈雨奉幣、…向晩雨、或記雨雹云、他所歟未詳、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系
永仁 03 4 0 24 12950615 京都 雨雹、 如是院年代記 新校群書類従 20

永仁 03 4 0 29 12950620 京都 祈雨奉幣、 実躬卿記 史料綜覧 5-417

永仁 03 4 0 29 12950620 京都 頃日、両度雖被行祈雨奉幣、無其験間、仰東寺長者僧正勝恵已下三人可修水天供旨、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系

永仁 03 5 0 1 12950621 京都 大雨に依りて、水天供を停め…、 実躬卿記 史料綜覧 5-417
永仁 03 5 0 12 12950702 京都 被行止雨奉幣、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系
永仁 03 5 0 15 12950705 京都 昨今洪水云、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系
永仁 03 5 0 15 12950705 京都 重被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系
永仁 03 5 0 17 12950707 京都 甚雨に依りて亀山法皇・亀山殿御幸を停め給ふ、 実躬卿記 史料綜覧 5-418
永仁 03 5 0 17 12950707 京都 依大雨洪水、車馬不通…、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系
永仁 03 5 0 18 12950708 京都 鴨川洪水、出雲路川端小堂道祖神流、又所々築地破壊、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系
永仁 03 7 0 0 12950819 京都 大風、 合符 日本震災凶饉攷
永仁 03 7 0 0 12950819 京都 七、八、九月、大風、 如是院年代記 新校群書類従 20

永仁 03 7 0 2 12950820 筑前［滑石製外容器筒蓋裏銘文］重奉納（旱魃のとき雨乞いのために掘り出して納経する習わしがあった）
水瓶山雨乞祈
禱経筒

福岡県大宰府町水
瓶山経塚遺跡発掘
調査報告

永仁 03 7 0 27 12950914 京都 大風、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系
永仁 03 8 0 0 12950918 紀伊 熊野大風、 熊野年代記 印影本
永仁 03 8 0 0 12950918 京都 大風、 合符 日本震災凶饉攷
永仁 03 8 0 9 12950926 京都 降雨に依りて、止雨奉幣を停む、 実躬卿記 史料綜覧 5-420
永仁 03 8 0 22 12951009 京都 止雨奉幣使を発遣す、 実躬卿記 史料綜覧 5-420
永仁 03 8 0 22 12951009 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系
永仁 03 9 0 0 12951017 京都 是秋大風、 如是院年代記 史料綜覧 5-421

永仁 2年（1294）～永仁 3年（1295）
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永仁 03 9 0 0 12951017 京都 大風、 合符 日本震災凶饉攷
永仁 03 9 0 16 12951101 京都 大風雨云、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系

永仁 03 12 0 13 12960126 播磨
［道明等連署充文案］福井庄東保元貞名常不作事、年々耕
作也、然者、存公平、於江兵衛殿沙汰、随堪令開発之、
可全年貢…

古田券 鎌倉遺文 18943

永仁 04 3 0 0 12960411 安芸
［安芸新勅旨田注文］…一、御年貢三十五石、次二十五石、
次二十三石／今者二十石定米歟、公文名四丁五反大ハ五
升米なし／毎年旱損水ヽ 都合御年貢六十石四斗一升＜文
書定＞…

東寺百合文書
と 鎌倉遺文 19040

永仁 04 11 0 2 12961205 讃岐

［讃岐仲村荘百姓等言上状］讃岐国仲村御庄領家御米内高
野運上百姓等謹言上／欲蒙早任申状之旨御成敗、大風損
亡子細事／件損亡子細、先度云御山、云当御庄、為一体
御事之間、令言上一紙候之処、自寺用御方者、被差下御
使両人、任損亡実、雖蒙御計、不蒙半分御免除者、争可
令安堵哉之由、重令言上者也、所詮、損亡顕然之上者、
如寺用御方、為蒙御免除、仍粗言上如件、

高野山寂静院
文書 鎌倉遺文 19184

永仁 05 0 0 0 12970201 天下 天下大旱、川々水涸ル、 新撰越後国年
代記

新大プロジェクト
研究資料叢刊Ⅳ

永仁 05 2 0 5 12970306 伊勢［太神宮般若蔵修理注文］［永カ］仁五年二月五日、同致風損之修備畢、
伊勢光明寺文
書 鎌倉遺文 19572

永仁 05 5 0 12 12970610 大和 未刻、俄天陰而雹降、輪八寸、草木悉打損了、希代珍事也、興福寺略年代記 続群書類従 29下
永仁 05 5 0 12 12970610 大和 南都雨雹、囲八寸許、傷草木、 続史愚抄前篇 10 新訂増補国史大系

永仁 05 8 0 18 12970913 伊勢［太神宮般若蔵修理注文］［  ］五年八月十八日大風之時［  ］
日令修理之畢、

伊勢光明寺文
書 鎌倉遺文 19572

永仁 05 9 0 26 12971020 伊予
感神院御祈禱料所、伊予国古田郷給主法眼栄晴申…引隠
本坪、切出最薄田、剰乍隠置莫太余田、寄事於不作河成、
不弁所当間、大略有名無実也、

山城八坂神社
文書 土一揆史料集成上

永仁 06 0 0 0 12980220 羽前（異筆）大飢渇、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

永仁 06 0 0 0 12980220 美濃 美濃茜部庄民、大風洪水のため、年貢減免を求め、逃散、岐阜県史中世 3 人権歴史年表

永仁 06 2 0 2 12980322 大和
［某注進状案］…毎年厳浄米四升＜反別二升＞川成六升引
之間、永仁六年二月二日下向シテ問答之処、付現地、可
申毛見ヲハ、向後不可立用川成分六升云々、

東 大 寺 文 書
4-97 鎌倉遺文 19596

永仁 06 6 0 0 12980717 播磨

［播磨大部荘百姓申状］大部御庄百姓等謹言上／欲殊被垂
撫民御徳政、依去今両年旱魃、百姓無為方上者、於事被
優庄民条々子細状／一、依旱魃作毛損亡間、庄家不合期
事／右、去年旱損之間、種子農料無其貯、雖倦東作、為
公私馳走東西、今年大略遂農業之節畢、而此三四十日、
炎旱殊甚、故如当時者、作稲損亡已過于半、況今五日十
日不雨降者、段歩更難秀、御年貢減失、庄民衰弊、驚有余、
不被成優如計者、土民難令廻土哉矣、…

東 大 寺 文 書
4-24 鎌倉遺文 19731

永仁 06 6 0 23 12980808 山城 清滝宮祈雨御読経始行之、 醍醐寺新要録 日本の気象史料
永仁 06 7 0 0 12980816 京都 七、八、九月、大風、 如是院年代記 群書類従 26

永仁 06 9 0 0 12981014 美濃

［迎蓮申状案］美濃国茜部庄地頭長井法印静瑜代沙弥迎蓮
謹言上／早任貞応三年寺家下知状、就損得可弁年貢由、
欲被仰下、当庄今年依洪水大風、不熟損亡事／…爰当庄
今年七、八両月之間、云度々大洪水、云両度大風、不限
当庄、為国中平均之大損亡之子細、庄官百姓等解状炳焉也、
仍任先規、触訴寺家之処、敢就無承引、住民等悉令逃散
之間、莫大乃貢更難弁済之上者、早任貞応下知状、可致
沙汰之由、為被仰下、言上如件、

東 大 寺 文 書
4-13 鎌倉遺文 19818

永仁 06 9 0 30 12981112 美濃
［六波羅挙状案］美濃国茜部庄地頭代迎蓮申、当庄損亡事、
申状＜副具書＞進上候、子細載状候、以此旨、可有御披
露候、

東 大 寺 文 書
4-13 鎌倉遺文 19817

永仁 06 10 0 0 12981113 美濃

［迎蓮重申状案］美濃国茜部庄地頭長井法印静瑜代沙弥迎
蓮謹言上／早被経急速御沙汰、欲蒙御成敗、当庄大損亡事、
…右当庄依度々洪水大風、為国中平均大損亡之子細、先
度具言上畢、…所詮百姓等立置不熟損亡作毛等、申子細
之上者、早朽損以前、被経急速御沙汰、為蒙御成敗、重
言上如件、

東 大 寺 文 書
4-13 鎌倉遺文 19867

永仁 3年（1295）～永仁 6年（1298）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永仁 06 10 0 0 12981113 若狭
［月行事日記］…此次、太良庄損亡事、百姓申事…及三ケ
度間、十石御免之由、預御返事ニ申遣了、評定之儀也、
／…太良庄損亡事、以前十石御免之上、頻申候間、又十
石御免了、仍都合廿石也、

東寺百合文書
う 6（三） 東大影写本

永仁 06 10 0 25 12981207 京都 霖雨忽晴、青日朗明、 公衡公記 2 史料纂集
正安 01 4 0 25 12990601 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

正安 01 6 0 0 12990706 諸国 疫疾流行、 鎌倉時代医事
年表

鎌倉時代医学史の
研究

正安 01 11 0 26 12991226 美濃

［迎蓮重申状案］美濃国茜部庄地頭代沙弥迎蓮重言上／欲
早且依貞応寺家免状、且水害払地上者、遂実検、可免許
年貢足由、蒙御成敗当庄損亡間事／…貞応以後旱水之異
損追年雖多之、未及訴訟、又無免許之例者也云々、…依
去年＜永仁六＞七、八両月大洪水、切井堤、流通于大河
庄内之間、作物等皆以成河原畢、加之、両度大風過法之間、
一向不残一立（粒）令皆損者也、…凡去年当庄大損亡之条、
近隣傍庄無其隠、此上者、早任貞応之例、可令免許之由、
為蒙御成敗、重言上如件、

東 大 寺 文 書
4-12 鎌倉遺文 20302

正安 02 0 0 0 13000130 日本 春雨続き、夏大旱、秋旱、日本豊作、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

正安 02 0 0 0 13000130 長門

［暦応三年二月廿一日 某・某連署宛行状 兵衛三郎（秦武弘）
宛］宛下正吉郷正安二年御内検以前常不作事／弘安弁之一
所二反小内＜小者被結如先年了／残二反＞／右於常不作
者、正安二年以来為不作之間、二反内、但随令開作、段
別三升宛ニ、可致其弁之状、如件、

有光家文書 25 山口県史中世 3

正安 02 2 0 0 13000228 美濃
［迎蓮申状案］美濃国茜部庄地頭代沙弥迎蓮重言上／…
去々年大洪水、前代未聞、大河流通当庄畢、凡及半損以
下之時者、更不申子細、払地之上者、縦雖無先例、争無
免許之儀、何況於先規哉、

東 大 寺 文 書
4-12 鎌倉遺文 20381

正安 02 4 0 0 13000228 世間 四月以来、世間、病事流布、 園太暦 1 続群刊行会

正安 02 5 0 0 13000528 天下

［大和窪荘百姓等申状］窪庄十五名百姓等謹言上／…右子
細者、於当年者、為天下一同之損亡之条者、且所仰高察
也、爰於当庄者、殊大旱損之条、世以無隠間、望申実検
之使者事、早雖及八ケ度、都以不被差下之上者、雖須可
棄置作毛…聞召開百姓等之申状、任作毛之損得、蒙御計者、
百姓等為安堵之身…

東 大 寺 文 書
4-95 鎌倉遺文 20453

正安 02 6 0 0 13000626 日本 日本大風、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

正安 02 6 0 10 13000705 世間 今日依世間病事、被行四角四［堺］御祭云々、 師守記 4 史料纂集
正安 02 6 0 10 13000705 京都 被行四角四堺御祭、依病事、御祈也、 園太暦 1 続群刊行会
正安 02 6 0 22 13000717 天下 被立伊勢以下五社奉幣使、依天下病事也、 師守記 4 史料纂集

正安 02 6 0 22 13000717 諸国 被発遣五社＜伊勢・八幡・賀茂・平野・春日＞奉幣使、依同御祈也、 園太暦 1 続群刊行会

正安 02 6 0 22 13000717 世間 被発遣五社、…奉幣使、依世間病事流行也、 続史愚抄前篇 11 新訂増補国史大系

正安 02 6 0 29 13000724 備後［太田庄嘉禎検注目録］大田御庄桑原方官物田二百六十三町七反三百卅歩／…一、不作田百二丁七反小廿歩… 宝簡集 8 家高野山 1-113

正安 02 7 1 0 13000824 尾張

［尾張熱田宮領百姓申状］熱田宮御領時光・恒正百姓等言
上／欲被遂早御内検、任損亡実、治定御年貢、大旱魃損
亡子細事／右、件旱魃損亡子細者、当年自五月廿五日、
迄于閏七月十六日、大旱魃之間、御上分田毛不及出穂、
何申哉、於陸畠之作毛者、麦仁そふハり候て、損亡之条、
不限御領中、これを所歎申、未蒙御免、弥大旱魃之間、
陸田作毛麦以下、夏作芋・大豆・小豆・粟・稗、皆悉払
地令旱損畢、早有御検見、任損亡実、為治定御年貢、恐々
謹言上如件、

三河猿投神社
所蔵本朝文粋
裏文書

鎌倉遺文 20544

正安 02 8 0 2 13000923 肥前［鎮西御教書案］肥前河上社破壊以下事、遂検見、可執進損色之由…
肥前実相院文
書 鎌倉遺文 20555

正安 02 11 0 17 13010105 美濃
［地頭代祐縁書状］美濃国茜部庄地頭代祐縁申候、当庄永
仁六年分年貢事、依大損亡雖払地候、被成御下知候之間、
既及弐佰貫文致弁、請取明鏡候之処…

東 大 寺 文 書
4-13 鎌倉遺文 20635

永仁 6年（1298）～正安 2年（1301）
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正安 03 5 0 21 13010706 大和
［大和窪荘預所実順供米請取状］請申 窪庄去年供米未済分
事、／右件供料米、依損亡度々、百姓等内検事申入之処、
無御聞入歟間、任自由、自他各遂内検、以得田分、運上
供料云々…

百巻本東大寺
文書 96

鎌倉遺文 20789

正安 03 5 0 25 13010710 山城 炎旱に依り清滝宮に…降雨を祈る、 醍醐寺新要録 史料綜覧 5-476
正安 03 7 0 0 13010813 紀伊 熊野大風供（洪）水、宮殿南門悉破崩ス、 熊野年代記 印影本
正安 03 11 0 21 13011229 薩摩 異国舟若干著薩摩国甑島、大風吹、賊舟逐電訖、 北条九代記 続群書類従 29上

正安 03 12 0 5 13020112 山城 於宇殿、嶋上下司成願儲盃飯已下、兼日相触之処、今年損亡之間、難叶、如形可用意云々、　
業顕王西宮参
詣記 未刊史料を読む会

正安 03 12 0 6 13020113 天下
三日厨事、近年以代物六千疋沙汰、中古猶増歟、今度天
下旱魃上者、少々可有御免之由、雖申之、当社修造已下
旁御免之間、難叶之由、下知了、

業顕王西宮参
詣記 未刊史料を読む会

正安 04 1 0 26 13020304 丹波［東寺執行厳伊辞状案］大山荘間事、供僧重申状加一見、返進之候、凡当庄損亡事、不預御免候者、無足勤依難叶候、
東寺百合文書
む 鎌倉遺文 20967

正安 04 2 0 6 13020314 丹波［東寺執行厳伊申状案］大山庄間事…＜三分一損定＞致其沙汰歟、…猶以依損亡、難治之間、及今、沙汰候了、
教王護国寺文
書 兵庫県史中世 6-59

正安 04 5 0 20 13020624 鎌倉 大風水、 分類本朝年代記 日本の気象史料
正安 04 5 0 20 13020624 鎌倉 大風雨、鎌倉若宮二階門吹倒し、諸木を抜く、 本朝年代記 日本の気象史料
正安 04 7 0 8 13020810 大和 大風雨、大和木津橋、長谷寺漂流す、 興福寺略年代記 史料綜覧 5-492

正安 04 7 0 8 13020810 大和 大雨大風、泉木津橋流落了、同日、長谷寺観音堂外房舎、多分流失云々、言語同断次第也、 興福寺略年代記 続群書類従 29下

正安 04 7 0 8 13020810 京都 大風雨、 続史愚抄前篇 12 新訂増補国史大系
正安 04 7 0 8 13020810 大和 此日、大和大水、木津橋長谷寺堂舎等漂流、 続史愚抄前篇 12 新訂増補国史大系

正安 04 8 0 5 13020905 京都 天陰、時々雨降、申剋已後風吹、酉剋大風、入夜甚雨大風、民屋多以吹破云々、 師守記 5 史料纂集

正安 04 8 0 6 13020906 京都 今朝吹破所々、被加修理、 師守記 5 史料纂集
正安 04 8 0 8 13020908 京都 大風雨、 実躬卿記 史料綜覧 5-494
正安 04 8 0 8 13020908 京都 大風折樹、 続史愚抄前篇 12 新訂増補国史大系

正安 04 9 0 8 13021007 若狭 今日田井保損亡事、賜返事、以前三十石、今二十石、都合五十石御免了、 師守記 5 史料纂集

正安 04 9 0 22 13021021 京都 依今月五日大風洪水、彼松木顚倒之刻、正殿艮方葺萱并瑞垣、及御門等破損之間… 師守記 5 史料纂集

乾元 01 11 0 21 13021218 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
乾元 01 12 0 7 13030103 若狭［若狭太良庄米送文］…今年大損亡免除分、見目録歟、 東寺百合文書は 鎌倉遺文 21292

乾元 01 12 0 12 13030108 京都 自昨主上有御悩、而為御疱瘡由、 続吉記 日本疾病史

乾元 02 0 0 0 13030127 常陸
［関東下知状写］鹿嶋社大禰宜能親代長円申、常陸国大枝
郷…以下事／右、当郷地頭野本藤四郎時重、嘉元二年以
来対捍之由、長円申之処、如時重代行覚陳状者、嘉元々・
二年分者、依旱魃皆損之間、不能弁済…

鹿島大禰宜家
文書 鎌倉遺文 24600

乾元 02 5 0 20 13030713 鎌倉 大風雨、木を抜き屋を発く、 本朝年代記 日本震災凶饉攷
乾元 02 6 0 0 13030723 京都 今年春夏間、彗星見、及炎干、 続史愚抄前篇 13 新訂増補国史大系

乾元 02 7 0 0 13030822 大和

［東大寺大仏殿灯油聖申状］大仏殿御灯油聖申／欲早蒙厳
密御成敗御油料所東木殿用水事／件料所…近年依用水之
違乱、令失追之条、大罪之至、何事如之哉、抑彼違乱者、
南木殿土民等閣自分之井水、押取東木殿往古之流水了、
仍一庄旱損之…

東 大 寺 文 書
4-33 鎌倉遺文 21587

乾元 02 7 0 6 13030827 紀伊
［（高野山）奉行蔵人藤原経世奉書］（年次は編者推定）水天
供事…／追申／炎旱過法候間、今明殊其沙汰候、別如此
被下候上者、争不令存公平給乎之由、同其沙汰候也、

宝簡集 40 家高野山 1-474

嘉元 01 8 0 5 13030924 改元 天変炎旱也、 皇年代私記 東大謄写本
嘉元 01 8 0 5 13030924 改元 依炎旱・彗星也、 皇年代略記 新校群書類従 2

嘉元 01 12 0 5 13040120 鎌倉 鎌倉大風雨、 分類本朝年代
記

中世東国災害史略
年表

正安 3年（1301）～嘉元元年（1304）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

嘉元 02 1 0 16 13040301 日向

［尼志阿弥陀仏田地譲状］かけ（嘉元）二年のかし（餓死）た
るによて、こともあまたありとゆゑとも、やうよく（養育）
するこ一人なきによて、わかいのちおいけられ候ほうこ
うによて、しもやましまとのにいろたゆうとのを、こと
たのミたてまつりて、おうつほの八まん田三反半お…ゆ
つりたてまつるところしち也、

日向大光寺文
書 鎌倉遺文 21728

嘉元 02 3 0 2 13040415 大和［沙汰人・勾当水田充行状］…右所充行如件、但乾元々年之依未進、嘉元々年之不作、所充行新作人彼田地也、
東 大 寺 文 書
4-76 鎌倉遺文 21761

嘉元 02 4 0 0 13040514 大和
［東大寺灯油聖申状案］…右子細者、南木殿立新井、令抑
留東木殿往古用水之間、庄内旱魃、田畠損也（亡カ）、仍
御油無足、而難弁之由、百姓等申之…

東 大 寺 文 書
4-33 鎌倉遺文 21814

嘉元 02 6 0 0 13040712 伊賀 嘉元二年甲辰六月大風吹、作物不材、又八月／七日夜大風、大雨降、作物不才田畠作物皆…

滋賀県安曇川町
北船木若宮神社
大般若経（旧所
在地伊賀）

大般若波羅蜜多経
調査報告書二
524-580

嘉元 02 6 0 20 13040731 山城 鞍馬寺に雨を祈らしむ、 鞍馬寺文書 史料綜覧 5-522
嘉元 02 6 0 28 13040808 京都 後深草法皇、御瘧病再発、 続史愚抄 史料綜覧 5-523

嘉元 02 7 0 0 13040810 大和 春日神木枯る、
大乗院日記目
録 . 興福寺別
当記

史料綜覧 5-524

嘉元 02 8 0 0 13040909 若狭 太良庄百姓等損亡之申状事（損亡 10石、免除 7石）、
東寺百合文書
な 267.教王護
国寺文書 1639

蔵持［日本中世村
落社会史の研究］

嘉元 02 8 0 7 13040915 大和 夜大雨大風之最中、自春日山、光物五着乾方飛去了、其光如日輪、
興福寺略年代
記 続群書類従 29下

嘉元 02 8 0 7 13040915 京都 大風雨、 興福寺略年代
記 .続史愚抄 史料綜覧 5-524

嘉元 02 8 0 10 13040918 大和 自去月上旬＜或作下旬＞、春日山木多枯、 続史愚抄前篇 13 新訂増補国史大系
嘉元 02 8 0 17 13040925 大和 今夜大和大風之間、自春日社＜或作山＞霊火出… 続史愚抄前篇 13 新訂増補国史大系

嘉元 02 9 0 0 13041008 若狭

［若狭太良荘百姓等申状］…欲早任申請旨、被垂御哀愍、
預損亡御免御成敗、成安堵思、当年作稲大損亡間事、／
件子細者、先度委細言上、事旧畢、雖然、未預御成敗之間、
重恐々言上、於当国大損亡之旨、不限当庄之、一国平均
之大御公損也、…

東寺百合文書
ヱ 鎌倉遺文 21987

嘉元 02 9 0 0 13041008 若狭［若狭太良荘百姓等申文］…欲早任申請旨、蒙御免御成敗、当年作稲大損亡間事、…
東寺百合文書
ヱ 鎌倉遺文 21996

嘉元 02 9 0 0 13041008 若狭

［太良庄百姓等重申状］東寺御領若狭国太良御庄百姓等謹
重言上／欲早任申請旨、被垂御哀愍預損亡御免御成敗、
成安堵思当年作稲大損亡間事／件子細者、先度委細言上
事旧畢、雖然未預御成敗之間、重恐々言上、於当年大損
亡之者、不限当庄之一国平均之大御公損也、殊当御庄内
洪田四町余之於損失者、于取［ ］無物之、若相［ ］御不審者、
蒙御免以起請文詞、可令言上之、不然者、任傍例之、被
下正直御憲法御使之、被［ ］御検見、預御免之、成安堵思、
全御公物為致進済之、恐々重言上如件、

東寺百合文書
ヱ 22

東大影写本

嘉元 02 9 0 0 13041008 若狭
［若狭国太良荘百姓等損田注進状］注進／太良御庄百姓等
名々損田注文／合／定国名 三段小 洪田（ほか洪田七筆、
省略）／此外、付岸之出水、旱田壱丁余名々田候也、…

東寺百合文書 鎌倉遺文研究 13

嘉元 02 9 0 21 13041028 若狭（端裏書）［太良庄損亡事、洪田分公文勘状也］名々洪田本所当／二十五石六斗／但、於損亡者、十石可給候歟、
若狭国太良庄
文書集

教王護国寺文書
1-199

嘉元 02 9 0 21 13041028 若狭［太良庄公文勘状］当庄百姓等損亡之申状、入見参候了、就其、七石被免除候、
若狭国太良庄
文書集

教王護国寺文書
1-199

嘉元 02 9 0 27 13041103 若狭

［若狭太良荘百姓申状］…庄内損亡の事、起請文進上候上、
すてニこう田二丁あまりて、あれたニて候処ニ、上より
被仰下候ふんにてハ、いかにとして候て、御年貢またく
さたし候ぬとも、おほへす候、可然候はゝ百姓あんとし
候やうニ、上へとり申上て給へく候、

東寺百合文書
ヱ 鎌倉遺文 22003

嘉元 2年（1304）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

嘉元 03 3 0 0 13050403 肥前

［肥前国小値賀浦部地頭峯貞陳状案］…三月十八日状云、
…余仁今年飢渇仁天候之間、粮料事欠候天不参候、麦出
来候天可参候、…八月八日状云、…余仁飢渇仁天、粮料
事欠候天、不参候、返々疎仁存候、…三月三日状云、…
今年者、飢渇仁天候間、無堪之由歎申候上仁、例入候船母、
今年者一艘母入候波須、百姓歎候江波…

青方文書 1-103 史料纂集

嘉元 03 4 0 16 13050518 大和 山木枯槁、御神楽執行、 興福寺略年代記 続群書類従 29下

嘉元 03 6 0 0 13050701 会津 大旱雨乞い、豊年、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

嘉元 03 8 0 0 13050829 若狭

［若狭太良荘百姓申状］…欲早蒙御成敗当年損亡子細事／
件損亡為躰者、早田者、穂出花懸最中於、加虫付天吸喰間、
如カヤ穂志天不及苅取、于今令立捨所々畢、中田是又自
去七月十九日同至于廿五日、大南風被吹枯畢、以晩田者、
不及便水之処々焼損、大躰稲穂不出之上、云虫損、云風損、
国中平均無其隠、可然者、早垂御慈悲、任損亡実正、為
蒙御成敗、恐々粗言上如件、

東寺百合文書
ヱ 鎌倉遺文 22306

嘉元 03 8 0 0 13050829 若狭

［若狭太良荘百姓申状］…欲早蒙御慈哀御成敗当年損亡子
細事／件損失為躰、云虫損、云風損、将旱損打次之旨、
委細言上先畢、然而不蒙御裁許之間、恐々重言上、凡虫
損事、花懸最中、吸喰仕之間、不及苅取立置事、国中諸
郷保所々一同、無其隠者哉、就中、当御庄吸喰之間、名々
所々令立捨之条、顕然也、旱風両損、是又国中平均之上者、
…任損亡実正、為蒙御成敗、恐々重言上如件、

東寺百合文書
ヱ 鎌倉遺文 22315

嘉元 03 8 0 5 13050902 改元 依天変・炎旱、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

嘉元 03 9 0 0 13050928 若狭

［太良庄百姓等重申状］…右損亡子細、両度令言上之処、
五石御免之由、百姓等且雖開喜悦之眉、当年損亡之躰、
早田者皆損分所々令立捨之所残、且為御公事私［ ］命雖苅
納有名無実次第也、中田大損亡事、殊損失之間、重不蒙
御成敗者、依難苅納不懸作稲等…凡当年損亡、国中平均
之上、当御庄殊損失之間、不耐愁吟…

東寺百合文書
ヱ 29

東大影写本

嘉元 03 9 0 0 13050928 若狭

［太良庄百姓等重申状］太良御庄百姓等重謹言上／欲早蒙
哀憐御成敗当年作稲損亡間事／件損失子細度々委細言上
候畢、然而預［ ］弱御免間、雖令重子細言上不預御下知之間、
不堪愁吟恐々重言上於当年大損亡者、不限当庄為一国平
均損失之間、諸郷保皆以任御公領実正蒙御免成安堵之思
条々、無其隠候者哉、限当御庄預纔五石御免之条、難堪
次第也、為早米早田中田雖苅取之不及其済分［ ］々、令早
米備進之畢、於晩田者、不及苅取立置畢、若相［ ］御不審者、
蒙御免、任実正起請文詞、可令言上候、不然者、被下正
直御使、被遂御検見為蒙御成敗、恐々言上如件、

東寺百合文書
ヱ 28

東大影写本

嘉元 03 10 0 0 13051027 山城
［嘉元三年冬季引付］…一、山城田損亡事、十月六為検知、
差下維那法師了、罷上申云、惣テ三段内、早田一段半損
＜三斗云々＞晩田内一段ハ二斗三升、一段ハ一斗九升五
合云々、

東寺百合文書 鎌倉遺文研究 13

嘉元 03 10 0 6 13051101 山城［東寺評定事書］一、山城国損亡事、十月六、為検知差下維那法師…
東寺百合文書
い 鎌倉遺文 22358

嘉元 04 0 0 0 13060222 対馬 是歳対馬島大風、 対州編年略 日本の気象史料
嘉元 04 5 0 9 13060628 山城 醍醐清滝宮に雨を祈る、 醍醐寺新要録 史料綜覧 5-546
嘉元 04 5 0 25 13060714 大和 為祈雨、被供養等身十一面観音像於興福寺、 続史愚抄前篇 14 新訂増補国史大系
嘉元 04 5 0 30 13060719 京都 為祈雨、被行水天供、 続史愚抄前篇 14 新訂増補国史大系

嘉元 04 8 0 0 13060917 若狭

［太良庄百姓等重申状］…右、損亡次第、先度具令言上之処、
今年熟年也、不可訴訟之由、依御気色、被返下申状之条、
無術次第也、当年大損亡事、催殖女之衆中長日大旱魃之
間、田植時已令違期畢、僅待得雨降、雖令殖之、五月廿
五六七両三日俄又依大洪水出来、且流失且令朽失畢、其
後纔熟稲穂者、七月廿七日八九之間、大風大洪水之間、
旁江大損亡、不可勝計事、希代次第也、…

東寺百合文書
ヱ 30

東大影写本

嘉元 3年（1305）～嘉元 4年（1306）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

嘉元 04 8 0 0 13060917 若狭

［太良庄百姓等重申状］［若狭］国太良御庄百姓等重言上／
欲早被垂御哀憐、任申請旨、被下正直御使被遂御検見歟、
若不然者、預半損御免、令備進御年貢子細事、／右損亡
之次第、両度具令言上畢、雖然僅預五石御免之間、百姓
等令仰天畢、就中於当年大損亡者、先規未聞之者也、随
又、云長日旱魃、云大風大洪水、旁以重畳之間、且云御
年貢残少、且云百姓侘［際］之基、無其隠之上者、争不預
御哀憐哉、所詮任申請之旨、可被下御検見御使歟、不然者、
不預半損之御免者、百姓等於中田并晩田者、雖為段歩作
稲仁不可懸手者也、然者、早被垂御哀憐蒙御成敗、為令
備進御年貢、重恐々言上如件、

東寺百合文書
ヱ 31

東大影写本

嘉元 04 8 0 21 13061007 若狭
［嘉元四年秋季引付］…一、太良庄損亡事、／百姓所申、
雖非信用之限、以寛宥之儀、五石可被免之歟云々、／一、
同庄預所令歎申間事／右、所歎申、非無其謂歟、所詮、
庄家牢篭間、別進米五石・大豆一石、可被返免之也、…

東寺百合文書 鎌倉遺文研究 13

嘉元 04 8 0 23 13061009 若狭
［僧頼尊奉書案　太良庄預所宛］（端裏書）「太良庄損亡免
状案…」当庄百姓等損亡事、就訴申、令披露之処、於今年者、
諸国平均豊饒之由、有其聞之間、雖不可被免之、重歎申
之間、被免五石候了、

東寺百合文書
は 54

東寺文書 1

嘉元 04 9 0 6 13061022 若狭
（端裏書）［嘉元四／丙申九月六日下遣之／太良庄損亡御
免状案／但二度免なり］当庄損亡事、就歎申、先度被免五
石候之処、重猶百姓等訴申之条…又壱石所被免許也、

氏名未詳奉書
案

教王護国寺文書
1-207

嘉元 04 9 0 14 13061030 若狭

［若狭太良荘百姓等書状］…抑大損亡事、数ケ度申上候之
処、纔五六石御免候之由、被仰下候之間、恐々以起請文
之詞、申上候、可然様、寺家ニ可有御披露候、凡当年大損亡、
為国中平均大訴候之間、諸郷保所々遂検見候、成安堵之
思候、限当御庄、無御検見候、…

東寺百合文書
は 鎌倉遺文 22728

嘉元 04 9 0 16 13061101 武蔵 武州洪水、 松屋筆記 日本の気象史料
嘉元 04 10 0 0 13061115 諸国 赤斑瘡流行、 武家年代記 史料綜覧 5-551
嘉元 04 10 0 7 13061121 天下 赤斑瘡、天下多以病之、 武家年代記裏書 続史料大成 18

嘉元 04 10 0 7 13061121 若狭［嘉元四年冬季引付］太良庄絲綿到来…同庄百姓等申損亡、仍被免十石、以前十石、都合廿石御免、…
東寺百合文書
う 9

鎌倉遺文研究 14

徳治 01  12 0 14 13070126 改元 依変異也、 皇年代私記 東大謄写本
徳治 01 12 0 14 13070126 改元 依変異也、 皇年代略記 新校群書類従 2

徳治 02 0 0 0 13070212 甲斐 赤班瘡在病、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

徳治 02 0 0 0 13070212 京都 此歳洪水、民間多患赤疱瘡也、 仏種慧済禅師中
岩和尚自歴譜 大日本史料 6-43

徳治 02 0 0 0 13070212 天下 是歳天下疹病流行し、五穀稔らず、 異本塔寺長帳 史料綜覧 5-564

徳治 02 0 0 0 13070212 若狭
［若狭太良庄年貢帳］注進 太良庄年々運上次第…嘉元四年
領家御年貢送文／…去年（徳治元年）損亡廿三石被免除了、
雖然百姓等猶以不叙用、申子細不出散用状者也、

東寺百合文書
は 50

東寺文書 1

徳治 02 0 0 0 13070212 若狭 太良庄の年貢合計 68.31969石－損亡分 23.0石、百姓不叙
用、

教王護国寺文
書 305

教王護国寺文書

徳治 02 7 0 12 13070818 京都 赤斑瘡の流行により、後宇多上皇の御所に於いて、仁王経を書写せらる、 実躬卿記他 史料綜覧 5-559

徳治 02 7 0 12 13070818 天下 天下赤斑瘡流布、 続史愚抄前篇 14 新訂増補国史大系

徳治 02 7 0 16 13070822 京都 宣旨を下して、今日より三ヶ日諸社諸寺に、仁王般若経を転読して、災疫を禳はしむ、
春日社司祐春
記 .続史愚抄 史料綜覧 5-559

徳治 02 8 0 12 13070917 鎌倉 依赤斑瘡、舞童等多病悩、 鶴岡社務記録 続史料大成 18

徳治 03 0 0 0 13080201 鎌倉 此歳鎌倉大災、 仏種慧済禅師中
岩和尚自歴譜 大日本史料 6-43

徳治 03 0 0 0 13080201 若狭

［若狭太良庄年貢帳］注進 太良庄年々運上次第…注進／延
慶元年御年貢散用状事／…定御米百弐拾八石三斗五升四
合四夕一才／漆拾六石二斗二升二合二夕＜納米＞／四拾
二石七斗八升四合六夕三才＜損亡＞／百姓等損亡事、雖
有免除、猶以押募之、其子細略之了、

東寺百合文書
は 50

東寺文書 1

徳治 03 0 0 0 13080201 若狭 太良庄の年貢合計 74.08684石－損亡分 42.78463石、百姓
押募、

教王護国寺文
書 305

教王護国寺文書

徳治 03 8 1 29 13081022 京都 大風雨、 済北集 日本の気象史料

嘉元 4年（1306）～徳治 3年（1308）



153

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

徳治 03 8 1 29 13081022 丹波
［大山荘西田井損得田注進状］…都合早中田一町三反十五
代／得田四反七代分、所当四石一斗四升定 銅升定／損田
九反十八代… 

教王護国寺文
書 兵庫県史中世 6-90

延慶 01 10 0 9 13081130 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
延慶 02 0 0 0 13090219 諸国 是歳諸国大風、 和漢合符 日本の気象史料

延慶 02 0 0 0 13090219 若狭
（端裏書）［太良庄未進散用状　応長元年分］若狭国太良保
／注進　応長元年領家御年貢散用状事／…六斗一升六合
六勺八才　延慶二年依大洪水、流田所当米□也、

若狭国太良荘
年貢米算用状
写

教王護国寺文書
1-240

延慶 02 0 0 0 13090219 若狭［若狭太良荘領家年貢算用状］…六斗一升六合六勺八才 延
慶二年依大洪水、流田所当米跡也、…

東寺百合文書
外 鎌倉遺文 24564

延慶 02 0 0 0 13090219 若狭［若狭太良荘年貢米算用状案］…六斗一升六合六勺八才　＜延慶二年依大洪水流田跡所当米＞
東寺百合文書
外 鎌倉遺文 24726

延慶 02 0 0 0 13090219 若狭 太良庄の年貢合計 35.1994石－損亡分 84.73684石、内検（百
姓申状によるか、松浦義則論文 2003年）、

教王護国寺文
書 305

教王護国寺文書

延慶 02 5 0 10 13090626 京都 大風、 続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系
延慶 02 6 0 0 13090716 伊勢 大風洪水、 伊勢記 日本の気象史料

延慶 02 7 0 0 13090814 尾張
［尾張国大成荘所務条々事書］凡去延慶大風雨、元徳洪水
以後、地下大略及牢篭之由、依被聞食、為撫民之儀、近
年所務之躰…

東寺百合文書
み 愛知県史資料編 8

延慶 02 7 0 0 13090814 三河［猿投神社貞和五年年中祭礼記］…八王子拝殿造新事、彼ノ拝殿ハ去延慶ノ大風ニ令顚倒、無造新之処… 猿投神社文書 愛知県史資料編 8

延慶 02 7 0 11 13090824 丹波 大風、大飢饉（［凡去延慶大風雨、両元徳洪水］康永 1.8東
寺百合み、中村吉治収集土一揆史料集成上 82）、 天寧寺年代記 日本の気象史料

延慶 02 7 0 11 13090824 伊勢 大風洪水、都鄙人屋多く顚倒す、 伊勢記 日本の気象史料

延慶 02 7 0 11 13090824 尾張 大風逆浪、昼夜三日にして、四海不穏、日月失…堂塔悉く打破たる事、微塵のことし、 自性院文書 愛知県史資料編 8

延慶 02 8 0 3 13090915 若狭

［太良庄早米分拾□御免状案＜但三石／延慶二、三＞］当
庄損亡之間事、所申候、雖不可然、度々［　］申候上者、
於早米分三石被免除候、此上者、急可進済之由、…／追
仰／就損亡事、可被尋聞食有子細之間、古老百姓等五六
人程、今月十日以前、可令上洛之由、

東寺百合文書
エ 23

東大影写本

延慶 02 8 0 27 13091009 若狭
（端裏書）［太良庄損亡状…］注進 太良御庄百姓名内損亡令
注進日記／安河名二反なかれ田　七反てぬ田　一丁三反
半損亡／（以下 6名省略）

若狭国太良荘
損亡注進状

教王護国寺文書
1-225

延慶 02 10 0 13 13091123 若狭
［若狭太良庄年貢帳］注進 太良庄年々運上次第…損亡内検
目録案 若狭国太良御庄／注進 延慶二年十月十三日損亡検
見目六事／…惣都合御米百弐拾八石八斗八升七合七夕五
才／除 八拾四石七斗三升六合八夕四才、

東寺百合文書
は 50

東寺文書 1

延慶 02 12 0 0 13100110 大和 今年、有万機旬、春日山木二千八百株枯、 続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系
延慶 03 0 0 0 13100209 天下 天下飢饉、 産福寺年代記 加能地域史 11

延慶 03 3 0 24 13100502 鎌倉 大洪水、 鎌倉年代記裏書 続史料大成 18

延慶 03 4 0 0 13100508 世間 四月以来、世間病事流布、 園太暦 1 続群刊行会
延慶 03 5 0 27 13100703 京都 被行四角四堺御祭、依病事御祈也、 園太暦 1 続群刊行会
延慶 03 7 0 0 13100804 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

延慶 03 7 0 0 13100804 諸国 諸国大風、損害多し、 年代記抄 日本震災凶饉攷
延慶 03 7 0 0 13100804 天下 大風吹、天下損亡、 立川寺年代記 続群書類従 29下
延慶 03 8 0 28 13100929 伊勢 風雨洪水の為、外宮心御柱絹布が流失、 宇治山田市史 日本の気象史料
延慶 03 11 0 6 13101205 鎌倉 依大風、鎌倉中大焼亡也、 鶴岡社務記録 改定史籍集覧 25

延慶 04 1 0 5 13110202 京都 大風、発屋揚砂、 続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系
延慶 04 3 0 0 13110329 鎌倉 三月以後、至五月之比、三日病流布、 鎌倉年代記裏書 続史料大成 18

延慶 04 3 0 0 13110329 若狭
［東寺供僧方雑掌陳状案（太良庄）］…次拾所相残之年貢者、
近年打続損亡出来之間、云彼云此、年貢減少之間、当寺
寺用定欠如之上者、彼修二月米不足曽以非当寺抑留之儀
者哉＜是四＞…

東寺百合文書
ユ 163

東大影写本

延慶 04 3 0 0 13110329 諸国 自今月中旬、京畿諸国疫病流行、俗称三日病云、至五月中旬休、 続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系

徳治 3年（1308）～延慶 4年（1311）
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延慶 04 3 0 8 13110405 京都
雨下、大風頻吹、自今朝有所労之気、如風咳、但温気以
外興盛也、食事不通、通宵辛苦、凡此間俗号田楽病、如
此病悩、両三日云々、若此類歟、即此家中大略悉平臥了、
頭少将即自昨日平臥云々、

園太暦 7 史料纂集

延慶 04 3 0 8 13110405 京都 所労、田楽病事、 園太暦 7 史料纂集
延慶 04 3 0 9 13110406 京都 疫病流行、世俗曰田楽病、 続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系

延慶 04 3 0 25 13110422 京都 自昨日、甚雨、今朝至巳剋、猶不属晴、…而午剋以後、雨足休止、 公衡公記 3 史料纂集

応長 01 4 0 0 13110428 世間 四月以来、世間病事流布、 園太暦 1 続群刊行会
応長 01 4 0 13 13110510 京都 自夜雨下、終日不休、 公衡公記 3 史料纂集

応長 01 4 0 14 13110511 京都 夜間猶雨不休、今朝陰雲漸霽、巳剋以後、天顔快晴、日脚殊明、 公衡公記 3 史料纂集

応長 01 4 0 22 13110519 京都 天陰雨下…今日止雨奉幣也、吉田祭依洪水延引、 花園天皇宸記 増補史料大成 1

応長 01 4 0 25 13110522 諸国 被発遣九社奉幣使＜伊勢・八幡・賀茂・松尾・平野・稲荷・春日・丹生・貴布袮＞依病事御祈也、 園太暦 1 続群刊行会

応長 01 4 0 25 13110522 天下 依天下疫疾、被発遣九社奉幣、 続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系
応長 01 4 0 28 13110525 改元 被行改元定…改延慶為応長、依天下疫病也、 続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系
応長 01 4 0 28 13110525 改元 依疾疫病事也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

応長 01 4 0 28 13110525 改元 依疾疫流行改元、 皇代記 新校群書類従 2

応長 01 4 0 28 13110525 改元 依疾疫也、 皇年代略記 新校群書類従 2

応長 01 4 0 28 13110525 改元 定＜応長＞依病事也、 園太暦 1 続群刊行会
応長 01 4 0 28 13110525 改元 依病事也、 一代要記 改定史籍集覧 1

応長 01 12 0 18 13120204 京都

八王子山上の群虫杪を食ひ、万木枯れんとするの事、陰
陽寮卜し申して云ふ、これを推すに、神事違例不信の致
すところに依るか。官卜し申して云ふ、これを推すに、
神事違例不信不浄の上、公家の御慎みに依り、恠しむ所に、
驚恐病の事及ぶか、

花園天皇宸記
1

和訳花園天皇宸記
1

応長 01 12 0 18 13120204 京都 戌の剋、二宮の十禅寺・大行事社の宝前に、同時に羽蟻出現す、
花園天皇宸記
1

和訳花園天皇宸記
1

応長 02 0 0 0 13120216 天下 天下豊饒、米三斗余銭百文ニ売、 産福寺年代記 加能地域史 11

応長 02 0 0 0 13120216 摂津［摂津輸田荘西方地頭請年貢注文］…正和元年…五十貫文 
地頭申請損亡分除之… 九条家文書 鎌倉遺文 24965

応長 02 2 0 20 13120405 長門

［御使尚脩外二名連署補任状案］長門国（豊浦郡）富安正吉
郷 八幡宮司職并御供田事、為□神役、以当住人進士弘信
所令補任也、爰先神主泰弘、彼神田荒廃之刻、令滅亡之上、
無一子之間、不相継当職之、仍彼免田不作多年、既当社
破壊、神役欠如歟、…

有光家文書 5 山口県史中世 3

応長 02 2 0 28 13120413 京都 占曰、可有口舌及病、 続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系
応長 02 3 0 16 13120501 京都 此日、春日若宮南鳥居下有羽蟻集、 続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系
正和 01 3 0 20 13120505 改元 依変異、 皇代記 新校群書類従 2

正和 01 3 0 20 13120505 改元 天変・地震、 皇年代略記 新校群書類従 2

正和 01 5 0 23 13120706 京都
鴨川洪水、水至六波羅門外、又今出川第門流、人民多溺死、
或親王＜十七歳＞往見洪水間、水溢乍車流、雖引上、殆
絶気、

続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系

正和 01 8 0 22 13121001 大隅
［静玄・実静連署書下案　安東四郎左衛門尉宛］大隅国禰
寝郡司清治申、御私領得富頭（領）内小河院園弐箇所成河
由事、…向後任注進状、可令免許、河成肆段九十歩分桑
代之由所候也、…

禰寝文書 鎌倉遺文 24640

正和 01 9 0 17 13121026 京都 天陰降雨、及晩大雷鳴、七条辺霹靂云々、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

延慶 4年（1311）～正和元年（1312）
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正和 01 10 0 0 13121108 若狭

［若狭太良荘百姓申状］東寺御領若狭国太良庄百姓等重謹
言上／為任現損旨、被差下憲法御使、被遂御検見、度々
捧愁状、企百姓等上洛、可下給御検見御使旨、雖訴申上、
無御用、或時者三石御免、或時者十五石御免除由被仰出、
御使無御下向間、打立置処、作稲等霜、弥々以及御公損
間、不及力、作毛雖苅取、於洪田四町余者、不及苅取者也、
於残十二町余者、蒙半損御免御成敗、欲成安堵思子細事、
／右大損亡躰者、度々如令言上、不限当御領、為一国平
均大損亡之間、近隣諸郷保・国富庄并松永保百姓等者、
三分一損、例損之外、預半損御免之、成安堵思畢、宮河
保・津々見保者、被遂御検見之、或半損、或皆損之蒙御免、
皆以成安堵思之者也、凡於当御領田地者、先年如被知食之、
大河沈其上、東河・遠敷河・落合三大河水之間、為毎年
損亡之条、顕然也、就中於当年大損亡者、無取喩物、早
任申請旨、蒙御免御成敗之、成安堵思、為令全残御年貢之、
重謹言上如件、

東寺百合文書
ヱ 鎌倉遺文 24681

正和 01 12 0 7 13130112 若狭［若狭太良荘年貢米算用状案］…尚除 陸拾石 当年損亡御
免状任［ ］…

東寺百合文書
外 鎌倉遺文 24726

正和 02 3 0 6 13130410 京都 天晴、及晩天陰暴雨、子剋地震有音、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 3 0 20 13130424 天下 又奏大仏御汗事御卜形、神祇官申云、公家慎之上、恠所口舌驚恐病事、陰陽寮天下疾疫事云々、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 5 0 4 13130606 伊勢 終日雨降、明日伊勢一社奉幣也、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 5 0 29 13130701 京都 天陰雨降、近日霖雨過法、定洪水歟、為歎々々、凡上下不静、歎入々々、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 5 0 30 13130702 京都 入夜雨降、近日霖雨及数日、梅霖過法、尤歎入、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 6 0 2 13130704 京都 天陰雨降、河水溢之間、人多流死云々、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 6 0 3 13130705 京都
天猶陰雨不休之間、作絶句詩、聊申内侍所、其趣、仮令、
代民可棄我命之故也、即雨脚休、又暫雨灑、即晴、夕陽影新、
其後天猶雖陰、雨脚止了、…

花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 6 0 7 13130709 京都 天晴、炎暑無術之間、大略如疾、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 6 0 9 13130711 京都 天晴、炎暑難堪之間、結構作泉、俊言朝臣作進之、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 6 0 29 13130731 京都 天晴…此間久雨不降、仍可払神泉苑云々、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 7 0 11 13130811 京都 今日祈雨奉幣也、… 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 7 0 12 13130812 京都 今日神泉苑掃除…入夜雨降、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 8 0 0 13130831 京都 時暴雨烈風、折樹発屋、 続本朝通鑑 日本の気象史料
正和 02 8 0 20 13130919 京都 止雨奉幣、 花園院御記他 史料綜覧 5-599
正和 02 8 0 21 13130920 京都 天晴、止雨奉幣之効験歟、但昨日自奉幣以前天晴、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 8 0 23 13130922 京都 及［ ］時甚雨、酉剋暴風甚雨、 継塵記 日本の気象史料

正和 02 8 0 23 13130922 京都 朝間天晴、自申剋雨降、及晩大風大雨、…雨降之間、人皆沾云々、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 02 8 0 23 13130922 京都 此日、大風、折木発屋、 続史愚抄前篇 15 新訂増補国史大系

正和 03 0 0 0 13140125 若狭

（年次は推定）［若狭太良・丹波大山両庄等事、評定書案］
一、太良損亡事／都合三十石可被免歟、相待預所之所存
也云々、但先可有問答、将又、可若此分申承諾者、不及
子細、不然者、百姓等、云現在、云未来、雖為一石、不
可申虚誕之由、可書厳重之起請之由、可令下知云々、

東寺百合文書
は 71

東寺文書 1

正和 03 0 0 0 13140125 若狭
（年次は推定）［丹波大山・若狭太良両庄事評定書案］…一、
太良損亡事／先度廿果被免了、而依重歎申、又廿果可被
免云々、就其、忩可沙汰進早米之由、厳密可被仰預所云々、

東寺百合文書
は 72

東寺文書 1

正和 03 0 0 0 13140125 若狭［東寺供僧評定事書案］…一、太良損亡事／都合三十石可被免歟、
東寺百合文書
は 鎌倉遺文 25276

正和 03 1 0 19 13140212 京都 奉問新院御疱瘡事、凡当時、自去年冬比、疱瘡大略毎人疾云々、是依朕不徳歟、尤驚歎無極、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 2 0 1 13140223 京都 近日疱瘡流布、此間毎人病之、仍為朕祈禱、今日有鬼気祭、是依先例也、又今夜有四角鬼気祭事、今日大原野祭矣、… 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 2 0 7 13140301 天下 頭書…近日疱瘡、天下人皆病之、仍今日有免者云々、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 2 0 21 13140315 京都 天晴、入夜降雨如妖、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 3 0 23 13140416 京都 天陰、自去夜、大雨降、終日不休、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和元年（1312）～正和 3年（1314）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

正和 03 3 0 24 13140417 京都 臨時祭、使舞人等昨日不帰参、今日上洛云々、是依洪水也、… 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 4 0 23 13140614 京都 天晴、及晩天陰甚雨滂沱、入夜雨休止、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 4 0 24 13140615 京都 天晴、及晩天陰甚雨滂沱、雷鳴二声、及夜半雨脚休、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 4 0 29 13140620 京都 天晴、及晩暴雨降、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 5 0 7 13140628 京都 朝間天晴、晩に及び雨降り、終日止まず、 花園天皇宸記 1 和訳花園天皇宸記 1

正和 03 5 0 18 13140709 京都 天陰、終日降雨滂沱、入夜時々晴、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 5 0 22 13140713 京都 天晴、及晩天陰、降雨滂沱、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 6 0 17 13140806 京都 天晴、午剋許暴雨降、即休止、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 6 0 19 13140808 京都 天晴、今日炎暑雖猶盛、涼風始至、誠知立秋節、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 6 0 25 13140814 陸奥 霜降、 加納年代記 石巻の歴史 1

正和 03 6 0 25 13140814 京都 天晴…申剋大風暴雨、暫即晴、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 6 0 29 13140818 京都 天晴、未剋許暴雨降、即休止、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

正和 03 8 0 0 13140919 諸国 大風霜降、諸国悪作飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

正和 03 8 0 23 13141011 陸奥 霜降、人多死、 加納年代記 石巻の歴史 1

正和 03 9 0 18 13141104 若狭［東寺供僧評定事書］…一、太良庄損亡事／先度廿果被免了、而依重歎申、又廿果可被免云々、…
東寺百合文書
は 鎌倉遺文 25224

正和 03 10 0 0 13141117 山城［山城国曽束庄百姓等重訴状案］…抑当庄網代者、往代以来在之、今更不結構之、但近年洪水之時、破損流失畢、 禅定寺文書 56 禅定寺文書

正和 03 10 0 5 13141121 若狭

［若狭太良庄預所書状 紙背］さてハそんまうの事、かさね
てひろう申候ところに、さきに四十石を御めん候に、又
かやうに申候事、返々ふしきにおほえ候、さりなからあ
まりになけき申候へハ、又十石御めん候也、このうゑハ、
いそきいそき御ねんくさたしまいらすへきよし、よくよ
くけちせられ候へと申せとて候、…

東寺百合文書
は 68

東寺文書 1

正和 03 11 0 26 13150110 若狭
［源某奉下知状］御面浦（若狭遠敷郡）刀禰守綱申条々…一、
当年田損亡事／不及訴訟之上者、雖非沙汰之限、為天下
一同損亡之間、所当鮨桶壱口、所被免許也矣、…

若狭大音文書 鎌倉遺文 25304

正和 04 0 0 0 13150213 紀伊
［六波羅下知状］…右如同状者、正和四年、大洪水之時、
遂検見畢、彼河成跡令開作否、重遂検見、誠有永代河成坪々
者…可令免除之、…

高野山文書
宝簡集 7

鎌倉遺文 30591

正和 04 0 0 0 13150213 若狭 太良庄の年貢合計 72.29692石－損亡分 59.70146石、内検
（百姓申状によるか、松浦義則論文 2003年）

教王護国寺文
書 305

教王護国寺

正和 04 0 0 0 13150213 天下 天下大飢饉、国主大学頭殿、国土ノ祭リ、月山、羽黒山三五沢虚空蔵嶽、 羽黒山年代記 山形県史中世史料
2

正和 04 3 0 8 13150420 関東

（3月 15日条）巳剋許、武家使糟屋弥次郎来、以邦光申云、
去八日、関東大焼亡、将軍（守邦親王）御所・左馬権頭（北
条高時）屋形以下、相州（北条熈時）・奥州（北条維時）・相
模左近大夫（北条貞視）・武蔵左近大夫（北条守時）・八幡
宮上下・建長寺門等悉焼亡、依此事、在京武士・西国御
家人等不可参之由、関東飛脚今暁到来、為存知私令申云々、
驚聞之由返答了、

公衡公記 2 史料纂集

正和 04 3 0 8 13150420 鎌倉
（3月 16日条）三月八日夜、ゐのときに、かまくらいゐし
まより、ひいてき候て、あくる日のうのときまて、やけ
て候、わかみや・いまみや・将軍家…

公衡公記 2 史料纂集

正和 04 4 0 25 13150605 京都 被修水天供、…雨降了、 水天供現行記 続群書類従 25下
正和 04 4 0 28 13150608 京都 依災旱、自頃日、被行水天供、 続史愚抄前篇 16 新訂増補国史大系

正和 04 4 0 28 13150608 京都 自夜天陰雨降、甘澍幸甚々々、此間、被行水天供（祈雨）七ケ日修中也、 公衡公記 2 史料纂集

正和 04 5 0 7 13150617 京都 天陰雨下、可謂甘澍、自昨日、又水天供（祈雨）、禅助僧正以下始行云々、 公衡公記 2 史料纂集

正和 04 5 0 11 13150621 京都 自夜雨猶不休、今朝殊以滂沱、可謂甘澍、 公衡公記 2 史料纂集
正和 04 5 0 19 13150629 京都 終日雨下、申剋雷電霹靂大雨如［ ］、 公衡公記 2 史料纂集
正和 04 5 0 21 13150701 京都 雨猶降、結句、雷雨殊甚、庭水如海、 公衡公記 2 史料纂集
正和 04 5 0 21 13150701 京都 被発遣止雨奉幣於丹生・貴布袮等社、 続史愚抄前篇 16 新訂増補国史大系

正和 04 5 0 22 13150702 京都
雨終夜不休、今日猶如［ ］、至今日、十六ケ日雨降、＜巳
剋以後雨暫休、自申剋又降歟＞民間之愁、人以可察之、
于今不被行止雨奉幣云々、政務愍如此、可弾指々々、

公衡公記 2 史料纂集

正和 3年（1314）～正和 4年（1315）
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正和 04 5 0 23 13150703 京都 自去比、霖雨、十六ケ日之間、大略不属晴、而自去夜雨脚休止、今日青天間見、可謂風雲感会歟、 公衡公記 2 史料纂集

正和 04 6 0 10 13150719 京都 近日炎暑如蒸、心神弥失度、 公衡公記 2 史料纂集
正和 04 7 0 0 13150809 世間 七月以来、世間病事流布、 園太暦 1 続群刊行会
正和 04 7 0 29 13150906 京都 被発遣秋祈年穀奉幣使、病事々被載宣命辞別、 園太暦 1 続群刊行会

正和 04 7 0 29 13150906 世間 被発遣祈年穀奉幣＜秋季＞、被載当月世間疫疾流行事、于宣辞別、
続史愚抄前篇
16

新訂増補国史大系

正和 04 9 0 0 13151007 大和
東大寺大仏灯油聖実円謹言上／…然当時（大和高市郡小山
庄東喜殿？）百姓等巧姧謀、或称炎旱、或号水損、不致其
弁…

大和水木直箭
蔵東大寺文書 土一揆史料集成上

正和 04 10 0 15 13151120 若狭
［若狭太良荘作稲損亡検見注進状］…注進 正和四年作稲損
亡検見目録事／…七町九反三百三十歩 当年損田／分米五
拾玖石七斗一合四夕六才、

東寺百合文書
は 鎌倉遺文 25639

正和 04 12 0 13 13160116 若狭
［若狭太良庄年貢結解状］太良庄御年貢事／…国定百弐拾
八斛八斗八升七合七夕五才／…／伍拾石損亡御免／壱石
七斗  入田損亡分／壱石一斗一升二才＜松永押領分并河成
分＞…

東寺百合文書
は 91

東寺文書 1

正和 05 0 0 0 13160203 諸国 諸国上下三日病、 産福寺年代記 加能地域史 11

正和 05 0 0 0 13160203 伊予［伊予忽那島損亡検見目録］注進伊予国忽那嶋正和五年損亡検見［目録］…
伊予忽那とら
文書 鎌倉遺文 26064

正和 05 3 0 20 13160420 改元 天変・地震、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

正和 05 7 0 0 13160728 京都 被修水天供、第二日雨降了、 水天供現行記 続群書類従 25下
正和 05 7 0 12 13160808 京都 頃日、疫病流行、逐日盛、 続史愚抄前篇 16 新訂増補国史大系
正和 05 7 0 26 13160822 天下 為天下病事、被進御願文於当社… 八坂神社記録 2 増補続史料大成 44

正和 05 7 0 28 13160824 天下 為天下病事御祈、… 八坂神社記録 2 増補続史料大成 44

正和 05 10 0 0 13161025 播磨［鵤庄平方条名主等起請文］立申起請文／右播磨国鵤御庄平方条、同年＜正和五＞大損亡事／右令偽申者… 法隆寺文書 鵤庄史料 247

正和 05 11 0 0 13161123 紀伊 本宮ノ宮震動、新宮十二社ノ翠簾切落ル、 熊野年代記 印影本

正和 05 12 0 0 13170121 丹波［大山荘年貢米算用状］…合／一井谷／作田捌町弐段／損田三丁三反代 分米三十三石三斗二升五合…
東寺百合文書
ま

兵 庫 県 史 中 世
6-140

文保 01 1 0 3 13170102 改元 正月三日大震、 一代要記 改定史籍集覧 1

文保 01 2 0 22 13170412 京都 天陰降雨大風、当花盛無念無極、… 花園天皇宸記 増補史料大成 2

文保 01 3 0 8 13170427 鎌倉 俄大中風、 鶴岡社務記録 続史料大成 18

文保 01 3 0 28 13170517 京都 夜に入り降雨滂沱、 花園天皇宸記 1 和訳花園天皇宸記 1

文保 01 4 0 0 13170520 京都 四月の比は炎旱、 花園天皇宸記 1 和訳花園天皇宸記 1

文保 01 4 0 6 13170525 京都 辰剋許大雨降、俄而止、如此雨未聞、不可説雨也、若雹歟、雨声不尋常之間、欲出見之処、即休、 花園天皇宸記 1 増補史料大成 2

文保 01 4 0 24 13170612 京都 晴、可有祈雨奉幣… 花園天皇宸記 1 増補史料大成 2

文保 01 4 0 26 13170614 京都 祈雨奉幣、 花園院御記 史料綜覧 5-623
文保 01 4 0 29 13170617 京都 水天供、自今夜被始行、… 花園天皇宸記 1 増補史料大成 2

文保 01 4 0 30 13170618 京都 被修水天供、第二日雨降了、 水天供現行記 続群書類従 25下

文保 01 5 0 1 13170618 京都
晴、炎旱已渉旬、南野無青苗、只有赤地云々、朕以不逮
居重任、不可不恐歟、…午後、天陰風頗吹、甘澍忽灑、
喜悦無極、水天供験歟、亦微志之所顕、不可不悦歟、［裏書］
一日神泉苑掃除、…雨脚降上之者、可結願之由仰了、

花園天皇宸記 1 増補史料大成 2

文保 01 5 0 7 13170624 京都
陰、朝間雨不降、午後陰雲四満、水天供過七日、未見其験、
但去夜雨、今日陰気、尤其験歟、一日雨猶不足云々、件
雨尤前相歟、午後雨降、水天供験歟、尤可尊、

花園天皇宸記 1 増補史料大成 2

文保 01 5 0 16 13170703 京都 夜に入り、降雨灑ぐが如し、 花園天皇宸記 1 和訳花園天皇宸記 1

文保 01 5 0 25 13170712 京都 近日炎暑の甚だしきに依り、懈怠の日多し、 花園天皇宸記 1 和訳花園天皇宸記 1

文保 01 6 0 0 13170718 播磨［矢野庄例名地子麦等散用状］壱斗五升＜代五十文＞雨乞料、
東寺百合文書ﾗ
3

相生市史 7-635

文保 01 6 0 0 13170718 播磨［播磨矢野荘例名散用状］注進…一斗五升＜代五十文＞雨乞料、
白河本東寺文
書 132

鎌倉遺文 26247

文保 01 6 0 29 13170815 京都 今年五・六月已来、病事多く、四月の比は炎旱、又六月中・下旬の間は旱、然り而して晦の比に及び、甘雨降る、 花園天皇宸記 1
和訳花園天皇宸記
1

正和 4年（1315）～文保元年（1317）
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文保 01 10 0 0 13171113 丹波［大山庄内検取帳］注進 大山庄内検取帳事（一井谷分、西田
分の一筆ごとに、得／損の記事多数）、

東寺百合文書
や 7-13 大山村史 144

文保 01 12 0 0 13180112 丹波［大山庄内検取帳］大山庄一井谷ないけんちやう事（一井谷分の一筆ごとに、得／損の記事多数）、
東寺百合文書
や 7-13 大山村史 145

文保 02 6 0 14 13180720 丹波

［大山庄一井谷年貢斗代契状案］右当庄者、被切進年貢足
於下地之時、段別石代之旨定之畢、而損亡之時、百姓就
歎申子細、遂内検之条、非無煩之間、任百姓申請旨、上
田段別七斗五升、中田五斗七升、下田四斗五升之旨定之畢、
然者於向後者、不依旱水風等之損亡、任起請文旨、追年
無懈怠可令運送…

東寺百合文書
に 52下 -55 大山村史 148

文保 02 6 0 14 13180720 丹波
［大山庄一井谷百姓等連署起請文］…損亡之時、就申入子
細、被下実検使之間、云地下、云御寺、非無其煩、仍任
百姓申請、所被定上中下之斗代也、然者、於向後者、不
依旱風水之損亡…

東寺百合文書
や

兵 庫 県 史 中 世
6-151

文保 02 6 0 24 13180730 丹波
［（大山庄預所）円仲書状案］大山庄所務間事、内検等其煩
候之間、定斗代百姓直進候者、可為公平歟之由、年来雖
令問答候、不事行候之処、今年已其儀治定候、

東寺百合文書
や

兵 庫 県 史 中 世
6-155

文保 02 7 0 15 13180819 京都 被発遣祈雨二社＜丹生・貴布袮＞奉幣使、 続史愚抄前篇 17 新訂増補国史大系

文保 02 9 0 0 13181003 東国 大雨洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

文保 02 10 0 6 13181107 大和
［行真・春熊丸連署起請文］敬白 天罰起請文事／右、梵網
会田損亡検見ニ中テ、或得百姓等、或百姓等ニ志ヲモイ
タサレ候トテ、損亡分限ニスキテ免許事アルヘカラス、
任実正、可計御損亡分也、…

百巻本東大寺
文書 68

鎌倉遺文 26801

文保 03 0 0 0 13190130 諸国 疾疫流行、 花園院宸記 鎌倉時代医学史の
研究

文保 03 2 0 1 13190301 京都 自夜前大雨降、大風吹、今朝風雨無止、天顔属晴、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

文保 03 4 0 26 13190524 京都 陰雨降、及夜大雨如沃、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

文保 03 4 0 27 13190525 京都 陰雨降如昨、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

元応 01 4 0 28 13190526 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
元応 01 5 0 19 13190616 京都 陰、大雨如沃、及晩天晴雨止、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

元応 01 5 0 29 13190626 京都 自廿二日、至今日、霖雨不休、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

元応 01 6 0 0 13190627 京都
今夏、自五月、至今月、霖雨不休、都無暑気、閏月之故歟、
但今月暑気如例年四月始、依天時之不調、人多病、或及
死者多、

花園天皇宸記 増補史料大成 2

元応 01 7 0 8 13190802 京都 晴、今年夏間少炎暑、此両日多暑気、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

元応 01 7 1 9 13190901 京都 水天供、自初日降雨、第三日結願了、 水天供現行記 続群書類従 25下
元応 01 7 1 9 13190901 京都 依炎旱、於神泉苑、有請雨御祈、 続史愚抄前篇 17 新訂増補国史大系

元応 02 0 0 0 13200218 諸国 赤斑瘡流行、 花園院宸記 鎌倉時代医学史の
研究

元応 02 1 0 7 13200224 京都
旧冬寒気超過例年、五六旬老人皆云、未有如此寒云々、
此春又余寒不滅旧年、仍人多病死、北国人遇雪死者十之
五六云々、

花園天皇宸記 増補史料大成 2

元応 02 5 0 2 13200616 京都 梅霖不晴、終日甚雨、徒然之外無事、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

元応 02 5 0 6 13200620 京都 梅雨頻降、楡漢不晴、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

元応 02 5 0 11 13200625 京都 陰、晩頭暴風大雨、 花園天皇宸記 増補史料大成 2

元応 02 6 0 11 13200725 世間
依今年飢饉、米穀和市貴…世間益飢饉無極、因建仮屋
五十余宇於二条町、立市召商人等、被令売買米穀、世以
賑云（東寺執行記事／東寺王代年代記／類本太平記）、

続史愚抄 編年差別史 3

元応 02 6 0 22 13200805 京都 水天供、 水天供現行記 続群書類従 25下
元応 02 7 0 2 13200814 京都 又被修之（水天供）、雨降、 水天供現行記 続群書類従 25下
元応 02 12 0 0 13210108 京都 赤斑瘡流行す、 花園院御記 史料綜覧 5-662

元応 02 12 0 2 13210109 世間 伝へ聞く、内裏の御悩、赤斑瘡なりと云々、近日、世間流布の事なり、
花園天皇宸記
2

和訳花園天皇宸記
2

元応 02 12 0 29 13210205 京都
今年、寒暑節ならず、仍て赤斑瘡此の間流布し、毎人病悩、
五、六月の間、暑気尤も少く、七月に及び即ち凉気有り、
此の冬又寒気甚しからず、和暖春に似る、

花園天皇宸記
2

和訳花園天皇宸記
2

文保元年（1317）～元応 2年（1321）
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元応 03 0 0 0 13210206 天下
（文和 2年 7月 9日条）雨乞始、天下大損亡＜田畠負所同＞
仏聖五分一減畢／去元亨元年辛酉仏聖三分一減云々、今
年三十三年ニ成歟、

法隆寺祈雨旧
記 大日本史料 6-18

元応 03 0 0 0 13210206 京都 夏の旱魃で飢饉となり、京都の豪商に穀物を廉売させる、太平記１ 人権歴史年表

元応 03 0 0 0 13210206 京都 今年夏大旱、天皇…粟ヲ出シテ貧民ヲ賑ス、亦洛中富メル人ノ貯タル米ヲ安ク売シメテ飢ヲ救フ、 櫻雲記 日本凶荒史考

元応 03 1 0 15 13210220 京都 当時、斑瘡并に疱瘡等流布の間、用意あるべきの由を申す、花園天皇宸記 2 和訳花園天皇宸記 2

元応 03 1 0 29 13210306 京都 兼ねて又今年病事流布す、 花園天皇宸記 2 和訳花園天皇宸記 2

元応 03 1 0 30 13210307 京都 京都大風、 花園院御記 史料綜覧 5-664

元応 03 2 0 2 13210309 京都 今夜より量仁親王聊か所労有り、若しくは近日流布の事か、医師を召し問はる、但し申す旨分明ならず、 花園天皇宸記 2 和訳花園天皇宸記 2

元応 03 2 0 4 13210311 京都 親王去夜より煩ふところ有り、若しくは世間流布の事か、花園天皇宸記 2 和訳花園天皇宸記 2

元応 03 2 0 6 13210313 京都 量仁親王の病悩猶不快、斑瘡か疱瘡かの間、医師等未だ申し定めず、大略疱瘡かの由、仲成（和気）申すと云々、 花園天皇宸記 2 和訳花園天皇宸記 2

元亨 01 2 0 23 13210330 改元 革命（辛酉）、 皇年代私記 東大謄写本
元亨 01 2 0 26 13210402 京都 晴、酉始暴雨雨雹、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 3 0 23 13210429 天下 是近日或説云、依当辛酉、天下可有病事、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 4 0 6 13210511 京都 殆有寒気、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 4 0 30 13210604 京都 陰、雨降、未剋許風雨晦冥、樹木多枝折、大木或根抜顚倒、人屋破壊云々、須臾風力止、雨脚漸弱、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 5 0 20 13210624 京都 大雨如沃、 花園天皇宸記 2 日本凶荒史考
元亨 01 5 0 23 13210627 京都 今日梅雨猶降、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 5 0 24 13210628 京都 霖雨不休之間、河水多盈所云々、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 5 0 26 13210630 京都 陰雨、霖雨不晴、洪水溢云々、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 5 0 27 13210701 京都 此間霖雨不休、今日適得晴、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 6 0 0 13210704 京都 炎旱、 花園院御記他 史料綜覧 5-669
元亨 01 6 0 1 13210704 京都 朝間大雨、及申剋猶陰気不晴、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 6 0 24 13210727 天下 是明日祇園可被供養也、今年病事連々、天下不静、依恐縮也、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 6 0 25 13210728 世間 依世間病悩於被歎思食、且為御所御祈禱… 八坂神社記録 2 増補続史料大成 44

元亨 01 6 0 29 13210801 京都 晴、此間炎旱也、渉旬歟、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 7 0 0 13210803 諸国 四～七月、大旱、大飢饉、餓死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

元亨 01 7 0 3 13210805 京都 水天供、…三ケ日延引、雨下、猶七日延行、又十壇、此時、連々雨下、 水天供現行記 続群書類従 25下

元亨 01 7 0 12 13210814 京都 今日、暑気尤も甚し、 花園天皇宸記 2 和訳花園天皇宸記 1

元亨 01 7 0 13 13210815 京都 酉二剋雷鳴暴雨、即属晴、今日雨甘雨歟、定叶民望者歟、花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 7 0 14 13210816 京都 晴、雷鳴雨時々降、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 01 8 0 8 13210816 大和
祈雨、龍池籠在之、十三人初五ケト一分ハ第六日ヨリ断
食云々、而第六日＜十三日初夜始＞大雨下了、山籠衆皆
出給、面目無申様、

嘉元記 改定史籍集覧 24

元亨 01 8 0 15 13210915 京都 夜半大風、 武家年代記裏書 続史料大成 18

元亨 02 0 0 0 13220126 能登 大旱、洪水、餓死、 永光寺年代記 加能史料研究 2

元亨 02 0 0 0 13220126 京都 夏大旱地ヲ枯シテ…餓殍野ニ満チ、飢人地ニ倒ル…銭百ヲ以テ粟一斗ヲ買フ、 太平記 日本災異志

元亨 02 1 0 16 13220210 京都 寅剋大風雨降、及卯剋風休、東西屏并中門顚倒、処々立蔀等盛顚倒、桧皮瓦落庭上、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 3 0 5 13220331 京都 晴、及晩、俄天陰暴雨、片時即消、雷鳴一両声、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 3 0 13 13220408 京都 陰雨、…而連日霖雨、鴨川水溢、不可得渡、仍相尋之処、猶不可叶云々、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 5 1 13 13220706 京都 陰、暴雨、即止、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 5 1 14 13220707 京都 雨滂沱、入夜如沃、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 5 1 21 13220714 京都 午剋許暴雨、即晴、申終又暴雨如沃、余雲不散、雨脚間下、花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 5 1 23 13220716 京都 晴、申剋許急雨、不経時晴、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元応 3年（1321）～元亨 2年（1322）
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元亨 02 6 0 0 13220723 諸国 夏大旱、諸国大飢饉、餓死多し、 太平記 中世東国災害史略年表
元亨 02 6 0 0 13220723 諸国 夏大旱、米価躍貴す、 太平記 日本震災凶饉攷
元亨 02 6 0 11 13220802 京都 天晴、未時許暴雨、即晴、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 6 0 18 13220809 京都 晴、暴雨、即晴、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 6 0 22 13220813 京都 終日風吹、入夜雨降、甘澍也、今日天気似秋、風前草颯、花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 6 0 27 13220818 京都 今夜寒涼似秋、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 6 0 30 13220821 京都 近日凉気已至、夜陰尤凉、今日又有暑気、近節病悩者満街、花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 7 0 18 13220908 京都 朝間陰雨、時々降、午後雨脚如沃、及晩漸休止、入夜即晴、花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 7 0 25 13220915 京都 未一点風雨如晦、雷鳴数声、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 8 0 15 13221004 京都 陰、晩頭雨降、入夜風雨如晦、暁更雨止、天晴、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 2

元亨 02 8 0 15 13221004 鎌倉 鎌倉大風、 続史愚抄前篇 17 新訂増補国史大系
元亨 02 9 0 3 13221022 京都 陰、…午剋雨降、未剋許雨脚休止、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 02 10 0 7 13221124 京都 今夜寒気尤甚、及晩陰晴不定、時雨時々降、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 02 10 0 8 13221125 京都 暁更初雪、薄於霜、終日陰晴不定、時雨降、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3
元亨 03 0 0 0 13230214 天下 天下大旱、飢饉、 分類本朝年代記 日本災異誌

元亨 03 7 0 14 13230824 京都 自夜半、天陰小雨、大風起不息、折樹木発屋、近年未有如此大風、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 03 7 0 15 13230825 京都 雨降、大風猶甚、所々立蔀等顚倒、寝殿桧皮被吹破、雨脚侵臥内、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 03 7 0 17 13230827 京都 京都暴風雷鳴、 花園院御記 史料綜覧 5-695
元亨 03 7 0 17 13230827 京都 此夜大雨如沃、雷鳴尤甚、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 03 7 0 18 13230828 京都 入夜雨降雷鳴、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 03 7 0 19 13230829 京都 入夜暴雨雷小鳴、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 03 7 0 26 13230905 京都 終日甚雨下、凡近日陰雨渉旬、適雖見晴天、一日莫不雨、河水漲溢云々、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 03 8 0 30 13231008 京都 陰晴定まらず、雨脚間降り雷鳴、 花園天皇宸記 2 和訳花園天皇宸記 1

元亨 03 9 0 3 13231011 京都 終日雨降、及酉半雨脚或休、入夜猶時々雨降、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 03 9 0 21 13231029 京都 雨降、今日、心神違例、咳気之故也、近日諸人如此、終夜悩乱、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 03 12 0 29 13231206 京都 凡近日炎上連日事也、又今年寒気過于例年矣、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 04 0 0 0 13240204 山城（山城国上桂・上野庄）一、元亨四年河成壱町陸拾壱歩　石代也、
山城国上桂・上
野両荘田数并
所当米注進状

教王護国寺 1-408

元亨 04 2 0 15 13240318 京都
雪降る、凡そ今年余寒尤も甚し、近日聊か休む、而して
昨今寒気殆んど厳冬に過ぐ、膚を侵し骨を切る、咳気未
だ宜しからず、殊に以て謹慎す、

花園天皇宸記 2 和訳花園天皇宸記 3

元亨 04 7 0 14 13240812 京都 寒気等如例、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 04 8 0 0 13240829 能登 大洪水、 永光寺年代記 加能史料研究 2

元亨 04 8 0 8 13240905 武蔵 大洪水、 龍淵寺年代記 東大影写本
元亨 04 8 0 8 13240905 相模 洪水、 建長寺年代記 史料綜覧 5-710

元亨 04 8 0 16 13240913 京都
終夜大風雨、発屋抜樹、所々皆破損、及朝休、…今夜風
雨洪水、四十年来未曾有云々、或云、建保以後無如此洪
水云々、諸河溢流、民屋多以流失、人馬死者不知数云々、
鳥羽門顚倒、比叡山諸堂多顚倒之由、慈什語之、

花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 04 8 0 16 13240913 京都 大風、外記庁倒、駒牽延引歟、馬依大風不入京故也、 続史愚抄前篇 18 新訂増補国史大系

元亨 04 8 0 17 13240914 京都
終夜大風雨、発屋抜樹、所々皆破損、今夜風雨洪水、
四十年来未曾有云々、或云建保以後無如之洪水云々、諸
河溢流、民屋多以流失、人馬死者不知数云々、鳥羽門顚倒、
比叡山諸堂多顚倒之由、

花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

元亨 04 10 0 0 13241027 若狭［太良庄作稲検見目録］…玖町漆段三百廿五歩 当年損田／
分米漆拾参石六斗四升五合八夕…

東寺百合文書
れ 4

東大影写本

元亨 04 11 0 26 13241221 近江［快円進上状］…当年八月七、八、十六日、二ケ度大洪水出年の送文也、
葛川明王院文
書 鎌倉遺文 28890

正中 01 12 0 9 13250102 改元 非今年甲子故、依風水及天下不静、 続史愚抄前篇 18 新訂増補国史大系
正中 01 12 0 9 13250102 改元 依風水之上、天下不静也、 皇年代略記 新校群書類従 2

元亨 2年（1322）～正中元年（1325）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

正中 02 0 0 0 13250124 近江［近江明王院蓮花会中某覚書案］…去年依水損、公物不弁之、…
葛川明王院文
書 鎌倉遺文 29097

正中 02 1 0 7 13250130 京都 終日降雪盈尺、想豊年之佳瑞歟、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 1 1 24 13250317 京都 凡そ旧冬より此の春に至り、大略毎朝雪、記す能はず、今年余寒例に軼（す）ぐ、 花園天皇宸記 2 和訳花園天皇宸記 1

正中 02 2 0 17 13250408 京都 入夜雪降、此春、余寒過例、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 5 0 1 13250620 京都 朝間、天陰、暴雨、小雷鳴、午後又雷雨、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 5 0 16 13250705 京都 陰、雨或如沃、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 5 0 25 13250714 鎌倉 為炎旱、祈雨相催、供僧等殊可致精誠之由、御教書到来、鶴岡社務記録 続史料大成 18

正中 02 6 0 14 13250731 京都 予小狩衣上□、炎暑窮屈不堪之故也、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 6 0 15 13250802 京都 晴、晩頭、暴風雷鳴、有頃休、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 6 0 16 13250803 京都 予中間起座、不堪炎暑之故也、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 6 0 21 13250808 近江［永寿等連署状］依去年八月［十日カ］大風洪水［    ］御聖供
之料田流失之間…

葛川明王院文
書 鎌倉遺文 29139

正中 02 6 0 24 13250811 京都 大洪水、北白川殊甚、後日、此川辺白砂及数十町、如吹上浜、人多見物之、
続史愚抄前篇
18

新訂増補国史大系

正中 02 6 0 25 13250812 京都 申剋許、暴雨如沃、頃之晴、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 6 0 25 13250812 安芸

天文 6.1.18［刑部大輔景教大鳥居之日記］いつくしま大鳥
いの日記／…この御とりゐ、四十ねんをへて、正中二年
＜きのとのうし＞六月廿五日たつの時たをるゝ＜うちそ
とへ＞ねより大かせによりて、この時ゑひす両しや、ひた
りみきのかくや、ひらふたいともに、やふるゝなり、しや
うちう二ねんにたをれてのち、四十五ねん御とりゐなくし
て、応安四ねん＜かのとのい＞四月にたてらるゝなり、

厳島野坂文書
1562

広島県史中世資料
編Ⅱ 1030

正中 02 6 0 26 13250813 京都

寅剋大雷鳴大雨、及辰一点休止、霹靂二ケ所云々、大炊
御門富小路雷火一宇焼了、大雨雷鳴近年未曾有有歟、諸
河水溢漲云々、前庭池水浸岸、小島皆没了、今日於泉辺
有盃数巡、…［裏書］洪水超過先々、山上無動寺房舎十七
宇流失、坂下小家等、被水害者不知数、翌日於泥土中、
所堀出死人及五百人云々、又白川河水溢、小家皆流、死
人数多云々、成経宿所庭上為淵之由所談也、希有而扶命
云々、不可説洪水也、但桂川不溢云々、又雷火及焼亡、
非常事歟、為助宿所、内侍所刀自宅等、大略焼了云々、

花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 7 0 3 13250820 京都 陰、急雨、即止、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 7 0 5 13250822 京都 早涼尤甚、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 7 0 18 13250904 京都 入夜、雷鳴、霹靂、祇陀林寺云々、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 7 0 23 13250909 京都 入夜、雨脚如沃、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 7 0 24 13250910 京都 陰雨、或滂沱或微、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 8 0 0 13250916 天下 大雨、天下大洪水、田畠水損、飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

正中 02 8 0 2 13250917 京都 入夜大雨、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 8 0 23 13251008 下総［湛睿書状 慈恩寺御侍者宛］今度旱魃、過法候、 金沢文庫文書 1844 千葉県史料県外 716

正中 02 10 0 0 13251115 伊勢［伊勢二見厨平安満等申状］…凡当年者、不熟損亡之間、神役・寺役之足仁難叶之間、及給主之歎処… 徴古文府 鎌倉遺文 29241

正中 02 10 0 3 13251117 京都 雪与雨降、此両三日、寒気超于節、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 11 0 12 13251225 京都 近日、諸人病悩、不択貴賤云々、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正中 02 12 0 19 13260131 京都 未終歟、申初歟之間、大地震、良久而休、此間惣連々動揺、不能記、今日又有大動、天変地妖、尤可怖事歟、
花園天皇宸記
2

増補史料大成 3

正中 03 3 0 0 13260412 美濃［美濃大井荘石包名等所当算用状］…麦損亡分八貫五百九文／晩田損亡分百廿四貫四百七十八文…
筒井寛聖所蔵
文書 鎌倉遺文 29457

正中 03 4 0 0 13260511 世間 四月以来、世間病事流布、 園太暦 1 続群刊行会
嘉暦 01 4 0 26 13260605 改元 世間病事流布により改元、 園太暦 1 史料綜覧 5-732
嘉暦 01 4 0 26 13260605 改元 依疾疫流行并去年大地震、 皇代記 新校群書類従 2

嘉暦 01 4 0 26 13260605 改元 依天変・地震・疾疫也、 皇年代略記 新校群書類従 2

嘉暦 01 4 0 26 13260605 京都 被行四角四堺御祭、依病事御祈也、 園太暦 1 続群刊行会

正中 2年（1325）～嘉暦元年（1326）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

嘉暦 01 10 0 3 13261106 上総［上総新方検見帳］…以上 分米 十六石九斗六升二合 そん
十二石七斗［  ］升五合／そんの分田 六丁三反小四十五分…   金沢文庫文書 鎌倉遺文 29623

嘉暦 02 9 1 1 13271024 武蔵（年次･地域は推定）［湛睿書状 了乗御坊宛］…抑御寺少々
両度□風ニ損破之由、承及候、驚入候、… 金沢文庫文書 千葉県の歴史 17

嘉暦 03 0 0 0 13280220 甲斐 大洪水、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

嘉暦 03 7 0 17 13280830 筑前
［滑石製外容器筒蓋裏銘文］重奉納／筆者 春愉（旱魃のと
き、雨乞いのために、掘り出して納経する習わしがあっ
た）、

水瓶山雨乞祈
禱経筒

福岡県大宰府町水
瓶山経塚遺跡発掘
調査報告

嘉暦 03 11 0 4 13281217 下野［下野足利荘窪田年貢結解状］…合百貫文／拾肆貫文 損亡
御免／漆貫文 霜フリ麦御免、

武本為訓氏所
蔵文書 鎌倉遺文 30440

嘉暦 04 0 0 0 13290208 京都 ことしはいかなるにか、シハブキはやりて、人多くうせ給ふ中に… 増鏡 日本疾病史

元徳 01 8 0 29 13290930 改元 改嘉暦為元徳、依疫疾也、＜今年咳病流行人民多死＞、 続史愚抄前篇 18 新訂増補国史大系

元徳 01 8 0 29 13290930 改元 疾疫（皇）、今年咳病流行、人民多死（続）、 皇年代私記 .
続史愚抄 東大謄写本

元徳 01 8 0 29 13290930 改元 依病事・咳病、 皇代記 新校群書類従 2

元徳 01 8 0 29 13290930 改元 依疾疫也、 皇年代略記 新校群書類従 2

元徳 01 9 0 0 13291002 諸国 この秋、咳病流行す、 増鏡 史料綜覧 5-751

元徳 02 0 0 0 13300128 関東

［万福寺百姓等申状案］（年次は推定）まんふくしのひやく
しやうら、かしこまりて申候…ことしのけかつニ、いの
ちをたすかり、たねをりせん・すつこニとり候て、田畠
あらし候ハしと存候て、かうさくつかまつり候ところニ、
このつゝミあたり候ひやくしやうら、妻子のわかれをし
候なけき、そのかくれなく候、

金沢文庫蔵
初非中後裏文
書

鎌倉遺文 31189

元徳 02 3 0 25 13300421 讃岐

［藤六・姫夜叉女連署息童売券］讃岐国草木御庄（三野郡）
住人藤六・姫夜叉女沽渡進子息童放券戈事／合壱人者＜字
千松童／生年八歳＞／宛直銭伍百文、即時請取畢／買人
同国詫間御庄仁尾村平地大隅殿／右、件童、餓労（身カ）
にハつふられ候ぬ、身命たすかけ（りカ）かたく間、加様
ニ沽渡進候、身命たすからんかために候、くちくちてん
かうハ三月、逃亡ハ夫妻限命終、かゝり進可候、若何な
る権聞（門）勢家家（衍カ）雖御領、沙汰被取進可候、身類
兄弟、況他人妨不可有候、又父云、主云人出来人候者、
公方より可為罪科者也、かやうに餓労（身カ）ヲ助からん
ためにて候上、此童も助かり、わか身ともに助かり候う
えへハ、仍為後日沙汰、証文之状如件、

讃岐賀茂神社
文書 鎌倉遺文 30991

元徳 02 5 0 21 13300616 京都
［記録所下文］記録所／洛中米穀和市事／右、米穀者、民
之天、国之本也、頃年豊饒之処、近日依知市之不定、有
衆庶之飢饉云々、太不可然、所詮、新穀出現之程、任弘
安之例、以宣旨一斗宛銭百文、可交易者也、

東寺執行日記 鎌倉遺文 31043

元徳 02 6 0 9 13300703 京都［後醍醐天皇宣旨］近日京洛俗、偏専利潤、杜康之業頗以繁多、穀価騰躍之間、被定其法… 東寺執行日記 鎌倉遺文 31060

元徳 02 6 0 15 13300709 京都

［後醍醐天皇綸旨案］近日民間有飢饉之聞、仍為被休衆庶
之愁、至于来八月、所被止諸関升米并兵庫嶋目銭也、可
存知之旨、可被下知之由、天気所候也、…／追言上／被
申関東、雖可有左右、穀価騰躍、民愁已急々間、依可経
日数、先所被仰也、可被存其旨由、同可被仰下候也、重
謹言、

東 大 寺 文 書
4-66 鎌倉遺文 31068

元弘 01 8 0 8 13310918 改元 依疾疫也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

元弘 01 8 0 8 13310918 改元 依疾疫也、 皇年代略記 新校群書類従 2

元弘 02 3 0 19 13320422 京都［賢乗奉書］関東御下向兵士事、…田地流失之間、…住人等歎申之条、非無其謂、仍以別儀、被免除之旨、御気色候也、
京大古文書集
8

鎌倉遺文 31713

正慶 01 4 0 28 13320531 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

正慶 01 5 0 20 13320621 大和［覚順書状］（年次は推定）…路次洪水、雖過法候、無殊事、十六日京著、両日令逗留候、
尊経閣蔵長谷
勘奏記紙背 鎌倉遺文 31753

正慶 01 5 0 26 13320627 天下 自今夕、五壇法被始行之、天下未静之上、地震災之故也、花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正慶 01 6 0 1 13320702 京都 今日暑気有り、 花園天皇宸記 3 和訳花園天皇宸記 3

正慶 01 6 0 17 13320718 京都 今日炎気甚、今日始有盛暑之気、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正慶 01 6 0 26 13320727 京都 今夕風雨雷鳴尤甚、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

嘉暦元年（1326）～正慶元年（1332）
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正慶 01 6 0 30 13320731 京都 今年自五月下旬、霖雨不休、此両三日雖雨止、猶毎日有暴雨、又炎暑遅来、而今月下旬有極熱之気、 花園天皇宸記 2 増補史料大成 3

正慶 01 8 0 20 13320918 美濃［美濃大井荘法華会料算用状］…損亡陸拾漆貫八百参拾三文 才三分一損定／得田百参拾伍貫六百六十七文内…
百巻本東大寺
文書 82

鎌倉遺文 31824

正慶 01 11 0 0 13321127 山城

［山城禅定寺百姓等重申状］禅定寺百姓等重言上／欲早任
度々言上旨、蒙損亡御免、休当時飢寒、励後年勧農子細
事／右、当庄者、山横東、朝日隠光、嶺峙西、…実是冷
然之湿地、痛寒之幽谷也、爰当年霖雨経夏頻、涼風先秋起、
然間稲梁為之損亡、穀稼為之不登、徒疲東作之労…捧度々
愁状之処、不被遂惣検［者カ］難被［許カ］損免之由、被仰
下畢、

山城禅定寺文
書 鎌倉遺文 31904

正慶 01 11 0 13 13321209 諸国 今度諸国亡弊之上、依兵乱、段米等有名無実、及今月上旬、行事官等、不可叶旨、度々申切了、
花園天皇宸記
2

増補史料大成 3

正慶 02 6 0 5 13330725 美濃 洪水、 岐阜県水害要録 日本の気象史料

建武 01 0 0 0 13340213 若狭
右件御年貢者、数ケ度雖令申損亡、無御免上者、無力可
致沙汰之所、去年為不熟損亡之間、殊以当時最中者、堀
蕨葛根、欲継身命之処、預御譴責之条、愁歎無極者也（建
武 2.3.4太良庄百姓等請文）、

東寺百合文書
エ 編年差別史 3

建武 01 0 0 0 13340213 天下 元弘三年七月（四年正月ノ誤）改元有テ、建武ニ移サル…今年天下ニ疫癘有テ、病死スル者甚多シ、是ノミナラズ… 太平記 12 大日本史料 6-1

建武 01 0 0 0 13340213 備中

［新見庄東方地頭方損亡検見并納帳］…定田八丁弐段卅五
代／損田　参丁七反半六歩…／一、散田分…定田 伍丁九
反半十八歩／損田壱丁九反十代十四歩…／一、高瀬村銭
弁并損亡検見帳事…定田 拾丁八反四十代卅歩内／損田 四
丁十歩…

東寺百合文書
724-1 岡山県史 20-578

建武 01 1 0 29 13340313 改元 撥乱帰正（皇）、擾乱帰正（続）、 皇年代私記 .
続史愚抄 東大謄写本

建武 01 1 0 29 13340313 改元 撥乱帰正、 皇年代略記 古事類苑 1

建武 01 4 0 17 13340528 羽前（異筆）羽黒池成血、四月十七日、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

建武 01 5 0 0 13340611 豊後 仲夏之月、豊州頗旱、可為民憂、 雪村和尚語録 大日本史料 6-1

建武 01 7 0 0 13340809 備前 山王御宝前立申雨乞事、右願主者、一七日之中仁雨降候者、任先規、色々御神寺［ ］可令勤仕候、 安養寺文書 日本凶荒史考

建武 01 7 0 11 13340819 備前
［橘貞義雨乞祈願状］敬白／山王御宝前立申雨乞事／右立
願者、一七日之中仁雨降候者、任先規、色々御神事可令
勤仕候、仍願書之状、如件、

備前安養寺文
書

南北朝遺文中国四
国編 1-43

建武 01 9 0 20 13341026 山城 今日下向八幡…其後下向石清水、去秋大洪水時、赤井橋落了、浮橋未渡之間、以船渡河、 護国寺供養記 大日本史料 6-1

建武 02 2 0 0 13350304 美濃 東大寺領大井庄で、戦乱により貢納の免除要求、 東大寺文書 大日本史料 6-2

建武 02 2 0 9 13350312 備中
［新見庄東方地頭方損亡并収納帳］…一、已上田参拾肆町
陸段肆拾伍代参拾肆歩内／崩壱段拾五代…損田拾弐町弐
段半…一、已上山畠八拾伍町漆段肆拾代卅肆歩内／崩伍段
参拾代／不作壱段半／損畠肆拾弐町伍段弐拾代拾八歩…

東寺百合文書ｸ
25-1 岡山県史 20-599

建武 02 3 0 4 13350406 若狭

（裏書［太良荘百性（姓）等請文案　御年貢未進事］）請申太
良荘去年御年貢未進事／右件御年貢者、数ケ度雖令申損
亡、無御免上者、無力可致沙汰之処、去年為不熟損亡之間、
殊以当時最中者、掘蕨葛根、欲継身命之処、預御譴責之条、
愁歎無極者也、可然者、被延来七月中、悉以無未進、可
致其弁候、仍請文之状如件、…、太良荘百姓等請文

東寺百合文書
ヱ 50

大日本史料 6-2

建武 02 6 0 0 13350629 京都 洪水…止雨奉幣（建）、霪雨連旬…衆庶群物之損害、職而就之（曼）、
建武二年六月記 .
曼殊院文書 旱魃霖雨史料

建武 02 6 0 13 13350711 京都 雨降…伝奏大弐卿＜勧修寺経顕＞依洪水、不及出仕（17日、
止雨奉幣を行う、ついでまた奉幣使を発す）、

建武二年六月
記 大日本史料 6-2

建武 02 8 0 3 13350829 鎌倉 此日、鎌倉大風、大仏殿壊、 続史愚抄前篇 20 新訂増補国史大系

建武 02 8 0 4 13350830 武蔵［金剛寺不動明王火焔背銘］四日夜、大風俄起、大木抜根柢、仍当寺忽顚倒、本尊、諸尊皆以令破損、
高幡不動金剛
寺不動明王火
焔背銘

峰岸純夫「日本史
研究」534

正慶元年（1332）～建武 2年（1335）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

建武 02 8 0 19 13350914 若狭

（端書［太良荘百姓等申状＜建武二八十九＞）東寺御領太
良御荘地頭御方馬上免百姓、并散田作人等謹言上、／欲
且被垂御哀憐、任無早田実正、蒙不便御成敗、可令備進
早田所当米由事、／右於当御荘地頭御方田地之者、自根
本于今無早田之条、眼前也、且去年之至少事未進之、悉
欲被相延西秋期之、就中、当年者、依去年大損亡由来之、
世間令飢饉之、于今難継百姓等身命之候、可然者、早被
成御寛宥儀之、為被相延秋之時、恐々謹言上如件、

東寺百合文書
ヱ 50

大日本史料 6-2

建武 02 10 0 19 13351113 大和 於田井庄者、于今両年依炎旱、大略払地候、於所在分者、両年共究済候、此上事、以起請文歎申堂家云々、
興福寺大乗院
奉行引付 史苑 58-2

建武 02 11 0 0 13351124 山城
［山城上野庄年貢散用状］…公田十一町一反八十歩…／不
作五反小廿歩／河成二町四反小四十歩／…分御米六十七
石六斗五升九合六夕三才／損亡三石七斗…

東寺百合文書
へ 48

東寺文書 2

建武 02 12 0 0 13351223 備中［新見庄東方地頭方損亡并収納帳］武忠名…損田二段卅五代卅歩…里畠一段 水損分…山畠…損畠一町六段四十代…
東寺百合文書ﾑ
15

岡山県史 20-175

延元 01 0 0 0 13360221 加賀 兵乱、飢饉、人民餓死、 産福寺年代記 加能地域史 11

延元 01 2 0 29 13360419 改元 兵革、 皇年代私記 東大謄写本
建武 03 6 0 13 13360729 山城 東寺塔乾角柱落懸雷、雖及歎（難カ）捨身命打消之云々、 官公事抄 大日本史料 6-3
建武 03 6 0 13 13360729 山城 清滝宮後大木顚倒、西御殿打破、 上清滝宮遷座類聚 大日本史料 6-3
建武 03 6 0 13 13360729 山城 当社後大木顚倒、西御殿打破、 醍醐寺座主次第 大日本史料 6-3
建武 03 7 0 28 13360912 鎌倉 雷落、而蹴折浜大鳥居西柱畢、 鶴岡社務記録 改定史籍集覧 25

建武 03 8 0 0 13360914 摂津［垂水庄預所代助正陳状案］…同三季八月日大洪水之時、十尋河水出、円隆寺前提（堤）切候畢、仍莫太之公田浜成候、
東寺百合文書
な 1-10 吹田市史 5-125

建武 03 12 0 0 13370111 山城
［山城上野庄年貢散用状］…公田十一町一反八十歩…／不
作六反大卅歩／河成二町四反小四十歩／…分米六十六石
七斗八升九合七夕二才／損亡十石二斗…

東寺百合文書
へ 50

東寺文書 2

建武 04 0 0 0 13370210 甲斐 飢、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

建武 04 6 0 13 13370719 山城 大雨雷鳴即雷落懸、塔婆乾角柱出火、諸人群集、捨身命消其火之間、柱火及半忽滅了、 東宝記 2 大日本史料 6-4

建武 04 7 0 30 13370903 大和 夕、為祈雨龍池籠在之、人数廿三人＜毎日一食也＞、 嘉元記 改定史籍集覧 24

建武 04 8 0 4 13370907 大和 午時、大雨下了、常行衆竜田宮参籠断食也、 嘉元記 改定史籍集覧 24

建武 04 11 0 0 13371201 山城
［山城上野庄年貢散用状］…公田十一町一反八十歩…／
不作参段大小廿歩／河成弐町四反小四十歩／…分御米
六十八石二斗八升九合七夕三才…

東寺百合文書
へ 52

東寺文書 2

建武 05 0 0 0 13380130 紀伊

［母乙女去状］（略押、発行年次は暦応 1.11.12、端裏書「ト
クカハチフミ」）永奉養幼童事／合壱人者 字徳童生年七歳
也、／右件徳童者、自幼少、父ステヽカヘリミサルアヒタ、
母是ヲハクヽムトイヘトモ、建武五年大飢饉ニセメラレ
テ、他国ヘ流浪スルウヘハ、イカナル路次ニモステタク
候ヘトモ、進止殿ニ永マイラセ候ウヘハ、重代相伝トシ
テ可奉被進退者也、又父ト申シテモノニテモ候ヘ、主人
ト申人ニテモ候ヘ、出来沙汰ヲイタシ候ハムトキハ、カ
シム相伝ノ沙汰ニテ、御進退アルヘク候、若千万ニ一モ
違目出来候ハヽ、徳童カ妹松女・母乙女等ヲ、彼代ニ可
奉被取流候、此上者、何雖逃籠権門勢家御領、又不嫌市
町路次往返、可奉被押取候、其時雖一言、不可申子細候、
仍為後日沙汰、放状如件、（所蔵者の林家は中世では、紀
伊和田庄＝五箇庄のうち吉原村の中言神社の社家、同庄
公文、所蔵文書は全 600点、小山靖憲「和田庄の「人身売買」
文書」について」「歴史手帖」3-3､1975）、

林家文書 18 和歌山市立博物館

建武 2年（1335）～建武 5年（1338）
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建武 05 4 0 8 13380506 大隅

［うは太郎母人身質券］いけはたとのゝ御うちに、子息う
はたらうわらわ、生年九になり候を、ようとう二百もん
に、いれをきまいらせ候事、／右、今年ハきゝんにて候
ほとに、わか身も、かのわらわも、うゑしぬへく候あいた、
御うちにおきまいらせ候、たゝし、たうしの二百もんハ、
日ころの二くわん、三くわんもんにもあたり候うゑ、さ
うせいと申、かのきゝんに給ハり候御をんをわすれまい
らせ候て、もしらい九月中に、ふほうなる事候はゝ、か
のわらわを、ゑいたいをかきりて、さうてんの御との人
をめしとられまいらせ候へきなり、又かの御ようとうハ、
らい九月中に、いちはいをもて、わきまゑ申所ちゝなり、
もし又九月中すき候はゝ、このしやうを、はうけんとして、
ゑいたいをかきて、かのうはたらうわらわを、さうてん、
ふくしせられまいらせ候へきなり、よて状如件、

大隅池端文書 南北朝遺文九州編
1-1165

建武 05 7 0 8 13380802 摂津［垂水庄預所代助正陳状案］…洪水之時、此堤切候、 東寺百合文書
な 1-10 吹田市史 5-125

建武 05 7 1 0 13380824 鎌倉 自去月、炎旱過法之間、諸人失色、可有祈雨之由、 鶴岡八幡宮社
務職次第 旱魃霖雨史料

建武 05 7 1 4 13380827 鎌倉
祈雨事、以尾張五郎被仰下之間、無左右領状、則令始行
之処、同七日及晩而、雷鳴大雨終夜、上下成奇異、法験
掲焉之間、被送賀礼畢、

鶴岡社務記録 改定史籍集覧 25

延元 03 7 1 5 13380828 京都

（年次は閏七月からの推定）兼又世上事、自去七月十二三
日比静謐候了、然而京中飢餓をひたゝしく候て、洛中に
も餓死する人、不知其数候、寺中の人数も、思々ニ他行
候て、残多扶持候人数七十余人引き連れ候ても、田舎へ
も下向したく候へとも、あまりにつかれ候て、出立も不
合期候之間、黙止候事、非本意候（大覚僧都宛日像書状）、

妙顕寺文書 大日本史料 6-1

延元 03 8 0 0 13380922 世間
（年次は閏七月五日書状と内容が関連することによる）抑
世間ハ秋ニなり候へとも、京都飢饉は未無申計候、万事
そなたをこそ憑申候へ、なにも候ハん物は、可送給候也（大
覚僧都宛日像書状）、

妙顕寺文書 大日本史料 6-1

暦応 01 8 0 28 13381019 改元 代始（皇）、 皇年代私記 東大謄写本
暦応 01 8 0 28 13381019 改元 依兵革、 皇代記 新校群書類従 2

延元 03 9 0 0 13381022 常陸 南方舟艦、遇颶風、漂着東国、北畠准后着常陸、拠伊佐・大宝諸城、… 異本太平記 後鑑 1

延元 03 9 0 9 13381030 陸奥

延元三年秋、後村上院かさねての陸奥のくにへくだらせ
ましゝけるに、いくほどなく御船伊勢国篠島といふ所へ
つきたるよし聞えしかば、勅使としてまいりたるけるに、
このたび大風なのめならずして、御供なりける舟ども、
おほくそむじけるを、おなじ風のまぎれに、御舟ばかり
はことゆへなく、この国へしもつかせ給事、…

新葉集神祇部 後鑑 1

延元 03 9 0 11 13381101 伊豆 東国下向舟共、於伊豆崎、遭大風、船漂没数千、 南方紀伝 日本の気象史料
延元 03 9 0 11 13381101 伊豆 進伊豆崎、遇颶風、義良親王漂至篠島、 大日本史 日本の気象史料
延元 03 9 0 13 13381103 相模 船二艘、被放風而、被吹寄江島之間、御敵多被生取…、 鶴岡社務記 後鑑 1

延元 03 9 0 14 13381104 相模 船三艘、被吹寄神奈河之間、数輩生取之、切懸了、 鶴岡社務記 後鑑 1

暦応 02 0 0 0 13390218 京都 為御瘧病御祈、於持明院被修之、 五壇法略記 大日本史料 6-1

暦応 02 3 0 0 13390418 会津 大雨、会津大洪水、橋落ち、海の如し、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

暦応 02 5 0 26 13390711 鎌倉 祈雨、於社頭タラニ、 鶴岡社務記録 続史料大成 18

暦応 02 6 0 22 13390806 京都 当時、瘧病流布、 中院一品記 大日本史料 6-1
暦応 02 8 0 6 13390917 鎌倉 大風雨、所々山木崩倒了、 鶴岡社務記録 続史料大成 18

暦応 02 8 0 12 13390923 京都 終夜吹大風、以外過法者也、 師守記 1 史料纂集
暦応 02 9 0 12 13391023 京都 今日、雷鳴、如辻風吹風、家少々吹損歟、 師守記 1 史料纂集
暦応 02 9 0 19 13391030 備後 今日、自備後国栗原保、飛却到来、是依損亡事也、 師守記 1 史料纂集

暦応 02 11 0 0 13391210 大隈
［正八幡宮講衆殿上等申状案］正八幡宮講衆殿上等謹言上、
…爰年来破損之上、去建武四年八月廿二日、依大風、悉
顚倒仏像神体共、被侵雨露給之間、奉遷于他堂舎之、…

大隈留守文書 南北朝遺文九州編
2-1438

建武 5年（1338）～暦応 2年（1339）
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暦応 03 2 0 21 13400327 長門

［某・某連署常不作地宛下状 兵衛三郎（泰武弘）宛］宛下正
吉郷（豊浦郡）正安二年御内検以前常不作事、／弘安＜弁
之＞一所二反小内＜小者被結加先年了、残二反＞／右於
常不作者、正安二年以来為不作之間、二反内、但随令開作、
段別三升宛ニ可致其弁之状、如件、

長門有光文書
18

南北朝遺文中国四
国編 1-940

暦応 03 3 0 28 13400503 京都 天晴吹風甚、今暁寅刻雨降、雷鳴雷電甚、 師守記 1 史料纂集
興国 01 4 0 28 13400602 改元 吉野新帝即位、 南方紀伝 古事類苑 1

暦応 03 5 0 0 13400604 豊後 豊州頗旱、可為民憂、 雪村和尚語録 旱魃霖雨史料

暦応 03 5 0 0 13400604 駿河 満水ニ而、土地を埋る事三尺、又ハ場所ニより七尺、八尺計リ、　　　 大平年代記 沼津資料集成 8

暦応 03 6 0 0 13400704 京都 六月大旱、有旨、輦下三宗、諸山祈雨、七日不雨、 禅林僧伝 大日本史料 6-1

暦応 03 7 0 22 13400823 京都 来廿四日、為祈雨、可被発遣丹生・貴布袮両社奉幣、任例、可被催沙汰云々、 師守記 1 史料纂集

暦応 03 7 0 24 13400825 京都
始修之（水天供）＜二旬、但修中降雨、十三日修之＞／被
綸言□、有炎旱之際、祈豊霈之処、今依水天之累両旬、
忽得秋雨之潤百穀、…

水天供現行記 続群書類従 25下

興国 01 8 0 0 13400901 津軽
颶風大ニ起リ、六郡及ヒ糠部・外ケ浜共ニ覆没シテ、死
者十万余人、弘安四年蒙古渡来ノ頃、大津波アリテヨリ、
凡ソ三度十三城壊ル、＜檀林寺栄蓮禅定門ノ木像流失＞、

前代歴譜 青 森 県 史 中 世
2-1368

暦応 03 8 0 5 13400905 世間
去りし夏のころハ、既餓死ニ及候へとも、様々秋ニ付候
ぬ惣の世間ハ、ゆたかに成て候へとも、寺中のありさま、
いかにあるへしとも覚す候、存命も不定ニ候ヘハ、今生
ニハ面謁も何とおほえて候、歎不少候、

妙顕寺文書 編年差別史 3

暦応 03 8 0 12 13400912 石見 依洪水当（石見益田庄内納田）郷（領家方）令損亡之間、公田三町九段半所令免除也（僧覚乗注進状）、 益田家什書 5 大日本史料 6-1

興国 01 11 0 2 13401129 石見
［僧覚乗裁許状］石見国益田庄内納田郷（美濃郡）領家方公
田事／合廿三町内／右当年＜興国元＞八月十二日依洪水、
当郷令損亡之間、公田三町九段半所令免除也、且此子細
領家方エ令注進畢、為後日状如件、

長門益田家文
書 5

南北朝遺文中国四
国編 1-1022

暦応 04 2 0 23 13410319 鎌倉 大雪降、深五尺、在家小屋并山木等、多倒崩了、 鶴岡社務記録 改定史籍集覧 25

暦応 04 3 0 14 13410408 山城
今日、南山科御稲田、藤九郎作壱段大内、大分、去年河
成云々、件河成分、自今年河成分、半分御米、三ケ年可
免除之旨、賜書下了、

師守記 1 史料纂集

暦応 04 3 0 15 13410409 山城 南山科御稲田、藤九郎作壱段大内、大分、去年令水損云々、所詮、自今年三ケ年、大内半分供御米、有御免也、 師守記 1 史料纂集

暦応 04 3 0 19 13410413 山城 天陰雨降、深雨也、時吹風、入夜、終夜雨降、 師守記 1 史料纂集

暦応 04 5 0 21 13410713 京都
始修之（水天供）六ケ日、＜第五、六両日、甚雨也＞…同
廿七、八両日、甚雨、…重不及勤修、然而連々甚雨也、此上、
降雨之懇祈、民間還而可愁法水之間、令斟酌経数日之後、
六月廿五日叡感綸旨到来、…

水天供現行記 続群書類従 25下

暦応 04 5 0 24 13410716 筑前
［碓井梶取乙王丸起請文］敬白 天罰起請文事／右件子細者、
今年＜暦応四年＞到来碓井封（筑前嘉麻郡）御年貢事、…
会海賊候天、及樺嶋之興（沖）合戦候之時、降大雨候天、
御米五十余俵令湿候越、於淀津、就令成用途候、…

中村直勝氏所
蔵文書

南北朝遺文中国四
国編 2-1081

暦応 04 6 0 0 13410723 京都 大旱云（諸記、禅林諸祖伝）、 続史愚抄 21 新訂増補国史大系

暦応 04 7 0 6 13410826 京都 洛中洛外米商売事、余依高直売、悉被召取了、依斬首、可被切云々、依之、米無商売、先代未聞事也、
九条満家公引
付 九条家歴世記録 2

暦応 04 11 0 25 13420110 安芸

（年次は推定）［安芸国新勅旨田公文藤原忠清書状 東寺公
文宛］…一、新勅旨田所務事、不限新勅旨ニ、当年原郷（安
南郡）旱魃散々式候、前々御存知候事にて候へとも、殊更
にこの御領のそんまう、あさましき式にて候へとも、や
うやうに百姓等をこしらへ申候て、方しろをもつけ候て、
…令進上仕候、…

東寺百合文書
カ 225

南北朝遺文中国四
国編 2-1068

暦応 05 0 0 0 13420214 諸国 其年、天変、地妖、流疫、疱瘡、悩兆民、勅使禳之、師修七日別時会…誦念仏、災害悉消熄、
浄土鎮流祖伝
4

大日本史料 6-7

暦応 05 0 0 0 13420214 越後

（年次・地域は推定）［某書状］当郷之狼藉の仁［  ］百万［  ］
にても候へ、［  ］をき候て、事の躰をう［ ］り、打死をも仕て、
世躰なんきに候間、餓死仕候へきにて候、寺のため、人きゝ
もはゝかり入候へハ、仏具お［  ］罷上候て、御寺にて餓死
仕候へく候、…

金沢文庫所蔵
湛稿戒八十一
裏文書

南北朝遺文中国四
国編 2-1157

暦応 3年（1340）～暦応 5年（1342）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

暦応 05 0 0 0 13420214 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…百参
拾五文 宮腰塩町在家三郎次郎、去応安五年、洪水、河頽分、
地子銭…

鹿王院文書 加能史料戦国 2

暦応 05 0 0 0 13420214 諸国 天変地妖、疱瘡、 和漢合運 後鑑 1

暦応 05 1 0 0 13420214 京都 疾疫、家々ニ満テ、貴賤苦シム事甚シ、 太平記 大日本史料 6-1
暦応 05 1 0 3 13420216 京都 春ノ比ヨリ、都ニ疾病家々ニ充テ、死スル者数ヲシラズ、異本太平記 後鑑 1

暦応 05 4 0 16 13420529 京都 頃者、観台頻奏天変、病源、旁及風聞、若非仏神之護持者…
東 寺 文 書 射
13-18 大日本史料 6-7

康永 01 4 0 27 13420609 改元 依天変、地妖、疱瘡也、 皇年代私記 東大謄写本
康永 01 4 0 27 13420609 改元 今又依赤班瘡、改元、 公尚卿記 大日本史料 6-7
康永 01 4 0 27 13420609 改元 改元、為康永、依疱瘡、天変、地妖、 師守記 6 大日本史料 6-7
康永 01 4 0 27 13420609 改元 改元、為康永元年、依天変、地妖、疱瘡、 公卿補任 31 大日本史料 6-7
康永 01 4 0 27 13420609 改元 依病事・天変・地妖、 皇代記 新校群書類従 2

康永 01 5 0 0 13420612
筑肥
京都 祈雨…炎旱累日、農業過時、 大悲王院文書 旱魃霖雨史料

康永 01 5 0 0 13420612 京都 北朝の皇太子興仁親王、疱瘡に悩み、八万四千基の石塔を、河合川原に立てて、平癒を祈る、 師守記 2
鎌倉時代医学史の
研究

康永 01 5 0 12 13420623 筑前 祈雨事、先度催促了、炎旱累日、農業過時、重可被抽懇誠也（雷山衆徒中あて一色範氏奉書）、 大悲王院文書 大日本史料 6-7

康永 01 5 0 20 13420701 筑前 祈雨事、両度被仰畢、雖降微雨、不及潤沢、特可被凝精祈誠也（雷山衆徒中あて一色範氏奉書）、 大悲王院文書 大日本史料 6-7

康永 01 5 0 23 13420704 京都 今日、二臈出納職右［　　］十日死去云々、赤班瘡所労云々、師守記 2 史料纂集
康永 01 7 0 7 13420816 鎌倉 自丑刻、至于寅時、大雨雷電、 鶴岡社務記録 改定史籍集覧 25

康永 01 7 0 11 13420820 天下 今日、於南都、一日頓写大般若経也、為天下炎旱御祈也、師守記 2 史料纂集

康永 01 7 0 19 13420828 京都 明日為祈雨、可被発遣丹生・貴布袮両社奉幣使、任例、可被催沙汰云々、 師守記 2 史料纂集

康永 01 7 0 20 13420829 近江 今夜、被発遣日吉一社奉幣使…次被発遣祈雨二社奉幣使、師守記 2 史料纂集
康永 01 7 0 20 13420829 京都 被発遣祈雨二社奉幣使、上卿已下同前、 師守記 2 史料纂集

康永 01 8 0 3 13420911 豊前
［眼代等連署下知状 土器長政所宛］土器免田之内、田中検
校、小隈次郎、用水相論之儀、政所（宇佐宮）不応下知、
押妨之次第、心外之儀候、本郷つき分半ふん、進退之上者、
所詮、道溝之事、政所供僧永知行事、被仰出候、仍下知如件、

豊前高牟礼文
書

南北朝遺文九州編
2-1825

康永 01 12 0 0 13430106 摂津
［摂津垂水庄内検目録］…見作田 34町 4段 40歩内／…損
田 6町 8段 344歩　旱田 7町 3段 336歩／得田 19町 8段
80歩…（損田は見作田の 42％）

東寺文書 2へ
67

大日本古文書

康永 02 0 0 0 13430204 播磨
［公文田所連署未進年貢請文］請申東寺御領播磨国矢野御
庄、康永二年未進等事／右 38石 764合令損亡之由、百姓
等雖歎申入、20石外不可有御免之由被仰下之上者、相残
分 18石 764合、来 6月 10日以前必可令運上之…

東寺百合文書ﾃ
24

相生市史 8上 134

康永 02 0 0 0 13430204 摂津［垂水庄内検取帳］…惣都合 87町 3反 50歩内／荒河成 48
町 7段 2歩（損田は 56％）

東寺百合文書
わ 5下 -6 吹田市史 5-127

康永 02 7 0 0 13430730 京都 及三十日炎旱珍事之処、 祇園執行日記 旱魃霖雨史料
康永 02 7 0 0 13430730 京都 洪水過法、 師守記 2 史料纂集

康永 02 7 0 0 13430730 会津 大風雨、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

康永 02 7 0 8 13430806 京都 及三十日炎旱、珍事之処、雖小雨降之条、目出云々、 祇園執行日記 大日本史料 6-1

康永 02 7 0 19 13430817 天下 大雨、去月十三日大雨注、卅六ケ日炎旱、天下珍事之処、今日始雨降、殊勝云々、但今日雨朝計也、仍不足、
八坂神社記録
1

増補続史料大成 43

康永 02 10 0 13 13431108 下総

［沙弥妙円神税上分送状写 伊勢太神宮櫟木宛］下総国葛西
御厨神税御上分物、并先例御公事等之代銭、合佰伍十参
貫文、且慥進上仕候、当年ハかんはち（旱魃）と申、度々
の洪水ニ候之間、諸郷難渋ニ候を、催役し、あつめ、其
外ハ入部らう米分ニ仕候、…

鏑矢伊勢宮方
記 千葉県史県外 509

康永 03 0 0 0 13440124 駿河 同三年甲申ノ年迄五ケ年之内ハ、数度之出水故、作ハ不実皆損ニ而、田畠ニも成間敷様ニ被思、開発茂退屈致し、大平年代記 沼津資料集成 8

康永 03 1 0 7 13440130 京都 天陰、朝間、白雪満地五六寸、午後間、雖得晴、猶更不休、但午後常晴、未刻以後晴… 園太暦 1 続群刊行会

暦応 5年（1342）～康永 3年（1344）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

康永 03 2 0 11 13440304 播磨

［学衆評定引付］矢野庄条々／一、百姓等申請、損田十町
四十代年貢、重所被免五石也、前後廿石御免…／追申／
損免支配事、小百姓等所帯田数不幾之処、皆損之条不便
之間、以別儀所有御免也、大百姓所帯田数巨多之内、於
令損亡者、更不可有御免之儀、以此趣、可致憲法沙汰之由、
可有御下知候、

東寺百合文書
天地 1

相生市史 7-1

康永 03 2 1 10 13440402 京都 晴陰不定、余寒以外也、朝間或雪飛、… 園太暦 1 続群刊行会
康永 03 4 0 28 13440617 改元 依天変・地妖・疾疫、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

康永 03 5 0 0 13440619 日本 大雨、日本大水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

康永 03 5 0 20 13440708 京都 天陰雨降、未剋、大雨以外也、地上如池、所々洪水云々、師守記 2 史料纂集
康永 03 6 0 7 13440725 鎌倉 以刑部少輔、祈雨事被仰之、聖道五ケ所、 鶴岡社務記録 続史料大成 18

康永 03 6 0 9 13440727 鎌倉 自今日、為祈雨、供僧等尊勝陀羅尼、於本坊、水天供、并宝印タラニ始行之、 鶴岡社務記録 改定史籍集覧 25

康永 03 6 0 22 13440809 京都 天晴、申斜夕立、酉斜又夕立、雷鳴甚、以外洪水也、入夜休、師守記 2 史料纂集
康永 03 9 0 10 13441024 京都［今朝］初霜、 師守記 2 史料纂集
康永 03 11 0 23 13450105 京都 自去夜陰気、或雨雪、今朝山木・庭草、皆戴雪也、頗有感々、園太暦 1 続群刊行会
康永 04 2 0 10 13450322 京都 今日申刻許、大風以外也、 園太暦 1 続群刊行会
康永 04 3 0 6 13450416 京都 大風事＜及明日＞、 園太暦 7 史料纂集
康永 04 3 0 7 13450417 大和 昨今大風、春日末社白乳明神社倒、 続史愚抄前篇 22 新訂増補国史大系

康永 04 3 0 7 13450417 大和 春日社司等言上、七日巳刻、当社小神白乳明神御宝殿令顚倒給云々、 園太暦 1 史料纂集

康永 04 4 0 0 13450511 伊勢

［伊勢大国庄名主百姓等申状］東寺御領伊勢国大国庄名主
百姓等謹言上／欲早被垂御哀憐、被経急速御沙汰、任麦
損亡実、被遂御検見、預安堵御成敗子細事／右、去四月
七日午剋計、俄四方打久毛利、電奈利落天、柚勢計奈留
久世物 氷土申之 降来天、麦麻以下皆以片時之間仁令損亡
畢、加之、草木枝打伐之条、世以無其隠、先代未聞珍事也、
然間御領百姓悉及餓死之条、歎中歎也、然者旱急速被経
御沙汰、任損亡実、被遂御検見、為預安堵御成敗、恐々
言上如件、

東寺百合文書
ほ 40

東寺文書 2

興国 06 4 0 6 13450516 遠江 火雨ふる、大なるこほり、草木かれぬ、 瑠璃山年録残編 日本の気象史料

康永 04 4 0 20 13450530 伊勢
［沙弥祐宗請文］…一、去七日午剋計、氷降候て、作麦以下、
片時之間、令皆損候、不限作物、草木枝打伐候、驚耳目候、
仍百姓等申状令進之候、以此旨、可有御披露候乎、恐惶
謹言、

東寺百合文書
ほ 41

東寺文書 2

康永 04 6 0 7 13450714 京都 天陰、雨降甚雨、申剋許地震、今日祇園御輿迎也…依洪水、不叶浮橋之間、神輿奉舁渡河原云々、 師守記 3 史料纂集

康永 04 7 0 0 13450807 天下 天下、大水之文、（28日条） 光明院宸記 旱魃霖雨史料
康永 04 7 0 27 13450902 京都 天陰雨降、吹風、以外風雨也、 師守記 3 史料纂集

康永 04 7 0 28 13450903 京都

此十余日連陰雨…如此連続、更無間断、但甚雨者頗希也、
而昨今両日、甚雨滂沱、昼夜、雖暫時無間断、仍忽洪々蕩々、
処々河水盈漫、屋舎田園、多以漂泊云々、京中今出川并
堀川西洞院川等、又以溢、京中無水、大路等皆以如江河
…後聞、古老云、六十年来、未有如此之水災云々、

光明院宸記 日本凶荒史考

康永 04 7 0 29 13450904 京都 天陰雨降、雷鳴甚、昨日、雨已後、洪水過法、近年、如此洪水無之云々、以外事也、 師守記 3 史料纂集

康永 04 7 0 29 13450904 京都

仍忽洪水蕩々、処々河水盈溢、屋舎田園、多以漂泊云々、
京中今出川、并堀川西洞院川等、又以溢、京中無水大路
等皆以如江河、此院西面＜東洞院面＞流水浩々、後聞古
老云、六十年来未有如此之水災云々、…今日神事也、以
可有止雨奉幣也（光明院宸記）、

東山御文庫記
録 大日本史料 6-8

康永 04 7 0 29 13450904 京都 今夜亥剋、被行止雨奉幣…差進 止雨奉幣丹生・貴布袮両
社使事、 師守記 3 史料纂集

康永 04 8 0 1 13450905 天下 近年之為躰、一天未平、四海困窮、民有飢色、野有餓孚、当斯時貴賤貧富、各尽涯分之財産、経営此事、 光明院宸記 日本凶荒史考

康永 04 8 0 5 13450909 天下 天下触穢之時、被発遣止雨奉幣候之条、有憚否、先例可被注進由、被仰下候也、 師守記 3 史料纂集

康永 04 8 0 6 13450910 若狭 今日、自田井保、百姓参上、是依洪水之間、為申損亡也云々、師守記 3 史料纂集

康永 3年（1344）～康永 4年（1345）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

康永 04 9 0 12 13451016 京都 伝聞、上皇御咳病興盛、…凡此間、人々咳病、或有殞命之輩云々、是唐船帰朝之時、有此事之由、世俗称之云々、園太暦 1 続群刊行会

康永 04 9 0 12 13451016 世間 頃日、咳病世間流布、訛言、唐船帰国時、必有此病流行者、続史愚抄前篇 22 新訂増補国史大系
康永 04 9 0 16 13451020 若狭 是日田井保損亡事、百姓上洛、 師守記 3 史料纂集
康永 04 9 0 17 13451021 若狭 今日田井保損亡事、賜御返事、廿石御免之、 師守記 3 史料纂集

康永 04 9 0 19 13451023 天下 抑天下病事御祈事、武家内々申旨候間、事々可有沙汰之由、被仰下候、… 園太暦 1 続群刊行会

康永 04 9 0 19 13451023 天下 天下病事、御祈之例事、 園太暦 7 史料纂集
康永 04 9 0 23 13451027 京都 今日、自今安保百姓参上、損亡事言上料云々、 師守記 3 史料纂集

康永 04 9 0 25 13451029 若狭 入夜、自若州田井保飛脚到来、是損亡事并［師枝］契約文書、可違乱事等注進之、 師守記 3 史料纂集

康永 04 9 0 26 13451030 若狭 今日、田井保飛脚賜御返事、損亡事、先度御免廿石外、不可有御免… 師守記 3 史料纂集

康永 04 10 0 7 13451109 京都 今朝［ ］今安保土田一色［  ］参上、申損亡［  ］、 師守記 3 史料纂集
康永 04 10 0 7 13451109 若狭［田井］保御返事、今日…五十石可有御免［之由］被仰下了、師守記 3 史料纂集

康永 04 10 0 7 13451109 摂津
今日、溝杭沙汰人参入、二段河流損候間、可有御免旨申之、
於御稲者、損亡御免事、無先例之間、不可有御叙用之由、
御問答、

師守記 3 史料纂集

貞和 01 10 0 21 13451123 改元 改元、依依兵革、流病、天変、地震也、 皇年代略記 後鑑 1

貞和 01 10 0 21 13451123 改元 依天変・水害・疾疫等、 続史愚抄前篇 22 新訂増補国史大系

貞和 01 10 0 21 13451123 改元 何况天道示変、水害成災、疾疫流行、尊卑愁苦…其改康永四年為貞和元年、又祥者福光、却邪攘妖、大赦天下、… 園太暦 後鑑 1

貞和 01 10 0 21 13451123 改元 依疾疫流行、 皇代記 新校群書類従 2

貞和 01 12 0 9 13460110 京都 夜半雷鳴、次日大雪、 夢窓録 後鑑 1

貞和 02 4 0 15 13460514 京都 隕霜＜園目＞、 続史愚抄前篇 22 新訂増補国史大系
貞和 02 4 0 15 13460514 京都 凛霜下、 園太暦 7 続群刊行会
貞和 02 4 0 15 13460514 京都 隕霜、 続史愚抄前篇 22 新訂増補国史大系
貞和 02 5 0 17 13460615 京都 天陰、終日甚雨、為耕作、殊勝雨云々、神妙、 師守記 3 史料纂集

貞和 02 8 0 4 13460829 京都 羽蟻出現事、／今月四日申刻、中御門・堀川以西、至大宮大路、羽蟻出現、如煙霞、路人不得通云々、（19日条） 園太暦 2 続群刊行会

貞和 02 8 0 4 13460829 京都 申剋、中御門堀川以西、至大宮大路、羽蟻群飛、如煙霧、不得人行云、
続史愚抄前篇
22

新訂増補国史大系

貞和 02 8 0 29 13460923 京都 今日甚雨、雖無術、九月被忌諱云々、 園太暦 2 続群刊行会

貞和 02 9 0 13 13461006 京都
大風事、／天陰、大風甚雨也、但入夜休、…今日大風、
頗絶常篇歟、山上諸堂已下顚倒云々、又仁和寺雙岡松樹
多顚倒或折了、

園太暦 2 続群刊行会

貞和 02 9 0 13 13461006 京都 大風事、御百首披講延引事、 園太暦 7 史料纂集

貞和 02 9 0 18 13461011 播磨［学衆評定引付］矢野庄雨内村損亡事、重被免五石（10石両
度ニ被免、47頁）畢、如此損田事…沙汰畢、

東寺百合文書ﾑ
18

相生市史 7-4

貞和 02 9 1 27 13461119 京都 今夜、雪積地、秋雪頗稀云、 続史愚抄前篇 22 新訂増補国史大系

貞和 03 0 0 0 13470219 播磨
［親昭書状］（矢野庄 ?）…貞和二、三両年知行云々、二年
分ハ惣庄濫妨ニ如兵粮散々之間、不知行之段、無其隠候、
…三年分ハ大損亡候へとも、廻私力可令進之由申承候了、

東寺百合文書ｹ
224

相生市史 8上 494

貞和 03 2 0 19 13470408 京都 大渡橋頽落、役神会参詣輩、大勢死亡云々、 東寺王代記 大日本史料 6-11
貞和 03 3 0 22 13470511 京都 羽蟻占文事、 園太暦 7 史料纂集
貞和 03 4 0 20 13470607 京都 今日未刻、官朝所為風顚倒、 師守記 4 史料纂集
貞和 03 4 0 27 13470614 京都 天陰雨降、此間連々雨降、洪水云々、 師守記 4 史料纂集
貞和 03 4 0 28 13470615 京都 天陰雨降、洪水以外也云々、 師守記 4 史料纂集
貞和 03 4 0 29 13470615 京都 雨降、今日、被行止雨奉幣、 師守記 4 史料纂集

貞和 03 5 0 0 13470618 京都 霖雨過法候、所々水損満耳候、以外候（園）、二十一日、…畿内以外洪水（師）
園太暦 .
師守記 旱魃霖雨史料

貞和 03 5 0 20 13470707 京都 今暁寅剋已後、甚雨、 師守記 4 史料纂集
貞和 03 5 0 21 13470708 畿内 申斜已後雨降、畿内、以外洪水云々、 園太暦 8 続群刊行会
貞和 03 5 0 21 13470708 畿内 陰晴不定、申斜已後雨降、畿内以外洪水云々、 師守記 4 史料纂集
貞和 03 5 0 24 13470711 京都 霖雨過法候、所々水損満耳候、以外候、 園太暦 2 続群刊行会

康永 4年（1345）～貞和 3年（1347）
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貞和 03 5 0 24 13470711 京都 今日、被発遣止雨二社奉幣使、 師守記 4 史料纂集

貞和 03 6 0 3 13470719 京都 霖雨御祈、被行二社奉幣外、被行他御祈近例、聊御不審候、可被勘注進之由、内々沙汰也云々、則御注進之、 師守記 4 史料纂集

貞和 03 6 0 7 13470723 京都 止雨法間事、 園太暦 8 続群刊行会
貞和 03 6 0 26 13470811 天下 依天下病事、被行御祈例等、可注賜云々、 師守記 4 史料纂集
貞和 03 9 0 9 13471021 若狭［ ］朝田井保損亡事、賜御返事、十石被免之了、 師守記 4 史料纂集

貞和 03 9 0 17 13471029 播磨［学衆評定引付］一、矢野庄損亡事、重申状披露之処、又十五石被免、都合卅石被免除畢、
東寺百合文書ﾑ
19

相生市史 7-15

貞和 03 11 0 22 13480101 京都 天晴、白雪満地上、 園太暦 2 続群刊行会
貞和 03 12 0 15 13480124 京都 晴陰不定、今日暖気似春、 園太暦 2 続群刊行会
貞和 04 5 0 17 13480622 京都 今日、祈雨奉幣申沙汰云々、 園太暦 2 続群刊行会
貞和 04 5 0 17 13480622 京都 被発遣祈雨奉幣＜或記、今月旱云＞、 続史愚抄前篇 22 新訂増補国史大系
貞和 04 5 0 18 13480623 京都 始修之（水天供）＜六ケ日第五、六両日、甚雨也＞ 水天供現行記 続群書類従 25下 
貞和 04 5 0 28 13480703 京都  陰雨、洪水、 園太暦 2 続群刊行会
貞和 04 5 0 28 13480703 京都 洪水、 続史愚抄前篇 22 新訂増補国史大系
貞和 04 6 0 1 13480706 大和 夜依雨大水、富河橋、下河原橋、御輿河原橋流失了、 斑鳩嘉元記 大日本史料 6-12

貞和 04 7 0 2 13480805 日向

［大光寺自国宝殿縁起］貞和四年七月二日、自未申剋、大
雨、大風、雷電、天地夙夜不止、翌日晨旦、大工入守之次、
拝見宝殿上、及冠木両処生疵、有恠不言、同日山僧卒衆僧・
旦那・真俗等、普請之次、各見之、奇恠同心、或謂風吹
折松枝撃之、或謂雨洗溌墨、…

日向大光寺文
書

南北朝遺文九州編
3-2522

貞和 04 7 0 10 13480813 京都 天晴、自半更暴雨、 園太暦 2 続群刊行会
貞和 04 11 0 4 13481203 京都 天晴、酉初許、雷鳴雨下、雷声再三、以外高鳴、… 園太暦 2 続群刊行会
貞和 04 11 0 21 13481220 改元 依風水・疾疫也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

貞和 05 1 0 0 13490128 京都 自旧冬、旱魃、諸々井悉枯渇、汲河水飲之、所々皆如此云々、已及卅ケ日許、 園太暦 後鑑 1

貞和 05 1 0 0 13490128 京都 自去冬、不雨、洛中井涸、 続本朝通鑑 日本の気象史料

貞和 05 1 0 8 13490204 京都 自旧冬、旱魃、井水竭、汲河水用之、所々皆同、凡及三十箇日云、
続史愚抄前篇
23

新訂増補国史大系

貞和 05 1 0 9 13490205 京都 井水所々枯渇事、…自旧冬、旱魃、諸々井悉枯渇、汲河水飲之、所々皆如此云々、已及卅箇日許、 園太暦 3 続群刊行会

貞和 05 2 0 14 13490311 京都 天晴、今朝、積雪六、七寸、今春、余寒以外、深雪已及両度、為花不便歟、 園太暦 3 続群刊行会

貞和 05 3 0 18 13490414 京都
天晴、後聞、今日、剋許、仙洞池鳴動之後、浪巻揚、其
後風大吹、仙洞吹廻之後、自惣門南行、惣門前小屋吹破、
散々事歟、可怪々々、

園太暦 3 続群刊行会

貞和 05 6 0 11 13490705 京都
及晩陰、雨脚甚、風起…及午刻、大炊御門堀河西洞院等
洪水、無左右、人不渡云々、況於車哉、…所々洪水、言
語道断云々、

松亜記 大日本史料 6-12

貞和 05 6 0 11 13490705 京都 今夜、洪水＜自今朝大雨＞、殊大炊御門西洞院辺、通路絶云、
続史愚抄前篇
23

新訂増補国史大系

貞和 05 6 0 20 13490714 京都 天陰雨降、寅剋已後吹風、辰剋已後大風、所々大木令吹折之、巳剋止風、雨聊止了、 師守記 5 史料纂集

貞和 05 6 0 20 13490714 京都 天陰、朝間、猶風不休、 園太暦 3 続群刊行会
貞和 05 6 0 21 13490715 京都 自夜雨降、終日甚雨、以外洪水云々、 師守記 5 史料纂集
貞和 05 6 0 21 13490715 京都 奉仰退出、于時甚雨如沃、 園太暦 3 続群刊行会
貞和 05 6 0 23 13490717 京都 今日可被発遣止雨二社奉幣使、 師守記 5 史料纂集

貞和 05 6 1 3 13490726 播磨［学衆評定引付］矢野庄飛脚申、洪水并杣人夫…事、 東寺百合文書ﾑ
22

相生市史 7-24

貞和 05 6 1 4 13490727 京都 天晴、晩頭、雷鳴暴雨、 園太暦 3 続群刊行会

貞和 05 6 1 29 13490821 京都 寅刻已後、雨降、終日不休、此間、民庶乞雨之処、降雨神妙々々、 師守記 5 史料纂集

貞和 05 7 0 23 13490914 京都 霖雨之間、武徳楽千反、於仙洞奏之事、 園太暦 7 史料纂集
貞和 05 8 0 0 13490921 日本 大風雨、日本飢饉、牛馬大病流行、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表
貞和 05 8 0 5 13490925 京都 申剋已後、風吹、酉剋大風、入夜、甚雨大風、民屋多以吹破、師守記 5 史料纂集
貞和 05 8 0 6 13490926 京都 風雨、人屋不全事、 園太暦 7 史料纂集

貞和 3年（1347）～貞和 5年（1349）



171

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

貞和 05 8 0 6 13490926 京都 大風発屋、 続史愚抄前篇 23 新訂増補国史大系

貞和 05 8 0 27 13491017 播磨

［学衆評定引付］一、矢野庄百姓等損亡申間事、流損之由
申之云々、可然者、田所、公文等各任実正、以起請文、
重可申之事／矢野庄申、損亡事、於惣庄者、被置定□、
被定斗代候上者、曽不及御沙汰候、於河端流損所者…村々
百姓名字同可被注進之由、可有御下知候、

東寺百合文書ﾑ
22

相生市史 7-29

貞和 05 9 0 21 13491110 播磨
［矢野庄政所等連署起請文］立申起請文事／壱紙／右元者、
当御庄当年河成并水損令見及候処、内検帳進上仕候、又
百姓等語をも不得候上ハ、上の為聊も無不忠之儀候、

東寺百合文書
よ 11-15上 相生市史 8上 166

貞和 05 9 0 21 13491110 播磨 東寺御領矢野庄西御方河成并水損内検事（下略） 東寺百合文書
よ 11-15上 相生市史 8上 167

貞和 05 9 0 26 13491115 播磨
［矢野庄名主・百姓等連署起請文］敬白／立申起請文事／
右元者於当年損亡、不被加御検見之間、無力眼前損亡坪々
等、払塵面々捧起請文令言上所也、

東寺百合文書
よ 11-15上

相生市史 8上
168-1

貞和 05 9 0 26 13491115 播磨［矢野庄損亡名坪付注進状］当年損亡名坪付事（中略）右太略注進如件、
東寺百合文書
よ 11-15上

相生市史 8上
168-2

貞和 05 9 0 29 13491118 播磨［矢野庄田所西方河成并水損内検帳］東寺御領矢野庄西御方＜貞和五＞河成并水損内検事（下略）、
教王護国寺文
書 386

相生市史 8上 169

貞和 05 12 0 5 13500121 京都 虫損也事、 園太暦 7 史料纂集
貞和 06 0 0 0 13500216 諸国 疾疫流行、 園太暦 7 史料纂集
貞和 06 1 0 16 13500303 京都 雨風、氷降、雷鳴、 祇園執行日記 後鑑 1

貞和 06 1 0 16 13500303 京都 此日、雷鳴、雨雹云、 続史愚抄前篇 23 新訂増補国史大系

貞和 06 2 0 23 13500408 京都
甚雨之次、小貝降事／天陰、微雨、午後次第甚、後聞、
今日深更、甚雨之次、自天小貝雨下、如蘇芳貝小、是洪
水兆云々、五条・猪隈辺下云々、

園太暦 3 続群刊行会

観応 01 2 0 27 13500412 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本
観応 01 5 0 7 13500620 京都 四条橋＜半作＞、三間計落＜依洪水＞、 祇園執行日記 2 大日本史料 6-14
観応 01 5 0 8 13500621 京都 自四条橋、人落死、 祇園執行日記 2 大日本史料 6-14
観応 01 5 0 23 13500706 大和 夜大風法ニ過テ、寺山木多吹タヲス、小家多タヲル、 斑鳩嘉元記 大日本史料 6-14
観応 01 5 0 24 13500707 京都 大風、 康富記 後鑑 1

観応 01 5 0 28 13500711 京都 洪水以外也、四条河原横（往）返人無之、 祇園執行日記 2 大日本史料 6-14
観応 01 5 0 28 13500711 京都 京師大水、 続史愚抄前篇 23 新訂増補国史大系
観応 01 6 0 4 13500716 播磨［学衆方評定引付抜書］一、矢野庄洪水井料事、陸石被免之、東寺百合文書天地 6 相生市史 7-14

観応 01 7 0 8 13500819 大和 大風、大雨、大水、四十年以後、此程之大水無之云々、所々橋流、人々多死云々、 斑鳩嘉元記 大日本史料 6-14

観応 01 7 0 8 13500819 京都 雨降大風、 祇園執行日記 後鑑 1

観応 01 7 0 25 13500905 京都 朝間、雷鳴、暴雨、午上休、 園太暦 3 続群刊行会

観応 01 7 0 30 13500910 薩摩

［永覚外三名連署申状］…一、当年御領内、七月卅日、同
八月廿二日之大風ニ、大そんまうにて候、御年貢一も不
参候事、公私歎入候、けはいの脚力はかりにてハ、そん
まうの事、申ひらきかたく候間、たまたま田所上洛候へハ、
定御尋之時、委細可被入申候歟、

薩摩島津家文
書

南北朝遺文九州編
3-2895

観応 01 8 0 1 13500911 京都 午後大風飄颻方々習俗之贈答如先々、 園太暦 3 続群刊行会
観応 01 8 0 1 13500911 京都 大風、雨交下事、 園太暦 7 史料纂集
観応 01 10 0 12 13500912 京都 天陰、入夜雨、此間霖雨、於事無益歟、 園太暦 3 続群刊行会

正平 06 0 0 0 13510205 京都 疫疾流行、 園太暦 . 大日
本史 日本災異志

観応 02 1 0 1 13510205 京都 伝聞、今日未時、千葉介貞胤有事云々、兵革之時分、以疫病、有事云々、 園太暦 後鑑 1

観応 02 2 0 8 13510314 京都 天晴、余寒以外也、 園太暦 3 続群刊行会
観応 02 2 0 10 13510316 京都 天陰、或雪散、 園太暦 3 続群刊行会

観応 02 3 0 8 13510412 山城 自都谷上洛了、途中、於木津河西岸、忽大風雨、電雷響天地、雨脚下車軸、立寄社頭辺…
観応二年日次
記 大日本史料 6-15

観応 02 4 0 9 13510513 京都 羽蟻出現事、 園太暦 3 続群刊行会

観応 02 4 0 24 13510528 京都 夢窓国師瘧病、嗣成以医術令落居云々（翌年９月 30日再
発死去）、 園太暦 室町安土桃山時代

医学史の研究
観応 02 6 0 2 13510703 天下 天下病事、夭折不知数云々、 園太暦 3 続群刊行会

貞和 5年（1349）～観応 2年（1351）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

観応 02 6 0 2 13510703 諸国 被下宣旨於五畿七道諸国曰、近日、疾疫流行、為攘災、毎国限五箇日、可転読仁王般若、及最勝王経者、
続史愚抄前篇
23

新訂増補国史大系

観応 02 6 0 4 13510705 京都 病事御祈事、被宣下云々、 園太暦 大日本史料 6-15

観応 02 6 0 4 13510705 京都
天陰、或雨、病事御祈事、被宣下云々、…／左弁官＜下山
陰道諸国＞…近日、疾疫之患遍聞、夭命之輩屡多、非仰
法力、争消厄難、宣下知五畿七道諸国、と浄侶、限五ケ日、
令転読仁王・最勝之両典、殊抽精誠、…

園太暦 3 続群刊行会

観応 02 6 0 4 13510705 京都 病事祈禱、被宣下諸国事、 園太暦 7 史料纂集
観応 02 6 0 6 13510707 京都 今朝、以外有微寒気、頗如九・十月、病事兆歟、可慎々々、園太暦 3 続群刊行会
観応 02 6 0 10 13510711 京都 今年凶年、不可説、改元大切歟、可為何様哉之由、昨日被仰、… 園太暦 3 続群刊行会
観応 02 6 0 26 13510727 京都 炎暑俄興盛、頗又超常篇候、… 園太暦 3 続群刊行会

観応 02 6 0 27 13510728 天下
天下病事流布事／此願、今年、諸病流行、衆人不遁歟、就中、
家中男女従類例、及数輩病悩、…今年病事皆同也、然而
諸大夫以上者、病死未聞、大略青侍以下也、…

園太暦 3 続群刊行会

観応 02 6 0 27 13510728 世間 大般若転読事、依世間病事也、 園太暦 7 史料纂集

観応 02 7 0 0 13510801 周防

［周防国椹野庄百姓等申状］周防国東大寺御領椹野庄（吉敷
郡）人民百姓等謹言上／欲早蒙御哀憐、成安堵之思間事／
右愁訴之趣者、依去年八月一日、高塩大風洪水、愁訴之
状言上畢、故去年々貢等預免除之間、百姓等開喜悦之眉、
息愁吟思処、爰去年秋之比、至于当年三月中、数万人軍
勢乱入於御庄内、…又今年七月十三、四、五日之間、大
風高塩大洪水、為超過於去年、庄内損亡取喩無物哉、仍
捧愁悲之状、所令事之由言上也、…

東 大 寺 文 書
1-24-58

南北朝遺文中国四
国編 3-2086

観応 02 7 0 0 13510801 筑前
勧応二年七月の比、旱甚しかりしかば、足利直冬当社に
参詣し、祠官・社僧等に命じて［　］をせしに、忽に雷鳴
て雨降れば、神異の思ひをなし、一首の和歌を詠じて神
殿に献ず、…  

筑前国続風土
記引雷山社所
蔵書

後鑑 1

観応 02 7 0 4 13510804 伊勢 神宮松木顚倒事／今月四日、内宮御前松樹、不風吹顚倒、奇異事云々、 園太暦 4 続群刊行会

観応 02 7 0 25 13510825 京都
賀茂松原樹枯事／今日、賀茂前神主員平来云、当社乾松
原樹枯也、及其数千本、其弘二、三十町分也、非直也事歟、
而無御沙汰、社務之懈怠歟、公方御無沙汰歟云々、

園太暦 4 続群刊行会

正平 07 0 0 0 13520126 京都 是歳、飢饉、 園太暦 4 続群刊行会
観応 03 2 1 7 13520331 京都 朝間、雪降、 園太暦 4 続群刊行会

観応 03 2 1 10 13520403 京都 或晴、或陰、此間、余寒過法、為之、病人不知員、又頓死、災年歟、可慎々々、 園太暦 4 続群刊行会

観応 03 3 0 25 13520517 天下 天下窮困・飢饉、殞命輩不可勝計歟、諸家之体、又勿論歟、… 園太暦 4 続群刊行会
観応 03 3 0 28 13520520 京都 彼是云、洛中餓死、猶以倍増云々、 園太暦 4 続群刊行会

正平 07 4 0 27 13520617 大和 夜大風、大雨、言語難及、其後、春日山ヨリ神火御出、戌亥方ヘトハセ給云々、…春日山ノ木多枯、
東金堂細々要
記 大日本史料 6-16

観応 03  5 0 2 13520622 大和 春日山木枯事語之事、 園太暦 7 史料纂集
観応 03 5 0 3 13520623 大和 春日山樹木枯云々、珍事也、 玉英記抄 続史料大成 18

正平 07 5 0 8 13520628 大和

注進春日山枯木事、／一、去四月廿九日仁見付之、翌日
＜晦日＞加実検候処、五千九百八十一本＜自元無葉除古
枯木定＞、此外三分一、四分一、枯始候木者不可勝計候
／一、今日三日重又加実検之処、二千六百九十七本＜自
元無葉除古枯木定＞此外三分一、四分一、枯始候木者、
不可勝計候、

園太暦 4 続群刊行会

正平 07 5 0 13 13520703 大和（春日山）樹木猶枯槁、已及八千余本（関連記事多数）、 玉英記抄 大日本史料 6-16
観応 03 5 0 15 13520705 大和 春日山樹木枯事、御託宣送之、… 園太暦 4 続群刊行会
観応 03 5 0 17 13520707 天下 樹木萌青葉、天下之慶也、氏族之悦也、 玉英記抄 続史料大成 18

観応 03 5 0 17 13520707 京都 天晴、午後暴雨、 園太暦 4 続群刊行会
観応 03 7 0 11 13520829 大和 春日山樹木復青、臨時御神楽之故也、 玉英記抄 続史料大成 18

観応 03 8 0 12 13520928 京都
天晴、今日々没程、夕陽辺有奇雲、日輪両方ヨリ細雲＜其
色赤＞二筋、亘天数十丈、其色白之時、称旗雲云々、是
兵革瑞歟、

園太暦 4 続群刊行会

正平 07 8 0 17 13521003 京都 雨降風吹、［ ］時以後、風雨休、 匡遠記 日本の気象史料
正平 07 8 0 17 13521003 大和 五所杉木ノツカヘ、依大風、タウレヌ、 嘉元記 改定史籍集覧 24

観応 2年（1351）～正平 7年（1352）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

観応 03 8 0 17 13521003 京都 天陰、雨脚滂沱、日中後大風、頗非直也事歟、 園太暦 4 続群刊行会
文和 01 9 0 27 13521112 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

文和 01 10 0 0 13521116 大和 春日山木枯槁、御神楽行之、 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

文和 01 11 0 22 13530106 京都 百度大路大鳥居南柱、依大風、顚倒、 祇園執行日記 日本の気象史料
正平 08 0 0 0 13530213 京都 旱、霖、洪水、飢、 園太暦 日本災異志

文和 02 0 0 0 13530213 播磨 東寺領矢野庄で、結束して損亡による年貢減免、足手公事徴収の軽減を訴える、 東寺百合 百姓一揆総合年表

正平 08 3 0 0 13530413 京都 春、大旱、 園太暦 . 大日
本史 日本震災凶饉攷

文和 02 3 0 3 13530415 大和
大風、大雨ふる、但宮社の二のとりいを、東むきにふき
たをす、又興福寺の南大門の西のわきの、ひやうゑのも
んを、西むきにふきたをす、

春日若宮神殿
守記 日本の気象史料

文和 02 3 0 3 13530415 京都 天陰、自去夜、或雨、猛風吹起、凡近来、旱、水、風損、年々不絶、祈年祭大略不被行、… 園太暦 4 続群刊行会

文和 02 3 0 3 13530415 京都 自夜烈風、凡近年、水、旱、風損、年々連続、是祈年祭及二季、広瀬、竜田祭等、無沙汰故歟云、
続史愚抄中篇
24-8 新訂増補国史大系

文和 02 3 0 4 13530416 京都 猛風事、竜田社風神事、 園太暦 7 史料纂集
文和 02 4 0 0 13530512 京都 依大風、真言院顚倒、 東寺王代記 続群書類従 29下

正平 08 4 0 5 13530516 京都 依大風、真言院顚倒
東 寺 長 者 補
任 . 異本長者
補任等

大日本史料 6-18

文和 02 4 0 5 13530516 京都 大風、真言院倒、 続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系

文和 02 5 0 25 13530704 京都
明日、可有行幸関白第、可供奉云々、可為非常儀者、此間、
赤痢病気有之、仍申其子細、世上事、今日無聞事、所詮、
近日事、聊取延歟云々、

園太暦 4 続群刊行会

正平 08 6 0 0 13530710 諸国 夏、諸国、霖雨、洪水、 園太暦 日本震災凶饉攷
文和 02 7 0 9 13530816 天下 雨乞始、天下大損亡＜田畠負所同＞、仏聖五分一減畢、 法隆寺祈雨旧記 大日本史料 6-18

文和 02 8 0 12 13530918 天下
天陰、終日雨脚蕭々、今年、旱魃、民間成悩而、又秋霖、
定然洪水歟、近来天下争、又風雨、不失時候哉、只如形
七旬命相存、不可説業報也、

園太暦 4 続群刊行会

文和 02 8 0 15 13530921 天下 大風吹、天下損亡、 年代記残編 大日本史料 6-18
文和 02 8 0 15 13530921 天下 大風吹、天下損亡、 立川寺年代記 続群書類従 29下

正平 08 9 0 10 13531015 美濃

美濃大風雨、後光厳天皇これを民安寺に避け、明日、行
宮に還り給ふ＜大日本史料綱文＞　俄にかせいミしう吹
出て、暮行まゝに、物も見えす、おひたゝしく吹まとは
して、山の木ともおほく吹たをし、よもの草むらハさら
にもいはす…野も山もはや水になりはてゝ、内裏のミち
もとちめはてぬ、

小島之寿佐美 大日本史料 6-18

文和 02 9 0 10 13531015 尾張［木造金剛力士像胎内納札銘］右去年＜文和二ノ＞九月十日乙夜三更、南風大起、惣門顚沛、此二力士崩摧折…
岐阜県願成寺
所蔵 愛知県史資料編 8

文和 02 9 0 10 13531015 京都 美濃大風雨、因俄遷幸民安寺、今夜為御所、 続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系

文和 02 9 0 11 13531016 播磨［学衆評定引付］一、矢野庄当年損亡事、五石被免事、 東寺百合文書ﾑ
27

相生市史 7-61

文和 02 10 0 1 13531105 播磨［矢野庄西方損亡田地注文］矢野庄西方損亡田坪々事（下略）、
東寺百合文書ｦ
10

相生市史 8上 183

文和 02 11 0 0 13531205 播磨
［矢野庄西方名主百姓等申状］東寺御領矢野御庄西方御公
事条々／一、足手御公事…於当御方者、依作期之違、可
及損亡候、其上当年者大損亡候之間、失為方候、於後々
年者、可為毎年内検之由、可蒙御成敗候、

東寺百合文書ﾉ
22

相生市史 8上 188

文和 02 11 0 0 13531205 播磨

［矢野庄西方名主百姓等重申状］東寺御領矢野御庄例名西
御方名主百姓…／欲早被撫育哀憐、先度注進旨、重藤…
愁吟損亡間事／右損亡之次第、両度委細言上事旧畢、而
当…損亡者、不限当庄、過法之間…令注進損亡田之上者
…損亡田分米者、四十余石也、

東寺百合文書ﾉ
23

相生市史 8上 188

文和 03 0 0 0 13540202 諸国 諸国霖雨、洪水、 分類本朝年代記 旱魃霖雨史料
文和 03 6 0 10 13540708 大和 大水ニ、此小池ノ堤切失了、 斑鳩嘉元記 大日本史料 6-19
正平 09 6 0 10 13540708 大和 大水ニ、聖霊院半分打破テ、同年ニ造継畢、 斑鳩嘉元記 大日本史料 6-19

観応 3年（1352）～正平 9年（1354）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文和 03 8 0 16 13540911 鎌倉 大風雨、 鶴岡社務記録 続史料大成 18

文和 03 9 0 0 13540925 諸国 大洪水、田畠損流、大飢饉、犬、牛、馬、大病流行、人死、異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

正平 10 0 0 0 13550221 諸国 霖雨、諸国洪水、 分類諸国年代記 日本災異志
文和 04 0 0 0 13550221 諸国 諸国霖雨、洪水、 分類本朝年代記 旱魃霖雨史料
文和 04 1 0 11 13550303 京都 大風雷、 年代記 日本震災凶饉攷
文和 04 4 0 29 13550618 京都 天陰、雷雨以外事也、 園太暦 5 史料纂集

文和 04 6 0 5 13550722 京都 神泉池水枯渇之由風聞、仍遣見之処、日来、水半減誠実儀也、此間、洪水之時分、誠不思儀歟、 園太暦 5 大日本史料 6-19

文和 04 6 0 5 13550722 大和
去比南都条々有恠異云々、一云、興福寺金堂羽蟻出現成群、
一云、社頭一御殿前称影向杉大木枝折、或説、若宮後有
件杉、風不吹倒之由、又有他説也、凡天下之安危、嘆息
之由、被称之、

園太暦 5 史料纂集

文和 04 6 0 19 13550805 京都 晴陰不定、大風、折木発屋、 園太暦 5 史料纂集
文和 04 6 0 19 13550805 京都 大風事、 園太暦 7 史料纂集
文和 04 6 0 19 13550805 京都 大風、折木発屋、 続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系
文和 04 6 0 27 13550813 京都 神泉苑池水半涸＜于時世間頗水多＞、 続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系

文和 04 7 0 20 13550905 大和 雨乞事…始之…廿三日…龍池上ヨリ黒雲出来シテ、大雨半時之程下、以外大雨也、 法隆寺祈雨旧記 大日本史料 6-20

文和 04 7 0 26 13550911 京都 天晴、但晩頭陰、秉燭程雨甚、又大風以外也、 園太暦 5 史料纂集
文和 04 7 0 26 13550911 京都 大風壊屋、 続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系

文和 04 7 0 27 13550912 京都 今暁卯刻、西車宿、為風被吹倒、大納言網代車・西園寺毛車以下、三、四両打損、不便々々、 園太暦 5 史料纂集

延文 01 0 0 0 13560210 若狭

［若狭太良庄領家方年貢散用状］（端裏書）「太良庄領家方
散用状 自延文元年至同四年四ケ年分」注進 太良庄領家方
御年貢延文元年散用事／…除五石八斗二升二合三夕三才 
洪田七反百歩／四石四斗二升二合二夕二才 河成一町一反
廿歩内半分可被免之定、…弐拾五石 損亡御免…

東寺百合文書
は 138

東寺文書 1

延文 01 0 0 0 13560210 天下 天下大飢饉、 立川寺年代記 続群書類従 29下
文和 05 1 0 9 13560218 京都 今暁、暴風、雷雨、 愚管記 大日本史料 6-20

延文 01 1 0 9 13560218 京都
大風、雷鳴事／自寅刻、雷鳴、猛雨、大風、亡屋墻壁更不全、
及午刻、風聊休、時々晴、或又雪霜、元日以後、至今日、
云雨、云雪、更無不下之日、

園太暦 5 史料纂集

文和 05 1 0 9 13560218 京都 大風雨事、 園太暦 7 史料纂集
文和 05 1 0 9 13560218 京都 雷鳴、大風、壊障壁、自元日、毎日雨雪云、 続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系
文和 05 2 0 17 13560327 大和 今夜子刻、興福寺東金堂塔、為雷火、焼亡、余災及東金堂、続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系

延文 01 3 0 3 13560412 京都 大洪水…平等寺并市在家、皆流失、 白山宮荘厳講
中記録 旱魃霖雨史料

延文 01 3 0 19 13560428 京都 依大洪水、宮究ノ路崩失ヌ、平等寺并市ノ在家皆流レ失ヌ、仍為往行、舟岡山ノ麓ニ新路ヲ付ラル、
白山宮荘厳講
中旧録 大日本史料 6-21

延文 01 3 0 28 13560507 改元 兵革、 皇年代私記 東大謄写本
延文 01 3 0 28 13560507 改元 依兵革、 皇代記 新校群書類従 2

延文 01 7 0 0 13560805 能登 大風吹、 永光寺年代記 加能史料研究 2

延文 01 7 0 4 13560808 京都 暴雨、雷鳴、 愚管記 大日本史料 6-21

延文 01 8 0 0 13560904 播磨［矢野庄公田方年貢等散用状］1石 218合去年河成、 教王護国寺文
書 414

相生市史 8上 197

延文 01 8 0 0 13560904 播磨［矢野庄公田方年貢等散用状］300文去年 6月雨コヒノ布施、教王護国寺文書 414
相生市史 8上 199

延文 01 8 0 14 13560917 京都 終日雨降、及晩、大風起、 愚管記 大日本史料 6-20

延文 01 8 0 14 13560917 山城
石山寺辺洪水事、言語同断云々…伝聞、伏見殿洪水珍事、
…御所者大略成水底下訖、彼辺蛇出、凡所々多有此事云々
（石山寺益守書状に詳細）、

園太暦 大日本史料 6-20

延文 01 8 0 14 13560917 遠江 塩風吹、 大福寺文書 大日本史料 6-21

延文 01 8 0 14 13560917 山城 自暁、小雨及午剋、大雨如車軸、不止、山中洪水、以外也…山上清滝宮西御前顚倒、一寺之重事、諸人愁歎只此事、
上清滝宮遷座
類聚 大日本史料 6-21

延文 01 8 0 14 13560917 京都 大風、 皇年代略記 新校群書類従 2

文和 3年（1354）～延文元年（1356）
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延文 01 8 0 14 13560917 京都 大風、 如是院年代記 新校群書類従 20

延文 01 8 0 14 13560917 山城
大風雨、官庁四足門倒、広義門院、自伏見殿下御所、幸
上御所、依洪水溢也、宇治橋落、柱流、槙島大略潰、石山
座主益守僧正坊後山崩水涌門流、其外所々山崩水涌出云、

続史愚抄中篇
24

新訂増補国史大系

延文 01 8 0 17 13560920 山城
先日洪水、宇治橋落了、至橋柱悉流失、又真木嶋三分二
流失云々、又石山座主僧正坊後山崩、門流失、頻々蛇出
歟云々、凡所々蛇出由風聞、伏見并八瀬辺所々多出之由聞、

園太暦 5 史料纂集

延文 01 8 0 18 13560921 京都 天陰、終日雨下、更無間断、 園太暦 5 史料纂集
延文 01 8 0 20 13560923 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系

延文 01 8 0 21 13560924 山城 伝聞、今日、発遣止雨奉幣使云々、／抑益守僧正送状、石山寺辺洪水事、言語同断云々、其間事委示之、為後勘続之、園太暦 5 史料纂集

延文 01 8 0 21 13560924 山城 伝聞、伏見殿洪水珍事、今日女院俄渡御上御所、下御所者大略成水底下訖、彼辺蛇出、凡所々多有此事云々、 園太暦 5 史料纂集

延文 01 8 0 21 13560924 山城

［益守書状］書絶久不申入、…去十四日洪水、此寺中珍事
候々々、殊此弊坊第一之水鼻ニて、自是こそ寺中所々へ
も流出候之間、先馬屋辺墻いしゝゝ皆押破、馬屋板浮上て、
馬已腹下まてこみあかり候、馬仰天、弊坊も水下に成候て、
板敷に上候之間、馬も仰天候て、…築地以下皆以崩失候了、
散々未及取直、猶又雨連々、如此之間、種々下説等候て、
恐怖謹慎外無他候、此路次更人馬未通之由承候、入寺以後
五十余年、受生已来六十余年、未更にかゝる事不覚候、…

園太暦 5 史料纂集

延文 01 8 0 23 13560926 京都 止雨奉幣、一昨日被行候き、然而雨脚于今不止候、無正体候、奉幣外、猶可被祈禱事、何事候哉、先例不審候、… 園太暦 5 史料纂集

延文 01 8 0 24 13560927 京都 大風、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下
延文 01 8 0 24 13560927 京都 大風、 和漢合符 後鑑 1
延文 01 8 0 24 13560927 京都 洪水珍事、 園太暦 5 史料纂集

延文 01 9 0 0 13561003 若狭

東寺領若狭国太良御庄地頭方百姓等謹重歎申／欲早被経
急速御沙汰、被差下御検使、任現損旨、被還（遂カ）御検見、
蒙不便御成敗、成安堵思、残分御年貢、急速致其沙汰損
亡間事、／右当年損亡事、先度具言上畢、雖然、不被遂
御検見之間、蒙御免御成敗事無之上者、不可懸作稲等於
手之者也、於上田雖令風損、寺家御事依奉思之、少々苅取、
如形致其沙汰畢、爰於洪（供カ）田五反者、罷成于池之間、
非耕作之上者、作人無之、然不当百姓等巨細者也、領家
方以同前歟、将又河懸田地悉下地共流失畢、於上田令風損、
何况平畠等壱町余、是又下地共無之、然間□為寺家御損、
為百姓等令侘［ ］之条、不便次第也、歎而有余者哉、如此
大損亡、先代未聞、古今不可有之者也、所詮、不作河成
風損段、下地明白之上者、無御検見者、更不可苅取之由、
奉帯（対）御代官方歎申処、世間物忩之折節也、先苅取雖
為何程之、且御年貢可致沙汰之由、雖被仰下之、為奉待
寺家御左右、百姓等企参洛歎申所也、然早被差下御検使、
為被遂御検見、恐々重言上如件、（端裏書［太良庄地頭方
＜損亡申状＞］）、

東寺百合文書
フ 28

大日本史料 6-21

延文 01 9 0 7 13561009 京都 依洪水、祭礼神幸用舟者、 続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系
延文 01 9 0 8 13561010 京都 大風事、 柳原家記録 大日本史料 6-20
延文 01 9 0 8 13561010 京都 大風事、 園太暦 7 史料纂集
延文 01 9 0 8 13561010 京都 大風云、 続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系

延文 01 10 0 0 13561101 若狭

［若狭国太良荘地頭方不作、川成百姓等重申状］当年大損
亡事、諸国一同之間、百姓等企参洛、歎申之処、最少分
七石御免之由被仰下、百姓等被追下之条、無術次第也、
爰洪田五反、為不作之間、下作人無之上者、不及百姓等
歎申之、河懸田畠等下地共流失畢、適残分作稲等、令水損、
風損之間、可有御検見之由、令言上…、就中、当御庄田
畠等洪田畠河懸随一也、国中無其隠者哉、

東寺百合文書ﾊ
函 36

東寺百合文書 4

延文元年（1356）
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延文 01 10 0 19 13561119 若狭

（端裏書［太良庄地頭方百姓等状＜延文元／十十九＞］）東
寺領（ナシ）太良御庄地頭（領家）御方百姓等謹重歎申、／
右当年大損亡事、諸国一同之間、百姓等企参洛歎申之処、
最小分七（十五）石御免之由被仰下、百姓等被追下之条、
無術次第也、爰洪田五（七）反為不作之間、下作人無之上者、
不及百姓等歎申之、河懸田畠等下地共流失畢、適残分作
稲等令水損風損之間、可有御検見之由、令言上間、為奉
待寺家御左右之、不可苅取之由、子細申之処、御代官御
方并自公文方、為被懸公平於御服（眼）之、雖御左右無之
作毛等、先可苅取之、於寺家無御免之者、追可申当之由、
被仰下之間、無力応御定、少々苅取之処、今更少分御免、
不便次第也、且雖為半分御免於百姓等、難安堵庄家者哉、
何况今隣傍庄皆以被遂検見、残所之作稲等雖苅取之、於
当庄無御検見而、少分御免［ ］惜次第也、不作河成田畠等、
於地下御代官方内々有御検見上者、流失田畠等、定有御
注進者歟、為散御不審之、百姓等以起請文、所令言上
也、就中、当御庄田畠等洪田河懸随一也、国中無其隠者
哉、重無御免御成敗者、残分御年貢以下嘗以難令備進者
也、然早□（奉）貴寺家御憲法之上者、百姓等企参洛歎申
者也、被経急速御沙汰、蒙不便御成敗侘傺条、百姓等成
安堵思、残分［　　　　］（御年貢等急速為）其沙汰之、恐々
言上如件、…立申起請文事／当御庄地頭御方田畠内、不
作河成洪田々数事／洪田皆荒（皆荒ナシ）　五反（七反□十
歩　皆荒）　作人無之／河懸流失（田）　三反八十歩（壱町
一反九十歩）　下地失（共流）了／河懸畠　壱町一反半（九
反三十歩）　下地共（流）失了／右件田畠等、不流失田地ヲ、
為流失之由申之、不風損水損之田畠等、為損亡之由、偽
申候者（神文、連署略、カッコ内は領家方百姓申状）、

東寺百合文書
ハ 36

松浦義則氏書写

延文 01 10 0 20 13561120 若狭

［若狭国太良荘地頭方不作、川成百姓等連署起請文］当御
庄地頭方田畠内不作、河成洪田々数事、洪田五反 作人無
之／河懸流失三反八十歩 下地失了／河懸畠壱町一反半 下
地共失了、右件田畠等、不流失田地ヲ、為流失之由申之、
不風損、水損之田畠等、為損失之由、偽申候者、…

東寺百合文書ﾊ
函 36

東寺百合文書 4

延文 02 0 0 0 13570129 加賀 飢饉、米一升一合百文、 産福寺年代記 加能地域史 11

延文 02 0 0 0 13570129 諸国 諸国洪水、 年代記 日本震災凶饉攷

延文 02 1 0 15 13570212 京都
自去夜、微雨、自午上、春風猛也、午後晴、及晩風休、近来、
自新春、風雨連続、聖化之所致歟、天下災薩（蘖ｶ）上、可
畏事也、然而公家・武家抛政道之時分、尤相応歟、為之如何、

園太暦 6 史料纂集

延文 02 3 0 26 13570424 若狭
［太良庄百姓 14名連署起請文］敬白起請文事／右元者、去
年依大洪水、令損亡下地共、以起請文之歎申之処、尚以
依有御不審之重書進上仕所也、若不損失洪田河成失田ヲ
為損之由御申上候者、／…

東寺百合文書
シ 12 ･ 13 東大影写本

延文 02 4 0 0 13570428 京都 光厳上皇痘瘡を患う、 園太暦 鎌倉時代医学史の
研究

延文 02 5 0 25 13570621 京都 穀直、千万騰貴、 柳原家記録 日本凶荒史考

延文 02 6 0 6 13570701 京都
被問改元有無、彼仰詞云、去年水害、今年飢饉、以外之
由風聞、就之改元事、延文最初粗雖有俗難等、去年已来、
兵革休止歟、…将又両年天災、猶可被改元（歟脱ｶ）、可計
申者、…予申云、今年天災頗絶常篇、…

園太暦 6 史料纂集

延文 02 6 0 14 13570709 京都 堀川神人来、雖為洪水、河原浮橋沙汰渡云々、 八坂神社記録 1 増補続史料大成 43

延文 02 7 0 0 13570726 京都 祈雨、 新拾遺和歌集 旱魃霖雨史料
延文 02 7 0 18 13570812 京都 依炎旱、被行水天供、 続史愚抄中篇 24 新訂増補国史大系
延文 02 7 1 4 13570827 大和 雨乞始…此内雨不下者、重大願在之、 法隆寺祈雨旧記 大日本史料 6-21
延文 02 7 1 7 13570830 京都 蝗虫、雨事、 園太暦 7 史料纂集

延文 02 7 1 9 13570901 大和 申時、信貴山毘沙門堂、雷神落テ、御堂柱等散々、参人＜一人河内者＞焼死了、然而御堂ハ不焼、 嘉元記 改定史籍集覧 24

正平 12 7 1 15 13570907 肥後
［藤崎宮神官等申状案］八幡 五所別当宮肥後国藤崎宮社司
神官等謹解、…剰去潤七月十五日夜、暴風俄吹、半作、
正殿破損、并楼門一宇顚倒、其外、具屋以下寺社霊木、
悉以破壊顚倒訖、社家荒廃啻当于斯時、…

肥後藤崎八幡
宮文書

南北朝遺文九州編
4-4011

延文 02 8 0 3 13570924 関東 関東大風、諸寺諸山、鎌倉中破損す、 伊勢記 日本の気象史料

延文元年（1356）～延文 2年（1357）
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正平 12 9 0 0 13571022 豊前［岩崎正御供田検見注進状案］岩崎正御供田、依大風損亡、御使検見損得事、… 豊前永弘文書 南北朝遺文九州編
4-4001

延文 02 11 0 25 13580113 若狭

（端裏書［（公文）禅勝起請文］）敬白　起請文事／右旨趣者、
東寺御領太良御庄公文職之上者、当庄事、且奉為寺家致
奔走、且為百姓等雖為聊不可成凶害煩、内通悪党人、先
私又遁身之難、不可致種々和讒等、不恐御代官権威、撫
育百姓等、先規専憲法、不可申行非法公事用途［　　］年
貢収納之時、雖小事□出請取、若背此条々者（神文以下略、
宝印［八幡新宮牛玉宝印］）、

東寺百合文書
エ 45

松浦義則氏書写

延文 02 12 0 13 13580131 若狭

（端裏書［太良庄百姓申状＜河成事／延文二十二＞］）東寺
御領若狭国太良御庄領家方百姓等申、田畠河成不作事、
謹言上／大河成　介国名内田名主十念在所いねの面／半
河成　介国名内田名主泉介在所率都婆カふち／小河成　
末武名内田名主乗連在所率都婆ふち／大河成　＜此内小
ハ／畠ヒラク＞乗連／五十歩不作　安河名内田名主太良
右近／半不作田　宗安名内田名主新大夫在所安河しり／
半河成　勧進名内田名主善覚在所太良河はた／壱反八十
歩　河成真村名内田名主清阿弥在所弥太夫前田畠事／壱
反半卅二歩　河成真村名内名主法阿弥在所太良森下／半
河成　時沢名内名主弥王在所たけかせ／八十歩不作　安
河名内名主太良右近在所中瓦／大河成　勧進名内名主善
覚在所率都婆ふち／半河成　勧進名々主善覚在所板谷／
以上参段十歩田畠／以上参段半十二歩（○本文書縦横ニ塗
抹シタリ）、　

東寺百合文書
ハ 39

大日本史料 6-21

延文 03 0 0 0 13580217 諸国 諸国洪水、 年代記 日本震災凶饉攷

延文 03 0 0 0 13580217 若狭

［若狭太良庄領家方年貢散用状］（端裏書）「太良庄領家御
方散用状 自延文元年至同四年四ケ年分」注進 太良庄領家
御方御年貢…一、同三年分／…除…拾石五斗五升八合 不
作河成 一町三反八十歩内半 当年又河成、百姓等起請文田
地／五石 損亡御免…

東寺百合文書
は 138

東寺文書 1

延文 03 4 0 5 13580521 京都 雨雹、 続史愚抄中篇 25 新訂増補国史大系
延文 04 0 0 0 13590207 天下 天下疫病、人民多死、 産福寺年代記 加能地域史 11

延文 04 0 0 0 13590207 諸国 洪水、 年代記 日本震災凶饉攷

延文 04 0 0 0 13590207 若狭

［若狭太良庄領家方年貢散用状］（端裏書）「太良庄領家御
方散用状 自延文元年至同四年四ケ年分」注進 太良庄領家
御方御年貢…一、同四年分／…除…拾壱石三斗五升八合 
不作河成 □町四反八十歩内一反 当年又河成／参石五斗二
升 損亡御免、上田二丁二反 五分一／…

東寺百合文書
は 138

東寺文書 1

延文 04 0 0 0 13590207 大和
今年已亥、依大旱損、負所仏聖単畠五分一得造畠＜夏麦
ハ本式ニテ既了、秋畠ハ五分一得＞、但、屋敷造等弐役
半得也、後ニ公領之地子、畠半得云々、唯識講免負所、
五分一得也、

嘉元記 改定史籍集覧 24

延文 04 3 0 26 13590502 京都 天陰、自去夜、雨猶甚、 園太暦 6 史料纂集

延文 04 5 0 27 13590701 京都 入夜、暴風雨、六条若宮并祇園太政所鳥居顚倒了、西院梅二本、大枝吹折了、 延文四年記 続群書類従 29下

延文 04 7 0 0 13590803 京都 民間有炎旱之愁…祈雨奉幣、 愚管記 旱魃霖雨史料
延文 04 7 0 20 13590822 京都 雨御祈、於御影堂始之、＜三ケ日＞ 延文四年記 続群書類従 29下
延文 04 7 0 21 13590823 京都 始行（水天供）、 水天供現行記 続群書類従 25下 
延文 04 7 0 23 13590825 京都 大風雨、 延文四年記 日本の気象史料

延文 04 7 0 23 13590825 山城

夜大風吹、其時、宇治河橋ヨリ上、石塔ヨリナヲ上、河
中分量モ不知、大石往古以来在之、此風中ニ俄ニ失了、
其石ノ跡ニ流水流レ入テ、三時瀬絶シテ、往還之人、橋
ヲモ不渡、河中ヲカチワタリニス、依之、ヨド河モ、三
時水絶テ、魚多ク被取了、三時之後、如元、水流云々、
件石由来ヲ不知、在所ヲ不知、…

嘉元記 改定史籍集覧 24

延文 04 7 0 23 13590825 山城 戌刻、宇治川水忽涸、 続史愚抄中篇 25 新訂増補国史大系

延文 04 7 0 24 13590826 山城 同暁、宇治河水悉旱、但、河橋水上ニ一大石方八丈、毎年祭之石也、而俄隠没、希代事也、 延文四年記 続群書類従 29下

延文 04 7 0 24 13590826 山城 今朝、宇治川水復常云、 続史愚抄中篇 25 新訂増補国史大系
延文 04 8 0 0 13590901 京都 依炎旱、可有改元哉否、 園太暦 6 旱魃霖雨史料

正平 12年（1357）～延文 4年（1359）
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延文 04 8 0 9 13590909 京都 水天供事、降雨猶不普潤、誠民間之憂、更不休候歟、… 水天供現行記 続群書類従 25下

延文 04 8 0 26 13590926 京都

及晩、自内裏、被下御書、依炎旱、可有改元哉否、…炎
旱渉旬月候、於時宜相応祈謝者、雖被尽篇候、更無効験候、
於請雨・孔雀両法等事者、近日不可事行之間、雖仰武家、
未申御返事候、徒事候歟、…啻民間之愁、天災之至、凡
不可説事、驚歎之外無他候、…

園太暦 6 史料纂集

延文 04 8 0 27 13590927 京都
抑炎旱事、民戸成憂之由承候、驚歎候、…改元尤可然候哉、
延喜以来、至治暦・承暦・天承、依旱魃改元、及度々候歟、
…追勘、依旱魃改元例…

園太暦 6 史料纂集

延文 04 9 0 29 13591029 播磨［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事、半分［可］有［御免矣］（畠損亡事不可有御免、94頁）、
東寺百合文書
ム 36

相生市史 7-76

延文 04 10 0 22 13591121 天下
造太神宮役夫工米事、時世（大中臣）申状、加一見、返献之、
…但、当年天下炎旱、諸国艱難、衆民若不堪弁済者、経
始之功不遂、還及神事擁怠歟、無為之時与頽廃之俗、縡
可相易候哉、…

園太暦 6 史料纂集

延文 04 12 0 0 13591229 播磨［矢野庄公文給得分注文］1反 30河成／ 5反 30損田…／
4反 35河成、

東寺百合文書ﾗ
6

相生市史 8上 217

延文 05 0 0 0 13600127 甲斐 大温病、人多ク死、 妙法寺記 富士吉田市史史料編 2

正平 15 0 0 0 13600127 京都 旱魃、飢饉、疾疫流行、 太平記 日本災異志

延文 05 0 0 0 13600127 天下
自初春、至季冬、一天四海兆民病疫十之八九、不奈亡何
…天下今逢病疫時、人民尽死、最堪悲、大家須誦消災呪、
莫向外辺求薬師、

傑翁録 大日本史料 6-23

延文 05 0 0 0 13600127 京都 都ニハ去年ノ天災、旱魃、飢饉、疫癘、都鄙ノ間ニ発テ、死骸、路径ニ充満セシ事、徒事ニアラズ、 太平記 後鑑 1

延文 05 4 1 24 13600517 京都 近日、民間有疾疫憂之由、有其聞歟、改元事、可有沙汰乎…依疾疫、改元先例、不能左右、 愚管記 大日本史料 6-22

延文 05 5 0 0 13600622 京都 今年五月より雨降らず、旱魃、五穀実らず、七月より疫癘はやる、 細々要記 旱魃霖雨史料

延文 05 5 0 6 13600627 天下 依天下病事、来十日、可被行四角四堺祭、一座分、可沙汰之由、 愚管記 大日本史料 6-22

延文 05 7 0 18 13600907 大和 薬師図絵々所食事、依炎旱、半分致其沙汰分勘出… 尋尊大僧正記 6 大乗院寺社雑事記 1

延文 05 8 0 0 13600919 美濃
［美濃国大クレ荘領家某寄進状草案］寄進 大クレ庄勝村
郷観音寺仏正灯油料田畠事…右当郷堤、去延文五年八
月、々 々依大洪、水三ケ所令破損之間、其後度々雖令修固、
不道行之間…

真福寺文書 68
合 愛知県史資料編 8

延文 05 8 0 3 13600921 鎌倉 大風、極楽寺二王堂顚倒、 鎌倉大日記 後鑑 1

延文 05 8 0 17 13601005 京都
大風吹て、人屋を覆し、墻壁を崩裂せしむる上、厳重大
洪の最中、燈明を吹滅、大幔を吹巻、炉壇の火も吹散す、
先代未聞の珍事…亦其風に多の人民牛馬の損ぜし事知れ
ず、

異本太平記 日本の気象史料

延文 05 8 0 19 13601007 京都 大風、 歴代皇紀 日本の気象史料
延文 05 9 0 15 13601102 京都 入夜、暴風、雷雨、 愚管記 大日本史料 6-23
延文 06 0 0 0 13610214 京都 今年、京都大火災、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
康安 01 0 0 0 13610214 天下 天下大疫病、 立川寺年代記 続群書類従 29下
康安 01 0 0 0 13610214 天下 天下大疫病、 年代記残編 後鑑 1

康安 01 3 0 29 13610512 改元 疾疫、疱瘡、天変、兵革等、 皇年代私記 東大謄写本
康安 01 3 0 29 13610512 改元 疾疫、 伏見宮御記録 大日本史料 6-23
康安 01 3 0 29 13610512 改元 疾疫・疱瘡・天変・兵革等也、 皇年代略記 新校群書類従 2

康安 01 3 0 30 13610513 改元
都ニハ去年ノ天災、旱魃、飢饉、疫癘、都鄙ノ間ニ発テ
死骸路径ニ充満セシ事、徒事ニアラス、何様改元有ヘシ
トテ…

太平記  大日本史料 6-23

延文 06 4 0 0 13610513 若狭

［若狭国太良荘地頭方百姓等申状］太良御庄地頭方百姓等
謹申、右、当作麦損失事、不限当御庄、当国平均事也、
爰＜ソモト云物＞付来之間、作麦［ ］令朽損間、百姓［等ｶ］
歎不勝計也、以作麦遂農業条、諸国皆以例也、［ ］当年不
思儀如此令損亡条、前代未聞也、非百姓等歎計也、…

東寺百合文書ﾊ
函 54

東寺百合文書 4

康安 01 4 0 16 13610528 若狭［太郎庄麦損亡事、法師丸書状］太良庄地頭御方百姓等為麦損亡令［  ］候、申状如此、以此旨、可有御披露候、… 東寺百合文書 東大影写本

康安 01 5 0 0 13610612 世間 世間流行疫疾也、 後愚昧記 編年差別史 4

延文 4年（1359）～康安元年（1361）
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康安 01 5 0 8 13610619 京都 自去年、至今年、疾疫遍満云、 続史愚抄中篇 25 新訂増補国史大系
康安 01 5 0 29 13610710 天下 是去年已来、天下大疫、因所被拠弘仁・正元・正応等例也、続史愚抄中篇 25 新訂増補国史大系
康安 01 6 0 0 13610711 摂津 大雪、難波浦水枯ル、地震、 熊野年代記 印影本
康安 01 6 0 0 13610711 大和 大雪降、 興福寺略年代記 続群書類従 29下

康安 01 6 0 6 13610716 諸国

（後光厳天皇疫病流行により般若心経を書写）宸筆心経今
日被供養、可被納祇園社…抑去年已来大疫、先代未聞事
也、五畿七道帝都郊野病死不断絶、一町内同日夭亡輩、
或四五人、或数人云々、既一郷一里不可勝計歟、諸国又
如此云々、但公家武家可然人無此難、大略下賤党也、

進献記録抄纂 大日本史料 6-23

康安 01 8 0 19 13610729 京都 大風、 続史愚抄中篇 25 新訂増補国史大系

康安 01 6 0 22 13610801 京都
俄ニ天カキ曇、雪フリテ、氷寒ノ甚シキ事、冬至ノ前後
ノ如シ…山路ノ樵夫、野径ノ旅人、牧馬林鹿、悉氷ニ閉
ラレ、雪ニ伏テ、凍死スル者数ヲ知ズ、

太平記 後鑑 1

康安 01 6 0 23 13610802 京都 俄に空曇り雪降り、寒気寒風、身を剪るが如し、 細々要記 日本の気象史料

康安 01 7 0 16 13610825 若狭
（礼紙端裏書［太良庄麦損之事＜康安元四十九＞］太良庄地
頭殿宛、法師丸書状）太良庄地頭御方百姓等、為麦損亡、
令参上候、申状如此候、此旨可有御披露候、恐惶謹言、

東寺百合文書
ハ 55

松浦義則氏書写

康安 01 7 0 24 13610902 摂津 難波浦数百町水枯、又大雪如山、 和漢合運 後鑑 1

康安 01 7 0 29 13610907 天下
［学衆方評定引付］一、矢野庄百姓等申、損亡事、／七月
廿九日夜半大風、作稲、栗林已下、令損失之由申之、於
当年者、為天下一同豊饒之上、被定斗代、然者難免之由、
可有返答之旨治定了、

東寺百合文書ﾑ
38

相生市史 7-85

康安 01 8 0 17 13610924 京都
大法ノ中日、十七日戌刻ヨリ、大風吹テ、人屋ヲ覆ヘシ、
墻壁ヲ崩裂セシムル上、厳重大法ノ最中、燈明ヲ吹滅、
大幔ヲ吹巻リ、炉壇ノ火モ吹散ス、先代未聞ノ珍事、…
亦其風ニ多ノ人民牛馬ノ損ゼシ事数知レズ、

異本太平記 後鑑 1

康安 01 8 0 19 13610926 京都 京師大風、 歴代皇記 日本震災凶饉攷

康安 01 8 0 24 13611001 摂津

八月二十四日ノ大地震ニ、雨暴ク降、風烈ク吹テ、虚空
姑クカキクレテ見ヘケルガ、難波浦ノ澳ヨリ大龍二浮テ、
天王寺ノ金堂ノ中ヘ入ト見ヘケルガ、雲ノ中ニ鏑矢鳴響
テ、戈ノ光四方ニヒラメキテ、大龍ト四天ト戦フ体ニゾ
見ヘタリケル、二ノ龍サル時、又大地夥シク動テ、金堂
微塵ニ砕ニケリ、サレドモ四天ハ少モ損ゼサセ給ハズ、

太平記 後鑑 1

康安 01 9 0 5 13611012 若狭（年次は推定）［太良庄法師丸書状］…此間日々にあめふり候て、御年貢一石も［ ］き［ ］さす候、…
東寺百合文書
し 241

東大影写本

康安 01 9 0 30 13611106 播磨
［学衆方評定引付］当（矢野）庄損亡間事、於当年者、為豊
饒年之間、雖難被免、国中不静之由、依有其聞…供僧、
学衆両方分、以別儀弐拾石被免候、

東寺百合文書ﾑ
38

相生市史 7-86

康安 01 10 0 23 13611129 若狭

太良庄領家方未進徴符＜康安元／年＞泉大夫　二十石二
斗九升一合六勺／弁十三石五斗九升九合＜三斗先納＞／
未進六石三斗九升二合六勺／（外 15人分略）／弁九十五
石五斗七升九合内＜先納三石六斗六升＞／定納九十一石
九斗一勺六才内＜不作川成可有之／松永押領等＞／保一
色四町八段年貢／五十九石九斗八升四合二勺／弁十二石
三斗八升三合／未進四十七石六斗一合二勺内＜不作河成
水損可有之＞／康安元年十月廿三日結解定、

教王護国寺文
書 440

教王護国寺文書

康安 01 11 0 14 13611219 若狭

（端裏書［実増法橋請文＜太良庄事＞］東寺御領若狭国太良
庄領家地頭両職、当年＜辛／丑＞年貢未進事、被仰付之
上者、廻都鄙之秘計、年貢未進等厳密可沙汰進之、有限
伍分之壱之外、或云年貢犯用、或云後年違乱、若寄事於
左右申子細者、可被処罪科、若此条偽申者、可罷蒙大師
八幡御罰之状如件、

東寺百合文書
ア 67

松浦義則氏書写

康安元年（1361）
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康安 01 11 0 15 13611220 若狭

（端裏書［太良庄百姓中使請文］たらの御しやうの、ことし
のみしんおも、さたをいたし候へきところに、松田（掃部
允）とのゝ大くわん、ちとうりやうけはうへ、うち入候て、
らんはうせられ候、さやうのもんたうのために、らいな
うめされ候よしの御しやうお、申いたし候て、もちてく
たり候、しやうけに御ほえなきよしを、申さんれうにて候、
松田とのへ、たいくわんにもんたうの後ハ、いそきゝゝゝ
このらいなうめさるゝよしの御しやうをは、返しあけ候
て、ことしのみしんの御ねくを、御てらへさたしあけま
いらせ候へく候、後日のために、うけふミ如件、…太良
庄百姓中使（花押）

東寺百合文書
ゑ 36

松浦義則氏書写

正平 17 0 0 0 13620204 諸国 大旱、諸国大飢、 太平記 . 分類
本朝年代記 日本災異志

康安 02 0 0 0 13620204 丹波［大山荘年貢算用状］（年次は推定）十二石七升七合 西田井
損亡半分定、

東寺百合文書
シ

兵 庫 県 史 中 世
6-218

康安 02 1 0 13 13620216 京都 朝卯剋、雷動、東寺塔焼失、 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

康安 02 3 0 10 13620413 若狭［若狭太良庄百姓等申状并具書］…不作河成下地 一町三反
三百歩御年貢無之候、

東寺百合文書
は 141

東寺文書 1

康安 02 6 0 0 13620701 京都 京都赤斑瘡流行、北朝法華経を転読せしむ、 進献記録抄纂 鎌倉時代医学史の
研究

康安 02 6 0 0 13620701 諸国
今年ノ六月ヨリ、同十一月ノ始マデ、旱魃シテ五穀モ登
ラズ、草木モ枯萎シカバ、鳥ハ塒ヲウシナヒ、魚ハ泥ニ
息ツクノミナラズ、人民其ノ飢死スル事、所々ニ数ヲ知ズ、
此時、近江湖モ三丈六尺乾タリケルニ、様々ノ不思議アリ、

太平記 後鑑 1

康安 02 6 0 0 13620701 近畿 六月ヨリ、十一月、至旱、五穀無之、人民飢死、江州湖三丈六尺乾了、去年七月以来、地振、日々二三度未休云々、
大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

康安 02 6 0 13 13620713 山城 十二月六日、井水自六月十三日旱魃、諸々井水払底、悉払底、 師守記 6 日本凶荒史考

康安 02 6 0 14 13620714 京都（京都赤斑流行）今日依吉曜、女房并少生沐浴、赤斑瘡之故也、 進献記録抄纂 大日本史料 6-24

康安 02 6 0 14 13620714 京都（京都赤斑流行）近日赤斑方発、都鄙無聊、 本能寺文書 大日本史料 6-24
康安 02 7 0 16 13620716 大和 雨乞始、 法隆寺祈雨旧記 大日本史料 6-24
貞治 01 9 0 23 13621019 改元 兵革、天変、流病、地妖、 皇年代私記 東大謄写本
貞治 01 9 0 23 13621019 改元 依兵革・流病・天変・地震也、 皇年代略記 新校群書類従 2

貞治 01 10 0 0 13621027 山城
乙訓下村供御人等参入、当年御米旱損之間、以代銭二貫
文沙汰進之、書進牛王裏於起請文…今年旱損三文二余被
免除、

師守記 6 旱魃霖雨史料

貞治 01 10 0 4 13621030 播磨
［学衆方評定引付抜書］矢野損亡事、半損之由、実円以下
捧起請文之上、世上物騒之時分、…任両給主内々注進之旨、
三分之一可被免之、於畠損亡者、除公田方分、半分可被
免之、

東寺百合文書ﾙ
56

相生市史 7-98

貞治 01 10 0 4 13621030 山城

今日、南山科御稲沙汰人来、是山田二段供御人同来、申
損亡、皆損歎申、此御田八斗大也、而近来用水自醍醐違
乱之間、毎事旱損之由歎申之間、於一段三斗、一段ハ四
斗弁之、雖不可然［納］処、猶申損亡、不可然之趣、問答
帰了、可弁作毛之由［令申カ］退［出］、

師守記 6 史料纂集

貞治 01 10 0 9 13621104 山城
今日、南山科御稲沙汰人来、是山田二段損亡事、令申之、
…四斗分可沙汰進之趣仰之処、猶不可事行之由令申之間、
此上無力、為沙汰人可苅進稲之由仰之了、

師守記 6 史料纂集

貞治 01 10 0 26 13621121 山城 是日、乙訓下村供御人参入、当年御米旱損之間、以代銭二貫文沙汰進之、書進牛玉裏於起請文了、兼日治定之故也、師守記 6 史料纂集

貞治 01 11 0 0 13621125 播磨［学衆方評定引付抜書］（矢野損亡事）畠損亡事、…重歎申之上者、三分二可被免之、
東寺百合文書ﾙ
56

相生市史 7-98

貞治 01 11 0 1 13621125 京都 今日、被替東西井、是近日水払底之間、難儀之故也、所々如此云々、 師守記 6 大日本史料 6-24

貞治 01 11 0 2 13621126 山城 菱川（乙訓上村）御稲御米四斗余到来、今年依旱損、三分二被免除… 師守記 6 史料纂集

貞治 01 11 0 6 13621130 山城 今日、南山科御稲内讃岐介弁分御米二斗到来、賜返抄、［件御田］今年旱損之由、歎申之間、少々免除了、 師守記 6 史料纂集

貞治 01 12 0 0 13621225 若狭［若狭太良庄領家方年貢結解状」…除／…五石六斗七升九合 不作河成分、先々定、
東寺百合文書
は 143

東寺文書 1

康安元年（1361）～貞治元年（1362）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

貞治 01 12 0 6 13621230 京都
今日、西井被堀之、鳥目一連、賜穢多了、今廿文、酒直
別賜之歟、井水、自六月十三日旱魃、諸々井水払底、悉
払底之故也、

師守記 6 史料纂集

貞治 01 12 0 12 13630105 丹波

［大山荘上使弥五郎起請文］…右件元者、御ふしん（不審）
候御領内之事、去月二日まかり下候て、御年貢の事、さ
た人・百姓等ニ相尋候へハ、或ハかいなう申て候百姓も候、
或ハ浄円房しやく物のかたにさた申て、かいなふのへん
そ（返抄）とりたと申百姓も候、たせう（多少）の事をハ、
そんちしたる事候ハす候、尚々あひのこり候未進の百姓
とも、さいそく申候て、在国の間ニ上候ぬ、これもたせ
うの事をハそんちせす候、其外、未進之百姓等十余人候也、
…

教王護国寺文
書

兵庫県史中世 6-補
1

貞治 01 12 0 13 13630106 丹波

［大山荘上使道正起請文］…右の元者、御ふしん（不審）
をかふり候御年貢の事、地頭方ニ大なる百姓の候ハ、あ
なたにハ一石候と申候、こなたにハ二、三石と申され候、
田中の入道とて、地頭の候ハ一町一反あふりやうして、
年貢なく候、今年のそんまうの事ハ、そんまう行候てハ、
のこりをはかりてなく候、…

東寺百合文書
し

兵庫県史中世 6-補
2

貞治 02 0 0 0 13630124 播磨［（矢野庄）道印申詞条々］貞治二年損免、如地下披露者、為寺家仰、廿石被免之了、但段別［　］三合ツヽ被免之事、
東寺百合文書
よ 33

相生市史 8上 259

貞治 02 1 1 0 13630223 京都 京都、疾疫流行、 師守記 6
鎌倉時代医学史の
研究

貞治 02 1 1 2 13630224 天下 今年、連々火事、自去冬、疱瘡遍天下、 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

貞治 02 2 0 0 13630324 播磨［矢野庄公田学衆方年貢等散用状］5石 65升損免、 教王護国寺文
書 450

相生市史 8上 237

貞治 02 2 0 0 13630324 播磨［矢野庄公田学衆方年貢等散用状］一、生栗搗栗事／合八斗四合、但依損亡一粒不納之、
教王護国寺文
書 450

相生市史 8上 239

貞治 02 2 0 0 13630324 播磨［矢野庄重藤名学衆方年貢等散用状］一、生栗搗栗事／合一石九斗四合、依損不納之、
東寺百合文書ｦ
16

相生市史 8上 242

貞治 02 2 0 0 13630324 播磨
［矢野庄重藤名学衆方年貢等散用状］一、大豆散用状事／
…除／ 5石 3615勺損免＜三分弐定＞／ 41升河成／…一、
蕎麦并粟散用状事…1石 4862勺損亡御免＜三分弐分＞／
…一、栗事／合１石 904合号損亡一粒不納之、

教王護国寺文
書 449

相生市史 8上 248

貞治 02 2 0 0 13630324 播磨［矢野庄公田学衆方年貢等散用状］一、蕎麦散用状事／合
853合、依損亡一粒不納之、

教王護国寺文
書 451

相生市史 8上 245

貞治 02 2 0 5 13630328 京都 来七日、可被発遣祈雨奉幣使、任例、可被致沙汰云々、 師守記 6 史料纂集
貞治 02 2 0 6 13630329 京都 今朝、明日祈雨奉幣事、被下知文殿代助豊、 師守記 6 史料纂集

貞治 02 2 0 7 13630330 伊勢
奉幣神宮無水之間、遷宮材木不引之間…／今夜寅刻被発
遣祈雨二社（丹生、貴布袮）奉幣使、神宮炎旱料木不著岸
之間被行之云々、

師守記 6 大日本史料 6-24

貞治 02 2 0 7 13630330 勢濃 宣命案／…去月乃日、造伊勢皇太神宮使奏弖曰、勢州、濃州乃河水依断流弖杣山杣下乃材木難著岸志… 師守記 6 大日本史料 6-24

貞治 02 2 0 7 13630330 伊勢
今日、祈雨奉幣、尋申奉行職事之処、必定候云々、…件
奉幣神宮無水之間、遷宮材木不引之間、被行之旨、助興
語申之、

師守記 6 史料纂集

貞治 02 2 0 7 13630330 伊勢 今夜寅剋、被発遣祈雨二社奉幣使、神宮炎旱、料木不着岸之間、被行之云々、 師守記 6 史料纂集

貞治 02 2 0 20 13630412 阿波 于時、国中大饑、途多餓孚、師（妙葩）備［ ］粥施貧人、乞
者連日矣、太守以下官吏随喜而效之、依蘇息不寡、

智覚普明国師
年譜 大日本史料 6-25

貞治 02 6 0 3 13630722 鎌倉 祈雨事、殊可令致精誠給之状、如件（足利基氏、相模覚園寺に雨を祈らせる）、 覚園寺文書 大日本史料 6-25

貞治 02 10 0 0 13631115 大和 山木枯槁、 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

貞治 02 11 0 0 13631214 播磨［学衆方評定引付抜書］（矢野損亡事）十二石可免之、後日重五石免之、前後都合十七石也、
東寺百合文書ﾙ
56

相生市史 7-100

貞治 02 11 0 10 13631223 京都 終夜大風、多住屋散失、越常篇矣、 東寺執行日記 後鑑 1

貞治 02 12 0 3 13640115 播磨［学衆方評定引付抜書］（矢野損亡事）（追筆）又雨内村分三石免之、都合廿石也、
東寺百合文書ﾙ
58

相生市史 7-100

貞治 02 12 0 11 13640123 丹波［大山荘文書（連券）2大山荘年貢算用状］…十六石四斗三
升六合 西田井損免三分二定

教王護国寺文
書

兵 庫 県 史 中 世
6-217

貞治元年（1362）～貞治 2年（1364）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

貞治 02 12 0 23 13640204 丹波［大山荘定使道正起請文］…西たいのそんまうハ、三分二の免にて、三分一くひやうになり候、
東寺百合文書
エ

兵 庫 県 史 中 世
6-221

貞治 03 5 0 14 13640622 京都 天陰、卯剋以後降雨、終日終夜甚雨、 師守記 7 山梨県史資料編 6

貞治 03 5 0 15 13640623 京都 天陰、甚雨、酉剋雨脚休、入夜属晴、洪水以外也云々、近年、如此洪水無之云々、 師守記 7 史料纂集

貞治 03 5 0 15 13640623 山城 今日、北山科御稲入草不入之、依洪水也、 師守記 7 史料纂集
貞治 03 5 0 15 13640623 山城 洪水過法之間、以種々方便、上洛之由、語之、 師守記 7 史料纂集

貞治 03 5 0 16 13640624 山城 ＜頭書＞今日、自田井保、月菜到来、地頭方上洛、夫丸於鴨川流死了、不便々々、 師守記 7 大日本史料 6-25

貞治 03 5 0 16 13640624 山城 霖雨過法之処、属晴之条、神妙也、 師守記 7 史料纂集

貞治 03 5 0 17 13640625 山城
今日、北山科御稲供御人刑部入道智浄来云、今度洪水、
彼耕作御田二段内一段余、流草風情、公事当年有御免者、
相尋苗、重可耕作数十人苦労云々、重可遂耕作之条、神妙、
但入草等御免不可叶之由、仰之間、耕作難義令申、退出了、

師守記 7 史料纂集

貞治 03 5 0 23 13640701 京都 明日、可被発遣止雨奉幣使、… 師守記 7 史料纂集
貞治 03 5 0 23 13640701 京都 天陰、降雨、未剋甚雨、申剋休、 師守記 7 山梨県史資料編 6

貞治 03 5 0 24 13640702 京都 今日、止雨奉幣、良種雖所労事候、可構参陣之由、令申候、師守記 7 史料纂集

貞治 03 5 0 25 13640703 京都 今度、霖雨、宿所井塞間、東隣鳥井水用之、仍森下往反候、可有御免云々、 師守記 7 史料纂集

貞治 03 6 0 9 13640716 山城（宣命）去月以来多、数日之間多…霖雨滂沱多利、百穀不熟志弖、衆民有愁利、 師守記 7 大日本史料 6-25

貞治 03 6 0 9 13640716 山城 神祇官／勘申、止雨奉幣、丹生、貴布袮両社幣帛事、 師守記 7 大日本史料 6-25
貞治 03 6 0 9 13640716 京都 今日、可被発遣止雨奉幣使、… 師守記 7 史料纂集
貞治 03 6 0 9 13640716 京都 今夜、被発遣止雨二社奉幣使、… 師守記 7 史料纂集

貞治 03 8 0 1 13640905 京都 天晴、未剋雨降、則止、申剋甚雨、及酉剋休属晴、此間、数日不降雨之処、人民悦歟、 師守記 8 史料纂集

貞治 03 8 0 18 13640922 京都 天陰雨下、甚雨、入夜、亥剋雷鳴、終夜、雨脚不絶、 師守記 8 史料纂集
貞治 03 8 0 19 13640923 京都 天陰降雨、申斜以後休、入夜属晴、洪水以外也云々、 師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 0 13641004 播磨
［重藤十六名学衆方年貢等散用状］7石 5斗損米／ 2石
705合雨中（内）村百姓等歎申、皆損亡分米／…8565勺新
河成注文去年進之／…一、栗事／合 1石 904合号損亡不
納之、

東寺百合文書ｦ
18

相生市史 8上 255

貞治 03 9 0 3 13641006 若狭 今日、自田井保仕丁替上洛、此次、百姓等申損亡、 師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 4 13641007 山城 今日、深草供御人刀禰入道参入、昨日、検見左右尋申入之、…三分一無御免者、不可叶之由令申、退出、 師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 5 13641008 山城 今日、深草御田半田作人参入、申損亡、… 師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 8 13641011 播磨［学衆評定引付］一、（矢野庄）去年、依旱魃等、作毛令損亡事（同年御免損米事、供僧、学衆両方廿石也、113頁）、
東寺百合文書ﾑ
40. ﾙ 60 相生市史 7-108

貞治 03 9 0 11 13641014 京都 天陰、朝間降雨、風吹甚、巳剋以後、風雨止、未剋属晴、洪水以外云々、 師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 14 13641017 山城 付虫、食損之間、可有御免之由令申、凡不限御田、山科七郷田地、如此云々、可有叙用之趣、仰之了、以外事也、師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 17 13641020 山城 今日、北山科御稲供御人一人来、虫損事令申、不可叙用之旨、仰之了、 師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 18 13641021 山城 今日、山科辺田地虫食事、相尋覚阿之処、無其儀之由返答、神妙々々、 師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 20 13641023 山城 今日、山科御稲供御人一人来、御田虫損事令申、不可叙用之由、仰之了、 師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 22 13641025 山城 今日、自下乙訓御稲申損亡、供御人等申状、下司執進之、師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 24 13641027 山城
今日、北山科御稲沙汰人後家、并刑部入道知浄来云、御
稲田損亡事、古老供御人等存別忠、可致既後沙汰候、自
余出作六段捨置御田候、可為何様哉云々、…

師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 25 13641028 山城
今日、北山科御稲沙汰人後家又来、昨日八斗御免事、令
申供御人等之処、一石分可有御免旨、歎申候間、重来之
由令申、不可然、何様可苅御田之由、可下知之趣、仰之了、

師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 28 13641031 京都 明日、可被発遣止雨奉幣使、… 師守記 8 史料纂集
貞治 03 9 0 29 13641101 京都 今日、止雨奉幣康隆雑［ ］事候之間、難参陣之由、令申云々、師守記 8 史料纂集

貞治 2年（1364）～貞治 3年（1364）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

貞治 03 9 0 29 13641101 若狭 今日、田井保仕丁下向、損亡事、可被相計之由、被仰預所了、師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 30 13641102 若狭 今日、自田井保申損亡、百姓上洛、則賜返事、先立加検知、任実正可相計之由、被仰預所之趣、被仰之了、 師守記 8 史料纂集

貞治 03 9 0 30 13641102 山城 今日、菱川御稲内古河御稲申損亡之由間、不被聞入了、 師守記 8 史料纂集

貞治 04 11 0 27 13650116 播磨［学衆評定引付］一、矢野庄損亡事、重以申状歎申之間…評議之趣、可為十五石也、
東寺百合文書ﾑ
41

相生市史 7-118

貞治 04 0 0 0 13650131 天下 天下大咳病、 続史愚抄中篇 26 新訂増補国史大系
貞治 04 0 0 0 13650131 日本 日本国皆ナ咳病、 妙法寺記 富士吉田市史史料編 2

貞治 04 0 0 0 13650131 天下 天下大咳病、 武家年代記 大日本史料 6-27
貞治 04 1 0 0 13650131 奈良 疱瘡流行、 大乗院年代記 日本災異志
貞治 04 1 0 0 13650131 天下 自去冬、疱瘡遍天下、 大乗院日記目録 大日本史料 6-27
貞治 04 4 0 20 13650519 近江 隕霜、比叡山雪雲云、 続史愚抄 日本の気象史料
貞治 04 5 0 4 13650602 天下 天下大咳病、 武家年代記裏書 続史料大成 18

貞治 04 6 0 13 13650710 大和 大風吹、大雨フリ、 春日若宮神殿
守記 後鑑 1

貞治 04 6 0 13 13650710 京都 天陰雨下、時々休、入夜時々雨下、洪水以外也云々、 師守記 8 史料纂集
貞治 04 8 0 5 13650830 武蔵 大風吹、 年代記配合抄 内閣文庫

貞治 04 10 0 0 13651122 京都 十月ヨリ十一月至、京都疫疾流布、死滅了、 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

貞治 04 10 0 8 13651129 播磨［学衆評定引付］一、矢野庄百姓等申、地下旱水等損亡事…去九月中旬之比、雖捧損亡申状、無許容、被追下了、
東寺百合文書ﾑ
41

相生市史 7-117

貞治 04 11 0 1 13651221 京都 疫病流行、 続史愚抄中篇 26 新訂増補国史大系

貞治 04 12 0 0 13660120 播磨
［公田重藤十六名学衆方年貢等散用状］壱石三合当年五月
廿六日、九月十三日依大洪水河成、坪付別進之／壱石六
升三合二勺同年水損、坪付同別進之、

東寺百合文書ｦ
19

相生市史 8上 271

貞治 04 12 0 25 13660213 丹波［大山荘定使道正等連署起請文］…西たいのそんまうとく田参石より外者候ハす候、
東寺百合文書
ネ

兵 庫 県 史 中 世
6-224

正平 21 0 0 0 13660219 京都 夏、京都、飢疫死者盈街、 大乗院年代記 日本災異志

貞治 05 0 0 0 13660219 京都 自去比、疾癘流布、至六月不休、依之左大史小槻…等他界、可謂朝家衰微、餓死満路中、
神 木 御 動 座
度々大乱類聚 大日本史料 6-27

貞治 05 3 0 1 13660419 京都 今春、疫病流行、 続史愚抄中篇 26 新訂増補国史大系
貞治 05 4 0 0 13660519 京都 於禁中、始修尊勝法＜小法也…疾病流行御祈也＞、 門葉記 大日本史料 6-27

貞治 05 5 0 0 13660617 京都 左弁官下春日社／応限漆ケ日転読仁王経事／…去春以降、寒惶之運無度、疾疫之患［ ］聞、… 古今最要抄 大日本史料 6-27

貞治 05 6 0 0 13660717 京都 飢饉及疫癘流行、 大乗院年代記 日本疾病史
貞治 05 6 0 0 13660717 京都 自去比、疫癘流布、至六月不休…餓死満路中、 続史愚抄 編年差別史 4

貞治 05 6 0 0 13660717 京都 是月、京師飢疫、死者盈街（大乗院年代記）、 大日本史 日本凶荒史考
貞治 05 6 0 0 13660717 京都 今月、饑饉及疫癘流行、 続史愚抄中篇 26 新訂増補国史大系
貞治 05 6 0 3 13660719 京都 大風、真言院倒、 続史愚抄中篇 26 新訂増補国史大系

貞治 05 6 0 13 13660729 京都 自暁暴風至昼、暴吹伐木発屋、旧人未覚悟云々、作毛田畠損失不可説之、
神 木 御 動 座
度々大乱類聚 日本の気象史料

貞治 05 6 0 13 13660729 京都 神祇官北庁…顚倒間、被儲仮屋、 師守記 8 日本の気象史料

貞治 05 6 0 13 13660729 大和 大風吹、大雨ふり、 春日若宮神殿
守記 日本の気象史料

貞治 05 7 0 0 13660815 駿河 出水ニ而、夏物小物等皆無、 大平年代記 沼津資料集成 8

貞治 05 7 0 0 13660815 世間 去春、世間病事之時、同神託とて… 吉田家日次記 大日本史料 6-27
貞治 05 8 0 21 13661004 武蔵 長一寸霰降、 年代記配合抄 内閣文庫

貞治 05 10 0 7 13661118 山城 今日、乙訓上村内菱川御稲供御人参入、申損亡、不可有叙用之由、 師守記 9 史料纂集

貞治 05 10 0 9 13661120 山城
今日、北山科御稲供御人刑部入道智浄、御米八斗九升且
致沙汰…此次沙汰人後家尼来、新御田損亡事、令申之、
不可有叙用之旨仰之、

師守記 9 史料纂集

貞治 05 10 0 9 13661120 若狭 今日、田井保人夫二人到来、月菜到来、申損亡、 師守記 9 史料纂集

貞治 3年（1364）～貞治 5年（1366）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

正平 21 10 0 17 13661128 豊前
［永弘重輔注進状］注進 岩崎庄御供田損亡事、／一、貞平
名分／正御供稲五十五束、分米二石七斗五升＜束別五升＞
／此内収納使得分十束、但為人料之間、厨家米祭料行稲等、
依損亡、被減之上者、同所被減之也、…

豊前永弘文書 南北朝遺文九州編
4-4648

貞治 05 11 0 7 13661217 山城
今朝、大炊允国隆并定使源次郎、遣北山科御稲沙汰人許、
是新御田三反＜此内半定使／下向之時食云々＞損亡事、
問答之、

師守記 9 史料纂集

貞治 05 12 0 0 13670109 播磨
［重藤十六名学衆方年貢等散用状］四斗一升二合三勺当年
川成＜四月三日／六月三日＞両度川成、十一月十二日坪
付注進候、

東寺百合文書ｦ
20

相生市史 8上 276

貞治 06 0 0 0 13670208 丹波［大山荘年貢算用状］…一、西田分／十二石三斗二升七合内  半分定／現納二石八斗五升七合／損亡九石四斗七升…
東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-232

貞治 06 0 0 0 13670208 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…玖斗
漆升捌合 示野村守近名河頽分也、…貞治六年勘定時、於
寺家令披露、被免除畢、壱段、分米肆斗四升延定、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

貞治 06 3 0 0 13670408 諸国 東西、疾疫流行、 鎌倉管領九代
記

鎌倉時代医学史の
研究

貞治 06 4 0 21 13670528 京都 但馬道仙、療病院建設費のため、元へ貿易船を送ろうとし、室町幕府は造船料のため京都の町に棟別銭を課す、 師守記 9 人権歴史年表

貞治 06 5 0 6 13670611 京都 今暁寅剋以後、雨降、終日不絶、入夜雨脚休、此間、為耕作水、不足之由、有其聞、民庶悦也、 師守記 9 史料纂集

貞治 06 7 0 20 13670824 京都 明日、可被発遣祈雨奉幣使… 師守記 10 史料纂集

貞治 06 7 0 27 13670831 京都 天陰、巳剋以後降雨、終日不絶、近日炎旱以外也、而降雨、民庶悦也、 師守記 10 史料纂集

貞治 06 8 0 0 13670903 駿河
満水ニ而、入江を指埋メ、一面ニ海之ことく水之居、河
留事十四五日、少々水減りて、江之尻越床割水進落、入
江も埋りて沼地と成、堅り兼、漸く来年ニ至り而、地堅
り候、

大平年代記 沼津資料集成 8

貞治 06 8 0 19 13670921 京都 今日、乙訓上村御稲内菱川供御人入阿弥参入、申損亡、不被叙用間、帰了、 師守記 10 史料纂集

貞治 06 8 0 28 13670930 播磨
［学衆評定引付］下矢野庄状案／、損亡間事、御披露之処、
於近国者、今年別而豊年之由、其聞候、争限当庄、可有
大旱魃哉、凡非天下一同之儀之上者、更難及御沙汰候、
以此旨、可有御下知百姓等之由、御衆議所候也、

東寺百合文書ﾑ
44

相生市史 7-130

貞治 06 9 0 0 13671003 播磨［矢野庄名主百姓等連署起請文］敬白／立申起請文事／右元者、東寺御領矢野庄大損亡事、無其偽候、
東寺百合文書ｵ
48

相生市史 8上 288

貞治 06 9 0 0 13671003 播磨

［矢野庄名主百姓等連署申状］東寺御領播磨国矢野庄名主
百姓等、就当年大損亡、上申名々事…（連署略）右就大損亡、
両度雖歎申、不預御承引条、不便之次第也、而当庄内於
南禅寺方并地頭方者、被下上使、被遂検見畢、同庄傍例
如此、於当御方、不被入御検見之間、上申作毛等之処也、
仍名々上状如件、

東寺百合文書
京 66

相生市史 8上 289

貞治 06 9 0 17 13671019 播磨
［学衆評定引付］矢野庄損亡事／…御年貢之内可被免三分
一歟、但今度者、五十石被免之、追歎申之時、可有御免
廿石云、…仍供僧学衆両方都合分三十石可免之由治定訖、

東寺百合文書ﾑ
44

相生市史 7-131

貞治 06 9 0 21 13671023 京都 今日、南山科御稲供御人法道後家、御米弐斗余進之、沙汰人同道来、山田損亡事令申、不可叙用、… 師守記 10 史料纂集

貞治 06 9 0 23 13671025 改元 兵革・天変・流病・地揺（妖ｲ）、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

応安 01 0 0 0 13680129 丹波［大山荘年貢算用状］…一、西田井分／十二石三斗二升七合内 ＜半分定／又半分損亡＞、
東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-234

応安 01 2 0 18 13680315 改元 兵革、天変（皇）、病患、天変、地妖（続）、 皇年代私記 .
続史愚抄 東大謄写本

応安 01 5 0 11 13680604 山城 八幡（石清水八幡宮）暴雨、且雹、大如桃子、一時計而止、鳩嶺雑事記 新校群書類従 20

応安 01 6 0 21 13680714 陸奥 雪降、如冬、 加納家年代記 石巻の歴史 1

応安 01 7 0 20 13680910 摂津 難波浦水涸事、数百丁、周防国海中鼓止、大サ二十丈、 加納家年代記 石巻の歴史 1

応安 01 8 0 8 13680928 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 26 新訂増補国史大系

正平 21年（1366）～応安元年（1368）
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応安 01 9 0 0 13681021 播磨

［矢野庄西方名主百姓等重申状］東寺御領矢野御庄西方名
主百姓等重言上／欲早被経厳密御沙汰、任当年旱魃損亡
旨、下賜損米、且庄内別名地頭方々仁、被下損米巨多事、
無其隠者也、且百姓名々内皆損坪［　］候上者、不可有御
不審由、翻牛玉裏令言上候、［ ］下賜損米間事／副進一通
名々皆損亡田数注文／右損亡之段、委細言上既訖、且旱
損且朽損…早被経急速之御沙汰、任損亡注進之旨、［ ］賜
損亡、百姓之愁歎、弥為［ ］御公事之忠勤、仍粗言上如件、

教王護国寺文
書 501

相生市史 8上 297

応安 01 9 0 0 13681021 播磨［矢野庄西方名々焼田坪付注文］東寺御領矢野西方名々焼田坪々注文事…以上七丁十代…
教王護国寺文
書 501

相生市史 8上 298

応安 02 0 0 0 13690216 丹波［大山荘年貢算用状］…一、西田井分十二石三斗二升七合＜半分定＞…除三石 西田井損亡、
東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-238

応安 02 2 0 27 13690412 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…参斛
参斗、野老塚中京浜新開壱町、参斗代定、半損分也、去
応安二年二月廿七日、於寺家被定之、令打開之五ケ年者
被免畢、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応安 02 2 0 27 13690412 加賀
［臨川寺領加賀国大野庄年貢算用状］野老塚中京浜新開一
町、三斗代、半損分也、此段、去応安二年二月廿七日於
寺家被定、…

天竜寺所蔵文
書

加能史料戦国Ⅳ
211

応安 02 6 0 0 13690713 天下 ～十一月、天下大旱、五穀不登、飢饉、人多死、 分類本朝年代記 旱魃霖雨史料
応安 02 9 0 2 13691011 京都 夜大風破屋、明日及午乃止、 空華集 大日本史料 6-31

応安 02 9 0 2 13691011 京都 入夜大風、雨又降、後聞、依此風仁和寺円宗寺…本寺…観音院・太政官庁東門・真言院…等顚倒云々、 後愚昧記 1 大日本古記録

応安 02 9 0 2 13691011 京都 大風、太政官庁東門及円宗寺＜後三条院御建立＞・観音院＜在仁和寺歟＞・真言院＜去年十二月所新造也＞等倒、
続史愚抄中篇
26

新訂増補国史大系

応安 02 9 0 2 13691011 鎌倉 鎌倉大仏殿倒、 続史愚抄中篇
26

新訂増補国史大系

応安 02 9 0 3 13691012 相模 大風、鎌倉大仏殿顚倒、 鎌倉大日記 大日本史料 6-31
正平 24 9 0 3 13691012 鎌倉 大風吹、鎌倉大仏殿倒、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応安 03 8 0 15 13700913 京都 雷公落人家事、希有事也、可恐々々、 後愚昧記 1 大日本史料 6-32
応安 03 8 0 15 13700913 京都 雷九条（経教）殿落云々、侍二人死去、 花営三代記 大日本史料 6-32
応安 03 8 0 20 13700918 東国 昨今、駿河以東、諸国、大風損禾稼、 続史愚抄中篇 26 新訂増補国史大系
応安 03 8 0 20 13700918 相模 相模洪水、漂没飯嶋孤嶋人家三百余宇、 続史愚抄中篇 26 新訂増補国史大系

応安 03 9 0 2 13700930 東国 渋川武蔵守参洛、是夜、東国大風…空華日工集云、夜四更云々、此時人多□噪、蓋海颶作祟、関左之一路残破多矣、後鑑 73 新訂増補国史大系

応安 03 9 0 13 13701011 東国

去月十九日、廿日、両日、東国＜駿河国以東＞大風無比
類、田畠悉吹損、依之、件国等飢饉流行、又相模国大水、
四十年来、未有如此之事、鎌倉ニ向ヘル号飯嶋之孤島＜在
家三百余宇富饒所云々＞、皆以流失、不知其在所云々、
希代事也、

後愚昧記 1 大日本古記録

応安 03 9 0 19 13701017 諸国 大風、 妙法寺記 大日本史料 6-32

応安 03 9 0 20 13701018 相模 大風俄作、人畜驚散…相陽城中、鎌倉諸谷、無一不破壊摧折者、土人圧死者往々有焉、
空華日用工夫
略集 大日本史料 6-32

応安 03 9 0 21 13701019 天下 昨日、大風、天下之災、 空華日用工夫
略集 大日本史料 6-32

応安 03 10 0 3 13701030 上総［称名寺領上総国周東郡那波多沢村検見帳］…応安三年所務／当作年貢 半 得田、 半 損亡、… 金沢文庫文書 千葉県の歴史 17

応安 03 12 0 0 13701227 播磨
［学衆方（矢野庄）未進年貢散用状］…6石 5177勺河成如
先々、1石 3合貞治 4川成、4123勺貞治 5河成、3282勺
応安 2河成、472合応安 2水損、

教王護国寺文
書 509

相生市史 8上 310

応安 04 0 0 0 13710126 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…肆拾
玖斛伍合八勺、例請加分七ケ条、分米雖為六拾五斛肆斗
六升三合、応安四年水損、拾六斛四斗五升八合一勺二才
令減之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応安 04 0 0 0 13710126 加賀［臨川寺領加賀国大野庄年貢算用状］応安四年水損、十六角四斗五升八合一勺二才例減之、
天竜寺所蔵文
書

加能史料戦国Ⅳ
211

応安 04 0 0 0 13710126 若狭
［太良庄地頭方評定引付］…仰下 太良庄条々／一、河成
下地事／応安四年散用状　二石七斗余＜当年不作／河成
云々＞／此内、不作・河成下地各別ニ可注進之事、

東寺百合文書
タ函 27

若狭国太良荘史料
集成 4

応安元年（1368）～応安 4年（1371）
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応安 04 0 0 0 13710126 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘明応九年分年貢算用状］…肆拾玖
角五合捌勺 …応安四年水損拾六角四斗五升八合一勺二才
令減之、

天竜寺所蔵文
書 加能史料戦国 5-97

応安 04 2 0 0 13710224 加賀

［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…壱貫
伍百肆拾五文  示野村次郎太郎名、畠河頽四段十代十八
歩并正作苧畠河頽十五代、已上五段五代十八歩、分銭也、
但為河頽、近年地子銭令未進間、去応安四年二月、庄主・
沙汰人相共検知之処、河頽段分明之間、除之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応安 04 4 0 16 13710607 京都 又被発遣止雨奉幣使、 師守記 10 史料纂集
応安 04 4 0 16 13710607 京都 是日、又被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 27 新訂増補国史大系
応安 04 5 0 6 13710627 京都 大雨、洪水、 後愚昧記 1 日本の気象史料

応安 04 7 0 24 13710911 讃岐
西大野損亡事＜旱魃云々＞、可被下人之由、自地下申之、
急可被下之由申之間、明後日、伊与房可下之由、約束了、
定損起請田之間、不可免之由、且問答了、又長米事、同損了、

祇園執行日記 大日本史料 6-35

応安 04 7 0 28 13710915 山城（山城国上野荘、前欠）皆水損 源内／…都合、壱町半 此内
畠一反／右大概、注進如件、  

山城国上野荘
水損田注進状

教王護国寺文書
2-511

応安 04 8 0 19 13711006 甲斐 大風、 妙法寺記 富士吉田市史史料編 2

応安 04 10 0 15 13711130 讃岐
自讃岐、伊与房今日来広峰、今年、西大野大干魃之間、
年貢且三分二定、十四貫際符、近藤代官小林持上之間、
同道、…

八坂神社記録
1

増補続史料大成 43

応安 04 11 0 0 13711216 諸国 東西、咳嗽病流行、 吉田家日次記 鎌倉時代医学史の
研究

応安 04 11 0 22 13720106 世間
今夜、入道殿俄有御違例、世間流布之咳気之故歟、…抑
此咳気無漏人、言語道断事也、大略如貞治四年之時、希
代之天災歟、児女説云、貞治四年之咳気之七年忌云々、

吉田家日次記 大日本史料 6-34

応安 04 12 0 15 13720129 若狭（山城国上野荘、前欠）皆水損 源内／…都合、壱町半 此内
畠一反／右大概注進如件、  

若狭国太良庄領
家方年貢算用状

教王護国寺文書
2-513

応安 05 0 0 0 13720214 丹波
［大山荘年貢算用状］…除十石 西田井損亡／…同庄応安五
年畠地子事／合一貫九百七十文内／現納一貫四百七十文
／庄未進 五百文 但依旱魃損亡分也、

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-244

応安 05 0 0 0 13720214 加賀［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…弐百文 示野村古川跡新田、去応安五年洪水、皆水損、… 鹿王院文書 加能史料戦国 2

応安 05 0 0 0 13720214 加賀［臨川寺領加賀国大野庄年貢算用状］弐百文 示野村古川跡
新田、去応安（五脱カ）年、洪水皆水損、日仕定役也、

天竜寺所蔵文
書

加能史料戦国Ⅳ
221

応安 05 0 0 0 13720214 若狭［太良庄地頭方年貢等算用状］…壱石壱斗五升一合九夕九才 応安五・六・七年不作川成…
東寺百合文書
ツ函 67

若狭国太良荘史料
集成 4

応安 05 0 0 0 13720214 若狭
［太良庄地頭方評定引付］…仰下 太良庄条々…／同五年 
六斗六升余 当年河成云々／以上両度河成下地、沙汰人・
百姓等、御代官相共、以熊野牛玉、可捧連署起請文注進事、

東寺百合文書
タ函 27

若狭国太良荘史料
集成 4

応安 05 0 0 0 13720214 加賀［臨川寺領加賀国大野荘明応九年分年貢算用状］…除…、弐百五文…去応安五年洪水皆水損…
天竜寺所蔵文
書

加 能 史 料 戦 国
5-107

応安 05 3 0 0 13720413 京都 京都、疾疫流行、 後愚昧記 1
鎌倉時代医学史の
研究

文中 01 4 0 0 13720500 改元 改元（理由不詳）、 細々要記 古事類苑 1

文中 01 5 0 0 13720610 伊勢 雹降、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応安 05 5 0 8 13720617 京都 被発遣祈雨奉幣使、 続史愚抄中篇 27 新訂増補国史大系
応安 05 5 0 11 13720620 陸奥 大雹（アラレ）降、 加納家年代記 石巻の歴史 1

応安 05 9 0 0 13721006 若狭

［太良庄地頭方百姓等申状］太良庄地頭御方之損田事／合
／一所本田一段 此内半河成 在所五段田 作人妙蓮／一所本
田一段 此内半河成 在所五段田 作人新細工大夫／一所本田
一段 此内小河成 在所五段田 作人藤大夫／右件田、去年・
当年之大水、下地流損候上、猶河崎向候間、御検地無候
者、作人等損亡可仕者也、可然者、憲法之御使於御検地候、
蒙可御免由、恐々謹言上、…

東寺百合文書
ハ函 74

若狭国太良荘史料
集成 4

応安 05 9 0 2 13721007 陸奥 大風、 加納家年代記 石巻の歴史 1

応安 05 9 0 2 13721007 若狭
［太良庄地頭方評定引付］太良庄百姓企上洛、損門事歎申、
安目挙之、此趣披露之処、随半済方并預所之沙汰、可免
之云々、

東寺百合文書
タ函 22

若狭国太良荘史料
集成 4

応安 05 9 0 7 13721012 若狭［太良庄地頭方評定引付］太良庄損亡事、重披露之処、今日段銭事、為急々進上、…
東寺百合文書
タ函 22

若狭国太良荘史料
集成 4

応安 4年（1371）～応安 5年（1372）
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応安 05 9 0 8 13721013 若狭
［太良庄地頭方評定引付］同損亡事、半済方已五石分＜地
頭領家＞可免之由、令申［ ］寺］、同地頭・領家分五石可免
之云々、

東寺百合文書
タ函 22

若狭国太良荘史料
集成 4

応安 05 9 0 19 13721024 若狭

［太良荘公文弁祐書状 東寺惣公文所宛］畏重申上候／…今
度の損亡の事ハ、国中一同損亡にてもなく候、これハ水
損のさい所ハ皆々損亡出され候、当庄ハ先々より水損と
ころにて候、いそき々々けんはうの上使御下候て、地下
のやうをも御らんあるへく候、…

東寺百合文書
ツ函 248

若狭国太良荘史料
集成 4

応安 05 9 0 29 13721103 若狭
［太良庄地頭方評定引付］百姓等、依損亡事、可挙申下地
之由、雖申訴訟、且先度已及其沙汰上者、可為先度沙汰
旨之由、治定畢、

東寺百合文書
タ函 22

若狭国太良荘史料
集成 4

応安 05 12 0 0 13730103 播磨［学衆方（矢野庄）年貢等散用状］…21升代 150文、為雨請、
天満宮、大僻宮両社御神楽料足、

東寺百合文書ﾘ
63

相生市史 8上 310

応安 05 12 0 1 13730103 京都
萱野ヨリ夏見上洛、今年、旱損之間、絹一＜一貫六百五十
文分云々＞上之、百姓等起請文書進之、絹今一不沙汰之条、
以外次第也、

八坂神社記録
2

増補続史料大成 44

応安 05 12 0 2 13730104 若狭［太良庄地頭方年貢算用状］…除…壱石肆斗伍合 当年水損
御免之、…弐石 当年水損御免上出之、四反也、

東寺百合文書
ハ函 75

若狭国太良荘史料
集成 4

応安 06 0 0 0 13730202 大和 今夏、大和記、疫病流行云＜大乗院年代記＞、 続史愚抄 1 大日本史料 6-37
応安 06 0 0 0 13730202 丹波［大山荘年貢算用状］…除六石 損亡… 東寺百合文書ノ 兵庫県史中世 6-246

応安 06 0 0 0 13730202 京都 大風＜自酉／至丑＞永祚以後、無其例、 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

応安 06 2 0 24 13730326 播磨［学衆評定引付］矢野庄学衆方条々…一、秋麦河成分、為七升五合、而三斗七升四合由、
東寺百合文書ﾑ
49

相生市史 7-143

応安 06 2 0 27 13730329 播磨
［学衆評定引付］（矢野庄）一、生栗／搗栗代不載散用状事
／…或炎旱、或霖雨、［ ］令損亡者、無力次第也、豊稔之年、
何限栗可皆損乎、

東寺百合文書ﾑ
49

相生市史 7-143

応安 06 3 0 1 13730402 大和 大和記、雨雪、 続史愚抄中篇 27 新訂増補国史大系

応安 06 4 0 0 13730502 世間 自四月比、疫病流布世間、 神 木 御 動 座
度々大乱類聚 大日本史料 6-39

応安 06 5 0 0 13730531 能登 大雹降、 永光寺年代記 加能史料研究 2

応安 06 5 0 11 13730610 京都 雨雹、如桃子、 続史愚抄 日本の気象史料

応安 06 5 0 11 13730610 京都 氷降、四条以北云々、 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

応安 06 5 0 11 13730610 京都 雨雹、如橘子、 続史愚抄中篇 27 新訂増補国史大系
応安 06 6 0 0 13730629 山城 当年病事、超過例年之由、有其聞、 続史愚抄中篇 27 大日本史料 6-38
応安 06 6 0 0 13730629 大和 今夏、大和記、疫疾流行云、 続史愚抄中篇 27 新訂増補国史大系

応安 06 6 0 22 13730720 京都 勅使来云、当年病事、超過例年之由、有其聞、如御修法、雖可被行之、供料事、近日難事行者也、　 愚管記 大日本史料 6-37

応安 06 8 0 25 13730920 近江（佐々木高氏死去）道誉生年七十八歳云々、所労疫癘云々、後愚昧記 大日本史料 6-38
応安 06 9 0 0 13730925 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

応安 06 9 0 0 13730925 甲斐 大風、 妙法寺記 富士吉田市史史料編 2

応安 06 9 0 0 13730925 会津 大風、建物倒壊、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

応安 06 9 0 2 13730926 京都 自酉刻、暴風吹、雨降、及寅刻風休、後聞、在々所々吹破、内裏高倉面棟門顚倒云々、此蓬屋又散々式也、 愚管記 大日本史料 6-38

応安 06 9 0 2 13730926 京都
昏黒以後、大風発屋折木、終夜無休時、消肝失魂、予受
生以来、更不逢如此事、言語道断了、翌朝卯刻休止、大
風暴風相並者也、

後愚昧記 大日本史料 6-38

応安 06 9 0 2 13730926 大和 自酉至寅刻、大風穿山抜樹了、 春日神木入洛
見聞略記 大日本史料 6-38

応安 06 9 0 2 13730926 京都 大風、処々門倒、 京都御所東山
御文庫記録 大日本史料 6-38

応安 06 9 0 2 13730926 京都 大風、 花営三代記 大日本史料 6-38
応安 06 9 0 2 13730926 京都 夜大風、抜樹動山、永祚已来無其例、 皇代記 大日本史料 6-38
応安 06 9 0 2 13730926 京都 大風、所々門倒、 武家年代記 大日本史料 6-38
応安 06 9 0 2 13730926 京都 大風、自酉至寅…、 続史愚抄 大日本史料 6-38

応安 5年（1372）～応安 6年（1373）
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応安 06 9 0 2 13730926 諸国

自晩頭、大風以外也、入夜弥興盛、清滝宮西岸之大桧木
顚倒＜亥刻＞、仍両社共打破之、…山木顚倒不可称計之、
前代未聞重事也、…洛中洛外遠近国々損亡皆以如此、後
日所聞及也、昔永祚之大風僅聞伝許也、今度式頗超過彼
大風云々、

醍醐寺文書 大日本史料 6-38

応安 06 9 0 2 13730926 大和 大風…永祚以後無其例、 大乗院日記目録 日本の気象史料

応安 06 9 0 2 13730926 播磨
［学衆評定引付］一、矢野庄当年損亡事／百姓一人令上洛、
捧申状、歎申之由披露之処、今月二日風、於当庄者、指
不及難儀歟、

東寺百合文書ﾑ
49

相生市史 7-143

応安 06 9 0 2 13730926 京都 自申斜、大風定及寅刻、土御門東西門及所々門、車宿顚倒、大木多抜倒、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

応安 06 9 0 2 13730926 京都 自申刻、大風起、及寅刻、土御門殿東西門、車宿顚倒、大木多抜倒、 皇年代略記 新校群書類従 2

応安 06 9 0 2 13730926 京都 大風、 如是院年代記 新校群書類従 20

応安 06 9 0 2 13730926 京都
大風＜自西、至寅＞土御門里内裏高倉面棟門、及太政官
庁倒＜又寺院十余箇所等倒＞、別雷社一鳥居蓋木堕、太
田社［ ］及拝殿等壊、是山樹倒故云、

続史愚抄中篇
27

新訂増補国史大系

応安 06 9 0 3 13730927 京都
伝聞、今度之大風、所々門、緇素家々并寺々十余ケ所顚倒、
民屋破損不可勝計云々、如此之大風、古老之者猶不覚悟
云々、希代之天災歟、（頭書）或云、東北院門扉吹抜、不
知行方云々、

愚管記 大日本史料 6-38

応安 06 9 0 3 13730927 山城
雨猶下、所々人屋仏閣、悉莫不破壊、洛中辺土皆以、無
逃此災之所、驚目駭耳者也、禁裏高倉面棟門顚倒、又官
庁＜太政官也＞顚倒云々、

後愚昧記 2 大日本古記録

応安 06 9 0 4 13730928 甲斐 夜大風、 妙法寺記 大日本史料 6-38

応安 06 9 0 14 13731008 若狭［太良庄地頭方評定引付］…一、太良庄百姓申損亡間事／披露之処、相尋半済方、随其沙汰［   ］有沙汰之由治定了、
東寺百合文書
タ函 23

若狭国太良荘史料
集成 4

応安 06 9 0 21 13731015 播磨［学衆評定引付］一、矢野庄損亡使未下向、重歎申事／当年大風平均之上者、於当庄、争無損免哉、
東寺百合文書ﾑ
49

相生市史 7-153

応安 06 10 0 2 13731026 京都 大風、 花営三代記 新校群書類従 20

応安 06 10 0 25 13731118 播磨
［学衆評定引付］一、矢野庄重申損亡事／披露之処、当年
大風…然而風損之条、先度十石分誠不可公平哉、重五石
可免之、

東寺百合文書ﾑ
49

相生市史 7-154

応安 06 11 0 0 13731123 山城 上野御庄百姓…事、…所詮去大風仁、至于中晩田悉令不熟間…忩半分御年貢可究済仕候也、
山城国上野庄
百姓等申状写

教王護国寺文書
2-523

応安 06 12 0 0 13740121 備前

［備前国金岡東庄名主百姓等申状］備前国金岡東庄名主・
百姓等、別納田下地去申歎条々、／…一、可有御検見之由、
百姓申処、…先百姓等可苅置之由、被仰之間、本所御検
知以後苅置之処、苅田之上者、損田不可下之由仰候、高々
被召事、／…御内検之時給候損田、被召返事、／…浜成
麦無御内検之間、不苅而朽損之処、被責召事、／…

山城二尊院文
書

南北朝遺文中国四
国編 4-4028

応安 07 0 0 0 13740220 山城 注進 上野御庄永和元年御年貢散用事……二石五斗七升一
合二才 応安四年水損河成 新本河原田等分四反八十歩、

山城国上野庄
年貢算用状

教王護国寺文書
2-539

文中 03 1 0 0 13740220 京都 疱瘡流行、 皇年代略記 日本災異志
応安 07 1 0 0 13740220 京都 正・二月、疱瘡流行、 皇年代略記 新校群書類従 2

応安 07 1 0 1 13740220 京都 自正月中旬、新院御悩、御疱瘡云々、今年流布、同廿八日崩御…自去年以来天変地妖、
春日神木御入
洛見聞略記 大日本史料 6-40

応安 07 2 0 27 13740417 世間

［若狭国太良荘地頭方政所（有円）正覚、公文弁祐連署注進
状］一、請料、（修脱）理替、長夫用途、いまゝて無沙汰候
御事、先度申上候ことく、庄内御百姓等、せけんのには
やり候事をやみ候て、せうせう宛（死）候間、さらに、と
おとち、人もかよわぬていにて候ほとに、いまゝておそ
なわり候条、恐入候…

東寺百合文書ﾊ
函 78

東寺百合文書 4

応安 07 3 0 0 13740420 播磨［学衆方（矢野庄）年貢等散用状］…除、4石 2375勺、此内
＜交分 4875勺／去年損亡百姓等歎申引之＞、

東寺百合文書ﾉ
58

相生市史 8上 339

応安 07 8 0 21 13741005 山城 注進 上野御庄内新開田地、水損事…已上一段三百廿歩…
山城国上野庄
新開田地水損
注進状

教王護国寺文書
2-529

応安 07 12 0 8 13750118 山城 注進 上野御庄応安七季御年貢…事…除…二石五斗七升二
合二才 当年水損 新本河原田等分、

山城国上野庄
年貢算用状写

教王護国寺文書
2-531

応安 6年（1373）～応安 7年（1375）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応安 07 0 0 0 13750210 若狭（太良庄）四石壱斗四升五合 自応安五年不作同（半分定）、 若狭国太良庄
年貢算用状

教王護国寺文書
2-554

永和 01 2 0 27 13750406 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

永和 01 4 0 26 13750604 若狭
［太良庄地頭・領家両方百姓妙蓮等連署起請文］立申 起請
文事／右件起請文ハ、当庄不作・河成御ふしん候間、御
めんをかうむり、かやうに申上候、…

東寺百合文書
ハ函 80

若狭国太良荘史料
集成 4

永和 01 5 0 0 13750608 肥後 洪水、 阿蘇文書 . 北
肥戦記 史料綜覧 7-35

天授 01 5 0 27 13750704 改元 依山崩地妖、 南朝編年略記 古事類苑 1

永和 02 0 0 0 13760130 丹波［大山荘年貢算用状］四石七斗三升六合 水損、 東寺百合文書ノ 兵庫県史中世 6-264

永和 02 0 0 0 13760130 若狭（太良庄）捌斗 自応安六年不作同（半分定）、 若狭国太良庄
年貢算用状

教王護国寺文書
2-554

永和 02 0 0 0 13760130 山城（上野庄）一丁八反三百歩 応安六年河成、 山城国上野庄
田数注進状

教王護国寺文書
2-560

永和 02 6 0 16 13760711 山城 北朝前関白近衛道嗣、勅問により、山城吉祥院の水害に関し、堤防修築等のことを奏す、 愚管記 史料綜覧 7-49

永和 02 8 0 0 13760824 播磨
［（矢野庄）河成田坪付注進状］東寺御領矢野庄百姓等申、
当年河成坪々事……右彼坪々者、去六月八日、同七月十日、
十一日、三ケ度大水、彼坪々河罷成候、為御注進言上如件、

東寺百合文書
よ 61

相生市史 8上 397

永和 03 0 0 0 13770217 会津 此年、大旱、飢饉、 会津旧事土苴考 旱魃霖雨史料
永和 03 0 0 0 13770217 羽前 大旱連（ツヽイテ）、飢饉四年、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

永和 03 0 0 0 13770217 丹波［大山庄年貢算用状、永徳 2.9.20］（異筆）如此算用状者、
永和三年以来水損二石六斗八升一合被注落之間、奥書…

東寺百合文書
に 23-26

大山村史史料編
156

永和 03 0 0 0 13770217 丹波［大山庄年貢算用状］二石六斗八升二合 永和三年水損、 東寺百合文書ノ 兵庫県史中世 6-269
永和 03 0 0 0 13770217 丹波［大山庄年貢算用状］…重除／四石七斗三升六合 水損、 東寺百合文書ノ 兵庫県史中世 6-261

永和 03 0 0 0 13770217 若狭
（太良庄）注進 太良庄地頭方永和四年御年貢散用…除…二
石七斗一升五合二勺四才 自応安五年、永和三年まて不作
川成連々分、

若狭国太良庄
地頭方年貢算
用状写

教王護国寺文書
2-561

天授 03 3 0 28 13770514 諸国 諸国山悉崩、不思儀事共也、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

永和 03 3 0 28 13770514 諸国 此日、諸国山多崩云、 続史愚抄中篇 28 新訂増補国史大系

永和 03 4 0 0 13770516 播磨［学衆方（矢野庄）年貢等散用状］…二斗二升去年永和二、六七両月河成、坪付去年先進候了、
教王護国寺文
書 551

相生市史 8上 401

天授 03 6 0 0 13770714 京都？ 大旱、朝野祈雨、終日不降、 正眼智鑑禅師
年譜 日本凶荒史考

永和 03 8 0 0 13770912 日本 四～八月、日本大旱魃、大悪作、飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

永和 03 8 0 0 13770912 天下 天下大地震、山崩埋谷、洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

永和 03 8 0 2 13770913 京都 武家盛衰記云…大風吹て、神社仏閣民屋等、ことごとく顚倒し、無為なるは希なり、 三貨図彙 日本の気象史料

永和 03 8 0 11 13770922 京都 涼気以外出来、世上事、於今者、不可有殊事之由、風聞、後愚昧記 2 大日本古記録
永和 03 8 0 13 13770924 京都 大風木を抜く、 後愚昧記 2 日本震災凶饉攷
永和 03 8 0 20 13771001 諸国 諸国山崩ル事有、 加納家年代記 石巻の歴史 1

永和 03 8 0 20 13771001 京都 雨下、子刻終大風、折木発屋、 後愚昧記 2 大日本古記録
永和 03 8 0 20 13771001 京都 今夜、大風、折木発屋、 続史愚抄中篇 28 新訂増補国史大系
永和 03 12 0 2 13780109 京都 後円融天皇疱瘡癒え給う、 愚管記 史料綜覧 7-69
永和 04 0 0 0 13780207 天下 天下大飢、対馬殊に甚し、 大日本史 .合運 日本震災凶饉攷
永和 04 0 0 0 13780207 丹波［大山庄年貢算用状］…五石西田井損亡… 東寺百合文書ケ 兵庫県史中世 6-264

永和 04 0 0 0 13780207 山城（上野庄）一丁大 永和四年河成、 山城国上野庄
田数注進状

教王護国寺文書
2-560

永和 04 0 0 0 13780207 若狭（太良庄）注進 太良庄地頭方永和四年御年貢散用…除…四
斗六升 当年河成半分、

若狭国太良庄
地頭方年貢算
用状写

教王護国寺文書
2-561

永和 04 5 0 29 13780702 京都 北朝、四角四堺鬼気祭を行い、疫病を祈攘せしむ、 愚管記 史料綜覧 7-76

永和 04 6 0 17 13780720 京都 北朝、疫病流行により、改元せんとす、 愚管記 . 後愚
昧記 史料綜覧 7-77

永和 04 7 0 0 13780802 京都 近日、号三日病、貴賤無免此難之者、 後愚昧記 後鑑 1

応安 7年（1375）～永和 4年（1378）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永和 04 7 0 1 13780802 京都 疫癘流行、人死不少、世俗謂三日病、 続史愚抄中篇 28 新訂増補国史大系

永和 04 7 0 7 13780808 京都
此月、疾疫流行、後愚昧記七日条云、院庁大蔵少輔資為
子息資富、依疫癘死去云々、［又後聞］今夕四位大外記（六
角）師茂朝臣卒去、子息六歳小児同死去［了］、師茂一家中
輩皆患疫疾云々、

後鑑 81 新訂増補国史大系

永和 04 7 0 26 13780827 京都
予自今夕違例、温気有之、頭痛気又有之、近日、号三日病、
貴賤無免此難之者、疑此病歟、終夜病悩、主上又自今夕
御不予［云々］、

後鑑 81 新訂増補国史大系

永和 04 8 0 0 13780901 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

永和 04 8 0 13 13780913 越後 夜大風、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

永和 04 8 0 13 13780913 京都 大風、後愚昧記云、自未刻許風吹、入夜大風折木破屋、卯刻已後休止、 後鑑 81 新訂増補国史大系

永和 04 8 0 13 13780913 京都 夜大風、 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

永和 04 8 0 13 13780913 大和 大風、折木発屋、春日社大木倒一切経廊上、太刀辛尾社神宮寺、東廻廊破壊、
続史愚抄中篇
28

新訂増補国史大系

永和 04 8 0 15 13780915 京都 入夜大風、折木破屋、卯刻以後休止、 後愚昧記 2 大日本古記録

永和 04 9 0 0 13781001 京都 是秋、疫病流行、 愚管記 . 後愚
昧記 .常楽記 史料綜覧 7-79

永和 05 0 0 0 13790127 諸国 大雪、諸国咳病ス、 妙法寺記 富士吉田市史史料編 2
永和 05 0 0 0 13790127 陸奥 ハバキ星出、大飢饉、 加納家年代記 石巻の歴史 1

天授 05 0 0 0 13790127 対馬 対馬島飢饉、 本州編稔略 日本災異志
天授 05 0 0 0 13790127 諸国 今年、諸国大飢饉、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
天授 05 0 0 0 13790127 京都 此年、凶荒、 後鑑 83 新訂増補国史大系

天授 05 0 0 0 13790127 豊前 彗星出、大ニ飢饉ス、 豊前国下麻生村
禅源寺年代記録 中山重記校訂

天授 05 0 0 0 13790127 京都 彗星出、大飢饉、 和漢合運 日本凶荒史考

天授 05 0 0 0 13790127 紀伊 春大きゝん、人多ク死、米二百八十匁、麦二百三十匁、 紀伊日高郡原
谷玉井文書 日本凶荒史考

天授 05 0 0 0 13790127 日本 この年日本大飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

天授 05 0 0 0 13790127 諸国 大雪、諸国咳病、 妙法寺記 中世東国災害史略
年表

永和 05 0 0 0 13790127 諸国 大雪、諸国咳病、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

永和 05 0 0 0 13790127 天下 天下饑、 続史愚抄中篇 28 新訂増補国史大系

永和 05 3 0 0 13790327 播磨
［学衆方（矢野庄）年貢等散用状］…除…弐斗二升永和二年
河成／四斗一升一合永和四年川成＜坪付去年／十二月注
進畢＞…一、大豆散用事…一升一合五勺永和二年河成／
一斗五升一合七勺永和四年五六月両度河成…

教王護国寺文
書 563

相生市史 8上 407

康暦 01 3 0 22 13790417 改元 疾疫、兵革、 皇年代私記 東大謄写本
康暦 01 3 0 22 13790417 改元 天変・疾疫・兵革也、 皇年代略記 新校群書類従 2

康暦 01 5 0 4 13790626 越後 大風、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

康暦 01 5 0 25 13790717 京都 北朝、疫病流行によりて、四角四堺祭を修す、
愚管記 .東金堂
細々要記 .後愚
昧記 .勝山記 .皇
年代略記

史料綜覧 7-90

康暦 01 6 0 20 13790810 山城 注進、上野御庄畠河成不作…都合六反大五十歩内 河成三
反…

山城国上野庄河
成不作畠注文

教王護国寺文書
2-567

康暦 01 9 0 17 13791104 羽前 羽黒山一切経供養有、此年大飢饉、疫癘ニテ、人多ク死ス、大泉庄三権現縁起 山形県史中世史料 2

康暦 01 12 0 23 13800208 山城 注進、上野御庄内畠并不作等事…已上四反三百十歩分銭一貫四百六十文、
山城国上野庄河
成不作畠注進状

教王護国寺文書
2-573

康暦 02 0 0 0 13800215 山城 巷所除分康暦二年のふさくの事…已上六貫二百四十二文 
／右注進如件、／永徳弐年三月十一日下司代彦六、

巷所不作分地
子銭注進状

教王護国寺文書
2-604

康暦 02 4 0 29 13800610 京都 頃日、赤斑瘡流布、 続史愚抄中篇
28-128 新訂増補国史大系

永和 4年（1378）～康暦 2年（1380）
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康暦 02 6 0 15 13800725 山城 注進、上野御庄内畠并不作河成事…一、五石二斗四合二勺二才内 一石五斗三升 不作河成、
山城国上野庄
河成不作畠注
進状写

教王護国寺文書
2-580

康暦 02 8 0 19 13800926 播磨
［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事／百姓申状披露之処、
非天下一同損亡者、不可免之旨、最初被定上者、当年ハ
天下一同年也、何様可申之哉、且ハ先年丑年（応安 6）并去々
年（永和 4）猶以不申、何当年事新申哉、

東寺百合文書ﾈ
53

相生市史 7-252

康暦 02 10 0 0 13801106 摂津［垂水庄内検注進状］…惣田数 97町 3段小 15歩内／ 43
町 1段 307（損田は 44％）

教王護国寺文
書 583

吹田市史 5-205

康暦 02 12 0 25 13810129 山城 注進上野御庄康暦二年御年貢散用事…二石 当損亡水損分
／一石八升 朝原不作損亡／一斗九升五合 新開不作…

山城国上野庄
年貢算用状

教王護国寺文書
2-584

康暦 03 0 0 0 13810203 丹波［大山庄年貢算用状］…重除／八石 西田井損亡／三石 谷
田損亡／…

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-288

康暦 03 0 0 0 13810203 山城 巷所除分永徳元年のふさくの事…已上五貫四百四十二文 
／右注進如件／永徳弐年三月十一日下司代彦六、

巷所不作分地
子銭注進状

教王護国寺文書
2-605

康暦 03 2 0 4 13810308 京都 率一衆就上府、真読大般若経、蓋為府君疱瘡祈禱、 空華日工集 後鑑 2

永徳 01 2 0 24 13810328 改元 革命（辛酉）、 皇年代私記 東大謄写本
永徳 01 6 0 1 13810701 京都 義満、神泉苑に雨を祈る、 愚管記 史料綜覧 7-118

永徳 01 6 0 26 13810726 大隅

［名和慈冬書状　禰寝右馬助（久清）宛］…当所ゑ廿三日ニ
罷越、やかて同廿六日勢仕候て、宮古城の辺やき払、又
早田共かりとり、少々なきすて候也、やかて其日、陣ニ
のり候へきよし存候処ニ、以外雨ふり候し間、三股ひき
帰候、今月廿八日やかてつめ陣とり候へきよし存候処、
あまりに雨ふり候間、来月廿二日陣をとり候へく候、梅
北とつれあい候て、あなたこなた、此辺を荒候へく候、…

大隅禰寝文書 南北朝遺文九州編
5-5663

永徳 01 7 0 25 13810823 日向
［名和慈冬書状　禰寝右馬助＜久清＞宛］…一、都城（諸
県郡）近所作毛等、先立早田等少々枯候処ニ、猶も相残候
つる程ニ、去十七日、八日ニ、かり陣お取候て、作毛悉
苅払候了、…

大隅禰寝文書 南北朝遺文中国四
国編 5-4716

永徳 01 10 0 3 13811028 播磨［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事／［　　］十石雖有所免、重半損之由歎申間［　　］免下於十石之旨、治定訖、
東寺百合文書ﾗ
10

相生市史 7-254

永徳 01 12 0 7 13811231 京都 暴風、賀茂山木多倒、 続史愚抄中篇 28 新訂増補国史大系

永徳 01 12 0 23 13820116 播磨

［学衆方評定引付］（一、矢野庄）損亡事／［　　］有十石
分御免之後、百姓等称焼［　　］捧上状於代官方之由…今
更称焼田…御代官□済令参洛、言上之趣者、国中平均損
亡無其隠候［　］当庄又捨置田地数町有之…御代官執申上
者、重十石□可被免之、都合四十石損免也、

東寺百合文書ﾗ
10

相生市史 7-254

永徳 01 12 0 23 13820116 播磨

［矢野庄代官明済注進状］東寺御領播磨国矢野庄例名損免
事、先立既卅石雖被下候、当年損失之条、一国平均事、
於当庄者…一向捨置候之下地数町、其外田地大略損亡之
条、無其隠候、重不被下損免者、庄家可及牢篭之由、任
実正可執申入候間、名主百姓等一同歎申候間、企参洛所
令言上也、

教王護国寺文
書 598

相生市史 8上 433

永徳 01 12 0 25 13820118 山城［最勝光院方評定引付］最勝光院／注進 今日廿五日、大風
破損事／合／大炊殿一宇…

東寺百合文書
る 7

東寺文書 5

永徳 02 0 0 0 13820123 山城
注進 東西九条御年貢有足散用事 永徳二年…除当年分／三
石一升 深草損亡／六斗六升七合 西山損亡／四斗五升 舟津
損亡／已上四石一斗二升七合…

東西九条年貢
算用状

教王護国寺文書
2-612

永徳 02 0 0 0 13820123 紀伊
［権大僧都覚有一跡配分目録］…下部 次郎童／彼式部阿
闍梨ハ、本但馬法眼之本宮ノ師職也、不思儀之飢饉之時、
法眼ヲ憑テ、被扶持ヲ時、旦那ヲ所譲テ、始テ先達スル也、
此由ヲ心得ヘキ也、以上、

紀伊米良文書 南北朝遺文中国四
国編 5-4780

永徳 02 2 0 0 13820324 播磨［学衆方（矢野庄）年貢等散用状］…一、栗事／合壱石九斗八升　依去年旱魃、不納之、
東寺百合文書ｦ
24

相生市史 8上 438

永徳 03 0 0 0 13830211 丹波［大山庄年貢算用状］…一石四斗八升二合 永徳三年水損／
…

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-298

康暦 05 0 0 0 13830211 天下（弘前）天下飢饉、 日記 八木橋文庫
永徳 03 5 0 24 13830703 京都 頃日、洛中疫病流行、 続史愚抄中篇 29 新訂増補国史大系

永徳 03 11 0 0 13831203 播磨［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事／重五石被免了、已上十五石也、
東寺百合文書ﾈ
57

相生市史 7-257

元中 01 0 0 0 13840131 京都 霖雨洪水、 後太平記 日本災異志

康暦 2年（1380）～元中元年（1384）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

至徳 01 2 0 28 13840328 改元 革令（甲子）、 皇年代私記 東大謄写本
至徳 01 3 0 0 13840331 美濃 大雪、 荘厳講執事帳 白山史料集下

至徳 01 3 0 15 13840414 播磨
［学衆方（矢野庄）年貢等散用状］…一、夏麦事…六升二合
五勺　永徳三年新河成…一、大豆事…八斗九升二合八勺
　先々河成并永徳三年至新河成マテ定…一、栗事…百十
文　現納残分、依大風無之、

東寺百合文書ｦ
26

相生市史 8上 457

元中 01 4 0 28 13840526 改元 依革命也、 南朝公卿補任 古事類苑 1

至徳 01 8 0 0 13840826 下野

常行堂修正御念仏二季御勤衣服料事、自往古毎年八月
十八日被皆納候処、今年初符所郷分拾七貫九百八十三文
悉以不弁済候、前代未聞事候哉、名主宝積房其罪科難遁
候（未進は川成の天災によるか、新川武紀『下野中世史の
新研究』316頁）、

輪王寺文書 40 栃木県史中世 1

至徳 01 10 0 0 13841122 加賀 大風、 産福寺年代記 加能地域史 11

至徳 01 10 0 9 13841130 甲斐 大洪水、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

至徳 02 0 0 0 13850218 遠江 至徳弐年乙丑、大水の年、六そく令免許、 孕石文書 静岡県史資料編 7

元中 02 0 0 0 13850218 諸国
夏、諸国ともに大に旱魃す、諸作物既にかれんとす、時
に此の賢之丞草家の辺りに、少シの堀り溜淵ありけれハ、
此水を汲んて、日蔭野舞子田畑を潤す、

日輪山清明寺
代々記 泉南市史史料編

元中 02 3 0 3 13850420 甲斐 大雪降、八尺、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

至徳 02 6 0 11 13850726 三河
［嶋田兼将書状 増長院宛］（三河額田郡山中郷）…当年水
損迷惑仕候、毎年損否申も事之煩にて候へハ、三百貫文
請切申度候、

東寺百合文書
ミ

愛知県史資料編
9-468

至徳 02 7 0 2 13850816 三河
［嶋田兼将書状 増長院宛］（三河額田郡山中郷）…将又当
年洪水、此辺以外候て、堤とも所々切候て、令損亡候、
…当所（額田郡山中郷）取分て洪水にて、水損之由、申候間、
令迷惑候、

東寺百合文書
ウ

愛知県史資料編
9-470

至徳 02 8 0 11 13850923 山城（上野庄、前欠）御庄早田事…此内八反水ノ損ヲ申、 山城国上野庄早
田田数注進状

教王護国寺文書
2-623

至徳 02 8 0 15 13850927 遠江 大風、 瑠璃山年録残編 史料綜覧 7-160

至徳 02 9 0 11 13851023 京都
［斎藤聖信書状写 荒瀬入道宛］…当年ハ京都大風、大水に
て、たいりやくそんはう候程に、在京候哉、可有御察候、
此段よくよく御心得候て、御ひろうあるへく候、万事た
のミ入存候、／…

肥後阿蘇家文
書

南北朝遺文九州編
6-5927

至徳 02 10 0 28 13851209 若狭
［太良庄地頭方評定引付］…一、当庄損亡事、百姓并代官
已下注進之間、…重以起請文申入之間、申談領家方、国
中無其隠上者、以平均分両方十石分、被下損免了、

東寺百合文書
タ函 36

若狭国太良荘史料
集成 4

至徳 03 6 0 0 13860705 美濃 大洪水、 荘厳講執事帳 白山史料集下
至徳 03 6 0 10 13860714 美濃［荘厳講執事帳］巳刻大洪水、其時水金台坊ウク、 長瀧寺文書 愛知県史資料編 9-487
至徳 03 7 0 26 13860829 京都 依炎旱被行七壇水天供、＜三十日雨＞ 続史愚抄中篇 29 新訂増補国史大系

至徳 03 8 0 13 13860915 播磨［学衆方評定引付］当庄（矢野）名主百姓等旱魃損亡目安［　］挙状披露仕了…以外［　］之至候、
東寺百合文書ﾈ
60

相生市史 7-259

元中 04 0 0 0 13870129 諸国 諸国、疫疾流行、 和漢合符 日本災異志

元中 04 0 0 0 13870129 京都 是春、疾病流行、 実冬卿記 .迎陽
記 .和漢合雲 史料綜覧 7-172

元中 04 3 0 0 13870328 天下 大地震、天下疫病、疱瘡流行、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表

至徳 04 3 0 8 13870404 播磨［学衆方（矢野庄）年貢等散用状］…八斗七升七合三勺 至徳
二年新川…一、大豆事…五升五合三勺　至徳二年川成…

教王護国寺文
書 634

相生市史 8上 484

至徳 04 3 0 20 13870416 世間 頃日、世間、病事流布、 続史愚抄中篇 29 新訂増補国史大系
至徳 04 7 0 0 13870823 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

嘉慶 01 8 0 23 13871013 改元 疾疫、 皇年代私記 東大謄写本
嘉慶 01 8 0 23 13871013 改元 詔曰…去春、疾疫流行、今茲長幼夭折…大赦天下、 迎陽記 日本疾病史

嘉慶 01 8 0 28 13871018 山城
東西九条深草内検帳事／合／一段 損亡二斗二升、得米二
斗 左衛門五郎／（ほか五筆）…已上得米一石五斗内 二斗
カリヤ／已上損米一石四斗五升、

山城国久世庄
人夫役帳裏文
書

教王護国寺文書
3-918

嘉慶 01 11 0 8 13880105 播磨［学衆方評定引付］矢野庄損亡事、…自代官方、内々被申間、重三石分、被下候了、都合十三石、
東寺百合文書ﾗ
11

相生市史 7-260

至徳元年（1384）～嘉慶元年（1388）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

嘉慶 02 0 0 0 13880217 丹波
［大山庄年貢米引物并未進注文］…一、損亡事 西田井四町七
段卅代／分米 二十五石一斗四升／…一、一井谷方損亡事／田
地八町二段三十代／六石御免／一段別ニ七升二合定／…

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-312

嘉慶 02 0 0 0 13880217 丹波［大山庄年貢算用状］…畠地子分者、損亡間、不弁申候、 東寺百合文書ま 兵庫県史中世 6-313

嘉慶 02 0 0 0 13880217 三河
［明徳 1.6.19 嶋田兼将書状］又去々年（嘉慶 2）損亡事、以代
官申入候処、参十貫可有御免之由、示仰候之間、余少分
之由、歎申候ニ、軈而其をも不可有御免之由、承候、驚存候、

東寺百合文書 愛知県史資料編
9-585

嘉慶 02 5 0 0 13880613 陸奥 大雪降、 加納年代記 石巻の歴史 1

嘉慶 02 5 0 0 13880613 京都 大雪降、 南方紀伝下 日本の気象史料
嘉慶 02 8 0 23 13881001 改元 依疾疫也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

康応 01 2 0 9 13890315 改元 病事、 皇年代私記 東大謄写本

康応 01 3 0 15 13890419 安芸
夜に入て、なを大風烈しくて、神なり浪すさまじければ、
はし舟にて、たゞ御一所ばかり、田島といふ浦ばたの海
人の家に、草のおましをよそひておはします、舟どもは、
海上に猶とゞまりぬ、

厳島詣記 後鑑 2

康応 01 4 0 13 13890517 鎌倉 鎌倉前浜血成、 神明鏡 後鑑 2

康応 01 6 0 0 13890702 美濃 大洪水、 荘厳講執事帳 白山史料集下

康応 01 6 0 5 13890706 石見

［康応 1.11.2 室町幕府御教書写　周布弾正少弼（兼仲）宛］
石見国周布郷事、先年度々洪水之時、損失之上、依今年
＜康応元＞六月五日、同七日、両度洪水、大略損亡之由、
守護人大内左京権大夫義弘注進之上者、於向後、公田拾
町分、諸御公事、可令勤仕之状、依仰執達如件、

萩 藩 閥 閲 録
121-1

南北朝遺文中国四
国編 6-5227

元中 06 8 0 0 13890830 京都 七月七日より八月末まで、大雨ふる、 南方紀伝下 後鑑 2

康応 01 8 0 13 13890911 石見
［大内義弘書下写　周布弾正少弼（兼仲）宛］依年々大洪水、
所領田地損去云々、然者、仰守護代方、可遂検見、其間、
先公田拾町御公事、可有勤仕之状、如件、

萩 藩 閥 閲 録
121-1

南北朝遺文中国四
国編 6-5214

康応 01 12 0 0 13891226 若狭［太良庄地頭方年貢等算用状］…弐石四斗三升 十分一損免、東寺百合文書ハ函 93
若狭国太良荘史料
集成 4

康応 01 12 0 0 13891226 若狭［太良庄地頭方年貢等算用状］…一貫百十九文 天損ニ御百
姓等引申也、

東寺百合文書
ハ函 93

若狭国太良荘史料
集成 4

明徳 01 0 0 0 13900125 能登 兵革、疾疫、 永光寺年代記 加能史料研究 2

元中 07 0 0 0 13900125 京都 自是歳、至翌年七月、天下飢饉 和漢合符 日本災異志
明徳 01 0 0 0 13900125 武蔵 兵革、疾病、 龍淵寺年代記 東大影写本
明徳 01 0 0 0 13900125 天下 春、天下大飢饉、 南方紀伝下 日本凶荒史考

明徳 01 0 0 0 13900125 山城
注進、東西九条女御田御年貢未進徴符事…鳥羽分／二石
六斗四升二合 源三 但水損歎申候／三斗七升 蓮正 水損申
候／四斗九升七合五勺 妙浄…

東西九条女御
田年貢未進徴
符

教王護国寺文書
2-660

明徳 01 0 0 0 13900125 天下 自元年、至二年、天下大飢、 如是院年代記 新校群書類従 20

明徳 01 0 0 0 13900125 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…参
百五拾三文 赤土村宮畠桑代、河頽段、依歎申、明徳元年
免許之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

康応 02 3 0 14 13900408 相模

［めうき、男とくほうし十八歳人身売券］よふよふあるに
よんて、しちけんニうりわたす／、わらハの状の事／合
もとせに一くわん五百文／右件しちけんニうりわたすわ
らハとくはうし、とし十八才、なかく［ ］＜かのへ／む
まの＞としより、きたり候ハんさるのとしまて、十五年
十五つくりおかきり候て、うりわたし申所しちなり、たゝ
しねんきより内うけ申事候ハヽ、一くハん［ ］百文申して、
うけ申へく候、此うちに御こころおやふり申し候ハヽ、
一日ニ十文つゝの［　］まれう、さた申候へく候、いかな
るけんもんせいけの御りやうへまかりこへ候とも、この
状おさきとして、御さうてんをめされ候ハんにハ、その
所のちとう・まん所いらんさまたけあるましく候、しや
う［　］の［　］より外ハ、申事あるへく候、よんて後日し
ちけんの状、如件、さゝのしやうよなへのちう人めうき（花
押）／しうしつ（花押）

覚 園 寺 文 書
3.戌神将胎内
文書

東大謄写本

明徳 01 3 0 26 13900420 改元 天変、兵革、 皇年代私記 東大謄写本

明徳 01 3 0 26 13900420 改元 詔曰…乾像示変、星躔犯常、何況兵革方起、疾疫未休…大赦天下、 迎陽記 日本疾病史

嘉慶 2年（1388）～明徳元年（1390）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

明徳 01 7 0 0 13900523 越後 秋、大雨降つゝき、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

明徳 01 4 0 20 13900611 播磨［学衆方（矢野庄）年貢等散用状］…七升四合三勺　康応元年新川成、
教 王 護 国 寺
653

相生市史 8上 503

元中 07 7 0 0 13900819 京都 霖雨、 分類本朝年代記 日本災異志
明徳 01 7 0 0 13900819 上野 今年秋七、八月、大雨降無間、五穀不熟、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
明徳 01 7 0 0 13900819 天下 自去年、至今月、天下大飢、 続史愚抄中篇 29 新訂増補国史大系

明徳 01 7 0 0 13900819 日本 ～八月、日本洪水、田畠、道、橋流失、山崩埋谷、大飢饉、特に東北被害甚大、疫病流行、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

明徳 01 7 0 7 13900825 陸奥 大雪降テ、八月至、 加納年代記 石巻の歴史 1
元中 07 7 0 7 13900825 京都 大雨、此後霪霖及八月、 続史愚抄中篇 29 新訂増補国史大系

明徳 01 9 0 24 13901109 播磨［学衆評定引付］矢野損亡事十五石不可事行由、重以起請、歎申之間、今十石被副之、以廿五（石）被治定候了、
東寺百合文書ﾈ
65

相生市史 7-263

明徳 01 10 0 5 13901113 丹波
［大山庄西田井村百姓等連署起請文］…損亡之事により、
半分の御免のよし、仰かふり候へ共、三分二を御免にか
ふり候へく候…

東寺百合文書
オ

兵 庫 県 史 中 世
6-319

明徳 01 10 0 5 13901113 丹波
［大山庄一井谷百姓明本等連署起請文］…右起請文意趣者、
三分二のよしを存候処に、預所とのよりよりに、こしら
へかけ給候間、ちからなく、半分の御免にて候ハヽ、随
仰申候へく候、若此事いつわりに候ハヽ…

東寺百合文書
エ

兵庫県史中世 6-補
4

明徳 01 10 0 10 13901125 豊前
［宇佐大宮司家御教書案 収納使殿宛］岩崎（岩崎庄 =豊前
国宇佐郡）御供田事、誠有損亡者、任先規、可有其沙汰処、
不申是非、苅取作田間、有限御供米事、急速可進宮旨、
可被相触之由所候也、仍執達如件、

豊前永弘文書 南北朝遺文九州編
6-6152

明徳 01 12 0 0 13910114 丹波
［大山庄守護役人夫目録］…一、損亡事／一井谷十石御免 
一段別ニ一斗二升…／一、西田井方三分二御免十六石八
斗二升か…

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-320

明徳 02 0 0 0 13910213 美濃
大飢渇、米三升大豆四升麦七升売買畢、人民多死畢、雪
更ニ不降…地震夜昼三十日動…同秋売買米廿米ツヽ大豆
三斗五升ツヽ了、

荘厳講執事帳 白山史料集下

明徳 02 0 0 0 13910213 丹波 大飢饉、 天寧寺年代記 東大影写本
明徳 02 0 0 0 13910213 京都 飢饉餓死、疫癘流布、 常楽記 日本凶荒史考

明徳 02 0 0 0 13910213 山城

注進東西九条女御田御年貢…除…三石二升九合一勺六才 
九条新河成／十一石五斗七升八合一勺二才 鳥羽新河成并
無地／一石一斗六升六合六勺 竹田新川成／八斗六升七合 
小枝河成／四石七斗六升 当年深草損亡／五斗三升三合七
勺 西山定損自当年始之／已上六十一石六斗四升二合七勺
／残百九十石六升五勺五才内… 

東西九条女御
田年貢算用状

教王護国寺文書
2-671

明徳 02 2 0 0 13910315 諸国 諸国疫癘、人多死、 常楽記 日本災異志
元中 08 3 0 0 13910413 天下 春、天下大飢饉、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

明徳 02 3 0 0 13910413 天下 今春、天下饑、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系

明徳 02 4 0 0 13910513 陸奥 四月より、陸奥大旱 塔寺八幡宮長帳 中世東国災害史略
年表

明徳 02 7 0 0 13910809 天下 自明徳元年、至二年七月、天下饑饉、 和漢合符 後鑑 2

明徳 02 7 0 0 13910809 京都 今年、飢饉、餓死、疫癘流行、 常楽記 後鑑 2

明徳 02 8 0 6 13910912 京都 被発遣祈雨奉幣使、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系

明徳 02 11 0 4 13911208 播磨［学衆方評定引付］矢野庄損亡事、重申状捧之間、披露之処、及数ケ度申之上者、五石分可免之、都合両度分十石也、
東寺百合文書ﾈ
66

相生市史 7-267

明徳 02 12 0 0 13920103 天下 今年、亦天下大飢、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系
明徳 03 0 0 0 13920202 諸国 諸国、疫癘、人多く死す、 常楽記 日本震災凶饉攷

明徳 03 4 0 0 13920501 陸奥 四月より十一月に至る、陸奥大旱、 東北地方今古
凶饉誌 日本の気象史料

明徳 03 4 0 7 13920507 播磨

［学衆方（矢野庄）年貢等散用状］…七升四合三勺　康応元
年川成…一石九斗八升八合五勺ﾇﾏ佃五段焼田分、至両年
不懸用水之間、此之由去々年注進畢…三斗七升六合三勺
明徳元年旧川成…一、夏麦事…八斗七升七合 検注以後ヨ
リ至々徳二年川成定…一、大豆事…一石一斗七升五合九
勺 年々河成、検注以後ヨリ至徳二年定、

教王護国寺文
書 672

相生市史 8上 521

明徳元年（1390）～明徳 3年（1392）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

明徳 03 7 0 0 13920729 武蔵 武蔵など大洪水、 龍 燈 山 伝 燈
記 .永福寺文書

中世東国災害史略
年表

明徳 03 9 0 3 13920927 播磨［学衆評定引付］矢野損亡事、重五石被免了、 東寺百合文書ﾗ
13

相生市史 7-268

明徳 04 0 0 0 13930220 京都 冬、飢饉、 南方紀伝下 大日本史料 7-1
明徳 04 4 0 0 13930509 会津 日照にて、自四月同十一月まて、雨不降候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ
明徳 04 3 0 26 13930515 改元 依天変・兵革也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

明徳 04 4 0 0 13930520 会津 自四月、同十一月まて、雨不降候、 塔寺八幡宮長帳 大日本史料 7-1
明徳 04 4 0 0 13930520 会津 自四月至十一月、大旱、雨不降、 会津旧事雑考 大日本史料 7-1
明徳 04 6 0 0 13930718 京都 自六月到今月（7月）不雨、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系
明徳 04 6 0 0 13930718 諸国 自六月、至七月、旱、 三国一覧合運図 大日本史料 7-1
明徳 04 6 0 0 13930718 諸国 六、七月、大旱、飢饉、冬飢饉、 南方紀伝下 日本凶荒史考
明徳 04 6 0 0 13930718 天下 天下大飢、六、七月之間、旱、 武家年代記裏書 続史料大成 18

明徳 04 6 0 0 13930718 諸国 自六月、至七月、大旱、 如是院年代記 新校群書類従 20

明徳 04 6 0 13 13930730 京都
炎干（旱）及数日、仍六月十三日、神泉苑掃除池始之、人
夫洛中之町々、数日経営也、寺務執沙汰之、東寺公人等日々
参勤、

柳原家記録 大日本史料 7-1

明徳 04 6 0 13 13930730 京都 依炎旱渉旬、為祈雨、被掃除神泉苑、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系
明徳 04 6 0 14 13930731 京都 神泉苑掃除、依炎旱也、 官公事抄 大日本史料 7-1
明徳 04 6 0 24 13930810 京都 室町殿、為炎旱御祈、神泉苑… 東寺王代記 後鑑 2

明徳 04 6 0 24 13930810 京都 此日、左大臣＜義満将軍＞為祈雨、以前大僧正道快入仏舎利＜一粒＞於神泉苑池、忽雨云、
続史愚抄中篇
30

新訂増補国史大系

明徳 04 6 0 29 13930815 京都（炎旱により、東寺において、）七壇水天供始行、 柳原家記録 大日本史料 7-1
明徳 04 6 0 29 13930815 京都 依炎旱、被修水天供、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系
明徳 04 7 0 0 13930816 諸国 七、八月、大洪水、 皇年代略記 大日本史料 7-1
明徳 04 7 0 0 13930816 諸国 六、七両月、大旱・飢饉、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

明徳 04 7 0 1 13930816 京都 自六月、到今月、不雨、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系

明徳 04 8 0 18 13931002 若狭［不動供方評定引付］…太良庄損亡事、地頭・領家申状同前、／損免可為五石、…
東寺百合文書
ナ函 22

若狭国太良荘史料
集成 4

明徳 04 8 0 20 13931004 京都 洪水、（皇年代略記） 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系
明徳 04 8 0 29 13931013 京都 雨降、大風也（康富記）、 良賢真人記 大日本史料 7-1
明徳 04 12 0 0 13940111 諸国 冬、飢饉、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

明徳 04 12 0 0 13940111 天下 天下饑、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系

応永 01 0 0 0 13940209 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…参
斛壱斗伍升参合三勺　今江村散田壱町弐段内、…雖為玖
斛四斗六升、此下地、無用水由、於寺家歎申間、三分一、
応永元年御免、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

明徳 05 5 0 0 13940607 備中

［備中国上原郷百姓等申状案］東福寺御領備中国上原郷（下
道郡）御百性等謹言上、／欲早蒙御免、当年夏麦令皆損亡
之間事、／右、今年夏麦悉皆令損亡之条、国中一同之間、
庄主御方仁雖歎申、不預御成敗之間、各以起請文之詞、
令言上者也、早被垂御哀、夏畠御年貢罷預御免、為専称（耕）
作存之、言上恐々如件、

山城九条家文
書

南北朝遺文中国四
国編 6-5604

明徳 05 5 0 30 13940706 播磨
［学衆方（矢野庄）年貢等散用状（明徳四年分算勘畢）］…拾
四石九斗六升八合七勺 当年損亡…／六斗六升＜沼佃三段
廿五代、当年者焼田分不懸用水之間、毎年如此云々＞…一、
北山地子…残廿七文　去年大損亡ニ歎申間免之、

東寺百合文書ｦ
33

相生市史 8上 583

応永 01 7 0 5 13940810 改元 件度依疱瘡旱魃也、改元子細未詳、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系
応永 01 8 0 0 13940904 紀伊 高野山領志富田荘荘民、夫役が均しくないとして逃散、 高野山文書 6 人権歴史年表

応永 01 11 0 28 13941229 播磨［学衆方評定引付］矢野庄依当年虫食、定未進等可有之歟、東寺百合文書ﾜ
12

相生市史 7-270

応永 02 0 0 0 13950130 播磨［学衆方（矢野庄）年貢等散用状（応永二年算用状矢野）］…一反　早田皆損、
教王護国寺文
書 739

相生市史 8上 605

応永 02 0 0 0 13950130 若狭［太良庄百姓道心等連署未進年貢請文］ うけ申候去年水［　］／合参石弐［      ］…
東寺百合文書
オ函 90

若狭国太良荘史料
集成 4

明徳 3年（1392）～応永 2年（1395）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応永 02 2 0 28 13950327 播磨
［学衆方（矢野庄）年貢等散用状（応永元年分算勘畢）］…
一石一斗四升一合佃四反＜依当年虫付ニ、百姓等上申間、
則検知処ニ、無是非候間、立用之、此子細秋始注進申畢＞、

東寺百合文書ｦ
35

相生市史 8上 588

応永 02 9 0 22 13951112 山城 大雨、洪水（裏書、応永二年具注暦頭書）、 永承三年高野
御参詣記 大日本史料 7-2

応永 03 0 0 0 13960218 山城

東西九条女御田御年貢米名寄帳＜応永三年＞…鳥羽分…
一石四升 一段水損＜応永三＞注進内／九斗 損亡九段分／
一石四升 一段水損重歎申…／水損二段河成二段申上、但
下地不シンノ間、ステラレ候了、水損事者当年斗間、御
免有ヘキカ、今又ケム（検）入申候、 

東西九条女御
田年貢名寄帳
写

教王護国寺文書
2-741

応永 03 0 0 0 13960218 山城

注進 東西九条女御田御年貢散用事＜応永三年＞…除…
十一石五斗七升八合一勺二才 鳥羽新川成無地／一石一斗
六升六合六勺 竹田新川成／八斗六升七合 小枝川成／五斗 
半定水損 円念六段内／一石三斗三升三合三勺 藤阿弥川成
…四石七斗六升二合六勺 当年鳥羽損亡＜段別一斗定＞／
二石九斗 同水損／…一石二斗三升三合三勺 小枝損亡分／
四斗八升 水損…／二石五斗三升 深草損面／二斗 六条三郎
五郎損亡…

東西九条女御
田年貢算用状

教王護国寺文書
2-743

応永 03 0 0 0 13960218 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…拾伍
斛陸斗漆升五合 今新保薭嶋田水損并不作、壱町九段分、
委細応永三年勘定状在之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応永 03 0 0 0 13960218 加賀［臨川寺領加賀国大野荘年貢算用状］今新保薭嶋田水損并不作一町九段分米、委細、応永三年勘定状在之、
天龍寺所蔵文
書

加能史料戦国Ⅳ
208

応永 03 2 0 0 13960318 若狭
［太良庄百姓等申状］…又去年之［　］作事者皆々損失仕候
て、御百姓等歎無申斗候、就夫候て、損亡事者、皆々并
庄四分一損免候処ニ、…

東寺百合文書
ハ 97

東大影写本

応永 03 5 0 0 13960615 紀伊
［官省符上方惣畠数分麦目録］政所上方十村…惣畠上中下
目録／…惣都合畠数　同在家不作分／五十三町四反小…
／不作廿七町一反五十歩／右注進如件、（畠不作 51％）　

又続宝簡 92 家高野山 7-1650

応永 03 10 0 5 13961114 若狭
［太良庄百姓豊前大夫請文］うけ申 太良庄損亡御免事、／
右、領家方分拾石御免候了、此上ハ重申入へからす候よし、
惣百姓ニあいふれ候へく候、…

教王護国寺文
書 737

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 03 12 0 0 13970108 若狭

［太良庄領家方百姓等申状］…御百姓［  ］謹言上／［     ］
損亡事、先立三度まて歎申候、…余之所領ニハ、しゆん
せらるましく候事、洪田にて候、先立十石の損ハ、あけ
田之分給て候、あけ田の外ニ三町余の洪田之捨田お歎申
之処ニ、御奉行所・公文所御方より起請文お仕、憲法ニ
歎申候者、聞食被入候ハんと仰蒙候程ニ、則罷下候て、
百姓等一同ニ神判お仕、進上申て候ヘハ、結句、上使お
御下候て、百姓等之屋内お加責候間、御百姓等こらへか
たく候て、逃散仕て候、…

東寺百合文書
ツ函 88

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 04 0 0 0 13970207 会津 冬、雪フラス、其年の作毛吉、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ
応永 04 0 0 0 13970207 京都 旱損、 武家年代記 大日本史料 7-3

応永 04 1 0 9 13970215 大和 風吹…今日風ニ方々吹損、 東院毎日雑々
記 大日本史料 7-3

応永 04 2 0 10 13970317 若狭［東寺書下案］被仰下条々／一、去年御年貢之内損亡三分一可有［    ］事、…
東寺百合文書
オ函 93

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 04 3 0 4 13970409 大和 今夜、大風以外也、所々顚倒云々、 東院毎日雑々記 大日本史料 7-3

応永 04 6 0 11 13970713 相模（足利氏満から円覚寺衆僧中宛）炎旱数日之間、祈雨事、近日殊可被致精誠之状、如件、 円覚寺文書 大日本史料 7-2

応永 04 7 0 0 13970802 上総 鶴岡八幡宮領佐坪郷、干害、減免要求、 鶴岡事書日記 百姓一揆総合年表

応永 04 8 0 2 13970901 京都 大風、洪水、 天変地異人怪
年表 日本の気象史料

応永 04 10 0 3 13971101 播磨
［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事／先立五石分御免了、
但惣庄可打之歟又否、損失所六町計田所申之間、損失分
計可免之歟否、田所可談合云々、

東寺百合文書ﾜ
15

相生市史 7-285

応永 04 10 0 27 13971125 大和 今夜、以外大風也、南戒壇院大門吹倒之、禅定院散々吹損、東院毎日雑々記 大日本史料 7-3

応永 04 12 0 0 13971228 丹波［大山庄年貢算用状］…五石損亡分…定御年貢以上廿一石一斗七升七合…
東寺百合文書
に 23-26 大山村史 188

応永 04 12 0 0 13971228 諸国 今年、旱損稼、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系

応永 2年（1395）～応永 4年（1397）
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応永 05 0 0 0 13980127 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…壱斛
弐斗五升四合 示野村古川跡二段拾代、自請加応永五年洪
水時、皆損間除之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応永 05 0 0 0 13980127 加賀［臨川寺領加賀国大野庄年貢算用状］示野村古川跡二段十代、自請加、去応永五年洪水時、皆水損間、除之、
天竜寺所蔵文
書

加能史料戦国Ⅳ
208

応永 05 0 0 0 13980127 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘明応九年分年貢算用状］…示野村
古川跡二段拾代請加、自去応永五年洪水時、皆水損間、
除之、

天竜寺所蔵文
書 加能史料戦国 5-96

応永 05 2 0 4 13980301 京都 今夕暴風、倒今宮拝殿、 続史愚抄中篇 30 新訂増補国史大系

応永 05 2 0 16 13980313 播磨［学衆方（矢野庄）年貢等散用状（応永四年分）］四斗三升七勺　応永三（年）川（成）／二升四勺　同四年川、
東寺百合文書ｦ
43

相生市史 8上 615

応永 05 4 0 0 13980425 天下
（新見庄）天下大損亡之内、殊西国依為大旱魃、大風、洪水、
国中［  ］及損免之処ニ、当庄之内、寺家限御知行分、不蒙
損免之条、希代御沙汰也、所詮雖事多、尚以不蒙損免者、
止耕作、交山野、御公事以下於可令停止之状如件、

阿刀文書 大日本史料 7－ 3

応永 05 6 0 0 13980722 武蔵 鶴岡八幡宮領足立郡佐々目郷、昨年三分の二は満作なのに百姓ら年貢を抑留、 鶴岡事書日記 百姓一揆総合年表

応永 05 8 0 16 13981004 世間 此日、被発遣伊勢一社奉幣使、…占文云、御薬及世間病事者、…
続史愚抄中篇
30

新訂増補国史大系

応永 05 8 0 23 13981011 播磨
［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事／先立刑部上洛後、
損亡事歎申之間…不及下向、惣庄五石分可被免之由、衆
義了、

東寺百合文書ﾗ
15

相生市史 7-289

応永 05 9 0 0 13981019 山城 東寺領上久世庄不作、減免を要求して百姓列参、 東寺鎮守八幡宮
供僧評定引付 百姓一揆総合年表

応永 05 9 0 16 13981103 山城
久世上下庄損亡事、連々申之間、披露之処、当年事諸方
更ニ無其沙汰、当庄事、雖及是非、不可叶之由、直可加
下知云々、

鎮守供僧評定引
付（東寺百合ワ） 土一揆史料集成上

応永 05 9 0 26 13981113 山城 上久世庄損亡事、廿三四両日、百姓等令連参、公文子息五郎同令参、歎申之由執申候、
鎮守供僧評定引
付（東寺百合ワ） 土一揆史料集成上

応永 05 11 0 2 13981218 山城
上久世庄損亡事、一日比連々雖令申、不可叶之由、度々
令問答之処、…近隣更ニ以無損亡之儀、就当座歎申之条
不可然、

鎮守供僧評定引
付（東寺百合ワ） 土一揆史料集成上

応永 05 11 0 10 13981226 丹波［大山庄年貢帳案］…拾石五斗損免／… 東寺百合文書に 兵庫県史中世 6-341

応永 05 12 0 15 13990130 若狭［太良庄領家方年貢算用違目注文］…本注進 弐十四石五斗
九升六合六夕五才 損亡三分一、百姓引候、

東寺百合文書
オ函 100

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 06 0 0 0 13990215 若狭［太良庄領家方年貢等算用違目注文］…同六年／損亡七石二斗云々、自由立用不可用之、…
東寺百合文書
オ函 104

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 06 1 0 19 13990305 備中
［最勝光院方評定引付］新見庄去年々貢六十貫文未進事、
為大損亡之上者、少々可預御免之由、代管就歎申、六十
貫文之内、以別儀、弐十貫文可被免之…

東寺百合文書
る 17

岡山県史 20-957

応永 06 2 0 0 13990316 若狭
［太良庄百姓等申状］…損亡事、皆々并四分一損免候処
ニ、当庄事延引候て、申入候とて、他所様ニも無御免候、
歎入候処ニ、又加様事蒙仰候間、中々兎角御返事難申候、
…地下之疲無申計候処ニ、…

東寺百合文書
ハ函 97

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 06 3 0 0 13990415 若狭
若狭国多良庄御百姓謹言上…又去年之祚作事、皆々損亡
失仕候て、御百姓等歎無申計候、就夫候て、損亡事、皆々
并庄四分一損免候処ニ、当庄事延引仕候て申入候とて、
他所様ニも無御免候、

東寺百合文書
ハ 土一揆史料集成上

応永 06 6 0 17 13990728 京都 此間、炎旱御祈、被仰十人、被行水天供、 迎陽記 大日本史料 7-3
応永 06 6 0 17 13990728 京都 為炎旱祈、頃日已来、自武家、令修水天供、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系
応永 06 6 0 18 13990729 京都 夕雨、自昨日、水天供効験珍重々々、 迎陽記 大日本史料 7-3
応永 06 6 0 24 13990804 京都 今夜、祈雨奉幣也、 迎陽記 大日本史料 7-3
応永 06 6 0 27 13990807 京都 炎旱御祈、水天供、 迎陽記 大日本史料 7-3
応永 06 6 0 27 13990807 京都 為武家沙汰、自今日、又行水天供、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系
応永 06 9 0 14 13991021 京都 為明日晴祈＜依塔供養也＞有丹生・貴布袮両社奉幣、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系

応永 07 0 0 0 14000204 丹波［大山庄年貢算用状違目注文案］…一、応永七年散用状 
百十石七斗九升八合内／廿一石七斗五升損亡已下除…

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-369

応永 07 0 0 0 14000204 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…参拾
参文 宮腰在家橋爪新三郎入道家半間、河頽分地子銭、自
応永七年免許畢、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応永 5年（1398）～応永 7年（1400）
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応永 07 4 0 0 14000504 大和 ～五月、旱魃、祈雨、 興福寺略年代
記 .醍醐枝葉抄 日本災異志

応永 07 4 0 0 14000504 大和 大和旱、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系

応永 07 4 0 3 14000506 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…肆百
伍拾文 示野村光弘名内、河頽成間、至徳二年四月三日、
為河防寺家申免許、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応永 07 5 0 28 14000629 備中
［最勝光院方評定引付］新見庄代官事…去年之儀、天下無
其隠国中諸方無年貢無正躰之由令申候、…御評定之処、
誠去年事、国中無正躰之由…去年分六十貫文内於半分免
之、残卅貫分令当進者、先当年儀可指置之…

東寺百合文書
る 18

岡山県史 20-958

応永 07 7 0 4 14000803 能登 富木院知行事、漂倒船、令著寄事、地下有煩之旨、注進、仍参之処（旨）厳密被下知、被成書下了、 兼敦朝臣記 加能史料室町 1

応永 07 12 0 0 14001225 丹波［大山庄年貢算用状］…十五石 四町六反 あれ田そんまう、東寺百合文書ノ 兵庫県史中世 6-349

応永 07 12 0 8 14010101 山城 注進 桂上野御庄内下司分河成并永代沽却下地…／一、河
成分…以上七反三百歩内／但下司給四段／右注進如件、

山城国上桂 .
上野庄下司分
河成并沽却地
坪付注進状

教王護国寺文書
3-793

応永 08 0 0 0 14010124 天下 天下大飢饉、 産福寺年代記 加能地域史 11

応永 08 0 0 0 14010124 丹波［大山庄年貢算用状違目注文案］…一、同（応永）八 三十石
一斗四升 損亡已下除…

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-369

応永 08 0 0 0 14010124 山城 一、下久世庄御年貢米分／…二石応永八損亡…
山城国上下久
世庄年貢并公
事銭算用状

教王護国寺文書
3-812

応永 08 0 0 0 14010124 加賀［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…陸百文 示野村次郎太郎名河頽畠二段、依歎申、自至徳三年免許、鹿王院文書 加能史料戦国 2

応永 08 1 0 21 14010213 京都 京師、井水竭、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系
応永 08 3 0 0 14010423 大和 春、大雪、 南方紀伝下 日本の気象史料
応永 08 3 0 0 14010423 大和 従正月、大雨雪、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系

応永 08 3 0 6 14010428 備中

［最勝光院方評定引付］一、新見損亡事、六十貫請切内
四十貫文、既沙汰之…残二十貫文、懸本人可有沙汰之処、
則本人岩奈須宣深令上洛、歎申之云、去年大損亡、近国
平均之事也、且天下一同歟、争無御免哉…所詮、所残
二十貫文内半分十貫文、就彼是可被免之、

東寺百合文書
る 19

岡山県史 20-960

応永 08 4 0 11 14010602 備中
［最勝光院方評定引付］一、新見未進事、宣深尚重々歎申、
所詮、雖及数重五貫文内半分可当進、所残半分二貫五百
文可被閣之…

東寺百合文書
る 19

岡山県史 20-962

応永 08 4 0 13 14010604 京都 雹下る、 天変地異人怪
年表 日本の気象史料

応永 08 6 0 0 14010721 山城 東寺領山城国葛野郡上桂庄田数事／合七町三百歩内／除一町一反三百歩 河成／…
山城国上桂庄
田数注文案

教王護国寺文書
3-806

応永 08 7 0 0 14010819 京都 七月洪水、又玉おつる、そのひゞき大になる、 南方紀伝下 後鑑 2

応永 08 7 0 0 14010819 京都 今月、洪水、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系

応永 08 11 0 0 14011215 下野
（宇都宮）興禅寺りよう中さとの郷（栃木県河内郡上河内
村）の百性等毎年てうさん候、結句宮春辺（？）にきよちう
の事、これを其所地頭名主かれらをおかれ候事、猶向後
不可有者也、　　

寺社古状 大日本史料 7-5

応永 08 12 0 0 14020113 丹波［大山庄年貢算用状］…十六石九斗六升 あれ・ふさくふん
／八石六斗 けんそんまう／…

教王護国寺文
書

兵 庫 県 史 中 世
6-355

応永 09 0 0 0 14020212 甲斐 旱、洪水、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

応永 09 0 0 0 14020212 陸奥 陸奥飢饉 八幡長帳 日本災異志
応永 09 0 0 0 14020212 会津 今年大飢饉、七歳以下海川ニ投ジ、七歳以上ハ普代ニ渡ス、異本塔寺長帳 日本災異志
応永 09 0 0 0 14020212 陸奥 はゝき星出ル、夏、大日照、秋、洪水大風、冬、地震、 加納年代記 石巻の歴史 1

応永 09 0 0 0 14020212 陸奥 夏、大旱、 年代記略 東大謄写本
応永 09 0 0 0 14020212 陸奥 秋、洪水、大風、 年代記略 東大謄写本
応永 09 0 0 0 14020212 丹波 夏、旱、秋、洪水、大風、 天寧寺年代記 東大影写本
応永 09 0 0 0 14020212 京都 秋、こう水、大風、冬、地しん、　 仮名年代記 大日本史料 7-5

応永 7年（1400）～応永 9年（1402）
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応永 09 0 0 0 14020212 山城 夏、東寺領久世庄、風、水害により、公文真板氏を押し立て、灌漑施設の修理、検見、年貢減免を要求、 東寺百合文書 大日本史料 7-5

応永 09 0 0 0 14020212 豊前 春、彗星出、夏、大旱、秋、洪水、大風、冬、地震ス、 豊前国下麻生村
禅源寺年代記録 中山重記校訂

応永 09 0 0 0 14020212 陸奥 陸奥飢饉し、民食なく、多く児を棄つ、 日本野史 日本震災凶饉攷

応永 09 0 0 0 14020212 丹波［大山庄年貢算用違目注文案］…一、同（応永）九年 四十六
石七斗六升九合七勺五才 損亡已下除

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-369

応永 09 0 0 0 14020212 若狭 注進 太良庄領家方 応永九年 年貢散用状之事…十五石八斗
四升 損亡御免… 

若狭国太良庄領
家方年貢算用状

教王護国寺文書
3-847

応永 09 2 0 0 14020313 尾張
［妙興寺雑掌宗亨年貢宛行状 牛野百姓等中］…右、雖為彼
下地七町六段四十歩、分銭廿六貫五百六文、為夏秋損亡
不作、減六貫文令免除之、…

妙興寺文書 愛知県史資料編
9-809

応永 09 3 0 0 14020412 諸国 ～九月、京都及諸国、亦大旱 和漢合運 . 分
類年代記 日本災異志

応永 09 3 0 0 14020412 会津 七月迄、雨少モ不降、大旱、別会津草木諸作焼枯、 塔寺八幡宮長帳 日本凶荒史考

応永 09 4 0 0 14020512 越後 夏大旱、秋彗星出、当国川々大洪水、冬大地震、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

応永 09 5 0 0 14020610 駿河
大旱魃、畠少々実り、田作ハ皆損、加之、秋者、又霖雨大風、
其冬、地震ニ而畠割レ、其口十間計、此所越内割レと異
名セリ、

大平年代記 沼津資料集成 8

応永 09 6 0 0 14020710 京都 夏大旱、 南方紀伝下 旱魃霖雨史料
応永 09 6 0 4 14020713 京都 雨祈被始行孔雀経護摩、 仁和寺御伝 日本凶荒史考
応永 09 6 0 4 14020713 京都 有祈雨修法、依大旱也、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系

応永 09 6 0 6 14020715 京都 祈雨、十一面絵、 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

応永 09 7 0 15 14020822 京都 大風、洪水、 大日本帝王年
代記 日本の気象史料

応永 09 8 0 0 14020907 近江
［山門東塔北谷禅林院集会事書案］応永九年九月山門東塔
禅林院集会議曰／可相触…大原庄地頭方事／…爰去月中
旬比、依大風彼寺塔婆并房宇等破損之由、就風聞之説、
差下公人検知之処、誠於宝塔者已令顚倒之間…

大原観音寺文
書 119

史料纂集

応永 09 8 0 0 14020907 近江
［蒲生郡馬淵村諏訪神社棟札］「造栄料足半分領主奉加…」
（この年の大風は近江各地の鎮守社殿の倒壊をもたらす、
同年再興）

近江蒲生郡志
6

湯浅治久「人民の
歴史学」157

応永 09 8 0 0 14020907 近江
［愛知郡吉田村春日神社棟札］「造栄料足半分地頭吉田安
芸守殿奉加」（この年の大風は近江各地の鎮守社殿の倒壊
をもたらす、同年再興）

近江愛知郡志
4

人民の歴史学 157

応永 09 8 0 14 14020920 京都 雨降風吹、入夜以外狼藉、 吉田家日次記 大日本史料 7-5
応永 09 8 0 15 14020921 京都 風吹忽破人屋、超過去年七月大風云々、 吉田家日次記 大日本史料 7-5

応永 09 8 0 19 14020925 山城 大風吹了、…社頭東御前ノ御前五ヨウノ松タヲレ候、 石清水八幡宮
記録 大日本史料 7-5

応永 09 9 0 17 14021022 伊勢 大風、洪水、 伊勢記 日本の気象史料

応永 09 9 0 28 14021102 播磨 一、矢野庄損亡事、重申状挙事、重又五石分可免之由、治定了、以上十石、
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-70頁

思文閣

応永 09 9 0 28 14021102 山城 一、上野損亡事、二石分可許之由治定云々、
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-70頁

思文閣

応永 09 10 0 0 14021105 陸奥 霖雨寒冷、 塔寺八幡宮長帳 日本震災凶饉攷

応永 09 10 0 13 14021117 山城 一、近辺損亡事、不可免之云々、
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-71頁

思文閣

応永 09 10 0 19 14021123 播磨 一、矢野庄損亡事、重又五石分被免云々、已上十五石、
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-72頁

思文閣

応永 09 11 0 19 14021222 播磨［二十一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、重五石、已上廿五石
東寺百合文書
天地 14

相生市史 7-299

応永 09 12 0 0 14030103 丹波［大山庄年貢算用状］…除／弐十七石六斗九升九合七勺五才 四分一損免／…拾三石七斗五升 荒・不作、
東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-358

応永 09 12 0 0 14030103 諸国 有夏旱、秋風水、冬地震等云、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系

応永 9年（1402）～応永 9年（1403）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応永 10 0 0 0 14030201 駿河 同十年癸未迄、両年ハ貢不納ニ被成下候、 大平年代記 沼津資料集成 8

応永 10 3 0 0 14030401 会津 会津大雪、地震続、八月まで飢饉、但当年豊作、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

応永 10 3 0 2 14030402 京都 雹降る、 天変地異人怪
年表 日本の気象史料

応永 10 3 0 11 14030411 世間 百花已得盛云々、然而川東辺無人冷然、世間飢饉以外也、吉田家日次記 日本凶荒史考
応永 10 3 0 17 14030417 京都 今暁、霜白屋上寒気甚、寒暖不同、気節錯乱、不便歟、 兼敦朝臣記 加能史料室町 1

応永 10 5 0 0 14030530 摂津
［春日社領榎坂郷名主百姓等申状案］…近比垂水庄　＜号
蔵人村＞成荒庄、土民百姓等最少也、将亦田畠等無正躰
…就中河成廿七町…

東寺百合文書
み 32-48 吹田市史 5-232

応永 10 6 0 3 14030701 京都
入夜、甚雨雷鳴、雨脚聊休止之時分、相国寺大鐘頻有声
之間、乍驚立出寝所、欲相尋仔細之所、相国寺大塔炎上
云々、凡迷惑無極也、

兼宣公記 後鑑 2

応永 10 8 0 3 14030829 上総 大風、上総国海嘯、 天変地異人怪
年表 日本の気象史料

応永 10 9 0 22 14031017 伊勢 伊勢、大風雨、 吉田家日次記 日本の気象史料
応永 10 10 1 23 14031216 京都 自暁更至昼程、甚雨如車軸、 兼敦朝臣記 加能史料室町 1

応永 11 0 0 0 14040220 駿河 貢物半減相成、 大平年代記 沼津資料集成 8

応永 11 0 0 0 14040220 天下 天下飢饉＜旧記＞、 信陽雑志 大日本史料 7-6

応永 11 0 0 0 14040220 山城 注進 拝師庄応永十一年御年貢散用事…［ ］石一斗六升二
合 新川成（ほか三筆）

山城国拝師庄
年貢算用状案

教王護国寺文書
3-864

応永 11 2 0 9 14040329 尾張
［服部宗直契約状］…宗直［   ］之間者、知行仕之、可致渡
世候、随而存命中、可及餓死体候者、雖此内少分連々令
沽却之、可続命候、…

妙興寺文書 愛知県史資料編
9-849

応永 11 5 0 18 14040704 天下
一、上野庄新井料事、新井料事、雖為少事、可下給之由、
望申之間、披露処、天下大洪水、或旱魃之時者、給之、
而非洪水、非旱魃、望申之条、無其謂、不可叶之由、下
知之旨、評定了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-92頁

思文閣

応永 11 6 0 3 14040719 山城
一、上野庄井料事、去月新井料事、雖歎申、無許容之処、
先日洪水以外之間、可給井料之由、百姓等、両度罷上、
歎申之間、披露処、一石分可給之由、評定了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-97頁

思文閣

応永 11 7 0 18 14040901 山城 依炎旱、祈雨事、被仰出之由、…
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-102頁

思文閣

応永 12 0 0 0 14050209 駿河 ない割レ之久保を発シ、作を仕付ル（此所を大久保異名す）大平年代記 沼津資料集成 8

応永 12 0 0 0 14050209 山城 東寺領久世、上野庄、水害から井料要求、 東寺百合文書 大日本史料 7-7
応永 12 2 0 13 14050322 若狭 大風吹て、遠敷二宮楼門吹倒畢、 若狭国守護次第 日本の気象史料

応永 12 2 0 13 14050322 若狭 下宮楼門、大風に被吹倒了、同日八幡宮大鳥居、大風に被吹倒了、
若狭国税所今
富名領主代々
次第

日本の気象史料

応永 12 2 0 13 14050322 若狭 若狭大風、遠敷二宮楼門・八幡宮鳥居倒、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系

応永 12 5 0 0 14050606 会津 草木枯、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

応永 12 5 0 0 14050606 京都 山木枯槁、至六月十三日、六千六百卅四本、 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

応永 12 5 0 22 14050627 大和 春日ノ神木、無故枯、 加納年代記 石巻の歴史 1

応永 12 5 0 22 14050627 大和 春日神木六千余本枯、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 12 5 0 22 14050627 大和 去廿一日以来見付云々、春日社頭木五六千本枯云々、 教言卿記 後鑑 2

応永 12 5 0 26 14050701 大和 春日山樹六千余株枯… 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系
応永 12 5 0 26 14050701 大和 春日社頭木、五、六千本枯云々、凡虫付、枯之由申、 教言卿記 改定史籍集覧 24

応永 12 6 0 0 14050706 日本 大雨、日本洪水、大飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

応永 12 6 0 0 14050706 京都 祇園社鳥居倒、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 12 6 0 9 14050714 陸奥 洪水、 加納年代記 石巻の歴史 1

応永 12 6 0 9 14050714 丹波 大洪水、 天寧寺年代記 東大影写本
応永 12 6 0 9 14050714 京都 こう水、 仮名年代記 大日本史料 7-7
応永 12 6 0 9 14050714 京都 大水、祇園社華表倒、圧死者二十余人、 続本朝通鑑 日本の気象史料

応永10年（1403）～応永12年（1405）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応永 12 6 0 9 14050714 京都 京師洪水、祇園社鳥居倒、 続史愚抄中篇 31 新訂増補国史大系

応永 12 6 0 13 14050718 大和 就中、山木数百本枯之処、ヤカテ本復云々、奇瑞之至、珍重々々、神慮之条、尚々珍重、嘉元之時如此、 教言卿記 改定史籍集覧 24

応永 12 6 0 14 14050719 山城
一、上野庄井料事、先日洪水以外之間、給井料、可掘溝之由、
申之間、任例懸名主等、可致其沙汰之由、可成書下之由、
評定了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-133頁

思文閣

応永 12 8 0 0 14050903 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

応永 12 8 0 0 14050903 天下 大風吹、天下損亡、人民多渇死、此時、天下一同ハシカ病、立川寺年代記 大日本史料 7-7

応永 12 9 0 16 14051018 山城

一、上野庄井料并損亡事、井料事、連々雖歎申、先立懸
惣庄之名主、可有其沙汰之由、被遣書下之間、以其分致
沙汰之処、寺家分可有御免之由、申之間、先度、一石分
為寺家御免了、重又申入之条、雖不可然、度々歎申之間、
三斗分可有御免之由、評定了、又損亡事、諸庄園無御免
之間、不可叶之由、治定了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-138頁

思文閣

応永 12 9 0 26 14051028 播磨
矢野庄損亡等事／矢野庄損亡雖申之、不可有御免候云々、
／同庄損亡事、／先立五石分御免了、雖然重捧告文歎申
之上者、重五石可有御免、都合十石可有御免之由評定了、

東寺百合文書
く 土一揆史料集成上

応永 12 10 0 8 14051108 山城 一、寺辺水田損亡間事、百姓等連々歎申之間、披露之処、不可叶之由、評定了、
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-142頁

思文閣

応永 12 10 0 19 14051119 播磨
［廿一口方評定引付］一、（矢野庄）損亡事／先立五石分御
免了、雖然重捧告文、歎申之上者、重五石分可有御免、
都合十石可有御免之由、評定了、

東寺百合文書
く 2

相生市史 7-309

応永 12 11 0 12 14051212 播磨

一、矢野庄損亡事、先日御評定之時、十五石分御免之間、
以其分、年貢可運送歟之由、相待之処、御代官＜因幡法
橋＞一人令上洛、猶損亡事、無御免者、御年貢事、運送
不可叶之由、百姓等堅申所存之間、無力上洛仕了、急有
御免、御年貢可催促仕之由、申之間、披露之処、此上事者、
重可免十五石分、都合彼是卅石分、可有御免之由、治定了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-145頁

思文閣

応永 12 12 0 0 14051231 若狭（前欠、太良庄）…一貫二百六十五文 麦損亡ニ、御百姓等
引申候…

若狭国太良庄
年貢算用状

教王護国寺文書
3-871

応永 12 12 0 0 14051231 若狭［太良庄地頭方年貢等算用状］…一貫四百九十文 麦損亡 
御百姓等引申候、

東寺百合文書
フ函 78

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 13 0 0 0 14060129 加賀 大風吹、 産福寺年代記 加能地域史 11

応永 13 0 0 0 14060129 美濃 大飢渇、八木七升ツヽ、大豆一斗、 荘厳講執事帳 白山史料集下
応永 13 0 0 0 14060129 京都 春飢饉、 文正年代記 日本災異志

応永 13 0 0 0 14060129 天下 天下大飢饉而、人民死、徳阿弥、祐阿弥、妙阿弥来乞救、正法（寺）年譜住山記
正法寺総合調査報
告書

応永 13 0 0 0 14060129 天下 天下飢饉、秋、洪水大風、冬、十一月朔日大地震、 加納年代記 石巻の歴史 1

応永 13 0 0 0 14060129 丹波 大飢饉、 天寧寺年代記 東大影写本

応永 13 0 0 0 14060129 天下 春、天下大ニ飢ス、秋、洪水大風、冬、地震ス、 豊前国下麻生村
禅源寺年代記録 中山重記校訂

応永 13 0 0 0 14060129 会津 この年、会津大風雨、大水、飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

応永 13 3 0 0 14060329 諸国 春、飢饉、 文正年代記 日本震災凶饉攷
応永 13 3 0 0 14060329 天下 春、天下飢饉、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 13 4 0 2 14060429 諸国［廿一口方評定引付 第 16冊］当年飢饉以外、 東寺百合文書
天地 東大写真帳

応永 13 4 0 15 14060512 世間

一、寺内輩申、当年事、世間以外飢饉、無是非之間、以
別儀、以五百疋分科怠、蒙御免者、可畏入之由、重歎申
之間、披露之処、如此連々歎申之上者、以五百疋分、可
有御免、就其、供僧中事、悪様不申之上、職掌・中綱等、
向後殊可致奉公由、以起請文、可進請文之由、可加下知
之旨、衆儀了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-155頁

思文閣

応永 13 6 0 0 14060625 越中 大洪水に而、野尻川へ入、夫より追々東へ決流し… 石埼記録 日本の気象史料
応永 13 6 1 0 14060725 京都 ～八月、大旱、 分類本朝年代記 日本災異志
応永 13 6 1 4 14060728 大和 春日山木三千余株枯、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系
応永 13 8 0 0 14060922 紀伊 熊野大風、洪水、七人衆ノ川舟九艘流ス、 熊野年代記 印影本
応永 13 8 0 0 14060922 天下 春、天下きゝん、 仮名年代記 大日本史料 7-8

応永12年（1405）～応永13年（1406）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応永 13 8 0 0 14060922 京都 秋、こう水、大風、 仮名年代記 大日本史料 7-8
応永 13 8 0 5 14060926 天下 春、天下飢饉、八月五日洪水、大風、 南方紀伝下 日本凶荒史考
応永 13 8 0 5 14060926 京都 洪水、大風、拱比楼吹倒、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 13 8 0 22 14061013 越中 廿二日・廿四日、三日間、大風、大雨降、大洪水出、五穀損亡、人畜多死、 立川寺年代記 続群書類従 29下

応永 13 8 0 24 14061015 常陸 夜大風、冬、大旱百日、 和光院和漢合運 東大謄写本
応永 13 8 0 24 14061015 丹波 夜大風、 天寧寺年代記 東大影写本
応永 13 8 0 24 14061015 越後 大地震、大風、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
応永 13 8 0 24 14061015 京都 止雨奉幣被行、 教言卿記 大日本史料 7-8
応永 13 8 0 24 14061015 京都 終夜大風、神社仏閣人屋［　　］ 皇代略記 大日本史料 7-8

応永 13 8 0 24 14061015 京都
夜半已後大風、卯刻北山外門顚倒、并北野森大杉数十本
絶根吹抜云々、其外諸方住屋門已下不知其数顚倒、前代
未聞、希代事也、就中、当寺小楽坊顚倒、于時申候、

東寺王代記 大日本史料 7-8

応永 13 8 0 24 14061015 大和 大風吹、 興福寺年代記 大日本史料 7-8
応永 13 8 0 24 14061015 京都 夜大風、北野林木摧折、拱北楼倒、 武家年代記 大日本史料 7-8

応永 13 8 0 24 14061015 京都
夜大風吹、破桧皮以下之間、御神体忽被侵雨露給之条、
言語道断至也、就中、大師止住西院内一宇既顚倒畢、其
外諸堂風損具不能言上、可有上察者哉、

東寺百合文書
て 20-29 大日本史料 7-8

応永 13 8 0 24 14061015 京都 終夜大風、 如是院年代記 新校群書類従 20

応永 13 8 0 24 14061015 京都 被発遣止雨奉幣、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系

応永 13 8 0 24 14061015 京都
今夜大風＜自丑刻、至卯刻＞太政官庁悉倒、入道前太政
大臣＜義満＞、北山第惣門、花山院大納言＜忠定＞、第
四脚門、及諸家車宿対屋等多倒…賀茂山樹舎屋等多倒、
吉田社破壊、…

続史愚抄中篇
32

新訂増補国史大系

応永 13 8 0 25 14061016 山城
去夜丑刻ヨリ、大風、卯一点マテ吹、無是非事也、凡此
風ニ官司顚倒、北山殿惣門花山四足、其外、諸家車宿以下、
対屋等、破損希代事也、初丑寅風、後東風也、

教言卿記 改定史籍集覧 24

応永 13 8 0 27 14061018 山城 一、御影堂風損失事、去廿四日夜大風、小子坊転倒、西僧坊渡廊以下、同転倒了、
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-167頁

思文閣

応永 13 9 0 2 14061022 京都 為止雨御祈…翌日御結願、天晴風冷、雨気退散云々、 仁和寺御伝 大日本史料 7-8
応永 13 9 0 2 14061022 京都 被行止雨御祈、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系

応永 13 9 0 6 14061026 京都
［廿一口供僧一臈普光院頼暁書状案 別当法眼（教信）宛］止
雨御祈事、今日結願仕候、仍巻数一枝進之候、…止雨御
祈百座尊勝供、廿一口之内、已灌頂輩勤仕候了、

東寺百合文書
イ函 67

東寺百合文書 1

応永 13 9 0 8 14061028 京都 止雨御祈事、今日結願仕候、 東寺百合文書
イ 128-148 大日本史料 7-8

応永 13 9 0 20 14061109 京都 庵壁、先日大風ニ吹破壊之間、柱廿直之、 教言卿記 大日本史料 7-8

応永 13 12 0 0 14070119 丹波

［大山庄年貢算用状］…九石四斗八升 あれ・ふさく／…但、
西田方かねて申入候しことく、さんさんのしたいニ候之
間、損亡の事申候しを、御めんなく候し程に、そのふん
を御百姓等ニ申付て候へハ、皆々作毛をすてをきて候し
程に、如此候てハ、御公平すき候へき間、時分以後候て、
半損免して候へハ、その［　］少々田をかりたる物も候、
又大略ハ、すておくしきにて候ほとに、御土貢卅六石余を、
以上七石八斗七升五合納了、のこる廿八石一斗二升五合
ハ、当損亡ニなりて候間、未進如此候間、…

東寺百合文書
に 27

大山村史 200

応永 13 12 0 0 14070119 天下 有咳病流布、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系
応永 14 0 0 0 14070217 京都 大飢、 記伝 日本災異志
応永 14 0 0 0 14070217 京都 此年、大旱魃、 南方紀伝下 日本の気象史料
応永 14 0 0 0 14070217 諸国 諸国、大に飢え、咳病流行す、 南方紀伝下 日本震災凶饉攷
応永 14 0 0 0 14070217 京都 霰降、此年大旱魃、 南方紀伝下 大日本史料 7-9

応永 14 0 0 0 14070217 若狭（前欠、太良庄）…五斗三升三合三勺三才 自応永十四年、
川成、

若狭国太良庄
年貢算用状

教王護国寺文書
3-929

応永 14 1 0 0 14070217 諸国 諸国、大地震、山崩谷埋、寺社民家倒壊、飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

応永 14 1 0 5 14070221 天下 地震、天下旱魃、 加納年代記 石巻の歴史 1

応永13年（1406）～応永14年（1407）
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応永 14 3 0 7 14070423 山城

一、上野井料間事、去年、依大雨、井口馳塞之間、可賜
検使之由、百姓烈（列）参、及度々申之間、公文所代若狭
房・乗観法橋・乗喜下之、井口馳塞、大石流重、而無左
右難堀（掘）之、可為数百人之煩之由、検使申之、諸名主
可合力之由、可被成書下之由、百姓参申之、先々井堀之時、
合力勿論也、仍書下成之、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-177頁

思文閣

応永 14 6 0 15 14070728 京都 自今夕、祈雨御願事、被始行云々、 教言卿記　 日本凶荒史考
応永 14 6 0 15 14070728 京都 被行請雨御祈、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系
応永 14 7 0 7 14070819 天下 天下炎旱、以外之間、重祈雨立願之状令進候、 応永十四暦日記 大日本史料 7-9
応永 14 8 0 17 14070927 山城 今日、止雨御祈事、醍醐寺、東寺被仰之、 応永十四暦日記 大日本史料 7-9

応永 14 8 0 19 14070929 京都 止雨御祈事、今日、先可被結願候、 東寺百合文書
せ 21-36 大日本史料 7-9

応永 14 8 0 22 14071002 陸奥 夜大風、内裏北門倒、 加納年代記 石巻の歴史 1

応永 14 8 0 24 14071004 京都 大風、咳病、 南方紀伝下 大日本史料 7-9

応永 14 9 0 0 14071011 若狭

［太良庄本所方百姓等申状］大良庄本所御方御百姓等謹
言上／右言上旨者、当年之大日てり＜五月廿日・廿一
日より七月十日まて、大日てり＞候て、田畠やけうせ候
ぬ、又たまたまやけのこり候田出候ハんとし候処に、七
月十一日より大あめふりそめ候て、八月二日ニ大水出候、
同大風ふき候て、廿日はかり大水こみ候て、さらにいね
出ゑす候、此外、ふさくの御下地二町五反あまりこみそ
んし候間、御百姓等のなけき、せひなく候、かやうに候間、
上御使お御下候て、御けんみ候て、御百姓等お御たすけ
候へく候、仍目安状如件、

東寺百合文書
ツ函 98

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 14 9 0 1 14071011 山城
一、寺辺散在田地損亡事、百姓等、立稲毛、可歎申之由、
申之処、誘種々、被刈稲了、就其、損亡事、所詮植松庄
可被遣程、可下給之由、百姓等申之間、其分令披露了＜追
加評定、寺辺下地、坊用桝三升充、免之了＞

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-183頁

思文閣

応永 14 9 0 11 14071021 播磨
一、矢野庄損亡事、当庄事、当年以外損亡之由、百姓等
捧目安之間、披露之処、当年事、諸方損亡歟之間、所詮、
両方分拾石、可有御免之由、治定了＜供僧方五石／学衆
方五石云々＞、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-183頁

思文閣

応永 14 9 0 14 14071024 若狭

（年次は推定）［太良庄百姓等申状］抑日焼之事、度々御侘
言申上候、今月三日之大風、同九日十日之大是非を難申
候、早々以御上使御見せ申され候て可預御扶持候、畠之
事御侘言申上候ヘ者、…夏蒔と申候て、一本も麦を蒔候も、
川かゝりハ御下地共、かやうの事ハ、五十年卅年之内に
も申候、返々いそき御上使を御申候て下申候、為其、以
飛脚申上候、…

東寺百合文書
ツ 245

東大影写本

応永 14 9 0 19 14071029 若狭
（年次は推定）［太良庄公文弁祐書状］…今度の損亡の事ハ、
国中一向損亡にてもなく候、これハ水損のさいにハ、皆々
損亡出され候、

東寺百合ツ文
書 248

東大影写本

応永 14 9 0 19 14071029 京都 大風吹、大飢饉、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 14 10 0 0 14071109 美濃 大雪、五十年以後、以外事也、 荘厳講執事帳 白山史料集下

応永 14 10 0 2 14071110 若狭

［太良庄代官朝賢・公文弁祐連署注進状］抑当御庄損亡事、
御書下之旨、御百姓等披露仕候処ニ、当年国中損亡之事、
諸郷保半分三分二被免候所に、とも［   ］御百姓等なけき申
候、ことさら当御庄者、損失て候間、半分にてもかなう
ましき由、賢なけき申上候、今度之御書下御左右ニより
候て、御下地等かり申候へく候由、申上候間、能様ニ御
披露候て、早々彼御百姓等御下候へく候、御延引候てハ
いよいよ正躰あるましく候、…田畠損失て候事者、日々
にまし候て…

東寺百合文書
ツ 99

東大影写本

応永 14 10 0 3 14071111 播磨
一、矢野庄損亡事、先度、拾石分御免之処、重百姓等捧
起請文、歎申之間、披露之処、重五石分、可有御免之由、
治定了、仍都合十五石＜供僧・学衆／両方分＞分御免了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-187頁

思文閣

応永 14年（1407）
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応永 14 10 0 9 14071117 若狭

［太良庄代官朝賢・公文弁祐連署注進状 東寺惣公文所宛］
畏申上候／抑当御庄損亡事、御書下之旨、御百姓等披露
仕候処ニ、当年、国中損亡之事、諸郷保半分・三分二被
免候所々とも候よし、御百姓等なけき申候、ことさら、
当御庄者、損失て候間、半分にてもかなうましき由、堅
なけき申上候、今度之御書下御左右ニより候て、御下地
等かり申候へく候由、申上候間、能様ニ御披露候て、早々
彼御百姓等御下候へく候、御延引候てハ、いよいよ正躰
あるましく候、為此、重御百姓目安進上仕候、田畠損失
て候事者、日々にまし候て、せひなく候、諸事重申上候
へく候、恐惶謹言、

東寺百合文書
ツ函 99

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 14 10 0 16 14071124 若狭
［太良庄代官朝賢・公文弁祐連署注進状］…一、当年損
亡の事、七分一なんとゝ蒙仰候、さらに御百姓等御返事
をよはす候よし申候て、かれこれに重御百姓等上洛仕候、
／…

東寺百合文書
オ函 133

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 14 11 0 4 14071212 播磨
［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事／先度十石分御免之
処、不可叶之由、百姓等歎申…当年事諸方損亡云々、仍
相副十石、都合廿五石可有御免之由評定了

東寺百合文書ﾈ
81

相生市史 7-313

応永 14 12 0 15 14080122 丹波

［大山庄一井谷百姓等申状］…一、不作河成八石四斗一升、
同三石一斗賀茂くわへ候て注進申上候、／一、廿四石八
斗三升西田井不作捨田分半分沙汰仕候へと被仰下候、此
下地、他庄之作人程遠候間、不催促及、殊更当年損亡事
にて候

東寺百合文書
に 27-30上 大山村史 203

応永 14 12 0 15 14080122 丹波
［大山庄一井谷分年貢算用状并未進注文］…拾弐石 損免
…／一、西田（井）方事者、当年雖損亡、作毛少々於見及
候下地者、涯分可致其沙汰之由、堅御百姓等仁申付候了、
…一、出田事、一町六反者、西田内ニ候間、皆損候…

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-378

応永 14 12 0 17 14080124 摂津
一、垂水庄年貢事、付五節供物事、当年皆損之間、一銭
難致沙汰之由、御代官＜浜／四郎＞＜ヱ坂ノ辻子四郎＞
雖申入、雖少事、不沙汰、不可叶之由、加問答之間、弐
貫文可進上之由、申之間、此分令披露了、…

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-190頁

思文閣

応永 15 0 0 0 14080207 美濃 雪更不降、米四升ツヽ売、 荘厳講執事帳 白山史料集下
応永 15 0 0 0 14080207 京都 大飢、 年代記抄節 日本災異志

応永 15 0 0 0 14080207 諸国 諸国、三日病流行、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

応永 15 0 0 0 14080207 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…拾貫
文 大野・宮腰在家地子銭、山頽、浜ニ成、河成損免分也、
応永十五年・六年免状在之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応永 15 1 0 0 14080207 甲斐 コウヒ疫病、 妙法寺記 大日本史料 7-11
応永 15 1 0 13 14080219 甲斐 夜大風、 妙法寺記 富士吉田市史史料編 2

応永 15 2 0 0 14080307 若狭
［東寺雑掌申状案并具書案］…或百姓逃散、或下地不作之
間、遂年々貢有名無実之条、言語同断之至也、如今者、
御願忽可闕退之条、歎而有余者哉、…

東寺百合文書
し函 65

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 15 3 0 0 14080406 若狭［東寺雑掌申状案］…或百姓逃散、或下地不作之間、送年々成荒所者也、…
東寺百合文書
し函 66

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 15 5 0 10 14080613 京都 被発遣祈雨奉幣使、於丹生・貴布袮等社、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系

応永 15 5 0 19 14080622 山城

一、上野庄用水間事、当庄井、去年洪水之後、古井、水
便不宜之間、別在所、水便可然之間、掘新井、当年旱魃
過法之間、流末五ケ庄沙汰人以下、遺恨無極、上野庄堀
新井、任雅意取用水之段、不可然之由、申之、率大勢、
切塞井、然間当庄百姓、如元堀井、重可切塞之由、五ケ
庄荒増之様、風聞之間、上久世公文槙田（舞田康貞）可籌
策之由、申付之間、及数反（遍）依令問答、当年計者、可
閣之旨、五ケ庄領状了、槙田随分令粉骨也、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-205頁

思文閣

応永 15 6 0 0 14080703 諸国 諸国、三日病流行、 年代記抄節 日本災異志
応永 15 6 0 0 14080703 京都 祈雨、 東寺百合文書く 旱魃霖雨史料
応永 15 6 0 0 14080703 下野 依無降雨、民有其煩間…祈禱由、 鑁阿寺文書 5 旱魃霖雨史料
応永 15 6 0 0 14080703 天下 天下一同、三日病、 立川寺年代記 続群書類従 29下

応永 15 6 0 19 14080721 山城 祈雨并神泉苑掃除事、…
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-208頁

思文閣

応永14年（1407）～応永15年（1408）
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応永 15 6 0 27 14080729 下野
依無降雨、民有其煩間、任先規、可被致祈禱由、以前令
相触之処、既其感応尤殊勝、雖然、重致精誠、［ ］法雨、
可被撫育民状、如件、（鎌倉府祈雨状）

鑁阿寺文書 大日本史料 7-10

応永 15 7 0 7 14080807 大和 祈雨相撲沙汰之、 東院毎日雑々記 大日本史料 7-10
応永 15 7 0 19 14080819 大和 自晩頭入夜大風雨、所々多吹損云々、 東院毎日雑々記 大日本史料 7-10
応永 15 7 0 19 14080819 山城 山科カウノ辻鳥居…大風ニ顚倒云々、 教言卿記 大日本史料 7-11
応永 15 7 0 19 14080819 山城 今夜大風、山科郷辻鳥居倒云、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系
応永 15 7 0 21 14080821 山城 山科郷ノ辻鳥居、十九日大風ニ顚倒云々、今日注進之、 教言卿記 改定史籍集覧 24

応永 15 8 0 0 14080831 美濃 大風、寺蔵木吹ヲリテ打ヤフル、 荘厳講執事帳 白山史料集下
応永 15 8 0 0 14080831 越中 大風吹、大飢饉、 立川寺年代記 続群書類従 29下
応永 15 8 0 4 14080903 山城 大風、洛中外舎屋仏閣数万倒、東寺鎮守八幡宮壊、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系

応永 15 8 0 12 14080911 山城 夜大風頻ニ吹テ、洛中洛外ノ房舎仙閣数万顚倒、是希代事也、依之、鎮守損破シテ、御神躰併侵雨露、 東寺執行日記 大日本史料 7-10

応永 15 8 0 12 14080911 京都
大雨大カセニ、若宮下ドノヽ御ウシロタツミ角ノ大刀辛
ヲノ御ウシロノ瑞籬ノ内、大スギ二本連ネノ木フキ倒ト
キ、御ムネ木ニカカリテ、御ムネギ落給畢、先代未聞ノ
重事也、

若宮殿臨時御
遷宮日記 日本凶荒史考

応永 15 9 0 0 14080929 山城

東寺八幡宮御領上久世名主等謹言上／右当年旱魃、無古
今之風聞也、名主百姓等、随分雖修固井溝、既に桂河瀬
絶上者、所不及人民力也、然間、御領以外干損也、其上
に早田中田未熟之時分、七月之大風に大略半損仕候了、
所憑存相残作毛、八月之大風、晩田ニ秀吹最中雨、稲華
損失候、随而損亡之歎申処、五石御免云々、□□段別之
僅八合計也、如今者、有名無実御名也、全損亡不下給者、
争得苅取事、若損亡之御免及遅々者、枯穂以下殊可令朽損、
奉為上方、為百姓等、弥々可為失墜損亡者也、所詮名主
百姓等令姦謀被思食者、早蒙御免、翻中王之裏、欲捧起
請文者也、謹言上如件、

東寺百合文書
を 90

日本凶荒史考

応永 15 9 0 5 14081003 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事／当庄依旱魃、作
稲之式無正躰、被下検使、損石之様可被注之由、百姓歎
申之分、

東寺百合文書
く 4

相生市史 7-314

応永 15 9 0 5 14081003 播磨
一、矢野庄損亡事／当庄依旱魃、作稲之式無正躰、被下
検使、損否之様可被注之由、百姓歎申之分、両代官執申之、
披露之処、不可叶之由、大都可加下知之旨、評義了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-212頁

思文閣

応永 15 9 0 11 14081009 播磨
一、矢野庄損亡事、当庄依旱魃皆損之由、百姓捧起請、注進、
歎申之由、上野房有上洛、申之趣、披露之処、少分損免分、
不可事行歟、追而可有評定云々、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-212頁

思文閣

応永 15 9 0 15 14081013 播磨

一、矢野庄損亡事、庄家損亡、異例年、及大儀之間、寺
僧中有下向、地下事共、可有沙汰歟、近年之儀、有名無
実也、以次有沙汰者、可為興隆歟、然而為損亡者、不可
然、寺僧下向者、只今ハ斟酌一途、作稲去夏旱魃、以外
損失之由、上野委細申之間、当年播州之式、凡無隠事共也、
所詮、年貢内、参分壱可被免之由、書下可成之、次和市事、
近年無正躰、向後不可有私曲之由、両代官・田所可捧告
文之間、堅可申付之分治定了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-213頁

思文閣

応永 15 10 0 9 14081106 播磨 一、矢野損亡事、自因幡法橋、令上洛、作稲損失以外之由、申之、評定之処、重而弐十石可免之由、衆議了、仍書下成之、
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-214頁

思文閣

応永 16 0 0 0 14090126 駿河 応永十六年己丑年迄、六ケ年、貢半減ニ指納候、 大平年代記 沼津資料集成 8

応永 16 4 0 8 14090531 京都 未刻、霰降、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 16 4 0 8 14090531 京都 此日、雨雹云、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系
応永 16 8 0 0 14090919 天下 天下大飢渇、人民死、五、六月、三日病、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
応永 17 0 0 0 14100213 諸国 諸国、疫疾大行、 年代記抄節 日本災異志

応永 17 0 0 0 14100213 駿河
又夏旱魃ニ付、修源（験カ）を請して、江尻橋ニおゐて雨
乞祈禱、此年より雨次も宜敷候而、作毛茂宜敷故、此年
より修源を居置而村之祈願所とす、西ニハ当光院、東ハ
南蔵院といふ、

大平年代記 沼津資料集成 8

応永 17 0 0 0 14100213 讃岐 小鼠乱満人家、食田畑諸実、人民愁之、 讃岐国大日記 大日本史料 7-14

応永15年（1408）～応永17年（1410）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応永 17 1 0 17 14100301 常陸 砂フル、六月中旬、三日ヤミ、 和光院和漢合
運 東大謄写本

応永 17 2 0 9 14100323 播磨
［学衆方（矢野庄）年貢等散用状（応永十六年分）］…二升四
勺　同（応永）四年川（成）／三斗六升三合　同六年川／三
斗三升六合二勺　同十六年川＜上使下向時検知了＞

東寺百合文書ｦ
59

相生市史 8上 806

応永 17 3 0 7 14100420 山城

一、上野庄井堀事、彼庄新井、去年興大儀、堀入桂川、
於当庄取用水之処、依去年八月洪水、馳塞之間、当年又、
諸名主、一反別弐斗充分、可合力于百姓之由、可相触云々、
去年井料、諸名主、五斗充致沙汰処、西方（芳）寺、纔反
別三百文充分、令沙汰、相残分、彼寺名主得分、百姓令
立用、留置之処、付大使責取、西方寺、仍彼下地＜一町
二反＞可上之由、百姓申之間、去年沙汰之次第、不可然、
彼井料残分、可有下行百姓之由、以雑掌申遣彼寺（西芳寺）
之処、自当年、如余之名主可致沙汰、去年残分可沙汰条、
難治之由、申之、其後百姓来申云、自西方寺相語百姓、
可付毛於下地之由、申之間、令領状之由、申之、無為可
然之由、返答了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-231頁

思文閣

応永 17 5 0 24 14100705 天下 於禁中修不動法、今度、天下三日病流布、依之被始行、 醍醐報恩院法流
并門跡相承系図 大日本史料 7-13

応永 17 6 0 0 14100711 天下 天下大疫病、 立川寺年代記 続群書類従 29下
応永 17 6 0 0 14100711 陸奥 大風、 加納年代記 石巻の歴史 1

応永 17 8 0 1 14100908 京都 大水、大風、堂塔破崩者多、 南方紀伝下 大日本史料 7-14

応永 17 8 0 1 14100908 大和 以ノ外ノ大風也、山木多く顚倒畢、若宮ノ一童社吹倒ス、次二宝殿ヲ吹倒ス、 春日若宮記 後鑑 2

応永 17 8 0 1 14100908 京都 大風、堂塔多壊、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系

応永 17 12 0 28 14110131 丹波［大山庄年貢算用状］…分米八十二石二斗二升内／…二石五斗 西田井そんまふニ、
東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-396

応永 18 0 0 0 14110203 若狭 注進 太良庄領家御方 応永十八 御年貢散用之事…弐十一石
二勺四才 損亡 御百姓等引申候、

若狭国太良庄領
家方年貢算用状

教王護国寺文書
3-996

応永 18 3 0 0 14110403 京都 春、飢饉、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 18 6 0 4 14110704 京都 雨下、以外大風也、方々破損云々、 注置鈔 大日本史料 7-15
応永 18 8 0 0 14110829 山城 大洪水、宇治橋落、 天寧寺年代記 東大影写本

応永 18 8 0 6 14110903 京都 雨下、洪水也、 応永十八年古
暦裏書 後鑑 2

応永 18 8 0 7 14110904 京都 雨下、洪水也、近年是程岩崩田少流、 応永十八年頒
暦断簡 大日本史料 7-15

応永 18 8 0 7 14110904 京都 昨今、洪水云、 続史愚抄中篇 32 新訂増補国史大系
応永 18 8 0 8 14110905 大和 雨下、依雨、諸方雨損、方々山崩云々、 東院毎日雑々記 大日本史料 7-15

応永 18 8 0 8 14110905 京都？ 洪水也、洪水急也、後日聞、所々夜流失以外、 応永十八年頒
暦断簡 大日本史料 7-15

応永 18 8 0 17 14110914 若狭

（年次は推定）［太良庄公文弁祐注進状 公文所宛］一、今月
六日より大雨ふり候て、十一日朝まてふり候、大水出候、
そのうゑ、八日さる時より大風ふき候、大雨風にてもミ
候ほとに、田畠皆々損毛仕候、せひなく候、事さら当庄ハ、
水洪にて候ところニ、よる日る十日およひ、水にもまれ
候て、正躰なく候、此時分田いてあい候て、水あい候間、
いねハおゑす候て、皆々損て候、御百姓等なけき申へき
よし申上候、当年ハよき上使御下候ハヽ、よく候へきと
存候、いそきいそき上使御下候て、地下のやうをも御ら
ん候ハヽ、我々まても畏悦入候へく候、

東寺百合文書
し函 239

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 18 9 0 0 14110927 駿河 秋、出水ニ而、御注進申上候而、御見分願候而、… 大平年代記 沼津資料集成 8

応永 18 10 0 27 14111122 若狭

［太良庄代官朝賢・公文弁祐連署注進状］…一、当年之損
亡の事、先立被仰下候分不足の由、御百姓等歎申候て、
重御百姓等目安を持参仕候、当庄半済方にハ、下地お検
見候て、毛の上に上中下お任候て、惣分三分一ほとの損
免にて候、せめて半済方のふんほと御免候ハヽ可畏入由
歎申上候、委細之旨者、目安を御披見あるへく候、

東寺百合文書
ツ函 102

若狭国太良荘史料
集成 4

応永17年（1410）～応永18年（1411）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応永 18 10 1 11 14111205 大和

興福寺三基塔、並東金堂、大湯屋已下炎上、依雷火也、
其日午刻許ニ春日社ノ辺雷落テ、猛火穿天、諸人驚目ト
コロニ、又興福寺ノ寺中ノ塔ヨリ、黒烟上リテ、［  ］九輪
落地、猛風、大湯屋ニ吹懸テ、又其ヨリ余ノ二基塔婆ニ
吹カクト云々、不思議ノ事也、

東寺執行日記 後鑑 2

応永 18 10 1 15 14111209 大和 白中、南都興福寺東金堂並塔婆三基、湯屋、依雷火炎上、東寺王代記 後鑑 2

応永 18 11 0 2 14111225 若狭
［太良庄公文弁祐注進状］…就其候てハ、当年損亡半済方
のことく、可下行候由、御百姓等歎申候て、起請文進上
仕候、…

東寺百合文書
ツ 103

東大影写本

応永 18 11 0 2 14111225 若狭
［太良庄公文弁祐注進状］…当年損亡半済方のことく可下
給候由、御百姓等歎申候て、起請文進上仕候、半済方々に
も、きしやうをかゝせられて候、其例を御百姓等申上候、…

東寺百合文書
ツ函 103

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 18 11 0 12 14120104 京都 荒風吹、 応永十八年古
暦裏書 後鑑 2

応永 18 11 0 13 14120105 京都 大吹荒、小雨降 応永十八年頒
暦断簡 大日本史料 7-15

応永 18 12 0 0 14120123 備中
（新見庄で）洪水以外之間、損免事百姓歎申…損亡不可叶
之趣、令返答之処、一村百姓逃散、無御免者、不可立帰之由、
堅申定、

最勝光院方評
定引付 新川著 356頁

応永 18 12 0 0 14120123 丹波
［大山庄年貢算用状］…一、惣田数廿五町内／のそく分…
四丁四反廿代 ふさく／一、十七丁分米／合八十二石二斗
二升内／…十石 そんまふ…

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-390

応永 18 12 0 0 14120123 丹波
［大山庄年貢算用状］…合八十二石二斗弐升内／のそく／
…廿一石五斗 そんまふ／一石九斗 ミや田御百姓森七うせ
て候…

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-405

応永 18 12 0 16 14120207 備中

［最勝光院方評定引付］一、新見庄損亡事、／彼庄年貢百
弐拾貫文分、安富入道請切之処、当年洪水以外之間、損
免事百姓歎申之由、度々覚勝院雖被執申之、請切在所之間、
損亡不可叶之趣、令返答之処、一村百姓逃散、無御免者、
不可立帰之由、堅申定、不還住者明年耕作不可事行、参
十貫文被免者…百姓可帰入之由、可下知之旨、重而安富
申之趣、覚勝院執申之、披露之処、拾貫文可被免、此外
者不可叶之由可申云々、

東寺百合文書
る 25

岡山県史 20-978

応永 19 0 0 0 14120222 会津 大飢饉、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

応永 19 0 0 0 14120222 日本 この年、日本大飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

応永 19 0 0 0 14120222 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…肆斛
伍斗陸升六合、観音堂村散佃弐段卅代、捌斗代単定、円
楽寺新河付寄、河頽現形間、除之、仍御百姓等捧起請文、
自応永十九年御免、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応永 19 0 0 0 14120222 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…参百
玖拾五文 観音堂村散畠二段廿代、円楽寺新河失畢、…自
応永十九年御免許、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応永 19 2 0 29 14120419 山城 巳刻下程大地震アリ、天子御慎并ヱキレイ、飢餲等悪動云々、 山科家礼記 大日本史料 7-17

応永 19 3 0 20 14120510 若狭

［太良庄代官朝賢・公文弁祐連署注進状］追申上候／損亡
の事かたくさいそく仕候へとも、御百姓等かくのことく
申上候間、いそき注進仕候、此由、御披露候へく候、又
地頭御方御給主御得分の事も惣御年貢之内にて候、是も
御百姓等三分一引申て候、損亡分ニにて候／畏申上候、
／抑地頭・領家御方春成進上仕候、則送文進上申候、就
其候てハ、去年御年貢損亡の事、蒙仰候分、御百姓等申
付候処、去年之損亡の事者、一国皆同ニ 半分三分一こと
ことくめんせられ候ニ、如此蒙仰候、なけき入申候由、
かたく申上候、此上ハ、いかやうにも仰御下候へく候、
…

東寺百合文書
し函 84

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 19 4 0 22 14120610 山城
一、（高井）祐尊法眼所望事、祐尊法眼申云、当年計会、中々
無是非次第也、所詮、自寺家、別而不預御扶持者、可餓
死仕之条、不能左右、平憑存之由、歎申間、披露之処、
如去年、自五月、々別三斗充分可下行之由、衆儀了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-261頁

思文閣

応永 19 7 0 3 14120819 伊勢 大風、 神明鏡 後鑑 2

応永18年（1411）～応永19年（1412）
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応永 19 10 0 16 14121129 若狭

［太良庄代官朝賢・公文弁祐連署注進状］畏申上候／…去
年損亡の事、五分一と蒙仰候、相残候分、催促仕候処ニ、
地頭・領家御方五石分進上仕候、いま四石二斗余の御事者、
平御扶持ニ可下預由、御百姓等堅歎申候間、先上使お立
申候、…

東寺百合文書
ツ函 105

若狭国太良荘史料
集成 4

応永 19 10 0 19 14121202 播磨［廿一口方評定引付］（矢野庄）損亡可為廿石事（損亡廿五石治定事、11月 26日条）
東寺百合文書
天地 20

相生市史 7-324

応永 19 10 0 19 14121202 播磨 一、矢野庄普光院注進事、先以両代官得分、可為在庄雑用間事、次損亡可為廿石事、…
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-269頁

思文閣

応永 19 11 0 26 14130107 播磨 一、自矢野庄普光院注進状、披露了、…一、損亡廿五石治定事、…
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-271頁

思文閣

応永 19 12 0 0 14130112 丹波［大山庄年貢算用状］…合八十二石二斗二升内…廿一石五斗そんまふ／一石九斗ミや田御百姓森七うせて候…
東寺百合文書
に 50下 -52上 大山村史 208

応永 20 1 0 0 14130210 播磨 旧冬、矢野庄事…百姓等聊就他事致嗷訴（廿一口方評定引付）、（1月 25日付）
東寺百合文書
く 6

中村吉治収取土一
揆史料集成下

応永 20 3 0 0 14130410 播磨 今度、矢野庄百姓嗷訴等事…庄家百姓等…庄家損亡為申入寄合候了（廿一口方評定引付）、（17日付）
東寺百合文書
く 6

土一揆史料集成下

応永 20 4 0 0 14130509 播磨
そんまうなとの事ニ付候て、（矢野）百姓等かうそ仕事候
とも、くミする事、更あるましく候（原入道起請文案、廿
一口方評定引付）、（7日付）

東寺百合文書
く 6

土一揆史料集成下

応永 20 7 0 0 14130806 東国 東国大風、 日本野史 中世東国災害史略
年表

応永 20 7 0 3 14130808 関東 関東大風、由井浜鳥居、笠木吹落、 南方紀伝下 日本の気象史料

応永 20 7 0 4 14130809 山城 一、近日、以外炎旱間、祈雨御祈禱、可有其沙汰由、自御所（足利義持）被仰出、…
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-294頁

思文閣

応永 20 8 0 23 14130927 山城 降雨、風雨、雷鳴、 満済准后日記 加能史料室町 1

応永 20 9 0 2 14131005 播磨
一、矢野庄損亡事、就地下注進、披露之処、一方代官、
幸在京之上者、召彼、巨細有御尋、重可有評定之由、治
定了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-299頁

思文閣

応永 20 9 0 20 14131023 播磨
一、矢野庄損亡事、自彼庄代官、焼田分悉注進之、仍披
露之処、廿石可免之由、治定了＜此損亡事、後日有内談、
今十／石相副、都合卅石免之了＞、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-300頁

思文閣

応永 20 10 0 7 14131109 伊勢 降雨、伊勢山田大風、大雨、大洪水云々、 満済准后日記 大日本史料 7-19
応永 20 10 0 11 14131113 伊勢 於伊勢山田、参宮道者数十人損舟入水云々、希代事也、 満済准后日記 大日本史料 7-19

応永 21 2 0 21 14140321 播磨

［供僧方（矢野庄）年貢散用状（応永廿年分）］少目名　壱
斗九升八合七勺五才　応永廿年川（成）／…十七石八斗
三升九勺　損亡分…／一、麦事…壱斗二升五合九勺　応
永十六年川成／…一、大豆事…一斗八升五合二勺　応永
十六年川／…一、雑穀事…一升八合三勺　応永十六年川、

東寺百合文書
ら 15

相生市史 8上 872

応永 21 2 0 21 14140321 播磨［公文名（矢野庄）年貢散用状（応永廿年分）］…一、雑穀事…去年日照候間、損亡了、
東寺百合文書
れ 23

相生市史 8上 880

応永 21 5 0 2 14140529 山城 大雨、大風仁、大坂クツレ候、四郷山上衆交野物（者）大坂ツク、 宮寺縁事抄 大日本史料 7-21

応永 21 10 0 11 14141202 播磨

一、矢野庄損亡事、当年、諸寺領不申損亡之処、限当庄
申之段、無其謂、雖不可有許容、去夏洪水等、損失之下
地有之、一向無御免者、損失之下地、不可懸手、弥可朽損歟、
雖為少事、有御免、御年貢可被急之由、因幡法眼令申之間、
拾石分被免、此後、堅雖令申、不可有許容之由、評議了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-324頁

思文閣

応永 21 11 0 0 14141222 播磨 左京職仏事田…百姓逐電間事、田地一反本所名主年貢不弁百姓逐電之間…、
東寺百合文書
く 7

土一揆史料集成下

応永 21 11 0 3 14141224 播磨
一、矢野庄損亡事、当庄損亡、先度依歎申、拾石被免了、
重申之、不可然之間、雖可被使於追下、百姓捧起請文、
連判申之間、又拾石被免、両度廿石被免了、年貢急可執
進之由、可下知云々、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-325頁

思文閣

応永 21 12 0 0 14150120 丹波

［大山荘百姓等起請文］謹起請／大山庄之御百姓等畏言上、
抑西田（井）之御年貢事、おほせかふり候、五月廿八日より、
みそをあけられ候間、それよりはしめて耕作仕て候へ共、
作こたわりの事にて候間、種食をたに失事にて候間、御
年貢一りうもなく候…

東寺百合文書
ネ

兵 庫 県 史 中 世
6-414

応永19年（1412）～応永21年（1415）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応永 21 12 0 23 14150211 下野 大風仁、常行堂被吹破也、 日光常行堂記録 大日本史料 7-21

応永 22 0 0 0 14150219 丹波［大山庄一井谷百姓等申状］…けんく応永廿二年そんまう、たに（谷）ハ三分一にて候お、四分一になしてめされ候、
東寺百合文書
に 30下 -35 大山村史 219

応永 22 0 0 0 14150219 丹波

［大山荘一井谷百姓等申状］…一、御たいくわんにうふの
のち、そんもうおしけより給候お、上下のろうふつ（粮物）
分は給候て、のこり候わんお、御たいくわんめされ候、
けんく応永廿二年そんまう、たにハ三分一にて候お、四
分一になしてめされ候、…

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-440

応永 22 5 0 1 14150616 世間 酉刻、世間クラヤミ、 和光院和漢合運 東大謄写本
応永 22 6 0 0 14150716 京都 寒スルコト、フユノコトシ、日吉神輿入洛、 熊谷家伝年代記 大日本史料 7-22

応永 22 6 0 0 14150716 会津 大雨風、雪、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

応永 22 6 0 0 14150716 京都 今月、冷気甚云、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系

応永 22 6 0 13 14150728 陸奥 大風雨、永降寒［  ］ 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

応永 22 6 0 13 14150728 京都 神輿入洛、天寒如冬、 龍淵寺年代記 東大影写本
応永 22 6 0 13 14150728 山城 大風雨、方々吹損、珍事々々、 満済准后日記 大日本史料 7-22

応永 22 6 0 13 14150728 京都 大風、暴雨、人屋樹木顚倒、此日山門神輿欲入洛…大風併神慮云々、 皇代略記 大日本史料 7-22

応永 22 6 0 13 14150728 京都 日吉神輿依入洛、大風雨、 建仁寺年代記 大日本史料 7-22
応永 22 6 0 13 14150728 京都 日吉神輿降、大雪雹大雨、万人恐怖、 興福寺年代記 大日本史料 7-22
応永 22 6 0 13 14150728 越中 御輿振、依之、京中氷雹、大雨降、如冬、 立川寺年代記 大日本史料 7-22

応永 22 6 0 13 14150728 京都 日吉神輿入洛、天寒如冬、 武蔵国龍淵寺
年代記 大日本史料 7-22

応永 22 6 0 13 14150728 京都 日吉神輿入洛、天寒如冬、大風雨、 南方紀伝下 大日本史料 7-22
応永 22 6 0 13 14150728 京都 日吉御輿入洛、洛中大雪降、 神明鏡 大日本史料 7-22
応永 22 6 0 13 14150728 京都 日吉神輿依入洛、大風大雨、 如是院年代記 新校群書類従 20

応永 22 6 0 13 14150728 京都 雨雹、 和漢合符 後鑑 2

応永 22 6 0 13 14150728 京都 大風雨、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系
応永 22 6 0 24 14150808 伊勢 伊勢進発之処…雨、大風、雪霰、降之間、人皆消肝云々、寺門条々聞書 大日本史料 7-22

応永 22 6 0 24 14150808 大和
伊勢進発之処、於石破辺、土一揆輩、武家并衆徒国民兵
粮米以下、悉追落取之、然而武家伊勢進発、当国勢皆々
引返、我家ニ帰畢、追落時分、雨・大風雪・霰降之間、
人皆消肝云々、

寺門事条々聞
書 加能史料室町 1

応永 22 8 0 0 14150913 丹波
（無年号）かしこまて申上候…応永廿二年そんまう、たに
（谷）ハ三分一にて候お、四分一になして、めされ候（丹波
大山荘一井谷百姓等申状）、

東寺百合文書
に 294

土一揆史料集成下

応永 22 8 0 24 14151006 播磨 一、矢野庄損亡事、百姓等、以目安、歎申候間、披露之処、不可叶之由、評儀畢、
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-337頁

思文閣

応永 22 8 0 27 14151008 播磨 一、矢野庄損亡事、重歎申之間、披露之処、廿石分可被免之由、衆儀了、
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-338頁

思文閣

応永 22 9 0 6 14151017 丹波

［大山庄一井谷百姓等申状］…抑大山庄市井谷御そん免の
事、谷おは三ふん二を御免候て給候ハヽ、御下地の毛お
もひろい、御ねんくをとりさた可申候、又西田井方御下
地事ハ、一りうも御年貢沙汰可申候やうも候ハす候、此
よしをれんれんなけき申候へ共、御免なく候間、所せん
西田井方御下地の事ハ、まいらせあけ候、

東寺百合文書
に 17-22 大山村史 211

応永 22 9 0 20 14151031 丹波
［大山庄又代官麻宇田某書状］…一、西田井之御事も、と
くとく仰おうかゝい申候て、御百姓おも、けつく、すか
すやうに申なし候て、御さうおまち申候、

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-419

応永 22 9 0 23 14151103 播磨
［学衆方評定引付］一、矢野損亡事、重而申上、名主等捧
起請連判間、惣庄五十石分可有免除、但半損百姓申上之間、
随躰、内々今十石分可相増云々、

東寺百合文書
ネ 91

相生市史 7-337

応永 22 9 0 23 14151103 播磨 一、矢野庄損亡事、重罷上、以起請文申間、披露之処、三十石被免之、都合五十石也、
東寺廿一口供
僧方評定引付
1-339頁

思文閣

応永21年（1415）～応永22年（1415）
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応永 22 10 0 7 14151117 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、重歎申候間…都合六十五石可被免了、
東寺百合文書
天地 21

相生市史 7-338

応永 22 11 0 3 14151213 越前 坪江上郷名主百姓等、損免事申之間、仰談寺門候之処、勅願衆状、…（4日条） 経覚私要鈔１ 史料纂集

応永 22 11 0 9 14151219 播磨［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事、田所令上洛、重而可為半損之由、固歎申間、惣庄九十石分被免許了、
東寺百合文書
ネ 91

相生市史 7-337

応永 22 11 0 9 14151219 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、田所令上洛、地下義無是非之由歎申間…都合九十石分被免了、
東寺百合文書
天地 21

相生市史 7-338

応永 22 12 0 0 14160110 丹波
［大山庄年貢算用状］…合八十二石二斗二升内／のそく／
…廿六石六斗六升五合 損免＜西田井半分、谷かもかくき
三分一＞

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-421

応永 23 0 0 0 14160208 伊予 夏大旱…雨乞、 竜王神社明細帳 旱魃霖雨史料

応永 23 0 0 0 14160208 加賀［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…弐貫百捌拾六文 稜厳寺古屋敷、砂頽之間、自応永廿三免許、 鹿王院文書 加能史料戦国 2

応永 23 1 0 9 14160216 上野 山焼、雷火ナリ、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

応永 23 1 0 9 14160216 京都 夜、北山大塔炎上、雷火、… 大乗院日記目
録 1

大乗院寺社雑事記
12

応永 23 2 0 7 14160315 播磨
［学衆方（矢野庄）年貢等散用状］…五十三石八斗二升九勺
　損亡分／三石壱斗弐升六合　六反五（代）沼奥山シヤウ
キ竹ハナ除損亡定、焼田皆損仕候上者、公方一色佃にて
候間、御年貢不致沙汰、下地共ニ上申候了、

東寺百合文書ｦ
69

相生市史 8上 909

応永 23 8 0 14 14160914 丹波

［大山荘代官稲毛公辰書状］（年次は推定）…大やまより
大方申候そんまふの事、よのつねのやう候はで、蒙仰候
御事、御心もとなく候、此度の大水・かせハ、たんは・
つの国の事、せひ候ハらす候、…たうねん年貢、半分・
三分一も候ましきちうしん申候…身もそまふして候やう
をハ、ミす候へとも、諸方へのちうしんの趣を申入候、
又此物（者）いそき候、馬を下候、

東寺百合文書
ツ

兵 庫 県 史 中 世
6-431

応永 23 9 0 1 14160930 伊勢 皇太神神宮坤枯木令顚倒、正殿坤千本一枝、鰹木一丸令損落地上也、 押小路文書 大日本史料 7-25

応永 23 9 0 1 14160930 筑前
（滑石製外容器筒蓋裏銘文）開之  桓賀・良澄…／伝法師良
［　］（旱魃のとき雨乞いのために掘り出して納経する習
わしがあった）、

水瓶山雨乞祈
禱経筒

福岡県大宰府町水
瓶山経塚遺跡発掘
調査報告

応永 23 10 0 3 14161101 山城
一、寺辺水田并寄進田損亡事、去比、大風・長雨、以外
朽損之間、三分一可預御免之由、百姓歎申之、披露之処、
段別五升分、可免之由、可加下知之旨、評議了、

東寺廿一口供
僧方評定引付
1-360頁

思文閣

応永 23 10 0 14 14161112 播磨
［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事、重百姓等以起請文
歎申候間、披露之処、毎度如此歎申条、甚不可然歟、但
当年損亡事、国中無其隠歟、仍被増十石、都合弐拾石可
免由、衆儀了、

東寺百合文書ﾈ
92

相生市史 7-339

応永 23 10 0 14 14161112 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、／当庄以外作稲
損失之由、捧起請文百姓歎申之間、又拾石被免、先立拾
石被免、両度ニ都合弐拾石分、可免之由評儀了、

東寺百合文書
く 8

相生市史 7-340

応永 23 10 0 19 14161117 丹波

［大山荘代官稲毛公辰書状］（年次は推定）…兼而大山庄
西田井よりれんれんそんまうの事、申候よし候とも、罷
下候て、ミおよひ候と［   ］、百姓とも計会仕候、西田井の事、
更々よう水候ハぬ所にて、日ニやけて候、少々御免候て、
御百姓等御ふち候ハヽ可然存候、

東寺百合文書
む

兵 庫 県 史 中 世
6-433

応永 23 12 0 23 14170119 丹波

［大山荘代官稲毛公辰書状］（年次は推定）…当年の御年
貢の事ハ、西田井の事、一日御百姓等のきしやうもんを
進上仕候、此度まかり下候か、しんめい・八まんも御た（ら）
ん候へ、米の一りうも、又一銭をも納す候間、西田井ニ
三十石計のき候、又地下ミしんニも候中ニ、かもん西田
井をのけ候て、十三、四石沙汰仕候、残米一、二石納申候、

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-434

応永 24 3 0 16 14170412 京都 自今朝、深雨以外… 東寺宝泉院結
縁灌頂雑記 大日本史料 7-28

応永 24 5 1 9 14170702 世間
当所地下輩、自去春有世病気、未退散云々、為祈禱法安
寺…仁王経奉読、将又世間流布事文有之、男女打賽、有
盃酌、

看聞日記 大日本史料 7-27

応永 24 5 1 16 14170709 山城 降雨、雷鳴、 満済准后日記 大日本史料 7-28
応永 24 5 1 18 14170711 大和 雨ノ祈禱也、自七郷所望云々、 応永廿四年之記 大日本史料 7-28
応永 24 9 0 9 14171027 京都 朝間、風雨如車軸、雖然、日中以後止、晴陰不定、 康富記 大日本史料 7-28

応永22年（1415）～応永24年（1417）
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応永 24 9 0 10 14171028 播磨 国衙検注事、国大損亡之間、当年沙汰不可叶之由、飛脚到来云々、 看聞日記 大日本史料 7-28

応永 24 10 0 8 14171125 山城 於山上、数十人、依雪死［   ］ 満済准后日記 大日本史料 7-28

応永 25 0 0 0 14180215 播磨

［矢野庄学衆方散用状］＜応永廿五年分／同廿七．六．十六
結解了＞注進　東寺御領矢野庄学衆方＜応永廿五＞御年
貢并大豆．雑石等算用状事／合百弐拾五石四斗五升壱合
＜興行分／加定＞／…七十八石五斗一升二合五勺＜交分．
斗違／加定＞損亡、

東寺百合文書ｶ
98

相生市史 8下 17

応永 25 0 0 0 14180215 播磨
［矢野庄学衆方散用状］＜応永廿五年分／同廿七．六．十六
結解了＞注進　東寺御領矢野庄学衆方＜応永廿五＞御年
貢并大豆．雑石等算用状事／…二石五斗　就大旱魃ニ、
荒不作ニヨリ候／て、不致沙汰候間、除候了

東寺百合文書ｶ
98

相生市史 8下 20

応永 25 0 0 0 14180215 播磨

［矢野庄供僧方算用状］＜応永廿五年分／同廿七．四．十結
解畢＞注進　東寺御領矢野庄供僧御方＜応永／廿五年＞
御年貢并大豆．雑穀等散用状事／合百弐拾五石四斗五升
壱合＜興行分／加之＞…漆拾捌石五斗壱升弐合五勺　損
亡＜交分．斗違／加定＞

東寺百合文書
ら 23

相生市史 8下 22

応永 25 0 0 0 14180215 播磨
［矢野庄供僧方散用状］＜応永廿五年分／同廿七．四．十結
解畢＞注進　東寺御領矢野庄供僧御方＜応永／廿五年＞
御年貢并大豆．雑穀等散用状事／…弐石五斗　就大（旱）
魃ニ、荒不作ニより候／て、此分不致沙汰候間、除／候了、

東寺百合文書
ら 23

相生市史 8下 25

応永 25 0 0 0 14180215 播磨
［矢野庄供僧方散用状］＜応永廿五年分／同廿七．四．十結
解畢＞注進　東寺御領矢野庄供僧御方＜応永／廿五年＞
御年貢并大豆．雑穀等散用状事／…一、畠成御年貢依大
損亡、荒失候間、無一粒御年貢候程／ニ、不及散用候了

東寺百合文書
ら 23

相生市史 8下 26

応永 25 0 0 0 14180215 播磨
［矢野庄公文名散用状状］＜応永（廿）五年分／同廿七年四
月十日勘定了＞／…小山田　五反廿　六斗　右近、彦九
郎、依大甲（旱）魃、焼失候了

東寺百合文書
れ 26

相生市史 8下 27

応永 25 9 0 10 14181018 諸国 大風、諸国大木等多ク折ルヽ也、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

応永 25 10 0 17 14181123 播磨
［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事、…代管了済法眼令
上洛、地下皆損之由、申入之間、被加卅石、以九十石分…、
猶不可叶之由、申之間、此上者百廿石計分内々可有加増
歟云々、

東寺百合文書ﾈ
93

相生市史 7-341

応永 25 12 0 21 14190126 備中

［最勝光院方評定引付］一、新見庄損亡事／当庄損亡八十
貫文可有御免之由、安富雖歎申、不云旱水損、百廿貫文
請切候間、不可叶之由、堅問答間、於四十貫文者、可致
其沙汰、相残於四十貫文者、平可蒙御免由、重歎申候間、
披露之処…於彼庄可被懸段銭之処、損亡之由、重々歎申候
間、於段銭者、先可被閣之、於年貢者堅可致其沙汰之由、…

東寺百合文書
る 30

岡山県史 20-981

応永 26 0 0 0 14190204 関東 関東諸国飢饉、 喜連川判鑑 日本災異志
応永 26 0 0 0 14190204 陸奥 是歳、陸奥洪水、 野史（長牒日記） 日本の気象史料

応永 26 0 0 0 14190204 播磨
［矢野庄供僧方散用状］＜応永廿六年分＞／同廿七年四月
十日勘定了／…合百弐拾五石四斗五升壱合内＜興行分／加
定＞…四十八石壱斗四升五合三勺 損亡＜交分斗違加定＞

東寺百合文書
れ 27

相生市史 8下 33

応永 26 0 0 0 14190204 播磨
［矢野庄学衆方散用状］＜応永廿六年分＞／同廿七年六月
十六結解了／…合百弐拾五石四斗五升一合内＜興行分／加
定＞…四十八石一斗四升五合三勺　損亡＜交分斗違加定＞

教王護国寺文
書 1049

相生市史 8下 38

応永 26 2 0 0 14190306 下野
（無年号、推定）兼又符所郷御百姓逃散事、早速ニ可被還
住候、随而先々段銭時も、如此無沙汰候之処、限去年如
此煩候、於段銭分者、半分被返旨候、…

輪王寺文書 58 栃木県史中世 1

応永 26 2 0 0 14190306 下野
（無年号、推定）去年之供米三貫六十文、符所郷就無沙汰、
御催促之間、御百姓令逃散候、仍供米者、非河成、無沙
汰候者、然間去春就蒙仰候、御百姓等致口入帰置候、仍
半分壱貫五百三十文御免之処、此間又御催促候、

輪王寺文書 69 栃木県史中世 1

応永 26 2 0 0 14190306 下野
（無年号、推定）符所郷去年之供米之事、任切符致催促之処、
去春百姓等令逃散、令致訴訟候間、彼供米之事、暫可閣旨、
貴方へ其時分令申候き、即秋成候間、自是令催促候、惣而河
成等之事、諸郷無御免候之間、其旨可被仰付候、促候…

輪王寺文書 70 栃木県史中世 1

応永 26 2 0 5 14190310 京都 大風、園韓神社倒、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系
応永 26 2 0 5 14190310 京都 寒風、 満済准后日記 日本の気象史料
応永 26 4 0 4 14190507 京都 後聞、今夜、祈雨奉幣被行之由、俄被仰出云々、 康富記 1 増補史料大成 37

応永24年（1417）～応永26年（1419）



212

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応永 26 4 0 23 14190526 備中
［最勝光院評定引付］一、新見庄去年々貢未進間事／彼庄
代官安富入道、地下去年損亡之由申之、連々雖致催促、
参千疋損亡分、可免之由雖申之、請切之在所之間、不可
叶之旨度々返答了、

東寺百合文書
る 31

岡山県史 20-983

応永 26 6 0 24 14190725 和泉［十二谷下池堤祭文］…毎年為遁旱［ ］難、雖築此池相並、
山岡隔境、仟佰累千町、未任用水、… 藤田家文書 新修泉佐野市史 4

応永 26 6 0 26 14190727 対馬 抑唐人襲去六月廿六日来於対馬、小弐大反菊地已下合戦…大風吹、唐船数多破損入海了、 看聞日記 日本の気象史料

応永 26 7 0 0 14190801 関東 七月ヨリ九月迄、大洪水十ケ度（1420年とも）、 喜連川判鑑 日本凶荒史考
応永 26 7 0 0 14190801 会津 大洪水、海の如し、田畠砂入、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表
応永 26 8 0 0 14190830 対馬 異国凶徒襲来於対馬浦、兵船五百余艘為風波一時漂没畢、南方紀伝下 日本の気象史料
応永 26 8 0 1 14190830 京都 大洪水、 看聞日記 史料綜覧 7-453
応永 26 8 0 7 14190905 京都 賀茂山木枯、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系

応永 26 8 0 10 14190908 備中

［最勝光院評定引付］一、新見庄去年々貢残分事／彼庄去
年未進参拾貫文之内、拾貫文者、先立損亡分免了、残弐
拾貫文分、連々自覚勝院雖被致催促、去年地下大損亡過
法之間…可致沙汰事難叶、雖然拾貫文分可致沙汰、残拾
貫文分可被免之由…披露之処、拾貫文先立免了、又歎申
之間、拾貫文可免、都合二千疋免了、自今以後損亡事、
為代官不可執申之、

東寺百合文書
る 31

岡山県史 20-984

応永 26 8 0 15 14190913 京都 以外洪水云々、 満済准后日記 日本の気象史料
応永 26 8 0 19 14190917 京都 霖雨に依りて止雨奉幣使を発遣す、 看聞日記 史料綜覧 7-454

応永 26 8 0 29 14190927 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野損亡事（11月 23日まで 5回、
項目のみで記事なし）

東寺百合文書
ち 3

相生市史 7-342

応永 26 9 0 0 14190929 関東 是秋、関東洪水、 喜連川判鑑 史料綜覧 7-455
応永 26 9 0 10 14191008 山城 洪水、 看聞日記 史料綜覧 7-454

応永 26 9 0 28 14191026 山城

（端裏書）「水田損亡事 応永廿六」…定納拾九石九斗四升
六合六勺六才内 当年損免引之／…以上二石六斗六升 損免
分／定米拾七石二斗八升六合六勺六才／浮足分…以上二
石三斗二升 損免分／定米十六石二斗三升／風損分あらあ
ら注文、

寺辺水田風損
注進状

教王護国寺文書
3-1034

応永 26 10 0 0 14191028 関東 大風、大木折、人屋破損ス、大旱魃、大地震、飢饉、是秋、関東洪水、 喜連川判鑑 史料綜覧 7-455

応永 26 10 0 0 14191028 山城 諸仏事田損免記文事 応永廿六／… 諸仏事田損免
注進状

教王護国寺文書
3-1038

応永 26 10 0 11 14191107 播磨［学衆方評定引付］一、矢野損亡事、堅歎申候間、三十石加増云々、都合七十石云々、
東寺百合文書ﾈ
94

相生市史 7-341

応永 26 11 0 23 14191219 播磨［学衆方評定引付］一、矢野損亡事、…猶歎申間、十石御免了、
東寺百合文書ﾈ
94

相生市史 7-341

応永 26 12 0 0 14191226 丹波
［大山荘算用状］…一井谷分…分米四十五石三斗七升六合
内／損免拾九石四斗三升六合／…西田井分…分米弐十二
石一斗二升八合内／損免七石一斗五升／荒田三石五斗五
升 七段廿代… 

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-469

応永 27 0 0 0 14200125 能登 大旱、 永光寺年代記 加能史料研究 2

応永 27 0 0 0 14200125 天下 是歳、天下大旱、大飢、米直千銭、 文正年代記 .長
禄年代記 日本災異志

応永 27 0 0 0 14200125 羽前 大飢饉、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

応永 27 0 0 0 14200125 天下 天下大飢饉、百文米一升売、 天地根元歴代図 後鑑 2

応永 27 0 0 0 14200125 京都 夏、大旱魃、 南方紀伝下 日本の気象史料

応永 27 0 0 0 14200125 播磨
［矢野庄供僧方年貢散用状］＜応永廿七年分／同廿八年四
月十五日算合了＞…合百弐拾五石四斗五升壱合内＜加興
行分／定＞…陸拾石一斗五升五合六勺＜交分／斗違＞加
定　損亡、

東寺百合文書
ら 25

相生市史 8下 46

応永 27 0 0 0 14200125 播磨
［矢野庄供僧方年貢散用状］＜応永廿七年分／同廿八年四
月十五日算合了＞…一、畠成御年貢者、大甲（旱）魃ニヨ
リ候テ、荒失候間、一粒モ不致／沙汰候程ニ、此分不及
散用ニ候也、

東寺百合文書
ら 25

相生市史 8下 51

応永 27 0 0 0 14200125 丹波
［大山荘算用状］…田数漆町陸段 分米肆拾伍石参斗七升六
合内／田数肆町陸段 西田井分、日焼皆損／損免弐拾弐石
九斗六合／…

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-473

応永26年（1419）～応永27年（1420）
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応永 27 0 0 0 14200125 天下 天下大旱魃、畿内、西国殊不熟、人民多餓死、近江湖水三町乾枯、淀河無船渡、 立川寺年代記 続群書類従 29下

応永 27 0 0 0 14200125 天下 天下大旱魃、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下
応永 27 0 0 0 14200125 諸国 旱魃、飢饉、 大日本伝皇代記 後鑑 2

応永 27 0 0 0 14200125 大和 炎旱間、神用無之、 尋尊大僧正記 13 大乗院寺社雑事記 2

応永 27 0 0 0 14200125 天下 炎旱事ハ、応永廿七・八両年、一天下不熟、無双事也、 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

応永 27 1 1 22 14200315 山城

謹請申＜東寺八幡宮御領上久世庄地頭職之／御年貢并御
公事以下事＞／右去年用水とゝかさるに依候て、下地等
少々［  ］処、御年貢御公事等被召候ハんするよし蒙仰…
水とゝき候ハさらん所をハ、畠にも作［ ］如作々、御年貢
を備申候へく候、

山城国上久世
庄地頭職請文

教王護国寺文書
3-1048

応永 27 2 0 20 14200412 対馬 此の島の倭奴、頻りに菜色（青菜のような飢えた青白い顔色）あり、飢饉丁寧（確実）なり、
老松堂日本行
録 38節 岩波文庫

応永 27 3 0 2 14200423 京都 雪降、一寸許、積落花之上、雪重積、其興甚深、花時分雪降事、未見及、希有事歟、 看聞日記 日本の気象史料

応永 27 4 0 15 14200605 京都 祈雨事、被仰出、自今日、水天供勤仕、 満済准后日記 日本凶荒史考
応永 27 4 0 19 14200609 京都 祈雨奉幣也、 師郷記 1 史料纂集

応永 27 4 0 20 14200610 摂津

利時老美夜店（摂津国西宮）を過ぐ、／処々の神堂、処々
の僧、人に遊手多く畦丁（農民）少なし、耕鑿に余事なし
と云うと雖も、毎に聴く飢民の食を乞うる声、＜日本は
人多し、また飢人多く、また残疾多し、処々の路辺に会
座し、行人に逢えば則ち銭を乞う＞、

老松堂日本行
録 106節 岩波文庫

応永 27 4 0 21 14200611 京都 自今日、祈雨事、重被仰下…自分水天供… 満済准后日記 日本凶荒史考
応永 27 5 0 5 14200624 京都 祈雨奉幣事、 薩戒記目録 後鑑 2

応永 27 5 0 5 14200624 京都 被発遣祈雨奉幣使、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系
応永 27 5 0 6 14200625 京都 今日、被行祈雨奉幣、 師郷記 1 史料纂集
応永 27 5 0 18 14200707 会津 自五月十八日、旱、飢饉、 会津四家合考 後鑑 2

応永 27 5 0 20 14200709 京都 此間、炎旱也、祈雨奉幣被行、於諸寺有御祈禱、聊降雨、珍重也、 看聞日記 後鑑 2

応永 27 5 0 21 14200710 京都 重被発遣祈雨奉幣使、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系
応永 27 6 0 0 14200720 天下 天下飢饉、 看聞日記 旱魃霖雨史料
応永 27 6 0 0 14200720 京都 夏、大旱魃、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 27 6 0 1 14200720 近畿 始行水天供事、仰出三門徒（東寺、山門、三井） 満済准后日記 史料綜覧 7-461
応永 27 6 0 1 14200720 近畿 祈雨事四ケ寺ニ被仰…近来、如此、無炎旱云々、 看聞日記 史料綜覧 7-461
応永 27 6 0 2 14200721 京都 今日、被行祈雨奉幣、 師郷記 1 史料纂集
応永 27 6 0 7 14200726 天下 祇園会、依天下飢饉、無結構、 看聞日記 日本凶荒史考

応永 27 6 0 28 14200816 京都 依祈雨、被仰南都、以興福寺僧六十口、於寮生龍衆有御読経…後聞、南都内甘雨滂沱云々、 師郷記 1 史料纂集

応永 27 7 0 2 14200820 京都 神泉苑御読経＜孔雀経＞、自今日被始行、 満済准后日記 史料綜覧 7-461
応永 27 7 0 2 14200820 京都 於神泉苑、依祈雨、被修孔雀経御読経、 師郷記 1 史料纂集
応永 27 7 0 2 14200820 京都 為祈雨於神泉苑、有孔雀経読誦、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系
応永 27 7 0 10 14200828 上野 夜大風吹、十二日夜洪水、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
応永 27 7 0 17 14200904 天下 室町殿八朔御礼物事、天下依飢饉、被停止云々、 看聞日記 日本凶荒史考

応永 27 7 0 23 14200910 常陸 卯時より巳時迄、常州ノ瓦子相賀塩干事九度、魚多打上ラル、 東州雑記 佐竹家旧記 6

応永 27 8 0 0 14200917 陸奥 自五月不雨、迄是月、 野史（長牒日記） 日本の気象史料
応永 27 8 0 0 14200917 陸奥 五～八月、陸奥大旱、 異本塔寺長帳他 中世東国災害史略年表

応永 27 8 0 0 14200917 丹波［大山荘内検目録］…此外西田井ハ、ミなあれ候、地下の事、御当惑に候ハヽ、上使お御くたしあるへく候哉、
東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-471

応永 27 8 0 1 14200917 京都 義持、飢饉に依り、八朔礼物を停む、 看聞日記 史料綜覧 7-462
応永 27 8 0 12 14200928 鎌倉 洪水入也、 神明鏡 後鑑 2

応永 27 8 0 12 14200928 常陸 洪水、 東州雑記 佐竹家旧記 6

応永 27 8 0 30 14201016 京都 予於丹州佐伯、隼人保田地事、相具百姓等内検了、損亡事、言語道断之式也、 康富記 1 増補史料大成 37

応永 27 9 0 0 14201017 京都 大風雨、 薩戒記 日本震災凶饉攷

応永 27年（1420）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応永 27 9 0 0 14201017 大和［神供寺門勤仕例］…一、応永廿七年、炎旱間、神用無之、仍自九月一日、至翌年七月、学侶備進之、
大乗院寺社雑事
記紙背文書 1-81 勉誠出版

応永 27 9 0 2 14201018 陸奥 洪水、 加納年代記 石巻の歴史 1

応永 27 9 0 10 14201026 京都 大風、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 27 9 0 10 14201026 伊勢 此日、伊勢大風、内宮破壊由、… 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系

応永 27 9 0 17 14201102 播磨
［廿一口方引付］一、矢野損亡事、百姓捧告文、作稲損失
之間、難苅納之由、歎申候、仍弐拾石可免、先度弐拾石、
両度ニ四十石免分定、此趣可成書下之由評議了、

東寺百合文書
せ 38

相生市史 8下 1038

応永 27 10 0 29 14201213 播磨［学衆方評定引付］一、当年矢野損亡事、且供、学衆両方百石被免了、依炎旱云々、
東寺百合文書ﾈ
95

相生市史 7-343

応永 27 10 0 29 14201213 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事／以前既六十石分
被免…重々雖有問答、遂重四十石分御免了、都合当年損
免分百石也、珍事々々、

東寺百合文書
く 9

相生市史 7-344

応永 27 11 0 5 14201219 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野雑穀損免事／…所詮四分之一可有免之由衆儀了、
東寺百合文書
く 9

相生市史 7-344

応永 27 12 0 29 14210210 能登

抑若山庄（日野家領、能登）御月充事、当年損亡散々事候
へ共、悉致沙汰候、随分所存候、…当年之事者、就損亡、
一段之歎をたにも申入候ハんする所存にて候つれ共、随
分悉致沙汰候、少事利平等之事者、御免畏入候ハんする
由申候、…

九条家文書 加能史料室町 2

応永 28 0 0 0 14210212 能登 大餓死、 永光寺年代記 加能史料研究 2

応永 28 0 0 0 14210212 京都 旱魃、疫癘、飢饉、 文正年代記 .年
代記抄節 日本災異志

応永 28 0 0 0 14210212 京都 此春疫疾、人多死（南）、是歳、旱、飢疫（皇ほか）、
南方記伝 .皇年代
略記 .文正年代
記 .暦仁以来年代
記 .年代記抄節

日本災異志

応永 28 0 0 0 14210212 京都 大飢饉、疫病、山野江河、亡人充満、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下

応永 28 0 0 0 14210212 洛中 大飢饉、大疫病、人種多亡、洛中死体踏行、車以死体運、如山積、幾千万不知、 立川寺年代記 続群書類従 29下

応永 28 0 0 0 14210212 陸奥 大飢饉、又疫癘、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

応永 28 0 0 0 14210212 羽前 餓死多シ、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

応永 28 0 0 0 14210212 陸奥 大飢饉、 加納年代記 石巻の歴史 1

応永 28 0 0 0 14210212 丹波 大飢饉、 天寧寺年代記 東大影写本
応永 28 0 0 0 14210212 天下 天下飢渇、疫病、人民多死、百年以来悪季也、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
応永 28 0 0 0 14210212 京都 春、大飢饉、疫病、人多死、 南方紀伝下 日本凶荒史考
応永 28 0 0 0 14210212 京都 是年、旱魃、凶疫、 後鑑 日本の気象史料
応永 28 0 0 0 14210212 天下 春夏之交、天下飢饉、疫病、人民死亡、不可計数、 武家年代記 日本疾病史

応永 28 0 0 0 14210212 諸国 是歳、飢饉、疫病、

皇代記 .春秋歴
略 .新撰和漢合
図 .皇代暦 .
異本年代記抜
粋 .年代記残編

史料綜覧 7-475

応永 28 0 0 0 14210212 丹波
［大山荘算用状］…一井谷分／ 分米四拾伍石三斗七升六合
内／損免九石七升五合／…西田井分／…分米弐拾弐石壱
斗弐升八合／本荒参石五斗五升 七段廿代／当荒肆石弐升 
九段／損免四石七斗五升二合 三分一／…

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-478

応永 28 0 0 0 14210212 天下 春夏之交、天下飢饉、疫癘、人民死亡、不可計数、於五条橋下、施行、
武家年代記裏
書 続史料大成 18

応永 28 0 0 0 14210212 京都 旱魃、疫病、 大日本皇代記 後鑑 2

応永 28 1 0 22 14210305 京都 幕府、諸将をして、貧民を五条河原に賑せしむ、 看聞日記 .薩戒記
目録 .武家年代記 史料綜覧 7-467

応永 28 1 0 22 14210305 京都 依飢饉、於五条橋下、有民間施行、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系

応永 28 2 0 18 14210330 諸国
去年、炎旱、飢饉之間、諸国貧人上洛、乞食充満、餓死者
不知数、路頭ニ臥云々、仍自公方被仰、諸大名五条河原
ニ立仮屋、引施行、受食酔死者又千万云々、今春又疫病
興盛、万人死去云々、天竜寺相国寺引施行、貧人群集云々、

看聞日記 編年差別史 4

応永 28 3 0 0 14210412 京都 春、大飢饉、疫病、人多死、夏、旱魃、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永27年（1420）～応永28年（1421）
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応永 28 3 0 0 14210412 諸国 今春、依飢饉及疫癘、人民多死、諸国同之云、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系

応永 28 4 0 23 14210602 京都 京中で疫病が流行したため、疫神とされる五条天神を流罪に処す、 看聞日記 人権歴史年表

応永 28 5 0 0 14210610 京都 ～八月、旱魃、 紀伝 日本災異志
応永 28 5 0 13 14210622 天下 今日、諸社奉幣被行、…是天下飢饉、疫病事、御祈云々、看聞日記 後鑑 2

応永 28 6 0 0 14210709 京都 今年夏、旱云、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系
応永 28 7 0 0 14210808 加賀 大風、洪水、 産福寺年代記 加能地域史 11

応永 28 7 0 19 14210826 京都 大雨、洪水、 看聞日記 史料綜覧 7-471
応永 28 8 0 10 14210915 常陸 大風、社寺、民屋、傾倒す、 鹿島根本寺旧記 日本の気象史料
応永 28 9 0 6 14211011 京都 為祈雨、掘賀茂池泥云、 続史愚抄中篇 33 新訂増補国史大系
応永 28 10 0 18 14211122 山城 暴風雨、石清水八幡宮鳴動、 看聞日記 史料綜覧 7-473

応永 28 10 0 28 14211202 山城

［二十一口方評定引付］…一、河原城庄損亡事／当所依旱
魃、作毛無正躰之由、先日雖令申、去年事請切之地損免
不可叶、雖然、天下一同異于例年之間、無力及損免御沙
汰了、於当年者、不可及披露之由、令返事之処、重而委
細注進之間、披露之処、当所旱魃又以外之由申之、風聞
之説同前、無力五石可免、拾五石分急速可運上之由、可
加下知之旨、評議了、

東寺百合文書
ち 4

東寺文書 3

応永 28 12 0 6 14220108 相模 鎌倉府、浄光明寺雑掌の請により、…同寺領相模金目郷の水害を検せしむ、 浄光明寺文書 史料綜覧 7-475

応永 28 12 0 26 14220128 京都 自秋末、旱魃之間、井水旱、 看聞日記 旱魃霖雨史料

応永 29 0 0 0 14220201 播磨
［矢野庄学衆方散用状］＜応永廿九年分／同卅、卯月十日
算勘了＞…合百弐拾五石四斗五升壱合＜興行分／加定＞
…八十二石五斗＜延定＞　損亡分、

教王護国寺文
書 1086

相生市史 8下 76

応永 29 0 0 0 14220201 播磨［矢野庄学衆方散用状］＜応永廿九年分／同卅、卯月十日算勘了＞…畠成　依大旱魃ニ、皆損定、
教王護国寺文
書 1086

相生市史 8下 81

応永 29 0 0 0 14220201 播磨［矢野庄公文名散用状］＜応永廿九年分／同三十年四月十一日勘定了＞…依日ニ大略田畠荒失候了、
東寺百合文書
ら 28

相生市史 8下 84

応永 29 0 0 0 14220201 京都 旱魃、 大日本皇代記 後鑑 2

応永 29 4 0 8 14220507 上野 大雪降三尺余、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

応永 29 8 0 30 14220924 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡注進事／披露之処、
当年事、大方播磨国旱魃雖以外也、西方事者、無子細之由、
有其聞、仍不可有免之由、

東寺百合文書
ち 5

相生市史 7-352

応永 29 9 0 6 14220930 京都 大風、 看聞日記 日本の気象史料

応永 29 9 0 22 14221016 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事／披露之処、五十石分可有免米之由、衆儀了、
東寺百合文書
ち 5

相生市史 7-352

応永 29 9 0 28 14221022 丹波［大山荘一井谷百姓等損亡田数注進状］…西田井皆損／自法師丸下皆損分／合二丁六反廿五代内／…
東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-482

応永 29 10 0 7 14221031 丹波
［岡田賢慶書状］（年次は推定）大山庄損亡等事、今日可有
御落居之由承候間、御百姓等参申候、早々御道遣可然候、
毎度如此御延引、御公事弥失墜候、

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-480

応永 29 10 0 8 14221101 丹波
［岡田賢慶書状］（年次は推定）大山庄損亡事、…此分中々
おもひもよらす候、たゝ上使を被下候て、御内検可然候
と申候、西田井皆損にて候、

東寺百合文書
に 17-22 大山村史 230

応永 29 10 0 15 14221108 播磨
［学衆評定引付］一、矢野損亡事、先度百五十石雖被免、
代官色々申間、又二十石分被副了、雖然猶以無領状間、
七十石分為代官、可有取沙汰…此分落居畢、

東寺百合文書ﾈ
96

相生市史 7-350

応永 30 0 0 0 14230220 播磨
［矢野庄学衆方散用状］＜応永卅年分／同卅一、三、十七
算勘了＞…合百弐拾五石四斗五升壱合＜興行分／加定＞
…五十三石八斗七升七合五勺＜交分／斗違＞加定　損亡、

教王護国寺文
書 1096

相生市史 8下 88

応永 30 0 0 0 14230220 播磨
［矢野庄学衆方散用状］＜応永卅年分／同卅一、三、十七
算勘了＞…一、畠成新田者、大水ニモマレナカレ失候了、
一粒モナク候間、不及散用候、

教王護国寺文
書 1096

相生市史 8下 93

応永 30 0 0 0 14230220 京都 有諸方洪水聴、 兼宣公記 旱魃霖雨史料
応永 30 4 0 0 14230519 天下 ～七月、霖雨、天下悉損、 年代記抄節 日本災異志
応永 30 4 0 0 14230519 京都 雹降る、 和光院年代記 日本の気象史料
応永 30 4 0 0 14230519 天下 卯月・七月、霖雨長降、天下悉損、 立川寺年代記 続群書類従 29下
応永 30 4 0 8 14230526 常陸 氷フル、 和光院和漢合運 東大謄写本

応永28年（1421）～応永30年（1423）
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応永 30 5 0 0 14230618 京都 霖雨、洪水出、（27日条） 看聞日記 旱魃霖雨史料

応永 30 5 0 9 14230626 京都
降雨、大風、東寺東ノ不開門ノ扉為大風開、希代事歟、
関木砕ケテ、金物等抜落云々、…京中築地覆、少家等大
略吹損云々、…醍醐辺ハサマテ不大風、

満済准后日記 日本凶荒史考

応永 30 5 0 9 14230626 讃岐 大雨、大風、 讃岐国大日記 後鑑 2

応永 30 5 0 9 14230626 京都 大風・甚雨、 兼宣公記 加能史料室町 2

応永 30 5 0 9 14230626 京都 大風、発東寺不開門、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 30 6 0 30 14230815 伊勢 霰降る、 伊勢記 日本の気象史料
応永 30 7 0 0 14230816 天下 霖雨長降、天下悉損、 立川寺年代記 続群書類従 29下
応永 30 7 0 22 14230906 京都 大雨降、此間霖雨也、以外洪水云々、田地損亡、人民周章歟、看聞日記 日本凶荒史考
応永 30 7 0 23 14230907 山城 去夜、風雨ニ大洪水、八幡通路、諸人以舟往反云々、 満済准后日記 日本凶荒史考

応永 30 7 0 23 14230907 大和 今暁大風、春日社東杉樹倒、一切経廊悉倒、楼門東西妻壌、及東向廻廊倒、此外一御殿鰹木折旨、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系

応永 30 7 0 23 14230907 大和
春日神主家継注進状…自御社東方、大杉二本顚倒、一切
経御廊一同顚倒、并楼門東面妻破損、東向廻廊顚倒…言
語道断事也、

兼宣公記 加能史料室町 2

応永 30 7 0 23 14230907 大和 今暁、大風、春日社東杉樹倒、一切経廊悉倒、楼門東西妻壊、及東向廻廊倒、此外、一御殿鰹木折旨、…
続史愚抄中篇
34

新訂増補国史大系

応永 30 7 0 24 14230908 京都 六地蔵参詣者、依洪水、不如先々云々、 満済准后日記 日本凶荒史考
応永 30 8 0 10 14230923 京都 雨下、霖雨過法、当所田地水損、散々事也、 看聞日記 日本凶荒史考
応永 30 8 0 10 14230923 京都 有諸方洪水聴、 兼宣公記 日本の気象史料
応永 30 8 0 10 14230923 京都 今夕、止雨奉幣、可参陣云々、 康富記 1 増補史料大成 37

応永 30 8 0 10 14230923 京都 有諸方洪水、就可被行止雨奉幣之由、可申入云々、 兼宣公記 後鑑 2

応永 30 8 0 10 14230923 京都 依所々洪水、被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 30 8 0 18 14231001 京都 今日、可被発遣止雨奉幣由、只今御教書到来候、 康富記 1 増補史料大成 37

応永 30 8 0 21 14231004 京都 止雨奉幣使ヲ発遣ス、 兼宣公記 史料綜覧 7-494
応永 30 8 0 21 14231004 京都 今日、又止雨奉幣也、… 康富記 1 増補史料大成 37

応永 30 8 0 21 14231004 京都 重被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系

応永 30 9 0 12 14231025 山城 東寺領上久世庄、風水損、沙汰人が損亡を歎訴、二十三日百姓十六人が列参、年貢二十石免除要求、
東寺鎮守八幡宮
供僧評定引付 百姓一揆総合年表

応永 30 9 0 15 14231028 京都 霜台史越州下向、…為損亡検使下向也、 康富記 1 増補史料大成 37

応永 30 9 0 20 14231102 播磨［学衆評定引付］一、矢野損亡事、子細供僧方被註畢（11月
20日迄 5項目記事なし）、

東寺百合文書ﾈ
99

相生市史 7-352

応永 30 10 0 24 14231206 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野損亡事／昨夕自庄家百姓等
上状并注進状等到来…結句、又重及損亡之条、以外次第也、
雖然当年事、国中損亡所々大概有其聞、其中当庄事者左
程之儀無之歟、

東寺百合文書
く 10

相生市史 7-354

応永 30 10 0 26 14231208 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事／…都合分七十石也、
東寺百合文書
く 10

相生市史 7-355

応永 30 11 0 20 14231231 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野損亡事／…重可有御沙汰、
先只今於損免者、以二十石分可被治定也（後さらに 10石
給う）、

東寺百合文書
く 10

相生市史 7-355

応永 31 0 0 0 14240210 加賀 飢饉、疫病、人民多死、 産福寺年代記 加能地域史 11

応永 31 0 0 0 14240210 京都 飢疫、人多死、往々挙村無人、 文正年代記 日本災異志
応永 31 0 0 0 14240210 京都 疫疾大行、 年代記抄節 日本災異志
応永 31 0 0 0 14240210 諸国 此歳、疫癘、人多く死す、 南方紀伝下 日本震災凶饉攷
応永 31 0 0 0 14240210 諸国 是歳、大旱、飢疫、道［ ］相枕し、棄屍山をなす、 暦仁以来年代記 日本震災凶饉攷
応永 31 0 0 0 14240210 越中 大疫病・大飢饉、人多死亡、失家失村、 立川寺年代記 続群書類従 29下
応永 31 1 0 2 14240211 会津 大水増候也、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ
応永 31 1 0 2 14240211 会津 洪水、大飢饉、人民多死、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

応永 31 2 0 0 14240310 羽前 大雪降、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

応永 31 4 0 29 14240605 京都 降雨、終夜大雨、賀茂川洪水、於七条河原、人流死云々、満済准后日記 日本の気象史料
応永 31 5 0 22 14240627 京都 降雨、洪水云々、 満済准后日記 日本の気象史料
応永 31 6 0 12 14240717 常陸 霜フル、飢渇、 和光院和漢合運 東大謄写本

応永30年（1423）～応永31年（1424）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

応永 31 7 0 15 14240818 京都 大雷、甚雨了、未刻計、自坤方雷鳴、次第甚、消魂者也、兼宣公記 後鑑 2

応永 31 12 0 0 14241230 京都 今年、大風、園韓神社倒、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系

応永 32 0 0 0 14250129 播磨
［矢野庄供僧方算要状］＜応永卅二年之分／同卅三年
七．十一勘定了＞…合百弐拾五石四斗五升一合内＜興行分
／加定＞…十九石三斗一升二合五勺　損亡分、

東寺百合文書
れ 32

相生市史 8下 117

応永 32 0 0 0 14250129 播磨
［矢野庄供僧方算要状］＜応永卅二年之分／同卅三年
七．十一勘定了＞…一、北山地子事＜去（応永 32）年大水、
大風ニ損亡仕候て、百姓失候了、／同御年貢一銭も不致
沙汰候＞、

東寺百合文書
れ 32

相生市史 8下 121

応永 32 0 0 0 14250129 越中 大洪水、 立川寺年代記 続群書類従 29下
応永 32 1 0 7 14250204 京都 此間、雨脚猶不休、仍可為雨儀之由、有沙汰、… 薩戒記 2 大日本古記録

応永 32 5 0 14 14250609 京都 天陰、時々小雨、申後甚雨、近日農業愁日干（旱）魃云々、降雨尤珍重、 薩戒記 2 大日本古記録

応永 32 5 0 18 14250613 京都 自去暁雨、昼以後甚雨、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 5 0 19 14250614 京都 雨猶降、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 5 0 21 14250616 京都 自去夜半雨…入夜、大風、甚雨、… 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 5 0 28 14250623 京都 陰晴不定、申終已後雨、… 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 5 0 29 14250624 京都 陰晴不定、午後小雨、及晩休… 薩戒記 2 大日本古記録

応永 32 6 0 11 14250705 京都 欲行神今食之間、殊甚雨、回南庁代幄不可叶、又雨雖休止、溜水流入舎内、無可着座之様、… 薩戒記 2 大日本古記録

応永 32 6 0 12 14250706 京都 大雨、河原洪水、家十余間流失云々、 満済准后日記 日本の気象史料
応永 32 6 0 26 14250706 京都 酉始雲靄忽起、甚雨雷鳴、戌始雨雷共休、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 6 1 3 14250727 京都 陰晴不定、申剋已後甚雨、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 6 1 6 14250730 京都 夜半後甚雨、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 6 1 12 14250805 京都 天晴、申剋許、大雨雷鳴、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 6 1 12 14250805 京都 今夜、南禅寺塔、為雷火焼亡、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 32 6 1 17 14250810 京都 申終已後大雨、雷鳴甚、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 7 0 0 14250823 加賀 洪水、大梯木出如山、 産福寺年代記 加能地域史 11

応永 32 7 0 0 14250823 京都 大洪水以外云々、河原小家数十間流失、三条朱雀土蔵流失云々、 満済准后日記 編年差別史 4

応永 32 7 0 0 14250823 諸国 大風、洪水、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 32 7 0 0 14250823 京都 大地震、大風、洪水、 如是院年代記 新校群書類従 20

応永 32 7 0 2 14250824 京都 入夜風雨烈、雷鳴、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 7 0 7 14250829 京都 未終已後、雨風烈、入夜大風、終夜不休、及翌朝、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 7 0 7 14250829 京都 院御遊、依烈風雨、延引、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 32 7 0 7 14250829 京都 此日、有洪水、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 32 7 0 8 14250830 京都 朝間小雨、風猶烈、午始風雨共休、天陰、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 7 0 13 14250904 京都 朝間天晴、申刻後甚雨、亥始許休、及深更又降、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 7 0 17 14250908 京都 雨風、醍醐灌頂院土の廊顚倒、 満済准后日記 日本の気象史料
応永 32 7 0 17 14250908 京都 申終剋、大雨、 薩戒記 2 日本の気象史料
応永 32 7 0 25 14250916 京都 雨、自晩頭、殊甚、終夜、 薩戒記 2 大日本古記録

応永 32 7 0 26 14250917 京都 大雨、大洪水、以外云々、河原小家、数十間流失、三条朱雀土蔵流失云々、 満済准后日記 日本の気象史料

応永 32 7 0 26 14250917 京都 朝間、猶甚雨、及晩休止、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 8 0 1 14250921 京都 陰晴不定、酉刻已後雨、入夜甚、 薩戒記 2 大日本古記録

応永 32 8 0 10 14250930 尾張 尾張国山田庄百姓等万一逃散事在之ハ、門跡領内ニ雖為一人、不可置、堅可加下知云々、 満済准后日記 愛知県史資料編
9-1230

応永 32 8 0 16 14251006 尾張 今度、依大洪水、庄家（尾張国日置庄）水損、仍絹等無沙汰間…、 満済准后日記 愛知県史資料編
9-1231

応永 32 9 0 20 14251009 山城 東寺領上下久世庄、年貢減免要求、惣庄列参、捨田をとなえて東寺を威嚇、
東寺鎮守八幡宮
供僧評定引付 百姓一揆総合年表

応永 32 9 0 0 14251021 駿河
満水ニ而、両所之橋落流ル、又原之中ニ土盛り、土手を
なす事十三ケ所、少々之盛り之事ハ数不知、作者勿論退
転し、大抵荒地と相成り候、

大平年代記 沼津資料集成 8

応永31年（1424）～応永32年（1425）
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応永 32 9 0 9 14251029 京都 午後小雨、及晩甚、 薩戒記 2 大日本古記録
応永 32 10 0 0 14251120 京都 大風、大地震、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 32 10 0 14 14251203 播磨［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事／…前々上洛歎申間、首尾卅二石分被免許了、
東寺百合文書ﾈ
102

相生市史 7-359

応永 32 10 0 24 14251213 京都 天晴、入夜陰、戌終小雨、即休、更闌甚雨、亥終地震、西方有火、嵯峨方歟云々、 薩戒記 2 大日本古記録

応永 32 11 0 16 14260103 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄重損亡事／以前両三度ニ
廿五石分被免之処、猶以申入之間、無力重五石分被免了、
又経数日歎申之間、以私之儀、弐石分免了、都合当年分
三十弐石分治定了、

東寺百合文書
ち 6

相生市史 7-360

応永 33 1 0 18 14260206 下野 日光山上ヨリ大水出、坊共数ケ所流、 東州雑記 佐竹家旧記 6

応永 33 0 0 0 14260217 丹波

［大山荘年貢算用状］…一井谷分／…分米肆拾伍石三斗七
升六合内／…／自先方時 壱石四斗九升六合 三段五代 川
成／拾石九斗七升 四分一損亡…西田井分…分米弐拾弐石
一斗二升八合内／三石五斗五升 荒／四石六斗四升四合 損
亡、 

東寺百合文書
ま

兵 庫 県 史 中 世
6-500

応永 33 0 0 0 14260217 越後 夏大旱、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

応永 33 4 0 0 14260517 上野 今年、四月ヨリ雨ナシ、五月、六月雨ナシ、川水カレ、井水カルヽ、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

応永 33 6 0 12 14260725 京都 止雨奉幣、 兼宣公記 史料綜覧 7-526
応永 33 6 0 12 14260725 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 33 6 0 16 14260729 京都 自未刻末雨、洪水、 満済准后日記 日本の気象史料
応永 33 6 0 16 14260729 京都 於入道前内大臣＜義持＞第、始行止雨法、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 33 6 0 17 14260730 京都 重被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系

応永 33 7 0 23 14260904 陸奥 大洪水、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

応永 33 8 0 0 14260911 山城
東寺領上下久世庄、損亡、流田を沙汰人歎き申し、十五
石の減免を獲得するも、小百姓が承服せず、捨田を主張、
（十八石免除）

東寺鎮守八幡
宮供僧評定引
付

百姓一揆総合年表

応永 33 8 0 2 14260912 京都 止雨奉幣使ヲ発遣ス、 薩戒記 2 史料綜覧 7-528
応永 33 8 0 3 14260913 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系

応永 33 9 0 22 14261031 会津 大雨大洪水、海の如し、田畠大損、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

応永 33 10 0 14 14261122 摂津
［垂水庄内検目録］…定作田 28町 4反大 4歩内／不作水
亡 20町 9反半 11歩／損田 1丁 7反 68歩／得田 5町 7反
345歩…（損分 80％）、

教王護国寺文
書 1114

吹田市史 5-254

応永 33 10 0 14 14261122 摂津 注進 垂水庄応永卅三年御内検目録之事／…不作 水亡廿町
九反半十一歩／損田 一丁七反六十八歩／…

摂津国垂水庄
内検目録

教王護国寺文書
4-1114

応永 33 11 0 2 14261209 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野損免事重猶申上之間、今度
五石、次二石、今日三石、以上今度拾石御免了、仍先度
共二十石也、

東寺百合文書
く 12

相生市史 7-362

応永 34 0 0 0 14270206 陸奥 大飢饉、疫病、人多死、 加納年代記 石巻の歴史 1

応永 34 0 0 0 14270206 山城 東寺領上久世庄、損亡、沙汰人百姓が減免、見使の派遣要求、三十一石免除、
東寺鎮守八幡宮
供僧評定引付 百姓一揆総合年表

応永 34 0 0 0 14270206 播磨
［矢野庄供僧方年貢散用状］＜応永卅四年分／正長元年／
八月九日勘定畢＞…合百弐拾五石四斗五升壱合内…／五
斗九升三合四勺五才　応永卅四年川（成）…／参拾五石九
斗二升五合　損亡分／拾石　損亡加増分、

東寺百合文書
ら 34

相生市史 8下 151

応永 34 0 0 0 14270206 播磨
［矢野庄学衆方年貢散用状］＜応永卅四年分／正長弐年／
五月四九日算勘畢＞…合百弐拾五石四斗五升一合内…／
三十五石九斗二升五合　損亡分／拾石　損亡加増分、

東寺百合文書ｦ
76

相生市史 8下 159

応永 34 0 0 0 14270206 丹波

［大山荘年貢算用状］…（一井谷分）…分米肆拾伍石参斗
七升六合内／壱石四斗九升六合 三段五代 川成／弐拾壱石
九斗四升 半損／…西田井…分米弐拾弐石壱斗二升八合内
／弐石四斗参升 捨田五段五代 ／拾参石壱斗三升二合 参分
二損… 、

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-502

応永32年（1425）～応永34年（1427）
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応永 34 0 0 0 14270206 丹波
［大山庄応永三十四年分算用状］…西田井四町六段五代　
分米弐十弐石壱斗二升八合内／弐石四斗参升　捨田五段
五代／拾参石壱斗三升二合　参分二損／壱石三斗二升三
合　五分一／已上拾陸石八斗八升五合…、

東寺百合文書
に 50-52上 大山村史 234

応永 34 0 0 0 14270206 山城
上野庄東田井、自去年仍（依）川成、当年畠成注進之事／
…畠成以上二町二反三百五部（歩）此内／六反三百五十部
当不作除之…、

山城国上野庄
東田井畠成田
畠注進状

教王護国寺文書
4-1124

応永 34 0 0 0 14270206 京都 春夏、洪水数度、 南方紀伝下 日本凶荒史考

応永 34 3 0 1 14270406 大和
［好憲書状 兵部卿法橋（縁舜）宛］…仍応永卅四年、御跡
雖被仰出候、於当目代更以不存知仕候事候、縦雖可致沙
汰事候、両年依炎旱、進官諸庄有名無実候間、被閣候者、
可畏入候由、可然之様、可預御披露候、恐々謹言、

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-143

勉誠出版

応永 34 4 0 0 14270506 下野

此年初夏四月ヨリ、疾風、暴雨、悪龍嗔怒スル歟ト覚ヘ
タリ、雖然ト、五穀菓実在之、尓ルニ六月廿三日ニ洪水
入ル、同七月十日、大水出ツ、又九月二日夜寅時許リ、
明レハ三日、大水入ル、人馬流死ス、大山大木崩流レ、
五穀種ヲ亡ス、人民逃散セリ、多分古老ノ人々云ケルハ、
四百歳以前ニ如此アリケル歟ト云々、就中、足利町辺ニハ、
四百八十人流死ス、此ノ中ニ、児法師若僧数十人、坊舎
多ク流レテ、下野州直木社ニ流止ル、人ハ溺死ス、尋親
子兄弟ヲ、各失手ヲ畢、次年中改元、正長元年、飢饉洪
水如去年ノ、対秋桧ニ飢饉ス、引他国ニ、有利米穀不饒
ナラ、

鶏足寺世代血
脈 群馬県史 2086

応永 34 4 0 0 14270506 下野 暴風雨、 鶏足寺世代血
脈 .同寺文書

中世東国災害史略
年表

応永 34 4 0 0 14270506 下野

御口云、応永卅四年＜丁未＞此年初夏四月ヨリ、疾風・
暴雨・悪龍嗔怒スル歟ト覚ヘタリ、雖然ト、五穀菓実在
之、尓ルニ六月廿三日ニ洪水入ル、同七月十日、大水出ツ、
又九月二日寅時許リ、明レハ三日大水入ル、人馬流死ス、
大山・大木崩流レ、五穀種ヲ亡ス、人民逃散セリ、多分
古老人ノ人々云ケルハ、四百歳以前ニ如此アリケル歟ト
云々、就中、足利町辺ニハ、四百八十人流死ス、此ノ中
ニ児法師・若僧数十人、坊舎多ク流レテ、下野州直木社
ニ流止ル、人ハ溺死ス、尋親子兄弟ヲ、各失手ヲ畢、

鶏足寺世代血
脈

栃 木 県 史 中 世
4-720

応永 34 4 0 17 14270522 京都 被発遣祈雨奉幣使、於丹生・貴布袮社、…又仰諸社寺等、被行祈雨御祈、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系

応永 34 4 0 20 14270525 京都 重被発遣祈雨二社奉幣使、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 34 4 0 27 14270601 下野 廿七日より、霖雨百余日、晴天不見、 喜連川判鑑 旱魃霖雨史料
応永 34 5 0 4 14270607 京都 被行祈雨奉幣、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 34 5 0 7 14270610 京都 為請雨、被掃除神泉苑＜武家催人夫云々＞、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 34 5 0 21 14270624 京都 降雨、大洪水云々、 満済准后日記 日本凶荒史考

応永 34 5 0 23 14270626 京都
四条、五条橋落云々、仍京都通路難儀也、河原在家百余
家流失云々、男女又少々流死云々、不便々々、天災近年
相続歟、

満済准后日記 編年差別史 4

応永 34 5 0 24 14270627 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 34 5 0 25 14270628 京都 昨今洪水、四条、五条橋堕、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
応永 34 5 0 26 14270629 京都 降雨、又洪水云々、 満済准后日記 日本凶荒史考

応永 34 6 0 0 14270704 下野 ～九月、下野など大洪水、 鶏足寺世代血
脈 .同寺文書

中世東国災害史略
年表

応永 34 6 0 0 14270704 京都 春・夏、洪水数度、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 34 6 0 2 14270705 京都 大洪水、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 34 7 0 0 14270802 陸奥 秋七月、陸奥、大雨、洪水、八月又水（長牒日記）、 異本塔寺長帳 日本の気象史料

応永 34 7 0 1 14270802 京都 今日、風雨、大洪水、三条以下河原辺、小屋数十間流失云々、不便々々、先度水ニ今五尺増云々、希代事也、 満済准后日記 日本凶荒史考

応永 34 7 0 28 14270829 京都 賀茂河又洪水、 満済准后日記 日本凶荒史考
応永 34 8 0 0 14270901 上野 今年秋八月洪水、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
応永 34 8 0 5 14270905 武蔵 大雨降、大水入、　 年代記配合抄 内閣文庫
応永 34 8 0 6 14270906 会津 大水増、後度二十七日洪水、九月四日洪水、人民多死失ス、塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ
応永 34 8 0 20 14270920 京都 降雨、風雨、洪水、 満済准后日記 日本凶荒史考

応永 34年（1427）
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応永 34 8 0 27 14270927 会津 洪水、人民多ク死ス、 塔寺長帳 日本凶荒史考

応永 34 9 0 3 14271002 豊前 洪水、 豊前国下麻生村
禅源寺年代記録 中山重記校訂

応永 34 9 0 3 14271002 京都 今日又風雨、但不如去月廿日也、 満済准后日記 日本凶荒史考
応永 34 9 0 3 14271002 関東 大風、洪水、 喜連川判鑑 日本凶荒史考
応永 34 9 0 3 14271002 京都 大洪水、今年洪水、十八度也、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 34 9 0 3 14271002 京都 洪水云、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系

応永 34 9 0 4 14271003 京都 八幡辺、昨日風雨ニ、以外洪水、去月廿日大水ニ、今二尺計増云々、八幡ノ所々橋流失、人モ一両流死云々、 満済准后日記 日本凶荒史考

応永 34 9 0 4 14271003 会津 洪水、人民多ク死失ス、 塔寺長帳 日本凶荒史考

応永 34 9 0 7 14271006 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄重損亡事／重又十石可被免之、前後都合四十石也、
東寺百合文書
天地 24

相生市史 7-366

応永 34 10 0 7 14271006 播磨［学衆評定引付］矢野庄損免事、又加五石、都合四十石可免之由評定了、
東寺百合文書ﾈ
105

相生市史 7-364

正長 01 0 0 0 14280126 天下 大飢饉、天下人民、多ク死ル也、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

正長 01 0 0 0 14280126 諸国 飢饉…諸国窮民蜂起、守護地頭不能制、私行債負除放、 皇年代略記 日本災異志
正長 01 0 0 0 14280126 諸国 諸国、三日病流行、 年代記抄節 日本災異志
正長 01 0 0 0 14280126 武蔵 麦枯、 年代記配合抄 内閣文庫

正長 01 0 0 0 14280126 諸国 当年飢饉、餓死者幾千万ト云数ヲ不知、鎌倉中ハ二万人ニ及ト聞ヘ、三日病、 神明鏡 後鑑 143

正長 01 0 0 0 14280126 丹波
［大山庄正長元年分算用状］…合七丁九段五　谷分…除分
　五段卅五　分米三石壱斗弐升八合　河成分…／拾石　
寺家ヨリ損免之状在之、

東寺百合文書
に 49-50上 大山村史 243

正長 01 0 0 0 14280126 天下 天下飢饉、人多死、 東州雑記 佐竹家旧記 6

正長 01 0 0 0 14280126 鎌倉 鎌倉中、二万人死、 東州雑記 佐竹家旧記 6

正長 01 0 0 0 14280126 天下 天下一同、三日病、 立川寺年代記 続群書類従 29下

正長 01 0 0 0 14280126 下野

次年中、改正長元年、飢饉・洪水如去年ノ、対秋桧ニ、
飢饉ス、引他国ニ、有利米穀不饒ナラ、然ル間、老若学
侶退出シ、僧坊寺院ニ無垂、智行高徳ノ人モ、耆耕業力
種殖、有木食草衣、自リ尓レ、海辺ノ僧ハ事トス漁捕ヲ、
浅増シキ次第眼前ナリ、

鶏足寺世代血
脈

栃木県史中世
4-720

応永 35 1 0 29 14280223 播磨
或人曰、播磨国土民、如旧冬、京辺蜂起、国中之侍、悉
攻之間、諸庄園代、加之、守護方軍兵、為彼等、或失命、
或被追落、一国騒動、希代法也云々、凡土民所不可令侍
在国中云々、乱世之至也、仍赤松入道発向了者、

薩戒記 後鑑 144

応永 35 3 0 0 14280325 京都
［持基改元申詞ノ案］…被用代始改元之条不可有子細歟、
其条猶不可然者、官司炎上・洪水等事、近年災難之題目
可被載詔書歟、可為 叡慮哉、

建内記 1 大日本古記録

応永 35 3 0 0 14280325 天下 天下大飢饉、自三月疫疾、人民多死亡、骸充満諸国、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

応永 35 3 0 0 14280325 諸国 今月以降＜至秋歟＞、諸国人民疫死、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系

応永 35 4 0 18 14280610 天下 頃日、天下疾疫＜世俗称三日病＞、凡無遺漏、古来未曾有云、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系

応永 35 4 0 26 14280618 諸国 三日病流行に依り、諸社をして祈攘せしむ、幕府も亦之を祈攘、
満済准后日記.兼
宣公記 .年代記
残編 .南方紀伝

史料綜覧 7-547

正長 01 4 0 27 14280619 改元 代始、 皇年代私記 東大謄写本

正長 01 4 0 27 14280619 改元 三日病が流行し、人多く死ぬ、よって改元、 満済准后日記 室町安土桃山時代
医学史の研究

正長 01 5 0 22 14280713 京都 洪水、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

正長 01 5 0 22 14280713 京都 頃日、連々洪水云、 続史愚抄中篇 34 新訂増補国史大系
正長 01 6 0 0 14280722 上野 洪水、温病流行、人多ク死ス、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

正長 01 6 0 0 14280722 諸国 大雨洪水、諸国悪作、大飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

正長 01 6 0 1 14280722 京都 洪水、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

正長 01 7 0 1 14280820 京都 自勧修寺中納言経成卿方、降雨御祈事、以奉書申賜、（奉書省略） 満済准后日記 後鑑 145

応永 34年（1427）～正長元年（1428）
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正長 01 8 0 8 14280926 下野 西鹿沼郷仏供々米事、委細蒙仰候、去年之未進事ハ、雖不作分候、致奔走お令進納候、雖然少未進候けるや驚入候、輪王寺文書 77 栃木県史中世 1

正長 01 8 0 11 14280929 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄去年損亡之事、六十石之
外廿石、為庄下散用立申之間、披露之処、先自由沙汰次第、
不可然也、雖然廿石之内五石可有御免ナリ、

東寺百合文書
ち 7

相生市史 7-369

正長 01 8 0 11 14280929 京都 為兵革及病事禱、… 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系

正長 01 9 0 2 14281019 山城
天晴、昨日大風、山中諸坊数ケ所吹破、其外清滝宮辺、
杉桧松以下、大木百本過顚倒、雖然、社頭拝殿并諸堂不苦、
希代事也、

正長元年記 続群書類従 29下

正長 01 10 0 10 14281126 山城 去九月朔日大風、岩間山杉桧数十本顚倒之間、被召寄之、正長元年記 続群書類従 29下

正長 01 11 0 6 14281221 丹波［大山荘大方分年貢損免状　一院谷御百姓中宛］大山庄大方御年貢内／合拾石者／右所損免等下給如件、
東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-514

正長 01 11 0 8 14281223 大和

般若寺ノ内外ノ庭、数千人ヒカシテ、本眉寺御領山ニ、
奈良中モヒカル程ノカヾリヲタクナリ、兼ノ評定ナレバ、
大仏カネヲ…ノ奈良中ノハカカネヲツク、雑務ケンタノ
…ナレバ、朝服ノ筒井殿、其御セイ…百余人ニテ、馬借ヲヽ
イクヅシテ、三人打取テ、…将即死一人、別ニ廿貫文宛
ノ御寺タリノケシヤク…サル間、京・奈良ノ道ハフサガ
リテ、人一人モトウラズ、…奉行祐富殿ヨリ、符坂油座
衆中…旬御供一膳、酒三升、代六十文御下行…春日祭御
渡アリ、但京人ヲバトヲシ申ナリ、

春日若宮日記 後鑑 2

正長 01 11 0 16 14281231 播磨［上原性智書状　小河玄助宛］…又当国御徳政事、侍所へ御注進披見申候、驚入候、就此事、先日魚住周防被指下候、
東寺百合文書ｵ
134

相生市史 8下 178

正長 01 12 0 0 14290114 丹波［大山荘年貢算用状］…十石 損亡 自寺家之上使免之、 東寺百合文書ノ 兵庫県史中世 6-515
正長 01 12 0 0 14290114 天下 今年、天下饑饉云、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系

正長 01 12 0 18 14290131 山城
［二十一口方評定引付］…一、上野庄東田井、自去年（応
永 34年）依川成、当年之畠成、仍地子段別五百文定、但
当年事者、新開之間、御免申、猶問答之最中也、

東寺百合文書
ち 7

東寺文書 3

正長 02 0 0 0 14290213 天下 天下饉、 日本野史 日本災異志
正長 02 0 0 0 14290213 京都 此春、疫疾流行、人多死、 南方紀伝下 日本災異志

正長 02 0 0 0 14290213 播磨
［矢野庄学衆方散用状］＜永享元年分／同二年十一月八日
勘定畢＞…合百弐拾五石四斗五升一合＜興行分／加定＞
…五拾四石弐斗八合三勺＜交分／斗違加定＞損亡分、

東寺百合文書ｦ
77

相生市史 8下 220

正長 02 0 0 0 14290213 丹波［大山荘河成田数注文］…以上三反 分米壱石五斗五升二合
／但永享元河成、

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-523

正長 02 1 0 0 14290213 播磨 東寺領矢野庄、土一揆再発、飢饉、国一揆蜂起し、守護赤松満祐の兵を撃破、 薩戒記 百姓一揆総合年表

正長 02 3 0 6 14290418 加賀［勧修寺状 加賀河北郡井家庄につき］…飢寒の艱難に罷過
候式にて候、返々御をしはかりの限にても候いぬ、

尊経閣古文書
纂 加能史料室町 2

正長 02 3 0 7 14290419 播磨
［廿一口方評定引付］一、（矢野庄）寺辺水田斗代損免注進
事／…披露之処、既可閣作毛之由申上者、先当年者、任
申請旨、可有其沙汰之由衆儀了、

東寺百合文書
天地 25

相生市史 7-373

正長 02 3 0 9 14290421 京都 灰砂降、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

正長 02 6 0 3 14290713 京都 止雨奉幣也、 師郷記 1 史料纂集
正長 02 6 0 3 14290713 京都 被発遣祈雨奉幣使、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
正長 02 6 0 30 14290809 京都 祈雨奉幣、 師郷記 1 史料纂集
正長 02 6 0 30 14290809 京都 被発遣祈雨奉幣、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
正長 02 7 0 1 14290810 京都 昨日、祈雨奉幣散状、資親付之、仍進入畢、 建内記 2 大日本古記録
正長 02 7 0 1 14290810 京都 諸寺諸門跡等祈雨事、可触催之由、有御定… 建内記 2 大日本古記録
正長 02 7 0 1 14290810 京都 自武家、仰炎旱禱於諸門跡、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系

正長 02 8 0 18 14290925 山城
…彼庄正長二年八月十八日洪水ニ、井口并溝失、田地ハ
川原、残ハ成畠、已十三ケ年之間御年貢無一粒、然少々
百姓失、成亡所者也、

山城国上野庄
代官職契約状
案

教王護国寺文書
4-1241

永享 01 9 0 5 14291012 改元 代始（即位以前）、 皇年代私記 東大謄写本

永享 01 11 0 3 14291208 播磨

［廿一口方評定引付］一、矢野庄重損亡事／去月卅日田所
参洛、依損亡事也、其子細申云、当年地下旱魃事、以外
次第也、先両度既雖被下卅石免米、此分更不可叶者也、
…先以六十石分…残十石相副之、都合分可為七十石之由
衆儀了、

東寺百合文書
天地 25

相生市史 7-377

正長元年（1428）～永享元年（1429）
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永享 01 11 0 27 14300101 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄重損亡…先於損免者、重弐拾石分給之、
東寺百合文書
天地 25

相生市史 7-378

永享 02 0 0 0 14300203 山城 東寺領上久世庄大風大水堤切から減免を要求して毎日列参数十度、70石免除、
東寺鎮守八幡
宮評定引付 百姓一揆総合年表

永享 02 0 0 0 14300203 播磨
［矢野庄供僧方年貢散用状］＜永享二年分／同参年三月廿
八日／勘定畢＞…合百弐拾五石四斗五升一合＜興行分／
加定＞…四十一石九斗一升□合□勺　損亡分、

東寺百合文書
ら 36

相生市史 8下 234

永享 02 0 0 0 14300203 播磨
［矢野庄学衆方散用状］＜永享弐年分／同三年三月廿四日
／算勘畢＞…合百弐拾五石四斗五升一合＜興行分／加定
＞…四十一石九斗一升二合五勺　損亡分、

教王護国寺文
書 1141

相生市史 8下 239

永享 02 0 0 0 14300203 播磨

［矢野庄学衆方畠成散用状］＜永享四年五月廿五日＞永享
二年分…／残六斗九升八合＜畠成新田等損免、雖不可有
之、以惣庄免米、不可支分之由、庄家百姓等申候間、配
分無之、仍以各別之儀、損免下之了、於後々者、亦申案内、
可存其旨之由、治定了＞、

教王護国寺文
書 1156

相生市史 8下 296

永享 02 0 0 0 14300203 丹波

［大山荘年貢算用状］…除／壱石四斗九升六合 参段五代川
成＜…＞／壱石五斗五升二合 参段＜上中下彼是川成＞／
弐拾壱石一斗六升四合 当年半損亡／…七斗七升六合 当年
荒／…一、西田井 四町六段五代内 本荒七段廿代 分米参石
五斗五升／当荒参町八段卅五代／分米拾八石五斗七升八
合／… 

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-526

永享 02 0 0 0 14300203 丹波

［大山荘算用違目事書案（土代）］永享二年分／一、如算用
状者／除／壱石四斗九升六合 三段五代河成云々＜自何年
河成［  ］御不審＞／一石五斗五升二合三段＜上中下彼是河
成云々＞／弐拾壱石一斗六升四合 当年半損／…／七斗七
升六合 当年荒、

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-538

永享 02 0 0 0 14300203 丹波［大山荘上使下向条目案］…一、永享二年三反五代あれ事／一、同年三反 かわなりの事、
東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-536

永享 02 5 0 30 14300629 京都 今日、有祈雨奉幣、 師郷記 1 史料纂集
永享 02 6 0 3 14300702 京都 炎旱以外、祈雨奉幣、 満済准后日記 続群書類従

永享 02 8 0 10 14300906 丹波
［大山庄永享二年分算用状］…弐拾壱石一斗六升四合　当
年半損亡…／一、西田井　四町六段五代内／本荒七段廿
代　分米参石五斗五升／当荒参町八段卅五代　分米拾八
石五斗七升八合、

東寺百合文書
に 27

大山村史 246

永享 02 8 0 18 14300914 山城
大雨大風以外、方々破損云々…帰路於五条橋上逢大風、
自橋被吹落、主従二人没了、不便々々、其外如此類所々
在之云々、官庁二門顚倒云々、

満済准后日記 続群書類従

永享 02 8 0 18 14300914 京都
終夜甚雨、自天明大風、言語道断也、洛中洛外舎屋、皆
以破損、官司西廊南門顚倒、東門北門破損云々、洪水又
以外也、凶年之基也、

師郷記 1 史料纂集

永享 02 8 0 18 14300914 京都 大風、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

永享 02 8 0 18 14300914 京都 大風雨、 如是院年代記 新校群書類従 20

永享 02 8 0 18 14300914 京都 大風雨、太政官庁及諸門倒、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 02 8 0 22 14300918 京都 大雨、 満済准后日記 日本の気象史料
永享 02 8 0 22 14300918 京都 洪水、 如是院年代記 新校群書類従 20

永享 02 8 0 22 14300918 京都 洪水云、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系

永享 02 9 0 0 14300927 会津 六～九月、雨洪水、悪作、種子物失う、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

永享 02 9 0 2 14300928 山城 申剋大風、即時休、洛中洛外舎屋少々破損了、 師郷記 1 史料纂集
永享 02 9 0 2 14300928 京都 大洪水、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

永享 02 9 0 2 14300928 京都 洪水云、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 02 9 0 10 14301006 京都 今日、止雨奉幣也、 師郷記 1 史料纂集
永享 02 10 0 19 14301114 京都 今夜、有祈晴奉幣、 師郷記 1 史料纂集

永享 02 11 0 5 14301129 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野損免事、首尾卅石分評義了、東寺百合文書く 13
相生市史 7-380

永享 02 12 0 0 14310123 山城 注進 上久世庄御年貢米散用状事／永享二年分／…壱石六
斗 流田／漆拾捌石 当年御免米／…

山城国上久世
庄年貢米并公
事銭算用状写

教王護国寺文書
4-1138

永享元年（1430）～永享 2年（1431）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永享 02 12 0 12 14310203 伊勢
［加賀守・掃部頭連署 外宮一禰宜殿宛］御判／伊勢国神三
郡内御糸以下土一揆等事、如山田地下人、以起請文并請
文可歎申之、若彼等及異儀者、可被加退治之上者、此趣、
堅可被下知三郡内土一揆之由、所被仰下也、仍執達如件、

永享年中文書 後鑑 147

永享 02 12 0 29 14310220 山城 注進 上久世庄御年貢米散用状事／…壱石六斗 流田／漆拾
捌石 損免／…

山城国上久世
庄年貢米算用
状并未進徴符

教王護国寺文書
4-1135

永享 03 3 0 8 14310428 尾張
六師庄（尾張国春日部郡）代官職事、織田故伊勢入道（常松）
＜尾張国守護代也＞請之、百貫文請文両度出之、仰付御
厩野多年致沙汰者也、而御厩野条々有不法事、百姓訴之、
逃散、結句、永不可用之由、有起請文之注進、…

建内記 愛知県史資料編
9-1378

永享 03 3 0 17 14310507 尾張 …（六師庄）百姓逃散、未及耕作候間、… 建内記 愛知県史資料編
9-1378

永享 03 4 0 0 14310521 越後 四、五、六、七月、大飢渇、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

永享 03 4 0 15 14310604 加賀 勧修寺領賀州郡家庄（能美郡）一所懸命在所也、去年以来百姓逃散了、于今不還住、 満済准后日記 加能史料室町 2

永享 03 5 0 29 14310717 京都 洪水、 看聞日記 . 満
済准后日記 史料綜覧 7-588

永享 03 6 0 7 14310725 京都 雨降、今日止雨奉幣也、自去月初、連日降雨之故也、 師郷記 1 史料纂集

永享 03 7 0 6 14310822 山城
抑聞米商売之者六人、侍所召捕、糺問被書湯起請云々、
此事此間、洛中辺土飢饉、忽及餓死云々、是米商人所行也、
露顕之間、張本六人余党数十人、被召捕厳密沙汰云々、

看聞日記 日本凶荒史考

永享 03 7 0 7 14310823 山城 山科飢饉のため、郷民が泉涌寺を襲い、門前在家に放火、死者多し、 満済准后日記 百姓一揆総合年表

永享 03 7 0 10 14310826 山城

去月以来、洛中辺土、飢饉及餓死、是米商人所行之由、
露顕之間、去五日米商人張本六人、侍所召捕糺明、被書
湯起請、皆有其失、糺問之間白状、諸国米塞運送之通路、
是所持之米為沽却也、又飢渇祭、三ケ度行云々、与党商
人も皆被召捕、張本六人被篭舎、可被斬云々、所司代（赤
松満祐）依此事失面目、職辞退云々、洛中飢饉以外也、自
公方被定法、可米於沽却之由、被触云々、

看聞日記 日本凶荒史考

永享 03 7 0 12 14310828 尾張

［幕府奉行人連署奉書 守護代宛］一、壱万部御経御料所、
尾張国山田庄事、為庄務被差下蜷川越中守親吉訖、自然、
百姓等及強訴者、令合力之、可被沙汰居親吉於庄家、若
致逃散、有許容他領之族者、為被処罪科、云落着在所、
云領主交名、載起請之詞、可被注申候也、

御前落居奉書 愛知県史資料編
9-1387

永享 03 7 0 15 14310831 京都 近日、洛中米商売無之、上下愁歎、無極者也、 師郷記 1 史料纂集

永享 03 7 0 19 14310904 京都 米商人被召捕、張本六人之内、門次郎＜元乞食也＞、唐紙師三人被刎首云々、京都米如元本復云々、珍重也、 看聞日記 日本凶荒史考

永享 03 10 0 10 14311123 山城 東寺領上久世庄、流田の損免につき、四～五度上洛、検地を乞う、
東寺鎮守八幡宮
供僧評定割付 百姓一揆総合年表

永享 03 12 0 27 14320208 山城 注進 上久世庄御年貢散用状事／…捌石 流田御免分…
山城国上久世
庄年貢算用状
并未進徴符

教王護国寺文書
4-1144

永享 03 12 0 29 14320210 山城 注進 東寺八幡宮御領下久世庄御年貢散用状／…壱石五斗 
流田御免…

山城国下久世
庄年貢算用状

教王護国寺文書
4-1145

永享 04 0 0 0 14320211 丹波［大山庄上使下向条目案］…二石七斗九升去（永享四）年あれ事、
東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-536

永享 04 6 0 5 14320711 京都 今日、被行祈雨奉幣也、 師郷記 1 史料纂集
永享 04 6 0 9 14320715 京都 為祈雨、自今日三箇日、掃除神泉苑池、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 04 8 0 0 14320904 京都 疾疫行はる、 看聞日記 史料綜覧 7-608
永享 04 8 0 2 14320905 播磨 洪水あり、 姫路市史 日本の気象史料

永享 04 9 0 20 14321023 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野損亡事、旱之由以目安申上、披露、不可叶由衆義、
東寺百合文書
天地 26

相生市史 7-386

永享 04 12 0 3 14330103 播磨［廿一口方評定引付］一、（矢野）損亡事、已前弐拾石分雖被免之、重色々歎申間、十五石分可被加云々、
東寺百合文書
天地 26

相生市史 7-387

永享 05 0 0 0 14330131 丹波
［大山荘年貢算用状］（永享五年分）…壱石五斗五升二合 
上中下三段川成／弐拾壱石九斗一升二合当年半損亡上使
御定／…一、西田井四町六段五代 皆荒畢、

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-544

永享 05 0 0 0 14330131 播磨（付戔）此年、干魃、寺辺ハ皆損也、 法隆寺伍師年
会衙記録 鵤庄史料 220

永享 2年（1431）～永享 5年（1433）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永享 05 0 0 0 14330131 大和 頭ナシ　大旱（薗部寿樹［中近世移行期村落における宮座と家］ 大頭入日記 歴民博研究報告 83

永享 05 0 0 0 14330131 遠江
［最勝光院方評定引付］村櫛郷年貢事、去年五結分未進之
間、連々催促申候之処、永享五年以外大旱魃之間、以別
儀可有宥免之由奉間、披露之間…無力五結分内二結半事
可閣申之由被申了、

東寺百合文書
る 42

東寺文書 5

永享 05 0 0 0 14330131 大和［神供寺門勤仕先例注文］…一、永享五年、炎旱、官符衆徒備進之、
大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-81

勉誠出版

永享 05 0 0 0 14330131 大和 炎旱、（長禄 3.5.8条） 尋尊大僧正記 13 大乗院寺社雑事記 2

永享 05 2 0 9 14330309 能登
［本庄宗有免除状 能登本光寺宛］馬繋浦恒利名散田之内山
崩事、／合九者、在所金山／右、彼下地之内、永享四年之年、
依山崩成歎候之間、免許之処実也、仍為後日之免状如件、

常俊家文書 加能史料室町 2

永享 05 4 0 4 14330502 山城
抑聞、此間洛中洛外有子取者、於諸方取之、誰人之所為
とも不知、男女房僧聖等取之、或子を取返、或被打殺云々、
悪瘡（癩病？）薬ニ取云々、

看聞日記 続群書類従

永享 05 5 0 0 14330528 讃岐 旱魃、自五月、至十月、牛馬疫癘、 讃岐国大日記 後鑑 153

永享 05 5 0 0 14330528 京都 自是月、旱、 後鑑 日本の気象史料
永享 05 5 0 1 14330528 京都 今日、祈雨奉幣也、 師郷記 2 史料纂集
永享 05 5 0 1 14330528 京都 被発遣祈雨奉幣使、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 05 5 0 9 14330605 京都 重祈雨、 続史愚抄 史料綜覧 7-620
永享 05 5 0 9 14330605 京都 自武家、令行炎旱禱于諸門跡、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 05 5 0 10 14330606 京都 祈雨奉幣、 薩戒記他 史料綜覧 7-620
永享 05 5 0 10 14330606 京都 今日、祈雨奉幣也、 師郷記 2 史料纂集
永享 05 5 0 11 14330607 京都 朝間雨降、此間、祈雨御祈事、被仰所々云々、 師郷記 2 史料纂集
永享 05 5 0 12 14330608 京都 依炎旱、掃除神泉苑池＜翌日大雨云＞、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 05 5 0 21 14330617 京都 夏中旱、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

永享 05 5 0 27 14330623 京都 祈雨奉幣、 看聞日記他 史料綜覧 7-621
永享 05 6 0 0 14330627 京都 夏炎旱、（9月 16日条） 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

永享 05 6 0 3 14330629 京都 幕府、諸寺に雨を祈らせる、 満済准后日記他 史料綜覧 7-621

永享 05 7 0 7 14330801 摂津
［勝尾寺請雨勤行目録］永享五年癸丑七月七日ニ、外院庄
ヨリ、当寺ヘ請雨付、同八日之初夜ヨリ始之、同夜時ヨ
リ降リ、同九日ニモフリ了、同十日、外院庄ヨリ酒持上、
一山礼堂ニテ会合アリ、

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

永享 05 7 0 7 14330801 摂津
［勝尾寺請雨勤行目録］（永享五年癸丑七月七日ニ、外院
庄ヨリ、当寺ヘ請雨付）…今年惣持寺ニテ請雨アリ、卅
四ケ郷ヨテコウ也、同七日ニ始十一番ニヲリタリ、

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

永享 05 7 0 7 14330801 摂津

［勝尾寺寺僧日記］惣持寺之請雨ハ、卅四ケ郷ヨテコウ也、
ソレモ七月十七日ヨリコイ始、十一番ニヲテコウ也、／
永享五年大日テリ、所々ニ雨コイアリ、／七月七日ニ此
寺ヘ外院ノ庄ヨリ付了、八日ノ初夜ヨリ始、八日・九日
ニフリヌ、…

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

永享 05 7 0 10 14330804 山城 幕府、醍醐三宝院に雨を祈らせる、 満済准后日記 史料綜覧 7-622
永享 05 7 0 12 14330806 京都 祈雨奉幣也、 師郷記 2 史料纂集

永享 05 7 1 29 14330921 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄…捧大旱魃目安間事、… 東寺百合文書
ち 9

相生市史 7-389

永享 05 8 0 29 14331021 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、田所地下目安持
参仕…皆損之由申之間…（12月 24日条に［矢野庄年貢当
年無之上者…］とあり）、

東寺百合文書
ち 9

相生市史 7-389

永享 05 10 0 0 14331121 丹波

［大山荘算用違目事書案（土代）］…一、当年＜永享五／十
月中＞上使下向之処、荒田既付毛畢、仍年貢事、半損之
外忩々可有究済事…／一、河成事、如上使注進者、二反
四十代注之外無之、三ケ年如算用状者、六段五代ニ見タ
リ、不審千万事、／…一、当年一井谷者、荒不作等無之由、
上使注進間、半損之外、御年貢厳密可有沙汰事、／…

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-538

永享 05 10 0 8 14331128 丹波
［大山荘上使下向条目案］大山庄上使事／一、損まうの事、
よくよく可被見事、／一、たう年あれふさくの事、…已
上十九町一反 百姓答分、

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-536

永享 5年（1433）
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永享 05 11 0 26 14340115 甲斐 大雪降、木ヲルヽ也、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永享 05 11 0 28 14340117 紀伊

［隅田南庄々官等起請文］敬白　起請文事／右意趣者、当
郷卅人御年貢、当年きゝん（飢饉）、かんはつ（旱魃）によ
つて、取沙汰申かたく候之間、上使をもつて御らん候へ
となけき申処ニ、有のまゝをさめ申候へと承候間、米二
斗六升、さこく（雑穀）一斗八升七合、公事銭一貫文進納
仕候、此外者一粒も地下にかんほう（姦謀）を不申候、

又続宝簡 110 家高野山 8-1784

永享 06 0 0 0 14340218 上野 百万反流行、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
永享 06 0 0 0 14340218 京都 疫疾、飢死者多、 南方紀伝 日本凶荒史考

永享 06 0 0 0 14340218 播磨
［矢野庄学衆方算用状］＜永享六年分／同七年五月十三日
勘定了＞…参斗七升八合…永享六年川成＜真末／道円＞
…二百五十文　＜七月廿八日＞雨請天神御前ニテ大酒有
之、半分定、

東寺百合文書ｦ
78

相生市史 8下 347

永享 06 0 0 0 14340218 丹波

［大山荘百姓等申状案］…一、去年とらのとし（永享六年）
のそんまう［   ］事、ほうしゆ丸のなハてより下をは、はん
そん、たゝし此内、皆そんの御田あまた候、又なハてよ
り上ハ、三分一そん、たゝし此内にも、かいそんの御田
あまた候、

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-553

永享 06 0 0 0 14340218 京都 今年、疫病、人うへ死の者おほし、 南方紀伝下 後鑑 154

永享 06 3 0 21 14340509 京都 祈雨奉幣、 師郷記 2 史料纂集

永享 06 3 0 24 14340512 京都 幕府諸寺に雨を祈らせる、 東寺百合文書 .
満済准后日記 史料綜覧 7-634

永享 06 3 0 27 14340515 京都 祈雨奉幣、 師郷記 2 史料纂集

永享 06 4 0 2 14340519 京都（廿一口方評定引付）祈雨事、昨日マテ一七ケ日雖有勤修、無効験、
東寺百合文書
ち 日本凶荒史考

永享 06 6 0 1 14340716 京都（廿一口方評定引付）神泉苑掃除事、所司代已雖致掃除、寺家不存知、重而自寺家出奉行人、相共猶々可致掃除云々、
東寺百合文書
ち 日本凶荒史考

永享 06 6 0 1 14340716 京都 依炎旱、除神泉苑池泥、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 06 7 0 0 14340814 諸国 諸国炎旱、 看聞日記 史料綜覧 7-638

永享 06 7 0 17 14340830 京都 幕府、雨を神泉苑に祈る、
東寺百合文書 .
満済准后日記
他

史料綜覧 7-638

永享 06 7 0 19 14340901 京都（廿一口方評定引付）祈雨事、…神泉苑可有三ケ日皆参云々、
東寺百合文書
ち 日本凶荒史考

永享 06 7 0 20 14340902 京都 今日、祈雨奉幣、 師郷記 2 史料纂集
永享 06 7 0 21 14340903 京都（廿一口方評定引付）神泉苑参勤事、雖有之、猶不降雨、 東寺百合文書ち 日本凶荒史考
永享 06 7 0 24 14340906 京都 幕府、醍醐三宝院に雨を祈らせる、 満済准后日記 史料綜覧 7-638
永享 06 8 0 1 14340912 京都 祈雨、 満済准后日記 旱魃霖雨史料

永享 06 8 0 3 14340914 京都 去月中炎旱、民間愁也、而甘雨珍重、休雨御祈、於所々被行云々、 看聞日記 日本凶荒史考

永享 06 8 0 4 14340915 京都（廿一口方評定引付）神泉薗参勤事、三ケ日雖参勤、降雨不快、猶々結番可有参勤云々、
東寺百合文書
ち 日本凶荒史考

永享 06 9 0 0 14341012 京都 疾疫・飢死者多、（永享 6.9.15条） 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

永享 06 9 0 2 14341013 京都 祈晴奉幣、 師郷記 2 史料纂集

永享 06 9 0 5 14341016 山城
晴、時雨時々灑、天気如十月、寒嵐又同前此四五日、毎
朝霜降、江州辺降雪云々、希代、土民等云、白山神輿御
登山故云々、

満済准后日記 新修彦根市史 5

永享 06 9 0 23 14341103 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野損亡事、以目安申中、…五ケ所分ニ弐拾五石分可被免、衆儀治定了、
東寺百合文書
ち 10

相生市史 7-394

永享 06 9 0 27 14341107 丹波

［大山庄当年旱損下地注文］合／一、一井谷＜法師丸より
上ハ三分一損計見へ候／法師丸より下ハ半損＞／一、西
田井＜…毛少候と見へ候へ共、いかほと候も不存候、反
別七八升、一斗計つゝたるへく候か＞／畠方ハ 皆荒にて
候、／右此分見へ候、早々けん使御下あるへく候、

東寺百合文書
に 50

大山村史 252

永享 06 11 0 11 14341220 大和 大乗院領四十八ケ所、土民等蜂起、依渡唐反銭事也、 大乗院日記目
録 2

大乗院寺社雑事記
12

永享 06 12 0 27 14350204 京都 有疫病、人民多死云、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系

永享 5年（1434）～永享 6年（1435）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永享 06 12 0 29 14350206 山城 注進 上久世庄御年貢米散用状事／…弐石 流田…
山城国上久世
庄年貢米算用
状并未進徴符

教王護国寺文書
4-1171

永享 07 0 0 0 14350208 山城
（上野荘）依正長二年八月十八日洪水、井口并溝悉埋、田
地皆成自河原、既十三ヶ年之間、…依之去永享七年雖掘
井溝、依大水埋溝、不及一作也（永享 12.8 山城国上野荘代
官職補任状土代）、

東寺百合文書
や 76

土一揆史料集成下

永享 07 0 0 0 14350208 会津 是歳、陸奥会津四郡、疫大行、人多死、 長牒日記 日本疾病史

永享 07 0 0 0 14350208 丹波
［大山荘百姓等申状案］…一、めん米之事…三分一そんゆ
き候へハ、谷ハはんそんゆき候所ニ、此間の事者、五升・
八升おゝ候へハ…

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-553

永享 07 0 0 0 14350208 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…壱斛、
船入年貢、此間、依水損、雖有御免、打開間、自永享七
年納之也、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

永享 07 1 0 10 14350217 山城 東寺領上久世庄損亡、三原道浄以下烈参、 東寺鎮守八幡宮
供僧評定割付 百姓一揆総合年表

永享 07 7 0 13 14350816 京都 風雨以外甚、処々人家、多以破損了、 師郷記 2 史料纂集
永享 07 7 0 13 14350816 京都 大風雨、 如是院年代記 新校群書類従 20

永享 07 7 0 13 14350816 京都 当院施餓鬼無御成、大風雨之故、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 07 9 0 0 14351001 京都 秋大風吹、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

永享 07 9 0 7 14351007 京都 夜前甚雨、洪水以外之間、津ニ［ ］御逗留云々、 師郷記 2 史料纂集

永享 07 9 0 28 14351028 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事／以目安一庄歎申之間、…当年一天熟年之処、如此申状、不可然也、
東寺百合文書
く 14

相生市史 7-399

永享 07 12 0 9 14360106 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事／重而以目安歎申
云、…損亡五十石分不給候者、戸立隠居、御年貢不可沙
汰之由、其聞候、…重十五石分可損免之旨、治定畢、都
合卅石免米也、

東寺百合文書
く 14

相生市史 7-400

永享 08 0 0 0 14360128 加賀 旱＜颷＞廿日、五穀絶ス、 産福寺年代記 加能地域史 11

永享 08 0 0 0 14360128 京都 夏、旱魃、 南方紀伝下 日本凶荒史考

永享 08 0 0 0 14360128 播磨［矢野庄供僧方年貢算用状］…＜永享八年分＞…二百五十文　雨乞両度大般若経大避宮ニテ入目　半分定、
教王護国寺文
書 1189

相生市史 8下 382

永享 08 0 0 0 14360128 会津 是年、大飢饉、 会津四家合考 後鑑 156

永享 08 0 0 0 14360128 大和 炎旱、（長禄 3.5.8条） 尋尊大僧正記 13 大乗院寺社雑事記 2

永享 08 0 0 0 14360128 大和 就楊本庄損免事、十市代官森本参申、条々問答、…永享八年丙辰百七十五余之内、半分御免、（文明 4.10.1条）
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

永享 08 2 0 11 14360307 山城 注進 上久世庄御年貢米之散用状事／…壱石三斗 流田／六
石 損免…

山城国上久世
庄年貢米算用
状并未進徴符

教王護国寺文書
4-1180

永享 08 3 0 0 14360327 駿河 春より疫病逸り而、人多く死す、 大平年代記 沼津資料集成 8

永享 08 3 0 6 14360401 京都 及昏大風、吹倒西廊之事、披露之、 蔭凉軒日録 1 後鑑 156

永享 08 3 0 6 14360401 京都 大風、相国寺西廊倒、 続本朝通鑑 日本の気象史料
永享 08 4 0 20 14360515 会津 大日照也、四月廿日より、百五十日てる也、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ
永享 08 5 0 25 14360618 京都 此間、炎旱、休雨、奉幣被行云々、 看聞日記 日本凶荒史考
永享 08 5 0 26 14360619 京都 等持寺・等持院可致請雨祈禱之由、有命、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21
永享 08 5 0 27 14360620 京都 諸五山可致請雨祈禱之旨、被命、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 08 5 0 28 14360621 京都 為請雨、自今日三箇日、除神泉苑池泥、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 08 5 0 29 14360622 京都 炎旱以外也、自昨日、於相国寺、休雨祈禱、 看聞日記 日本凶荒史考
永享 08 5 0 29 14360622 京都 凍雨、大如青梅、 如是院年代記 新校群書類従 20

永享 08 5 0 29 14360622 京都 雨雹、大如梅子、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 08 5 1 3 14360626 京都 雨下、炎旱、甘雨、珍重也、 看聞日記 日本凶荒史考
永享 08 5 1 18 14360701 京都 請雨祈禱満散之事、被仰出、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 08 5 1 27 14360720 京都 為祈雨、重掃除神泉苑池＜自今日三ケ日＞、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系

永享 08 6 0 0 14360723 大和 是夏、大旱、
大乗院日記目録 .塔
寺八幡宮長帳 .春
秋暦略 .南方紀伝

史料綜覧 7-661

永享 08 6 0 0 14360723 京都 夏、旱魃、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

永享 6年（1435）～永享 8年（1436）



227

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永享 08 6 0 8 14360730 京都 依炎旱、又始神泉苑池掃除、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 08 6 0 12 14360803 京都 昼間夕立降、此間炎旱、諸方祈雨事被仰云々、 看聞日記 日本凶荒史考

永享 08 6 0 14 14360805 京都
大雨、雷東寺塔婆乾角落懸、五重ノ上ノ乾角棟木瓦等散々
ニ成テ、重々ノ柱悉破損、下ノ重ノ柱ハ二ニサケテ、上
下ノ長押シ、西北ノ方皆落、壁抽等ニ爪形二尺計長有之、…

東寺執行日記 後鑑 156

永享 08 6 0 14 14360805 京都 暴雨雷落、東寺塔五重乾角、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系

永享 08 6 0 15 14360806 京都 塔婆落懸電雷事、昨日未刻、雷落懸塔婆、乾角柱半分破裂、四重五重柱同、就中乾悉損、其外角木以下大略破損之間、…
東寺廿一口方
引付 後鑑 156

永享 08 6 0 30 14360821 京都 重又掃除神泉苑池泥、＜自今日三箇日＞、今年炎旱故也、続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系

永享 08 7 0 2 14360823 摂津

［勝尾寺請雨勤行目録］一、永享八年＜丙辰＞七月二日ニ、
外院庄ヨリ、当寺ヘ請雨付、此時両座アリ、年行事請雨
ヲ不請気持間、東座同心ニ会合シテ、請雨領掌せり、同
二日初夜ヨリ始之、／勤行日講堂千手陀羅尼五十遍、権
現尊勝陀羅尼十遍、御エヒス、／九条錫杖尊勝タラニ一
反、本堂九条錫杖経段薬師大咒十二反、般若九条錫仗経段、
般若心経三巻、毎日日中ニ勤行之、此外、庭ニテ大コヲ
ウチ、昼夜不断各々致祈誠ヲ、三日ノ未明ニ龍地ヲカヘ
タリ、

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

永享 08 7 0 2 14360823 摂津

［勝尾寺請雨勤行目録］請雨事／去永享八年、天下かんは
つして、所々ニ雖為請雨、更々其けんもなし、さるほと
に、外院ノ庄ヨリ、七月二日ニ当寺ヘ請雨を付、年行事
ノ返事ハ、請雨ノ事有ましきよし申、こゝに東座同心ニ
会合をなす、是ほとのひてりニ人口きけい、請雨なくて
ハ不可然とて、やかて二日ノ日祈禱を始ム、勤行日講堂
ハ、千手院陀羅尼五十反、権現ニハ尊勝陀羅尼十反、ゑ
ひすニハ九条錫杖尊勝陀羅尼三反、本尊ハ九条錫杖経段、
般若峯ニテハ九条錫杖経段尊勝陀羅尼三反般若心経三巻、
毎日一度、日中ニ有是、此外をとり昼夜不断、雨候ニ致
祈誠を、般若峯龍地を三日ノ日かゑたり、同五日ニはれ
たるそらにわかにくもり、酉時ヨリふりけり、然間、初
夜時ヨリ、こいとまり候、近代百年より此方ノ大雨と谷々
申候、田畠ノそんしたる事けしからす、たらさる物ノあ
まりありとハといゑとも、増けん事ニすくれたり、五日
の酉時より、十日昼時マテフリヌ、自五日ハ、十日日マテ、
片時モヤマス、大雨勝事ニ物ノ損スル事、申ニ不及、

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

永享 08 7 0 4 14360825 京都 四日ヨリ八日マデ大雨、四条・五条・桂橋落流畢、 東寺執行日記 後鑑 156

永享 08 7 0 5 14360826 京都 請雨祈禱、可満散之事有命、請雨祈禱満散矣、 蔭凉軒日録 後鑑 156

永享 08 7 0 5 14360826 摂津

［勝尾寺請雨勤行目録］（一、永享八年＜丙辰＞七月）…
同五日ニ、ハレタル空ニワカニクモリ、酉時ヨリ大雨フル、
然間、初夜時ヨリ請願ス、百年ヨリ此方ノ大雨ト、各々
申候、田畠ノソンシタル事ケシカラス、タラサル物ノア
マリアリトハイエ共、増ケン事ニスクレタリ、五日ノ酉
時ヨリ、十日ノ寅時ニテ、行（片ｶ）時モヤマス、大雨勝事
ニ物之損スル事、申ニ不及、／同四日、外院ヨリ、酒持
上、礼堂ニテ在之、同八日ニ又外院ヨリ、祝トテ酒ヲ持上、
礼堂ニテアリ、

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

永享 08 7 0 5 14360826 京都 請雨祈禱可満散之事、有命、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 08 7 0 6 14360827 京都 請雨祈禱満散矣、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 08 7 0 8 14360829 京都 雨下、洪水出云々、此間、炎旱引替大水、田地弥不可有正躰歟、 看聞日記 続群書類従

永享 08 7 0 8 14360829 京都 至今日、大雨、洪水、四条・五条橋及桂橋等流、 続史愚抄中篇 35 新訂増補国史大系
永享 08 7 0 12 14360902 京都 雨時々降洪水出、四条橋落了、人流云々、 看聞日記 日本凶荒史考

永享 08 10 0 10 14361127 山城 進上 鳥羽六段半御年貢米事／合／御米五石五斗二升五合
内…／…一石一斗 そんまう、（長禄 1.11.10条） 山科家礼記 1 史料纂集

永享 08 10 0 20 14361207 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、追加十石都合七十石、
東寺百合文書
く 15

相生市史 7-401

永享 8年（1436）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永享 08 11 0 0 14361217 丹波

一、段銭可出にて候ハヽ今度逐電之百姓并に捨田分ハ主
なく候間、自寺家一円ニ可有御沙汰にて候、／一、西田
井事、是又皆荒にて、御下地ニ主もなく候間…／一、如
此荒地主なき下地こそ、寺家より御弁候とも、谷御百姓
前も、当年ハ御年貢内検分、当年之夫賃引候て、残処ハ
納申候事にて候、なにをもつて御百姓可弁申候哉、…（大
山荘一井谷百姓等申状）、（11月 10日付）

東寺百合文書
に 142

土一揆史料集成下

永享 08 11 0 5 14361221 下総［称名寺領山口郷（成田市）御年貢銭＜永享八＞結解状事］…九貫六百文 寺納／…八貫文 損亡…、 金沢文庫文書 千葉県の歴史
17-825

永享 08 11 0 5 14361221 下総
［下総国埴生庄内山口郷年貢銭結解状］注進／称名寺領山
口郷御年貢銭＜永享八＞結解状事／合弐拾貫文之内／…
八貫文 損亡…、

金沢文庫文書
5569

千葉県史料県外
586

永享 08 11 0 10 14361226 丹波
［大山庄一井谷百姓等申状］…一、段銭可出にて候ハヽ、
今度逐電之百姓并に捨田分ハ主なく候間、自寺家一円ニ
可有御沙汰にて候、／一、西田井事、是又皆荒にて、御
下地ニ主もなく候間、自寺家一円に御弁あるへきにて候、

東寺百合文書
に 46

大山村史 253

永享 08 11 0 18 14370103 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野損亡事…重而十石分可被免衆儀治定了、
東寺百合文書
く 15

相生市史 7-402

永享 08 12 0 7 14370122 大和 為小瘡之由之間、卅人入風呂テ入了、房官・侍・中童子等也、経覚私要鈔 1 史料纂集

永享 08 12 0 8 14370123 大和 小瘡事外増気、計会之間、仰付北面等十二人、塩ヲ置了、遣少布施畢、 経覚私要鈔 1 史料纂集

永享 08 12 0 8 14370123 大和 於二階行法、依少瘡行向之条、有其煩之間、自今夕立屏風、常在所ニ可行法也、仍自今夕行之、 経覚私要鈔 1 史料纂集

永享 08 12 0 8 14370123 山城 付木津庄番頭米損免事、東金堂自去六日閇門之由、触耳之間、召寄諸進、不注進子細条、且如何様事哉、… 経覚私要鈔 1 史料纂集

永享 08 12 0 13 14370128 丹波［大山庄永享八年分算用状］…一、西田井肆町漆段卅代　皆荒畢、
東寺百合文書
に 27

大山村史 254

永享 09 0 0 0 14370215 天下 霖雨、天下不熟、 年代記抄節 日本災異志
永享 09 0 0 0 14370215 天下 夏霖雨長降、天下不熟、 立川寺年代記 続群書類従 29下

永享 09 0 0 0 14370215 駿河 夏迄此年種々御祈禱、宮々ニ而祭礼、日夜ニして功もなく、然共、次第ニ軽く相成候、 大平年代記 沼津資料集成 8

永享 09 0 0 0 14370215 会津 大飢饉、 会津旧事土苴考 日本凶荒史考

永享 09 0 0 0 14370215 諸国 大飢饉、特に関東、奥羽人多死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

永享 09 0 0 0 14370215 諸国 諸国熟せず、 年代記 日本震災凶饉攷

永享 09 0 0 0 14370215 播磨［矢野庄学衆方算用状］＜永享九年分／同十年五月六日＞…一斗五升七合五勺…永享九（年）五月中川（成）、　
教王護国寺文
書 1195

相生市史 8下 413

永享 09 0 0 0 14370215 山城
注進 上久世庄御年貢米散用状事／…拾捌石六斛八升三合
弐勺＜去（永享九）年流田進注文之、本流田加定、＞陸拾
斛 損免／…

山城国上久世
庄年貢米算用
状并未進徴符

教王護国寺文書
4-1194

永享 09 4 0 6 14370519 京都 以施行飢人、於御塔施之、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 09 5 0 25 14370707 京都 霖雨不晴、以外大洪水、諸方橋落云々、止雨奉幣… 看聞日記 史料綜覧 7-669

永享 09 5 0 25 14370707 京都 止雨奉幣…／今月中、大略霖雨也、今日殊更甚雨、諸方洪水、以外事云々、 師郷記 2 史料纂集

永享 09 6 0 0 14370713 諸国 夏、霖雨、 年代記 日本震災凶饉攷
永享 09 6 0 0 14370713 天下 夏、霖雨、長雨、天下不熟、 立川寺年代記 続群書類従 29下

永享 09 6 0 15 14370727 山城 又洪水出云々、伏見田地払塵、廿余年以来、大洪水云々、去年炎旱、当年洪水、天災之至、万民周章也、 看聞日記 日本凶荒史考

永享 09 6 0 15 14370727 京都 雨下、去夜終夜甚雨、今日洪水、以外事也、 師郷記 2 史料纂集
永享 09 8 0 14 14370923 武蔵 大風吹、天下両分始… 年代記配合抄 内閣文庫

永享 09 9 0 24 14371101 山城（前欠、上久世庄）／…以上弐町九反半 皆損分… 山城国上久世庄
損田注進状写

教王護国寺文書
4-1191

永享 09 10 0 1 14371108 山城
（1～ 16日）東寺領上久世庄損亡につき、一庄の名主百姓、
悉く列参、減免を求め、五十石免除、さらに三分一免除
要求、五十石追加、

東寺鎮守八幡
宮供僧評定割
付

百姓一揆総合年表

永享 09 10 0 2 14371109 山城［二十一口方評定引付］…一、下久世庄仏事田＜并三昧田阿弥陀坊田＞半損之由申、年預可相計之由畢、
東寺百合文書
ち 11

東寺文書 4

永享 09 10 0 2 14371109 山城［二十一口方評定引付］…一、寺辺水田損亡事申、更以不可叶之由、評儀畢、
東寺百合文書
ち 11

東寺文書 4

永享 8年（1436）～永享 9年（1437）
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永享 09 10 0 28 14371205 山城 進上 鳥羽六段半御年貢米事…／合五石五斗二升五合内…
／…一石三斗 そんまう 段別二斗つゝ、（長禄 1.11.10条） 山科家礼記 1 史料纂集

永享 09 11 0 12 14371218 丹波［大山庄永享八年内検帳］（損 27筆、皆損 17筆） 東寺百合文書
に 36

大山村史 255

永享 09 12 0 21 14380125 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、田所参洛仕、地
下目安并強文持参仕、歎申云、三分二損可被下之由種々
申…去月廿五日、延三分一損被下之、只今庄升五石相副
可被下之、尚田所支歎申者、今伍石相副可被下之由衆儀畢、

東寺百合文書
ち 11

相生市史 7-407

永享 10 0 0 0 14380204 天下 去年霖雨、天下、五穀不登、是歳、飢饉、餓フ盈路、是年飢饉、 文正年代記 日本災異志

永享 10 0 0 0 14380204 京都 飢饉、大疫病、洛中死骸如山、 立川寺年代記 続群書類従 29下

永享 10 0 0 0 14380204 諸国 諸国、疫病多し、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

永享 10 0 0 0 14380204 大和 頭トマル（薗部寿樹［中近世移行期村落における宮座と家］）大頭入日記 歴民博研究報告 83

永享 10 1 0 19 14380222 山城［二十一口方評定引付］…当年事以外饑饉之年、子屋家可立之由可申段、不便之次第也、
東寺百合文書
ち 12

東寺文書 4

永享 10 4 0 1 14380504 山城
［二十一口方評定引付］一、当年依疫疾御祈禱事／当年自
正月之比、洛中以外疫疾流布、仍或者既死人輩不知数、
病人満巷、言語道断之次第也、仍於西院、心経会三ケ度
被行、其外又於鎮守千巻読経…  

東寺百合文書
ち 12

東寺文書 4

永享 10 5 0 0 14380602 山城 是月、饑饉、疫病流行し、人多く死す、 看聞日記 .年代記
残編 .東寺百合 史料綜覧 7-679

永享 10 5 0 14 14380615 世間 自夏初、世間病流布、都鄙病死者不知数、道路如散算云々、今月殊興盛云々、恐怖無極、能々可祈禱者也、 看聞日記 日本凶荒史考

永享 10 5 0 30 14380701 天下 天下飢饉、病事以外事也、餓蒙充道路、洛中日々有病死者言語道断云々、 師郷記 2 史料纂集

永享 10 7 0 4 14380803 山城

［二十一口方評定引付］一、上野庄此間荒分田可開事／其
年式上野庄田苑事、依不入水、年貢已下減少之間、自当
年五ケ庄薗案内、既水入了、但当年依疫疾、一旦雖堀溝
有相続、不及掃除歟、然間所植付稲穀焼失了、言語道断
之次第也、

東寺百合文書
ち 12

東寺文書 4

永享 10 7 0 30 14380829 京都
此時分、祈雨御祈事、被仰出之、伝 奏被下知諸寺諸社了、
此間数日、炎旱之故也、今年病事、至今月猶不休、人民
多以死亡、希代事也、

師郷記 2 史料纂集

永享 10 7 0 30 14380829 京都 請雨祈禱事、被命、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 10 8 0 9 14380907 京都 請雨祈禱満散事、有命、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 10 8 0 30 14380928 丹波
［中西明重書状］（年次は仮定）大山庄損亡事、当年西田井・
一井谷もさんさん候哉と存候、乍去委細承候、何様代官
下候て相尋、其子細可申候、

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-572

永享 10 9 0 29 14381027 丹波

［中西明重書状］（年次は仮定）自大山庄就損亡事、注進状
如此候、先此御返事不可叶之由、可被仰下候哉、但当年
事者、ひゑ（冷）に作毛共さう立たるよし歎申候、始修（終）
者、損亡を被遣候ハてハ、下地を苅候ましきよし申候、
委細者、地下申状見候歟、…

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-573

永享 10 10 0 14 14381110 丹波

［中西明重書状］（年次は仮定）就大山庄損免事、御百姓等
上洛候、以前も度々雖歎申候、就是非、不可叶之由、申下候、
尚以堅歎申之間、不審千万候間、自是人を下、見せ候之処、
以外損候、未作毛悉立置候、早々御披露候て、損亡をも
被下候者、可御目出候、

東寺百合文書
に

兵 庫 県 史 中 世
6-574

永享 10 10 0 16 14381112 丹波

［中西明重書状］（年次は仮定）大山庄損免事、豊饒之間、
不可叶由承候、不然候、先日如申入候、自是人下、地下
を見せ候処、事外損亡、凡作毛等未悉立置候、兎角被仰
延候てハ、弥々可有御公平減少候、早々御計候て、被遣
御年貢等、無為無事、被沙汰候者、可御目出候、さ候ハ
すハ、自寺家被上使下、可有御検知候歟、何辺にも早々
被仰付候者、可然候、

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-575

永享 10 12 0 5 14381230 丹波
［中西明重書状］（年次は仮定）大山庄御年貢米事承候、御
年貢当年ハあるましく候哉、其故ハ、西田井ハ皆損之日
焼にて候、一井谷も［  ］にて候、

東寺百合ノ文
書

兵 庫 県 史 中 世
6-578

永享 11 0 0 0 14390125 京都 大洪水、六、七度、河水悉出、 南方紀伝下 日本の気象史料

永享 9年（1437）～永享 11年（1439）
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永享 11 0 0 0 14390125 播磨
［矢野庄学衆方散用状］＜永享十一年分／同十二年四月
十三日算勘了＞…当荒分…已上五石九斗三合一勺五才／
二斗六合四勺七才＜延定＞永享十一年より川　恒末／惣
都合六石一斗一升二勺二才、

東寺百合文書ｦ
79

相生市史 8下 449

永享 11 0 0 0 14390125 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…伍斛
参斗漆升弐合五勺、赤土村左藤六散田三段廿代年貢米、
依砂成、作人以起請文申間、自永享十一年御免、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

永享 11 0 0 0 14390125 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…拾伍
斛伍斗陸升六合五勺、西安原散田七段十代年貢米、妙覚
入道去永享十一年罷上、砂成由、訴訟申間、自寺家御折
紙下給間、除之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

永享 11 4 0 26 14390616 京都 今日洪水也、自昨日雨下、終夜大雨也、 師郷記 3 史料纂集

永享 11 5 0 0 14390621 山城 東寺雑掌謹申／当寺領山城国上野庄用水事／右当庄近年依無用水、田地大略不［　　　］御願既欲令退転、…
東寺雑掌言上
状案

教王護国寺文書
4-1223

永享 11 5 0 19 14390709 京都 止雨奉幣、 師郷記 3 史料纂集

永享 11 6 0 0 14390720 山城
（前欠、上野庄）右子細ハ、東寺領上野庄、年来不作荒野
［　　　 ］のため、彼用水を所望之間…諸郷の用水渇乏せ
しめ…末の用水下らす、

山城国上野庄
目安案

教王護国寺文書
4-1224

永享 11 6 0 25 14390813 京都 祈雨奉幣、 師郷記 3 史料纂集
永享 11 6 0 26 14390814 京都 祈雨奉幣＜丹生・貴布袮＞俄被行之、… 建内記 2 大日本古記録

永享 11 6 0 26 14390814 京都
近日、晴天強不及作害、只今令降雨者、冷気弥可増歟、
為五穀不可然歟之由、有或説、被尋沙汰被行哉如何、尤
可被問老農乎、

建内記 2 大日本古記録

永享 11 6 0 26 14390814 京都 被発遣祈雨奉幣使、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
永享 11 7 0 2 14390820 京都 請雨祈禱、当寺并天竜寺蒙命、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 11 7 0 5 14390823 山城［二十一口方評定引付］祈雨事、重而奉書到来… 東寺百合文書
ち 13

東寺文書 4

永享 11 7 0 5 14390823 京都 祈雨奉幣也、 師郷記 3 史料纂集
永享 11 7 0 7 14390825 京都 諸五山可祈雨之旨蒙命、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 11 7 0 9 14390827 京都 雨下、入夜甚雨、此間於所々、雨御祈有之、甘雨也、 師郷記 3 史料纂集
永享 11 7 0 14 14390901 京都 連日雨下、仍洪水以外也、 師郷記 3 史料纂集

永享 11 7 0 16 14390903 京都 七月十六日、大風起而、倒清見寺殿堂之事、披露之、（9
月 8日条） 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

永享 11 8 0 0 14390918 会津 大風雨洪水、人家流出人死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表
永享 11 8 0 4 14390921 京都 今夜止雨奉幣…此間連日降雨之故也、 師郷記 3 史料纂集
永享 11 8 0 13 14390930 山城 城南洪水、 管見記 史料綜覧 7-693
永享 11 8 0 14 14391001 京都 此間連々降雨、洪水、深泥以外也、 師郷記 3 史料纂集
永享 11 8 0 16 14391003 会津 大風雨、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

永享 11 10 0 0 14391116 京都 大洪水六、七度、河水悉出、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

永享 11 10 0 23 14391208 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野損亡事、任先立評儀之旨、
先立五石外、重十石分可下之由、加問答処、当年事大略
諸国平均無其□事候哉、…種々被加評儀、只今二十五石
首尾…

東寺百合文書
ち 13

相生市史 7-412

永享 11 11 0 16 14391231 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野損亡事、又重而申代官、可
罷上之由、自地下雖申…重而弐拾石分被仰了、都合五十
石也、

東寺百合文書
ち 13

相生市史 7-413

永享 11 12 0 0 14400114 京都 今年、洪水及度々云、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系

永享 11 12 0 29 14400211 山城 注進 上久世庄御年貢米散用状事…弐拾漆石 損亡、
山城国上久世
庄年貢米算用
状并未進徴符

教王護国寺文書
4-1232

永享 12 0 0 0 14400213 播磨
［矢野庄供僧方散用状］＜嘉吉元年分／同二年四月十日算
勘了＞…四斗三升九合九勺二才＜自永享十二年川（成）／
上使検注＞、

東寺百合文書
れ 62

相生市史 8下 498

永享 12 0 0 0 14400213 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…陸斛
捌斗漆升、寸次郎村則清名三分二、依砂成不作由、以起
請文歎申間、永享十二年御免、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

永享 12 2 0 27 14400408 京都 昨今暁、霜如冬、百花開遍時分、如何、 建内記 3 大日本古記録
永享 12 2 0 27 14400408 京都 昨今、隕霜如冬、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系

永享11年（1439）～永享12年（1440）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永享 12 3 0 12 14400422 尾張 山田堤事、六師百姓愁吟事、了見不事行、仍於国、可談蜷川之由、仰遣之、… 建内記 愛知県史資料編
9-1607

永享 12 6 0 28 14400805 京都 炎旱により神泉苑を掃除、 管見記 .
東寺執行日記 史料綜覧 7-701

永享 12 8 0 0 14400906 山城

（上野荘）依之、去永享七年雖掘井溝、依大水埋溝、不
及一作也、…令退屈捨名主職、不出両度＜永享十年／同
十一年＞之井料者也、然間、自本所一円仁以弐百余貫井料、
雖掘付今井口仁、井口又塞不通水之間、作毛又無之…（永
享 12.8 山城国上野荘代官職補任状土代）、

東寺百合文書
や 76

土一揆史料集成下

永享 12 8 0 0 14400906 日本 大風、この年日本大飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

永享 12 8 0 14 14400919 京都 大風云、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
永享 12 8 0 16 14400921 陸奥 天紅（クレナイ）ノ如シ、 加納家年代記 石巻の歴史 1

永享 12 8 0 22 14400927 伊勢 暴風雨あり、内宮樹木三十余株、外宮樹木六百余株を倒し、月読宮顚倒（神朝遺文）、 宇治山田市史 日本の気象史料

永享 12 8 0 24 14400929 山城 城南洪水、 公名公記 史料綜覧 7-703

永享 12 9 0 27 14401031 京都 神宮去月廿二日、大風、洪水事、注進之由、…大木多以顚倒、希代事也、 師郷記 3 史料纂集

永享 12 9 0 28 14401101 京都 八幡御参詣、依風雨、御延引、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21
永享 12 11 0 9 14401212 京都 及暁天大雨、霹靂以外事也、 師郷記 3 史料纂集
嘉吉 01 0 0 0 14410201 能登 大餓死、 永光寺年代記 加能史料研究 2
嘉吉 01 0 0 0 14410201 京都 春夏間…及炎旱、 続史愚抄 旱魃霜雨史料
嘉吉 01 0 0 0 14410201 諸国 夏、諸国、麻疹流行、 年代記抄節 日本災異志
嘉吉 01 0 0 0 14410201 天下 此年夏、天下一同ハシカ病、 立川寺年代記 続群書類従 29下

嘉吉 01 0 0 0 14410201 備中［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切　嘉吉元年分百貫九百余文未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1345

嘉吉 01 0 0 0 14410201 畿内
此年之秋、洛中洛外徳政行畢、於洛中者、借物・質物等
皆損也、於洛外者、依所所在々、随馬借徳政之義、無法
量次第也、此時之管領細川殿也、於南都、質物三分一令
請取畢、

略年代記 後鑑 171

永享 13 1 0 7 14410207 京都 白雪満尺、表瑞者乎、 公名公記 後鑑 165

嘉吉 01 2 0 17 14410319 改元 革命（辛酉）、 皇年代私記 東大謄写本

嘉吉 01 3 0 6 14410406 京都
於毘沙門堂、有人声云、明旦毒雨可降也、水不可服用之
由称之、此事、室町殿被聞食及之、被相触云々、被申入
口禁裏歟、未分明云々、

建内記 3 大日本古記録

嘉吉 01 3 0 7 14410407 京都 民間訛言、此日、可雨毒、不可呑水者、是於毘沙門堂、有夢想事、流布云、
続史愚抄中篇
36

新訂増補国史大系

嘉吉 01 3 0 9 14410409 京都 近日出現之物、流布大略如口学、希代事也（近日腫物ノ疾流布ス）、 建内記 3 大日本古記録

嘉吉 01 3 0 14 14410414 京都 去十四日、有御悩、為赤斑瘡由、（21日条） 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
嘉吉 01 3 0 21 14410421 京都 近日、諸人病悩多、赤斑瘡也、 建内記 3 大日本古記録
嘉吉 01 4 0 27 14410526 京都 止雨奉幣、 師郷記 3 史料纂集
嘉吉 01 5 0 20 14410618 京都 終夜大雨、鴨川洪水、四条・五条橋落［ ］云々、 建内記 3 大日本古記録
嘉吉 01 5 0 20 14410618 京都 鴨川洪水、四条・五条橋流、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
嘉吉 01 5 0 26 14410624 京都 止雨奉幣、 建内記 3 大日本古記録
嘉吉 01 5 0 26 14410624 京都 今夕丹生・貴布袮両社止雨奉幣、俄可被行之、… 建内記 3 大日本古記録
嘉吉 01 5 0 26 14410624 京都 今日、止雨奉幣、 師郷記 3 史料纂集
嘉吉 01 5 0 26 14410624 京都 被発遣止雨二社＜丹生・貴布袮＞奉幣使、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系

嘉吉 01 6 0 6 14410703 京都 風、雷雨、雹、 看聞日記 . 管
見記 .建内記 史料綜覧 7-712

嘉吉 01 6 0 6 14410703 京都 昼程大風、大雨霰交、雷鳴、 建内記 3 大日本古記録

嘉吉 01 6 0 6 14410703 京都 申剋、俄大風、大雨、以外事也、又雹降、大如梅核云々、民屋少々吹破云々、 師郷記 3 史料纂集

嘉吉 01 6 0 6 14410703 京都 雷鳴、俄風雨、雹降、以外烈、大木共顚倒、鬼神渡歟、後聞、自賀茂龍騰云々、祇園会大鉾三本吹折云々、 看聞日記 後鑑 169

嘉吉 01 6 0 6 14410703 京都 雨雹、壊墻壁、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
嘉吉 01 6 0 26 14410723 京都 東寺領の民、朱雀の民と灌漑を争う、 東寺百合文書 史料綜覧 7-713

永享 12年（1440）～嘉吉元年（1441）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

嘉吉 01 7 0 13 14410808 大和 依炎旱、於興福寺有祈雨、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
嘉吉 01 8 0 25 14410919 京都 大風、 東寺執行日記 日本の気象史料
嘉吉 01 8 0 25 14410919 京都 大風、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
嘉吉 01 8 0 26 14410920 京都 大風吹、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

嘉吉 01 9 1 6 14411029 京都［ ］夜大雨、鴨川水声達鳳欠者也、 建内記 4 大日本古記録

嘉吉 01 10 0 22 14411214 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、名主百姓等三分
一得之由、捧目安申、随而代官田所申云、半損御免有之
者、可随仰歟之由申…損亡事三分一損加問答、能々可有之、
落着可為半損歟、

東寺百合文書
天地 27

相生市史 7-416

嘉吉 02 0 0 0 14420220 備中［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切　嘉吉二年分四十貫余未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1345

嘉吉 02 0 0 0 14420220 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…肆斛
弐斗、赤土村仲九郎散畠御得分、船斗定肆斛、次示野村
一王丸名御得分陸斛参斗者、依河成、嘉吉二年御免、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

嘉吉 02 2 0 27 14420417 大和 多武峰御廟鳴、及御躰破裂、…兵革疫疾火災等事云、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
嘉吉 02 3 0 21 14420510 越後 大水、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
嘉吉 02 5 0 17 14420704 京都 洪水、 管見記 史料綜覧 7-726

嘉吉 02 5 0 28 14420715 山城
深草与竹田、就堤相論確執出来、自深草欲築堤之処、自
竹田支之、追払之間、深草者発向竹田、依之、伏見者共
令合力深草者、同自南口押寄竹田令放火、令焼払竹田在
家云々、

康富記 1 増補史料大成 37

嘉吉 02 5 0 28 14420715 山城 竹田ト伏見トノ弓矢有之、 東寺執行日記 後鑑 172

嘉吉 02 6 0 9 14420725 京都 今日、有可止雨奉幣之由… 康富記 1 増補史料大成 37

嘉吉 02 7 0 19 14420902 摂津

［勝尾寺請雨勤行目録］一、嘉吉二年壬戌七月十九日、外
院庄ヨリ請雨ヲ付、同十九日丑未時開白アリ、同酉時ニ、
チトフリソメタリ、勤行三時如常、庭之風流大コ二、ヤ
ツハチ二、カ子三、チヤウヨコフエ二、クワンサヽラ色々
在之、在所ハ講堂ノ正面ノ東ノワキ、鐘楼ノ西ニ大コヲ
ヲキ、行堂シテコウ也、此所吉例也、／同廿日未時ニ、
龍地ヲカヘタリ、同未時ニ雨フル、而トモ雨不足ニヨテ、
請雨不留、同廿一日亥時ヨリ大雨降、此時請願せり、今
度ノ大雨ハ、去永享八年ノ請雨ノ雨ヨリ勝タリ、同廿一
日、外院ヨリ酒持上、礼堂ニテ一山衆会アリ、同廿三日ニ、
又外院ヨリ酒持テ礼ニ上、一山ニ酒アリ、礼堂ニテ酒モ
リヲセリ、

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

嘉吉 02 8 0 0 14420914 京都 是月、疾疫行はる、 管見記 史料綜覧 7-728
嘉吉 02 8 0 13 14420926 世間 此間、世間、号三日病、以外流布云々、 康富記 1 増補史料大成 37

嘉吉 02 8 0 14 14420927 世間 頃日、世上病事流布、俗称三日病云、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
嘉吉 02 8 0 19 14421002 大和 奈良大風、 祐時記 史料綜覧 7-727
嘉吉 02 8 0 19 14421002 京都 入夜風頻吹、 康富記 日本の気象史料
嘉吉 02 8 0 20 14421003 紀伊 大風、大木倒ス、…大洪水…前代未聞ノ事也、 熊野年代記 印影本

嘉吉 02 10 0 15 14421126 京都
禁裏様有御蚊触事、召医師［令］見之処、廱之由各申之云々、
…御ウシロ御腰ヨリハ上也、世俗セノツヒト云辺歟云々、
諸人驚参者也、

康富記 室町安土桃山時代
医学史の研究

嘉吉 02 10 0 17 14421128 京都

禁裏御不予事驚入之由申談…禁裏御腫物者廱也、腫物医
師久阿已下、一昨日十五日始拝見之、御療養難儀之由申
之間、自管領畠山方、下郷ト云医師ヲ被召進之、御針ヲ
ハ玉体ニ憚之間、如何可仕哉之由申…本朝針博士被置者、
加様時御用の為也、何事に必不可針進之由可申哉、所詮
為権道之間、御針不可苦歟之由、各評定被申了、仍下郷
御針ヲタテマイラスト云々、本道之医師中当時無針之名
誉、可云道之零落歟、

康富記 室町安土桃山時代
医学史の研究

嘉吉 02 10 0 25 14421206 京都
禁裏様御腫物平癒之間、御付薬洗浴之、御内薬モ今日ま
で被聞食也云々、早々本復天下大慶也、珍重々々、医師
下郷也、盆一、砂金三十両被下云々、

康富記 室町安土桃山時代
医学史の研究

嘉吉 02 11 0 15 14421226 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、五分一損分可被
免之由被仰候、畏入候、雖然、地下此分不可有落居候、
…追訴申間、五十五石損免可被免之旨治定了、

東寺百合文書
く 16

相生市史 7-420

嘉吉 03 0 0 0 14430209 山城 春、伏見郷、炎旱から、逃散をはかる、 看聞日記 百姓一揆総合年表

嘉吉元年（1441）～嘉吉 3年（1443）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

嘉吉 03 0 0 0 14430209 播磨［矢野庄学衆方年貢等散用状］…三斗四升三合四勺二才　自嘉吉三年河（成）／上使検注、
東寺百合文書ｵ
151

相生市史 8下 553

嘉吉 03 0 0 0 14430209 備中［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切定　嘉吉三年分百伍十貫文皆未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1345

嘉吉 03 0 0 0 14430209 丹波
［大山荘年貢算用状］…一、三斗七升 川成／残肆拾陸石五
升六合内／十一石五斗一升四合 四分一損亡引之／同一石 
［  ］損亡引之／…

東寺百合文書
ま

兵 庫 県 史 中 世
6-598

嘉吉 03 0 0 0 14430209 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…玖斗
肆升五合、赤土村法師丸名、就五ケ村用水、百姓歎申間、
半分嘉吉三年御免処、…

鹿王院文書 加能史料戦国 2

嘉吉 03 2 0 8 14430318 山城
抑塔森船渡代官山本弥次郎、依為徳政張本人＜号徳政、
取返永代売却地云々＞、為管領成敗、沢井新蔵人搦捕之、
昨日、誅之云々、仍彼在所代官職事、片岡次郎三郎望申
之間、今日与補任了、鳥羽辺張本輩、皆以逐電了云々、

公名公記 後鑑 173

嘉吉 03 3 0 0 14430410 駿河 大旱魃付、惣百姓相談の上、堤之御願ひを立相叶、 大平年代記 沼津資料集成 8

嘉吉 03 3 0 10 14430419 京都 霖雨、洪水、 管見記 旱魃霖雨史料
嘉吉 03 4 0 0 14430509 山城 伏見郷干損、三条家の反銭に反対して、弓矢事に及ぶ、 看聞日記 百姓一揆総合年表
嘉吉 03 4 0 10 14430518 大和 霽、昨今両日、風以外吹了、 経覚私要鈔 1 史料纂集
嘉吉 03 4 0 14 14430522 大和 抑春日社頭、羽蟻立、社家注進云々、有何事哉、 看聞日記 後鑑 173

嘉吉 03 4 0 27 14430604 大和 被発遣春日一社奉幣使＜上旬、羽蟻群集事、被謝申云＞ 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
嘉吉 03 5 0 6 14430612 京都 炎旱以外、民間愁頻云々、（嘉吉 3.5.12条） 公名公記 後鑑 173

嘉吉 03 5 0 9 14430615 京都 祈雨奉幣、 看聞日記.建内記.管
見記 .康富記 史料綜覧 7-735

嘉吉 03 5 0 9 14430615 京都 今日、可被発遣祈雨奉幣使、…（中原康富請文） 康富記 1 増補史料大成 37

嘉吉 03 5 0 9 14430615 京都 被行祈雨奉幣、 師郷記 3 史料纂集
嘉吉 03 5 0 9 14430615 近畿 被発遣祈雨奉幣…又、被仰祈雨事、於諸寺諸山云、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
嘉吉 03 5 0 10 14430616 京都 昨夜有祈雨奉幣、俊秀申沙汰事、 建内記 6 大日本古記録
嘉吉 03 5 0 10 14430616 京都 数日炎旱、祈雨奉幣被行、（嘉吉 3.5.12条） 看聞日記 後鑑 173

嘉吉 03 5 0 10 14430616 大和 為祈雨、自今日、於西室、六万一時三十頌在之云々、 経覚私要鈔 1 史料纂集

嘉吉 03 5 0 12 14430618 京都 祈雨御修法、幕府も諸寺に雨を祈らせる、
看聞日記 .建内
記 .管見記 .康
富記

史料綜覧 7-735

嘉吉 03 5 0 12 14430618 京都
近日、炎旱以外也、去九日祈雨奉幣＜丹生・貴布袮＞一
度之後、無殊事歟、尤猶可有御祈請歟、諸五山事、自武
家加下知禱所云々、甘沢忽降、万民蘇活者哉、

建内記 6 大日本古記録

嘉吉 03 5 0 12 14430618 京都 及晩雨下、終夜不休、甘雨也、 師郷記 3 史料纂集

嘉吉 03 5 0 13 14430619 近畿 自夜前、雨灑、今日頻下、祈雨奉幣之外、雨御祈禱事、諸寺諸山被仰之故歟、 康富記 1 増補史料大成 37

嘉吉 03 5 0 13 14430619 大和 近日、炎旱珎事之処、天馳曇少雨灑、珎重々々、 経覚私要鈔 1 史料纂集

嘉吉 03 5 0 20 14430626 諸国 諸国洪水、止雨奉幣、
看聞日記 .建内
記 .管見記 .康
富記他

史料綜覧 7-735

嘉吉 03 5 0 20 14430626 京都 雨降、夜殊甚、洪水盈溢、河辺小屋等流散、不便々々、 建内記 6 大日本古記録

嘉吉 03 5 0 20 14430626 京都 今夜、被発遣止雨奉幣使候…於于今者、路次洪水、以外候間、難叶候、可如何候哉、…（教忠書状） 康富記 1 増補史料大成 37

嘉吉 03 5 0 20 14430626 京都 雨下＜自昨日下也＞、午剋以後、大雨、洪水、言語道断事也、今古無比類云々、洛中如大河、於鴨河辺人多流死云々、 師郷記 3 史料纂集

嘉吉 03 5 0 20 14430626 山城 後聞、所々田地多以失墜、不思議天災也、洪水、当国殊甚云々、 師郷記 3 史料纂集

嘉吉 03 5 0 20 14430626 京都 今夜、俄被行止雨奉幣、 師郷記 3 史料纂集
嘉吉 03 5 0 20 14430626 京都 大洪水、 如是院年代記 新校群書類従 20

嘉吉 03 5 0 20 14430626 京都 被発遣止雨奉幣、…大洪水、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系
嘉吉 03 5 0 21 14430627 京都 雨下、洪水次第減少云々、 師郷記 3 史料纂集
嘉吉 03 5 0 21 14430627 京都 昨日、止雨奉幣被行、（嘉吉 3.5.12条） 看聞日記 後鑑 173

嘉吉 03 5 0 21 14430627 京都 雨猶不止、所々洪水以外云々、（嘉吉 3.5.12条） 公名公記 後鑑 173

嘉吉 03 5 0 21 14430627 大和 終日甚雨也、珎重々々、 経覚私要鈔 1 史料纂集

嘉吉 3年（1443）
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嘉吉 03 5 0 22 14430627 京都 雨降、河原洪水、人多流死云々、（嘉吉 3.5.12条） 看聞日記 後鑑 173

嘉吉 03 5 0 22 14430628 京都 雨降、如車軸、（嘉吉 3.5.12条） 公名公記 後鑑 173

嘉吉 03 5 0 24 14430630 京都 城南洪水無言語、至東寺南大門前、水湛云々、（嘉吉 3.5.12
条） 公名公記 後鑑 173

嘉吉 03 5 0 25 14430701 京都
先日洪水、室町殿惣門内＜室町之通南北也、一条以北＞、
自上方水流来如川、少々雨之時、猶如此、当年洪水以外也、
女人両人流畢云々、希代事哉、

建内記 6 大日本古記録

嘉吉 03 6 0 2 14430708 京都 大風、 看聞日記 日本震災凶饉攷
嘉吉 03 6 0 10 14430716 京都 依洪水、旅人往反之煩出来、… 康富記 1 増補史料大成 37

嘉吉 03 6 0 24 14430730 京都 入夜暴風、処々吹破云々、茅屋上吹破了、 康富記 1 日本の気象史料
嘉吉 03 6 0 24 14430730 京都 天晴、及晩、風列雨微、夜来暴風破屋… 建内記 6 大日本古記録
嘉吉 03 6 0 24 14430730 京都 先日（廿四日夜）大風、室町殿・鹿苑院等、殊吹損云々、 建内記 6 大日本古記録

嘉吉 03 6 0 24 14430730 京都 今日、自晩頭雨下風吹、入夜大風、及暁天、言語道断事也、所々屋舎多破損了、 師郷記 3 史料纂集

嘉吉 03 6 0 24 14430730 京都 夜半、大風、 如是院年代記 新校群書類従 20

嘉吉 03 6 0 24 14430730 大和 自巳刻、大風雨、所々吹破了、入夜以外吹了、此坊所々築地覆以下、一所無安穏之在所、他所又同篇也、 経覚私要鈔 1 史料纂集

嘉吉 03 6 0 24 14430730 京都 今夜、大風、壊墻壁、 続史愚抄中篇 36 新訂増補国史大系

嘉吉 03 6 0 25 14430731 大和
院中所々破損、先如形築地覆等可沙汰之由、仰付泰祐了、
今明事外計会之間、悉難沙汰終歟、然而先涯分可沙汰試
之由、仰付了、番匠二人召置之、

経覚私要鈔 1 史料纂集

嘉吉 03 6 0 25 14430731 大和
大鳥居内カウハリキノ松木、今朝風止テ後倒了、丑寅方
へ顚倒云々、名木也、為寺門等不宜事歟、…此風南ハ大
安寺辰市辺マテ吹テ、国中ハ無其儀云々、

経覚私要鈔 1 史料纂集

嘉吉 03 6 0 25 14430731 京都 又京都ハ猶名良よりも大風也云々、仍京都在家多数以顚倒、或破損之由、徳市法師下語□也、 経覚私要鈔 1 史料纂集

嘉吉 03 7 0 0 14430805 天下
此間連夜焼亡、皆強盗所為云々、天下飢饉、悪党充満、
世之土蔵悉所取質物、又徳政之怖畏云々、仍飢饉忽餓死
勿論也、疲労之身可如何候哉、失術計時節也、天下之式
不可説、

看聞日記 編年差別史 4

嘉吉 03 7 0 13 14430817 京都 足利義勝赤痢を病む、 看聞日記 . 建
内記 .管見記 史料綜覧 7-736

嘉吉 03 7 0 20 14430824 京都 昼夕立雷鳴、至夜魄飛雨降、賀茂大木顚倒、凡賀茂山衆、木千本許枯之由注進云々、 看聞日記 後鑑 173

嘉吉 03 7 0 21 14430825 京都 晴、哺雷鳴、暴雨以外也、 看聞日記 後鑑 173

嘉吉 03 8 0 0 14430903 摂津

［勝尾寺請雨勤行目録］請雨勤行目録／先開白／講堂 千手
陀羅尼五遍＜満衆＞／三所権現 大般若経初百内ハカリ開
白在之、頼命経也、／次ニ同時ヨリ庭ニテ大コヲウチ、各々
コウ也、／…以上、＜又雨喜□事、講堂千手陀羅尼、鎮
守大般若経／一部、エヒスニテ九条錫杖尊勝タラニ三反、
／本堂懺法錫杖本尊大咒十二度也＞、

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

嘉吉 03 8 0 11 14430913 摂津

［勝尾寺請雨勤行目録］一、嘉吉三年癸亥八月十一日、外
院ヨリ請雨ヲ付了、／同十一日亥時開白アリ、三時勤行
如常、同十二日、般若峯へ上テ勤、先例ノコトク在之、
同未時ニ龍地ヲカヘシ、同十二日酉時ニ、雨チト降ル、
毎日時々曇也＜ヨリヨリクモル＞、同十六日酉時ヨリ曇
テ、戌時ヨリ降了、夜半ホトマテ、大雨降ヘキヤウニテ
不降、同十八日、大般若請願已ニ一七カモスキ、行堂所
ヘ上テコウヘキヨシ、一山ノ手定候所ニ、午時ヨリニワ
カニクモリ、黒雲一村行堂所ニ計トミエシヨリ、大雨降
ケリ、未時ナリ、大般若経結願ト申候、目出度結願候了、
申時ニ雨ヤミテ、又酉時ヨリ大雨一村降ケリ、亥時マテ
降テ、其夜ノ夜半ハカリヨリ、又大雨降ル、同十九日・
廿日・廿一日マテ、一時ハカリ降テハ、二時・三時ハレ、
物ヲモ指セス、五穀成就、近隣里々、当寺ヲ信仰ス、同
十四日ニ、外院ヨリ酒を持上、同十六日ニ、又東外院郷
本各出シテ酒持上、同西外院ノ面々、同道候也、

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

嘉吉 03 8 0 16 14430917 京都 炎旱、井水涸れる、修法して雨を祈る、 看聞日記 . 管
見記 史料綜覧 7-738
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嘉吉 03 8 0 18 14430920 丹波

［大山荘政所本道幸書状］（年次は推定）…一、当年作毛
依日照候、散々式之由、先度注進如申入候、御代官御存
知候上ハ、御百姓姧曲不申入候［   ］定可有御披露存候…／
一、早米事、当年ハ一粒も難致其沙汰候処ニ、為御代官、
堅依被御催促、方々致秘計、弐［石被カ］進上申候、／一、
西田井事、先々如此日照候［て］、御年貢一粒もなき在所
にて候、不進候事、其かくれなく候、当年［日］照、先々
よりも以外候之間、地下［式］御推了あるへく候、五月雨
に少［々］うゑ付候まゝにて候間、御百姓計会、言語道断
次第にて候、

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-585

嘉吉 03 8 0 23 14430925 京都 暴風、雷雨、 管見記 史料綜覧 7-738
嘉吉 03 9 0 4 14431006 丹波 大洪水、 天寧寺年代記 東大影写本

嘉吉 03 9 0 4 14431006 山城
雨降、昼大風吹、所々聊吹破…伏見以外吹、大光明寺惣
門顚倒、松原大木共廿本計吹倒、指月之墻小家等吹破散々
式云々、宝厳院も吹破、当年境内損亡希代事也、洪水出
云々、

看聞日記 日本の気象史料

嘉吉 03 9 0 4 14431006 諸国 大風、洪水、 看聞日記 . 春
日社旧記 史料綜覧 7-738

嘉吉 03 9 0 4 14431006 京都 雨下、哺時暴風頻吹、後聞、正親町京極［  ］殿池之汀大木
吹倒云々、 康富記 1 増補史料大成 37

嘉吉 03 9 0 4 14431006 諸国
風雨、申剋許、大風以外也、後聞、諸国或洪水、或大風、
以外事云々、今年五月末洪水、七月廿一日大風、其後久
雨不降、炎旱及数十日、剰又大風、凶年之式、為之如何、

師郷記 3 史料纂集

嘉吉 03 9 0 10 14431012 丹波

［大山荘一井谷百姓道幸申状］（年次は推定）…検損亡事、
先度注進［仕候］処ニ、御代官御下向候て、地下趣御目に
かゝり候ことく、当年事、以外日てり候て、稲散々損候
間、三分二損免給候者、可畏入候…次西田井之事ハ、御
下地殖候まゝにて候間、［一粒］なく候、早々御扶持候ハヽ
可畏入候…／（追而書）又今度大水・大風ニ抜郡（群）ニ御
下地損候、

教王護国寺文
書

兵 庫 県 史 中 世
6-586

嘉吉 03 9 0 19 14431021 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、／百姓参洛申由
披露之処、可下験（検）使之由治定了（矢野庄上使注進損亡
帳事、11月 9日）、

東寺百合文書
ち 14

相生市史 7-422

嘉吉 03 12 0 24 14440123 山城
［廿一口方評定引付］一、常燈方田地損亡事、／当年損亡
之間、燈明料足可為欠如之由披露之処、自造営方可補之
由治定了、

東寺百合文書
ち 14

東寺文書 4

文安 01 0 0 0 14440129 能登 大小豆降、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文安 01 0 0 0 14440129 京都 大小豆天降、 年代記略 東大謄写本

文安 01 0 0 0 14440129 豊前 大小豆降ル、 豊前国下麻生村
禅源寺年代記録 中山重記校訂

文安 01 0 0 0 14440129 播磨［矢野庄学衆方年貢等散用状］…残百九石五斗三合四勺九才内／七十三石二合三勺三才　三分二損引之、
東寺百合文書ｵ
151

相生市史 8下 553

文安 01 0 0 0 14440129 備中［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切定　嘉吉四年分八十貫文未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

文安 01 0 0 0 14440129 丹波［大山荘年貢算用状］…文安元年分…一、拾石 損亡… 東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-612

文安 01 0 0 0 14440129 山城 注進 上久世庄御年貢御算用状事、／文安元年分／…弐石
七斗八升六合 当年流田損 上使之御注文在…

山城国上久世
庄年貢算用状

教王護国寺文書
5-1379

文安 01 0 0 0 14440129 山城
［最勝光院方評定引付］兼行去年（文安１年）々貢事、旱魃
之間損亡事、代官内藤方申之間、披露之処、以堅請文被
請定之上者、損亡事旁不可叶之由、雑掌遣之可返答之旨
衆儀畢、

東寺百合文書
る 49

東寺文書 5

文安 01 0 0 0 14440129 山城
［最勝光院方評定引付］兼行去年（文安１年）々貢内拾貫文
損亡引之由猶申、不沙汰之間披露之処、…所詮雖為一銭
損亡事不可叶也、…

東寺百合文書
る 49

東寺文書 5

文安 01 0 0 0 14440129 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…玖斛
捌斗六合、野老塚村散田宝厳院分、連々砂成、悉失畢、然間、
地主歎申処、…則以検知、番頭・作人相共捧罰文、仍文
安元年御免、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

文安 01 0 0 0 14440129 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…陸貫
陸百五拾八文、赤土村法師丸名年貢銭、就五ケ村用水、
百姓歎申間、自文安元年一円御免之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

嘉吉 3年（1443）～文安元年（1444）
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文安 01 0 0 0 14440129 大和 就楊本庄損免事、十市代官森本参申、条々問答、…文安元年甲子三十石免、（文明 4.10.1条）
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

嘉吉 04 1 0 16 14440213 大和 自夜甚雪、及尺了、近比雪也、 経覚私要鈔 1 史料纂集
文安 01 2 0 5 14440303 改元 革令（甲子）、 皇年代私記 東大謄写本
文安 01 3 0 0 14440329 陸奥 大豆、小豆降、 加納家年代記 石巻の歴史 1

文安 01 3 0 2 14440330 京都 中夜、大小豆降、如雨、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

文安 01 3 0 2 14440330 諸国 酉刻計ニ天ヨリ雨ノ様ニ大豆・小豆ノ躰ナル物フル、諸国皆如此、 東寺執行日記 後鑑 175

文安 01 3 0 2 14440330 京都 天雨豆、小豆植之、出生、其葉如白膠木、昔祟徳院御宇天雨秬、 和漢合符 後鑑 175

文安 01 3 0 2 14440330 日本［大カ］豆・小豆以下、如雨降下了＜日本国中＞、 大乗院日記目
録 2

大乗院寺社雑事記
12

文安 01 3 0 2 14440330 諸国 酉刻雨穀＜如大豆、及小豆＞京畿諸国同、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

文安 01 3 0 4 14440401 京都
是日、洛中之男女皆申云、自虚空、大豆、小豆降云々、
雨降時分交下云々、其体如大豆之形、但慥不大豆、非小
豆歟、下女等拾取、持来之間、見了、所詮如木之実歟、

康富記 2 増補史料大成 38

文安 01 3 0 4 14440401 京都 洛中大社、大豆降、 立川寺年代記 続群書類従 29下

文安 01 3 0 4 14440401 京都 又雨穀＜于時雨中云＞往古雨麦＜年紀欠＞及天平十三年六月雨米、此類歟、
続史愚抄中篇
37

新訂増補国史大系

文安 01 3 0 17 14440414 大和 奈良洪水、 大乗院日記目録 史料綜覧 7-745

文安 01 3 0 17 14440414 大和 未剋、大桧顚倒、御殿北方軒・拝殿南方軒破損分也、（文明 4.7.21条） 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文安 01 4 0 0 14440427 陸奥 霰（アラレ）降、大サなつめ如シ、 加納家年代記 石巻の歴史 1

文安 01 4 0 1 14440427 丹波［大山庄一井谷百姓等申状］（年次は推定）…ゐ中之事ハ、うゑかつへ候て、用之夫、日役之事さへ仕かね候間…
東寺百合文書
に 52

大山村史 268

文安 01 4 0 8 14440504 豊前 大雪、大サ如棗、 豊前国下麻生村
禅源寺年代記録 中山重記校訂

文安 01 4 0 9 14440505 京都 未剋許、雨下、雷鳴、風吹、即休、但、雹交降、頗如氷矣、康富記 2 増補史料大成 38

文安 01 4 0 10 14440506 京都 昼微雨、申斜歟、大霰降、摧而如散雪、雷鳴、 建内記 7 大日本古記録
文安 01 4 0 10 14440506 京都 今日午剋雷鳴、雨并雹降、電光頗散、 康富記 2 増補史料大成 38

文安 01 4 0 10 14440506 京都 申剋、雷鳴、雹降、如梅核、 師郷記 3 史料纂集
文安 01 4 0 10 14440506 京都 大雹降、大如棗、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

文安 01 5 0 16 14440611 京都 雨降、破屋潤沢、以外也、 建内記 7 大日本古記録
文安 01 6 0 10 14440704 京都 雨降…河水盈溢、四条・五条橋不全［    ］時分云々、 建内記 7 大日本古記録

文安 01 6 0 20 14440714 周防
（年次は推定）［大内教弘書状 氷上山別当宛］請雨祈禱事、
令申候之処、効験厳重候之間、国中歓喜、此事候、尚々
祝着至候、恐惶謹言、

興隆寺文書 山口県史中世 3

文安 01 6 1 13 14440806 世間 自都督卿仰頭、為奉行送給二俵、近日、世間艱難、過法之間、所被絶恩恵也、 師郷記 3 史料纂集

文安 01 6 1 23 14440816 京都 雨御祈事、被仰禅院云々、近日、炎旱甚之故也、 師郷記 3 史料纂集
文安 01 7 0 13 14440904 京都 時々雨下、入夜大雨、此間数日、炎旱、衆人快紛、 師郷記 3 史料纂集

文安 01 8 0 21 14441011 丹波［大山庄西田井内検帳］（荒、下町 3筆、中町 5筆、上町 5
筆、池田 1筆）

東寺百合文書
に 41

大山村史 270

文安 01 10 0 14 14441202 丹波

［大山庄地下人申状］（年次は推定）…抑及度々申上候損
亡之事、当年事ハ木竹まても日焼損候間、まして作物ハ
散々事にて候、先立御代官御下向候て、被及御覧候に、
損亡三分二損下給候へと歎申候へ共、無御承引御座候、
所詮御百姓も堅申ヘハ、御意にも違候之間、半損と申候
ハんすれ共、少ハ弁にも可仕候、三分一損ハ給候ハてハ
不可叶候、なにと御意に違候共、三分一損分をハさた申
ましく候…（追而書）次西田井之事、更々一粒候ハす候、

東寺百合文書
に 23

大山村史 269

文安元年（1444）
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文安 01 10 0 24 14441212 丹波

［大山庄地下人申状］（年次は推定）…抑損亡之事、及度々
注進仕候、惣庄之事ハ、三分一損分御免も候者、少事入
立をも仕、沙汰仕かね候者、少ハ未進にも申請候ハんす
れ共、惣庄四分一御免にて候間、於一院谷に候ても、法
師丸より下ハ、毛之上にて御けんミ候者、捨田大略ある
へく候、法師丸より下をハ半損に御免あるへく候、是ハ
惣なミにハ不申候、谷にても里より物如此申候、当年之
事ハ、事外に損之処を、惣庄四分一なんとゝうけ給［　］へ、
御ふちも候ハてハ、御公事等申尽述計始終之損行、御下
地も可荒候、

東寺百合文書
に 27

大山村史 269

文安 02 0 0 0 14450216 播磨［矢野庄供僧方年貢等散用状］…三升七合二勺九才　自文安二年　上使下向之時　川／包貞名之内、
東寺百合文書
れ 79

相生市史 8下 635

文安 02 0 0 0 14450216 備中［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切定　文安二年分百貫文未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

文安 02 3 0 0 14450417 京都 大雨、洪水、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

文安 02 4 0 28 14450612 山城 竹田ト深草ト弓矢、 東寺執行日記 後鑑 176
文安 02 4 0 29 14450613 大和 有軒廊御卜＜春日社羽蟻群集事＞、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

文安 02 4 0 29 14450613 京都 祈雨事、自公武被仰之、仍水天供、… 東寺廿一口方
引付 後鑑 176

文安 02 5 0 0 14450615 山城（端裏書）「祈雨神泉苑参詣結番廻請」廻 雨御祈禱事…右於
神泉苑雨御祈禱可有之、毎日所作事…

神泉苑祈雨結
番廻請

教王護国寺文書
5-1380

文安 02 5 0 2 14450616 諸国 大風吹、諸国、大略大木倒、殊洛中仏閣、大家多損、 立川寺年代記 後鑑 176

文安 02 5 0 2 14450616 山城
大風、寺家ノ塔二三重、高ラン五角吹落、東山ノ栖岩寺
三重塔婆悉破了、香隆寺＜ウヅマサ＞寺塔九輪計悉落、
寺家鎮守後ノ桧皮一間計破、

東寺執行日記 後鑑 176

文安 02 5 0 2 14450616 京都 降雨之上者、雨御祈令結願之、公武御巻数、可令上進之由、治定畢、
東寺廿一口方
引付 後鑑 176

文安 02 5 0 26 14450710 京都 被発遣祈雨奉幣使、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系
文安 02 5 0 26 14450710 京都 被行祈雨奉幣、…此間数日、炎干之間、被行之了、 師郷記 4 史料纂集

文安 02 5 0 29 14450713 京都 今日、祈雨奉幣＜昨日可被行之処、依事不具、今日被行之歟＞、 師郷記 4 史料纂集

文安 02 6 0 0 14450714 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文安 02 6 0 0 14450714 加賀 大風、 産福寺年代記 加能地域史 11

文安 02 6 0 0 14450714 京都 大風、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下

文安 02 6 0 2 14450715 大和 大風、薬師寺金堂以下顚倒、在々所々破損、希代事也、春日大鳥居之内下松顚倒了、
大乗院日記目
録

大乗院寺社雑事記
12

文安 02 6 0 2 14450715 京都 大風雨、此時、青岩寺塔吹倒、其外家々数不知、 如是院年代記 史料綜覧 7-754

文安 02 6 0 2 14450715 諸国
雨下、于未剋大風、言語道断事也、洛中洛外諸方、舎屋
多以破損、諸国同之、蓬屋被吹破頗珍事也、後聞、南都
薬師寺堂顚倒、供僧六人打殺之、此堂古所也云々、

師郷記 4 史料纂集

文安 02 6 0 2 14450715 京都 大風、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

文安 02 6 0 2 14450715 諸国 大風吹、諸国大略大木倒、殊洛中仏閣大家多損、 立川寺年代記 続群書類従 29下

文安 02 6 0 2 14450715 大和
大風、薬師寺金堂以下顚倒、在々所々破損、希代事也云々、
春日大鳥居之内、下松顚倒了、鬼薗山城陣屋共、如無也、
重被取立之、

大乗院日記目
録 2

大乗院寺社雑事記
12

文安 02 6 0 2 14450715 畿内 大風倒屋、賀茂別雷社殊損由、社司言之、薬師寺金堂・青岩寺塔等倒、及諸寺塔婆損、或九輪落、
続史愚抄中篇
37

新訂増補国史大系

文安 02 6 0 22 14450804 京都
酉剋許、甚雨、雷鳴、言語道断事也、及数ケ度、万人消肝、
後聞、近衛殿対屋西妻ニ令落之、禅閤御座之所也、但不
損人之、又四条道場大庫裏ニ令落之間、時衆一人死云々、
其外猶落所有之云々、

師郷記 4 史料纂集

文安 02 7 0 0 14450813 加賀 洪水、 産福寺年代記 加能地域史 11

文安 02 9 0 2 14451011 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄去年損亡事、五十石被免之処、三分二損散用申、不可然也、所詮、三分一損可被下之、
東寺百合文書
く 17

相生市史 7-424

文安 02 9 0 2 14451011 播磨
［廿一口方評定引付］一、同（矢野）庄同（去）年畠損亡事、
同三分二損申之…無先規之間、損免一切不可叶之由書下
之畢、

東寺百合文書
く 17

相生市史 7-424

文安元年（1444）～文安 2年（1445）
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文安 02 9 0 2 14451011 丹波
［大山庄西田井内検帳］（荒、捨、皆損＝下町 19反の内 5
筆 15反（荒 79％）、中町 19反の内 4筆 14反（74％）、上町
19反之内 5筆 9反（47％）、池田 10反 30代の内 5筆 8反
（76％）荒平均 64％）、

東寺百合文書
に 41

大山村史 277

文安 02 10 0 15 14451123 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事／去七日御百姓罷
上、当年損亡以外事也、被下験使之由、披露之処、当年
定村々朽損有之歟、惣庄皆同損亡時者、可被遣居損歟、少々
損者、可被下験使之条可然治定了、

東寺百合文書
く 18

相生市史 7-426

文安 02 11 0 28 14460104 丹波
［大山庄一井谷百姓等申状］…一、当年々作日焼と申、長々
陣夫…百姓計会無是非候、陣夫一円の通、無御扶持候者、
定御百姓等地下の堪忍ハ難［仕候］…

東寺百合文書
に 36

大山村史 281

文安 03 0 0 0 14460205 能登 大洪水、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文安 03 0 0 0 14460205 備中
［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切　文安三年分八十貫文寺納、漆十貫
文未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

文安 03 0 0 0 14460205 大和 去文安三年比、祈雨在之、修中、雷、中院ニ落了、雖不吉例、修之云々、（文明 4.5.24条）
尋尊大僧正記
63

大乗院寺社雑事記
5

文安 03 4 0 15 14460519 京都 雨下、入夜大雨、洪水也、今日吉田祭延引了、 師郷記 4 史料纂集

文安 03 4 0 30 14460603 丹波
［大山庄文安二年分算用状］…一、三斗七升川成…一、七
石損亡…一、畠一町七反内二反荒　残一町五反地子年々
未進分…

東寺百合文書
に 50

大山村史 284

文安 03 5 0 13 14460616 京都 今日、止雨奉幣也、 師郷記 4 史料纂集

文安 03 5 0 21 14460624 京都 今日、止雨奉幣也、…今月連々降雨、度々洪水也、仍重被行了、 師郷記 4 史料纂集

文安 03 6 0 0 14460704 京都 是夏、疫病流行す、 新撰和漢合図 史料綜覧 7-762
文安 03 6 0 0 14460704 近江 夏、江州大水出、瀬田橋落、 立川寺年代記 続群書類従 29下
文安 03 7 0 20 14460821 京都 大風、 新撰和漢合運 日本の気象史料

文安 03 9 0 15 14461014 山城 東寺領上久世庄損亡につき、昼夜つめて減免歎願、 東寺鎮守八幡宮
供僧評定引付 百姓一揆総合年表

文安 03 9 0 27 14461026 丹波
［大山庄文安三年分算用状］（荒＝下町 18.5反の内 1筆 1反、
中町 19反の内 4筆 10反、上町 19反之内 5筆 7反、池田
10反 30代の内 1筆 2反）、

東寺百合文書
に 199

大山村史 289

文安 03 11 0 0 14461128 若狭

［太良庄百姓等申状］…抑当所捨田弐丁余［      ］申候処ニ、
無御承引［    ］仕候、堅歎申候へ者、緩怠之至候へとも、
当年者事之外損し候之間、かさねて申上候、一粒も毛候
ハぬ下地の御年貢弁申候ハんこと、難儀にて候、乍去二
丁内一丁之分者御年貢ほんそう可仕候、相残分者、可預
御扶持候、御ゆるされも候ハヽ、いかやうの請文をも仕
候て、…

東寺百合文書
ツ 277

東大影写本

文安 04 0 0 0 14470126 能登 大風、洪水、炎旱、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文安 04 0 0 0 14470126 大和 就楊本庄損免事、十市代官森本参申、条々問答、…文安四年丁卯百石・十貫文免、（文明 4.10.1条）
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

文安 04 0 0 0 14470126 備中
［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切　文安四年分四十貫文寺納、百拾貫
文未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

文安 04 0 0 0 14470126 丹波
［大山庄文安四年分算用状］…分米 46石 426合、除 15石
4757夕　損亡＜三分一損分＞（33％）、1石同悪田免分、
已上 16石 4753夕引之（免除総額 36％）、

東寺百合文書
に 30

大山村史 302

文安 04 1 0 10 14470204 大和 自日中、深雪下了、 経覚私要鈔 1 史料纂集
文安 04 1 0 27 14470221 大和 入夜大霰下、其勢土用柚ホト也、降音如礫也、吉凶如何、経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 2 0 11 14470306 大和
木阿語云、興福寺西金堂ノ前ナル白真（柏槙）木、枝トモ
烏食折、仮令人ノヲリカヌルホトナルヲモ折云々、以外
事歟、…

経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 2 0 12 14470307 大和 以外之大雪也、終日下了、於当山者、二尺余積云々、近比雪也、 経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 2 0 25 14470320 京都 去年大風以後、上葺未及修治、… 建内記 7 大日本古記録
文安 04 2 1 5 14470330 大和 彼岸中日也、夜霰下、 経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 2 1 24 14470418 京都 羽祢前年貢事、［去］年損亡分半分、以別儀［可］優免［之由…］…散用状遣之… 建内記 7 大日本古記録

文安 2年（1445）～文安 4年（1447）
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文安 04 3 0 28 14470521 摂津 大内船二艘先日入兵庫…件夜悪風破損、所積之米穀三千石許・所乗之人数済々入海云々、神慮似有恐云々、 建内記 8 大日本古記録

文安 04 4 0 7 14470530 大和 楠葉来、立野辺、温病以外之間、珎事候、… 経覚私要鈔 1 史料纂集
文安 04 5 0 18 14470710 京都 微雨不湿地、近日、炎天以外云々、 建内記 8 大日本古記録
文安 04 5 0 18 14470710 京都 依炎旱、為請雨、自武家、又令掃除神泉苑池云、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

文安 04 5 0 18 14470710 京都 炎旱之御祈禱、五山被仰付云々、又仰付侍所開闔＜…＞以町人夫、被掃除神泉苑云々、 康富記 2 増補史料大成 38

文安 04 5 0 23 14470715 京都 明日、祈雨奉幣進退事、 建内記 8 大日本古記録
文安 04 5 0 24 14470716 京都 今朝、可被発遣祈雨＜丹生・貴布袮＞奉幣… 建内記 8 大日本古記録

文安 04 5 0 24 14470716 京都 時々雨下、祈雨奉幣、可被行之由、被触上卿職事事、已参陣之処、俄延引云々、 康富記 2 増補史料大成 38

文安 04 5 0 25 14470717 大和 此間、炎旱以外之処、大雨下了、目出々々、 経覚私要鈔 1 史料纂集
文安 04 6 0 0 14470722 京都 是月、三日病及び咳嗽流行す、 康富記 史料綜覧 7-770

文安 04 6 0 2 14470723 大和 近日、炎旱以外之処、大雨下了、世上能熟之豊歟、可謂国郡之悦、 経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 6 0 3 14470724 京都 祈雨奉幣… 建内記 8 大日本古記録
文安 04 6 0 3 14470724 京都 祈雨奉幣、可被行之由、…俄延引了、 康富記 2 増補史料大成 38

文安 04 6 0 11 14470801 世間 自去月比、世間両三日、風気流布、諸人病悩、以外事也、師郷記 4 史料纂集
文安 04 6 0 14 14470804 大和 自今夜、予違例、又以外也、三日病歟云々、 経覚私要鈔 1 史料纂集
文安 04 6 0 15 14470805 諸国 頃日、病事流布＜三日病及咳病云＞京畿及諸国、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

文安 04 6 0 16 14470806 大和 巳刻、古市帰了、片時来了、自路次件三日病沙汰出云々、以外気色也、 経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 6 0 17 14470807 大和 或者語云、此三日病事、京都以下風ニ霏草ノ如ク云々、以外事歟、当国モ同前也、 経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 6 0 20 14470810 大和 流布所労霏風如草、希代事歟、 経覚私要鈔 1 史料纂集
文安 04 6 0 22 14470812 伊勢 大風、伊勢神宮御山杉百余本倒、 神宮年代記 後鑑 178

文安 04 7 0 5 14470825 山城 西岡辺、徳政之沙汰、初之由風聞、（文安 4.7.19条） 東寺執行日記 後鑑 178

文安 04 7 0 7 14470827 京都 井底已尽、近辺同前、珍事也、 建内記 9 大日本古記録
文安 04 7 0 8 14470828 京都 甚雨数度、渇望忽満足、 建内記 9 大日本古記録
文安 04 7 0 10 14470830 京都 今夕、可有祈雨奉幣之処、依降雨、不及其儀云々、 建内記 9 大日本古記録
文安 04 7 0 10 14470830 京都 祈雨奉幣使、可被発遣之由、自局務被相触、雖然延引、 康富記 2 増補史料大成 38

文安 04 7 0 12 14470901 大和 以外炎旱云々、久不雨下、 経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 7 0 13 14470902 大和

奈良者語云、去十日、於奈良、希代辻風吹了、自興福寺
南大門吹出テ、南戒壇院部屋町并雑舎吹散テ、大鳥居辺
ニ吹出、而其柴売持タル柴ヲ吹テ、其風、仏地院ノ寝殿
ヲ吹破テ、東大寺ノ手害ヲ吹マハリテ、又返風、仏地院
ノ戌亥角ノ築地ノ覆ヲ吹破テ、登大地ヲ上ヱ上了、…

経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 7 0 13 14470902 大和（7.24条）春松来云、去十三日、南都頭塔辻辺、又辻風吹了、… 経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 7 0 14 14470903 摂津

［勝尾寺請雨勤行目録］一、文安四年丁卯七月十四日甲辰
戌時ニ、外院庄ヨリ請雨ヲ付了、／其夜子時ニ開白アリ、
三時勤行如先例、同十五日戌時ヨリ、礼堂ニテ大コヲ打
テヲトル、同十六日未時ニ、龍地ヲカヘリ、其日、申ノ
半時ハカリヨリ、曇テ雨少シ降ル、同十六日ニ頼命大般
若経開白アリ、初一日内ハカリ読之、其日戌時、一天曇テ、
既ニ雨可降由、人々思所ニ、空ク不降、其夜、子丑ノ時
ニニハカニ、黒雲一村行堂所ニ有トミエシヨリ、カスミ
般若ノ峯ニタナヒキ、次第ニ東へ行ク、寅卯ノ二時ハカリ、
雨降リヤマス、又仏性時ヨリ雲ハレテ如本、同十七日午
時ヨリ曇ル、雨少シ降事数ケ度、申時ヨリ大雨降ル、此時、
請雨ヲトヽマル、当時ノ請雨、奇特今年尚アラワル、豈
千手観音ノ霊威ニアラスヤ、当国中、余所ニハ、請雨ナシ、
偏ニ当寺ノ雨ト近里本尊ヲ信仰ス、同十七日、外院庄ヨ
リ酒ヲ持上礼、堂ニテ在之候、別院ノ三ケ所ヨリ出仕ス、
十六日ノ戌時ヨリ、庭ニテヲトル、殊更、外院カヤノ雨
ツヨク降、郷本小野原ハ少シ降ル、同十八日寅卯ノ時ヨリ、
大雨降、大般若経二百内マテ読テ、浅結願モナシ、先例
ニ背ムケリ、…

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

文安 04 7 0 17 14470906 大和 今日、天曇、酉刻雨下了、雖不普潤卒尓之悦也、及夜猶下、珎重々々、 経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 4年（1447）
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文安 04 7 0 18 14470907 京都 今日、祈雨奉幣、右中弁参陣事、……夜雨、施効験、 建内記 9 大日本古記録
文安 04 7 0 18 14470907 京都 祈雨奉幣使発遣之、 康富記 2 増補史料大成 38

文安 04 7 0 25 14470914 会津 大風雨、塔寺華表倒、 会津旧事雑考 日本の気象史料
文安 04 9 0 1 14471019 大和 自夜、大風吹了、此辺も少々吹破了、 経覚私要鈔 1 史料纂集

文安 04 9 0 8 14471026 近江 三田村郷（近江国東浅井郡湯次庄内）山上米事、依旱損、可有免許之趣… 建内記 9 大日本古記録

文安 04 9 0 12 14471030 播磨［学衆方評定引付］一、矢野損亡事、先五十石可被下由衆儀了、
東寺百合文書ﾈ
110

相生市史 7-427

文安 04 9 0 12 14471030 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野損亡事、雖可被検使、依無仁躰、不云於荒不作、惣庄五十石損免可被下治定畢、
東寺百合文書
く 19

相生市史 7-428

文安 04 9 0 22 14471109 近江
言付一通仰遣三田村郷（近江国東浅井郡湯次庄内）了、彼
返報到来、旱損無一茎之青苗、不登而乾（旱カ）損了、仍
山上米事、地下無一粒之弁済、近所大略如此、山門已可
存知云々、…

建内記 9 大日本古記録

文安 04 9 0 27 14471114 播磨［学衆方評定引付］一、矢野損亡事、可被下半損、無承引者、為代官三分二損可相計之、
東寺百合文書ﾈ
110

相生市史 7-427

文安 04 9 0 27 14471114 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野損亡事、…地下目安披露畢、以半損分、可有下知云々…以三分二損分、可有下知云々
東寺百合文書
く 19

相生市史 7-428

文安 04 10 0 2 14471119 丹波
［大山庄文安四年内検帳］（荒、捨＝下町 18.5反の内 4筆
7反（38％）、中町 19反の内 5筆 9反（47％）、上町 19反之
内 12筆 13反（68％）、池田 10反 30代の内 3筆 3反（29％）
荒平均 45.5％）、

東寺百合文書
に 52

大山村史 296

文安 04 10 0 4 14471121 京都
葵岸本百姓来、今年損亡申之間、為検見之処、以別田＜…＞
号岸本、令引導見之間、可処罪科之由申之、可出一献可
免之由、申請者也、兼者追放地下、可改作職之由申了、

康富記 2 増補史料大成 38

文安 04 11 0 5 14471221 播磨［学衆方評定引付］一、矢野庄損亡事、可為四分一徳由衆儀了、
東寺百合文書ﾈ
110

相生市史 7-427

文安 04 11 0 22 14480107 京都 終日風烈、頗可謂大風、少々破損所有之、 師郷記 4 史料纂集
文安 05 0 0 0 14480214 能登 水災、地震、疫疾、飢饉、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文安 05 0 0 0 14480214 天下 熊野大風吹、天下疾疫、大飢饉、死人不知数ヲ、在々国々、穴掘テ人ヲ埋ム、 熊野年代記 印影本

文安 05 0 0 0 14480214 上野 今年、諸饑渇、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
文安 05 0 0 0 14480214 武蔵 水災、地震、疾疫、飢饉、 龍淵寺年代記 東大影写本
文安 05 0 0 0 14480214 陸奥 水災、地震、疫病并飢饉、 加納年代記 石巻の歴史 1

文安 05 0 0 0 14480214 天下 水災、地震、疾疫、天下ニ飢饉ス、 豊前国下麻生村
禅源寺年代記録 中山重記校訂

文安 05 0 0 0 14480214 備中
［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切定　文安五年分卅貫文寺納、廿貫文
未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

文安 05 0 0 0 14480214 丹波［大山荘年貢算用状］（文安五年分）…除／拾伍石肆斗七升五合三勺＜損亡免引之、三分一損定＞
東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-649

文安 05 0 0 0 14480214 摂津［廿一口方評定引付］（文安6.3.27条）一、垂水庄榎木入道申、
去（文安 5）年興（洪）水以外之間、当年可運送申御年貢… 東大謄写本 吹田市史 5-506

文安 05 0 0 0 14480214 摂津
［榎木通重書状］（享徳 2.3.16）就東寺領垂水庄御公用、預
御尋候之条、委細申上候、／一、文安五年三貫文未進之
由承候、…此子細者、大洪水ニより…拾七貫文沙汰仕候、
残三貫文御侘言申ニより…御免候、

東大謄写本 吹田市史 5-513

文安 05 0 0 0 14480214 摂津
［榎木通重書状］（享徳 2.3.16）就東寺領垂水庄御公用、預
御尋候之条、委細申上候、／…一、同（文安）六年之事、
拾七貫文致沙汰候、残三貫文之事者、依大水出樋欠抜候
之間、任先規例、番頭御百姓等ひかへ申…

東大謄写本 吹田市史 5-513

文安 05 0 0 0 14480214 摂津
［東寺雑掌玄雅書状］（享徳 2.3.17）垂水庄代官就年貢未進
…（文安）五年分者就不熟、寺家免置候由、申入候哉、請
切之地にて損否之儀、曽無例之事候、

東寺百合文書ｱ
71

吹田市史 5-515

文安 05 0 0 0 14480214 摂津
［二十一口方評定引付］ 一、垂水庄榎木入道申、去年（文
安５年）興（洪）水以外之間、当年可運送申以御年貢、地下
ツヽミ已下可致沙汰之由申之間…不可叶之由返事畢、（文
安 6.3.晦条）

東寺百合文書
ち 15

東寺文書 4

文安 05 0 0 0 14480214 京都 此年、疾疫・飢饉、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

文安 4年（1447）～文安 5年（1448）
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文安 05 0 0 0 14480214 天下 天下大飢、諸国大洪水、当国川々堤切所数ケ所、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

文安 05 4 0 22 14480602 京都 霖雨、洪水、 年代記抄 日本震災凶饉攷
文安 05 5 0 0 14480611 京都 自是月、霖雨、 後鑑 3 新訂増補国史大系
文安 05 5 0 0 14480611 諸国 大雨、洪水、 年代記抄 日本震災凶饉攷

文安 05 5 0 0 14480611 天下 五月・九月、大雨長降、天下大水損頗多、此年又瀬田橋落、五条橋堕、 立川寺年代記 続群書類従 29下

文安 05 5 0 22 14480702 京都 大洪水、 如是院年代記 日本凶荒史考
文安 05 5 0 22 14480702 京都 雨下、頗洪水也、 師郷記 4 史料纂集
文安 05 5 0 22 14480702 京都 洪水、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系
文安 05 6 0 18 14480727 京都 雨下、甚雨也、洪水也、 師郷記 4 史料纂集
文安 05 6 0 20 14480729 京都 今夜、被発遣止雨奉幣也、 康富記 2 増補史料大成 38

文安 05 6 0 20 14480729 京都 今夜、止雨奉幣…今日雨不下、然而自去月廿八日、霖雨連続、度々洪水之間、被行之了、 師郷記 4 史料纂集

文安 05 6 0 27 14480805 尾張
［室町幕府奉行人奉書 守護代宛］南禅寺仏殿造営料材木事、
依洪水、所々令散失云々、尾張国中有流寄在所者、尋捜之、
任刻印、可被渡付寺家雑掌之由候也、仍執達如件、

南禅寺文書 3
室町幕府文書集成
335

文安 05 6 0 27 14480805 近江
［室町幕府奉行人奉書 佐々木近江守（久頼）宛］南禅寺仏殿
造営料材木事、依洪水、所々令散失云々、近江国中有流
寄在所者、尋捜之、任刻印、可被渡付寺家雑掌之由候也、
仍執達如件、

南禅寺文書 3
室町幕府文書集成
336

文安 05 6 0 27 14480805 尾張
［幕府奉行人連署奉書 守護代（織田久広）宛］南禅寺仏殿造
営料材木事、依洪水、所々令散失云々、尾張国中有流寄
在所者、尋捜之、任刻印、可被渡付寺家雑掌之由候也、
仍執達如件、

南禅寺文書 3
愛知県史資料編
9-1826

文安 05 7 0 0 14480809 京都 中旬之頃、依洪水、在々死亡輩等、 東寺過去帳 後鑑 179

文安 05 7 0 18 14480826 京都 今夜、止雨奉幣被行之、… 康富記 2 増補史料大成 38

文安 05 7 0 19 14480827 京都 大洪水、 如是院年代記 史料綜覧 7-777
文安 05 7 0 19 14480827 京都 洪水、 南方紀伝下 史料綜覧 7-777

文安 05 7 0 19 14480827 畿内 洪水、五条橋、勢多橋壊、人多溺死（文正年代記、東寺過去帳）、 野史 史料綜覧 7-777

文安 05 7 0 19 14480827 諸国
終日甚雨、今日洪水、言語道断事也、近来、如此大水無
之云々、諸国水損、無物于取喩云々、五条橋・嵯峨法輪
橋等落云々、

師郷記 4 史料纂集

文安 05 7 0 19 14480827 京都 大洪水、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

文安 05 8 0 0 14480908 天下 大洪水、大地震、天下疫病、飢饉、人多死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

文安 05 8 0 9 14480916 摂津
［廿一口方評定引付］一、垂水庄未進事、被催促之処、代
官＜榎木＞返事ニ、水損以外之間、既進上之年貢者、明
年之年貢ニ可被相続之由申、未進之事者、不及是非也、

東大謄写本 吹田市史 5-505

文安 05 8 0 26 14481003 京都 当年［ ］原之堤切、洪水入之間、一所払塵間事等也、… 康富記 2 増補史料大成 38

文安 05 9 0 0 14481007 天下 大雨長降、天下大水損、 立川寺年代記 日本凶荒史考
文安 05 9 0 9 14481015 京都 雨下、又洪水云々、 師郷記 4 史料纂集

文安 05 9 0 11 14481017 京都 近曽、天変頻侵、地妖相続、司天之所奏、其慎是不軽、匪啻示疾病之憂、剰有兵革之告… 康富記 2 増補史料大成 38

文安 05 10 0 0 14481106 丹波
［十八口評定引付］…（十月条か）…一、大山庄損免事、
雖以前七石分下給、重而歎申間、披露之処、二石分両度可
［   ］…、（十月八日カ）…一、大山庄損免事、百姓重而歎
申間、以前七石、今度［五］石、都合拾弐石…

東寺百合文書
ナ

兵 庫 県 史 中 世
6-648

文安 05 10 0 17 14481122 播磨

一、矢野損免事、重而百姓罷上歎申間、致披露之処、以
前拾伍石、又今度拾伍石分、都合参拾石分可被下之由評
儀了、（23日）矢野庄損亡事、都合参拾石分雖下給候、証（承）
引不申、堅歎申間、都合四十石分可被遣之由、衆儀了（廿
一口方評定引付）、

東寺百合文書
天地 28

土一揆史料集成下

文安 05 10 0 17 14481122 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野損免事、重而百姓罷上歎申
間…以前拾伍石、又今度拾五石分、都合参拾石分可被下
之由評儀了、

東寺百合文書
天地 28

相生市史 7-430

文安 05 12 0 0 14490104 京都 疾疫、饑饉、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

文安 5年（1448-49）
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文安 05 12 0 6 14490109 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、以前都合五十石
御免之処、今拾石可被副下之由申之間…拾石相副、前後
都合陸拾石御免治定畢、

東寺百合文書
天地 28

相生市史 7-429

文安 06 0 0 0 14490203 京都 是歳、京都疾疫流行し、死者多し、 年代記残編 史料綜覧 8-9

文安 06 0 0 0 14490203 備中
［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切定　宝徳元年分九十貫文寺納、六十
貫文未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

文安 06 0 0 0 14490203 丹波［大山荘年貢算用状］（宝徳元年分）…除／拾六石 損亡引之、東寺百合文書ノ 兵庫県史中世 6-663

文安 06 0 0 0 14490203 丹波
［大山荘井手指図］（編者注記）本指図は宝徳元年の水害の
翌二年に池の修築を行う際に作成されたものと考えられ
る。

東寺百合文書
ネ

兵 庫 県 史 中 世
6-673

文安 06 0 0 0 14490203 京都 此年、洛中疾癘、多死亡、 立川寺年代記 後鑑 181

文安 06 1 0 0 14490203 京都 大風、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

文安 06 1 0 16 14490218 京都 或記、有大風云、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系
文安 06 2 0 0 14490304 京都 洪水、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

文安 06 2 0 21 14490324 京都 或記、有洪水云、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系
文安 06 3 0 5 14490406 大和 以外大風也、 経覚私要鈔 2 史料纂集
文安 06 5 0 29 14490628 京都 祈雨奉幣使発遣也、 康富記 3 増補史料大成 39

文安 06 5 0 29 14490628 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

文安 06 6 0 0 14490630 京都 夏、京都疫癘流行、人多死、 文正年代記 .年
代記抄節 日本災異志

文安 06 6 0 12 14490711 京都 仁王経、大般若経を祇園社に誦し、天災、地妖、疾疫、饑饉の厄を祈攘、
祇園社記 . 康
富記 . 東寺百
合 .年代記残編

史料綜覧 8-4

文安 06 6 0 12 14490711 大和
左弁官下東大寺＜…＞／応七日間、令転読大般若経事／
右、日来天変告災、地震作害、多以疫癘之苦、因以飢饉
之憂…（文安 6.6.16条）

康富記 3 増補史料大成 39

文安 06 6 0 16 14490715 伊勢 大雨洪水、館土依水入御巫竃祓…火屋殿令破壊、水入御竃崩之間、御饌調備不叶…
内宮氏経日次
記 日本の気象史料

文安 06 6 0 16 14490715 天下 今年、天下疫癘流布、又飢饉以外也、別御祈禱事可被宣下之由… 康富記 3 増補史料大成 39

文安 06 6 0 19 14490718 京都
至昨日、雨気令連続之処、今日快晴、此間、大略衆人着少袖、
今日聊有炎気、仍少々着帷了、季節不一篇、随而京都ニ
ハ病人満道路云々、奈良田舎ニモ少々病悩歟、然而京都
者超過云々、

経覚私要鈔 2 史料纂集

文安 06 6 0 24 14490723 大和 雨、連雨、希代事也云々、 経覚私要鈔 2 史料纂集
文安 06 6 0 28 14490727 京都 入夜、被発遣止雨奉幣使、於丹生、貴布袮両社也、… 康富記 3 増補史料大成 39

文安 06 6 0 28 14490727 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

文安 06 6 0 29 14490728 京都 来月、可有改元之由、有其沙汰、今年、天変地震、疫癘、飢饉等在之間、及此御沙汰云々、… 康富記 3 増補史料大成 39

文安 06 7 0 0 14490729 越中 此年、洛中疫癘、人多死亡、 立川寺年代記 続群書類従 29下

文安 06 7 0 20 14490817 豊前 洪水、大風、 豊前国下麻生村
禅源寺年代記録 中山重記校訂

宝徳 01 7 0 28 14490825 改元 依水害・地震・疾疫・飢饉也、 皇年代略記 新校群書類従 2

宝徳 01 7 0 28 14490825 改元 改元、宝徳元年、依去年七月洪水、并今年地震・疫病・飢饉也、
大乗院日記目
録 2

大乗院寺社雑事記
12

宝徳 01 8 0 15 14490911 京都 自暁天、暴雨雨下、飄風吹、天明之後、風甚頻、巳剋休、康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 01 11 0 5 14491128 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野損免事、已前二十石御治定之処、重而内田罷上、歎申之間、十五石分重而可被免、
東寺百合文書
ち 15

相生市史 7-433

宝徳 02 0 0 0 14500221 播磨
［矢野庄供僧方年貢等散用状］＜宝徳二年分＞…残定米百
壱石弐斗九升二合内／参拾参石七斗六升三合九勺八才　
免米三分一損引之、

教王護国寺文
書 1425

相生市史 8下 687

宝徳 02 0 0 0 14500221 播磨
［矢野庄学衆方年貢等散用状］…残百九石四斗六升六合二
勺内／（六十）六石四斗八升九合七勺三才　＜免米＞三分
一損引之、

東寺百合文書ﾇ
192

相生市史 8下 695

宝徳 02 0 0 0 14500221 備中
［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10
日］百伍拾貫文毎年請切定　宝徳二年分八十五貫文寺納、
六十五貫文未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

文安 5年（1449）～宝徳 2年（1450）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

宝徳 02 0 0 0 14500221 丹波［大山荘年貢算用状］（宝徳二年分）…除／拾玖石 損亡引
之／…一、二斗八升 新川成＜宝徳二年ヨリ＞、

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-674

宝徳 02 0 0 0 14500221 山城 注進 上下久世庄御年貢米算用状事／宝徳二年分／…壱石
九斗三升 当年流田御免、

山城国上下久世
庄年貢米算用状 教王護国寺 5-1428

宝徳 02 0 0 0 14500221 大和 就楊本庄損免事、十市代官森本参申、条々問答、…宝徳二年庚午五十一石免、（文明 4.10.1条）
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

宝徳 02 1 0 0 14500221 京都 正月より七月に至て、大に疫癘、京中七日に千人死、 南方紀伝 後鑑 182

宝徳 02 0 0 25 14500317 甲斐 大疫病起テ、人民死、 王代記 山梨県史資料編 6-48
宝徳 02 3 0 24 14500514 大和 御供共大風吹々倒了、 経覚私要鈔 2 史料纂集

宝徳 02 4 0 26 14500615 世間
世上病事甚、仍招（勘解由小路）在貞卿、於管領（畠山持国）
宿所、可被被（マヽ）行四角四堺祭之由被命云々、可為来
月二日云々、

師郷記 5 史料纂集

宝徳 02 5 0 2 14500620 天下 今夜、四角四堺祭被行之、依天下疫癘流布、御祈禱也、……此間、天下疫癘流布之故被行之、… 康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 02 5 0 6 14500624 大和 連雨、以外事也、 経覚私要鈔 2 史料纂集
宝徳 02 5 0 9 14500627 京都 被発遣止雨奉幣、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系
宝徳 02 6 0 20 14500806 京都 今夜、祈雨奉幣也、 康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 02 6 0 20 14500806 京都 被発遣祈雨奉幣、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

宝徳 02 6 0 27 14500813 摂津

［宝徳 2.7.2 年行事 2名連署請雨注文］清（請）雨  宝徳二年
六月廿七日、自外院庄付之、同廿七日申申時開白、講堂
陀羅尼拝殿者頼命経、先初百回開白、而後日中初夜等ハ
如先例、同廿八日午時雨降始、廿九日辰時、卅日＜申酉時、
大雨降ル＞之内ハ少シ降テハ止、晴テハ降ル、去七月二
日、俄ニ天曇リ、四方空暗ナリテ、雷鳴・大雨降ル、此時、
結願申候事、

勝尾寺文書 箕面市史史料編 2

宝徳 02 6 0 29 14500815 大和 有湯、入了依無水、如形在之云々、 経覚私要鈔 2 史料纂集
宝徳 02 7 0 0 14500817 京都 自正月、至七月、大疫癘、京中一日千人死、四条川原大橋成、南方紀伝下 改定史籍集覧 3

宝徳 02 7 0 1 14500817 防長 晩雨下風吹、吹折木枝程也、…後日伝聞、今日周防長門両国有暴風、吹損人屋城郭草木等、希代大風也、 康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 02 7 0 1 14500817 京都 烈風、折樹枝、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系
宝徳 02 7 0 1 14500817 防長 此日、周防・長門大風、壊城郭人家、害草木禾稼云、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

宝徳 02 7 0 16 14500901 越中
後日、人々語説、今日、於越中国、有不思儀、大風、大
雨之中、牛嶽（ウシガタケ）ト云所ヨリ、光物出＜其体雲
中鬼形有之＞指艮飛行、其間十里許也＜山河草木悉損失
云々＞、

康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 02 7 0 16 14500901 越後 越後大雨、自牛嶽、鬼形雲飛＜有光云＞、所過十余里、山河草木損亡、
続史愚抄中篇
37

新訂増補国史大系

宝徳 02 7 0 23 14500908 京都 後日伝承分、洛中七条西洞院辺棄異児、人多奇之見之処、馬之形有四蹄云々、希代事也、 康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 02 7 0 28 14500913 京都 自正月、到今月、大疫、京師人多死、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系
宝徳 02 8 0 7 14500921 大和 為果祈雨願、於南都有相撲、但無打勝云々、子細太不審也、経覚私要鈔 2 史料纂集
宝徳 02 8 0 25 14501009 大和 依祈雨宿願、於八嶋在一会云々、 経覚私要鈔 2 史料纂集
宝徳 02 8 0 27 14501011 伊勢 伊勢烈風、皇太神宮荒祭宮忌火屋等破壊し、人畜死す、 氏経記 史料綜覧 8-15

宝徳 02 8 0 27 14501011 京都 今夜大風吹、及天明風雨休、茅屋上散々吹破、板如木葉四方散乱、不及俄頃之了簡者也、 康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 02 8 0 27 14501011 大和 自日中、少風雨、而自酉下刻、大風甚雨、以外事也、 経覚私要鈔 2 史料纂集
宝徳 02 8 0 28 14501012 大和 夜前、大風至卯刻吹了、所々破損歟、此辺も木共吹切了、経覚私要鈔 2 史料纂集
宝徳 02 9 0 15 14501029 甲斐 夜半大雪降、 向嶽菴年代記 甲斐戦国史料叢書 1

宝徳 02 9 0 16 14501030 大和 葛木山ニ雪見了、 経覚私要鈔 2 史料纂集
宝徳 02 9 0 17 14501031 大和 霜初置了、 経覚私要鈔 2 史料纂集

宝徳 02 9 0 21 14501104 丹波
［大山庄西田井内検帳］（荒、捨、皆損＝下町 18.5の内 9
筆 9反（荒 49％）、中町 19反の内 16筆 16反（84％）、上町
19反余の内 11筆 11反（58％）、池田 10反 30代の内 6筆
6反（57％）荒平均 62％）

東寺百合文書
に 222

大山村史 316

宝徳 02 9 0 21 14501104 丹波
［大山荘一院谷損亡田注文］大山庄一院谷方損亡事／百姓
歎申分／上谷 半損／中谷 三分二損／下谷 皆損／一、新川
成分／十五代 一方／十代 一方／以上廿五代二斗八升…

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-665

宝徳 2年（1450）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

宝徳 02 10 0 10 14501123 京都 三条帥大納言被官人土橋二郎左衛門死去＜三十九歳＞流布風也云々、 康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 02 11 0 2 14501215 大和 自朝、寒嵐事外而、四山各有雪、… 経覚私要鈔 2 史料纂集

宝徳 02 11 0 22 14510104 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、以前二十五石雖
被下之、不可叶之由重而内田罷上、捧目安等、歎申之間
…五分一損之由申付、尚子細申者、三分一損之分可申付
之由評儀畢、

東寺百合文書
天地 29

相生市史 7-436

宝徳 03 0 0 0 14510211 京都 是夏、霖雨大水、 後鑑 旱魃霖雨史料
宝徳 03 0 0 0 14510211 天下 天下疾疫流行、 文正年代記 日本震災凶饉攷

宝徳 03 0 0 0 14510211 備中
［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切定　宝徳三年分卅五貫文寺納、百拾
五貫文未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

宝徳 03 0 0 0 14510211 大和［神供寺門勤仕先例注文］…一、宝徳三年、炎旱、学侶備進之、
大乗院寺社雑事
記紙背文書 1-81 勉誠出版

宝徳 03 0 0 0 14510211 大和 炎旱、（長禄 3.5.8条） 尋尊大僧正記 13 大乗院寺社雑事記 2

宝徳 03 1 0 0 14510211 北陸 春、北陸諸国、疱瘡流行、 文正年代記 .年
代記抄節 日本災異志

宝徳 03 1 0 7 14510217 京都 午剋以後雨下、入夜風烈、及夜半大風、々止之後、被始行節会云々、 師郷記 5 史料纂集

宝徳 03 5 0 24 14510702 京都 今夜、祈雨奉幣也、 師郷記 5 史料纂集
宝徳 03 6 0 0 14510708 京都 祈雨奉幣、 康富記 .氏経記 史料綜覧 8-21
宝徳 03 6 0 0 14510708 京都 夏、洛中人多病死、大雨洪水、 立川寺年代記 続群書類従 29下
宝徳 03 6 0 1 14510708 京都 被発遣祈雨奉幣、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系
宝徳 03 6 0 7 14510714 京都 今日、祈雨奉幣、 師郷記 5 史料纂集
宝徳 03 6 0 13 14510720 京都 今日、祈雨奉幣、 師郷記 5 史料纂集
宝徳 03 7 0 19 14510824 京都 大雨、洪水、稼を傷む、 日本野史 日本震災凶饉攷
宝徳 03 7 0 19 14510824 大和 雷堕東大寺南大門、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系
宝徳 03 7 0 28 14510902 改元 依去年洪水、今年地震、疾疫等也、飢饉、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

宝徳 03 8 0 16 14510920 奥羽 奥羽大水、 八幡宮略記長帳 日本の気象史料
宝徳 03 8 0 16 14510920 京都 止雨奉幣被付行之、 康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 03 8 0 16 14510920 京都 被発遣止雨奉幣、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系
宝徳 03 8 0 26 14510930 京都 重ねて止雨奉幣、 康富記 3 史料綜覧 8-22
宝徳 03 8 0 26 14510930 京都 又被発遣止雨奉幣、 続史愚抄中篇 37 新訂増補国史大系

宝徳 03 9 0 0 14511004 大和 今月、洛中土民蜂起、如正長・嘉吉也、随而当国蜂起了、大乗院日記目録 2
大乗院寺社雑事記
12

宝徳 03 9 0 16 14511019 甲斐 大雪降、 王代記 山梨県史資料編 6-48

宝徳 03 9 0 29 14511029 丹波

［大山庄西田井内検帳］（荒、捨、皆損＝下町 18.5の内 8
筆 8反（荒 43％）、中町 19反の内 13筆 13反（68％）、上町
19反余の内 12筆 12反余（63％）、池田 10反 30代の内 3
筆 3反（29％）荒平均 51％）…／ 8石 716合　内検捨分／
9石 6653夕　三分一免／以上免米都合 18石 3813夕内検
也（徳米に対する免率 67％））、

東寺百合文書
に 225

大山村史 320

宝徳 03 10 0 14 14511116 大和

今日聞、今月十四日云々、奈良辺土一揆令蜂起、称徳政
乱入処々之間、押寄元興寺近辺、放火、欲焼払小家之処、
折節悪風起、猛火吹付元興寺、々々々金堂焼失之、其余
烟及大乗院殿、即大乗院門跡炎上云々、大乗院殿＜尋尊＞
執柄御息（一条兼良）・左大将殿（教房）之御弟也云々、

康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 03 10 0 20 14511122 大和 南都証塔院為馬借炎上、同余煙、元興寺金堂・智光曼陀羅・禅定院等焼、 別本和漢合運 後鑑 183

宝徳 03 11 0 0 14511203 京都 疾疫行、 文正年代記 日本疾病史

宝徳 03 11 0 13 14511215 大和 山門公人・馬借・犬神人等、今朝発向万寿寺＜六条東洞院禅院＞打毀一塔頭、乱入狼藉云々、 康富記 3 増補史料大成 39

宝徳 04 0 0 0 14520131 京都 冬、京都疱瘡流行、小児多死、 文正年代記 .年
代記抄節 日本災異志

宝徳 04 0 0 0 14520131 諸国 此年、京洛小児イモヤミシテ多死、同北陸道癸酉（２年）マテ小児イモヤミシテ多死、処々洪水山抜、人多打死、 立川寺年代記 続群書類従 29下

宝徳 2年（1450）～宝徳 4年（1452）
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宝徳 04 0 0 0 14520131 諸国 是歳、諸国、大雨、洪水、山崩れ、人多死す、
上諏訪神社文書 .
年代記残編 .会
津旧事雑考

史料綜覧 8-33

宝徳 04 0 0 0 14520131 京都 是歳、疱瘡流行、踰年、小児多死、 文正年代記 日本疾病史

宝徳 04 0 0 0 14520131 諸国 この年、諸国洪水、溺死者無数、 続史愚抄 中世東国災害史略
年表

宝徳 04 0 0 0 14520131 天下 天下、大雨洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

宝徳 04 0 0 0 14520131 備中［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切　享徳元年分百伍十貫文皆未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

宝徳 04 0 0 0 14520131 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…拾斛
捌斗、示野村一王丸河頽、作人連々歎申間、自享徳元年
御免許、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

宝徳 04 1 0 18 14520217 京都 昨今両日、厳寒以外事也、後日或人云、応永六年以後、無如此寒云々、 師郷記 5 史料纂集

宝徳 04 3 0 21 14520420 京都 除目以前、被行止雨奉幣、 師郷記 5 史料纂集

宝徳 04 3 0 24 14520423 尾張

［坂井某書状 妙興寺宛］仍南禅寺之材木、今度之水ニ、御
寺領さてはら（佐手原、中嶋郡）へ、二本よりて候を、兎
角被仰候て、無御出候、此材木事ハ…早々御返し候へく候、
五六榑なとの事ハ、是非を不申候、大物之事ハ、山より
か様之水之時ならてハ不出候、…

妙興寺文書 愛知県史資料編
9-1910

宝徳 04 4 0 24 14520522 天下 近日、天下疱瘡、以外事也、人多以死亡之、 師郷記 5 史料纂集
宝徳 04 5 0 3 14520530 大和 自夜部、終夜雨、甘雨云々、 経覚私要鈔 3 史料纂集
宝徳 04 5 0 6 14520602 京都 今日、祈雨奉幣也、 師郷記 5 史料纂集
宝徳 04 5 0 6 14520602 京都 発遣祈雨、二社奉幣使、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系
宝徳 04 5 0 12 14520608 大和 天曇、甘雨下、衆人成安堵之思者也、 経覚私要鈔 3 史料纂集
宝徳 04 5 0 18 14520614 京都 今年三合并疱瘡事被載 詔書云々、兼被尋先例云々、 師郷記 5 史料纂集
宝徳 04 5 0 18 14520614 京都 有非常赦、是依三合及疱瘡流行也、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系
宝徳 04 5 0 20 14520616 京都 今日、被行止雨奉幣、 師郷記 5 史料纂集
宝徳 04 5 0 25 14520621 京都 発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系
宝徳 04 7 0 0 14520726 京都 依今年三合及赤斑瘡流行…改宝徳為享徳、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系
享徳 01 7 0 25 14520819 改元 天下疱瘡并三合、 皇年代私記 東大謄写本

享徳 01 7 0 25 14520819 改元 今年依三合并疱瘡改元、依承暦例、可令作、詔書之由被仰云々、 師郷記 5 史料纂集

享徳 01 7 0 25 14520819 改元 依疱瘡、二星合也、 皇年代略記 新校群書類従 2

享徳 01 8 0 0 14520824 陸羽 会津、米沢、最上、大洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

享徳 01 8 0 3 14520826 京都 北野社の御手洗、水涸る、 武家年代記 史料綜覧 8-30
享徳 01 8 0 18 14520910 京都 徳政札、南大門ニ公方人打之、 東寺執行日記 後鑑 184

享徳 01 8 0 26 14520918 京都 被発遣止雨奉幣、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系

享徳 01 8 1 19 14521011 丹波

［大山庄一院谷百姓等損亡申状　享徳元］…抑当年御領之
作毛等無子細候処ニ、八月廿五日、六日、大風大雨ニよ
り候て、作毛事外損候間、御百姓等計会仕候、…左様候
処ニ、今月九日十日大風雨、かれ候てさゝのやうニ候て、
ミも入候ハす候間、計会にて候…毎年かやうニ申様ニ候
へハ、くはんたいと思食候ハんすれとも、事外候間申上
候…

東寺百合文書
に 52

大山村史 327

享徳 01 8 1 26 14521018 下野 同年閏七（八カ）月廿六日夜、大風大水也、 今宮祭祀録 高根沢町史史料編 1

享徳 01 9 0 18 14521108 丹波

［大山庄一院谷百姓等申状］…おくゑ半分の御下地ニ御免
分三分二損可給候、又さとへより半分の御下地半損の分
御免候ハてハかなうましくて候、…なをなを、地下の作
毛さんさんのやうすハ、御上使委細御存知事にて候、御
たつね申され候へく候、

東寺百合文書ﾉ
34

大山村史 331

享徳 01 9 0 18 14521108 丹波
［玄円書状］一、（大山）庄々作毛之式散々在所も候へハ、
百姓等堅侘言申入候、可然様ニ御ふち候て被下候ハヽ可
為無為無事候哉、

東寺百合文書ﾉ
34

大山村史 332

宝徳 4年（1452）～享徳元年（1452）



246

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

享徳 01 9 0 27 14521117 丹波
［大山庄損免書下案］当庄＜大山＞東田井損免事、当年更
不寄思食候処、如此申状不得其意候之間、不可叶之由、
雖被仰出候、余歎申候之間、四分一損被下候、

東寺百合文書ﾉ
34

大山村史 332

享徳 01 10 0 2 14521122 丹波

［大山庄百姓等損免申状］…抑損亡度々申入候処ニ四分一
分被下候、先畏入候、さ候へ共、作毛事外なる事にて候間、
四分一にてハ、百姓等かんにん申かたく候、先度申上候
ことく、谷々ハ三分二損、下ハ半損ニ給候ハてハ、かな
い候ましく候、御上使御代官如御存知、百姓等更々いつ
わりハ申さす候、

東寺百合文書ﾉ
34

大山村史 333

享徳 01 10 0 2 14521122 丹波［大山庄年貢算用状］（享徳元年分）…除／十一石六斗六升 損亡免 引之／四石 同免 引之／… 東寺百合文書ﾉ 兵 庫 県 史 中 世
6-694

享徳 01 12 0 27 14530214 山城 注進 東寺八幡宮御領下久世庄御年貢米算用状事／…五石 
損免、

山城国下久世庄
年貢米算用状

教王護国寺文書
5-1516

享徳 02 0 0 0 14530218 能登 洪水、 永光寺年代記 加能史料研究 2

享徳 02 0 0 0 14530218 京都 此年、京洛小児、イモヤミして多死、 立川寺年代記 日本疾病史

享徳 02 0 0 0 14530218 備中［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切定　享徳二年分百伍十貫文皆未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

享徳 02 1 0 27 14530316 大和 櫻花一枝、如意賀持来、正月櫻開事、始見之、希代事歟、経覚私要鈔 3 史料纂集

享徳 02 3 0 16 14530503 摂津
［榎木慶徳書状 御公文所御坊中宛］…兼又垂水庄御公用
事、廻秘計候之処、依身不運に候て過し候、年々依水損仕、
進上申候之御公用之御料足借物仕て候、悉いまた無返弁
候之間、銭主に尋かね候て、おそなわり候、

東寺百合文書
チ 18-25 吹田市史 5-514

享徳 02 4 0 6 14530523 京都 申剋雷雨、雹降、 師郷記 5 史料纂集
享徳 02 5 0 4 14530619 大和 連日雨也、 経覚私要鈔 3 史料纂集
享徳 02 8 0 3 14530914 京都 止雨奉幣也、 康富記 4 増補史料大成 40

享徳 02 8 0 3 14530914 京都 今日、止雨奉幣、 師郷記 5 史料纂集
享徳 02 8 0 18 14530929 京都 今日、止雨奉幣可被行之、… 康富記 4 増補史料大成 40

享徳 02 8 0 18 14530929 京都
［止雨奉幣宣命草］…近日＜波＞、農民収穫之時＜奈留尓＞
［ ］不晴＜志天＞漸＜久＞日居＜乎＞積＜利＞、田稼＜能＞
妨＜尓毛＞及＜比＞、水患＜能＞災＜毛＞有＜奴倍志止＞
聞食＜志＞驚＜気利＞、

康富記 4 増補史料大成 40

享徳 02 8 0 18 14530929 京都 止雨奉幣也、…今月連々雨下、仍両度被行之了、 師郷記 5 史料纂集

享徳 03 12 0 0 14540108 山城 注進 上久世庄御年貢米算用状之事／…壱石八斗参升 当流
田／参拾伍石 当年免分、

山城国上久世庄
年貢米算用状

教王護国寺文書
5-1548

享徳 03 12 0 17 14540124 山城 注進 東寺八幡宮御領下久世庄御年貢米算用状事／…八石
七斗五升 損免、

山城国下久世庄
年貢米算用状

教王護国寺文書
5-1547

享徳 03 0 0 0 14540207 備中［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切　享徳三年分百伍十貫文皆未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

享徳 03 3 0 15 14540421 京都

京中盗賊古今无比類、数日前一夜、打店屋者両処、凡店
屋逢盗賊、自古未之有也、今盗賊公然无憚畏、由是不入
此党者殆希矣、上出七貫、中出五貫、下三貫、初入賊党
之謁贅也云々、…盗賊中有隠語、曰止湯、曰合沫。曰銭
湯、々 々者不論貴賤、各頒所盗、曰合沫者、諸賊等分其財、
曰止湯者、不論多少、所盗帰賊中首也、

臥雲日件録 日本凶荒史考

享徳 03 4 0 18 14540524 京都 今日、止雨奉幣、 師郷記 5 史料纂集
享徳 03 4 0 27 14540602 世間 平野祭猶延引、世間穢気之故歟、 師郷記 5 史料纂集
享徳 03 6 0 7 14540711 京都 今日、被行止雨奉幣、 師郷記 5 史料纂集

享徳 03 6 0 12 14540716 京都 東福寺三重塔婆為勧進、於法成寺大路、関所立之、仍土一揆寄破之出、官僧打死、寺方ニ手負七八十人有之、 東寺執行日記 後鑑 186

享徳 03 7 0 25 14540828 京都 風雨甚、 師郷記 5 史料纂集
享徳 03 7 0 25 14540828 改元 依天下疱瘡并三合也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

享徳 03 7 0 27 14540830 京都 止雨奉幣、 康富記 史料綜覧 8-43
享徳 03 7 0 27 14540830 京都 今日、止雨奉幣也、 師郷記 5 史料纂集
享徳 03 7 0 27 14540830 京都 被発遣止雨奉幣使、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系
享徳 03 8 0 11 14540912 京都 入夜風雨、終夜不休、 師郷記 5 史料纂集
享徳 03 8 0 12 14540913 京都 今日大風、雨下、及晩雨休、風猶不休、凶年之基也、 師郷記 5 史料纂集
享徳 03 9 0 0 14541001 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

享徳元年（1452）～享徳 3年（1454）
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享徳 03 9 0 3 14541003 京都 土一揆東福寺ニ寄入之（為得成之）、其後、東寺・西八条寺以下、在々所々ニ陣取之、 東寺執行日記 後鑑 186

享徳 03 9 0 4 14541004 京都

［為数・貞元連署 東寺雑掌宛］徳政事、土民百姓等構土一
揆令蜂起云々、以外次第也、所詮、於張本与力之輩者、
不日可被致沙汰、若寄縡於左右、及乱妨狼藉者、可被搦
進其身、至許容之族者、可為同罪之上者、云在所、云交名、
共以可注申之旨、可被相触寺領之由、被仰出候也、仍執
達如件、

東寺文書 後鑑 186

享徳 03 9 0 8 14541008 京都
京師盗起、鳴鐘、私唱徳政、日夜暴横、不復避匿、庶民困窮、
無頼白徒競従之、…連年諸国凶荒、兵役滋起、至是多傚
行徳政、民之窘蹙特為甚（日件録、文正年代記）、

野史 日本凶荒史考

享徳 03 9 0 9 14541009 京都
重陽平座也、…近日号徳政、近郷土一揆蜂起、横行洛中
之間、処々土蔵閉戸、不及相伝之故、装束之出現不叶者也、
不可説之時代、浅猿浅猿、（享徳 3.9.4条）

康富記 4 後鑑 186

享徳 03 9 0 29 14541029 京都

［飯尾肥前入道・沙弥・布施下野守・三善朝臣連署］禁制
／徳政条々／右於土倉質物者、今更非沙汰限、至諸借銭
預状、合力請取、并所領永地年記本物返以下事者、堅被
制禁訖、若有違犯之輩者、可被処罪科之由、所被仰下也、
仍下知如件、

東寺執行日記 後鑑 186

享徳 03 11 0 4 14541202 天下 天下大半徳政行、 立川寺年代記 後鑑 186

享徳 03 12 0 18 14550115 京都
後聞、徳政大法壁書内、去十月廿九日条目三ケ条被改之、
今日壁書被押改之云々、蜷川家蔵享徳三年徳政条目云（徳
政条々省略）、

康富記 4 後鑑 186

享徳 03 12 0 25 14550122 播磨
［廿一口方評定引付］一、同（矢野）庄損免、以前五分一通
雖被下、今度注進重申間、四分一損分可被免歟処、注進
使不返事取、下向云々、

東寺百合文書
天地 31

相生市史 7-445

康正 01 0 0 0 14550127 諸国 是歳、饑饉、 新撰和漢合図 史料綜覧 8-59

康正 01 0 0 0 14550127 備中［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切定　康正元年分百五十貫文皆未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

康正 01 0 0 0 14550127 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…肆貫
文、赤土村辻王丸名内、河頽由、連々歎申間、自康正元
年御免許之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

康正 01 3 0 0 14550327 駿河 満水ニ而、諸作皆損、 大平年代記 沼津資料集成 8

享徳 04 4 0 1 14550426 陸奥 日蝕如闇夜、此年疫病、人多死、 加納年代記 石巻の歴史 1

享徳 04 4 1 24 14550618 伊勢 内裏女房達、自伊勢、今夕還向云々、路次有洪水、追付詣之衆、溺水死者在之由、有風聞、如何、 康富記 4 増補史料大成 40

享徳 04 7 0 5 14550826 京都 雨下、去月一日以後雨不降、可謂久旱、但於用水者、無子細云々、 師郷記 6 史料纂集

康正 01 7 0 25 14550915 改元 兵革連続、 康富記 4 古事類苑 1

康正 01 11 0 23 14560109 陸奥 夜、大津浪、 加納年代記 石巻の歴史 1

康正 02 0 0 0 14560215 能登 大餓死、 永光寺年代記 加能史料研究 2

康正 02 0 0 0 14560215 播磨［矢野庄供僧方年貢等散用状］…残百四石六升五合二勺二才内／六十九石三斗七升七合　三分二損引之、
東寺百合文書
ら 61

相生市史 8下 840

康正 02 0 0 0 14560215 備中
［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切定　康正二年分卅貫文寺納、百廿貫
文未進、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

康正 02 4 0 14 14560527 大和 自今日天曇、自夕小雨、甘雨云々、 経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 02 4 0 18 14560531 大和 日々炎旱、太珎事云々、 経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 02 4 0 19 14560601 大和 自明日、於西室、祈雨卅頌可在之、… 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 02 4 0 20 14560602 大和［祈雨条々］於西室、一時三十頌在之、当三ケ日目、天曇、雖灑小雨、軈霽了、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 02 4 0 20 14560602 大和 自今日、於西室、為祈雨、一時卅頌云々、老若出仕也、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 02 5 0 1 14560612 大和
［祈雨条々］朔日三方入、至四日、学侶・六方并両堂等、
致祈精之間、自四日天曇、自五日卯刻雨下、同日申刻ヨ
リ甚雨、法験不空、可尊可信、

経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 02 5 0 2 14560613 加賀

［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…弐百
伍拾陸斛弐斗四升六合、砂・川成、雖年来不作仕、少分
之程以堪忍之儀、御年貢入立申処、自康正二年五月二日、
至閏九月、長雨、度々之洪水、失墜之下地多増之間、可
預御免之由、歎申者也、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

享徳 3年（1454）～康正 2年（1456）
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康正 02 5 0 2 14560613 加賀
［臨川寺領加賀国大野庄年貢算用状］自康正二年五月二日、
至閏九月長雨、度々之洪水ニ失墜、下地多増之間、可被
御免之由歎申者也、

天竜寺所蔵文
書

加 能 史 料 戦 国
4-215

康正 02 5 0 2 14560613 加賀

［臨川寺領加賀国大野荘明応九年分年貢算用状］…除、弐
百五拾陸角弐斗四升六合 砂・川成、雖年来不作仕、少分
程者、堪忍之儀、御年貢入立申処、自康正二年五月二日、
至閏九月長雨、度々洪水ニ失墜下地多増間、可預御免之由、
歎申者也、…

天竜寺所蔵文
書

加 能 史 料 戦 国
5-101

康正 02 5 0 6 14560617 大和［祈雨条々］八嶋託宣云、六日以前可降雨云々、神詫無偽、是又殊勝者哉、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 02 5 0 7 14560618 大和［祈雨条々］於馬場、有願相撲、去年立願依不果也、但無打勝、… 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 02 5 0 16 14560627 京都 此間、依連日雨、 師郷記 6 史料纂集
康正 02 5 0 16 14560627 大和［祈雨条々］可致変異御祈禱之由、可仰付七大寺旨、… 経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 02 5 0 19 14560630 京都 止雨奉幣、… 師郷記 6 史料纂集

康正 02 5 0 21 14560702 京都（康正 2年紙背文書、某書状、年次は推定）霖雨蒙然、迷
惑之至候、 師郷記 6 史料纂集

康正 02 5 0 26 14560707 京都 今日、被行止雨奉幣、 師郷記 6 史料纂集
康正 02 6 0 25 14560805 京都 入夜甚雨、洪水以外事也、 師郷記 6 史料纂集
康正 02 7 0 25 14560904 改元 依天下不静、飢饉歟、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

康正 02 7 0 27 14560906 京都 雨下、未斜雷鳴、以外事也、諸人消魂、令落所々震、死者所々有之云々、 師郷記 6 史料纂集

康正 02 7 0 27 14560906 京都 雷霆、洛中十三処落、 如是院年代記 後鑑 189

康正 02 9 0 27 14561104 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、披露候之処、上使両人可被下治定了、
東寺百合文書
く 21

相生市史 7-457

康正 02 10 0 27 14561203 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損免事、廿三日評定通、
十分一可被下由衆儀治定間…尚以不証（承）引、歎申候間
…只今評儀云、七分一可被下由治定、

東寺百合文書
天地 33

相生市史 7-455

康正 02 11 0 1 14561207 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損免事、六分一可被下之由評儀了、
東寺百合文書
天地 33

相生市史 7-456

康正 02 11 0 30 14570105 若狭
（年次は推定）［太良庄栄俊書状］…一、損亡事、以前
十五石分雖御免候、以猶不足之間、重而申入候之由、地
下人申候、委細者地下人可申候、…

東寺百合文書
11.407 東大影写本

康正 02 12 0 2 14570106 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、内田罷上歎申間…四十石分可被下由評儀了、
東寺百合文書
天地 33

相生市史 7-456

康正 02 12 0 5 14570109 伊勢［資広 祭主三位殿宛］大変地震并南方凶徒退治御祈事、可
抽精誠之由、可被下知神官之旨、被仰下候也、謹言、 荒木田氏経記 後鑑 189

康正 03 0 0 0 14570204 世間 世上、疫病逸る、 大平年代記 沼津資料集成 8

康正 03 0 0 0 14570204 大和 猿沢池成血、 年代記略 東大謄写本

康正 03 0 0 0 14570204 諸国 諸国、疫病流行、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

康正 03 0 0 0 14570204 備中
［新見庄代官安富智安未進年貢注文、長禄 2年 4月 10日］
百伍拾貫文毎年請切　長禄元年分五十貫文寺納、百貫文
未進、已上一千八百三十貫余、右注進如件、

東寺百合文書
あ 47

岡山県史 20-1346

康正 03 0 0 0 14570204 大和［神供寺門勤仕先例注文］…一、長禄元年、炎旱、学侶備進之、
大乗院寺社雑事
記紙背文書 1-81 勉誠出版

康正 03 0 0 0 14570204 山城

［供月代清憲書状 因幡法橋（降舜）宛］近日号徳政、所々土
一揆等令倍増之由、其沙汰候、殊更山城辺馬借等、今明
之間、可乱入奈良中之由、其聞候、以外珍事候、万一及
放火等沙汰候者、寺社之頓滅不可廻踵候歟、言語道断次
第候、…

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-98

勉誠出版

康正 03 0 0 0 14570204 諸国 諸国、旱魃、五穀不熟、 讃岐国大日記 後鑑 190

康正 03 0 0 0 14570204 大和 炎旱、（長禄 3.5.8条） 尋尊大僧正記 13 大乗院寺社雑事記 2

康正 03 0 0 0 14570204 大和 就楊本庄損免事、十市代官森本参申、条々問答、…御免事、種々雖申入、不給之、（文明 4.10.1条）
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

康正 03 0 0 0 14570204 大和 新木庄五十二石七斗六升御米損免給、多小（少）事、／長禄元丑十八石三斗、（文明 4.10.18条）
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

康正 03 4 0 21 14570523 京都 うちの畠のむき、一もなし、京中万民あさましかり候事ハはかりニて候（随心院厳宝書状）、
寺務方諸廻請紙
背文書抄上 63

国立公文書館報 32

康正 2年（1456）～康正 3年（1457）
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康正 03 4 0 28 14570530 大和 雨下、但少雨也、然而吉水云々、 経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 03 4 0 30 14570601 大和 朝程雨下、自巳刻属晴、不足雨也云々、 経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 03 5 0 0 14570602 大和 猿沢池成血、 永光寺年代記 加能史料研究 2

康正 03 5 0 2 14570603 大和
大川水ノ事ニ、大童子＜伊与守＞吉久、七郷ニ可付使之由、
申請之間、力者二人角ホリヘ付了、彼水ヲ一昨日切出テ
自田ニ入之云々、

尋尊大僧正記
3

大乗院寺社雑事記
1

康正 03 5 0 6 14570607 大和 能登・石（岩）井用水事、明日七日ヨリ神殿庄ニ可給之由、申上之間、其通公文目代ニ仰付之了、…
尋尊大僧正記
3

大乗院寺社雑事記
1

康正 03 5 0 6 14570607 大和［継舜書状］能登・岩井両川用水事、神殿并新殿・四十八丁三ケ所望申入候、…
尋尊大僧正記
3

大乗院寺社雑事記
1

康正 03 5 0 10 14570611 大和 猿沢池血ノ如シ、 加納年代記 石巻の歴史 1

康正 03 5 0 10 14570611 大和 興福寺猿沢ノ池水、血ニ変ズ、 筒井家記 後鑑 190

康正 03 5 0 14 14570615 諸国 諸社に祈雨奉幣、
山礼記 .大乗院
寺社雑事記 .讃
岐国大日記

史料綜覧 8-71

康正 03 5 0 14 14570615 山城 禁裏雨ノ奉幣アリ、私去月三月廿二日ヨリ、雨ノ事不見、山科家礼記 1 史料纂集
康正 03 5 0 14 14570615 大和 為祈雨、三十頌於寺門勤行云々、 尋尊大僧正記 3 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 5 0 14 14570615 京都 被発遣祈雨奉幣使、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系

康正 03 5 0 15 14570616 大和 雨下了、祈雨ノ故歟、可悦々々、但、以外ノ大風也、坊中珍事々々、 尋尊大僧正記 3 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 5 0 22 14570623 大和 於社頭、八講屋群参大般若、今日ヨリ三ケ日可有云々、為祈雨也、 尋尊大僧正記 3 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 5 0 23 14570624 大和［供目代清憲書状 長識房僧都宛］就祈雨事、六部最勝図会
張行事治定候、… 尋尊大僧正記 3 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 5 0 24 14570625 大和 自未刻、甚雨下、民間之悦歟、目出々々、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 5 0 28 14570629 世間 今日細雨下、為世上可悦歟、但京都雖満足、田舎者猶乞願云々、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 5 0 29 14570630 大和 今日、為祈雨、於高山、可有大般若云々、 尋尊大僧正記 3 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 5 0 29 14570630 大和 甚雨、雷鳴、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 6 0 0 14570701 京都 春二月以後、至六月、自北国、水鳥多渡、其羽音如雷電、充満山野江海、至秋、皆失、 南方紀伝下 改定史籍集覧 3

康正 03 6 0 7 14570707 京都 終夜雨下、至巳刻、甚雨也、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 6 0 9 14570709 京都 自後夜時分、甚雨之間、下向事計会者也、…九条川事外出之間、五条へ廻了、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 6 0 10 14570710 大和 雨猶不止、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 6 0 11 14570711 越前
河口庄細呂宜郷当公文職事、為寺門一段居置之候処、為
百姓等沙汰、致嗷訴間、於其身者、及逐電に候、尚於庄
家自余悪行陸梁過法候歟、下剋上之至極、且如何様子細
候哉、（春日社一切経供養衆等評定事書）　

寺務方諸廻請
紙背文書抄上
46挿入紙

国立公文書館報 32

康正 03 6 0 14 14570714 大和 今夜丑刻、大雨下了、 経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 03 6 0 18 14570718 大和 自今日、事外暑気也、 経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 03 6 0 24 14570724 大和 東風、此七、八日吹之、今日殊甚、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 7 0 0 14570731 大和 祈雨群参…損免、（9.16条） 大乗院寺社雑
事記 旱魃霖雨史料

康正 03 7 0 0 14570731 諸国 旱魃、彗星、疫病の追放を祈り、五畿七道京洛に、般若般若心経を読誦させる、 続史愚抄 人権歴史年表

康正 03 7 0 1 14570731 大和 雨下、甘雨無比類云々、 経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 03 7 0 9 14570808 大和 為祈雨、群参ノ三方入始之、今日高山云々、但延引歟、 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 10 14570809 大和

西金堂ヨリ用水事申入之、／西金堂大法師等評定謹言上
／当堂修正月荘厳田之内観音田、近日炎旱過法候之間、
忽令旱損候、仍能登・岩井両河間水、相当来十一日候、
任先規、可下賜之由、雖令申、公文・目代兎角寄事於左右、
難渋以外次第也、急水事、如此令遅引候、厳重要脚令無
足候者、御行違乱無勿躰候上者、為御寺務、間水許可事、
被仰出于公文所、不日許可御行無為可目出之由、粗謹言
上如件、

尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 10 14570809 大和 日々炎旱甚、珎事云々、於寺門祈禱雖在之、一切雨不下、似無法験者哉、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 3年（1457）
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康正 03 7 0 12 14570811 大和
仏聖与神殿相論之間、…不及申意見候、但探なとにて可
有成敗哉、又旱損有無を被見候て、可被付候哉、可有御
計之由、返答了、

経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 7 0 16 14570815 大和 為祈雨、昨日群参ノ高山入云々、今日又招提寺ニ群参云々、尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 18 14570817 大和 於高山、南郷ノ郷人等、心落ノ相舞取之云々、為祈雨也、未聞先例者［也ｶ］、 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 19 14570818 大和 為祈禱雨、於社頭群参ノ大般若有之云々、 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 19 14570818 大和 番条与辻子、俄事出来、水論云々、 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 20 14570819 京都 祈雨奉幣、 公卿補任 . 続
史愚抄 史料綜覧 8-73

康正 03 7 0 20 14570819 京都 依炎旱、被行祈雨奉幣、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系

康正 03 7 0 20 14570819 諸国 此日、仰五畿七道、及洛中外、道俗男女等、可読誦般若心経由宣下、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系

康正 03 7 0 20 14570819 京都 近曽、依有炎旱、彗星、疾疫等事也、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系
康正 03 7 0 21 14570820 諸国 夜、諸国大風、木を抜き屋を発く、 文正年代記 日本の気象史料
康正 03 7 0 21 14570820 大和 西金堂ヨリ、就用水事、事書ヲ以、諸進ニ上之、… 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 22 14570821 大和
社頭神人共、高山ノ池ヲカユ、為祈雨也、然間、高山ノ
上計ニ大雨下テ、山計ノ外、無其儀、希事也、去廿日ニハ、
社司・氏人等、一万度致沙汰云々、但晴天無極者也、

尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 22 14570821 大和 於西室、群参ノ唯識論始之云々、為祈雨也、 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 22 14570821 大和 西金堂ヨリ観音田用水事申入之、能登・岩井両河ノ内、片河ヲハ引漑之、一方又可給旨也、… 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 22 14570821 大和 就祈雨事、今日色々立願云々、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 7 0 24 14570823 大和
大宮殿後、八大龍王宝殿ウツフシナシテ祈雨云々、其故
歟、雷鳴事候シテ、東山以下雲深雨下、但此辺ハツヽキ畢、
岩井川以外出了、為用水可然、

経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 7 0 25 14570824 大和 夕立、今日雷鳴了、山内降歟、今日モ岩井川無子細出云々、経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 03 7 0 29 14570828 大和 南北郷人、相舞於馬場在之、祈雨之立願云々、百廿番云々、尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 7 0 29 14570828 大和［祈雨条々］今日於馬場、相撲在之、（祈雨立願相撲） 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 8 0 3 14570831 大和 今日北里、於上水屋、相撲取之云々、為祈雨也、然而一切雨不下、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 8 0 4 14570901 大和 龍花院方、於天満拝殿、大般若読之、同龍池ヲサラユ、為祈雨也、 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 8 0 8 14570905 大和
左弁官＜下興福寺＞／応五日間於室生龍穴、令転読仁王
経事／右炎旱尤盛、霈沢不降、非仏神之力者、争除国土
災者、…奉勅、宜令彼寺僧侶十口、五箇日、於室生龍穴、
転読仁王経、早抽臥雲之丹誠、可施甘雨之玄応、…

尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 8 0 11 14570908 京都 被発遣祈雨奉幣、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系
康正 03 8 0 12 14570909 大和 就祈雨、官務宣到来了、 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 8 0 13 14570910 大和

能登・岩井両河用水事、去朔日ヨリ被引漑四十八町処、
鹿野薗并見塔院為沙汰、押取之間、四十八町手ヲ空了、
然上者、神殿庄之次、又四十八町ニ可給云々、次八月一
日ヨリハ、不可成河下之由ヲ申テ、方々ヨリ押取之事珍
事也、

尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 8 0 13 14570910 大和 寛円来語云、於室生、為祈雨、可読仁王経之由、被成綸旨云々、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 8 0 13 14570910 大和 心落祈雨在之、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 8 0 14 14570911 大和［尋尊書状 室生寺上人宛］就祈雨、官符宣到来候、則進之候、
可給御請候也、恐々謹言、

尋尊大僧正記
4

大乗院寺社雑事記
1

康正 03 8 0 14 14570911 大和 禅定院池水無之間、三ケ日以大掃除人夫土ヲ取云々、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 8 0 15 14570912 大和
［室生寺法海書状］謹奉請勅宣事／合一紙者／右、炎旱太
盛而、情非失色節、就祈雨之嘉例、去八日勅宣謹令披閲、
早則任御勅定…

尋尊大僧正記
4

大乗院寺社雑事記
1

康正 03 8 0 15 14570912 大和 自暁雨下、於于今雖以無其甲斐、於無為之在所者甚悦也、室生祈雨有其験、可尊々々、 経覚私要鈔 3 史料纂集

康正 03 8 0 16 14570913 大和 自夕雨下了、随分雨也、 経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 03 8 0 21 14570918 天下 夜、大風吹、天下大木悉吹倒、恰如永祚風、 立川寺年代記 続群書類従 29下

康正 3年（1457）
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康正 03 8 0 21 14570918 大和
龍華院、来廿五日ヨリ念仏日供事、炎旱之間、不可沙
汰ヨシ、越田尻・井殿・曽我部・小林・狭竹・九条百姓
等申入間、念仏事可被略歟之由、一臈所ヨリ申入之、珍
事々々、…

尋尊大僧正記
4

大乗院寺社雑事記
1

康正 03 8 0 21 14570918 大和 及夜雨下風吹、 経覚私要鈔 3 史料纂集
康正 03 8 0 21 14570918 京都 大風、 年代記残編 史料綜覧 8-74

康正 03 8 0 26 14570923 大和
二月行事、来月廿七日ヨリ、可始行之由、仰定処、花頭
之内重専法印・賢慶僧都、炎旱之間、稱計会、頭役事不
可沙汰云々、此上者無力、修二月事可略之由、学侶ニ可
遣奉書之由、出世奉行ニ仰付之了、…

尋尊大僧正記
4

大乗院寺社雑事記
1

康正 03 8 0 27 14570924 丹波

［大山荘一院谷百姓等申状（一院谷御代官久世の岡殿宛）］
…抑先度損亡事申上候、当年事ハ先々のことく候てハ、
かなうましく候、ちり等はらいたるていにて候間、きせ
米なんとにてハ、中々道行候ましく候、とても御上使御
下向候ハんすれハ、けんはうに懸御目申候へく候、此分
本所様へ御申候て、百姓等おも御扶持可給候、…国方御
公事等つき候て、いよいよ計会にて候、早々上使御下向
候へく候、…

東寺百合文書ﾉ 兵 庫 県 史 中 世
6-737

康正 03 8 0 28 14570925 大和 楊本百姓損免事申入之、当年事ハ不可有御免之由仰之、検使ヲ可給云々、是又不可叶之由仰之、 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 8 0 28 14570925 大和［尋尊書状 日野大納言宛］春日神供事、依炎旱、自来一日、
可令闕如之由、社家注進候、… 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 8 0 28 14570925 大和 為祈雨、声明師官玄（管弦）者、於高山令音楽云々、 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 8 0 29 14570926 大和 春日神供事、依炎旱、来一日ヨリ可令闕怠之由、社家ヨリ牒送云々、 尋尊大僧正記 4 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 9 0 1 14570928 大和 為祈雨、秋篠以下三方入在之云々、八月・九月ノ祈雨希［有之ｶ］炎旱也云々、 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 9 0 2 14570929 大和 楊本百姓等来、損免事申入之、不可叶之由仰之了、 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 9 0 4 14571001 近江 一、すかのうらより、日そんの事申候、 山科家礼記 1
愛知県史資料編
9-2005

康正 03 9 0 5 14571002 大和
木津ノ御問参仕申云、当年事、以外ノ炎旱ナリ、明年八
月マテ、諸役船車事、可有御免云々、予返事云、不可叶
之由仰之了、

尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 9 0 5 14571002 大和 当年大会事、依炎旱、不可有始行歟、… 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 9 0 5 14571002 大和
就楊本庄損免事、下司進代官、継舜申次之、損免事、為
百姓雖申入之、不可給之由仰了、中々雖令申、不可被下
之由仰了、

尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 9 0 6 14571003 大和

楊本損免事、下司代官土屋之入道参仕申、炎旱之由色々
令申之テ、可被立検使之由、雖申入之、不可叶旨仰了、
其故者、当庄ニ池アリ川アリ、依何炎旱哉、剰為下司之
沙汰、池水・川水ヲ売云々、庄家ニ入アマセハコソ、水
ヲモ売ラン、然上者、不可炎旱条、勿論ナリ、…（16日
条参照、省略）

尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

康正 03 9 0 10 14571007 山城
［室町幕府奉行人奉書 寺崎玄雅法橋宛］東寺領山城国上桂
上野庄代官職事、依井水興行之労功、令補任上者、早任
文安二年四月十一日寺家連署之旨、停止方々競望、如元
可被全領知之由、所被仰下也、仍執達如件、

東寺文書 射 室町幕府文書集成
497

康正 03 9 0 21 14571018 山城
［鎮守八幡宮供僧評定引付］一、（久世）上下庄損亡事、度々
歎申間、披露之処、先不可叶之由可為下知云々、但尚重
申者五石分可遣云々

東寺百合文書
る 59

東寺文書 5

康正 03 9 0 22 14571019 播磨 播州いほ（揖保庄）の代官、しものそんめん（霜の損免）の事ヲ申候、来候、 山科家礼記 1 史料纂集

康正 03 9 0 23 14571020 山城［鎮守八幡宮供僧評定引付］一、（久世上下）損亡事先五石分云々、
東寺百合文書
る 59

東寺文書 5

康正 03 9 0 25 14571022 山城［鎮守八幡宮供僧評定引付］一、（久世上下）損亡事、又重而五石分可為下知云々、已上十石分也、
東寺百合文書
る 59

東寺文書 5

長禄 01 9 0 28 14571025 改元 病患、旱損等、 皇年代私記 東大謄写本
長禄 01 9 0 28 14571025 改元 依病患、旱損也、 皇年代略記 新校群書類従 2

長禄 01 9 0 30 14571027 山城
［鎮守八幡宮供僧評定引付］一、上久世庄損免事、先度廿
石分雖有之、不申領状之間…重而五石被副之、仍先廿五
石分治定了、

東寺百合文書
る 59

東寺文書 5

康正 3年（1457）～長禄元年（1457）



252

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

長禄 01 10 0 3 14571030 京都
安位寺殿ヨリ御書ヲ給了、去晦日ヨリ、京中土蔵賃（質）
物共、悉以稱徳政押取云々、当御即位之間、徳政四ケ度、
正長元年・嘉吉元年・享徳三年・長禄元年也、珍事々々、

尋尊大僧正記
5

大乗院寺社雑事記
1

長禄 01 10 0 6 14571102 大和 新木庄五十余石ノ御米之内、当年御免廿二石三斗也、但此内三石ハ公方ニ被召之、仍百姓方十九石三斗也、
尋尊大僧正記
5

大乗院寺社雑事記
1

長禄 01 10 0 13 14571109 山城
［鎮守八幡宮供僧評定引付］一、上久世庄損亡事、昨日例
式三人参申候、種々申入旨、披露之間、重又五石可給候
云々、都合卅石分給之了、

東寺百合文書
る 59

東寺文書 5

長禄 01 10 0 21 14571117 若狭

［太良庄代官讃岐定増注進状］…抑そんもうの事、地下よ
り申上［候カ］ことく、見候ヘハ、およそ日ニやけ風ニあ
いたるやうニ見ゑ候、地下よりハ半分、三分一なんとゝ
申上候へ共、それハあまりニくわ分の御事にて候、此内
もて可然之様、御ふち候て、彼夫（使カ）をいそき御下候
て、御年貢［　］沙汰させられ候へく候、一かとつき候ハ
すハ、御年貢入申ましき由申候間、めいわくにて候…、一、
畠の地子なんとも、ことことく御入あるましき由申上候、
…

東寺百合文書
フ 127

東大影写本

長禄 01 10 0 25 14571121 山城
［鎮守八幡宮供僧評定引付］一、上久世庄損免事、重而三
人有上洛、種々申間、重而五石分被加増了、都合卅五石
分当年損免被遣了、

東寺百合文書
る 59

東寺文書 5

長禄 01 11 0 0 14571126 摂津
［榎木慶徳書状］（年次は推定）…抑当（垂水）庄の事、せ
んせんハすいそん所にて候…ひそん（日損）の事、四ケ年
にて候内、ことさら当年ハ百年いらいなき大もくにて、
ちりをはらい候上ハ、わたくしのくわんたいのきなく候、

東寺百合文書ﾁ
18

吹田市史 5-519

長禄 01 11 0 0 14571126 天下 土民蜂起、洛中乱入、如享徳三年、天下干損、大風、 大乗院日記目録 2 大乗院寺社雑事記 12

長禄 01 11 0 9 14571204 大和
当年羽津里井庄損免事、御洗分廿石・鵲分十石、四石五
斗分免給了、十石別一石五斗也、中司舜信法師物語令申
分記之、

尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 11 0 9 14571204 大和 楊本庄下司代官参ス、損免事、重而令申、不可叶旨、仰之了、尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 11 0 23 14571218 大和 楊本代官参上、条々歎申之、損免事、五十石分可給旨仰之、於下司過銭者、猶百貫分仰付了、 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 11 0 25 14571220 大和
通目代雑掌等申／右長柄庄者、…依当年炎旱、可給損免
之由申之、令抑留仏聖進済之条、太以不可然次第也…（通
目代雑掌等申状）、

寺務方諸廻請
紙背文書抄上
46

国立公文書館報 32

長禄 01 11 0 25 14571220 近江
菅浦ひさし、もろかわのそんめんを、日野殿内松平方へ
注進候也、御僧今日下向、ゆうへ松平使に献十貫に三分
一そんめん申下也、

山科家礼記 1 史料纂集

長禄 01 11 0 25 14571220 大和 楊本庄損免、五拾五石給之、次下司用水事、過銭弐拾五貫文ニ領状、則下司御礼ニ参上、… 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 11 0 25 14571220 近江
菅浦ひさし、もろかわのそんめんを、日野殿内松平（益親）
方経、注進候也、御僧今日下向、ゆふへ、松平使に、献
十貫ニ三分一そんめん申下也、

山科家礼記 1
愛知県史資料編
9-2005

長禄 01 12 0 3 14571228 大和
楊本百姓烈参、当年損免事、以五十五石下司落居申段、
不得其意候、於百姓者不可承引申云々、希代ノ申状、沙
汰外之由仰之了、

尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 12 0 3 14571228 大和 下旬仏聖長柄庄、依損免、年貢事、于今不沙汰云々、 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 12 0 4 14571229 大和 外河庄七石御米事、当年炎干之間、惣御米無之間、三石五斗分、来十日以前可皆済旨、松林院ヨリ取申之、 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 12 0 6 14571231 大和 一昨日為徳政、木津・橋寺、皆悉炎上云々、 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 12 0 7 14580101 大和 当年若槻庄損免、百十六石四斗ノ御米之内、八十二石御免、… 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 12 0 13 14580107 丹波
［大山庄代官岡弘経書状］…はや地下ハ算用悉極候処…
先々作毛無為ニ候さへ不足候、当年ハ半分ニ過候て、御
免引候間、此方之儀過御察候、若兎角御意候て、代物御
下候ハてハ、地下之安堵不可叶候由申候、

東寺百合文書
に 30

大山村史 348

長禄 01 12 0 13 14580107 大和 為徳政之沙汰、菩提院之方ニ堀ヲホル云々、 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 12 0 17 14580111 大和 雖不寄存申状候、新木庄損免奉行并御給事…（烏丸資任書状）
寺務方諸廻請
紙背文書抄上
6.7.47

国立公文書館報 32

長禄 01 12 0 19 14580113 大和
当社御神供料事、依炎旱、令無足候之間、為寺門廻種々
計略候了、雖然於于今者、尽術計候式候、随而自来廿一日、
旬神供令退転之式候、（学侶評定事書）

寺務方諸廻請
紙背文書抄上
10

国立公文書館報 32

長禄元年（1457-58）
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長禄 01 12 0 19 14580113 大和 浜郷請口料足、毎年廿貫文処、当年事、請申初門云炎旱、如本々可沙汰事難義之由歎申入間、五貫文免除了、… 尋尊大僧正記 5 大乗院寺社雑事記 1

長禄 01 12 0 26 14580120 摂津
［榎木慶徳書状］（年次は推定）…随而当（垂水）庄之事、
当年まて四ケ年日損仕候、就中当年者、百年以来なき日
損にて、ちりをはらい、田から斗にて候事、国中かくれ
あるましく候、

東寺百合文書ｹ
21

吹田市史 5-525

長禄 01 12 0 30 14580124 大和 昨日、唯識講供所望之処、…但炎旱之間、供料者一向無之云々、
尋尊大僧正記
5

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 0 0 0 14580125 駿河 大風、諸作吹損、 大平年代記 沼津資料集成 8

長禄 02 0 0 0 14580125 武蔵 大旱魃、人死、 年代記配合抄 内閣文庫

長禄 02 0 0 0 14580125 備中［新見庄公文諸未進年貢注文、寛正 2年 8月］百伍拾貫文
毎年請切定　長禄二年　百二十貫文（未進）、

東寺百合文書
京 109

岡山県史 20-1478

長禄 02 0 0 0 14580125 摂津
［榎木慶徳書状］…（垂水庄）ことさらきよ年の事ハ、国
ニおいて一同のきヽんにて候、かくへちの御ふちたるへ
く候、たゝいま進上申たく候へ共、…大ミつ（水）大かせ
（風）に、いまた取みたし候、

東寺百合文書ｱ
36

吹田市史 5-530

長禄 02 0 0 0 14580125 山城 注進 上久世庄御年貢散用状之事／長禄弐年分／…壱石参
斗弐升陸合参勺 当流田、

山城国上久世
庄年貢算用状

教王護国寺文書
5-1629

長禄 02 0 0 0 14580125 大和 就楊本庄損免事、十市代官森本参申、条々問答、…百石・十貫文免、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

長禄 02 0 0 0 14580125 大和 新木庄五十二石七斗六升御米損免給、多小（少）事、／…同（長禄）二 廿二石三斗、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

長禄 02 1 1 24 14580318 大和 絵所食事四目代ノ役ナリ、然而、去年炎旱之間、半分可沙汰之由令申処、自学侶不可叶云々、…
尋尊大僧正記
6

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 2 0 7 14580330 常陸 大雨、雪降、此年旱魃、 東州雑記 佐竹家旧記 6

長禄 02 3 0 10 14580502 摂津
［榎木慶徳書状］（年次は推定）…（垂水庄）去年まて四ケ
年日損にて候内、殊更去年之事ハちりをはらい無毛仕候、
於国無隠子細にて…いまた国之きゝんにより候て、無銭
主候、

東寺百合文書ｱ
53

吹田市史 5-525

長禄 02 3 0 20 14580512 大和
［泰承書状 大進寺主（孝承）宛］…彼御講米、去年（長禄１）
炎旱仁、大都無足候間、御布施等最少事ならてハ不収納
仕候間、此通、御講衆ニ令披露候処、余減少段、無勿躰
候間無力、来秋へ可有御延行由、御講衆等一決候、

寺務方諸廻請
紙背文書抄下
77 ･ 78

国立公文書館報 33

長禄 02 3 0 25 14580517 大和 般若寺一切経供養、依去年炎旱、舞等無之歟云々、 尋尊大僧正記 6 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 3 0 27 14580519 大和
一、大市庄諸公事物事、去年（長禄 1）秋比催促処、依炎旱、
可沙汰事不可叶云々、百姓申状不可然事也、其故ハ、諸
公事物ハ名主百姓ノ役也、田地ノ徳分ニ不可依事也、

大乗院雑事記 土一揆史料集成

長禄 02 4 0 2 14580523 摂津

［榎木慶徳書状］…（垂水庄）きよ年、てんか一同の大そ
んまう（損亡）により、いまにてもけいくわい仕候…／一、
せんねん七ケ年うちつゝきすいそん（水損）仕候ニより、
みしんの事わすれ申さす候、たゝしあまりすいそん仕候
所に、出ひ（樋）をはしめてふせ候、

東寺百合文書ﾁ
18

吹田市史 5-527

長禄 02 4 0 4 14580525 備中［最勝光院方評定引付］一、新見庄年貢、年々未進、悉注之候処、及一千八百伍拾貫余、
東寺百合文書
け 8

岡山県史 20-1119

長禄 02 4 0 11 14580601 大和 新治庄去年分畳用途、依炎旱、半分五百文致沙汰了、 尋尊大僧正記 7 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 4 0 25 14580615 大和 自今日、為祈雨、於西室、有一時三十頌云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 4 0 25 14580615 大和

此間、雖雨下、依去年旱魃歟、地事外カハキテ、水更不堪、
天気又雖帯雲風払、不下雨、事躰有炎旱之瑞、衆人懐怖
畏者也、付中奈良中疫病如風霏草、凡以外事也、受此病者、
大略趣黄泉、不便次第也、云炎旱、云鬼病、不可不助之間、
先自今日、寺僧老若一時卅頌読之処、自旦天曇、自申下刻、
雨頻下、助炎旱之憂、爰知定払鬼気之恐歟、三十頌之験徳、
尤可尊、

経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 4 0 26 14580616 大和 雨下、夜雷鳴、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 5 0 2 14580621 大和 於西室、祈雨三十頌始之云々、去月廿五日・一日有之、依雨下、自次日略之云々、今日又始之、 尋尊大僧正記 7 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 5 0 14 14580703 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 7 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 5 0 18 14580707 大和 神殿大佃…去年令不作了、… 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 5 0 27 14580716 世間 於興福寺、有薬師図絵云々、世間所労倍増故歟、… 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 5 0 28 14580717 大和 自今日、為祈雨、於西室、有一時卅頌云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄元年（1458）～長禄 2年（1458）
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長禄 02 5 0 29 14580718 大和 為祈雨、於西室、三十頌在之云々、 尋尊大僧正記 7 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 5 0 30 14580719 大和 山木枯［ ］事、二三本分ニテ、無殊儀云々、珍重也、 尋尊大僧正記 7 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 6 0 2 14580721 大和 日々青天、炎干基歟、珎事云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 6 0 4 14580723 大和 為祈雨、一時卅頌、至今日在之、然而、甲斐数（敷ｶ）雨不下、冥慮如何、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 6 0 5 14580724 摂津

［榎木慶徳書状 東寺くもん所御坊御中宛］御くようおそな
ハり申候によつて、道けんくたされ候間、方々をはしり
まわり候へ共、きゝんニより候て、人を［ ］はす共ちかへ
候間、めいわく仕候、わたくしもきよねんちりをはらい
候て、かんはち（旱魃）にあい候間、けいくわい仕候、道
けんハとくさいそく候間、いへをこほし候て、すこしつゝ
うりまつめ候て、五月卅日ニ三貫五百文上申候…

東寺百合文書
ア 71-79 吹田市史 5-528

長禄 02 6 0 5 14580724 大和 為祈雨、今日群参三方入云々、一七ケ日三十頌ハ、昨日結願了、但雨不下、
尋尊大僧正記
7

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 6 0 5 14580724 大和 卅頌雖及七ケ日、雨不下之間、今日入三方龍池祈精云々、老若群参之由、有其聞＜後聞、今日、先高山云々＞、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 6 0 5 14580724 大和 自今日、可有千部論之処、山木枯槁事、無其儀間、無遂行云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 6 0 6 14580725 大和 今日、為祈雨、有三方入云々、実説可尋、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 6 0 7 14580726 大和
［供目代専厳学侶評定事書 伊与上座（継舜）宛］近日炎旱過
法候、祈雨事、雖尽篇候、無効験候間、満寺失色候了、
是併寺社諸行事等、無其実候間、無冥助之議候哉、殊当
年修正于今無音之条、惣別之驚歎此事候、…

寺務方諸廻請
紙背文書抄下
44

国立公文書館報 33

長禄 02 6 0 7 14580726 大和 三方入結願云々、不雨下者也、珍事々々、 尋尊大僧正記 7 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 6 0 7 14580726 大和
今日、三方入云々、然而、一切雨不下、法験如無、可恨可悲、
殊一両日、天気如蒸而、日影無曇間、旱損之式、日比ニ
一二倍云々、珎事々々、

経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 6 0 9 14580728 京都 祈雨看経事、於諸五山、被仰出也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 02 6 0 10 14580729 大和 旱魃無比類之処、暁更ニ雨下、夕又降、雖可依所甘雨無比類云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 6 0 11 14580730 大和［供目代専厳書状 伊与上座宛］祈雨最勝之曼陀羅御衣絹事、
被経御沙汰条、珍重候、… 尋尊大僧正記 7 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 6 0 12 14580731 大和 今日、最勝図絵在之、為祈雨也、…百僧供養也、… 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 6 0 21 14580809 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 7 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 6 0 21 14580809 大和 申下刻、大雨下了、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 6 0 22 14580810 大和 雨下、 尋尊大僧正記 7 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 6 0 22 14580810 大和 申刻、大雨下了、雖夕立也、連日雨、衆人悦也云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 6 0 25 14580813 大和
今日未刻、当所龍御前山＜当古市館戌亥＞松木＜風不吹、
無虫食＞、自中程折了、其声以外鳴動云々、不宜事也、
何事凶哉、

経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 6 0 26 14580814 讃岐 大雪、 讃岐国大日記 史料綜覧 8-82
長禄 02 6 0 26 14580814 大和 為祈雨、於西室一切経読之、学侶沙汰也云々、 尋尊大僧正記 7 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 6 0 28 14580816 大和 日中以後、大雨下、夕立也、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 7 0 5 14580822 大和 残暑無比類、如蒸、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 7 0 6 14580823 大和 炎旱、如今甚珎事云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 7 0 12 14580829 大和 大雨下了、甘雨々々也、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 7 0 14 14580831 大和 残暑、事外間、老屈無比類、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 7 0 25 14580911 大和 大雨下了、 尋尊大僧正記 8 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 8 0 18 14581004 大和 自今日、西大寺光明真言在之、依去年炎旱、料米勧進之間、自寺門五十貫助成云々、伝説也、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 8 0 19 14581005 山城 奈嶋辺ヨリ風雨之間、上下如入水、然而、様々申半刻、着古市迎福寺了、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 8 0 20 14581006 大和 以外深雨也、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 8 0 21 14581007 大和 自昨日甚雨、今（昨ｶ）夜終夜降通了、以外事也、及晩、聊間断、属霽了、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 8 0 22 14581008 大和 雨猶不止、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 8 0 23 14581009 大和 天曇、珎事雨也、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 2年（1458）
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長禄 02 8 0 24 14581010 京都 入夜、大風雨、 長禄二年記 日本の気象史料

長禄 02 8 0 24 14581010 大和

［安位寺経覚書状 宛所欠］…さても去廿四日烈大風、希
代事候、…其後少々霰以下吹、散々候、あま（り）事にて
候、愚老草庵悉以吹破候、言語道断次第候、迷惑過御察候、
計会時分にて候間、打捨候て置式候、…結句、上木折候て、
東軒をハ悉打破候、消肝候ツ、散々ふさまにて候、…

寺務方諸廻請
紙背文書抄下
30 ･ 31

国立公文書館報 33

長禄 02 8 0 24 14581010 大和 自初夜時分、風雨相副、自四時分、大風吹了、近比風也云々、此在所大略吹破了、不可説々々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 8 0 25 14581011 大和 夜前、風以外吹之間、民間舎屋・所々大木、多以吹倒了、近比風也云々、為世上又不宜云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 8 0 25 14581011 大和 破損在所、如形修理之、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 8 0 29 14581015 摂津［榎木慶徳書状］…（垂水庄）今月の事、大あめふり候、大かせなんとニより候て、はつはつ取みたして候、
東寺百合文書ﾁ
18

吹田市史 5-529

長禄 02 9 0 12 14581028 大和 楊本代官土屋入道参ス、当庄損免事、申入之、不可叶旨仰了、…
尋尊大僧正記
8

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 9 0 21 14581106 大和 松南院領（十市庄）毛見沙汰上了、旱損之躰、以外也云々、纔不足十果者也、不可説々々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 9 0 22 14581107 大和 御洗領羽津里井庄御米損免事、百姓等申入之、…当年事、八石分可給之由、百姓等申、不可叶旨仰了、…
尋尊大僧正記
8

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 9 0 27 14581112 大和 若槻庄御米百十六石之内、損免八十六石落居之由、奉行申入、各諸給ニ可支配者也、
尋尊大僧正記
8

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 5 14581120 大和
慈恩会影供京南庄所出大饗事、越田尻百姓等連参歎申入
趣、当年当庄事、以外炎旱也、一粒無之上者、大饗事中々
不及了簡云々、為別会五師雖加問答、百姓等不承引之間、
寺家ニ召進了、…

尋尊大僧正記
9

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 12 14581127 大和 ＜御米下地一反別八斗代＞出雲庄百姓廿石御米之内、損免四十一石給之、捨田・荒田分、此外ニ四十二石四斗閣之、
尋尊大僧正記
9

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 17 14581202 大和
窪庄代官依召参上、倉庄所出御炭用途以下諸公事物事、
稱炎旱、百姓等不致其沙汰、以外次第也、於諸公事物者、
為名役之間、不依炎旱等、致其沙汰事、不限当庄也、無
力一庄ニ可立榊旨仰了、

尋尊大僧正記
9

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 17 14581202 大和 新免油下地六反事、近来御油無沙汰分在之間、可立榊田地之由、昨日、奉行ニ仰付了、今日加下知云々、
尋尊大僧正記
9

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 18 14581203 大和 法花寺衆参ス、新免庄事、当年炎旱、無一粒之間、反米・反銭事、為本所、可有御沙汰之由申入、無先例之由仰了、
尋尊大僧正記
9

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 19 14581204 大和 及数十日、雨不下之間、井水乏而、湯治及闕乏、以外事也、経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 10 0 20 14581205 播磨

［廿一口方評定引付］一、（矢野庄）自地下損免使一人上洛、
上使可被下之由申、雖然上使事者不可叶、当年損免事、
於余御領者、無引懸、限当庄如此申状、言語道断次第也、
乍去態人進上之間、以別義、国之延定廿石被下之由可被
仰下云々、

東寺百合文書
く 22

相生市史 7-459

長禄 02 10 0 20 14581205 大和 長屋庄御米五十二石事、当年損、百姓等又上洛、色々歎申入、廿二石分可給之由仰了、不可給其余之由、加下知了、
尋尊大僧正記
9

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 20 14581205 大和 雨下、甘雨云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 10 0 23 14581208 大和 進官西大垣庄負所米事、近来隠田、無沙汰之間、去年散田之処、…炎旱之間、不可沙汰云々、以外次第也、
尋尊大僧正記
9

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 23 14581208 大和 新木庄御米五十二石七斗六升之内、当年損免ハ二十六石給之了、…
尋尊大僧正記
9

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 24 14581209 大和
村馳庄末庄保田百姓等、損免事申入之、負所ノ下地之間、
一粒モ不可給之由仰了、殊更田地共大略カリ入上者、何
ヲ証ニシテ可給哉、希代之由仰了、…

尋尊大僧正記
9

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 28 14581213 大和 保田庄御米六石之内四石、致其沙汰了、二石ハ損免ニ給了、定使給分一斗并二十疋致其沙汰了云々、
尋尊大僧正記
9

大乗院寺社雑事記
1

長禄 02 10 0 29 14581214 大和 楊本下司来、当庄損免事申入之、明日可参之由仰了、 尋尊大僧正記 9 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 11 0 1 14581215 大和 楊本下司来、損免事不可給旨仰付了、 尋尊大僧正記 9 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 11 0 1 14581215 大和 逆修三ケ日分ニテ結願云々、依当年旱損也、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 02 11 0 5 14581219 大和 慈恩会進物…大饗事、依炎旱、半分也、… 尋尊大僧正記 9 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 11 0 12 14581226 大和 京南庄役、別会五師致其沙汰分事、…依炎旱、無足之間、不可下行之由、別会申之、 尋尊大僧正記 9 大乗院寺社雑事記 1

長禄 2年（1458）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

長禄 02 11 0 13 14581227 大和
越田尻庄大饗之内、三綱所司田、并成業田所出分事、雖
無先例、百姓等近年任雅意、所当之内引之了、今度依炎旱、
雖無一粒、以引違分、各為百姓并地主出之、…

尋尊大僧正記 9 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 11 0 20 14590103 大和
狭竹庄損免事、名主等申之、尭弘＜延浄房＞同条々取申了、
三分一分ニ治定了＜六石二斗六升六合余ノ徳米ナリ＞今
日中ニ可皆済旨仰了、

尋尊大僧正記 9 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 11 0 20 14590103 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損免事、六分一得分可備之由以強文申上了、中々不可有返答云々、
東寺百合文書
く 22

相生市史 7-460

長禄 02 11 0 25 14590108 大和 長屋庄五十二石御米内、当年損免廿五石給之了、徳米廿七石、此内… 尋尊大僧正記 9 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 11 0 28 14590111 大和 寺務領佐井庄当年々貢、依炎旱、大豆一石五斗、致其沙汰了、… 尋尊大僧正記 9 大乗院寺社雑事記 1

長禄 02 12 0 1 14590114 大和 霽、寒嵐超過者也、 経覚私要鈔 4 大日本史料 8-34

長禄 02 12 0 8 14590121 大和 楊本庄損免事、百姓等以［ ］文、三分二可給之由申入之、
去年分可給之由、以内々給主ニ仰遣了、

尋尊大僧正記
10

大乗院寺社雑事記
2

長禄 02 12 0 13 14590126 尾張 家領二宮事、条々談合、当年…所務依［旱損ｶ］散々間、纔百五六十計取納了、… 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 02 12 0 19 14590201 大和
薬師寺伝教院々主事未補之間、為門跡可直務旨、両知院
ニ加下知、畏入云々、但公事等事、去年・当年炎旱之間、
不可沙汰云々、

尋尊大僧正記
10

大乗院寺社雑事記
2

長禄 02 12 0 20 14590202 大和
［維摩会聴衆等評定事書 奉行当番中宛］柳本南北両庄、依
逃散、大会之会料并日供等不可有弁済候之由、百姓申旨
候通、案主披露候、以外事候、…

寺務方諸廻請
紙背文書抄下
5

国立公文書館報 33

長禄 02 12 0 20 14590202 大和

［維摩会聴衆等評定事書 按察寺主（清賢）宛］柳本南北両庄、
大会会米・日供等、莫太致沙汰候処、依御門跡（尋尊）損
免事、百姓逃散候間、会米等運上不可得之由、注進候、
如今候者、可及会之違乱候、特以無勿躰候、所詮、早々
損免事被落居、会米等無為運上候様、御成敗、法会無為
之基、殊可為珍重候、…

寺務方諸廻請
紙背文書抄下
8

国立公文書館報 33

長禄 02 12 0 25 14590207 近江
［成身院経誉書状 尊藤宛］…山階庄（近江ｶ）事者、当年か
んはつにて候間、中々不及申候、来年必々可申談候由申候、
…

寺務方諸廻請
紙背文書抄下
46 ･ 47

国立公文書館報 33

長禄 02 12 0 29 14590211 大和 倉庄佃御米十八石五斗之内、当年徳米五石也、 尋尊大僧正記 10 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 0 0 0 14590213 備中［新見庄公文所未進年貢注文、寛正 2年 8月］百五十貫文
請切定　長禄三年百貫文（未進）、

東寺百合文書
京 109

岡山県史 20-1478

長禄 03 0 0 0 14590213 大和 就楊本庄損免事、十市代官森本参申、条々問答、…四十五石免、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

長禄 03 0 0 0 14590213 大和 新木庄五十二石七斗六升御米損免給、多小（少）事、／…同（長禄）三 廿二石三斗、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

長禄 03 1 0 8 14590220 大和
当社毎日不退神供事、…去々年依炎旱、神供料所皆以無
足故云々、去年又令炎旱之間、…一年・二年之炎旱ハ無力、
其職ノ不運也、…

尋尊大僧正記
11

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 1 0 11 14590223 大和 盲目参賀、…依炎旱、半分三十疋、自修理目代出之云々、… 尋尊大僧正記 11 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 1 0 19 14590303 大和
所々講金堂公文目代所役ナリ、依炎旱、去年正月半分出
之処、於当年者、可為本々之由令申云々、歎申入之間、
其子細講師春聖房方ニ仰遣了、社頭両社同半分也云々、

尋尊大僧正記
11

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 1 0 26 14590310 大和 入夜雨下、吉雨云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 03 1 0 28 14590312 大和 金堂所々講所出事、炎旱之間、以三分一閣之了云々、… 尋尊大僧正記 11 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 2 0 3 14590316 大和 自夜雨下、甘雨也、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 03 2 0 4 14590317 京都

予問、六角堂施行之来由、瑞曰、願阿弥白于公方（足利義
政）、望救餓人、公方出百貫文為助、就六角堂南、大慈院
北、造仮屋者百二間、初三日、先可施粥、其後、菜羹耳、
毎日、八千人之設也、願阿弥、筑紫人也、先是架四条橋、
去年又施百貫、為南禅再造仏殿之助、如此善利多々、…

臥雲日件録抜
尤 大日本史料 8-34

長禄 03 2 0 6 14590319 大和
長谷寺ヨリ、修正行之、花餅五枚并牛玉一枚進之、執行
送状在之、依炎旱、花餅五枚不足也云々、本ハ十枚ナリ、
昨日進之、

尋尊大僧正記
11

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 3 0 6 14590417 天下
今年、天下饑饉、因為勧進僧願阿弥沙汰、自今日、施行
於六角堂、毎日八千人設云、盖内大臣＜義政将軍＞亦出
百貫文助成之、

続史愚抄中篇
38

新訂増補国史大系

長禄 2年（1458）～長禄 3年（1459）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

長禄 03 3 0 7 14590418 世間 昨日雨終日下、入夜猶甚、近比大雨也、為世上、頗吉雨也云々、可然々々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 03 3 0 17 14590428 山城
［室町幕府奉行人奉書 西岡諸給主御中宛］松尾社境内用水
事、就神事、去年雖被成奉書、先如元、可通之旨、被仰
社家候訖、於子細者、以前被取合之上者、追而可被糺決
之由、被仰出（候カ）者也、仍執達如件、

東寺百合文書
を 300

室町幕府文書集成
539

長禄 03 3 0 17 14590428 山城
［室町幕府奉行人奉書 松尾神主殿宛］山城国西岡給主等申、
当社境内用水事、去年雖被成奉書、就耕作歎申間、先如元、
可被通之、於往古井水者、以前被取合上者、追而被糺決、
可有御成敗之由、被仰出候也、仍執達如件、

東寺百合文書
を 301

室町幕府文書集成
540

長禄 03 3 0 23 14590504 大和 羽津里（井脱ｶ）庄弥源次、無沙汰分ノ田地ニ神木下之、彼年貢事、三分二作分方ヨリ可弁沙汰云々、不可叶旨仰了、
尋尊大僧正記
12

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 3 0 23 14590504 大和 春日大鳥居木、於南山テ令切用処、深谷ニ切落之間、杣人等不及了簡、捨置了、去十六日歟、大雨ニ、彼木ヲ押流、…
尋尊大僧正記
12

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 4 0 14 14590525 大和
越（超）昇寺、今度不寄思滅亡者、去年炎旱之時、彼寺ノ
大池ニ水ナシ、然之間、山僧件池中ヲ成畠了、其時、不
思ニ大虵ヲ鍬ニテ打切了、其虵ハ池ノ水神也、大ニタヽ
リテ…

尋尊大僧正記
13

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 4 0 18 14590529 大和 目代方田村庄米四石并銭四貫文、依炎旱、去々年・去年分、一向無沙汰也、新田方モ無沙汰者也、…
尋尊大僧正記
13

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 5 0 7 14590616 日向

七日から降雨がなく、40日ほどたった 6月 20日まで日照
りで（奈古神社）神田の御供田までつくれない状態だった、
6月 20日に雨乞いがはじまり降雨にめぐまれている、梅
雨時に 40日も雨がふらないと、のちに記録されるような
先例とされた、

不明 宮崎県の歴史 171

長禄 03 5 0 8 14590617 大和 権預祐識来、当社神供事、依炎旱、社家引違不可叶之旨、去三月十五日、権預祐豊・権預祐仲令職辞退了、…
尋尊大僧正記
13

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 5 0 12 14590621 京都 数日不雨、以台命、有祈雨之会、 碧山日録 史料綜覧 8-91
長禄 03 5 0 13 14590622 京都 請雨祈禱之事、被仰出、命于諸寺院也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 03 5 0 16 14590625 大和
内山ノ上乗院与市本、俄事出来、打死両三人、両方手負
多云々、水相論故也云々、豊田為市本方罷出、無心元之間、
遣人、上乗院へも申遣了、無殊儀落居云々、

尋尊大僧正記
13

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 5 0 19 14590628 京都 久旱無水、農民靡播種稲苗者…午而大雨、 碧山日録 日本凶荒史考
長禄 03 5 0 19 14590628 大和 寺門祈雨始之処、雨下了、 尋尊大僧正記 13 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 5 0 19 14590628 京都 請雨祈禱、以雨降故、満散＜雨為未足云々＞、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 03 5 0 20 14590629 大和 祈雨三十頌、如昨日、於西室、老若会合了、 尋尊大僧正記 13 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 5 0 21 14590630 大和 為祈雨、自六方令申学侶テ、三ケ日之内雨下者、大般若書写供養事、立願云々、
尋尊大僧正記
13

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 5 0 21 14590630 京都 請雨祈禱、諸寺院重可命之由、被仰出也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 03 5 0 22 14590701 京都
請雨祈禱之事、重日今日可勤之由、以状報之、前十三日、
請雨祈禱之事、被仰出、至十五日、以三日、即雨降、至
十九日、以一七日雨降、即満散、雖然、以雨未足故、自今日、
可勤之由、重被仰出也、

蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 03 5 0 23 14590702 大和 大般若立願之故歟、大雨下、諸人成悦云々、 尋尊大僧正記 13 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 6 0 3 14590711 京都
祈雨即雨降也、前月十三日、請雨祈禱之事、被仰出、至
十九日雨降、蓋当一七日也、以雨未足之故、自廿二日、
重請雨祈禱之事、被仰出也、

蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 03 6 0 11 14590719 大和 一昨日ヨリ請雨三方入、 尋尊大僧正記 13 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 6 0 12 14590720 京都 請雨祈禱、懺法一百員有之＜書写請雨陀羅尼或誦之、或沈于神泉苑云々＞、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 03 6 0 19 14590727 鎌倉 鎌倉大風、 鎌倉大日記 日本の気象史料

長禄 03 6 0 23 14590731 大和
（年次は推定）［泰弘書状 大輔（玄深）寺主御房宛］…尤可
参申入候処、祈雨同音之論ニ罷出候間、不能参上候由、
可有御披露候、恐々謹言、

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-63

勉誠出版

長禄 03 7 0 1 14590808 京都 祈雨未已、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 03 7 0 4 14590811 京都 早天、為祈雨、於神泉淵（苑ｶ）被納、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 03 7 0 6 14590813 京都 前自四日、至六日、三日祈雨、就于山門閣上、以百三十三員、誦懺法、及晩雷動雲興而雨降、即満散為奇也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 03 8 0 1 14590906 京都 数日不雨、秋来愈苦旱、 碧山日録 日本凶荒史考

長禄 3年（1459）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

長禄 03 8 0 7 14590912 天下 自来九日、諸五山并十刹、一七日可有天下御祈禱之由被仰出也、 蔭凉軒日録 1 増補史料大成 21

長禄 03 8 0 13 14590918 京都 咸属旱魃、飢饉也、来歳、生民荒饉可知也、或曰、本朝羽州之境二日出於南北、歴三日而没、其歳其国大饑也、 碧山日録 日本凶荒史考

長禄 03 8 0 14 14590919 大和

楊本代官土屋入道・百姓参ス、盆供米事、来廿日以前ニ
可皆済申候、於御米者、当年炎旱之間、一粒候ましく候
へ共、本願御仏事分、厳重之御仏事料候之間、無力為百
姓可弁沙汰之由、申入之間、珍重之由仰了、／次当年損
免事、重々申入之、両三日ニ可仰左右旨仰了、

尋尊大僧正記
14

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 8 0 15 14590920 大和 当院井水、鵲郷民等、任雅意汲之間、公事仕丁三人・力者二人付使了、
尋尊大僧正記
14

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 8 0 18 14590923 大和 西大寺光明真言始行、依炎旱、十方勧進之云々、 尋尊大僧正記 14 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 9 0 4 14591009 京都 終日大風、 碧山日録 日本凶荒史考
長禄 03 9 0 6 14591011 大和 楊本庄損免事、可給三十石之由、仰代官了、 尋尊大僧正記 14 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 9 0 9 14591014 京都 終日雨、戌而大風…後園之紅柿紅梨及栗［ ］数百枚、未熟
而所風吹落、 碧山日録 日本凶荒史考

長禄 03 9 0 10 14591015 京都 大風怒号未止、竹樹抜其根株而、倒如散芥、苅稲以曝原野者、為大水所漂皆失之…人民饉餒何也、 碧山日録 日本凶荒史考

長禄 03 9 0 10 14591015 大和 卯剋ヨリ大風、当院破損、惣而院家・僧坊・在家以下、損亡不及言詞云々、大安寺金堂ノ廻廊＜東西＞吹タヲシ了、
尋尊大僧正記
14

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 9 0 10 14591015 大和
大風吹て、そこはくの坊舎在□吹損す事申に及ず、吉野
川大水風と□出て、川つらの家ながるゝ事は、皆々なが
れて死［ ］三百五十人と云り、言語道断事也、

東大寺法花堂
要録 日本の気象史料

長禄 03 9 0 10 14591015 畿内 山城、大和、大風雨、鴨河漲溢、屋壊れ人死す、

碧山日録 .蔭凉
軒日録 .大乗院
寺社雑事記 .東
寺百合 .如是院
年代記 .鎌倉大
日記 .和漢合符

史料綜覧 8-96

長禄 03 9 0 10 14591015 京都 大洪水、同大風、処々家門吹倒、不知数、 如是院年代記 新校群書類従 20

長禄 03 9 0 10 14591015 京都 大風、 和漢合符 後鑑 194

長禄 03 9 0 10 14591015 京都 大風雨、倒［ ］屋洪水、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系
長禄 03 9 0 12 14591017 京都 鴨河大漲、民屋潰流、往来者多溺死、 碧山日録 日本凶荒史考

長禄 03 9 0 14 14591019 若狭
［太良庄公文清兼書状］（追而書）…九日十日ニ大水出候て、
四五日間、上下留候、近比之水にて候、五十年以来者不
覚候由、皆々申合候、作毛事ハ目もあてられ候ハぬ次第
にて候、委細此者可申入候、

東寺百合文書
11 ･ 315 東大影写本

長禄 03 9 0 19 14591024 大和
同千燈会油ハ、立野庄ヨリ弐斗分致其沙汰、然而、近年
任雅意、一斗三升致沙汰者也、当年ノ事、稱炎旱、三分
二分可沙汰旨、申入之、以外旨仰之間、一斗三升致沙汰
了云々、

尋尊大僧正記
14

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 9 0 20 14591025 大和 放光院門、大風ニ顚倒、… 尋尊大僧正記 14 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 9 0 25 14591030 大和 新木庄損免事申入之、可下毛見使之由仰之了、 尋尊大僧正記 14 大乗院寺社雑事記 2

長禄 03 9 0 28 14591102 改元 依病患・旱損等也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

長禄 03 9 0 28 14591102 大和 楊本庄損免事、下司代官等参申、先度被仰出分、四十石外者、不可給旨、仰返事了、
尋尊大僧正記
14

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 9 0 29 14591103 大和
新木庄五十二石七斗六升御米内、当年損免廿七石分給之、
立野給以下引物外、仏地院方四石計、公方御米一石請申
入了、

尋尊大僧正記
14

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 9 0 30 14591104 大和 若槻庄百十六石御米之内、九十三石分損免之由、良弘・賢秀両使申入之、
尋尊大僧正記
14

大乗院寺社雑事記
2

長禄 03 11 0 7 14591210 京都 就于土一揆蜂起、万寿寺之状披露之、可有御成敗之由、被仰出也、即日被仰付諸大名也、京中当職承之、 蔭凉軒日録 1 後鑑 194

長禄 03 11 0 15 14591218 天下 連年関東之逆臣不敗、以故道路梗塞、商旅不通、方物不貢、而中国虚耗、天下之所憂也、 碧山日録 日本凶荒史考

長禄 03 12 0 7 14600109 大和 保田庄六石御米之内、当年得米一石三斗ニ請申了、 尋尊大僧正記補 1 大乗院寺社雑事記 12

長禄 03 12 0 14 14600116 大和 出雲庄当年損免事、荒・不作以下ニ、九十余石給之云々、仍森屋給十三石五斗之内、成半分了、依先例也、
尋尊大僧正記
補 1

大乗院寺社雑事記 12

長禄 03 12 0 15 14600117 大和 為楊本庄損免事、昨日、十乗入道遣十市、涯分可致奉公云々、…
尋尊大僧正記
補 1

大乗院寺社雑事記 12

長禄 3年（1459-60）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

長禄 03 12 0 19 14600122 大和 楊本損免事、無落居、仍可付使之由治定、仍坊人共可召進矢負之由、仰遣之、殊更、巨細十市ニ仰付之、…
尋尊大僧正記
補 1

大乗院寺社雑事記 12

長禄 03 12 0 20 14600123 大和 京南庄大饗事、依炎旱、半分沙汰之、今半分者、為寺務致其沙汰云々、先例不審者也、
尋尊大僧正記
補 1

大乗院寺社雑事記 12

長禄 03 12 0 25 14600127 大和 西京火鉢作申御給田事、依炎旱、無足、仍火鉢以下事、如本々可被下代物云々、不可然申状旨、仰了、…
尋尊大僧正記
補 1

大乗院寺社雑事記 12

長禄 04 0 0 0 14600202 天下 頃年旱風、水災、加以兵役、天下凶荒（寛）、疫癘飢饉（年）、天下人民死亡者及其三分之二（年）、
寛正記 .年代記
抄節 .和漢合符 .
興福寺略年代記

日本災異志

長禄 04 0 0 0 14600202 天下 天下飢饉、疫病、餓死、病死人不知数、人種失三分二云々、立川寺年代記 続群書類従 29下
長禄 04 0 0 0 14600202 京都 今年饑饉、炎旱、 続史愚抄 編年差別史 4

長禄 04 0 0 0 14600202 越前
（寛正 2年 10月 7日条、別掲）就河口庄反銭事、…寛正元
年田楽頭用反別百文反銭事、国中炎旱之間、当年寛正二
年可致其沙汰旨、百姓等依申入延引、

大乗院雑事記 土一揆史料集成

長禄 04 0 0 0 14600202 讃岐 元年旱魃、 讃岐国大日記 史料綜覧 8-119

長禄 04 0 0 0 14600202 諸国 この年、諸国飢饉、疾病流行、餓死病死多数、翌年まで続く、碧山日録 中世東国災害史略
年表

長禄 04 0 0 0 14600202 会津 五穀熟さず、 会津旧事雑考 中世東国災害史略
年表

長禄 04 0 0 0 14600202 天下 天下大に飢饉、 和漢合符 日本震災凶饉攷

長禄 04 0 0 0 14600202 備中
［新見庄公文所未進年貢注文、寛正 2年 8月］百五十貫文
請切定　寛正元年百五十貫文皆未進也　已上二千二百一
貫文、右注進如件、

東寺百合文書
京 109

岡山県史 20-1478

長禄 04 0 0 0 14600202 山城 注進 上久世庄御年貢算用状事／長禄四年分／…壱石参斗
壱升八合 当流田／…卅五石 損免、

山城国上久世
庄年貢算用状

教王護国寺文書
5-1674

長禄 04 0 0 0 14600202 天下 天下飢饉、 興福寺略年代記 続群書類従 29下

長禄 04 0 0 0 14600202 諸国
依寛正元年＜庚辰＞飢饉、諸国七道餓死病死横死等、自
去年、至当年、同二年＜辛巳＞不知幾千万数、依之、為
聡寺云々、私領被行臨時講演并流灌頂造之、諸河流之、
被訪幽魂而已、

東寺過去帳 後鑑 197

長禄 04 0 0 0 14600202 大和 新木庄五十二石七斗六升御米損免給、多小（少）事、／…同（長禄）四十石、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

長禄 04 1 0 13 14600214 大和 金堂所々講布施事、依炎旱、三分一可沙汰之由、公文目代申、自余目代同辺、然而半分可沙汰之由、講衆等申之、…
尋尊大僧正記
14

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 2 0 0 14600303 天下

大地震、国々兵革多、旱魃、大風、洪水、五穀不熟、大飢饉、
人民六畜多餓死、時将軍義政任吾栄燿、不知人民之餓死、
耽自重職、不知天下之飢饉、朝暮営造殿、厳宮栽花植草、
南殿作山水、自所々集磐石、徒費国民力量、帝聞此事、
以一首詩諌義政云、…義政頂戴此御句、即止普請云々、

天地根元歴代
図 後鑑 195

長禄 04 2 0 0 14600303 山城
西岡上郷領主及び諸本所雑掌等、同下郷民の溝渠をうが
ちて灌漑の利を奪わんとするを停められんことを、幕府
に請う、

東寺百合文書 史料綜覧 8-101

長禄 04 2 0 18 14600320 大和 夜前、国中大風云々、大和社鳥居吹タヲシ了云々、其外小家・小堂所々破損了、於奈良中者、サシテ不吹者也、
尋尊大僧正記
15

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 2 0 28 14600330 大和

若槻庄下司＜依番条没落、白土成其替云々＞、菓子米四
果事、以［  ］五斗余分今日沙汰之、依去年炎旱地［  ］無正
躰之間、以此分、可被閣之由、種々歎申［  ］菓子米者、縦
雖旱損、更不可有無沙汰之由、［  ］可致其沙汰、不然者、
可懸札旨、加［  ］、

経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 04 2 0 29 14600331 山城

［室町幕府奉行人奉書 当所給主御中宛］城州西岡拾壱ケ郷
給主等申、桂川用水溝事、去年就西芳寺御成、雖被埋之、
為作毛、依有其煩、於向後之出、御之当日、可相懸橋於
彼溝云々、早任申請之旨、毎度可致用意、至水路者、如
元堀通之、可被全耕作之由候也、仍執達如件、

東寺百合文書
を 307

室町幕府文書集成
576

長禄 04 2 0 29 14600331 山城
［室町幕府奉行人奉書 松尾社神主殿宛］城州西岡十一ケ郷
給主等申、桂川用水溝事、去年就西芳寺 御成、雖被埋之、
如元可被通水之由候也、仍執達如件、

東寺百合文書
を 308

室町幕府文書集成
577

長禄 04 3 0 0 14600401 京都 自三月、至六月二十四日、久雨、不熟、 如是院年代記 新校群書類従 20

長禄 04 3 0 0 14600401 天下
春ノ比ヨリ天下大キニ飢饉シ、又疾疫悉クハヤリ、世上
三分二餓死ニ及、骸骨衢ニ満テ、道行人アハレヲモヨフ
サズト云コトナシ、

長禄寛正記 後鑑 195

長禄 3年（1460）～長禄 4年（1460）
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長禄 04 3 0 2 14600402 大和 余寒甚事、超冬至先後、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 04 3 0 15 14600415 京都 三月十五日ヨリ、四十日計、雨下云々、 東寺執行日記 後鑑 195

長禄 04 3 0 17 14600417 大和［別会五師定清書状 奉行宛］来廿三日、祈雨頓写大般若経、
為学侶之群議致□進之奉行候、…

尋尊大僧正記
15

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 3 0 17 14600417 大和 雨下、近比甘雨也、依甚雨、件舞無之云々、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 04 3 0 20 14600420 大和 当院院入十講始行之、請僧十口、去年供料、依炎旱、以大豆、為供料云々、
尋尊大僧正記
15

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 4 0 14 14600513 甲斐 自卯月十四、七月十四大雨、三日ト不照、 王代記 山梨県史資料編 6

長禄 04 4 0 20 14600519 京都 鴨河暴漲、漂麦無数也、 碧山日録 日本凶荒史考

長禄 04 4 0 24 14600523 世間 奈良中、世間所労、以外倍増之間、為学侶評定、俄可有薬師図絵由、相触、… 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 04 4 0 27 14600526 大和［  ］疫病倍増［故ｶ］也、… 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 04 5 0 4 14600602 世間［廿一口方評定引付］一、世間、人多病死間、六月、於西院、心経会可被行所作人等事…
東寺百合文書
く 23

東大写真帳

長禄 04 5 0 8 14600606 紀伊
根来寺衆徒、土民と灌漑を争う、是日、守護畠山義就、
その部下遊佐豊後守を遣わしてこれを諭す、衆徒等これ
を襲撃し、豊後守等自殺す、ついで義就また遊佐某を遣
わし撃ちてこれを平ぐ、

碧山日録 . 大
乗院寺社雑事
記

史料綜覧 8-104

長禄 04 5 0 10 14600608 京都 宿雨不晴、民曰、青苗腐湿、其根生蝗云、 碧山日録 日本凶荒史考

長禄 04 5 0 10 14600608 大和

（年次は推定）［畑経胤書状 御番衆御中宛］十市之内、松南
院領事、近年百姓等事外雖任雅意候、被相待便宜子細候
間、□被閣之候了、然此間、依麦作毛倍増、秋地子事外
無正躰候之間、当年者、麦事不可作候由、去年堅被加御
下知候処、悉押而麦お作候間、尤彼百姓等、雖可被処厳
科候、以穏便之儀、麦所当可沙汰候由、被加御下知候之処、
百姓不可致沙汰候之由、申切候、以外之次第候、彼百姓
等悉十市領内候上者、加厳密下知、致所当候歟、不然者、
秋之地子、縦雖旱水煩候、任本地子旨、致沙汰候歟、両
篇之間、為十市沙汰、加下知様、被仰付候者、可目出候由、
可申旨候、可得御意候、恐々謹言、

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-235

勉誠出版

長禄 04 5 0 20 14600618 天下

［随心院厳宝書状 宛所不明］…一、近日連雨事、以外事候、
依此、天下以外つまり候て、めいわく候、断食おほしめ
しやられ候へく候、定而南都ハ当年ハよく候ハんすると
目出候、／一、京中やく病はやり候て、人共多死候、此
辺も迷惑時分候、是非もなく候、

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-232

勉誠出版

長禄 04 5 0 21 14600619 京都 賀茂川大出了、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 04 5 0 21 14600619 京都［  ］面見河水之大洪了、 経覚私要鈔 4 史料纂集
長禄 04 5 0 23 14600621 京都 賀茂川［水ｶ］出了、以外洪水也、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 04 5 0 25 14600623 紀伊
去十日、於紀州円福寺、畠山衆打死人数事、根来寺与円
福寺＜ｺｶﾜﾉ事＞、水樋相論事故云々、…惣而打死衆七百
余人云々、

尋尊大僧正記
16

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 6 0 0 14600628 京都 三～六月、霖雨、   年代記抄 日本震災凶饉攷
長禄 04 6 0 1 14600628 京都 止雨奉幣、 続史愚抄 日本の気象史料
長禄 04 6 0 3 14600630 天下 天気陰冷、人皆着冬服、是以従前月、天下疫死者無数、 碧山日録 日本凶荒史考
長禄 04 6 0 5 14600702 中国 備、美、伯、三州大饑、人民相食云、 碧山日録 旱魃霖雨史料
長禄 04 6 0 9 14600706 京都 晴之御祈禱、可命于寺家之由、以飯尾左衛門大夫被仰出也、蔭凉軒日録 4 後鑑 195

長禄 04 6 0 13 14600710 諸国 江客来曰、湖水大溢、浸爛平陸、田疇無敢下種者、其民皆去、餬口於他州云、五畿七道之河堤決折、橋梁無全者民憂、 碧山日録 日本凶荒史考

長禄 04 6 0 14 14600711 京都 宿雨不晴、詔於諸寺祈晴、 碧山日録 日本凶荒史考

長禄 04 6 0 14 14600711 大和 大雨下了、…大雨之間、路次［ 　 ］…病死以外事也云々、
［  ］…縄手以外洪水也、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 04 6 0 15 14600712 天下［廿一口方評定引付］止雨御祈禱事、為天下豊饒官符并寺務奉書如此、仍於講堂七ケ日仁王経御読経可被行也、…
東寺百合文書
く 23

東大写真帳

長禄 04 6 0 15 14600712 京都［室町幕府奉行人奉書 祇園社執行御房宛］止雨御祈禱事、
一社一同、別而可被抽懇祈之由、被仰出候也、仍執達如件、

狩野亨吉氏蒐
集文書

室町幕府文書集成
581

長禄 04 6 0 15 14600712 京都 為止雨御祈、転読仁王経、於東寺講堂＜七ケ日歟＞、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系

長禄 04 6 0 19 14600716 大和 諸社止雨御捧幣、被行之云々、当社々家、最勝王経行之、於学侶者、仁王講行之云々、
尋尊大僧正記
16

大乗院寺社雑事記
2

長禄 4年（1460）
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長禄 04 6 0 19 14600716 京都 大風、洪水、 続本朝通鑑 日本の気象史料
長禄 04 6 0 24 14600721 京都 自三月至六月二十四日、久雨不熟、 如是院年代記 日本凶荒史考
長禄 04 6 0 25 14600722 京都 止雨御祈禱事、一社一同、別而可被抽懇祈之由、… 八坂神社記録 4 増補続史料大成 46

長禄 04 7 0 1 14600727 会津 七月ついたちの日、さるのこく時中、くら屋見入候、そのとし五こくしゆくせす候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

長禄 04 7 0 21 14600816 大和 自昨日、於西室祈雨在之、 大乗院寺社雑
事記 日本凶荒史考

長禄 04 8 0 0 14600826 能登 両度風、…能州錯乱、 永光寺年代記 加能史料研究 2

長禄 04 8 0 1 14600826 京都［廿一口方評定引付］近日事外延（炎ｶ）旱之間、雨請御祈禱、可有御沙汰歟由、致披露処…
東寺百合文書
く 23

東大写真帳

長禄 04 8 0 9 14600903 越前 河口反銭事、半分三百貫文分、可沙汰之由、百姓等申入之云々、不可叶旨、堅仰付之了、
尋尊大僧正記
20

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 8 0 18 14600912 京都 午而風起、雨下、多敗民家、 碧山日録 日本の気象史料
長禄 04 8 0 24 14600918 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 17 大乗院寺社雑事記 2

長禄 04 8 0 26 14600920 大和 昨日、八嶋郷一会行之、田楽・猿楽以下十烈如形渡之云々、祈雨立願云々、
尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 8 0 28 14600922 大和 於馬場、南北郷民相撲在之、無為無事云々、祈雨之立願也云々、
尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 8 0 29 14600923 天下 夜大風吹、大雨降、洪水出、天下一等損亡也、 立川寺年代記 続群書類従 29下

長禄 04 8 0 29 14600923 京都
大風洪水、衆人皆憂、夜有遊宴、歌吹之客、不忍聞之、
作偈以慰云／大風洪水万民憂　歌舞管弦誰夜遊／法有興
衰増減、任他明月下西楼、

狂雲集 後鑑 195

長禄 04 8 0 29 14600923 京都 終日大雨、黎首為稲粮憂之、 碧山日録 日本の気象史料
長禄 04 8 0 29 14600923 諸国 諸国、大雨洪水、 碧山日録他 史料綜覧 8-111
長禄 04 8 0 30 14600924 讃岐 寛正元年旱魃、同八月晦日大風、由是無稲実、 讃岐国大日記 後鑑 195

長禄 04 8 0 30 14600924 大和 雨下、大風以外也、所々破損、 尋尊大僧正記 17 大乗院寺社雑事記 2

長禄 04 9 0 0 14600924 丹波 大洪水、人民流死、 天寧寺年代記 東大影写本
長禄 04 9 0 1 14600924 天下 天下飢饉、九月一日ヨリ修正始行、 興福寺略年代記 土一揆史料集成
長禄 04 9 0 1 14600924 大和 風破損所々、加修理、元興寺郷人夫五人召之了、 尋尊大僧正記 17 大乗院寺社雑事記 2

長禄 04 9 0 9 14601002 越前
河口庄頭役反銭事、先日三万疋分雖可令沙汰、其後、庄
家事、大風以下損亡之間、一向不可致其沙汰、百姓等捧
申文、…

尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 9 0 11 14601004 播磨［矢野庄供僧方年貢等散用状］…百五十文　九月十一日大僻宮雨祝ノ出銭　半分、
東寺百合文書
ら 63

相生市史 8下 876

長禄 04 9 0 12 14601005 越前 越州両庄反銭事、云大風、云大水、庄内損亡之間、於当年者、不可沙汰旨、百姓等申切了、…
尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 9 0 12 14601005 大和 楊本庄百姓并下司代官参ス、損免事申入之、不可叶旨仰了、… 尋尊大僧正記 17 大乗院寺社雑事記 2

長禄 04 9 0 12 14601005 越前 河口百姓等申、八月晦日大風、庄内等損亡以外也、如今者、反銭事不可得云々、…
尋尊大僧正記
20

大乗院寺社雑事記 2

長禄 04 9 0 14 14601007 三河
当院領赤羽荘御百姓還住于事、可被成御奉書之由、伺之、
即令于院奉行飯尾左衛門大夫之由、以伊勢兵庫助、被仰
出也、

蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

長禄 04 9 0 20 14601013 大和 新免庄之内、奥預申分之内、三丁二反、損免給之、当年徳米反別二斗三升云々、
尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 9 0 23 14601016 若狭

［太良庄百姓等連署起請文］…抑当所損免之事、捨田分者
以注文申上候、此分者一粒も御入あるましく候、其外平
田損免之事者、国中引懸、不可有其陰候、雑石事候間、令［ ］
を本ニ在候所々ニ申候、半分御免と被仰候へ共、三分二
損と申候、其分ニ御免あるへく候、此旨更々緩怠を不申
上候、若偽を申上候者、…

東寺百合文書
フ 131

東大影写本

長禄 04 9 0 24 14601017 大和
楊本庄、先日使無承引之間、可付矢負等旨治定之処、光
宣僧都色々取申入之間、閣之、仍残米廿余石、今月中可
皆済之由申入、就中、当年損免事、不可申入旨、捧請文、
於先日、使者重而可被付之候、…

尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 9 0 24 14601017 大和
［下司範満請文］楊本庄御米等損免事、不可申入候、仍御
米百七十五石八升二合八勺并諸公事等、年内可致其沙汰、
更以不（可脱ｶ）有無沙汰候、…

尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 4年（1460）
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長禄 04 9 0 24 14601017 大和 下木阿於若槻庄毛見、自昨日見廻之処、以外之損失之間、不及治定而罷上云々、迷惑、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 04 9 0 25 14601018 大和 先度、大風大略吹破之間、草庵為葺之、竹事仰菩提山之処、不及是非返事条、緩怠無比類之間、… 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 04 9 0 26 14601019 大和 昨日、羽津里井毛見事、申入之、於当年者、不可損免給之由、返答了、
尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 9 0 26 14601019 大和 先日、保田庄百姓等同申入之、不可叶之由、同仰了、 尋尊大僧正記 17 大乗院寺社雑事記 2

長禄 04 9 0 26 14601019 大和 外河庄七石御米事、如去年、可給損免之由、百姓等令申之由、自松林院申入之、同不可叶之由仰了、…
尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 9 0 28 14601021 越前
［筒井順永書状 沙汰衆宛］当年若宮祭礼田楽頭役事、…当
年之事、心案（安）存罷候処、北国御領損亡以外之間、御
反銭可致沙汰之事、不可叶旨、申上候、仍御辞退之旨承候、
驚存候、…

尋尊大僧正記
20

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 9 0 28 14601021 大和 且大雪也、霽、 経覚私要鈔 4 史料纂集

長禄 04 9 0 29 14601022 諸国 大風、諸国損亡、 大乗院日記目
録 2

大乗院寺社雑事記
12

長禄 04 9 1 6 14601029 大和 出雲庄両下司上洛、損免事申入之、五分一分可給之旨仰之、不可叶云々、
尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 9 1 10 14601101 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、五分一損分可申付由評義了、
東寺百合文書
く 23

相生市史 7-465

長禄 04 9 1 12 14601104 大和 新木庄損免、廿二石給之了、 尋尊大僧正記 17 大乗院寺社雑事記 2

長禄 04 9 1 12 14601104 大和 羽津里井庄損免、六石五斗給之了、 尋尊大僧正記 17 大乗院寺社雑事記 2

長禄 04 9 1 17 14601109 大和
出雲庄百二十石御米、損免事、上使注進分、／二十八石
当年御免、三十二石余当年荒＜四丁四反切＞／五十九石
六斗八升徳米歟、

尋尊大僧正記
17

大乗院寺社雑事記
2

長禄 04 9 1 18 14601110 京都
［廿一口方評定引付］一、天下兵乱［ ］依国中粮人等出現、
自然物［ ］時、年貢米取散事有之者、雖請切申さ様之時者、
御年貢可有御免由申入事、

東寺百合文書
く 23

東大写真帳

長禄 04 10 0 2 14601123 大和

（年次は推定）［禅住房承棟書状 多聞院御坊宛］就田等御
頭事、可致役銭沙汰之由、被仰下候、不及覚悟候、特当
年、地下損亡以外候之間、左様次第、未落居時節候、雖
然諸役人致沙汰之儀候者、如形御礼不可存緩怠候、以此旨、
預御披露候者、畏入候、恐々謹言、

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-301

勉誠出版

長禄 04 10 0 17 14601208 大和
（年次は推定）［成身院光宣書状 当御番衆御中宛］御書之趣、
畏拝見仕候了、抑大将之陣者、若江ニて候、今日諸軍勢ハ、
南へ可取懸ニて候か、雨ふり候間、可有延引候歟、委細
之事共、御使申候、…

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-317

勉誠出版

長禄 04 11 0 0 14601222 尾張

［尾張国国衙領馬場散在勘定状］長禄三年馬場散在勘定之
事、／六拾壱貫百一文之内、色々引物／…拾壱貫伍百文 
田方損免／拾弐貫文 畠方損免三ケ月分／弐貫参百文 下津
畠マチハリノ損免／壱貫弐百文 カタアレ畠八段…／壱貫
伍百文 荒畠五段…

醍醐寺文書 愛知県史資料編
9-2093

長禄 04 11 0 24 14610114 大和 風雨祈禱事、寺々ニ仰之、… 尋尊大僧正記 19 大乗院寺社雑事記 2

長禄 04 11 0 29 14610119 山城
［室町幕府奉行人奉書 産川（寒川）新左衛門尉殿宛］松尾社
司等申、桂河用水事、支状到来畢、不日可出帯文書正文
之由候也、仍執達如件、

東寺百合文書
を 319

室町幕府文書集成
591

長禄 04 12 0 0 14610121 京都 今年、饑饉、炎旱、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系

長禄 04 12 0 15 14610204 諸国 近日、於嶽山・弘川等、合戦及度々、諸国之餓者共、於京都餓死、如山岡、
大乗院日記目
録 2

大乗院寺社雑事記
12

長禄 04 12 0 18 14610207 天下 去夏水蝗、稲穀不熟、民憂之曰、来冬、春、夏天下大飢、碧山日録 日本凶荒史考
寛正 01 12 0 21 14610210 改元 依天下飢饉也、 皇年代略記 新校群書類従 2

寛正 01 12 0 21 14610210 改元 改元、寛正元年、依五穀不熟・旱損・虫損・飢饉等、 大乗院日記目録 2 大乗院寺社雑事記 12

寛正 02 0 0 0 14610220 天下 天下疫災、人多死、 永光寺年代記 加能史料研究 2

寛正 02 0 0 0 14610220 天下 天下疫病、飢饉、死人満道路、 産福寺年代記 加能地域史 11

寛正 02 0 0 0 14610220 天下 天下疾疫、死人チマタニミツ、 熊野年代記 印影本

寛正 02 0 0 0 14610220 諸国 諸道人民就食於京師、而京師粟乏、不能支、餓死者猶多、死骸盈巷（寛）、餓死数千人疫死不知其数（興）、
寛正記 . 興福
寺略年代記 日本災異志

寛正 02 0 0 0 14610220 大和 旱魃、飢饉、 興福寺略年代記 日本災異志

長禄 4年（1460）～寛正 2年（1461）
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寛正 02 0 0 0 14610220 諸国 夏、京都及諸国、疫疾流行、
和漢合符 .分類
本朝年代記 .長
禄寛正記

日本災異志

寛正 02 0 0 0 14610220 諸国 今年、諸国疫病行、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
寛正 02 0 0 0 14610220 天下 天下疫、 龍淵寺年代記 東大影写本
寛正 02 0 0 0 14610220 天下 天下疫病時行、 加納年代記 石巻の歴史 1

寛正 02 0 0 0 14610220 丹波 大疫病、死人満壑塞溝、大飢饉、 天寧寺年代記 東大影写本

寛正 02 0 0 0 14610220 京都
当年依飢饉、大略町人等餓死仕候、或適居残地下人等、
或依計会逐電仕候間、可勤仕御祭礼事、難渋此事候由、
返答仕候間、此日社家奉行へ申処、…

寛正二年禅盛
記録抄 北野天満宮文書

寛正 02 0 0 0 14610220 京都 大飢渇、万民死、已四五条橋、諸五山ヨリ大施餓鬼アル事、宝林寺年代記 南魚沼市舞子

寛正 02 0 0 0 14610220 京都
就当社祭礼渡物以下事、大窪直九保内殿守保…自彼保返
答云、国当年依飢饉、大略町人等餓死仕候、或適居残地下
人等、或依計会逐電仕候間、可勤御祭礼事、難渋此事候由、
返答仕間、…然間為惣町人、殿守保へ可致合力由申云々、

北野社家日記 土一揆史料集成

寛正 02 0 0 0 14610220 越前 春日社領坪江河口庄、飢饉戦争から、反銭免除軽減要求、大乗院寺社雑事記 百姓一揆総合年表

寛正 02 0 0 0 14610220 京都 自旧冬、至夏、諸国人民餓死、来于京城死者不知数、為彼亡魂於四条五条橋上、諸五山輪番大施餓鬼、 如是院年代記 日本凶荒史考

寛正 02 0 0 0 14610220 天下

同年（寛正二年）ノ春ノ比ヨリ、天下大キニ飢饉シ、又疾
疫悉クハヤリ、世上三分ノ二餓死ニ及ブ、骸骨衢ニ満チテ、
道行ク人アハレヲモヨホサズト云フコトナシ、然ドモ時
ノ将軍義政公ハ、去ル長禄三年二月花ノ御所ヲ作リ、是
ヲ御テウアイ有、山水草木ニ日々人民ヲツイヤシ、木石
ヲ立ナラベ、国ノ飢饉ヲアハレミ玉フ事ナク、アマツサ
ヘ新殿ヲツクリ立ラル、其比ノ帝王御花苑院是ヲ聞召テ、
将軍ヘ一首ノ御製ヲ給…将軍家是ヲ拝見テ大ニ恥サセ給、
新殿造営ヲ留玉ケリ、

新撰長禄寛正
記 日本凶荒史考

寛正 02 0 0 0 14610220 天下 天下饑饉、越後一升百三十文宛、 耕雲種月開基
年譜私録 日本凶荒史考

寛正 02 0 0 0 14610220 天下 春夏之交、天下飢饉、疫癘、民間之死者充道路、塞流水、不可説、於四条橋、自五山僧施餓鬼有之、 武家年代記 日本疾病史

寛正 02 0 0 0 14610220 天下 天下疫癘、万民死満道路、 歴代皇紀 日本疾病史

寛正 02 0 0 0 14610220 諸国 自去冬、至是夏、饑餓、疫疾大行、諸道人民、就食於京師、而粟乏不能支飢、死者猶多、尸骸盈巷、 長禄寛正記 日本疾病史

寛正 02 0 0 0 14610220 日本 天下疫病、疱瘡流行、日本大飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

寛正 02 0 0 0 14610220 丹波［中沢其心書状案］…一、寛正二年事ハ、御下地あれ候間、そのかくれあるましく候、
教王護国寺文
書

兵 庫 県 史 中 世
6-786

寛正 02 0 0 0 14610220 山城 注進 上久世庄御年貢米算用状事／寛正二年分／…壱石参
斗捌升壱合 当流田／…弐拾石 損免、

山城国上久世庄
年貢米算用状

教王護国寺文書
6-1691

寛正 02 0 0 0 14610220 丹波
（大山庄）…一、寛正二年事ハ御下地あれ候間、そのかく
れあるましく候、／一、同三年事ハ様々申候て、あれを
ひらかせ候へ共、あら田おひらき候てハ、くにの方にて、
三年は年貢ハさた申さす候よし申候て、さた仕す候、

中沢帯刀左衛
門其心書状写

教王護国寺文書
6-1726

寛正 02 0 0 0 14610220 天下
［壬生家印仏等供養覚］…寛正二年、天下饑饉、病事之時、
此［十カ］一面像奉摺［ ］、其以後千手観音・地蔵・不動同
摺与之…

壬生家文書 5 図書寮叢刊

寛正 02 0 0 0 14610220 天下 春夏之交、天下飢饉、疫癘、民間之死者、充道路、塞流水、不可説々々、於四条橋、自五山施餓鬼有之、
武家年代記裏
書 続史料大成 51

寛正 02 0 0 0 14610220 大和 依炎旱、餓死数千人、又依病事、死去不知其数之也、 興福寺略年代記 続群書類従 29下

寛正 02 0 0 0 14610220 越前

（年次は推定）［某書状案 （後欠）］彼反銭事、自地下色々令
申つる、其子細慶徳定而可申候、近比事候、返々目出候、
仍返事ニハ、これほとに候ハしなと、早々請申候いぬや
らん、於于今者、二千貫・三千貫、可沙汰にて候共、朝
倉方事、不可有違変事候由、申放了、百姓さそ迷惑候とて、
返々をかしく候、就其も、早々地下事催促候へと、申下
度候、就中、自地下、寺門へも、年貢のさわりニ成候ハ
ん歟、朝倉せめ入候者、地下亡庄ニ成候ハんなんと、色々
掠申候間、如此候てハ、なにと候へきなんと、つふやき
候衆も候、さ候へ共、道理ある事にて候間、外様ニハ不
及沙汰候也（後欠）

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-650

勉誠出版
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

寛正 02 0 0 0 14610220 大和 新木庄、五十二石七斗六升御米損免給、多小（少）事、／…寛正二年巳 十五石、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

寛正 02 1 0 1 14610220 諸国

諸国者共、成乞食、京都へ上集、自去年十月比、洛中表
（充）満、不知幾千万云事、自正月一日、自室町殿、被引
施行五六日、然而、余多之間、早被止之、其後、願阿ト
云者、勧衆人六角堂ノ北ニ、一町分仮屋ヲ打テ入置乞食、
毎日二ケ度、粥・味曽津（味噌汁）ヲ引之処、食之、死者共、
毎日三百人、五百人云々、仍廿日計沙汰之、令退屈止之、
其内ニ営之願阿弟子二人死去了、又願阿モ万死一生病之
間、弥閣之、施行者、第一慈悲也、然如此在之間、一業
所感者共、依業力、令餓死之処、垂慈悲施行、哀背冥慮・
神慮歟之由、謳歌云々、此死人共、五条河原ニ堀ヲ堀（掘）
テ、三町計埋云々、京少路ニモ、所々被埋之、凡先代未
聞之由風聞、但有先例之由申云々、可尋其年号歟、

経覚私要鈔 5 大日本史料 8-34

寛正 02 1 0 2 14610221 世間 今日、乞食百人計来、依世上飢饉、乞食多不入此郷之間、近辺者計来故、如此少云々、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 1 0 12 14610303 天下 去年蝗潦風旱相継為災、国家凋耗斃亡、茲年正月天下殺礼、減食飢餒者多、充飽者少、 碧山日録 3 改訂史籍集覧 25

寛正 02 1 0 12 14610303 京都

［随心院厳宝書状 大乗院・福千代宛］…此春者、必々可下
向申候、其故ハ、京都堪忍、暮々不可叶候、播州少所悉
皆一粒空手候、中々難尽申候、京中造次餓死之躰、定而
被聞召候哉、前代未聞事候、一条殿御迷惑之式、中々是又不
能申入候、乍去、当年去年、御出仕共、無為目出候、此春
者ちと御上洛候て、京都様とも御覧候へかしと存候、…

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-410

勉誠出版

寛正 02 1 0 17 14610308 大和 所詮、憑支事、炎旱難治上者、猶可延引之由、自是被加御下知者、可畏入云々、… 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 1 0 18 14610309 京都

一、楠葉新右衛門語云、去月十八日夜、室町殿御夢ニ、
普広院殿（足利義教）束帯ニテ御枕ニ令立賜テ云、吾存生
時、罪ヲ犯事依多之、受苦事非一、然而、又善事ヲ沙汰
事モ多端、依之、重可生将軍者也、付其、只今乞食多以
及餓死、吾苦ヲ可助者、彼乞食ニ施行ヲシテ、可助悲歟
之由、分明ニ被申ト覚テ、御夢覚了、依之、願阿と云者
ニ被仰付、六角堂ノ辺ニ一町分渡屋ヲ被立、乞食ヲ悉被
入置、大釜ヲアマタ被塗、雪水ヲシテ、毎日被引之、日々
分千五百疋、至夏時分、可有御沙汰云々、雖有御夢想也、
広大御利益ニアラス哉、可尊々々、

経覚私要鈔 5 大日本史料 8-34

寛正 02 1 0 22 14610313 京都

一、京都乞食数万人在之、自室町殿、元日六文引被引之、
至二日、可有沙汰之由、被定之処、人数事外大勢間、以
一両日被果云々、又今月十六日、足手可立程ノ者ハ、可
寄講堂由、相触之間、群集無申計、人別五十文宛引之、
一条道場聖令奉行引之云々、一万人計在之之由、大概散用、
五十（文脱ｶ）引定、五百貫計入云々、尊藤并猿楽亀男説由、
不動寺被来語、此施主誰人哉、

経覚私要鈔 5 大日本史料 8-34

寛正 02 1 0 29 14610320 京都

恵林房云、京都乞食町々ニ死去事、不知其数、日夜朝暮
餓死スル間、取捨無之、仍自一条至九条、自朱雀至朱雀
（マヽ）東西南北ノ京中、死人満溢、嗚呼何ナル事哉、自
長禄四年冬、至寛正二年春、於京中死者幾千万哉、自所々
雖有施行、無事足、慮之受之者、令受用、軈令死去之間、
先代未聞事共也、一業所感之業人共、受生於此時如此、
逢諸国炎旱、連年之災哉、悪心之所果雖無力次第也、何
又不哀哉、可悲々々、

経覚私要鈔 5 日本凶荒史考

寛正 02 2 0 2 14610322 京都 願阿於六角長（頂）法寺南路、為流民造菅舎十数間、其横長自東洞院坊、以烏丸街為限也、 碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 4 14610324 京都 只以荒歳為話耳、 碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 6 14610326 京都
流民之菅舎成矣、願阿命其徒、病民之不能起、俾竹輿乗
之、其群聚不可勝紀也、先烹粟粥食之、蓋飢者喫飯則倒死、
故勧粥也、此賑済以是月為限云、

碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 7 14610327 大和 亥子刻、雷電々光甚雨、風吹、虚空躰可怖畏者也、 経覚私要鈔 5 大日本史料 8-34
寛正 02 2 0 9 14610329 京都 高弘公来問不安、且話及菅舎曰、日死者、以五六十数之云、碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 10 14610330 京都 或曰、三条亜相某徹午膳、頒飢人、感仁心以紀之、 碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 13 14610402 京都 六角坊之菅舎、是日、流民死九十七人也、 碧山日録 3 改定史籍集覧 25
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寛正 02 2 0 14 14610403 京都 春公出銅銭数百枚、分与道路餓莩、公平生有慈、見流客餓人、則作草舎養之活者多矣、 碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 17 14610406 京都

客曰、願阿役其徒、日々出屍於鴨河之澨及油路坊之隙地、
為叢塚穸之、且建高顕樹、以資薦其霊也、余問曰、願阿
何許人且発大慈心、以作此施耶、曰、彼越之中州人也、
其家世業漁蚕、覚有殺生之報、出家修道、従人浄社、只
一意馳西而已、又見仏宇僧廬之廃圯、則必修之、五条坊
之長橋、其断久矣、往来苦掲タ、遂求信士之施、大建之、
雖属夏潦溢漲、築其中流者、屹然不絶、人皆称之、今年
又化財賑民葬死、其非慈意感発於性情者、誰克有之乎、
余曰、此咸菩薩悲願力也、不能孤調、自求之至也、可謂
上人名副其実者矣、　　

碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 19 14610408 京都 余問曰、木幡境内、近日飢餒如何、价曰、已死者一百余人、流亡者倍之云、 碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 21 14610410 京都 頒鉢飯与飢人、 碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 25 14610414 京都

客曰、願阿烹粥調糂、日々食飢民、然而保命得活者尠矣、
往日皆所為群聚得食々則悉可活、反之死何也、或曰、所
設大鍋子、其数十五口、其面皆向北、凡兵器雑具、其面
北則不祥也、…余以是視之、流離之民、必露処道塗、為
風雨所浸沴、寒気結於中、得一熟食、則発為疾疫、々々
相延為害、如風加於草也、只饉餒聚処而致焉也、豈其在
鍋釜之南北耶、客以為是也、

碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 29 14610418 大和 両堂諸進召之、番頭米取納様相尋之処、西金堂方、依炎旱、矢田庄年貢事不及取納云々、…
尋尊大僧正記
21

大乗院寺社雑事記
2

寛正 02 2 0 30 14610419 京都

以事入京、自四条坊橋上、見其上流、々 屍無数、如塊石磊落、
流水壅塞、其腐臭不可当也、東去西来、為之流涕寒心、或曰、
自正月、至是月、城中死者八万二千人也、余曰、以何知此乎、
曰、城北有一僧、以小片木造八万四千率堵、一々置之於
屍骸上、今余二千云、大概以此記焉也、雖城中所不及見、
又郭外原野溝壑之屍、不得置之云、願阿徹流民之屋、

碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 2 0 30 14610419 世間

（年次は推定）［随心院厳宝書状 大乗院・児御中宛］先日客
来候、大儀なにもかも所領之文書まて質置候て、あくる
日より餓死仕候式、中々あさましく候、懐紙共写書進之
候、其後、不得便宜候間、やかても不進候、世間京都之式、
定而被聞召候哉、餓死造次之やうたい、御目ニかけたく候、
あさましく候、施行もはやはや可略之由、其聞候、難申
尽候、…

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-454

勉誠出版

寛正 02 3 0 0 14610420 天下 天下疫饑、人相食、骸骨充衢、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系

寛正 02 3 0 3 14610422 京都 清水寺有浄僧、是日於五条橋下、聚死屍作冢、其数一千二百余人云、 碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 3 0 5 14610424 越前 河口庄去年々貢事、稱炎旱、三分一致其沙汰了、為供衆色々雖令問答、百姓等不能承引云々、…
尋尊大僧正記
21

大乗院寺社雑事記
2

寛正 02 3 0 15 14610504 大和 就龍門（庄）事、多武峯目代来、当庄請口事、近年炎旱之間、年貢事外減少畢、… 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 3 0 19 14610508 大和 昨日、於 禁裏、被行祈雨奉幣之間、今日雨下歟、… 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 3 0 22 14610511 京都 四条橋上、為餓死亡魂弔、自建仁寺、可営施餓鬼之事、仍諸山施餓鬼可勤之由、被仰出也、 蔭凉軒日録 日本凶荒史考

寛正 02 3 0 22 14610511 大和 卯下刻、大雨下了、霽、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 3 0 22 14610511 京都 請雨御祈禱并天下大平、加其語而、諸五山并塔頭可勤之由、被仰出也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 02 3 0 23 14610512 大和
左弁官＜下興福寺＞／応七日間転読大般若経事／右今歳
三合厄会、衆庶謹慎、大変連月、地震重畳、多以疫癘之苦、
因以飢饉之憂、非仰仏神之威力者、争救都鄙之厄難乎、（4.6
条）

尋尊大僧正記
22

大乗院寺社雑事記
2

寛正 02 3 0 24 14610513 京都 数日不雨、民不得下穀種、相公命諸寺祈雨、以麦漸雖飢饉少熄、又疫疾相続起、民死者無数、 碧山日録 3 改定史籍集覧 25

寛正 02 3 0 28 14610517 大和 自酉下刻雨下、為農作、甘雨云々、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 3 0 29 14610518 京都
［廿一口方評定引付］旧冬以来、都鄙餓死、病死、前代未
聞次第也、仍聊追善之儀有其沙汰者、可然歟之由、致披
露之処、尤可然歟…

東寺百合文書
く 24

東大写真帳

寛正 02 3 0 29 14610518 京都 自建仁寺始、於六角堂、修善者、施食洛中処々、重死者塚、凡五十箇処許、一箇処、 如是院年代記 新校群書類従 20
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寛正 02 3 0 29 14610518 京都
相公（足利義政）命、建仁寺之一衆、開施食会於第五橋上、以
薦飢疫死亡之霊、＜且書牌曰尽法界汝亡霊＞是日平旦作
是会也、若午而作之、死屍爛壊之臭、不可触、故急務之云々、

碧山日録 3 大日本史料 8-34

寛正 02 4 0 3 14610521 大和 自昨夜雨下、今日雨不宜事也云々、但、今ハ甘雨、無比類云々、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 4 0 7 14610525 京都 来十日、河原当寺（相国寺）之施食、当職警固之事、命于飯尾左衛門大夫也、 蔭凉軒日録 1 日本凶荒史考

寛正 02 4 0 7 14610525 越前

（年次は推定）［松林院兼雅書状 按擦法橋（清賢）宛］河口庄
御返事、百姓催促申候、就中、預所方諸済物之事者、公
事物之事候間、弥不可依不熟候事候、御門跡様へ参候分も、
其儀候哉、殊於諸公事物者、諸国之通法、不可依旱水損
之由、御教書之御文言に被裁（載）候者、可畏入候、但可
然之様ニ、可為上意候、…

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-489

勉誠出版

寛正 02 4 0 7 14610525 越前
河口庄下向友清仕丁、去四日罷上云々、去年損免事、如
何沙汰儀候哉、経衆沙汰次第、凡不可然事共在之、仍自
河口百姓等方、捧目安一巻、…

尋尊大僧正記
22

大乗院寺社雑事記
2

寛正 02 4 0 8 14610526 京都 天竜寺、就河原施食之事、被申先規、於渡月橋、被勤施食之事、天竜寺子庭和尚以状被申、即領掌之由、被仰出也、蔭凉軒日録 1 日本凶荒史考

寛正 02 4 0 8 14610526 大和 所詮、依近年炎旱、計会無比類之由申間、其段者難黙止事也、先以無沙汰分、可延引之由、仰之間、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 4 0 9 14610527 大和 自今日、於西室、為祈雨、有一時卅頌云々、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 02 4 0 10 14610528 京都 四条河原施食、今晨当寺勤之、 蔭凉軒日録 1 後鑑 197

寛正 02 4 0 10 14610528 京都 以源相公命、相国寺一衆、率其派等持寺・等持院・真如寺之衆、於四条坊橋上、開施食会、以薦饑疫死亡之霊、 碧山日録 大日本史料 8-34

寛正 02 4 0 10 14610528 大和 自夜雨下、卅頌高験也、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 02 4 0 11 14610529 世間 夜前、終夜甚雨下、為世上、甘雨無比類云々、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 4 0 11 14610529 世間 臨時心経会事、依世間所労倍増、民間多令損滅之間、為学侶可申沙汰云々、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 4 0 12 14610530 京都
本寺東福之衆、就四条坊橋上、開水陸会、赴其会者、
三百余員也、以前亡後没各々幽霊之八字書霊牌、相国以
三界万霊十方至聖為牌字也、

碧山日録 大日本史料 8-34

寛正 02 4 0 12 14610530 大和

［京南庄百姓等申状写］京南庄百姓等謹言上／早任先例、
可下賜能登・岩井両河用水事／右、当庄領内者、依為薄地、
可旱損之条、無其隠之間、能登・岩井両河用水、於自今
月十三日、七ケ日夜間、下賜者、百姓等成安堵之思、弥
可守御公事者也、

経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 4 0 14 14610601 大和 自昨夕雨下、終夜降雨、衆人悦云々、神妙、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 02 4 0 17 14610604 京都 万寿寺一衆、於第五橋上、開水陸会、… 碧山日録 大日本史料 8-34
寛正 02 4 0 20 14610607 京都 南禅之衆、於四条坊橋上、開水陸会、… 碧山日録 大日本史料 8-34
寛正 02 4 0 22 14610609 京都 天龍之衆、率臨川・宝幢而、赴度月橋、而有水陸会云、 碧山日録 大日本史料 8-34

寛正 02 4 0 22 14610609 京都 天竜寺、於渡月橋、施食領取之事、而庭掃与河原者争論之、仍於寺家、可致成敗之訴訟有之、 蔭凉軒日録 1 後鑑 197

寛正 02 4 0 24 14610611 世間［廿一口方評定引付］一、世間病死、以外之間、重可被行心経会歟之由、披露之処、尤可然、来廿七日可被行申、
東寺百合文書
く 24

東大写真帳

寛正 02 4 0 24 14610611 大和 自夜雨下、以外深雨也、自申刻霽了、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 4 0 29 14610616 大和 於社頭、八講屋信読大般若始行、学侶・六方皆参、為役（疫）病消除也、自今日、三ケ日、毎日一部宛云々、
尋尊大僧正記
22

大乗院寺社雑事記
2

寛正 02 5 0 0 14610618 京都 旱、鴨河水涸、 続本朝通鑑 日本の気象史料
寛正 02 5 0 0 14610618 京都 依炎旱、餓死数千人、 興福寺略年代記 日本の気象史料
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寛正 02 5 0 6 14610623 京都

一、同伝説云、自去冬、至三月比、京中人民餓死之輩、
毎日五百人、或三百人、或六七百人、惣而不知其数云々、
仍被仰付勧進聖願阿弥、於六角堂前、毎日雖被行施行、
飢死輩猶以不止之間、無力被略之了、先代未聞事也、彼
死人悉以四条・五条之橋下ニ埋之、一穴ニ千人・二千人
云々、此外、東西於所々、死人不及取埋分、又不知其数云々、
被仰五山、於四条・五条橋上、大施餓鬼被行之、橋上大行道、
一山迷惑、又不過之、依無下行供具以下代、大衆各令出銭、
相国寺分及二百貫文云々、可成追善条如何、去年諸国旱魃、
并河内・紀州・越中・越前等兵乱之故、彼国人等、於京
都悉以飢死了、於兵乱者、成敗不足故也、可歎々々、近
日又京中役（疫）病以外事也、二条・月輪以下、公家・武
家輩少々他界、凡希代次第共也、云々、／三月晦日、於
五条橋、建仁寺行之、／四月十日、於四条橋、相国寺行之、
／四月、於五条橋、東福寺行之、／四月十七日、於同橋、
万寿寺行之、／四月十九日、於四条橋、南禅寺行之、／四月、
於法輪寺橋、天竜寺行之、　

尋尊大僧正記
22

大乗院寺社雑事記
2

寛正 02 5 0 7 14610624 大和 雨下、夕運（連ｶ）雨下、可慎々々、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 5 0 7 14610624 大和
十市郷付進官、無沙汰事、先度、召十市代官、加下知処、
今朝、進村井申云、依去年炎旱、諸庄雖無正躰、厳密加
下知之間、八条・味間ハ三分二、其外ハ或半分、或以五
分一致沙汰了、

経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 5 0 7 14610624 大和
楠葉語云、昨日中市ノ柴座ヨリ、取出病死者廿六人、惣
而奈良中、昨日六日分ニ、病死者百人計、可在之云々、日々
如此之間、言語道断次第也、

経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 5 0 8 14610625 世間
（11日条）吉阿自奈良来申云、木阿子四歳、聡明子にて侍
之由、聞及之処、依所（世ｶ）間之所労、去八日死去云々、
不便無極者也、

経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 5 0 10 14610627 大和 雨下、連雨以外也、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 02 5 0 14 14610701 大和 東風吹、終日不止、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 02 5 0 15 14610702 大和 自日中、大雨下了、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 5 0 15 14610702 世間 召仕力者陣法師母、依件病、昨夜死去云々、世間病死、凡驚耳之外無他、不思儀次第也、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 5 0 23 14610710 京都 元次語云、…又語云、京都病死者、今月ト成テ、猶珎事云々、病出者、無全命事者也、希代時代哉、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 5 0 29 14610716 大和 以外寒也、為世上不宜事也、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 02 6 0 0 14610717 京都 淫雨、洪水、 後鑑 旱魃霖雨史料
寛正 02 6 0 0 14610717 若狭 今富荘民の…、太良荘の灌漑を妨ぐるを幕府に訴ふ、 東寺百合文書 史料綜覧 8-126

寛正 02 6 0 0 14610717 諸国 自旧冬、至夏、諸国人民餓死、来于京城、死者不知数、為彼亡魂、於四条・五条橋上、諸五山輪番大施餓鬼、 如是院年代記 新校群書類従 20

寛正 02 6 0 1 14610717 摂津
巻符之領之内、摂州原田庄＜号六車庄＞用水事、田能村
庄与六車庄、相論之、依申入、京都任理運被成御成敗於
六車庄了、則放尓之杭以下、被打之、寺門畏入之処、田
能村之大和、彼杭以下抜捨之了、

尋尊大僧正記
22

大乗院寺社雑事記
2

寛正 02 6 0 1 14610717 大和 今朝寒、希代事也、各着小袖了、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 02 6 0 3 14610719 大和 夜部亥剋ヨリ、風烈甚、今日至申剋、吹通了、甚雨下、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 02 6 0 4 14610720 京都 久雨、洪水、洗滌洛中死屍之悪、快哉、 蔭凉軒日録 1 後鑑 197

寛正 02 6 0 11 14610727 大和 東風、至今日、七ケ日吹了、希代事也、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 6 0 19 14610804 越前 勅願衆申、坪江年貢事、不可渡政所禅任方之旨、上下郷ニ成奉書了、去年、供料依申損免、于今不沙汰故ナリ、 尋尊大僧正記 22 大乗院寺社雑事記 2

寛正 02 7 0 6 14610820 大和 此間、寺門祈雨、於室生山、可始行八講之旨、自学侶、奉納願書之間、今日雨下了、厳重無是非次第也、 尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 7 0 8 14610822 越前

［室町幕府奉行人奉書 門跡雑掌宛］興福寺領越前国坪江
郷、年貢去年分事、就損亡、代官申子細在之間、仰守護
人、糺明之処、押置取納云々、太不可然、於未備（納カ）者、
可被糺決之上者、尤所務者、無其乱之様、可有御下知之趣、
可被申入大乗院家之由、被仰出候也、仍執達如件、（17日条）

尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 7 0 11 14610825 大和 寺門祈雨、於西室、学侶衆大般若読之、於東室、六方唯識論読之、同時沙汰也、可為三ケ日云々、 尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3
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寛正 02 7 0 15 14610829 京都 風夏中有暴雨、則必有三日之雨也、世俗常之語也、十三・十四下雨也、今日不下雨、然則俗語又不当也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 02 7 0 16 14610830 大和 為祈雨、六方輩三方入在之、 尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 7 0 17 14610831 越前
供衆返事到来了、則上京都了、／就坪江郷所務抑留事、
奉書御披露之趣承候、去年損免事、自往古、無其跡事候処、
請口任雅意、致猛悪之訴訟之間、為寺門支沙汰候、仍損
免儀停止之通候者、当所務不可有違乱候哉之由…

尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 7 0 19 14610902 京都 為祈雨、奉出御舎利一粒、蓋為被納于神泉淵也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 02 7 0 20 14610903 世間

河口庄ヨリ百姓注進、自去年冬、至当月、餓死分＜或世間
事＞九千二百六十八文（人カ）云々、又逐電分七百五十七
人、以上河口庄惣庄分、就中去年田楽頭反銭事、如今者、
当年可沙汰事、不可得事也云々、百姓両人令上洛、令申
者也、

尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 7 0 26 14610909 大和 去廿六日、寺中所々ニ羽蟻立了云々、四十ケ所ニ及云々、如黒［ ］、凡希代不思議事也云々、（28日条） 尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 8 0 20 14611004 大和 羽津里井損免事、昨日申入云々、中々不可叶旨、可仰之由、仰隆舜法眼了、 尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 8 0 21 14611004 大和 寺中羽蟻、近日又立了、以外事也、 尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 8 0 28 14611011 備中
［最勝光院方奉行公禅ｶ書状案］（年次は推定）当寺領新見
庄之間事、就被申安富方候、雖承候、既弐千余貫之未進
之間、更以難承引候之由申候、衆儀候、

東寺百合文書
え 119

岡山県史 20-1329

寛正 02 9 0 4 14611016 越前

自松林院申、河口百姓十人之内、二人相残、自余、可下
国之由、令申之、就中、反銭事、当年四、五千疋分ハ、
可致其沙汰之由、令申云々、次年貢事、／本庄郷四分半、
新郷四分半／王見半分、兵庫四分／谷半分、関半分／溝
江半分、荒居四半分／新庄半分、細呂宜三分二／此分可
致其沙汰之由、以注文申入之、不及返事、

尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 9 0 27 14611108 越前

［室町幕府奉行人奉書 当寺雑掌宛］興福寺領越前国坪江郷、
去年々貢并御服等事、依不熟、地下未進過分之旨、預所
歎申間、仰守護人、糺明之処、起請文、同注文、如此無
相違上者、未済有収納者、可致皆済之通、被仰付訖、雖然、
引違之重進可令所納之云々、所詮、於勅願、先可被遂無
為之節之由、被仰出候也、仍執達如件、（10月 1日条）

尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 9 0 27 14611108 大和 昨日、若槻庄損免事、申入了、 尋尊大僧正記 23 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 4 14611115 京都 西芳寺御成、…満林紅葉盛、洛中人家衰微、依公事繁為歟之由、依御雑談白之、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 02 10 0 5 14611116 大和 倉庄佃、損免申入之、条々問答、新木庄同申入之、保田庄先日申入之、一切不可叶旨仰了、 尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 6 14611117 大和 舜信申、狭竹庄損免事、庄家事外任雅意申云々、仍今中可上洛之旨、可成奉書之由仰了、 尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 7 14611118 越前

就河口庄反銭事、…寛正元年田楽頭用、反別百文反銭事、
国中炎旱之間、当年寛正二年、可致其沙汰旨、百姓等依
申入延引、然而今度十郷百姓等烈参、可被成於後年之由、
雖申入之、不可叶旨仰切了、於坪江者、毎度、依河口庄
落居者也、仍不及問答也、

尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 8 14611119 大和 若槻庄毛見事、召沙汰人、於此方可問答之由、仰付之了、羽津里井損免事、一石分可給之由仰了、未治定、 尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 10 14611121 大和 若槻庄当年損免事、百十六石之内、五十三石分免了、… 尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 12 14611123 大和 若槻庄、去年違乱六石四斗事、此秋、必々可有其沙汰之由申処、于今無沙汰事、 尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 12 14611123 大和 保田百姓来、損免事申入之、不可然之由仰之了、 尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 13 14611124 越前

尊藤方より、両庄反銭事注進、朝倉方可請申云々、…／［隆
舜・継舜・清賢連署書状 朝倉弾正左衛門尉宛］越前国河口
庄・坪江庄、田楽御頭反銭、任先例、反別百文事、去年
被懸仰候処、依旱損、当年可進上之由、百姓等請乞申上
之趣、当年中、厳蜜可被取沙汰之由、被仰出候也、（14日条）

尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 17 14611128 大和 保田庄百姓来、当年免事、二石分給之、仍徳米ハ四石也、近日可皆済云々、 尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 19 14611130 大和 出雲庄、百二十石御米内、当年損免二十一石分給之、此外不作分、二丁五反之由申入之、 尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3
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寛正 02 10 0 20 14611201 大和 羽津里井庄、当年免、一石五斗分、并堂御奉加一石分、合二石五斗分給之了、去十四日落居了、 尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 10 0 28 14611209 大和
出雲庄、支配状出之了／出雲庄御米支配＜寛正二年辛巳
十月廿八日＞／二十一石御免 二十石当年荒田二丁五反／
以上四十一石引之／残定米七十九石之内… 

尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 11 0 1 14611211 越前

河口庄反銭事、仰付朝倉之条、百姓等以外仰天云々、則
百姓書状、自給主進之、…／乍恐以状申入候、御反銭之
御事者、朝倉殿へ被仰出候之由承候、去年・当年事ハ、
五百年・三百年此方にもなき不熟にて候間、色々なけき
申候、…

尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 11 0 7 14611217 越前
坪江政所事、并大館兵庫請文、遣納所宗秀五師方／坪江
上下郷政所職事、…相語奉行并権家、任雅意、損免等事、
云去年分、云当年分、無尽期、可申入之由、及全候、以
外次第候、

尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 11 0 8 14611218 大和 狭竹庄損免事、名主等歎申入子細在之、不可叶之由仰了、尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 11 0 23 14620102 大和 狭竹庄損免等事、名主等ニ致問答者也、 尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 11 0 24 14620103 大和
狭竹庄当年損免事、給主方公事米拾石事ハ、悉以可致其
沙汰、同給主方八石八斗之内、壱石可沙汰云々、仍給主
方徳米　合拾壱石請申定了、／…同公方諸公事物事、於
当年分者、半分可沙汰云々、仍請文進上之…

尋尊大僧正記 24 大乗院寺社雑事記 3

寛正 02 12 0 13 14620122 大和 此両三日、下凡者皆以着帷云々、大小寒同以忘寒嵐、希代之時節也、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 02 12 0 26 14620204 摂津
［榎木慶徳書状、東寺公文所御坊御中宛］御折紙之旨、拝
見申候、随而当庄之事、当年まて四ケ年、日損仕候、就中、
当年者、百年以来なき日損にて、ちりをはらい、田から
斗にて候事、国中かくれあるましく候、

東寺百合文書
ケ 21-42 吹田市史 5

寛正 03 0 0 0 14620209 丹波
［中沢其心書状案］…一、同（寛正）三年事ハ、様々申候て、
あれおひらかせ候へ共、あら田おひらき候てハ、くにの
方にて、三年ハ年貢ハさた申［さす］候よし申候て、さた
仕す候、

教王護国寺文
書

兵 庫 県 史 中 世
6-786

寛正 03 0 0 0 14620209 大和 新木庄五十二石七斗六升御米損免給、多小（少）事、／…同（寛正）三 十三石三斗、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

寛正 03 1 0 0 14620209 世間 于時凶年、世上多非人乞食、仍願阿弥以勧進、可供養之事、披露之、飯尾左衛門大夫可命願阿弥之由、被仰出也、 蔭凉軒日録 1 編年差別史 4

寛正 03 1 0 0 14620209 備中
［新見荘上使了蔵注進状］いなか百姓等、わかゆいしよ、
人のゆいしよ、ほうくのきれ共もち候て、ろんを仕候ハ
んには、大事の事にて候、

東寺百合文書 備中国新見庄史料
192

寛正 03 1 0 8 14620216 大和 今夜、亥子剋、電光、雷鳴、風吹、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 03 1 0 8 14620216 畿内

後聞、今夜雷鳴ニ、伏見・宇治以下者共、多鴈ヲ拾、依雷声、
田ニ下居鳥共、驚立処、雷鳴大鳴之間、飛落死歟之由、
申者也、鴈多拾之間、一羽ヲ十疋ニ売畢云々、希代事也、
如何様表事歟之由云々、後当坊僧勝観語云、河内国鴈多
落死了、骨更無云々、為実事者、曲事也、

経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 03 1 0 9 14620217 京都 暁天、大震雷并大雨、飛雹、 蔭凉軒日録 1 後鑑 198

寛正 03 2 0 14 14620323 大和 依風雨、中院之猿楽延引云々、 尋尊大僧正記 26 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 2 0 19 14620328 大和 可下向之処、風雨之間、長谷ニ留了、 尋尊大僧正記 26 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 2 0 26 14620404 大和
新木庄堤修理事、百姓等申入之間、去廿一日、検知之使
寛円遣之了、人夫千六百人分仰定了、人別二升定罷（宛ｶ）
云々、此内半分者、百姓沙汰也、名田・間田以下、一庄
悉以出之了、

尋尊大僧正記 26 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 3 0 2 14620410 大和 霰ケ（少ｶ）、雨灑、風吹、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 03 3 0 10 14620418 摂津

［榎木慶徳書状、御公文所御坊御中宛］畏御門跡様よりの
御奉書、蒙仰候、随而御領之事、去年まて四ケ年、日損
にて候内、殊更、去年之事ハ、ちりをはらい無毛仕候、於国、
無隠子細にて、就中、当年之御公用等、進上申度候て、色々
了簡いたし候へとも、いまた国之きゝんにより候て、無
銭主候、

東寺百合文書
ア 53-62 吹田市史 5

寛正 03 3 0 21 14620429 大和 七郷人夫事、地下事外窮困之間、衆中閣云々、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 03 4 0 1 14620509 大和 今日、法花寺塔供養、…依雨下、延引云々、見物諸人空帰了、尋尊大僧正記 27 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 4 0 7 14620515 大和 猶雨下、以外霖雨也、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 2年（1461）～寛正 3年（1462）
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寛正 03 4 0 7 14620515 山城 自三門（三宝院義賢）有芳札、連雨以外也、… 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 03 4 0 9 14620517 大和 事外寒気也、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 03 4 0 14 14620522 大和 和州事、此三、四年、依炎旱等、不熟、無正躰様候、殊只今河州陣立之間、就内外定、不可有正躰候歟、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 03 4 0 21 14620529 京都 廿一日ヨリ、京都者、日々大霰下云々、（27日条） 尋尊大僧正記 27 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 4 0 25 14620602 京都 夕立、雷鳴、上京ハ氷（雹）大下云々、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 03 4 0 25 14620602 大和 連々氷下、非吉歟、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 03 6 0 2 14620708 大和 病事御祈、綸旨・長者宣到来、則方々仰遣了、／病事御祈事、綸旨如此、…（興福寺・春日社宛）（7日条）
尋尊大僧正記
27

大乗院寺社雑事記
3

寛正 03 6 0 3 14620709 大和 雨、吉雨、無比類云々、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 03 6 0 4 14620710 山城［廿一口方評定引付］ 一、天変并病事、御祈禱之事、被成綸旨之間、披露之処…
東寺百合文書
ち 17

東寺文書 4

寛正 03 6 0 5 14620711 大和 雨、連日雨、於于今者、無用云々、 経覚私要鈔 5 史料纂集
寛正 03 6 0 6 14620712 大和 雨止、六月霖雨、未聞事歟、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 03 6 0 8 14620714 加賀 加賀洪水、濃美川、白山川溢る、幕府、守護富樫成春をして、河道を修復せしむ、 蔭凉軒日録 1 史料綜覧 8-141

寛正 03 6 0 14 14620720 大和 天変・病事、御祈禱巻数二合、別会五師有円進之、可進京都也、 経覚私要鈔 5 史料纂集

寛正 03 6 0 20 14620726 備中
［新見庄三職連署注進状］…すきつる年共、事外きゝん共
ニうちつゝき、地下計会ニより候て、未進共仕候、当年ハ、
はや世中なをり候て、よく候間、去年未進も、当御年貢も、
一度ニ納候ハする間、御心安くおほめされ候へく候、

東寺百合文書ｻ
103

岡山県史 20-733

寛正 03 6 0 26 14620801 大和 大雨下了、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 03 6 0 27 14620802 大和 寺務還御、御座在所、辻風吹破云々、 尋尊大僧正記 27 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 6 0 27 14620802 大和
今日申刻、夕立時分、大風吹云々、古市辺計也、外ハ不吹、
禅定院なとも、終不吹者也、頗以希異也、…則風呂以下
吹破了、以外事也、

経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 03 6 0 29 14620804 大和 今月中、大略日々雨下、希代事也、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 03 7 0 15 14620819 大和 自昨夕、東風起、終夜吹了、朝事外大吹了、終日不止、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 03 7 0 16 14620820 大和 亥刻、大雨下了、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 03 7 0 16 14620820 大和 俄雨下之間、定如入水歟、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 03 7 0 28 14620901 大和 雨下、近比甘雨也云々、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 03 8 0 8 14620910 大和 残暑以外也、 経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 03 8 0 8 14620910 世間 自今日、為湯治、立風呂了、而世間以外残暑間、定可引付歟、今蹔可延引由、内々依申之、相延了、 経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 03 8 0 24 14620926 備中
一、去年未進事、堅雖致催促候、更不致沙汰候間、迷惑
此事ニ候、百姓等半々召寄候て、御直務召申候（新見庄代
官祐清注進状）、

東寺百合文書
ト 115

土一揆史料集成

寛正 03 9 0 5 14621007 大和 法花寺奥損免之由申入之、沙汰外旨仰返事、 尋尊大僧正記 28 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 9 0 9 14621011 京都 久旱、雨乍下、人皆作喜也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 03 10 0 7 14621107 大和 若槻庄百姓等、損免申入之、於当年者、不得其意、仍見使等事、不能下向、如本之可沙汰之旨、仰付之了、
尋尊大僧正記
29

大乗院寺社雑事記
3

寛正 03 10 0 10 14621110 大和 昨夜、土民蜂起、来松谷辺了、今日、於一坂合戦、土民方一人、被打了云々、
尋尊大僧正記
29

大乗院寺社雑事記
3

寛正 03 10 0 26 14621126 大和 九条庄反銭為催促…子細令問答之間、河成等ニ、不作之由申入、以外之由、加問答者也、
尋尊大僧正記
29

大乗院寺社雑事記
3

寛正 03 10 0 29 14621129 大和 若槻庄損免事、卅五石分、可被下之由、昌懐取申入、二十石分、可給之旨返答了、
尋尊大僧正記
29

大乗院寺社雑事記
3

寛正 03 11 0 1 14621201 備中

［新見庄代官祐清注進状］返々申入候、損免事、可然様ニ
談合候て、せめて半分御免候ハすハ、中々承引仕ましく候、
地頭方ハ、立田の上にて、けんミ候て、はや三分二を免
置き候…半分をも御免候て、其余をさいそくをいたすへ
く候、

東寺百合文書ｻ
351

岡山県史 20-867

寛正 3年（1462）
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寛正 03 11 0 1 14621201 備中

［新見庄代官祐清注進状］…次御年貢之寺納、可申候処ニ、
ゐ中も徳政事ニ、以外ニ物忩候て、路次も留候間、夫を
も不進候、去月之十六日、夫上候処ニ、路次物忩候て、
罷上候者とも、あまた物とも、被取候と申候て、路次よ
り罷帰候間、不及力候…／一、高瀬中奥百姓等、損免之
事申候て、御年貢を押候て、侘言仕候、我らこれにて色々
申候へ共、更承引不仕候、余ニ申候間、三分一免へき由
申候ヘハ、地頭方之ことく、三分二を御免候ハすハ、中々
頭足をもかれ申候とも、御年貢ハ一銭も不進ましきよし
申候て、一身同心仕、起請をかき候間、是非なき次第候、
如今者、半分御免候とも、承引仕ましきかと存候、…当
年御領より損免之事、申在所なき所ニ、当庄より如此申
候ハ、一向ニ百姓等緩怠と、おほしめし候よし、可被仰候、
今年やかて御免候てハ、後年も可申候間、寺家より御免
なき所を、かくニ仕、いかやうにも了簡仕候て、三分一
を免やうニ仕度候、里村百姓等、損免事申候しかとも、色々
申候て、はや申伏候、高瀬中奥之事、以外候間、如此申
候、百姓のさのミの緩怠にてもなく候、可然様ニ可蒙仰
候、／一、夏麦未進事、当年れんさいと申物、ふり候て、
悉々損候間、了蔵ニわひ仕、相残候分をハ、了蔵免置候由、
百姓等申候、実にさやうニ候哉、御尋候て、可被仰下候、

東寺百合文書
ゆ 70

岡山県史 20-1439

寛正 03 11 0 2 14621202 畿内
南禅寺・東福寺領、一揆衆致罪科、或放火家之由、披露之、
土一揆大将蓮田、於于淀被誅、余党悉退散、洛中静謐也、
雲沢軒領丹波須智村土一揆出之由、管領細川殿被注申間、
為領主堅致罪科、可注進之由、以布施下野守（貞基）被仰出、

蔭凉軒日録 1 後鑑 198

寛正 03 11 0 7 14621207 大和
出雲庄損免事、下司等参申入、御米百二十石之内、当年
免十三石給之了、此外、荒田一丁七反在之云々、令糺明
者也、

尋尊大僧正記 29 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 11 0 22 14621222 大和 若槻庄御米散用／百十六石四斗之内／二十八石五斗 当年
御免、（12月 4日条） 尋尊大僧正記 30 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 11 0 28 14621228 備中［東寺書下案（新見庄宛）］一、高瀬中奥損免事、三分一之分可有御免之由、被仰定候、
東寺百合文書ゆ
31

岡山県史 20-1414

寛正 03 12 0 4 14630102 大和 新免之内奥方、三丁二反、御米廿五石六斗之内、十二石八斗免給之了、（5日条） 尋尊大僧正記 30 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 12 0 5 14630103 大和 狭竹庄八石八斗之内、当年損免、三石三斗給之了、 尋尊大僧正記 30 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 12 0 6 14630104 播磨［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、五分一損可被有御免由衆義了、
東寺百合文書
ち 17

相生市史 7-472

寛正 03 12 0 13 14630111 備中

［新見庄代官祐清書状］一、高瀬中奥損免事、委細被仰下
候、さ候間、三分一御免あるへきよし、御下知之由、申
付候へハ、中々其分にて候ハヽ、以前為代官蒙仰候時こ
そ、領性可仕候へ、三分二御免なくてハ、叶ましきよし、
堅申候、さ候間、色々問答仕候て、半分免候て、道やり
候、但百姓等ニハ三分一御免候にて候、其外ハ一粒一銭
も御免あるましく候へ共、余ニ堅わひ事被申候間、先注
進申て可見候、定而御免ハあるましきそ、其分心得候へ
と申付候て、半分御免候て、御年貢沙汰申させ候、此御
返事ニハ、三分一外ハ御免あるましく候処に、如此申候
ハ、百姓と代官と一躰ニなり候て申候か、曲事にて候よし、
堅御せつかん状、我ら方へ下給へく候、

東寺百合文書
え 33

岡山県史 20-1298

寛正 03 12 0 13 14630111 備中

［新見庄代官祐清書状］一、節岡方、川成の事申候て、折
紙出候て、御年貢無沙汰仕候、其おりかミ上申候、去年
御帳ニ不作川成除定条と候間、是非共ニ御承引あるまし
きよし、可被仰下候、奥里ニ川成申者、あまた候間、一
人を御免候て、皆々口々ニ可申候、我らニ色々申候へ共、
一制承引不仕候、

東寺百合文書
え 33

岡山県史 20-1299

寛正 03 12 0 22 14630120 大和 倉庄佃十八石五斗之内、当年免四石給之了、 尋尊大僧正記 30 大乗院寺社雑事記 3

寛正 03 12 0 27 14630125 天下 今冬天下不降雪、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 04 0 0 0 14630129 諸国 諸国、疫病多し、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

寛正 04 0 0 0 14630129 大和 新木庄五十二石七斗六升御米、損免給、多小（少）事、／…同（寛正）四　十石、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

寛正 04 0 0 0 14630129 京都 今年、有疫疾＜俗号三日病＞、人民多死云、 続史愚抄中篇 38 新訂増補国史大系

寛正 3年（1462）～寛正 4年（1463）



272

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

寛正 04 0 0 0 14630129 近江
（年次は推定）［松平益親陳状案］…ことに去疫癘の年より、
地下人若干餓死仕と申、飢饉と申、旁以計会の間、田地
耕作の事をたに申付かぬる上ハ、百文宛の請料をも沙汰
いたさする事なきよしを申もの也、

菅浦文書 愛知県史資料編
9-2154

寛正 04 0 0 0 14630129 近江

（年次は推定）［松平益親陳状案］…御代官手作仕事ハ、
去餓死の年より、御百姓過半減少する間、耕作かなハさ
る田地とも、そのまゝ拾置へきにもあらず、又一年不作
する下地は、後年に開といへとも、新開と号シ、しはら
くハ年貢を不備間、一人に米一升あて下行いたして手作
仕候事ハ、勿論なり、然食物を下行仕候さるよし申事ハ、
御高察もあるへく候、既食物の秘計かなハさるによつて、
自作の田地をさへ上表仕、御百姓等不与食者、可応課役哉、
…

菅浦文書 愛知県史資料編
9-2154

寛正 04 1 0 4 14630201 京都 密雪呈瑞、入夜盈尺、人皆為奇観也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 04 1 0 11 14630208 大和 寒嵐甚、自夕大雪下、…事外深雪也、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 1 0 22 14630219 武蔵 夜戌時、天如太鼓音鳴物スル、又光物飛也、 年代記配合抄 内閣文庫

寛正 04 2 0 22 14630320 備中
［新見庄代官祐清注進状］高瀬中奥損免事…半分御免候ハ
てハ叶ましく候、以別儀、去年計ハ御免あるへきよし被
仰候者、可然候、

東寺百合文書ﾂ
141

岡山県史 20-150

寛正 04 2 0 26 14630324 備中［新見庄田所金子衡氏書状］…今ハ川成、不作ニ成候間、御百姓等くわんたいの儀なき由申上候、
東寺百合文書
ゆ 33

岡山県史 20-1417

寛正 04 2 0 28 14630326 京都 疾風、急雨、発新雷、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 04 3 0 0 14630329 諸国 流疫あり、人多く死す、 続本朝通鑑 史料綜覧 8-153

寛正 04 3 0 17 14630414 備中［新見庄代官祐清注進状］高瀬中奥損免事、可為半損之由、治定了、
東寺百合文書ｹ
14

岡山県史 20-1141

寛正 04 3 0 21 14630418 伊勢 伊勢大風、内宮正殿茅茨壊る、 神廷紀年 日本の気象史料
寛正 04 4 0 4 14630501 京都 大雨、鴨河溢る、 蔭凉軒日録 1 史料綜覧 8-153

寛正 04 5 0 3 14630530 京都
当院施食御行下、自公方之分三十貫文、自左衛門大夫方
出之、但七十貫文内也（三十貫文自治部大輔殿出之、十貫
文自山名殿出之）、

蔭凉軒日録 1 後鑑 199

寛正 04 5 0 6 14630602 大和 抑自夜前雨下、終夜甚雨、… 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 5 0 7 14630603 京都 早晨、雷動、風雨甚、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 04 5 0 10 14630606 京都 午後、風雨、雷動也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 04 5 0 14 14630610 大和 此間、日々天気不快、大略少雨灑者也、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 5 0 17 14630613 京都 自室町殿、変異御祈禱事、被仰出、… 東寺廿一口引付 後鑑 199

寛正 04 5 0 17 14630613 大和 今日、雨不霽、不思儀天気也、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 5 0 19 14630615 大和 雨猶不止、希代天気也、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 5 0 19 14630615 京都 連霄雨降也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 04 5 0 27 14630623 京都［ ］一旬雨不止也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 04 6 0 4 14630629 大和 夕立為之、雷以外鳴了、東寺塔ニ落、柱以下サケ畢云々、水龍所為歟、 経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 04 6 0 8 14630703 京都

昨日＜戌刻初＞大雨雷鳴、然当寺塔婆、未申蓋上ニ落懸、
瓦一間余破損、其外、五重目未申角長押等、在々所々破損、
又辰巳未申ノ大光柱フスボリ少々破損、定雷電下リ入ル
歟、旁驚入之処也、雖然不及大破、亦火事等無其煩之条、
珍重々々、

東寺廿一口引
付 後鑑 199

寛正 04 6 0 10 14630705 京都 通宵至今晨、有雨也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 04 6 1 0 14630726 大和 疾疫、 大乗院寺社雑事
記 .蔭凉軒日録 史料綜覧 8-157

寛正 04 6 1 3 14630728 大和 於禁裏、有祈雨奉幣云々、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 6 1 4 14630729 大和 自昨夕、朱日深曇、甘雨頻下、奉幣之所致尤可尊、… 経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 04 6 1 12 14630806 京都 暑気如蒸、…三日病トテ、京都者、無残者云々、召仕者、元兼以下病臥、珎事也、 経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 04 6 1 13 14630807 京都 予昨日よりかさけ、今日少減也、三日やミ、都ニはやり候、いかなる家にも、やまぬ者はなし、 山科家礼記 1 史料纂集

寛正 04 6 1 14 14630808 大和 三日病、一天流風、上下不安、予自今日平臥、迷惑、 尋尊大僧正記 32 大乗院寺社雑事記 3

寛正 04 6 1 16 14630810 京都 内者共、三日病、大略沙汰之間、不帰二条宿、直向三門、経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 4年（1463）
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寛正 04 6 1 24 14630818 鎌倉 鎌倉大大雨、鶴岡八幡宮壊る、 続本朝通鑑 史料綜覧 8-157
寛正 04 6 1 27 14630821 京都 新中納言局、三日病以外也云々、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 7 0 1 14630824 京都 入夜大雨下了、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 7 0 2 14630825 世間 御談余、有三日病、世界平均之由、被仰出、被為嘆息也、蔭凉軒日録 1 後鑑 199

寛正 04 7 0 13 14630905 京都 当院施食、諷経畢、万霊之前、本尊并祠堂御焼香、如恒也、大名被参侍也、蓋前十三日之事也、 蔭凉軒日録 1 後鑑 199

寛正 04 7 0 14 14630906 京都 雨下、入夜甚、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 7 0 15 14630907 京都 自夕雨下、終夜甚、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 7 0 16 14630908 京都 今日、雨不止、…今日雨、事外也、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 8 0 19 14631010 大和 終夜、大雨也、 経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 04 9 0 18 14631108 大和
十市代官村井参ス、井殿庄御米之内、舜専拝領分六石六
斗余事、寺門以下反銭引之、并損免事、百姓等任雅意申
入条、不可然事也、為切米定米也、仍一切引物無之之由、
御帳分明也、

尋尊大僧正記
33

大乗院寺社雑事記
3

寛正 04 9 0 23 14631113 京都 去廿三日ヨリ、京都徳政沙汰在之云々、（29日条） 尋尊大僧正記 34 大乗院寺社雑事記 3

寛正 04 10 0 8 14631127 摂津
（端書）「寛正四年＜癸未＞十月八日、榎木入道慶徳以自
筆注進之者也」たるミの庄…此御りよう斗代、田へち三斗
宛、これハ当年のてにニより候て、そんまうゆき候、

摂津国垂水庄
公事銭注進状

教王護国寺文書
6-1715

寛正 04 10 0 8 14631127 大和 若槻庄、百十六石御米之内、当免損免廿六石給之、… 尋尊大僧正記 34 大乗院寺社雑事記 3

寛正 04 10 0 15 14631204 大和 長屋庄、五十二石御米内、当年損免八石分給之了、去年ハ九石五斗給之了、 尋尊大僧正記 34 大乗院寺社雑事記 3

寛正 04 11 0 1 14631220 大和 出雲中下司参ス、損免事、并松田名間事、条々問答之、 尋尊大僧正記 34 大乗院寺社雑事記 3

寛正 04 11 0 1 14631220 大和
為衆中、方々郷民等ニ付使、酒事、近日、高直売買、不
可然事云々、西桶井郷使事、不申案内之間、不可承引旨、
仰付郷民了、

尋尊大僧正記
34

大乗院寺社雑事記
3

寛正 04 11 0 1 14631220 大和 深霜、大霧也、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 11 0 8 14631227 近江 小雪散乱、比叡嶽大雪也、夜雨、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 11 0 9 14631228 大和 山々雪也、朝日耀如鏡、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 04 11 0 13 14640101 伊勢 伊勢大風、太神宮忌火屋殿倒る、 氏経神事記 日本の気象史料
寛正 04 12 0 4 14640121 大和 新免奥方、損免事、落居了、 尋尊大僧正記 34 大乗院寺社雑事記 3

寛正 04 12 0 4 14640121 大和 尺度庄、損免、同落居了、 尋尊大僧正記 34 大乗院寺社雑事記 3

寛正 04 12 0 14 14640210 播磨
［廿一口方評定引付］一、（矢野庄）損亡事申…損免事、先
六分一損通、可加下知也、遂ニハ可為三分一損歟之由、
治定了、

東寺百合文書
天地 36

相生市史 7-477

寛正 04 12 0 15 14640211 播磨［廿一口方評定引付］一、同（矢野）庄損詫之由、披露之処、四分一可有免許之由、
東寺百合文書
天地 36

相生市史 7-477

寛正 05 0 0 0 14640217 駿河 秋、大雨ニ而、山崩れ、 大平年代記 沼津資料集成 8

寛正 05 0 0 0 14640217 大和 新木庄五十二石七斗六升、御米損免給、多小（少）事、／…同（寛正）五　十四石、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

寛正 05 2 0 23 14640408 京都 今日、大雨、路上泥深也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 2 0 27 14640412 京都 天降雨、尤大也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 3 0 5 14640420 京都 天降雨、尤大也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 3 0 8 14640423 京都 数日雨降、途路泥滑々、花已衰、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 3 0 9 14640424 京都 比来三十日許雨降、世皆厭之、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 3 0 12 14640427 大和（年次は推定）［安位寺経覚書状 宛所欠］此間、霖雨とや申
候へき、既及廿日、古今未承及候、凡希代事候哉、…

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-1008

勉誠出版

寛正 05 3 0 17 14640502 近江 江州押立保郷民等、就用水之事、及弓矢合戦、… 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 3 0 21 14640506 備中

一、高瀬、中奥之御百姓中、吉川と申者か、公事ニより候て、
去年十二月十八日ニ悉逃散仕候て、御年貢御公事等打とゞ
め候、就其、吉川ハ家をあけ候て、同廿日比、伯耆国へ
罷越候、さ候間、一方たそ衛門と申者も、家をあけ、官
領御領をたのミ落候、仍高瀬、中奥十五名をあけ申候由、
惣百姓中折紙を入候て、我らニ、吉川ニ彼下地を付候へ
と申候へ共、承引仕候はて、打捨置候…（新見庄上使本
位田家盛等注進状）、

東寺百合文書
し 149

土一揆史料集成

寛正 4年（1463）～寛正 5年（1464）
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寛正 05 5 0 10 14640623 大和 今日甚雨也、大水也、 経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 05 5 0 13 14640626 大和
於天神河原（山城相楽郡）大水出之間、輿以下既流云々、
旁以様々方便無為云々、惣而南都以外大水也、去十一日
ニハ又大風モ吹云々、京都ニハ一切不吹、如何、

経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 05 5 0 16 14640629 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 36 大乗院寺社雑事記 3

寛正 05 5 0 16 14640629 大和
田楽頭宗聚已講覚俊已講今日装束給之、大雨下之間珍事、
路次難治之間、田楽大略不南著、…一日大雨之間、諸役
人迷惑了、

尋尊大僧正記 36 大乗院寺社雑事記 3

寛正 05 5 0 16 14640629 京都 大雨、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 5 0 17 14640630 京都 一昨日十五日、被行止雨奉幣、依之歟、自今朝、属霽了、経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 5 0 18 14640701 京都 急雨大降矣、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 5 0 19 14640702 伊勢 清賢法橋自大神宮下向、依大水、迷惑云々、 尋尊大僧正記 36 大乗院寺社雑事記 3

寛正 05 5 0 22 14640705 大和 近日大雨、六十余年以来無之、希代事也云々、所々損亡以外也、珍事々々、 尋尊大僧正記 36 大乗院寺社雑事記 3

寛正 05 5 0 22 14640705 京都 終日終夜、大雨、希代事也、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 5 0 22 14640705 京都 天大雨也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 5 0 24 14640707 京都 流木此川（鴨川）ニ寄来之間、召杣両人、伐取畢、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 5 0 25 14640708 京都 深雨下、凡希代雨、…流木、今日召杣一人、採用了、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 5 0 25 14640708 京都 天洒大雨也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 5 0 26 14640709 大和 雨風、 尋尊大僧正記 36 大乗院寺社雑事記 3

寛正 05 5 0 26 14640709 京都

自辰下刻、細雨甚下、南風払梢、巳下刻、未申風ニ成テ、
此草庵（九条新亭）上、大略吹破、南面ノ立具、無所残吹
倒了、自屋上、石以下落間、向殿中祗候、殿中ニモ、寝
殿上、自元破損之間、吹落了、希代之大風也、中京者猶
大吹了云々、然而、未刻ニハ風止了、自申斜属霽者也、障子・
畳以下、無残物悉如入水、為俄事之間、不及支度、

経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 05 5 0 26 14640709 京都 三宝院天神堂杉吹切、堂上ニ落之間、堂破損云々、杉ハ北ヘ吹起之間、無破損云々、目出、 経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 05 5 0 26 14640709 京都 禁裏ハ立蔀以下、皆以吹破云々、所詮、所々風災、無所残歟、経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 05 5 0 27 14640710 摂津
［廿一口方評定引付］垂水庄為年貢催促之、道祐被下、今
度大水、庄家躰以外ニ耕作流失之間、罷上了、仍庄家候
出樋助成事、度々申入了、

東寺百合文書
ち 18

東寺文書 4

寛正 05 5 0 27 14640710 京都 昨日、風以外之由、以状申三門（三宝院義賢）了、 経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 05 5 0 29 14640712 天下

（年次は推定）［随心院厳宝書状 大乗院・児御中宛］…但、
今度の大風・大雨に吹破候て、御座あり所もなく候歟、
築地も皆々壊候て、散々之事ニて候、（中略）次ニ今度の
洪水、南都なとハいかゝ御座候哉、天下のけかち（飢渇）、
諸国のあさましさ、無申計由申候、くせ事候、九条の門跡、
され共、いまたくつれ候ハす候、いまた築地たに、ゑつ
き候ハす候、秋ニ成候て、なとゝ存計候、先日の天井の事、
いかゝ被仰付候哉、無御心元候、…

大乗院寺社雑
事記紙背文書
1-1050

勉誠出版

寛正 05 6 0 8 14640721 京都 今夏、大熱之事、御談余被仰出、仍熱時本分之由申之、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 6 0 14 14640727 京都 炎天、熱殺人也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 6 0 16 14640729 京都 炎蒸苦人、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 6 0 23 14640805 近江 当院領、江州綺田荘、与御料所、伊勢守知行麻生荘、用水争論之事、自院主竜崗和尚、以訴状被申之、… 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 6 0 25 14640807 大和 雨下、甘雨云々、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 6 0 25 14640807 京都 土用中不雨、明日立秋也、今日始降雨、而凉気忽生也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 6 0 27 14640809 大和 小吉田庄、諸公事物事、今度依水損、以注文歎申入之、 尋尊大僧正記 36 大乗院寺社雑事記 3

寛正 05 7 0 2 14640813 丹波 天竜寺、伊勢貞誠と丹波瓦屋南荘の灌漑を争ひて、幕府に訴ふ、 蔭凉軒日録 1 史料綜覧 8-171

寛正 05 7 0 8 14640819 越前 細呂宜郷百姓安清等、三人召禁事、于今不出之間、細呂宜郷上下、可逃散之由、申之云々、 経覚私要抄 6 土一揆史料集成

寛正 05 7 0 11 14640822 大和 近日、寺門祈雨、於西室、三十頌群参云々、 尋尊大僧正記 37 大乗院寺社雑事記 3

寛正 05 7 0 19 14640830 大和 終日、大略雨風等也、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 7 0 29 14640909 京都 連日久雨、今晨快晴、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 5年（1464）
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寛正 05 8 0 11 14640921 大和 終夜雨下、今朝猶不止、以外甚雨也、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 8 0 11 14640921 京都 大雨、洪水、遮路也、 蔭凉軒日録 1 増補続史料大成 21

寛正 05 8 0 13 14640923 備中［東寺書下案　新見庄宛］去年々貢未進等無沙汰、無正躰候、
東寺百合文書ｻ
372

岡山県史 20-879

寛正 05 8 0 20 14640930 大和 新免損免事、奥申入之、不可叶旨仰了、 尋尊大僧正記 37 大乗院寺社雑事記 3

寛正 05 8 0 22 14641002 京都 大風、洪水、人多く漂没す、 続日本史 日本の気象史料
寛正 05 8 0 26 14641006 大和 至天明、大雨下了、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 8 0 28 14641008 大和 又雨下、終夜大雨下了、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 9 0 1 14641010 大和 自今日、又雨下、入夜、雷鳴、電光、大雨、 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 9 0 3 14641012 大和 大雨下…雨中閑然之間… 経覚私要鈔 6 史料纂集
寛正 05 9 0 4 14641013 大和 大雨下…雨中徒然之由… 経覚私要鈔 6 史料纂集

寛正 05 11 0 24 14641231 備中
［新見庄三職連署注進状］…当年ハ事外日てり候、又其後、
大風ふき候て、いね大儀ニそこね候、其外、大豆なんとも、
み不入候とて、御百姓等そん免の御わひ事、かたく申候
しか共、

東寺百合文書ｻ
157

岡山県史 20-775

寛正 05 12 0 22 14650128 大和 保田庄、当年損免、四石給之、二石得米云々、 尋尊大僧正記 39 大乗院寺社雑事記 3

寛正 05 12 0 22 14650128 大和 楊本庄、損免二十石給之、廿一石余御米者、無為ニ沙汰之、… 尋尊大僧正記 39 大乗院寺社雑事記 3

寛正 05 12 0 24 14650130 大和
作手料所事、箸尾方より、名主・沙汰人召進之、当年分
年貢事、相尋之処、当庄事、自箸尾方、半分損免給之間、
此負所米も、半分致其沙汰之由、申入之、…

尋尊大僧正記
39

大乗院寺社雑事記
3

寛正 06 0 0 0 14650205 駿河 旱魃ニ而、田畑共ニ皆損、 大平年代記 沼津資料集成 8

寛正 06 0 0 0 14650205 丹波 大風、洪水、 天寧寺年代記 東大影写本

寛正 06 0 0 0 14650205 備中
去年（寛正 6年 11月 11日）之徳政ニ、ゐ中之ふつそう、
せひなく候…（三職も）しヤうかい（生涯）ニ及候事度々ニ
候、

教王護国寺文
書 6－ 1766

新川武紀著 351頁

寛正 06 0 0 0 14650205 天下 天下大飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

寛正 06 0 0 0 14650205 備中［東寺書下案　新見庄宛］一、寛正三年并四年、未進抜群可有之…
東寺百合文書ｻ
373

岡山県史 20-880

寛正 06 0 0 0 14650205 山城 注進 上久世庄御年貢米算用状事／文正元年分／…壱石八
斗一升七合 当流田…

山城国上久世庄
年貢米算用状

教王護国寺文書
6-1781

寛正 06 0 0 0 14650205 大和 就楊本庄損免事、十市代官森本参申、条々問答、…二十二石免、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

寛正 06 0 0 0 14650205 大和 新木庄、五十二石七斗六升御米、損免給、多小（少）事、／…同（寛正）六　十七石五斗、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

寛正 06 2 0 28 14650403 京都 数日久雨、今日乍欲晴也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 06 3 0 5 14650409 大和 小原野御花見在之、大風大雨、珍事希代事云々、 尋尊大僧正記 40 大乗院寺社雑事記 3

寛正 06 3 0 6 14650410 京都 桂河之浮橋流落、公方引馬河ニ流、上下迷惑、以外事也云々、（13日条） 尋尊大僧正記 40 大乗院寺社雑事記 3

寛正 06 3 0 6 14650410 京都 天陰、雨不止也、 蔭凉軒日録 2 後鑑 203

寛正 06 3 0 6 14650410 大和 六日御会、依大雨、大風、毎事無興、（13日条） 尋尊大僧正記
40

大乗院寺社雑事記
3

寛正 06 3 0 7 14650411 京都 風雨急、河水漲、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 06 4 0 14 14650518 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 41 大乗院寺社雑事記 3
寛正 06 5 0 25 14650627 京都 梅雨未已、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 06 6 0 0 14650703 肥前 大きに旱魃し、六月十八日より雨一滴も降らず、 北肥戦誌 旱魃霖雨史料

寛正 06 6 0 1 14650703 伊勢 風雨の為、五十鈴川氾濫して、風日祈宮が漂流して、宇治橋に懸かったので同橋も中絶した（神朝遺文）、 宇治山田市史 日本の気象史料

寛正 06 6 0 11 14650713 京都 建仁寺、依今月十一日洪水、殿堂破壊、（21日条） 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 06 6 0 18 14650720 尾張
［伊勢内宮政所大夫荒木田氏秀奉書写 野田（尾張中嶋郡）御
厨御百姓中宛］当御厨河篭米之事、近代無沙汰之条、神慮
難測候、殊今御河頽損以外候、被致沙汰候者、可為神御
忠候由、依庁宣執達如件、

氏経卿引付 愛知県史資料編
9-2194

寛正 06 6 0 28 14650730 世間 世界、今日熱、殺人也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 06 7 0 0 14650801 肥前 七月廿九日に大風夥しく吹出して大潮漲り上り、 北肥戦誌 旱魃霖雨史料
寛正 06 7 0 1 14650801 京都 今日炎熱甚、近年無比也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 5年（1464）～寛正 6年（1465）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

寛正 06 7 0 8 14650808 京都 久旱以後、夜来雨降、尤為好也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 06 7 0 8 14650808 京都 当年、炎熱苦人之由、有御談余也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 06 8 0 15 14650914 山城 岩清水放生会参向、此日大風雨、大洪水、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下

寛正 06 8 0 15 14650914 山城
自申刻、俄大風、大雨、山中（石清水八幡）鳴動、不遑注
之、…其夜御上洛、路次之間、大水出来、通路田地無分別、
…雖然、風雨之難神慮如何、一、大名以下、依風雨、其夜
逗留、

斎藤親基日記 続史料大成 10

寛正 06 8 0 15 14650914 山城 大風、大洪水、路次往返、人吹流、 如是院年代記 新校群書類従 20

寛正 06 8 0 15 14650914 山城 男山放生会、将軍為上卿、大雨・大風、淀橋流了、国々損亡、大乗院日記目録 2
大乗院寺社雑事記
12

寛正 06 8 0 15 14650914 山城 前十五日、八幡、疾風、暴雨、人家共流没、四百年来無此例也、（18日条） 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 06 8 0 15 14650914 山城 前日（15日）風雨尤甚、皆云途路艱難也、（16日条） 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22
寛正 06 8 0 15 14650914 京都 此日、大風雨、破稲荷旅所御輿屋、洪水云、 続史愚抄中篇 39 新訂増補国史大系

寛正 06 8 0 16 14650915 山城

寅刻、大水出、溢山城半国、放生川如大海、…水及鴨居
之三寸、被官人畠中、於坊之縁上流死了、山下小屋等流失、
不知其数、相残宿屋等依成水中、於屋上営朝夕之飲食了、
狭小之小路者、自両軒渡大竹、令通路者也、人、馬、家財、
流失不可勝計、自所々推来船渡京上之人、至其賃者、任
船頭之心、前代未聞也、応永末比有大水出事、不成大会
之煩由云々、

斎藤親基日記 続史料大成 10

寛正 06 8 0 16 14650915 山城 今晩、八幡大洪水、依洪水八幡ニ滞留之方方、不及上洛云々、大略終日逗留… 親元日記 続史料大成 10

寛正 06 8 0 16 14650915 山城 放生会、依神人訴訟、夜ニ入テ被始行之、大雨、大風、以外時宜云々、
尋尊大僧正記
42

大乗院寺社雑事記
3

寛正 06 8 0 18 14650917 京都 夜来雨尤急、而今晨未罷也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 06 9 0 1 14650930 備中
［最勝光院方評定引付］一、金子方ヨリ、便宜ニ状ヲ代官
方上子細二ケ条、麦損免…麦ハ三分一可免之由、衆儀治
定了、

東寺百合文書
け 18

岡山県史 20-1160

寛正 06 9 0 11 14651010 山城
拝師庄、川成検知事、／跡田十九 一反内 小川成 堤向／
向田十四 一反 川成 孫太郎／同 一反 川成 円法／上津鳥卅 
二反内 六十歩川成 清庵／右注進如件、

山城国拝師庄
川成検知注進
状

教王護国寺文書
6-1746

寛正 06 9 0 13 14651012 日本 夜、天狗・流星、一天下振動、日本開白以来、始歟云々、何事可出来哉、
大乗院日記目
録 2

大乗院寺社雑事記
12

寛正 06 9 0 26 14651025 大和 依雨下、今夜延年無之、 尋尊大僧正記 42 大乗院寺社雑事記 3

寛正 06 10 0 0 14651029 大和
去年（寛正 6）大供米事、依愛智河洪水、供田多損失候間、
去年十月末比、下司罷上、始者二十石之損免申候、後者
十五石之由詫事申候間、披露学侶之処、此下地請料之間、
依一ケ年損亡巨多、損免不可然候、（文正 1.7.19条）

尋尊大僧正記
46

大乗院寺社雑事記
4

寛正 06 10 0 2 14651030 山城
東西九条旧未進、伍拾玖石壱斗七升六合八勺糺明之事／…
兵衛九郎、川成 三斗一升三勺「捨也」当川成間、捨ヘシ／
万福寺 六石八斗三升六合「捨也」当川成間、以前ノ未進歟…

東西九条未進
年貢注進状

教王護国寺文書
6-1751

寛正 06 10 0 16 14651113 大和 去十三日・四日、大雨下、 尋尊大僧正記 43 大乗院寺社雑事記 4

寛正 06 11 0 1 14651128 大和
若槻庄御米百十六石之内、／弥九郎名一丁九反半、徳米
十一石＜此内三分一百姓ニ給之＞／自余名定米之内、当
年免六十五石云々、…

尋尊大僧正記
43

大乗院寺社雑事記
4

寛正 06 11 0 4 14651201 備中
［最勝光院方評定引付］一、新見庄損亡事、重而三職致注
進…同夕方内談儀云、寛正二年損免、為半損、雖然、惣
庄米分内拾石、惣年貢銭之内、四十貫文、可被免候由、
可被仰下云々、

東寺百合文書
け 18

岡山県史 20-1160

寛正 06 11 0 22 14651219 越前 坪江郷年貢等事、…百卅五屯綿之内、三十五屯ハ百姓等稱不作之間、令免除之由、納所使徳丸出状云々、…
尋尊大僧正記
43

大乗院寺社雑事記
4

寛正 06 12 0 4 14651230 備中

［最勝光院方評定引付］一、新見庄ヨリ人夫、二日京着…
随損亡事、已前＜十石／四十貫文＞、雖被免猶地下大損
之由申、御年貢不納、仍三職并代官致談合、以四分一損
之様、雖加下知、半損分、可為之由申…、治定損免之儀、
既於庄家四分一損ニ有下知上ハ、可其分、畠分皆損之由、
歎申候、半損之分、可加下知云々、

東寺百合文書
け 18

岡山県史 20-1160

寛正 06 12 0 15 14660110 播磨
［廿一口方評定引付］一、矢野庄損亡事、代官…注進之旨、
致披露之処、請文与大ニ相違之上者、申旨以外次第也、
仍請文ヲ書抜遣之、

東寺百合文書
け 17

相生市史 7-482

寛正 6年（1465-66）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

寛正 06 12 0 19 14660114 山城 注進 上久世庄御年貢米之事／…損免 四拾石／… 山城国上久世庄
年貢米未進徴符

教王護国寺文書
6-1753

寛正 06 12 0 19 14660114 大和［順永書状 畑沙汰人宛］伊豆・七条御年貢事、…当年事者、
彼在所、皆損亡之由申候、此等趣、可然様、預御披露候者、

尋尊大僧正記
82

大乗院寺社雑事記
6

寛正 06 12 0 24 14660119 大和 楊本損免事、廿二石分、給之了、畏入云々、 尋尊大僧正記 43 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 0 0 0 14660126 大和 新木庄、五十二石七斗六升御米損免給、多小（少）事、／…文正元戌  十石、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文正 01 2 0 28 14660323 改元 代始、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

文正 01 2 1 0 14660326 若狭

（年次は閏月から推定）［太良庄百姓等申状］…抑已前、
以目安、条々申上候処ニ、于今無其御返事候間、重而捧
目安申候、はや耕作之時分ニ取向候、早々地下ニ御代官
を御すへ候ハすハ、已前如申上候、一向ニかうさくニあ
らし可申候、…一、去年の水ニ、不作、川成候在所、あ
また候、是も御らん候ハてハ、秋ニなり候て、とかくの
御事者あるましく候、此条々具ニ御披露候て、於京都悉
御定候て、早々御下向候て、耕作等をもさせられ候ハヽ、
御目出可畏入申候、さ候ハすハ、一円に御下地等ハ荒候
へく候、此旨能々可有御披露候、

東寺百合文書
11 ･ 21-35 東大影写本

文正 01 2 1 22 14660416 備中

［新見庄代官祐成并三職連署注進状］…一、当庄損免之事、
半分と申候を、かたく申付候て、田方ハ三分一そんニ申
ふせ候、同畠方之事ハ、かいそんと申候を、色々なため
候て、未進ニ成候とも、半そんのれうしやうを申候へと、
かたく申付候、／一、田方おくて、しやうかひけと申候
いね、ことことくかいそんニすて候、…去年之事ハ近所
ことことく半分、三分一之免行候、殊ニ当庄地頭方ハ、
多治部方より、田ハ半そん、畠ハ四分一、とくニ可免由、
申され候を、百姓承引不仕候て、ことことくちやうさん
仕候、いまたかへり候ハす候…

東寺百合文書ｻ
278

岡山県史 20-835

文正 01 2 1 24 14660418 鎌倉 鎌倉大風雨、八幡宮若宮社及び相模瀬戸社倒る、 鎌倉大日記 史料綜覧 8-206

文正 01 2 1 25 14660419 大和

若槻庄大宅寺負所損免事、去年分于今無落居、…但大損
之時ハ、負所事も損免給之条、不能左右、仍不限此負所、
近年ハ宝徳三年・長禄元・同三、各半分定給之云々、当
庄負所ハ大宅寺・二階堂・無主院・勧覚（学）院・一品院、
各半分免也、此旨去年分事、可給之旨仰返事了、

尋尊大僧正記
44

大乗院寺社雑事記
4

文正 01 3 0 2 14660425 備中

［最勝光院方評定引付］一、自新見夫丸参着仍割符一…運
上、次ニ去年ノ損免事、堅申間、種々ニ申伏、畠方半損、
又田方三分一之定通治定候由注進仕者也、此条以外之次
第也、…翌日内談之儀云…田方米銭ハ四分一損、畠方ハ
半損也…

東寺百合文書
け 19

岡山県史 20-1167

文正 01 3 0 5 14660428 備中

［東寺書下条目（新見庄宛）…一、去年損免事、旧冬如書下、
田方米銭四分一損之分、可被成敗候…／一、畠方大豆事
ハ半損分去年御下知候了／…一、去年（損免）事、半分雖
申候、三分一申定候事／一、畠方損免、皆損申処、半分
申定之事…

東寺百合文書ｻ
169

岡山県史 20-785

文正 01 3 0 20 14660513 伊勢 十七日、将軍伊勢詣、廿日、御参宮、大雨大風、希有事云々、凶事也云々、
大乗院日記目
録 3

大乗院寺社雑事記
12

文正 01 4 0 7 14660530 京都 去七日、京都大霰下云々、（10日条） 尋尊大僧正記 45 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 4 0 14 14660606 京都 即今雨、為膏雨、農夫皆喜也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 4 0 16 14660608 京都 今日晴天、暑気尤多矣、即時麦秋豊熟、二十年以来難逢云々、人皆談話之次説之、尤為喜也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 4 0 26 14660618 京都 京都風雨、地震、 後法興院記 史料綜覧 8-209
文正 01 5 0 11 14660702 京都 京都、大雷、雨、雹、 蔭凉軒日録 2 史料綜覧 8-210
文正 01 6 0 4 14660725 京都 午後、炎々甚熱矣、入夜、電光影中雨尤急也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 6 0 5 14660726 天下
自京都申下、自公方被仰出候、一天下借物事、一倍より
外、不可返弁、借書作替利ニ利ヲ加事不可然、雖過五年・
十年、一倍外、不可返弁云々、背此儀者、云銭主、云借主、
可有罪科之由、壁書自奉行方、堅相触云々、

尋尊大僧正記
45

大乗院寺社雑事記
4

文正 01 6 0 5 14660726 京都 前夜雨洗、今晨日照、草木悉発輝也、午後、暴雨洒、乍涼也、蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 6 0 5 14660726 京都 近来、一日晴、一日雨、実豊熟之瑞、皆曰、二十年来、無如今年云、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

寛正 6年（1466）～文正元年（1466）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文正 01 6 0 10 14660731 京都 祇園祭礼後、洛上売新米、是熟年之謂、皆歓喜而、叫聖代之時、… 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 6 0 18 14660808 京都 今日立秋、雨涼、昨日甚熱、今日忽涼、熟年之兆、皆為奇矣、蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 6 0 19 14660809 京都 暴雨暴漲、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 6 0 21 14660811 京都 今晨雨又急、而泥滑遮途路也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 6 0 22 14660812 京都 今晨、天陰欲雨、近日雨滋、如五月梅雨時節、農村為不喜之、蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 6 0 28 14660818 京都 鴨川水漲、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 7 0 11 14660830 京都 前日雨急、雷奔、于時、於一条窪堂塔上、忽堕落云、堂中講経老僧、及聴法衆、皆失色、尤為希有云々、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 7 0 14 14660902 大和 大雨電（雷）以外也、天満森、電落給云々、 尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 7 0 14 14660902 京都 暴雨、疾雷、于時、堕落于祇園塔、近来有此恠、是何謂哉、前夕於報慈院、疾雷堕落云々、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 7 0 16 14660904 京都 比日雨滋、今日快晴、人皆喜之、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 8 0 4 14660922 備中［最勝光院方評定引付］一、新見庄夏麦年貢事、未到来、言語道断曲事也、
東寺百合文書
け 19

岡山県史 20-1167

文正 01 9 0 1 14661019 京都 天陰雨、人皆喜… 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文正 01 9 0 7 14661025 京都 京都馬借以外、日野大納言亭以下所々乱入、希代珍事云々、焼亡云々、 尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 9 0 8 14661026 京都 土民等、酒屋・土倉数ケ所打破了、希代珍事也云々、 尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 9 0 9 14661027 京都
京都之儀、山名方勢并朝倉披官勢等、所々土倉・酒屋以下、
方々令乱入、運取雑物、剰放火、希代至極沙汰也、殊更、
伊勢守披官町人一向及生涯云々、…

尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 9 0 10 14661028 京都
京都之儀、如風聞、伊勢守・蘂西堂披官人、在々所々、
自山名方・朝倉方破却放火、其外、馬借乱入狼藉、無是
非次第、洛中人民可及餓死云々、

尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 9 0 11 14661029 山城 山城馬借、令集会木津高座、可責南都歟云々、京・奈良之道、不可通、珍事々々、 尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 9 0 12 14661030 大和
越田尻庄名主参洛…、名主等申入趣ハ、御忌日米事、本
三石候、依炎旱、去年分事、少々損免事申入之、請申入分、
大略致其沙汰候、但其内、百姓少々依計会逐電分、于今
無沙汰仕候、於其余者、致其沙汰了、…

尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 9 0 13 14661031 京都
京都徳政事、自一条、至三条、任雅意、諸大名打破土倉・
酒屋、取散雑物了、三条以下事ハ、以本銭五分一、可請
質物之旨、自侍所相触之云々、言語道断次第也、

尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 9 0 17 14661104 大和 京・奈良通路、依馬借、上下不通者也、珍事、 尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 9 0 18 14661105 大和 馬借、福智院・松谷辺来、放火、此外所々、如此、近日狼藉也云々、 尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 9 0 22 14661109 大和 今日、南北土民蜂起、相催奈良中、六方衆等出向畢、世上様物忩無極者也、… 尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 9 0 25 14661112 大和 北馬借責来、大将久世之南云々、 尋尊大僧正記 46 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 10 0 1 14661117 大和 去月より土民蜂起之間、路次難治也、仍御上洛延引、南北馬借、誠以珍事次第也、 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 10 0 7 14661123 大和 為馬借出帳在所、自寺門令進発西京三条畢、俄相催奈良中、学侶・六方衆、自身帯兵具罷向了、… 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 10 0 13 14661129 大和 就土民出帳事、辰市発向、住屋五十間計云々、六方沙汰人十八人、令下向云々、 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 10 0 14 14661130 大和 北馬借発起、責入云々、各罷向了、 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 10 0 24 14661210 大和 若槻庄、当年損免二十五石給之、… 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 11 0 2 14661218 大和 横田庄、御米八十四石之内、損免十九石給之了、 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 11 0 5 14661221 大和 風雨御祈事、先内々被仰寺務云々、 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 11 0 23 14670108 大和 土民、近日尚々蜂起、珍事、… 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 11 0 24 14670109 大和 今日、土民蜂起、以外也、観禅院鐘以下槌之、 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 12 0 0 14670115 京都 後花園院太子、十二月祇園焼、徳政行、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

文正 01 12 0 12 14670126 京都 去十二日夜、祇園社悉以炎上、坂本馬借等閇篭処、如此火事出来、不知子細云々、所詮為天下不可然事哉、（20日条）尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 01 12 0 13 14670127 大和 長屋庄、当年損免事、去々未年分給之処、当不承引、重而小事許可之、尚及異儀之間、以矢負等可催促之由仰之、… 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正元年（1466-67）
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文正 01 12 0 27 14670210 大和 長屋庄、損免事、十市念比ニ申付之間、百姓等、如去未年、応御下知了、… 尋尊大僧正記 47 大乗院寺社雑事記 4

文正 02 0 0 0 14670214 加賀［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…参百漆拾参斛玖升、村々近年不作、但、依一乱如此、 鹿王院文書 加能史料戦国 2

文正 02 0 0 0 14670214 大和 新木庄、五十二石七斗六升御米損免給、多小（少）事、／…応仁元亥  十三石、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

文正 02 1 0 1 14670214 大和 後夜時分ヨリ大雪、地震及度々、当山動云々、 尋尊大僧正記 48 大乗院寺社雑事記 4

文正 02 1 0 8 14670221 大和 来十一日実覚僧都忌日事、旧冬、越田尻庄発向之間、名主百姓等逐電、御布施物無正躰之間、先以可有延引之由…
尋尊大僧正記
48

大乗院寺社雑事記
4

文正 02 1 0 10 14670223 山城 就徳政事、山城国悪行人両人、自旧冬召篭之、… 尋尊大僧正記 48 大乗院寺社雑事記 4

文正 02 2 0 5 14670319 伊勢 伊勢大風、 文正引付 日本の気象史料

文正 02 2 0 30 14670413 備中
［最勝光院方評定引付］一、新見庄去年々貢等并去々年未
進内、年貢銭弐拾余貫、并麦等種々納足、無沙汰云々、
仍去年、去々年両年分、二百貫余歟、

東寺百合文書
け 20

岡山県史 20-1170

文正 02 3 0 5 16470414 改元 依兵革也、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

応仁 01 3 0 17 14670430 大和 祭礼始行之、自夜前、大雨下、未剋、少天晴之間、渡十列之処、又雨下、…
尋尊大僧正記
48

大乗院寺社雑事記
4

応仁 01 3 0 28 14670511 大和

一昨夜＜廿七日＞土民、般若寺之文殊院以下坊三宇、并
戒外在家新造堂以下放火、大略、木津馬借沙汰云々、以
外次第也、寺門衆一人不出向、是筒井成敗不足之間、学侶・
六方腹立分歟、仍四門高札、馬借帳本十一人之頭、各百
貫文之由、重而打之、此間ハ各五十貫文之由也、

尋尊大僧正記
48

大乗院寺社雑事記
4

応仁 01 4 0 2 14670514 大和

越田尻庄間事、今日学侶評定云、去年分年貢事、三分一
ハ耕作以前致其沙汰、三分二ハ来秋可致其沙汰、以此分
歎申入者、百姓等帰住事不可有子細、早々可申返事、不
然者四十八丁以下田地ニ可立神木、雖為他郷、彼百姓等
借住之在所者、為寺門可及厳蜜之沙汰云々、大方、今日
可下神木之処、…

尋尊大僧正記
49

大乗院寺社雑事記
4

応仁 01 4 0 6 14670518 大和 近日、徳政事及其沙汰之間、伝（転）借事、一向不叶旨申之、… 尋尊大僧正記 49 大乗院寺社雑事記 4

応仁 01 4 0 12 14670524 大和 夜前、朱雀院堂塔并近所在家、南北一丁余焼失了、土民沙汰也、珍事々々、
尋尊大僧正記
49

大乗院寺社雑事記 4

応仁 01 5 0 16 14670626 大和 今暁、大雨・電光、電元興寺二天ニ洛（落）懸了、天王像破損了、
尋尊大僧正記
49

大乗院寺社雑事記 4

応仁 01 7 0 12 14670820 大和 申刻小雨灑、此辺炎旱、珍事云々、 経覚私要鈔 6 加能史料戦国 1

応仁 01 8 0 0 14670908 北海 松前年代記曰、秋八月、洪水大風、 新撰北海道誌 日本の気象史料
応仁 01 8 0 0 14670908 北海 大風水、松前沖にて破船多し、 蝦夷年代記 日本の気象史料
応仁 01 8 0 26 14671003 伊勢 伊勢洪水、 氏経神事記 日本の気象史料
応仁 01 8 0 27 14671004 伊勢 伊勢暴風、 氏経神事記 日本の気象史料

応仁 01 12 0 3 14680107 山城
ミナ在所ノ百姓トモ、年貢壱石ニ付、鳥目五百文ツヽ、
年貢ノ相場、此通、定使次平ニ申付ル、百姓トモ五百文
ノ侘ニ参、当年ハ日焼仕候間、三百拾七文ツヽニ侘申、
則聖護院村、何モ三百拾七文ニ御取被成候、

鈴鹿家記 改定史籍集覧 24

応仁 02 0 0 0 14680203 北海 松前大風、飢饉疫癘、人多死、 北海道誌 日本災異志
応仁 02 0 0 0 14680203 北海 蝦夷乱、時年飢、疫行、民夷多死、 北海道誌 日本災異志
応仁 02 0 0 0 14680203 防長 今年、疫癘流行甚し、 長防風土記 大日本史料 8-2
応仁 02 0 0 0 14680203 北海 是歳春夏、大風、飢饉、人死者甚多矣、 福山秘府年歴部 松前年代記

応仁 02 0 0 0 14680203 駿河 夏、国の乱と大洪水で、去年の年貢も納まらず、餓死しかけている、
静岡県史中世
2-2549.2557 静岡県史中世

応仁 02 0 0 0 14680203 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…玖斗
肆升五合、赤土村法師丸名、就五ケ村用水、百姓歎申間、
半分嘉吉三年御免処、重歎申間、一円自文明元年御免、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

応仁 02 0 0 0 14680203 大和 新木庄、五十二石七斗六升御米、損免給、多小（少）事、／…同（応仁）二年  十三石一斗五升、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

応仁 02 2 0 12 14680315 備中［新見庄三職連署注進状］…畠之年貢、日そんのわひ事申候て、一りうもさた申さす候、
東寺百合文書ｻ
176

岡山県史 20-787

応仁 02 2 0 13 14680316 備中（守護細川領内 10カ郷民）御百姓等大寄合、内部ことこと
く寄合候て、… 東寺百合文書 備中国新見庄史料

325

応仁 02 3 0 15 14680416 大和 氷降、 大乗院日記目録 日本の気象史料
応仁 02 4 0 0 14680502 陸奥 陸奥大風雨、洪水、 大日本農史 日本の気象史料

文正元年（1467）～応仁 2年（1468）
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応仁 02 4 0 26 14680527 大和 奈良ハ大霰下、草以下皆以打枯云々…（27日条）麻并自余
草共、皆以引枯了、希代事也、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-2　

応仁 02 4 0 28 14680529 京都 此間、旱魃、頗及難儀云々、 後法興院政家記 大日本史料 8-2　
応仁 02 6 0 27 14680725 山城 勧修寺ニテ、雨コヒ仕候也、 山科家礼記 1 史料纂集
応仁 02 7 0 0 14680729 紀伊 熊野大洪水、王子ノ社流、 熊野年代記 印影本
応仁 02 7 0 0 14680729 京都 洪水、 和漢合符 後鑑 214

応仁 02 7 0 20 14680817 陸奥 大風、洪水、 加納年代記 石巻の歴史 1

応仁 02 7 0 20 14680817 山城 以外洪水、 後法興院家記 大日本史料 8-1
応仁 02 7 0 20 14680817 山城 終日大雨、 碧山日録 大日本史料 8-1
応仁 02 7 0 20 14680817 山城 大水、大風、 仮名年代記 大日本史料 8-1
応仁 02 7 0 20 14680817 山城 洪水、大風、 和漢合運図 大日本史料 8-1
応仁 02 7 0 20 14680817 会津 大風雨、洪水、 異本塔寺長帳 日本の気象史料
応仁 02 7 0 20 14680817 山城 大雨々水事外出候、御所中方々在之、 山科家礼記 2 史料纂集
応仁 02 7 0 26 14680823 京都 大風、洪水、 続史愚抄中篇 39 新訂増補国史大系
応仁 02 8 0 0 14680827 備中 当年八月ニ大風吹候て、畠物そんし候由申候、 東寺百合文書 大日本史料 8-2
応仁 02 8 0 0 14680827 北海 松前年代記曰、是歳、春、夏大風、飢饉、人死者人多矣、新撰北海道誌 日本の気象史料

応仁 02 8 0 4 14680830 鎌倉 寿福寺十三重塔倒、同夜大風、極楽寺十三重塔顚倒、捴所々仏寺、神社、民屋以下、破損不知数、 鎌倉大日記 大日本史料 8-2

応仁 02 8 0 4 14680830 大和 自大和辺、大雨風、希代迷惑者也、 尋尊大僧正記 大日本史料 8-2

応仁 02 8 0 4 14680830 伊勢 大風あり、内宮大庭の老樹顚倒して、扇屋館三宇を壊し、参詣者一人圧死（氏経神事記、神朝遺文）、 宇治山田市史 日本の気象史料

応仁 02 8 0 4 14680830 相模 大風、相州極楽寺十三重塔倒、 異本塔寺長帳 大日本史料 8-2
応仁 02 10 0 5 14681029 大和 若槻庄、当年損免事、昨日仰昌懐方了、 尋尊大僧正記 50 大乗院寺社雑事記 4
応仁 02 10 0 7 14681031 大和 諸庄百姓等烈参、当年反銭事、… 尋尊大僧正記 50 大乗院寺社雑事記 4
応仁 02 10 1 13 14681206 大和 今日、辻子風吹了、 尋尊大僧正記 50 大乗院寺社雑事記 4

応仁 02 10 1 15 14681208 京都 午而雨雹、 碧山日録 日本の気象史料
応仁 02 10 1 21 14681214 大和 当年、若槻庄損免、四十二石分給之了、去月落居者也、 尋尊大僧正記 50 大乗院寺社雑事記 4

応仁 02 11 0 11 14690102 大和 新木庄、当年損免事、十分一給之了、巨細奉行ニ仰付之、尋尊大僧正記 50 大乗院寺社雑事記 4

応仁 02 11 0 12 14690103 備中
［新見庄三職連署申状］一、当年八月ニ、大風吹候て、畠
物そんし候由申候、／一、うるしの事も、同風ニあい候
由申候、

東寺百合文書ｻ
354

岡山県史 20-870

応仁 02 11 0 12 14690103 備中
［新見庄奥、里村百姓等申状］一、風ふき候間、畠けの事、
更ニそんまうにて候、一、うるしともニ、風ニより候て、
なく候、しやうしもかき出候まゝ、沙汰申へく候、御ふ
ちあるへく候、

東寺百合文書ｻ
355

岡山県史 20-872

応仁 02 12 0 7 14690128 大和 横田庄、沙汰人事、専阿ミ仁仰付之、今日為損免、上洛了、就反銭事、先沙汰人致緩怠之故、改之了、…
尋尊大僧正記
50

大乗院寺社雑事記
4

応仁 02 12 0 7 14690128 大和 楊本損免事申入、不可叶旨仰了、／新木庄神人下之、三人、出雲庄追加三人、
尋尊大僧正記
50

大乗院寺社雑事記
4

応仁 02 12 0 19 14690209 備中

［新見三職連署注進状］（年次は推定）…一、当年大水出
候つる間、河成共かたく申候つる、地頭方ハやかてやか
て見被及候て、ふち候、此方色々申つれとも、色々申候て、
…かんそん、すいそんのやうに、かくしかくしに、ふち
おも仕候て、なかきなかれニ立候ハぬやうに、れうけん
とも可仕候、

東寺百合文書
え 148

岡山県史 20-1338

応仁 03 0 0 0 14690221 大和 新木庄、五十二石七斗六升御米、損免給、多小（少）事、／…文明元丑  十三石、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

応仁 03 4 0 1 14690521 京都 京都、去朔日大風云々、天狗所行歟、此外希代事共在之云々、（9日条）
尋尊大僧正記
51

大乗院寺社雑事記
4

応仁 03 4 0 8 14690528 山城 夜大風吹了、東方ノ高セイロウ吹破了、 見聞雑記 大日本史料 8-2
応仁 03 4 0 8 14690528 山城 東方高矢倉二＜公方／薬師寺与一＞吹崩了、（9日条 ) 尋尊大僧正記 51 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 4 0 28 14690617 改元 依兵革、 続史愚抄 古事類苑 1

文明 01 5 0 5 14690623 大和 自昨日、雨下、自日中晴了、庭大水也、… 尋尊大僧正記 51 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 5 0 7 14690625 大和 今日、依雨下、小五月無之、… 尋尊大僧正記 51 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 5 0 18 14690706 大和 尺度庄、御米損免事、去年分、今日落居也、百姓等緩怠、中々不及是非、八石分給之了、… 尋尊大僧正記 51 大乗院寺社雑事記 4

応仁 2年（1468）～文明元年（1469）
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文明 01 7 0 1 14690817 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 52 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 7 0 3 14690819 大和 東北院大松、先日大風ニ、吹切云々、為事実者、無念事也、尋尊大僧正記 52 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 8 0 0 14690915 山城 洪水、家舎、人畜、流失、 和漢合符 大日本史料 8-2
文明 01 8 0 0 14690915 近畿 大和、伊勢、霖雨、暴風、 史料綜覧 日本の気象史料
文明 01 8 0 0 14690915 山城 洪水、人畜、舎宅、流失、 続本朝通鑑 日本の気象史料
文明 01 8 0 0 14690915 北海 夏疫病盛行、且ツ屡大風アリ、秋大飢、民夷多ク死ス、 松前家記 松前町史史料編 1

文明 01 8 0 4 14690918 上野 大風吹、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
文明 01 8 0 8 14690922 大和 甚雨連日、雨以外事也、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-2

文明 01 8 0 11 14690925 世間 以外大風也、為世上珍事云々…但晩稲ニ少当歟云々、此風、田舎ハ不吹由、風聞、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-2

文明 01 8 0 11 14690925 大和 今日、大風以外、所々損亡也、 尋尊大僧正記 52 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 8 0 11 14690925 伊勢 洪水…四壁垣等推流、 一袮宜氏経神
事記 大日本史料 8-2

文明 01 8 0 27 14691011 世間 連日雨、洪水以外事也云々、既及廿日不止、為世上珍事也、経覚私要抄 6 大日本史料 8-2

文明 01 8 0 30 14691014 畿内 凡此三十余日…所々洪水、当国既如此、況河州、摂州事、可思遣、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-2

文明 01 9 0 0 14691015 備中（新見庄で）東寺より外ハ地頭ニもち申ましく候と、大かねおつき、土一きお引ならし…
備中新見庄史
料

備中国新見庄史料
339

文明 01 9 0 18 14691101 世間
尺度庄、損免申入之、六石五斗分、可有之由仰之、自去
月廿二日、連日雨、為世間珍事云々、在々所々、水損以
外也、所々山峯崩落云々、三笠山頭崩了、希代事也、

尋尊大僧正記
補遺 6

大乗院寺社雑事記
12

文明 01 9 0 21 14691104 山城 一、御燈田損亡之事、致披露之処、段別五升宛可被遣之由、衆儀畢（廿一口方評定引付）、
東寺百合文書
天地 37

土一揆史料集成

文明 01 10 0 24 14691206 大和 結崎南以下名主参申、当年損免事申入之、水損之旨申入之、尋尊大僧正記 53 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 11 0 2 14691214 大和 羽津里井庄、当年損免二石分給之了、 尋尊大僧正記 53 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 11 0 9 14691221 大和 若槻庄、百十六石余之内、免三十九石給之、＜此外弥九郎名別ニ給之＞、当年公方御米九石在之云々、 尋尊大僧正記 53 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 11 0 9 14691221 大和 大市庄用米事、名主百姓等歎申入旨、下司普賢堂申入之、不可然之由、厳蜜ニ可仰返事旨、加下知了、 尋尊大僧正記 53 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 11 0 28 14700109 大和 倉庄、佃十八石五斗内五石分、免給之、仍徳本（米）十三石五斗、 尋尊大僧正記 53 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 11 0 30 14700111 大和 横田庄、八十四石御米之内、三十二石分、免之了、＜仍定米五十二石、此内反銭并給人支配、残分七石一斗公方＞ 尋尊大僧正記 53 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 12 0 12 14700123 大和 番条庄、御用米事、半分可沙汰旨、沙汰人・百姓等申入之、不可叶旨仰了、 尋尊大僧正記 53 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 12 0 25 14700205 大和 狭竹庄、損免事、昨日落居、半分定請申、諸公事物ハ三分一可沙汰云々、 尋尊大僧正記 53 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 12 0 26 14700206 大和
新木庄、当年損免、十六石余給之、此内二石御米方、六
斗定使方、去年ハ十六石八斗五升、其内三石御米方、七
斗定使方、

尋尊大僧正記 53 大乗院寺社雑事記 4

文明 01 12 0 27 14700207 讃岐

寺務領讃岐国藤原庄、年貢四貫文到来＜請人新開也＞
云々、此間ハ五貫文到来也、上庄・下庄トヤラン、水論
事出来、仍当年分百疋減少云々、不得其意事也、惣而当
庄ハ、於寺領者、無双大庄也、七十七丁百三十歩、此内
十八丁三反六十歩、色々ニ除之、

尋尊大僧正記 53 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 0 0 0 14700211 大和 新木庄、五十二石七斗六升御米損免給、多小（少）事、／…同（文明）二年  十一石、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 02 2 0 11 14700322 大和 依雨下、今日猿楽不召之、日中以後天晴、於大門并社頭在之云々、… 尋尊大僧正記 54 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 4 0 3 14700512 越前 去年、坪江下向仕丁武友召之、…去年事外水損、寺門分所出□（猶）以不足歟、可注進云々、算用状未到来云々、… 尋尊大僧正記 55 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 4 0 7 14700516 大和 今日参社、依大雨、延引之、 尋尊大僧正記 55 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 4 0 16 14700525 大和 去日五日、自天土降云々、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4
文明 02 4 0 17 14700526 大和 夕立、氷下、 尋尊大僧正記 55 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 4 0 17 14700526 大和 氷降、 大乗院日記目
録 3

大乗院寺社雑事記
12

文明 02 5 0 0 14700609 伊勢 一鳥居砌ニ一橋ヲ懸、去五月、洪水ニ流失… 一袮宜氏経神
事記 大日本史料 8-4

文明元年（1469）～文明 2年（1470）
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文明 02 5 0 8 14700616 大和 今夜、終夜大雨下了、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4

文明 02 5 0 8 14700616 大和 夜大雨ふりて、大洪水、 東大寺法花堂
要録 日本の気象史料

文明 02 5 0 9 14700617 大和 依大雨下、土橋之石倉破損了、 尋尊大僧正記 55 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 5 0 9 14700617 大和 岩井河、大（水）出之間、人通無之云々、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4　
文明 02 5 0 9 14700617 大和 洪水、 東院年中行事記 大日本史料 8-4　

文明 02 5 0 9 14700618 大和 依大水、山城路次不叶云々、昨日（９日）大雨也、槻木坂・山寺辺崩了、大木共顚倒了、
尋尊大僧正記
55

大乗院寺社雑事記
4

文明 02 5 0 10 14700618 大和 鳥見大乗経田之百姓来、依洪水、田崩之由注進之、 東院年中行事記 大日本史料 8-4

文明 02 5 0 12 14700620 大和 一乗院御領佐保田、今度大水ニ、田地等、成川了、二丁余云々、
尋尊大僧正記
55

大乗院寺社雑事記
4

文明 02 5 0 14 14700622 大和 安明寺百姓来、下地依洪水、損云々、 東院年中行事記 大日本史料 8-4

文明 02 5 0 15 14700623 大和 新免田奥方分、水損之由注進之、可及力分、如元可致其沙汰之由、仰返事了、新免田之東之堤、切了云々、
尋尊大僧正記
55

大乗院寺社雑事記
4

文明 02 5 0 16 14700624 大和 夜又大雨、洪水にて、田地多く損す、 東大寺法花堂
要録 日本の気象史料

文明 02 5 0 18 14700626 大和 近日、依大雨下、在々所々山共崩了、眉間寺長老坊破損、僧一人入滅了、菩提山所々坊共破損了、
尋尊大僧正記
55

大乗院寺社雑事記
4

文明 02 5 0 18 14700626 大和 諸方洪水云々、 東院年中行事記 大日本史料 8-4
文明 02 5 0 19 14700627 大和 鳥見百姓来、度々洪水、田損云々、 東院年中行事記 大日本史料 8-4
文明 02 5 0 22 14700630 大和 今度、大水以外、信貴山平坊二、三宇崩云々、 尋尊大僧正記 55 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 6 0 0 14700708 近江
［菅浦惣庄前田作徳分定書　菅浦惣庄乙名共］（端裏書）「ま
ゑ田内徳をきふミ」まゑ田之内徳之事／旱水ニよんて、土
田之時者、七斗の内徳あるへからす候、雖然、熟年之時者、
不可有相違候、仍惣庄として定処如件、

菅浦文書 351 菅浦文書

文明 02 6 0 15 14700722 大和

小吉田庄百姓等、先日言上、今度大水ニ、当庄損了、可
被立見使云々、自当庄御米等、如形も不致其沙汰、大略
立野御給分也、可申子細有之者、可申立野方也、更以此
方ニ不可申入事也、如形公事物等事ハ、是又更以不可依
水損事也、可有御免様、無之旨仰了、

尋尊大僧正記
55

大乗院寺社雑事記
4

文明 02 6 0 29 14700805 大和 雨下、豊年云々、 尋尊大僧正記 55 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 8 0 4 14700908 大和 簀子橋石籠、去夏大水ニ、破損了、為修理、御領内之者共召之、…今日日中より始之、 尋尊大僧正記 56 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 8 0 16 14700920 備中
［新見庄田所金子衡氏注進状］（年次は推定）…又当年夏
麦里村計少つゝ納候…おく村ハ当年大雪ニしミうせ候て、
一かうなきよし申候て不納候、

東寺百合文書ｻ
324

岡山県史 20-851

文明 02 9 0 1 14701004 大和 禅公加行大廻也、依雨下、同学賢英擬講為代官、為草木、吉雨云々、
尋尊大僧正記
56

大乗院寺社雑事記 4

文明 02 9 0 1 14701004 大和 今日、馬場院縄棟也、雨下間、且如何、 尋尊大僧正記 56 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 9 0 29 14701101 大和 若槻庄、損免申入之、不可然之旨、仰之了、 尋尊大僧正記 56 大乗院寺社雑事記 4

文明 02 10 0 3 14701104 京都 亥刻許、雷鳴大雨下、暫相国寺塔婆…為雷火焼失、希代之不思議也、 親長記 後鑑 216

文明 02 10 0 3 14701104 京都 去三日夜、相国寺大塔炎上必定、見物云々、雷火也、希代仏法滅亡至也、四日京都大焼亡云々、（14日条）
尋尊大僧正記
57

大乗院寺社雑事記
5

文明 02 10 0 4 14701105 山城 過夜＜子剋＞、相国寺塔焼上、依落雷火、焼亡之段、其沙汰在之、 山科家礼記 2 史料纂集

文明 02 10 0 29 14701130 山城 過夜大雪、今日猶雪、 山科家礼記 2 史料纂集

文明 02 11 0 29 14701230 大和
横田庄、損免事、百姓等申入之、沙汰人逐電故、下司・
代官相加テ、百姓参申、十石分可給之旨仰付之了、就中、
去年未進、可致其沙汰之由、仰付之了、

尋尊大僧正記
57

大乗院寺社雑事記 5

文明 02 12 0 2 14710102 大和 若槻庄免、二十八石分給之、 尋尊大僧正記 57 大乗院寺社雑事記 5

文明 02 12 0 15 14710115 大和

狭竹庄、去年免徳米事、／給主方／十石徳 免十石七斗／
諸公事／三分二免 三分一徳…／御米方／六石徳 五石一斗
免 以上依南方乱未取納…／当年＜寅＞免・徳事／十一石
九斗徳 八石八斗免 諸公事如去年也、／以上、見使舜信注
進也、

尋尊大僧正記 57 大乗院寺社雑事記 5

文明 02 12 0 15 14710115 大和 横田庄、損免事、八十四石之内、二十四石給之了、… 尋尊大僧正記 57 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 0 0 0 14710130 天下 天下未疹、人多死、清水兵火、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文明 2年（1470）～文明 3年（1471）
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文明 03 0 0 0 14710130 北海 北海道、疫疾大行、 北海道志 日本災異志
文明 03 0 0 0 14710130 京都 京都、疱瘡流行、 親長卿記 1 日本災異志
文明 03 0 0 0 14710130 上野 今年、麻疹ハヤリ、人多死、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
文明 03 0 0 0 14710130 天下 天下麻疹（ハシカ）、人多死、 加納年代記 石巻の歴史 1

文明 03 0 0 0 14710130 天下 天下赤疹、人多死、 和漢合図 大日本史料 8-4
文明 03 0 0 0 14710130 天下 今年、天下多病、赤疹而死者、然山徒無変、 密宗年表 大日本史料 8-4
文明 03 0 0 0 14710130 大和 春（秋ノ誤リ）亦（赤）疹流行、多死者、為之読法華経千部、越智家譜伝 大日本史料 8-4
文明 03 0 0 0 14710130 北海 是歳夷乱、疫疾、風災、飢饉、人夷死亡者多矣、 福山秘府年歴部 松前年代記

文明 03 0 0 0 14710130 天下 この年、天下赤疹流行、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

文明 03 0 0 0 14710130 大和 新木庄、五十二石七斗六升御米損免給、多小（少）事、／…同（文明）三年　十四石、
尋尊大僧正記
65

大乗院寺社雑事記
5

文明 03 2 0 0 14710301 大和 二月ヨリ、赤疹ハヤリ、人多死ス、 筒井家記 後鑑 217

文明 03 7 0 9 14710804 京都 近日、炎旱過法、 親長卿記 1 増補史料大成 41

文明 03 7 0 10 14710805 京都 頃日、炎旱＜自五月三十日、不雨歟＞ 続史愚抄中篇 39 新訂増補国史大系

文明 03 7 0 14 14710809 大和 烏丸弁季光他界…武者小路息他界、大略餓死云々、烏丸大納言息女入滅、 尋尊大僧正記 59
大乗院寺社雑事記
5

文明 03 7 0 16 14710811 大和 自一昨日（16日）、於西室、請雨三十頌在之、学侶・六方
沙汰也、（18日条） 尋尊大僧正記 59

大乗院寺社雑事記
5

文明 03 7 0 20 14710815 大和 炎旱勝事云々、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4
文明 03 7 0 21 14710816 大和 三十頌、至今日、六ケ日云々、小雨下、 尋尊大僧正記 59 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 7 0 22 14710817 大和 於八島、ヲトリ在之、雨乞云々、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4
文明 03 7 0 23 14710818 大和 今日、於八島、ヲトリ念仏在之、是モ雨乞、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4　
文明 03 8 0 4 14710828 大和 南北郷人、雨乞相舞、立願云々、近日、請雨法会修之、 尋尊大僧正記 59 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 8 0 5 14710829 大和 雨請三方入、今日始之、 尋尊大僧正記 59 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 8 0 6 14710830 京都
頃日、送疱瘡疫神、民間訛言、疫神現尼形於所々云、＜或
作麻疹、疫神云、若疱瘡、麻疹、雨流布歟、親長卿記／
宗賢卿記＞、七日、為送流行疫神、作風流山、成囃物＜地
下人結構之＞至于御霊社、如祇園会、

続史愚抄 編年差別史 4

文明 03 8 0 7 14710831 大和 自旦、雨下風吹、及日中、大風吹了、所々舎屋破損云々、経覚私要抄 6 大日本史料 8-4
文明 03 8 0 8 14710901 大和 今日、風以外大風也、下所吹破了、南都ハ殊大風也、云々 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4
文明 03 8 0 8 14710901 京都 風雨甚、 親長卿記 1 日本の気象史料

文明 03 8 0 8 14710901 大和 雨下・大風／千若丸為神事罷出了、…大風、大雨時分、退出、迷惑察遣了、 尋尊大僧正記 59 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 8 0 11 14710904 世間 近日、世間流（布脱ｶ）波志賀、所労気歟云々、 尋尊大僧正記 59 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 8 0 12 14710905 大和 今日、流布所労＜ハシカ腹等＞令倍増、老若多令逝去之間、為静之、有薬師図絵、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4

文明 03 8 0 14 14710907 大和
長谷ニハ、二百人計、依此所労、逝去云々、又竜田ニハ、
尩弱里也ト云トモ、百余人死去云々、先代未聞事歟、奈
良中ニハ老若六百人計不覚云々、

経覚私要抄 6 大日本史料 8-4

文明 03 8 0 16 14710909 大和 今秋、赤痢之流布、無分尊卑、近日、蒼生之病患、不論花夷者歟、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4

文明 03 8 0 25 14710918 世間 世間流布、赤疹御祈也、 宗賢卿記 大日本史料 8-4
文明 03 8 0 25 14710918 大和 昨日（25日）八嶋一会行之、為祈雨、毎度儀也云々、 尋尊大僧正記 59 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 8 0 30 14710923 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 59 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 8 0 30 14710923 京都 被仰止雨御祈事、於賀茂・貴布袮等社、 続史愚抄中篇 39 新訂増補国史大系
文明 03 8 1 1 14710924 京都 止雨御祈、 親長卿記 1 日本凶荒史考
文明 03 8 1 2 14710925 世間 世上、サカ、赤痢、ハウサウ共、以猶珍事、人多以死去云々、経覚私要抄 6 大日本史料 8-4
文明 03 8 1 2 14710925 京都 雨下、如霖雨、土民等不及稲苅安然云々、仍万民愁傷云々、親長卿記 1 増補史料大成 41

文明 03 8 1 3 14710926 大和 去月比、炎旱過法之間、祈雨事、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4
文明 03 8 1 3 14710926 大和 当年、炎旱、老若粉骨之由、被聞食及候、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4
文明 03 8 1 4 14710927 大和 古市、朔日よりハシカ所労、陣中迷惑云々、 尋尊大僧正記 大日本史料 8-4

文明 03 8 1 6 14710929 京都 称送疱瘡之悪神之由＜珍尼公出来之由、児女士称之、不可説＞所々有囃物、毎日事也、 親長卿記１ 増補史料大成 41

文明 3年（1471）
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文明 03 8 1 6 14710929 京都 頃日、送疱瘡疫神、民間訛言、疫神現尼形於所々云＜或作、麻疹、疫神疱瘡、麻疹、雨流布歟＞、
続史愚抄中篇
39

新訂増補国史大系

文明 03 8 1 7 14710930 京都 今日、号送赤疹、構中之地下人等、取別結構之風流囃物、作山等有之… 宗賢卿記 大日本史料 8-4

文明 03 8 1 7 14710930 京都
今日、町送疱瘡之悪神、有囃物、室町殿御前、北小路殿
御前等、可渡之、或仁、構桟敷招請之間、罷向之見物、
不相応也、種々有囃物、

親長卿記１ 増補史料大成 41

文明 03 8 1 8 14711001 大和 於極楽坊、万陁ラ堂百万反初之、今度、腹・ハシカノ所労、死去者、不知其数、彼訪且又為祈禱云々、
大乗院寺社雑
事記 元興寺編年史料中

文明 03 8 1 9 14711002 大和 去月、就赤腹之所労、七大寺御祈禱事、綸旨被成之、… 尋尊大僧正記 59 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 8 1 9 14711002 大和 雨乞、立願歟、… 尋尊大僧正記 59 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 8 1 26 14711019 京都 近日、号送赤疹＜ハシカ云々＞、構中町々、有囃物以下風流等、毎夕有之、 宗賢卿記 大日本史料 8-4　

文明 03 9 0 12 14711103 薩摩 向島黒神村燃出、人民多死、 前編旧記雑録 大日本史料 8-4　

文明 03 10 0 4 14711124 大和 為狭竹庄損免使者、倉庄・服庄伝馬召之、延引之間、先以返遣了、… 尋尊大僧正記 60 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 10 0 11 14711201 大和 若槻庄、損免事、卅五石分、猶以不足之由、百姓参申云々、以外事也、去年ハ廿九石給之了、 尋尊大僧正記 61 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 10 0 22 14711212 大和 羽津里井庄、当年損免、五石分給之了、 尋尊大僧正記 60 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 11 0 3 14711223 大和 諸庄反銭事、未進共巨多之間、今日御房中集会相催之、… 尋尊大僧正記 60 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 11 0 5 14711225 大和 出雲庄、去年分御米損免、当年治定、今日、支配状下行之、… 尋尊大僧正記 60 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 11 0 22 14720111 大和 新木庄、去年五十余石御米之内、御免分十石給之了、／当年御免分十五石給之了、 尋尊大僧正記 60 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 11 0 22 14720111 大和 依昨日、大雪、今日、御加行御出之路次、難治也、 尋尊大僧正記 61 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 11 0 30 14720119 大和 若槻庄、当年損免、四十四石分給之、昌懐色々計略取申入故也、 尋尊大僧正記 60 大乗院寺社雑事記 5

文明 03 12 0 8 14720127 大和 去年分狭竹庄年貢事、於南前者、可為半分、半分ハ御免也、／当年分、悉以一庄如元、… 尋尊大僧正記 60 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 0 0 0 14720218 京都 飢饉、水災、
親長記 . 分類
本朝年代記 .塔
寺長帳

日本災異志

文明 04 0 0 0 14720218 駿河 同四年壬辰、同五年癸己年、日損、水損ニ而皆損、 大平年代記 沼津資料集成 8

文明 04 0 0 0 14720218 天下 天下大旱、飢死、 和漢合運図 大日本史料 8-5
文明 04 0 0 0 14720218 日本 文明四年、五年、旱魃、日本国中餓死者、不可勝計云々、本土寺過去帳 大日本史料 8-5
文明 04 0 0 0 14720218 常陸 此年飢饉、 東州雑記 佐竹家旧記 6

文明 04 0 0 0 14720218 天下（弘前）天下飢饉、足利義政公代、 日記 八木橋文庫
文明 04 0 0 0 14720218 甲斐 日照、飢渇、 王代記 山梨県史資料編 6

文明 04 0 0 0 14720218 鎌倉 大旱魃、 鎌倉大日記 加能史料戦国 1

文明 04 0 0 0 14720218 大和 当年、依炎旱之由、無沙汰之間、不及始行、定請之間、無其謂、尚々可催促也、
大乗院日記目
録 3

大乗院寺社雑事記
12

文明 04 1 0 0 14720218 京都 大旱、禾稼皆枯、 親長記 . 分類
年代記 日本災異志

文明 04 2 0 9 14720327 大和 大雪下、 尋尊大僧正記 62 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 2 0 12 14720330 山城
京都・山城以下、ヤせ侍共一党、号足白、如土民之蜂起、
令一同、是近来土民等、号足軽、任雅意故、如此儀云々、
所詮、亡国之因縁、不可過之、

尋尊大僧正記 62 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 4 0 0 14720517 上野 今年四、五月ヨリ、雨少シモ不降、大旱魃、五穀括諸、大飢饉、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

文明 04 4 0 0 14720517 日本 翌年にかけて旱魃、日本国中餓死多数、 本土寺過去帳 中世東国災害史略
年表

文明 04 4 0 22 14720607 大和 近日、炎旱過法間、最勝図絵可沙汰候、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-5
文明 04 4 0 22 14720607 大和 雨乞在之云々、日照珍事也、至明日、三ケ日、三十頌在之、尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 4 0 23 14720608 大和 就炎旱儀、最勝図絵可被沙汰候、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-4
文明 04 4 0 25 14720610 大和 雨下如形／六方祈雨三方入云々、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 4 0 27 14720612 大和 祈雨之相舞、可有之旨、衆中加下知之処、又此大儀出来也、郷民迷惑、不及是非云々、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 3年（1471）～文明 4年（1472）
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文明 04 4 0 28 14720613 山城 掃除方永地買得田地、徳政可遣由申、年貢不進間、別方之次年貢押被取物也（廿一口方評定引付）、
東寺百合文書
く 26

土一揆史料集成

文明 04 4 0 29 14720614 大和 近日、請雨祈禱在之、作毛一向不叶者也、希有事也、 大乗院日記目
録 3

大乗院寺社雑事記
12

文明 04 5 0 0 14720616 大和 依炎旱、凶歳之儀…宜奉祈田畝豊熟、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-5
文明 04 5 0 1 14720616 京都 晴、炎旱、土民愁傷云々、 親長卿記 1 増補史料大成 41

文明 04 5 0 1 14720616 京都 頃日、炎旱＜自二月廿七日不雨歟、不記＞ 続史愚抄中篇 39 新訂増補国史大系

文明 04 5 0 9 14720624 大和 自今日、五ケ日内、雨下者、重而最勝図絵可有之由、学侶立願云々、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 5 0 10 14720625 大和 自今日三ケ日、祈雨大般若、於西室読誦云々、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 5 0 11 14720626 大和 衆徒於大湯屋、蜂起集会在之、筒井律師率人勢罷上、祈雨相舞頭事云々、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 5 0 13 14720628 大和 祈雨百座仁王講、於講堂修之云々、三ケ日云々、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 5 0 14 14720629 大和 夕大雨下、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 5 0 19 14720704 大和 至今日、三ケ日、西室群参論在之、祈雨、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 5 0 23 14720708 近江 下社頭ニて仁王講、雨こいなり、 重胤記 大日本史料 8-5
文明 04 5 0 23 14720708 山城 三たうの面々、下社頭ニて仁王講、雨こいなり、 山科家礼記 2 史料纂集
文明 04 5 0 26 14720711 山城 晴、所々日テリ、田地迷惑之由也、／…水論候歟、 山科家礼記 2 史料纂集
文明 04 5 0 29 14720714 京都 近日、炎旱以外也、祈雨奉幣事、元長可申沙汰云々、 親長卿記 1 増補史料大成 41

文明 04 5 0 29 14720714 大和 五月、六月、以外の大炎旱也、なら田うへす、 東大寺法花堂
要録 旱魃霖雨史料

文明 04 6 0 0 14720715 大和 二月ヨリ六月マデ、炎旱、 二条寺主家記 大日本史料 8-5

文明 04 6 0 0 14720715 会津 正月ヨリ六月迄、雨不降、大旱、諸作毛、草木迄焼枯、大飢饉、 異本塔寺長帳 大日本史料 8-5

文明 04 6 0 0 14720715 京都 自正月不雨迄是、禾稼皆枯（長牒日記）、 野史 日本の気象史料
文明 04 6 0 2 14720716 大和 自昨日（2日）、百座仁王講修之、祈雨也、於講堂云々、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 3 14720717 大和 今日、於一乗院、祈雨大般若在之、門徒・良家衆共参懃云々、尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 5 14720719 京都 自去月十五日、不雨、因此日、可被行祈雨奉幣、 続史愚抄中篇 39 新訂増補国史大系
文明 04 6 0 7 14720721 大和 小雨下如形、夕方大雨、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 7 14720722 大和 雨下、（12日迄連日） 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 14 14720728 大和 雨下／若槻庄日次瓜事、寄事於炎旱、無沙汰之間、明後日十六日、可付使之由、仰遣昌懐方了、… 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 15 14720729 大和 南北郷民等、南円堂三万度、沙汰之、祈雨立願也、自衆中申付之、郷人直垂等云々、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 15 14720729 大和 雨下、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 15 14720729 大和 楢原与玉手、水相論事出来、越智・十市罷出、無為云々、尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 15 14720729 大和 井戸萩別（所脱ｶ）水相論事、同無為云々、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 15 14720729 大和 祈雨立願也、自去七日、連日大雨下故也、 大乗院日記目
録 3

大乗院寺社雑事記
12

文明 04 6 0 17 14720731 武蔵 旱魃、大雨降、 年代記配合抄 内閣文庫
文明 04 6 0 17 14720731 京都 依炎旱、堺内無作毛之儀、無先規之由、 親長卿記 1 大日本史料 8-5　

文明 04 6 0 17 14720731 大和
去七日マテ、神殿庄ニ、両河用水給之了、其後、四十八
丁与畑森新庄、及相論子細在之、両方毎々申入之云々、
不事行最中、大雨下之間、不及是非之由、公文・目代相
語了、此両庄ハ不可及相論事也、

尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 19 14720802 大和
当年、法花会事、云炎旱、云明年撲揚講口数不足、旁以
難治子細、三十講論匠中、以使節、昨日申入之、則伺寺
家御意処、炎旱事不珍事也、…

尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 19 14720802 大和 夜雨下、 尋尊大僧正記 63 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 6 0 29 14720812 大和 若槻庄…炎旱之間、名主役不可叶旨、種々雖申入之、厳蜜ニ仰付之了、…
尋尊大僧正記
63

大乗院寺社雑事記
5

文明 04 7 0 0 14720814 和泉 村長治作之記に、文明四年大旱魃、きゝん、盗賊多し、七月ヨリ、三谷原人家、疫れい流行、男女死人多し、
日輪山清明寺
代々記 泉南市史史料編

文明 04 7 0 0 14720814 大和 龍蓋寺塔婆、去年（文明 4）七月、大風吹崩了、（文明 5.5.4条）尋尊大僧正記 67 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 7 0 3 14720816 陸奥 多田廟鳴動（ベウメイトウ）、大日照、 加納年代記 石巻の歴史 1

文明 4年（1472）
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文明 04 7 0 8 14720821 大和 陽明御所朝夕事、自西院庄、致其沙汰、不作之間、自当月欠如、 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 7 0 8 14720821 大和
西殿光臨、被相語、依炎旱、一乗院毎日雑事、自来月不可
懃仕旨、十二ケ条、御領申入之、仍自門跡可有下行分也、
炭事同不可有云々、…

尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 7 0 17 14720830 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 7 0 19 14720901 大和 西京郷民等、於薬師寺八幡宮手猿楽、祈雨立願云々、本寺衆少々、付衣ニテ見物云々、 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 7 0 20 14720902 大和 自亥剋、風烈吹号、増声次第吹増テ、此草庵上、大略吹破了、言語道断次第也、 経覚私要抄 6 大日本史料 8-5　

文明 04 7 0 20 14720902 大和 夜大風吹、住家をゝく損す、 東大寺法花堂
要録 日本の気象史料

文明 04 7 0 21 14720903 京都 今暁、自後夜之時分、大風起…当室倉并経蔵築地覆等吹損了、 東院年中行事 日本の気象史料

文明 04 7 0 21 14720903 山城 過夜、大風雨下、 山科家礼記 2 史料纂集

文明 04 7 0 21 14720903 大和

前夜、大風以外事也、当院在々所々吹破之了、御領内者
共、悉以召出之、／一言主社并拝殿、破損無形云々、大
杉二本令顚倒故也、大石動上云々、為寺門不吉、珍事云々、
…仏木倒了、…元興寺之新金堂顚倒、新仏破損了、御間
大杉・桧、六道以下木共伏倒云々、

尋尊大僧正記
64

大乗院寺社雑事記
5

文明 04 7 0 21 14720903 大和

夜前大風、一言主社并拝殿大杉顚倒之間、打破之、以外事、
如此例無之云々、…此外、在々所々破損、不及是非、社
頭大木共顚倒了、元興寺新金堂顚倒、本尊打破之、龍蓋
寺塔婆贔倒云々、為寺務不吉事也、但久女以下所々塔婆
贔倒云々、不限一所歟、

大乗院日記目
録 3

大乗院寺社雑事記
12

文明 04 7 0 24 14720906 大和 桧皮葺両人召之、障子上ノ南風故、破損故也、 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 8 0 0 14720912 佐渡 大旱に而、飢死人数、多く有之、 赤泊村誌 旱魃霖雨史料

文明 04 8 0 14 14720925 大和 曽我部庄、不作之由、百姓等歎申入之間、一臈所ニ召遣之、問答、四分一ニ請申入云々、 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 8 0 15 14720926 大和 新免田、損免事ニ、可被立見使云々、不可叶旨仰之、 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 8 0 20 14721001 越前
越前国注進、自松林院進之、…河口之内本庄・新郷・溝江・
新田、依炎旱、一向不作、自余郷半分計付毛云々、云炎旱、
云兵乱、旁以年貢等事思遣者也、不便々々、迷惑不可過之、

尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 8 0 25 14721006 大和 放光院念仏在之、依炎旱、日供無之、… 大乗院日記目
録 3

大乗院寺社雑事記
12

文明 04 8 0 26 14721007 大和 昨日、念仏日供、一乗院方無之、依炎旱、云々、… 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 8 0 30 14721011 大和 羽津里井庄、損免事、去年五石給之、其上ニ一石計、可給之由、昨日問答之了、御領無相違云々、 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 9 0 9 14721020 山城 坂本馬借蜂起、十禅師御殿、悉以焼失畢、随而浜悉以焼払之、清水以下帳本之間、如此、京衆迷惑、中々無是非云々、尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 9 0 16 14721027 大和 若槻庄事、以外干損云々、 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 9 0 25 14721105 大和 夜前、土民蜂起之間、寺住輩口々馳向、用構沙汰之云々、今日又土民寄来善勝寺口畢云々、六方若物少々馳向云々、尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 9 0 27 14721107 和泉 廿七日、廿八日大風雨ニ付、田宅とも大に荒るゝ、依之、明年南山ヨリ二千升、五十金御救を下し玉へり、
日輪山清明寺
代々記 泉南市史史料編

文明 04 9 0 28 14721108 大和
六方集会書状到来、当年御領内御反銭、可被懸催候哉之
由、及口遊候、事実候者、以外儀候、殊当年、炎旱過法候、
内外惣別窮困存外次第候処、如此御課役不可得之次第候…

尋尊大僧正記
64

大乗院寺社雑事記
5

文明 04 9 0 28 14721108 大和

横田庄、不作之由、申入之間、為検注、成舜勾田（当）差
遣之、…下司以下者、以哠文捧之、／敬白 天罰…／右子
細者、横田庄八十四石御米之下地事、当年依不作、上使
ヲタテラレ、御下地等御ケンチせラレ候上ハ、御米・サ
コク等之下地、コトヽヽクアカシ申ヘク候、（10月 1日条）

尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 9 0 29 14721109 大和 楊本庄損免事、…公方御米二十一石四斗七升四合四勺分、先以可皆済之由、仰付之了、
尋尊大僧正記
64

大乗院寺社雑事記
5

文明 04 9 0 29 14721109 大和 昨日風、瀧蔵社大松顚倒畢、非殊大風、 尋尊大僧正記 64 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 1 14721110 大和 就楊本庄、損免事、十市代官森本参申、条々問答、…文明四年辰、御米半分、公事半分免、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 1 14721110 大和 就土民蜂起、口々用構致其沙汰、郷民等召出之、… 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 4年（1472）
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文明 04 10 0 4 14721113 大和 横田庄検使成舜勾当参申、…御米八十四石、名田十八町注進之、大略不作、珍事、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 4 14721113 大和 大宅寺末吉名之内、尊藤分不作之由申入之、不可叶、可弁沙汰之由仰付了、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 5 14721114 大和 院入庄、炎旱、毛見使九郎次郎注進云、…合米六石二斗八升一合＜此内五石一斗三升八合引物＞、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 8 14721117 大和 土民蜂起、寄来般若寺辺云々、筒井種々致計略、不叶歟、如何、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 9 14721118 大和 横田庄、毛見帳以下、遣順宣方之処、不審子細有之歟云々、… 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 10 14721119 大和 当年事、寄事於炎旱、有限負所米事、不可有沙汰之由云々、此上者、社中名主等不及了簡、… 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 11 14721120 大和 正願院主殿、此数年破損、今日、風ニ顚倒之由、注進之、尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 12 14721121 大和 新木損免事、半分可被下之由、沙汰人令申云々、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 14 14721123 大和 土民蜂起事ニ、六方衆大安寺可発向之由云々、於大安寺、行徳政故云々、薬師寺并芝屋等、可発向之由云々、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 17 14721126 大和 昨日、為土民沙汰、薬師寺之勅使坊焼之云々、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 21 14721130 大和 倉庄、佃御米十石五斗免給之、八石徳米也、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 26 14721205 大和 自夜前、風雨／今暁大供始行、風雨之間、面向蔀以下、悉以下之、出入道計一間残之了、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 10 0 28 14721207 大和
出雲庄、当年損免等事、百廿石之内、十五石免、／
五十四石九斗二升荒田＜六丁八反余＞／四石八升七合定
荒…／同去年分支配事／廿三石損免 四十一石二斗荒田等
五丁一反半分／四石八升七合定荒分…

尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 11 0 8 14721217 大和 羽津里井、損免八石分給之、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 11 0 19 14721228 大和 本願御八講無之、渋谷年貢、依炎旱、無之故也、… 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 11 0 24 14730102 大和 倉庄佃、免十一石給之、得七石五斗、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 12 0 14 14730121 大和 新木庄、損免、二十石給之了、又三石如近来、 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 12 0 19 14730126 大和 去月十九日御忌日、依炎旱、渋谷方年貢無沙汰間、不行之、… 尋尊大僧正記 65 大乗院寺社雑事記 5

文明 04 12 0 25 14730201 播磨
評定曰、当年、鵤庄以外依為旱魃、水損等之大損亡、年
貢運上之儀、為最少事処、剰為預所無沙汰、至越年倉付
年貢以下無弁済之儀、有名無実之為躰、惣別之計無、前
代未聞之珍事也、

法隆寺伍師年
会衙記録 鵤荘資料 223

文明 05 0 0 0 14730207 甲斐 甲州大飢饉、餓死スル事無限、米ハ百三十文壱升、粟七十文、大麦六十文也、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文明 05 0 0 0 14730207 京都 大旱、 新撰和漢合図 大日本史料 8-7
文明 05 0 0 0 14730207 武蔵 春ノ比、万人餓死ス、 年代記配合抄 内閣文庫

文明 05 1 0 3 14730209 大和 依去年炎旱、渋谷三反方一粒無之間、本願御忌日深蜜八講内々如形行之了、有名無実者也、 尋尊大僧正記 66 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 1 0 16 14730222 大和 春日御田植也、田舎輩参詣、深雨也、為田作、吉事歟、先日大雪、以此雨消之了、自夜前雨下了、 尋尊大僧正記 66 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 1 0 16 14730222 大和 衆徒蜂起初也、深雨之間、各手笠也、… 尋尊大僧正記 66 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 1 0 29 14730307 大和 一乗院風呂在之、依炎干、悉以退転之間、毎晦日計、為佐宇田庄役在之外、自余無之云々、 尋尊大僧正記 66 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 4 0 19 14730524 大和 羽ツ里井庄、去年御米無沙汰之間、点札之処、三反方九斗致其沙汰了云々、… 尋尊大僧正記 67 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 5 0 7 14730611 世間 去月以来、疫癘以外、世間ニ倍増之間、為除病延命、薬師図絵供養在之、
東院年中行事
記抜書 大日本史料 8-6

文明 05 5 0 10 14730614 大和

七堂仏聖事、依炎旱退転、珍事由、学侶・六方等及其沙汰間、
…去年七月以来ハ、依炎旱、一向無足云々、／中旬十ケ
日ハ竹岡庄＜去年七月以来、依炎旱退転＞、／下旬十ケ
日ハ、長柄庄＜下司吐田廿六石ニ請定之、本ハ巨多云々、
依炎旱損免申入之云々、本米銭百計在所云々＞…依去年
炎旱、有名無実也、…

尋尊大僧正記 67 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 5 0 26 14730630 大和 今日、夕山ニ遣善賢、大川之間、罷帰了、希有大水也、…（22
日～ 26日雨下） 尋尊大僧正記 67 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 6 0 15 14730719 大和
新免田、先日、大水ニ迷惑之由、奥参申、仍堤事可沙汰、
一日ハ惣百姓罷出可沙汰、一日ハ地主年貢方可出入、一
日ハ自領主門跡可被仰付之云々、…

尋尊大僧正記 67 大乗院寺社雑事記 5

文明 4年（1472）～文明 5年（1473）
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文明 05 6 0 17 14730721 大和 矢田庄、番頭米来事…去年事ハ一段炎旱也、以二十石、可被閣之之由披露、… 尋尊大僧正記 67 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 7 0 4 14730807 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 68 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 7 0 9 14730812 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 68 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 7 0 11 14730814 大和 雨下／…法花寺奥参申、新免田堤事、来十七日ヨリ可築之云々、… 尋尊大僧正記 68 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 7 0 12 14730815 大和 日次瓜十合到来、沙汰人・百姓等罷上、種々雖歎申入、不可依去年炎旱之由、堅仰付之間、致其沙汰畢、… 尋尊大僧正記 68 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 8 0 18 14730919 大和 西大寺光明真言始之、依去年炎旱、衆僧等可為自食之由、兼日被相触之、… 尋尊大僧正記 68 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 8 0 19 14730920 大和 夕立、吉雨云々、 尋尊大僧正記 68 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 10 0 1 14731031 天下 当年事ハ天下満作、田畠十分ニアマル之間、依和市儀、料足成事、云百姓、云地主、迷惑之間、反銭事、難成者也、… 尋尊大僧正記 69 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 10 0 4 14731103 大和
若槻庄、損免事、昨日、沙汰人申入之、当年ハ不可得事也、
不（普）通満作時、廿一石、或廿三石分免給之云々、当年
事ハ百余年無之満作也云々、

尋尊大僧正記 69 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 11 0 7 14731205 大和 土民蜂起、奈良口以下ニ罷出、路次難儀云々、… 尋尊大僧正記 69 大乗院寺社雑事記 5

文明 05 11 0 24 14731222 大和 東御方御違例事、去七月一日辺より蒙気云々、自四日御ヲコリ（ワラハヤミ＝マラリヤ）、
大乗院寺社雑
事記 5-426

室町安土桃山時代
医学史の研究

文明 05 11 0 27 14731225 大和 競馬方下行物事、去年依炎旱、半分可下行之由、… 尋尊大僧正記 69 大乗院寺社雑事記 5

文明 06 0 0 0 14740127 上野 今年、大旱魃、稲不稔…信州善光寺炎上、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
文明 06 0 0 0 14740127 諸国 同六、七午未之両年ハ、諸国虫付ニ而、大違、 大平年代記 沼津資料集成 8

文明 06 4 0 9 14740504 大和 大雨、至日中、 尋尊大僧正記 71 大乗院寺社雑事記 5

文明 06 4 0 17 14740512 大和 夜前、大雨、 尋尊大僧正記 71 大乗院寺社雑事記 5

文明 06 5 0 3 14740527 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 71 大乗院寺社雑事記 5

文明 06 5 0 8 14740601 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 71 大乗院寺社雑事記 5

文明 06 5 0 28 14740621 大和 大雨下、（23日～ 29日、雨下） 尋尊大僧正記 71 大乗院寺社雑事記 5

文明 06 5 1 9 14740702 丹波

［室町幕府奉行人奉書 宝鏡寺殿雑掌宛］御料所丹波国箕濃
田保池尻村与御寺領八田七村、用水相論事、御飯米可及
欠怠之上者、先開井口、可通池尻村之用水之旨、可被下
知七村、於子細者、可有御糺明之間、召具百姓等、可被
参洛之由、被仰出者（候）也、仍執達如件、

蜷川家古文書 24
室町幕府文書集成
955

文明 06 5 1 13 14740706 能登
［能登惣持寺前住大養叟等三名連署諸岳・二ケ村惣持寺領
年貢置文写］諸岳・二ケ村（鳳至郡）寺領之年貢、或隠用、
或損免、故毎年納所不定、滅却是多矣、

加能越古文叢 24 加能史料戦国 1

文明 06 5 1 13 14740706 大和 夕大雨下、（6日～ 20日夕立・小雨・風） 尋尊大僧正記 71 大乗院寺社雑事記 5

文明 06 6 0 0 14740723 天下 天下、大雨、洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

文明 06 6 0 1 14740723 京都 近日、炎旱、万民愁傷云々、祈雨事可仰諸寺＜諸社触穢之間不可仰云々＞之由有仰、 親長卿記 1 増補史料大成 41

文明 06 6 0 7 14740729 大和 大雨下、（8日も大夕立） 尋尊大僧正記 71 大乗院寺社雑事記 5

文明 06 6 0 14 14740805 京都 今日、炎暑無比類、終日悩乱、無術之、 親長卿記 1 増補史料大成 41

文明 06 7 0 0 14740822 会津 大風雨、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

文明 06 7 0 2 14740823 大和 暁、大雨下、 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 7 0 8 14740829 大和 雨下、／此間祈雨在之、今日三方入、自兼七夕前後ニ必可下雨云々、 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 7 0 9 14740830 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 7 0 11 14740901 大和 南北郷民一万度、今日在之、今度立願雨下故也、 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 7 0 13 14740903 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 7 0 21 14740911 大和
羽津里井庄、当年炎旱之由注進、近日可被立検使之由、
百姓等烈参、五月比雨下、其後ハ当月雨下云々、昨日此
子細申入者也、

尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 8 0 8 14740928 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 8 0 9 14740929 京都 秋霖吹霽、朝日朗出、 実隆公記 1上 大日本史料 8-34
文明 06 8 0 27 14741017 大和 夜前大電、霰下、 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 5年（1473）～文明 6年（1474）
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文明 06 8 0 29 14741019 大和 雹、雨下、 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 9 0 21 14741109 大和 楊本庄、当年損免事、御米半分、公事半分給之了、… 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 9 0 25 14741113 大和 若槻庄、損免事、沙汰人申入分、去年分可給旨仰了、 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 9 0 25 14741113 大和 羽津里井、損免事、可被下半分之由申入之、 尋尊大僧正記 72 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 10 0 7 14741125 大和 若槻庄、当年損免事、四十石分給之了、百十六石余内、 尋尊大僧正記 73 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 10 0 23 14741211 大和 羽津里井、損免九石給之、 尋尊大僧正記 73 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 10 0 24 14741212 大和
楊本庄、大乗院御供米事、去年分半分未進也、…当年分
事ハ、門跡方事、半分也、損免申入之上者、御供米事モ、
半分可致其沙汰、…

尋尊大僧正記 73 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 11 0 3 14741220 大和 尺度庄、御米二十三石余之内、損免事、百姓ハ半分之由申入之、三分一可給之由仰了、不一決、 尋尊大僧正記 73 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 11 0 3 14741220 大和 横田庄、八十四石御米ハ、卅四石分、免給之了、 尋尊大僧正記 73 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 11 0 29 14750115 大和 新木庄、免十五石分給之、此外四石…合免方分十九石六斗余也、 尋尊大僧正記 73 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 12 0 3 14750119 大和 倉庄、佃十八石五斗之内、五石六斗免給之、 尋尊大僧正記 73 大乗院寺社雑事記 6

文明 06 12 0 15 14750131 大和
草川庄、諸公事物事、無沙汰可申損免云々、以外次第也、
河合庄同前申状也、不可叶之由、以定使仰遣之、可付使
之由仰之了、

尋尊大僧正記 73 大乗院寺社雑事記 6

文明 07 0 0 0 14750215 京都 疫疾流行、 年代記抄節 日本災異志
文明 07 0 0 0 14750215 世間 世上飢渇、人民多死、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
文明 07 0 0 0 14750215 諸国 上方播州尼崎大津浪、家多失、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

文明 07 2 0 18 14750403 大和 尺度庄、去年損免事、沙汰人申入之、返事ハ先以給人両人方十二石分皆済以後、可申之由仰了、
尋尊大僧正記
74

大乗院寺社雑事記
6

文明 07 2 0 19 14750404 京都 入夜、暴風吹雨、 実隆公記 1上 日本の気象史料
文明 07 2 0 19 14750404 京都 今夜、風雨頻、 親長卿記 1 日本の気象史料
文明 07 2 0 19 14750404 京都 今夜、暴風雨間、自北野旅所、有光飛于本社云、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系

文明 07 3 0 0 14750415 甲斐 大水出ル、甲州福貴不及申、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文明 07 3 0 20 14750504 京都 雨雹、 続史愚抄 日本の気象史料

文明 07 3 0 28 14750512 諸国 及晩大風＜如辻風＞吹起、雷鳴、民屋等吹損在所多之、希代之事也、遠近国又如此、諸国雹降云々、如玉云々、 親長卿記 1 大日本史料 8-8

文明 07 3 0 28 14750512 京都 申刻、大風俄吹、雨霰降、人屋多破損、希代事也、 長興宿禰記上 改定史籍集覧 24

文明 07 3 0 28 14750512 諸国 大風、発屋、雨雹、諸国凡同、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系

文明 07 4 0 7 14750520 大和
新免田、大水、見使善性勾当・寛円・木阿差遣之了、四坪・
五坪・十二坪・十三坪、此四町之内ヲ自東西エ大川切入
云々、此四丁ノ南ニ本川在之、十三坪ノ東方、去年堀キ
リ畢、又当年切入了、珍事、

尋尊大僧正記
75

大乗院寺社雑事記 6

文明 07 4 0 17 14750530 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 75 大乗院寺社雑事記 6

文明 07 5 0 26 14750708 京都
大水出、人三人斗（アマタ）ナカルヽト也、浜家共ウク斗
ニ水入也、上モ少々川近辺家共ナカルヽト也、山モクツレ、
坊ナトモクツレタルヨシ由（マヽ）沙汰也、無左故由人共
申、

言国卿記 1 史料纂集

文明 07 5 0 26 14750708 大和 大雨下、（19日～ 29日雨下） 尋尊大僧正記 75 大乗院寺社雑事記 6

文明 07 5 0 27 14750709 京都 甚雨下、処々洪水、近代無如此事云々、於所々損命者多云々、六月会、依洪水、登山不叶云々、 親長卿記 1 増補史料大成 41

文明 07 5 0 27 14750709 京都
大雨降、自暁天、甚雨降、午刻時分、洪水以外、賀茂河
水出来、陣中東西如大河、小河在家数十宇流失、人少々
流死、室町小路如何、禁中湛水、諸人家座敷悉流水、先
代未聞珍事也、

長興宿禰記上 改定史籍集覧 24

文明 07 5 0 27 14750709 京都 雨降、洪水過法、小川之民屋等、多以流失、漂死者甚多云々、可驚々々、 実隆公記 1上 続群刊行会

文明 07 5 0 27 14750709 大和 大雨下、六月節、自正月七日、至今日、当年中雨下事、卅七ケ度、
尋尊大僧正記
75

大乗院寺社雑事記
6

文明 07 5 0 27 14750709 京都
京師洪水＜自廿四日、雨不休云＞、東西陣中如大河、仮
皇居＜室町殿＞辺平地水二尺余、小川辺在家数十宇流亡、
有溺死者、近江山崩云、大水及諸国歟、

続史愚抄中篇
40

新訂増補国史大系

文明 07 5 0 27 14750709 近江 山門六月会延引、是行事弁参向、依洪水、未定故也、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系

文明 6年（1474）～文明 7年（1475）
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文明 07 5 0 29 14750711 京都 一昨日、洪水事有仰、御所中已二、三尺充満云々、 親長卿記 1 増補史料大成 41

文明 07 6 0 0 14750712 北海 夏、北海道飢疫、 年代記 日本震災凶饉攷
文明 07 6 0 6 14750717 会津 大風吹、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

文明 07 6 0 19 14750730 京都 祈雨奉幣、 実隆公記 1上 大日本史料 8-8
文明 07 7 0 6 14750816 大和 大夕立、 尋尊大僧正記 76 大乗院寺社雑事記 6

文明 07 7 0 28 14750907 大和

今日、南北郷祈雨一万度果之、自卯剋初之、仍自社頭、
至南円堂、郷々灯籠懸之、南市分灯籠、慶賀門ニ懸之、
＜幸郷沙汰也＞、藤鳥居ニ東中院郷分懸之云々、北市＜下
松＞、福智院郷＜菩提院四足＞／郷民共出立ハ思々ニ致
其沙汰、…

尋尊大僧正記 76 大乗院寺社雑事記 6

文明 07 8 0 0 14750910 京都 霖雨、洪水、往々家流人溺、 和漢合符 日本災異志
文明 07 8 0 1 14750910 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 76 大乗院寺社雑事記 6

文明 07 8 0 3 14750912 京都 自三日、至十五日、連雨不休、洪水、往々家流、人溺、 和漢合符 大日本史料 8-8
文明 07 8 0 6 14750915 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文明 07 8 0 6 14750915 摂津 摂州尼崎、大風浪ニ而、死亡数千人、 加納年代記 石巻の歴史 1

文明 07 8 0 6 14750915 畿内 近国、大風大浪、大和国一切不吹、希有事也、 大乗院日記目録 大日本史料 8-8

文明 07 8 0 6 14750915 畿内

京都大風、両陣破損無是非、山城下狛辺、猶以大風云々、
和泉堺、高塩打入、在家数千間、船数百艘、人民数百人、
被引大流、無跡形失了、及数百歳不聞先例、希有事也云々、
無為之民屋・才（財）宝悉以損了、浜在家ハ大略京都没落人、
大舎人・織手師、法花宗僧共也云々、不便々々、天王寺
ハ在家一、二宇相残、悉以被引塩云々、

尋尊大僧正記
76

大乗院寺社雑事記
6

文明 07 8 0 6 14750915 摂津 大風、摂州難波浦、大塩満上、尼崎、難波、人多死、 鎌倉大日記 大日本史料 8-8

文明 07 8 0 6 14750915 諸国 諸国、大風、津浪打揚、別して摂州海士崎、大津浪ニテ、家夥人モ千余、浪ニ被取、并紀州浦夥敷不知、 異本塔寺長帳 大日本史料 8-8

文明 07 8 0 6 14750915 肥後 大風、 相良家年代記 大日本史料 8-8

文明 07 8 0 6 14750915 京都 入夜、大風吹、構中諸屋、有顚倒、近年無如此風、近辺民屋、大略顚倒云々、 親長卿記 1 増補史料大成 41

文明 07 8 0 6 14750915 京都 今夜子刻、雨降、大風吹、人屋吹損、森鳥死事不知数、以外大風也、 長興宿禰記上 改定史籍集覧 24

文明 07 8 0 6 14750915 京都
自亥刻計、高風怒号、起於東南、所々廃壊、舎北之老梅、
社頭之古桧等、悉穿地顚倒、人民之周章、失墜、幾多乎、
可歎々々、当年水、火、風之三災、尤堪驚歎、

実隆公記 1上 続群刊行会

文明 07 8 0 6 14750915 摂津 洪水、 続応仁後記 日本凶荒史考

文明 07 8 0 6 14750915 近畿
大風雨、大木・堂ナド吹タヲシ了、夜前夜半計、風雨以
外ノ事也、二時計也、此大タケ八王子大宮、同社頭ヨリ
大トリ居マデ、光物ツヾキ、皆湖水ヘ入トミヘシ由、沙
汰也、

言国卿記 1 後鑑 221

文明 07 8 0 6 14750915 京都 夜大風、内侍所吹損、 歴代皇紀 日本の気象史料
文明 07 8 0 6 14750915 摂津 大洪水にも、此浦々へ、つなみ打けるとかや、 足利季世記 日本の気象史料
文明 07 8 0 6 14750915 京都 大風倒屋、林鳥死＜近年無如此大風云＞、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系
文明 07 8 0 7 14750916 京都 小屋令修理所々之敗損、 実隆公記 1上 続群刊行会
文明 07 10 0 11 14751118 大和 夜前、馬借共、北市并浄土辺垣焼之、 尋尊大僧正記 77 大乗院寺社雑事記 6

文明 08 0 0 0 14760205 北国 今年、北国、紅ノ雪フル、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
文明 08 0 0 0 14760205 甲斐 大雨降、小児疱瘡ニテ多死、 王代記 山梨県史資料編 6

文明 08 3 0 0 14760404 京都 今春雪降、 続本朝通鑑 日本の気象史料
文明 08 4 0 23 14760525 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 79 大乗院寺社雑事記 6

文明 08 4 0 29 14760531 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 79 大乗院寺社雑事記 6

文明 08 5 0 0 14760601 京都 自五月至九月、大雨、飢、 新撰和漢合図 大日本史料 8-9
文明 08 5 0 18 14760618 京都 近日、炎旱之処、降雨神妙歟、 親長卿記 1 大日本史料 8-9
文明 08 6 0 9 14760709 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 79 大乗院寺社雑事記 6

文明 08 6 0 10 14760710 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 79 大乗院寺社雑事記 6

文明 08 6 0 16 14760716 大和 大雨風・雷、 尋尊大僧正記 79 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 0 0 0 14770124 甲斐 此年、ウリカイ高クシテ、飢饉無限、少童モヲヤム事、大半ニコヱタリ、生ル者ハ千死一生、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10
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文明 09 0 0 0 14770124 駿河 九年酉ノ年も、半損也、 大平年代記 沼津資料集成 8

文明 09 1 0 16 14770208 京都 今夜、禁裏御大所吹破、曲事也、辻風のやうなり、 山科家礼記 3 史料纂集
文明 09 1 0 16 14770208 京都 暴風、仮皇居所々破損、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系
文明 09 5 0 6 14770625 京都 甚雨下、所々有洪水之聞、… 親長卿記 1 大日本史料 8-10
文明 09 5 0 6 14770625 京都 路次洪水、以外也、 実隆公記 1上 続群刊行会

文明 09 5 0 6 14770625 大和 大雨下、／…両三日昼夜大雨、以外次第也、在々所（々脱ｶ）損亡、石蔵等崩失、希有事也云々、
尋尊大僧正記
80

大乗院寺社雑事記
6

文明 09 5 0 7 14770626 京都 七、八日、大洪水、 如是院年代記 大日本史料 8-10
文明 09 5 0 7 14770626 山城 雨下、大水出也、 山科家礼記 3 史料纂集
文明 09 5 0 7 14770626 京都 七日、八日、大洪水、天下大乱、 如是院年代記 新校群書類従 20

文明 09 5 0 8 14770627 京都 昨今、洪水、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系
文明 09 5 0 9 14770628 山城 朝雨下、大水、夕晴、 山科家礼記 3 史料纂集

文明 09 5 0 18 14770707 大和

夕立、大雨下、／…＜去大雨＞法隆寺之北、教観谷池堤
切而、大水入寺中而、地蔵院家具并立具以下、一切不残
一物流失了、下部一人死、希有事共也、西薗院・西南院ハ、
至水上長押了、損亡無是非云々、南大門外ニ、金剛座猿
楽屋流失、一家中、五、六人皆以不知行方者也、此息女
美人也、龍神領取故、如此事出来云々、其瑞相兼々有之、
教観谷池主、河内へ入云々、為法隆寺、不吉事哉、

尋尊大僧正記
80

大乗院寺社雑事記
6

文明 09 5 0 22 14770711 大和
［継舜書状 六方沙汰衆宛］両度集儀趣、被聞召候、当門跡
大池水、依無引場、大水指入御所中之御庭等之間、如本
大池水落事、被加修理計候、無別儀候、殊更、院中之裏
向隠所事候間、無苦見候、…

尋尊大僧正記
80

大乗院寺社雑事記
6

文明 09 6 0 15 14770803 大和
昨日（15日）小吉田庄申、三丁六反御田之内、河成一丁六
反、今度大水ニ流畢云々、字松本一丁五反、八坪一反云々、
此注進分不得其意、以土帳可申開之由仰了、（16日条）

尋尊大僧正記
80

大乗院寺社雑事記
6

文明 09 7 0 0 14770818 北陸 北陸道ニ紅雪降、 加納年代記 石巻の歴史 1

文明 09 7 0 0 14770818 北陸 北地降紅雪、厚一尺余、 年代記略 東大謄写本
文明 09 7 0 0 14770818 北国 北国紅雪フル、厚サ一寸余リ、 相良家年代記 大日本史料 8-10
文明 09 7 0 0 14770818 北陸 七月始、北陸道紅雪一寸降、諸作枯、大飢饉、 異本塔寺長帳 日本凶荒史考
文明 09 7 0 0 14770818 北陸 或記、雨赤雪于北陸、厚一寸云、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系

文明 09 7 0 0 14770818 越後 七月、紅雪ふる、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

文明 09 7 0 4 14770821 大和 小吉田庄、水損事、重而沙汰人参申、 尋尊大僧正記 81 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 7 0 6 14770823 伊勢 伊勢大風、 氏経神事記 日本の気象史料
文明 09 7 0 22 14770908 大和 大雨下（～ 24日）、 尋尊大僧正記 81 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 8 0 1 14770917 会津 大風、屋を発く、 塔寺長帳 日本の気象史料
文明 09 8 0 10 14770926 大和 小吉田庄、水損之由申故、吉田庄帳ヲ慈恩院ニ借用、 尋尊大僧正記 81 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 8 0 11 14770927 大和 朝大雨下、電、 尋尊大僧正記 81 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 8 0 20 14771006 大和 外河庄百姓参申、川成之間、御米免事申之、返事、御米ハ七石分、惣庄上分米也、不可叶之由仰了、 尋尊大僧正記 81 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 11 0 16 14771230 大和 出雲庄、損免、検注使明恩・春阿弥両人下向之由、奉行申之、尋尊大僧正記 82 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 11 0 20 14780103 大和 高田庄、百姓等参申、給主田損免事申入之、 尋尊大僧正記 82 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 11 0 24 14780107 大和 横田庄、八十四石御米損免二十六石給之、得五十八石、… 尋尊大僧正記 82 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 12 0 2 14780114 大和 菅井庄より人進之、早々御使可被下之云々、就給主申入之、尋尊大僧正記 82 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 12 0 8 14780120 大和 若槻庄、当年損免、三十石給之、去年ハ卅五石給之了、御米早々可沙汰之由仰了、… 尋尊大僧正記 82 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 12 0 10 14780122 大和 小雪、東山在之、大寒也、 尋尊大僧正記 82 大乗院寺社雑事記 6

文明 09 12 0 12 14780124 大和 若槻庄、百十六石四斗之内／…三十石 御免／… 尋尊大僧正記 82 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 1 0 10 14780221 大和 小吉田庄、去年水損之由、歎申子細在之間、成奉書了、凡公事物事、并人夫・馬事、歎申条、不得其意事也、 尋尊大僧正記 83 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 1 0 10 14780221 大和
［相模寺主泰弘書状 成就院法橋宛］依小吉田庄去年水損、
歎申間、自当年戌戌、至来子歳三ケ年分、人夫・伝馬事、
可有御故実候、於庄下、諸公事悉以有限分、可致其沙汰
之由、可有御下知立野之由、可申旨被仰出候也、

尋尊大僧正記 83 大乗院寺社雑事記 6

文明 9年（1477）～文明 10年（1478）
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文明 10 1 0 13 14780224 大和
向淵講餅二百廿枚也、依去年水損、二十枚減少之由也、
来年分堅如本々可沙汰旨、以定使、百姓等言上之、不可
叶旨返事、但此分、供衆ニ可披露旨仰了、小山戸庄分十枚
同減少、合三十枚不足云々、惣供衆ヲ少令減少、曳之了、…

尋尊大僧正記 83 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 2 0 2 14780315 大和 小吉田庄、役風呂在之、依去年水損、三十疋沙汰云々、仍行事人夫一人申請之、 尋尊大僧正記 83 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 3 0 16 14780427 大和 自夜前、大雨下、 尋尊大僧正記 83 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 4 0 9 14780520 山城
（端裏書）「大巷所川成検知注進 文明十年四月九日」…合 
去年分／一貫五百文 川成 弥六／（他 14筆省略）以上六貫
弐百十一文、

大巷所検知注
進状

教王護国寺文書
6-1845

文明 10 5 0 12 14780621 大和 雨下（11日）、大雨下（12～ 15日）、 尋尊大僧正記 84 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 5 0 13 14780622 大和 諸方洪水、非言語所覃云々、 東院年中行事記 大日本史料 8-10
文明 10 5 0 13 14780622 肥後 依前代未聞之洪水、此橋流落訖、 阿蘇学頭坊文書 大日本史料 8-10
文明 10 5 0 13 14780622 京都 甚雨下、近日無休止、所々洪水、過法云々、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 10 5 0 13 14780622 京都 大水出也、…五条橋ヲチカヽル間、馬、人少々カヘシ了、言国卿記 3 史料纂集
文明 10 5 0 13 14780622 越後 大水、三星出、歳星大隠害気星、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
文明 10 5 0 17 14780626 京都 霪雨至昨…所々洪水云、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系
文明 10 5 0 18 14780627 大和 雨下雪 18日、小雨 19日、小雨下 21日、雨下 22・23日 尋尊大僧正記 84 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 5 0 20 14780629 大和 狛野地子収納之料下人ヲ之処、洪水以之外之間、不叶空帰了、… 多聞院日記 1 角川書店

文明 10 5 0 25 14780704 京都 依洪水、所々堤共切損之由、 東院年中行事記 大日本史料 8-11

文明 10 6 0 27 14780804 大和
初夜時分、半時ハカリ大雨降了、件ノ相論水、定而不及
用之歟、不知之、今夜後夜ヲ限ニ、三万度ヲ奈良中南北
郷民祈雨立願云々、彼之効験歟…／能登・岩井両河用水
之決判巻物、別会之櫃ニ奉納之由、銘ニ在之、

多聞院日記 1 角川書店

文明 10 7 0 1 14780808 大和
国中并東西之山内ハ、甘雨十分也、然而、奈良中、聊依炎天、
雨不満足之間、明日二日ヨリ西室卅頌祈雨、可沙汰之由、
昨日学侶一決、

多聞院日記 1 角川書店

文明 10 7 0 5 14780812 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 85 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 7 0 22 14780829 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 85 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 7 0 29 14780905 大和 明日祈雨、甘雨下之間、可有略之由、令下知了、 多聞院日記 1 角川書店
文明 10 8 0 1 14780906 京都 雨下、近日炎旱、万民愁傷之処、甘雨歟、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 10 8 0 4 14780909 大和 夜雪、雨下、 尋尊大僧正記 85 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 8 0 7 14780912 大和 自来九日、西室卅頌祈雨、可有沙汰之由、事書廻之処、雨降間、被略了、 多聞院日記 1 角川書店

文明 10 8 0 7 14780912 大和 雨乞、一万度立願、南北郷民沙汰也、 尋尊大僧正記 85 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 8 0 8 14780913 大和 雨下、自夜前也、祈雨故也、 尋尊大僧正記 85 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 8 0 24 14780929 大和
小林庄、百姓等参上、念仏日供事、可半分沙汰云々、其故ハ、
箸尾郷作毛、及半分云々、不可叶旨、加下知、猶以歎申
入之間、一臈所ニ召仕之、種々問答不可叶旨加下知云々、
不可然申状也、

尋尊大僧正記 85 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 10 0 23 14781126 大和 若槻庄、損免、卅三石給之、 尋尊大僧正記 86 大乗院寺社雑事記 6

文明 10 10 0 24 14781127 大和 羽津里井、免、五石給之、 尋尊大僧正記 86 大乗院寺社雑事記 6

文明 11 0 0 0 14790201 世間 世ノ中ハ半分吉、兄弟契約無限、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文明 11 1 0 1 14790201 天下 雨下、雷電、＜後日ニ聞之、吉野上御前ニ落了、未聞先例、天下凶歟云々、并書写山大塔炎上、元日也、雷火云々＞
尋尊大僧正記
87

大乗院寺社雑事記
6

文明 11 1 0 7 14790207 京都 大風、雷震、 宣胤卿記 日本震災凶饉攷
文明 11 2 0 9 14790311 大和 依雨下、薪猿楽無之、修（終）日雨也、… 尋尊大僧正記 87 大乗院寺社雑事記 6

文明 11 5 0 20 14790619 加賀［勧修寺教秀勘返状 同通秀宛］炎暑超例候、此辺雖御浦山
敷候樹陰竹林等候、猶以無術計候、

十輪院内府記
裏文書 加能史料戦国 1

文明 11 6 0 7 14790705 山城

［室町幕府奉行人奉書 当社雑掌宛］松尾社境内用水通路事、
西岡輩依掘新溝、去寛正二年被経御沙汰、任康暦二年郷々
請文、於石塔口、可通彼用水之旨、被成奉書之処、今度
一乱中、任雅意、重構新儀条、其咎不軽、所詮、度々証
文分明之上者、如元、可被加下知、若猶有違乱族者、可
被処罪科之由、所被仰下也、仍執達如件、

松尾神社文書
2

室町幕府文書集成
1162

文明10年（1478）～文明11年（1479）
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文明 11 6 0 7 14790705 山城

［室町幕府奉行人奉書 当郷々名主沙汰人中宛］松尾社雑掌
申、当社境内用水通路事、去寛正二年被経御沙汰、任康
暦二年久世・寺戸・河嶋・富田・下桂等五郷請文、於石塔口、
可通彼用水旨、御成敗之処、今度一乱中、立還掘新溝之条、
其咎不軽、所詮、度々証文分明之上者、如元、石塔口可通溝、
若猶有違乱之族者、可被処罪科之由、被仰出候也、仍執
達如件、

東寺百合文書
を 2

室町幕府文書集成
1163

文明 11 8 0 1 14790827 京都 炎旱、以外也、五月以来炎旱、…（15日条）草木枯槁、農
業休、以外事也、 晴富宿禰記 大日本史料 8-11

文明 11 8 0 3 14790829 京都 炎旱、以外事也、 親長卿記 2 大日本史料 8-11

文明 11 8 0 10 14790905 京都 今度依旱魃、近所郷民等、堀川之河、可掘之、 廿一口方評定
引付 大日本史料 8-11

文明 11 8 0 10 14790905 京都［廿一口方評定引付 第 16冊］一、為祈雨、来十二日、於西
院、千返陀羅尼可有之、

東寺百合文書
天地 大日本史料 8-11

文明 11 8 0 11 14790906 京都 民間、有炎旱愁、云々、 後法興院政家記 大日本史料 8-11
文明 11 8 0 15 14790910 関東 大風、別シテ関八州大風、 異本塔寺長帳 大日本史料 8-11
文明 11 8 0 24 14790919 京都 数十ケ日炎旱、其内、夕立等雖有之、還而猶野菜枯尽、 晴富宿禰記 大日本史料 8-11
文明 11 8 0 26 14790921 京都 大風、殿屋傾倒す、 宣胤卿記 日本震災凶饉攷

文明 11 8 0 26 14790921 山城

［室町幕府奉行人奉書 久世上下庄名主沙汰人中宛］石清水
八幡宮領山城国西庄用水事、自往古定置在所之処、今度
猥為当所名主沙汰人等張本、相構新井於神領上云々、事
実者、太招其咎歟、既先年如此致濫吹之間、被棄破訖、所詮、
速如先々、可致其沙汰、若令難渋者、可被処罪科之由、
被仰出候也、

東寺百合文書
を 3

室町幕府文書集成
1176

文明 11 8 0 26 14790921 山城

［室町幕府奉行人奉書 石原庄名主沙汰人中宛］石清水八幡
宮領山城国西庄用水事、自往古定置在所之処、今度猥相
構新井於神領上云々、事実者、言語道断之次第也、先年
既如此致濫吹之間、被棄破畢、然重致興行条、罪科難遁
者也、所詮、如先々、可致其沙汰之由、被仰出候也、仍
執達如件、

東寺百合文書
を 3

室町幕府文書集成
1177

文明 11 10 0 19 14791211 山城 女御田谷内検帳之事／…五斗 当損免… 山城国女御田
谷内検注進状

教王護国寺文書
6-1856

文明 11 11 0 18 14800108 豊後 豊後万寿寺地陥、忽成池、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系
文明 12 0 0 0 14800220 駿河 年々不作、困窮、 大平年代記 沼津資料集成 8

文明 12 1 0 7 14800226 陸奥 大風、雷鳴、 加納年代記 石巻の歴史 1

文明 12 1 0 7 14800226 京都 大風、雷鳴動、 和漢合運 後鑑 228

文明 12 1 0 7 14800226 大和（八日条）夜前、大雨、雷電、光物飛了、自戌亥、行辰巳云々、大乗院旧記 後鑑 228

文明 12 1 0 7 14800226 京都 向夜、雷鳴、暴雨、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系
文明 12 2 0 11 14800331 京都 大風発屋、慶雲院＜在相国寺去年新造＞倒、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系
文明 12 2 0 11 14800331 京都 雨下、風吹、雷鳴、 長興宿禰記 日本の気象史料

文明 12 2 0 24 14800413 大和 夜前大霜、 尋尊大僧正記
補遺 9

大乗院寺社雑事記
12

文明 12 3 0 10 14800428 山城
［室町幕府奉行人奉書 松尾社神主殿宛］山城国西岡十一郷
給主等申、桂川用水溝事、去年為社家雖被埋之、為作毛
煩之間、就歎申、毎度被成奉書無相違上者、於彼溝者、
如元堀通之、郷々可全耕作之由、被仰出候也、仍執達如件、

松尾神社文書
3

室町幕府文書集成
1217

文明 12 3 0 10 14800428 山城

［室町幕府奉行人奉書 西岡十一郷給主中宛］山城国西岡
十一郷給主等申、桂川用水溝事、去年為松尾社家雖被埋
之、為作毛就有其煩、歎申之間、任度々御成敗奉書之旨、
至水路者、如元堀通之、郷々可全耕作之由、被仰出候也、
仍執達如件、

東寺百合文書
を 4

室町幕府文書集成
1218

文明 12 3 0 17 14800505 大和
昨日、横田庄沙汰人参申、去年御米鳥屋方損免以下、引
物在之間、御米不足、猶以為百姓可沙汰云々、不得其意、
此子細一旦可仰届也、定不可承引上ハ、逃散可然旨、仰
付之了、

尋尊大僧正記
92

大乗院寺社雑事記 7

文明 12 4 0 10 14800528 大和 大風、夜雨下、 尋尊大僧正記 93 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 4 0 26 14800613 京都 雨下、申刻大風吹、片時一通甚吹、洛中人々家破損、徳大寺右幕下第過半吹損、人馬被吹懲之由有沙汰、希事也、長興宿禰記中 改定史籍集覧 24

文明 12 4 0 26 14800613 京都 颷風、破舎屋、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系

文明11年（1479）～文明12年（1480）
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文明 12 6 0 3 14800719 大和 自三日、七ケ日、祈雨三十頌在之云々、今日三方神人等、祈雨事在之云々、
尋尊大僧正記
93

大乗院寺社雑事記
7

文明 12 6 0 10 14800726 山城 雨下、四時ヨリ、地下悦也、 山科家礼記 3 史料纂集
文明 12 6 0 10 14800726 大和 今日、祈雨三方入云々、雨下了、 尋尊大僧正記 93 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 6 0 14 14800730 大和 大川用水事、条々、…／雨下テ用水破了、ニコリ水之間ハ、札ヲ不立者也、水スミテ後、又札立之、… 尋尊大僧正記 93 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 6 0 18 14800803 京都 民間、有炎旱之愁、云々、 後法興院政家記 大日本史料 8-12
文明 12 6 0 18 14800803 大和 祈雨、観音経同音三百卅三巻、… 尋尊大僧正記 93 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 6 0 22 14800807 京都 自暁雨下、近日、有炎旱之愁、甘雨歟、但如夕立雷鳴、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 12 7 0 28 14800911 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 94 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 8 0 2 14800915 美濃
故滋野井侍従実種＜去月ニ［　］於濃州逝去云々、自六月
廿八日、風気相労之処、無才之医師称虫之所労令［　］治、
療治相違之間、俄令増気、終以逝去者也、当年廿歳、＞

実隆公記 1下 続群刊行会本

文明 12 8 0 26 14801009 京都 大風、殿屋顚倒（宣胤卿記）、 野史 日本の気象史料
文明 12 9 0 11 14801023 大和 若槻庄、毛見使事、沙汰人参申、 尋尊大僧正記 94 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 9 0 13 14801025 京都 雨下、土一揆同前、 宣胤卿記 1 後鑑 228

文明 12 9 0 14 14801026 大和 松南院領之内、味間分毛見之、木阿参上、其次、出雲庄毛見了、 尋尊大僧正記 94 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 9 0 23 14801104 大和 楊本庄、百姓并下司代参上、損免事申入之、不可叶旨仰了、尋尊大僧正記 94 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 9 0 24 14801105 大和 楊本庄、百姓等種々歎申間、二十石分免可給之之由仰了、且畏入之由、退出云々、 尋尊大僧正記 94 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 9 0 26 14801107 京都

松林院僧正来、京都徳政事、初ハ本利一向不及其沙汰、
無理取也、其後ハ本銭計ニテ返弁、何も五ケ年・三ケ年
流賃物共取返之云々、無法量者也云々、北里令隠雑物、
徳政事色々雑説云々、然而夜九時分、土民寄来、観禅院
早鐘槌之、無殊儀者也、

尋尊大僧正記 94 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 9 0 28 14801109 大和 靹田祭之餅…依炎旱、七斗分不足故… 尋尊大僧正記 94 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 10 0 4 14801114 大和 倉庄、百姓等参申、佃方損免事申入之、重々令問答了、 尋尊大僧正記 95 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 10 0 5 14801115 大和 楊本百姓等、昨日・今日参申、先日二十石分損免給之、其余不可叶旨仰了、 尋尊大僧正記 95 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 10 0 14 14801124 大和 倉庄、佃十八石五斗之内、八石五斗免給之了、昨日書下了、尋尊大僧正記 95 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 10 0 20 14801130 大和 楊本庄百姓・代官参申、損免事、色々申之、先日二十石分可給之由仰之、今日又歎申入間、十石分加増了、 尋尊大僧正記 95 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 10 0 21 14801201 大和
出雲庄、損免事、大西方より申入之、代官西下司也云々、
大綱申分、荒田八丁・六十四石御米減少、此外五十六石ニ、
三分二分、損免申之云々、沙汰外事也、

尋尊大僧正記 95 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 10 0 23 14801203 京都 京都七口新関、悉以自土民方破之了、珍重々々、号大裏修理料、此間被召御台了云々、 尋尊大僧正記 95 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 11 0 2 14801212 大和 若槻庄、当年御米事、百十六石四斗之内／…七十四石七斗五升五合、当年免、… 尋尊大僧正記 95 大乗院寺社雑事記 7

文明 12 12 0 27 14810205 加賀 十二月四日ヨリ、至廿七日＜土用中大雪、近代未聞＞、 白山宮荘厳講
中記録 加能史料戦国 1

文明 13 0 0 0 14810208 天下 此年、疫病天下ニ流行ス、人病ミ、死事無限、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文明 13 0 0 0 14810208 加賀［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…（分米抹消）赤土村道妙号去年損免引申、 鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 13 1 0 27 14810306 大和 去年以来、至近日、雪連々下了、凡希代事也、当年吉、不吉歟、不知之云々、 尋尊大僧正記 96 大乗院寺社雑事記 7

文明 13 4 0 28 14810604 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 97 大乗院寺社雑事記 7

文明 13 6 0 4 14810709 京都 民間、有炎旱愁云々、 後法興院記 大日本史料 8-13

文明 13 6 0 8 14810713 京都 近日、炎旱之間、自今日、於北面水天、真言三百反可被満云々、 東寺百合文書 大日本史料 8-13

文明 13 6 0 12 14810717 京都 近日、炎旱以外事云々、 宣胤卿記 1 大日本史料 8-13

文明 13 6 0 13 14810718 大和 就祈雨倫旨到来、…自寺務、七大寺以下、如例相触之、去八日倫旨、
尋尊大僧正記
97

大乗院寺社雑事記
7

文明 13 6 0 14 14810719 京都 自去暁雨下、為農耕、万民之所楽也、 宣胤卿記 1 増補史料大成 44

文明 13 7 0 21 14810825 大和 今暁大雨下、日中晴、夕部大雨下、（18日・21日・23日、
大雨下）

尋尊大僧正記
99

大乗院寺社雑事記
7

文明12年（1480）～文明13年（1481）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文明 13 8 0 27 14810929 加賀

（年次は推測）［沢井慶洞書状 祇園社執行宝寿院宛］就社領
御年貢、態信行御下候、御状委細拝申候、仍萱野（河北郡）
之事者、当年日やけと申、六月十四日、洪水殊外処、又
八月八日、大風・大水にて、悉田地流失候、御年貢少事
もあるまじく候、殊ニ今時分、少も人物を不借候、

八坂神社文書 加能史料戦国 2

文明 13 9 0 13 14811015 大和 風雨、 尋尊大僧正記 99 大乗院寺社雑事記 7

文明 13 10 0 15 14811115 大和 若槻庄、損免、卅五石分、可申之由申云々、不可叶旨加下知旨、奉行申入之、
尋尊大僧正記
100

大乗院寺社雑事記 7

文明 13 10 0 17 14811117 山城 上久世庄、東代流田内検帳之事／…／［　 ］名 弐段 半捨 
公［  ］／（以下 11筆略）

山城国上久世
庄東代流田内
検注進状

教王護国寺文書
6-1870

文明 13 10 0 28 14811128 山城 鳥羽六段半田地之内壱段、近年河成、残五反半御年貢米事／合四石六斗七升五合者…弐斗八升 損免… 山科家礼記 4 史料纂集

文明 13 10 0 30 14811130 大和 出雲庄、百廿石御米内、損免半分之由、両下司申入之、不可叶旨仰了、
尋尊大僧正記
100

大乗院寺社雑事記
7

文明 13 11 0 1 14811201 大和 出雲庄、損免、五十石給之、得七十石也、不可説事也、 尋尊大僧正記 100 大乗院寺社雑事記 7

文明 13 11 0 7 14811207 大和 若槻庄、免三十四石三斗給之之由奉行申、 尋尊大僧正記 100 大乗院寺社雑事記 7

文明 13 11 0 23 14811223 大和 倉庄佃米、免七石給之云々、残十一石五斗之内… 尋尊大僧正記 100 大乗院寺社雑事記 7

文明 13 11 0 27 14811227 越前 近日、大雪之間、不及合戦、春可有合戦歟云々、 尋尊大僧正記 100 加能史料戦国 2

文明 14 0 0 0 14820129 甲斐 此年ハ大風度々吹、サクモウ悪クシテ、飢渇也、人民多ク病死、大水出ル事無限、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文明 14 0 0 0 14820129 肥後 疫病有て、品々の祈禱有と申せとも、無平癒、 肥後古記集覧 大日本史料 8-14

文明 14 0 0 0 14820129 山城
注進 御燈田御年貢＜文明十四壬寅＞散用状之事／…七斗
一升五合＜当損免段別一斗三升宛＞…／七斗五升 当損免 
段別一斗五升宛…

鎮守八幡宮常
燈田年貢散用
状

教王護国寺文書
6-1881

文明 14 2 0 14 14820312 大和 雨雪、 尋尊大僧正記 101 大乗院寺社雑事記 7

文明 14 2 0 18 14820316 備中［伊勢貞固書状］（年次は推定）新見庄年貢事…地下人損亡事、過分申候とて、年貢無到来候間、言語道断曲事之由申、
東寺百合文書
り 128

岡山県史 20-938

文明 14 2 0 21 14820319 大和 夕方、大雨風、 尋尊大僧正記 101 大乗院寺社雑事記 7

文明 14 4 0 5 14820501 大和 大霜下、 尋尊大僧正記 102 大乗院寺社雑事記 7

文明 14 4 0 8 14820504 大和 風雨、珍事、 尋尊大僧正記 102 大乗院寺社雑事記 7

文明 14 5 0 17 14820612 京都 雨下、近日、炎旱、民愁之処、甘雨歟、 親長卿記 2 増補史料大成 42
文明 14 5 0 25 14820620 能登 自五月廿五日、六月十一日マテ洪水、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文明 14 5 0 25 14820620 信濃
五月廿五日より大雨降、晦日大水増、大町十日市場安国
寺押流、栗林両郷作毛田畠供押流、人類牛馬家篭押流…
大町水海成、人馬出入十日許絶候、

守矢満実書留 大日本史料 8-14

文明 14 5 0 29 14820624 京都 甚雨下、処々洪水云々、 後法興院記 大日本史料 8-14
文明 14 5 0 29 14820624 京都 甚雨、処々洪水云々、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 14 5 0 29 14820624 大和 希有大雨下、 尋尊大僧正記 102 大乗院寺社雑事記 7

文明 14 6 0 0 14820625 丹波 大洪水、人多死、 天寧寺年代記 東大影写本
文明 14 6 0 0 14820625 諸国 西国、北国、洪水、 続本朝通鑑 日本の気象史料
文明 14 6 0 0 14820625 武蔵 武州洪水、 松屋筆記 日本の気象史料

文明 14 6 0 1 14820625 京都 水ゆへ、おとこたちしこうなくて…（大風雨の記事あいつぐ）、
東山御文庫記
録 大日本史料 8-14 

文明 14 6 0 1 14820625 大和 大雨、以外事也、在々所々破損、珍事不可過之、既及十ケ日計、大雨下、於岩井河、人一両人生涯了、
尋尊大僧正記
102

大乗院寺社雑事記
7

文明 14 6 0 1 14820625 京都 今日之公事銭、同人夫、依洪水、不上、 東寺百合文書 大日本史料 8-14
文明 14 6 0 2 14820626 京都 雨下、雖為請取番、依洪水、通路不叶、仍不参、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 14 6 0 7 14820701 山城 今度大水ニ、山城水垂里、大略流了、大和衆令迷惑、引退西岡辺、武具共悉以失之了、不運至也、
尋尊大僧正記
102

大乗院寺社雑事記
7

文明 14 6 0 12 14820706 京都 雨下、近日、降雨不休、窮民愁傷云々、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 14 6 0 13 14820707 京都 上久世荘、今度依洪水、西田井、東田井溝共埋、田地損失之間、 東寺百合文書 大日本史料 8-14

文明 14 6 0 17 14820711 信濃 四方大増水間、社参郡内男女共無是、 守矢満実書留 大日本史料 8-14
文明 14 6 0 29 14820723 京都 大風吹、甚雨下、処々破損、難治也、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 14 7 0 21 14820814 近江 於天王、雨乞、 近江栗太郡誌 旱魃霖雨史料

文明13年（1481）～文明14年（1482）
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文明 14 7 0 21 14820814 大和 雨乞一万度、両郷立之云々、 尋尊大僧正記 103 大乗院寺社雑事記 7

文明 14 7 1 10 14820902 大和 南北郷一万度＜南円堂・春日御間也＞、郷々燈籠在之、 尋尊大僧正記 103 大乗院寺社雑事記 7

文明 14 7 1 19 14820911 京都 入夜、暴風超過、所々破烈云々、 塵介記 大日本史料 8-14
文明 14 7 1 19 14820911 京都 雨下、大風吹、入夜風猶烈、予亭破損過法、但所々吹損云々、親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 14 7 1 19 14820911 京都 雨下、入夜大風吹、人屋所々吹破、以外大風也、 長興宿禰記下 改定史籍集覧 24

文明 14 7 1 19 14820911 京都 自酉刻、風吹、入夜大風吹、処々吹破、以外事也、 後法興院記 日本凶荒史考

文明 14 7 1 19 14820911 京都
夜に入て大風、雨ふる、四あしのもん、そのほかふきや
ふる、けかき程の風なり、せけんは猶さりならすふきや
ふるよしきこゆ、

御湯殿上日記 日本凶荒史考

文明 14 7 1 19 14820911 大和 大雨下、風、（20日、夜雨下、大雨也） 尋尊大僧正記 103 大乗院寺社雑事記 7

文明 14 7 1 19 14820911 京都 今日風雨、入夜亥刻大風、斎屋屏以下所々吹損…惣而所々破損、言語同断次第云、 資益王記 日本の気象史料

文明 14 7 1 19 14820911 京都 大風発屋、稲荷中社倒、因奉遷神体於上社、又二階社旅所等倒、 続史愚抄中篇 40 新訂増補国史大系

文明 14 7 1 25 14820917 信濃 御射山上増大雨降、夜入テ御上有、次日も大雨、大風吹、未時迄皆々宿吹破、社参人馬カヨイモ絶、 守矢満実書留 日本凶荒史考

文明 14 7 1 25 14820917 大和 夜後夜以後、大雨風、 尋尊大僧正記 103 大乗院寺社雑事記 7

文明 14 7 1 26 14820918 京都 こよひも大雨ふる、 御湯殿上日記 日本凶荒史考
文明 14 7 1 28 14820920 京都 晴陰、入夜、大風甚雨、所々又吹損、超過去十九日了、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 14 7 1 28 14820920 京都 風雨甚、及天明猶吹、処々吹損云々、 後法興院記 日本凶荒史考
文明 14 7 1 29 14820921 京都 あか月、又雨風ふく、 御湯殿上日記 日本凶荒史考

文明 14 7 1 29 14820921 大和 大風、大雨、 大乗院日記目
録 3

大乗院寺社雑事記
12

文明 14 8 0 1 14820922 上野 川々洪水、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

文明 14 8 0 16 14821007 大和 綸旨・長者宣到来、左少弁奉也、春日社・七大寺御祈禱也、風雨難云々、
大乗院寺社雑
事記 元興寺編年史料中

文明 14 8 0 16 14821007 大和 綸旨到来、風雨事、 大乗院日記目
録 3

大乗院寺社雑事記
12

文明 14 9 0 4 14821025 大和 楊本庄、百姓等両三人参申、…依風損、免事申入之、返事、沙汰外之由仰了、
尋尊大僧正記
103

大乗院寺社雑事記
7

文明 14 9 0 7 14821028 大和 神殿庄、算田事、…近来川成之由申、以外儀也云々、仍定使并中司可出之之由、仰給主方、
尋尊大僧正記
103

大乗院寺社雑事記
7

文明 14 9 0 28 14821118 諸国 御山荘御要脚…依洪水、当年…迷惑候事者、諸国平均候歟、古文書 大日本史料 8-14 

文明 14 10 0 13 14821202 大和 若槻庄、損免事、去年分ニ五石増給之、合三十九石五斗損免ニ給之、巨細条々、仰奉行了、
尋尊大僧正記
104

大乗院寺社雑事記
7

文明 14 10 0 30 14821219 大和 倉庄、御免七石二斗給之、 尋尊大僧正記 104 大乗院寺社雑事記 7

文明 14 11 0 9 14821228 備中
［最勝光院方評定引付］一、自新見庄損亡之注進状、自伊
勢弾正方送之間、披露之処、…損亡三分二損之由、百姓
申候、乍去、半分以通、百姓コシラヘ可申候旨申候、

東寺百合文書
け 36

岡山県史 20-1203

文明 14 11 0 18 14830106 大和 楊本百姓等、昨日・今日参申、風損之由申入之、不可叶之由仰了、
尋尊大僧正記
104

大乗院寺社雑事記
7

文明 14 11 0 26 14830114 北国 自北国書状到来、両人方より十一日日付也、損免事、百姓申趣也、
尋尊大僧正記
104

大乗院寺社雑事記
7

文明 14 11 0 27 14830115 山城 注進 上久世庄年貢米之事 …／損免 参拾石、
山城国上久世庄
年貢米算用状并
未進徴符集

教王護国寺文書
7-2025

文明 14 11 0 27 14830115 摂津
［榎木吉重書状］（年次は推定）…当年事ハ御領（垂水庄）
内堤、此一乱之間、東西切候、よつて当年大水両三度ま
て入候て、一向ニ所務不仕間、…御侘事可申候へ共、…

東寺百合文書ｱ
71

吹田市史 5-655

文明 14 12 0 0 14830118 加賀［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…玖斗漆升捌合 示野村守近名河頽分也、 鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 14 12 0 0 14830118 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…壱斛
玖斗四升四合 同（示野）村藤七名散田壱段、河頽之由難（歎）
申間、沙汰人相共検地処分明間、除之、捌斗代延定也、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 14 12 0 0 14830118 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…肆斛
伍斗漆升六合、西条散佃参段、六斗代延定、依無用水、
此間令不作、其段、番頭・百姓等以起請文申間、除之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 14年（1482-83）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文明 14 12 0 0 14830118 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…弐斛
肆斗参升壱合、同村（西条）散佃弐段、陸斗代延定、依無
用水、此間不作、子細同前、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 14 12 0 0 14830118 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…拾弐
斛参斗弐升、赤土村辻王名内、円楽寺河堀之時、損分田
七段、捌斗代延定、但無用水間、六段畠成、壱段者、被
堀破間、下地失畢、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 14 12 0 0 14830118 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…拾壱
斛漆斗参升五合八勺、赤土村・無量寺村・西安原村之散田、
不作・河成、以起請文注進之間、免許之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 14 12 0 0 14830118 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…陸斛
陸斗参升九合九勺一才、円楽寺分野老塚村友包四分三、
同宇禰田散田三段卅代、依不作、御免、…

鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 14 12 0 0 14830118 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…壱斛
伍斗五升四合、野老塚村友包四分一御年貢米、依砂、御
免許、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 14 12 0 0 14830118 加賀［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…壱斛漆斗五升、得蔵分年貢、依旱魃、且納之、 鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 14 12 0 0 14830118 加賀

［臨川寺領加賀国大野荘文明十四年分年貢算用状］…参百
参斛四斗四升五合、村々荒不作、公文徴夫（符）在之、／
百肆拾肆斛五斗五升七合 村々未進、同、／伍（四）百参拾
五（参）斛壱（八）斗七（三）升 損免三分一、上使并沙汰人注
進之、

鹿王院文書 加能史料戦国 2

文明 14 12 0 0 14830118 和泉［日根野村年貢算用状］…五貫文 当損亡風干云々、 九条家文書 116 新修泉佐野市史 4

文明 14 12 0 13 14830130 大和 自夜前、大雪下、 尋尊大僧正記 104 大乗院寺社雑事記 7

文明 15 0 0 0 14830217 世間 此年、売買高シテ、世間ツマル事無限、疫病多クハヤルナリ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文明 15 1 0 6 14830222 大和 自夜前、大雪下、 尋尊大僧正記 105 大乗院寺社雑事記 7

文明 15 1 0 12 14830228 越前
河口庄、寺門使神人藤左衛門、一昨日参申、去年損免事、
百姓等雖申入之、不可叶之由返事仕、月迫、致催促之間、
供料二百貫文送之、此外、衣服等、如近年云々、神妙之
由仰了、誠藤さ衛門高名也、…

尋尊大僧正記
105

大乗院寺社雑事記
7

文明 15 1 0 20 14830308 大和 夜雪下（～ 21日）、 尋尊大僧正記 105 大乗院寺社雑事記 7

文明 15 2 0 16 14830402 備中［東寺書下案］（年次は推定）…一、去年々貢損亡事、如何躰ニ被申合候て、途行候哉、念比ニ可被申候、
東寺百合文書ｻ
275

岡山県史 20-834

文明 15 3 0 28 14830513 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 105 大乗院寺社雑事記 7

文明 15 5 0 6 14830620 大和 夜大雨下、 尋尊大僧正記 106 大乗院寺社雑事記 8

文明 15 5 0 17 14830701 京都 所々洪水云、 続史愚抄 旱魃霖雨史料
文明 15 5 0 24 14830708 京都 陰、自早旦、烈風、如野分、終日不休、入夜猶同、終夜不休、親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 15 5 0 25 14830709 京都 晴、烈風、如昨日、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 15 5 0 26 14830710 世間 腹気、近日世間ニ如此、一両日腹気事云々、 尋尊大僧正記 106 大乗院寺社雑事記 8

文明 15 6 0 1 14830714 大和 修（終）日大雨下、 尋尊大僧正記 106 大乗院寺社雑事記 8

文明 15 6 0 11 14830724 大和 御米欠如之間、昨日借用、召寄之、人夫五人分、番条ニ仰之了、
尋尊大僧正記
106

大乗院寺社雑事記 8

文明 15 7 0 22 14830903 大和 祈雨、三十頌在之、三ケ日於西室也、 尋尊大僧正記 108 大乗院寺社雑事記 8

文明 15 7 0 25 14830906 大和 為祈雨、南北郷民等、一万度、社頭与南円堂之間也、 尋尊大僧正記 108 大乗院寺社雑事記 8

文明 15 7 0 25 14830906 大和 行向成就院、風呂在之、此院井水依日無之、然之間、風呂不立之、迷惑事也、昨日同有之云々、
尋尊大僧正記
108

大乗院寺社雑事記 8

文明 15 7 0 27 14830908 大和 祈雨云々、岩井川八万四千基塔供養之、 尋尊大僧正記 108 大乗院寺社雑事記 8

文明 15 7 0 28 14830909 大和 祈雨、三方神人老若罷出云々、 尋尊大僧正記 108 大乗院寺社雑事記 8

文明 15 7 0 29 14830910 京都 暁天雨聊下、炎旱、民愁無極、 親長卿記 2 大日本史料 8-15
文明 15 8 0 4 14830914 大和 自夜前、大雨下、 尋尊大僧正記 108 大乗院寺社雑事記 8

文明 15 8 0 5 14830915 京都 今日、旱田毛見等、可沙汰之由、申付之、 大乗院寺社雑
事記 大日本史料 8-15

文明 15 8 0 19 14830929 京都 自夜雨脚甚、午後雷鳴、惣而秋霖之天、可為民戸之愁者乎、実隆公記 1下 続群刊行会
文明 15 8 0 20 14830930 大和 雨下、大風、小破損、 尋尊大僧正記 108 大乗院寺社雑事記 8

文明14年（1483）～文明15年（1483）
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文明 15 8 0 22 14831002 河内 大場堤切之、河内国大水、植松堤切之、右衛門佐所為也、野崎責之勢四千計云々、
大乗院日記目
録 3

大乗院寺社雑事記
12

文明 15 9 0 13 14831023 大和 今日、雨下、冷然也、 尋尊大僧正記 108 大乗院寺社雑事記 8

文明 15 10 0 11 14831120 大和 若槻庄、御米算用／百十六石四斗之内／四十一石＜当年免＞…（11月 7日条）
尋尊大僧正記
109

大乗院寺社雑事記 8

文明 15 11 0 8 14831216 大和 倉庄、佃米十八石五斗之内、当年免七石四斗給之、去年ニ二斗増給之、
尋尊大僧正記
109

大乗院寺社雑事記 8

文明 15 11 0 9 14831217 大和 夜前、菩提山ニ雪下、 尋尊大僧正記 109 大乗院寺社雑事記 8

文明 15 12 0 6 14840113 大和
楊本庄、損免事、…今日、下司・代官并百姓等罷上、御
米半分、公事半分之由申、何にも御米半分ハ可申入云々、
沙汰外申状、可加問答之由、仰付給主畢、去年ハ十八石
分給之畢、

尋尊大僧正記
110

大乗院寺社雑事記 8

文明 16 0 0 0 14840206 駿河 秋大水、豆州堺、狩野川急水ニ而指埋メ、流死ル人七人、作ハ勿論也、 大平年代記 沼津資料集成 8

文明 16 0 0 0 14840206 諸国 諸国、疾疫流行、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

文明 16 1 0 1 14840206 常陸 大風、ハシカト云病ハヤリ、十五日（才カ）ヨリ内、童三分二死、
和光院和漢合
運 東大謄写本

文明 16 1 0 2 14840207 大和 立春、大雪下、 尋尊大僧正記 111 大乗院寺社雑事記 8

文明 16 1 0 29 14840305 山城 自旧冬、此病気（ハシカ）、都鄙間流布、以外事也、 後法興院記 2 続史料大成 6

文明 16 2 0 2 14840308 大和 自夜部、大雨下、 尋尊大僧正記 111 大乗院寺社雑事記 8

文明 16 2 0 8 14840314 京都 暁更、雷鳴、大雨下＜次雹降歟、如其音＞、 親長卿記 2 後鑑 234

文明 16 2 0 14 14840320 大和
楊本庄、去年損免事、于今無一途之儀、今日下司・代官
参申云々、去々年ハ十八石分給之、可為其分之由仰了、
只今卅五石分之由、内々給主ヘ、以定使申入之云々、以
外次第也、二十五石計ハ可思案之由仰之了、…

尋尊大僧正記
111

大乗院寺社雑事記 8

文明 16 2 0 22 14840328 大和 大雪下、 尋尊大僧正記 111 大乗院寺社雑事記 8

文明 16 3 0 0 14840405 能登 廻一寸之霰降、大風ニ土水ヲ捲上也、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文明 16 3 0 2 14840406 大和 雨下、風、 尋尊大僧正記 111 大乗院寺社雑事記 8

文明 16 3 0 8 14840412 大和 楊本庄、去年損免、廿五石分ニ落居云々、云庄家、云下司、以外緩怠也、 尋尊大僧正記 111 大乗院寺社雑事記 8

文明 16 3 0 18 14840422 大和 自今暁、大雨下、 尋尊大僧正記 111 大乗院寺社雑事記 8

文明 16 3 0 27 14840501 備中
［東寺書下案］当庄（新見庄）未進之事、去自文明十戌年、
至同十五卯年分、且六百余貫文分、上使相共ニ催促候て
可有京進候、

東寺百合文書
さ 149

岡山県史 20-1385

文明 16 4 0 4 14840507 大和 小雨下、夜大雨下、 尋尊大僧正記 112 大乗院寺社雑事記 8

文明 16 4 0 16 14840519 大和 近日、諸方老若多違例、殊風并ニハシカノ違例増、老躰七、八十歳之物ニ至マテモ、多以ハシカ所労ス、… 多聞院日記 1 角川書店

文明 16 5 0 3 14840605 大和
新免田奥方御米、円秀分事、三石ニ請申、田地水損之故也、
自今以後、田地無為之儀有之者、又可増進之之由、普賢
院以下取申入、先以落居云々、…

尋尊大僧正記
112

大乗院寺社雑事記
8

文明 16 5 0 12 14840614 大和 当年、於多所、他郷、病悩興盛之由風聞、 東寺百合文書 大日本史料 8-16

文明 16 5 0 20 14840622 大和 近日、炎天之間、耕作難成、仍旧願最勝之頓写事、近日、可有果遂之由一決、…則今夜雷電、大雨、及数剋畢、 多聞院日記 1 角川書店

文明 16 5 0 20 14840622 大和 夜前、大雨下、吉雨也、 尋尊大僧正記 112 大乗院寺社雑事記 8

文明 16 5 0 24 14840626 大和 近日、奈良中、ハシカト云違例ハヤリテ、人多死云々、 政覚大僧正記 大日本史料 8-16
文明 16 5 0 27 14840629 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 112 大乗院寺社雑事記 8

文明 16 6 0 2 14840703 大和 今日、令帰洛、依大雨、不叶通路之故、令逗留云々、 多聞院日記 1 角川書店

文明 16 6 0 3 14840704 大和

自今春、疱瘡并ハシカ、以外増、七、八十歳之物ニ至マ
テ病之、於小児者、不及言者也、随老者病気大事也、他
国ニハ、多以令死去、於当国当所者、依ハシカ死去之物少
シ、又三月末四月初比以来、疫病以外増、殊南里ニ増云々、
多以老若失命者也、於他国者言語道断疫令増云々、随而
死去之事ハ、他国之事一里二里而開ル在所在之云々、…

多聞院日記 1 角川書店

文明 16 6 0 11 14840712 山城 都鄙間、疫癘流布云々、 後法興院記 大日本史料 8-16
文明 16 6 0 22 14840723 大和 伝聞、南都病気流布、以外事云々、 後法興院記 大日本史料 8-16
文明 16 6 0 27 14840728 大和 大夕立、 尋尊大僧正記 112 大乗院寺社雑事記 8

文明15年（1483）～文明16年（1484）
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文明 16 7 0 0 14840801 京都 旱、 新撰和漢合図 大日本史料 8-16

文明 16 7 0 6 14840806 大和 能登・岩井河、両河之用水、如前七日七夜、自来八日大切之間、可被下四十八丁ニ分、 多聞院日記 1 角川書店

文明 16 7 0 27 14840827 会津
大風、夜半ふき候て、八幡之御前のいとさくら、おれう
せ候、あいつ内のてんはく、そうして一夜の内出水にて、
諸人めいわく仕候、

塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

文明 16 7 0 27 14840827 京都 大風吹、未刻止、 後法興院記 大日本史料 8-16
文明 16 7 0 27 14840827 会津 大風、諸穀枯、 会津旧事雑考 大日本史料 8-16
文明 16 7 0 27 14840827 伊勢 大風、 氏経神事記 日本の気象史料

文明 16 9 0 21 14841019 加賀 入夜、自加州、注進損亡水云々、八田（中院領加賀八田荘）進目安、 十輪院内府記 加能史料戦国 2

文明 16 10 0 18 14841115 大和 新木庄、損免事、清三郎参申、十五石分給之、徳米十六石六斗九升也、名田九丁二反＜五名＞
尋尊大僧正記
114

大乗院寺社雑事記
8

文明 16 10 0 21 14841118 大和 新木庄、算用状奉行進之／五十二石七斗六升＜五名分＞九丁二反半田地／此内…十五石当年免…（24日条）
尋尊大僧正記
114

大乗院寺社雑事記
8

文明 16 10 0 26 14841123 丹波

［中沢元基書状］（年次は推定）就御寺領（大山庄）損毛之事、
地下よりいろいろ申を、これ［　］かたく申候へ共、一円
不可有之旨わひ事候、見及候へハ、地下［　］申候も、け
にもにて候間、ちう進申候、…あわれおほしめしやられ
候て、損御やり候て、被下候へかしと存候、かやうの事ハ、
後年あるましき事、引懸なんとにハ不可成儀候、

東寺百合文書
に 41

大山村史 363

文明 16 10 0 30 14841127 大和 若槻庄、損免五十二石給之、去年□ニ、十一石増也、希有事也、
尋尊大僧正記
114

大乗院寺社雑事記
8

文明 16 10 0 30 14841127 大和 狭竹庄、損免、使舜信参ス、如去年、損免給之、得米六石云々、
尋尊大僧正記
114

大乗院寺社雑事記
8

文明 16 11 0 22 14841219 大和
伶人之事、依当年之穢病、九人之分令逝去了、…結句、
穢病又餓死之間、祭礼之所役子共濁穢之間、令欠如、無
力任先例…

多聞院日記 1 角川書店

文明 16 12 0 20 14850115 山城［二十一口方評定引付］ 一、上野損免之事、一石可給之事、東寺百合文書に 24
東寺文書 4

文明 16 12 0 20 14850115 丹波
［大山庄一院谷名主百姓注申状］（年次は推定）…抑就損
免之事、度々申上候処、不預御返事候、無御心元存候、
当年者、如御存知、可為皆損候、更々非緩怠之儀候、

東寺百合文書
に 27

大山村史 364

文明 17 0 0 0 14850126 天下 天下大疫兵、兵乱、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文明 17 0 0 0 14850126 甲斐 春ツマル事無限、但、売買吉、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文明 17 0 0 0 14850126 大和 今度、国炎旱之儀、百姓等悉以かんにん、一向に難叶候之間、…御徳政之事、色々歎申上候、 法隆寺文書 旱魃霖雨史料

文明 17 0 0 0 14850126 駿河 十七～十八年、両年ハ、川瀬替り、諸々破損ニ付、年々水除普請願諸々川除普請致候、 大平年代記 沼津資料集成 8

文明 17 0 0 0 14850126 讃岐 夏、旱魃、 讃岐国大日記 大日本史料 8-17
文明 17 0 0 0 14850126 讃岐 秋、大雨、水損、 讃岐国大日記 大日本史料 8-17
文明 17 0 0 0 14850126 京都 炎旱、 祐辰記抄 日本凶荒史考
文明 17 2 0 13 14850308 大和 雨下、大雪、 尋尊大僧正記 116 大乗院寺社雑事記 8

文明 17 2 0 13 14850308 大和 雨・大雪、仍薪無之、 大乗院日記目
録 4

大乗院寺社雑事記
12

文明 17 2 0 14 14850309 大和 依沙雪、大門能無之、召寺木守、芝上之雪雖払之、可沙汰様無之間、無力閣之、
尋尊大僧正記
116

大乗院寺社雑事記
8

文明 17 2 0 25 14850320 世間
［廿一口方評定引付］一、矢野代官野洲申云、自当年五千
疋請人事、雖可定申、庄内御百姓等、依世間悪病、数十
人死候間、国之儀無正躰歟、

東寺百合文書
け 39

相生市史 7-508

文明 17 3 0 2 14850327 摂津［廿一口方評定引付］垂水庄御年貢銭…堤大破之間、荒不作之上者、加増之事難叶之通、以彼状披露了、
東寺百合文書
け 吹田市史 5-665

文明 17 3 0 4 14850329 大和 召仕奈良中南北之郷民、山水之池被掘之、… 多聞院日記 1 角川書店
文明 17 3 0 8 14850402 大和 雨下、風、 尋尊大僧正記 117 大乗院寺社雑事記 8

文明 17 4 0 22 14850613 大和 近日違例、奈良、田舎以外也、自去年、不断絶之間、為除病延命、薬師図絵沙汰、 多聞院日記 大日本史料 8-17

文明 17 5 0 4 14850625 京都 就病事流布、御祈事、一七ケ日、殊可抽精誠、可令下知神宮給之旨、被仰下候也、
宣秀五位蔵人
御教書案 大日本史料 8-17

文明16年（1484）～文明17年（1485）



300

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文明 17 5 0 4 14850625 大和 去四日、伝奏奉書、今日到来、病事留（流）布之御祈禱、七大寺以下、如例可仰云々、（9日条）
尋尊大僧正記
118

大乗院寺社雑事記
8

文明 17 5 0 4 14850625 京都 依病流布、自今日、七ケ日、於七社及諸寺、有御祈、 続史愚抄中篇 41 新訂増補国史大系
文明 17 6 0 4 14850724 京都 近日、炎旱云々 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 17 6 0 12 14850801 京都 当年、炎旱、暑熱、超過于例年者也、 実隆公記 1下 大日本史料 8-17
文明 17 6 0 16 14850805 大和 一万度立願云々、祈雨、 尋尊大僧正記 118 大乗院寺社雑事記 8

文明 17 6 0 22 14850811 大和
西室三十頌、至昨日、不雨下、／自今日、三方入初之、高山・
秋篠・招題（提）・龍王、至五月十五日雨下、其後、六月
九日夕立計也、田舎ハ所々夕立有之云々、

尋尊大僧正記
118

大乗院寺社雑事記
8

文明 17 6 0 29 14850818 大和 五月十五日雨下、其後、六月九日夕立、如形、日照以外也、祈雨、種々沙汰如例、
大乗院日記目
録 4

大乗院寺社雑事記
12

文明 17 7 0 1 14850820 大和
五月十五日雨下、六月九日雨下、至今日、二十二日不雨下、
寺門祈雨色々始行之、三方入等如例、地下人立願等又如例、
猶以不雨下、珍事、…

尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 7 0 3 14850822 世間
寺門立願、自今日、至明日午貝、其内雨下者、大般若頓写
可有之云々、此故歟、今夜、世間カキ曇、如霧ナル雨下ソヽ
キテ、則晴了、無其実者也、或四日至卯剋立願歟云々、

尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 7 0 7 14850826 大和 夕立／…今日南北地下一万度云々、則雨下、 尋尊大僧正記 120 大乗院寺社雑事記 8

文明 17 7 0 7 14850826 大和 風呂般（船）并通（樋ｶ）事、破損、又井水無之、旁不焼之、… 尋尊大僧正記 120 大乗院寺社雑事記 8

文明 17 7 0 8 14850827 大和 地下、祈雨相撲事、来廿四日必定、…三万度・一万度、皆以衆中成敗也、
尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 7 0 13 14850901 大和 明日、御忌日米事、依炎干、半分外ハ難成之由、百姓并下司、以定使申上之、随此内且一石九斗余、致其沙汰云々、
尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 7 0 16 14850904 京都 就連日炎旱、当庄為東西用水井溝堀之畢、 東寺百合文書 大日本史料 8-17

文明 17 7 0 18 14850906 大和 依炎干、学侶新制定之云々、 大乗院日記目
録 4

大乗院寺社雑事記
12

文明 17 7 0 22 14850910 大和 為祈雨、千巻・三十頌読之、… 尋尊大僧正記 120 大乗院寺社雑事記 8

文明 17 7 0 23 14850911 大和 夜大風、小雨／良家衆於社頭、大般若転読之、為祈雨也、於櫟本館也、…
尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記
8

文明 17 7 0 24 14850912 大和
小雨、風／…南北郷民等、於馬場院、相撲在之、百廿番之内、
近来荒郷共有之、別在所ヲ相加、或増番数云々、奈良中
令（零）落、以外事也…定 祈雨相撲次第事／…今日打勝無
之、百二十番儀計也、自今日雨下、風、

尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 7 0 30 14850918 大和

［大和惣国百姓等言上状 法隆寺公文代御坊中院宛］就今度
国炎干之儀、百姓等悉以かんにん一向に難叶候之間、南
都并官符之御方へ御徳政之事、色々歎申上候、万一無徳
政之御儀候者、百姓等悉以不可有正躰候、然者、来年之
耕作已下まて、一円可相捨候、併以御慈悲之御儀、早々
御徳政被行候者、各へ可忝畏存候由、可然之様、於寺家
御披露可畏存候、恐惶謹言、

法隆寺文書 荘園史資料 440

文明 17 8 0 9 14850926 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 120 大乗院寺社雑事記 8

文明 17 8 0 11 14850928 京都 大水、夕大風、 氏経日次記 日本凶荒史考

文明 17 8 0 12 14850929 大和

大風、大雨／大鳥居左右之柱ニ落書在之、去月末比事也
云々、方、学侶不律無道進退共、念比ニ書之、仍色々祈
雨雖有之、一切無其徳、地下者共祈雨ニ雨下、勝負以外
之由、以哠文書之、無念之間、可及糺明之由、申合云々、
無用事也、凡書立分済、為一無相違事共也云々、　

尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 8 0 23 14851010 大和 大市庄、名主普賢堂御料米并諸公事物事、為大炎旱之間、可被立検使之由申、
尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 9 0 14 14851031 大和 大市庄検使事、…依旱損等、検使下向事有之者、可申之由仰了、一段請切故也、
尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 9 0 17 14851103 大和 色々依炎旱、僧坊領以下事、不可沙汰之由申間、三百余貫之内可減少、…
尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 9 0 18 14851104 大和
羽津里井庄、免事申入、定免六石之外ニ十石分可給之由、
仰付之了、難義旨申入之、五石分可進上之由申入、以外
次第也、

尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 9 0 26 14851112 大和
楊本庄、為毛見、宗順・知阿ミ・定使・毛見之安（案）内
者・両名方竹内代官慶力下向…土帳并応永廿八年毛見帳・
永享八年帳等相具之、…

尋尊大僧正記
120

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 10 0 1 14851117 大和 当年、依炎旱、出立所経営等新制也云々、… 尋尊大僧正記 121 大乗院寺社雑事記 8

文明 17年（1485）
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文明 17 10 0 1 14851117 大和 楊本代官参申、今度検使畏入之由御礼申云々、…十七丁七反七反切、当年毛見荒田云々…
尋尊大僧正記
121

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 10 0 3 14851119 大和
新木庄、五十二石余御米損免事、三分二分可申請云々、
沙汰人参申、三分一分可被下之之由、大綱仰之、重而可
申入云々、

尋尊大僧正記
121

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 10 0 4 14851120 大和
勾田庄、百姓等参申、可給見使云々、御返事、此十四石
五斗御米事ハ、一庄之切米也、不可及見知、可致其沙汰
之由仰了、…

尋尊大僧正記
121

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 10 0 4 14851120 大和 若槻庄、損免事申之、就其、此所出分事、半済様ニ可有御成敗之由申云々、…
尋尊大僧正記
121

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 10 0 6 14851122 大和 羽津里井庄、百姓等罷上、得米七石分可沙汰云々、中々不可得旨仰了、
尋尊大僧正記
121

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 10 0 7 14851123 大和 倉庄、佃御米十八石五斗ニ損免申入之、去年ハ七石九斗申云々、
尋尊大僧正記
121

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 10 0 7 14851123 大和
羽津里井庄、四十二石九斗三升之内、八石得米ニ申定之、
此外中司給・宿直米・反米・御菜用途等事ハ、定引物在之、
不及是非者也、

尋尊大僧正記
121

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 10 0 15 14851201 京都
相公曰、池水減少如何、答曰、今年天旱、為用水、今度
御成之前、入水之由白之、御一咲曰、水之入方何方、愚
指北方白之、彼瀧頭有池、…

蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 17 10 0 21 14851207 大和
新木庄、損免事、引物外、徳米二石＜仏地院方＞也、仍
東林院方納分、三石一斗八升立給与、合五石一斗余也、
悉皆得米五十二石余之内、廿三石也、半損向也、

尋尊大僧正記
121

大乗院寺社雑事記 8

文明 17 12 0 0 14860115 和泉［日根野村年貢算用状］…参拾一貫文 当御年貢銭、残御年
貢拾貫文、当年／日損ニ御免、地下ハ半損云々、

九 条 家 文 書
123

新修泉佐野市史 4

文明 17 12 0 11 14860125 山城
今日、山城国人集会＜上ハ六十歳、下ハ十五六歳云々＞、
同一国中土民等群集、今度両陣時宜為申定之故云々、可
然歟、但又下極上之至也、両陣之返事、問答様如何、未聞、

尋尊大僧正記
121

大乗院寺社雑事記
8

文明 17 12 0 16 14860130 摂津
［廿一口方評定引付］垂水庄代官申云、当年日焼事外間、
御年貢銭百以借銭運上申、然上者、二百疋分可預御免之由、
申通披露之処、請切之上者、一向不可有御存知之由衆儀了、

東寺百合文書
け 吹田市史 5-665

文明 18 0 0 0 14860214 甲斐 此年売買吉、但シ疫病ハヤリ、千死一生也、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文明 18 0 0 0 14860214 対馬 霖雨、洪水、佐須田畠大半損、 対州編年略 大日本史料 8-19

文明 18 0 0 0 14860214 山城 注進 上久世庄御年貢算用状之事 文明十八年分…／壱石四
斗五升 本流田／五石二升六合 当流田／…三拾石 当損亡…

教王護国寺文
書 7-2

教王護国寺文書
7-2025

文明 18 1 0 7 14860220 大和 力者末少々参申、酒肴代事、依去年旱干損之間、不可沙汰之由、修理小目代等申之云々、問答最中也、
尋尊大僧正記
122

大乗院寺社雑事記
8

文明 18 1 0 12 14860225 京都 雷鳴、暴風、 続史愚抄中篇 41 新訂増補国史大系
文明 18 2 0 4 14860318 大和 夜大風、子守之大鳥居顚倒云々、寺務大童子之得分也、 尋尊大僧正記 122 大乗院寺社雑事記 8

文明 18 2 0 13 14860327 山城 今日、山城国人、於平等院、会合、国中掟法、猶以可定之云々、凡神妙、但、令興成者、為天下、不可然事哉、
尋尊大僧正記
122

大乗院寺社雑事記
8

文明 18 2 0 19 14860402 大和 自長谷寺御帰、依大雨下、俄ニ夜前ハ釜口寺ニ御座灌頂堂、… 尋尊大僧正記 122 大乗院寺社雑事記 8

文明 18 3 0 0 14860414 美作 去年…依大水、為地下歎候間、遂入部令検知、所免如件、蘆立文書 大日本史料 8-19
文明 18 4 0 0 14860513 天下 天下疫由、是就于山門頭大施餓鬼大衆同心営之、 向嶽菴年代記 甲斐戦国史料叢書 1

文明 18 4 0 13 14860525 大和 小五月銭事、此間、郷民等連日歎申入之、定上進分六十貫文ニ請申入了、五十三貫文之御免也、…
尋尊大僧正記
123

大乗院寺社雑事記
8

文明 18 4 0 19 14860531 大和 大風雨、 尋尊大僧正記 123 大乗院寺社雑事記 8

文明 18 4 0 21 14860602 大和
芳野若宮拝殿領知、稱炎旱、不進納之間、悪瘡出来、令
迷惑歟、年貢共近日上之、色々ヲコタリ云々、自身・子
共及難義、難有事也、

尋尊大僧正記
123

大乗院寺社雑事記
8

文明 18 4 0 25 14860606 大和 明日、千部会不可有之云々、布施物未到来之故歟、去年炎干故也、…
尋尊大僧正記
123

大乗院寺社雑事記
8

文明 18 5 0 3 14860614 大和 雨中冷然、（4～ 7日、大雨下、13～ 15日、17～ 20日、
23 ･ 24日、雨下）

尋尊大僧正記
123

大乗院寺社雑事記
8

文明 18 5 0 4 14860614 京都 天降雨、終夜不罷、及巳刻、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 18 5 0 5 14860615 京都 天降雨…終日雨不晴、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 18 5 0 6 14860616 京都 鴨河水溢、不利于済渉也、五橋亦其勢太危、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 18 5 0 6 14860616 京都 有人話曰、迩来洪水、於鴨川、流死者数輩有之云々、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明17年（1485）～文明18年（1486）
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文明 18 5 0 7 14860617 山城 今夜、予東庄可下之由候処、大雨ニテ水出、不下候也、 山科家礼記 4 史料纂集
文明 18 5 0 7 14860617 京都 昨日、依大水、無御成、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 18 5 0 7 14860617 京都 夜来、東雲侍丈、衝風雨来訪、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 18 5 0 8 14860618 京都 以外洪水、 後法興院記 大日本史料 8-19
文明 18 5 0 8 14860618 京都 所々洪水云々、近日連々事也、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 18 5 0 8 14860618 京都 去夜深雨、南築地崩、 実隆公記 1下 日本の気象史料
文明 18 5 0 8 14860618 京都 終夜降雨、及巳刻快晴、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 18 5 0 8 14860618 京都 依久雨、当院北方築地、大半毀壊、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22
文明 18 5 0 8 14860618 京都 大雨、洪水、云々、 蔗軒日録 旱魃霖雨史料

文明 18 5 0 17 14860627 九州 十七日、十八日洪水、豊後、筑後、肥前国ノ人民、牛馬、流レ死スル事、其数ヲ不知、 北肥戦誌 大日本史料 8-19 

文明 18 5 0 22 14860702 山城 大巷所、川流事、 大巷所川流地
注文

教王護国寺文書
6-1912

文明 18 7 0 14 14860822 京都 等持寺、施食御成、還御、次御成于鹿苑院、本尊御焼香、次開山、次… 蔭凉軒日録 2 後鑑 238

文明 18 7 0 23 14860831 山城 鞍馬寺参詣了、帰大雨下、 尋尊大僧正記 124 大乗院寺社雑事記 8

文明 18 8 0 4 14860910 世間 風吹、世間半分代ノ中也、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文明 18 8 0 4 14860910 和泉 午時、疾風迅雨、今秋之実、十分恐損減、 蔗軒日録 大日本史料 8-19
文明 18 8 0 4 14860910 伊勢 終夜大雨風、御山杉［  ］転倒、 氏経日次記 大日本史料 8-19

文明 18 8 0 4 14860910 京都 午刻以後、甚雨隆風吹、…甚雨、河原洪水之間、渡五条橋渡御云々、於糺河原、東山殿往反下人、両三人流死云々、長興宿禰記下 改定史籍集覧 24

文明 18 8 0 6 14860912 和泉 是日、又大風、民之所憂奈何、 蔗軒日録 大日本史料 8-19
文明 18 9 0 0 14861007 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文明 18 9 0 0 14861007 加賀 自加州有注進、雨風超例、年貢皆以有水亡云々、 十輪院内府記 大日本史料 8-19 

文明 18 9 0 2 14861008 京都 入夜、子刻大風吹、…今夜大風、洛中所々破損、内裏北棟門吹破顚倒、其外、清凉殿南殿表吹破、御輿宿殊風損了、長興宿禰記下 改定史籍集覧 24

文明 18 9 0 2 14861008 京都 自夜半暴風、所々民屋等破［ ］云々、愚亭屋上吹破、後聞
禁裏北門顚倒、築地掩等［ ］吹散云々、 実隆公記 1下 続群刊行会

文明 18 9 0 2 14861008 京都
依去夜風雨、内裡北門、外様番衆所等顚倒、此外処々、端板・
築地覆・諸門上等吹破了、其外民屋諸家、公家家々破損了、
…去夜大風之時分、八幡山両度鳴動、有耀物、於鳴動者、
諸人聞之、当座事者、存雷鳴之由、後八幡山云々、

親長卿記 2 後鑑 238

文明 18 9 0 2 14861008 京都 大風、土御門里内北門及外様番衆所倒、又壊社寺及人家、続史愚抄中篇 41 新訂増補国史大系
文明 18 9 0 3 14861009 丹波 夜大風、 天寧寺年代記 東大影写本

文明 18 9 0 3 14861009 京都
早旦聞、依去夜風、内裏北門、外様番衆所等顚倒、此外所々
端板築地覆、諸門上等吹破了、其外民屋諸家、公武家々
破損了、

親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 18 9 0 3 14861009 京都 去夜風、処々民屋吹破云々、禁中番衆所［殿上］御輿宿、四足・唐門等吹破、　 後法興院記 2 続史料大成 6

文明 18 9 0 3 14861009 山城 過夜大風、所々吹破候也、八幡トウシノ八幡御トヒノ様ニ… 山科家礼記 4 史料纂集

文明 18 9 0 21 14861027 加賀 自加州有注進、雨風超例、年貢皆以有水亡云々、当年之家事、中々可謂懈怠而已、 十輪院内府記 加能史料戦国 2

文明 18 9 0 30 14861105 山城
［山城上久世庄流田内検帳］上久世庄流田内検帳之事…／
宗方名 二段内 一反小捨 公文方／合永名 三段小内 三段捨 
四郎左衛門／宗方名 一反 皆捨 蔵王堂／同 一反内三百卅
歩捨 民部／（以下省略）

東寺百合文書
へ 168

東寺文書 3

文明 18 10 0 29 14861204 京都 当年之事者、就風損之儀、御百姓等無力、過法式候条、有限御本役等之事さへ迷惑仕候上、… 東寺百合文書 大日本史料 8-14

文明 18 11 0 2 14861206 安芸［毛利弘元書状案］就入江保御公用事、御札拝見仕候、／抑彼在所年々水損、
壬 生 家 文 書
1-257 図書寮叢刊

文明 18 11 0 3 14861207 大和 若槻庄損免事、…当損免半分…可給旨奉行申之、 大乗院寺社雑
事記 大日本史料 8-19

文明 18 11 0 12 14861216 大和 昨日、楊本名主等、損免申之、以外事也、連年如此申入事、先例無之、下司罷上可申入、就其、可被仰是非之由仰了、
尋尊大僧正記
126

大乗院寺社雑事記
9

文明 18 11 0 20 14861224 大和 安堵庄納帳、…依炎干、二十石分可沙汰之由申定、 大乗院寺社雑
事記 大日本史料 8-19

文明 18年（1486）
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文明 18 11 0 21 14861225 大和
龍門寺御年貢、去年分于今無沙汰也、其子細ハ、…去年
炎干ニ、自当寺、損免遣之、方々へ令沙汰、年貢を令支配、
免之之内ニ多武峰分十二石損免ニ給之間、山門令腹立而、
竜門年貢押留之、…

尋尊大僧正記
126

大乗院寺社雑事記
9

文明 18 11 0 22 14861226 大和 出雲庄…五十二石八斗分米、損免半分之由、大西代官申之、并本米三十六石之由申、旁以相違存外之由仰了、
尋尊大僧正記
126

大乗院寺社雑事記
9

文明 18 11 0 27 14861227 大和 若槻庄、当年免等算用申／百十六石四斗之内／五十一石八斗七升七合御免／…
尋尊大僧正記
126

大乗院寺社雑事記
9

文明 18 12 0 3 14870106 大和 新木庄、五名、五十二石七斗六升之内、十八石二斗御免、… 尋尊大僧正記 126 大乗院寺社雑事記 9

文明 18 12 0 6 14870109 山城 注進 正月十五日、御布施支配状之事、／…一段 六斗五升
内 干塩田、

仏事方支配状
集

教王護国寺文書
6-1926

文明 18 12 0 11 14870114 大和 海智庄之内、大発志院供田一丁＜ハヰトヒ＞百姓等参申、損免事申入之、定地子在所也、不可得旨仰了、…
尋尊大僧正記
126

大乗院寺社雑事記
9

文明 18 12 0 15 14870118 大和 楊本庄、百姓等参申、免事十石分仰付之、 尋尊大僧正記 126 大乗院寺社雑事記 9

文明 18 12 0 25 14870128 大和 楊本庄、当年免、廿三石給之了、 尋尊大僧正記 126 大乗院寺社雑事記 9

文明 19 0 0 0 14870203 甲斐 此年ハ売買吉、疫病ニテ、人多死事、大半ニ過タリ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文明 19 0 0 0 14870203 駿河 三度之出水、 大平年代記 沼津資料集成 8

文明 19 1 0 13 14870305 大和 仍修正事、不及始行、去年ハ依炎干、無之、如此事、未無其例事也、無力次第也、
尋尊大僧正記
127

大乗院寺社雑事記
9

文明 19 2 0 11 14870315 京都 自昨晩、天洒雨、雨連明、早旦、暴雨迅雷、実今日、初午之荒也、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 19 3 0 5 14870407 諸国
今日、細川九郎［右京大夫］自伊勢還向也、上下降雨、諸
国洛中群参、路次不通得、…宮川橋落、諸人数百人流死、
前代未聞之由、有其沙汰、

長興宿禰記下 改定史籍集覧 24

文明 19 3 0 20 14870422 京都 鴨川水深而絶渡、過五橋往北白河南禅寺前河水亦太、不得渡而帰、於鴨川溺死者両人有之、 蔭凉軒日録 後鑑 239

文明 19 4 0 5 14870507 大和 観音経同音一千巻上下心落也、病気以外故、修之、 大乗院寺社雑
事記 大日本史料 8-20

文明 19 4 0 5 14870507 大和 近日、病事以外流布之間、為祈禱千巻、 政覚大僧正記 大日本史料 8-20
文明 19 4 0 15 14870517 京都 雨雹、召占文云、 続史愚抄中篇 41 新訂増補国史大系

文明 19 4 0 23 14870525 京都 去八日之大水ニ、当庄東西之溝、大儀ニ理（埋カ）候、…井料之御下行にあつかり候て、溝井手を相堅度由申候、 東寺百合文書 大日本史料 8-21

文明 19 4 0 28 14870530 筑前
［小弐政資書状 宗中務少輔宛］…岩門亀尾敵城取詰、去廿
二日、水斗留候、落居不可有幾程候、此間、依霖雨、相拘候、
天気晴者、一途可出来候、

馬廻御判物帳 大宰府大宰府天満
宮史料 14

文明 19 5 0 3 14870603 大和 臨時心経会在之、奈良中、疾病以外也、 政覚大僧正記 大日本史料 8-20

文明 19 5 0 14 14870614 大和
今日、大安寺□辰市散郷奈良百姓共、事寄炎旱、去年分
年貢、無沙汰者共、自寺門発向了、請乞仁躰ハ閣之、不
然者共ハ、発向、焼払了、

尋尊大僧正記
128

大乗院寺社雑事記
9

文明 19 6 0 2 14870701 京都 雨下、凡如霖雨、当年者、春已有霖雨、去月中、雨不降、耕作農民、愁傷之処、今又四、五日雨下、尤宜事也、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 19 6 0 3 14870702 大和
今度、自奈良中、病気之死人出分、及二千人云々、以外事也、
世間之満作、田地田畠之珍重ハ、順風順雨、如尭舜云々、
希代不思儀、是併御造替故也云々、

尋尊大僧正記
128

大乗院寺社雑事記
9

文明 19 6 0 7 14870707 越中

［室町幕府奉行人奉書 神保越前守殿宛］就広福院殿御領、
越中国弘田庄内隠田事、為椎名虎松被官大矢藤九郎并公
文等所行、令逃散、剰放火所々、切落用水、致種々狼藉云々、
太不可然、所詮、於張本人并同類者、可被罪科、至彼等跡者、
如先々、可為本所之進止之旨、可被存知之由候也、仍執
達如件、

宝鏡寺文書 2
室町幕府文書集成
1440

文明 19 6 0 7 14870707 大和 昨日、羽津里井百姓等罷上、穴師河用水事、及相論之由申、… 尋尊大僧正記 128 大乗院寺社雑事記 9

文明 19 6 0 13 14870712 大和 用水間事、羽津里井・院入百姓等罷上、申入子細在之、各可持目安之由仰了、凡無殊事、
尋尊大僧正記
128

大乗院寺社雑事記
9

文明 19 6 0 19 14870718 京都 将曙頃、天俄陰、雷電非常、有斜風急雨、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 19 6 0 21 14870720 京都 五更、天大雷雨、俄有大洪水、門内之外拍牌遅明、天晴朗、蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 19 6 0 27 14870726 京都 大雨＜古老云、五、六十年無如斯雨＞、所々洪水、 続史愚抄中篇 41 新訂増補国史大系

文明 19 6 0 27 14870726 京都 大水ニ、所々溝埋之間、屈（堀）上事、大儀之由申、井料侘事申分披露了、 東寺百合文書 大日本史料 8-21

文明18年（1486）～文明19年（1487）
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文明 19 6 0 27 14870726 京都 甚雨下、＜終日＞古老者云、五、六十年之内、無如此之雨云々、所々有洪水、雷鳴吹風、入夜晴、 親長卿記 2 増補史料大成 42

文明 19 6 0 27 14870726 京都 自五更、天洒雨、自午前、暴雨斜風、大洪水、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 19 6 0 28 14870727 京都 天快晴、依洪水、下五橋、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

文明 19 7 0 0 14870730 京都 昨雨、未全晴、鴨川没溺者三、四人、城中街陌水漲、 鹿苑日録 編年差別史 4

文明 19 7 0 8 14870806 京都 疫病、人多死、 異本年代記 後鑑 240

文明 19 7 0 14 14870812 京都
早旦、謁東府、今日、等持寺施食、八鼓刻、可白案内由、
奉報之、御成、自等持院殿始、逐一御焼香…遂御成于鹿
苑院御焼香、

蔭凉軒日録 2 後鑑 240

文明 19 7 0 17 14870815 大和 夕立、所々満足云々、 尋尊大僧正記 129 大乗院寺社雑事記 9

文明 19 7 0 18 14870816 大和 戒重代官林参申、院入庄与箸中、流水相論事、去五月御下知趣、可為如先規之由也、仍如先例、致成敗了、
尋尊大僧正記
129

大乗院寺社雑事記
9

文明 19 7 0 19 14870817 大和
一昨日、寺中辻風希有、見物也云々、北角院之戌亥之大
木ヨリ吹初テ、南角院ヲ吹破、観音院ヲ吹破テ、西院之
善了之部屋ヲ吹破、垂井在家一宇吹破テ、各空ニ吹上、
曽木共、如入雲云々、近来ハ如此事無之、

尋尊大僧正記
129

大乗院寺社雑事記
9

文明 19 7 0 19 14870817 大和
戒重代官林参申、院入庄ト羽津里井庄、流水相論事、巨
細仰付之、両庄事、不背先例、令糺明、可成敗、若於不
事行者、可及哠文歟之由、成奉書了、…

尋尊大僧正記
129

大乗院寺社雑事記
9

長享 01 7 0 20 14870818 改元
今度、改元事、依火事、病事、兵革之由、先日、被仰候
了＜注＞此分候、但兵革事、外記ハ申候了、乍去、於洛
中、両三ケ年事候、無殊事候、辺土遠郷事ハ、無尽期候歟、
去年神宮、東寺等火事、当年病事流布候故候、

親長卿記別記 大日本史料 8-20

長享 01 7 0 23 14870821 京都 午後暴雨、数刻不息、満城大洪水、 蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

長享 01 7 0 23 14870821 近江
於江州、有本領者、依六角押領、不知行、或餓死者有之、
或及餓死者比々有之、以故、為相公、被加追討、一衆為本望、
於爰相公有御動座、可被追討之御返答有之、由是、江州
有本領者、凡四十六人、進上御太刀、伸其御礼云々、

蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

長享 01 7 0 25 14870823 京都 入夜、大雨傾盆、 鹿苑日録 日本の気象史料
長享 01 7 0 25 14870823 大和 夜大雨下、 尋尊大僧正記 129 大乗院寺社雑事記 9

長享 01 7 0 26 14870824 大和 大雨下、風、 尋尊大僧正記 129 大乗院寺社雑事記 9

長享 01 7 0 27 14870825 京都 鴨川大水、処々新湍有之、両岸田畠流失、不知其数、可嘆、蔭凉軒日録 2 増補続史料大成 22

長享 01 8 0 5 14870901 京都 上野庄堤、今度依洪水悉損、并溝悉塞之間、…当庄堤溝等事者、為名主役、被致沙汰者、先規也、 東寺百合文書 大日本史料 8-21

長享 01 8 0 9 14870905 紀伊 大水、大里五社の階へ水上る、民家悉流る、東門に水うつ町に水入る、 熊野史 日本の気象史料

長享 01 8 0 18 14870914 京都 五更、大風、自坤方吹、加之、暴雨澍下、数刻不止也、 蔭凉軒日録 2 後鑑 241

長享 01 8 0 23 14870919 大和 夜前、大雨、大風也、今暁天晴殊勝、事畢後、又大雨下、尋尊大僧正記 129 大乗院寺社雑事記 9

長享 01 9 0 14 14871009 大和 大雨、大風也、 尋尊大僧正記 129 大乗院寺社雑事記 9

長享 01 10 0 10 14871104 山城
［二十一口方評定引付］ 一、長国寺来云、上野庄井料事、
当年依度々洪水、溝等破損之間、可預御助成云々、衆儀
之趣少分可被下、但於員数者、可相尋代官之由、治定了

東寺百合文書
ち 25

東寺文書 4

長享 01 10 0 11 14871105 大和 若槻庄・新木庄、免事申入之、 尋尊大僧正記 130 大乗院寺社雑事記 9

長享 01 10 0 26 14871120 備中 備中手庄年貢、毎年二百卅貫文寺納、去年不熟之故、二百貫文可寺納云々、 蔭凉軒日録 3 増補続史料大成 23

長享 01 10 0 28 14871122 大和 伊豆・七条両庄、北円堂方事、近年ハ炎干之由にて、不沙汰、尋尊大僧正記 130 大乗院寺社雑事記 9

長享 01 11 0 10 14871204 大和 若槻庄、九十余石ニ二十七石免、 尋尊大僧正記 130 大乗院寺社雑事記 9

長享 01 11 0 13 14871207 伊豆 夜、神火吹出し、随而嶋中（八丈島）甚飢饉ス、 三島年代記 大日本史料 8-21
長享 01 11 0 14 14871208 大和 新木庄、損免、五十二石之内、十五石免之、 尋尊大僧正記130 大乗院寺社雑事記 9

長享 01 11 0 17 14871211 山城 久世庄、所々井料、度々大水＜四月八日、六月廿六日、七月廿七日＞以大儀屈（堀）上候、 東寺百合文書 大日本史料 8-21

長享 01 11 0 22 14871216 近江
自比叡辻乗船、自支那、至鈎之御陳営、其交二里程、依
昨日大風雨、有大水、二里之□無陸地、大略渉水凌泥、
実如経千里、…

蔭凉軒日録 3 増補続史料大成 23

長享 01 11 0 23 14871217 大和 若槻庄、注進百十六石四斗之内／廿七石御免… 尋尊大僧正記130 大乗院寺社雑事記 9

長享 01 11 1 7 14871230 大和 向淵御講米事、二十石分可沙汰、今十石損免申入之、… 尋尊大僧正記 131 大乗院寺社雑事記 9

文明 19年（1487）～長享元年（1487）
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長享 01 11 1 24 14880116 加賀

加賀国粟津老百姓二人上京、告曰、応仁乱中、所免米
三百五十石・銭六十余貫、如乱中、令不相変改、…謹聞
命、院之出官読庄主状・上下保百姓訴状、寺院評定衆皆
曰、可許之、予曰、以亡実事報于公、々知之、則必入庄
捜索責百姓出之、禍必可生、況又一旦承乏住持、一言許
之、則万代常住大損也、甚不可也、…雖然、国之変不可
知、且免之則可也、上保無水厄、米百卅余石者可免三分一、
下保有水厄、可免半分、其余銭添諸物等、可如先規、以
此義下令百姓、等持院主曰、乱中所免者、一切不可許之、
虚言亡実、為長老者、非所可言、且又国中一揆帰責於庄中、
或守護成禍於庄中、為之若何、予即応諾、衆皆散矣、

鹿苑日録 加能史料戦国 2

長享 01 12 0 0 14880123 加賀
時々上意歎被申条々子細、某分国加州之土民等、建立専
修念仏之一法、依励勤修、土貢地利一塵不運上、剰結党
分群、各々立一揆之与、為緩怠之至、不及言語之由、讒
訴被申上…

官地論 後鑑 242

長享 02 0 0 0 14880222 甲斐 此年ハ、大雨シキリニシテ、粟比損也、申年、疫病ハヤリ、人民死事無限、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

長享 02 0 0 0 14880222 出羽 牛馬多死ス、人亦病、三日ニシテ死ス、 羽黒山旧記 大日本史料 8-22
長享 02 0 0 0 14880222 駿河 大水ニ而、川除普請も可致様も無之、打過候、 大平年代記 沼津資料集成 8

長享 02 0 0 0 14880222 山城 注進 上久世［   ］状之事 長享二年分…／一石四斗五升 本流
田／五石六斗五升八合 当流田／…

山城国上久世庄
年貢米算用状并
未進徴符集

教王護国寺文書
7-2025

長享 02 1 0 13 14880305 京都 雨雪、平地一尺、 続史愚抄中篇 41 新訂増補国史大系
長享 02 1 0 14 14880306 京都 自昨晡天飛雪、暁来積者盈尺、 蔭凉軒日録 3 増補続史料大成 23

長享 02 1 0 19 14880311 京都
相公曰、当年者、土用甚早、所々梅盛開云々、愚白、吾
廬有梅、八重紅梅也、年々二月末盛開、当年者、早小々
半開、相公曰、櫻亦早可開、…

蔭凉軒日録 3 増補続史料大成 23

長享 02 4 0 3 14880523 京都
去三日、四日之大水ニ、当所西田井之井口松尾之前、高
河原ニ成候、亀井と申候も、井手悉破候て、ふちニなり
候間、此間連日ニ普請を仕候へ共、未一水も不下候、既
今明日之間、早田を可植自分ニ候之処、地下迷惑仕候、

東寺百合文書 大日本史料 8-26

長享 02 4 0 4 14880524 京都 終日、有風雨、 蔗軒日録 日本の気象史料

長享 02 4 0 4 14880524 武蔵 大風俄起、及抜樹抜屋、伊陽之商船繋、品河之浜者数艘、纜断［ ］折破損矣、 梅花無尽蔵 日本の気象史料

長享 02 4 0 11 14880531 京都 同井理之事（西田井之井口）、去々年破候を、半分仕直候処、又今度つふれ候、 東寺百合文書 大日本史料 8-26

長享 02 5 0 0 14880619 京都 上野堤、先度大水ニ切畢、百姓等連参申、地家（地下）迷惑之通、歎申間、披露之処、… 東寺百合文書 大日本史料 8-26

長享 02 5 0 15 14880703 京都 帰時、於河原逢大風・大雨、迅雷輷天、往還者皆奔趨、 蔭凉軒日録 3 後鑑 243

長享 02 6 0 30 14880816 京都 伝聞、都鄙間、病気以外興盛云々、或痢病、或疫疾也、又牛馬類多死云々、希代事也、 後法興院記 2 続史料大成 6

長享 02 7 0 0 14880817 諸国 京都及諸国、疫疾流行、人多死、
親長記 . 年代
記抄節 . 暦仁
以来年代記

日本災異志

長享 02 7 0 0 14880817 京都 七月、八月、疫病、人多死、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下
長享 02 7 0 1 14880817 山城 近日、京都、山城国以下、牛トモ死云々、 政覚大僧正記 大日本史料 8-22

長享 02 7 0 1 14880817 山城 京都腹風等、病気以外也、又馬牛多以死、山城路次以外也云々、当国牛馬死云々、…
尋尊大僧正記
134

大乗院寺社雑事記
9

長享 02 7 0 5 14880821 世間 三日病、今日うは、同つる病候也、世間事外はやる也、 山科家礼記 4 史料纂集

長享 02 7 0 7 14880823 山城 今夕、三日病、丁よりおくるのよし申、代廿文くしかきへいお入、はやし物しおくる也（三日病疫神送り）、 山科家礼記 4 史料纂集

長享 02 7 0 12 14880828 京都 病気、近日猶興盛、死者、不知其数云々、 後法興院記 2 続史料大成 6

長享 02 7 0 14 14880830 世間 世界、三日病ニ輿舁躰無之、仍不参、 大乗院寺社雑
事記 大日本史料 8-22

長享 02 7 0 14 14880830 山城 洛中洛外、辺鄙境界、病死不可勝計、言語道断事也、今日三合年云々、 親長卿記 3 増補史料大成 43

長享 02 7 0 16 14880901 京都 近日、流布所労、人民悩乱、超過于上古、聞及之事歟、大略無殊輩歟、 親長卿記 3 増補史料大成 43

長享 02 7 0 16 14880901 京都 処々人死去事、驚耳了、 後法興院記 2 続史料大成 6

長享 02 7 0 16 14880901 山城 過夜大雨、 山科家礼記 4 史料纂集

長享元年（1488）～長享 2年（1488）
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長享 02 7 0 16 14880901 山城 自過夜、難波方三日病、タイカイ違例候也、 山科家礼記 4 史料纂集
長享 02 7 0 17 14880902 京都 内府＜一条＞、自今日、流布所労云々、 親長卿記 3 増補史料大成 43

長享 02 7 0 19 14880904 京都 又聞、香華院＜故左衛門督益光卿妹＞去十九日、依流布事、死去云々、（22日条） 親長卿記 3 増補史料大成 43

長享 02 7 0 21 14880906 山城 飯尾四郎方、違例大事之由申、御陣より被上候也、彦兵衛うちにも被行候也、三日病にて候也、 山科家礼記 4 史料纂集

長享 02 7 0 22 14880907 京都 上中下輩人々、死去不可計、 親長卿記 3 増補史料大成 43

長享 02 7 0 22 14880907 京都 今日聞、大聖寺御比丘尼御所＜後花園院御子□□宮御子廿四歳＞、昨暁、依流布御所労、令終云々、 親長卿記 3 増補史料大成 43

長享 02 7 0 25 14880910 畿内
去廿日勾地蔵供養事、廿九日ニ延引、青門御共者、三日
病ニ無之故云々、一条殿南御方、三日病云々、二条御方
御腹以外之由云々、京中人多以損了、

尋尊大僧正記
134

大乗院寺社雑事記
9

長享 02 7 0 26 14880911 京都 就病事、可有改元之由、有沙汰云々、 後法興院記 2 大日本史料 8-22
長享 02 7 0 26 14880911 大和 古市三日病ニ、不罷出云々、 尋尊大僧正記 134 大乗院寺社雑事記 9

長享 02 7 0 29 14880914 京都 自去夜禅閤（近衛房嗣）様、流布三日病、有御沙汰云々、…聊有御熱気云々、 後法興院記 2 大日本史料 8-23

長享 02 8 0 4 14880919 大和 極楽坊久世舞、至今日、五ケ日在之、連雨之間、迷惑候、尋尊大僧正記 134 大乗院寺社雑事記 9

長享 02 8 0 17 14881001 京都
自太閤御書、東山殿者、去月廿六日より、三日事、早々本複、
又当月二日再発、則本複、六日より再発、十三日まてハ
一向湯水ヲ不被聞召、珍事此事也、御不食事大事也、

尋尊大僧正記
134

大乗院寺社雑事記
9

長享 02 8 0 20 14881004 大和
権預祐松来、色々相語、今度、三日病、神主・正預以下
廿八人、社司・氏人之内、廿五人ハ病之、両三人相残、
神人ハ二百五十人計之内、十人不病之、其余ハ悉以沙汰了、
何も為一人入滅躰無之、希代事也云々、

尋尊大僧正記
134

大乗院寺社雑事記
9

長享 02 9 0 0 14881014 武蔵 九月旦、至晩間、疾風、甚雨、遂及夜… 梅花無尽蔵 日本の気象史料
長享 02 9 0 30 14881112 京都 抑今年病事、上下無残人、大略病悩、 親長卿記 3 大日本史料 8-22

長享 02 10 0 16 14881128 大和
若槻庄、損免事申、文明五年、廿二日分給之云々、然者、
当年ハ一向不可給事也、然共二十石分奉行申云々、此外
ハ不可叶旨仰了、去年廿七石也、廿五石分申之云々、

尋尊大僧正記
135

大乗院寺社雑事記 9

長享 02 10 0 17 14881129 大和 新木庄、損免申、可立見使之由仰了、 尋尊大僧正記 135 大乗院寺社雑事記 9

長享 02 10 0 29 14881211 大和 若槻庄、免、二十二石五斗分給之、新木庄免、廿三石給之由、奉行披露、此分治定云々、
尋尊大僧正記
135

大乗院寺社雑事記 9

長享 02 11 0 20 14881231 大和 若槻庄、損免、二十三石五斗給之、… 尋尊大僧正記 135 大乗院寺社雑事記 9

長享 02 12 0 0 14890111 京都 しやうくわゐんヨリ、油五升八合物を、去年大水、田地川成とて、三升七合納候、（24日条） 目代日記 北野天満宮史料

長享 02 12 0 19 14890129 大和 同夜番論義在之、俄ニ大雨、大風、在々所々吹破、損亡以外事也、… 尋尊大僧正記 135 大乗院寺社雑事記 9

長享 02 12 0 21 14890131 大和 倉庄、佃十八石五斗之内、当年免、六石七斗給、… 尋尊大僧正記 135 大乗院寺社雑事記 9

長享 03 0 0 0 14890210 天下 天下餓死、 永光寺年代記 加能史料研究 2

長享 03 0 0 0 14890210 世間 此年、世間ツマル事、可及言説、大麦吉、疫病ハヤル、人民死ス、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

長享 03 0 0 0 14890210 諸国 春、山陰、山陽諸国、疫疾流行、 後太平記 日本災異志
長享 03 0 0 0 14890210 東海 美濃、尾張両国、餓死、徳政興行、 東寺過去帳抜書 日本凶荒史考

長享 03 0 0 0 14890210 播磨
秋評定曰／一、自鵤庄名主中、名損之事侘言在之…名田
等之内、過分仁田畠荒、不作ト云、乱亡苅ト云、以別儀、
陣中之間之事者、名方之損以下了、

法隆寺伍師年
会衙記録 鵤荘資料 225

長享 03 2 0 15 14890326 大和 寺務御下向路次、大雨風也云々、 尋尊大僧正記 136 大乗院寺社雑事記 9

長享 03 3 0 0 14890410 常陸 自三月、至極月、干魃、 和光院和漢合運 東大謄写本
長享 03 3 0 0 14890410 諸国 北陸道、山陰道、雨泥埋屋宇草木（後太平記）、 越後野志 大日本史料 8-30
長享 03 3 0 0 14890410 北国 北国筋へ泥降事、牛の糞のごとしト云、 熊谷家伝記 大日本史料 8-30
長享 03 3 0 0 14890410 諸国 山陰、山陽両道諸国、疾疫流行、 後太平記 日本疾病史

長享 03 3 0 0 14890410 北陸 北陸道ニ泥の雨降、 紀州田辺万代
記１ 清文堂史料叢書

長享 03 3 0 3 14890412 山城 今日、宇治橋西方、一間ヤフレ候也、人四、五十人ナカル、少々アカル、 久守記 大日本史料 8-30

長享 03 3 0 20 14890429 北陸 北陸道泥（ドロ）降、 加納年代記 石巻の歴史 1

長享 03 3 0 20 14890429 北国 北国とろふる、…もろこし京師大雨ふり、人おほれしす、仮名年代記 大日本史料 8-30

長享 2年（1488）～長享 3年（1489）
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長享 03 3 0 20 14890429 越後 三月廿日、泥雨ふる、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

長享 03 3 0 25 14890504 大和
夜亥刻ニ、風雨、雷鳴、黒雲八流靡降斎場之両宮并八神
殿及大元宮之上、其中ニ光気有二、其後奉見之処、八神
殿ノ前、大元宮ノ後之庭上、有一霊物、

大乗院旧記引
斎場所光物事
注進状

後鑑 245

長享 03 3 0 26 14890505 京都 自半夜之前、電光荐曜、雷声大震、及暁天降雨、白則雨歇、一時奇怪也、 蔭凉軒日録 3 後鑑 245

長享 03 3 0 28 14890507 京都 炎旱歟、方々井水無之、 親長卿記 3 増補史料大成 43

長享 03 6 0 10 14890717 京都 夕立下、雷鳴頻、後聞、雷落一条関白＜冬良公＞亭庭、落白玉＜自水精、其色聊濁云々＞希代事歟、 親長卿記 3 後鑑 246

長享 03 6 0 11 14890718 大和 夕立、昨日雷、一条殿ニ落了云々、 尋尊大僧正記 137 大乗院寺社雑事記 9

長享 03 6 0 29 14890805 山城 小雨、大風、 山科家礼記 5 史料纂集
長享 03 7 0 1 14890806 山城 大風雨、 山科家礼記 5 史料纂集
長享 03 7 0 4 14890809 天下 当年、天下三日病、平均之間、彼者俄病臥之間、 北野神社文書 大日本史料 8-30

長享 03 7 0 5 14890810 伊勢 三乃公、昨日、自勢州罷上、今度、大風、大雨ハ、内宮ノ死人共、悉以被流失了、神慮不思儀々々々云々、… 尋尊大僧正記 138 大乗院寺社雑事記 9

長享 03 7 0 24 14890829 世間 大雨下／今暁大雨下、為世中、猶以珍重候、衆人観喜云々、尋尊大僧正記 138 大乗院寺社雑事記 9

長享 03 7 0 30 14890904 筑前［滑石製外容器筒蓋裏銘文］開（旱魃のとき雨乞いのために掘り出して納経する習わしがあった）、
水瓶山雨乞祈
禱経筒 考古学雑誌 52-1

延徳 01 8 0 0 14890905 改元 天変、病事、 親長卿記別記 大日本史料 8-20
延徳 01 8 0 15 14890919 改元 大風、洪水、 伊勢記 日本の気象史料
延徳 01 8 0 21 14890925 改元 三合厄及赤斑瘡行、改元延徳、 親長卿記 3 日本災異志
延徳 01 8 0 21 14890925 改元 依天変＜正月已来、度度二星合＞、疫疾等也、 続史愚抄中篇 41 新訂増補国史大系
延徳 01 8 0 27 14891001 京都 天晴、入夜暴雨、 実隆公記 大日本史料 8-34
延徳 01 10 0 1 14891102 山城 過夜大雨、 山科家礼記 5 史料纂集
延徳 01 11 0 8 14891209 大和 若槻庄、算用状到来／百十六石四斗之内／三十二石免… 尋尊大僧正記 139 大乗院寺社雑事記 9

延徳 01 12 0 7 14900106 大和 倉庄、佃十八石五斗之内、七石七斗分免申給之之由、奉行披露、 尋尊大僧正記 139 大乗院寺社雑事記 9

延徳 01 12 0 22 14900121 大和 堤勘解由さ衛門参申、横田庄反銭、此間数年、十八貫文宛、毎年御損亡、以外次第也、於地下可致其沙汰子細在之旨申、
尋尊大僧正記
139

大乗院寺社雑事記 9

延徳 01 12 0 27 14900126 丹波 丹州一揆衆、荒河民部丞為大将責之、一揆衆敗績、即責須智城、須智又没落云々、 蔭凉軒日録 3 後鑑 247

延徳 01 12 0 28 14900127 近江

［菅浦庄公文職所務次第事書案］菅浦公文之所務之次第事、
／米年貢弐石也／アワムキノ所務ハ＜地下之内六十人ニ
シテ、ムキアワモ風儀／皆ソンニ付、侘言申被下候ため
しあり＞本所地豆ノ引副不可有也、名主／……右定如件、
惣庄之定也、

菅浦文書 861 菅浦文書

延徳 02 0 0 0 14900130 甲斐
此年ハ、多日テリ、後ニハ、大風、大雨フリテ、作モウ
皆実モナシ、大飢饉不申斗、…以ノ外ニ大飢饉シテ、其
ノ年ノ内ニ、米ハ七十、大豆ハ六十、粟ハ更ニナシ、牛
馬カツヱ死ル事、大半ニ越タリ、人民飢死無限、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

延徳 02 0 0 0 14900130 山城 注進 東寺八幡宮御領下久世庄年貢米算用状之事 …／拾壱
石弐斗伍升 損免、

山城国下久世庄
年貢米算用状

教王護国寺文書
7-2036

延徳 02 0 0 0 14900130 山城
注進 上久世庄御年貢米算用状之事 延徳弐年分 …／一石四
斗五升 本流田／…六石一斗六升八合 当流田 四拾五石 損
免…

山城国上久世庄
年貢米算用状并
未進徴符集

教王護国寺文書
7-2094

延徳 02 0 0 0 14900130 濃尾 是年、美濃・尾張両国餓死、徳政興行、 東寺過去帳 後鑑 251

延徳 02 2 0 12 14900312 大和
安堵庄、去年分相残、昨日、令催促処、事外不熟之間、
此上者、不可有云々、十余石分也／君殿庄年貢同催促、
田地相乱事有之、可算用之由申、公事銭相残才木方可算
勘旨申、

尋尊大僧正記 140 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 2 0 17 14900317 大和 大雪下、 尋尊大僧正記 140 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 2 0 19 14900319 京都 是日大雪、 慈照院殿諒闇
總簿 大日本史料 8-35

延徳 02 2 0 19 14900319 京都 自辰刻、雪降、後雨交下、 後法興院政家記 大日本史料 8-36

延徳 02 2 0 26 14900326 京都 ヨト（淀）ヨリ永琳院ノ御取沙汰にて参候か、下地川成トテ、近年不参候由申され候、 目代日記 北野天満宮史料

延徳 02 3 0 29 14900427 京都 天降大雨、 蔭凉軒日録 3 大日本史料 8-36

長享 3年（1489）～延徳 2年（1490）
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延徳 02 3 0 30 14900428 京都 終夜有雨、 蔭凉軒日録 3 大日本史料 8-36
延徳 02 4 0 5 14900503 京都 大雨降、 北野社家引付 大日本史料 8-36
延徳 02 4 0 24 14900522 京都 大雨下、 政覚大僧正記 18 大日本史料 8-36

延徳 02 4 0 26 14900524 大和 依霖雨、不可有殊見物之由、風聞在之、 妙音院朝乗五
師日竝 大日本史料 8-36

延徳 02 4 0 28 14900526 京都 今日大雨也、殊還幸時分、以外降也、 北野社家引付 大日本史料 8-36
延徳 02 4 0 30 14900528 京都 雨下、自巳剋止、及晩、甚雨雷鳴、 後法興院政家記 大日本史料 8-36

延徳 02 5 0 6 14900603 大和 夜大雨下、 尋尊大僧正記
補遺 15

大乗院寺社雑事記
12

延徳 02 5 0 7 14900604 京都 晩景甚雨下、 後法興院政家記 大日本史料 8-36
延徳 02 6 0 21 14900717 京都 五更、天大雷雨、 蔭凉軒日録 3 大日本史料 8-34

延徳 02 6 0 22 14900718 大和
今般、炎暑令超過、人民之愁吟、不可如之、内外之祈雨
被巨篇畢、但依確執無落居、一時三十頌并六方各別之三
方入無之、六月廿二日・廿五日・廿六日・廿七日・廿九日・
晦日心落之同音論、於西室在之、

多聞院日記 5
（蓮成院記録
1）

角川書店

延徳 02 6 0 27 14900723 大和 就祈雨事、自学侶・六方各別之廻請成之歟、六方事外腹立、尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 7 0 0 14900727 大和 降雨無効験之間、＜三ケ日＞観音像図絵、＜三ケ日＞六部最勝立願状、被籠本談義道場、尚以雨不下、
多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 02 7 0 0 14900727 大和 祈雨相撲、可在之云々、則頭人以下差定之由、風聞在之、多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 02 7 0 5 14900731 大和 祈雨、南北郷民一万度云々、先日三万度在之、 尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 7 0 6 14900801 大和
万歳与岡、水論事有之、仲（人脱カ）共無為ニ申延之、一
方ヘハ当年中事申延、一方ヘハ廿日分申延之、大ニ相違
事也、廿日馳過之間、自万歳方、可取弓矢旨申云々、…

尋尊大僧正記
142

大乗院寺社雑事記
9

延徳 02 7 0 6 14900801 京都 晩景、雷雨、 後法興院政家
記 2

大日本史料 8-37

延徳 02 7 0 20 14900815 京都 こよひ大雨ふる、 実隆公記 2下 大日本史料 8-35
延徳 02 8 0 4 14900828 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 8 0 4 14900828 京都 霽陰、晩景小雷、及黄昏雨灑、入夜又下、 後法興院政家
記 2

大日本史料 8-36

延徳 02 8 0 4 14900828 京都 入夜大雨、 実隆公記 2下 大日本史料 8-36
延徳 02 8 0 4 14900828 京都 夜半甚雨下、 親長卿記 3 大日本史料 8-36
延徳 02 8 0 5 14900829 大和 平田庄官万歳与岡、水相論事、自夏比事也、 尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 8 0 6 14900830 大和 万歳与岡、用水事、及合戦云々、以外大焼亡也、 大乗院日記目
録 4

大乗院寺社雑事記
12

延徳 02 8 0 18 14900911 京都 自辰刻、雨脚甚、 実隆公記 2下 大日本史料 8-36
延徳 02 8 0 22 14900915 京都 降雨、自申刻終、大風吹、及日没止、暁更雷鳴、 後法興院記 2 続史料大成 6

延徳 02 8 0 22 14900915 京都 雨降風吹、抑今日上乗院下向坂本、及晩帰路、於北白川洪水、…以上三人忽溺死云々、 実隆公記 2下 史料綜覧 8-653

延徳 02 8 0 22 14900915 大和 雨下、大風、夜明方雷光、 尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 8 0 23 14900916 京都 雨下、洪水之由風聞、 親長卿記 3 増補史料大成 43

延徳 02 8 0 23 14900916 京都 降雨、河原辺洪水云々、 後法興院記 2 続史料大成 6

延徳 02 8 0 24 14900917 京都 雨降、南面築地二簀計崩、連日之雨脚、誠匪啻也事、民間之周章、可察々々、 実隆公記 2下 続群刊行会

延徳 02 8 0 25 14900918 京都
未剋許、俄大風吹雨下、此亭并正親町亭等散々吹損、但方々
上下花亭小屋破損過法、大（内カ）裏方々吹損、四足門上
葺散々破云々、…新造舎屋風吹損、

親長卿記 3 増補史料大成 43

延徳 02 8 0 25 14900918 京都 降雨、自午刻大風吹、半時許以後止、雨又同之、去廿二日之風ニ超過、風呂上吹破畢、処々民屋吹損云々、 後法興院記 2 続史料大成 6

延徳 02 8 0 25 14900918 京都 雨降、未刻暴風払地、所々損失、言語同断云々、不能述筆舌者也、廃屋之躰可歎々々、 実隆公記 2下 続群刊行会

延徳 02 8 0 25 14900918 大和 風、雨下／西大寺法会結願日中、今度修中雨下、珍事、 尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 8 0 25 14900918 京都 大風、発屋、 続史愚抄中篇 41 新訂増補国史大系
延徳 02 8 1 14 14901007 大和 自今暁大雨下、雷光、 尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 8 1 17 14901010 丹波 大風、 天寧寺年代記 東大影写本
延徳 02 8 1 21 14901014 大和 大市庄、損免公事物各三分一、可沙汰云々、至来年八月定、尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 2年（1490）
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延徳 02 8 1 29 14901022 大和 大霜也、 尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 9 0 3 14901025 大和 羽津里井、損免事申入之、三分一可給旨、仰之了、 尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 9 0 11 14901102 和泉 晩来彦蔵主来、去九日、自堺帰洛、寓堺之円通寺者、五十日許、大半遇風雨、閉戸、… 蔭凉軒日録 4 増補続史料大成 24

延徳 02 9 0 21 14901112 京都 就今度土一揆張本人上山討捕之、為忠節、一代御免之旨、可成奉書之由、被仰出之、
蜷川家蔵延徳二
年酒屋役条目 後鑑 251

延徳 02 9 0 26 14901117 京都［某奉書　四位大外記＝押小路師富宛］今朝雪事、九月中之例、可被勘申候由、被仰下之状、如件、
潮音堂書籍典籍
目録第 2号 144

潮音堂

延徳 02 9 0 26 14901117 大和 大雪下、 尋尊大僧正記 142 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 10 0 25 14901216 大和 楊本、損免御米四十石御後見方公事銭之内、十貫免之云々、公事米三分一分給之、大綱此分衛門請申畢、
尋尊大僧正記
143

大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 11 0 14 14910103 大和 若槻庄、百十六石四斗内／七十六石七斗六升、当年免… 尋尊大僧正記 143 大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 11 0 29 14910118 大和 河合庄、百姓参申、公事物事、御免之由申、去巳年ハ半分御免云々、不可叶旨仰了、…
尋尊大僧正記
143

大乗院寺社雑事記 9

延徳 02 12 0 12 14910130 畿内 今度、南京并山城所々、徳政行之、蓋古市興行之、愚僧亦本銭三千貫文失之、 蔭凉軒日録 4 後鑑 251

延徳 03 0 0 0 14910218 天下 天下疫疾、人多死、 熊野年代記 印影本

延徳 03 0 0 0 14910218 山城 注進 上久世庄御年貢米算用状之事 延徳参年分 …／一石四
斗五升 本流田／六石三斗二升三合 当流田、

山城国上久世庄
年貢米算用状并
未進徴符集

教王護国寺文書
7-2094

延徳 03 0 0 0 14910218 諸国
当季ハ大飢饉以外、国々之人民、及餓死事、過タリ太半、
売買高直言ニ不可及候処ロ也、某早五十才ニ罷成候カ、
未如此迷惑徒然ハ始而相候也、アマリノ事ナレハ書付ケ
置申候也、…牛馬ハ人ヨリモ多ク死ヌ、

日国記 山梨県史資料編 6

延徳 03 1 0 20 14910309 北国 北国、降泥雨、 年代記略 東大謄写本
延徳 03 2 0 15 14910403 大和 辻風、 尋尊大僧正記 144 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 3 0 4 14910421 大和 朝大雨下、花如無、 尋尊大僧正記 144 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 4 0 0 14910518 大和 今般、奈良中疫癘興盛間、来月三日可有薬師図絵旨、及学侶集会評定、別会所申遣畢、
多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 03 5 0 0 14910616 能登 廻一寸霰降也、 永光寺年代記 加能史料研究 2

延徳 03 5 0 0 14910616 大和 近日、霖雨、殊大雨以外也、参勤之路次、迷惑無極者也、多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 03 5 0 3 14910618 大和 三日、薬師図絵遂行、除病延命、堅難消除被抽精誠畢、 多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 03 5 0 3 14910618 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 145 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 5 0 18 14910703 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 145 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 5 0 22 14910707 山城 富田土佐守、今朝下播州、雖一昨日発足、依大水、自途中帰云々、 蔭凉軒日録 4 増補続史料大成 24

延徳 03 5 0 25 14910710 大和 夕立、大雨也、 尋尊大僧正記 145 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 6 0 2 14910717 甲斐 此年も年号色々也、大雨降、在所皆流れる也、 妙法寺記 日本の気象史料

延徳 03 6 0 2 14910717 甲斐
此季ノ六月二日ニ、大雨降故ニ、大水以外ニ出テ、当海（河
口湖）以ノ外ニ満テ、作毛損ルコト、不及言ハニ、西海（足和
田村）言語道断ニヲシ流サレテ、人々家々破失ス、長浜（同）
モ同シ流ルヽ也、大石（河口湖町）・河口（同）云ニ無甲斐、

日国記 山梨県史資料編 6

延徳 03 6 0 7 14910722 山城 過夜、大雨降、カミナル、 山科家礼記 5 史料纂集

延徳 03 7 0 0 14910815 近畿 近畿、連旬旱魃、
親長卿記 . 興
福 寺 略 年 代
記 . 大乗院寺
社雑事記

史料綜覧 8-670

延徳 03 7 0 1 14910815 京都 天降大雨、一時洪水有之、 蔭凉軒日録 4 増補続史料大成 24

延徳 03 7 0 5 14910819 大和 依今般炎旱、西室一時三十頌、今日五日ヨリ、三ケ日被遂行了、…七日少雨下了、
多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 03 7 0 5 14910819 大和 七月炎天、五日ヨリ於西室祈雨、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
延徳 03 7 0 6 14910820 大和 祈雨三十頌在之、三ケ日也、 尋尊大僧正記 146 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 7 0 8 14910822 大和 依降雨不満足、今日＜八日＞ヨリ、方各別之三方入在之＜自学侶廻覧相触了＞、…三方入悉満了、雖然無降雨満足、
多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 03 7 0 10 14910824 大和 祈雨三方入、自先日在之云々、 尋尊大僧正記 146 大乗院寺社雑事記 10

延徳 2年（1490）～延徳 3年（1491）
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延徳 03 7 0 11 14910825 大和 就子守川用水事、一昨日、一烈書状進之、 尋尊大僧正記 146 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 7 0 13 14910827 大和
学侶集会評定曰／今般炎天、以外之間、祈雨、雖被巨篇、
無効験之条珍事也、仍自来十六日迄、同十八日、三か日之
間、於社頭八講屋毎日辰貝定満寺老若二臈以上衆被群参、
信読大般若経一部可被祈請、甘雨普潤五穀成就之由而已、

多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 03 7 0 13 14910827 大和 夕立、去月八日雨下、其後今日初也、六十七日也、／一、祈雨立願猿楽立之云々、
尋尊大僧正記
146

大乗院寺社雑事記
10

延徳 03 7 0 16 14910830 大和 自七月十六日、三ケ日、社頭八講屋、祈雨群参大般若在之、十三日成事書畢、
多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 03 7 0 20 14910903 大和 祈雨種々心落以下、被巨篇了、廿日之夜大雨下、珍重々々、同廿一日未貝程大雨充満、
多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 03 7 0 21 14910904 大和 今暁後夜時分、大雨下、又未申剋、大雨下、則晴、 尋尊大僧正記 146 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 7 0 26 14910909 大和 木津与山田、俄事出、無為引退了、水事歟云々、 尋尊大僧正記 146 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 7 0 28 14910911 大和 廿八日九日、於東室、心落祈雨同音論在之、無降雨者也、珍事々々、
多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 03 8 0 4 14910916 大和 自今日＜四日＞三か日之間、於東室、群参同音論被修之、多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 03 11 0 1 14911211 大和 倉庄、佃方、免事申之云々、 尋尊大僧正記 147 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 11 0 7 14911217 大和 大市庄、免申之、石別＜四斗給之＞公事方三分一、 尋尊大僧正記 147 大乗院寺社雑事記 10

延徳 03 11 0 12 14911222 京都 所々井水涸、 蔭凉軒日録 4 増補続史料大成 24

延徳 03 12 0 5 14920113 大和 若槻庄、当年免、百十六石四斗之内、七十一石七斗六升、… 尋尊大僧正記 148 大乗院寺社雑事記 10

延徳 04 0 0 0 14920208 天下 天下疫、人多死、 永光寺年代記 加能史料研究 2

延徳 04 0 0 0 14920208 甲斐 此年モ、大飢饉無申計、牛馬飢死事無限、シヲカ初ハ四貫文、後ハ三貫六百文ニ壱駄売候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

延徳 04 0 0 0 14920208 天下 此歳夏、天下、疫癘、飢饉、死屍盈路、 親長記 日本災異志
延徳 04 0 0 0 14920208 天下 天下疫、人多死、 龍淵寺年代記 東大影写本
延徳 04 0 0 0 14920208 駿河 明応元年迄六年之内、度々之出水ニ、川ハ窪ミ、 大平年代記 沼津資料集成 8

延徳 04 0 0 0 14920208 陸奥 疫病時行、 加納年代記 石巻の歴史 1

延徳 04 0 0 0 14920208 諸国 諸国、疫病流行、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

延徳 04 0 0 0 14920208 日本 日本疫病流行、人多死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

延徳 04 0 0 0 14920208 世間  此年ハ夏ヨリ、世中クツロキ候也、コトニ秋造リハ、草サ生ハ見事也、 日国記 山梨県史資料編 6

延徳 04 1 0 0 14920208 京都 自正月、至八月、疫病被行、人多死、 異本年代記 後鑑 254

延徳 04 1 0 19 14920226 天下 昨十九日八時分、一天下動々如雷音也、 大乗院旧記 後鑑 254

延徳 04 1 0 19 14920226 京都 哺時天降雨、天狗流星一震、人皆驚、 蔭凉軒日録 5 後鑑 254

延徳 04 3 0 2 14920407 尾張 安国寺領在尾州、近年々貢無沙汰之由、自安国寺白之、相尋于賢首座、則年々不作、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

延徳 04 4 0 0 14920506 越中 四、五、六、大雨洪水、 立川寺年代記 続群書類従 29下
延徳 04 4 0 2 14920507 大和 雨下、去月十六日雨下後、今日下、 尋尊大僧正記 150 大乗院寺社雑事記 10

延徳 04 4 0 20 14920525 大和 為疫患消除、薬師如来一日図絵施行了、 興福寺略年代記 続群書類従 29下

延徳 04 4 0 29 14920603 大和 羽津里井庄与一乗院御領大田庄、申子細在之、仮令羽津里井庄内ニ、自穴瀬山ヨリ流出川三筋在之、…
尋尊大僧正記
150

大乗院寺社雑事記
10

延徳 04 4 0 29 14920603 大和 岩田庄与海智庄以下、流水事有之、…尤可然両人古老者申出、可申合之由仰了、…
尋尊大僧正記
150

大乗院寺社雑事記
10

延徳 04 4 0 29 14920603 大和 羽津里井庄与大吉田庄、溝堀相論在之云々、岩田庄与海智庄以下、用水事在之云々、
大乗院日記目
録 4

大乗院寺社雑事記
12

延徳 04 5 0 0 14920604 大和 依疾病増倍、臨時心経会、可有施行旨、及群儀之処、… 多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 04 5 0 1 14920604 大和
近日、用水大切也、南川・北川下之、北川大童子申、一
日一夜五百文売之云々、自今日、第二度引下也、先日雨
ニ破之故也、

尋尊大僧正記
150

大乗院寺社雑事記
10

延徳 04 5 0 7 14920610 大和
大田庄与羽津里井庄、川堀事、両庄相論、…六十・七十
ニ及候古老者、不存之由申間、不可叶旨、一庄覚悟候云々、
是羽津庄申状分也、…

尋尊大僧正記
150

大乗院寺社雑事記
10

延徳 3年（1491）～延徳 4年（1492）
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延徳 04 5 0 9 14920612 京都 疾疫流行ヲ以テ、般若心経ヲ大覚寺ニ徴シテ礼拝アラセラル、諸社寺ニ祈攘セシム、
御 湯 殿 上 日
記 . 後法興院
記 .親長卿記他

史料綜覧 8-683

延徳 04 5 0 9 14920612 大和 祈雨群参、大般若之廻覧成之了、自来十一日、可有始行旨一決了、
多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 04 5 0 9 14920612 大和 祈雨立願、南北郷三万度・一万度以下、色々在之云々、 尋尊大僧正記 150 大乗院寺社雑事記 10

延徳 04 5 0 9 14920612 諸国 疫病流行…抑京畿諸国大疫、死者相枕、如寛正云、 続史愚抄中篇 42 新訂増補国史大系

延徳 04 5 0 10 14920613 京都 大雨降、自申剋快晴也、 北野社家引付
（筑波大） 加能史料戦国Ⅳ 9

延徳 04 5 0 10 14920613 京都 被仰病事御祈、於賀茂下上社、 続史愚抄中篇 42 新訂増補国史大系

延徳 04 5 0 12 14920615 大和 午時、大雨降下之間、今日群参不参…其後、令相続降雨充満、悉以令満作畢、五穀成就云々、
多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 04 5 0 14 14920617 大和 能（登脱）川用水事、神殿名主申旨有之云々、 大乗院日記目
録 4

大乗院寺社雑事記
12

延徳 04 5 0 15 14920618 大和
高畠衆与神殿名主、能登河水相論事在之、神殿名主山本
并畑両人大将歟、吉田法橋所ニ可寄云々、無殊事、無為了、
吉田分三反計田地、其余方々分七反在之、各神殿庄之分
水ヲ切落取之云々、触水沙汰事也、

尋尊大僧正記
150

大乗院寺社雑事記
10

延徳 04 5 0 16 14920619 世間 南曹弁書状到来、就世間病事、七大寺御祈禱、為天下泰平云々、方々相触之、
尋尊大僧正記
150

大乗院寺社雑事記
10

延徳 04 5 0 21 14920624 諸国

近日、一天疫病以外也、仍諸寺諸山、五畿并諸国可読誦般
若心経云々、職事下上卿、々 々下弁＜弁則右小弁兼之云々
＞、弁下官＜小槻晴富＞官下知之云々、洛中洛外或病或
餓死者、満道路満郊野、今年之躰、同寛正度之由、古老
之所語也、

和長卿記 後鑑 254

延徳 04 5 0 21 14920624 天下 近日、天下疫病尤甚、因於諸寺諸山及京畿諸国、可読誦般若心経由宣下、
続史愚抄中篇
42

新訂増補国史大系

延徳 04 5 0 25 14920628 大和 羽津里井庄沙汰人、昨日申捨罷帰、大田庄より堀川事可破旨必定、各致其用意云々、不可説事也、
尋尊大僧正記
150

大乗院寺社雑事記
10

延徳 04 5 0 29 14920702 京都 甚雨下、所々洪水云々、相国寺大得院築地門等破損之由、有沙汰、希代洪水也、 親長卿記 3 増補史料大成 43

延徳 04 5 0 29 14920702 大和 自夜部、大雨也、 尋尊大僧正記 150 大乗院寺社雑事記 10

延徳 04 5 0 29 14920702 天下 天下大洪水、御霊前堤切矣、寺中大水也云々、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

延徳 04 5 0 29 14920702 京都 自昨夜、天降雨、連明、…終日大雨、大洪水、近年無如此云々、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

延徳 04 5 0 29 14920702 京都 大雨、洪水、相国寺大徳院門築地破壊云、 続史愚抄中篇 42 新訂増補国史大系
延徳 04 5 0 30 14920703 山城 雨降、大水、 山科家礼記 5 史料纂集

延徳 04 5 0 30 14920703 大和 臨時心経会在之、…上下万民、除病延命珍重々々、 多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 04 5 0 30 14920703 大和 依疫病増倍、臨時心経会執行、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
延徳 04 5 0 30 14920703 京都 終宵大雨、連明、寺中大水、如海云々、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

延徳 04 5 0 30 14920703 京都 依大水、長得院門崩矣云々、法堂東西如洪河、殊東方大水也、水拍股云々、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

延徳 04 5 0 30 14920703 京都 河決送梅雨、蓋依両三日之大雨、鴨河洪水、御霊前堤切而、大水入寺中、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

延徳 04 6 0 0 14920704 甲斐 国中疫風起回、依之、山門大施餓鬼執行、 塩山向嶽禅庵
小年代記 山梨県史資料編 6

延徳 04 6 0 1 14920704 京都 終宵、天降大雨、早旦晴、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

延徳 04 6 0 2 14920705 甲斐 大雨フリ、在所皆流ルヽ也、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

延徳 04 6 0 2 14920705 山城
雨降…道大水之由申之／一、七郎さへもん・二郎九郎上候、
山口田ニまめうへ候、曲事之由候申候処、半分宛うへつ
け候、少まめ之由候也、秋御年貢可納之由候、竹阿申次

山科家礼記 5 史料纂集

延徳 04 6 0 2 14920705 大和 雨下／修理目代瓜、今日進之、依大水、不到来、今日進之、昨日不進上之条、非緩怠云々、
尋尊大僧正記
150

大乗院寺社雑事記
10

延徳 04 6 0 2 14920705 京都 天降雨、終夜大雨、連明、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

延徳 04 6 0 11 14920714 世間 甲州乱国ニ成リ始テ候也、当年ハ夏ヨリ世間クツロク也、妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

延徳 04 6 0 16 14920719 山城 都鄙間、病死以外云々、 後法興院記 3 続史料大成 6

延徳 4年（1492）
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延徳 04 6 0 22 14920725 京都 今度、京都他界輩、一万六千人分ハ、千本之野法師存知之由、注進之云々、其外ハ不知之、
尋尊大僧正記
150

大乗院寺社雑事記
10

延徳 04 6 0 29 14920801 京都 京都、大雨、洪水、

後法興院記 3.御
湯殿上日記 .親
長卿記 .蔭凉軒
日録 .大乗院寺
社雑事記 .新撰
和漢合図

史料綜覧 8-684

延徳 04 6 0 30 14920802 世間［慶秀書状］…さても世上病事流布之儀、真実々々驚耳目候、于今不休之段勿論、祈謝事無殊御沙汰候歟、… 壬生家文書 8 図書寮叢刊

延徳 04 7 0 2 14920804 大和 二日ヨリ三ケ日、西室祈雨一時卅頌在之、 多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 04 7 0 2 14920804 大和 則二日被始行之処、申剋大雨降下之間、各珍重々々、無比類効験也、
多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 04 7 0 3 14920805 大和
為祈雨、南北相撲被相懸之処、北里・高間・樋口ニ差之、
為僧都坊童部之間、不可沙汰旨難渋、今日三日、為衆中
住屋破却畢、

多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

延徳 04 7 0 10 14920812 大和
羽津里庄・大田庄、溝堀事、越智方両方儀取合、湯起請有之、
一昨日事也、羽津里井庄取勝了、在所ハ、穴晴大鳥居之
南之柱本、羽津里井方釜立之、北柱本ニ大田庄釜立之了、

尋尊大僧正記
151

大乗院寺社雑事記
10

明応 01 7 0 19 14920821 改元 疾疫、 皇年代私記 東大謄写本
明応 01 7 0 19 14920821 改元 依疾疫也、 皇年代略記 新校群書類従 2

明応 01 7 0 20 14920822 京都 近日、猶病死興盛云々、依此儀、改元也、 後法興院記 3 続史料大成 6

明応 01 8 0 0 14920901 京都 自正月、至八月、疫病被行、人多死、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下

明応 01 8 0 1 14920901 大和 夕かた大雨下、令連続降雨、弥以示豊饒之色畢、 多聞院日記 5
（蓮成院記録1）角川書店

明応 01 8 0 4 14920904 近江
兵主郷内安楽寺領小浜庄内、南都大安寺契米、弐拾石当
知行無相違処、大安寺代官自去年始而依水損、少事可沙
汰由白之、

蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

明応 01 8 0 5 14920905 近江

［蔭凉軒書状 飯尾加賀守宛］月翁和尚知行在所、江州兵主
郷安楽寺領小浜庄内南都大安寺契米弐拾石事、自往古、
不謂旱水損、無相違当知行処、去年始而号水損、少事可
致其沙汰由、大安寺代官申候、任支証旨、預御披露被成
御下知候者、可然候、巨細寺家雑掌可被申候、恐々謹言、

蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

明応 01 8 0 13 14920913 山城
竹阿ミ東庄へ下処、入道ニて三郎兵衛・掃部助・二郎九
郎上候、逢候、其子細者、御年貢此方可納侘言候条々、
請文きしやうもん之由候間、先可置候歟、各下、

山科家礼記 5 史料纂集

明応 01 8 0 16 14920916 京都 終夜風雨、 後法興院記 3 日本の気象史料

明応 01 8 0 17 14920917 京都
風雨刻、奉吹放雲形文小壁板落懸而見給、并三鳥居令顚
倒事、雖為風雨刻、其外之鳥居四宇…次々御倉等令損失
給上者、是皆御遷宮延引之故也、

延徳記 日本の気象史料

明応 01 8 0 17 14920917 京都 早旦、大風吹、雨又下、 後法興院記 3 日本の気象史料
明応 01 8 0 17 14920917 京都 天起風雨、 蔭凉軒日録 5 日本の気象史料

明応 01 8 0 17 14920917 伊勢 伊勢風雨、太神宮壁板破レ、鳥居倒ル、 延徳引付 .
延徳記 史料綜覧 8-686

明応 01 8 0 17 14920917 山城
自夜雨、大風、昼ヤム…／一、西惣部屋西上吹破、女中
向御庭西カキ吹コハス、三、四間也、中書所も吹ヤフリ
候間、フキクレ百枚・ナハ一ハ遣之、

山科家礼記 5 史料纂集

明応 01 8 0 17 14920917 大和 雨下、大風、 尋尊大僧正記 151 大乗院寺社雑事記 10

明応 01 8 0 22 14920922 山城

七郎左衛門・二郎九郎、山口二反下地ソンマウノ事、当
年此方へ不申候、大豆ウへ候、其後、中田之時分ウヘテ、
大豆分ニモ米ヲ可計之由申候之処、今日ソンマウ申候、
曲事之由申候也、人ハ不可下之由、御返事候也、然処、
七郎左衛門三斗三升納、二郎九郎二斗二升納、是ニテ如
此被申候

山科家礼記 5 史料纂集

明応 01 8 0 24 14920924 大和 雨乞、相舞在之、其郷々ニ、相舞銭トテ、一番別一貫文、百二十貫懸取之事、…
尋尊大僧正記
151

大乗院寺社雑事記
10

明応 01 8 0 24 14920924 大和 曽我部庄、田地三反、不作有之、日供事可減少旨、連々百姓等罷上、雖歎申入、不可叶旨、龍花院方加下知云々、
尋尊大僧正記
151

大乗院寺社雑事記
10

延徳 4年（1492）～明応元年（1492）
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明応 01 8 0 28 14920928 大和

一国中炎干之時、町棚之商売止之事在之、惣庄之成敗ニ
同シテ、止商売上者、下知之下方也…／商売止之事、炎
干之間、惣庄止之、為近所不可然之間、以故実於方隠可
売買旨、自奉行加下知之間、斟酌也、更以自惣庄依下知
止之事無之、

尋尊大僧正記
151

大乗院寺社雑事記
10

明応 01 9 0 13 14921013 山城 なかいたのそんまうの二郎三郎上候、是ニテ左衛門太郎同、五十嵐申合候也、 山科家礼記 5 史料纂集

明応 01 10 0 2 14921101 大和 若槻庄、損免事、自昌懐律師方、申入之、沙汰人参申、 尋尊大僧正記 152 大乗院寺社雑事記 10

明応 01 10 0 12 14921111 大和 新木庄沙汰人参申、損免事申入之、五石分可給旨仰了、猶以不可叶云々、 尋尊大僧正記 152 大乗院寺社雑事記 10

明応 01 10 0 23 14921122 大和 新木庄、五十二石六十余御米之内、当年免十七石、鳥見川井手人夫千二百人、代米六石、合二十三石也、 尋尊大僧正記 152 大乗院寺社雑事記 10

明応 01 10 0 26 14921125 大和 若槻庄、損免事、百姓ハ六十五石可給之由申、昌懐律師ハ五十石之由申、不一決、去年ハ七十六石七斗給之了、 尋尊大僧正記 152 大乗院寺社雑事記 10

明応 01 11 0 11 14921209 大和 若槻庄、損免、百石之内六十三石給之、 尋尊大僧正記 152 大乗院寺社雑事記 10

明応 01 11 0 12 14921210 山城
野村養供庵被上候、ゑのこ田のわひ事申之、代百疋、予
三十疋被持候、餅酒何様銭披露、御返事可申由候、五十
嵐上候

山科家礼記 5 史料纂集

明応 01 11 0 21 14921219 大和
横田庄、八十四石方、損免事申入之云々、巨多申状云々、
所詮、三十石米并南院分反銭＜以下＞分、四十余石也、
此内ニ可入之由申入者、損免事ハ無益也、給人ニ可申合
之由仰了、

尋尊大僧正記
152

大乗院寺社雑事記
10

明応 01 12 0 8 14930105 大和 倉庄、佃米、十八石五斗内、八石五斗免之、十石分得米也、尋尊大僧正記 152 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 0 0 0 14930127 世間 世間ハ富貴ス、売買ヤソシ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

明応 02 0 0 0 14930127 山城 注進 上久世庄御年貢米算用状之事 …／壱石四斗五升 本流
田／八石三斗八升四合 当流田、

山城国上久世庄
年貢米算用状并
未進徴符集

教王護国寺文書
7-2094

明応 02 1 0 11 14930206 備中

［新見庄注進状案］…一、三職拘分之内、五分一程近年納
所候之由被申候、御帳面分、可有納所之由、堅申候へ共、
一向無承引候、流不作と乍三人被申儀候、福本方、前米方、
大豆、麦帳面内、一向無沙汰之由、被申候、宮田方、米
方船方と申候分、一石一斗余沙汰候分、内一斗分、近年
納所候由被申候、如此候間、過分減候、金子方、米銭大
豆麦、半分計減候て被答候、迷惑無是非候、／一、豊岡
方拘分拾弐貫二百五十文内半分流ニ廿余年御免之由申候、
近年ハ自多治部殿、此半分をも御免候、雖然半分ハ沙汰、
今ハ可申候由申候、是も半分減候、／…一、高瀬中奥里
三ケ村御百姓中、前も近年多治部殿より給分ニ被出、又
者流不作、或者依有忠、被指置、是も減分過分候、

東寺百合文書
ゆ 49

岡山県史 20-1429

明応 02 3 0 19 14930414 大和 大雨下、風、 尋尊大僧正記 154 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 3 0 19 14930414 京都 自昨夜五鼓頃、天降雨、達旦未息、…依風雨、皆労煩云々、蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

明応 02 3 0 22 14930417 京都 両三日、寒気惟多也、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

明応 02 3 0 28 14930423 大和 雨下、大風、 尋尊大僧正記 154 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 4 0 5 14930429 京都 雨少降、大風吹也、 北野社家引付
（筑波大） 加能史料戦国Ⅳ 87

明応 02 4 0 25 14930519 京都 夜半、風雨、雷電、驚動人、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

明応 02 4 0 26 14930520 京都 終宵有雨、達旦、及食時憩、夜半大風、大雨、雷電、非恒事、蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

明応 02 4 1 20 14930613 京都 昨日廿日、右京兆屋形辺、羊角風大吹、人皆驚動、於風中、有鳶、裹火以飛行云々、（21日条） 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

明応 02 5 0 9 14930701 大和 昨日ハ大水之間、寺門之榼之船ニ同船、至法性寺、… 尋尊大僧正記 155 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 5 0 26 14930718 山城 天振暴雨、雷電太雷、有人云、厲堕大原辻、路人一ケ被打死云々、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

明応 02 5 0 29 14930721 京都 天降雨…江見岡殿宅江、雷落、一家中悉焼失、人馬者無災也云々、其時、此方亦震動、雷電驚人也、 蔭凉軒日録 5 増補続史料大成 25

明応 02 6 0 11 14930802 加賀
［金津庄（河北郡）惣庄書状  岡本宛］…当年六月十一日に
大水出候て、過分の田地そんし候、其外、いもちことの
ほかつき候て、地下迷惑之躰候、…

賀茂別雷神社
文書 加能史料戦国Ⅳ 77

明応 02 6 0 26 14930817 会津 夜半、天地震動シテ、大雨降、山野崩テ、耕作流失テ、京都之乱以外也、雖然、当国者、夏中富貴シテ豊饒也、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

明応元年（1492）～明応 2年（1493）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

明応 02 6 0 29 14930820 近江 夜大雨下／後日聞之、今夜大雨下時分、公方自上原館出御、色々雑説有之間、遁出給、自江州御船云々、珍重事也、
尋尊大僧正記
155

大乗院寺社雑事記
10

明応 02 6 0 29 14930820 京都 入夜、雷雨甚、風吹、 後法興院政家記 加能史料戦国Ⅳ 132

明応 02 6 0 29 14930820 京都 入夜、雷鳴雨下、 親長卿記 加能史料戦国Ⅳ 133

明応 02 7 0 1 14930821 京都 今夜、暴風、暴雨、 蔭凉軒日録 5 加能史料戦国Ⅳ 136

明応 02 8 0 8 14930927 伊勢 大風、洪水、岡田の家九十余流、人多流死、 河崎氏年代記 日本の気象史料

明応 02 9 0 2 14931021 大和
来十六日、先年祈雨之立願、於馬場殿、四座猿楽能可有
之云々、自衆中、昨日加下知者也、七郷以下百二十貫出
銭也、

尋尊大僧正記
156

大乗院寺社雑事記
10

明応 02 10 0 7 14931124 大和 猿沢池水、近日変色、不吉事也、卜方火事・兵乱云々、… 尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 10 0 28 14931215 大和 明日、馬場殿、祈雨之主願、猿楽可有之、南北郷民相撲銭、為猿楽禄物出之、其儀如例也、 尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 10 0 29 14931216 大和 霜、雨下、 尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 10 0 29 14931216 大和 於馬場院、祈雨立願、南北郷出銭、四座猿楽在之、但観世不参、仍次日加罪科畢、
大乗院日記目
録 4

大乗院寺社雑事記
12

明応 02 11 0 10 14931227 大和 楊本百姓、下司代参申、侘言申入子細在之、今度不思儀滅亡之由也、十石分給之、猶以申入之、
尋尊大僧正記
157

大乗院寺社雑事記
10

明応 02 11 0 15 14940101 大和 若槻沙汰人弟罷上、廿石御免不足旨申云々、沙汰外事也、尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 11 0 16 14940102 大和 狭竹庄、年貢事、近来有名無実也、剰去年分一向不沙汰之間、越智方儀仰合之、… 尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 11 0 16 14940102 大和 新木庄、当年損免、二十石分給之了、不作田一丁六反在之故也、  尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 11 0 18 14940104 近江
或仁云、十禅師并二宮、同小社許炎上云々、志賀郡之土
民称土一揆、自山門発向、悉焼払、志賀八幡同炎上云々、
穴太同発向焼上云々、

親長卿記 後鑑 257

明応 02 11 0 25 14940111 京都 大雨、京中大洪水、以外也、 尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 11 0 30 14940116 大和 倉庄、佃御米、十八石五斗之内、免七石二斗、… 尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 11 0 30 14940116 大和 横田庄、十八丁二反余名田御米／八十四石之内、当年免十九石… 尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 12 0 4 14940120 世間
楊本庄、去春逐電ニ付、侘言百姓名主申入之、於世間者
満作無是非之処、別段歎申入之、種々問答之、公事銭・
公事米三分一免申之、御米二十石申之、此三石計、給主
ニ可申云々、大綱此分落居、畏入了、…

尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 12 0 5 14940121 大和 横田庄、御米損免事／…十九石当年御免… 尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 02 12 0 6 14940122 大和 若槻庄、損免、廿三石分給之了、 尋尊大僧正記 157 大乗院寺社雑事記 10

明応 03 0 0 0 14940215 能登 旱魃、 永光寺年代記 加能史料研究 2

明応 03 0 0 0 14940215 甲斐 此年売買吉、…耕作ハ半分モ実不入、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

明応 03 4 0 30 14940612 会津
此年、四月晦日より八月まで日照にて、当所干魃、諸人
迷わく仕候、古来大木草木、かうさくやけかれ候て、不
思議此事に候、

塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

明応 03 5 0 10 14940622 世間 世間以外旱之間、今朝、祈雨奉幣被行云々、… 言国卿記 5 後鑑 257

明応 03 5 0 21 14940703 大和 今日、辻風、一乗院栗＜大木也＞吹折了、 尋尊大僧正記 159 大乗院寺社雑事記 10

明応 03 6 0 3 14940714 肥後 洪水、 八代日記 熊本中世史研究会
明応 03 7 0 10 14940819 京都 依炎旱、被行祈雨奉幣、 続史愚抄中篇 42 新訂増補国史大系
明応 03 7 0 12 14940821 京都 祈雨奉幣、 御湯殿上日記他 史料綜覧 9-7
明応 03 7 0 12 14940821 京都 被行祈雨奉幣云々、 後法興院記 日本凶荒史考
明応 03 7 0 12 14940821 京都 近日、大略毎日炎上云々、民間有炎旱之愁、 後法興院記 日本凶荒史考
明応 03 7 0 23 14940901 京都 晴、近日炎旱過法、 親長卿記 3 増補史料大成 43

明応 03 7 0 23 14940901 山城

［室町幕府奉行人奉書 久世上下庄名主沙汰人中宛］善法寺
雑掌申、石清水八幡宮領山城国八条西庄用水事、自往古
相定在所、社家進退之処、去文明十一年構新井於社領之上、
任雅意之条、被遂一段糺明、被成奉書訖、然今度重而及
違乱云々、事実者、好而招其咎歟、言語同断次第也、所詮、
向後可令停止其綺、若猶度々背御下知、致緩怠者、可被
処厳科之由、被仰出（候脱）也、仍執達如件、

東寺百合文書
ト 4

室町幕府文書集成
1944

明応 03 7 0 23 14940901 京都 炎旱甚＜自六月二日、不雨、至廿九日、其後又不雨云＞、続史愚抄中篇 42 新訂増補国史大系

明応 2年（1493）～明応 3年（1494）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

明応 03 8 0 0 14940909 遠江 餓殍満路、穹死不勝記矣、 円通松堂禅師
語録 3

静岡県史資料編 3

明応 03 8 0 5 14940913 近畿
又炎［ ］極了、江州湖水三四丈減之間、 神之御腰懸之［ ］四
顕云々、又宇治河水少之故、諸人参塔之島…参詣之輩之中、
謂水漫々湛難行トテ、迷倒之者数十人也云々、又桂河枯渇、
云宇治、云桂、近国之大河如此之事、重事之至極也、

後慈眼院殿御
記 九条家歴世記録 2

明応 03 8 0 7 14940915 京都 自昨暮、雨未休、日午復晴天、百姓為悦也、 後慈眼院殿御記 加能史料戦国Ⅳ 174

明応 03 8 0 19 14940927 山城

［室町幕府奉行人奉書 東寺雑掌宛］善法寺雑掌申、石清水
八幡宮領山城国八条西庄用水事、自往古相定在所、社家
進退条、先度被成奉書之処、久世上下庄地下人等不能承
引、猶以任雅意云々、事実者、言語道断之次第也、所詮、
早召上彼庄名主沙汰人、堅可被加下知之由、被仰出候也、
仍執達如件、

東寺百合文書
2

室町幕府文書集成
1947

明応 03 9 0 15 14941023 諸国 霽、依土逸起、八幡辺物騒也、又播磨国、先日三ケ日昼夜之間、大風吹、仍今夕注進髄心院云々、未曾有也、
後慈眼院殿御
記 九条家歴世記録 2

明応 03 9 0 16 14941024 京都 今日、長門守早旦ニ地下ヘ下畢、ソンマウノ事云々、 言国卿記 5 史料纂集

明応 03 10 0 7 14941113 大和 若槻庄、損免事、百十六石余之内、得米六十石ニ大綱申付云々、 尋尊大僧正記 160 大乗院寺社雑事記 10

明応 03 10 0 7 14941113 大和 横田庄、損免申云々、去年分可給旨仰了、 尋尊大僧正記 160 大乗院寺社雑事記 10

明応 03 10 0 12 14941118 大和 狭竹庄、免事、十三日・四日之間、可有毛見旨、名主等申上之由、奉行申、納所ニ可申合之由仰了、… 尋尊大僧正記 160 大乗院寺社雑事記 10

明応 03 10 0 14 14941120 大和 新木庄、免事、去年被下候分ニ、二石増申入之、 尋尊大僧正記 160 大乗院寺社雑事記 10

明応 03 10 0 30 14941206 大和 就大市庄損免事、宣舜遣訓英方了、 尋尊大僧正記 160 大乗院寺社雑事記 10

明応 03 11 0 4 14941210 大和 反銭事、明年ニ御延引可畏入旨、諸御領百姓等参申、不可叶旨仰了了、初門事也、旁以不可叶旨也、 尋尊大僧正記 160 大乗院寺社雑事記 10

明応 03 11 0 9 14941215 大和 若槻庄、損免、五十三石給之了、 尋尊大僧正記 160 大乗院寺社雑事記 10

明応 03 11 0 21 14941227 大和 東方石籠修理、今日大夫ニ仰之、夜前大雨ニ損了、勧修坊石籠大儀沙汰也、又崩云々、 尋尊大僧正記 160 大乗院寺社雑事記 10

明応 03 12 0 0 14950106 大和 今年、春日山木枯＜八百四十五株云＞、 続史愚抄中篇 42 新訂増補国史大系

明応 03 12 0 15 14950120 近江
［裏松家代官菅浦庄年貢并秋成銭皆済切符］納菅浦御年貢
之事／合弐拾石者＜但此内拾石者、依日焼損免也／壱石
七斗引物定納捌石三斗也＞／右所納皆済如件、

菅浦文書 219 菅浦文書

明応 03 12 0 15 14950120 近江
［裏松家代官菅浦庄年貢并秋成銭皆済切符］納菅浦秋成之
事／合拾貫文者＜但此内七貫文者、依日焼／損免也、定
納参貫文也＞／右所納皆済如件、

菅浦文書 219 菅浦文書

明応 04 0 0 0 14950205 能登 旱魃、 永光寺年代記 加能史料研究 2

明応 04 0 0 0 14950205 丹波 夏中、大霖雨、 天寧寺年代記 東大影写本

明応 04 0 0 0 14950205 山城 明応四年乙卯／［上久世］庄流田内検帳事（13筆略） 山城国上久世
庄流田内検状

教王護国寺文書
7-2111

明応 04 2 0 12 14950317 丹波

［中沢元基書状　公文所宛］…当年の事ハ、方ニもれたる
日そんニて候間、半分のかへ、半分を百しやう仕候へ、
四分三の分をハ申候て、ふち可仕由共、色々申なため候
へ共、一向了見無由申候て、今月六日見分候てう参仕候、
か様候て、一年あれ候へハ、五年・十年の御そん行事に
候間、よくよく御し安も候て、御ふちも候て、かうさく
をも御させ候ハヽ、可然存候、はや此方は見分候、たね
を付時分ニて候間、五日共出入候ハすハ、一足あれまて
ニて候…

東寺百合文書
ノ

兵 庫 県 史 中 世
6-842

明応 04 2 0 13 14950318 丹波
［大山荘一院谷百姓等言上状案］…一、山代かもくき名分
之事／先きより内検にて候を、いまは一いんたニなミと
おほせられ候て、一向すて田共ニなるへく候、御田をあ
ておとしおほせられ候て、そんめん給らす候、迷惑にて候、

教王護国寺文
書

兵 庫 県 史 中 世
6-843

明応 04 2 0 30 14950404 大和 夜雨下、嵐、 尋尊大僧正記 161 大乗院寺社雑事記 10

明応 04 3 0 0 14950405 諸国 疱瘡流行、 実隆公記 史料綜覧 9-19

明応 04 7 0 13 14950812 甲斐 大風吹テ、作リ一本モ不入実、飢饉ス、 妙法寺記 3上 富士吉田市史資料
叢書 10

明応 04 8 0 8 14950905 伊勢 大風に、忌火屋殿大杉ころび懸り、打破る… 内宮子良館記 史料綜覧 9-23

明応 04 8 0 8 14950905 伊勢 大風、洪水、内宮杉樹倒、破忌火屋殿、風祭宮大橋落、民屋五十四宇流、 天粟喧零記 後鑑 259

明応 3年（1494）～明応 4年（1495）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

明応 04 8 0 8 14950905 伊勢 大風、洪水シテ、岡田ノ家九十余流、人多流死、 河崎氏神宮年
代記 後鑑 259

明応 04 8 0 13 14950910 安芸
［壬生晴富書状草案］…入江保代官職事、…去々年（明応２）
水損、又反銭下地減、検使を立候へなと承候、数百貫下
地最少分［　］御うけ口ニて候上者、損亡なとの元来不及
是非候、…

壬 生 家 文 書
2-482 図書寮叢刊

明応 04 8 0 15 14950912 鎌倉 大地震、洪水、鎌倉由比浜海水到千度檀、水勢入大仏殿、破堂舎、溺死人二百余、 鎌倉大日記 後鑑 259

明応 04 8 0 27 14950924 近畿 美豆御牧注進、堤七ケ所切落云々、洪水頗難治事也、 実隆公記 3上 続群刊行会

明応 04 9 0 14 14951011 近江 先度洪水之後、湖水漫々、勢多橋両方引之、中程柱已及朽損歟、如今者、此橋又可断絶歟、可嘆々々、 実隆公記 3上 続群刊行会

明応 04 10 0 27 14951122 大和
清三郎参申、新木庄損免事、五十四石余之内、去年二十
石免申之、当年、二十石分可給之由云々、以外申状之由
仰了、

尋尊大僧正記
162

大乗院寺社雑事記
10

明応 04 12 0 0 14951226 加賀
［臨川寺領加賀国大野庄年貢算用状］参百九拾弐角参斗一
升 当損、＜雖四分一申定、依水損以外之儀、増之、注文
在之＞

天竜寺所蔵文
書

加能史料戦国Ⅳ
216

明応 04 12 0 6 14951231 大和 若槻庄、免、二十石給之、百十六石余之内＜弥九郎名十六石余除之定＞、
尋尊大僧正記
162

大乗院寺社雑事記
10

明応 04 12 0 6 14951231 大和 横田庄、免十六石給之、八十四石余之内、 尋尊大僧正記 162 大乗院寺社雑事記 10

明応 04 12 0 22 14960116 大和 横田庄、免百二十石之内、八十四石方、当年免十八石給之、残六十六石之内、
尋尊大僧正記
162

大乗院寺社雑事記
10

明応 05 0 0 0 14960125 能登 篠実成、 永光寺年代記 加能史料研究 2

明応 05 0 0 0 14960125 会津 此年、大かんはつなり、両寺御こく（御供）とまるなり、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

明応 05 4 0 5 14960526 山城

［室町幕府奉行人奉書 下久世名主沙汰人中宛］勝園寺雑掌
申、当寺領山城国西岡牛瀬桂地蔵河原用水事、自往代、
進退無相違之処、八幡宮領河東西庄公文福地新左衛門尉
光長、号新儀、及押妨云々、為糺明之、雖被成問状奉書、
于今不能注進之上者、頗無理所致歟、所詮、於子細者、
追可有糺明之、既相留耕作之条、至彼用水者、如先々、
可引用之旨、被成御下知訖、可存知其段之由、被仰出候也、
仍執達如件、

東寺百合文書
ひ 2

室町幕府文書集成
2003

明応 05 4 0 25 14960615 山城
［室町幕府奉行人奉書 東寺雑掌宛］石清水八幡宮領山城国
西庄与同国五ケ庄用水相論事、可遂糺決上者、来月二日
以前、可令出対、若有難渋之儀者、可被裁許之趣、可被
加下知五ケ庄之由候也、仍執達如件、

東寺百合文書
ヲ 1

室町幕府文書集成
2012

明応 05 4 0 29 14960619 京都 雨降、数日之炎旱、民庶含愁歎之処、忽蘇息、蒼生仰彼蒼之恩顧云々、 実隆公記 3上 日本凶荒史考

明応 05 5 0 0 14960620 諸国 ～八月、諸国大旱、 親長記 日本災異志

明応 05 5 0 1 14960620 京都 依炎旱、雖可被行祈雨奉幣、用途不事行、因只被献神馬、於丹生・貴布袮両社、
続史愚抄中篇
42-544 新訂増補国史大系

明応 05 5 0 3 14960622 京都 近日、炎旱以外也、祈雨奉幣、用脚不事行、 親長卿記 3 増補史料大成 43

明応 05 5 0 3 14960622 京都 旱魃、雨ヲ諸社寺ニ祈ル、

御湯殿上日記 .親
長 卿記 3.実隆
公記 .後法興院
記 .大乗院寺社
雑事記 .塔寺八
幡宮長帳

史料綜覧 9-34

明応 05 5 0 6 14960625 京都 近日、炎旱、諸人之愁歎也、為祈雨可被引神馬之由、有其沙汰云々、不及奉幣沙汰歟、不便々々、 実隆公記 3上 続群刊行会

明応 05 5 0 6 14960625 山城
［室町幕府奉行人奉書 東寺雑掌宛］石清水八幡宮領山城国
西庄与同国五ケ庄用水相論事、来九日可被遂其節之上者、
召具彼庄沙汰人等、可被出対之由候也、仍執達如件、

東寺百合文書
フ 1

室町幕府文書集成
2014

明応 05 5 0 7 14960626 京都 被仰炎旱御祈於諸社寺、 続史愚抄中篇
42-544 新訂増補国史大系

明応 05 5 0 8 14960627 京都 近日、炎旱以外事也、 実隆公記 3上 続群刊行会

明応 05 5 0 8 14960627 大和 両川用水事、此間仏聖三橋与京南庄、初反相論有之云々、希有事也、不一決而馳過了、
尋尊大僧正記
164

大乗院寺社雑事記
11

明応 05 5 0 9 14960628 京都 民間、有炎旱愁云々、 後法興院記 日本凶荒史考
明応 05 5 0 9 14960628 大和 雨乞、地下相舞可立願云々、此間、三十頌・三方入等在之、尋尊大僧正記 164 大乗院寺社雑事記 11

明応 4年（1495）～明応 5年（1496）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

明応 05 5 0 10 14960629 京都 晴、炎旱過法、 親長卿記 3 増補史料大成 43

明応 05 5 0 13 14960702 京都 晴、午後雨下、甘雨、近日炎旱［ ］民愁傷之時也、 親長卿記 3 増補史料大成 43

明応 05 5 0 13 14960702 大和 此間、雨乞共色々及其沙汰、雖然不雨下、今日心落、学侶・六方於東室論在之、大雨下、各喜悦々々、
尋尊大僧正記
164

大乗院寺社雑事記
11

明応 05 5 0 14 14960703 大和 依大雨下、一国満作云々、珍重々々、 尋尊大僧正記 164 大乗院寺社雑事記 11

明応 05 5 0 15 14960704 京都

［室町幕府奉行人奉書 東寺雑掌宛］就炎旱祈雨事、任先例、
可被仰出之処、遮而被申入之条、神妙之至也、然去十三
日臨神泉苑、依被行深法、即降雨、併密壇之奇特、行者
効験尤被感思食訖、弥可被抽天下安全精祈之由、所被仰
下也、仍執達如件、

東寺百合文書
コ 1

室町幕府文書集成
2016

明応 05 5 0 17 14960706 諸国 諸国、暴風雨、洪水、

御湯殿上日記 .
後法興院記 .実
隆公記 . 拾芥
記 . 新撰和漢
合図 . 妙法寺
記他

史料綜覧 9-38

明応 05 5 0 18 14960707 京都 処々洪水、以外云々、 後法興院記 日本凶荒史考

明応 05 5 0 19 14960708 備中 新見庄西方流事 明応五年五月十九日事也、（6筆略）右此旨
永代可為流上者寺家様へ有御申、以上使可有御検知候也、

備中国新見庄西
方流田注文写 教王護国寺 7-2142

明応 05 5 0 28 14960717 京都 抑就炎旱御祈、蔵人右少弁尚顕、有相談之事、 実隆公記 3上 続群刊行会
明応 05 5 0 28 14960717 京都 炎旱已弥数月、黎庶各罹一災、所謂非仏神威力難救、 実隆公記 3上 続群刊行会

明応 05 5 0 28 14960717 山城
［室町幕府奉行人連署奉書案］山城国五ケ庄与石清水八幡
宮領同国西八条西庄用水相論事、被遂対決之処、両方申
詞無異子細条、難休者歟、

壬 生 家 文 書
4-1081 図書寮叢刊

明応 05 5 0 28 14960717 山城

［室町幕府奉行人奉書 東寺雑掌宛］当寺領山城国久世上下
庄以下五ケ庄与、石清水八幡宮領同国西八条西庄用水相
論事、被遂対決之処、両方申詞無異子細之条、難休者歟、
爰於神領西庄者、慈照院殿以来、至当御代、雖帯度々奉
書、無糺明之沙汰、然毎度及鉾楯物忩之儀、自他依不可然、
被折中之上者、向後、云西庄、云五ケ庄、令和談之、以
用水半分宛、可専耕作、若背御成敗者、可被付彼用水於
一方之趣、可被加下知五ケ庄之由、被仰出候也、仍執達
如件、

東寺百合文書
を 1

室町幕府文書集成
2018

明応 05 6 0 6 14960725 大和 雨、大風、 尋尊大僧正記 164 大乗院寺社雑事記 11

明応 05 6 0 7 14960726 京都 洪水云々、 実隆公記 3上 続群刊行会
明応 05 6 0 22 14960810 京都 入夜甚雨降、甘雨歟、近日、炎旱之故也、 親長卿記 3 増補史料大成 43

明応 05 6 0 24 14960812 京都 御牧辺、洪水由注進、 実隆公記 3上 続群刊行会

明応 05 7 0 29 14960915 山城 上久世庄、損免事、沙汰人并百姓等、可致嗷訴之支度、就有其風聞、可及御沙汰条々（宝厳院祐源等連署起請文）、
東寺百合文書
を 336

土一揆史料集成

明応 05 8 0 0 14960916 会津 大雨洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表

明応 05 8 0 2 14960917 下総 妙有尼＜小西新左衛門息女…大風に家被打＞／大谷殿＜息女二人、同婿壁被打死＞ 本土寺過去帳 日本凶荒史考

明応 05 8 0 8 14960923 京都 此間、天気大略如此、秋霖、洪水、民間之愁也、 実隆公記 3上 続群刊行会

明応 05 8 0 16 14961001 甲斐 大水、大風吹テ、作毛悉損ルナリ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

明応 05 8 0 17 14961002 京都 風雨、自四時分就風大吹、入夜罷洪水云々、 拾芥記上 改定史籍集覧 24

明応 05 8 0 17 14961002 大和 大雨下、大風、六方沙汰衆方より、内々申、今日、大雨下之間、集会不可有之、…
尋尊大僧正記
165

大乗院寺社雑事記
11

明応 05 9 0 19 14961103 上野 洪水、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

明応 05 10 0 4 14961117 大和
若槻庄、損免事、去年二十石給之、当年百姓等申四十石
可給之云々、以外申状也、十七八石分ハ可有許可歟之由
仰了、

尋尊大僧正記
166

大乗院寺社雑事記
11

明応 05 10 0 19 14961202 大和 新木庄、去々年免二十石給之、去年分十八石歟、当年十六石御免也、仍仏地院方十五石也、
尋尊大僧正記
166

大乗院寺社雑事記
11

明応 05 11 0 16 14961229 大和 横田庄、当年免廿六石、／公方十三石一斗 納所舜恩、 尋尊大僧正記 166 大乗院寺社雑事記 11

明応 05 11 0 27 14970109 大和 若槻庄、免廿九石給、去年ノニ九石増、 尋尊大僧正記 166 大乗院寺社雑事記 11

明応 05 11 0 29 14970111 大和 倉庄、佃方十八石五斗之内／六石三斗免… 尋尊大僧正記 166 大乗院寺社雑事記 11

明応 5年（1496-97）
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明応 05 12 0 0 14970113 和泉［根来寺僧某書状 宛所欠］…仍日根野庄御年貢之事、彼在
所殊当年之事、虫食以外候、一向旨損之様候、…

九 条 家 文 書
130

新修泉佐野市史 4

明応 06 0 0 0 14970212 陸奥 陸奥飢饉、 塔寺八幡宮長帳 史料綜覧 9-59

明応 06 0 0 0 14970212 山城［上久世庄］流田内検帳之事（13筆略） 山城国上久世
庄流田内検状

教王護国寺文書
7-2150

明応 06 1 0 21 14970304 大和 大雪下、 尋尊大僧正記 168 大乗院寺社雑事記 11

明応 06 2 0 10 14970322 大和 今暁、大雪下、 尋尊大僧正記 168 大乗院寺社雑事記 11

明応 06 3 0 30 14970511 備中 なかれの注文（6筆略）、 備中国新見庄
流田注文

教王護国寺文書
7-2138

明応 06 4 0 22 14970602 備中［最勝光院方評定引付］一、就当庄（新見庄）水流之事、従三職方注進状…
東寺百合文書
け 55

岡山県史 20-1235

明応 06 5 0 0 14970610 播磨
同（明応五）年五月、当国、近年虫喰以外也、仍於府中惣
社諸山申被付、仁王［　］執行有之、然而国中衛、一反別
五文宛、布施用途トシテ、反銭配封、

鵤庄引付 鵤庄史料 24

明応 06 5 0 5 14970614 大和 去年大乱以来、一国不作之間、八木等大切、中々不及是非、珍事、江州よりハ、一向相止八木之出入、敵方故也、
尋尊大僧正記
170

大乗院寺社雑事記
11

明応 06 5 0 12 14970621 播磨［高枕軒赤松性喜書状］（矢野庄）…仍而去年在所、一向干損候、
東寺百合文書
い 39

相生市史 8下 954

明応 06 5 0 19 14970628 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 170 大乗院寺社雑事記 11

明応 06 6 0 0 14960709 京都 是月旱ス、 忠富王記 .
親長卿記他 史料綜覧 9-51

明応 06 6 0 3 14970711 大和 祈雨立願候間、三万度、七郷々民等、自今朝奉果遂者也、明応六年記 続群書類従 41

明応 06 6 0 6 14970714 大和 夕立大雨、 尋尊大僧正記 170 大乗院寺社雑事記 11

明応 06 6 0 13 14970721 大和 今夕、大夕立降了、西大寺雨乞有之、効験殊勝殊勝、 明応六年記 続群書類従 41

明応 06 6 0 17 14970725 大和 大夕立、雷、 尋尊大僧正記 170 大乗院寺社雑事記 11

明応 06 7 0 2 14970809 京都 雨下、近日炎旱、土民愁傷、甘雨歟、 親長卿記 3 増補史料大成 43

明応 06 7 0 17 14970824 備中
［最勝光院方評定引付］一、今月八日、従秋庭方…申□趣
条々、都合七ケ条有之、／一ハ去々年（明応 4、1495年）
三月末ニ大霜降リ、麦悉損候之間、御年貢可減云々、二
ハ去年（明応 5、1496年）五月十九日水流之事、

東寺百合文書
け 55

岡山県史 20-1235

明応 06 8 0 0 14970906 甲斐 此年、売買吉、秋モ耕作吉、ヒヱ十分ニ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

明応 06 8 0 6 14970911 和泉

（年次は推定）［根来寺閼伽井坊明舜書状 石井在利等２名
宛］…一、日根野・入山田御年貢之事、去年・去々年者、
上使罷下、委細如被存候、虫食已下、依国忩劇一向無所
務等候、不限彼在所、惣国悉如此候事、不可在□其陰候間、
更々此方非如在候…

九 条 家 文 書
236

新修泉佐野市史 4

明応 06 8 0 6 14970911 和泉
（年次は推定）［根来寺閼伽井坊明舜書状 石井在利等２名
宛］…一、日根野村之事、去年自忩劇、田地五町余致不作、
百姓等少々致逐電、未無還住候、…

九 条 家 文 書
236

新修泉佐野市史 4

明応 06 9 0 6 14971010 相模 大風雨、 鎌倉大日記 史料綜覧 9-53
明応 06 9 0 7 14971011 大和 雨下、夜前大雨也、 尋尊大僧正記 171 大乗院寺社雑事記 11

明応 06 9 0 8 14971012 大和 若槻庄、当年免申之、不得其意旨、先以仰了、 尋尊大僧正記 171 大乗院寺社雑事記 11

明応 06 9 0 26 14971030 大和 若槻庄、免二十石給之、百石分ニ、 尋尊大僧正記 171 大乗院寺社雑事記 11

明応 06 10 0 10 14971113 大和 大雨下、雷、霰、 尋尊大僧正記 172 大乗院寺社雑事記 11

明応 06 10 0 22 14971125 和泉
（年次は推定）［某政秀書状 青山右京亮宛］…仍泉州日根
野村西方、当毛之事、以外虫損行候条、御上使被差下、
被成其御意得候者、所仰候、…

九 条 家 文 書
256

新修泉佐野市史 4

明応 06 11 0 10 14971212 大和 横田庄、御米八十四石之内、免事、如去年、廿六石分可給旨、沙汰人罷上申之、色々奉行問答云々、…
尋尊大僧正記
172

大乗院寺社雑事記
11

明応 06 11 0 29 14981231 山城
［石井数安書状］（山城紀伊郡九条下司）…先以米残、只
今皆済申候、是も損免等とて引へ置候儀候へ共、不及其
是非、随分如此候…

壬 生 家 文 書
2-447 図書寮叢刊

明応 06 12 0 18 14980119 大和 土用、此五、六日、連日風、 尋尊大僧正記 172 大乗院寺社雑事記 11

明応 07 0 0 0 14980201 諸国 諸国在々所々、病死餓死刀死輩数万人、 東寺過去帳 東大写本

明応 07 0 0 0 14980201 播磨［公用銭請取案］（矢野庄）…明応七年ハ皆損之由申候… 教王護国寺文
書 2200

相生市史 8下 954

明応 5年（1497）～明応 7年（1498）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

明応 07 0 0 0 14980201 播磨
同七年、猶以虫喰不止間、政所衛、名主百姓中ヨリ侘言
ニテ、法隆寺江注進有之、行信大膳并百座仁王講以下執行、
札多地家衛被下、さ様ニヨリ、虫漸々ニ喰止了、地家ヨ
リ料足千疋斗上ル、

鵤庄引付 鵤庄史料 24

明応 07 0 0 0 14980201 山城 注進、久世上下庄、御年貢米御算用状事…一、下久世庄…壱石二斗 一町当荒…
山城国久世上
下庄年貢米并
公事銭算用状

教王護国寺文書
7-2186

明応 07 0 0 0 14980201 播磨（矢野庄）明応七年ハ皆損之由申候…、明応八年ニハ只五貫文寺納候、但六年の分に納候請取出候云々…
播磨国矢野庄公
用銭請取状案

教王護国寺文書
7-2200

明応 07 0 0 0 14980201 甲斐 仍午年、悉損滅成河原畢、日朝聖人御建立之御塔頽落、坊中等悉流失云々、 日海記 山梨県史資料編 6

明応 07 4 0 0 14980501 京都 ～六月、大雨洪水、 年代記抄節 日本災異志
明応 07 4 0 0 14980501 京都 四・五・六、大雨、洪水、 立川寺年代記 後鑑 262

明応 07 4 0 13 14980513 大和 藤花相残、連日依雨下惨了、去月廿二日より開初、廿日余ニ及、一切花ノ内ニハ長日也、
尋尊大僧正記
174

大乗院寺社雑事記
11

明応 07 4 0 22 14980522 大和 雷、氷降、 尋尊大僧正記 174 大乗院寺社雑事記 11

明応 07 4 0 23 14980523 大和 日中以後、大雨、氷雷、 尋尊大僧正記 174 大乗院寺社雑事記 11

明応 07 4 0 24 14980524 大和 昨日、雷所々ニ落、興舜寺主背戸落云々、今日見付之、 尋尊大僧正記 174 大乗院寺社雑事記 11
明応 07 4 0 27 14980527 京都 猶以炎旱之間、去（四月）廿七日（祈雨）加下知了、 実隆公記 3下 日本凶荒史考

明応 07 5 0 0 14980530 京都 祈雨於諸社、
御湯殿上日記 .
後法興院記 .実
隆公記

日本災異志

明応 07 5 0 0 14980530 京都 当年炎旱、諸人愁之云々、 実隆公記 3下 旱魃霖雨史料

明応 07 5 0 0 14980530 遠江 氷雹庭上積如玉、田頭之麻麦等傷損無限、 円通松堂禅師
語録一 静岡県史資料編 7

明応 07 5 0 5 14980603 大和 去月廿三日、大雨氷ハ、高野奥院へ女房両三人入、前代未聞事也云々、
尋尊大僧正記
174

大乗院寺社雑事記
11

明応 07 5 0 17 14980615 京都 数日炎旱也、 実隆公記 3下 続群刊行会
明応 07 5 0 25 14980623 京都 民間、有炎旱愁云々、 後法興院記 3 続史料大成 6

明応 07 5 0 29 14980627 京都
抑当年炎旱、諸人愁之云々、仍祈雨事、先度一通到来、雖然、
其時分小雨濺之間、令無沙汰之処、猶以炎旱之間、去廿
七日加下知了、

実隆公記 3下 続群刊行会

明応 07 5 0 30 14980628 京都 晩頭夕立、雨脚甚、抑当年炎旱、諸人愁之云々、 実隆公記 3下 続群刊行会

明応 07 6 0 28 14980726 伊勢 大風雨、宮川氾濫の為に、山田人民は宮山并に高宮地に避難した、 宇治山田市誌 日本の気象史料

明応 07 6 0 29 14980727 大和 大雨下、 尋尊大僧正記 174 大乗院寺社雑事記 11

明応 07 7 0 9 14980805 能登

明応七年＜戊午＞五月廿八日ヨリ雨降始テ、六月・七月・
八月十四日マテ、一日モハレスフリ候、水九度出候、中
ニモ七月九日に大風吹、同大水出候而、川原物悉流失候、
ワセハカレテ、壱束ニ籾三合モ無候、ヲクテモ風ニ当テ、
皆々カレ候、八月七日市ニ、煎米ヲ九升売候…

大般若波羅蜜
多経（輪島市八
幡寺）

加能史料戦国Ⅳ
434

明応 07 7 0 14 14980810 京都 自巳刻、大風吹、終日不止、 後法興院記 日本凶荒史考

明応 07 7 0 14 14980810 諸国 京都、遠江、暴風雨、洪水、
御湯殿上日記 .
親長卿記 . 言
国卿記 . 円通
松堂禅師語録

史料綜覧 9-66

明応 07 7 0 14 14980810 大和 雨下、大風雨也、 尋尊大僧正記 175 大乗院寺社雑事記 11

明応 07 7 0 14 14980810 京都 雨風、おとろゝゝしうふく、 御湯殿上日記 加能史料戦国Ⅳ 434

明応 07 7 0 14 14980810 京都 降雨、自巳剋、大風吹、終日不止、 後法興院政家記 加能史料戦国Ⅳ 434

明応 07 7 0 14 14980810 京都 雨降、風烈、 実隆公記 加能史料戦国Ⅳ 435

明応 07 7 0 14 14980810 京都
雨下、大風、昼時分ヨリ吹ハシメ、終［   ］風也、／大風雨
に周快（言国の弟）夕飯の後被帰了、是トノヰノヘイ吹タ
オス、

言国卿記 加能史料戦国Ⅳ 435

明応 07 7 0 14 14980810 京都 自早旦陰、午後大風吹、甚雨下、 親長卿記 加能史料戦国Ⅳ 435

明応 7年（1498）
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明応 07 7 0 14 14980810 遠江

爰明応七年歳次戊午七月十四・十五日、疾風迅雨、谿澗
横流、江河泛溢、左右之田畦尽崩落、遠近之民屋總吹倒、
海辺之怒潮激奔而打砕塩竃、老父無由焼塩、林里之黄［　］
浸瀾而朽腐稼苗、疲民不及秋収、是一不熟也、自同八月
八日晩、至来九日午時…（同日条参照）

円通松堂禅師
語録 加能史料戦国Ⅳ 435

明応 07 8 0 0 14980827
天下
会津 大風雨、天下大悪作、 塔寺長帳 中世東国災害史略

年表
明応 07 8 0 8 14980903 駿河 大雨洪水、 静岡県志太郡誌 日本の気象史料
明応 07 8 0 8 14980903 甲斐 大雨風、草木折本帰多、 王代記 山梨県史資料編 6

明応 07 8 0 8 14980903 遠江

爰明応七年歳…自同八月八日晩、至来九日午時、大風・
大雨、万年巨松変操而摧残、数囲大樹和根而推倒、官家・
民戸、撃砕而化微塵、仏宇・神社頽落而為埃壒、破裂之
板墻舞於天飛揚、粉砕之枝葉翻於空飆蕩、走獣出窟似失據、
飛禽迷枝難投宿、男女老幼攜手悲号、山叟野老攅眉驚歎也、
是二凶年也、

円通松堂禅師
語録

加能史料戦国Ⅳ
435

明応 07 8 0 23 14980918 甲斐 夜＜巳刻也＞大雨大風、草木折、 王代記 山梨県史資料編 6

明応 07 8 0 25 14980920 志摩 荒嶋者人数弐百五十余人死、其外海辺郷里、悉皆損失、死人或百人、或五十人、 皇代記 静岡県史資料編 7

明応 07 8 0 27 14980922 駿河

身延山立万沢着、廿八日鹿原（清水市宍原）様々着、廿九
日申剋、当寺（清水市海長寺）罷付、当寺為体奉見、為始
御堂、大坊并惣房等悉破滅、惣少家一宇無之、伽藍散破
而分在、仏形損滅而汗塵、両日之大雨仁、経論・聖教・
御書等、成如餅不見、当境朽畢、僧衆（日円上人以下）於
小河（小川上行寺）没波浪、不知魂魄覚悟、誠三宝共廃畢、
残衆中、仏体・経巻・諸堂・衆僧、滅亡深悲、流紅涙計也、

日海記（海長寺
所蔵） 焼津市史資料編 2

明応 07 8 0 27 14980922 京都 小雨入夜甚、自暁風烈、 実隆公記 3下 続群刊行会
明応 07 8 0 28 14980923 京都 暴風…午後猶風烈、雑舎小破、 実隆公記 3下 続群刊行会
明応 07 8 0 28 14980923 京都 暁ヨリ風雨、終日也、七時分地神、夜半同之、 言国卿記 6 史料纂集
明応 07 8 0 28 14980923 京都 夜来降雨、終日風頗吹、 後法興院記 日本凶荒史考
明応 07 8 0 28 14980923 大和 大雨下、風、 尋尊大僧正記 175 大乗院寺社雑事記 11

明応 07 10 0 16 14981108 大和 新木庄、沙汰人参申、免事申之、 尋尊大僧正記 176 大乗院寺社雑事記 11

明応 07 12 0 3 14990123 近江
［裏松家代官菅浦庄年貢并秋成銭皆済切符］納菅浦ノ御年
貢之事／合八石八斗者＜但廿石也、此内引物壱石七斗、
当年損免九石五斗、以上十壱石二斗残納＞

菅浦文書 221 菅浦文書

明応 07 12 0 3 14990123 近江
［裏松家代官菅浦庄年貢并秋成銭皆済切符］納秋成之事／
合四貫五百文者＜但十貫文也、残五貫五百文／当年損免
引候而如此也＞

菅浦文書 221 菅浦文書

明応 08 0 0 0 14990219 能登 飢饉、餓死、 永光寺年代記 加能史料研究 2

明応 08 0 0 0 14990219 日本 大飢渇而、日本国迷惑候、米二千八百文をかきる、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ
明応 08 0 0 0 14990219 京都 是歳、在々所々飢饉ニテ、人多ク死、 年代記抄節 日本災異志
明応 08 0 0 0 14990219 諸国 夏、諸国疫癘流行、 親長記 日本災異志
明応 08 0 0 0 14990219 丹波 大飢饉、夏中大雨、 天寧寺年代記 東大影写本

明応 08 0 0 0 14990219 諸国 諸国饑饉、

後法興院記 .鹿
苑日録 . 塔寺
八幡宮長帳 .年
代記残編 . 会
津旧事雑考

史料綜覧 9-88

明応 08 0 0 0 14990219 天下 天下大飢饉、大寒、草木枯れる、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

明応 08 0 0 0 14990219 山城 注進、久世上下庄、御年貢米御算用状事…一、下久世庄…一石二斗 一町当荒分…
山城国久世上
下庄年貢米并
公事銭算用状

教王護国寺文書
7-2199

明応 08 0 0 0 14990219 越中 在々所々、飢饉、人多死、 立川寺年代記 続群書類従 29下

明応 08 1 0 27 14990317 世間 去月十七日分、服庄風呂立之、世間水無之、以大池水立之、先年も如此事在之、
尋尊大僧正記
178

大乗院寺社雑事記
11

明応 08 3 0 11 14990430 越前 大雨雹、 野史 日本の気象史料
明応 08 3 0 17 14990506 越前 越国大雨雹、 続史愚抄中篇 42 新訂増補国史大系

明応 08 3 0 23 14990512 大和 尺度庄、去年損免事、半分給之之由申、給人方可申合旨仰了、
尋尊大僧正記
178

大乗院寺社雑事記
11

明応 7年（1498）～明応 8年（1499）
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明応 08 4 0 18 14990605 天下 六官来、留而話及天下飢饉曰、 鹿苑日録 日本凶荒史考
明応 08 5 0 11 14990628 大和 雷光、雨、氷下、／去年四月廿三日氷下、今日又氷降、 尋尊大僧正記179 大乗院寺社雑事記 11

明応 08 5 0 13 14990630 加賀
［知吉書状 岡本又二郎宛］…去年、不熟以外候、取分、当
所（金津庄ｶ）散々儀候、御百姓及餓死候式候間、皆済不申
候、先以且納申候…

賀茂別雷神社
文書 加能史料戦国 5-11

明応 08 5 0 22 14990709 京都 洪水也、 実隆公記 3下 続群刊行会

明応 08 6 0 0 14990718 遠江
大雨大水、当此時、遠州橋本邑辺海水涌湖溢、浜辺之民
屋悉漂溺、湖与海之間之駅路亦没為海、是日今切渡＜新
居之航是也＞、

本朝通紀 日本の気象史料

明応 08 6 0 3 14990720 大和 夜大雨下、 尋尊大僧正記 179 大乗院寺社雑事記 11

明応 08 7 0 3 14990818 大和 夜大雨雷、 尋尊大僧正記 180 大乗院寺社雑事記 11

明応 08 7 0 4 14990819 越前 伝聞、越前大樹上洛事、依国飢饉、今月来月事由不可叶云々、 後法興院記 日本凶荒史考

明応 08 8 0 24 14991008 山城

［室町幕府奉行人奉書 東寺雑掌宛］善法寺雑掌申、八幡宮
領山城国西八条西庄与東寺領同国久世上下庄以下五ケ庄
用水相論事、被遂糺明、雖被折中之、既西庄可不作之間、
依難測神慮、去明応六年如元一円被返付社家、被成奉書
之処、未休云々、太不可然、所詮、早任度々御成敗之旨、
可停止其妨、若猶為同篇者、可被処厳科之段、可被加下
知当寺領之沙汰人等之由、被仰出候也、仍執達如件、

東寺百合文書
2

室町幕府文書集成
2137

明応 08 8 0 25 14991009 京都
出官報曰、東杉原百姓告曰、有虫食稲、年貢可必減矣、
…又曰、穀倉院諸百姓相次来告曰、有虫食之、可以上使
検知乎、予＜景徐＞退而嘆曰、…　

鹿苑日録 日本凶荒史考

明応 08 9 0 0 14991014 山城 鹿苑院領福枝郷、虫害不作、減免を訴う、 鹿苑日録 百姓一揆総合年表

明応 08 9 0 23 14991105 大和 新木庄、損免事申、可立上使旨、申入之間、得御意之由、仰了、
尋尊大僧正記
180

大乗院寺社雑事記
11

明応 08 10 0 14 14991125 大和

所々御米損免事、遅々珍事、／若槻庄、百十六石余方／
横田庄百二十石余方／新木庄、五十二石余方／出雲庄、
百二十石余方／狭竹庄＜八石八斗／十一石余＞方／長屋
庄、名田五十二石余方、…一、楊本庄、九十二石余不及
損免／羽津里井庄、三十余石不及損免、／大宅寺、色々
不及損免、／…大市庄、不及損免、／井殿庄、不及損免、
／田井庄、不及損免、

尋尊大僧正記
181

大乗院寺社雑事記
11

明応 08 11 0 14 14991225 播磨［高枕軒赤松性喜書状］（矢野庄）…殊山家当毛、不出穂候之間、言語道断之式候、百姓難在足候、
東寺百合文書
い 46

相生市史 8下 962

明応 08 11 0 18 14991229 大和 出雲庄、去年損免、今日大綱落居了／…合四十八石三斗／定米二十六石八升、
尋尊大僧正記
181

大乗院寺社雑事記
11

明応 08 11 0 28 15000108 大和 倉庄、佃御米十八石五斗之内、免六石五斗給之云々、残十二石、
尋尊大僧正記
181

大乗院寺社雑事記
11

明応 08 12 0 2 15000111 飛騨 姉小路宰相父子来、近日知行在所飛騨国へ可下向云々、当年知行分、以外不熟間、堪忍儀不可叶間、在国云々、 後法興院記 日本凶荒史考

明応 08 12 0 5 15000114 大和 若槻庄、御米百石之内、四十石免云々、 尋尊大僧正記 181 大乗院寺社雑事記 11

明応 08 12 0 8 15000117 大和 横田庄、八十四石御米、損免三十三石給之、公方分二石計云々、
尋尊大僧正記
181

大乗院寺社雑事記
11

明応 08 12 0 25 15000203 丹波
［中沢元基書状］…当年事者、兵衛如存知、仁木も御てき
をいたさるゝにつゐて、悉ほう（亡）所ニ罷成候、さ候は
す共、当年之事ハ、山田ノ事ニ候間、そうたち候て、一
向かま（鎌）をも不入候、

東寺百合文書
に 41

大山村史 369

明応 09 0 0 0 15000209 天下 霖雨、天下疫癘、 和長記 日本災異志

明応 09 0 0 0 15000209 諸国 諸国、在々所々、疫病死亡輩、数千人／明応九春比、病死輩也、 東寺過去帳 東大写本

明応 09 0 0 0 15000209 諸国 諸国、疾疫流行、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

明応 09 0 0 0 15000209 山城 此歳、人多病死也、 厳助往年記上 改定史籍集覧 25

明応 09 2 0 10 15000319 大和 申酉剋時分、小西・西南院・猿沢辺、大辻風吹、民屋破損了、又自西南院大光物飛出、丑寅方ニ行云々、不思儀々々々、
尋尊大僧正記
182

大乗院寺社雑事記
11

明応 09 3 0 0 15000409 九州 去年より九州大に飢饉し、人民多く餓死す、又今年も…雨一滴藻降らず、八月二日大風、 北肥戦誌 旱魃霖雨史料

明応 09 3 0 10 15000418 大和 奈良旋風、怪光アリ、 大乗院寺社雑
事記 史料綜覧 9-91

明応 8年（1499）～明応 9年（1500）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

明応 09 4 0 1 15000509 世間 将亦世間疾病充満、以外也、 後慈眼院殿御記 九条家歴世記録 2

明応 09 4 0 21 15000529 世間 去夜宗珍死去云々、世間事云々、近日、都鄙以外儀云々、後法興院記 4 続史料大成 8

明応 09 5 0 0 15000607 京都 炎旱并病事、諸寺諸社御祈、 忠富王記 旱魃霖雨史料
明応 09 5 0 0 15000607 天下 天下疫癘、 和長記 日本疾病史
明応 09 5 0 0 15000607 京都 霖雨、 和長記 日本震災凶饉攷
明応 09 5 0 14 15000620 京都 都鄙、疫病興盛、人多死去云々、 後法興院記 4 続史料大成 8

明応 09 5 0 16 15000622 京都 諸社ニ命ジ炎旱、疾疫ヲ祈攘セシム、

後法興院記４.忠
富 王 記 . 和 長
卿記 .厳助往年
記 .続史愚抄 .続
本朝通鑑

史料綜覧 9-93

明応 09 5 0 18 15000624 京都 大風、 和長記 日本震災凶饉攷

明応 09 5 0 18 15000624 京都 自今日、於諸社、有祈雨、及病事御祈＜七ケ日歟、諸寺亦有之歟＞、
続史愚抄中篇
42

新訂増補国史大系

明応 09 5 0 30 15000706 世間 世間、疫病流行甚云、 続史愚抄中篇 42 新訂増補国史大系
明応 09 6 0 0 15000707 武蔵 六月ノ始ニ大水入ル、武州入間川羽根倉ノ橋此時絶、 年代記配合抄 内閣文庫

明応 09 6 0 8 15000714 大和 昨日、祇園会、大雨下之間、珍事、山鉾等道具、悉以損了、…一日大雨也、殊更渡物時、大雨云々、
尋尊大僧正記
183

大乗院寺社雑事記
11

明応 09 6 0 11 15000717 大和 今日、両度大雨下也、於市令損人云々、 尋尊大僧正記 183 大乗院寺社雑事記 11
明応 09 6 0 12 1500718 京都 夕立雷鳴、但京中雨不湿、地近日以外炎旱也、 実隆公記 3下 続群刊行会

明応 09 6 0 13 15000719 京都 及晩、暴風壊屋、雷鳴、雨降、霰散、後聞、甘露寺新造雑舎為風転倒云々、今日所々大概吹損云々、 実隆公記 3下 続群刊行会

明応 09 6 0 20 15000726 大和 三輪舎利会、祈雨臨時会也、 尋尊大僧正記 183 大乗院寺社雑事記 11

明応 09 6 0 22 15000728 大和 夕立、大雨也、 尋尊大僧正記 183 大乗院寺社雑事記 11
明応 09 6 0 25 15000731 京都 連日、炎旱以外也、 実隆公記 3下 続群刊行会

明応 09 7 0 2 15000806 京都 晴、近日、以外之炎天也、兼又彼猿万方尔分行、京中乱満云々、
後慈眼院殿御
記 九条家歴世記録 2

明応 09 7 0 29 15000902 京都

晴、早旦、各為見昨日之火事之処上洛、［     ］帰曰、関白
御所并近衛殿・鷹司殿御所を始、日野・冷泉両家、其外
公家廿八ケ所也、於武家当時執権之輩、数十ケ所、都合
二万三千余ケ所也、大略、一条之南北如荒野、焼死者不
知其数、先代未聞之大火事也云々、伝聞、於関白家三代
正記等、無所残焼失、其外諸家文書悉不残云々、

後慈眼院殿御
記 九条家歴世記録 2

明応 09 8 0 8 15000911 京都 京都、雷雨、颶風、
御湯殿上日記 .
後法興院記 .大
乗院日記目録

史料綜覧 9-95

明応 09 9 0 2 15001005 京都 降雨、及暁更大風吹、無程止、 後法興院記 4 続史料大成 8

明応 09 9 0 2 15001005 京都 大風発盧舎、 続史愚抄 日本の気象史料
明応 09 9 0 3 15001006 京都 去夜風、新造殿悉転倒訖、…其外民屋処々損云々、 後法興院記 4 続史料大成 8

明応 09 10 0 27 15001128 播磨
［宝輪院宗承書状案］（矢野庄）…或被号不熟、或劇之由
承候て、毎年公用御無沙汰、不得其意得候、先当年貢事、
早々御運上、可目出度候、

東寺百合文書ﾕ
129

相生市史 8下 964

明応 09 12 0 0 15001231 加賀［臨川寺領加賀国大野荘明応九年分年貢算用状］…拾五斛六斗漆升五合  今新保稗嶋田水損并不作、一町九段分米…
天竜寺所蔵文
書 加能史料戦国 5-96

明応 09 12 0 0 15001231 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘明応九年分年貢算用状］…肆斛五
斗漆升六合 西条散佃三段、六斗代延定、依無用水、此間
令不作、其段、番頭・百姓等、以起請文令言上間、除之、

天竜寺所蔵文
書 加能史料戦国 5-97

明応 09 12 0 0 15001231 加賀
［臨川寺領加賀国大野荘明応九年分年貢算用状］…弐角四
斗参升壱合 同村散佃二段、六斗代延定、依無用水、此間
不作畢、子細同前、

天竜寺所蔵文
書 加能史料戦国 5-97

文亀 01 0 0 0 15010129 会津 此年、大かんはつ、長（享脱カ）元年に同、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

文亀 01 0 0 0 15010129 世間 此年大雨降レ共、世間ハ十分ニ吉シ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文亀 01 0 0 0 15010129 讃岐 大旱魃、人民多死、 讃岐国大日記 後鑑 265

文亀 01 0 0 0 15010129 京都 此年、大旱飢饉、 後鑑 旱魃霖雨史料
文亀 01 0 0 0 15010129 武蔵 大日旱、 年代記配合抄 内閣文庫
文亀 01 0 0 0 15010129 丹波 大日照、 天寧寺年代記 東大影写本

明応 9年（1500）～文亀元年（1501）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文亀 01 0 0 0 15010129 京都 京都、疫病流行、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

文亀 01 0 0 0 15010129 会津 此年、大旱、 会津旧事土苴考 日本の気象史料

文亀 01 0 0 0 15010129 京都

就田原庄干損之儀、従高枕軒之御申状、并其方よりの注
進之趣、いつれも不可然候、其子細者、此在所者、請之
地にて候之条、惣次満作にて候とも、少分ニ被請申候よ
り上をハ、不可被進候、仍少々如此日照にて候とも、最
少分にハ、請之儀候間、其中を兎角被申事者、一向不法
之故候哉、

後慈眼院殿雑
筆 3

九条家歴世記録 3

文亀 01 0 0 0 15010129 天下 天下飢饉、 立川寺年代記 続群書類従 29下

文亀 01 2 0 17 15010316 山城
東庄之冬地子ノ散用状、政所代持来、色々ヒキ、七郷三
分一ヒクトテ、一向無之、ヤウヤウ五十疋七寸出、曲事
之由申了、

言国卿記 7 史料纂集

文亀 01 2 0 29 15010328 改元 代始并革命（辛酉）、 皇年代私記 東大謄写本
文亀 01 4 0 0 15010428 越後 大霰、同十日大地震、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

文亀 01 4 0 0 15010428 会津 大雷、大風雨、降雪、この年大旱魃、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

文亀 01 4 0 0 15010428 紀伊 あられ降、 紀州田辺万代記１清文堂史料叢書

文亀 01 4 0 3 15010430 大和 夕方、雷電落、四恩院之南頬之大木松焼亡了、早鐘槌之、観禅院鐘槌之、奈良中仰天、
大乗院日記目
録 4

大乗院寺社雑事記
12

文亀 01 4 0 11 15010508 山城 雷雨、霰降、大如大梅、数剋不消云々、 厳助往年記上 改定史籍集覧 25

文亀 01 4 0 18 15010515 上野 大氷雨降、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
文亀 01 4 0 20 15010517 陸奥 霰降、 加納年代記 石巻の歴史 1

文亀 01 4 0 20 15010517 下総 大アラレ降、イモノゴトシ、 海上八幡宮年
代記 海上町史史料編 1

文亀 01 4 0 20 15010517 豊前 大雪、如粟、 豊前国下麻生村
禅源寺年代記録 中山重記校訂

文亀 01 4 0 20 15010517 京都 大雹降、如栗、 皇年代略記 新校群書類従 2

文亀 01 4 0 20 15010517 紀伊 あられ降ル、栗之如、 紀州田辺万代
記 1

清文堂史料叢書

文亀 01 4 0 21 15010518 京都 晴陰、申刻雷雨甚、又霰下、其大如淡路石、未曾有事也、後法興院記 4 続史料大成 8

文亀 01 4 0 21 15010518 京都 京都雷雨、雹降ル、
後法興院記 4.
実隆公記 . 言
国卿記他

史料綜覧 9-104

文亀 01 4 0 21 15010518 京都 未刻計、雷鳴、風雨、頻烈、飛雹、打破草木、其大如檳榔子、後聞、占文尤凶也＜飢饉・炎旱・兵革等云々＞、 和長記 後鑑 265

文亀 01 4 0 21 15010518 京都 雨雹、如梅子、 畿内兵乱記 後鑑 265

文亀 01 4 0 21 15010518 京都 雨雹、如胡桃、害禾稼、数刻不消、 続史愚抄中篇 43 新訂増補国史大系
文亀 01 4 0 22 15010519 世間 昨日、京都氷＜大也＞降了、…京都世間病以外也、 尋尊大僧正記 184 大乗院寺社雑事記 11

文亀 01 5 0 3 15010529 大和
今日夕方、大雨雷電光、四恩院之南頬大松木、雷落焼了、
則早鐘槌之、観禅院鐘同槌之、奈良（中脱カ）罷出、希有
事也、

尋尊大僧正記
184

大乗院寺社雑事記
11

文亀 01 5 0 11 15010606 大和 三日、大氷又降了、 尋尊大僧正記 184 大乗院寺社雑事記 11

文亀 01 6 0 0 15010626 甲斐
此年、作毛ノ草ヲイハ十年、二十年ニモ無並吉シ、但六
月土用ノ内、夜ル昼ル、大雨フル間、大水出テ、作リ悉
水ニナリ申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文亀 01 6 0 7 15010702 京都 暑気如蒸、 実隆公記 3下 日本凶荒史考
文亀 01 6 0 8 15010703 京都 民間、有炎干愁云々、 後法興院記 4 続史料大成 8

文亀 01 6 0 12 15010707 京都 夕立、雷鳴、但京中雨不湿地、近日、以外炎旱也、 実隆公記 3下 日本凶荒史考
文亀 01 6 0 13 15010708 京都 今日、所々大概吹損云々、 実隆公記 3下 日本凶荒史考

文亀 01 6 0 15 15010710 京都 大風、発屋、 続史愚抄中篇
43-560 新訂増補国史大系

文亀 01 6 0 25 15010720 京都 連日炎旱、以外也、 実隆公記 3下 日本凶荒史考
文亀 01 6 1 14 15010807 京都 大風発、屋、 言国卿記 日本の気象史料

文亀元年（1501）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文亀 01 6 1 14 15010807 京畿 京畿、大風雨、
大乗院寺社雑
事記 .大乗院日
記目録 .実隆公
記 .言国卿記

史料綜覧 9-107

文亀 01 6 1 14 15010807 大和 大風雨、大風、成就院大門顚倒、大木枝落故也、 尋尊大僧正記 185 大乗院寺社雑事記 11

文亀 01 6 1 14 15010807 大和 大風両、三日及、 大乗院日記目
録 4

大乗院寺社雑事記
12

文亀 01 6 1 15 15010808 大和 風雨下、昨日夜前より、 尋尊大僧正記 185 大乗院寺社雑事記 11

文亀 01 7 0 0 15010824 京都

去年配分之田地に、悉田を植置候程に、鋤返候へと申付
候ヘハ、石修皆々意見申候ハ、いく度鋤返候とも、今之
分ハ、又植々々可仕候之条、不可有曲候、只今ハ打置候へ、
此炎干ニ、我々之持候ハて、不叶作ともさへ、当年ハ草
多生候、又水等大儀候と彼者に打任て、沙汰させて、秋
に成而、一同に申談而、可苅取と申候程に、其者尤にて
候へ共、余に当座之時宜、嘲弄にてや候之間、口惜候と
申候へ共、たゝたゝ被任候へと申候程に、万此事ハ石修
指南に任候とて置而、如案、去月十日比、悉苅取候之処、

後慈眼院殿雑
筆 2

九条家歴世記録 3

文亀 01 7 0 20 15010912 和泉 近日、依炎干、従今日、於瀧宮社頭、有請雨之儀、 旅引付 政基公旅引付
文亀 01 7 0 22 15010914 諸国 炎暑甚、近日炎旱、諸国衰弊、言語道断云々、 実隆公記 3下 続群刊行会
文亀 01 7 0 22 15010914 和泉 当庄之上ニ有黒雲、則甘雨降…、今日、雨請三ケ日ニ当了、旅引付 政基公旅引付
文亀 01 7 0 25 15010917 京都 備州ヨリ加賀上畢、但日ヤケトテ、年貢不到来、 言国卿記 7 史料纂集
文亀 01 7 0 25 15010917 諸国 近日、炎旱凡超過、諸国損弊云々、 実隆公記 3下 続群刊行会

文亀 01 7 0 26 15010918 京都 就炎旱、雨御祈事、別而可令抽精誠之旨、可令下知神宮給之由、天気所候也、仍言上如件、 実隆公記 3下 続群刊行会

文亀 01 7 0 26 15010918 京都 依炎旱、被仰祈雨御祈、於神宮＜他社又同被仰歟＞、 続史愚抄中篇 43 新訂増補国史大系

文亀 01 7 0 28 15010920 和泉
犬鳴嶺頭黒雲聳起、即雨下、次第ニ谷中ニ雨甚、黄昏雷鳴、
後聞、此一谷四ケ村之外、一滴も不沽云々、滝宮威験殊
勝々々、北ハ熊取、木嶋、西ハ日根野村、雖雙峯不及一
滴云々、

旅引付 政基公旅引付

文亀 01 7 0 30 15010922 山城
東庄地子、就半分ワヒ事之儀、地下宿老共上云々、彦兵
衛尉堅不可事行由、連々申付之間、兵衛不聞入之、筑後
奏者也、樽持上トイヘ共、兵衛不対面之間、樽一荷預置
各下云々、

言国卿記 7 史料纂集

文亀 01 8 0 0 15010923 会津 此年大旱、八月霜降、五穀不熟、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

文亀 01 8 0 0 15010923 会津 降霜、五穀大悪作、大飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

文亀 01 8 0 5 15010927 山城 東庄ヨリ宿老上＜三人＞猶地子半分侘事申、条々緩怠子細共在之間、不承引之、猶堅申付了、 言国卿記 7 史料纂集

文亀 01 8 0 25 15011017 山城
東庄夏地子、度々半分ノワヒ事雖申之、堅申付之間、今
日コトコトク皆済也、色々宮方何カニヒキ、此方へ納分
如此四貫四百十三文也、散用状在之、

言国卿記 7 史料纂集

文亀 01 8 0 26 15011018 山城 東庄政所ヨリ、ソハ一荷上畢、其外ハ、ヒヤケニ、ワヒ事云々、 言国卿記 7 史料纂集

文亀 02 0 0 0 15020218 武蔵 春ノ比、大飢饉入、万民死、 年代記配合抄 内閣文庫

文亀 02 0 0 0 15020218 京都 京都薬屋某、療病院を建つ、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

文亀 02 4 0 6 15020522 京都
早旦告来云、去夜神楽岡茅屋、盗人数十人乱入、衣服雑
物等取之、…言語道断次第也、当時窮困之上、猶如此儀
出来、為之如何、…

宣胤卿記 2 増補史料大成 45

文亀 02 5 0 29 15020713 大和 五月中、大略連雨也、一国満作、 尋尊大僧正記 186 大乗院寺社雑事記 11

文亀 02 6 0 0 15020715 京都 京都、麻疹流行シ、五辻富仲等卒ス、尋デ薬舗某、療病院ヲ建ツ、
後法興院記 .実
隆公記 史料綜覧 9-118

文亀 02 7 0 12 15020824 京都 晴、昨今、炎暑以外事也、 後法興院記 4 続史料大成 8

文亀 02 7 0 21 15020902 伊勢 炎旱ニ依リ、大神宮ニ雨ヲ祈ラシム、 時元記 史料綜覧 9-119

文亀 02 8 0 0 15020912 世間 此年ハ、世中凶、悪風八月吹テ、耕作事外也、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文亀 02 8 0 0 15020912 諸国 五畿七道在々所々洪水、死亡人民牛馬等、 東寺過去帳 東大写本

文亀元年（1501）～文亀 2年（1502）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文亀 02 8 0 0 15020912 近畿 是月、山城、大和、丹波諸国、風雨洪水、

後法興院記 4.実
隆公記 .拾芥記 .
忠富王記 .大乗
院寺社雑事記 .
大乗院日記目
録 .東寺過去帳

史料綜覧 9-121

文亀 02 8 0 29 15021010 山城 降雨、自早旦風吹、申刻止、雨及晩止、洪水云々、 後法興院記 4 続史料大成 8

文亀 02 8 0 29 15021010 京都 伝聞、風雨所々損失、五条橋三間落、山城洪水超過云々、有殞命之者数輩云々、 実隆公記 4上 続群刊行会

文亀 02 8 0 29 15021010 京都 大風、洪水、 拾芥記 後鑑 266

文亀 02 8 0 29 15021010 大和 雨風、大風、所々破損、風呂上吹巻、迷惑也、 尋尊大僧正記 187 大乗院寺社雑事記 11

文亀 02 9 0 1 15021011 京都 入夜雨下、処々洪水云々、 後法興院記 4 続史料大成 8

文亀 02 9 0 2 15021012 大和 天満社大松一本、大風ニ伏了、… 尋尊大僧正記 187 大乗院寺社雑事記 11

文亀 02 9 0 2 15021012 京都 北築垣、是風雨、損失之故也、 実隆公記 4上 続群刊行会

文亀 02 9 0 2 15021012 山城
［渡領方百姓中書状　こりいけ殿宛］態注進申候、仍今度
大水ニ御下地共水入候て、田共そんし候て、めいわく仕候、
其御領によらす、事外水損共にて候、御使迄御心へにて、
京都御代官御申にて可下候、其ためそれさまへ申候…

後慈眼院殿雑
筆 6

九条家歴世記録 3

文亀 02 9 0 4 15021014 近江
［永正三年九月、丹生郷御百姓中宛、東野行宣・東蔵春将
連署証状］丹生郷新河成事／郷四石弐斗五升者／右此河成
者、文亀二年戌才九月四日洪水ニ、就田地崩損免許候了、
然間、為後代亀鏡状如件、

伊香郡余呉町
上丹生区有文
書

東大写真帳

文亀 02 9 0 4 15021014 近江
［永正三年九月、東野与次郎行宣・東蔵春将連署証状 余呉
庄丹生郷御百姓中宛］丹生郷新河成事／郷四石弐斗五升者
／右此河成者、文亀二年戌才九月四日洪水ニ、就田地崩損、
免許候了、然間、為後代亀鏡状、如件、

伊香郡余呉町
上丹生区有文
書

東大写真帳

文亀 02 9 0 5 15021015 山城
［わたりかた百姓中書状　市田・二石宛］渡領御下地共、
今度、水ニうせて、めいわく共候よし、定而不申候共、
御心へ可有候へ共、如此注進申候、此由、内堀殿へ申候、
御出候へく候、御らん可有候、為其一筆申候、恐々謹言、

後慈眼院殿雑
筆 6

九条家歴世記録 3

文亀 02 9 0 17 15021027 山城
［渡辺善賀書状　ごちのひと宛］態一筆申候、仍従宇治渡
領之今度大水共、二年候とて、智恩院・美濃殿より、此
分注進候、

後慈眼院殿雑
筆 6

九条家歴世記録 3

文亀 03 0 0 0 15030207 諸国 諸国、大旱、 産福寺年代記 加能地域史 11

文亀 03 0 0 0 15030207 紀伊 熊野、大旱、雨祈…祈之内雨下ル、 熊野年代記 印影本
文亀 03 0 0 0 15030207 天下 天下大旱、 皇年代略記 後鑑 267

文亀 03 0 0 0 15030207 天下 年中、大旱魃、天下一等也、冬厳寒徹骨、古今稀云々、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下
文亀 03 0 0 0 15030207 諸国 諸国、餓死輩数千万人、／炎旱ニ、諸国、在々処々餓死族、東寺過去帳 東大写本

文亀 03 0 0 0 15030207 下総 大旱リ、 海上八幡宮年
代記 海上町史史料編 1

文亀 03 0 0 0 15030207 丹波 大旱魃、 天寧寺年代記 東大影写本

文亀 03 0 0 0 15030207 丹後
目安　志楽庄名主御百姓謹言上／右子細者、当年旱魃事、
当庄以之外式候、御存知之事候上者、御年貢并諸公事等
於仰付之儀者、一切堪忍不可叶候、急度被達御申地下ニ
候て、来年之耕作をも仕候様ニ、被仰付候者、可畏入候、

西大寺文書 宮津市史史料 1

文亀 03 0 0 0 15030207 会津 此年大旱、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

文亀 03 0 0 0 15030207 播磨［公用運送注文］（矢野庄）…一、当公用銭十二月廿六日ニ、五百疋運送、使者蓮乗、依国之干損之由、子細条々申候、
東寺百合文書ﾚ
238

相生市史 8下 972

文亀 03 0 0 0 15030207 甲斐 夏、大旱、 甲陽日記（高白
斎記） 山梨県史資料編 6

文亀 03 0 0 0 15030207 京都 大旱、 皇年代略記 新校群書類従 2

文亀 03 2 0 0 15030309 丹波 洪水、 忠富王記 史料綜覧 9-127
文亀 03 4 0 0 15030506 陸奥 四、五、六月、旱天、饑饉、 登米郡史 日本の気象史料

文亀 03 4 0 20 15030525 駿河 天氷降事、一時計也、大ハ大柑子程、中桃梅栗程也、在野樵夫旅行衆、人馬牛鹿鳥等、強当者打死也云々、 日海記 静岡県史資料編 7

文亀 03 4 0 20 15030525 越後 雷霰、多雨、至冬大旱、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
文亀 03 5 0 0 15030605 天下 天下旱魃、死者路頭ニ充満ス、 古本九州軍記 旱魃霖雨史料

文亀 2年（1502）～文亀 3年（1503）
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文亀 03 5 0 0 15030605 日向 ～八月、大旱魃、依之、五穀皆カレ失セ、人民多餓死ス、其上九月二十七日大霜降、弥困窮也、 日向記 1 東大謄写本

文亀 03 5 0 0 15030605 諸国 今年夏、五、六月ヨリ大旱魃、五穀枯、井水ナシ、今年、明年迄、諸国、大饑饉、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

文亀 03 5 0 24 15030628 京都 寒気、如季秋之天、 実隆公記 4上 続群刊行会
文亀 03 5 0 25 15030629 京都 暑気甚、時候、寒暑相交、為之如何、 実隆公記 4上 続群刊行会
文亀 03 6 0 0 15030704 大和 今般、炎旱超過せしめ、国中不作端多也、… 文亀年中写 大乗院文書 114

文亀 03 6 0 9 15030712 京都 頃日已来、於諸社、有請雨御祈、此日結願、＜七ケ日如恒歟＞
続史愚抄中篇
43

新訂増補国史大系

文亀 03 6 0 12 15030715 京都 抑炎旱御祈事、右小弁送一通、則加下知了、 実隆公記 4上 続群刊行会

文亀 03 6 0 12 15030715 諸国 諸国炎旱、雨ヲ諸社ニ祈ル、
実隆公記 4上 .
元長卿記 .後法
興院記 .忠富王
記他

史料綜覧 9-131

文亀 03 6 0 14 15030717 和泉 炎干之由、人々所語也、池之水共、漸尽之条、今五日も十日も令照者、黎元可為迷惑云々、 旅引付 政基公旅引付

文亀 03 6 0 17 15030720 京都 近日、炎旱以外也、 実隆公記 4上 続群刊行会

文亀 03 6 0 26 15030729 和泉 炎干以外也、黎元所愁也云々、自昨夕於滝宮、雨乞、今暁有種々託宣云々、 旅引付 政基公旅引付

文亀 03 6 0 29 15030801 京都 炎旱甚云、 続史愚抄中篇 43 新訂増補国史大系

文亀 03 7 0 2 15030803 和泉 雨乞、去廿四日ヨリ、所々懇精雖抽之、更非其験、已庄内田地、過半干損也、下民愁傷云々、 旅引付 政基公旅引付

文亀 03 7 0 3 15030804 和泉 隣郷傍庄祈雨、以今日為極…今五日、三日之間ニ、無甘雨者、米穀可尽種云々、愁傷者也、 旅引付 政基公旅引付

文亀 03 7 0 6 15030807 和泉 干発、以外也、河水悉絶、田地皆損失云々、可恐可悲、 旅引付 政基公旅引付

文亀 03 7 0 8 15030809 和泉
干天、以外也、但所々者雨下云々、此和泉国中炎干也、
甚珍事、者従京有音信、五色一荷被下、京都者度々降雨
云々、

旅引付 政基公旅引付

文亀 03 7 0 10 15030811 和泉
干発、以外也、万民妻子等迄、河流ニ小シアル水ヲ汲入、
桶持来テ滴田云々、凡早田之穂出テ、其ママ白色ニ干付テ、
葉ハヨレテ赤色也、

旅引付 政基公旅引付

文亀 03 7 0 12 15030813 和泉 抑炎干ニ、万民失力折節、又有此事、不便々々、 旅引付 政基公旅引付
文亀 03 7 0 17 15030818 和泉 依炎干、郷民等皆可没落支度也云々、 旅引付 政基公旅引付
文亀 03 7 0 18 15030819 京都 近日、炎旱渉旬、以外事也、 実隆公記 4上 続群刊行会

文亀 03 7 0 24 15030825 和泉 希代ノ干天也、入山田番頭等来申云、御田共大涯干損、仍雨も若近日ニ降ハ踏返て、藁（蕎？）を可殖也、 旅引付 政基公旅引付

文亀 03 7 0 25 15030826 京都 及晩雨降、雷鳴、近日、炎旱過法処、尤珍重々々、 実隆公記 4上 続群刊行会

文亀 03 7 0 25 15030826 和泉 地下中可飲水尽、而此寺之井を、地下人汲了、不便々々、河水悉流尽了、 旅引付 政基公旅引付

文亀 03 7 0 29 15030830 京都 雨時々降、近日炎旱、蒼生聊蘇息歟、但井水此辺未多、周章々々、 実隆公記 4上 続群刊行会

文亀 03 7 0 30 15030831 大和

（年次は推定）［大和惣国御百姓等上 法隆寺公文代御坊中
院宛］就今度国炎干之儀、百姓等悉以かんにん一向に難叶
候之間、南都并官符之御方ヘ、御徳政之事、色々歎申上候、
万一無徳政之御儀候者、百姓等悉以不可有正躰候、然者、
来年之耕作已下まて、一円可相捨候、併以御慈悲之御儀、
早々御徳政行候者、各々可忝畏存候由、可然之様、於寺
家へ披露、可畏存候、恐惶謹言、

法隆寺文書ハ
箱 20

東大写真帳

文亀 03 8 0 0 15030901 甲斐 大風、 妙法寺記 史料綜覧 9-133

文亀 03 8 0 0 15030901 京都 大洪水、真浄院流、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 267

文亀 03 8 0 7 15030907 和泉 入山田村早田方、今日内検也、依炎干、当年者如此、委細之帳、長盛可存也、 旅引付 政基公旅引付

文亀 03 8 0 10 15030910 大和

［堤栄綱書状 法隆寺公文代御坊宛］如仰、今度、一国馬借
等令蜂起、南都へ取向候、然処、馬借之儀迄もなく、南
都を可打破なと、造意仕候間、余ニ無勿躰存候て、古市
殿申合、今日迄者、無殊儀候、当国馬借、其外、河州・
城州馬借打出候、…当年、以外日魃之事候間、徳政之儀
やられ候之条、可目出度候、…

法隆寺文書ニ
箱 20

東大写真帳

文亀 3年（1503）
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文亀 03 8 0 22 15030922 和泉

夏、大旱魃、諸作物かるゝ、井の水絶る、諸民難渋、依
之、南山ヨリ四ケ所の人民の助介を、井手先栄吉郎江仰
せて、亦多畑家江後見職仰らる、井手、多畑の両主、日々
四ケ所廻勤ス、但シ応永卅二年、文明四年等の例を以、
南山大伝法において、雨を祈り玉ヱリ、坂口勇佳坊法印
亀岡理岳院に来りて、真糸の竜を水に浮バせ、小石を積ミ、
是ヲ修して雨を祈り玉ふ、八月廿二日夜半に、彼ノ竜を
水背谷の原に祭る、

日輪山清明寺
代々記 泉南市史史料編

文亀 03 8 0 30 15030930 甲斐 夜、シモフリテ、十分ノ世ノ中、ナニモ無クアイタリ、…冬中雪フラス、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

文亀 03 9 0 5 15031005 和泉

今日、土丸所残之田可内検之由、相触之処、菖蒲、舟淵
両村之地下ヨリ申来云…爰当年依炎干、紀州池田辺之郷
人舟淵之山ニ来テ掘蕨了、仍不可叶之由仰之処、当郷之
人＜彼万歳之／右馬之事也＞於紀伊国之山切山、焼灰商
売スル也、如此入山田之郷人モ立入紀州之山条、又紀州
之郷民モ立入山田之山者也、

旅引付 政基公旅引付

文亀 03 9 0 9 15031009 和泉

番頭等来、槌丸内検之事、種々申侘言了、雖然、猶不可
出之由、長盛返答云々…日根野村内検之事、自地下急申了、
又当村之内検モ切々申之、何篇、明日大木、菖蒲等之内検、
可沙汰之由仰付之旨、長盛来而申之、予仰云、入山田ハ
五日三日延引モ不苦哉、日根野村之事者、国方動狼藉也、
一日モ可急事也、幸地下モ急申条、只従明日可致日根野
之内検之由命之、

旅引付 政基公旅引付

文亀 03 9 0 23 15031023 和泉 従日根野、内検畢、今日各帰参、以外損亡也、五分一徳計歟云々、 旅引付 政基公旅引付

文亀 03 9 0 27 15031027 日向 大霜降、弥困窮也、 日向記 日本の気象史料

文亀 03 11 0 28 15031126 播磨
［本位田家延書状］（矢野庄）…当年一円之干損にて候間
…只今之事、当国物・□干損申、所々寺社領如此候間、
不限御領候、

東寺百合文書
し 280

相生市史 8下 970

文亀 03 12 0 0 15031229 和泉

［入山田四ケ村秋段銭散用状］…壱貫九百七十四文 大木村
分皆納＜此外廿三文、小四十／歩、去年之川成分在之＞
／壱貫七十五文 舟淵領家分皆納＜同廿二文、去年之川成
分在之＞／…／壱貫七百六十五文 菖蒲村分＜同十文、去
年之川成分在之＞…

九 条 家 文 書
189（1） 新修泉佐野市史 4

文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下飢饉、 永光寺年代記 加能史料研究 2

文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下飢饉、 皇年代略記 後鑑 268

文亀 04 0 0 0 15040128 諸国 五畿七道在々所々、殊洛中洛外、餓死、病死輩、数万人境内輩、 東寺過去帳 東大写本

文亀 04 0 0 0 15040128 京都 於在々所々、疫癘死亡族、数万人、 東寺過去帳 東大写本
文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下飢饉、 龍淵寺年代記 東大影写本
文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下飢饉、武州川越合戦、 加納年代記 石巻の歴史 1

文亀 04 0 0 0 15040128 駿河 此年富士山ニ六月・七月両月ニ雪五度降ル、…大ヒテリ、…同此年疫病流布、
静岡県史資料編
中世 3-357.380 静岡県史中世

文亀 04 0 0 0 15040128 京都 京都、疫疾流行、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下飢饉、餓死多、和州特多死、 二条寺主家記
抜粋 後鑑 268

文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下飢、冬徳政、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 268

文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下飢饉、会津米価一升百銭、 会津四家合考 後鑑 268

文亀 04 0 0 0 15040128 諸国 是歳、疾疫流行ス、

実胤卿記 .後法
興院記 .実隆公
記 .大乗院寺社
雑事記 .会津旧
事土苴考他

史料綜覧 9-150

文亀 04 0 0 0 15040128 天下（弘前）天下飢饉、 日記 八木橋文庫

文亀 04 0 0 0 15040128 甲斐 飢饉、 甲陽日記（高白
斎記） 山梨県史資料編 6

文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下飢饉、 皇年代略記 新校群書類従 2

文亀 04 0 0 0 15040128 大和 春日山神木枯、 紀州田辺万代
記 1

清文堂史料叢書

文亀 3年（1503）～文亀 4年（1504）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下飢饉、 紀州田辺万代
記 1

清文堂史料叢書

文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下大飢、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

文亀 04 0 0 0 15040128 天下 天下飢饉、 永光寺年代記 加能史料戦国 5-278
文亀 04 2 0 0 15040226 日向 大豆、小豆降、是希代ノ珍事也、 日向記 1 東大謄写本

文亀 04 2 0 16 15040312 和泉

大木村之番頭若崎右近并船淵番頭両人参、自地下申云、
去年（文亀 3）不熟之故、御百姓等繁多餓死了、仍蕨ヲ掘テ
令存命之処、件蕨於河流粉ニ認物也、其粉ハ水ニテ取テ、
一夜置テ、居サセテ取［ ］（之カ）也、其ヲ連夜盗取之条、
適欲継命食物ヲ失之故、地下人已失懸命術了、仍番ヲ居
テ、窺見之処、去夜有盗取者、追懸之処、松下ニ滝宮之
第一之御子有宅、其内ヘ入了、則入内見之処、件御子同
息子兄弟也、仍母も子も三人共以殺害了、盗人之故也云々、
連々彼者盗人之由風聞、則此儀出現了、地下沙汰之次第、
証人一人モ不生置、母マテ殺害ハ甚乱吹歟、但悪行之儀ハ、
連々風聞之条、地下之沙汰人、已如此沙汰之由、注進之
上者、無人之時分、不及是非、於為盗人者、是又自業之
所致也、南無阿弥陀仏、々々々々、

旅引付 政基公旅引付

文亀 04 2 0 19 15040315 加賀［勧修寺政顕書状］…加州一所懸命候処、只臨時之損亡なとハ、其年計之迷惑候［ ］それさへ毎年申様候、…
実隆公記裏文
書

加 能 史 料 戦 国
5-228

文亀 04 2 0 24 15040320 日向 大豆、小豆降、 日向記略 後鑑 268

永正 01 2 0 30 15040326 改元 甲子、 皇年代私記 東大謄写本
永正 01 2 0 30 15040326 改元 革令、 続史愚抄 古事類苑 1

永正 01 3 0 0 15040327 天下 天下、三月ヨリ大飢饉也、 熊野年代記 印影本

永正 01 3 0 0 15040327 世間 此年、始三月マテ雪フラス、世間事外ツマル、…海ヒル事無限、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 01 3 0 18 15040413 和泉
就在庄之事、人数之儀等、自地下、以一行条々、有訴訟
之子細、尤比興共吐訴歟、但地下之飢饉言語道断云々、
依之言上共歟、旁不休思案、毎事慮外々々、

旅引付 政基公旅引付

永正 01 3 0 26 15040421 和泉
去夜又、蕨之粉盗人有之、見付而追入家内殺害了、寡女
両人也、其外十七八ナル男子、其外年少之子共、夜前モ
六七人殺之云々、不便々々、盗人之上者、不及是非者也、

旅引付 政基公旅引付

永正 01 3 1 0 15040425 世間 数日無陰雨、民間之愁…世間炎旱以外也…炎旱近年連続、民間之愁未休、 実隆公記 4上 旱魃霖雨史料

永正 01 3 1 2 15040426 京都 晴、数日無陰雨、民間之愁云々、 実隆公記 4上 続群刊行会
永正 01 3 1 5 15040429 世間 世間、炎旱以外也、御祈事等可為如何哉之由申之、 実隆公記 4上 続群刊行会
永正 01 3 1 19 15040513 京都 雨如沃、凡昼夜無間、民間又有憂歟、有余不足為之如何、実隆公記 4上 続群刊行会
永正 01 3 1 21 15040515 京都 朝霜深、 二水記 日本の気象史料

永正 01 3 1 21 15040515 京都 天晴、入夜陰雨、寒気甚、霜降云々、時候不叶其節、可慎々々、 実隆公記 4上 日本の気象史料

永正 01 4 0 0 15040524 天下 冬大雪、四月下旬まで融けず、天下大飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表
永正 01 4 0 7 15040530 京都 寒気、違時候、可慎、 実隆公記 4上 日本凶荒史考
永正 01 4 0 15 15040607 京都 寒気甚、 実隆公記 4上 日本凶荒史考

永正 01 4 0 23 15040615 山城 嵯峨下河端ノ民ヲシテ、梅津荘ニ分派スル溝水ヲ妨グルコトナカラシム、 長福寺文書 史料綜覧 9-141

永正 01 4 0 23 15040615 山城

［室町幕府奉行人奉書 梅津四ケ村名主沙汰人中宛］御料所
城州梅津庄用水事、相談嵯峨下河端、任往古例、改井口、
去年既堀取河原之処、至当年、相懸井料於過分、為彼下
河端、及違乱云々、言語道断次第也、所詮、守御下知之旨、
速堀取之、可専作毛之由、所被仰出之条、如件、

長福寺文書 室町幕府文書集成
2360

永正 01 5 0 2 15040624 大和 此間、吉雨連々下、満作云々、珍重事也、…／廿七・八・九日ハ雨下、
尋尊大僧正記
189

大乗院寺社雑事記
12

永正 01 5 0 8 15040630 世間

風甚、世間病死、佐野浜面一村、皆死弗云々、凡辛酉、甲子、
革命、革令、誠無天道之異違哉、以三百六十時為一月、
必月改也、以三百六十日為一年、草木改也、以三百六十
年為一蔀、人間改也、相当件甲子之年、必飢饉、疫霊、
如此、尤可敬々々、草木雖改松柏、猶在霜下、人間雖改、
人間于今不断絶、仰祖神冥助奉祈家之長久之外無也、

旅引付 政基公旅引付

文亀 4年（1504）～永正元年（1504）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永正 01 5 0 11 15040703 京都（年次は推定）祈雨事、御教書到来… 八坂神社記録 4 増補続史料大成 46

永正 01 5 0 12 15040704 京都 近日、疫病興盛云々、 後法興院記 4 続史料大成 8

永正 01 5 0 20 15040712 京都 暴雨、路次洪水以外也、 実隆公記 4上 続群刊行会
永正 01 5 0 23 15040715 大和 今日、大雨下、昨日天晴、希代不思儀、法会珍重云々、 尋尊大僧正記 189 大乗院寺社雑事記 12

永正 01 5 0 25 15040717 大和 夜前、大雨下、 尋尊大僧正記 189 大乗院寺社雑事記 12

永正 01 6 0 0 15040722 諸国

六月、七月両月ニ、雪五度フル、作毛ヒヱカイソン、大
ヒテリ…武州ニハ子ネスミ多シテハヤリ出テ、ヒルイモ
チノ女ヲ食死シテ、其ノ処ノ備食物ヲハム、ネコヲネス
ミ皆々食ヒ死ス、此年、大雪四尺ニフリ…此年冬サムキ
事不及言説…大飢饉百分千分言説不及、馬人死ル事無限、
売買米ハ七十、粟ハ六十、ヒヱ五十文、大豆六十文、モ
ミ六十文、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 01 6 0 14 15040804 世間 長盛罷下、京都之上下無事、世間鬼病、雖以外、都鄙老若、無其患之条、令祝着者也、 旅引付 政基公旅引付

永正 01 6 0 20 15040810 京都 近日、此病気、都鄙流布、以外事、云々、 後法興院記 4 続史料大成 8

永正 01 7 0 0 15040810 和泉［日根野村東方秋段銭未進分散用状案］…壱貫五百文 三町 
日損より、地下へ御扶持之分、…

九 条 家 文 書
196

新修泉佐野市史 4

永正 01 7 0 0 15040810 和泉
［船淵村領家分胡麻散用状］舟淵領家分、胡麻御算用状事 
文亀三年分／二升＜あふらに下行歟＞当納分四升、日損
引之、土丸分丸御指置候也、日損御侘事、

九 条 家 文 書
189（3） 新修泉佐野市史 4

永正 01 7 0 2 15040821 和泉 今夜之降雨、尤黎元所悦也、用水者、雖湛田地、畠地、近日願甘雨折節也、 旅引付 政基公旅引付

永正 01 7 0 4 15040823 和泉
従東方、捧申状云…去（文亀三）年干発に付候て、御百姓
小々死うせ候、相残候者、はらニこしよわりはて候事、
御おほしめし御やり候て、二度之彼岸銭を蒙御扶持度之
由、申入候、

旅引付 政基公旅引付

永正 01 7 0 9 15040828 和泉
凡亀源七も当年ノ餓死ニ令死去、又臟物ニハ米銭之部類
ニテ、ハヤ百廿ケ日ヲ過ル間、引失モせハ、猶可申異儀
也…、

旅引付 政基公旅引付

永正 01 8 0 8 15040926 近江

［室町幕府奉行人奉書 樹下大蔵卿殿宛］日吉社日供料所近
江国建部庄事、去年就日損、日供及退転之間、被付坂本
中課役於其足之処、号不事行、為山門半月分、依渡付之、
既令欠怠之条、於残半分者、廻種々調法、至去月被備進
之云々、尤神妙也、然代々存知之御師職開闢以来相伝之
当庄代官職等、為山上可進退之企在之、事実者、言語道
断之次第也、不日退競望之輩、任当知行之旨、弥領知不
可有相違之由、所被仰下也、仍執達如件、

生源寺文書 室町幕府文書集成
2376

永正 01 9 0 0 15041018 大和 春日山神木七千本枯、 紀州田辺万代
記 1

清文堂史料叢書

永正 01 9 0 5 15041022 大和 羽津里井、損免事、不可給之旨仰了、殊更巨細納所ニ仰了、尋尊大僧正記 189 大乗院寺社雑事記 12

永正 01 10 0 17 15041203 大和 倉佃、十八石五斗之内／六石五斗免… 尋尊大僧正記 189 大乗院寺社雑事記 12

永正 01 10 0 27 15041213 大和 長屋庄、名田五十二石之内、十一石免云々、… 尋尊大僧正記 189 大乗院寺社雑事記 12

永正 01 10 0 30 15041216 大和
長屋庄、五十二石ニ十一石免、／羽ツ四十二石ニ免不給之、
五石・三石ハ春ニ延引旨申云々、／若槻庄免三分二可給
之由、百姓等申云々、沙汰人也、

尋尊大僧正記
189

大乗院寺社雑事記
12

永正 01 11 0 11 15041227 大和
若槻庄、百十六石御米内、十六石弥九郎名ハ別ニ御知行、
百石之内六十石可有御免之由、番条内々申、五十石分可
給旨返事了、

尋尊大僧正記
189

大乗院寺社雑事記
12

永正 01 12 0 0 15050116 天下 今年、天下饑云、 続史愚抄中篇 43 新訂増補国史大系

永正 01 12 0 5 15050120 大和 若槻庄、損免事、百十六石余御米内、／十六石余弥九郎名方、五十六石当年免、、四十六石得米、
尋尊大僧正記
189

大乗院寺社雑事記
12

永正 02 0 0 0 15050214 天下 天下疫災、人多死、能登、越中、土一揆起也、 永光寺年代記 加能史料研究 2

永正 02 0 0 0 15050214 天下 天下多疫癘、人民死由、是就于山門頭施餓鬼、 向嶽菴年代記 甲斐戦国史料叢書 1

永正 02 0 0 0 15050214 日本 日本国大きゝんニ入候…此とし大雪なり、大けかつにて人三千人飢死あり、ふしきのとしなり、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

永正 02 0 0 0 15050214 京都 於在々所々、疫癘、死亡族数万人、 東寺過去帳 東大写本
永正 02 0 0 0 15050214 武蔵 依大疫ニ、万民死、同大飢饉、村此時絶、 年代記配合抄 内閣文庫

永正元年（1504）～永正 2年（1505）
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永正 02 0 0 0 15050214 京都
永正弐年之請文者、右ニ如申、領内損失故、公用減少仕（永
正年中…毎度大水出申、彼郷之堤切、田畠過分令損失候間、
祖父時之改契約之旨、父紀兵衛尉公用令減少、一筆仕替
候）、

石清水八幡宮
文書 2

史料纂集

永正 02 0 0 0 15050214 天下 春、天下大飢饉、餓孚岐ニ満、喩ヘバ、十人ノ者、九人ハ死スト云程也、 公方両将記 日本凶荒史考

永正 02 0 0 0 15050214
陸奥
会津 陸奥、大ニ饑ユ、

塔寺八幡宮長
帳 .続本朝通鑑 史料綜覧 9-162

永正 02 0 0 0 15050214 諸国 大雪、諸国悪作飢饉、特に越後、信濃、会津甚し、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

永正 02 1 0 30 15050315 京都 雷、堕下京法花堂、 続史愚抄中篇 43 新訂増補国史大系
永正 02 5 0 0 15050612 京都 霖雨、洪水、 二水記 日本災異志
永正 02 5 0 0 15050612 京都 自是月、雨、至九月、 続本朝通鑑 日本の気象史料
永正 02 5 0 0 15050612 京都 此月中雨降、無晴間、洪水超過也、 隆康私記 改定史籍集覧 24

永正 02 5 0 27 15050708 京都［室町幕府奉行人奉書 東寺雑掌宛］疫癘消除御祈禱事、殊
可被抽精誠之由、所被仰下也、仍執達如件、

東寺百合文書
い 66

室町幕府文書集成
2397

永正 02 5 0 27 15050708 京都 疾疫流行す、幕府、松尾社に祈攘せしむ、 東文書 史料綜覧 9-156

永正 02 5 0 27 15050708 山城［室町幕府奉行人奉書 松尾社御師東殿宛］疫癘消除御祈禱
事、於神前、殊可被抽精誠之由、所被仰下也、仍執達如件、東文書

室町幕府文書集成
2398

永正 02 5 0 27 15050708 山城
［室町幕府奉行人奉書 松梅院（禅光）宛］疫癘消除御祈禱事、
被相触一社中、殊可被致精誠之由、所被仰下也、仍執達
如件、

北野社家日記、
同廿一日条奥
書

室町幕府文書集成
2398

永正 02 8 0 8 15050915 大和 夜前大風、所々破損云々、 尋尊大僧正記 191 大乗院寺社雑事記 12

永正 02 8 0 13 15050920 京都 大風、五穀不熟、 続本朝通鑑 日本の気象史料
永正 02 8 0 30 15051007 大和 大風、所々迷惑、 尋尊大僧正記 191 大乗院寺社雑事記 12

永正 02 9 0 18 15051025 大和 立野庄御油、昨日、大雨ニ打コホス、 尋尊大僧正記 191 大乗院寺社雑事記 12

永正 02 10 0 12 15051117 京都 山城生津代官江西庵、罷上候て、申子細者、彼芋代のまいる御下地、川成になり候て、 目代日記 北野天満宮史料

永正 03 0 0 0 15060203 甲斐

此年、春ハ売買、去年ノ冬ヨリモ、尚ヲ高直也、秋ツク
リハ、悉ク吉、但シ春ノツマリニ、秋吉ケレトモ、物モ
ツクラヌ者、イヨイヨ明ル春マテモ貧ナリ、…此年冬雪
フラスシテ、アタヽカナル事、先代ニモカヤウナル事無之、
湖モコヲラス、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 03 0 0 0 15060203 諸国 春、ホウキ星出ル、同年、諸国、麻疹時行、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

永正 03 0 0 0 15060203 諸国 諸国、在々所々、病死、刀死、餓死、夭死輩、数千人并禽獣魚虫等、 東寺過去帳 東大写本

永正 03 0 0 0 15060203 諸国
諸国ニ、億万鼠出来テ、耕作ノ穀米、山林ノ竹木ヲ喰ソ
コナフ、是ハ餓死ノ者ノ亡霊ナラントテ、諸国在々所々
ニ於テ、餓孚ノ骨ヲ取集メ、是ヲ収メ寺ヲ立テ弔祭リケ
ル程ニ、頓テ此鼠ノ静リケルコソ不思議ナレ、

公方両将記 日本凶荒史考

永正 03 0 0 0 15060203 京都 麻疹流行、 麻疹養生伝 日本疾病史
永正 03 1 0 24 15060226 大和 以外之寒天也、細雪下、 多聞院日記 1 角川書店

永正 03 4 0 3 15060505 京都 去夜、大雨降、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 03 4 0 7 15060509 伊豆
飢饉に而、耕作の仕付ならす、依而船頭奥次郎諸色之種
物為願、同年四月七日出島、於江府、長戸路七郎左衛門
に掛合、諸作の種物を乞請、

八丈島年代記 日本凶荒史考

永正 03 6 0 12 15060712 京都 終日、雷鳴・雨下、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 03 6 0 24 15060724 京都 雨降・雷鳴、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 03 7 0 0 15060731 大和 春日山木七千本枯、 永光寺年代記 加能史料研究 2

永正 03 7 0 15 15060731 大和 春日山木七千余株枯、 皇年代略記 新校群書類従 2

永正 03 7 0 9 15060808 大和 長屋庄、沙汰人召上、申色々＜五十二石之内／当年御免十石五斗＞…
尋尊大僧正記
193

大乗院寺社雑事記
12

永正 03 7 0 18 15060817 越前 越前土一揆＜一向衆、又甲斐牢人＞自去十三日蜂起、国衆得勝、一揆及一万人死云々、 宣胤卿記 後鑑 270

永正 03 7 0 23 15060823 大和 自今日、祈雨、西室一時卅頌在之、雨下、 多聞院日記 1 角川書店

永正 2年（1505）～永正 3年（1506）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永正 03 7 0 25 15060824 大和 今日、法隆寺祈雨相撲之砌、喧嘩令出来、… 多聞院日記 1 角川書店

永正 03 7 0 28 15060827 大和 今朝、大和国一揆令蜂起、福王寺生涯畢、高田城責落了、曽我柘植安衛門以下打死了、 多聞院日記 1 後鑑 270

永正 03 8 0 6 15060903 大和 自今日、祈禱祈雨兼帯、於東室同音論在之、 多聞院日記 1 角川書店
永正 03 8 0 7 15060904 京都 甘雨降、炎旱数日、民間憂之処、珍重々々、 実隆公記 4下 続群刊行会

永正 03 8 0 16 15060913 大和 北方一国一揆、令蜂起了、依之、京衆通路、自今日留了、…於路次、筒井足軽并一揆等馳合云々、 多聞院日記 後鑑 270

永正 03 8 0 27 15060924 大和
今日、沢蔵軒香久山陣替、則多武峰ふもとの小屋指懸、
一揆之小屋二三ケ所追落了、雖然、合戦失勝利、数多打
死手負在之間、其夕部本陣天神山ヘ打帰了、

多聞院日記 1 後鑑 270

永正 03 9 0 0 15060927 大和 春日山木七千本枯、 加納年代記 石巻の歴史 1

永正 03 9 0 2 15060928 大和 夜部、大雨下、電光、 尋尊大僧正記 193 大乗院寺社雑事記 12

永正 03 9 0 13 15061009 大和 山木枯槁、御神楽御遂行、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
永正 03 9 0 15 15061011 大和 春日山木枯槁七千余本、陪従神楽、従武家行之、 興福寺略年代記 続群書類従 29下

永正 03 9 0 15 15061011 大和 近日、春日山木以之外枯之由之間、…枯木之数且注分七千七百五十余本と注之畢、 多聞院日記 1 角川書店

永正 03 9 0 16 15061012 大和 三増（惣）官＜神主正預若宮神主＞注進、当山木事、枯槗云々、今日検知、八千十七本云々、驚入者也、
尋尊大僧正記
193

大乗院寺社雑事記
12

永正 03 11 0 24 15061218 大和 長屋、損免ニ、各下向了、 尋尊大僧正記
194

大乗院寺社雑事記
12

永正 03 12 0 0 15070123 京都 冬暖、梅華発事、如二月中旬也、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下
永正 03 12 0 30 15070221 京都 以外大雪、 申次条々 後鑑 270

永正 04 1 0 1 15070222 京都 夜来雪降、一尺斗積也、今朝猶雪散風吹、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 04 3 0 17 15070509 大和 陪従神楽、義澄沙汰之、山木枯槁之御祈禱云々、十七日ヨリ七ケ夜、
興福寺略年代
記 続群書類従 29下

永正 04 3 0 25 15070517 大和 五日雨下、 尋尊大僧正記 196 大乗院寺社雑事記 12

永正 04 4 0 11 15070601 京都 入夜、大雨降、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 04 4 0 14 15070604 京都 辻風吹、近所小屋吹破、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 04 4 0 23 15070613 京都 入夜、大雨降、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 04 4 0 30 15070620 京都 及晩、大雨下、雷鳴数声、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 04 6 0 13 15070801 大和 夜、大雨下、 尋尊大僧正記 196 大乗院寺社雑事記 12

永正 04 6 0 24 15070812 京都 申刻斗ニ大夕立、雹等相交、奇異事也、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 04 7 0 5 15070823 京都 従午刻雨下、雷鳴、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 04 7 0 6 15070824 京都 京都、大雷雨、 後法成寺尚通
公記 史料綜覧 9-186

永正 04 7 0 6 15070824 京都 従申時、雨降、雷鳴頻也、三ケ所へ雷落云々、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 04 7 0 7 15070825 京都 従申刻、大雨、雷鳴太、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 04 9 0 2 15071017 大和 雷電、大雨下、 多聞院日記 1 角川書店

永正 05 0 0 0 15080211 日本
此年、世間富貴、言説ニツクシカタシ、一国二国ナラス、
日本国売買ヤソシ、…此年大雨シキリニシテ、作毛言語
同断悪シ、此年ハ秋作ハ悉ク悪シ、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 05 0 0 0 15080211 会津 此とし、ひたすら雨ふりとおし、諸人のなけきなり、 塔寺八幡宮長帳 大日本史料 9-1
永正 05 2 0 2 15080313 京都 今夜一揆出頭、下京細倉市原等、追放者也、 拾芥記 後鑑 272

永正 05 2 0 2 15080313 京都 世上雑説、入夜土一揆出張、因幡堂前迄、在家焼払、及合戦打負、方々逃散云々、 元長記 後鑑 272

永正 05 3 0 7 15080417 和泉
［日根荘領家方年貢散用状］…合 永正四年＜丁卯＞／…分
米卅九石六斗九合歟 此内／半分十九石八斗四合五夕損米
引／…

九 条 家 文 書
211

新修泉佐野市史 4

永正 3年（1506）～永正 5年（1508）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永正 05 5 0 3 15080611 山城［（裏文書）梵恕記］…雨、大水出、上河原ニテ人渡、六人流ト云々、 壬生家文書 6 図書寮叢刊

永正 05 5 0 24 15080702 京都 宿雨、洪水以外也、 実隆公記 5上 続群刊行会
永正 05 6 0 1 15080708 京都 洪水、路次難儀之趣、演説之、以外之水也、云々、 実隆公記 5上 続群刊行会
永正 05 6 0 16 15080723 京都 禁裏姫宮御痢病之由承間、同訪申退出了、 実隆公記 5上 大日本史料 9-1

永正 05 7 0 10 15080816 京都 夜来、雨降、風吹、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 05 8 0 17 15080922 加賀 賀州舟、依送風、到越前、各被害殺、中院使者同嬰此災云々、不便々々、 実隆公記 5上 大日本史料 9-1

永正 05 9 0 26 15081030 京都 陰風頻吹、午刻［ ］雨下、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 06 0 0 0 15090131 甲斐 此年ハ売買高シ、秋作ハ吉、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 06 0 0 0 15090131 会津 患疾而人多死、 会津四家合考 大日本史料 9-2
永正 06 0 0 0 15090131 会津 此年、大雪降、 会津四家合考 大日本史料 9-2
永正 06 2 0 4 15090304 京都 彼榎並庄、去年、以外すいそんの事にて候、 目代日記 北野天満宮史料

永正 06 2 0 19 15090319 山城 昨日、下遣雑色男於御牧、富森等之処、今日上洛、山城土民一揆蜂起之由、注進之、 実隆公記 5上 大日本史料 9-1

永正 06 2 0 28 15090328 山城 自晩陰雨、雷鳴風雨、入夜甚雷、発声之時候頗早速、又震雷之威絶常篇、諸人消肝、半更之後休、 実隆公記 5上 大日本史料 9-1

永正 06 5 0 12 15090609 京都 近日、炎旱渉旬者也、 実隆公記 5上 続群刊行会

永正 06 8 0 0 15090826 下野
日比の雨も、猶かしらさし出べくもあらず、降そひて、
きぬ川（鬼怒川）、中川（那珂川）などいふ大河ども、洪水
のよしいへば、こゝにいつとなくやすらはんも益なし、
草津湯治おそく成ぬべし、さらば、たち帰りねとさだまる、

宗長日記 群馬県史 1887

永正 06 8 0 25 15090919 京都 雨降、暴風、 実隆公記 5上 大日本史料 9-2

永正 06 8 0 25 15090919 京都 夜来、雨降、大風吹、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 06 8 0 27 15090921 京都 彼在所（御牧）依先日之東風、洪水云々、 実隆公記 5上 続群刊行会

永正 06 8 1 10 15091003 京都 魚市塔森等差遣人之処、洪水、公用無了簡之由申之、為之如何、 実隆公記 5上 続群刊行会

永正 06 8 1 11 15091004 山城 雨降、及晩暴雨甚、 実隆公記 5上 大日本史料 9-2
永正 06 8 1 14 15091007 丹波 大風、大洪水、 天寧寺年代記 東大影写本
永正 06 8 1 24 15091017 山城 石原庄、水事注進、可築堤間事、惣庄申状進之、 実隆公記 5上 大日本史料 9-2
永正 06 10 0 3 15091124 山城 青侍男上洛、雍州所々水損事語之、不可説々々々、 実隆公記 5上 続群刊行会
永正 06 10 0 3 15091124 山城 寒威甚、 実隆公記 5上 大日本史料 9-2
永正 06 10 0 6 15091127 京都 穴無郷事、風損之由、小寺勘解由注進、 実隆公記 5上 続群刊行会

永正 06 12 0 0 15100120 京都 内陣御灯御油廿二はい、但近年者、彼油下地、川成になり候とて、少事納候間、十四はい御下行、 目代日記 北野天満宮史料

永正 06 12 0 25 15100213 山城

［山城国拝師庄竹田方百姓奥田清久書状 拝師御代官宛］態
折紙以申候、仍而拝師庄御年貢之事、此間、被押下之儀、
落居候間、可在収納候、さ候間、損免之事、各々百姓中
半損分と被申候へ共、以前私共まて如申入候、女御田損
免之上、壱斗宛分候、可在御沙汰候、…

東寺百合文書
イ函 116

東寺百合文書 1

永正 07 0 0 0 15100219 甲斐 去年、極月二十五日ヨリ、大雪降ル、深サ四尺フル、鹿カ死事事云ニ不及、…此郡大麦、小麦吉、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 07 0 0 0 15100219 諸国 是年、諸国、飢饉、 続本朝通鑑 大日本史料 9-3
永正 07 4 0 4 15100521 京都 参伏見殿、四宮疱瘡御事、可訪之、 実隆公記 5上 大日本史料 9-3
永正 07 5 0 0 15100617 京都 霖雨、 実隆公記 5上 旱魃霖雨史料
永正 07 5 0 0 15100617 京都 霖雨、洪水、 管見記 旱魃霖雨史料
永正 07 5 0 7 15100623 京都 雨降、洪水也、 実隆公記 5上 続群刊行会
永正 07 5 0 27 15100713 京都 洪水以外也、五条橋落云々、 実隆公記 5上 続群刊行会
永正 07 8 0 18 15101001 京都 大風、 宣胤卿記 日本震災凶饉攷
永正 07 8 0 20 15101003 京都 雨降、大風、入夜吹収、 拾芥記中 大日本史料 9-3

永正 07 8 0 20 15101003 京都 雨降、大風、所々吹破了、言語道断之次第也、 後法成寺関白
記 1

思文閣

永正 5年（1508）～永正 7年（1510）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永正 07 8 0 26 15101009 京都 下使者於当国（防州？）所々、大水以外之由、注進也、 実隆公記 5下 続群刊行会

永正 07 8 0 27 15101010 遠江
～二十八日ニ遠州ノ海辺、夥ク波打来テ、数千ノ在家ヲ
流シ捨テ、死亡スル者、数ヲ不知、陸地三十余町、悉海
ト成テ、

重編応仁記 静岡県史資料編 7

永正 07 8 0 27 15101010 遠江
廿七日・廿八日、両日ノ間ニ、遠江国へ、大浪オビタダ
シク来リ、陸地忽ニ海トナル、今ノ今切ノ渡ト申ハ是也
云々、

足利季世記 後鑑 275

永正 07 8 0 27 15101010 遠江 遠州、今切崩ル、 高代寺日記 後鑑 275

永正 07 8 0 27 15101010 遠江
遠江、山裂、水涌、海浪上陸、忽陸地三十余町、人家数
千滅亡、為蒼海＜按明応七年所為湖、亦倶今度為海歟＞
号今切渡＜荒堰是也＞

続史愚抄中篇
44

新訂増補国史大系

永正 07 9 0 5 15101017 山城［室町幕府奉行人奉書 善法寺雑掌宛］天変地妖、御祈禱事、
近日専可被抽懇誠之由、所被仰下也、仍執達如件、

石 清 水 文 書
6-219

室町幕府文書集成
2653

永正 07 9 0 5 15101017 京都［室町幕府奉行人奉書 東寺年預御房宛］天変地妖、御祈禱
事、近日専可被抽懇誠之由、所被仰下也、仍執達如件、

高山寺古文書
4 ･東寺 51

室町幕府文書集成
2654

永正 07 9 0 29 15101110 大和 五夜の半より、東風、大雨、奈良中方々、大破に合、 多聞院日記略 日本の気象史料

永正 07 10 0 4 15101115 紀伊
三箇寺就入院之儀式…殊依凶年、飢饉而、上貢以下不全也、
両寺住持七派之頭、以御評議、而今当永正七年庚午十月
四日ヨリ十ケ年間、三寺共入院御停止也、

紀伊続風土記 日本凶荒史考

永正 08 0 0 0 15110209 世間
浮世ニ、コウヒハヤリ、人民死事無限、然間、彼ノコウ
ヒノ鳥ヲツクリ送候、一日ヤミ候テ頓死致候、諸人契約
ヲ致候、酒ヲノム事無限、…此年大風二、三度吹テ、十
分ノ富貴、四分三分ニ成リ申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 08 0 0 0 15110209 山城 御仏事田御年貢米之事／去年（永正八年）分 合参斗内 壱斗
三分一之損免引之、

仏寺田年貢米
注文

教王護国寺文書
8-2304

永正 08 0 0 0 15110209 山城
大巷所免方注文 永正八年分 三分一損定（4 筆略）
四百七十二文 乗観分 是ハ半損内検在之（3 筆略）
六百八十二文 彦太郎 同三分二損（6筆略）卅文 三郎衛門 依
水損御侘言申由也／二百文 助左衛門／以上四貫三百三文、

大巷所地子銭
免除方注文

教王護国寺文書
8-2307

永正 08 6 0 0 15110705 薩摩 就屋形出陣候…折節、国家飢饉、以外候間、依旦方迷惑…
前編薩藩旧記
雑録 編年差別史 4

永正 08 6 0 0 15110705 会津
雨ふり、又ハむきハ七十つゝうれ申候、八月より稲ニす
くはくの虫たかり候て、秋米ハ一貫四五百文ニうれ申候
へ共、いりかいもおもふ様になし

塔寺八幡宮長
帳 5

大日本史料 9-3

永正 08 6 0 3 15110707 会津 大雨降、有蝗、 異本塔寺長帳 大日本史料 9-3
永正 08 6 0 14 15110718 京都 今日、差下人於御牧、富森等、洪水云々、 実隆公記 5下 続群刊行会

永正 08 6 0 15 15110719 豊前

［清末左馬宛、筒野与四郎あか十一歳人身売券］永代さう
てんニまかせて、我之子［   ］とし十一ニまかりなり候あさ
なあかと申候を、当年きゝぬニより候て、清末左馬殿様
へ御下部として、まいらせおき候、［  ］ゆわいとして、料
足百文給候、目出候、然前御徳政行候共、とかく申間敷候、
ことににけうせ申候て、いつれのさい所ニい候共、此ふ
ミをもて、御さた候てめされ候へく候、其時、おやしん
るいと申候て、いらん申ましく候、若此まへを［ ］むき候
て申事候ハヽ、神仏御はつをまかりかうむり申候へく候、
為後日証文如件、

清末文書 10 東大写真帳

永正 08 6 0 26 15110730 摂津

［穂積冬中書状］…仍堤料六拾歩損之事、御侘言申候処ニ、
先規之よりの儀、被仰下候上者、重而不及御侘言候、当
年之事者、去年より水損、名主無力無申計候間、当六月
より来八月迄之御供、三ケ月之間、被相延候て被下候ハヽ
可畏入候…

今西春定氏文
書 吹田市史 5-693

永正 08 8 0 0 15110903 会津 八月より稲ニすくはく（蝗）の虫たかり候て、秋米ハ一貫四五百文ニうれ申候へ共、うりかいおもふ様ニなく、… 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

永正 08 8 0 0 15110903 甲斐 此年、御風二、三度吹テ、十分ノ富貴、四分三分ニ成り候、国々の大水八月出テヽ、耕作損事無限、言語道断也 妙法寺記 大日本史料 9-3

永正 08 8 0 0 15110903 甲斐
浮世ニコウヒハヤリ、人民死事無限、然間彼コウヒノ鳥
ヲツクリ送候、一日やみ候テ頓死至候、諸人契約ヲ至候
テ酒ヲノム事無限…

妙法寺記 大日本史料 9-3

永正 08 8 0 8 15110910 武蔵 大風吹、 年代記配合抄 内閣文庫
永正 08 8 0 8 15110910 甲斐 夜亥剋［   ］宮後大松ニ、大風吹倒シテ［    ］、 王代記 山梨県史資料編 6

永正 08 8 0 18 15110920 肥後 大風、 八代日記 熊本中世史研究会

永正 7年（1510）～永正 8年（1511）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永正 08 8 0 18 15110920 京都 雨下、寅刻ニ大風吹、少々愚亭吹破、令迷惑、 後法成寺尚通
公記 大日本史料 9-3

永正 08 8 0 18 15110920 肥後 大風、アソ山本堂傾損、 満願寺歴代并
諸記 大日本史料 9-3

永正 08 8 0 19 15110921 京都 雨降、入夜暴風折樹、摧屋、言語道断也、 実隆公記 5下 大日本史料 9-3

永正 08 8 0 19 15110921 京都 暴風、破年中行事障子、 続史愚抄中篇
44-583 新訂増補国史大系

永正 08 8 0 20 15110922 京都
昨夜、風日花門廊転倒、小御所上等吹損、築垣掩所々損
失云々、惣而人屋等破損云々、…抑今夜西築垣四間余転倒、
土豹連々穿下之処、連雨洪水満堀之間、如此無興無極、

実隆公記 5下 続群刊行会

永正 08 8 0 20 15110922 京都 惣而人屋等破損云々、…連雨洪水満堀之間、如此、無興無極、 実隆公記 5下 大日本史料 9-3

永正 08 10 0 21 15111121 大隅［初身曳状］永正八年辛未年の飢饉たるによて、…永代に…御うちさまに、飢饉相伝の下部と身をはめ申候事、 二階堂文書 二階堂文書

永正 08 10 0 30 15111130 山城 山崎通路塞之間、塔森一向不進公用、請取返却不可説々々々、 実隆公記 5下 大日本史料 9-3

永正 09 0 0 0 15120129 甲斐 去年ヨリ売買無シ、銭モエル故ニ、米ハ八十、小麦ハ七十売候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 09 0 0 0 15120129 京都 大饑、至六、七月、人多死、 年代記抄節 .暦
仁以来年代記 日本災異志

永正 09 0 0 0 15120129 上野 疱瘡流行、小児多死、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
永正 09 0 0 0 15120129 京都 於洛中洛外并諸国餓死病死刀死族数千人、 東寺過去帳 東大写本
永正 09 3 0 0 15120328 相模 相模国大風、大山寺大杉倒、関東大饑、 続本朝通鑑 日本凶荒史考

永正 09 3 0 18 15120414 世間
～十九日、両日雪降積事四尺、通路悉トマル、売買無キ
故ニ、世間大ニツマル、シヲハ四十文ニ、酒ﾊ十文ツヽ、
ホシハ百文、四連六連売ナリ、旦紙ハ一来ヲ百五十文ニ
売ナリ、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 09 3 0 19 15120415 京都 夜来、大風吹、 後法成寺関白
記 1

大日本古記録

永正 09 4 0 5 15120430 越後 飢饉、人民死、一升ノ米八十、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
永正 09 4 1 29 15120623 京都 雨降、霖雨以外事也、 実隆公記 5下 続群刊行会
永正 09 5 0 1 15120624 京都 雨降、連日霖天、洪水過法、 実隆公記 5下 大日本史料 9-4
永正 09 5 0 13 15120706 山城 三栖庄洪水事注進、石原荘同前、無興々々、 実隆公記 5下 大日本史料 9-4
永正 09 6 0 0 15120723 大和 大飢饉、人多六、七月死 奈良年代記 大日本史料 9-4
永正 09 6 0 0 15120723 京都 大飢饉、人多六、七月死、 永禄年代記 後鑑 277

永正 09 7 0 0 15120822 京都 大飢饉、人多六、七月死、 暦仁以来年代記 続群書類従 29下
永正 09 7 0 11 15120901 京都 入夜雨下、雷鳴、 後法成寺関白記 1 大日本古記録
永正 09 7 0 13 15120902 京都 依降雨、水出之由、有其沙汰間、… 後法成寺関白記 1 大日本古記録
永正 09 7 0 21 15120911 京都 風吹、雨下、入夜大風、 後法成寺関白記 1 大日本古記録

永正 09 8 0 0 15120920 阿波

洪浪の宍喰浦不残流失、所之城山へ逃上者、数十人也、
南橋より向の町分不残流失、しかれとも此所山近故、多
人死無之、南町之男女凡三千七百余人死亡、助命之者都
合一千五百余人、橋より北分町家ハ、痛も無之、死人多
有之、橋より向之町＜今正梶田地ナリト＞一家も不残流
失、其上各屋敷者、地悉掘流シ、一面川沿と成、住居成
かたく、助命之者皆々当浦へ相集り、所之城主藤原朝臣
孫六郎殿御取立これ有…（阿波宍喰浦旧記）、

徴古雑抄続編 大日本史料 9-4

永正 10 0 0 0 15130216 世間

此年、咳病世間ニハヤル事、大半ニ過タリ、銭ヲヱル事
キ無限、売買ヤソシ、カウ人希也、此年耕サク何ニテモ
悪物一本モ無之、廿分ニ出来ス、此年天下ニタウモト云
ニ大ナルカサ出テ、平癒スル事良久、其形［ ］ハ癩人ノコ
トシ、食ハ達者ノ如ニスヽムナリ、当年ハ世間富貴スル
事言説ニ不及、銭ヲカタクヱル間、売買ハ以ノ外ニヤソシ、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 10 0 0 0 15130216 京都 諸国在々所々病死餓死等族数千人、 東寺過去帳 東大写本

永正 10 0 0 0 15130216 陸奥 此年大富貴、百年之内如是無富貴也、米一俵代百文也、後人亦不売也、
正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

永正 10 0 0 0 15130216 天下 今年、天下唐瘡大ニ葉流、 異本塔寺長帳 大日本史料 9-4

永正 8年（1511）～永正 10年（1513）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永正 10 3 0 21 15130506 播磨［本位田家延書状］（矢野庄）…此二、三ケ年依大風、此分候、後年万熟候者、有様寺納可仕由候間、非如在之儀候、 東寺百合ﾆ 164 相生市史 8下 978

永正 10 5 0 1 15130614 山城 大霰降、其大如梅実也、 暦仁以来年代記 大日本史料 9-4
永正 10 8 0 8 15130917 上野 夜大風吹、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

永正 10 9 0 0 15131009 甲斐 米ハ九月マテ二升五合也、能クカヱハ三升モ売也、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 10 12 0 26 15140131 山城
（年次は推定）［上久世庄公文方へ遣之折紙案］…一、流
田失米之事、過分候之間申候、但前々よりか様ニある事
候者、納所方へ尋候て、重而可申候／…

東寺百合文書
へ 200

東寺文書 3

永正 10 12 0 27 15140201 山城
（年次は推定）［山城上久世庄公文寒川家光書状］…一、
流田御不審之儀、先々内検納所方被下候て、可有存知候、
但分明ニ不被申候者、注可進候

東寺百合文書
へ 201

東寺文書 3

永正 11 0 0 0 15140205 甲斐
此年、売買悉ヤソシ、米ハ二升五合、大豆五升、粟同、
小豆ハ三升、稗ハ八升、売買ハ自在ナレトモ、銭ヲヱル
程ニ、代ニツマル、諸事ヤソシ、世間アタタカナル事申
ニ不及、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 11 0 0 0 15140205 京都 春飢饉、 分類本朝年代記 日本災異志
永正 11 0 0 0 15140205 上野 今年夏、大旱魃、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
永正 11 0 0 0 15140205 羽前 大旱魃、草木枯ルヽ、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

永正 11 0 0 0 15140205 摂津 今［ ］大飢饉、種満平野ニテ七日粥ヲ調、飢人救ル、 高代寺日記 後鑑 279

永正 11 0 0 0 15140205 山城
［井内盛利等連署状　清和院宛］当（富坂）庄御公用事…至
永正拾壱年分者、就干水損、参拾五石之内半分、可致其
沙汰候、更不可為以後之引懸候、

清和院文書 向日市史史料

永正 11 4 0 0 15140505 越後 夏、大旱、川々涸る、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

永正 11 4 0 13 15140517 京都 大雹、 続本朝通鑑 大日本史料 9-5
永正 11 5 0 0 15140603 会津 十月まで、てり申候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ
永正 11 5 0 0 15140603 岩代 五月より十月まで、てり申候、 磯部文書 大日本史料 9-5

永正 11 8 0 0 15140830 京都 自六月十三日、至八月下旬、大旱、 暦仁以来年代
記 続群書類従 29下

永正 11 10 0 1 15141028 京都 雨灰云、 続史愚抄中篇 44 新訂増補国史大系
永正 11 10 0 19 15141115 京都 雨灰、 続本朝通鑑 179 大日本史料 9-5

永正 11 11 0 0 15141127 甲斐 霜月、極月雪不降、冬中一二度フレトモ、一寸、二寸ヨリ厚ハフラス、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 11 12 0 0 15141226 京都 冬暖、梅花発如二月、 永禄年代記 後鑑 279

永正 12 0 0 0 15150125 天下 天下唐瘡、 永光寺年代記 加能史料研究 2

永正 12 0 0 0 15150125 甲斐 此年迄モ、売買去年ノことくやすし、銭ヲヱル事未止、他国ハ代ツカイヨシ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 12 3 0 0 15150424 越後 自三月、至七月、大旱、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
永正 12 5 0 3 15150624 山城 甚雨下…今日以外洪水、 守光公記 大日本史料 9-6
永正 12 9 0 0 15151018 紀伊 大風、宮殿破ル、 熊野年代記 印影本

永正 12 10 0 12 15151127 甲斐

夜ヨリ雪フリ、［ ］大雨ト雪ト同心ニ降ルニ依テ、大地事
外ニ凍リテ、芋モホリヱス、菜ナントモ、一本モ取ル間
モ無シ、サシ置ニ依テ、ナモ徒ニスツル、芋モ如此至候間、
中々言語同断飢饉ト成也、地下ノワヒ事無シ申計、此年
ハ耕作田畠粟稗、惣テ造ル程ノ物ハ何モ悪シ、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 13 0 0 0 15160213 甲斐
此年モ、春ヨリツマル事無限、殊ニ大麦高シ、三升五合
ノ売買ナリ、…米ハ百文、粟ハ売買無シ、大豆六十、小
豆七十文也、自他国ノ路次堅固ニフサカリ、未タアカス、
銭ヲヱル事弥ヨ、…

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 13 0 0 0 15160213 山城
注進 久世上下御年貢米御算用状事…一、上久世庄…／
十九石八斗五升 当損免…／四石六斗四升二合 流田分米…
一、下久世庄…廿五石 損免…

山城国久世上
下庄年貢米并
公事銭算用状

教王護国寺文書
8-2343

永正 13 4 0 0 15160512 上野 今年四月、大氷雨降、東海道方夥シ、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

永正 13 4 0 11 15160522 会津 諸国大雪、大雹降、其形如梅、会津別シテ大雪、平地四尺、悪作飢饉、 異本塔寺長帳 日本凶荒史考

永正 13 4 0 11 15160522 会津 大雪降、 会津旧事土苴考 日本凶荒史考

永正10年（1513）～永正13年（1516）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永正 13 4 0 11 15160522 山城 夜大霰其大如梅、四条、五条川原水鳥当霰死云々、 厳助往年記上 史籍集覧 55

永正 13 4 0 11 15160522 京都 大雹降、大如梅子、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

永正 13 4 0 11 15160522 京都 大雹降、大如梅子、 皇年代略記 新校群書類従 2

永正 13 4 0 12 15160523 鎌倉 洪水、 続本朝通鑑 日本の気象史料
永正 13 4 0 13 15160524 鎌倉 洪水、鎌倉中、民屋悉流漂、 編年要略坤 大日本史料 9-6
永正 13 5 0 0 15160611 京都 下旬、京都洪水、 年代記抄 日本震災凶饉攷

永正 13 5 0 18 15160628 京都［室町幕府奉行人奉書 東寺地下人中宛］東河原堰人足事、
為屋別、来廿一日、可致其沙汰之状、如件、

東寺百合文書
つ 1

室町幕府文書集成
2850

永正 13 6 0 0 15160710 会津 洪水、 会津旧事土苴考 日本凶荒史考

永正 13 6 0 0 15160710 会津 大水増、家、馬、人、流候、かうさくのことハ、申ニ不及候、塔寺八幡宮長帳 6
大日本史料 9-6

永正 13 6 0 26 15160804 京都

［室町幕府奉行人奉書 東寺雑掌宛］等持院雑掌申、今度東
寺与朱雀用水相論事、於水口令打擲在所童部、剰堤三郎
右衛門尉催諸勢、寄来之間、相防之処、百姓次郎九郎男
令打死云々、以外之次第也、既至故戦之儀者、御法炳焉
之上者、於彼堤者、可被行死罪、次当寺承仕参河一類以
下、令同意、寄懸之条、背御法間、一段堅可被加下知之由、
所被仰下也、仍執達如件、（関連文書 2872－ 2876、省略）

東寺百合文書
リ 6

室町幕府文書集成
2859

永正 13 7 0 6 15160814 京都 大風、 続本朝通鑑 日本の気象史料
永正 13 7 0 13 15160821 京都 大風、洪水、 年代記抄 日本震災凶饉攷

永正 13 8 0 4 15160910 京都 雨雹如梅実、 長享年後畿内
兵乱記 日本の気象史料

永正 13 8 0 13 15160919 京都 大風、 続本朝通鑑 日本の気象史料

永正 13 12 0 20 15170122 播磨［本位田家延書状］（矢野庄）就当庄御公用銭…殊当年度々風吹候て、作毛損、一向不応所務候間、…
東寺百合文書
ゑ 80

相生市史 8下 983

永正 14 0 0 0 15170201 天下 天下大饑、 年代記首書 日本災異志
永正 14 0 0 0 15170201 上野 今年秋、大洪水、五穀不熟、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
永正 14 5 0 0 15170531 京都 下旬、洪水、 暦仁以来年代記 大日本史料 9-7

永正 14 5 0 0 15170531 遠江 明る夏五月下旬、彼城に打向はる（氏親）折節、洪水（天竜川）大うみのごとし、ふな橋をかけ、ふな数三百余艘、… 宗長駿河日記 後鑑 282

永正 14 5 0 11 15170610 三河 申時、氷雨降下、 常光寺年代記 大日本史料 9-7
永正 14 6 0 0 15170629 常陸 六、七両月、旱、諸方雨不降、 和光院和漢合運 東大謄写本
永正 14 6 0 13 15170711 京都 暴雨、洪水、 続史愚抄中篇 44 新訂増補国史大系
永正 14 7 0 13 15170810 武蔵 大風吹、 年代記配合抄 内閣文庫
永正 14 7 0 13 15170810 諸国 諸国共ニ暴雨、洪水、 異本塔寺長帳 大日本史料 9-7
永正 14 7 0 13 15170810 京都 暴雨、洪水、畿内耳、 高代寺日記 後鑑 282

永正 14 7 0 13 15170810 甲斐 暴雨、洪水、 甲陽日記（高白
斎記） 山梨県史資料編 6

永正 14 7 0 13 15170810 京都 暴雨、洪水、 皇年代略記 新校群書類従 2

永正 14 10 1 8 15171201 京都 従昨暁大風、今日不止、猶以外也、 二水記 大日本史料 9-7

永正 14 12 0 15 15180205 甲斐
十五日ヨリ三日雨候テ、前後雪降リ積リ、已上四尺五寸
降リ候、鳥リケタ物、自ラハミ物無ニ依テ、皆々餓死ス、
言語道断、深雪ニシテ、四方路次悉フサカル、此年ハ売
買ハ何ニモヨシ、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 14 12 0 15 15180205 上野 大雪降、五尺余、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

永正 14 12 0 15 15180205 京都 終日雪降、一尺五寸許積、近年大雪也、 後法成寺尚通
公記 大日本史料 9-7

永正 14 12 0 24 15180214 山城 
［細川高国奉行人中沢秀綱奉書 拝師庄名主百姓中宛］東寺
領拝師庵（マヽ）年貢事、年々過分之未進在之云々、為事
実者、以外次第也、所詮急度遂算用、於有未進者、不日
可致其沙汰、…

東寺百合文書
イ函 120

東寺百合文書 1

永正 14 12 0 24 15180214 山城 
［細川高国奉行人中沢秀綱奉書 石井河内守（在利）宛］東寺
領拝師庵（マヽ）年貢事、年々過分之未進在之云々、為事
実者、太不可然、所詮急度被遂算用、於有未進者、不日
可被納所、聊不可有難渋之由候也…

東寺百合文書
イ函 119

東寺百合文書 1

永正 15 0 0 0 15180220 天下 熊野大旱、長正百姓ヲ誘祈白砂忽雨大キニ下ル、天下餓死、熊野年代記 印影本

永正13年（1516）～永正15年（1518）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永正 15 0 0 0 15180220 天下（弘前）天下飢饉、 日記 八木橋文庫

永正 15 0 0 0 15180220 天下 天下人民餓死、就于安心殿千部経有之、 塩山向嶽禅庵
小年代記 大日本史料 9-8

永正 15 0 0 0 15180220 京都 大飢饉、春籾三升買、万民餓死、 年代記配合抄 大日本史料 9-8
永正 15 0 0 0 15180220 天下 天下ニ餓死ノ者不可算、 珠生家伝記 大日本史料 9-8

永正 15 0 0 0 15180220 天下 天下饑饉、餓死、、 甲陽日記（高白
斎記） 山梨県史資料編 6

永正 15 0 0 0 15180220 天下 天下餓死、 皇年代略記 新校群書類従 2

永正 15 4 0 0 15180520 天下 天下大飢、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

永正 15 7 0 0 15180817 会津 大雨、洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

永正 15 7 0 0 15180817 大和 今年、春日山神木、自七月、至八九月、枯槁、三千八百八十本云々、 宣胤卿記 後鑑 283

永正 15 7 0 13 15180829 甲斐 大風吹テ、作毛悉ク損ス、諸作悪シ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 15 7 0 14 15180830 会津 大水、はんけ（坂下）の薬師堂之はしらはん分まて、みつつき申候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

永正 15 7 0 14 15180830 常陸 南風大吹、五穀悉枯了、其飢渇三、四年本復、 和光院和漢合運 東大謄写本
永正 15 7 0 14 15180830 会津 洪水、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

永正 15 7 0 14 15180830 常陸 大風、飢饉、三、四年ニシテ復本、 東州雑記 佐竹家旧記 6

永正 15 8 0 0 15180915 伊豆 異常低温、飢饉、 八 丈 島 年 代
記 .皇年代略記

中世東国災害史略
年表

永正 15 8 0 21 15181005 大和 一童御社後之枯木御社ノ上へ令顚倒、御社自峰上落御、 春日社司祐維記 大日本史料 9-8
永正 15 8 0 25 15181009 会津 大雨・大雪降、悪作飢饉、人多飢死、今年日本無蝿、 異本塔寺長帳 大日本史料 9-8

永正 15 8 0 26 15181010 世間

夜大霜フリテ、明ル日マテキエス、世間ツマル事無限、
秋ノ売リ買ハ米ハ六十、七文也、当国山里ノ米荷ヲ山家
ヘ不通、米ノ売買此郡一粒モ無之、耕サク何ニモ実不入、
ワラヒヲ九月マテホルナリ、惣テ此年ホリトヲス、明ル
五月マテホルナリ、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 15 8 0 26 15181010 天下 大雪降、天下餓死、 新撰和漢合図 日本凶荒史考
永正 15 9 0 0 15181015 諸国 大飢饉、人多死ス、 高代寺日記 後鑑 283

永正 15 9 0 28 15181111 大和 自去七月、至今月、春日山木多枯＜三千八百八十株＞而無祈謝云、
続史愚抄中篇
45

新訂増補国史大系

永正 16 0 0 0 15190210 日本

此年、惣テ一国二国ナラス、日本国キヽンシテ、諸国及
餓死也、…売買ハ米百文、粟ﾊ八十、大豆七十、モミハ
六十五文也、其ノ余ハ更ニ売カイ一粒モ無之、就中、雑
事一本モ無之、冬ヨリ富士ヘ往復シテ、イモノカラヲ買
越テタヘ候、此年ハ秋作り吉シ、粟ノウリカイ四升、大
豆ノ四升、小豆三升、惣テ国中富貴スル事無限、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 16 0 0 0 15190210 諸国 諸国大飢、餓死多、
年代記抄節 .永
正年代記 . 分
類本朝年代記

日本災異志

永正 16 0 0 0 15190210 諸国 諸国郡郷里在々所々餓死病死刀死輩数万人、 東寺過去帳 東大写本

永正 16 0 0 0 15190210 京都 春夏大飢饉、死者多之、於悲田寺、施行、逐日在之、然者、助者有云々、
暦仁以来年代
記 続群書類従 29下

永正 16 2 0 25 15190404 山城 大風一通清滝宮後大杉顚倒吉凶之内不審也、 厳助往年記 大日本史料 9-9

永正 16 3 0 0 15190410 山城 春夏大飢饉、死者多之、於悲田寺施行逐日在之、然者助者有云々、
暦仁以来年代
記 大日本史料 9-9

永正 16 3 0 18 15190427 京都 春いらいの飢饉で死者多数、悲田院で施行、 暦仁以来年代記 人権歴史年表
永正 16 5 0 0 15190608 紀伊 丁未ノ時、大玉降、大如梅、 熊野年代記 大日本史料 9-10
永正 16 6 0 0 15190707 諸国 自春至夏、諸国大饑饉、餓死多し、 年代記 日本震災凶饉攷
永正 16 8 0 0 15190904 京都 大雨水、 永正年代記 日本の気象史料
永正 16 8 0 30 15191003 京都 夜半、九月一日申剋、大風雨、処々大木吹倒、洪水、人死、暦仁以来年代記 続群書類従 29下
永正 16 9 0 1 15191004 山城 大風雨、自卯剋吹初至亥剋、上醍醐杉松桧顚倒数百本、 厳助往年記 大日本史料 9-10
永正 16 9 0 1 15191004 山城 申剋、大風雨、処々大木吹倒、洪水人死、 暦仁以来年代記 大日本史料 9-10
永正 16 9 0 1 15191004 山城 大風、倒上醍醐木云、 続史愚抄中篇 45 新訂増補国史大系

永正15年（1518）～永正16年（1519）



338

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永正 17 0 0 0 15200131 甲斐 此年モ売買吉、粟四升、大豆四升、米ハ二升、小豆二升五合、夏迄モ売カシ候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 17 0 0 0 15200131 山城
注進 久世上下御年貢米御算用状事…一、上久世庄…／卅
四石 当損免 …四石六斗四升一合 流田捨…一、下久世庄…
廿五石 損免、

山城国久世上
下庄年貢米并
公事銭算用状

教王護国寺文書
8-2366

永正 17 3 0 7 15200404 山城 風雨酉刻地動、入夜雷鳴、 後法成寺尚通
公記 大日本史料 9-10

永正 17 3 0 7 15200404 山城 入夜風緊吹、禁中築地所々及破損了、 二水記 大日本史料 9-10
永正 17 3 0 7 15200404 山城 自晩暴風、入夜雷雨、 実隆公記 大日本史料 9-10
永正 17 6 0 15 15200709 山城 大雨、洪水、 永正十七年記 続群書類従 29下

永正 17 6 1 0 15200725 京都
閏六月之事、去明応十＜辛酉＞年ニ在之、其時モ以外ノ
乱也、万人窮困無其限、当年閏六月有之、天下ニ乱有之、
万民窮困、先年ト同前也、

祐維記 後鑑 285

永正 17 8 0 11 15201002 世間 世上流布咳病煩、 永正十三年八
月日次記 大日本史料 9-12

永正 17 8 0 13 15201004 甲斐 夜降、十四日～十七日迄テフリ、作毛悉損ルナリ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 17 11 0 0 15201220 甲斐 大雪フリ候、極月四尺フル、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永正 17 11 0 27 15210115 播磨 地家名主百姓等与東西政所問答在之…今度数度之総劇、殊当年以外依虫食ニ、令不熟、旁々迷惑… 鵤庄引付 鵤庄史料 41

永正 17 12 0 11 15210129 大和
［大和国河原城庄代官豊田澄英書状 公文所（浄成）宛］河原
城庄御公用銭、只今千疋運上申候、今度一乱并爰元不熟、
以外之儀候、庄家窮困無申計候間、相残分、来春早々、
可致皆済候、…

東寺百合文書
イ函 246

東寺百合文書 1

永正 18 1 0 16 15210305 大和 卯剋大風吹之、雨下畢、 春日社司祐維記 大日本史料 9-14
永正 18 2 0 20 15210407 大和 今夜、大雨、大風ナリ、 春日社司祐維記 大日本史料 9-14
永正 18 6 0 25 15210807 山城 山科会、近日、依痢病所労、不罷向、 二水記 大日本史料 9-14
永正 18 7 0 21 15210902 大和 近日、三日病以外也、 春日社司祐維記 大日本史料 9-14
永正 18 7 0 26 15210907 山城 従晩陰発病、当時流布咳気也、 二水記 大日本史料 9-14
大永 01 8 0 23 15211003 改元 兵革、天変、 続史愚抄 古事類苑 1

大永 01 12 0 4 15220111 和泉
（年次は推定）［根来寺方代官勢長書状 信濃小路長盛宛］就
日根野・入山田御年貢、御状頂戴申候、当年者、日損以外候、
同不思儀之虫付候て、方々無躰之儀候、…

九 条 家 文 書
278

新修泉佐野市史 4

大永 02 0 0 0 15220207 甲斐 此年売買ヤソシ、…此年ハ作毛殊ノ外悪シ、就中アワ悪シ、何ニテモ吉物ハ無シ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

大永 02 0 0 0 15220207 山城 注進 久世上下庄御年貢御算用状事…一、上久世庄…／…
五石一斗四升一合 流田捨米

山城国久世上
下庄年貢米并
公事銭算用状

教王護国寺文書
8-2377

大永 02 4 0 16 15220521 大和 大風吹了、 春日社司祐維記 大日本史料 9-17

大永 02 4 0 17 15220522 大和 大風吹テ所々ノヤネ中以下破損之、一段ノ大風也、近年者是般（段カ）ノ風不吹之、奈良中弐万貫失墜ト云々、 春日社祐維記 大日本史料 9-17

大永 02 8 0 1 15220901 尾張 大洪水、同四日又大洪水、人民流溺不知数、 年代記 大日本史料 9-17
大永 02 9 0 0 15220930 近江 依唐瘡、死去、 東寺過去帳 東大写本
大永 02 10 0 15 15221113 山城 午後向中山亭、依小瘡所労久不被出頭也、近日相煩云々、二水記 大日本史料 9-18
大永 02 11 0 0 15221128 京都 依唐瘡、死去、 東寺過去帳 東大写本

大永 03 0 0 0 15230127 甲斐 此年大原ノ荘、惣テ都留郡大飢饉無限、米ハ八十文売買也、妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

大永 03 0 0 0 15230127 諸国 是年、大旱、五穀不登、 続本朝通鑑 181 大日本史料 9-21
大永 03 3 0 10 15230405 京都 晴陰、雨雪下、 後法成寺関白記 大日本史料 9-19
大永 03 3 0 10 15230405 京都 晴、寒雨時々霏々、余寒甚、 実隆公記 大日本史料 9-21
大永 03 3 0 15 15230410 京都 晴、…夜雷電、風雹、 実隆公記 大日本史料 9-21
大永 03 3 0 16 15230411 京都 晴、陰、雨、雹散、 後法成寺関白記 大日本史料 9-21
大永 03 3 0 16 15230411 大和 昨夜大風、雷電落井上郷云々、 経尋記 8 大日本史料 9-21
大永 03 4 0 4 15230528 京都 入夜暴雨、 実隆公記 大日本史料 9-21
大永 03 5 0 0 15230624 会津 大雨、洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表

永正 17年（1520）～大永 3年（1523）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

大永 03 5 0 4 15230627 大和 一、於東室、雨乞論在之、近日連々立願云々、既降雨也、経尋記 9 大日本史料 9-21

大永 03 5 0 13 15230706 大和 大洪水、佐保田庄悉令破損、在々所々破了、八幡御参社以来洪水云々、
続南行雑録（二
条寺主記抜萃）大日本史料 9-21

大永 03 5 0 17 15230710 京都 六月節、暑気甚、 実隆公記 大日本史料 9-21
大永 03 5 0 19 15230712 会津 洪水、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

大永 03 5 0 19 15230712 会津 大水、 会津旧事雑考 6 大日本史料 9-21
大永 03 6 0 13 15230804 京都 雨下、雷鳴頻也、 後法成寺関白記 大日本史料 9-21
大永 03 6 0 20 15230811 京都 陰、雨下、雷鳴、 後法成寺関白記 大日本史料 9-21
大永 03 8 0 5 15230924 京都 自夜大雨、昼後晴、風吹、 実隆公記 大日本史料 9-21
大永 03 11 0 3 15231219 京都 今朝、初雪積、 二水記 大日本史料 9-21

大永 03 11 0 14 15231230 山城
［室町幕府奉行人奉書 山城本久世大薮庄名主百姓中宛］…
諸公事物等、或号不作、或称無沙汰、不遂算用之段、言
語道断之次第也、…

久我家文書 大日本史料 9-21

大永 03 11 0 26 15240111 信濃
［諏訪社大祝諏訪宮増丸書状写 奉行所宛］当大明神御渡之
事、十一月十六日夜、令凝結湖水、同十九日卯剋、当社
浜菖蒲渡下御天、下宮浜正池渡上御候、佐久新海明神江
渡下候、下宮浜正池上御候、…

上諏訪神社文
書 大日本史料 9-21

大永 03 11 0 28 15240113 和泉
［根来寺勢長書状 信濃小路長盛宛］御状令拝見候、仍上使
被差下候、就其不限御領、当年之事者、近代不存以外之日
損、各及迷惑候、…将亦、去年於当国、郷人徳政之儀申、…

九 条 家 文 書
216

新修泉佐野市史 4

大永 03 12 0 29 15240213 山城
［室町幕府奉行人奉書 賀茂社氏人中宛］当社領山城国大宮
郷井水事、於新開興行者、永令停止之段、連署分明上者、
郷中輩弥可全領知之趣、被成奉書畢、向後更不可有違犯由、
被仰出候也、仍執達如件、

座田文書 3
室町幕府文書集成
3084

大永 04 0 0 0 15240215 上野 夏大旱魃、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
大永 04 0 0 0 15240215 会津 此年、百日旱、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

大永 04 0 0 0 15240215 筑前
…一、去大永四年、就三笠郡・劇、郡内御百姓等、対興綱（神
代）徳政事、懇望候、就其、大永五・六両年社家中も徳政
令（候之カ）処、限上座坊、終ニ無還補候、…

群書抄録 大宰府天満宮史料
14

大永 04 5 0 13 15240624 京都
雨甚、午後晴、洪水、前左相亭水入、仍小河塞之、人々
合力遣之、四条、五条橋落云々、近年無如此之洪水、以
外事也、

実隆公記 6上 続群刊行会

大永 04 5 0 27 15240708 京都 御牧差遣人、洪水之中難成由申之、 実隆公記 6上 続群刊行会
大永 04 7 0 0 15240810 京都 自四月不雨、至是月（長牒日記）、 野史 日本の気象史料

大永 04 8 0 0 15240908 会津 四～八月雨降らず、会津大旱、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

大永 04 8 0 3 15240910 諸国 大風雨、洪水、 紀事 .年代記略 日本震災凶饉攷

大永 04 11 0 28 15250102 和泉

［根来寺勢長書状 信濃小路長盛宛］御状委細拝見申候、仍
就御領之儀、上使被差下候、…当年之事者、総州（畠山義
尭）・同刑部大夫御披官衆出帳候、然間、所領衆（根来寺）
出陣仕、于今在陣候、殊在所過分損免申諾候、於代官中、
迷惑不及是非候、…

九 条 家 文 書
273

新修泉佐野市史 4

大永 05 0 0 0 15250203 羽前 五穀熟シテ、山野人家鼠無シ、 羽黒山年代記 山形県史中世史料 2

大永 05 0 0 0 15250203 諸国 諸国、痘疱流行す、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

大永 05 0 0 0 15250203 天下 この年天下飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表
大永 05 6 0 20 15250720 大和 依春日山木多枯＜六百九十株云＞、 続史愚抄中篇 45 新訂増補国史大系

大永 05 6 0 24 15250724 播磨
下地田ノ水ヲ、主不知ニ切落之、此夏ハ村々ニ水入ト云
人躰ヲ相定テ、両人在之之間…両人ヲ奥村ヨリ召捕之、
糺問ス、

鵤庄引付 鵤庄史料 46

大永 05 8 0 0 15250829 日本 日本大地震、特に鎌倉大地震、由比ケ浜入江沼平地となる、陸奥国大風雨、日本悪作、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表

大永 05 9 0 0 15250927 鎌倉 鎌倉大風雨、 実隆公記 中世東国災害史略年表
大永 05 9 0 4 15250930 京都 夜風烈、終日猶不休、 二水記 日本の気象史料

大永 05 9 0 5 15251001 京都 下人於御牧之処、洪水、今日公用不能奔走之由申之、無興也、 実隆公記 6下 続群刊行会

大永 05 9 0 5 15251001 鎌倉 鎌倉大風雨、円覚寺寿福寺壊、河水溢漲、山岳滅没、人畜多死、 続本朝通鑑 日本の気象史料

大永 3年（1523）～大永 5年（1525）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

大永 05 11 0 11 15251205 京都
今日風烈以外也、薄暮大風起、禁中所々及破損、私宅各
吹破、近年之風也、時節又珍敷事歟、伝聞在家大略無事
之家無之云々、

二水記 3 大日本古記録

大永 05 11 0 11 15251205 京都 大風、壊廬舎＜近年無如斯風云＞、 続史愚抄中篇 45 新訂増補国史大系
大永 06 0 0 0 15260222 京都 河州儀者、虫損、適少残分旧借引候、 実隆公記 7 続群刊行会

大永 06 0 0 0 15260222 山城 当年、虫損之故、年貢三分一抑留之由、百姓注進之云々、言語道断之次第也、 厳助往年記上 改定史籍集覧 25

大永 07 0 0 0 15270211 諸国 諸国病疫、人民死ナリ、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
大永 07 0 0 0 15270211 甲斐 此春夏、大疫起ル、 王代記 山梨県史資料編 6

大永 07 2 0 4 15270316 京都 夜半ヨリ、雨風以外也、所々及大破、 公頼公記 立大日本文学 68

大永 07 4 0 0 15270511 信濃 浅間大噴火、疫疾流行、 新撰和漢合図 中世東国災害史略年表
大永 07 8 0 5 15270910 京都 風雨以外也、 公頼公記 立大日本文学 68

大永 07 8 0 9 15270914 山城 暮より雨下、夜入終夜、以外之大雨也、雷鳴、 言継卿記 1 新訂増補言継卿記
大永 07 8 0 10 15270915 山城 昨夜大雨、大水出候了、 言継卿記 1 新訂増補言継卿記
大永 07 8 0 10 15270915 京都 晴、去夜風雨以外也、雷響也、 公頼公記 立大日本文学 68

大永 07 8 0 12 15270917 山城 夜入、以外雨下、風吹雷鳴、 言継卿記 1 新訂増補言継卿記
大永 07 8 0 13 15270918 京都 雨、去夜、暴風雨、以外也、 公頼公記 立大日本文学 68

大永 08 0 0 0 15280201 会津 此年旱、只見河歩渡、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

大永 08 4 0 0 15280429 京都 炎旱、不雨、四旬余…祈雨於諸寺、 二水記 日本災異志

大永 08 5 0 16 15280612 甲斐
大雨フリ候テ、十七日ニ大水出テ、悉ク田畠ヲ損サスナリ、
…売買ハ米ハ二升五合、粟四升、大豆四升、小豆ハ二升
五合売候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

大永 08 5 0 16 15280612 甲斐 大洪水あり、田畑多く流失、郡内地方餓死者を出せり、 北都留郡誌 日本凶荒史考

大永 08 6 0 0 15280627 甲斐
此年ハ、以外ニ日テリ候、六月～八月マテ、テリ候、…
此郡ハ春ヨリ富士ヘ行テ続命ヲ、夏ハ大麦吉、四升売カ
ウナリ、此年少童モヲヤム、亦ハイナスリヲヤミ候、大
概ハツルヽ也、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

大永 08 6 0 0 15280627 岩代 ～八月、旱、只見川歩して渉る、 福島県耶麻郡誌 旱魃霖雨史料

大永 08 6 0 15 15280711 会津 同十月迄、日てりニて、にし川たゝみをかちわたりニつかまつり… 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

大永 08 6 0 30 15280726 京都 炎旱数日、以外也、雷鳴、不及下雨、 実隆公記 7 続群刊行会
大永 08 7 0 3 15280729 京都 依炎旱、仰請雨御祈於諸寺、 続史愚抄中篇 46 新訂増補国史大系

大永 08 7 0 10 15280805 若狭

此夏大旱、国富庄内トシテ、雨請之事依有競望、先於寺
中神前仏前姫宮等、般若法楽有祈念、三日、其後、先例
之嶽へ上リ、持念ス、次ノ日十一日黄昏ニ雨少シ下ル、
雖然、依為少分、強テ仏舎利・水天等ヲ奉上シテ、丹誠
ヲ凝シテ祈雨ス、依之、七月十五日依申剋、西北ヨリ陰
雲起而、到酉時大雨降注テ、一夜温潤也、遂ニ不雷鳴也、
次ノ日十六日ヨリ、又一天無曇極照、然者、国中在々所々、
有祈雨ノ儀、不雨降、当寺ノ規模無比類、因爰、荘中之
諸人、上下被嘆徳者也、

羽賀寺年中行
事 福井県史資料編 9

大永 08 7 0 23 15280818 京都 炎旱御祈事、被仰出云々、於今無益歟、 実隆公記 7 続群刊行会
大永 08 7 0 29 15280824 京都 民戸炎旱、及難儀…近年、炎旱云々、 二水記 旱魃霖雨史料

大永 08 7 0 29 15280824 京都

民戸炎旱難儀、北ミソロ（深泥）池・西広沢池等、為用水
切落之云々、近年炎旱云々、及三、四十日不雨歟、草木枯槗
色也、此辺井水汲淵底、勝事之躰也、祈雨事諸寺被仰出了、
依触穢不及神社云々、去年、当年大乱、又秋税可為未熟
云々、凶年連続、艱難此事也、

二水記 3 大日本古記録

大永 08 7 0 29 15280824 京都 炎旱甚＜凡三四十日不雨云＞、草木枯、井水所々涸、因被仰祈雨事、於諸寺＜依有触穢事、不被仰社云＞、
続史愚抄中篇
46

新訂増補国史大系

大永 08 8 0 1 15280825 京都 入夜甘雨降、炎旱及百日、蒼生小蘇息歟、 実隆公記 7 続群刊行会
享禄 01 8 0 20 15280913 改元 都鄙未安、動其聴兵塵起、人民労苦、况今罹炎旱災、 歴朝要紀 史料稿本 102-3
享禄 01 8 0 20 15280913 改元 代始、 続史愚抄 古事類苑 1

享禄 01 9 0 14 15281007 山城
下久世庄内検帳之事／…同所 壱段 捨田／…一之坪 壱町五
段 捨田／…号字ふしの木 一段 荒田／…（捨田合計 23筆、
約 7町 5段、荒田 4筆、4段）

山城国下久世
庄内検帳

教王護国寺文書
9-2410

大永 5年（1525）～享禄元年（1528）
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享禄 01 10 0 10 15281201 山城
子剋計、雷鳴、大霰降、半時計也、諸人仰天、至翌朝不消、
大如梅、勢鴈・鴨・鹿・兎等、当霰死事、不知其数、各
拾得之、令悦喜云々、希代事也、

厳助往年記上 改定史籍集覧 25

享禄 01 11 0 29 15290119 京都
小寒中以外事也、老翁云、五十年以来如此事不覚云々、
硯池雖日中一円難解氷、右筆不容易也、巷説云、江州湖
水六七町氷云々、希有事歟＜又云、宇治川閉塞云々＞、

二水記 3 大日本古記録

享禄 01 12 0 12 15290121 山城（前欠、上久世庄）…二石 御侘言／四石六斗四升一合 流
田捨／…

山城国久世上下
庄年貢算用状

教王護国寺文書
9-2418

享禄 01 12 0 16 15290125 山城 注進 久世上下庄御年貢御算用状事／…（上久世庄）四石六
斗四升一合 流田捨米／四拾石 当免／…

山城国久世上下
庄年貢算用状

教王護国寺文書
9-2419

享禄 02 0 0 0 15290208 甲斐

此年ノ春ハ売買ヤソシ、殊更大麦、小麦吉、大麦ハ五升、
小麦ハ二升一合売申候、秋ハ何モ十分ニ能御座候、此年
国中ヨリ路次フサカリ申候、…此年秋世中十分ニ吉、サ
レトモフサカリ候間、米ハ二升五合、大原ニテハ三升十
文サシニ売買申候、大豆ハ五升、小豆三升五合、粟五升、
稗ハ一斗モ売買候、代一向ニ無御座候、去間、銭ケカチ
ト申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

享禄 02 0 0 0 15290208 日本 三日病、日本国中牛死、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

享禄 02 5 0 25 15290710 京都 夜雨不［ ］大洪水、 稙通公記 九条家歴世記録 4

享禄 02 7 0 3 15290816 山城 祈雨事、被仰出、当年、以外之炎旱也、 厳助往年記上 改定史籍集覧 25

享禄 02 7 0 6 15290819 京都 依旱、仰請雨御祈於諸社寺、 続史愚抄中篇 46 新訂増補国史大系
享禄 02 7 0 21 15290903 京都 大風アリ、 稙通公記 九条家歴世記録 4

享禄 02 9 0 12 15291024 京都 宿雨晴、 実隆公記 大日本史料 9-20

享禄 03 0 0 0 15300208 甲斐

此年ハ、正月一日ヨリ、アタヽカナル事無限、雪一粒モ
フラス、雨日々ニフリ候テ、道吉シ、此年ノ春ハ、何モ
売買ヤソシ、米ハ三升、粟六升、大豆六升、小豆四升、
稗ハ一斗トモ申候、大麦六升、小麦二升二合売申候、皆
人銭ニツマル事無限、去間、銭ケカチト申候、稗ハ一斗
モ売買候、代一向ニ無御座候、去間、銭ケカチト申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

享禄 03 0 0 0 15300208 京都 京中兵乱、洛中洪水、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

享禄 03 0 0 0 15300208 天下 春大雨、夏秋大旱、冬大雪、天下豊年、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

享禄 03 2 0 3 15300312 京都 暴風、雷雨、震動云、 続史愚抄中篇 46 新訂増補国史大系

享禄 03 5 0 0 15300606 駿河 春の雨より、時鳥鳴や、五月雨はれまなく、六月もかつて、てる日みず、文月八月もかきくらし、… 宗長日記 静岡県史資料編 7

享禄 03 6 0 0 15300705 天下 自六月初盂蘭盆前後、天下多癘、貴賤上下、人民牛馬、鹿畜共死却、 向嶽菴年代記 甲斐戦国史料叢書
1

享禄 03 6 0 0 15300705 甲斐 此年夏中世ノ中吉、六月米ハ二升五合、大豆五升、小豆三升、大麦九升、小麦三升売買申候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

享禄 03 6 0 3 15300707 美濃 大洪水、 岐阜県水害要録 日本の気象史料
享禄 03 6 0 11 15300715 京都 賀茂川洪水＜東堤潰、水浸聖門師村、亦東寺辺無通路云＞、続史愚抄中篇 46 新訂増補国史大系

享禄 03 7 0 0 15300804 甲斐
此年、七月、八月ノ両月、諸国ノ諸神ヲカシマヱ人々送
リ申事無限、人々ノナヤム事数ヲシラス、タイカイ死ル
ナリ、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

享禄 03 7 0 5 15300808 肥後 八代大水、 八代日記 熊本中世史研究会
享禄 03 10 0 1 15301031 会津 町へ水入申候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

享禄 04 0 0 0 15310129 甲斐
春ル人々ツマル事無限、売買ハヤソシ、米ハ二升五合、
大豆二升五合、小豆二升売買申候、此年少童モノヤム事
無限、千死一生也、大麦ハ五升売申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

享禄 04 3 0 7 15310404 京都 依風雨、今日、東衆不打出云々、 二水記 後鑑 297

享禄 04 3 0 7 15310404 京都 風雨甚、東衆足軽打出云々、 宣秀記 後鑑 297

享禄 04 5 0 7 15310602 京都 頃日、風病流布云、 続史愚抄中篇 46 新訂増補国史大系
享禄 04 5 1 28 15310722 京都 陰、及晩暴雨、 実隆公記 大日本史料 9-20

享禄 05 0 0 0 15320216 甲斐 其年、悉荒蕪而、従春至夏、国中悉飢饉、人民餓死矣、秋来富貴、万楽矣、 向嶽菴年代記 甲斐戦国史料叢書
1

享禄元年（1528）～享禄 5年（1532）
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享禄 05 0 0 0 15320216 甲斐

此年ノ春、人々ツマル事無限、雑事一向ナクシテ、野ニ
テ雑事ツム事無限、此ノ年ノ大麦、小麦共吉シ、秋世中
カ吉シ、日ノテル事無限、此方ニ不限、天下皆ナ悉クテ
リ申候、売買ハヤソシ、米ハ二升五合、大豆二升五合、
小豆二升売買申候、此年少童モノヤム事無限、千死一生也、
大麦ハ五升売申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

享禄 05 0 0 0 15320216 伊豆 麦不作、及困窮の飢死人数多有之、五ケ村より山江牛喰に入る、 八丈島年代記 日本凶荒史考

享禄 05 0 0 0 15320216 会津 此年、大旱、大小豆不作、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

享禄 05 0 0 0 15320216 下野 不作故、らいし御（ミ）御ちうし、… 今宮祭祀録（西
導寺本）

高根沢町史史料編
1

享禄 05 5 0 27 15320710 山城 雨下、夜半時分大夕立、以外電雷、 言継卿記 1 新訂増補言継卿記

享禄 05 5 0 28 15320711 山城

去夜之雷之時分、清水寺之滝へ之廊、滝之前之腰懸所、
順礼堂等破滅云々、…先之順礼堂内、順礼三四十人有之、
老僧来て、今夜此所に有者、可有大事、本堂へ可来之由
申候間、各本堂ヘ参、中に五六人残候、悉押流候、雖然
無難候了、是又観音之化現也、

言継卿記 1 新訂増補言継卿記

享禄 05 5 0 29 15320712 肥後 洪水、 八代日記 熊本中世史研究会
享禄 05 5 0 29 15320712 近江 大津相坂関屋、雷雨洪水、田園多く亡し、 厳助記 日本震災凶饉攷

享禄 05 5 0 29 15320712 山城
夜大夕立、雷清水落、且過其外廻廊以下、水押流、不思
儀有之、大津・相坂関屋、同夜流失、所々田畠水損以外
事也、先代未聞云々、

厳助往年記上 改定史籍集覧 25

天文 01 7 0 29 15320908 改元 連年兵革、 続史愚抄 古事類苑 1

天文 01 8 0 0 15320910 北海 自夏四月、至八月、不雨、 新撰北海道史 日本の気象史料

天文 02 0 0 0 15330204 天下

此年ノ春ハ、此方富貴ス、…此年売買、此方ハヤソシ、
大原ノ海ノヒル事無限、人々ツマル事無限、雑事一向ナ
クシテ、野ニテ雑事ツム事無限、此ノ年ノ大麦、小麦共
ニ吉シ、秋キ世中カ吉シ、日ノテル事無限、此方ニ不限、
天下皆ナ悉クテリ申候、売買ハヤソシ、米ハ二升五合、
大豆二升五合、小豆二升売買申候、此年少童モノヤム事
無限、千死一生也、大麦ハ五升売申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 02 4 0 0 15330505 大和 敷設之事、以祈雨之通、修理目代へ申、木守仁被敷畢、…雨乞計之時者、別会所役也云々、
多聞院日記 5
（蓮成院記録 2）角川書店

天文 02 4 0 13 15330517 京都
八－前程ヨリ天気ヨク候ニ、雷鳴候、又常ニ替り、大ナ
ル木［ ］子ノ様ナル霰フリ候、其後、雨ニ交フリ候、雷シタヽ
カニ鳴候、人ヲモ取ツルゲニ候、

祇園執行日記 後鑑 299

天文 02 4 0 14 15330518 紀伊 大霰降、人皆驚、大如梅、 熊野史 日本の気象史料

天文 02 4 0 26 15330530 大和
近般、依炎暑、耕作遅々条、能登・岩井川要水之事、明
日、自廿六日卯刻、京南四十八町負所、庄屋衛門太郎罷上、
可預御許可度之由申間、則任先規、公文目代方へ書状付了、
＜四月廿五日罷上申事也＞、

多聞院日記 5
（蓮成院記録2）角川書店

天文 02 4 0 26 15330530 大和 祈禱、依効験次第、降雨満足、大慶珍重々々、 多聞院日記 5
（蓮成院記録2）角川書店

天文 02 5 0 0 15330603 甲斐
五～八月マテ、大雨フリ候て、カクサク悪シ、吉物ハソ
ハ（蕎麦）マテ也、其ノ余ハイツレモ悪シ、サレトモ、売
買ヤソシ、銭ケカチニテ御座候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 02 5 0 0 15330603 京都 橋ナガレ候… 祇園執行日記 旱魃霖雨史料

天文 02 5 0 0 15330603 関東 関東旱魃、 快元僧都記 中世東国災害史略
年表

天文 02 5 0 11 15330613 相模 十六日迄、大雨、洪水也、 快元僧都記 日本の気象史料
天文 02 6 0 2 15330704 相模 依連日洪水、大道寺以船小田原江被渡了、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 02 8 0 5 15330903 大和 高山十講之事、奈良中去年大乱、并炎旱、旁窮困之間、九月五日迄延行畢、
多聞院日記 5
（蓮成院記録2）角川書店

天文 02 9 0 5 15331003 大和 如先規、於新薬師御堂、法花十講令執行畢、入夜中降雨、甘雨普潤、五穀豊饒、無疑者也、
多聞院日記 5
（蓮成院記録2）角川書店

天文 02 10 0 28 15331124 山城
沢路隼人佐、昨夕上候由申来、在所（大宅郷）之様懇尋候、
先半損之分に、皆納之由申候、散在分も半分計、納所之
由申候了、

言継卿記 1 新訂増補言継卿記

天文 02 12 0 11 15340105 山城［山城国上久世荘公文寒川家光書状］東田井損免事、昨日七斗御下行候、雖然、余少分之間、一石分下行仕候、
東寺百合文書
ロ函 135

東寺百合文書 4

享禄 5年（1532）～天文 2年（1534）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天文 02 12 0 26 15340120 大和
初夜時分、午時ハカリ、大雨降畢、件ノ相論、水定而不
及用之歟、不知之、今夜後夜ヲ限ニ、三万度ヲ奈良中、
南北郷民、祈雨立願云々、

多聞院日記 5
（蓮成院記録2）角川書店

天文 03 0 0 0 15340125 紀伊 春、夏、疫病、 熊野年代記 印影本
天文 03 0 0 0 15340125 甲斐 富士山、大雪降、 向嶽菴年代記 甲斐戦国史料叢書 1

天文 03 0 0 0 15340125 世間

此ノ春、言語道断餓死至候て、人々ツマル事無限、次ニ
疫病ハヤリ候テ、皆々ヤミ申候、サレトモ売買一切ヤソ
シ、銭ケカチニテ御座候、此年ノ大麦ハ、十分能ク候、
此ノ年ハ、始ノ年八月ヨリ、明ル年ノ四月マテ、ワラヒ
ヲホリ候て、皆ナ身命ツキ候、此ノ年ノ秋キ世ノ中十分
ニ御座候ヲ、風吹候て、三ケ一ノ世ノ中ト申候、サレトモ、
米ハ三升、小豆四升、其ノ余ハイツレモ売買ヤソシ、…
此年ハ雪モ一向フラス、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 03 0 0 0 15340125 諸国 春～夏、諸国、疫疾流行、死亡無算、 皇年代略記 .分
類本朝年代記 . 日本災異志

天文 03 0 0 0 15340125 諸国 今年、諸国、疫病時行、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
天文 03 0 0 0 15340125 京都 疫病、国中に流行して、廃人数量を知らず、 身代観世音縁起 日本疾病史
天文 03 0 0 0 15340125 諸国 この年、不作、洪水、疫病流行、人多死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表

天文 03 0 0 0 15340125 甲斐 春より夏迄、疫病、人多死、 甲陽日記（高白
斎記） 山梨県史資料編 6

天文 03 3 0 0 15340424 天下 三月、天下疫病、 高代寺日記 後鑑 300

天文 03 3 0 0 15340424 天下 春・夏、天下疫病、死人不可勝計、 皇年代略記 後鑑 300

天文 03 3 0 0 15340424 諸国 春・夏、疫病流布、病死輩、不知其数云々、 公卿補任 後鑑 300

天文 03 3 0 0 15340424 関東 春ヨリ夏ニ至テ、関東大ニ疫癘ス、死亡之者多シ、 関東管領記 後鑑 300

天文 03 6 0 0 15340721 諸国 是春、夏、疫行、死者多、 年代記首書 日本疾病史
天文 03 6 0 0 15340721 天下 春夏、天下疫病、死人不可勝計、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

天文 03 6 0 0 15340721 天下 春夏、天下疫病、死人不可勝計、 皇年代略記 新校群書類従 2

天文 03 6 0 2 15340722 越前
［青木景康等二名連署状案 中津原・湯屋・勾当原・中山百
姓中宛］今泉浦各道、今度大水ニ、事外損、人馬通路、無
一向之由候、両浦与申合、急度罷出、如先々、可作候、然者、
定日可遣検使候也、

西野文書 福井県史 322

天文 03 6 0 5 15340725 越前
［青木景康等二名連署状 河野両刀禰所、今泉百姓中宛］当
浦海道之事、今度之洪水ニ、崩候て、牛馬不通之由候之条、
所々へ申付候間、相談、急度可作候、為上使、中間弐人
遣候也、

西野文書 福井県史 323

天文 03 7 0 0 15340820 筑前 秋七月…同月中旬、連日大雨、一日、暴風大扇、海潮［  ］賀・
小城・神崎郡中洪水、与海潮交溢村里、滔々而如大海、 歴代鎮西志 11

大宰府天満宮史料
14

天文 03 7 0 14 15340902 肥前
十四日夕より、風吹出し、十五日の朝より、大雨降り、
大風梢を摧き、南海より大潮漲りて、風に随ひ渦［ ］る事
高さ一丈、須古・白石・佐嘉・神崎の村里、悉く混溺して、
死する者一万余人なり、

北肥戦誌 10
大宰府天満宮史料
14

天文 03 8 0 3 15340920 丹波 大風、大洪水、田地、民屋多亡、 天寧寺年代記 東大影写本
天文 03 8 0 3 15340920 京都 大風雨、洪水流、風雨損、 公卿補任 後鑑 300

天文 03 8 0 3 15340920 京都 大風雨、壊廬舎、洪水、 続史愚抄中篇 46 新訂増補国史大系

天文 03 8 0 4 15340921 山城 従夜中、至今朝、谷之城焼云々、乍去、大井河水、事之外深候て、諸陣各西岡有之云々、 言継卿記 1 新訂増補言継卿記

天文 03 8 0 10 15340927 京都 大雨、洪水、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

天文 03 8 0 10 15340927 京都 大雨、洪水、 皇年代略記 新校群書類従 2

天文 03 8 0 10 15340927 京都 大雨、洪水、 続史愚抄中篇 46 新訂増補国史大系

天文 03 8 0 10 15340927 山城
四過時分より雨下、七時分より至夜半過、大風雨及暁天、
…大風に北之壁十間計吹臥候了、所々屋上壁等吹破候了、
毎家之馳走、近来事也、谷之城今日之風雨に、やくら壁
等吹破云々、仍今夜落候了、

言継卿記 1 新訂増補言継卿記

天文 03 9 0 0 15341018 鎌倉 ～十一月、旱而更不降、 快元僧都記 旱魃霖雨史料
天文 03 9 0 6 15341023 美濃 大洪水、 岐阜県水害要録 日本の気象史料

天文 03 9 0 23 15341109 大和 雨乞ノ能カヽリノ事、 薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 2年（1534）～天文 3年（1534）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天文 03 10 0 9 15341124 越後 同廿八日（まで）大雪ナリ、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

天文 03 12 0 23 15350205 筑前［沼間興国書状（満盛院宛）］…御城米之儀候間、不及徳政沙汰候、… 満盛院文書 大宰府天満宮史料
14

天文 04 0 0 0 15350213 甲斐
此年、正月ヨリ、タンキニ御座候、二月大風吹候て、皆
家ヲソンサシ申、…難儀ナル咳病ハヤリ候て、皆ナ死去
申候、…世ノ中十分、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 04 0 0 0 15350213 京都 ハシカを労ひ、御薬進上、 後奈良院宸記 日本疾病史
天文 04 0 0 0 15350213 大和 大旱、不植不苅、二月十二日、雨下以後者、不降者也、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
天文 04 0 0 0 15350213 大和 大旱魃也、不植不刈、 二条寺主記 後鑑 301

天文 04 1 0 14 15350226 京都 今夜、大雨、大風、終夜不休、 天聴集 後鑑 301

天文 04 2 0 0 15350314 会津 此年、日てりにて、会津のうち、みふた川あれ申候、二月より十月迄、日てり也、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

天文 04 2 0 0 15350314 周防 周防国、大旱、 続本朝通鑑 旱魃霖雨史料
天文 04 2 0 0 15350314 会津 自二月、百八十一日旱、畑不作、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

天文 04 2 0 0 15350314 会津 二～八月、大旱、奥州悪作、会津三分の二不熟、飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

天文 04 2 0 5 15350318 京都 初夜時分、大風起、所々吹破、日華門同廊顚倒、 後奈良院宸記 日本の気象史料
天文 04 2 0 5 15350318 京都 夜入、大風雨甚、 言継卿記 日本の気象史料

天文 04 2 0 5 15350318 京都 大雨、自辰剋晴…今夜初夜時分、大風起、所々吹破、日華門同廊顚倒、言語道断也、可懼可欽々々、 後奈良院宸記 改定史籍集覧 24

天文 04 2 0 5 15350318 京都 今夜、大風、壊廬舎、又日華門、及同廊等倒、 続史愚抄中篇 47 新訂増補国史大系
天文 04 2 0 12 15350325 美濃 美濃大洪水、流人家万余、溺死者二万余云、 続史愚抄中篇 47 新訂増補国史大系
天文 04 2 0 12 15350325 大和 大旱、不植不刈、二月十二日雨下、以後、不降者也、 興福寺略年代記 旱魃霖雨史料
天文 04 2 0 12 15350325 大和 二月十二日雨下、以後者、不降者也、 二条寺主家記 後鑑 301

天文 04 2 0 14 15350327 美濃 濃州大洪水、於枝広・井口間、人流死二万余、家数万家流失、希代俄事也云々、 厳助往年記上 改定史籍集覧 25

天文 04 2 0 17 15350330 若狭 十七日より六月廿九日迄、雨不降、依テ多田ガ嶽ニ於テ、雨請度々アリ、初不降、後フル、 若狭記 後鑑 301

天文 04 2 0 24 15350406 京都 此間、夕陽日赤、旱歟、尤可為祈念、民間之愁也、還而当年五穀豊饒簡要也云々、 後奈良院宸記 改定史籍集覧 24

天文 04 3 0 0 15350413 諸国 諸国、大旱、
興福寺略年代
記 . 若狭守護
代年数

日本災異志

天文 04 3 0 14 15350426 京都 陰雨淋、陰晴不定、旱歟云々、 後奈良院宸記 改定史籍集覧 24

天文 04 3 0 16 15350428 京都 陰又日出、久旱之故也、民間請雨云々、不便々々、 後奈良院宸記 改定史籍集覧 24

天文 04 3 0 17 15350429 京都 天晴、久不雨、旱魃之至也、 後奈良院宸記 改定史籍集覧 24

天文 04 3 0 18 15350430 京都 天陰不雨下、終日風飄、申刻雨如霧下、 後奈良院宸記 改定史籍集覧 24

天文 04 3 0 23 15350505 京都 早旦陰、又雨降、此間旱魃、頗如甘樹也、 後奈良院宸記 改定史籍集覧 24

天文 04 5 0 0 15350611 筑前 去天文四年五月、洪水時、氏助之采地悉破損、尓来不得耕植、 歴代鎮西志 11
大宰府天満宮史料
14

天文 04 5 0 11 15350621 鎌倉 炎旱祈禱事、…今朝辰剋雨止、如元旱、言語道断也、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 04 5 0 12 15350622 鎌倉 天晴、旱、午剋、於竃殿座不冷、千遍陀羅尼始行、西風払雲耳、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 04 5 0 13 15350623 鎌倉 如昨日、旱、無雲、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 04 5 0 15 15350625 鎌倉 今日、百廿五遍宛、一日千返陀羅尼、雨祈也、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 04 5 0 28 15350708 大和 就当年祈雨之儀、郷民仁相撲於沙汰スヘキ通、下知□取之了、一郷々々十番充取退了、
薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 04 6 0 12 15350722 鎌倉 今年、旱魃、剰咳癩疫、世上流布、諸人恐怖、官人相労、高基御他界、凶年之瑞相与可知、可慎云々、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 04 6 0 14 15350724 京都 天晴、此間炎旱、万民大概饑饉之由、有沙汰、 後奈良院宸記 改定史籍集覧 24

天文 04 6 0 29 15350808 若狭
大旱ス、二月十七日ヨリ、六月廿九日マテ照也、其間、
小雨細々雖降、無指タル事、遂ニ五月梅雨不降、於多田嶺、
雨請有両度、始ハ不降、後ハ六月晦日ニ、大ニ降ル、

羽賀寺年中行
事 福井県史資料編 9

天文 04 6 0 29 15350808 京都 天晴、且陰又晴、暴雨、雷鳴、今日、祈雨、諸寺・諸社へ被仰出、宣治相触也、鹿処ニ雨降、甚以奇瑞也、 後奈良院宸記 改定史籍集覧 24

天文 04 6 0 29 15350808 京都 依炎旱、被仰請雨御祈於諸社寺、 続史愚抄中篇 47 新訂増補国史大系

天文 4年（1534）～天文 4年（1535）
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天文 04 7 0 1 15350809 京都 雨降、終日夜甚雨、…後聞、昨日雷、西京辺落云々、可怖々々、 後奈良院宸記 改定史籍集覧 24

天文 04 7 0 13 15350821 京都 大風雨、 後奈良天皇宸記 日本の気象史料
天文 04 8 0 0 15350908 陸前 二月より八月迄旱、登米、佐沼、涌谷、米谷、人民難儀す、登米郡史 日本の気象史料
天文 04 8 0 3 15350910 京都 大風、大水也、 祇園執行日記 増補続史料大成 44

天文 04 8 0 12 15350919 上野 大風吹ク、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
天文 04 8 0 12 15350919 常陸 午未二時、南風大吹、堂社破損、大木吹折、処々不及数、和光院和漢合運 東大謄写本
天文 04 8 0 12 15350919 陸前 大風吹き、民屋悉吹破るとあり、 登米郡史 日本の気象史料
天文 04 11 0 23 15351227 鎌倉 道円勧進参様持上倉、向地旱、又依逆乱、如此之由申也、快元僧都記 新校群書類従 20

天文 05 1 0 14 15360215 甲斐 此年、正月タンキニ御座候、正月十四日夜、大風吹候て、皆家ヲソンサシ申候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 05 4 0 28 15360528 会津 洪水、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

天文 05 5 0 0 15360530 甲斐 此年五ヨリ七月マデ、雨フリ候テ、言語道断、餓死至シ候、殊更、疫病ハヤリ申候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 05 5 0 27 15360625 京都 大水、 続本朝通鑑 日本の気象史料

天文 05 5 0 27 15360625 上総 総州峯上鳥居木、数千人之夫力可入処、去廿七日以洪水、数千（十ｲ）町引出了、即臨海耳、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 05 6 0 0 15360629 会津 陸奥会津大水（長牒日記）、 野史 日本の気象史料
天文 05 6 0 27 15360725 常陸 洪水、 東州雑記 佐竹家旧記 6

天文 05 6 0 28 15360726 陸奥 大洪水、 福島県耶麻郡誌 旱魃霜雨史料

天文 05 7 0 0 15360728 筑前
筑前国中、七、八、九、大風吹候て、洪水出候之間、当
年御正税、水損候之条、不可有社納候由、拘之衆被申候て、
于今無其儀候、

石清水文書 日本凶荒史考

天文 05 8 0 27 15360922 鎌倉 風吹、雨降、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 05 8 0 28 15360923 鎌倉 大雨、洪水、諸社人失其気、未剋御遷、以新莚雨覆成之、言語道断之式也、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 05 9 0 0 15360926 肥後 大風吹、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 05 9 0 0 15360926 相模 今月、大水三度、 快元僧都記 日本の気象史料

天文 05 9 0 4 15360929 出雲
［佐波隆連袖判秀安奉書 森長門守宛］竹谷（出雲国）陸反之
儀、就御不弁、被仰合候、従当年、来かのへねの年まて
五年間、無諸役ニ被遣候、

豊北町林家文
書 8

山口県史中世 3

天文 05 9 0 17 15361012 鎌倉 依洪水、氏綱可有延引歟、今月大水三ケ度、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 05 9 0 19 15361014 鎌倉 路次往反断絶之由申、少々往覆者溺死耳、山之頽岩、悉以取除掃除畢、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 06 0 0 0 15370220 若狭 冬、疫疾流行、人多死、 若狭守護代年数 日本災異志
天文 06 0 0 0 15370220 駿河 度々出水ニ而、軍役ニ渡り無之、不出候、 大平年代記 沼津資料集成 8

天文 06 0 0 0 15370220 諸国 東国、北国、疫疾流行し、人多死、 皇年代略記 日本震災凶饉攷

天文 06 1 0 0 15370220 甲斐
此年、正月アタタカニ候、疫病ハヤリ申候、殊更言語道
断餓死至候て、売買ナシ、…此年、春風細々吹事無限、
…十月十六日ヨリ雪フリ候て、サムキ事近年無シ、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 06 5 0 22 15370709 肥後 小河ヨリ至国中ニ大水、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 06 7 0 12 15370827 肥後 北風の大風吹、同二十日大風吹、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 06 7 0 13 15370828 丹波 ～二十一日、大風、 天寧寺年代記 東大影写本
天文 07 0 0 0 15380210 羽前 飢渇…蝿無、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

天文 07 1 0 17 15380226 甲斐
夜大風吹キ候て、其ノ後チ、二月、三月、大風度々吹申候、
去間、冬ノサムサニ、大麦ヌケ候て、一向無御座候、此春モ、
皆人餓死致候て、ツマル事無限、…小麦ノ草サヲイハ能
ク御座候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 07 4 0 27 15380604 相模 氏綱玉縄着城、翌廿八日社参、此間大雨、戸部河橋破損畢、依之、被越水面畢、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 07 11 0 15 15381216 肥後 大雪降ル、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 08 0 0 0 15390130 諸国 秋蝗、諸国不実、 厳助記 日本災異志
天文 08 0 0 0 15390130 遠江 悪風、仁王尊像仍破滅ニ皆悉分散、 大福寺仁王像銘 静岡県史資料編 7

天文 08 0 0 0 15390130 諸国 大に凶し、諸国、餓死する者多し、 近江蒲生郡志 日本凶荒史考
天文 08 0 0 0 15390130 遠江 悪風、 大福寺仁王像銘 日本凶荒史考

天文 4年（1535）～天文 8年（1539）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天文 08 1 0 0 15390130 甲斐 秋、世中半分…此ノ年ノ冬ハアタタカニ御座候て、タミモ喜ヒ申候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 08 1 0 0 15390130 肥前 自一月、至六月、雨降、 栢木本年代記 東大影写本
天文 08 3 0 8 15390406 肥後 求麻河橋流、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 08 3 0 16 15390414 鎌倉 遠山上倉、連日雨之間、延引畢、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 08 5 0 0 15390528 鎌倉 炎旱、 快元僧都記 旱魃霖雨史料
天文 08 5 0 16 15390612 鎌倉 為旱祈禱、於座不冷、陀羅尼奉満之、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 08 5 0 17 15390613 鎌倉 大雨降、及日暮、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 08 5 0 18 15390614 鎌倉 天晴、雨不降、雖然、三箇日、可有祈念之由、儀定之間、陀羅尼満之、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 08 5 0 19 15390615 鎌倉 猶炎旱、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 08 5 0 20 15390616 鎌倉 大雨、南風夜吹、雖末世、神之霊験、陀羅尼之功、能不空耳、快元僧都記 新校群書類従 20

天文 08 5 0 21 15390617 鎌倉 従河越、彦九郎殿被越使、炎旱之祈禱事、可致之由、承了、如此之次第、御返事之間、廿二日雨降、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 08 5 0 24 15390620 鎌倉 大雨、辰刻天晴了、相続而六日、七日、八日、九日、大雨湿国土、開諸人喜悦之眉耳、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 08 6 0 0 15390626 大和 当年之洪水、超過往年間、惣郷之老若被出、川切沙汰也、五条之西ヨリ始テ、九条ノ南ノ端、当領内之分悉以沙汰也、…
薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 08 6 0 1 15390626 鎌倉 天陰、巳刻ヨリ雨、当月中、細々降畢、七日癸卯、洪水、快元僧都記 新校群書類従 20

天文 08 6 0 7 15390702 鎌倉 洪水、 快元僧都記 日本凶荒史考

天文 08 6 0 13 15390708 大和
去六月十三日歟、大雨風之間、井井（衍ｶ）司共、為止沙汰、
竜王之御前ニ双ヒ居処ニ、長サ弐杖計リ、フトサカミ桶
モアルラント覚ル処ニ、自西流来ル、

薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 08 6 0 15 15390710 肥後 大水、 八代日記 熊本中世史研究会

天文 08 6 1 0 15390726 世間 閏六月、同八月十五、六、大洪水、当年世上不熟、虫損過此、以外事云々、 厳助往年記上 改定史籍集覧 25

天文 08 7 0 0 15390824 肥前 七、八月、大風七度吹、田地、虫故不実、 栢木本年代記 東大影写本
天文 08 7 0 11 15390903 日向 大風、洪水、 日向記略 2 東大謄写本

天文 08 7 0 25 15390917 大和
当年以外、田ヲ虫クラウ間、野荒神沙汰可然之由、地下
人長男へ加下地（知）処ニ、…且且（衍ｶ）先之事者、以外日
損ニ、 

薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 08 8 0 0 15390923 陸奥 大雨、洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

天文 08 8 0 0 15390923 若狭 三郡、稲禾不熟、剰八月十七日、洪水、 羽賀寺年中行事 福井県史資料編 9

天文 08 8 0 0 15390923 若狭 一国、稲禾不昇、依之、経頼子無之、 羽賀寺年中行事 福井県史資料編 9

天文 08 8 0 4 15390926 日向 夜又大風、洪水、 日向記略 2 後鑑 307

天文 08 8 0 15 15391007 世間 八月十五、六、大洪水、当年世上不熟、虫損過此以外事云々、厳助往年記 日本凶荒史考

天文 08 8 0 16 15391008 京都 大洪水、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 307

天文 08 8 0 16 15391008 大和 大雨風ニテ、明星不奉拝、 多聞院日記 1 角川書店
天文 08 8 0 16 15391008 鎌倉 此二、三日大雨、取分、今夜洪水畢、 快元僧都記 新校群書類従 20

天文 08 8 0 17 15391009 陸奥 十七日、大雨、大洪水、 加納年代記 石巻の歴史 1

天文 08 8 0 17 15391009 畿内 大洪水、五畿内国一同也、 天寧寺年代記 東大影写本
天文 08 8 0 17 15391009 京都 大雨水、今秋、蟲害禾稼、 続史愚抄中篇 47 新訂増補国史大系
天文 08 8 0 17 15391009 大和 大雨風…一日中、大雨風之間、専不見舞、 多聞院日記 日本凶荒史考
天文 08 8 0 17 15391009 世間 大洪水、当年、世上不熟、 厳助往年記 日本の気象史料
天文 08 8 0 17 15391009 大和 京、和州、大雨、大洪水、筒井城辺モ又爾リ、 筒井家記 後鑑 307

天文 08 8 0 17 15391009 京都 大雨、洪水、世謂、百年以来未聞也云々、 公卿補任 日本の気象史料
天文 08 8 0 17 15391009 諸国 京畿及び諸国大雨、洪水、 公卿補任他多数 史料綜覧 10-65
天文 08 8 0 17 15391009 京都 百年以来洪水、 親俊日記 1 続史料大成 13

天文 08 8 0 17 15391009 大和 大雨風ニテ不奉拝、 多聞院日記 1 角川書店

天文 08 8 0 18 15391010 紀伊 濫水、紀川往々異湍也、 高野春秋編年
輯録 日本の気象史料

天文 08 8 0 27 15391019 京都 京師、大風、洪水、 続日本史 日本の気象史料
天文 08 9 0 0 15391022 諸国 秋蝗あり、諸国実らず、 厳助大僧正記 日本震災凶饉攷

天文 8年（1539）
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天文 08 9 0 6 15391027 日向 大雪降シカバ、五穀不熟ニテ、人民餓死スル者多シ、 日向記略 2 後鑑 307

天文 08 9 0 7 15391028 摂津 就当番儀、明覚寺五十疋持来候、依十七ケ所洪水、勤番之段、至極調之為躰之条、如此之由候、 証如上人日記 日本凶荒史考

天文 08 10 0 0 15391121 美濃 雪一円ニフリ候ハテ… 荘厳講執事帳 白山史料集下
天文 08 10 0 0 15391121 京都 大雨、洪水、 皇年代略記 日本の気象史料
天文 08 12 0 0 15400119 肥前 次正月、死人不数知、 栢木本年代記 東大影写本

天文 08 12 0 14 15400201 信濃
十四日・十五日、大雨・大水、橋悉流、西東ノ通路留ソ
ロ間、十六日ノダミニ、西ノ一族、神宮寺迄ツメラレソ
ロテ、水ノ引ソロヲ待ラレソロエバ、十五日ノ夜、水モ引、
天気モナヲリ、…

神使御頭之日
記 山梨県史資料編 6

天文 08 12 0 15 15400202 甲斐 大風吹キ候て、大水出テ候、…大原富貴、此方ハケカチト見ヱ候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 08 12 0 15 15400202 肥後 求麻河、大水、 八代日記 熊本中世史研究会

天文 09 0 0 0 15400218 甲斐 此ノ年ノ春ハ売買ヤソシ、殊更ニ大麦十分ニ越シ候、売買ハ六升、小麦ハ二升五合カイ申候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 09 0 0 0 15400218 諸国 春～夏、京都及諸国、疫疾大行、 皇年代略記 日本災異志
天文 09 0 0 0 15400218 天下 春飢饉、死者数十万…天下大疫、死亡無算、 妙法寺記 日本災異志

天文 09 0 0 0 15400218 羽前 飢渇、 来迎寺年代記 山形県史中世史料
2

天文 09 0 0 0 15400218 天下 天下疫病時行、人多死、 加納年代記 石巻の歴史 1

天文 09 0 0 0 15400218 天下 今年春秋、天下大饑、人相食（皇年私記、年代略記、往年記）、続史愚抄中篇 47 新訂増補国史大系
天文 09 0 0 0 15400218 京都 今春、於誓請願施米云（往年記）、 続史愚抄中篇 47 新訂増補国史大系

天文 09 0 0 0 15400218 天下 天下悉疫疾、人民多死、天子御悩、相公若公病、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 309

天文 09 0 0 0 15400218 天下 此歳ノ春夏、天下大疫癘、諸人多死セリ、順昭諸士ニ命ジ、金銀、米穀ヲ出シテ、病ヲ救ヒ、葬リヲ助ケリ、 筒井家記 後鑑 309

天文 09 0 0 0 15400218 諸国 諸国飢饉、死者数十万、疫病流行、 分類本朝年代
記

中世東国災害史略
年表

天文 09 0 0 0 15400218 天下（弘前）天下大飢饉、 日記 八木橋文庫

天文 09 0 0 0 15400218 甲斐 春、夏大疫、人多死、 甲陽日記（高白
斎記） 山梨県史資料編 6

天文 09 2 0 15 15400402 肥後 大水、 八代日記 熊本中世史研究会

天文 09 3 0 0 15400417 世間

当春、世上大キヽン、非人数千万、餓死不知其数、於上
京・下京之間、春夏中、毎日六十人計死人捨之云々、於
誓願寺、非人施行、春中有之、一天下又大疫、都鄙死亡、
不知幾千万、七百余歳已来、如此例無之云々、春夏秋中、
諸人相煩者也、高野・叡山之輩、発病衆数多云々、於上
醍醐、二三人有之歟、淡路（五ケ庄ノ）風気、於山上死去
云々、角坊同風気散々、東寺観智院、同正覚院風気、発
病死去、大曲事也、二上大炊介同病死、天徳西堂同病死、
四辻大納言同病死、五辻＜他之病死之＞、

厳助往年記上 改定史籍集覧 25

天文 09 3 0 20 15400506 山城［幕府奉行連署奉書］疫病消除、御祈禱事、殊可被抽懇符之由、所被仰下也、
東 寺 百 合 い
104

東寺文書 1

天文 09 3 0 25 15400511 伊勢 疾疫流布ニ依リ、大神宮ヲシテ祈攘セシム、　 壬生家四巻之日
記 .外宮引付他 史料綜覧 10-83

天文 09 4 0 9 15400525 陸奥 洪水、 加納年代記 石巻の歴史 1

天文 09 4 0 9 15400525 京都 洪水、小河橋小屋漂蕩、先代未聞云、 公卿補任 日本の気象史料

天文 09 4 0 9 15400525 紀伊 洪水汎濫、 高野春秋編年
輯録 日本の気象史料

天文 09 4 0 9 15400525 京都 洪水、民屋漂蕩、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

天文 09 4 0 9 15400525 京都 洪水、民屋漂蕩、 皇年代略記 新校群書類従 2

天文 09 4 0 9 15400525 京都 洪水、漂民屋、 続史愚抄中篇 47 新訂増補国史大系
天文 09 4 0 21 15400606 京都 疾疫流布等ニヨリ、改元ノコトヲ幕府ニ諮ラセル、 大館常興日記 史料綜覧 10-85

天文 8年（1539）～天文 9年（1540）
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天文 09 5 0 0 15400615 世間

五月、六月、大雨フリ候て、世中サンサンニ候処、又八
月十一日ノ暮れ程ニ、大風吹きキ候て…大海ノハタハ皆
浪ニ被引、山家ハ大木ニ打被殺、堂寺宮悉ク吹キタヲシ
申候、地家ノ家ハ、千ニ一、万ニ一御座候、鳥リケタ物、皆々
死ニ申候、世間ノ大木ハ一本モ御座ナク候、去程ニ世ノ
中ノ事申ニ不及候、殊ソイ物一向無御座候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 09 5 0 12 15400626 諸国
大将軍（義晴）命五岳僧侶、於内野経王堂、設大施餓鬼会
…蓋茲歳、諸国往来者、餓死于道路、不遑枚挙、右京兆
達上聞故也、

相国攷記 後鑑 309

天文 09 5 0 12 15400626 京都 内野之経王堂にて、大施餓鬼、今日在之云々、諸五山僧衆被罷出て、被行之云々、 大館常興日記 後鑑 309

天文 09 5 0 13 15400627 京都 於北野経堂、諸五山大施食、 長享年後畿内
兵乱記 日本凶荒史考

天文 09 5 0 14 15400628 京都 夜、洛中大洪水、上京家屋多流、人民死、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 309

天文 09 5 0 14 15400628 京都 入夜大雨／一、今夜々中過より洪水、諸ノ家板敷をこす也、大館常興日記 2 続史料大成 16

天文 09 5 0 15 15400629 京都 夜中、大雨、大水出、長得築地等流之云々、 鹿苑日録 日本の気象史料
天文 09 5 0 15 15400629 京都 夜洪水、 大館常興日記 2 続史料大成 16

天文 09 5 0 16 15400630 京都 昼時分より大雨、 大館常興日記 2 続史料大成 16

天文 09 5 0 18 15400702 京都 大雨、 大館常興日記 2 続史料大成 16

天文 09 5 0 20 15400704 近江

今朝、日行事〈摂州〉より各へ折紙在之／今度依洪水、大
津海道今路已下、馬車之通路、以外損候、至東坂本御用
之儀、御座候間、路次可作之由、被仰出候、然者、在々
所々被成御下知、可然奉存旨、開闔申之候、可有如何候哉、
各御存分一途可有御申之由、被仰出候、恐々謹言、／五
月十九日 摂津守元造判／御内談衆御中  日付昨日也／如此
折紙也、仍常興存分事書、委細拝見候、路次被作につきて、
御下知之事、開闔言上尤無途儀、令存之由申之也、

大館常興日記
2

続史料大成 16

天文 09 6 0 0 15400714 京都 疫病流行のため、幕府は富商から課銭三千疋を徴収し、朝廷に祈禱料として献上、 公儀日記 人権歴史年表

天文 09 6 0 0 15400714 天下 春夏、天下大疫、人多死、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

天文 09 6 0 0 15400714 天下 春夏、天下大疫、人多死、 皇年代略記 新校群書類従 2

天文 09 6 0 17 15400730 天下
今［ ］天下大疫、万民多［ ］於死亡、朕為民父母、徳不能覆、
甚自痛焉、竊写般若心経一巻於金字…庶幾［ ］為疫病之妙
薬矣、

後奈良天皇宸
筆般若心経奥
書

史料綜覧 10-89

天文 09 6 0 17 15400730 天下 於禁中、不動小法、当門跡御参勤、伴僧八口、天下大疫御祈禱云々、 厳助往年記上 改定史籍集覧 25

天文 09 8 0 0 15400911 紀伊 熊野…大風洪水、上綱ノ川舟流、在々浦々流人モ死ス、 熊野年代記 印影本

天文 09 8 0 0 15400911 甲斐 大雨、大風、八本杉門前門内、種樹数多吹折、僧堂諸寮舎、悉吹倒者也、 向嶽菴年代記 甲斐戦国史料叢書
1

天文 09 8 0 10 15400920 京都 大風、同皇帝御悩、 長享年後畿内
兵乱記 日本凶荒史考

天文 09 8 0 11 15400921 会津 夜大風吹く、古木太木ふきたをして、五こく地のそこまでかせニあい申候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

天文 09 8 0 11 15400921 諸国 大風吹、比企岩殿御堂吹破、五穀不実、諸国饑饉、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

天文 09 8 0 11 15400921 陸奥 大雨、大風、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

天文 09 8 0 11 15400921 武蔵 大風吹、 年代記配合抄 内閣文庫
天文 09 8 0 11 15400921 京都 大風吹、 鹿苑日録 日本の気象史料

天文 09 8 0 11 15400921 畿内 大雨風烈、城州八幡塔上重吹落、其外所々破損云々、春日宮嶽五町計崩、 二条寺主家記 後鑑 309

天文 09 8 0 11 15400921 越前 大洪水、 守護年代記 日本の気象史料
天文 09 8 0 11 15400921 京都 大風雨、 御湯殿上日記他 史料綜覧 10-94
天文 09 8 0 11 15400921 甲斐 申時ヨリ大風、河原明神社大木打散ス、 王代記 山梨県史資料編 6

天文 09 8 0 11 15400921 天下 大風、天下一同云々、 厳助往年記上 改定史籍集覧 25

天文 9年（1540）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天文 09 8 0 11 15400921 鎌倉

戌刻、大風吹、社頭山之木、并四十本計吹倒、大木之梢吹折、
社中ニ充満、雖然、楼門・拝殿之上、不懸、其当乱満、
惣而武相之間、草木悉損了、建長寺惣門倒、正統庵滅却、
宝泉庵・向上庵・鹿山庵堂、大都次倒畢、国中小堂一宇
モ不残、洪水過例年、

快元僧都記 新校群書類従 20

天文 09 8 0 11 15400921 信濃

十一日之酉時ノサカリヨリ、南風出、雨共ニ戌刻迄吹候、
南風シツマリ、半時計候て、北ヨリ大風吹出、子刻迄フ
キ候、何も近年ニナキ大風、トリワケ、北風ツヨク候て、
宮々ノ古木・大木吹折候、下馬ノサワラ一本フキ折候、
宮山ノツカ、大小ニ三、四十本折候、ケ様之風ハ、以後
も有間敷候、［ ］同神前之テツトウ、二重フキコロハカシ
候、…カラホコ二本・リンサウノサワラ一本、大宮木ハ
以上三本、ネカエリ候、如此ノ風ハ、ムクリ風ニても候
カト申候、昔ノシハマクリ風ニモモヲトラス候、風シツ
マリテ、大水来、大町家十計流、人も三人、夜半水ニ候、
惣而十一日酉ノ頭、シブノ湯山ニアタリ、ヲヒタヽシク
ナリ、サテ酉刻ノヲハリニ、風吹出候、大水ハ五十年以
前ニ、只今ノ水ニモマシ候テ出候由、申伝候、風ハ五百
年以前之シハマクリ風モ、是ホトハアルマシキカト風聞
候、磯并ノ宮ノ木四十本ホト、ネカエリ、風ツヨクシテ、
戸カヘハ申ニ不及、ノキカヘマテ吹ハナシ候、

神使御頭之日
記 山梨県史資料編 6

天文 09 8 0 11 15400921 京都 大風、 長享以来畿内
兵乱記 後鑑 309

天文 09 8 0 11 15400921 京都 大風、 続史愚抄中篇 47 新訂増補国史大系

天文 09 8 0 11 15400921 世間

又八月十一日ノ暮程ニ、大風吹キ候て亥刻マテ三時吹キ
申候、大海ノハタハ皆浪ニ被引、山家ハ大木ニ打被破、
堂寺・宮悉ク吹キタヲシ申候、地下ノ家ハ千ニ一、万ニ一、
御座候、鳥リケタモノ皆々死ニ申候、世間ノ大木ハ一本モ
御座ナク候、去程ニ世中ノ事申ニ不及候、殊ソイ物一向無
御座候、浄泉寺モ吹キタヲシ申候、取（諏）方ノトリイヲモ
吹キタオヲシ申候、取（諏）訪ノ松ヲハ一万本計ト承候、

勝山記 山梨県史資料編 6

天文 09 8 0 12 15400922 羽前 巨風、 来迎寺年代記 山形県史中世史料 2

天文 09 8 0 12 15400922 丹波 洪水、 天寧寺年代記 東大影写本
天文 09 8 0 12 15400922 京都 玉泉寺玉潤吹破、所々築地葺之、鹿苑柏樹三本吹倒、 鹿苑日録 日本の気象史料

天文 09 8 0 13 15400923 京都
風雨事外ふき候て、林の木二、三十本ふきをり候て、御
門跡さまよりは勝見、林、目代両三人罷出候…木皆々分
申候、

目代日記 北野天満宮史料

天文 09 8 0 13 15400923 天下 天下悉疫疾、人民多死、天子御悩、相公若公病、 長享年後畿内
兵乱記 日本凶荒史考

天文 09 8 0 14 15400924 世間
此頭の年八月十四日之亥剋より、丑之時迄、大風吹、世
間之様躰無申斗候、宮にてハ、東勝寺之五重之塔吹返シ候、
尚モ世間之堂塔等皆悉々吹臥候、さる間、人民数多吹こ
ろされ候、当社にハ古木数九拾七本かへり申候、

今宮祭祀録（西
導寺本）

高根沢町史史料編
1

天文 09 8 0 17 15400927 近江

長命寺大念仏帳…の供養の列名中に左の記事あり、／津
田庄疫病死人　南無阿弥陀仏／（津田庄島村）中庄死人　
南無阿弥陀仏／（岡山村大房）大房死人　南無阿弥陀仏／
日本国餓死人　南無阿弥陀仏／願以此功徳、平等施一切、
同発菩提心、往生安楽国、

近江蒲生郡志 日本凶荒史考

天文 10 0 0 0 15410206 甲斐 此年春ル、餓死至候て、人馬共ニ死ル事無限、百年ノ内ニモ無御座候ト、人々申来リ候、千死一生ト申候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 10 0 0 0 15410206 京都 今年、京洛中大風、宮社堂塔ヲ吹倒ス、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
天文 10 3 0 3 15410409 肥後 大雪降り候、 八代日記 熊本中世史研究会

天文 10 5 0 4 15410608 安芸（70条）一、御本地観音堂之事、去天文十年五月四日・七
日ノ大水、山川クつれ、社頭廻砂ハマル間、… 房顕覚書 70条 広島県史中世資料編Ⅲ 1153

天文 10 5 0 14 15410618 信濃 此陣中ニ大雨、近年なき高水候、 神使御頭之日記 山梨県史資料編 6

天文 10 7 0 11 15410812 伊勢
［山崎国通書状 沢兵部太輔（親満）殿宛］就西黒部川成之儀、
先日御返事之通、令申候処、為御礼御樽壱荷・御肴両種・
御状之趣、具致披露候、御祝着之由候、

沢 氏 古 文 書
1-188 史料纂集

天文 10 7 0 15 15410816 近江 長命寺大念仏帳…八十人牧（岡山村）牧死人…二百人津田死人…四十人北郡死人… 近江蒲生郡志 日本凶荒史考

天文 10 8 0 0 15410901 世間 八月、九月、度々大風吹候て、世ノ中一向悪ク御座候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 9年（1540）～天文 10年（1541）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天文 10 8 0 0 15410901 和泉 大風雨、丈武、口苗代、三谷原家々たをる、人馬死ス、山崩れ、田畑流る、
日輪山清明寺
代々記 泉南市史史料編

天文 10 8 0 10 15410910 紀伊 大風吹、大洪水、本宮江水入、新宮石垣町ニ水入、子供十一人、女五人流れ死、王子流、 熊野年代記 印影本

天文 10 8 0 10 15410910 畿内 京畿、大風雨、 御湯殿上日記他 史料綜覧 10-120

天文 10 8 0 11 15410911 陸奥 此年も、八月十一日、大雨、大風、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

天文 10 8 0 11 15410911 陸奥 大風、 加納年代記 石巻の歴史 1

天文 10 8 0 11 15410911 京都 大風、宮中宜陽殿陣座長柄車寄内侍所廂軒廊日華門、其外所々顚倒、 公卿補任 日本の気象史料

天文 10 8 0 11 15410911 大和
暁、自寅初大風、六時分迄吹了、春日御間大木倒、石燈
以下辷、其外御拝殿ノ上、拝屋ノ上、大宮殿御廊坤角ヘ
木倒懸ル、并民屋僧房以下令破損、奈良中田舎人多死了、

二条寺主家記 後鑑 310

天文 10 8 0 11 15410911 京都 夜大風、内裏、公方、建仁、相国伽藍吹倒、其外民屋倒、長享年後畿内兵乱記 後鑑 310

天文 10 8 0 11 15410911 京都
大風、壊廬舎、倒木、禁裏陣座、軒廊、宜陽殿、月華門、
車寄、外様番衆所等倒、大財川及瀬多等、依吹揚水波、
人歩渡、古来未曾有云、

続史愚抄中篇
47

新訂増補国史大系

天文 10 8 0 11 15410911 京都 大風、禁中殿門、多顚倒、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

天文 10 8 0 11 15410911 大和
暁大風、春日御間大木倒、石燈籠以外、拝殿拝屋ノ上、
大宮殿御廊坤角ヘ木倒懸、并民屋・僧坊破損、奈良中・
田舎人多死了、

興福寺略年代
記 続群書類従 29下

天文 10 8 0 11 15410911 京都 大風、禁中殿門、多顚倒、 皇年代略記 新校群書類従 2

天文 10 8 0 11 15410911 大和 今度、八月十一日、大風ニ所々之破損、数多之間、此分ニテハ難被置間、修理可在之旨、議定畢、
薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 10 8 0 11 15410911 大和 大風、破損以之外間、為修理而、クヽリ沙汰、可在之由也、薬師寺上下公文所要録 史学雑誌 79-5

天文 10 8 0 11 15410911 大和 大風以後、所々之破損付、修理之、… 薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 10 8 0 11 15410911 京都 大風、宮城門々倒ル、 高代寺日記 後鑑 310

天文 10 8 0 12 15410912 畿内
大風雨、前代未聞、禁中所々顚倒、陣座宜陽殿近廊、月
華門車寄、外様番所以下、所々顚倒散之、洛中洛外、都
鄙在家、竹木、山林顚倒、言語同断次第也、大財川渡 世
多渡水吹上之人渡川、前代未聞珍事也云々、

厳助往年記上 改定史籍集覧 25

天文 10 8 0 16 15410916 丹波 夜大風、 天寧寺年代記 東大影写本

天文 10 8 0 22 15410922 大和 八幡宮夷宮、今度之大風ニ、破損之間、為当奉行、古道具ニテ、如形修理在之、…
薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 10 9 0 12 15411011 肥後 求麻河、橋渡十二日流候、 八代日記 熊本中世史研究会

天文 11 0 0 0 15420126 世間
此年ノ秋、世ノ中一向悪ク候て、大風三度マテ吹し申候、
人々餓死候事無限、サレトモ売買ヤソシ、銭ケカチニテ
御座候、ナラヘテ三年、餓死至候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 11 7 0 10 15420830 大和 大雨風、終日了、 多聞院日記 1 角川書店

天文 11 8 0 0 15420920 石見 大風雨にて、銀峯山一面洪水滔天、山崩れ谷湮がり、天地鳴動して、溺死者千三百名を数ふるに至る、 島根県史要 日本の気象史料

天文 11 8 0 4 15420923 肥後 北風の大風、同洪水、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 12 0 0 0 15430214 越後 上田、大風ナリ、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

天文 12 1 0 0 15430214 甲斐 此年ノ正月ヨリ売買ヤソシ、米ハ百文ニ今升四升売買申候、其外物ノヤスキ事無限、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 12 2 0 4 15430319 大和 昨夜、以外大風雨了、無殊破損、喜悦々々、 多聞院日記 1 角川書店

天文 12 3 0 0 15430414 東国 春～秋、東国疫病流行、 新撰和漢合図 中世東国災害史略
年表

天文 12 4 0 0 15430514 大和 炎干ニ付、猿沢池水、以之外干ル、奈良町中ヘ被申付、水汲入、僧坊ヨリモ同事、
興福寺略年代
記 続群書類従 29下

天文 12 4 0 30 15430612 大和 雨不降、作毛難成之由、咲止共也、和市、麦ハ三斗二升、米ハ一斗四升、如当年なる和市、太事ハ無之由申了、 多聞院日記 1 角川書店

天文 12 5 0 2 15430614 大和 昨日ヨリ至今日、深雨降下了、草木成就之基也、 多聞院日記 1 角川書店

天文 12 5 0 3 15430615 大和
一昨日ヨリ雖雨降下ト、今日ハ雨止了…雷電騒動シテ、
大雨降下リ、剰ヘ大ナル霰、彼近所以外降リ了、前代未
聞ノ事也、

多聞院日記 1 角川書店

天文10年（1541）～天文12年（1543）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天文 12 6 0 4 15430715 大和 以外大雨、降下了、 多聞院日記 1 角川書店

天文 12 6 0 17 15430728 大和
当年ノ様ナル連雨、六月ニアル事、古人不覚之、昔六月
ニツユアリシ其秋ハ、米二斗和市也云々、当年モ大都可
然歟、当時一斗四升和市也、

多聞院日記 1 角川書店

天文 12 7 0 17 15430827 大和 七月炎天、自十七日、六方三峰入、大般若経執行、三ケ日共、雨一円不降、  
興福寺略年代
記 続群書類従 29下

天文 12 7 0 26 15430905 大和 以外之大風雨、消肝了、夕部モ、事之外大雨風降了、当年之様ニ、大雨打続降タル事、老人不覚之、 多聞院日記 1 角川書店

天文 13 0 0 0 15440203 世間
此年ノ春、世間富貴致候、大麦一切悪ク御座候て、夏ツ
餓死致候、殊秋世中サンサンニチカイ候て、世間ノ人々、
餓死致候事無限、不思義ニソイ物能ク候て、ホシハ（干葉）
ニテ身命ヲツキ申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 13 0 0 0 15440203 近畿 今年、上方、京、近国、大洪水、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

天文 13 2 0 22 15440325 伊豆
［北条家印判状 西浦長浜百姓中宛］火事ニ付、あんと六帖
之分、番肴、自二月、四月迄、令免許候、如之可仕立者也、
仍如件、

大川文書（豆州
内浦漁民史料
4）

沼津市史史料編
278

天文 13 5 0 29 15440629 丹波 大洪水、 天寧寺年代記 東大影写本
天文 13 5 0 29 15440629 山城 今日可上洛之処、雨降故延引、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 13 6 0 0 15440630 豊前
［ちよはう契約状］身をはめ候うへは、永たいの下人と成
可申候、此かしお御やしない候て可給候、其ために身を
はめ候、

清末文書 31 清末文書 31

天文 13 6 0 1 15440630 山城 今日も上洛之事、雨故延引候了、皆々所労之輩、得験気候了、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 13 6 0 2 15440701 山城 今日五時分、為上洛発足、水出候間、方々まはり、七時分山崎へ付候、一宿候了、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 13 6 0 3 15440702 丹波 大洪水、 天寧寺年代記 東大影写本

天文 13 6 0 3 15440702 山城 従山崎、五時分発足、たうの森水出、無通路云々、仍西岡通、桂へ通了、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 13 6 0 8 15440707 大和 今暁、以外大洪、雨降了、消肝云々、 多聞院日記 1 角川書店
天文 13 6 0 19 15440718 大和 洪雨下了、 多聞院日記 1 角川書店
天文 13 6 0 20 15440719 丹波 大風、大洪水、 天寧寺年代記 東大影写本
天文 13 6 0 20 15440719 山城 雨降、終日終夜、大風雨、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記
天文 13 7 0 0 15440730 京都 京都大洪水、陸地ヲ舟ニ而行、 熊野年代記 印影本

天文 13 7 0 0 15440730 諸国 五畿七道洪水、三河国、民家水没、 武徳編年集成 中世東国災害史略
年表

天文 13 7 0 0 15440730 会津 大水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

天文 13 7 0 8 15440806 山城 大風雨、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記
天文 13 7 0 8 15440806 山城 風吹之間、柳原屋上等人遣、合力候了、福生庵見舞候了、言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 13 7 0 8 15440806 山城
四条道場阿弥陀閉帳、自去月、開帳云々、此本尊釈尊御作、
天竺無常院御本尊也云々、希代霊仏神変多之、九日大洪水、
併此開帳故也、風聞云々、洛中所々洪水ニ流失、前代未
聞不思儀有之、

厳助往年記上 改定史籍集覧 25

天文 13 7 0 9 15440807 山城 洛中洛外、洪水、 加納年代記 石巻の歴史 1

天文 13 7 0 9 15440807 京都 大洪水、山岳崩裂、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 314

天文 13 7 0 9 15440807 和泉 和泉堺船、至東寺門前云、 続史愚抄 日本の気象史料
天文 13 7 0 9 15440807 諸国 摂津大水、人家大流亡、諸国同、但有差異云、 続史愚抄 日本の気象史料

天文 13 7 0 9 15440807 山城
大洪水、洛中室町、人多溺死、山王ノミツ橋、高雄・愛
宕橋ナガル、東寺ノ南大門ニ船ヲツナグ、寺中ヘハ水不入、
黒谷ノ鐘、鳥羽マデナガル、山法師十六人、其内御児三
人ナガル、

大日本伝皇代
記 後鑑 314

天文 13 7 0 9 15440807 諸国
山城、大和、大雨、洪水して、陸地に船を行が如し、大
和にては、筒井飯田の諸将、各力を尽して是を防ぐ、諸
国も亦然り、

筒井家記 日本の気象史料

天文 13 7 0 9 15440807 諸国 五畿七道、洪水、陸地に船を浮ぶ、参州の民家悉く漂蕩し、人畜多く没死す、 武徳編年集成 日本の気象史料

天文 13 7 0 9 15440807 畿内 畿内洪水、摂津及び河内、其害甚し、 厳助大僧正記 日本震災凶饉攷

天文12年（1543）～天文13年（1544）
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天文 13 7 0 9 15440807 近畿

大雨、晩天晴、大洪水、早朝、禁裏辺、其外室町小路東
之河原、大水之間、広橋父子、予、極﨟父子、白光院等
令同道、見物了、後、禁中以外水之由候間、白衣にて見
舞に参…台屋中間迄水入、車寄迄水付、御門之前五尺計也、
…方々土い堤被切落、則、水引候了、…洛中洛外以外之
洪水、前代未聞之事也、小川船橋等、家多破流、人多死云々、
下京家流、四条大鳥居流失、四条、五条橋落、山上黒谷
坊中不残流、人多死云々、其外、山上五十坊計破損云々、
鞍馬寺大門流、戒光坊、月生坊流、其外里家共、不残流云々、
摂州辺家不残云々、死物不知数、洛中小路棹差板戸、漂
杵之為体也、賀茂末社、貴船社悉流云々、嵯峨広沢池平
地に成云々、山河海陸変一時、言語不可説、不及短筆事也、
郷々所々流損事、不知数也、

言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 13 7 0 9 15440807 山城 九日水、下辺之体、無正体之由、雑談、淀、鳥羽上下、富森、横小路等、半分流云々、于今他（多）分不帰住云々、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 13 7 0 9 15440807 摂津 摂州等、無正体之由、沙汰有之云々、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 13 7 0 9 15440807 近畿

大洪水、京中人馬数多流失、在家町々釘抜門戸悉流失、
四条、五条橋、祇園大鳥井流失、禁中西方築地流損、於
四足等御門者、従武家奉公衆馳参、無別儀云々、 東寺南大
門西歟、至四塚、着舟云々、日吉大宮橋流落、其外、叡
山諸坊数宇、又僧俗児若衆数十人流死、至淀・鳥羽辺流留、
児若衆死人多也、凡前代未聞珍事也、

厳助往年記上 改定史籍集覧 25

天文 13 7 0 9 15440807 京都 洪水、陸地如行舟、前代未聞、 皇年代略記 新校群書類従 2

天文 13 7 0 9 15440807 諸国 洛中洛外、大洪水、禁中築垣崩倒、陸地如行舟、山中草木漂流、前代未聞、田舎諸国云々、 公卿補任 後鑑 314

天文 13 7 0 9 15440807 諸国

大雨、京師大洪水、如行船于陸地、宮門外＜土御門里内＞
平地水五尺所、西築地崩、爰四条大鳥居、四条・五条橋、
山上黒谷坊皆悉、及鞍馬寺大門、戒光坊、月性坊、貴布袮社、
日吉大橋、延暦寺僧坊数宇、其外人家人馬等流、和泉堺
船至東寺門前云、摂津大水、人家大流亡、諸国同、但有
差異云、嵯峨、広沢池、為平地云、依山崩歟、今度大水、
未曾有事云、

続史愚抄中篇
47

新訂増補国史大系

天文 13 7 0 10 15440808 山城
河原下京辺、白光院令同道見物了、四条道場、為体浅猿也、
下京家中、悉水入云々、方々逃云々、不及言語事也、今日、
和泉堺之船付、東寺之前云々、

言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 13 7 0 11 15440809 大和 大和も大水之由、物語了、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 13 7 0 26 15440824 摂津 来廿八日、斎頭人＜野田・榎並＞衆在所悉洪水相入之間、難調之、
証如上人日記
483

石山本願寺日記

天文 13 7 0 28 15440826 諸国

出雲、ハウキ、両国ハ、去年、去々年［　　］今春ハ米八
合五勺ノ升ニ一升弐合、小麦一升八合、大麦二升三合ツヽ
売買在之、依之、夫婦山野ニ迷、親子十分ニ分レ、主従
ノ行末ヲ不知、諸国ノ流浪者、ハウキ一国分ニ、二万余
人ニ及了、爰ニ今朝南大門通レハ、彼門ニ年五十有余ノ
女、命終ヲ限リト見ヘテ、僅ニ息ノ通路迄也、傍ニ十歳
許ノ童一人悲涙無限、天ヲ仰地ニ伏シ、声ヲハカリニ嘆息、
何クノ物ソト尋レハ、ハウキノ国ノ物ト、

多聞院日記 日本凶荒史考

天文 13 9 0 10 15441006 大和 一日雨降了、以外水損之由了、 多聞院日記 1 角川書店
天文 13 10 0 0 15441027 常陸 十三年冬ヨリ春迄旱、六月雨フル、 東州雑記 佐竹家旧記 6

天文 13 11 0 0 15441125 会津 大風、 塔寺八幡宮長
帳

中世東国災害史略
年表

天文 13 11 0 1 15441125 大和 従暁天、大雨、雷電、霰大ニ降下、仰天了、大風吹也、 多聞院日記 1 角川書店

天文 14 0 0 0 15450222 甲斐 此年ノ正月、度々大風吹キ申候、余ノ不思議サニ、書付ケ申候、此年ノ春ル、人々ツマル事無限、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 14 0 0 0 15450222 和泉 丈武畑、口苗代両畑江、千二百十五升、南山ヨリ御救米を下し玉ふ、
日輪山清明寺
代々記 泉南市史史料編

天文 14 0 0 0 15450222 天下 夏、蝗食稲、天下飢饉、 会津四家合考 後鑑 315

天文 14 2 0 0 15450323 信濃 此年、湖水不氷、無御渡候、 神使御頭之日記 山梨県史資料編 6

天文 14 2 0 11 15450402 甲斐

富士山ヨリ、雪代水ヲシ候て、吉田へヲシカケ、人馬共
ニヲシナカシ申候、殊ニ其ノ水ニテ、下吉田ノ冬水ノ麦ヲ、
悉クヲシナカシ申候、アイノコリ候大麦、小麦吉シ、此
ノ年ノ五～七月マテ雨一度モフラス、色々雨ヲコイ候ヘ
共、一雨モフラス、草ヲイハ廿分ニ越ヘ申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文13年（1544）～天文14年（1545）
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天文 14 3 0 0 15450421 大和 ～八月、大旱、 興福寺略年代記 日本災異志

天文 14 6 0 0 15450719 天下 蝗、稲を食う、天下飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

天文 14 7 0 20 15450826 京都 飈風、壊右大弁宰相＜宣治＞舎屋、又有鵄数羽、含板飛去…
続史愚抄中篇
47

新訂増補国史大系

天文 14 7 0 29 15450915 山城 八瀬大原、雹ふる、 言継卿記 2 日本の気象史料

天文 14 8 0 4 15450919 大和 当年、依日損、地下ヨリ侘言申分、… 薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 14 8 0 23 15451008 天下
酉ノ刻、天下一同ニ黄色ニナリ、草木色モ黄色ニ変ジ、
道ニ行逢人ノ面、サナガラ黄金ヲ見ルガ如シ、…前代未
聞ノ不思議、夜ニ入ケレバ、次第ニ闇ク成行ケル、

足利季世記 後鑑 315

天文 15 1 0 13 15460223 播磨 大沢掃部助、従播州上洛、炎天、錯乱、不調云々、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記
天文 15 4 0 0 15460510 京都 京師、雨雹、 足利兵乱記 日本の気象史料

天文 15 4 0 25 15460603 京都 霰降、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 316

天文 15 7 0 5 15460811 世間

大雨フリ、大水出テ候、此近辺ノ山、クツレ候て、田地
作モウ、悉クヲシナカシ申候、去程ニ、世間悉ク餓死致
候て、不及言語、サレトモ売買ハヤソシ、吉シ、此ノ年
ノ五～七月マテ、雨一度モフラス、色々雨ヲコイ候ヘ共、
一雨モフラス、草ヲイハ廿分ニ越ヘ申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 15 7 0 15 15460821 世間 夜、大風吹候而、作毛悉こほし申候、去程に、世間悉致餓死候而、不及言語に、去共、売買安し、 妙法寺記 日本の気象史料

天文 15 8 0 3 15460907 甲斐 三日、飯富ノ川除普請、十貫ノ分ニ、三間五尺請取、 高白斎記 武田氏研究 31

天文 15 8 0 23 15460927 陸奥 酉刻ニ、黄色雲顕（アラハレ）、人ノ面金色也、 加納年代記 石巻の歴史 1

天文 15 11 0 1 15461213 会津 大風に、槙さけ申候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

天文 16 0 0 0 15470201 世間 此年モ、世ノ中カ半分ハナレトモ、銭ケカチニテ御座候間、売買ハヤソシ、世間ツマル無限、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 16 0 0 0 15470201 駿河 久遠寺掟、乱入飢饉の日は、大破に及び、沙汰の限りにあらず、
静岡県史資料
編中世 3-1825 静岡県史中世

天文 16 4 0 2 15470501 京都 雹下る、大に人を傷く、 続日本史 日本の気象史料

天文 16 7 1 23 15470917 豊後［大友義鑑書状 津久見・田北宛］遠侍戸悉損候、急度被申付、
引両戸結構、可有馳走候、聊不可有緩之儀候、 小野尾文書 5 大分県史料 11

天文 16 7 1 24 15470918 豊後
［大友義鑑書状 挾間村諸給人中宛］金剛宝戒寺材木、今度
大水失候分、於方角河辺、流寄候之由申候、当村衆請取
之木被見分、河下早々可有馳走候、聊不可有緩之儀候、

甲斐守文書
豊後国荘園公領史
料集成 5上、勝津
留史料

天文 16 7 1 26 15470920 豊後［大友義鑑書状 挾間村衆中宛］金剛宝戒寺材木、大雨候条、
能々覚悟候而、天気晴候者、早々河下馳走肝要候、 甲斐守文書

豊後国荘園公領史
料集成 5上、勝津
留史料

天文 17 0 0 0 15480220 世間
此年、世中廿分ニ越エタリ、惣シテ大地ヱヲトス程ノ物
ハ一切吉、世間富貴スル事、不及言説、売買ニ米五升、
粟一斗、大豆同ク、大麦一斗、ソハ一斗二升、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 17 3 0 0 15480419 豊後

覚（土谷吉次覚書写）、長岩屋山の内、足駄木山野を開明
候事、…天文十六年丁未之年迄、凡年数十八年ニ成申候、
此年の洪水ニ、畑ハ野ニ成、田ハ堀川と相成、人手間数
千人、其難無申斗、去年之洪水之時も、落書立申候、次
郎三郎妻子売候而も、右之田畑ニ者成間舗と書記し候、
余り遺恨ニ存、御代官井口左衛門殿を頼、大麦、小麦合
五石申請、元ニ仕、卯月八日ニ彼川成田に竈を塗居ヱ、
五月二日迄ニ堀候旨、如此調申候、

土谷朋夫氏所
蔵文書

豊後国都甲荘の調
査資料編

天文 17 6 0 24 15480808 近畿 於江口、宗三水没死、其外、貴賤多死、江州衆二万立、 暦仁以来年代
記 続群書類従 29下

天文 17 8 0 0 15480912 世間
八、九月ヨリ、世上ウリカイ、下直ニ候而、米ハ一斗三
升、大豆ハ弐斗宛仕候、及月廻まて、塩ハ一斗三升仕候也、
其外諸商売、何も下直候而、目出度年に候、但世上に料
足一向無之候間、万事無曲候也、　

荘厳講執事帳 白山史料集下

天文 17 11 0 18 15481227 近畿
就年貢損免之儀、寺家与地下、大篇出来、当院、寺家一
味之間、荷物悉被遣他所、山上登也、相談方々以多人数、
年貢催促之理運申達了、

厳助往年記下 改定史籍集覧 25

天文 18 0 0 0 15490208 世間 此年ハ、世中半分ニテ御座候、サレトモ、毎年ノ富貴カ、此年マテツヨリニ成候て、売買ハ申ノ年ヨリ弥ヤスシ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文14年（1545）～天文18年（1549）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天文 18 0 0 0 15490208 駿河 冬、志太郡内谷村の不作損亡、四割にのぼる、 静岡県史資料
編中世 3-1957 静岡県史中世

天文 18 3 0 0 15490408 丹波 夏米一斗八升仕候、秋ハ二斗、 天寧寺年代記 東大影写本
天文 18 3 0 1 15490408 陸奥 一日二日蝕如三ケ月過大水、 加納年代記 石巻の歴史 1

天文 18 9 0 8 15491010 京都 自暁、天大風之間、早々禁中見舞申候了、御学問所之前之板壇、三、四間吹破了、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 18 10 0 12 15491111 山城 井水払底之間、又掘候了、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 18 10 0 19 15491118 山城
九過時分、松田九郎左衛門来、息以外煩敷之由申、様躰
苦間敷之由申て返了、早朝人遣之処、疹豆出現、聊見直
之由申候了…大略可為疱瘡歟之由、予申候、

言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 18 11 0 0 15491129 関東 大風、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

天文 18 11 0 2 15491130 山城 井水払底之間、掘之、 言継卿記 2 新訂増補言継卿記

天文 18 12 0 0 15491229 甲斐 大雪五尺、竹木枯、禽獣悉寒殺、 向嶽菴年代記 甲斐戦国史料叢書
1

天文 19 0 0 0 15500128 世間
此ノ春ル、銭ヲヱル事、不及言説、六月ヨリ大雨フリ候て、
水出テ候、七月、八月、大雨風吹キ候て、世間餓死致候
事無限、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 19 0 0 0 15500128 遠江 豊田郡犬居三か村、耕作を放棄し、徘徊、
静 岡 県 史 資
料 編 中 世
3 -2014 .2090 .
2161～2162

静岡県史中世

天文 19 2 0 24 15500322 大和 大雪降了、たまらすして消了、 多聞院日記 1 角川書店

天文 19 3 0 20 15500416 下総 此ヨリ七日砂降、世界不晴、 海上八幡宮年
代記 海上町史史料編 1

天文 19 3 0 24 15500420 上野 二十四日ヨリ、七日ノ間、霞懸リ、白土降ル、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
天文 19 4 0 0 15500427 伊豆 国中諸郡就退転、庚戌四月諸郷公事赦免様躰事、 大川文書 戦国遺文北条 365

天文 19 4 0 0 15500427 伊豆 国中諸郡就退転、庚戌四月諸郷公事赦免様躰事、 三須文書 戦国遺文北条 366

天文 19 4 0 0 15500427 相模 国中諸郡就退転、庚戌四月諸郷公事赦免様躰事、 延命寺文書 戦国遺文北条 367

天文 19 4 0 0 15500427 相模 国中諸郡就退転、庚戌四月諸郷公事赦免様躰事、 相州文書 戦国遺文北条 368

天文 19 4 0 0 15500427 相模 国中諸郡就退転、庚戌四月諸郷公事赦免様躰事、 陶山静彦蔵 戦国遺文北条 369

天文 19 4 0 0 15500427 武蔵 国中諸郡就退転、庚戌四月諸郷公事赦免様躰事、 武州文書 戦国遺文北条 370

天文 19 4 0 0 15500427 武蔵 国中諸郡就退転、庚戌四月諸郷公事赦免様躰事、 武州文書 戦国遺文北条 371

天文 19 4 0 0 15500427 武蔵 国中諸郡就退転、庚戌四月諸郷公事赦免様躰事、 武州文書 戦国遺文北条 372

天文 19 5 1 5 15500629 大和

八打之過ニ、雷電ヲヒタヽシクテ、大雨降下了、一寸五
分四方ナル、アラレ降下了、以之外ノ題目、人皆々仰天了、
七、八十ニ成ル物モ、不及見聞云々、…一説云、火ノ雨
ト常々申ハ、氷（ヒ）ノ雨也、コヲリノ事也ト云々、アラ
レナラハ、丸クアルヘキニ、氷ヲ打ハリタル如也、

多聞院日記 1 角川書店

天文 19 6 0 0 15500724 甲斐 六月より大雨降候而、水出候、 妙法寺記 日本凶荒史考
天文 19 6 0 1 15500724 大和 以外炎天、迷惑也、 多聞院日記 1 角川書店
天文 19 6 0 3 15500726 会津 夜洪水、毛降、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

天文 19 6 0 3 15500726 大和 近日、一向雨不下、咲止ノ処、少降了、 多聞院日記 1 角川書店
天文 19 7 0 0 15500823 世間 七月、八月、大雨、大風、吹候而、世間、餓死ノ事無限、妙法寺記 日本凶荒史考

天文 19 7 0 16 15500907 大和 雨、去四日ニ、少降シ已後、至于今、雨不下、以外炎天之由、其沙汰了、 多聞院日記 1 角川書店

天文 19 7 0 17 15500908 大和 近日、以之外炎天之処、今日、八打時分より、少ツヽ降下了、多聞院日記 1 角川書店
天文 19 7 0 17 15500908 大和 可有祈雨之通（処カ）、雖然、雨下之間、延引了、 多聞院日記 1 角川書店
天文 19 7 0 18 15500909 京都 自暁天、大風、以外風吹了、暁天見廻之処、方々破損… 言継卿記 2 国書刊行会

天文 19 7 0 18 15500909 京都
野分、事外吹起之間、禁中見舞申候了…次参内、以外風
吹了、暁天見廻之処、方々破損、議定所之西壁＜六間＞
損之、御懸之東はた板、其外六、七ケ所損了、

言継卿記 2 国書刊行会

天文 19 7 0 18 15500909 京都 此日、暴風壊議定所西壁、及所々、 続史愚抄中篇 48 新訂増補国史大系

天文 19 7 0 19 15500910 京都 愚亭一両所、昨夜之風に損云々、大沢掃部助馳走、直之云々、 言継卿記 2 国書刊行会

天文 19 7 0 20 15500911 大和 祈雨立願之躍、南里分在之、近来ノ見事也、 多聞院日記 1 角川書店

天文18年（1549）～天文19年（1550）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天文 19 7 0 21 15500912 大和 祈雨、北里分在之、金銀尽色好糠（彩カ）驚目了、 多聞院日記 1 角川書店
天文 19 8 0 0 15500921 上野 洪水、人家ニ入、人馬多損ス、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
天文 19 8 0 2 15500922 京都 大雨、洪水、癸亥日ナリ、 高代寺日記 後鑑 320

天文 19 8 0 2 15500922 京都 大水、 年代記首書 日本震災凶饉攷
天文 19 8 0 2 15500922 京都 大洪水、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

天文 19 8 0 2 15500922 京都 大雨、洪水、 和漢合運 後鑑 320

天文 19 8 0 3 15500923 会津 夜、大水出候て、人死申候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ
天文 19 8 0 3 15500923 京都 自昨日、深雨、八月中、 言継卿記 2 国書刊行会
天文 19 8 0 3 15500923 大和 三日・四日・五日、大洪水、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
天文 19 8 0 4 15500924 京都 大洪水、 続史愚抄 日本の気象史料
天文 19 8 0 4 15500924 京都 雨降、洪水、自未刻晴、 言継卿記 2 国書刊行会

天文 19 8 0 4 15500924 大和 一昨日、日中後ヨリ、今日、日中マテ、大雨、無間断降下了、以外ノ洪水也、定テ万菓可有損亡、 多聞院日記 1 角川書店

天文 19 8 0 4 15500924 大和 依洪水、四日之集会延引畢、 薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 19 8 0 4 15500924 京都 大洪水、 続史愚抄中篇 48 新訂増補国史大系

天文 19 8 0 8 15500928 大和 六条郷橋、依今度之大雨、破損之間、為修理寺中、芝之松木、可有許可旨一決了、
薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天文 19 8 0 20 15501010 京都 陰、自巳刻雨降、夜深雨…深雨之間、其間々祗候了、 言継卿記 2 国書刊行会

天文 19 12 0 3 15510119 京都 井水無之間、掘之、井上将監小者召寄、其外葉室両人合力了、 言継卿記 2 国書刊行会

天文 20 0 0 0 15510216 甲斐
夏、大旱魃あり、連日、神仏に祈りて、雨を乞ひしも、
其効なく、稲田亀裂を生じ、田圃の土壌、恰も灰の如く
穀蔬菜悉く枯死し、郡民亦涸渇に迫りて、惨状を極めたり、
といふ、

北都留郡誌 日本凶荒史考

天文 20 1 0 2 15510217 京都 広橋父子令同道退出、路次中、俄大風雨、令迷惑者也、 言継卿記 2 国書刊行会
天文 20 1 0 7 15510222 京都 自亥刻、終夜寒風、正月中、 言継卿記 2 国書刊行会

天文 20 2 0 0 15510318 甲斐

此年ノ春中、去年ノ餓死ニ、人ノツマル事、言語道断、
無申計リ、人ノカツヱ死ル事無限、ハラヒヲ、二月ヨリ
シテ、五月マデホリ申候、大カイハラヒニテ、物ヲ作リ
申候、大麦廿分ニ能御座候ヘトモ、春ノツマリカ打ツツ
キ候間、四配（杯）入ニテ、六升売申候、小麦三升十文ツ
ツ売買申候、不及言説候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 20 6 0 0 15510714 肥後
農作、六月ノ末比ヨリ、虫入候而、悉ク不熟候、依夫、
壬子年（21年）ノ夏、一俵六貫仕候、、麦一器二百文、然ハ人
ノ売買之事、肥後ヨリカミノ者ハ、薩摩之コトク、悉クウ
リ下シ候（天文 20年注記に［田地悉虫入候て子年渇死］）、

八代日記 熊本中世史研究会

天文 20 6 0 0 15510714 肥前 六月末、耕作虫入、早晩皆不実、 栢木本年代記 東大影写本
天文 20 6 0 4 15510717 肥後 大水、十六日、求麻河大水、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 20 8 0 15 15510925 丹波 大風、 天寧寺年代記 東大影写本

天文 21 0 0 0 15520205 世間 此年ノ世ノ中、草サヲイハ廿分ニ越申候カ、風不吹ヲキテハ、能御座候て、作毛ニ実不入ラ候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 21 0 0 0 15520205 丹波 大雪降、 天寧寺年代記 東大影写本
天文 21 3 0 11 15520414 山城 可帰宅之処、深雨之間、逗留、 言継卿記 2 国書刊行会

天文 21 3 0 12 15520415 豊前

［二郎四郎、男とくあみ十四歳身曳状 清末中務丞宛］（（端
裏書）「とくあミ永代まいらせ候一通 二郎四郎」）我らむす
ことくあミと申、歳十四に罷成候、永代さうてんニまい
らせ候をき候、当年ハきゝぬに、御やしない候事、御大
儀候ところに、御米六斗五升御ふち候、目出度候、しせ
んにけうせ、いかなる所ニまかりゐ候とも、此状にてめ
しとられ候へく候、又御徳政行候共、一たひまいらせ候
をき候、殊ニ当年御やしない候上ハ、とかく申ましく候、
仍一筆如件 ／二郎四郎（略押）／清末中務丞殿まいる

清末文書 42 東大影写本

天文 21 4 0 13 15520516 京都 雹降、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 322

天文 21 5 0 0 15520603 肥後 満作、田畠悉よし、 八代日記 熊本中世史研究会

天文19年（1550）～天文21年（1552）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天文 21 6 0 0 15520702 肥後 去年亥年、不作ニ依テ、此子年六月、三斗入俵物、十六貫売買、 八代日記 熊本中世史研究会

天文 21 7 0 0 15520801 若狭 洪水、 若狭守護代年数 日本の気象史料

天文 21 7 0 9 15520809 若狭 大洪水、…是ハ当所ハ不雨、他所ヨリ出来、浮木等巨多ニ流来ル、人々拾取薪等ヲ儲者也、庄内沖田等朽損スル也、
羽賀寺年中行
事 福井県史資料編 9

天文 21 8 0 0 15520830 肥前 八、九月ヨリ、次丑ノ年（天文 22）迄旱、五穀亡、 栢木本年代記 東大影写本

天文 21 10 0 2 15521029 摂津
△両川野依水損、餓死之輩多之由候、△毎年燈明料七月
五百疋、雖上之候、依餓死乱世、唯今四百疋＜みの川の
二百疋／尾わり河野二百疋＞上之、

証如上人日記
668

石山本願寺日記

天文 21 10 0 14 15521110 摂津 当年者、依水損［     ］出之云々、 証如上人日記 670 石山本願寺日記

天文 22 0 0 0 15530124 世間 此年、世ノ中廿分、売買イツレモ安シ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 22 0 0 0 15530124 天下 一天下、大日照、 天寧寺年代記 東大影写本
天文 22 0 0 0 15530124 会津 この年、大旱、豊年、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表

天文 22 2 0 24 15530416 京都
予、嵯峨之六王院之厚首座、東坊三人令同道登山、自河
原雨降、坂にて大風、笠吹破之間、各悉平にぬれ了、言
語不可説為体也、

言継卿記 3 国書刊行会

天文 22 4 0 1 15530523 肥後 今日ヨリ旱魃、五月三日まててる、同十四日洪水、又十五日ヨリ旱魃、七月七日ヨリフル、 八代日記 熊本中世史研究会

天文 22 5 0 0 15530621 甲斐
日ノ照リ申候事、五月ヨリ、八月、九月マテ、照リ候て、
水皆々ヒ申候て、此方ノ冬水チカイ申候、去程、大麦チ
カイ申サレトモ、売買一斗、小麦四升売申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 22 5 0 0 15530621 若狭

雨請事、…霖雨稀ニシテ、五月、大炎旱也、自地頭領家、
祈雨ノ事依被申、六月一日ヨリ、彦姫両社心経法楽アリ、
本堂ニテハ大般若アリ、同三日ヨリ山へ登リ、持念アリテ、
四日ノ晩ニ小雨ニテ、五日ノ酉ノ時ニ雷電アリテ、大雨下
ルナリ、四日ニ酒肴来リ、礼堂ニテ寺家衆・百姓二方ノ
衆大酒アリ、同シキ時、今富ヨリモ被仰祈念ノ義有之云々、

羽賀寺年中行
事 福井県史資料編 9

天文 22 5 0 0 15530621 伊勢 中旬以来、大旱、 神宮年代記 後鑑 323

天文 22 5 0 3 15530623 肥後 雨ふり始、十四日、八代無水河大水、前代未聞也、十五日ヨリ旱魃、 八代日記 熊本中世史研究会

天文 22 5 0 13 15530703 京都 為祈雨御法楽、有五常楽卅六反、… 続史愚抄中篇
48

新訂増補国史大系

天文 22 6 0 13 15530802 京都 諸社寺をして雨を祈らせる、 言継卿記 3 史料綜覧 10-375
天文 22 6 0 13 15530802 京都 祈雨於諸社、 御湯殿上日記 日本災異志
天文 22 7 0 6 15530824 肥後 海上ニテ風流候而、雨こい、 八代日記 熊本中世史研究会

天文 22 7 0 16 15530903 山城

葉室へ罷向、中御門同道、次松尾社務所へ罷向、留守之
間申置、水論之儀、無心元之由申、…中御門・予為両人、
芥川島養兵部丞方へ書状相調、以飛脚遣之、予調之、文
章如此、／松尾社家与四ケ郷用水相論之儀、既可及糺明
之由候、隣郷之事候間、以中分、落居候様候者、可然候
歟、両人之申事、雖如何之様候、左右方別而存候子細候間、
如此候、此由筑前へ被申、可為無事之段専一候、尚小泉
山城守・中路若狭守可被申候、謹言、

言継卿記 3 国書刊行会

天文 22 7 0 20 15530907 京都 葉室、今日被帰在所、彼用水之儀、一昨日扱之儀、破候由候間、又可罷向之由候処、葉室被申様体有之間、延引了、言継卿記 3 国書刊行会

天文 22 8 0 9 15530926 信濃
［武田晴信判物写 大日方美作入道殿・同上総介殿宛］条目
／一、飯田（白馬村）雨降間事、仁科庄作江、種々加異見
相渡候、於奥郡本意者、何方江成共、可出替地之事、…

長野市大日方
家文書 戦国遺文武田 381

天文 22 8 0 23 15531010 武蔵 武蔵大風、 大日本府県史 日本の気象史料
天文 22 10 0 5 15531120 肥後 大雪ふる、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 23 0 0 0 15540212 駿河 今度之大風、洪水ニ、矢部将監令死去跡職事、… 矢部文書 静岡県史資料編 7

天文 23 0 0 0 15540212 駿河 依今度大風雨、数通之判形失大却、 矢部文書 静岡県史資料編 7

天文 23 1 0 0 15540212 世間

雪水、富士山ヨリ出テ申候事、正月二月三日マテ、十一
度出テ申候、…世間ノ富貴致候事、先代ニ無御座候、…
去程ニ売買ヤソク候ヘ共、銭ケカチニテ候、此年ノ草サ
ヲイ三十年以来ニ無御座候、人々ナヤミ申候事無限、ハ
ラヲ煩イ候て、タイカイ死去申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文21年（1552）～天文23年（1554）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天文 23 1 0 0 15540212 肥後 芦北、八代に、大豆、小豆降り候、去年の旱はつによつてか…麦大小共ニ満作也、 八代日記 熊本中世史研究会

天文 23 7 0 28 15540905 丹波 大風雨、 天寧寺年代記 東大影写本

天文 23 8 0 0 15540907 鎌倉 風雨、地震、 続本朝通鑑 中世東国災害史略
年表

天文 23 8 0 23 15540929 世間
夜…大風吹キ候て、廿分ノ世ノ中カ、一切皆ナ無御座候、
家ヲ皆ナ吹キタヲシ、人馬ヲ悉ク打殺シ申候、吉田ハ千
間ノ在所ニ、直クナル家一モ無御座候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 23 8 0 23 15540929 武蔵 夜大風、 龍淵寺年代記 東大影写本

天文 23 10 0 0 15541106 甲斐
冬、雪キフラス、路次一段能ク御座候、此ノ年余リニ談
儀（暖気）御座候て、芋ヲイ申事無限、皆々アナヨリ取出
シ候て、一両日サマシ申候て、又穴ヘ取入申候、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 23 11 0 0 15541205 美濃

六十ケ年以来之大雪降ツモリ候処、以上、冬中、三文余
与申物也、明春、又六尺計フリ候、坊中のかき・かべコ
ト々ソンジ、中々造作共、無是非仕立共候、人々ニ過分
の失墜共、無申計候、但消候事思外ハヤク候て、耕作以下、
如形候也、

荘厳講執事帳 白山史料集下

天文 23 12 0 0 15550104 肥後 寅年、麦満作、旱魃田地、大概畠地満作、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 24 0 0 0 15550202 遠江 数年依旱魃、令困窮、借銭、借米、為過分之間… 三浦文書 静岡県史資料編 7

天文 24 1 0 0 15550202 甲斐 正月談儀（暖気）ニ御座候、二月モアタタカニ御座候、 妙法寺記 富士吉田市史資料叢書 10

天文 24 3 0 0 15550402 下総 大風吹、 海上八幡宮年
代記 海上町史史料編 1

天文 24 4 0 9 15550509 下総 九日ヨリ大雨降、 海上八幡宮年
代記 海上町史史料編 1

天文 24 4 0 12 15550512 肥後 雷電ヲヒタタシ、アラレフル、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 24 4 0 28 15550528 肥後 大雨ふる、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 24 5 0 14 15550613 肥後 雨フル、十五～二十日大水にて候、六月四日ヨリ日てる、八代日記 熊本中世史研究会
天文 24 6 0 0 15550629 京都 大風事有之、 厳助往年記 日本の気象史料
天文 24 6 0 14 15550712 京都 大風云、 続史愚抄中篇 48 新訂増補国史大系

天文 24 7 0 1 15550729 世間

［浅井亮頼書状　三田村貞政・定頼宛］井公事之儀、世上
切水（渇水）に成候間、前々のことく、切水之立様を井奉
行へ相尋、可相立之由候、我等当座へ申様ハ、前々の立
様相論不相果候間、其段何と成共、一途被相究、可随其
哉と、左兵へ申候つる、其段者、時分柄候間、先々久政
預りの分に候て、切水之立様ニ可相究之由候、其内百姓
共かたへ被仰聞候て、明日にても御登城候而、可被仰分候、
為其申候、恐惶謹言、

三田村文書 東浅井郡志 4

天文 24 7 0 10 15550807 近江

［浅井久政書状（宛所欠）］大井与下井申詰儀、今日井奉行
衆へ相尋申様候之間、明後日＜十二＞可相極候間、必可
有御出候、自然奏者之内被違候共、可相果候之間、其御
心得肝要候、我等不可成越度候、尚以、明後日早朝ニ可
被出候、以外飢水ニ付て、双方長々在城候て、切々申候処、
今日、新兵（浅井新兵衛尉亮頼）・又次（浅井又次郎忠種）
無出頭候、外聞旁以無勿体候、万事を被打置、御出肝要候、
恐々謹言、

三田村文書 東浅井郡志 4

天文 24 7 0 20 15550817 肥後 大水、 八代日記 熊本中世史研究会
天文 24 8 0 9 15550904 伊勢 大雹降る、 伊勢記 日本の気象史料
天文 24 8 0 18 15550913 甲斐 甲斐、大風、長寿庵頽る、 西方寺旧記 日本の気象史料
天文 24 8 0 19 15550914 会津 大風雨、大地震、 会津八幡宮年記 日本の気象史料

天文 24 9 0 19 15551014 京都
ひる時分より、大風吹候て、夜初時分迄吹、竹木を吹折、
家なとも吹やぶり、又は吹つふし、一段つよき風也、南
大門破損、榑已下悉吹散す也、方々堂舎破壊、其聞あり、

東寺執行日記 後鑑 325

天文 24 9 0 19 15551014 京都 暴風大起、法輪寺同塔婆吹倒、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 325

弘治 01 10 0 23 15551117 改元 今度改元、天下久兵乱、大永以来擾乱其余殃、于今不休、改元記 史料稿本 112-6
弘治 01 10 0 23 15551117 改元 兵革、 続史愚抄 古事類苑 1

弘治 02 0 0 0 15560221 世間 春ハ売買一切ヤソシ、乍去、世間ツマル事、不及言説、銭ケカチニテ御座候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

天文 23年（1554）～弘治 2年（1556）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

弘治 02 0 0 0 15560221 天下 天下旱、 和光院和漢合運 東大謄写本
弘治 02 0 0 0 15560221 陸奥 飢饉、 加納年代記 石巻の歴史 1

弘治 02 0 0 0 15560221 遠江 引佐郡井伊領祝田村、年々の水損もってのほかと訴え、三割の損免をかちとる、
静岡県史資料
編中世 3-2457 静岡県史中世

弘治 02 0 0 0 15560221 京都 京師小児憂咳逆而、死亡者甚多、 雍州府志 日本疾病史

弘治 02 3 0 19 15560508 相模

［石巻家貞判物写 畑宿（相模西郡）源左衛門等三名宛］畑之
宿人連々たいてんいたし候間、御尋候処、早雲寺殿様、
諸役御免許御判形、被下置候へ共、近年、左様之儀も不
入候間、たいてんいたす由申ニ付而、三ケ条之以御一ツ書、
諸役御免許、こき（合器）御分国中於何方も、商売可仕候由、
被仰出候御判形・御印判、社頭ニ可入置候、小家ニをき
候事、無用候、よこあひ非分申懸ニ付者、交名をしるし、
急度可申上者也、仍如件、

相州文書 戦国遺文北条 512

弘治 02 6 0 0 15560717 京都 自今日七箇日、被行仁王経百部読誦、於小御所、…已上、疫病御禱歟（公卿補任、往年記五月五日云、随見御抄追）、続史愚抄 編年差別史 5

弘治 02 8 0 6 15560919 上総
［北条家朱印状 遠山丹波守・藤田弥七郎宛］於上総、藤田
弥七郎ニ被下候知行、目黒・宅頭両郷、去年・当年被為
散候間、為堪忍分、弐拾貫文被遣候、然者、彼代物、江
戸筋（武蔵豊島郡）以反銭、直可被相渡者也、仍如件、

藤田文書 戦国遺文北条 524

弘治 02 8 0 13 15560926 京都 大風雨、人畜多死、田畝損亡、 続本朝通鑑 日本の気象史料
弘治 02 8 0 23 15561006 鎌倉 風雨、鶴岡鐘楼倒、 続本朝通鑑 日本の気象史料
弘治 02 9 0 0 15561014 京都 秋、京都、咳逆流行、死亡多、 雍州府志 日本災異志
弘治 02 9 0 9 15561016 京都 今年、依咳疫、京師小児多死、 続史愚抄中篇 48 新訂増補国史大系

弘治 02 9 0 14 15561027 相模

［北条家朱印状写 代官納所百姓中宛］本光寺（相模西郡）領、
下中村百貫文之内、就風損、前川分拾八貫文之半分九貫文、
同八貫弐百文十分一、合拾七貫弐百文、被指置之由、残
而八拾弐貫八百文、当年貢無被（々カ）沙汰、可令進納候、
此上、百姓代官及違乱者、可処罪科状、如件、

本光寺文章 戦国遺文北条 526

弘治 02 10 0 0 15561112 武蔵
［吉良家朱印状 泉沢浄寺宛］旋沢村（武蔵荏原郡）寺領并民
部谷共、自明年春、永諸役・公事、於何事も、一向不可有之、
仍此状為先、欠落候百姓等召返置付、如形も、当年貢等
令寺納、来春々作以下、可被申付者也、仍為後日証状、如件、

泉沢寺文書 戦国遺文北条 529

弘治 02 10 0 30 15561211 肥後 大雪ふり候、 八代日記 熊本中世史研究会
弘治 02 12 0 0 15570111 駿河 如此大雪、五十余年不見及候、 言継卿記 3 静岡県史資料編 7

弘治 02 12 0 2 15570112 京都 京中、疱瘡以外相煩、失子之輩、不知其数云々、 言継卿記 3 国書刊行会
弘治 03 0 0 0 15570210 美濃 当年、雪一円ニフリ候ハテ… 荘厳講執事帳 白山史料集下
弘治 03 0 0 0 15570210 天下 天下旱、 和光院和漢合運 東大謄写本

弘治 03 0 0 0 15570210 駿河 志太郡市辺郷は、耕地の川成で、減税を求める、 静岡県史資料
編中世 3-2595 静岡県史中世

弘治 03 0 0 0 15570210 甲斐 此年、悉ク飢渇入ルコト無限、 妙法寺記 日本凶荒史考
弘治 03 0 0 0 15570210 天下 天下炎旱、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
弘治 03 0 0 0 15570210 京都 大旱魃、百八十日、五穀ナシ、人民多ク死ス、 大日本伝皇代記 後鑑 327

弘治 03 2 0 0 15570311 世間
世上諸人、自旧冬疱草ハシカ無不相煩者、小児老者悉以
相煩者也、万里弁、其外…以上八人迄ハシカ煩也云々、
若宮様、称名院、延命院、同前也、奇代之凶年也、

厳助往年記下 改定史籍集覧 25

弘治 03 2 0 1 15570311 世間 麻疹、自旧冬、世間、疱瘡、麻疹等並行（往年記）、 続史愚抄 編年差別史 5

弘治 03 2 0 1 15570311 世間 自旧冬、世間、疱瘡、麻疹等並行、 続史愚抄中篇 48 新訂増補国史大系

弘治 03 3 0 0 15570410 下総 大風吹、大疾病、諸人多死、富貴六斗五升売買、銭飢渇、海上八幡宮年代記 海上町史史料編 1

弘治 03 3 0 13 15570422 陸前 大雪三尺積、 登米郡史 日本の気象史料
弘治 03 5 0 0 15570607 京都 ～八月、大旱、 池藻屑 日本災異志
弘治 03 5 0 0 15570607 天下 天下炎旱、 興福寺略年代記 旱魃霖雨史料

弘治 03 5 0 26 15570702 天下
廿六日ヨリ八月九日マテ、天下大旱魃ニテ、雨一度モ不
降ケレハ、諸国ノ作毛悉枯果テ、田畠空シク赤土ト成ル、
餓孚岐ニ満テ、夭死ノ者多シ、近年無雙ノ大飢饉也、今茲
金一両ヲ以テ、米五斗ヲ交易ス、前代未聞ノ事ト云リ、

続応仁後記 旱魃霖雨史料・
日本凶荒史考

弘治 03 5 0 26 15570702 諸国 廿六日ヨリ八月九日マデ、雨一度モ不降、大炎天ニテ、諸国、田畠皆干損、 足利季世記 後鑑 327

弘治 2年（1556）～弘治 3年（1557）



359

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

弘治 03 6 0 0 15570707 京都 夏、大旱、 細川両家記 日本震災凶饉攷

弘治 03 7 0 6 15570810 京都 雨の御いのり、おほせいたされて、しよ寺、しよさより、御くわんすともまいる、 御湯殿上日記 日本凶荒史考

弘治 03 7 0 6 15570810 京都 諸社寺をして、雨を祈らせる、
足利季世記 .妙
法寺記 . 法隆
寺祈雨旧記他

史料綜覧 10-441

弘治 03 8 0 9 15570911 京都 炎旱、自去五月廿六日、至今日、不雨、今年饑、 続史愚抄中篇 48 新訂増補国史大系
弘治 03 8 0 14 15570916 陸奥 夜、大風雨、 登米郡史 日本の気象史料

弘治 03 8 0 18 15570920 陸奥 大風吹、奥稲悪也、米五升売也、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

弘治 03 8 0 24 15570926 陸奥 洪水、大飢饉あり（神皇年代記）、 登米郡史 日本の気象史料

弘治 03 8 0 25 15570927 京都 大風、大洪水、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 327

弘治 03 8 0 26 15570928 畿内

朝ニハ東風頻ニ起テ、夕ニハ大南風に吹カヘ、急雨盆盞
ヲ傾タルカ如ク、蓑笠ヲ打撤シ、国々数多洪水ス、中ニ
モ摂州尼カ崎、別所、鳴尾、今津、西宮、兵庫、前波、須磨、
明石ノ浦々エ、大浪打カケ、高塩サシ上ケ、浦々ノ民屋
悉ク引流サレ、死亡ノ者幾千万ト云数ヲ不知ラス、去ル
文明七年八月六日ノ洪水ニモ、如此有ケル由古老ノ者共、
云合ケルカ、其ヨリシテ今年迄ハ、八十年ニ当ルト云ヘリ、

続応仁後記 日本凶荒史考

弘治 03 8 0 26 15570928 摂津

始東風吹て、後南風吹、高汐上り、尼崎、別所、難波、鳴尾、
今津、西宮、兵庫、明石の間浦々へ上る、取分尼崎にて、
六十一人流死するといふなり、仍之、里々堤は平等に成
なり、むかしこの浦高汐の上る事、八十三年に当るなり、
依之、米売買金壱両に五升（或作斗）なり、

細川両家記 後鑑 327

弘治 03 8 0 26 15570928 伊勢
大雨、洪水のため、宮川堤が壊れ、久留、二俣、浦口辺
の民家流失し、溺死者もあつた（松本某彦年代記、寛保洪
水記）、

宇治山田市誌 日本凶荒史考

弘治 03 8 0 26 15570928 伊勢 宮川堤切、久留、二俣人民家流、並木水流、 河崎氏神宮年
代記 後鑑 327

弘治 03 8 0 26 15570928 摂津
先東風頻りに吹、後には南風、大洪水にて、摂州尼崎、別所、
鳴尾、今津、西宮、兵庫、難波、明石の浦に、津浪高塩上り、
人民悉く亡命す、

足利季世記 日本の気象史料

弘治 03 8 0 26 15570928 畿内 山城、摂津、大風、 御湯殿上日記他 史料綜覧 10-444

弘治 03 8 0 26 15570928 畿内 大風雨、倒廬舎、及堂宇、抜木、東寺塔傾、又洪水、摂津殊甚、文明七年後大風云、
続史愚抄中篇
48

新訂増補国史大系

弘治 03 9 0 4 15571006 京都
［藤岡直綱書状 宝厳（祐重）宛］…今度の大風ニ、御寺家中、
殊ニ貴坊、以外破損之由承候、無御心元候、何方も同前
ニ候、御取乱奉察候、

東寺百合文書
イ函 205

東寺百合文書 1

弘治 03 11 0 15 15571215 相模

［北条家朱印状写 国府津村野惣右衛門宛（別にほぼ同文、
落切、二見隼人佑宛）］御前様御台所船、諸役御免条々／
一、浦賀（相模三浦郡）定詰之舟方壱人内、年中半分御免
事、／一、臨時公事網、被仰付間敷事、／一、御印判肴、
御免之事、／一、地頭・代官御菜肴、出之間敷事、／一、
於諸浦、網を引、可致釣事、縦雖為権門知行、不可有横合事、
／以上／右五ケ条、被成御赦免候、然者、御前様御台所
為御肴銭、一ケ月弐百五十文充、由比代ニ可渡之、此外、
御雑掌并御客来時者、別而奉公可申候、若致無沙汰付者、
従類共ニ、可被処罪科旨、被仰出候状、如件、

相州幾右衛門
所蔵文書 戦国遺文北条 559

弘治 03 12 0 0 15571231 甲斐 日テリ候て、イモ悉クヤケカレ候、去程ニ、其冬中、タンキニ御座候、此年、悉クケカチ入ル事、無限リ候、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

弘治 03 12 0 20 15580119 武蔵
［北条家朱印状 新石切五人衆宛］新石切五人、此間、無足
之由、御侘言申上候間、自当年、壱人ニ弐貫文充、五人
ニ拾貫文、可被下者也、仍如件、

青木文書 戦国遺文北条 568

弘治 04 0 0 0 15580130 天下 天下大旱、 熊野年代記 印影本
弘治 04 0 0 0 15580130 越後 旱魃、 上杉年譜６ 越佐史料 4

弘治 04 0 0 0 15580130 天下 夏、天下大旱、大和国殊甚し、 筒井家記 旱魃霖雨史料
弘治 04 0 0 0 15580130 上野 今年夏、大日照、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
弘治 04 0 0 0 15580130 常陸 餓死、 和光院和漢合運 東大謄写本
弘治 04 0 0 0 15580130 常陸 キヽン、 東州雑記 佐竹家旧記 6

弘治 3年（1557）～弘治 4年（1558）
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弘治 04 0 0 0 15580130 天下（弘前、欄外）天下大旱、 日記 八木橋文庫
弘治 04 0 0 0 15580130 武蔵 今年、大旱、 永禄以来大事記 続群書類従 29下
弘治 04 0 0 0 15580130 天下 天下大旱、 皇年代略記 新校群書類従 2

弘治 04 2 0 2 15580302 大和

［レウアンシ（霊安寺）ノ兵衛九郎等二十名連判書状 御国衆
様宛］就去年日損之儀、郡内御百姓あまりニ致迷惑候、此
分ニ候てハ、御公事足等儀も、減可申候、馬借之儀、雑
説候て、蔵本なと一向ニ無之候、拾年程之間ハ、徳政御
そせう申間敷候之間、高野其外何かたへも、被仰合候而、
銭主之御ひけい奉憑候、為其、皆々以連判申上候、恐惶
謹言、

三箇家文書 五条市博物館寄託

弘治 04 2 0 8 15580308 大和

［栄山弥三郎実等二十名連署定書］就去年日損、郡内之儀、
余令迷惑、既所々相果候、方々銭主申合、相続事ニ候、
然仁向後馬借以下造意候者、不寄何之被官、可被加成敗候、
被相拘候て者、対蔵本失面目候、縦天下一同仁付而、従
河州成下候共、面向者、不及力、内儀之事、更以不可有
別儀候、百姓共連判仕、堅相究候、谷之儀茂、同前ニ候
上者、自然後々相違之方候者、可為儀絶候、平殿へ之儀も、
此通申入、御心得ニ候間、猶以可為堅固候、仍定所如件、

三箇家文書 五条市博物館寄託

永禄 01 2 0 28 15580328 改元 代始、 続史愚抄 古事類苑 1

永禄 01 3 0 21 15580419 伊豆

［山木大方朱印状 おた原大くほより 水口宛］にら山（伊豆
田方郡）御城ふしんの人足、瀧山（伊豆田方郡）へあたり候
哉、諸人そんしのことく、彼地ニハちりさくにて、百姓
の一人もなく候、此まへまへも、さやうのしさい御申に
つゐて、瀧山より人足いてす候まゝ、なをなを此たひも、
こなたにて、御ことわり御申候まゝ、その［  ］たハ、あい
まち候へよし、御ふしん奉行衆かたへ、申ことわるへく
候者也、仍如件、

水口文書 戦国遺文北条 576

永禄 01 5 0 1 15580528 常陸 灰フル、 東州雑記 佐竹家旧記 6

永禄 01 6 0 0 15580626 京都 彗星出、大旱、 高代寺日記 後鑑 328

永禄 01 6 0 0 15580626 陸奥（弘前）六月下旬より出穂ニ而、作体よし、 日記 八木橋文庫

永禄 01 6 0 21 15580716 天下
夏、天下大ニ旱リス、大和国殊ニ甚シ、藤勝島左近、松
倉右近等ヲ始、二百余人ヲ卒シ、六月廿一日、春日ノ社
ニ到リ、社人ヲシテ中臣祓ヲナサシムル事三箇日、同廿
四日、大雨降テ車軸ノ如シ、

筒井家記 後鑑 328

永禄 01 6 0 23 15580718 紀伊 紀伊金剛峯寺に雨を祈らせる、
高野春秋 . 皇
年代私記 . 和
漢合運他

史料綜覧 10-458

永禄 01 7 0 2 15580725 京都 大雹降、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 328

永禄 01 7 0 2 15580725 山城 西岡・山崎等、大雹云々、 言継卿記 5 続群完成会

永禄 01 7 0 25 15580917 大和 於八幡宮、雨乞之砌… 薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

永禄 01 8 0 4 15580925 駿河［葛山氏元印判状 禰宜助三郎宛］先年（天文 21）佐野浅間宮
修造之時（中略）打続風・旱損故、令延引、 柏木文書 沼津市史 342

永禄 01 8 0 5 15580926 世間
大風吹キ申候、乍去、秋世中粟半、耕作同イネ半、世中、
殊ニ大麦、小麦半、世中、イモ、大豆、小豆ハ廿分ニ出
来候て、売買何も安シ、

妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永禄 01 9 0 26 15581116 長門
［矢野大炊助・小林新左衛門尉連署状 上利源左衛門尉宛］
作分本田四反之内、大河成・江成除之、残而三反小現作、
但江成六十ハ永不、又半ノ分当河成、以上、右大分領家
ニ除之、仍状如件、

上利家文書 16 山口県史中世 3

永禄 01 12 0 0 15590119 京都 今年、大旱、 続史愚抄中篇 49 新訂増補国史大系
永禄 02 0 0 0 15590218 甲斐 この年から永禄四年まで、三年、疫病流行、 小佐野正秀覚書 勝山記
永禄 02 0 0 0 15590218 越後 霖雨、両年荒亡ニ依テ…諸役等悉ク免除、 上杉年譜 6 越佐史料 4

永禄 02 0 0 0 15590218 上野 近年ヨリ、近郷農民、俵物ヲ当山ニ持上ル、家々ニ預置ク、赤城山年代記 赤城神社奉讃会

永禄 02 0 0 0 15590218 天下 この年、天下疫病、人多死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

永禄 02 0 0 0 15590218 津軽（弘前）津軽旱る、大凶作、 日記 八木橋文庫

弘治 4年（1558）～永禄 2年（1559）
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永禄 02 0 0 0 15590218 河内

［室町幕府奉行人奉書 善法寺雑掌宛］（永禄四年閏三月
十六日）石清水八幡宮領河内国太交野庄日御供料所事、依
去々年＜永禄弐＞旱損、無納所之条、為役者、可遂其節
之旨、雖被成御下知、先々無其弁之間、被棄破訖、所詮、去々
年分半分、五ケ年中相渡之、去年分、縦雖為不熟、如先規、
令下行之、至後年者、在所之儀、如有来、存知之、納取
之年貢半分宛、於彼庄、直可被渡御殿司座中之由、所被
仰下也、仍執達如件、

菊大路文書 6
室町幕府文書集成
3855

永禄 02 1 0 0 15590218 甲斐 雪水出候て、悉ク田地、家、村を流シ候、…春ハ売買何も安シ、 妙法寺記 富士吉田市史資料
叢書 10

永禄 02 2 0 29 15590416 肥前
大水出テ、后三月四日、少ツヽ雨テ、五月十日ヨリ、旱
シテ、七月七日雨也、水アル処ハ吉、畠物悉ク尽也、以
上五十七日雨也、

栢木本年代記 東大影写本

永禄 02 3 0 8 15590425 陸奥（弘前）同八日雨降、十一日迄続、洪水ニ相成、種籾流シ申候、 日記 八木橋文庫

永禄 02 4 0 0 15590517 陸奥（弘前）然所、四月初頃より、六月中旬迄、雨降、 日記 八木橋文庫

永禄 02 4 0 15 15590531 甲斐 大洪水、夕顔、茄子、麻、稗、苗ことに鴬菜悉く打おり、何もなし、大麦は半分こぼれ候、
小佐野正秀覚
書 勝山記

永禄 02 5 0 0 15590616 肥後 今年ハ、五月ニ長雨ハ不降候、依夫、上田、中田、下田共ニ不作、 八代日記 熊本中世史研究会

永禄 02 6 0 0 15590715 飛騨 例よりも寒気繁く、此の六月の中頃より雪降て、寒雨止む時なく、殊に乗鞍ケ嶽より吹下す吹雪に… 飛騨遺乗合符 日本の気象史料

永禄 02 6 0 0 15590715 陸奥
（弘前）稲者、六月上旬より、植初候得共、七月迄やはり皆々
日照りニ而、作体不宜、凶年ニ而相成、米壱升銀八分位
より壱分ニ相成申候、

日記 八木橋文庫

永禄 02 6 0 0 15590715 世間 世上大旱干、雨御祈事、所々被仰出之、 厳助往年記下 改定史籍集覧 25

永禄 02 6 0 1 15590715 京都 依炎旱、仰御禱於諸寺、 続史愚抄中篇 49 新訂増補国史大系
永禄 02 6 0 3 15590717 京都 祈雨、 御湯殿上日記 旱魃霖雨史料

永禄 02 8 0 23 15591004 京都 能信ヨリ注進被申候子細ハ、来（９月）九日御供、西京ヨリ日そん付、参らす間敷由、被申也、 目代日記 北野天満宮史料

永禄 02 9 0 9 15591019 京都
御忌専米、当年日損ニ付、御供支配以下仕間敷由を、能
信御門跡さまへ、我等も以注進被申候、…日損仕候ハヽ、
内見（内検）を御沙汰可有由、仰被出候也、

目代日記 北野天満宮史料

永禄 02 9 0 19 15591029 近江 六角義賢、近江肥田城を水攻めにす、是日洪水のため、その堤防決壊す、 惣持寺文書他 史料綜覧 10-481

永禄 02 10 0 0 15591110 上野 諸百姓早々立帰り、当麦随分仕付可申事、 岩櫃城伝記 戦国遺文北条 613

永禄 02 12 0 7 15600114 甲斐 大雨降、俄に雪しろ水出て、法ケ堂皆悉流れ申候、又在家の事は、中村まるく流し候事無限、 妙法寺記 日本の気象史料

永禄 02 12 0 7 15600114 京都 雷電、如盛夏云、 続史愚抄中篇 49 新訂増補国史大系
永禄 02 12 0 13 15600120 京都 自子刻、至卯刻、雪降九寸、廿余年以来深雪也、 言継卿記 6 続群完成会
永禄 02 12 0 23 15600130 京都 当年者、日そん申、殊ハ日もなく候間、可然様ニ一社へ… 目代日記 北野天満宮史料

永禄 02 12 0 29 15600205 山城
［山城国上久世庄正賢名年貢米算用状］上久世庄正賢名御
年貢米算用状之事／田数壱町九段大之内 弐段河成公文分
ニ／…分米弐石壱斗弐升之内／三斗五升四合 損免分

教王護国寺文
書 10-2704 教王護国寺文書

永禄 03 0 0 0 15600207 甲斐 己未（永禄 2）～酉の年（永禄 4）まで、三年疫病流行り、
村郷あき申し候事無限、

小佐野正秀覚
書 勝山記

永禄 03 0 0 0 15600207 越後 上田庄、妻有庄、薮神、去年（永禄 3）水損、地下人等為可
被究之御徳政掟事…（永禄 4） 上杉家文書 新潟県史 1018

永禄 03 0 0 0 15600207 陸奥 此年、旱魃、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

永禄 03 0 0 0 15600207 遠江 長下郡浅羽、柴、江河で、近年水損ゆえ不作、 海老江文書 静岡県史資料編中
世 3-2803

永禄 03 0 0 0 15600207 京都 日照して、八ケ所の湖水、河成に成、 細川両家記 日本凶荒史考
永禄 03 2 0 0 15600307 甲斐 大雪、 小佐野正秀覚書 勝山記

永禄 03 2 0 30 15600405 伊豆［北条家朱印状 牧之郷百姓中宛］諸百姓御侘言申付而、御
赦免条々、／一、来秋御年貢半分、米成ニ被定畢、… 三須文書 戦国遺文北条 623

永禄 03 3 0 0 15600406 京都 ～六月、旱天、不堪其愁、…入土用、雨降、 長享年後畿内
兵乱記 旱魃霖雨史料

永禄 03 3 0 0 15600406 京都 及三、四、五、六月、旱天、不堪其愁、 長享年後畿内
兵乱記 日本凶荒史考

永禄 2年（1559）～永禄 3年（1560）
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永禄 03 3 0 16 15600421 武蔵［北条家朱印状 武蔵多摩郡網代百姓中宛］諸百姓御侘言申
付而、御赦免条々、／一、来秋御年貢半分、米成ニ被定畢、… 網代文書 戦国遺文北条 624

永禄 03 3 0 26 15600501 武蔵［足利義氏印判状 子安郷百姓等并代官宛］今度之徳政法度、
自子安、他所江売候下人等事者、則可取返… 成仏寺文書 古河市史 987

永禄 03 4 0 25 15600530 相模 須田蔵助以目安申上付而…可入徳政者也、 森文書 戦国遺文北条 625

永禄 03 4 0 25 15600530 伊勢 太神宮をして、災異を祈禳せしむ、 瑞光院記 史料綜覧 10-496
永禄 03 5 0 0 15600604 越後 当府町人前之事、…逐日悃窮、 上杉家文書 新潟県史 276

永禄 03 5 0 15 15600618 相模 西郡十ケ村捧目安ニ付而、酒匂之小島召出遂糺明畢、…年貢方之徳政不入上者、不可出者也、 相州文書 戦国遺文北条 630

永禄 03 5 0 24 15600627 山城

［室町幕府奉行人奉書　松室中務大輔殿宛］松尾社公文分、
河原田壱町七段大、当時不作、同梅木原弐段・同畠号字
宇久呂須、并私領作職・同河原開等事、帯 綸旨、当知行
云々、弥可被全領知之由、所被仰下也、仍執達如件、（関
連 3826 ･ 3842省略）

松尾月読神社
文書 5-2

室町幕府文書集成
3825

永禄 03 5 0 29 15600702 京都 依炎旱渉旬、被仰御祈、＜諸社寺歟＞ 続史愚抄中篇 49 新訂増補国史大系
永禄 03 6 0 0 15600704 甲斐 六月前は日照り、 小佐野正秀覚書 勝山記

永禄 03 6 0 5 15600708 京都 当年、日そんニ付、御忌日伝田ニ、粟・きひ成共、まき可申と、百姓申候由候也、 目代日記 北野天満宮史料

永禄 03 6 0 11 15600714 京都 御忌日伝ニ、粟、きひ成共、まき申候へと、被仰出候也、目代日記 北野天満宮史料

永禄 03 6 0 13 15600716 甲斐 ～十月、長雨、耕作以下、何もこれ無く候、疫病流行り、多死無限、
小佐野正秀覚
書 勝山記

永禄 03 6 0 18 15600721 天下 入土用、雨降、種苗生長、民蘇生天下、 長享年後畿内
兵乱記 日本凶荒史考

永禄 03 6 0 19 15600722 京都 よる、にはかに大雨ふり、かみなる、 御湯殿上日記 日本凶荒史考

永禄 03 6 0 20 15600723 京都 雨の御いのりの御くわんしゆとも、かすか、こうふく寺よりまいる、 御湯殿上日記 史料綜覧 10-501

永禄 03 6 0 23 15600726 京都 雨ふり、雷なる、 御湯殿上日記 後鑑 330

永禄 03 7 0 4 15600805 京都 大風云、 続史愚抄中篇 49 新訂増補国史大系
永禄 03 7 0 5 15600806 武蔵 浦百姓可被助ため、詰船方御赦免、 武州文書 戦国遺文北条 637

永禄 03 7 0 12 15600813 伊予
七月十二日より、雨は降らず、水はしだいにつまり、は
かばかしく湯だにひかせず、…七月より雨降らで、大旱
魃なれば、…七十日の長日照りに、土も木も草もこげけ
れば…

清良記 3 松浦郁郎校訂

永禄 03 8 0 0 15600901 下野

（足利庄）寺岡（足利市）之百姓等土貢公事、不相替前代、
無沙汰不可有之候、若於此上も弥百姓等令難渋候者、被
取離田地、可被預置別人義、不可有相違候、但従前代此
地之者拘来候間、於向後も可為其分条、申定候、猶百姓
等仕置、大貫申付候…（小野寺景綱宛）

小野寺文書 21 栃木県史中世 1

永禄 03 8 0 0 15600901 京都 大風云（東寺執行日記）、 続史愚抄 日本の気象史料

永禄 03 10 0 23 15601120 京都

忌日田日損ニ付而、七段はやうへ（早植）分、壱町壱段を
そうへ（遅植）分、八段半あわ、まめ、あつき、如此分植
付申候、但此内はやうへ三段、をそうへ五段、まめ二段、
あつき壱段半、あわ壱段、此分者不作同事之躰にて候、
壱町七段者少ほかたちに出申候…（能信忌日会田現作報
告）

目代日記 北野天満宮史料

永禄 03 12 0 7 15610102 京都 自暁、雷電、 長享年後畿内
兵乱記 後鑑 330

永禄 04 0 0 0 15610126 能登 大疫、土民死数万人、 永光寺年代記 加能史料研究 2

永禄 04 0 0 0 15610126 世間 秋世中は半作にて候得共、売買やすし、 小佐野正秀覚書 勝山記
永禄 04 0 0 0 15610126 甲斐 永禄二年からこの年まで三年、疫病流行る、 小佐野正秀覚書 勝山記
永禄 04 0 0 0 15610126 甲斐 冬日照り、霜月両月のうち、雨雪ふらず、 小佐野正秀覚書 勝山記

永禄 04 0 0 0 15610126 陸奥 疫病ニテ人民死、三年病ヒ、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

永禄 04 0 0 0 15610126 天下 天下大疫、不及数死人、 和光院和漢合運 東大謄写本
永禄 04 0 0 0 15610126 天下 天下疫病、人多死、 龍淵寺年代記 東大影写本

永禄 04 0 0 0 15610126 諸国 諸国疾疫流布す、 新撰和漢合運
図他 史料綜覧 10-540

永禄 3年（1560）～永禄 4年（1561）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永禄 04 0 0 0 15610126 日本 この年、日本疫病、疱瘡、悪風気、人多死、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

永禄 04 0 0 0 15610126 山城

［山城国上久世庄年貢米算用状］上久世之庄御年貢米 御算
用状之事／合 永禄四年分…八斗 蔵王堂ﾉ川成／弐斗 追捨 
五斗五升 垣内前 川成／三斗 垣内前 川成…／十石三斗九
升一合 流田捨米…／八石弐斗壱升二合 川成荒 五十石 当
捨免…

教王護国寺文
書 10-2728 教王護国寺文書 10

永禄 04 1 0 0 15610126 甲斐 ～二月、大雪降り、薪につまる、 勝山記 勝山記
永禄 04 2 0 22 15610317 天下 景虎武州松山ニ着陣ス、天下大疫、飯富堂ヲ打破、 年代記配合抄 内閣文庫

永禄 04 3 0 27 15610421 甲斐
［武田家朱印状  屋代左衛門尉殿宛］御領中之地下人、今度
在所離散候哉、雖何方徘徊候、於分国之内者、可被加成
敗候、若可許容之人者、早可有名字注進候、可行同罪者也、
仍如件、

静岡市屋代家
文書 戦国遺文武田 730

永禄 04 6 0 0 15610723 加賀 霰降、疫病、 産福寺年代記 加能地域史 11

永禄 04 6 0 29 15610820 京都 夜大雨、かみ鳴、 御湯殿上日記 後鑑 332

永禄 04 8 0 0 15610920 陸奥（弘前）八月四日、大風吹、 日記 八木橋文庫

永禄 04 11 0 26 15620111 山城 女御田九条方川成之事、／壱斗五升 三郎左衛門／（他８
筆略）…御百姓惣代（花押）、

女御田九条方
川成注文 教王護国寺10-2725

永禄 04 12 0 10 15620124 丹波 十日比より十四、五日迄、大雪、 天寧寺年代記 東大影写本
永禄 04 12 0 30 15620213 甲斐 自晦日、元三迄、大風、 向嶽菴年代記 甲斐戦国史料叢書 1

永禄 05 0 0 0 15620214 能登 大疫、土民死者億万人、去年ト当年如此、 永光寺年代記 加能史料研究 2

永禄 05 0 0 0 15620214 甲斐 稲皆損、 勝山記 甲斐国志稿本
永禄 05 0 0 0 15620214 武蔵 依大乱、大疫ニ、大飢饉、 年代記配合抄 内閣文庫

永禄 05 2 0 4 15620318 甲斐
［武田信玄判物 清野左近入道殿宛］向後以具足二百人、可
被勤陣参候、然者、領中不作之由候条、其間之事者為用捨、
具足百六十人被召連尤候、仍如件、

東大史料所蔵
文書 戦国遺文武田 768

永禄 05 2 0 8 15620322 甲斐
［武田家朱印状写 大井左馬允入道殿宛］其方被官、今度従
陣中欠落之族、并軍役退屈ニ付て、捨私領、分国令徘徊者、
雖何之人許容、可加成敗者也、仍如件、

武州文書 4 戦国遺文武田 769

永禄 05 3 0 24 15620507 信濃
［武田家朱印状 大須賀久兵衛尉殿宛］其方被官他所令徘徊
者、任法意、当主人并地頭へ再三相理、可召返、若有難
渋之人者、早々可及注進、任道理、加下知者也、仍如件、

長野県大須賀
家文書 戦国遺文武田 774

永禄 05 4 0 15 15620527 甲斐
［穴山信君朱印状写、望月藤左衛門尉宛］川除材木并篭藤
等者可出、其外、野山木草之儀、山神より身延境早河切、
可為計者也、仍如件、

望月文書 清水市史 381

永禄 05 4 0 26 15620607 肥後 洪水、享禄三年七月五日、大水之後ハ初て也、 八代日記 熊本中世史研究会

永禄 05 5 0 3 15620614 肥後
何所も河ことに洪水、前代未聞…求麻、八代、水損作毛
河崩、彼是前代未聞、家流人水死、牛馬同流、河はた悉
クツレ候、

八代日記 熊本中世史研究会

永禄 05 7 0 0 15620810 伊予 そのころは飢饉にて、貴賤飢えぬ、 清良記 6 松浦郁郎校訂

永禄 05 7 0 5 15620814 武蔵
就御侘言申上、当年貢諸公事一廻御赦免畢、前々彼郷ニ
候百姓、何方ニ有之共、悉召返…田地打開可致耕作旨、
被仰出者也、

河井文書 戦国遺文北条 771

永禄 05 8 0 3 15620911 武蔵 羽田浦令退転付而、当年来年船々方定之事、 潮田文書 戦国遺文北条 773

永禄 05 9 0 28 15621104 陸奥 氷降、 加納年代記 石巻の歴史 1

永禄 05 10 0 0 15621107 世間 ～十二月、日照り、世の中も十分なり、 勝山記 甲斐国志稿本

永禄 06 0 0 0 15630203 諸国 諸国、疫疾流行、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

永禄 06 4 0 1 15630503 京都 卯月朔日ニ、電雷オビタダシクシテ、京中震動シ、東寺ノ塔ヘ雷火落カヽリ、忽焼失ケル、 足利季世記 後鑑 334

永禄 06 4 0 1 15630503 京都
朔日夜寅刻、塔婆江雷火五重ノ上北ノ方江落懸、俄焼了、
諸人群集、則我等走出合、様躰ヲ見レバ、四重三重ノ風
穴ヨリ火出タリ、寺僧衆悉出合云々、…

東寺執行日記 後鑑 334

永禄 06 4 0 2 15630504 京都 このあか月、とう寺のたう、かみなりあたりて、そのひにて、やけ候、七百四十八年めに、やけ候よし、 御湯殿上日記 後鑑 334

永禄 06 4 0 2 15630504 京都
暁丑刻、雷大鳴、而落懸于東寺之塔、則炎上、国中明如
昼、時人云、以雷火焼之、自往代、至今時、及三ケ度云々、
焼自丑刻、至卯刻、猶以焼焔及翌日、

長享年後畿内
兵乱記 後鑑 334

永禄 06 4 0 2 15630504 京都 今暁、雷堕東寺塔災、本尊等悉焼失、… 続史愚抄中篇 49 新訂増補国史大系

永禄 4年（1561）～永禄 6年（1563）
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永禄 06 4 0 16 15630518 武蔵 郷中百姓等、何方へ相退候共、如前々罷帰、田畠可致開発候、 塩野文書 戦国遺文北条 809

永禄 06 5 0 0 15630601 甲斐 大風ふき、大麦を悉吹き散らす、 勝山記 甲斐国志稿本
永禄 06 5 0 16 15630616 山城 嘉例家中衆念仏百万返…消除疫病経＜廿ヽ＞… 言継卿記 3 国書刊行会

永禄 06 7 0 6 15630804 甲斐（年次は推定）［武田家朱印状 冒頭に八幡など 15郷村連記］
以右之郷中之人足、可退当水者也、仍如件、

山梨県保坂家
文書 戦国遺文武田 827

永禄 06 7 0 6 15630804 甲斐（年次は推定）［武田家朱印状写 冒頭に柳平など 9郷村連
記］以右之郷中人足、可退当水者也、仍如件、

山梨県某旧蔵
文書 戦国遺文武田 828

永禄 06 7 0 6 15630804 甲斐
［武田氏朱印状］八幡 篠原 徳打 西条 万歳 石田両郷 高畠 
西飯田 大下条 中下条 上条 金竹 牛句 天狗沢 保坂惣郷／
以右之郷中之人足、可退当水者也、仍如件、

保坂文書 山梨県史 1-1273

永禄 06 7 0 6 15630804 甲斐
［武田氏朱印状］大垈村 団子新居 大久保村 菖蒲沢 長窪村 
上今井村 三ツ沢村 宮窪村 柳平村／以右之郷中人足、可退
当水者也、仍如件、

竜王村史 山梨県史 1-1277

永禄 06 7 0 22 15630820 世間 大雨降り始め、八月二日迄…田畠悉流し候、この年の世の中、言語道断に悪く候得共、売買は安し、 勝山記 甲斐国志稿本

永禄 06 7 0 25 15630823 武蔵 大洪水故、飢饉入、万民死、 年代記配合抄 内閣文庫
永禄 06 7 0 26 15630824 武蔵 洪水、 龍淵寺年代記 東大影写本

永禄 06 7 0 29 15630827 下野

氏家御頭 金枝村頭人 神長宮内少輔 御梁、鬼怒川・荒川・
田川留申候得共、洪水故、御供物取レ不申候間、鳥目ニ
テ参申候、洪水之事七月廿九日ヨリ、大風ニ大雨降申候而、
八月朔日巳刻、大水来候、於塩ノ谷山田郷、同右近為始
而、三百余人岩打ニ逢ヒ候、武総両国之人民、不知数洪水、
越度致候、為向後書記畢、

今宮祭祀録（西
導寺本）

高根沢町史史料編
1

永禄 06 8 0 1 15630829 常陸 洪水、 和光院和漢合運 東大謄写本

永禄 06 8 0 6 15630903 武蔵
［小田氏治書状 白川（晴綱）宛］…去月廿六日、氏康者、号
大神所迄出陣、洪水故、于今進陣無之候、今川方廿四日
ニ出国、小田原へ去月末ニ着陣、当月二日、氏康ヘ対談、
漸水も落足ニ候間、可為進陣候、…

東大白川文書 牛久市史料中世 1

永禄 06 8 0 18 15630915 肥後 大風、高塩にて候、庄内之事ハ不申及候、…又肥前ノ国ニハ、人数かす不知そんし候よし申候、 八代日記 熊本中世史研究会

永禄 06 11 0 3 15631128 甲斐
［武田家朱印状写 原左京宛］被官地下人僧俗男女共に、相
集可耕作、若有難渋之輩者、当（主脱カ）人江再三相理之処、
無許容者、可加成敗者也、仍如件、

石井進氏蔵諸
家古案集 戦国遺文武田 840

永禄 06 11 0 3 15631128 甲斐
［武田家朱印状写 伊藤右京亮宛］被官地下人僧俗男女共に、
相集可令耕作、若難渋之輩者、当主人江再三相理之処、
無許容者、可被加成敗旨、依仰執達如件、

石井進氏蔵諸
家古案集 戦国遺文武田 841

永禄 06 12 0 5 15631230 伊勢 疾疫流布により、大神宮に祈攘せしむ、 壬生家四巻之
日記 東大影写本

永禄 06 12 0 11 15640105 京都 自今日、七箇日、被行御禱於神宮＜諸社寺歟＞、是明年甲子及疫病流行故云、
続史愚抄中篇
49

新訂増補国史大系

永禄 06 12 0 16 15640110 京都 自今日、七箇日、被行不動護摩於宮中、明年甲子及疫病御禱歟、
続史愚抄中篇
49

新訂増補国史大系

永禄 06 12 1 5 15640128 武蔵

［岩槻城老臣佐枝信宗・恒岡資宗連署書状  牛村助十郎宛］
尚々、於此上、一入せいニ入、御走廻肝要ニ存候、以上、
／井草之郷水そん之地（前年 =永禄 5年の越辺川氾濫）ニ
御座候間、其方一入せいニいれ、御大途御走廻尤ニ候、
政所免・つゝミ免、其方ニ預置申、来春、田口伊与守談
合ニ而、つゝミをもつき立尤ニ候、何事をも御せいニ被入、
御走廻ニ付而者、御大途江、涯分申上候へく候、為後日
候間、一筆進候、以上、

武州文書 14比
企郡

中世法制史料集 5-
補 268

永禄 07 0 0 0 15640223 加賀 此年、大雪一丈余、 産福寺年代記 加能地域史 11

永禄 07 0 0 0 15640223 陸奥 此年、大富貴也、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

永禄 07 0 0 0 15640223 天下 天下富貴、 加納年代記 石巻の歴史 1

永禄 07 0 0 0 15640223 伊豆
［北条氏康印判状 木負小代官・百姓中宛］西浦木負百姓退
転之由、御侘言就申上、御赦免条 （々中略）以上、子（永禄 7）・
丑（永禄 8）両年、御年貢米未進五貫余、塩を以、給方へ可
相渡…

相磯文書 沼津市史 381

永禄 07 5 0 1 15640619 肥後 水無河、大水出候… 八代日記 熊本中世史研究会

永禄 6年（1563）～永禄 7年（1564）
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永禄 07 6 0 28 15640815 京都 大雨降、風吹、…終夜風吹、 言継卿記 3 国書刊行会
永禄 07 6 0 29 15640816 京都 大雨降、風吹終夜、 言継卿記 3 国書刊行会
永禄 07 7 0 1 15640817 京都 終夜大雨、 言継卿記 3 国書刊行会

永禄 07 7 0 2 15640818 京都
早旦洪水之間、林中見舞了、無殊事、正親町小河悉成河、
巳刻梨門以下各河崎迄水見物に罷向、東河原如海也、東
西共大洪水云々、小川舟橋辺之小家少々損之云々、

言継卿記 3 国書刊行会

永禄 07 7 0 2 15640818 山城

［室町幕府奉行人奉書 当所名主百姓中宛］（永禄 7.10.21）
賀茂社片岡橋并橋殿、依去七月二日洪水流失、其外及大
破所々等事、不謂権門勢家被官、相懸段銭於境内、可遂
造功旨、被成奉書訖、早可致其沙汰之由、所被仰出之状、
如件、

座田文書 3
室町幕府文書集成
3917

永禄 07 7 0 2 15640818 京都 雨ふる、水つよく出て、大水なり、 御湯殿上日記 後鑑 335

永禄 07 7 0 2 15640818 京都 依連日大雨＜自去月廿七日雨＞、東西河洪水、小川舟橋辺、壊人家、又東寺塔材木漂来東寺云、
続史愚抄中篇
49

新訂増補国史大系

永禄 07 7 0 3 15640819 京都 東川御見物、各参了、水過半引了、 言継卿記 3 国書刊行会
永禄 07 8 0 1 15640916 京都 亥刻、大風雨、 言継卿記 3 国書刊行会

永禄 07 8 0 6 15640921 武蔵 去月廿六日、氏康者号大神（昭島市）所迄出陣、洪水故、于今進陣無之…漸水も落足ニ候間、可為進陣候、 小田氏治書状 群馬県史 2259

永禄 07 10 0 15 15641123 武蔵 井草之郷荒野可為十年、前々之百姓等脇共ニ罷帰、可致打明者也、 武州文書 戦国遺文北条 871

永禄 08 0 0 0 15650211 諸国 南方北国、此隣国、悉令不熟、上下万民及餓死分ニ候、 荘厳講執事帳 白山史料集下
永禄 08 0 0 0 15650211 常陸 如十月ノ比、寒夏秋［ ］（迄カ）之（也カ）、田畠不熟、飢饉、和光院和漢合運 東大謄写本
永禄 08 0 0 0 15650211 武蔵 寒立シテ、作物ニ実不入、木綿不咲、 年代記配合抄 内閣文庫
永禄 08 0 0 0 15650211 丹波 夏中大雨、 天寧寺年代記 東大影写本
永禄 08 0 0 0 15650211 陸奥（弘前）御国より山瀬吹続、飢饉、 日記 八木橋文庫

永禄 08 1 0 0 15650211 天下 正月中雪降、同九丙寅マテ、二ケ年間、天下大飢饉、人民多死、牛馬喰、 加納年代記 石巻の歴史 1

永禄 08 2 0 21 15650402 下総［簗田持助印判状写 鮎川図書助宛］洪水付而、不入之儀、
申上候、御意得候者也、仍如件、 鮎川文書 千葉県の歴史中世

4-475

永禄 08 3 0 0 15650411 信濃
三月申日之神事、擬祝私宅におゐて勤之、彼神田壱町＜栗
林ニあり＞悉あかぬま（赤沼）川に流候、雖然、無怠慢相
続候条、自今以後、弥厳重に執行すへし、

諏訪上下社祭
祀再興次第 2

山梨県史資料編 6

永禄 08 3 0 0 15650411 信濃 三月辰日、…神田壱町＜竹居庄ニあり＞悉川に流候、 諏訪上下社祭
祀再興次第 2

山梨県史資料編 6

永禄 08 3 0 0 15650411 信濃 彼神田不得水便故、成畠、五貫之所、減而壱貫五百文になり候事ハ、天災無拠、則不及了簡、
諏訪上下社祭
祀再興次第 6

山梨県史資料編 6

永禄 08 3 0 0 15650411 信濃 三月子日之神事免、…当時者、悉田地沼になり、残而纔百五拾銭之田候、因茲、数年懈怠、神主者副祝也、
諏訪上下社祭
祀再興次第 7

山梨県史資料編 6

永禄 08 3 0 0 15650411 信濃
於神原神事、領田壱町悉水ニ流、雖然、数代無退転神長
官執行候条、自今以後も三貫神事之規式無相違可相勤、
彼田地之古跡、高辺河原にあり、壱町よりもせはし、

諏訪上下社祭
祀再興次第 2

山梨県史資料編 6

永禄 08 4 0 16 15650525 信濃 般若神事領、数年悉成湖水之上者、無私退転、不覃裁許事、諏訪上下社祭祀再興次第 10
山梨県史資料編 6

永禄 08 5 0 0 15650609 陸奥

（弘前）正月より三月迄、始終ニ天気不宜、五月、六月に
も東風騒ぐ、六月より七月之初に至るまて、蝉の声無之、
七月十八九日より出穂有之、八月初頃、于最中之所、八
月五日東風騒ぐ、此風ニ而、稲の穂黒ニ相成、大豆、小
豆へ相成、昔より無覚大凶作相成申候、十一月迄、出米
銀卅分大ニ騒候処…

日記 八木橋文庫

永禄 08 5 0 24 15650702 上野 雨降始、九月迄ノ内、三日トモ不照、五穀不熟、当山篠ノ実ナル、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

永禄 08 9 0 0 15651004 会津 大風、品々作毛大損、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表
永禄 08 9 0 0 15651004 下総 関宿付近洪水、 鮎川文書 秋葉氏旧蔵模写
永禄 08 9 0 1 15651004 常陸 大風雨、 和光院和漢合運 東大謄写本

永禄 08 9 0 6 15651009 陸奥 霜降、七月七日ヨリ八月マテ雨降、田畠尽青立、飢饉入、霜月ヨリ人民牛馬死事無限、
正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

永禄 08 9 0 6 15651009 大和 為早田毛見深宗・孫南へ下了、早田合八石余在之、晩田以外水損、此分ナラハ、半所も不可有之由也、咲止々々、多聞院日記 1 角川書店

永禄 7年（1564）～永禄 8年（1565）
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永禄 08 10 0 3 15651105 甲斐 大霜降、 王代記 山梨県史資料編 6

永禄 08 10 0 3 15651105 大和 晩田ノ毛見ニ、深宗・孫四郎下了、当年以外水損也、近国過半無足云々、 多聞院日記 1 角川書店

永禄 08 10 0 21 15651123 武蔵
［足利義氏印判状写 御乳宛］当秋風損之儀付而、国並十分
一致赦免段、（北条）氏康言上候、然処、御領所百姓等、重々
侘言申上候歟、…

武州文書橘樹
郡生麦村 戦国遺文古河 890

永禄 08 12 0 10 15660111 信濃
大嶋之郷より、六百文之湛、祭銭者上なしと号して、惣
百姓等勤之、然ニ水ニ流のよし申掠、百銭難渋、五百銭
を以、致其償之由候、無田薗、則何有水損乎、速ニ六百
文之分を以、神主源右衛門尉勤之へし、

諏訪上下社祭
祀再興次第 5

山梨県史資料編 6

永禄 09 0 0 0 15660201 陸奥 此年飢饉、人民牛馬死、田畠半吉、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

永禄 09 0 0 0 15660201 天下（前年から）二ケ年間、天下大飢饉、人民多死、牛馬喰、 加納年代記 石巻の歴史 1

永禄 09 0 0 0 15660201 武蔵 飢饉入、万民死、 年代記配合抄 内閣文庫
永禄 09 0 0 0 15660201 諸国 諸国飢饉、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

永禄 09 0 0 0 15660201 遠江 引佐郡祝田郷、農民困窮を訴え、徳政行われるも、不履行の為十一年訴訟、一揆起きる、
松木氏年代記
抜粋 百姓一揆総合年表

永禄 09 0 0 0 15660201 信濃 佐久郡武田氏領海口郷、二年間の凶作困窮から、過半逃散、井出文書 百姓一揆総合年表

永禄 09 0 0 0 15660201 伊豆 田方郡丹那は風損により、百姓退転を訴え、減税を求める、静岡県史中世
3-3318 静岡県史中世

永禄 09 0 0 0 15660201 駿河 当国諸損亡の年、 静岡県史中世
3-3362 静岡県史中世

永禄 09 0 0 0 15660201 会津 この年、大悪作、飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略年表
永禄 09 0 0 0 15660201 関東 前年より寒冷不熟、人民餓死（旭市史）、 長禅寺仏像銘 中世東国災害史略年表
永禄 09 0 0 0 15660201 天下 寅年、天下渇水、人民死ス、 王代記 山梨県史資料編 6

永禄 09 0 0 0 15660201 下野
氏家御頭 泉郷 御頭懈怠、子細ハ塩ノ谷左衛門殿御持候、
指申候得共、大風五年ヨリ以後ニ、ライシハカリニテ勤
役申事ハ、余ニハヽカリニ候トテ、シキリニ侘言ヲナサ
レ 御頭無之候也、

今宮祭祀録（西
導寺本）

高根沢町史史料編
1

永禄 09 1 0 0 15660201 陸奥

（弘前）正月元日晴天、去ル十二月より大凶年及、餓死之
者甚多く、非人夥敷出、往来ニも死人日々有之、米直段
銀五［ ］ニ相成申候、…当年順気能、五穀豊熟ニ納り候得共、
昨年大不作故ニ、百姓手入行届ケ不申、荒田多［ ］り出穀
不足ニ而、米高直御座候、

日記 八木橋文庫

永禄 09 2 0 5 15660306 山城 雨、今夜大風吹損事有之、 永禄九年＜丙
寅＞記 続群書類従 29下

永禄 09 2 0 9 15660310 出雲
［佐波興連袖判花栗連親奉書 森甲斐守宛］□（元ｶ）定拘之
内、竹岡（出雲国）之うしろ田四反之事、近年荒所候、然
者彼在所、涯分開次第、可申付之由候、…

豊北町林家文
書 20

山口県史中世 3

永禄 09 2 0 11 15660312 甲斐

［彦三郎子供売券 かい主や七郎殿宛］（端裏書）「や七郎殿
へ参 ひこ三郎」大かしにつき申候て、身体をまかせおき申
候、然者、仁人の子ともを壱貫二百文ニ、永代にあつけ
申候、末代におき候て、誰人もいらんの申候ハヽ、此証
文のさきとして、公方わたくしのきらいなく、御さた候
ハん者なり、永代之状如件、／なをなを申候、ます物の
うりかいにて、三升ますに、一くわん二百文かはかり申候、

山 梨 県 三 浦
（小）家文書 戦国遺文武田 978

永禄 09 3 0 5 15660405 大和 大風吹、築地屋ね損了、雨下了、 多聞院日記 1 角川書店
永禄 09 3 0 8 15660408 大和 当坊西ノ築地風破、 多聞院日記 1 角川書店

永禄 09 3 0 14 15660414 伊豆 風損ニ致退転之由申間、今来年之間、一日五疋ツヽニ被定候、 川口文書 戦国遺文北条 938

永禄 09 3 0 24 15660424 大和 此比、国中一円、爰元悉三日病、風気はやり、無漏人、 多聞院日記 1 角川書店

永禄 09 4 0 0 15660430 肥前 ～五月、春より雨一滴も降らず、…青苗さながら枯渇し、耕しても空地となる、 北肥戦誌 旱魃霖雨史料

永禄 09 4 0 24 15660523 大和 雨気少下、今日迄ハ全々雨不下、 多聞院日記 1 角川書店

永禄 09 5 0 1 15660529 信濃 五月朔日御神事免五百文之所、雖罹水損候、小井河惣次郎如前々可勤之事、
諏訪上下社祭
祀再興次第 10

山梨県史資料編 6

永禄 09 5 0 10 15660607 大和 寅剋より夜明迄、雨少ツヽ下了、近日一向不下、咲止々々、多聞院日記 1 角川書店
永禄 09 6 0 7 15660704 京都 大雨雷鳴、 言継卿記 日本凶荒史考
永禄 09 6 0 7 15660704 大和 大雨下、日中後止了、 多聞院日記 1 日本凶荒史考

永禄 8年（1565）～永禄 9年（1566）
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永禄 09 6 0 7 15660704 山城 雨、雷鳴・大洪水云々、 永禄九年＜丙
寅＞記 続群書類従 29下

永禄 09 6 0 8 15660705 京都 降霜、 続本朝通鑑 日本凶荒史考
永禄 09 6 0 8 15660705 大和 大雨、日中後止、 多聞院日記 1 日本凶荒史考
永禄 09 6 0 8 15660705 天下 霜降、大饉、天下三分一死、 享禄以来年代記 続群書類従 29下
永禄 09 6 0 8 15660705 天下 隕霜、又天下饑、人相枕、 続史愚抄中篇 49 新訂増補国史大系

永禄 09 7 0 25 15660820 京都
夜より南向（言継室）霍乱を煩う、頭痛悪心熱気あり…
二十九日、大和宮内大輔診察に来る…瘧病（マラリヤ）と
診断（8月 28日瘧病全治）、

言継卿記 室町安土桃山時代
医学史の研究

永禄 09 7 0 29 15660824 大和 近日炎天、心落論西室祈雨在之、 多聞院日記 1 角川書店
永禄 09 8 0 0 15660825 常陸 飢饉、 東州雑記 佐竹家旧記 6

永禄 09 8 0 2 15660826 大和 為祈雨、於西室郡内（群参カ）論在之、炎天咲止々々、 多聞院日記 1 角川書店

永禄 09 8 0 5 15660829 大和 明日、奈良中祈雨、南円堂御間、一万度用意、荒神之祓水屋ニテコリ、悉以取之了、 多聞院日記 1 角川書店

永禄 09 8 0 6 15660830 伊豆 西浦重州百姓欠落書立、 土屋二郎蔵 戦国遺文北条 974

永禄 09 8 0 7 15660831 大和 為祈雨、於十三重群参経在之、出了、 多聞院日記 1 角川書店
永禄 09 8 0 8 15660901 大和 群参祈雨出了、雨不下、咲止々々、 多聞院日記 1 角川書店
永禄 09 8 0 12 15660905 大和 群参出了、雨不下、咲止々々、 多聞院日記 1 角川書店
永禄 09 8 0 23 15660916 京都 し雨の御いのり、しよ寺しよしやへ、おほせいたさる、 御湯殿上日記 日本凶荒史考
永禄 09 8 0 26 15660919 大和 今日迄、西室一時卅頌在之、雨不下、咲止々々、 多聞院日記 1 角川書店

永禄 09 8 0 28 15660921 大和
八月廿三日之竜王之能、同廿八日ニ延引シテ在之、三日
之内ニ無之ケレバ、其以後者無之事、先例也、然共、当
年者、祈雨最中之間、竜王江之懇志ニ、日数延共、能在之也、

薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

永禄 09 8 1 0 15660924 武蔵 先月以来、打続大雨故、洪水万方、通路不自由之間、以大軍之動、難成候間、延引差行無之候、（25日付） 北条氏照書状 群馬県史 2322

永禄 09 8 1 2 15660925 大和 大雨下了、 多聞院日記 1 日本凶荒史考
永禄 09 8 1 3 15660926 大和 又大雨、昼夜不止了、 多聞院日記 1 日本凶荒史考

永禄 09 8 1 6 15660929 伊豆
［北条氏康印判状 山角康定・伊東政世宛］西浦重洲百姓欠
落書立／（中略）以上八人／右欠落之百姓、為国法間、彼
在所領主・代官ニ相断、早々召帰…

土屋文書 沼津市史 380

永禄 09 8 1 11 15661004 大和 昨夜、大雨下了、百姓衆損免事申来、手間入了、 多聞院日記 1 日本凶荒史考
永禄 09 8 1 21 15661014 大和 十八日より廿三日迄、昼夜無止雨降了、以外水損也、 多聞院日記 1 角川書店

永禄 09 8 1 25 15661018 武蔵
［北条氏照書状 正木左近大夫（時忠）宛］一、来翰珍閲、仍
当調儀遅延、不審之由、尤無余儀存候、当口之事、先月
以来打続大雨故、洪水、万方通路不自由之間、以大軍之動、
難成候間、延引、差行無之候、…

早大図書館所
蔵文書

千葉県の歴史中世
4-567

永禄 09 9 0 3 15661025 信濃 藤嶋之宝殿・玉垣・鳥居・小河之郷之役たるの由、本帳如此、雖然、彼郷者、毎年水損故、造宮断絶、
諏訪上下社祭
祀再興次第 9

山梨県史資料編 6

永禄 09 9 0 5 15661027 大和 今暁、雷電ミシキリ、大雨仰天了、 多聞院日記 1 角川書店

永禄 09 9 0 30 15661121 信濃
小県之郡洗馬・曲尾・横尾、彼三ケ郷之造宮銭、…然ニ
百姓等令難渋之間、双方遂対決分之□□処ニ、上古者莫
大納来候旧例歴然也、但民力相疲之由、訴申所、非無道理、
然則者、以撫民之儀、令寛宥畢、

諏訪上下社祭
祀再興次第 11

山梨県史資料編 6

永禄 09 9 0 30 15661121 信濃

一、筑摩郡之内為十六郷之役、…／弐貫文＜是者、有荒
田之由、百姓侘言候間、右之積之内、七百文、一往赦免＞
片志之郷／…五貫文＜荒地候間、積之内壱貫三百文赦免＞
畑・佐溝／…五貫文＜依有荒地、積之内壱貫三百文免許＞
小坂・大池両郷／…

諏訪上下社祭
祀再興次第 11

山梨県史資料編 6

永禄 09 9 0 30 15661121 信濃

安曇之郡之内、為小倉之郷役、春宮之あかすの門并外垣
四間、立来候処ニ、彼郷中造宮銭難渋之由、高木喜兵衛
言上、然間、彼百姓召寄、相尋候処ニ、荒田数多候由、
及其訴、高木言上にも、不作之地無紛候間、右両様之造
宮銭不可叶候条、外垣之分、当年者、高木為祈禱、可致
建立之由申条、尤ニ候、郷中へ者、以寛宥、当歳者三貫
文可相済之由、令下知者也、

諏訪上下社祭
祀再興次第 11

山梨県史資料編 6

永禄 09 9 0 30 15661121 信濃 秋宮二之御柱之事、高井之郡之内、為大境之郷之役之由、本帳ニ候へ共、荒地故退転、…
諏訪上下社祭
祀再興次第 11

山梨県史資料編 6

永禄 9年（1566）
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永禄 09 10 0 26 15661217 駿河
［今川氏真判物写 今宿商人等宛］今宿法度之事、一、毎年
各江売渡絹布以下、為其価請取米穀、并諸国損亡之年、
従勢州関東江買越米穀受用之時者、年来友野座方令商売
云々、…

判物証文写今
川 1

内閣文庫

永禄 09 12 0 7 15670127 伊豆
［葛山氏元印判状 口野五ケ村百姓中并両上使宛］口野村陣
夫五人／此渡方（中略）以上／右此分可相渡之由、従去春
申付処、以半分之積、可相渡之由候而、于今令難渋、甚
以曲事也、…

植松文書 沼津市史 383

永禄 10 0 0 0 15670219 会津 大けかちニて、ことことく皆々うへ死ニ申候、五月より代首尾永楽ニ罷成申候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

永禄 10 0 0 0 15670219 諸国 諸国富貴、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

永禄 10 0 0 0 15670219 駿河
［元亀 2.4.20.北条家印判状写 庄新四宛］泉郷（駿東郡）百姓
窪田十郎左衛門者、闕落之事／卯歳（永禄 10）闕落 豆州み
ろく寺ニ有之、壱人 女梅 同子壱人／…右欠落之百姓…急
度可召返者也、

判物証文写今
川 2

戦国遺文北条 1477

永禄 10 1 0 1 15670219 大和 昨日大雪下、一尺五寸モアルヘキ歟、五十年以来不覚之云々、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 10 2 0 26 15670415 信濃

［武田氏信濃海口郷定書 海口之郷宛］乙丑（永禄 8）・丙寅
（同 9）両歳、田畠之作毛不熟、因茲、庶民令困窮、過半逐
電之由、被聞召及候之間、為御憐愍、自当丁卯三月、至
于来歳庚午之三月、伝馬役被成御免許畢、然者、分散之
地下人等、可相集郷中之趣、厳重之御下知候者也、仍如件、

長野県井出家
文書

中世法制史料集
5-639

永禄 10 3 0 29 15670518 京都 晦日、水あやつり（水論）喧嘩仕出し… 目代日記 北野天満宮史料
永禄 10 5 0 10 15670626 大和 近日炎天、作毛如何之処ニ、今日一日雨下、満足畢、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 10 5 0 28 15670714 大和 近般、炎天以外也、如今者、可為皆損歟、天災地変一時也、悪業増盛之所至歟、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 10 5 0 30 15670716 大和 近日、炎天以之外也、南ハ夕部、事之外雨下之由也、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 10 6 0 0 15670717 会津 一～六月、霖雨洪水、山崩谷埋、田畠人家流出、大悪作、大飢饉、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

永禄 10 6 0 2 15670718 大和 群参大般若経、於八講屋在之、為祈雨之也、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 10 6 0 4 15670720 大和 祈雨仁王講、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 10 6 0 12 15670728 大和 祈雨同音論、於十三重在之、出了、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 10 6 0 17 15670802 大和 田舎之様、以之外ノ炎天也、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 10 6 0 21 15670806 大和 近般、炎天焦胸者也、今夕少下了、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 10 7 0 0 15670815 伊予
七月下旬に、…当年夏初めより今において、打ちつづき
雨ふり、山合いの作は悪しく、百姓ら飢えにおよび申す
べく候、

清良記 12 松浦郁郎校訂

永禄 10 7 0 16 15670830 大和 為祈雨、於新薬師、心落論在之、出了、六十人余出仕、… 多聞院日記 2 角川書店
永禄 10 7 0 20 15670903 大和 為祈雨於一切経御廊重難十講在之、互為問答也、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 10 7 0 25 15670908 大和 明日、布留宮祈雨オトリノ用道具ノ事、…今井へ隠物之内取出ニ長賢房下了、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 10 8 0 4 15670916 大和 一坂早田毛見ニ等春・マコ下了、半所歟と申、咲止々々、多聞院日記 2 角川書店
永禄 10 8 0 6 15670918 大和 為祈雨、彼是祈禱於十三重三ケ日同音論在之、出了、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 10 8 0 10 15670922 大和 奈良領昨日毛見之処、皆損之由、沈思々々、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 10 8 0 11 15670923 大和 当年日損過法之条、請口米種々侘言、五石五貫ニ申調了、多聞院日記 2 角川書店
永禄 10 8 0 14 15670926 大和 猿沢池へ水可入之間、人夫可出之由各々勧之間、一人出了、多聞院日記 2 角川書店

永禄 10 8 0 20 15671002 大和 深学（宗）上了、早田僅ニ三貫四五百、四石程在之、以之外之日損也、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 10 9 0 3 15671015 京都 大井河水出之間、自路次各帰葉室了、 言継卿記 4 続群完成会

永禄 10 9 0 7 15671019 山城
幕府、山城広隆寺をして、旱天の時はその池水を法事田
に灌漑せせめ、同寺薬師堂西馬場を寺内に準じて修理を
加えしむ、

広隆寺文書 史料綜覧 10-664

永禄 10 9 0 8 15671020 京都 御忌日田損免之事、能哲申候て被来候、… 目代日記 北野天満宮史料
永禄 10 9 0 28 15671109 大和 従夜中大雨下了、一日不止降了、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 10 12 0 14 15680123 大和 等春より米代済了、三石四斗余損亡了、錯乱故之間、不及力次第也、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 9年（1566）～永禄 10年（1568）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永禄 11 0 0 0 15680208 伊豆
［元亀 1.4.9.北条氏康印判状 伊東九郎三郎宛］西浦重洲百
姓／辰（永禄 11）歳、五郎二郎／以上／右百姓、大沢郷（修
善寺町？）ニ辰歳以来有之由候、御領所為百姓間、為先此
印判搦捕、重須へ指越、土屋ニ可渡之… 

土屋文書 沼津市史 440

永禄 11 3 0 7 15680414 大和 依去年日損、収納無之間、今日弔経以下全無之、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 11 4 0 11 15680517 大和 大水ニテ、下市ノ渡リ無之間、吉野ニ留了、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 11 4 0 18 15680524 伊豆
［北条氏康印判状 伊東代小屋・山角代山田・木負村百姓中
宛］西浦之内木負村御年貢納様之事／（中略）以上／右百姓
退転之由、御侘言申上間、以御憐愍、三ケ年之間、塩年貢ニ
被相定畢、田畠荒地令開発、郷中無恙様ニ、仕立可申者也、

相磯文書 沼津市史 386

永禄 11 4 0 30 15680605 大和 当年、麦子チカ付て、クサリ了云々、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 11 5 0 24 15680629 大和 昨夜越近日又大雨下了、近年不覚処也、満作也、行末ハ不知、先々珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 11 6 0 9 15680713 大和 当年、雨繁降下事無之、可為満作と、上下祝著々々、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 11 6 0 16 15680720 大和 近日、雨不下、田舎キヒマカス、咲止々々、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 11 6 0 23 15680727 大和 昨夜、雨下了、日中後大雨風了、 多聞院日記 2 日本凶荒史考
永禄 11 6 0 24 15680728 武蔵 大水入、 年代記配合抄 内閣文庫
永禄 11 6 0 24 15680728 京都 自夜中風、折草木枝、深雨、 言継卿記 4 続群完成会

永禄 11 6 0 24 15680728 大和 一日、大雨風了、箸尾ノ屋吹倒了、山木方々倒了、近来ノ大風也、愚坊ノ築地・北西ノヤ子吹下了、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 11 6 0 24 15680728 京都 昨今大風、 続史愚抄中篇 49 新訂増補国史大系

永禄 11 6 0 25 15680729 大和
一夜大雨降了、如今者、早田ノ花散、瓜茄子夏マメ以下、
悉以風損大ケカツ也、麦作満作ノ処、大雨ニヨテクサリ、
此比如此、行秋心細キ事也

多聞院日記 2 日本凶荒史考

永禄 11 6 0 25 15680729 京都 大洪水、葉室令同道、水見物に罷向、廿五年以前之水に少浅云々、従大井川西七条如海、 言継卿記 4 続群完成会

永禄 11 6 0 25 15680729 大和
去夜、六打ノ時分ヨリ風止、一夜大雨降了、如今者、早
田ノ花散、瓜・茄子・夏マメ以下悉以風損大ケカツ也、
麦秋満作ノ処、大雨ニヨテクサリ、此比如此、行秋心細
キ事也、

多聞院日記 2 角川書店

永禄 11 6 0 26 15680730 京都 朝食以後、水見物に罷出、自昨日莫大落了、但未舟不渡之、言継卿記 4 続群完成会
永禄 11 7 0 6 15680809 京都 大水出云々、 言継卿記 4 続群完成会

永禄 11 7 0 18 15680821 信濃

［武田信玄書状写 斎藤刑部少輔殿宛］越府衆、向其表ニ在
陳、為後詰、早速、至頸城郡乱入相急候之処、連雨故、千曲・
犀川、両瀬共ニ往還断絶、因茲、延引存之外次第候、但二、
三日之内、渡出来、攸天之与候之間、明日令越河候、猶
当備無油断体、可有使僧演説候、恐々謹言、

金沢市立玉川
図書館所蔵［松
雲公採集遺編
類纂］

戦国遺文武田 1301

永禄 11 11 0 1 15681129 大和 夜ヨリ雨一日下了、為草木吉云々、此卅余日も不下、大雨之間、妙徳院へも不出、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 11 11 0 25 15681223 大和 従暁大雪降下、一日不消降了、四五寸も可在之、今日十一月の中冬至也、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 12 0 0 0 15690127 能登 一切万物米ニ売買、一円代物不立用、天下此［  ］、 永光寺年代記 加能史料研究 2
永禄 12 0 0 0 15690127 伊勢 伊勢…在々飢饉ニテ、人々皆餓死セリ、 皇継年序 日本災異史

永禄 12 0 0 0 15690127 天下 葛西晴胤仏詣、天下富貴、代百文ニ米三斗、大豆百文ニ壱石、 加納年代記 石巻の歴史 1

永禄 12 2 0 22 15690319 大和 大風雨ふり申候、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 2 0 23 15690320 大和 日中過、大風吹、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 2 0 26 15690323 大和 日中時分、あられふる、雨もまぢり申候、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 3 0 0 15690328 紀伊 新宮霰降、如夏桃、 熊野年代記 印影本

永禄 12 3 0 0 15690328 相模 己巳歳（永禄 12）斑目郷風損之侘言百姓中頻而申ニ付而、
検見之上、自今以後之納所引方共ニ定事、 相州文書 戦国遺文北条 1369

永禄 12 3 0 1 15690328 大和 近般、日数ノカサハヤル、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 3 0 5 15690401 大和 風吹後、大雨下、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 3 0 9 15690405 大和 大風雨降了、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 3 0 10 15690406 紀伊 大霰、夏ももほと也、 熊野史 日本の気象史料
永禄 12 3 0 11 15690407 大和 及夜、アラレ下了、昼ハ雨風モ不下、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 3 0 19 15690415 大和 雨つよく降、…大雨後、夜時分、雨はるゝ、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄11年（1568）～永禄12年（1569）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永禄 12 3 0 22 15690418 大和 送雨狂風近日細也（々カ）在之、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 3 0 22 15690418 大和 朝大風吹、雨少降、やがてはるゝ、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 4 0 1 15690427 大和 大雨、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 4 0 3 15690429 大和 今日雨少も不下、可為満作ト申、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 4 0 8 15690504 大和 夜四つ過より、雨少降、又やがてはれ、又暁よりつよく降、二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 4 0 9 15690505 大和 大雨下、…七つ時より雨降はるゝ、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 4 0 19 15690515 大和 暁大風雨下、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 4 0 20 15690516 天下 大雪降、厚二尺計、雖然天下富貴、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

永禄 12 4 0 20 15690516 大和 夜中より大雨風、一日不止、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 4 0 20 15690516 大和 大雨風以外也、屋敷麦皆々吹ころばかし申、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 4 0 21 15690517 大和 四時分より又雨つよく成、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 5 0 14 15690608 大和 節替、五月ニ入、雨少下了、近日一向不下、如何、心細者也、多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 5 0 25 15690619 大和 夕、大雨下、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 5 0 26 15690620 大和 近般、卅日も雨不下、沈思之処、今暁より少雨下了、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 5 0 27 15690621 大和 従日中時分、明及昼夜、大雨下、農作満足、珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 5 0 30 15690624 大和 大雨下、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 5 1 1 15690625 大和 昨夜大雨下、満作、珍重々々、日中後より又下了、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 5 1 7 15690701 大和 南向もち風おこるよし申候、…夜へ成候て、尚大雨下、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 5 1 13 15690707 大和 朝少天晴、後大雨下、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 5 1 22 15690716 大和 大雨下、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 5 1 24 15690718 大和 大雨風、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 5 1 29 15690723 大和 昨日以外炎天にて、霍乱煩出了、一日平臥了、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 6 0 13 15690805 大和 八過程より大夕立降、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 6 0 14 15690806 大和 谷田、昨日大雨ニ水入由、注進申、如何様ニも、すなをあげ申由下知、…七時より大雨下、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 6 0 15 15690807 大和 大雨下、 二条宴乗記 1 ビブリア 52

永禄 12 6 0 21 15690813 信濃
［武田家朱印状（跡部大炊助＜勝資＞奉之） 小河郷・牛牧郷
宛］定／小河・牛牧両郷（伊那郡）及水損之由候、早集郷中
之人足、川除之普請、厳密ニ可相勤之旨、有 御下知者也、
仍如件、

長野県湯沢家
文書 戦国遺文武田 1421

永禄 12 6 0 29 15690821 大和 近日雨不下、畠物沈思之由申了、南ハ近日夕立降下由也、多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 7 0 9 15690831 大和 近般、以之外炎天、於西屋、昨日ヨリ心落ノ仁王経在之了、多聞院日記 2 角川書店
永禄 12 7 0 13 15690904 京都 自巳刻雨降、終夜大風大雨、 言継卿記 4 続群完成会

永禄 12 7 0 13 15690904 大和 日中後大雨風了、坊ノヤネ吹損了、乍去、此卅日も不下、咲止処、雨下、万人喜悦、珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 12 7 0 17 15690908 大和 昨夜雨下、少ナレトモ潤、吉、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 12 7 0 28 15690919 大和 木津へ風損之由申間、田地一通見之所、無殊儀満作、珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 12 8 0 2 15690922 京都 雨降、大風、亥刻罷、…以外大風、旅宿之やね悉破却、仍西隣＜与五郎子也＞之二階へ移了、方々所々破損了、 言継卿記 4 続群完成会

永禄 12 9 0 0 15691020 駿河
［元亀 2.4.20.北条家印判状写 庄新四宛］泉郷（駿東郡）百姓
窪田十郎左衛門者、闕落之事／（中略）巳（永禄 12）九月闕
落 豆州狩野内立野ニ有之、壱人 善三郎親子三人／…右欠
落之百姓…急度可召返者也、

判物証文写今
川 2

戦国遺文北条 1477

永禄 12 9 0 7 15691026 大和
去年、於柿森八条庄納分四十石納置之処、従金吾不例ニ
六斗ツヽ被取了、損亡之間、寺門へ詫言之処、種々ノ儀
ニテ十四石遠慮、…

多聞院日記 2 角川書店

永禄 13 0 0 0 15700215 会津 さくにことことくたかり申候、さやうニ候へ共、米五六文つつうれ申候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

永禄 13 1 0 23 15700309 駿河［穴山信君判物 宛所欠］承元寺門前并百姓等、早々罷出、
可令居住、諸役以下令免許者也、仍如件、

静岡市誓願寺
文書 戦国遺文武田 1494

永禄 13 2 0 9 15700325 大和 又大雨下、四打、大雨ニ宿へ帰申也、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄 13 2 0 10 15700326 大和 大雨・雪下、以外ヌレ申候、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄12年（1569）～永禄13年（1570）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

永禄 13 2 0 13 15700329 大和 四時より、大雨・神鳴也、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄 13 2 0 14 15700330 大和 雨下、未風吹申也、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄 13 2 0 16 15700401 大和 夕帰ニ大雨ニ逢、ヌルヽ也、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄 13 2 0 25 15700410 大和 夕、大風雨、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄 13 2 0 26 15700411 大和 大雨風、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄 13 3 0 11 15700426 大和 大雨下、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄 13 4 0 5 15700519 大和 昨日巳剋ヨリ、入夜、大雨下了、近日不降、苗代等沈思之処、珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 13 4 0 5 15700519 大和 雨気、日中時分より大雨下、…大雨下、カチヤウツリ初也、二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄 13 4 0 6 15700520 大和 今暁迄大雨下了、耕作珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店
永禄 13 4 0 6 15700520 大和 ことごとしき雨、…四打程ニ雨上、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄 13 4 0 12 15700526 大和 雨少こぼるゝ、…夜、猶大雨ニ成、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

永禄 13 4 0 13 15700527 大和 昨夜ヨリ弥大雨下、満作たるへし、珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 13 4 0 13 15700527 大和
大雨下、…西御所ヘ参、路次にて笠を吹返され、あたし
たをふミぬき申候、はなをきれ申候間、路次ニ堀之有所
へ入て置、帰ニ取、…

二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 4 0 23 15700606 改元 依兵革歟、子細欠、 続史愚抄 古事類苑 1

元亀 01 5 0 6 15700619 大和 夜、大雨ニ成、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 5 0 7 15700620 大和 夜日中迄、大雨下了、作毛満足、尤々、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 01 5 0 7 15700620 大和 大雨下、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 5 0 8 15700621 大和 夕、大雨ニ成、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 5 0 13 15700626 大和 天晴、…日中過より川へ参、大雨下、…夜、又大雨下、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 5 0 15 15700628 大和 大雨、夜より下、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 6 0 0 15700713 駿河
［元亀 2.4.20.北条家印判状写 庄新四宛］泉郷（駿東郡）百姓
窪田十郎左衛門者、闕落之事／（中略）午（元亀 1）六月闕
落 武州府中ニ有之、壱人丹…右欠落之百姓…急度可召返
者也、

判物証文写今
川 2

戦国遺文北条 1477

元亀 01 6 0 10 15700722 大和 大雨下、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 7 0 0 15700812 肥前 霖雨、五月雨ニモ猶マサリテ、降ツヅキ、洪水、 西国盛衰記抄 旱魃霖雨史料
元亀 01 7 0 5 15700816 大和 近般、雨一向不下、今日少降了、 多聞院日記 2 角川書店

元亀 01 7 0 7 15700818 大和
天晴、哥七首、七夕ニ千句、其内一首余、雨降不申候間、
雨ごひの心を／七夕の側の床に置露乃／雨に成ぬるあめ
が下かな／

二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 7 0 11 15700822 大和 昨日ヨリ、於西室、祈雨心落論在之、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 01 7 0 13 15700824 大和 祈雨仁王講在之、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 01 7 0 14 15700825 会津 大風吹候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ
元亀 01 7 0 15 15700826 大和 暁雨下、各御満足也、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 7 0 16 15700827 大和 為祈雨、一時卅頌在之、出了、雨少々雖下、いかにも不足故也、 多聞院日記 2 角川書店

元亀 01 7 0 16 15700827 大和 及夜、大雨下了、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 01 7 0 16 15700827 大和 雨下、うるほひニ珍重之、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 7 0 17 15700828 大和 昨夜、雨下之間、祈雨延引了、 多聞院日記 2 角川書店

元亀 01 7 0 19 15700830 大和
雨下、珍重々々、昨日、布留おどり有、…今日も当年之
雨ごいニおどり申候よし也、夜前も四ハナおどり有之、
見物は不申、…夜尚雨下、

二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 7 0 20 15700831 大和 雨下、珍重也、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 8 0 0 15700910 東海 大風抜屋敗稼遠参尤甚、大君令三奉行巡視… 逸史 日本の気象史料

元亀 01 8 0 0 15700910 駿河
［元亀 2.4.20.北条家印判状写 庄新四宛］泉郷（駿東郡）百姓
窪田十郎左衛門者、闕落之事／（中略）午（元亀 1）八月闕
落 同所（豆州みろく寺）有之、壱人 女乙…右欠落之百姓…
急度可召返者也、

判物証文写今
川 2

戦国遺文北条 1477

元亀 01 8 0 1 15700910 大和 雨下、珎重之、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 8 0 3 15700912 大和 昨夜及暁大雨下、満足了、昨日、西室心落祈雨同音論在之、今日ハ無之、 多聞院日記 2 角川書店

永禄 13年（1570）～元亀元年（1570）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

元亀 01 8 0 5 15700914 甲斐 大風、 妙法寺記 日本の気象史料
元亀 01 8 0 21 15700930 東海 暴雨烈風シテ、参、遠二州殊ニ家数大破シ、作毛皆損ス、武徳編年集成 日本凶荒史考
元亀 01 8 0 21 15700930 大和 大雨下、日中時分はるゝ、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 8 0 30 15701009 大和 以外霧、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 9 0 2 15701011 大和

天晴、北大・進左御領、損免事ニ御出、やぶらるべきよ
し、然ば人夫共、里々へ申付候、百姓共おどろき参、色々
申上、二升五合ニ先度被仰出候、其上ハ中々不可有御同
心由、百姓衆も二升八合ならバ、御請可申由申、切かり
あげられ候ても、如何候之間、我等罷立、助二郎・八郎
を珠慶局へ呼よせ、止咲千万候、年寄百姓衆へ御異見候
て、可然旨申付也、各北大へも、如去年申候て、見可申
間、百姓衆同道可申か、尋候へと申処ニ、迷惑ながら御
請可申由申候間、北大・法眼・進左へ談合申処ニ、如去年、
可然由承間、則百姓へ助二郎・八郎以両人申出、祝着申
旨申上、一進仕、珎重之、…

二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 9 0 13 15701022 摂津

十三日夜、楼河岸河口二ケ所ノ取出ヘ勢ヲ出シ、…十三
日ノ朝ヨリ西風頻リニ吹、西海ヨリ高塩吹上、淀川逆ニ
湛エケリ、三好方ヨリ川端ノ堤ヲ切リケレバ、水内へ入、
信長衆ノ陣屋へ水入、難儀ニ及ブ、依之、同十四日、信
長方楼ヲ田ノ中ニアマタ上ラルヽ、

足利季世記 後鑑 344

元亀 01 9 0 13 15701022 大和 夕、大雨風、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 10 0 5 15701112 大和 夕後、夜時分ヨリ大雨風、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 10 0 8 15701115 大和 天晴、大霜、水初而氷也、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 01 11 0 26 15710102 大和 大風雪下、暁猶大風吹了、 二条宴乗記 2 ビブリア 53

元亀 02 0 0 0 15710205 能登 米ニテ同前、疱瘡ニ小児死、数不知、 永光寺年代記 加能史料研究 2

元亀 02 0 0 0 15710205 会津 御きたさま（芦名盛興）御わつらいにつゐて、十月一日より、御酒とまり申候、…又八月二十五日ニとくせい入候、塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

元亀 02 0 0 0 15710205 近江 夏比、江州坂本、志賀、大津、依疫癘、数輩病死等、 東寺光明講過
去帳 大日本史料 10-8

元亀 02 1 0 28 15710304 大和 疱瘡以外増倍、薬五人へ遣之、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 02 2 0 2 15710307 大和 疱ノ薬ヨコタヤヘ遣之、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 02 2 0 27 15710401 大和 九ツ時より雨下、夕、大雨風、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 3 0 0 15710405 能登 ～四月、大疫、老若数多［  ］、 永光寺年代記 加能史料研究 2

元亀 02 3 0 1 15710405 大和 今暁地震、大神動、病・ヒテリニ立ト云々、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 02 3 0 2 15710406 大和 雨風、…夕、猶大雨、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 3 0 6 15710410 甲斐［武田家朱印状 朝比奈駿河守信置宛］定／其知行本百姓、
雖他所徘徊候、如前々、可被召返候、… 甲州文庫文書 戦国遺文武田 1666

元亀 02 3 0 7 15710411 大和 天晴、曇、雨気、日中過より雨下、大風、…夜、以外風つよく吹申候、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 4 0 6 15710509 常陸 夏節ニ入、日々霜降ルナリ、 吉備雑書抄書
（安得虎子１） 牛久市史料中世Ⅱ

元亀 02 4 0 8 15710511 大和 雨下、風吹、…夜、大雨ニ成、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 4 0 25 15710528 大和 夜、ヰナ光し、大雨下、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 4 0 26 15710529 大和 昨夜、大雨、雷電ヲヒタヽシ、夜明レハ雨気モナシ、 多聞院日記 2 角川書店

元亀 02 4 0 30 15710602 駿河 獅子浜百姓退転候之間、前々役不致之、舟共改役等申付之事、 植松文書 戦国遺文北条 1480

元亀 02 4 0 30 15710602 伊豆［北条氏光印判状 植松右京助宛］一、獅子浜百姓退転候之
間、前々役不致之、舟共改役等、可申付之事、… 植松文書 沼津市史 462

元亀 02 5 0 0 15710603 常陸 五月ニ山ハ雪フルナリ、 吉備雑書抄書
（安得虎子 1） 牛久市史料中世Ⅱ

元亀元年（1570）～元亀 2年（1571）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

元亀 02 5 0 3 15710605 大和

古川御下地、水ふかく、引口無之間、作仕事難成候、様
躰見ニ御出、…其より、超昇寺より、御領山へ竹をさし
越申候、不謂サヰメを過申候間、見ニ御出、帰ニ彼古川
百姓衆、北市善宗所にて酒を申候、妙彼田へ入可申候間、
年字申請度由申候、当年地子無之、来年より三ケ年、七
斗づゝ運上可申由、同御米升定三ケ年内カマを不入、不
作候て、次年へ被延、七斗被召候て、可被下由、堅各申
上者也、其通ニ各御同心候て、御帰也、当年ヨリ四年過ハ、
如前之宅見以上、可被取納者也、

二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 5 0 7 15710609 大和 天晴、夕雨降、吉雨也、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 6 0 10 15710712 大和 昨夜又大雨降、五穀成就、珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 02 6 0 13 15710715 大和 暁雷電大雨降下、近年不覚洪水也、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 02 6 0 13 15710715 大和 近年大水、雨ハ上、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 6 0 19 15710721 大和 南ニ疫病以之外増倍之由之間、為祈禱大般若経転読之、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 02 7 0 23 15710823 大和 大雨下、珍重々々、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 8 0 1 15710831 伊勢
巳刻より大雨、申刻に至りて大洪水となり、宇治橋風宮
橋墜ち、死亡せしもの三人、不動堂前の岩石大に崩る、
中村楠辺鹿海に於て各一人の溺死あり、一昼夜間出水両
度、而して後の水高きこと一尺許、

皇継年序 日本の気象史料

元亀 02 8 0 8 15710907 大和 暁雨下了、近日不降、如当年、甘雨任思事無之、珍重々々、多聞院日記 2 角川書店
元亀 02 8 0 8 15710907 京都 大風云、 続史愚抄中篇 50 新訂増補国史大系
元亀 02 8 0 11 15710910 大和 暁ヨリ雨下了、甘雨也、畠之為尤也、一日夕迄下了、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 02 8 0 20 15710919 東海 夜大風生便敷吹出、よこ山之城塀矢蔵吹落し候へつる、 信長公記 日本の気象史料

元亀 02 8 0 20 15710919 大和 当年作毛遅々、内々飯米用意不足方々米無之間、やうやうニテ少ツヽ借用了、三斗助二郎ニ借用了、 多聞院日記 2 角川書店

元亀 02 8 0 21 15710920 上総 夜中ヨリ大風吹、大雨降、景虎大弓打入、 海上八幡宮年
代記 海上町史史料編 1

元亀 02 8 0 21 15710920 関東 夜大風、六十年已来に無之と云、 当代記 日本の気象史料
元亀 02 8 0 21 15710920 京都 自戌刻大風雨、 言継卿記 日本の気象史料
元亀 02 8 0 22 15710921 武蔵 夜中大風、 龍淵寺年代記 東大影写本
元亀 02 8 0 22 15710921 武蔵 夜大風吹、家悉破、大木枯木皆吹折、十月三日氏康死去、年代記配合抄 内閣文庫
元亀 02 8 0 22 15710921 大和 昨夜大雨風了、所々破損了、当方乾ノ方築地六七間吹破了、多聞院日記 2 角川書店
元亀 02 9 0 2 15710930 大和 大雨風、…夜尚大雨下、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 10 0 10 15711107 大和 雨下、…夜、以外大雨、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 11 0 7 15711203 大和 雨下、…夜尚大雨ニ成、以外ケカチ也、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 02 11 0 27 15711223 大和 十七ケ所ノ内、波志者・寺方・新在家三ケ所也、当年者、水入・風吹ニ、七百余御納由、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

元亀 03 12 0 12 15720107 伊豆
［北条氏光印判状 植松右京助・獅子浜百姓中宛］於獅子浜
前、立物可守之、但指引可為三ケ一、必精々入彼浦ニ而、
自当年、立物可致之者也、…

植松文書 沼津市史 491

元亀 03 1 1 3 15720226 大和 此五十日モ雨不下、日中後ヨリ入夜、少々雨下、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 03 1 1 5 15720228 大和 夜大風アラシ、ヒカリ物、たつミより、いぬいへわたる也、春日社司祐国記 大日本史料 10-12

元亀 03 1 1 9 15720303 大和 去五日夜…乾西ヨリ三方笠ホトナル光物、東辰巳ヘ飛フ、大風アラレフリ、以之外ナリ、…大凶事如何、 多聞院日記 2 角川書店

元亀 03 1 1 22 15720316 大和 廿日ノ暁、大地震了、火神動云々、人民死、日損ニ当ル歟、多聞院日記 2 角川書店

元亀 03 3 0 8 15720430 京都 夜、名残ノ霜アリテ、木草ノ若葉、悉ク枯シホミ、野山モ火ニテ、焼タルコトクニ成、
永禄以来年代
記 続群書類従 29下

元亀 03 3 0 8 15720430 京都
大和国春日山ノ木、数千本カレタル由、惣寺ヨリ注進ス、
三寸許ノ虫、背ハ五色ニシテ、跡前ニ角アリ、此虫木ヲ
クラフ音、山ヲヒヽカスト云々、

永禄以来年代
記 続群書類従 29下

元亀 03 3 0 11 15720503 甲斐
［武田穴山信君判物写 帯金美作守宛］中渡場之舟、去歳大
水故破損、不再興者、往還之士卒可為迷、然則不嫌郷中、
船木見立、可被申付候者也、仍如件、

旧和田村又左
衛門旧蔵文書
3

山梨県史資料編
4-1191

元亀 03 3 0 11 15720503 甲斐
［穴山信君判物写 帯金美作守宛］中渡場之舟、去歳大水故
破損、不再興者、往還之士卒可為迷、然則、不嫌郷中、
船木見立、可被申付者也、仍如件、

甲州古文書 1 戦国遺文武田 1804

元亀 2年（1571）～元亀 3年（1572）
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元亀 03 3 0 26 15720518 甲斐
［武田家朱印状］定／牛句郷 中下条郷 下方郷／大下条郷 天
狗沢郷 宮地郷／以上／上条之堰破損候間、右之郷中致談
合、可令再興之旨、御下知候者也、仍如件、…

石原家文書 1
山梨県史資料編
4-10

元亀 03 4 0 20 15720610 美濃 俄震雷シテ、二時計、桃程成氷フリ候、先代未聞之儀候、世上如何可在之候哉、不審なる仕立共候、 荘厳講執事帳 白山史料集下

元亀 03 4 0 25 15720615 大和 自昨日、至今日マテ、大雨下也、 春日社司祐国記 大日本史料 10-12

元亀 03 5 0 0 15720621 京都 中比、大雨風、霰フル事、ヲヒタヽシ、松尾ノ御祟ト云々、永禄以来年代記 続群書類従 29下

元亀 03 5 0 4 15720624 陸奥（弘前）五月四日、大雨大洪水 日記 八木橋文庫

元亀 03 5 0 14 15720704 常陸
五月十四、五、雨ふり候まゝ、廿七、八もふり候ハす候、
大ひてり、田おかかれ候、あまつほにもふり候ハす候（烟
田旧記）、

続常陸遺文 大日本史料 10-12

元亀 03 5 0 22 15720712 大和 春日山木、七千五百株枯、 続史愚抄中篇
50

新訂増補国史大系

元亀 03 6 0 0 15720720 会津 北方やまのかうり（耶麻郡）の（へイ）十月よりとくせひ入申候、酒の口十二月よりあき申候、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

元亀 03 6 0 0 15720720 京都 地震…大雨風、 永禄以来年代
記 続群書類従 29下

元亀 03 6 0 0 15720720 大和
夏大和春日山に虫を生ず、其頸三寸許にして背は五色、
前後に角あり、木を食ふとき山を動かす為に、数千本の
木枯れたりと、

厳助記 日本震災凶饉攷

元亀 03 6 0 1 15720720 天下 巳刻終ニ、大地震両度在之、当月地震ハ、天下人民多死、五穀不熟云々、咲止々々、 多聞院日記 2 角川書店

元亀 03 6 0 14 15720802 京都 祇園クハンカウノ砌、大風雨俄ニシテ、御供衆、駕輿丁モチリチリニ成、イト不思儀ナル事也、 年代記抄節 大日本史料 10-9

元亀 03 6 0 14 15720802 京都 大風雨（年代記抄）、 後鑑 日本の気象史料

元亀 03 6 0 14 15720802 上野
［武田家朱印状 高山彦兵衛尉宛］東平井（藤岡市）市之事／
…一、多比良領（吉井町）・高山領（藤岡市）之地下人、御
分国之内、何領中ニ居住候共、致還付、可令耕田畠之事
／…

藤岡市高山得
樹氏所蔵文書 戦国遺文武田 1913

元亀 03 6 0 15 15720803 大和 祈雨一時卅頌於西室在之、出了、 多聞院日記 2 角川書店

元亀 03 6 0 17 15720805 大和 申刻より夕マテ大雨下也、 春日社司祐国
記 大日本史料 10-12

元亀 03 6 0 17 15720805 大和 大雨下、上下太平、喜悦々々、 多聞院日記 2 角川書店
元亀 03 7 0 16 15720903 大和 フルノ雨乞ヲトリノ道具ノ事申間、宗五郎へ急調下了、 多聞院日記 2 角川書店

元亀 03 7 0 28 15720915 土佐 大風、豊長郷寺内村豊楽寺ノ堂破損ス、 土佐国編年紀
事略 大日本史料 10-12

元亀 03 7 0 28 15720915 近江（信長）江州柳瀬村に陣せらる、／此日大風吹き出でて大木を折り、民家を吹破る、是に由て、陣屋も悉く破損せり、北陸七国志 日本の気象史料

元亀 03 7 0 30 15720917 信濃

［武田家朱印状 小泉宗三郎など６名宛］定／福島（須坂市）
之祖母 福島之甚六／古野（長野市）之市右衛門 小高梨（須
坂市）之新右衛門／村山（同）之弥右衛門 村山之三之助／大
室（長野市）之文右衛門 西条（同）之 闕落 源三郎／こしはミ
（同）之 闕落…小尾三右衛門尉 新戸（上山田町）・くろひこ
の 闕落 小右衛門／屋代山田（同）之 闕落 清次郎 東条（長
野市）之 闕落 主計／件之輩、御分国を追放なされ候、其
近辺徘徊候者、召捕御注進尤候、努々疎略有へからさる
者也、仍如件、  

上田市小泉家
文書 戦国遺文武田 1930

元亀 03 9 0 9 15721025 大和 依炎旱、夕供御下行難調、日々遅参不及注進、 春日社旧記内
勘例 大日本史料 10-12

元亀 03 9 0 26 15721111 甲斐［武田信玄書状 長延寺（実了）・杉浦壱岐法橋宛］…漸及寒
気候間、至于越後長陣不可叶候、其分別尤候、…

尊経閣所蔵文
書 戦国遺文武田 1957

元亀 03 9 0 29 15721114 甲斐
［武田信玄・勝頼連署書状写 豊後守宛］…漸及寒天、就中、
其表深雪之時分候之条、先延引、来春者、雪も消、馬足
も融候者、必令出馬、可散鬱憤候、

武家事紀 33 戦国遺文武田 1962

元亀 03 12 0 25 15730207 近江

江州坂田郡長岡在所申来云、惣社賀茂大明神也、例年三
月二日ニ作初神田、而其後［  ］各令耕作也、依此段遅々、
毎年作毛不熟也、然間、三月以前ニ作初神田度也、以其
旨裁許之事申訖、予云、最（尤）也、然共有来儀神慮難測歟、
兎角此方次第之由申間、許容了、

兼見卿記 1 史料纂集

元亀 3年（1572-73）
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元亀 04 0 0 0 15730213 会津 かんはつ故、とくせひ入申候、（会津旱す、芦名盛氏徳政を令す、綜覧 11-33）、 塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

元亀 04 0 0 0 15730213 諸国

天正元年はいかなる年ぞや、五畿内より東は万作なるよ
し聞こえけるが、山陰・山陽・南海・西海は大旱魃にて、
前の元亀三年壬申秋八、九月は晴れて雲なく、雨降らず、
十月の節に入る日より晴れて、冬至の三日前より、また
雨降る、十二月は春雨のごとく暖かなり、さて天正元癸
酉正月初めより、二月彼岸まで雨降らずして、所々の井
水かわき、難儀せり、彼岸より雨降りて、四月朔日より
七月六日まで、雨やまず降りつづき、同月五日の午の刻
ばかりより、雷電おびただしく鳴りひびき、天地震動して、
今にも傾けるがごとく、男女童衆は気を失い、人家こと
ごとく扉を閉ざし、臥して頭をもたげることあたわず、
魂を失う、翌日六日の昼まで、昼夜十二時の間鳴りつづ
きたり、大洪水にして、野原海のごとく、七夕より晴れ
て、九月九日まで、雨一滴も降らず、まことに古語にあ
るごとく、七、八月の間、日照りする時は、苗枯れるとは、
かかる時ならん、稲はいうに及ばず、諸作・草木皆枯れ
はて、山々の木立ちまで、時を待たず紅葉し、つれなき
松も色づきにけり、かく年中不順にて、麦・稲損じ、そ
の他、雑穀もとらざれば、その秋よりたちまちに飢饉にて、
飢えたる人、野に充ち、餓死せるもの、路頭に横たわる、
さるによりて、侍をはじめ、百姓に至るまで、葛根を掘
りて、日暮らしの食にあてるといえども、事足らず、難
儀に及ぶことばかりなり、

清良記 18 松浦郁郎校訂

元亀 04 2 0 6 15730319 武蔵
［細谷資満田畠開発定書写］郷中（井草）百姓等、縦如何様
之儀申候共、無承引、不作之田畠、如何程も可致開発候、
代官其外迄も、少も横合候者、急度致書付、此方へ可被
指上候、荒野者、可為十年候、以上、

武州文書 14
中世法制史料集
5-776

元亀 04 4 0 2 15730513 駿河
［北条氏駿河泉郷法度 泉郷御領所私領百姓中宛］法度（中
略）一、大風雨之時者、水門を上、早口をはつし、水よけ
致之、堤不損様ニ可致事、

杉本文書 中世法制史料集
5-779

元亀 04 5 0 0 15730610 上野
［武田家朱印状写 高井弥太夫宛］条々／一、地下人百姓等、
急度可還住之事、／一、軍勢甲乙人共、御百姓之家不可
陣取事、／…

高崎市高井家
文書 戦国遺文武田 2127

元亀 04 5 0 22 15730701 大和 天大雨、 二条宴乗日記 3 大日本史料 10-20

元亀 04 6 0 0 15730709 諸国

今年五畿内ヨリ東ハ万作、山陰、山陽、南海、西海ハ勝
レタル日損ナリ、自今以後ノ心得ノ為ニ日記ス、…天正
元癸酉ノ年始ヨリ、二月彼岸迄雨降ラス、井水乾ケリ、
彼岸ヨリ降テ、四月朔日迄雨止ス、夫ヨリ五月朔日迄照、
五月朔日ヨリ七月六日迄雨、昨五日午時ヨリ六日ノ午時
迄、雷電夥シク、大洪水ニテ山野モ海ノ如シ、明ル七日
ヨリ九月九日マテ一滴モ雨降ラス、稲ハ素リ諸作草木マ
テ、枯尽テ赤地トナル、麦稲両作損シケレバ、秋ヨリ飢
饉ニテ路頭ニ死人多シ、歴々ノ士被官、皆蕨ヲ掘リ葛根
ヲ取テ食之、

小松邑志 大日本史料 10-19

元亀 04 6 0 2 15730710 大和
大雨下、ラヰ事［　　］池ノツツミ切、方々ヘ水入、ホタ
ヰン橋落、阿弥陀橋も落、御領ミノハツツミ切、御名田
者くるしからす候、…ラヰ方々へ被落人を取由、廿四五
年無之大水と申、

二条宴乗日記
3

大日本史料 10-19

元亀 04 7 0 0 15730808 豊後
此年七月、人民皆病難有トモ不死也、同廿八日、洪水、
大風也、六月、大風吹畢、同八月廿九日、洪水、大風、
田畠皆失了、人民迷惑スル也、

六郷山年代記 豊後国都甲荘の調
査資料編

天正 01 7 0 28 15730904 改元 依兵革歟、子細未詳、 続史愚抄 古事類苑 1

天正 01 8 0 20 15730926 京都 祈攘病災于諸寺諸社、 御湯殿上日記 日本疾病史
天正 01 8 0 28 15731004 東海 大風、 当代記 日本の気象史料
天正 01 8 0 28 15731004 京都 大風、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

天正 01 8 0 28 15731004 京都 大風、 皇年代略記 新校群書類従 2

天正 01 8 0 29 15731005 京都 夜大風、上京中ノ家小屋、千間許吹倒ス、 永禄以来年代記 続群書類従 29下
天正 01 8 0 29 15731005 京都 昨今、大風＜今夜殊甚＞抜木倒屋、 続史愚抄中篇 50 新訂増補国史大系
天正 01 8 0 29 15731005 山城 夜入事外ツヨキ風也、方々家竹木、悉吹タヲス、 東寺執行日記 大日本史料 10-17
天正 01 8 0 29 15731005 畿内 大風、別京大坂也、京都家倒、火事有、千軒全焼失、 異本塔寺長帳 大日本史料 10-17

元亀 4年（1573）～天正元年（1573）
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天正 01 9 0 1 15731006 山城 よへの大かせに、あなたこなたふきやか（ふ）りて、御大くともまいりて、二のたいなをし候、 御湯殿上日記 大日本史料 10-17

天正 01 9 0 17 15731022 伊豆

［安藤豊前良整書状 重須（土屋）退転之網所三帖衆（長浜大
川）宛、（  ）内は後筆］重須網所三帖之分、退転之所、弁済
之事、余浦へ申付候、然ニ彼網所、退転之由申候て、人
ハ有之由申候へ共、御番肴無調故、網所・同網所付之田畠・
屋敷等相副、御番肴弁済之仁ニ相渡候、此上者、三津・長浜・
向海・重寺之而々相談、ともとも公方役走廻、此内申付
候ハヽ、如前々、網所をも可相拘候、たまたま在所へ罷
帰候而、又不可致欠落候、…

史料館大川文
書 戦国遺文北条 1666

天正 01 10 0 5 15731109 信濃
［武田家朱印状写 奈良井治部少輔宛］定／木曽谷中男女、
猥令闕落、他所為徘徊者、当主人江被相理、可被召返之由、
被仰出候者也、仍而如件、

木曽考 戦国遺文武田 2187

天正 01 10 0 21 15731125 山城

［東寺領山城植松庄老者連署請文 両庄代官宛］…一、毎年
損免以下之儀、小百姓等過分儀申入候共、異見仕、急束
相果可致御寺納事、／一、小百姓御年貢等無沙汰［侭ｶ］於
致逐電者、為各可致其沙汰事、／一、田畠屋敷以下、或川成、
或者荒不作等、随分致馳走興行仕、［ ］年霜月以前ニ可致
皆済事、…

田中教忠氏所
蔵文書 大日本史料 10-20

天正 01 11 0 21 15731229 山城
［東寺領山城植松庄老者連署請文 敬円房宛］当年損免数度
依御侘言申、拾九石分被下候、然者、来月中旬以前、可
致究済候、万一無沙汰仕候者、被下候損免、被成御異変、
可預御催促候、仍請文状、如件、

田中教忠氏所
蔵文書 大日本史料 10-20

天正 01 12 0 0 15740103 信濃

［諏訪頼忠書状写 御奉行所宛］当大明神御渡之事／十一月
廿六日夜、令凝結湖水、同廿八日辰刻、当社浜自大溝下
御ニテ、下宮浜竹鼻江上御候、佐久新海明神者、自高畠
下御ニテ、於湖中御参会候、以此旨、可有御披露候、恐
惶謹言、

諏訪市大祝諏
訪家所蔵当社
神幸記

戦国遺文武田 2251

天正 01 12 0 0 15740103 信濃
［諏訪頼忠書状写 御奉行所宛］当大明神重御渡之事／十二
月一日卯刻、自当社浜熊穴渡下御ニテ、下宮浜鵜木渡江
上御候、佐久新海明神者、自浜沢下御ニテ、於湖中御参
会候、以此旨、可有御披露候、恐惶謹言、

諏訪市大祝諏
訪家所蔵当社
神幸記

戦国遺文武田 2252

天正 02 0 0 0 15740202 豊前

［成恒鎮直言上状 大友氏宛］謹而言上仕候、仍西田口之内、
某拘分事、野辺天水計之大悪所候之処、近年、増米・増銭、
過分被仰付、年々令迷惑候、殊依為遠方地、自作不成之
候之間、別作人申付置候之処、此二三年、干損打続候、就中、
去年風損候之条、彼者茂不致合期之、御土貢・済物不納
候而、旧冬令退失候、…

成恒文書 9-1 大分県史料 8

天正 02 1 0 11 15740212 甲斐
［武田家朱印状 山神郷宛］定／従当甲戌（天正二）正月、至
丙子（天正四）十二月、諸普請役御免許候条、相当之川除、
無疎略可相勤、若令無沙汰者、可被加御成敗者也、仍如件、

三井家文書 4
山梨県史資料編
4-1328

天正 02 2 0 10 15740313 武蔵 やつちゆうのものとも、かけおちいたすよし、みゝにいり候、 山口福一郎蔵 戦国遺文北条 1687

天正 02 2 0 11 15740314 大和 大雨下、…ヤガテ大雨ニ成、少風吹了、…夜へ入、大風吹申候、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 3 0 4 15740405 大和 夕大雨下、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 3 0 10 15740411 大和 以外大雨、…夜迄大雨、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 3 0 14 15740415 大和 夜雨下、大風吹了、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 3 0 15 15740416 大和 天晴…八時ヨリ雨下了、夜も大雨、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 3 0 19 15740420 近江
［羽柴秀吉定書案］（端裏書）「長浜御入之時の触状」定（中
略）一、あれふの田地、当年ひらき候百姓、末代可相抱事、
…

雨森文書（近江
東浅井郡志）

中世法制史料集
5-802

天正 02 3 0 26 15740427 近江

［羽柴秀吉裁許状 近江三田村郷名主百姓中宛］野村与三田
村郷井水之申事、雙方証文無之候条、急度不申付候、両
郷之内、何ニ一方可為非分之申候間、後々聞届候共、則
可令成敗候、然者従当作、于水之刻者、三田村江三日、
野村へ一日、追日番水ニ可被申付候、右旨、於相背者、
可為曲事之状、如件、

三田共有文書 大日本史料 10-21

天正元年（1573）～天正 2年（1574）
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天正 02 4 0 0 15740501 武蔵

幾日大輪之陣ニ有之も、大河（利根川）与云、水増与云、
為如何も其地（羽生城）江助成之儀依不成之、河ニ付押上、
自朝至夕迄、瀬々於為験候得共、瀬無之候条、無了簡、
爰元ニ立馬候、…南衆（北条氏）も無増水候て、瀬も候者、
如只今、其地江之妨、可有如何候哉、自元旁忠信忘失申
ニ雖無之与、陸路不続候ヘ者、無申事候、

上杉謙信書状 群馬県史 2765

天正 02 4 0 0 15740501 武蔵
指向所、雪水満水、人馬之渡依無之、川上へ押廻、無二
可遂一戦由、被存候処、越国境号沼田地へ引篭候者、此
度不被遂一戦儀、無念之由被存候、

北条氏書状 群馬県史 2770

天正 02 4 0 1 15740501 武蔵［上杉謙信判物 木戸・菅原宛］…利根川水かさニ候間、加
様之儀お能見届、水お力ニ南衆打出候由、令挍量候、…

秋元興朝氏所
蔵文書 大日本史料 10-22

天正 02 4 0 6 15740506 駿河
魁兵ハ領家・堀内・和田谷ニ進ム、時ニ甚雨滂沱トシテ、
水洪溢シ、日ヲ歴テ雨益止ザレバ、味方気多川ヲ越ル事
アタハズ、…

武徳編年集成
14

大日本史料 10-21

天正 02 4 0 6 15740506 駿河
…いぬいへ越（腰）びやうろにて、御はたらき有而、…れ
うけ・ほりの内・和田之谷に陣取、折ふし大雨ふりて、
大水出けれバ、一両日ハ何れもひやうらうなくして、め
いわくしたり、…

三河物語 大日本史料 10-21

天正 02 4 0 13 15740513 武蔵
［上杉謙信判物 木戸・菅原宛］…幾日大輪之陣有之も、大
河与云、水増与云、為如何も、其地江助成之儀、依不成之、
河ニ付押上、自朝至夕迄、瀬々於為験候得共、瀬無之候条、
無了簡、…

志賀槙太郎氏
所蔵文書 大日本史料 10-22

天正 02 4 0 19 15740519 出羽 天きよし、八比より大雨、らいなる、ひようふる、如玉、伊達輝宗日記 大日本史料 10-22

天正 02 4 0 21 15740521 出羽 天き大雨、はんより天きよし、…よる、ないゆり候、火神とう、 伊達輝宗日記 大日本史料 10-22

天正 02 5 0 0 15740531 越後 五、六、七月、大旱、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

天正 02 5 0 0 15740531 駿河 俄夕立大雨降、河渡り無御座候付て、御逗留候得共、腰兵粮計にて参候之間、諸軍之兵粮きれ、迷惑仕候、… 大須賀記 大日本史料 10-21

天正 02 5 0 3 15740602 大和 雨下、各満足、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 5 0 4 15740603 上野［北条氏繁判物 白川義親宛］…指向所、雪水満水、人馬之
渡依無之、…

並木淳氏所蔵
文書 大日本史料 10-22

天正 02 5 0 7 15740606 大和 一坂佃ノ下二反、去年水損、沙入、普請申付、沙汰之、… 多聞院日記 2 角川書店
天正 02 5 0 15 15740614 大和 雨下、夜大雨、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 5 0 16 15740615 大和 雨下、珍重々々、 多聞院日記 角川書店
天正 02 5 0 18 15740617 大和 天晴、夜大雨下、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 5 0 22 15740621 大和 天大雨、又ハはれ、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 6 0 1 15740629 大和 大雨下、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 6 0 2 15740630 大和
大雨下、…池ノツヽミ切、方々へ水入、ボダヰン橋落、
阿弥陀橋も落、御領ミノハツヽミ切、御名田者くるしか
らず候、珍重々々、ラヰ方へ被落、人を取由、廿四五年
無之大水与申候、

二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 6 0 9 15740707 遠江
［武田家朱印状 岸平右衛門尉宛］定／遠州中村之郷（大東
町）之百姓、所々沈淪之族相集、可令居住之由、被仰出者也、
仍如件、

静岡県岸家文
書 戦国遺文武田 2294

天正 02 6 0 14 15740712 大和 天晴、…大夕立、一段能雨、珍重也、 二条宴乗記 3 ビブリア 54
天正 02 6 0 15 15740713 大和 今日大夕立、殊夕迄雨成、珍重々々、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 6 0 24 15740722 大和 大雨下、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 7 0 17 15740813 大和 夕立少降下了、近般、以之外炎天也、 多聞院日記 2 角川書店
天正 02 7 0 23 15740819 大和 於東室、為祈雨、信読仁王講、三日ニ人別十部ツヽ在之、多聞院日記 2 角川書店
天正 02 7 0 26 15740822 大和 近般、以之外炎天、如何々々、 多聞院日記 2 角川書店
天正 02 7 0 28 15740824 大和 以之外炎温、各々消肝了、…如今者、大炎旱也、抑咲止々々、多聞院日記 2 角川書店
天正 02 7 0 28 15740824 大和 夕、大雨風、 二条宴乗記 3 ビブリア 54

天正 02 7 0 29 15740825 大和 為祈雨、南北躍在之、雖然一雨も不下、沈思々々、下々美麗、見事さ無比類、 多聞院日記 2 角川書店

天正 02 8 0 2 15740828 大和 十三重為祈雨、群参論在之、出了、 多聞院日記 2 角川書店

天正 02 8 0 2 15740828 伊勢 八月二日之夜、以外風雨紛に、大鳥居（伊勢）籠城之奴原、夜中涌出、退散候を、男女千計被切捨候、 信長記 7 愛知県史資料編 11

天正 2年（1574）
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天正 02 8 0 9 15740904 上野 霜降、五穀不熟、当山稲家ニ一本モ不入、同年碓氷峠合戦、西上州方敗軍、甲州幕下ニ成、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

天正 02 8 0 17 15740912 武蔵 如前々、ゑひす銭お、郷中大小人借候、 諸州古文書 戦国遺文北条 1722

天正 02 9 0 3 15740927 武蔵 北条氏照武蔵品川郷の町人百姓に命じ、欠落せる者を召喚せしむ、 武州文書 史料綜覧 11-52

天正 02 9 0 7 15741001 信濃
［武田家朱印状 平沢藤左衛門尉宛］富田之郷闕落之百姓之
夫田被相渡、向後、夫丸被仰付候条、従当甲戌年御穀米
八俵、并右之田地之諸役已下、可有御赦免旨、被 仰出候
者也、仍如件、

飯田市平沢家
文書 戦国遺文武田 2357

天正 02 11 1 3 15741226 信濃
［武田家朱印状写 出浦主水佐宛］定／就于軍役退屈、其方
被官叨令欠落、他所徘徊候由、罪科之至也、当主人へ相
理り、早々可召返、若有申旨者、重而被聞召合、可被加
御下知者也、仍如件、

長野県立歴史
館君山合編 戦国遺文武田 2393

天正 02 11 1 19 15750111 信濃

［武田家朱印状写 神長官守矢信真宛］定／其方被官、無意
趣在所退出、叨他所徘徊之由候、当主人并指南之輩ニ相理、
如前々、可被召遣、若有難渋之儀者、可有言上子細、随
于事体、或被加御成敗、或可有追放御分国之旨、被仰出
者也、仍如件、

茅野市守矢家
文書 戦国遺文武田 2398

天正 02 11 1 28 15750120 備中
［最勝光院方評定引付］…新見庄去年まては大乱行、漆木
なとも一本もなき躰候、当年ハ又以外之大旱、一円無正
躰由申候、公用之儀は不及沙汰候、

東 寺 百 合 る
113

岡山県史 20-1093

天正 02 12 0 11 15750201 下総 当郷之百姓無異儀可致帰住（さる山宛）、 楓軒文書纂 60 戦国遺文北条 1750

天正 02 12 0 11 15750201 下総 当郷之百姓無異儀可致帰住（大わた宛）、 簗田系図 戦国遺文北条 1751

天正 02 12 0 12 15750202 下総 当郷之百姓無異儀可致帰住（西いつみた宛）、 鷲宮神社文書 戦国遺文北条 1752

天正 02 12 0 12 15750202 常陸 当郷之百姓無異儀可致帰住（しはさき宛）、 西田文書 戦国遺文北条 1752

天正 03 2 0 22 15750413 信濃
［武田家朱印状写 鎌原筑前守宛］定／其方被官叨令欠落、
他所徘徊之由候、当主人へ相理、可召還、若有難渋之儀者、
重而可被披露、至其時、可被出御下知者也、仍如件、

伏島家文書 戦国遺文武田 2464

天正 03 3 0 11 15750501 畿内 摂、河両国、田地過分損亡歟、 多聞院日記 2 角川書店

天正 03 3 0 25 15750515 大和 天気快然、春ノ甲子ニ雨下レハ、大炎干ト百姓申、先以雨不下、珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店

天正 03 4 0 1 15750520 大和 天気快然、近日、以之外余寒、希者也、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 4 0 3 15750522 大和 天気快然、霜降了、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 4 0 25 15750613 大和 大雨下、安堵了、大風モ吹了、 多聞院日記 2 角川書店

天正 03 5 0 16 15750704 大和 近般、炎天、於西室、心落同音論在之、七月十五日大雨下、其後終ニ不下、 多聞院日記 2 角川書店

天正 03 5 0 23 15750711 大和 昨今、祈雨、同音論於西室在之、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 5 0 24 15750712 大和 祈雨、西室心落論へ出了、雨不下、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 5 0 26 15750714 大和 為祈雨以下、於八講屋、群参大般若経在之、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 6 0 0 15750718 大和 六月炎天、為祈雨、六方三方入執行、 興福寺略年代記 続群書類従 29下
天正 03 6 0 2 15750719 大和 以外炎天、沈思々々、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 6 0 4 15750721 大和 祈雨、群参同音論於十三重在之、出了、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 6 0 7 15750724 大和 祈雨、仁王講千座於東室在之、 多聞院日記 2 角川書店

天正 03 6 0 9 15750726 大和 於東室、為祈雨、今日ヨリ三日ニ信読仁王講執行、人別十部ツヽ出読了、 多聞院日記 2 角川書店

天正 03 6 0 11 15750728 大和 一本や四郎へ、池水事申談了、五、三日ハ、水可在之歟、沈思々々、一雨も不下、 多聞院日記 2 角川書店

天正 03 6 0 12 15750729 大和 一時卅頌、於西室、祈雨在之、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 6 0 13 15750730 大和 祈雨へも不出、別火沙汰之、 多聞院日記 2 角川書店

天正 03 6 0 14 15750731 大和
近般、炎天、今日依千手院興行、於室生松坊、為祈雨、
信読経始之、寺門ニモ十六日ヨリ三方入大般若在之、則
十八日・十九日大雨下在之、大慶也

多聞院日記 2 角川書店

天正 03 6 0 15 15750801 山城
［細川藤孝奉行人連署書状 革島市介宛］大岡与其方水通之
儀、各様子承届候、御理運無紛事候、乍去向後用水義、
従彼方、被於申請者、被遣可然候、

革島家文書 資料館紀要 5

天正 03 6 0 18 15750804 伊勢 霰降り、十九日又降る、 伊勢記 日本の気象史料
天正 03 7 0 16 15750831 大和 為祈雨、西室心落論在之、 多聞院日記 2 角川書店

天正 2年（1574）～天正 3年（1575）
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天正 03 7 0 17 15750901 大和 同在之、…雨不下、沈思々々、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 7 0 18 15750902 大和 於十三重、為祈雨、群参ノ論在之、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 7 0 20 15750904 大和 昨夜大雨下之間、祈雨則延引了、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 7 0 27 15750911 大和 仁王経修之、昨夜大雨降、今日も又下、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 8 0 19 15751003 大和 従暁大雨風、少々損了、 多聞院日記 2 角川書店
天正 03 8 0 20 15751004 武蔵 武州洪水、 松屋筆記 日本の気象史料
天正 03 8 0 25 15751009 常陸 常陸大風、木を折る、 烟田旧記 日本の気象史料
天正 03 8 0 26 15751010 武蔵 大洪水、 松屋筆記 日本の気象史料

天正 03 8 0 27 15751011 大和 槙島より少三郎帰了、…大雨、川水出テ、やうやうニて返了、 多聞院日記 2 角川書店

天正 03 9 0 3 15751016 大和 当年、畠ニ小虫ツキ、皆米・大根クヒ了、諸方同前、沈思々々、 多聞院日記 2 角川書店

天正 03 9 0 3 15751016 下総
（年次は推定）［足利義氏書状 簗田八郎（持助）宛］洪水付而、
属寿首座（松嶺昌寿）懇申上候、喜入候、満水、雖無是非候、
折節、（北条）氏照祗候之間、普請被仰付候条、

簗田家文書 千葉県の歴史中世
4-906

天正 03 9 0 9 15751022 相模 川流付而、役銭御赦免之事（田名代官百姓中宛）、 江成文書 戦国遺文北条 1803

天正 03 9 0 9 15751022 武蔵 川流ニ付而、役銭御赦免之事（駒林小代官百姓中宛）、 武州文書 戦国遺文北条 1804

天正 03 10 0 26 15751208 上総［里見家印判状 横田之郷宛］古負之事、侘言申候間、手前
を捨候而、徳政入候、為其印判下之也、如件、

葛田昌也家文
書 3

千葉県の歴史中世
3-777

天正 03 11 0 16 15751228 陸奥 津浪入、一躰不熟、 加納年代記 石巻の歴史 1

天正 03 12 0 7 15760117 伊勢 北畠信雄宇治郷に徳政を令す、是日これを停む、 加藤文書 史料綜覧 11-96

天正 03 12 0 30 15760209 大和 当年、無収納、万事不弁、重年追月如此、無力、不及是非次第、 多聞院日記 2 角川書店

天正 04 0 0 0 15760210 会津 旱魃、徳政、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

天正 04 0 0 0 15760210 下野 氏家御頭 平田郷 舟生 彦六、此年ハ長雨降リ申、半作ニテ、
御頭懈怠ニ候也、

今宮祭祀録（西
導寺本）

高根沢町史史料編
1

天正 04 1 0 14 15760223 出雲

［秋山幸益書状写 棚守種盛殿宛］、然者、国次付而、彼在
所新山（出雲島根郡）程近候而、一円不作仕候、近年ハ干損、
彼是以迷惑以迷惑存候、雖然、御理申候ハす候へハ、神
慮無勿躰存候間、先去納まての辻、冥加与存知、致進上候、
至当年毛ノ上能御座候ハヽ、直様取沙汰仕度存候、万事
御取成所仰候、……／追而令啓上候、仍而近年可致祗候
覚悟候処、当国（出雲）御国次不作付而、無調法を侭致無
沙汰候、

厳島野坂文書
922

広島県史中世資料
編Ⅱ 537

天正 04 3 0 3 15760411 大和 天気快然、乍去、以之外、余寒在之、 多聞院日記 2 角川書店

天正 04 3 0 19 15760427 大和 入夜、四打過ヨリ、一夜大風吹、方々破損以外也、当坊北西、ツチノヤネ吹破了、 多聞院日記 2 角川書店

天正 04 3 0 23 15760501 大和 蓮及晩下向了、大水云々、 多聞院日記 2 角川書店

天正 04 5 0 1 15760607 大和 近日、一向雨不下、卅日余炎天也、沈思々々、今日節替、可降と各待処、雖雨気不下、無心元者也、 多聞院日記 2 角川書店

天正 04 5 0 8 15760614 大和 夕立雨降了、去月初ヨリ不下、尤珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店
天正 04 5 0 10 15760616 大和 為祈雨、西室一時卅頌在之、…炎天、以之外也、沈思々々、多聞院日記 2 角川書店
天正 04 5 0 12 15760618 大和 及晩雨少下、一夜明迄大雨降、作毛大旨満足、尤大慶也、多聞院日記 2 角川書店

天正 04 5 0 12 15760618 上野
［武田家朱印状 小林美濃守宛］定／就于其方被官軍役退屈、
令闕落、叨致他所徘徊之由、早断当主人、可召返、若有
申旨者、被聞召届、重而可加御下知之趣、所被仰出也、
仍如件、

安中市小林家
文書 戦国遺文武田 2649

天正 04 5 0 15 15760621 大和 暁ヨリ又雨降、弥大慶也、一日大雨、 多聞院日記 2 角川書店

天正 04 5 0 18 15760624 京都 未刻俄大夕立、電雷頻、数刻之内、雹降如木連子、当草木枝葉悉破損、希代之事歟 兼見卿記 1 史料纂集

天正 04 5 0 19 15760625 大和 昨夜後夜ヨリ、大雨降了、麦・諸作毛、心安云々、 多聞院日記 2 角川書店

天正 04 5 0 22 15760628 京都 自未明雨降、俄洪水、止京都通路、此間炎旱、土民得気而耕之、 兼見卿記 1 史料纂集

天正 04 5 0 27 15760703 大和 マコ河州ヨリ帰了、以之外大水、様々ノ事ニテ帰了、 多聞院日記 2 角川書店
天正 04 5 0 29 15760705 京都 伏見殿御前・正親町前・甘等ニ水出了、 言継卿記 6 続群完成会

天正 3年（1575）～天正 4年（1576）
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天正 04 6 0 23 15760729 下総［北条家印判状写 井草（埼玉県川島町）百姓中宛］関宿破損
之普請之用、丙子（天正 4）大普請人足三人… 武州文書 千葉県の歴史中世

4-528
天正 04 7 0 11 15760815 大和 大雨下、散々ニヤネモル、見苦敷事身上也、沈思々々、 多聞院日記 2 角川書店
天正 04 7 0 22 15760826 大和 例日、近日、以ノ外腹煩、諸人迷惑、愚身于今不食、力落了、多聞院日記 2 角川書店

天正 04 8 0 24 15760926 甲斐
［武田家朱印状 小笠原弾正少弼信興宛］定／其家中之男女、
叨令闕落、徘徊他所之由候、断当主人、可被召返、但有
申旨者、被聞召届、重而可被加御下知之趣、被仰出者也、
仍如件、

明野村深沢家
文書 戦国遺文武田 2711

天正 04 8 0 30 15761002 大和 大風雨、少々損了、 多聞院日記 2 角川書店
天正 04 11 0 9 15761209 大和 昨日夜、大雨下、菅植（庭損カ）了、 多聞院日記 2 角川書店

天正 04 12 0 29 15770127 伊豆

［北条氏光印判状 植松佐渡守・五ケ村百姓中宛］五ケ村百
姓侘言依申上、御赦免之条々、／一、卅貫文之地方之高
辻、拾五貫文ニ定納被仰付候、此上、日損・水損有之共、
其沙汰有間敷事、／一、懸鯛半分御赦免…／一、従那賀郷、
小田原へ之りうし、御赦免候…／一、亥歳（天正 3）土狩御
蔵米、御借用申、…／以上／右、如此御赦免之上、於自
今以後、無無沙汰、可走廻候、若就無沙汰者、此度御赦
免之条々、可被召上者也、

植松文書 沼津市史 525

天正 05 0 0 0 15770129 能登 大疫病、 永光寺年代記 加能史料研究 2

天正 05 1 0 17 15770214 大和 入夜、大雨下了、冬ヨリ一向ニ雨不下、沈思之処、安堵了、多聞院日記 2 角川書店

天正 05 3 0 11 15770409 武蔵
［太田助次郎不作地開発定書写 鴻巣別所村百姓中宛］不作
之所、従当年、五年荒野ニ相定之間、何も精を入、開発
可有候、無申迄候得共、近年之開ニ不触合様ニ被致之儀、
肝要ニ候、仍状如件、

武州文書 12足
立郡

中世法制史料集
5-881

天正 05 4 0 14 15770511 大和 大雨下、事損了、 多聞院日記 2 角川書店
天正 05 6 0 4 15770629 大和 為祈雨、於西室、心落論在之、出了、 多聞院日記 2 角川書店
天正 05 6 0 5 15770630 大和 祈雨へ出、 多聞院日記 2 角川書店
天正 05 6 0 6 15770701 大和 夜中ヨリ大雨下、一日、入夜迄降了、尤珍重々々、 多聞院日記 2 角川書店
天正 05 6 0 7 15770702 大和 昨夜ヨリ雨不止、可為満作、目出事也、 多聞院日記 2 角川書店
天正 05 7 0 8 15770802 京都 大風云（東寺執行日記）、 続史愚抄中篇 50 新訂増補国史大系
天正 05 7 0 9 15770803 大和 昨夜、大風雨、広ニワノコネリノ木、吹ヲル也、 多聞院日記 2 角川書店

天正 05 7 0 12 15770806 甲斐
［武田氏朱印状 長谷部二郎左衛門尉宛］川除之竹、其くね
之一番竹十五本、宿中之以人足、明日之御用、今日中ニ
可致進上者也、

保坂文書 山梨県史 1-1275

天正 05 9 0 24 15771114 駿河
［武田勝頼書状 江間右馬允ら 4名宛］…一昨廿二、至江尻
進陣、然富士川洪水故、人数付相調候条遅留、今日者悉
諸卒馳着候条、明日田中へ進陣、無二可遂合戦候…

古筆手鑑披番
殿 戦国遺文武田 2872

天正 05 11 0 5 15771224 駿河
［武田家禁制 白羽郷（御前崎町）宛］禁制／…右条々、不可
有御相違、然則、令沈輪百姓等召還、可令居住彼郷中、
但渡海之奉公者、厳重可致勤仕之由、被 仰出者也、仍如件、

白羽神社文書 戦国遺文武田 2885

天正 06 0 0 0 15780217 京都 麻疹流行、 医学天正記 日本疾病史
天正 06 0 0 0 15780217 近畿（弘前）上方月、大雨、洪水、 日記 八木橋文庫

天正 06 2 0 1 15780319 信濃 今年二月朔日、大雨降、北風強く、小河一円、氷のつなみ引、老若男女大死、御符銭壱貫文ゆるし候、
神使御頭足之
書 山梨県史資料編 6

天正 06 2 0 4 15780322 大和 夜中ヨリ、大雪、一尺余降積了、近年不覚之、一升ノ雪四合ホト水在之、 多聞院日記 3 角川書店

天正 06 4 0 22 15780607 大和 及晩雨下、一夜、大雨降、満作、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 06 5 0 0 15780616 会津 大雨、洪水、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

天正 06 5 0 7 15780622 京都 霖雨打続、 兼見卿記 1 史料纂集
天正 06 5 0 11 15780626 京都 巳刻より雨つよく降、 信長公記 日本の気象史料
天正 06 5 0 12 15780627 京都 大洪水、 公卿補任 日本の気象史料

天正 06 5 0 12 15780627 京都
洪水以外也、屋敷之内、少（小）路以下、無正躰、浄土寺之者、
於山中路流死、白川在家廿間計流損、洛中少路、如大川、
希代也、先年辰歳（天文 13年）卅余年、倍増洪水云々、

兼見卿記 1 史料纂集

天正 06 5 0 12 15780627 京都 大雨、洪水、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

天正 06 5 0 12 15780627 京都 大雨、洪水、 皇年代略記 新校群書類従 2

天正 4年（1576）～天正 6年（1578）
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天正 06 5 0 12 15780627 京都 大雨水、 続史愚抄中篇 50 新訂増補国史大系

天正 06 5 0 13 15780628 京都
午刻迄、夜日、五日雨あらくふり続、洪水生便敷出候て、
賀茂川、白川、桂川、一面に推渡し、都の小路々々、十二日、
十三日両日は一つに流、上京舟橋之町推流、水に溺人余多、
損死候也、

信長公記 日本の気象史料

天正 06 5 0 13 15780628 三河 夜も大雨降候て、なから（幡豆郡永良）堤、七、八間切候、家忠日記 愛知県史資料編 11

天正 06 5 0 16 15780701 京都 止雨御祈之事、自万弁（万里小路充房）使者、非口宣案、略儀也、 兼見卿記 1 史料纂集

天正 06 5 0 17 15780702 大和 最福院門東西ノツシ、大雨ニクツル、 多聞院日記 3 角川書店
天正 06 5 0 29 15780714 京都 社頭之路次損山水、申付普請、 兼見卿記 1 史料纂集
天正 06 6 0 4 15780718 京都 大工三人、堀・厩・中間部屋以下申付普請（水害普請）、 兼見卿記 1 史料纂集

天正 06 6 0 9 15780723 三河 永良へ堤つかせニ越候、（以下 ､15日まで築堤の記事連続、省略） 家忠日記 愛知県史資料編 11

天正 06 7 0 0 15780814 京都 大水、 野史 日本の気象史料
天正 06 7 0 8 15780821 大和 為祈雨、一時卅頌始ニ出仕了、 多聞院日記 3 角川書店
天正 06 7 0 9 15780822 大和 近般、炎天、四十日及、暁ヨリ、少ツヽ降下了、 多聞院日記 3 角川書店
天正 06 7 0 13 15780826 陸奥 大洪水、北上七日路道路、逆山嶽崩、 加納年代記 石巻の歴史 1

天正 06 7 0 18 15780831 大和 於木津、祈雨立願果遂ノヲトリ在之、 多聞院日記 3 角川書店

天正 06 7 0 20 15780902 駿河
［穴山信君朱印状 佐野治郎右衛門尉宛］今度風雨故、下部
（下部町）湯屋共に流損之由、言上候、湯中之人足相集、
再興可申付者也、仍如件、

和歌山県恩地
家文書 戦国遺文武田 3002

天正 06 8 0 28 15781009 駿河 甚雨、烈風、 家忠公記 日本の気象史料

天正 06 9 0 0 15781011 会津 六～九月、大旱、悪作、 異本塔寺長帳 中世東国災害史略
年表

天正 06 9 0 0 15781011 京都 大水、 日本野史 日本震災凶饉攷

天正 06 9 0 4 15781014 大和 マコ南ヨリ、早田毛見シテ上了、十市郷、満作也、カヽリ物多々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 06 9 0 13 15781023 大和 及暮雨下了、此卅日余不下、 多聞院日記 3 角川書店

天正 06 9 0 28 15781107 京都
先度之大水ニ、山中路無正躰、為可申付、村長普請被罷出、
予可来之由、使者之間罷出、申付十郷可馳走之由、被申也、
惣別免除也、殊更諸郷之付合迷惑之由、達而申理了（10月
条に山中路普請の記事５か条、省略）

兼見卿記 1 史料纂集

天正 06 10 0 19 15781128 三河 寅刻迄雨降、西風あらく吹、 家忠日記 山梨県史資料編 6

天正 06 12 0 14 15790121 武蔵 水損付而、三保谷之儀申上候、…当年之儀者、半分指置候、道祖土文書 戦国遺文北条 2037

天正 07 0 0 0 15790206 豊後 大風、洪水、 六郷山年代記 豊後国都甲荘の調
査資料編

天正 07 0 0 0 15790206 下総 この頃、下河辺庄で多年洪水、 武州古文書 中世東国災害史略
年表

天正 07 1 0 20 15790225 信濃 右之郷中をもつて、雖建立候、就不作ニ、無相納候、来秋催促仕、建立可申候、
下諏訪春宮造
宮帳 山梨県史資料編 6

天正 07 2 0 20 15790327 上総
［里見梅王丸印判状 宛所削除］横田不作之所、東陽院（里見
義尭）御代に各被下候、于今不作ニ而、指置地、被召上候、
誰も不可致違乱候、、

葛田昌也家文
書 4

千葉県の歴史中世
3-777

天正 07 3 0 3 15790408 駿河
［穴山信君朱印状 佐野次郎衛門尉宛］如言上之者、及廿ケ
年、致扶持候、彦右衛門欠落候而、只今其谷へ立帰候、
自余ニ有之由候、然則、其子壱人押取、可召使候、但御
重恩ニ被宛行者也、仍如件、

和歌山県恩地
家文書 戦国遺文武田 3103

天正 07 4 0 0 15790506 武蔵 百姓中、早々郷中罷帰、当作毛、可致付旨被仰出、 平田文書 戦国遺文北条 2062

天正 07 5 0 0 15790605 武蔵 大豆ノ勢ナル霰降、清戸ト六所ノ間ニ降、 年代記配合抄 内閣文庫
天正 07 5 0 0 15790605 諸国 諸国疫病、人民死ス也、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
天正 07 6 0 5 15790708 武蔵 五日ヨリ雨降、大洪水出ル、亥年ノ水三尺計低シ、 年代記配合抄 内閣文庫
天正 07 6 0 15 15790718 京都 風雨、入夜大風、丑刻ニ至、 言経卿記 1 大日本古記録

天正 07 6 0 17 15790720 陸前 夜より廿六日まで、大雨ふる、洪水、登米佐治鱒淵百々涌谷にて、人馬多く死す（大嶽山興福寺代々住持覚書）、 登米郡史 日本の気象史料

天正 6年（1578）～天正 7年（1579）
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天正 07 7 0 5 15790807 下総

［下総簗田持助印判状写］下川辺之郷（葛飾郡彦音村 =三郷
市彦音）、依多年洪水（利根川）、被相定之条々、…一、五
年不入、但、御陣伝馬可走廻事、右三ケ条、相任上郷中
之者共、不散一人も、新百姓と着、脇之者可致指南開作也、
仍如件、

葛飾郡古文書 新編武州古文書上

天正 07 7 0 24 15790826 大和 一昨日西脚（郷カ）、大夕立下、［ ］田過以外、作モ流損了
云々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 07 8 0 1 15790901 大和 後夜ヨリ、大雨下了、先月中不下、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 07 8 0 5 15790905 大和 木津へ為見廻下了…近年無比類満作云々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 07 11 0 21 15791019 甲斐
［武田家朱印状 安東織部佑宛］定／私領鉢加（蜂ケ）谷之内、
知行付之被官并夫丸等、軍役退屈故、捨彼田、恣徘徊之由、
沙汰限也、向後、如前々申付、可召使、若及異儀者、可
被処罪科之由、所被仰出也、仍如件、

高橋義彦氏所
蔵文書 戦国遺文武田 3201

天正 07 9 0 24 15791024 備中［宇喜多直家書状 沼元氏宛］…大雨、洪水之故、于今不及
行候、水干次第ニ、追々人数可申付候、 沼元家文書 1

山口県史史料編中
世 2

天正 07 12 0 10 15800106 播磨 羽柴秀吉、播磨浄土寺をして、寺領内の逃散せる百姓を還住せしめ、耕作に努めしむ、 浄土寺文書 史料綜覧 11-234

天正 07 12 0 14 15800110 相模 在陣之時分ニ候間、検見奉行不遣候、不作之侘言、雖無証跡、当年始而之儀候間、八貫文指置候、 高橋ゆき蔵 戦国遺文北条 2120

天正 08 0 0 0 15800127 天下 天下富貴、 加納年代記 石巻の歴史 1

天正 08 0 0 0 15800127 世間 世間皆耕作吉、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
天正 08 0 0 0 15800127 陸奥（弘前）春、夏、大疫病、人多く死、 日記 八木橋文庫
天正 08 1 0 26 15800221 武蔵 郷中不作、悉打明ニ付而者、当年者…三ケ一可致用捨候、武州文書 戦国遺文北条 2134

天正 08 2 0 3 15800227 播磨
［羽柴秀吉定書写］条々（中略）一、あれ地ねんく、当年三
分二ゆうめん、三分一めしおくへき事、／一、さくもう
いせんたちかへり、百姓等いとなみ、ひやくあるましき
事＜あれ地之百姓共、つくりしきすへき事＞、

三木市所蔵文
書

中世法制史料集
5-950

天正 08 2 0 25 15800330 伊豆
［北条氏光印判状 植松佐渡守・百姓中宛］四ケ村へ御赦免
之辻（中略）以上拾八貫文／右四ケ村之百姓退転之由、御
侘言申上間、津方之年貢五十四貫文之内、三ケ一之分、
当年、従辰（天正 8）歳、来午（天正 10）歳迄、三ケ年赦免候、

植松文書 沼津市史 562

天正 08 3 0 0 15800326 越後 当地三佐嶋の郷、去々年錯乱について、百姓ら怠転の由…来年まで諸役ご免許、 上杉年譜 24 越佐史料

天正 08 3 0 4 15800329 大和 先夜子剋ヨリ寅終迄、大風吹、方々損失了、当坊北乾ノツヰ地ノヤネ吹破了、東御門モ下地ヨリタヲレ了ト、 多聞院日記 3 角川書店

天正 08 3 0 9 15800403 甲斐
［武田穴山信君判物 三井・窪田・河西宛］依山之神村水損、
其方手前之人足、百姓役之用所普請等、令免許候、弥川
除之儀、無由断、可有再興者也、仍如件

三井家文書 5
山梨県史資料編
4-1329

天正 08 3 0 10 15800404 武蔵
十日ヨリ忍ノ世［ ］ノ堤ヲ築、高一丈五尺、横ノ広サ八ヒロ、
上ノ広サ一丈、雉子ノ尾ヨリ忍ノ門井ノ郷マテ人足続ク、
堤ノ長サ廿里、人足ノ数ハ八万人、足立ノ内計人足、

年代記配合抄 内閣文庫

天正 08 3 0 18 15800412 駿河
［武田家朱印状 赤津中務少輔宛］定／其家中之貴賤、軍役
退屈ニ付而、令欠落、叨徘徊之由、沙汰之限也、早理当主人、
可召還、若有申旨者、被聞召届、重而可被加御下知之由、
所被仰出也、仍如件、

浜名郡龍雲寺
文書 戦国遺文武田 3287

天正 08 3 0 27 15800421 大和 今般、雨不下、入夜雨下、 多聞院日記 3 角川書店

天正 08 3 1 0 15800424 大和
壬三月中、氷雨ニテ、大洪水共也、仍而川切、惣郷被出
沙汰了、四条通下之川堤、寺類衆雖為知行、一間口二間
堤ヤフ畠マテ被相切、水ヲ直ニ被通了、

薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天正 08 4 0 8 15800531 大和 大雨降了、以来、曽以雨不降、大旱魃、同音論并地下人踊、祈雨之立願在之、立願之当日、雨降了、
薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天正 08 4 0 29 15800621 大和 大雨下、連日大雨以外事也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 08 5 0 1 15800622 長門［杉原盛重書状 岡伯耆守宛］…草木一両年悪候て、御てま
へ御不如意のよし、さやう可有御座候、令推量存候、 岡家文書 21 山口県史中世 3

天正 08 5 0 7 15800628 駿河

［武田家朱印状 鈴木若狭守ら３名宛］定／室伏内膳・新左
衛門・太郎左衛門・四郎左衛門・甚四郎・三郎左衛門、
以上六人、敵地へ令闕落之上者、彼名田・屋敷等相拘、
請浄円指図、年貢所当無未済、地頭へ可致弁償之由、被
仰出者也、仍如件、

小山町鈴木家
文書 戦国遺文武田 3341

天正 08 6 0 0 15800722 諸国 春～夏、諸国、疫疾大行、人多死、 皇年代略記 .分
類本朝年代記 日本災異志

天正 7年（1579）～天正 8年（1580）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天正 08 6 0 0 15800722 諸国 是夏、疫癘、諸国に流布す、
異本塔寺長帳 .
増補筒井家記 .
皇年代私記 .
かな年代記

史料綜覧 11-259

天正 08 6 0 0 15800722 京都 春夏、大疫、人多死、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

天正 08 6 0 0 15800722 京都 春夏、大疫、人多死、 皇年代略記 新校群書類従 2

天正 08 6 0 2 15800723 大和 ヨソヘ夕立下、爰元ハ不降、廿日余テル、沈思々々ト云々、多聞院日記 3 角川書店
天正 08 6 0 9 15800730 大和 近般、炎天以外也、雨不下、沈思々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 08 6 0 10 15800731 大和 西室、祈雨同音論在之、 多聞院日記 3 角川書店
天正 08 6 0 11 15800801 大和 西室、祈雨在之、 多聞院日記 3 角川書店
天正 08 6 0 27 15800817 大和 近日、炎天沈思々々、無興之式也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 08 6 0 27 15800817 三河 雨こひの連歌之一順候、発句／雨にます なかれすゝしき 
宮居哉／ 勘左作、 家忠日記 愛知県史資料編 11

天正 08 6 0 28 15800818 大和 先夜、雨少々下、至早旦、少ツヽ降不止、雖無安堵、先以珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 08 6 0 28 15800818 大和
去月九日ヨリ、本々実々敷雨遂不下、各窮困、無極之処、
廿六日令治定、廿七日日中時分ヨリ、俄ニ雨気ニ成リテ、
廿八日大雨下、満足畢、

多聞院日記 5 角川書店

天正 08 6 0 29 15800819 大和 祈雨之立願ニ、同音論・地下人踊立願処ニ、速疾ニ雨降了、依之、七月十七日ニ、於竜王ニ同音論、…
薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

天正 08 6 0 29 15800819 三河 辰時迄、雨降、中島（碧海郡）堤きれ候、 家忠日記 愛知県史資料編 11

天正 08 6 0 30 15800820 三河 卯刻雨、夜迄降、 家忠日記 愛知県史資料編 11

天正 08 7 0 2 15800822 武蔵

（年次は推定）［北条氏川普請人足徴発令書写 井草細谷刑
部左衛門・百姓中宛］当年辰歳（天正 8）大普請人足五人、
去年水入付而、春、夏をハ、加用捨候、然ニ荒川之堰、
只今成之候人足、不足候間、申付候、如何様之水入之郷
村候共、於大普請ハ、古来致来儀候間、少も無遅々、領
主・百姓相弁、来七日ニ荒川端へ集、立川伊賀守如申、
中十日普請可致之、又人足数々召連、一日之内ニ可致果
も、郷村之随意候、此儀、至于無沙汰ハ、領主・百姓共ニ、
可為曲事候、水前ニ一刻も相急候間、無遅々、可罷出者也、

武州文書 14比
企郡

中世法制史料集
5-969

天正 08 7 0 8 15800828 大和
今日ヨリ、為祈雨、三方入、群参ノ経可在之由、相催用
意ノ処、一夜大雨降下、于今不止、則延引了、珍重々々、
大慶々々、夕部又大雨下、

多聞院日記 3 角川書店

天正 08 7 0 8 15800828 三河 中島（碧海郡）へ堤つかせニ越候、（10日まで築堤の記事あ
り、省略） 家忠日記 愛知県史資料編 11

天正 08 7 0 15 15800904 大和 炎天、以外也、苦痛々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 08 7 0 16 15800905 大和 過夜、大雨、片時下了、 多聞院日記 3 角川書店
天正 08 7 0 18 15800907 大和 布留社、祈雨躍在之、 多聞院日記 3 角川書店
天正 08 8 0 9 15800927 京都 大風、 御湯殿上日記 史料綜覧 11-263
天正 08 8 0 9 15800927 大和 昨今大風吹、物ヲハ不損、 多聞院日記 3 角川書店

天正 08 11 0 13 15801229 上野
［広綱上野伊久間郷田畠開発定書写 荒木主水佑・伊久間之
百姓衆宛］伊久間之郷江、如前々、相下田畠不作之地、切
起可令作候、土貢・諸役三年之儀者、堅可停止之候者也、

荒木文書 中世法制史料集
5-979

天正 08 11 0 28 15810113 甲斐
［跡部勝忠等連署証文 早川兵部助宛］為御定器銭、自前々、
御器師所へ渡置、百姓退転付而、御器師捧御目安候条、
自来春、中尾之郷手前之両棟別之内、六貫文宛、毎年相
渡候、加前々、御定器可被申付者也、

山梨市早川家
文書 戦国遺文武田 3451

天正 09 0 0 0 15810214 美濃 辛巳年、雪一切降り不申、如此之冬、三十ケ年以来無之候、寒中八、九月時分ノことくニて候、 荘厳講執事帳 白山史料集下

天正 09 2 0 0 15810315 相模 木古庭之郷宮下、欠落ニ付而、諸百姓等、郷中明之由、申上候、何之郡郷ニ有之共、早々罷戻、 相州文書 戦国遺文北条 2218

天正 09 3 0 21 15810504 信濃
［武田家朱印状写 保科越前守正直宛］定／片蔵之郷（高遠
町）百姓等者、御改之砌、去寅（天正６）之増分致迷惑、令
逐電云々、然者、件之増分一切被成御赦免之間、各令還住、
田畠等無荒蕪之様、可被申付之由、被 仰出者也、

御判物古書写 戦国遺文武田 3524

天正 09 4 0 0 15810513 越後 氷降、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

天正 09 4 0 17 15810529 大和 此十日余、雨不下、日月色赤トテ、各上下機遣之処、今暁ヨリ雨下、一日降、 多聞院日記 3 角川書店

天正 8年（1580）～天正 9年（1581）
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天正 09 5 0 11 15810622 大和 為祈雨、自十一日、於西室、一時三十頌執之、 多聞院日記 3 角川書店
天正 09 5 0 12 15810623 大和 雨下…此間耕作、雨不下、沈思之処、満足了、忝トハ此事也、多聞院日記 3 角川書店
天正 09 5 0 15 15810626 大和 日中前ヨリ、大雨降下、満作、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 09 5 0 15 15810626 大和 今月十五日、八過ヨリ大雨下、大洪水之間、先以延引畢、多聞院日記 3 角川書店
天正 09 5 0 16 15810627 大和 自十六日、祈雨群参同音論、於西室辺執行之畢、 多聞院日記 3 角川書店
天正 09 5 0 19 15810630 京都 午刻、俄大雨、入夜頻、川原洪水、不通也、 兼見卿記 1 史料纂集

天正 09 5 0 20 15810701 京都 早（々）退出、川原洪水依不通、…領内川原、悉水損了、四条之橋落也、 兼見卿記 1 史料纂集

天正 09 5 0 20 15810701 大和 昨夜又大雨下、満作々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 09 5 0 22 15810703 信濃
［保科正直証文写 宮内左衛門宛］藤沢（箕輪町）之内、御堂
かいとニ御座候［  ］知行、今度片蔵（高遠町）之者共かけ落
付て、半作ニ申付候、

保科御事歴 戦国遺文武田 3551

天正 09 5 0 23 15810704 信濃

［保科正直証文写 藤沢之八郎左衛門尉宛］藤沢（箕輪町）・
片倉（高遠町）之百姓共闕落付而、従（彼）田地、其分被請執、
夫丸並年貢以下、如前々、可相勤之由候間、夫田等如何
と成共、其方覚悟次第、可被相計候、但し無拠申所於有
之者、尤其時様子可被糺明候、為其、如此候、

保科御事歴 戦国遺文武田 3552

天正 09 5 0 27 15810708 大和 近般、炎天之間、来廿七日、於西室辺、心落同音論、可有執行旨、自別会、中間ニ触サセ畢、 多聞院日記 3 角川書店

天正 09 5 0 28 15810709 大和 内々今明日ニ、箸尾へ御神供米取ニ可下通ノ処、連雨、大洪水、川渡難渋之間、延引了、 多聞院日記 3 角川書店

天正 09 6 0 6 15810716 京都 夜明雨、大風雨、竹木之枝吹折、巳刻風止、 兼見卿記 1 史料纂集

天正 09 6 0 29 15810808 甲斐
［武田氏朱印状 龍王御河よけ水上之郷宛］龍王御河よけ、
押ながす之由、被聞召候間、水下之御家人・御印判衆早
速罷出、人夫をもよおし、彼御河よけ、相つゝき候様ニ、
可走廻者也、

保坂文書 山梨県史 1-1276

天正 09 7 0 28 15810906 大和 布留社、祈雨ノヲトリ在之了、 多聞院日記 3 角川書店

天正 09 8 0 10 15810917 三河 亥刻より丑刻迄、大風、大雨吹候て、所々家俄事候間、そんし候、 家忠日記 愛知県史資料編 11

天正 09 8 0 20 15810927 駿河
［武田勝頼書状 梅雪（穴山不白）宛］…一、自興国寺（沼津
市）指越候生捕、如口説之由、大風雨ニ敵船為始、安宅悉
破損之由候、弥海賊之行、不可叶候、猶東西之敵説被聞届、
注進肝要候、恐々謹言、

武藤一郎氏所
蔵文書 戦国遺文武田 3601

天正 09 8 0 20 15810927 甲斐
［穴山不白判物 宗威軒宛］南部（南部町）伝馬［  ］過半令退出
之由、太以自由之至也、岩間宿（六郷町）中火事出来候へ共、
市之儀沙汰候て、各立帰奉公候、退出之族、早不帰郷者、
必可加成敗者、以此旨、可申付者也、

南部町朝夷家
文書 戦国遺文武田 3602

天正 09 10 0 9 15811115 大和 以外大霜下、 多聞院日記 3 角川書店

天正 09 11 0 4 15811209 但馬

［羽柴秀吉掟書］国之掟覚／…一、美含郡天正十年とし之
儀者、鳥取廻不作も、過半可在之候と、秀吉分別いたし、
右之一年之儀者、其方へ遣候間、給人不時ニ兵粮以下可
被覚悟事、／一、国々百姓ニ、種籾、作食、三千石かし候、
米ニ相定候間、一和利ニ相定、かし可被申事、

間島文書 兵庫県史中世 9

天正 09 11 0 8 15811213 大和 従夜中、雨頻降下、近日炎天、甘雨、珍重々々、日中ヨリ雨止、 多聞院日記 3 角川書店

天正 09 12 0 8 15820112 大和 大雨、夜中ヨリ降下、六月以来一向不降、今日ハ寒中、為来年、草木一段甘雨尤々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 09 12 0 17 15820121 大和 夜中より雨下、寒中度々降雨、来年草木、豊熟珍重々々、多聞院日記 3 角川書店
天正 10 0 0 0 15820203 三河 三川ハ、大水、大風、三度出候て、世中悪、 家忠日記 日本凶荒史考
天正 10 0 0 0 15820203 陸奥（弘前）当年、田畑宜敷、 日記 八木橋文庫

天正 9年（1581）～天正 10年（1582）
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天正 10 1 0 0 15820203 津軽

天正十年の正月半の事とや、津軽之内鰺ケ沢と云浦に、
見馴れぬ怪気成大魚死そて浮ひ寄たり、…其頃より津軽
三郡霖雨続き、雨水陸地みなきり、田畑は水に押され、
平地と成、斯りしかは、農業の挊力竭て、諸民飢を苦む
処に…漸々雨は四月に及て晴を催す、…既其年夏過て、
七月始に至しかば、天陰霖雨漸々晴て、始て暖を催しけ
れば、農家大に喜、労を忘れて勤業すれば、作毛漸々実
を結び、既に熟せんと欲する時、奥羽能代の辺より、疫
病時行と云程こそあれ、大浦之民迄一同に取伏られ、親
を失、子を亡ける、…当所毎例に違、田畑大に凶作なり、
当秋、諸民疫病取掛、田畑を荒し、秋毫は空く打て、茅
野の荒たるが如し、

祐清私記 日本凶荒史考

天正 10 1 0 1 15820203 三河 三河大風、禾を損す、 深溝日記 日本の気象史料
天正 10 2 0 14 15820318 陸奥 北海焼、其烟四方ニ、天上紫雲虚空たな引、 加納年代記 石巻の歴史 1

天正 10 3 0 9 15820411 大和 一昨夜、大霰、後夜ノ過ニ下、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 3 0 9 15820411 甲斐
（年次は推定）［穴山勝千代朱印状 水野平太夫・横山喜四
郎宛］内房郷中人足堅相触、川除可申付候、免許之者寺社
領共ニ可相出候、努々不可有用捨者也、仍如件、

水野文書 山梨県史 1-1080 

天正 10 3 0 12 15820414 大和 昨夜大雨下、風吹、…又日中時分ニ、大霰、大風了、 多聞院日記 3 角川書店
天正 10 3 0 12 15820414 京都 夜中、風あらく吹、一日あられ、雪降也、 晴豊記 続史料大成 9

天正 10 3 0 15 15820417 北海 夜ヱソノ国ニ火ノ雨降ル、人民死ス（欄外）、 年代記配合抄 内閣文庫

天正 10 3 0 23 15820425 東国

先段、天ノ雲ヤケト見タルハ、信州アサマノタケノ焼タ
ル也、昔モ甲州・信州以下破ルヽ時ハ焼了間、今度ノ浅
間ノ嶽ノ焼ルハ、東国ノ物怪也ト、古キ老人語ト、此間
沙汰アリシトノ（云々カ）不思儀ノ事也、又此間、大風、霰、
飛火逆雨以下ハ、内裏ヨリ信長ノ敵国ノ神達ヲ悉被流了、

多聞院日記 3 角川書店

天正 10 3 0 28 15820430 大和 大雨、大風、処々破損了、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 3 0 28 15820430 大和
当年、当山ノアセホノ花、一向不咲、此花能咲ハ、西収
万熟ト申伝、六道ノ通ニハ、北ノ方ニ只一本ニ、ソト花
付了、心細々々、

多聞院日記 3 角川書店

天正 10 3 0 28 15820430 大和 自廿六日至廿八日、供目代悦酒、於花厳院、春音房被沙汰了、第三日自早朝、大風雨、以外也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 3 0 28 15820430 大和 大風雨、以外事也、所々築地屋禰等損了、 多聞院日記 5
（蓮成院記録3）角川書店

天正 10 3 0 28 15820430 京都 雨降風吹下、 晴豊記 続史料大成 9

天正 10 4 0 0 15820503 武蔵 子安郷壬午（天正 10）歳、干損之由、申上付而…干損速被
引捨、（天正 11.4.27付） 武州文書 戦国遺文北条 2529

天正 10 4 0 2 15820504 伊勢 氷降る、大棟子の如し、 伊勢記 日本の気象史料
天正 10 4 0 29 15820531 大和 暁ヨリ大雨下、近日炎天、尤々珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 5 0 5 15820605 伊勢 俄大風、猛雨出来…所及御顚倒、神宮一同致恐怖、 応永以来外宮
注進状 日本の気象史料

天正 10 5 0 5 15820605 大和 大雨下、去廿九日ヨリ打続降雨、満作珍重々々、従日中止、多聞院日記 3 角川書店
天正 10 5 0 24 15820624 大和 此間、雨不下之間、少々降始、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 5 0 27 15820627 大和 今般、雨不足、麦跡、作毛不成之処、昨夜大雨下、満足了、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 6 0 0 15820630 備前 吉井川をこさるへき所に、大風雨にて、川水増し、越かたく、… 備前軍記 大日本史料 11-1

天正 10 6 0 1 15820630 大和 今日夜、大雨事々敷降、夜明テ五ノ三より止了、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 6 0 1 15820630 大和 今朝者、大雨風、如何与令機遣之処、五過ヨリ雨風止、天気快然ニ成畢、
多聞院日記 5
（蓮成院記録3）角川書店

天正 10 6 0 9 15820708 大和 過夜、大雨下了、以外之洪雨也、 多聞院日記 3 角川書店
天正 10 6 0 11 15820710 大和 大雨下、乍去雷始鳴、ツユ可上相歟、 多聞院日記 3 角川書店
天正 10 6 0 14 15820713 大和 日中マテ大雨下、打続降雨、希代也、 多聞院日記 3 角川書店
天正 10 6 0 15 15820714 大和 過夜雷鳴、一夜大雨降了、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 6 0 15 15820714 大和 去月廿三日迄雨不下、廿四日ニ降始ヨリ、至過夜、連雨廿日計下、今日ハ雨止、天気快然、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 6 0 26 15820725 京都 大風雨、 言継卿記 大日本史料 11-3

天正 10年（1582）
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天正 10 6 0 30 15820729 大和 以外大雨下、近年不覚、殊六月土用中、如此大雨、連日降下、卅年も各不覚と、定而可為水損、沈思々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 7 0 7 15820805 大和 今夜入、大雨降下、如当年六月土用中、大雨ハ不覚事也、先以満作珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 10 8 0 0 15820828 駿河 大洪水、駿州富士河カン原ノ町ノ東ヲ流レケルカ、俄ニ無水河原ト成、吉原江此河付タリ、 当代記 大日本史料 11-3

天正 10 8 0 13 15820909 豊後 大風洪水、両子山大講堂食堂破脚訖、二百五十七ニ成也、同田代皆失了、権別当吉弘嘉兵衛統運公代也、 六郷山年代記 豊後国都甲荘の調
査資料編

天正 10 8 0 14 15820910 大和 昨夜、大風雨少下、無破損程ノ事ハ者也、 多聞院日記 3 角川書店
天正 10 8 0 17 15820913 伊勢 伊勢ハ大風吹云々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 10 8 0 29 15820925 大和 菜植了、雨下、近日一向不下、先以安堵々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 10 9 0 2 15820928 京都 子刻ヨリ卯刻マテ、大雨風、 言経卿記 1 大日本古記録

天正 10 9 0 2 15820928 大和 当年者、世上静謐、殊以満作之間… 多聞院日記 5
（蓮成院記録3）角川書店

天正 10 9 0 5 15821001 阿波 大雨、大水いて申候時、… 昔阿波物語 大日本史料 11-2

天正 10 9 0 5 15821001 阿波

日已ニ西山ニ隠ナントスル時、俄ニ天カキ曇リ、風吹、
雨降事、車軸ノ如シ、雷ノ鳴事山ヲ崩スカ如シ、寄手是
ニ恐レ騒テ、爰彼ノ木ノ陰ニ立寄群リ居たる処ニ、洪水
出来テ、忽ニ梢ヲ浸シ、或ハ牛馬数ヲ尽シテ流捨リ、或
ハ近辺ノ民屋流出タリケレバ、土佐勢失為方テ、…

三好記 大日本史料 11-2

天正 10 9 0 5 15821001 阿波 この日、洪水頻にして、大水出、土佐勢近辺の森林ニ取付ただよふ、 矢野氏覚書 大日本史料 11-2

天正 10 12 0 5 15821229 武蔵 井草之郷、水そん之地ニ御座候間、…つゝミをもつき立尤ニ候、 武州文書 戦国遺文北条 2463

天正 10 12 0 14 15830107 大和 雨下了、寒ノ前ノ雨、豊年ノ礼（兆カ）、尤々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 11 0 0 0 15830124 甲斐 大水ニテ神殿ヲ押流シ、本村天神原ヘ漂着ス、故ニ流レ天神ト称、 甲斐国志 大日本史料 11-4

天正 11 1 0 17 15830209 京都 申下刻、大風以外也、大木枝吹折也、入夜大［ ］風之内、雪、
霰降也、 兼見卿記 2 史料纂集

天正 11 1 1 5 15830227 京都［去］月侍従方へ之女房衆（長岡藤孝の女）上洛之処、注進以来、大雪以外［也カ］、乗物以下且以不成自由、 兼見卿記 2 史料纂集

天正 11 2 0 17 15830409 大和 風雨、大雷、初也、事々敷仰天也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 11 3 0 4 15830425 越前
［柴田勝家書状写 真木嶋玄蕃頭宛］…北国者、雪消并雨降
候処、大河共水出、中々四五月ニ至迄ハ輙人馬之通、人
数之働等、雖不相叶、無理ニ此分候、四ケ国之人数引率、
罷出上…

万代家文書 26
山口県史史料編中
世 2

天正 11 3 0 25 15830516 大和 日中後、逆風、大霰、事々敷降了、希異也、前々モ不吉也、多聞院日記 3 角川書店
天正 11 3 0 29 15830520 大和 大雨風了、 多聞院日記 3 角川書店
天正 11 3 0 30 15830521 大和 昨夜、東大寺ノ不開之門吹倒了、 多聞院日記 3 角川書店
天正 11 4 0 1 15830522 丹波 霰降、 天寧寺年代記 東大影写本
天正 11 4 0 29 15830619 大和 日中後、雨止了、甘雨尤々、越常篇大雨也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 11 5 0 1 15830620 日向
五月一日から雨がなく、六月十一日には、柏田の八竜社
で竹篠山の山伏らが雨乞いを行ったところ、大雨になり、
人びとは大よろこびだった、田植えのころから雨がふら
ず四十日ほど雨乞をしたわけだ、　

宮崎県の歴史
171頁 宮崎県の歴史 171

天正 11 5 0 13 15830702 三河 酉刻より雨ふり出候、大雨寅刻ふり候、 家忠日記 大日本史料 11-4
天正 11 5 0 13 15830702 京都 雨降、川原洪水、往還不成、浄蓮華寺植田地… 兼見卿記 2 史料纂集

天正 11 5 0 14 15830703 三河 雨降、所々大水出候、田地そんし候、浜松へ人をつかハし候、 家忠日記 大日本史料 11-4

天正 11 6 0 0 15830719 陸奥 六、七月洪水、田畑損毛、 加納年代記 石巻の歴史 1

天正 11 6 0 5 15830723 大和 大夕立雨下了、去三日ヨリ土用ニ入、甘雨、満作々々、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 11 6 0 11 15830729 薩摩 如常、柏田八龍にて…雨恋被成、終日大雨にて候、諸人大慶、不可過之候、五月一日より爰迄、一日も雨不降候也、
上井覚兼日記
上 大日本古記録

天正 11 6 0 16 15830803 大和 及晩、大雷鳴、消肝了、近年不覚事也、大雨下了、 多聞院日記 3 角川書店

天正 11 6 0 17 15830804 甲斐
［徳川家奉行連署状写 河野但馬守宛］龍王河除之事、西郡
通道と御左右神之北之間を、本河除之移ニ境を立、竹木
を能々被仰付、可被為植候者也、

龍王村史所収
文書 4

山梨県史資料編
4-1280
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天正 11 6 0 23 15830810 畿内
細井戸ヨリ南ハ、以外炎旱、一度モ雨不下、日損半所之
式也、河州モ同上、京ノ西岡郷モ日損云々、筒井郷順慶
知行分ハ上々満作云々、

多聞院日記 3 角川書店

天正 11 7 0 0 15830818 越後 御一乱以来の借物、徳政たるべき事、 上松文書 新潟県史 3352

天正 11 7 0 2 15830819 越後 下越後ノハマ辺ニ、灰ノフル事、二、三寸計ナリ、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

天正 11 7 0 6 15830823 京都 侍従（兼治）一両日、暑気相煩、不致祗候之由、両御所様（禁裏・誠仁親王）へ申入 兼見卿記 2 史料纂集

天正 11 7 0 10 15830827 大和 風雨、以外也、満作、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 11 7 0 11 15830828 諸国 諸国、大雨、洪水、人多溺死す、 烟田旧記 日本の気象史料
天正 11 7 0 11 15830828 諸国 大水、五十年来無き所とす、 深溝日記 日本の気象史料
天正 11 7 0 16 15830902 日向 酉刻計より、大雨、大風にて候、…此夜、殊之外大風也、上井覚兼日記 大日本史料 11-4

天正 11 7 0 17 15830903 薩摩 鹿児島ハ大風吹候、然ハ殿中御亭を始、悉吹損し候、下々屋宅ら、不申及之由候、 上井覚兼日記 大日本史料 11-4

天正 11 7 0 17 15830903 大和 一両夜、奈良中躍、事々敷儀也、甘雨普潤、五穀豊饒ノ故也、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 11 7 0 17 15830903 薩摩 大塩満候ニ、洪水取合候間、御伊勢之前之橋浮程候、弓場にて浪打候、ケ様之水なと見候て、終日暮し候、
上井覚兼日記
上 大日本古記録

天正 11 7 0 18 15830904 薩摩
此朝も、水之躰共見申候、并川魚共多く、御伊勢之前之
田ニあかり候を、人々取候、…未計紫波洲崎へ罷登候て、
大風・洪水之儀共申上候、…暮候に雨つよく降候間、内
山之庵ニ留候、

上井覚兼日記
上 大日本古記録

天正 11 7 0 19 15830905 大隅 如宮崎…罷帰候、中途川深く候て、苦労いたし、帰着候也、上井覚兼日記上 大日本古記録

天正 11 7 0 20 15830906 三河 大雨降、五十年已来大水ニ手、御祝言も延候、 家忠日記 大日本史料 11-4

天正 11 7 0 20 15830906 東海 先日ヨリ、甚雨降り続キ、日ヲ経テ天晴レズ、駿、遠、三洪水、陸地舟ヲ行ガ如シ、民屋漂蕩ス、 家忠日記増補 大日本史料 11-4

天正 11 7 0 20 15830906 甲斐 若宮八幡宮…昔ハ山上ニ在リシカド、…大雨ニテ、山崩レテ、…破壊セシ故、同十三年、今ノ地ニ移スト云、 甲斐国志 大日本史料 11-4

天正 11 7 0 22 15830908 三河 中島永良堤［　］皆々切候、三川中、堤所々きれ候、 家忠日記 大日本史料 11-4
天正 11 7 0 22 15830908 京都 大水出、 永禄以来年代記 続群書類従 29下

天正 11 7 0 23 15830909 三河 雨降、申酉間ニ地震候、夜大雨降、大水出候、廿日之水よりひろ高く候、 家忠日記 大日本史料 11-4

天正 11 7 0 23 15830909 京都 早天退出、昨夜風雨、至今朝未止、東河原洪水、為迎馬各来之間、帰宅了、 兼見卿記 2 史料纂集

天正 11 7 0 23 15830909 大和 昨夜、大雨降了、近日、一向雨不下、令迷惑之処、安堵了、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 11 7 0 24 15830910 三河 雨降、中島永良つゝミ、又三、四ケ所切候、田地一円不残そんし候、家ひしけ候、 家忠日記 大日本史料 11-4

天正 11 7 0 24 15830910 山城
自昨夜、雨未晴、以外洪水、境内所々田地、流損之由申了、
山中路道作之事、…今夜当郷へ申懸之義、悉皆自白川其
沙汰了、

兼見卿記 2 史料纂集

天正 11 7 0 25 15830911 薩摩 洪水故、往返遅々候也、去十七日、鹿児島ハ大風吹候、然者、殿中御亭を始、悉吹損し候、下々屋宅者等不申及之由候、
上井覚兼日記
上 大日本古記録

天正 11 7 0 27 15830913 三河 大水崩、永良中島無所務ニなる、浜松御訴訟ニ、小兵つかハし候、 家忠日記 大日本史料 11-4

天正 11 7 0 28 15830914 三河 中島へ水見ニ越候、のはより船ニて越候、 家忠日記 大日本史料 11-4
天正 11 7 0 29 15830915 三河 浜松へ水入候御訴訟ニ人を越候、 家忠日記 大日本史料 11-4
天正 11 8 0 0 15830916 三河 大水、近年無比類、 当代記 大日本史料 11-4
天正 11 8 0 1 15830916 三河 雨降、夜大雨風吹、 家忠日記 大日本史料 11-4
天正 11 8 0 2 15830917 山城 卯刻大風、 言経卿記 大日本史料 11-4

天正 11 8 0 2 15830917 大和 昨夜大雨少々風吹了、当年之様ニ連雨、不及聞事也、以外水損云々、沈思々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 11 8 0 2 15830917 京都 大風、発屋、 続史愚抄中篇 50 新訂増補国史大系

天正 11 8 0 3 15830918 三河 浜松へ越候使、かへり候、縦御普請候共、御赦免之由、申来候、 家忠日記 大日本史料 11-4

天正 11年（1583）
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天正 11 8 0 6 15830921 薩摩
鹿児島、大風以外之由申候、…此度大風に、鹿児島内ニ
死人七、八人も有由申候、其外かははに成候者多く有由
申候、是程之風を覚たる者無之由也、…鹿児島仮屋も、
屋作余多損候とて申来候也、

上井覚兼日帳 大日本史料 11-4

天正 11 8 0 8 15830923 下総

［古河足利家奉行人連署書状草案 奥州（北条氏照）宛］御輿
之儀、近日之洪水故、御日限御遅々由、承及候、無御心
元令存候、御模様承度存候、 一、此度洪水、当口之儀、廿
ケ年已来無之由候、栗橋嶋之御事、御堅固候、満水已前
向栗橋へ 御姫君様被移御座候、奇特之御仕合、布美（布施
景尊）被走廻候、嶋之御事、指水令増先年之由、布美被申
事候、御当城之儀、堤涯分雖相拘候、大水之間、不及了簡、
新堤押切申候、御城内之儀者堅固候、可御心安候、近辺
之堤共始、関宿、高柳（埼玉県栗橋町）、柏戸（同北川辺町）、
其外悉切候、不大形洪水、郷損不及是非為躰候、幸嶋之事、
野水近年無之大水之間、同前之由申来候、至于今日、往
行断絶之躰ニ候、

喜連川文書案 大日本史料 11-4

天正 11 8 0 8 15830923 下総
［古河足利家奉行人連署書状写 北条氏政宛］仍此度之洪水、
廿ケ年以来無之様躰候、…御当城堤涯分雖相拘候、大水
之間、無了簡、城下之新堤押切申候、御城内之儀者、堅
固御座候、…

喜連川家文書
案２ 戦国遺文古河 1476

天正 11 8 0 11 15830926 大和 日経菜ノ頭牛房調遣之…当年水損ニテ、クサリテ無之、高キ事也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 11 8 0 30 15831015 京都 今夜、大雨降、旅宿不弁也、…雨キ（モ）リ迷惑也、 兼見卿記 2 史料纂集

天正 11 10 0 7 15831121 京都 天晴、風寒、吉日之間、収納、当年所々損免、社殿不相替、毛頭無申分、偏神恩也、 兼見卿記 2 史料纂集

天正 11 11 0 26 15840108 大和 大雨ニ成リテ、終日、以外大雨也、 多聞院日記 5
（蓮成院記録3）角川書店

天正 11 12 0 4 15840116 常陸 晩、灰降、常ノ霜ノ如シ、 吉備雑書抄書
（安得虎子１） 牛久市史料中世Ⅱ

天正 11 12 0 22 15840203 京都 自玄以折紙到来、田中郷出作之百姓、年貢無沙汰、曲事之旨也、此義切々及沙汰之処、定而給人方申掠也、 兼見卿記 2 史料纂集

天正 12 0 0 0 15840212 陸奥 富貴、 加納家年代記 石巻の歴史 1

天正 12 0 0 0 15840212 上野 河原畑不作につき、年貢減免を侘言、二十俵を十二俵に減免し、逃散百姓の還住を命じる、 渡文書 柴辻［真田昌幸］

天正 12 0 0 0 15840212 越中 是歳、神通川出水、水勢東に変ず、 富山御領旧事略 日本の気象史料

天正 12 2 0 0 15840312 武蔵 当郷（榛沢郡中瀬）之百姓、何方ニ有之共、為先此印判、領主代官ニ相断、無相違可召返、 西田文書 戦国遺文北条 2628

天正 12 2 0 0 15840312 下総 徳政之事、御侘言候、雖迷惑候、為神慮之候間、任承ニ候、船橋文書 戦国遺文北条 2633

天正 12 3 0 0 15840411 武蔵
其郷（榛沢郡只沢百姓衆中）近辺之荒地、御領所、私領共、
切開次第、被下置間、如何様にも、地下人相集、田畠打開、
可致知行候、

持田文書 戦国遺文北条 2660

天正 12 3 0 0 15840411 越後 三月ヨリ八月迄、大旱、諸国満作、雪月廿八日マデ歩行、黄金二百伝、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

天正 12 3 0 13 15840423 大和 夕部、雨、風、霰、事々敷躰也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 4 0 10 15840519 畿内
四月十日比ヨリ百十日計、大旱魃也、但国ニヨリテ不同
アリト云々、折節夕立シタル事モアリ、ソレハ稀ノ儀也、
別而泉州ハ旱也、七月晦日ヒルノ時分ヨリ、二時ハカリ
本式ノ雨下ル、

顕如上人貝塚
御座所日記 大日本史料 11-7

天正 12 4 0 15 15840524 大和 雨少下、近日ハ一向不降、無心元事、乍去、先珍重々々、多聞院日記 3 角川書店
天正 12 4 0 18 15840527 大和 水一向無之、殊近般雨不下、沈思々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 4 0 22 15840531 日向 今度、於有馬、疫病多候之間、供之人衆なと、彼病気除候様ニ、御伊勢へ奉射千矢之立願共申候、 上井覚兼日記 大日本史料 11-7

天正 12 4 0 28 15840606 大和 雨風了、近日、一向雨不下、先以珍重々々、一日一夜降了、多聞院日記 3 角川書店
天正 12 5 0 0 15840609 京都 露ニ雨不降シテ、田地植也、 舜旧記 1-17頁 史料纂集
天正 12 5 0 8 15840616 大和 千部論今日迄也、雨気如何ニモ不降、無心元者也、 多聞院日記 3 角川書店
天正 12 5 0 9 15840617 薩摩 天気悪候て、漸小川路（内カ）へ留候、 上井覚兼日記中 大日本古記録
天正 12 5 0 10 15840618 大和 夜中、雨少下、夜明テ又降雨、先以珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 12 5 0 10 15840618 薩摩 此日も洪水なとにて、漸般若寺之川向、亀沢と申村へ着候、上井覚兼日記中 大日本古記録
天正 12 5 0 15 15840623 大和 今般、炎天之条、連々祈雨次第、可令相催之旨、一決畢、学侶引付写 大日本史料 11-7
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天正 12 5 0 15 15840623 大和 夏至也、雨不下、沈思々々、於西室、心落祈雨同音論在之云々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 5 0 16 15840624 大和 於西室、雨乞論在之、不降、咲止々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 12 5 0 17 15840625 大和 昨夜雨下了、不満足、沈思々々、祈雨、西室一時卅頌在之、多聞院日記 3 角川書店

天正 12 5 0 21 15840629 大和 為祈雨、於東室群参、同音論在之、炎天以外、全無耕作、沈思々々、…今般、ナラ中、一揆之口遊在之、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 5 0 21 15840629 大和 為祈雨、伶人之舞在之、不降、咲止々々、近般、ナラ中、一揆之口遊在之、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 5 0 21 15840629 肥前 今度、於有馬、疫病多々候間、供之人衆なと、彼病気除候様ニ、御伊勢へ奉射千矢之立願共申候、
上井覚兼日記
中 大日本古記録

天正 12 5 0 22 15840630 京都 天晴、当月中、不雨降、田地之耕、一切不及其沙汰、畠田之五穀変色、如此之炎旱、先代未聞之由申了、 兼見卿記 2 史料纂集

天正 12 5 0 22 15840630 大和 祈雨同音論、於東室在之、神人衆、高山へ祈雨ニ上了、不降、沈思々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 5 0 23 15840701 大和 恒例講堂仁王講、為祈雨、信読同時退散執行之、祈雨、拝殿之衆八乙女舞在之、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 5 0 24 15840702 大和 雖雨気、全不降、沈思々々、躍ヲ地下ニハ立願也ト云々、一揆ノ口遊不止、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 5 0 25 15840703 大和 昨日雨、南郷ハ事々敷降、満作ト申、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 5 0 26 15840704 大和 於高山、群参大般若経在之、各従夜中出、爰元雨不降、沈思々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 5 0 27 15840705 大和

招提寺へ祈雨ニ群参、大般若、各夜中ヨリ被下了、経ノ
後ニ同音論、八、九十人心落ニテ在之云々、雖雨気、全
不降、咲止々々、皆々雑穀ノ用意ト申上了、八ノ過ニ大
雷ナリ、俄ニ大雨降下、悉帰ニヌレ了、祈雨大効験トテ、
上下万人祝著満足無限、寺門ノ大威勢誠仏法ノ霊徳無並
事也、楊本ヨリ神人帰、南モ事々敷降雨了ト、為寺社、
惣別外聞異儀尤大慶々々、

多聞院日記 3 角川書店

天正 12 5 0 28 15840706 大和 秋篠へ祈雨へ延引了、今暁モ大雨下了、無比類効（衍カ）効験也、万人開歓喜之眉了、今日モ七ノ過ヨリ降雨尤々、多聞院日記 3 角川書店

天正 12 6 0 2 15840709 大和 於秋篠竜王、為祈雨、今日、心落重難最勝十講十講（衍カ）在之由、昨日、金勝院語、乾ハ雷ナリ降雨、此方ハ不下、多聞院日記 3 角川書店

天正 12 6 0 3 15840710 薩摩 此晩、殊之外雨風也、…水流之普請共させ候也、 上井覚兼日記中 大日本古記録
天正 12 6 0 4 15840711 大和 於十三重心落祈雨同音論、朝少降頓而止、沈思々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 12 6 0 4 15840711 薩摩 殊之外洪水也、此日、普請させ候て見申候、 上井覚兼日記中 大日本古記録
天正 12 6 0 4 15840711 日向 風間ニ衆中被来候、殊之外洪水也、 上井覚兼日記中 大日本史料 11-7

天正 12 6 0 5 15840712 京都

早々自聖護院申来云、弥勒川彼在所之者共罷出、可掘之（由
脱カ）被仰付、奉行可被出之由申之、即与一（大角）・左介（田
口）申付之、後刻罷帰云、両人不罷出已前悉掘之、剰此方
井手下迄掘之間、井手之水、悉抜出也、其段不相届之旨、
両人彼在所之者共ニ申之処、結句吐悪口、言語道断之次
第也、両人申之間、即為此方最前堀之川筋悉埋之、

兼見卿記 2 史料纂集

天正 12 6 0 5 15840712 大和 十三重論在之、終ニ無降雨、沈思々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 12 6 0 6 15840713 大和 同音論在之、不降雨、夜前雖降、頓而止了、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 6 0 7 15840714 大和
従夜中、西大寺へ各々下向、先度三方入残ノ間、今日執
行、以次同音論、深蜜五講在之云々、如何ニモ無降雨、
咲止々々、事切了、

多聞院日記 3 角川書店

天正 12 6 0 7 15840714 薩摩 吉利殿、鹿児嶋参上之事、洪水故、遅々たるへき由、使者にて承候、
上井覚兼日記
中 大日本古記録

天正 12 6 0 8 15840715 大和 今日ヨリ、於十三重、七昼夜在之、祈雨ニ七昼夜、先代未聞也、如何、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 6 0 12 15840719 日向 日州殊之外之雨風にて候、洪水故遅々、無是非候、 上井覚兼日記中 大日本古記録

天正 12 6 0 15 15840722 京都 度々夕立、川上水出之間、端田地至今日植之、新開悉植之、三段不植之、半夏生、廿日已後也、 兼見卿記 2 史料纂集

天正 12 6 0 15 15840722 大和
四ケ屋＜除夏中＞并知足屋ニテ、毎日二百座ツヽ、五ケ
日ニ千座講問、祈雨云々、終不下、咲止々々、郡山長井
ノ当マテハ今日下了、ナラハ全不降、

多聞院日記 3 角川書店

天正 12 6 0 16 15840723 大和 昨日、雨ハ郡山長井迄降、楊本近辺ハ大水也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 6 0 20 15840727 大和 於招提寺五重講問、為祈雨、一巡執行之、…いかにも不降、沈思々々、近辺ハ細々降云々、 多聞院日記 3 角川書店
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天正 12 6 0 24 15840731 大和 猿沢ノ池ノ水、依炎天、以外減故、土泥、六方ヨリ人夫出テ、悉被上了、… 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 6 0 26 15840802 大和 猿沢ノ池ヘ、ナラ中家別ニ水被入云々、事々敷造作、南北呑水モ無之、沈思々々、山木モ少々枯ルヽ躰也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 6 0 28 15840804 大和 雨少下、頓止了、 多聞院日記 3 角川書店
天正 12 6 0 29 15840805 京都 打続炎旱、田畠悉変色了、廿年以来、如此炎旱、無之由申訖、兼見卿記 2 史料纂集

天正 12 6 0 29 15840805 大和
尭円上、昨日、一時余大雨下、南ハ箸中ヨリ、丹波市ノ南口、
西ハヒセン・井トタウ・遠田・ヒカイ・キシタ・ツシ・
大田・マメコシ・柳本・大市クワノタケホト、畠ニシム云々、
尤珍重々々、

多聞院日記 3 角川書店

天正 12 7 0 3 15840808 大和
七月節ニ入、雨不下、待侘ル処、天気炎熱、沈思々々、
法印正忌日諸事、炎旱故略之、…如今ハ炎旱間、作善モ
不成、咲止々々、

多聞院日記 3 角川書店

天正 12 7 0 4 15840809 日向 俄ニ雨降候而、輿なと雨紙にてふかせ候、従夫、雨いたく降候て、日も暮行候侭、佐野之渡なと思ひ出られ候、
上井覚兼日記
中 大日本古記録

天正 12 7 0 5 15840810 日向 宮崎へと急候処ニ、田野之渡に行かゝり候へは、水増候間、成ましき由、地下衆指出申候、
上井覚兼日記
中 大日本古記録

天正 12 7 0 6 15840811 大和 暁寅ノ一点ヨリ未ノ初マテ、無間断、大雨降了、雨気ノ雨也、国中普潤珍重々々、洪水出了、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 7 0 8 15840813 大和 入逢之時分ニ、大夕立、降下了、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 12 7 0 9 15840814 日向 洪水故、留候、此日も、雨降暮候間… 上井覚兼日記中 大日本古記録
天正 12 7 0 10 15840815 和泉 当年、七月十日より、百十日計、大旱魃、…別而泉州は旱也、宇野主水記 旱魃霖雨史料

天正 12 7 0 15 15840820 大和 当年日損、毎事略之間、法花同音モ打置了、…炎旱間、ナラ中躍も自然ニ無之、一向果也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 7 0 15 15840820 京都 日損ヨテ、浄土寺へ水所望シ、大塔之田地ヘ入也、 舜旧記 大日本史料 11-7
天正 12 7 0 16 15840821 京都 当月、殊更炎天、雨終ニ不夕立、田畠悉枯槗、公私迷惑了、兼見卿記 2 史料纂集
天正 12 7 0 16 15840821 大和 雨不下、沈思々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 7 0 17 15840822 大和 牛黄円…調合、四分一、薬十二両来了、代、炎熱之時分、造作之至、尤令祝着了、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 7 0 18 15840823 大和 為祈雨、於東室、一時卅頌群参在之、出了、 多聞院日記 3 角川書店
天正 12 7 0 21 15840826 大和 卅頌へ不出、以之外炎暑之間、朝之間御談義沙汰之、 多聞院日記 3 角川書店
天正 12 7 0 22 15840827 近江 炎旱連日、民間之愁未休、別而可抽丹誠之由、天気所候也、園城寺文書 大日本史料 11-7
天正 12 7 0 22 15840827 京都 炎旱御祈之事、中御門宣光口宣到来… 兼見卿記 2 史料纂集
天正 12 7 0 23 15840828 大和 天気炎熱、雨不下、沈思々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 12 7 0 25 15840830 大和 炎旱、旁不能助成者也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 7 0 25 15840830 日向
二男御供ニ参上之由候間、其分に覚悟候処、洪水にて難
成候、今日も本庄之川見せさせられ候へ共、難成候侭、
不及是非候、

上井覚兼日記
中 大日本古記録

天正 12 7 0 27 15840901 大和 南方ハ大夕立降了ト、 多聞院日記 3 大日本史料 11-7

天正 12 7 0 27 15840901 京都
炎旱之御祈祭文書之、修行之中誦之訖、寛元元年炎旱之時、
於神泉苑、祈雨次第在之、兼直一参勤、三日之中大雨降、
其時之祭文、唯神院殿遊之、今度祭文計書抜之、令修行了、

兼見卿記 2 史料纂集

天正 12 7 0 29 15840903 上野 湯沢川大水、大胡町城下ニテ、人馬二百余人流失、佐野宗綱討死、金山落城、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

天正 12 7 0 29 15840903 天下 天下一同、以外仁及炎天付、従京都、被成下綸旨、 学侶引付写 大日本史料 11-7

天正 12 7 0 29 15840903 京都 午刻、大雨降、祈雨修行、今朝結願、進上御祓頃、雨降、天道感応、最奇特也、神道之威力、弥可奉仰、満足々々、兼見卿記 2 史料纂集

天正 12 8 0 0 15840905 伊勢 大風あり、山田の民屋破損し、外宮の樹木倒れた、 神朝遺文 宇治山田市史
天正 12 8 0 2 15840906 摂津 又大雨降、同夜猶大雨、三日同前、 宇野主水日記 日本凶荒史考

天正 12 8 0 2 15840906 大和 依綸旨、祈雨、於東室、三ケ日群参、同音論在之、出了、大雨下了、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 8 0 3 15840907 京都 至今朝、雨降、賀茂川・高野川流出、川原大水也、田地悉旱損、此度之水不入之由申訖、 兼見卿記 2 史料纂集

天正 12 8 0 16 15840920 大和 午ノ過ニ終了、今度ハ一段各精ヲ入、早速成就了、炎旱并国中安否故也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 8 0 21 15840925 大和 ヒカンニ入了、当年炎旱之間、万事新制也、 多聞院日記 3 角川書店
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天正 12 8 0 21 15840925 大和 学侶集会掟旨条々、一、…当年日損以外之条、寺社之儀難相続間、毎年可被堪略事、 多聞院日記 3 角川書店

天正 12 10 0 25 15841127 和泉 十月ニ至テ、度々吹、廿五日大風也、 宇野主水日記 日本凶荒史考
天正 12 11 0 0 15841202 和泉 霜月ニ至テ、風度々風吹也、 宇野主水日記 日本凶荒史考

天正 12 11 0 12 15841213 和泉 大風吹、此浦大浪立、 貝塚御座所日
記 6

寺内町研究 6

天正 12 11 0 13 15841214 和泉 昼時分迄風吹、 貝塚御座所日
記 6

寺内町研究 6

天正 12 12 0 0 15850101 下総 簗田領へ其方借置兵粮、号徳政、難渋候哉、為如何、彼領分計徳政被下候哉、 高城文書 戦国遺文北条 2723

天正 12 12 0 28 15850128 大和 近般、以外炎天、雖雨気、全以不降、去年モ寒中如此、来年可為日損歟、難儀も可有覚悟事也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 13 0 0 0 15850131 京都 是年大饑疫行、餓孚相望、民茹草根、 日本野史・逸史 日本災異志

天正 13 0 0 0 15850131 下野 氏家御頭 飯岡郷 飯岡八郎、風損ニツイテ、宮本江侘言被
申候間、早々勤役被申候、

今宮祭祀録（西
導寺本）

高根沢町史史料編
1

天正 13 1 0 11 15850210 大和 立春ヨリ四日目ニ雨降レハ、草木一段成就ト云々、八日立春也シ、今日四日目也、尤々珍重々々、夕雨止、 多聞院日記 3 角川書店

天正 13 1 0 23 15850222 大和 従後夜前雨風、日中過迄大雷了、去年モ此頃、如此日損、心細者也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 13 1 0 23 15850222 大和
去年正月八日、日中大雷鳴雨不下、同十三日暁、大雷、
大雨下、日損也、当年又大雷、心細シ、乍去、去年初ノ
雷ニハ、…雨不下、当年ハ雨下、聊替ル間、有憑者也、

多聞院日記 3 角川書店

天正 13 1 0 23 15850222 和泉 昼時分、俄荒雨下、雷頻ニ鳴、近所へ雷落云々、 貝塚御座所日
記 6

寺内町研究 6

天正 13 2 0 0 15850302 下野

（無年号、推定）毎年一貫五百宛相済申候、右之内控（作？）
毛、乱入、大水、何事成共、作毛ちかい申候筋目候者、
御地頭江侘言可申候之趣、被仰付候…、然処、去年四月
南方御陣下ニ被下地罷成、夏作一円ニ無御座候間、夏御
年貢御侘言申候へ共、無御承引、秋作下地共ニ、被食上
候事、迷惑ニ存候間、如此申上候、右之趣少も偽思召候者、
以神名可申上候（＜足利市山川町橋本通り、足利荘＞橋本
御百姓中から御奉行衆宛）、

鑁阿寺文書 6 栃木県史中世 4

天正 13 4 0 26 15850525 大和 今暁後夜ヨリ、大雷、事々敷驚入了、殊大雨荒降了、為作毛尤々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 13 5 0 3 15850531 大和 早旦ヨリ雨下了、満作之基、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 13 5 0 4 15850601 大和 昨日一日雨下、昨夜モ今朝迄、無間絶雨降、去々年ニ相替、珍重々々、夜明テ雨止、天気快然、 多聞院日記 3 角川書店

天正 13 5 0 18 15850615 大和
去四日雨下、昨日迄雨不下、作毛難治之由、又及旱魃ト
消肝処ニ、昨夜ヨリ明テ迄、大雨事々敷降下、大慶満足
事也、

多聞院日記 3 角川書店

天正 13 5 0 20 15850617 日向 洪水故、路次廻候間、漸此晩宮崎へ着候也、 上井覚兼日記中 大日本古記録
天正 13 5 0 28 15850625 日向 野尻・紙屋へハ、洪水にて難成候間、綾へ書状頼候て遣候、上井覚兼日記中 大日本古記録
天正 13 6 0 0 15850628 紀伊 大風、洪水、 和歌山史要 日本の気象史料
天正 13 6 0 0 15850628 会津 大水、 会津旧事土苴考 会津四家合考 12

天正 13 6 0 18 15850715 大和 七日ヨリ雨降、今日八之時分ヨリ大雨下、如当年ナル草木ハ、不可在之、珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 13 6 0 20 15850717 京都 大水出、 永禄以来年代記 続群書類従 29下
天正 13 6 0 20 15850717 京都 大風、洪水、 天正年代記 日本震災凶饉攷

天正 13 6 0 20 15850717 和泉 暁天ヨリ雨降出、廿日、終日大雨下、同終夜、猶以大雨也、貝塚御座所日記 6
寺内町研究 6

天正 13 6 0 21 15850718 大和 雨止了、満作珍重之由、百姓衆申事也、 多聞院日記 3 角川書店

天正 13 6 0 21 15850718 近畿 牛（午）刻已前ヨリ又大雨下、暁ヨリ雨止、当国洪水、摂州榎並ハ六分目ノ水ト云々、
貝塚御座所日
記 6

寺内町研究 6

天正 13 6 0 22 15850719 大和 天気快然、以外炎熱上了、作毛無双事也、 多聞院日記 3 角川書店
天正 13 6 0 23 15850720 日向 洪水いまた深候間、拙者越ハ不成候間、… 上井覚兼日記中 大日本古記録
天正 13 6 0 24 15850721 大和 今日ヨリ土用に入、以外炎熱、苦痛々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正 13 7 0 11 15850806 大和 昨夕ヨリ雨少ツヽ下、今朝大雨降了、可然折々ニ甘雨降、如当年事ハ、近年無之、尤珍重々々、 多聞院日記 3 角川書店

天正12年（1584）～天正13年（1585）
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天正 13 7 0 11 15850806 和泉 大雨下、但去月廿日ノ雨程ニハ無之、 貝塚御座所日
記 6

寺内町研究 6

天正 13 7 0 28 15850823 常陸 大風、寿徳寺顚倒す、 烟田旧記 大日本府県志

天正 13 8 0 0 15850825 信濃 料所、日損について、百姓等作毛引き得間敷きの由、訴訟、長国寺殿御事蹟稿 柴辻［真田昌幸］

天正 13 8 0 25 15850918 和泉 貝塚ノ私宅ヲタヽム、八時分ヨリ大雨降、廿七日マテ三日ノ間、雨不止、
貝塚御座所日
記 6

寺内町研究 6

天正 13 8 0 25 15850918 美濃 大洪水出候て、田ハク流、郡内中、数多家共ニ、流死候、前代未聞候、上下メイハク、不過之候、 荘厳講執事帳 白山史料集下

天正 13 8 0 26 15850919 大和 今日モ大雨降了、事々敷洪水也、咲止々々、 多聞院日記 3 角川書店
天正 13 8 0 27 15850920 武蔵 雨大風、家そんし候、 家忠日記 日本の気象史料

天正 13 8 0 28 15850921 下総 大風吹、城破、 海上八幡宮年
代記 海上町史史料編 1

天正 13 8 0 28 15850921 武蔵 大風、洪水、 新撰和漢合図
下書続 日本の気象史料

天正 13 8 0 28 15850921 常陸 常陸大風、屋を発き、堂を壊つ、 烟田旧記 大日本府県志

天正 13 8 1 3 15850926 日向 殊更、川水増候て、漸遊候て来候由申候、さて帰路難成存候て、蘇山寺へ留候、
上井覚兼日記
下 大日本古記録

天正 13 8 1 7 15850930 甲斐［宇都宮国綱書状］去比之疾風、宮殿令破壊之由、無是非次第候、雖然、帰陣之上、涯分可加力お候間、… 華光院文書 3
山梨県史資料編
4-122

天正 13 8 1 15 15851008 陸奥 氷、如雨降、 加納家年代記 石巻の歴史 1

天正 13 8 1 28 15851021 陸奥 津浪、大飢饉、 加納家年代記 石巻の歴史 1

天正 13 10 0 0 15851122 伊豆 酉歳（天正 13）丹那郷作毛相違ニ付而、指置之事、 川口文書 戦国遺文北条 2875

天正 13 10 0 11 15851202 上総
（年次は推定）［正木頼忠書状 北条氏光ｶ宛］…抑去大風、
其地者如何、当地（上総勝浦）へ者、取分当門戸已下破損、
彼再興、于今半途、…

三浦文書 1
千葉県史料諸家補
遺 51

天正 13 10 0 15 15851206 和泉 泉州ヨリ、百姓卅人計、田地ノ損免ヲ乞ニ来テ、悉以搦置之云々、以外火急見タリ、 多聞院日記 3 角川書店

天正 13 11 0 29 15860118 諸国 近国の浜海、水溢れ、溺死するもの数多し、斯後、震動十二日、 梵舜記 日本震災凶饉攷

天正 13 12 0 17 15860205 大和 入夜、又大雪降了、一向無潤水、来年作毛無覚束、 多聞院日記 3 角川書店

天正 14 1 0 24 15860314 京都 京都ニ大雷只一ツ鳴タルト云々、 貝塚御座所日
記 5

寺内町研究 5

天正 14 2 0 11 15860330 大坂 四時より大風雨、終日、夜ノ八時分迄不止、 貝塚御座所日
記 5

寺内町研究 5

天正 14 2 0 18 15860406 世間 寒風吹了、小瘡煩、平臥之式也、世上同然也、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 3 0 1 15860419 武蔵（欄外ニ）梅ノ勢ナル氷如覆降、日ノ中テ不消、 年代記配合抄 内閣文庫

天正 14 3 0 5 15860423 大和 従夜中、大雨下、洪水出了、旧記ニ、大地震ノ後、大風吹之旨在之、心細シ、 多聞院日記 4 角川書店

天正 14 3 0 28 15860516 大和 従夜中、降雨、近日不下、甘雨珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 4 0 2 15860520 大和 雨下、麦以下畠并早苗、一段珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 4 0 10 15860528 大和 従夜中、大雨下、早苗畠等、一段甘雨也、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 4 0 10 15860528 薩摩 続衆可被打立覚悟之処、洪水故、難成候て、被留候、 上井覚兼日記下 大日本古記録

天正 14 5 0 25 15860711 日向 洪水ニ滞候之哉、去十八日之日付之書状也、今日到来候間、廿八日・九日ニ参着ハ不及是非候、
上井覚兼日記
下 大日本古記録

天正 14 5 0 26 15860712 日向 此晩、長雨晴間にて候て、若衆中、拙者庭にて鞠也、 上井覚兼日記下 大日本古記録

天正 14 5 0 30 15860716 大坂 大雷鳴テ、雨頻下、 貝塚御座所日
記 5

寺内町研究 5

天正 14 6 0 1 15860717 大坂 雨降、 貝塚御座所日
記 5

寺内町研究 5

天正 14 6 0 3 15860719 大坂 大雨下、同三日ノ夜、猶以大雨、 貝塚御座所日
記 5

寺内町研究 5

天正 14 6 0 3 15860719 山城［羽柴秀吉朱印状 山崎志摩守（片家）・中川右衛門大夫（秀
政）宛］（前切断）川水出候之条、材木無由断可引上之候也、中川家文書 26 臨川書店

天正 14 6 0 4 15860720 京都 諸社寺をして、止雨を祈らしむ、 御 湯 殿 上 日
記 .兼見卿記 史料綜覧 12-128

天正 14 6 0 4 15860720 大坂 朝ヨリ洪水、及晩猶増、同夜二尺水増…六日猶以引也、 貝塚御座所日
記 5

寺内町研究 5

天正13年（1585）～天正14年（1586）
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天正 14 6 0 4 15860720 摂津 東南西洪水（大坂洪水）、 言経卿記 2 大日本古記録

天正 14 6 0 5 15860721 摂津
五日ノ早旦ニ至テ、猶水増様也、…所詮、四日ノ朝ヨリ
水出テ、堤へ東ノ堤三尺ハカリカヽル、五日ノ夜水引也、
フル川ハ、東西ノ岸ヲ越テ、家々ヘ水入、東ノ方ヘハ、
猶以水入テ、無正躰式也、

貝塚御座所日
記 5

寺内町研究 5

天正 14 6 0 6 15860722 摂津
早朝ミセニ遣タレハ、去夜ノ間ニ、堤ヘカヽリタル水、
コトコトク引、いまた平生ノ所ヨリハ、水ハルカニ高シ
ト云々、

貝塚御座所日
記 5

寺内町研究 5

天正 14 6 0 10 15860726 日向 此日、出船と存候へ共、大風にて、徒ニ逗留申候、 上井覚兼日記下 大日本古記録

天正 14 6 0 11 15860727 日向 此朝も、出船と存候へ共、風荒候間、不成候て、陸路を敷禰へ着候、 上井覚兼日記下 大日本古記録

天正 14 6 0 12 15860728 日向 都城通候時分、大雨にて候、殊に洪水にて難儀仕候、 上井覚兼日記下 大日本古記録
天正 14 6 0 13 15860729 日向 猶洪水にて、川毎ニ苦労仕候、 上井覚兼日記下 大日本古記録

天正 14 6 0 14 15860730 天下 天下ニ上ノ外ハ、日テリ笠ヲ不可指旨、下知云々、誠歟、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 14 6 0 15 15860731 大和 天気快然、炎天也、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 6 0 19 15860805 日向 殊之外、洪水にて候、 上井覚兼日記下 大日本古記録
天正 14 6 0 24 15860809 美濃 大洪水、 岐阜県水害要録 日本の気象史料
天正 14 6 0 28 15860813 大和 近日、以外炎天、去十四日ニ雨下分也、如何、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 7 0 3 15860817 大和 次仁王経修之、以外炎熱沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 7 0 5 15860819 大和 夕立、雨少降、尤々、祈雨西室仁王経在之、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 7 0 6 15860820 大和 為祈雨、ナラ中躍在之、美麗之事也、雨気ニモ無之、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 7 0 9 15860823 大和 祈雨、心落同音論出（於カ）西室在之、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 7 0 10 15860824 大和 西室心落祈雨論在之、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 7 0 11 15860825 大和 大和旱す、是日、羽柴秀長、興福寺をして雨を祈らしむ、多聞院日記 史籍総覧 12-131
天正 14 7 0 16 15860830 大和 雨全不降、炎熱、只如焦如煮、老身苦痛、昼夜臥寝而已、多聞院日記 4 角川書店
天正 14 7 0 23 15860906 日向 夜中より雨頻降候、然者、今日之働相延候也、 上井覚兼日記下 大日本古記録
天正 14 7 0 24 15860907 大和 大雷鳴、近年不覚消肝、雨ハ不下、 多聞院日記 4 角川書店

天正 14 8 0 1 15860913 伊勢 大雨、五十鈴山洪水にて、風宮宇治の両橋墜ち、流家溺死人もあった、
松木満彦年代
記 宇治山田市史

天正 14 8 0 1 15860913 摂津 風雨、今日猶頻也、漸風止テ雨下、及暮ヨリ風雨、 貝塚御座所日
記 5

寺内町研究 5

天正 14 8 0 2 15860914 摂津 雨不止、今日ハ猶以降、…終夜風吹、 貝塚御座所日
記 5

寺内町研究 5

天正 14 8 0 11 15860923 大和 地震了、昨夜、大雨風、暁ヨリ止、 多聞院日記 4 角川書店
天正 14 9 0 16 15861028 京都 京師、大なる雹ふる、 多聞院日記略 日本の気象史料

天正 14 9 0 16 15861028 大和 六ノ過ニ時雨大ナル霰降、消肝了、二、三日先キニモ、アラレ少下、 多聞院日記 4 角川書店

天正 14 10 0 29 15861209 相模 欠落之百姓、何方ニ踞候共、被引返…可被指置候、 覚園寺文書 戦国遺文北条 3017

天正 14 12 0 11 15870119 大和 朝雪少下、如灰一向無潤、寒中雨不降、来年可為炎旱歟、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 15 0 0 0 15870208 伊勢 伊勢、大洪水ニ、宇治橋落、 天寧寺年代記 東大影写本
天正 15 0 0 0 15870208 京都 麻疹流行、 本朝年鑑 日本疾病史

天正 15 2 0 0 15870309 陸奥
二月、三月日光、四月ヨリ大雨、六月迄テ也、作不熟、
九月ニシテ実成ル、十一月ヨリ取納スル也、十月二十日
ヨリ雪降ル、

正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

天正 15 2 0 4 15870312 京都 入夜、暴雨風、雷鳴、 言経卿記 2 大日本古記録
天正 15 2 0 5 15870313 京都 丑刻計ニ、大雷電、霰頻降、 時慶記 1-12 臨川書店

天正 15 2 0 12 15870320 大和 今暁雪下、去年モ十一日夜雪下、日損也シ、十日雨モ不下、無心元者哉、 多聞院日記 4 角川書店

天正 15 3 0 13 15870420 大和 朝ノ間、大雹、木蓮子ホトナル降下、消肝、昨朝ハ、如雪ナル大霜下、 多聞院日記 4 角川書店

天正 15 3 0 21 15870428 京都 又大雨降出也、…夜大風吹出也、 時慶記 1-22 臨川書店

天正 15 4 0 3 15870510 武蔵 不作之田畠、甲乙之所見届、五年荒野、七年荒野に、代官一札を以、可相聞事、
新編武蔵国風
土記稿 戦国遺文北条 3077

天正14年（1586）～天正15年（1587）
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天正 15 4 0 5 15870512 京都 午刻…俄ニ大風、大雨降、一時程シテ晴、 時慶記 1-26 臨川書店
天正 15 4 0 14 15870521 京都 及晩、大雨降、風吹也、雷鳴ス、 時慶記 1-27 臨川書店
天正 15 4 0 15 15870522 京都 雨猶不止、草木ヲ損、 時慶記 1-27 臨川書店
天正 15 5 0 9 15870614 京都 祭礼ノ時ハ雨晴、又帰路時分、大雨也、 時慶記 1-34 臨川書店
天正 15 5 0 23 15870628 京都 大雨、洪水出、 時慶記 1-37 臨川書店

天正 15 5 0 24 15870629 京都 洪水…梅庵（大村由己）女中ヨリ金蔵坊使ニテ、洪水無心元之由被申、 言経卿記 2 大日本古記録

天正 15 5 0 24 15870629 京都 大雨ハ止、時々少如時雨洒、 時慶記 1-37 臨川書店
天正 15 5 0 25 15870630 京都 洪水見物ニ徘徊了、 言経卿記 2 大日本古記録

天正 15 5 0 25 15870630 大和 長賢房、室生ヨリやうやう今日帰了、以外大水、川渡やうやう今朝引渡之、 多聞院日記 4 角川書店

天正 15 6 0 11 15870716 京都 晴陰、涼気如秋、 時慶記 1-41 臨川書店
天正 15 6 0 12 15870717 京都 大雨、午刻ヨリ晴天、寒［ ］也、 時慶記 1-41 臨川書店

天正 15 6 0 13 15870718 京都
天晴陰、涼気甚、当年ノ涼気ハ、老人モ不覚儀ト也、大
略人袷或小袖ヲ着也、…天陰不晴、寒気甚、…少時雨如
ニ降也、

時慶記 1-42 臨川書店

天正 15 6 0 13 15870718 長門

［周布元城契状并益田元祥契状 都野弥次郎宛］（端裏ウハ
書「人沙汰 都野殿 周布」）申談条子之事／一、被官・中間・
人足闕落之事／一、百姓、年貢・段銭・出挙等之無収納、
逐電之事、／一、其主人無放状者之事、／右、吉田（毛利
輝元）様御下知之旨、相互不及御届、被仰付、可申付之状、
如件、：人沙汰之儀付而、蒙仰候、相互之儀条、任御法度
之旨、不能御届、可申付之条、向後不可有御相違候、為
其申談候、

波多野家蔵文
書 13

山口県史中世 3

天正 15 6 0 19 15870724 京都 大雨降、又止、 時慶記 1-44 臨川書店
天正 15 6 0 21 15870726 京都 雨天、如夕立、五月雨、天不晴、 時慶記 1-44 臨川書店
天正 15 6 0 28 15870802 京都 夜中ヨリ、風荒吹出也、 時慶記 1-46 臨川書店

天正 15 6 0 29 15870803 京都 雨中ヨリ、風雨シテ、垣壁ヲ損ス、帰宅シテ、壁ノ覆ヲ直サスル也、風ハ漸止テ、大雨ス、 時慶記 1-46 臨川書店

天正 15 7 0 1 15870804 京都 夜大風雨、 言経卿記 2 大日本古記録
天正 15 7 0 2 15870805 京都 洪水、 言経卿記 2 大日本古記録

天正 15 7 0 2 15870805 山城
夜中、大風、大雨、一昨夜ノ風ハ艮、今夜ノハ坤也、洪
水出、…上鳥羽ノ在所端ヨリ乗船シテ行ニ、畠中ハ如大海、
波浪高シテ漂行侭ニ、程ナク着、…

時慶記 1-47 臨川書店

天正 15 7 0 3 15870806 京都 洪水、 言経卿記 2 大日本古記録
天正 15 7 0 3 15870806 大和 又過夜大雨下、満作上々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 15 7 0 3 15870806 摂津 夜中ヨリ嶋（大坂中島）ヘ水入（洪水）テ、曲庵家辺ハ小船ニテ通也、 時慶記 1-47 臨川書店

天正 15 7 0 4 15870807 京畿 京畿大雨、是日、神祇大副吉田兼見をして止雨の祈を行わしむ、 兼見卿記 史料綜覧 12-172

天正 15 7 0 4 15870807 摂津 晴天、未水多在之、 時慶記 1-48 臨川書店
天正 15 7 0 5 15870808 摂津 晴天、水漸引也、 時慶記 1-49 臨川書店

天正 15 7 0 10 15870813 越後 自七月十日…不暗雨降、大雪降、関白西国収ル、景勝七郡収ル、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

天正 15 7 0 15 15870818 大和 日中過ニ大雨降、洪水流出、消肝了、 多聞院日記 4 角川書店
天正 15 10 0 15 15871115 京都 夜中ヨリ雨天、大風吹、 時慶記 1-62 臨川書店

天正 15 11 0 0 15871130 上野
近年、御土貢百姓等、致難渋之由…或忩劇、或至極之風干、
両損之年者、時之庄務ニ被仰断、作上之依善悪、可致指
引候、

長楽寺文書 戦国遺文北条 3214

天正 15 11 0 22 15871221 大和 昨夜ヨリ雨少ツヽ下、近日一向不降、 多聞院日記 4 角川書店
天正 15 12 0 16 15880114 大和 過夜ヨリ雨下、寒中ノ雨、為来秋珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店
天正 15 12 0 28 15880126 大和 及暮雨降出了、寒雨草木成就、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店
天正 16 0 0 0 15880128 上野 於当山、篠実多生、人賞味ス、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

天正 16 0 0 0 15880128 諸国 諸国、疫疾流行、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

天正 16 1 0 1 15880128 大和 夜中雨降、豊年之瑞、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正15年（1587）～天正16年（1588）
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天正 16 2 0 6 15880303 大和 雨下、大風吹、方々破損、コレノ西ノ築地蓋吹破、沈思々々、多聞院日記 4 角川書店

天正 16 2 0 8 15880305 大和 昨日、於木津川、船シツミ、洪水故、卅四、五人、一船大旨死了、 多聞院日記 4 角川書店

天正 16 2 0 9 15880306 大和 入夜、大霰降了、又乾風、事々敷吹了、不常事也、如何、多聞院日記 4 角川書店

天正 16 3 0 0 15880327 陸奥
二月、三月日光、四月ヨリ大雨、六月迄テ也、作不熟、
九月ニシテ実成ル、十一月ヨリ取納スル也、十月二十日
ヨリ雪降ル、

正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

天正 16 4 0 0 15880426 武蔵 飯塚不作之田畠之事、七年荒野ニ相定候、（18日付） 武州文書 戦国遺文北条 3307

天正 16 4 0 17 15880512 美濃 雪、卯月十七日迄、講堂之庭ニアリ、近年未見候、 荘厳講執事帳 白山史料集下

天正 16 4 0 18 15880513 大和 御山ノ藤花ハ一向不付、如何、アセホノ花モ如形也、可為炎旱歟、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 16 4 0 19 15880514 京都 大雨、 享禄以来年代記 日本の気象史料
天正 16 4 0 20 15880515 京都 洪水、大井川、賀茂川絶渡口、 享禄以来年代記 日本の気象史料
天正 16 4 0 20 15880515 京都 大堰川水溢、洛中往還路絶、 続本朝通鑑 日本の気象史料
天正 16 5 0 8 15880601 大和 従夜中雨下、一日大雨降、五穀成就、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 16 5 0 23 15880616 京都 疫疾流布するに依り、大神宮神主をして、之を祈攘せしめ、
壬生家四巻之
日記 . 御湯殿
上日記

史料綜覧 12-205

天正 16 5 0 25 15880618 近江
［増田長盛・石田三成連署条書 高嶋郡百姓中宛］高嶋郡百
姓目安上候付、書出条之事／一、山くつれ・川成・水際之事、
秋九月ニ給人方より奉行を被出、立毛之上、有様ニ付分、
免相之儀者、御定のことくたるへき事、

増補駒井日記
乾 37

文献出版

天正 16 5 1 3 15880626 大和 此間、ツユノ様雨下、今日ハ雷鳴、可揚歟、及晩大雷、大雨了、 多聞院日記 4 角川書店

天正 16 5 1 3 15880626 大和 従叡慮、除疫祈禱ノ事、宣下来了、爰元モハヤルト、 多聞院日記 4 角川書店
天正 16 5 1 3 15880626 大和 当所麦半所也ト云々、一斗二升ノ子也ト、秋ハ可為満作歟、多聞院日記 4 角川書店

天正 16 5 1 8 15880701 大和 綸旨ニ除疫病ノ祈禱、於東室、今日ヨリ三ケ日、群参ノ論在之、 多聞院日記 4 角川書店

天正 16 5 1 21 15880714 大和 長得、室生ヨリ出了、以外炎天、道難渋之故、遅帰了、 多聞院日記 4 角川書店
天正 16 6 0 1 15880724 大和 旬講沙汰之、老足、炎天、方々不及社参、仁王講長得参了、多聞院日記 4 角川書店
天正 16 6 0 10 15880802 大和 近日炎天、咲止之由也、 多聞院日記 4 角川書店

天正 16 6 0 11 15880803 大和 近日、以外炎天、於西室、心落祈雨同音論在之…日中後、大夕立降了、 多聞院日記 4 角川書店

天正 16 6 0 12 15880804 大和 祈雨延引了、又夕立降了、 多聞院日記 4 角川書店
天正 16 6 0 14 15880806 大和 過夜大風吹了、山ノヒキ柿吹折了、 多聞院日記 4 角川書店
天正 16 6 0 23 15880815 大和 此二、三日、炎熱、只如煎如焦、 多聞院日記 4 角川書店
天正 16 6 0 24 15880816 京都 サイカ町へ雷落云々、人ヲ損云々、 言経卿記 3 大日本古記録
天正 16 7 0 1 15880822 大和 天気快然、老足之上、炎熱之故、不能社参、 多聞院日記 4 角川書店
天正 16 7 0 5 15880826 京都 普請共、井ヲ掘了、 言経卿記 3 大日本古記録
天正 16 7 0 12 15880902 大和 炎天之間、屋ヨリ不出、 多聞院日記 4 角川書店
天正 16 7 0 27 15880917 美濃 大雪、三尺余フリ候、 荘厳講執事帳 白山史料集下
天正 16 10 0 0 15881119 下総 子歳（天正 16）、水損、一廻引之…以検使、水損見届、 遠藤文書 戦国遺文北条 3378

天正 16 11 0 12 15881229 大和 雨少ツヽ一日下了、去月七日ノ夜、雨下以来不降、為麦植尤々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 16 12 0 1 15890117 大和 入夜、雪、アラレ、雨、少ツヽ降了、寒中ノ雨、来年豊熟、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 16 12 0 12 15890128 大和 抑大寒以外、近日、旱水也、事之外寒了、今暁地震了、 多聞院日記 4 角川書店
天正 16 12 0 29 15890214 大和 及晩雨少ツヽ下、近日一向不降、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店
天正 17 0 0 0 15890215 讃岐 雨雹、大如栗、 野史 日本の気象史料

天正 17 0 0 0 15890215 諸国 この年、大いに雹降る、 本朝年代記 中世東国災害史略
年表

天正 17 1 0 18 15890304 信濃 大雨、小河、水損わひこと申ニ付、きよつかい一度ゆるし候、
神使御頭足之
書 山梨県史資料編 6

天正 17 1 0 22 15890308 大和 雨下…冬ヨリ百日余、一円雨不下、為麦、一段甘雨也、 多聞院日記 4 角川書店
天正 17 2 0 22 15890407 大和 冬ヨリ数日、旱魃、心細々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正16年（1588）～天正17年（1589）
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天正 17 2 0 23 15890408 大和 一日大雨下、麦最上々々、 多聞院日記 4 角川書店
天正 17 4 0 14 15890528 伊勢 霰降る、 伊勢記 大日本府県志
天正 17 5 0 12 15890624 大和 為祈雨、西室、同音論在之、 多聞院日記 4 角川書店
天正 17 5 0 14 15890626 大和 西室、祈雨論…雨少降了、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 5 0 15 15890627 大和 祈雨論又在之、兎角、雨一向不足、咲止々々、抑いかゝ可成ソト、無端事也、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 5 0 15 15890627 大和 近般、炎天、耕作及遅々間、自来十五日、於西室辺、心落同音論執行、
多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 5 0 16 15890628 大和 祈雨、仁王講在之、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 5 0 16 15890628 大和
自同十六日、為祈雨、於西室辺、仁王講十部宛有読誦旨、
同音論刻申触畢、一向無人之間、重而又惣寺中申触畢、
出仕一向無人也、咲止々々、至十八日三ケ日、仁王経執
行畢、

多聞院日記 4
（蓮定院記録4）角川書店

天正 17 5 0 20 15890702 大和
近般、炎天越常篇、無退転、可及祈雨処、大会執行付、
群参等難成シテ、延引也、仍五月廿日、於東室学侶集会
相催、自来廿三日、三方入可有執行旨、決則畢、

多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 5 0 20 15890702 大和 堂方へ三方入執行間、如先規、可有祈雨由、両堂へ書状被遣了、
多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 5 0 22 15890704 大和 抑以外炎天、沈思々々、従明日廿三日、群参三方入在之抑々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 5 0 25 15890707 大和 西大寺へ群参ニ各下、…雨全不降、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 5 0 26 15890708 大和 自廿六日至廿八日、恒例講堂仁王講在之、雖為恒例三ケ日之間、祈雨相兼執行之、
多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 5 0 29 15890711 大和 自廿九日至六月朔日、於西屋辺、群参一時卅頌執行、晦日雨下畢、不満足之間、第二日、晦日者執行畢、
多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 6 0 1 15890713 大和 当時、炎干連日、以外也、…昨日、今日両日、雨下之間、先以珍重々々、弥可降続者也、
多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 6 0 2 15890714 京都 自今日、七箇日、於神宮＜他社及寺等同之歟＞有炎旱御祈、続史愚抄中篇 51 新訂増補国史大系

天正 17 6 0 4 15890716 大和
自京都、被成下御綸旨、自六日、一七ケ日、祈雨可抽精誠由、
被仰出了、先月晦日御綸旨、今日四日到来之間、明日火
急也、

多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 6 0 7 15890719 大和 依綸旨、従昨日、祈雨、一時卅頌在之、炎旱、既事終了、多聞院日記 4 角川書店
天正 17 6 0 8 15890720 大和 炎天、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 6 0 11 15890723 京都 大神宮神主をして雨を祈らしむ、 壬生家四巻之
日記 史料綜覧 12-240

天正 17 6 0 11 15890723 大和 去朔日以来、降雨不下間、自来十一日、至同十三日、於西室辺、仁王経、毎日人別十部宛、可有読誦旨、
多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 6 0 12 15890724 大和
降雨、五半時ヨリ細雨下畢、アマタレ流ルヽ程也、七過
より入逢時分迄、一頻ハ以外強降也、効験之間、祈雨可
有延引旨、別会ヨリ申触了、珍重々々、

多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 6 0 12 15890724 大和 夜初夜過ヨリ、一夜大雨也、同十三日・十四日無雨止、大雨、大洪水也、
多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 6 0 13 15890725 大和 過夜、大雨崩程下、夜中ニ止了、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 6 0 14 15890726 大和 過夜中ヨリ大雨下不止、依之、大坂へ越衆、終不帰、過分之損亡也、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 6 0 14 15890726 大和 六月中旬、瓦屋ニ参籠畢、出入大雨ニテ、難堪事也、瓦屋モ以外破損之間…浅間敷躰也、
多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 6 0 15 15890727 大和 大坂へ越衆、過夜後夜ノ前ニ、やうやう帰了、爰元ヨリ大雨、大洪水ニテ、種々辛苦令迷惑了ト云々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 6 0 17 15890729 大和 祈雨ノヲトリアリ、 多聞院日記 4 角川書店
天正 17 6 0 28 15890809 讃岐 大雨雹、秋民不納税、 讃岐災異年表 日本の気象史料

天正 17 7 0 7 15890817 駿河
［徳川家康七カ条定書第六条］（前略）一、請負申御納所（年
貢）、若大風・大水・大旱年者、上・中・下共ニ、以舂法
可相定、但、可為生籾之勘定事、

河合信夫氏所
蔵他 焼津市史資料編 2

天正 17 7 0 15 15890825 大和 昨日、入夜、風雨也、昨今、雨下ハ柿ヲツルト云、如何、多聞院日記 4 角川書店

天正 17 7 0 18 15890828 大和 フルノ社、今度、祈雨立願躍、今日果遂用意ノ処、従夜中降雨、定テ可為延引、造作之由也、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 7 0 19 15890829 大和 布留郷祈雨躍、立願果遂之由也、但昨日日限之処、依雨気、至今日、延引畢、
多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17年（1589）
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天正 17 7 0 30 15890909 大和 自早朝、終日雨下畢、自七時分、以外大風也、一夜吹通畢、暁天ニ次第ニ風静ニ止之、雨ハ日中時分マテ降続了、
多聞院日記 5
（蓮成院記録4）角川書店

天正 17 8 0 13 15890922 駿河 大雨永ク、山崩レ、向岳庵指埋メ、此時ニ御住寺共僧三人、家来弐人埋り、相知レ不申候、捨置候、前代未聞之事ニ候、大平年代記 沼津資料集成 8

天正 17 8 0 17 15890926 近江 羽柴秀次、近江中野村と同国青名、八日市との井水相論を裁決す、
清水文書 . 高
時村文書 史料綜覧 12-246

天正 17 9 0 18 15891027 常陸 雹降る、 烟田旧記 日本の気象史料
天正 17 9 0 26 15891104 大和 此間、於岩淵谷、井手ヲ上池水用意、為旱魃ノ時也、 多聞院日記 4 角川書店
天正 17 10 0 7 15891114 大和 炎旱、不納故、日霊供…  多聞院日記 4 角川書店

天正 17 11 0 23 15891230 大和 旧冬ハ冬ヒテリ、全不降、依之、当年夏一円不降、此冬ハ雖非指タル雨、切々下間、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 11 0 29 15900105 大和 早旦ヨリ、日中過迄、大雪降、五寸余積、近日不覚大雪也、豊年瑞相、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 17 12 0 0 15900106 上野 私領福島郷百姓欠落、可召還事、 宇津木文書 戦国遺文北条 3551

天正 18 0 0 0 15900205 遠江 家康検地、引佐郡久留米木村の不作 33筆、 静岡県史中世
4-2304～ 05

静岡県史中世

天正 18 0 0 0 15900205 遠江 家康検地、引佐郡渋川村の当不作 56％、 静岡県史中世
4-2311～ 16

静岡県史中世

天正 18 0 0 0 15900205 諸国 この年雹降る、栗の如し、 本朝年代記 中世東国災害史略
年表

天正 18 2 0 4 15900309 大和 過夜大雨降、夜明止了、春前有雨、花開早トアレハ、不可有程、且来秋、去年ニ替、豊熟之基尤々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 18 3 0 0 15900405 武蔵 上丸子之内、近年川成ニ付而…問答候、 日枝神社文書 戦国遺文北条 3682

天正 18 4 0 1 15900504 京都 朝、あられ、事外降也、 晴豊記 続史料大成 9

天正 18 4 0 4 15900507 京都 晩雨降、事外らいなる也、 晴豊記 続史料大成 9

天正 18 4 0 7 15900510 京都 晩より大雨降、 晴豊記 続史料大成 9

天正 18 5 0 26 15900627 大和 日中後、大雨、風、雷鳴、此間ツユト云々、雷鳴レハ、ツユアカルト申、麦アトニ水不足ト云々、今少降カシ也、多聞院日記 4 角川書店

天正 18 6 0 22 15900723 大和 心落論、祈雨在之、 多聞院日記 4 角川書店
天正 18 6 0 26 15900727 大和 於西室、祈雨、一時卅頌在之、 多聞院日記 4 角川書店
天正 18 6 0 27 15900728 大和 祈雨、昨夕雨下、延引了、 多聞院日記 4 角川書店
天正 18 6 0 29 15900730 大和 祈雨、於八講屋、群参詣出了、 多聞院日記 4 角川書店
天正 18 7 0 0 15900731 摂津 淀川洪水あり、三島郡三箇牧村大字唐崎堤防決潰す、 大阪府誌 日本の気象史料

天正 18 7 0 2 15900801 大和
群参三方信読ニテ、降雨之由之間、可執行之由、則高山
ノカリヤ、中坊ヨリ申付之、昨日雨下、雖然、大納言殿
仰之祈雨間、無力、今日モ雨気也、如何、

多聞院日記 4 角川書店

天正 18 7 0 4 15900803 大和 六日、祈雨ノヲトリノ用ニ、小太郎ヨリ申間、トンス遣了、多聞院日記 4 角川書店
天正 18 7 0 6 15900805 大和 祈雨ヲトリ在之、 多聞院日記 4 角川書店
天正 18 7 0 8 15900807 大和 七月ノ節ニ入、雨全不下、咲止々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 18 7 0 9 15900808 大和 於招提寺、心落同音論在之、最勝王経頓写テ、池ヘ入供養也、 多聞院日記 4 角川書店

天正 18 7 0 17 15900816 大和 過夜一夜、大風、大雨、満足珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 18 7 0 29 15900828 山城

過夜一夜、大雨、大風、方々以外破損、作毛モ損、浅猿
事也、最福院門・西ノヘヰ・大橋・ヤケアトノ艮ノ松ヲル、
以外ノ事也、岩淵ノ井出、九間クツレ、鹿野園ノ百姓廿
八人死了ト、方々以外破損也、吉祥院為八朔礼京上トテ、
木津迄下処、山城国中海ノ如ク、中々難成トテ、被帰了、
…木津ハ悉家ツフレ水ニ沈ト…

多聞院日記 4 角川書店

天正 18 7 0 29 15900828 大和 大雨ニテ、河以下如何、 多聞院日記 4 角川書店
天正 18 8 0 0 15900830 能登 大風、 永光寺年代記 加能史料研究 2

天正 18 8 0 0 15900830 下野
在々百姓、他郷へ相越儀、於有之者、其領主へ相届、可
召返、若不罷帰付てハ、其者之事者不及申、相拘候者共ニ、
可成敗事（豊臣秀吉朱印状 宇都宮弥三郎国綱宛）、

宇都宮氏家蔵
文書 栃木県史中世 2

天正 18 8 0 0 15900830 関東 関東大雨、 天正日記 中世東国災害史略
年表

天正17年（1589）～天正18年（1590）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

天正 18 8 0 3 15900901 江戸
夜にいり、大ぶり、ちかごろおぼえず、千ぞくの池あふ
れて、けが人とどけきたる、ひめがいけの水、たかさ二
尺五寸、

天正日記 日本の気象史料

天正 18 8 0 3 15900901 京都
朝晴、晩ヨリ少降、夜入、大風、大雨、ことこと敷事、
無斗候、夜七時分、大風、大雨のさ中ニ、おはりたいふ
屋かた、やけ出、残らすやけ申候、

晴豊記 続史料大成 9

天正 18 8 0 6 15900904 大和 先段、立願雨乞、フルノヲトリ、今日ノ処、夜中ヨリ大雨下、… 多聞院日記 4 角川書店

天正 18 8 0 7 15900905 大和 布留ノヲトリ、今日在之、天気快然、 多聞院日記 4 角川書店
天正 18 8 0 17 15900915 大和 過夜又大雨、事々敷降、可為水損、咲止々々、 多聞院日記 4 角川書店
天正 18 8 0 18 15900916 京都 夕方、さいれいの時分、大雨降也、 晴豊記 続史料大成 9

天正 18 10 0 4 15901101 大和 以外之日損、半得モ不可在之見了、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 18 10 0 12 15901109 大和 長得、阿波村へ毛見ニ下、入夜帰了、作毛上々、何も免不行、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 18 10 0 16 15901113 江戸 ふる、小石川の末、出水にて、家ながす、このうち小身衆、自身にて土俵にいれ候衆あり、 天正日記 日本の気象史料

天正 18 11 0 7 15901203 長門

［真如坊任秀出挙米皆済証状 有光彦七宛］返々預ケ米共ニ
澄し畢、／貴方手前出挙未進米之儀在之ニ付而、去年・
当年引田被仕刈取候、然者相残所五斗余未進雖有之、種々
理之間、令分別候、然時者皆済之間、後日ニ催促申付間
敷候者也、

有光家文書 98 山口県史中世 3

天正 18 12 0 16 15910111 大和 夜中ヨリ大雪、日中迄降了、近年不覚、一尺モ可積歟、…寒雪豊年ノ瑞尤々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 19 2 0 28 15910421 京都 雨天、大雷電、霰降、 時慶記 1-103 臨川書店
天正 19 2 0 30 15910423 京都 雪霰降、山白シ、大風吹、天晴陰、 時慶記 1-103 臨川書店
天正 19 3 0 0 15910424 上野 朔日、大雪降、八日モ大雪フル、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
天正 19 3 0 4 15910427 大和 過夜、大雨降了、此間、数日雨下、夏之様、無心元者也、多聞院日記 4 角川書店
天正 19 3 0 6 15910429 大和 過夜、大雨降、夜明テ止了、 多聞院日記 4 角川書店
天正 19 5 0 8 15910628 京都 天晴、及晩、夕立、雷鳴、 時慶記 1-120 臨川書店
天正 19 5 0 10 15910630 大和 過夜、大雨降下、作毛満足了、 多聞院日記 4 角川書店
天正 19 5 0 16 15910706 京都 夜中、雷鳴、甚雨、頻也、明テ雨止、 時慶記 1-122 臨川書店
天正 19 5 0 20 15910710 京都 暑熱甚、 時慶記 1-124 臨川書店
天正 19 6 0 0 15910721 讃岐 大雨雹、 讃岐災異年表 日本の気象史料
天正 19 6 0 0 15910721 関東 大雹降、 当代記 日本の気象史料
天正 19 6 0 11 15910731 京都 暁、大雨、明テ天晴、 時慶記 1-126 臨川書店

天正 19 6 0 12 15910801 大和 朝ヨリ雨下、当年甘雨繁下、満作無比類、珍重々々、但虫如何、 多聞院日記 4 角川書店

天正 19 6 0 13 15910802 京都 入夜、大雨シテ晴、 時慶記 1-126 臨川書店
天正 19 6 0 14 15910803 京都 夜寒、如季秋、 時慶記 1-127 臨川書店
天正 19 6 0 18 15910807 京都 大雹降、 皇年代略記 新校群書類従 2

天正 19 6 0 22 15910811 京都 暑気甚、 時慶記 1-128 臨川書店
天正 19 6 0 23 15910812 京都 暑甚、 時慶記 1-128 臨川書店
天正 19 6 0 25 15910814 京都 夜大雨、雷鳴、 時慶記 1-129 臨川書店
天正 19 6 0 28 15910817 陸奥 霰降、大サ如瓜（ウリ）、 加納年代記 石巻の歴史 1

天正 19 6 0 28 15910817 畿内（弘前、欄外）上方大雹降、 日記 八木橋文庫
天正 19 6 0 28 15910817 京都 雷鳴、夕立候、 時慶記 1-129 臨川書店
天正 19 6 0 28 15910817 京都 雨雹、如瓜云、 続史愚抄中篇 51 新訂増補国史大系
天正 19 7 0 3 15910821 京都 天晴、又暑気甚シ、 時慶記 1-131 臨川書店
天正 19 7 0 7 15910825 大和 近日、雨不下、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店
天正 19 7 0 13 15910831 京都 申刻ニ夕立、雷鳴、大霰降候、 時慶記 1-134 臨川書店
天正 19 7 0 13 15910831 京都 大雨雹＜一時許降云＞、 続史愚抄中篇 51 新訂増補国史大系
天正 19 7 0 17 15910904 大和 越常篇炎熱、一日平臥了、作毛沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店
天正 19 7 0 18 15910905 大和 於西室、心落祈雨論在之、 多聞院日記 4 角川書店
天正 19 7 0 18 15910905 京都 依残暑甚、月更迄語候、 時慶記 1-135 臨川書店

天正18年（1590）～天正19年（1591）
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天正 19 7 0 20 15910907 京都 天晴、暑甚、 時慶記 1-136 臨川書店
天正 19 7 0 25 15910912 京都 天晴、午暴雨、 時慶記 1-137 臨川書店

天正 19 7 0 29 15910916 大和 去十三日ニハ、京都ハ雷大鳴、大ノ霰降了、七難ノ最頂、物恠ノ事也、 多聞院日記 4 角川書店

天正 19 7 0 29 15910916 京都 大雨・雷電甚、 時慶記 1-138 臨川書店
天正 19 8 0 8 15910925 大和 於西室、祈雨、一時卅頌在之、 多聞院日記 4 角川書店
天正 19 8 0 9 15910926 大和 祈雨へ、煩間不出、 多聞院日記 4 角川書店

天正 19 8 0 12 15910929 大和 ヨコタヘ、加賀同道、毛見ノ所ニ、早田ハ四ツ成ホト歟、ヲクテハ皆損、中々ノ事也、 多聞院日記 4 角川書店

天正 19 8 0 29 15911016 大和 雨下、昨夕、教浄、毛見シテ上了、大谷・大屋三分ノ一ノ免也、当年、日損ニハ、見事ノ仕合也、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 19 9 0 5 15911022 大和 京終領、毛見沙汰之、半成也、 多聞院日記 4 角川書店
天正 19 9 0 6 15911023 京都 暁天雨、雷鳴候、 時慶記 1-147 臨川書店
天正 19 12 0 13 15920127 大和 暁ヨリ大雪降了、豊年之瑞、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 19 12 0 15 15920129 大和 今度ノ雪、一段滋潤充満、寒中ノ雪、来年ハ可為豊熟、尤珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 1 0 11 15920223 安芸
［毛利輝元条々写 佐世三左衛門（元嘉）殿宛］高麗渡海留守
居之条々／…一、国々在民、若於飢嘆（マヽ）在之者、八
木可宛行事、

武田金三氏所
蔵文書 1

広島県史中世資料
編Ⅳ 949

天正 20 4 0 22 15920602 大和 過夜、大雨下了、近日、打続雨下、夏様、無心元者也、 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 5 0 1 15920610 大和 夜中ヨリ、大雨下、此五、六日、不降間、麦アトアヰ待了、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 5 0 10 15920619 京都 午刻ヨリ、大雨、暮々亥刻マテ風、 言経卿記 5 大日本古記録

天正 20 5 0 15 15920624 山城 西院村東寺領、水なかれ田地、おほへ、／かい川 弐段 つゝ
ミきれ口十三間 くい八拾本 …

西院村東寺領
流田注文 教王護国寺10-2990

天正 20 5 0 27 15920706 大和 従夜中、大雨又下了、行末無心元者也、 多聞院日記 4 角川書店
天正 20 6 0 24 15920801 大和 此間、雨不降、以外炎熱、苦痛過例了、 多聞院日記 4 角川書店
天正 20 6 0 26 15920803 大和 近般、炎天沈思々々、祈雨ノ沙汰モ無之、 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 7 0 1 15920808 大和
近般、炎天、以之外之間、祈雨、可有執行付、従来二日
於西室、心落同音論相催処、七月朔日、夕立沙汰訖、雖然、
無満足間、二日、同音論執行之処、八過大雨下、満足之間、
祈雨延引、

多聞院日記 5
（蓮成院記録5）角川書店

天正 20 7 0 2 15920809 大和 祈雨、於西室、心落同音論在之、 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 7 0 2 15920809 大和 未貝時分、大雨降、満足之間、従明日、雨乞延引畢、打続雨下、満作之間、不及雨乞、大慶不過之者也、
多聞院日記 5
（蓮成院記録5）角川書店

天正 20 7 0 6 15920813 大和 過一夜、大風吹、夜明テ風止、一日大雨降了、甘雨、満作珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 7 0 7 15920814 大和 過夜、又大雨下了、水ニ飽クヘキ也、 多聞院日記 4 角川書店
天正 20 7 0 17 15920824 大和 近日、雨不下、如何、 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 8 0 9 15920914 大和 過夜雨下、夜明テモ不止、南ノ柿ノ大ナル枝、風モ不吹折レ了、大ノ不吉、… 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 8 0 27 15921002 大和 過夜、以外大雨下、消肝了、可及水損歟、心細キ者也、 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 8 0 29 15921004 大和 廿六日・七日、大雨降テ、洪水出テ、ウツモレタル木、浮出云々、神反奇代ノ事ト、万人貴ミ了、 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 9 0 2 15921007 大和 以外炎熱ノ後、大雨一降、消肝了、 多聞院日記 4 角川書店

天正 20 10 0 23 15921126 摂津 摂州ノ百姓共、去夏水事喧嘩ノ衆、八十三人、ハタ物ニ被上了ト天下悉ケンクワ御停止ノ処、曲事ノ故也ト云々、多聞院日記 4 角川書店

天正 20 11 0 28 15921231 長門
［佐世元嘉覚条書 （長門大津郡）大日比浦肝煎・其外地下中
宛］付、うへ死ニ及候ほとの者、於有之者、肝煎として直
訴可申事、…

毛利家文書 24 山口県史中世 3

文禄 01 12 0 8 15930110 改元 代始、 続史愚抄 古事類苑 1

文禄 02 0 0 0 15930202 諸国 諸国、悪疫流行、 室町安土桃山
時代医事年表

室町安土桃山時代
医学史の研究

文禄 02 0 0 0 15930202 紀伊
［興山上人応其書状］当年ハ以之外損亡にて候間、作毛の
見合、此方より可申付候、大仏剃髪寺之儀ニ、寺領召遣候、
別而無用捨候者、百姓立申間敷候、

続宝簡集 日本凶荒史考

天正 19年（1591）～文禄 2年（1593）
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文禄 02 0 0 0 15930202 下野 氏家御頭 風見郷 頭人 風見新五郎 順年未参候得共、半納、
…

今宮祭祀録（西
導寺本）

高根沢町史史料編
1

文禄 02 2 0 18 15930320 京都 暁天大雪、如寒中、万山白、日中ハ雨晴陰、 時慶記 1-166 臨川書店

文禄 02 2 0 20 15930322 下総

［岡部康綱黒印状 野田名主・百姓宛］野田／一、其郷当所務、
田六半取、畠三ツ取ニ定置候、其上、卯（天正 19）・辰（文
禄 1）之不作、於令開発者、田三ツ取、畠ハ壱半とりたる
へく候、雖然、本田を指置候て、不作之場作候者、年貢
本田なミたるへく候事、／一、たいてん之者共、於立帰者、
過分ニ未進にて候共、可赦免之事、／一、本田并卯・辰
不作開発之上有年、別而永不作きりおこすニ付而者、一
所務無年貢可出之事、／右、此旨相触、退転之者共、召
帰へく候、若此儀そむき、非分ニ令所務人有之者、以目安、
野田へ可言上者也、以上、

野田市立興風
図書館所蔵文
書

野田市史中世 2

文禄 02 3 0 7 15930408 京都 悪風吹テ、相煩、 時慶記 1-172 臨川書店
文禄 02 3 0 21 15930422 大和 過夜、又大雨下、行末如何、心細者也、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 02 4 0 1 15930501 大和 大和神事、大略雨下処、今日ハ不降、可為日損歟、無心元、多聞院日記 4 角川書店
文禄 02 4 0 28 15930528 京都 天晴、午過ヨリ大雨、 時慶記 1-189 臨川書店

文禄 02 4 0 29 15930529 大和 過夜、大風雨ソヽク、夜明ニ雷鳴、大雨下、此間、作毛ニ待雨之処、先以珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 02 4 0 29 15930529 京都 雨天、雷鳴、 時慶記 1-189 臨川書店
文禄 02 5 0 5 15930604 関東 自此春中、五月五日迄、関東は旱天、翌六日より雨降、 当代記 日本凶荒史考
文禄 02 5 0 6 15930605 大和 天気炎熱也、雨ノ様心細者也、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 02 5 0 25 15930624 大和 近日、以外炎天、全雨不下、今日ハ雨気降歟ト思トモ、不下、多聞院日記 4 角川書店
文禄 02 5 0 26 15930625 京都 雨天、洪水、 時慶記 1-199 臨川書店

文禄 02 5 0 27 15930626 大和 過夜、大雨、夜明テモ不止降、此中十四、五日雨不降、各無興之処、甘雨普潤、上下万人、開悦之眉了、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 02 5 0 27 15930626 京都 大雨天、七条ヘ端坊ヘ水、無心元トテ、人ヲ遣候、 時慶記 1-199 臨川書店
文禄 02 6 0 7 15930705 大和 雨止、天気快然、五穀成就之式、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 02 6 0 12 15930710 大和 大雨降下、仰天了、事々敷大雨也、作毛水流ヘキ也、日中後ハ雷鳴、大洪水出ほと、ふり下了、庭へ水ツキ了、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 02 6 0 12 15930710 京都 雨天、…午雷鳴甚、 時慶記 1-203 臨川書店
文禄 02 6 0 17 15930715 京都 夜暑甚、 時慶記 1-205 臨川書店
文禄 02 6 0 29 15930727 京都 極熱、少時、夕立、雷鳴ス、 時慶記 1-208 臨川書店
文禄 02 7 0 2 15930729 京都 少時、夕立荒シ、雷鳴ス、 時慶記 1-208 臨川書店
文禄 02 7 0 10 15930806 京都 暑気甚シ、 時慶記 1-211 臨川書店
文禄 02 7 0 14 15930810 京都 大夕立、雷鳴候、 時慶記 1-213 臨川書店

文禄 02 7 0 17 15930813 大和 此間、雨乞用あきかたかた、一段涼風を得了、当年老気、天殊ニ炎熱、苦痛、越常篇、無治術之処、先以快然也、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 02 7 0 23 15930819 京都 天晴、暑甚、 時慶記 1-215 臨川書店
文禄 02 8 0 6 15930901 京都 陰天、残暑甚、 時慶記 1-219 臨川書店

文禄 02 8 0 7 15930902 大和 去月十四、五日、雨下後、一円此中不降、咲止之処、今夜雨降、大慶也、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 02 8 0 8 15930903 天下 天下、水旱也、 時慶記 1-220 臨川書店
文禄 02 8 0 11 15930906 京都 天晴、昨今、残暑甚シ、 時慶記 1-220 臨川書店

文禄 02 8 0 12 15930907 京都 京都、大雨、
時慶卿記 . 立
入宗継記 . 家
忠日記

史料綜覧 13-28

文禄 02 8 0 12 15930907 京都 今暁、雷電大雨、昼モ大雨、又雷鳴ス、 時慶記 1-221 臨川書店

文禄 02 9 0 9 15931003 京都 京都、大風、 時慶卿記 .鹿苑
日録 .家忠日記 史料綜覧 13-30

文禄 02 9 0 9 15931003 大和 節供、日損之間、如形沙汰之、大雨風消肝了、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 02 9 0 9 15931003 京都 雨天、大風損屏以下、 時慶記 1-228 臨川書店

文禄 02 9 1 27 15931119 大和 昨夕、伊右衛門毛見シテ、及晩帰トテ来、作毛大略也、去年ニ二石計増了、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 02 10 0 8 15931130 大和 伊衛門、野口庄マメノ毛見シテ帰了、散々也、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 2年（1593）
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文禄 02 12 0 2 15940123 大和 過夜、大雨下、今日ヨリ大寒ニ入、寒替ノ雨、豊年ノ瑞相、尤大慶也、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 02 12 0 20 15940210 世間 世上、風邪流注ス、 時慶記 1-267 臨川書店

文禄 02 12 0 21 15940211 紀伊

［興山上人応其書状］（年次は編者推定）真国（庄）之もの共、
年貢無沙汰之由、言語道断曲事沙汰之限ニ（候）、篭者、
又からめられ候て成共、いかやうにもきふうあるへく候、
…当年之損免之儀、あまり用捨過候間、ずいを申事ニ候、
急度可被仰付候、

続宝簡 50 高野山文書 3-401

文禄 02 12 0 23 15940213 天下 世上、三日ヤミハヤリ、入手少シ、天下一同ト云々、不思儀ノ事也、口ナ子ノ様也、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 02 12 0 25 15940215 諸国 諸国、疾疫流行す、是日御不予、 時慶卿記 . 鹿
苑日録 史料綜覧 13-44

文禄 02 12 0 25 15940215 天下 三日ヤミ、天下一同ニハヤルト云々、坊中悉ヤミ了、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 02 12 0 25 15940215 天下 天下、疫病流行、残者一人モ無、上一人ヨリ下万民、皆病、不思儀ノ事共也、 時慶記 1-267 臨川書店

文禄 03 0 0 0 15940220 京都 疫疾流行、 時慶記 日本災異志

文禄 03 0 0 0 15940220 陸奥 作毛吉、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

文禄 03 0 0 0 15940220 信濃 小県郡吉田郷の百姓旱損に沈淪につき、百姓役を半役とする、 成沢文書 柴辻［真田昌幸］

文禄 03 1 0 5 15940224 世間 世上、以外風気増倍、既多死由也、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 1 0 17 15940308 大和 備前衆相待所不上、ハヤル咳気煩歟、不審々々、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 1 0 30 15940321 大和 従夜中、大ニ風吹、所々破損了、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 03 2 0 23 15940413 近江
［徳永寿昌・駒井重勝連署状］一、愛智川筋南北堤之事、
神崎郡中人足申付、両人奉行以堤之様子見計、大破之所
江者、人足数相加、丈夫ニ可申付候、雖為誰々代官所、
給人之村、屋並ニ人足可出者也、

増補駒井日記
乾 114

藤田恒春校訂

文禄 03 4 0 4 15940523 大和 近日、雨不下、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 4 0 21 15940609 大和 五月節ニ入、雨少ツヽ降、天地之恩徳、不朽事也、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 03 4 0 26 15940614 近江

［益庵・駒井重勝連署状 愛智川惣中宛］一、其村与大門、
井水出入之儀、去年奉行を遣、相済候処、又当年新儀ニ
溝を立、わきへ切落候者、沙汰之限候、則春日九兵衛方
より被相届候へ者、先々より有来候由、申付候、左候へ者、
去年之出入之時、何と而、先々より彼井水無之由者、申
理候哉、新儀成事を申懸ニ者、可為曲事、去年奉行被遣、
相定候通ニ、可仕候也、／猶以、於相背者、可為曲事之条、
可被成其御心得候、以上、

増補駒井日記
坤 189

藤田恒春校訂

文禄 03 5 0 6 15940624 大和 夜中ヨリ雨少下、頓テ止了、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 03 5 0 8 15940626 大和 従夜中、日中迄、大雨下、雖然、作毛ニハ、一向不足云々、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 03 5 0 11 15940629 大和 過夜、大雨下、但不満足、又々可降歟、百姓作毛、以外閊敷ト、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 03 5 0 12 15940630 大和 過夜ヨ（リ）、明テモ、大雨下、はや満足々々、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 03 6 0 0 15940718 筑前（岡見宣沙氏所蔵「華台坊代々亀開之帳」）文禄三 六月開 良
乗、

水瓶山雨乞祈
禱経筒

福岡県大宰府町水
瓶山経塚遺跡発掘
調査報告

文禄 03 6 0 17 15940803 会津
～十八日、大みつまし、各有大石、七ツまておし…両む
かひ家、皆々なかれ…其時、当処も見池…作波も田畠十
に付七ツ山成、

塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

文禄 03 6 0 22 15940808 大和 節替、雨不下、如何、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 7 0 0 15940816 越後 大水ニ付キテ、水損、五穀不熟、人民餓死、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
文禄 03 7 0 2 15940817 大和 近日、雨不下、如何々々、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 7 0 10 15940825 大和 雨不下、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 7 0 15 15940830 大和 雨不下、沈思々々、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 7 0 17 15940901 大和 雨不下、咲止々々、一時卅頌祈雨有之、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 7 0 23 15940907 紀伊 大塔表柱、折倒墜艮方、依大風也、 高野春秋編年録 日本の気象史料
文禄 03 7 0 23 15940907 大和 一日雨下、珍重々々、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 7 0 26 15940910 諸国 夜俄に大風、諸国損亡、不可勝計、 当代記 2 史籍雑纂 2

文禄 2年（1594）～文禄 3年（1594）
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文禄 03 7 0 27 15940911 大和 過夜、大雨、大風也、又雨下、沈満了、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 7 0 28 15940912 大和 又雨下、退屈了、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 8 0 0 15940915 紀伊 風痛、 熊野年代記 印影本

文禄 03 8 0 5 15940919 大和
布留之社祈雨躍、今日在之、事々敷造作と云々、近日、
不断雨下、今日ハ一段天気快然、神慮不思儀、神反々々、
日月地ニ不落、頼々、

多聞院日記 4 角川書店

文禄 03 8 0 28 15941012 大和 当年、ナラ中ヨリ、祈雨立願一万度在之、昨日ハ雨気之処、入夜之雷電事々敷、初夜時分ニ大雨下、頓而止了、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 03 9 0 1 15941014 大和 京終郷、毛見ノ処、去年ニ二石五斗程減少也、 多聞院日記 4 角川書店
文禄 03 9 0 9 15941022 江戸 同日迄雨降、大風吹、家かたふき候、 家忠日記 日本の気象史料

文禄 03 9 0 16 15941029 紀伊［興山上人応其書状］（年次は編者推定）当年ハ以之外損毛にて候間、作毛之見合、此方より可申付候、 続宝簡 51 高野山文書 3-422

文禄 03 10 0 9 15941120 大和 アワノ毛見シテ上了、散々也、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 03 11 0 8 15941219 大和 戌亥ノ大道ノ水樋、破損ノ間、年預金蔵院へ申談、沙汰之、又雨下、 多聞院日記 4 角川書店

文禄 03 11 0 15 15941226 紀伊

［興山上人応其寺領損免覚書］（年次は編者推定）損免之覚
／五ツ四分　ふき、五ツ四分　つゝか、／五ツ六分　まに、
七ツ　志賀／六ツ弐分　花坂、六ツ弐分　細川、七ツ　
しゐて、七ツ　小沢／六ツ弐分、東郷、六ツ八分　慈尊
院／六ツ八分　しふ田、六ツ八分　天野／五ツ八分　四
村、六ツ二分　八瀬／五ツ八分　湯川、五ツ八分　花園
／六ツ六分　猿川、七ツ　細野／七ツ　野田原、六ツ六
分　せん田／五ツ四分　あらミ、五ツ四分　すいはら／
六ツ弐分　をちかた、七ツ　真国／五ツ四分　大滝、同
　鮎浦／同　かきたいら、同　かすかミ／以上（平均 62％
免）、

続宝簡 51 高野山文書 3-423

文禄 03 12 0 0 15950111 京都 疾疫流行、 時慶記 日本疾病史
文禄 04 0 0 0 15950209 畿内 五畿内、大洪水、 熊野年代記 印影本
文禄 04 2 0 12 15950322 大和 雨少ツヽ降間、能無之、 多聞院日記 5 角川書店

文禄 04 3 0 6 15950415 大和 北法印ハ在京、夫ヨリ佐和山へ越候由被申、降雨可為難儀事也、大雨故、延引了、 多聞院日記 5 角川書店

文禄 04 3 0 23 15950502 大和 過夜、大風了、少々破損歟、 多聞院日記 5 角川書店

文禄 04 4 0 23 15950601 関東
西上野氷降、間ニ大ナル天目程ナル氷アリ、麦麻一円ニ
損亡也、武州、東上野も少々損亡、其夜、龍ノ毛トヲ、
馬ノ毛之様ナル物、雨ニ交リ降、

当代記 2 史籍雑纂 2

文禄 04 6 0 3 15950709 京都 京都、大雷雨、 言経卿記 . 当
代記 史料綜覧 13-89

文禄 04 6 0 4 15950710 京都 洪水云、 続史愚抄中篇 51 新訂増補国史大系

文禄 04 6 0 7 15950713 京都 京都、洪水、
御湯殿上日記 .
中山家記 . 言
経卿記

史料綜覧 13-89

文禄 04 6 0 7 15950713 京都 雨、洪水、大雨、…洪水見物ニ罷出之処ニ… 言経卿記 6 大日本古記録
文禄 04 6 0 7 15950713 京都 又水、 続史愚抄中篇 51 新訂増補国史大系

文禄 04 6 0 9 15950715 摂津
［豊臣秀吉書状 豊臣秀次宛カ］此辺、大水ニて、八ケ所（大
和田・島頭・馬伏・岸和田・東日野・新田・諸福・安田
の総称）堤切、無正躰候、然者、爰許為見廻、可有下向之由、

大阪城天守閣
収蔵文書

大阪城天守閣紀要
31

文禄 04 7 0 0 15950806 日本 大地震、四月十六日、大雪降、夏大雨、麦ハ吉、苗ハ悪シ、日本飢饉、人民餓死、越後七郡縄打、当関白切腹ナリ、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

文禄 04 8 0 0 15950904 信濃 信濃、大雨、就中、山辺大蔵沢の洪水、為櫻町一円の地、一切流失、生者四散、再耕の見込相立ず… しば起し記 日本凶荒史考

文禄 04 8 0 10 15950913 陸奥 大洪水、 加納年代記 石巻の歴史 1

文禄 04 8 0 10 15950913 京都
雨ふる、けふ、たつのこくより、ひるまて、あらけなき
のはき、ちかきころははしめ也、御ゆとゝうへ、御かく
もん所の御さうしとも、みなみなふきちらし候也、

御湯殿上日記 日本凶荒史考

文禄 04 8 0 10 15950913 京都 巳刻ニ、大風雨、屋ノヤネ破損、… 言経卿記 6 大日本古記録
文禄 04 8 0 10 15950913 京都 大雨、洪水、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

文禄 04 8 0 10 15950913 江戸 大雨、洪水、 永禄以来大事記 続群書類従 29下
文禄 04 8 0 10 15950913 京都 大雨、洪水、 皇年代略記 新校群書類従 2

文禄 3年（1594）～文禄 4年（1595）
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文禄 04 8 0 10 15950913 京都 大雨水、 続史愚抄中篇 51 新訂増補国史大系

文禄 04 9 0 18 15951021 安房
［板倉昌察等連署証状 大神宮大禰宜等宛］此度之大風故、
上之大宮并下之宮悉吹臥、道具等迄、不残損候間、被申
上候、…

安房神宮文書
4

千葉県の歴史中世
3-678

文禄 04 10 0 23 15951124 大和 山ノ畠、七月ニ上了、雖然、又可作之由申間、先百姓ニ預ケ了、…半毛損毛也、 多聞院日記 5 角川書店

文禄 04 10 0 28 15951129 下総
［岡部氏掟書写 四郎右衛門殿宛］定／…一、領分之内ヨリ、
此以前年貢引負候而、或ハ地頭ヘたいくつ仕候而、欠落
いたし候共、市宿へこし候者、還居者、未進其外、地頭
より違乱有ましき事、…

野田市立興風
図書館所蔵文
書

野田市史中世 2

文禄 04 12 0 11 15960110 伊豆
［植田伊賀網戸売券 大河はやと宛］御公方銭ニ相つまり申、
末代売渡申［  ］あんとの事／合廿俵者 但おさまり米三斗六
升入／右□間、あん度一ぢやう、同彼あんと付之田はた
共ニ、末代売渡申所実正也、

三津大川文書 豆州内浦漁民史料
1801

文禄 05 0 0 0 15960130 天下 天下ニ土降、 加納年代記 石巻の歴史 1

文禄 05 0 0 0 15960130 関東 此夏秋、度々大水、百年以来無比類、 当代記 日本凶荒史考
文禄 05 0 0 0 15960130 紀伊 雨に石まじり土降、 紀州田辺万代記 1 清文堂史料叢書
文禄 05 3 0 0 15960329 紀伊 七月マテ土露降、昼如夜、 熊野年代記 印影本
文禄 05 3 0 3 15960331 武蔵 ～四、五日、利根河血流、 龍淵寺年代記 東大影写本
文禄 05 4 0 4 15960501 関東 四日ニモ雪降、 当代記 日本凶荒史考
文禄 05 4 0 4 15960501 関東 雪、寒気如冬、 続本朝通鑑 日本の気象史料
文禄 05 4 0 5 15960502 上野 雪大ニ降、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

文禄 05 4 0 23 15960520 安芸

［毛利輝元下知条々写 安芸佐西郡御公領代官中・諸給肝煎
中宛］諸国荒田於有之者、来春従 太閤様御検使被差下、可
被召上之由、就 御下知被仰出条々事、／一、年々荒田二
年作取に可仕事、／一、二年之荒田者、当作之躰ニより、
上之分ハ、三分一納所、中下田者、五分一、又種子食程
之作毛ならは、只百姓ニ一円可被遣之事、付、有躰之納
所申付之田地を、百姓としてあらし置候者、百姓曲事た
るへき条、可有成敗事、付、あたハさる年貢申懸候故、
田地あれ候ハヽ、それハ給主のくせ事ニ候条、一かと可
有御下知之由候事、／一、右荒所納所無之につき、れい
年作来る田畠等之事、捨置候者、其百姓為御法度可被仰
付事、／…

厳島野坂文書
1122

広島県史中世資料
編Ⅱ 679

文禄 05 5 0 0 15960527 関東 春中雨細々降、五月中旬ヨリ、六月廿六日迄、露（梅雨）ニイル、此春、雪切々降、 当代記 日本凶荒史考

文禄 05 5 0 9 15960604 東海 尾濃、洪水、 当代記 日本凶荒史考
文禄 05 5 0 11 15960606 山城 雨降、洪水、伏見普請、返路難叶云々、 義演准后日記 1 史料纂集
文禄 05 5 0 27 15960622 備前 備前ヨリ人上了、満作之由、珍重々々、 多聞院日記 5 角川書店
文禄 05 6 0 0 15960626 畿内（弘前、欄外）上方大雨降、 日記 八木橋文庫

文禄 05 6 0 4 15960629 大和 長擬、室生へ入、大雨、洪水之間、川ノ渡不可成、難渋之事也、 多聞院日記 5 角川書店

文禄 05 6 0 7 15960702 越後 大地震、大旱、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
文禄 05 6 0 12 15960707 京都 泥土降、又氷毛、 享禄以来年代記 続群書類従 29下

文禄 05 6 0 19 15960714 諸国

信、甲、関東、洪水、百年以来ノ大水ト云々、知行損亡、
不知数、武州之内葛井浅草ニテ、人三、四百人溺死、其
外牛馬数ヲ不知死、此時節モ上方ハ指セル事ナシ、…此六、
七月閏ニテモ、上方ハ雨降、五穀豊ナリ、…前ノ七月ノ
如、浅間焼上、西ノ方ヘ焔コロフ、此故カ、近江、京伏見、
其比灰細々降、其故ニヤ、秋毛少々凶ト云々、信濃ナトハ、
此灰一寸計タマル、関東ハ不降、但是モ同秋凶云々、

当代記 日本凶荒史考

文禄 05 6 0 20 15960715 山城 終日、大雨降、聊洪水、 義演准后日記 1 史料纂集
文禄 05 6 0 21 15960716 上野 大水出、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

文禄 05 6 0 27 15960722 京畿 京畿に白砂降る、
義 演 准 后 日
記 . 孝亮宿禰
記 .舜旧記

史料綜覧 13-117

文禄 05 7 0 0 15960725 加賀 龍毛降、洪水、 産福寺年代記 加能地域史 11

文禄 05 7 1 18 15960910 京都 大風、 孝亮記 日本の気象史料

文禄 4年（1595）～文禄 5年（1596）



404

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

文禄 05 8 0 5 15960926 諸国 入夜、大風、諸国損亡ス、 当代記 日本凶荒史考
文禄 05 8 0 5 15960926 京都 未刻より戌半刻まで、大風雨、 言経卿記 日本の気象史料

文禄 05 8 0 5 15960926 京都 戌刻より丑半刻まで、大雨、大風、小座敷こけら葺吹破、洪水、 義演准后日記 日本の気象史料

文禄 05 8 0 5 15960926 京畿 京畿、大風雨、洪水、

義演准后日記 .
親綱日記 .言経
卿記 .孝亮宿禰
日次記 .鹿苑日
録 . 舜 旧 記 . 広
峰神社文書他

史料綜覧 13-120

文禄 05 8 0 5 15960926 京都 大風＜人民恐怖云＞、 続史愚抄中篇
51

新訂増補国史大系

文禄 05 8 0 6 15960927 京都 午刻過、風雨裂（烈）以外也、洪水、及半夜出也、所々水溺死云々、 舜旧記 1 史料纂集

文禄 05 8 0 10 15961001 京畿［増田長盛書状］如仰今度之大地震、大風雨打続、無正躰候、就其、堤御普請之儀、無御由断之由尤存候、 吉川家文書 日本凶荒史考

慶長 01 10 0 27 15961216 改元 天変地妖、 続史愚抄 古事類苑 1

慶長 02 1 0 1 15970217 常陸 晩、亥刻、砂降ル、ツネノ霜ヨリモアツシ、 吉備雑書抄書
（安得虎子 1） 牛久市史料中世Ⅱ

慶長 02 5 0 5 15970619 京都 雨降、洪水以外也、斎父牧庵競馬為見物、川溺死去了、 舜旧記 1 史料纂集
慶長 02 5 0 12 15970626 京都 雨降、洪水、川ヘ渡斗也、 舜旧記 1 史料纂集
慶長 02 6 0 14 15970728 山城 甘雨、終日降、 義演准后日記 1 史料纂集
慶長 02 7 0 30 15970911 山城 晴、大風、伏見辺以外云々、少々家顚倒云々、 義演准后日記 1 史料纂集

慶長 02 8 0 14 15970925 京都 京都、大雨、
鹿苑日録 . 義
演准后日記 .言
経卿記

史料綜覧 13-143

慶長 02 10 0 24 15971203 京都 当院年貢米、百姓納、寿等召寄、奉行申付了、当年依日旱、少事納也、 舜旧記 1 史料纂集

慶長 03 1 0 7 15980212 武蔵 大雪五尺、 龍淵寺年代記 東大影写本

慶長 03 1 0 7 15980212 常陸 五比ヨリ丑時、大雪降、深サ五尺ホトニフルナリ、八十歳ナル人モ、不知ト云ナリ、
吉備雑書抄書
（安得虎子 1） 牛久市史料中世Ⅱ

慶長 03 1 0 7 15980212 山城 従寅刻、大雪降、終日不晴、近年之儀也、 義演准后日記 史料纂集

慶長 03 2 0 0 15980308 陸奥 二月、三月、四月迄テ、水吹寒シ、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

慶長 03 2 0 0 15980308 周防
［三分一式部丞祈禱事書］（本書は要検討）今度、村中疫病
流行ニ付、祈禱を行ひ、宗正兵部抱山根山（周防山代）ニ
疫病□□魁ヲ祭り鎮、黄幡之社と申、年々幣帛を納、祭
り可申立願致候得ハ、疫病鎮り候事、

美和町宗正家
文書 3

山口県史中世 3

慶長 03 3 0 0 15980406 江戸
江戸大風、高棟之家損、城之北門吹倒、此時、自関東上
り船、或は荷物をはね、或は破船、五百余艘之内、百艘計、
無異儀云、

当代記 日本の気象史料

慶長 03 3 0 26 15980501 山城 今夜、風雨、洪水、 義演准后日記 史料纂集
慶長 03 4 0 3 15980508 京都 霜大降、茶葉悉枯萎了、 舜旧記 1 史料纂集
慶長 03 5 0 8 15980611 京都 雨降…洪水以外、領田流了、 舜旧記 1 史料纂集
慶長 03 5 0 9 15980612 山城 大雨、…洪水、終夜雨不休、 義演准后日記 1 史料纂集
慶長 03 5 0 15 15980618 山城 大雨、洪水、＜雷鳴、雫ニ入歟、終雨不晴＞ 義演准后日記 1 史料纂集
慶長 03 5 0 16 15980619 山城 霖雨、洪水、終日朦朧、伏見石田以下新屋敷水ニ漬、 義演准后日記 1 史料纂集

慶長 03 5 0 17 15980620 山城
大雨、洪水、…伝聞、洪水以外、伏見在家、山崩カヽリ
テ顚倒云々、石田・木幡新在家、水ニ悉漬、舟ヲサシテ
通路云々、

義演准后日記 1 史料纂集

慶長 03 6 0 10 15980713 山城 陰、巳剋甘雨降、 義演准后日記 1 史料纂集
慶長 03 6 0 11 15980714 山城 甘雨降、午剋属晴、 義演准后日記 1 史料纂集
慶長 03 6 0 19 15980722 山城 雨降、洪水、 義演准后日記 1 史料纂集
慶長 03 6 0 20 15980723 山城 雨降、大風、 義演准后日記 1 史料纂集
慶長 03 7 0 20 15980821 山城 巳剋、甘雨降、万民含咲、五穀添色、 義演准后日記 1 史料纂集
慶長 03 7 0 21 15980822 山城 陰、卯剋、大雨降、珍重、草木増色、 義演准后日記 1 史料纂集

文禄 5年（1596）～慶長 3年（1598）
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慶長 03 7 0 27 15980828 諸国 夜半ヨリ、大風、洪水、五穀損亡、不可勝計…此秋、諸国凶年云々、 当代記 日本凶荒史考

慶長 03 7 0 27 15980828 京都 雨ことことしく降て、けふのみねいりのびて、正ごゐいの御寺へくもじなる、風雨おびただしくする、 御湯殿上日記 日本の気象史料

慶長 03 7 0 27 15980828 山城
午剋、大雨降、…従戌剋、大風吹初、至寅剋、門跡所々吹破、
庭松之枝折了、寺家大木顚倒、在家等少々吹散了、洪水
出了、

義演准后日記
1

史料纂集

慶長 03 7 0 27 15980828 京都 入夜、大風吹、京都所々町屋破損了、 舜旧記 1 史料纂集
慶長 03 7 0 28 15980829 京都 大風、 御湯殿上日記 史料綜覧 13-167
慶長 03 7 0 28 15980829 山城 夜前、大風ニ付、門内、門外払除了、 義演准后日記 1 史料纂集
慶長 03 8 0 16 15980916 山城 大雨、洪水、 義演准后日記 1 史料纂集

慶長 03 12 0 8 15990104 周防

［伊藤神之允・宮川右衛門尉連署書状 棚守左近将監殿宛］
…防州（熊毛郡）波野村ニて、弐拾石被成御給候由、存其
旨候、…当検見自奉行中被申付候、検見帳無相違写申候而、
御引渡申候、乍去、当年者、風儀悪候故、甲斐々々敷御
座有間敷候、於我等ハ、無如在、本帳辻写進之申候、可
被遂其御分別候、

厳島野坂文書
1428

広島県史中世資料
編Ⅱ 906

慶長 04 0 0 0 15990127 陸奥 俵俄ニ高、一駄二貫六百文、作吉也、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

慶長 04 0 0 0 15990127 日本 日本飢饉、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
慶長 04 0 0 0 15990127 諸国 此春中、諸国ニ糧乏云々、 当代記 日本凶荒史考

慶長 04 2 0 26 15990322 京都 雷鳴大雨、…申剋雷落、東寺塔婆心柱焼出、既九輪マテ猛火煙、…
義演准后日記
2

史料纂集

慶長 04 3 0 21 15990416 大和 大雨下候、草木ニ一段能候、 多聞院日記 5 角川書店

慶長 04 3 1 5 15990429 大和 天気能候処、午過より雨下了、此程、麦ナワシロニ雨  一
段仕合ニテ候、 多聞院日記 5 角川書店

慶長 04 3 1 6 15990430 大和 一日、大雨下候、麦万々能候、 多聞院日記 5 角川書店

慶長 04 4 0 4 15990527 関東 関東、大風、 慶長見聞書 .当
代記 史料綜覧 13-194

慶長 04 4 0 25 15990617 大和
如前、暁より大風雨吹候、夜明カタニ、以之外ツヨクフ
キ候て、雑舎対屋之マユヲ吹破候、世渡（背戸）之柿吹ヲ
レ候、

多 聞 院 日 記
5-88 角川書店

慶長 04 4 0 29 15990621 山城 終日、大雨、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 04 4 0 30 15990622 山城 大雨降、洪水、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 04 5 0 10 15990702 山城 大雨、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 04 5 0 11 15990703 山城 洪水、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 04 5 0 12 15990704 山城 大雨、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 04 5 0 13 15990705 山城 大雨、洪水、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 04 5 0 24 15990716 山城 大雨降、洪水、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 04 6 0 0 15990722 関東 六、七月、下総、上総、武蔵、切々大風吹、夏、秋凶、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 04 6 0 0 15990722 遠江 遠州、此夏中、三千人餓死、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 04 6 0 0 15990722 関東 関東中モ、餓死アリ、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 04 7 0 6 15990826 山城 酉剋ヨリ及卯剋、大雨降、洪水、 義演准后日記 2 史料纂集

慶長 04 7 0 26 15990915 近江 徳川家康、三河岡崎の田中吉政をして、旧領近江佐和山に入らば、逃散せる百姓を還住せしむ、
古文書集 . 寛
政重修諸家譜 史料綜覧 13-238

慶長 04 9 0 20 15991107 大和
毛見ニ、大安寺大水ニテ、不落付候間、直ニ横井へ行候、
田之事、手間入候へ共、百姓同心参申候間上之、伊衛門
直ニヤトヘ帰候、

多聞院日記 5 角川書店

慶長 05 4 0 25 16000606 山城 大雨、辰剋属晴、…勧修寺村人足、堤洪水ニ切了、仍今日ハ相除之、
義演准后日記
2

史料纂集

慶長 05 6 0 20 16000719 京都 雨降、大洪水、 舜旧記 1-230 史料纂集
慶長 05 6 0 21 16000731 山城 大夕立、両度洪水、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 05 10 0 23 16001117 京都 当院年貢納、寿等来申付之、依豊年、無引也、 舜旧記 1-246 史料纂集
慶長 05 12 0 8 16010112 山城 大雪、一尺二、三寸積、近年ノ儀也、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 05 12 0 9 16010131 京都 大雪降、一尺五寸、近年稀也、 舜旧記 1-252 史料纂集
慶長 06 0 0 0 16010203 京都 山東、疫疾大行、 逸史 日本災異志

慶長 3年（1598）～慶長 6年（1601）
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慶長 06 0 0 0 16010203 陸奥 作半吉、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

慶長 06 0 0 0 16010203 天下 天下水損、米マシナリ、 天寧寺年代記 東大影写本
慶長 06 0 0 0 16010203 諸国 此秋、諸国凶年、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 06 0 0 0 16010203 日本

（年次は推定）この苦難は、日本で何年ぶりかの大凶作と
飢饉の年に起っただけに、いっそう辛く厳しかった。な
ぜなら、日本中に降った大雨で、稲、小麦、大麦、その
他の食糧は、すでに穂が出ていながら、ひどく腐敗し、
ほとんど助からなかったからである。そのため、飢饉、
貧困は全国的にきわめてひどく、大勢が純粋の飢えのた
めに死亡した。そして、この時に食べものとして唯一残
されていた草の根を採りに野原に行って、それを引き抜
いている時に魂が抜けて倒れ死ぬとか、すでに草の根は
手に入れたものの、帰途、気を失い死に果てて家に帰り
着かないというようなことがしばしば起った。

1601.02年の日
本の諸事

16.7世紀イエズス
会日本報告集Ⅰ -4

慶長 06 1 0 14 16010216 山城 蔵ノ瓦、寒ニ破了、定金堂・塔婆以下、瓦可破歟、珍事、近年ノ寒シ事也、 義演准后日記 2 史料纂集

慶長 06 2 0 18 16010322 大和 朝陰、巳剋大雨、大風、洪水、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 06 2 0 19 16010323 大和 辰剋発足、洪水［  ］通路不叶、山ヘ廻了、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 06 3 0 0 16010403 関東 是歳、山東大疫、 日本逸史 日本疾病史
慶長 06 3 0 0 16010403 関東 関東、疫癘流行す、 当代記 史料綜覧 13-294

慶長 06 3 0 1 16010403 山城 終日大雪、四、五寸積、希代希代、馬場櫻二、三本最中也、花与雪同時、近代無之由、古老申、嵐以外如冬、炉火用之、
義演准后日記
2

史料纂集

慶長 06 3 0 2 16010404 山城 余寒残雪、山如冬、 義演准后日記 2 史料纂集
慶長 06 4 0 8 16010510 津軽（弘前）大風、岩木ノ雪降、人死有、 日記 八木橋文庫

慶長 06 5 0 26 16010626 甲斐
［徳川家奉行連署状 山神郷宛］本郷皆流ニ付而、荒居江引
越候間、先国主何も役等免許候条、向後も如前々、可有
御免除候者也、

三井家文書 9
山梨県史資料編
4-1333

慶長 06 5 0 27 16010627 関東 雨、此春夏、惣テ雨也、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 06 6 0 17 16010716 関東 十七日ヨリ、廿三日マテ、七日打続大雨、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 06 6 0 19 16010718 関東 大水、此夏中、アツキ事ナシ、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 06 6 0 22 16010721 関東 尚以大雨、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 06 8 0 13 16010909 京都 雨降、富森在所已下、洪水指入旨、申来也、次淀大橋落、舜旧記 1-286 史料纂集
慶長 06 9 0 0 16010926 越後 雪降、作毛雪下ニ成、人民煩、或ハ死事多シ、疫病起、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
慶長 06 9 0 0 16010926 諸国 是秋、諸国凶年、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 06 11 1 10 16020103 京都 京都、雨にまじり土ふる、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 07 0 0 0 16020222 美濃 此年、濃州別而凶年、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 07 4 0 13 16020603 美濃 濃州大水、ミツヤ堤、千間余相キレ、町之者多分死、家流、牛馬同死、此時中野塘モキレタリ、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 07 7 0 0 16020817 越後 未剋ニ灰降、草藁ニタマル、作毛不熟也、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
慶長 07 7 0 3 16020819 尾張 大雨、…尾州しの木柏井の川出、彼国所所塘切、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 07 8 0 27 16021012 山城 山城、風雨、洪水、 舜旧記 .当代記 史料綜覧 13-333
慶長 07 8 0 28 16021013 関東 風雨、関東ハ夥クテ、所々水入、大凶年也、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 08 1 0 15 16030225 京都 大浦九郎右衛門尉、疱瘡薬所望、煎薬二包遣了、 言経卿記 28 大日本史料 12-1
慶長 08 1 0 28 16030310 京都 里ノ息女、痘瘡出、 時慶卿記 15 大日本史料 12-1
慶長 08 2 0 13 16030325 京都 嫡男煩、疱瘡也、鼻血、酉刻計ヨリ無間断垂、 慶長日件録 1 大日本史料 12-1

慶長 08 2 0 14 16030326 京都 嫡男、痘瘡、□血不留、以外也、色々雖尽療治、申下刻令死去畢、 慶長日件録 1 大日本史料 12-1

慶長 08 2 0 23 16030404 京都
未刻ニ俄ニ雨降、疾雷動乾坤、三郎衛門来、向予曰、只
今雷落地、西之京路ニテ、取人ト云々、於途中傾笠耕田
者也ト云々、頭上雷火ニテ燃ト云々、

鹿苑日録 18 大日本史料 12-1

慶長 08 4 0 24 16030603 京都 大雨、洪水、 義演准后日記
8.時慶卿記 大日本史料 12-1

慶長 08 4 0 25 16030604 京都 昨雨、洪水故、今午迄、渡川難成、 鹿苑日録 18 大日本史料 12-1

慶長 08 5 0 5 16030614 三河 午刻、雪雹、三州之山中降、中ニモ名蔵山ニモ多降、木ノ葉ヲ悉打落ス、クチナハ多死之由也、 当代記 3 大日本史料 12-1

慶長 6年（1601）～慶長 8年（1603）
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慶長 08 5 0 17 16030626 摂津 辰剋、大坂ヲ立了、平カタノ上、橋本ノ上、両所洪水ニ付テ乗船、
義演准后日記
3

史料纂集

慶長 08 6 0 27 16030804 江戸 午刻已後、大風、黒戸之前柳吹折、 慶長日件録 日本の気象史料
慶長 08 7 0 6 16030812 山城 夕立、甘雨、 義演准后日記 3 史料纂集
慶長 08 7 0 11 16030817 京都 大夕立、雷鳴＜三所へ落云々＞、 言経卿記 29 大日本史料 12-1

慶長 08 7 0 11 16030817 京都
申刻ニ夕立、大雷鳴シテ、清荒神ノ門前柳へ落、木皮裂、
当座ニ前ノ家ノ者死、小童モ煩由也、今出川ノ米屋倉ヘ
モ落、人死由申候、又下京ヘモ落由候、可尋之、

時慶卿記 17 大日本史料 12-1

慶長 08 7 0 11 16030817 京都 今出川殿へ参、夕立、甚雷声驚耳、二、三ケ所落云々、 慶長日件録 1 大日本史料 12-1
慶長 09 0 0 0 16040131 関東 此秋、関東凶年、 当代記 3 日本凶荒史考
慶長 09 3 0 4 16040403 京都 今暁、大雷雨荒、 時慶卿記 19 大日本史料 12-2
慶長 09 3 0 4 16040403 京都 及薄暮、雷雨甚、 慶長日件録 1 大日本史料 12-2
慶長 09 4 0 7 16040505 京都 終ニ向来雨不降、春旱ト云々、 鹿苑日録 日本凶荒史考
慶長 09 4 0 23 16040521 関東 関東、大風雨、洪水、上方ハサシテ不降、 当代記 3 大日本史料 12-2
慶長 09 5 0 0 16040529 津軽 雹降、田畑作毛損、岩木山に雪降（津軽記）、 津軽旧記 3 大日本史料 12-2

慶長 09 5 0 24 16040621 京都
欲移青苗、無水、此節、如此旱魃、予覚廿年来無之、古
今初也、…青苗不移、各々百姓枕畝、終夜不帰家、艱難
無過此節、

鹿苑日録 日本凶荒史考

慶長 09 5 0 25 16040622 会津 七月三日迄、雨少モ不降、別テ会津大旱、悪作、 異本塔寺長帳 日本凶荒史考

慶長 09 5 0 27 16040624 京都 各々辛労不限、昼夜、横［ ］臥広野、農夫亦不帰家、家広野、
枕石者、無如此時、行末不知、旱魃是亦天所命也、 鹿苑日録 日本凶荒史考

慶長 09 6 0 0 16040627 丹波 六、七月、太日干、 天寧寺年代記 東大影写本

慶長 09 6 0 0 16040627 摂津
旱魃、摂州コヤノ池ノ鯉鮒、悉干死ス、彼所ノ者ハ、昔
年行基ノ魚ヲ被放ケルト云伝ニ依テ、是ヲ不取、アタリ
ノ村ヨリ、彼魚ヲ盗取ケルト也、如此ノ干魃ノ様シモ、
已前両度有ケルト云々、

当代記 3 日本凶荒史考

慶長 09 6 0 0 16040627 諸国 六、七月旱魃、国民令迷惑、 当代記 3 日本の気象史料

慶長 09 6 0 14 16040710 京都 炎旱及数日、民間之愁尤甚、一七日御祈事（伊勢及び近畿の諸社寺に勅）、
壬生家四巻之
日記 4

大日本史料 12-2

慶長 09 6 0 14 16040710 京都 湿雨之御祈、諸社へ被仰、 時慶卿記 日本の気象史料

慶長 09 6 0 14 16040710 大和 綸旨写／炎旱及数日、民間之愁尤甚、一七ケ日別而一寺一同、可抽懇祈之丹誠之由…
多聞院日記 5
（蓮成院記録5）角川書店

慶長 09 6 0 15 16040711 京都
昨暮、寺庵、社人、経所衆、百姓、各々抽丹誠、仰天伏地、
雖乞雨終ニ雨不降、却テ炎天殺人而已、［  ］水一滴無之、
百姓不堪愁、

鹿苑日録 日本凶荒史考

慶長 09 6 0 16 16040712 大和 祈雨之儀付、御綸旨到来、 多聞院日記 5
（蓮成院記録5）角川書店

慶長 09 6 0 16 16040712 山城 寅剋ヨリ雨降、珍重々々、 義演准后日記 3 史料纂集
慶長 09 6 0 19 16040715 山城 炎旱、民愁、 義演准后日記 3 史料纂集

慶長 09 6 0 20 16040716 大和
廿日之暁、廿一日朝、大雨下、祈雨者、効験無是非、則
祈禱延引畢、廿二日日中後、大雨下、於当国者、令満足
者也、

多聞院日記 5
（蓮成院記録5）角川書店

慶長 09 6 0 21 16040717 京都 如此旱、近年廿ケ年以来者不覚、自禁中、当社へ、七日之雨乞ト云々、…雖然雨、不降、 鹿苑日録 日本凶荒史考

慶長 09 6 0 26 16040722 山城 大夕立、…炎旱、万民愁、但、数剋夕立、珍重々々、 義演准后日記 3 史料纂集

慶長 09 7 0 5 16040731 近江 夕立甚、佐和山普請場へ雷落、随分之者、伊勢衆三人、其外十人死、五、三十も、手負在之由也、 当代記 3 大日本史料 12-2

慶長 09 7 0 6 16040801 京都 大夕立、雷三ケ所落云々、 言経卿記 31 大日本史料 12-2
慶長 09 7 0 6 16040801 京都 未下刻ニ、雷、大雨降、地湿、 時慶卿記 21 大日本史料 12-2
慶長 09 7 0 6 16040801 京都 未刻夕立、如車軸、 慶長日件録 1 大日本史料 12-2

慶長 09 7 0 13 16040808 土佐

慶長九年、如何成年之逆旋そや、先一番に七月十三日、
不時、頓に大風吹来り、洪水湧、山之竹木を吹き倒し、
諸之作物根葉を枯し、家微塵ニ吹なし、山ハ河となし、
淵河ハ山と埋れ、人之首も吹切るほとの大風なれハ、深
山幽谷之土民等、木ニおされて死るもあり、或ハ半死半
生の消息、凡国土の人民、何計万無計、

阿闍梨暁印置
文 大日本史料 12-2

慶長 09 7 0 18 16040813 山城 雨請、於拝殿、タラ尼唱之、当所郷民、於神前踊之、 義演准后日記 3 史料纂集

慶長 8年（1603）～慶長 9年（1604）
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慶長 09 7 0 20 16040815 山城 雨請同、終雨不降、瀧谷禅侶参詣、 義演准后日記 3 史料纂集
慶長 09 7 0 22 16040817 会津 大雨降、洪水、 異本塔寺長帳 日本の気象史料
慶長 09 7 0 23 16040818 山城 炎旱以外、万民愁、珍事々々、 義演准后日記 3 史料纂集

慶長 09 7 0 25 16040820 京都
暑甚、井ノ水涸、井共土ヲ上サセ候、裏地ニテ雨乞ノ祈
念ヲ私ニ致、小蛇現、及夜忽ニ雷鳴、電シテ雨降、此度
迄四度、今度ノ日照ニ致之処ニ有験、人ニ不洩之、

時慶卿記 21 大日本史料 12-2

慶長 09 7 0 26 16040821 京都 猶致祈念…大ニ夕立雷鳴ス、奇妙ノ儀也、 時慶卿記 21 大日本史料 12-2

慶長 09 7 0 26 16040821 京都 及晩雨降、此中、炎日打続、上京中、渇水以外也、予也後庭、井水尽之間、新又令掘也、 慶長日件録 1 大日本史料 12-2

慶長 09 7 0 27 16040822 京都 及晩、大雨降、幾度降、 慶長日件録 1 大日本史料 12-2
慶長 09 7 0 27 16040822 山城 大夕立、 義演准后日記 3 史料纂集

慶長 09 7 0 28 16040823 山城 又夕立、去十三日夕立了、其後始也、田畠大都損了、雖然、万民先安堵云々、 義演准后日記 3 史料纂集

慶長 09 8 0 4 16040828 丹波 夜大風吹、 天寧寺年代記 東大影写本
慶長 09 8 0 4 16040828 京都 晩大風、 時慶卿記 21 大日本史料 12-2

慶長 09 8 0 4 16040828 諸国 酉ノ刻ヨリ大風、タソカレ時迄ハ雨少降時モ有之、戌刻ヨリ雨不降、風計也、諸国失毛也、不可勝計、 当代記 3 大日本史料 12-2

慶長 09 8 0 4 16040828 土佐 大風、洪水、浜の砂を吹上、 阿闍梨暁印置文 大日本史料 12-2
慶長 09 8 0 5 16040829 京都 雨、天如墜栗、 時慶卿記 21 大日本史料 12-2

慶長 09 8 0 11 16040904 山城 巳剋、既降雨、神感殊勝々々、 義演准后日記
3-238 史料纂集

慶長 09 8 0 14 16040907 諸国
伊勢、尾州、近江、美濃者、大風、山城、大和、畿内、
此風不吹、三河モ、サシテ不吹、尾州長島、高波ニテ堤
崩水入、

当代記 3 大日本史料 12-2

慶長 09 8 0 14 16040907 諸国 伊勢、尾張、美濃、近江等、大風、伊勢の長島は、高波にて、堤をやぶり、暴漲田圃を害す、 徳川実紀 日本の気象史料

慶長 09 8 1 5 16040928 諸国 美濃、尾張、伊勢大風、然トモ、至テ無失毛之儀、長島、伊勢浦近辺ハ、風ニ付テ、損亡ナリ、 当代記 3 大日本史料 12-2

慶長 09 8 1 28 16041021 土佐 又大風、洪水す、 阿闍梨暁印置文 大日本史料 12-2
慶長 09 9 0 21 16041112 津軽 大風、 津軽旧記 大日本史料 12-2
慶長 09 10 0 0 16041121 畿内 翌年にかけて、畿内に痘瘡、麻疹流行、 慶長日件録 人権歴史年表

慶長 09 12 0 0 16050119 駿河

大井河ノ洪水ニ、島田駅ヲ東ヘ押流シ、白岩寺山ニ迫リ、
岸村ヲ過キ、青島ヲ経テ、海ニ入ル、是近世ノ一大変ナ
リ、…元島田、島田駅ノ北ニシテ、伊太村ト駅ノ間ニアリ、
慶長九年大井河ノ洪水ニ、本駅河原トナリシ時、仮リニ
駅トセシ所ナリ、

懸川志 12 大日本史料 12-2

慶長 09 12 0 16 16050203 薩摩
東目より西目之浦浜、大浪よせ、きりやみ事者不申、人
も多くうち取候、誠不思議之災難ニ候、如斯候間、題目
者加子有ましきと聞候、父子に一人罷上候共、例のことく、
加子有之ましき由候、

薩藩旧記後集
27

大日本史料 12-2

慶長 09 12 0 16 16050203 土佐

夜地震す、其夥夜半ニ四海波の大潮入て、国々浦々破損
滅亡す、崎浜老女（若ｶ）男女五十人、波ニ流死す、…隣在
所を聞くに、西寺東寺の麓の浦分にも、男女四百人余死す、
…宍喰にハ、老若男女貴賤三千八百六人死す、蓋伝へ聞に、
南向の国ハ皆潮入、西北向之国ハ地震計ニテ潮不入、未
来永代の言伝に書置者也（土佐国群書類従 74所収）、

阿闍梨暁印置
文 大日本史料 12-2

慶長 09 12 0 16 16050203 土佐 夜亥ノ時、三崎浦大潮指、浦中男女百五十三人死（土佐国群書類従 53所収）、 蒼屋雑記 大日本史料 12-2

慶長 09 12 0 16 16050203 阿波
末亥刻、於常月白風寒凝行歩時分、大海三度鳴、人々巨
驚拱手処、逆浪頻起、其高十丈、来七度、名大塩也、剰
男女沈千尋底百余人（海部郡靹浦碑文）、

阿波国社寺文
書乾 大日本史料 12-2

慶長 09 12 0 16 16050203 伊豆
夜津波登り、谷ケ里之在家不残浪ニ被取、人五十七人死ス、
内拾七人、中之郷小島之人也、此時、島中田畑過半損亡
ス（八丈島記事もほぼ同文）、

伊豆国八丈島
宗福寺古記 大日本史料 12-2

慶長 10 0 0 0 16050218 陸奥 春、夏、日照、作吉同代、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

慶長 10 0 0 0 16050218 会津 今年、悪作飢饉、人多死、 異本塔寺長帳 日本凶荒史考
慶長 10 3 0 0 16050418 京都 春、大に旱す、 野史 日本震災凶饉攷

慶長 9年（1604）～慶長 10年（1605）
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慶長 10 4 0 20 16050606 会津 会津、大雪降、今年、悪作飢饉、人多死、 異本塔寺長帳 大日本史料 12-3

慶長 10 4 0 24 16050610 東海
去二月ヨリ、雨繁シ、大方三日ニ二日ハ降也、廿四、五日頃、
遠州、駿河ニ大水、島田茶屋押流ス、自此時、町河ニ成間、
町ヨリ東ニ島田町立、

当代記 3 大日本史料 12-3

慶長 10 5 0 0 16050617 京都 旱、 逸史 日本災異志

慶長 10 5 0 0 16050617 豊前 五月より八月十四日迄、大旱魃にて、疫病流行、死人多々に付、諸寺社中に被仰渡、大般若経転読、疫難御払執行、
豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

慶長 10 5 0 24 16050710 大和 廿四、五日、大雨下、所々損失了、 春日正預祐範記 日本の気象史料
慶長 10 6 0 0 16050716 京都 昆陽池涸れる、 野史 日本震災凶饉攷

慶長 10 6 0 14 16050729 諸国
晩、伏見夕立雨甚、京都ハ不降、此年モ干魃付テ、摂州
小屋ノ池水干、魚モ死、但去年ノ程ニハ無之、去月廿三
日ノ以降、雨不降、諸国旱魃甚也、

慶長見聞書 日本凶荒史考

慶長 10 6 0 14 16050729 京都 去月廿三日、雨降已後、今日初夕立、万民安堵云々、 義演准后日記 10 大日本史料 12-3

慶長 10 6 0 14 16050729 大和 大夕立、万民案堵、大ナル霰マシリ降リ、大サ如大豆、手中ニ置之、寒気以外也、 春日記録 6 大日本史料 12-3

慶長 10 6 0 14 16050729 大和 霰降、 興福寺年代記 大日本史料 12-3

慶長 10 6 0 14 16050729 畿内

五月廿四日ヨリ、雨不降、天旱魃、下民悉迷惑至極也、
…六月十四日晩、伏見夕立雨甚、京都ハ不降、此年モ干
魃付テ、摂州小屋（昆陽ｶ）ノ池水干、魚モ死、但去年ノ程
ニハ無之、去月廿三日ノ以降雨不降、諸国旱魃甚也、廿
八日夜半雨フル、

慶長見聞集 3 大日本史料 12-3

慶長 10 6 0 20 16050804 京都 今日、雨乞ト云々、 鹿苑日録 20 大日本史料 12-3
慶長 10 7 0 0 16050815 東海 東山、東海諸国、大水、 野史 日本震災凶饉攷

慶長 10 7 0 20 16050903 諸国

美濃、尾張、伊勢、近江、三川大水、伏見、京はさして
水不出、関東も此水不出、ろく川の堤西も二箇所、東も
二箇所切、大柿へ水入、大柿の下も塘切、高須へも水入、
三十年已来の水の由云々、但木曽川はさして不出、三川
ねふの木浅井堤切、所々水入、

当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 10 8 0 0 16050913 諸国 山陽、西海諸国、大風、稼を傷む、 野史 日本震災凶饉攷

慶長 10 8 0 10 16050922 関東 関東、大風、大水、老人不覚洪水ト云々、去夏中、旱魃、此年、大凶年ト云々、此水ハ関東中迄也、上方ハ不出、 当代記 3 大日本史料 12-3

慶長 10 8 0 12 16050924 紀伊 南海筋大浪ニ而、嶋ニ山わき候、洲崎御城、波ニ而崩る、紀州田辺万代記１ 清文堂史料叢書

慶長 10 12 0 12 16060120 京都 小捨、痘瘡出、 時慶卿記 26 大日本史料 12-3
慶長 10 12 0 15 16060123 諸国（弘前）南海洪波、八丈ケ嶋迄大山荘一夜ニ涌出ル、 日記 八木橋文庫
慶長 11 0 0 0 16060207 日本 今年、日本国中、竹結実而枯、 享禄以来年代記 続群書類従 29下
慶長 11 0 0 0 16060207 天下 今年、天下竹結実、而自枯、 続史愚抄中篇 52 新訂増補国史大系
慶長 11 1 0 1 16060207 京都 嫡男鶴光丸、自昨日疱瘡、 慶長日件録 2 大日本史料 12-3
慶長 11 3 0 28 16060505 遠江 昨今両日、大雨、天竜川橋落て、往還自由ならず（慶長年録）、徳川実紀 日本の気象史料

慶長 11 4 0 0 16060507 陸奥 四、五、六月、雨降、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

慶長 11 5 0 2 16060607 関東 二日、三日、風あらし、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 11 5 0 18 16060623 関東 十八、九日ヨリ、梅雨、長雨也、 当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 11 5 0 25 16060630 諸国
夜に入、大風、三河国、関東笋麻為之損、同大水、上方
は二十年以来洪水、美濃、尾張は此水無指儀、三河は所々
堤切るゝ、

当代記 3 史籍雑纂 2

慶長 11 5 0 25 16060630 上野 大風雨の為め、洪水、山崩れ多し、之を権現荒といふ、 群馬県吾妻郡誌 日本の気象史料
慶長 11 6 0 3 16060707 京都 富森佐介来、依洪水、在所之田地、不作之由、申来也、 梵舜日記 日本凶荒史考
慶長 11 6 0 28 16060801 但馬 但馬国、大洪水出、家多［ ］、 天寧寺年代記 東大影写本

慶長 11 8 0 0 16060903 駿河 大旱魃ニ而、諸作皆無、此節、扶喰願、弐百俵之拝借、百俵ハ五ケ年ニ返納之積り、残百俵者被下置候、 大平年代記 沼津資料集成 8

慶長 11 8 0 21 16060923 京都 大風、常御所ヤネ、書院ノ棟瓦等、悉吹落了、 義演准后日記 11 大日本史料 12-4
慶長 11 8 0 21 16060923 京都 自朝雨天、風頻吹、田地等少痛、自申刻止、 鹿苑日録 21 大日本史料 12-4
慶長 11 8 0 21 16060923 諸国 巳午刻ヨリ申刻迄、大風、 当代記 3 大日本史料 12-4
慶長 11 8 0 21 16060923 京都 大風雨交降、 梵舜日記 日本凶荒史考
慶長 11 8 0 21 16060923 関東 大風、 当代記 日本凶荒史考

慶長10年（1605）～慶長11年（1606）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

慶長 11 8 0 29 16061001 京都 入夜大風、 慶長日件録 2 大日本史料 12-4

慶長 11 8 0 29 16061001 諸国
夜ヨリ翌朝（朔日ｲ）巳ノ刻迄、大風、美濃、近江、伊勢、
大風也、尾州ヨリ東ハ少ノ儀也、四国、中国ハ大風、浜
辺ハ塩所々へ入、北伊勢モ塩所々ヘ入、長島江塩不入、
大島ヘハ塩入、

当代記 3 大日本史料 12-4

慶長 11 8 0 29 16061001 摂津（住吉）夜風ニ、葦ノ内ヘ塩入テ、腐ルト云々、 鹿苑日録 21 大日本史料 12-4
慶長 11 8 0 29 16061001 京都 入夜、大風以外也、 梵舜日記 日本凶荒史考
慶長 11 9 0 0 16061002 関東 秋毛不熟、両度ノ風故歟、関東猶以凶年ト云々、 当代記 日本凶荒史考
慶長 11 9 0 1 16061002 京都 昨夜、大風、至巳刻漸相止、 慶長日件録 2 日本凶荒史考

慶長 11 9 0 1 16061002 京都 昨夜晦日、自子刻、及寅刻、風甚シテ、雨頻、屋上吹破、垣トモ倒却ス、今年及両度風吹、田地等甚痛也、 鹿苑日録 21 日本凶荒史考

慶長 11 9 0 21 16061022 京都 子刻ヨリ、風雨、 言経卿記 33 大日本史料 12-4
慶長 11 9 0 29 16061030 京都 夜に入、風雨、 言経卿記 33 大日本史料 12-4

慶長 11 9 0 30 16061031 駿河 亥、子両刻、甚大雨風烈、此頃雷夥事、近年無比類、此日雨故、大御所白須賀ニ御宿、 当代記 3 大日本史料 12-4

慶長 12 0 0 0 16070128 諸国 当年、京、田舎ニ、人多病死ス、 当代記 3 大日本史料 12-5

慶長 12 0 0 0 16070128 豊前 当年も、夏より秋にかけ、又々百余日の干魃、天水所の百姓、及飢渇候、依之、小倉の谷も池築立、
豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

慶長 12 0 0 0 16070128 京都 御ひめ、ハシカいで候よし、 輝資卿記 日本疾病史
慶長 12 1 0 0 16070128 江戸 旧冬ヨリ、大御所幼息長福主（徳川頼宣）疱瘡煩、 当代記 3 大日本史料 12-5
慶長 12 1 0 0 16070128 津軽 堀越、大ニ水アリ、 歴譜 青森県史中世 2-546
慶長 12 3 0 9 16070405 越後 大風、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

慶長 12 3 0 9 16070405 江戸 夜前ヨリ雨、今朝殊ニ風烈シテ、大雨也、城ノ塀、亦ハ下民家破損、 当代記 3 大日本史料 12-4

慶長 12 3 0 26 16070422 諸国

晩雷鳴、北山辺夕立、廿七日晩、雷鳴、東美濃ヨリ、マ
メト辺迄氷降、此氷大ニシテ、小鳥ナトヲ打害ス、麻、
麦損亡、去乙未年（文禄 4、1595 ｶ）四月モ、上野国如此氷
両度降、其時モ、林（村ｲ）々ニ降シカ、此度モ其体ニシテ、
東美濃モ、不降筋有之、

当代記 3 大日本史料 12-4

慶長 12 4 0 6 16070501 武蔵 武州浦和ニ、大雪降、鳥多死、 慶長見聞書 4 大日本史料 12-4

慶長 12 4 1 20 16070614 関東 炎天良久、土民失耕作業、此以前、折々雖降細雨、唯土地シメル計也、関東ハ麦毛不熟、駿河ヨリ西ヘハ吉、　 当代記 3 大日本史料 12-4

慶長 12 4 1 21 16070615 京都 終日、洒雨、及夜蕭々、惟時、久旱、水枯、農夫□野者也、鹿苑日録別録 大日本史料 12-4
慶長 12 4 1 24 16070618 関東 大雨、（25日）終夜大雨、 当代記 3 大日本史料 12-4

慶長 12 6 0 3 16070726 関東 去月廿八日ヨリ、六月三日迄、取分キヒシク旱、アツキ事不斜、人民皆霍乱ヲ煩フ、 当代記 3 大日本史料 12-4

慶長 12 6 0 4 16070727 関東 此日ヨリ涼気也、土用ノ丑ノ日ヨリ、秋風吹クト申事、符合之、誠奇特ナリ、 当代記 3 大日本史料 12-4

慶長 12 6 0 5 16070728 肥後 夕立ニアラレフル、春、夏、ホウサウハヤル、惣テ諸病ニ人多死ス、 相良家年代記 大日本史料 12-5

慶長 12 6 0 13 16070805 京都 自午時雨降、昨日、於賀茂、雨乞執行、此故乎、 鹿苑日録 22 大日本史料 12-4

慶長 12 6 0 13 16070805 諸国

未刻ヨリ大雨也、此以前、夕立、雨折々ナレ共、催計ニ
テ、帷ノヌルヽカヌレヌ程ノ体也、惣而、当年夏程ノ旱魃、
近年無之、庶民迷惑此事也、今此雨晴ザルハ、人民喜悦
不斜、此雨、従三川、東国ハサシテノ事ナシ、少ノ雨也、
旱魃、損亡不可勝計、…此度奈良猿沢ノ池水干タリ、少
残水魚共多居タル間、水常々濁ケル、此ノ池ノ水濁ケレハ、
凶事トナル、

当代記 3 大日本史料 12-4

慶長 12 6 0 13 16070805 関東 大雨、当年大旱故、諸民悦之、 創業記考異 6 大日本史料 12-4
慶長 12 6 0 21 16070813 京都 自申刻雨降、及暁天、農夫不堪歓挊、 鹿苑日録 22 大日本史料 12-4

慶長 12 7 0 1 16070823 京都 炎天苦熱、農夫も不堪恐怖、青苗亦已黄矣、人々恐、飢死而已、久旱無過当年、 鹿苑日録 22 大日本史料 12-4

慶長 12 7 0 17 16070908 京都 為炎旱御祈＜於内侍所歟＞、有青海波百反太平楽、 続史愚抄中篇 52 新訂増補国史大系
慶長 12 8 0 7 16070927 駿河 大水、 当代記 3 大日本史料 12-5
慶長 12 8 0 14 16071004 東海 夜風雨、 当代記 3 大日本史料 12-5

慶長11年（1606）～慶長12年（1607）



411

年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

慶長 12 8 0 15 16071005 諸国

朝大水、美濃国米野ト云所、去夏、旱魃之比、為可取用水ヲ、
入戸ヲシメ、木曽川ヲ懸入タリ、此度ノ大水ニ、入口百
間程切レ、水押入、加納城、堀ノ水ト入相、兼テ水入ノ
所ハ不及申、其外何モ如海、又河戸川無際限出、川上ヨ
リ家流、堤切タリ、尾州、三川モ同前、矢作川橋落、所々
堤切ル、中ニモ米津水押入、暫不引、西美濃ヨリ近江、
畿内ハ、サシテ此水不出云々、関東モ此水不出（言経卿記、
義演准后日記、鹿苑日録等ニヨレバ、本月六日、京畿ニ
モ大雨アリタリ）、

当代記 3 大日本史料 12-5

慶長 13 0 0 0 16080216 関東 此夏、麦豊年也、但関東ハ麦凶年、 当代記 4 大日本史料 12-5
慶長 13 0 0 0 16080216 京都 此度之依洪水、当作一円ニ無之、中々不及沙汰次第也、 梵舜日記 日本凶荒史考

慶長 13 1 0 13 16080228 駿河
晩ヨリ終夜雨、旧冬雪ハ切々降ケレ共、雨ハ及七、八十
日是始、駿河ハ冬中雪モ不降、雨ハ猶以不降、及百ケ日、
旱魃ト云々、

当代記 4 大日本史料 12-5

慶長 13 1 0 14 16080229 京都 亥刻、雨降、久不降、甘雨々々、 義演准后日記 13 大日本史料 12-5

慶長 13 2 0 0 16080317 諸国
此比迄、余寒如冬、草木一円不芽、花較遅、当秋モ、可
為凶年兆歟ト云々、卯月、建仁寺名物之藤花、今年不咲、
人不審之、

当代記 4 大日本史料 12-5

慶長 13 2 0 27 16080412 江戸 夜ヨリ、廿八日、終日大雨、下民悦之、此以前、雪雨雖降、徒土地シメル計也、 当代記 4 大日本史料 12-5

慶長 13 4 0 20 16080602 京都 及夜、以外大雨降、洪水也、 梵舜日記 14 大日本史料 12-5
慶長 13 4 0 21 16080603 京都 大雨、 義演准后日記 13 大日本史料 12-5

慶長 13 4 0 21 16080603 諸国
関東ハ、自年内、此比迄、雨サシテ不降、当月中旬ヨリ、
雨頻降、廿一日駿河府中風烈シテ、庶民家屋少々倒ル、
此日美濃、尾張大水、

当代記 4 大日本史料 12-5

慶長 13 4 0 22 16080604 京都 神宮寺乾方之土井、昨日之大雨崩、路次已下散々損了、 梵舜日記 14 大日本史料 12-5
慶長 13 5 0 19 16080701 京都 大雨、洪水、以外也、 梵舜日記 14 大日本史料 12-5
慶長 13 5 0 20 16080702 江戸 大水、 当代記 4 大日本史料 12-5

慶長 13 6 0 3 16080714 京都 雨降、二、三日以来、雨脚頻降、洪水有之、七十年来之水云々、郡村堤申崩之由、
孝亮宿禰日次
記 2

大日本史料 12-5

慶長 13 6 0 3 16080714 京都 大雨、 義演准后日記 13 大日本史料 12-5
慶長 13 6 0 3 16080714 京都 大雨降、大洪水、以外也、 梵舜日記 14 大日本史料 12-5

慶長 13 6 0 7 16080718 京都 祇園会鉾作山已下無事相渡也、神輿御幸、依洪水、浮橋、例年京中材木屋相懸候、洪水以外依深遅々、神幸入夜也、梵舜日記 14 大日本史料 12-5

慶長 13 6 0 8 16080719 畿内 大水、洛中室町水押入、家財浸（没ｲ）、河内国、摂津国、堤上水越、美濃国ヨリ東ハサシテ不出ト云々、 当代記 4 大日本史料 12-5

慶長 13 6 0 11 16080722 諸国 又洪水ナリ、去四月ヨリ于今、長雨、関東、上方モ此分也、当代記 4 大日本史料 12-5

慶長 13 6 0 22 16080802 豊前 毛降ル、馬ノ毛ノ如シテ、黒白交リ、長サ三尺程アリ、 豊前国禅源寺
年代記録 中山重記校訂

慶長 13 6 0 22 16080802 豊前 毛降、黒白交り、馬の毛の如く、長二、三尺も有之候由、此方角に不見当候、
豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

慶長 13 6 0 24 16080804 諸国 晩ヨリ又日々雨、廿五、六、七、南風烈、西国ハ高塩ニテ、舟多以破損ト云々、 当代記 4 大日本史料 12-5

慶長 13 6 0 24 16080804 大和 雨風、此中十日余、昼夜大風、古今無之云々、 春日社司祐範
朝臣記 大日本史料 12-5

慶長 13 6 0 24 16080804 大和 南都記曰、頃日十余日、大風不休、古来未曾有、 続史愚抄中篇 52 新訂増補国史大系

慶長 13 7 0 0 16080811 江戸 今年のあつさ、一入にて御入候、先日罷下候節ハ、大水に（へ脱ｶ）たてられ候て、方々にて難儀にあひ申候、 別本吉川家譜 15 大日本史料 12-5

慶長 13 7 0 1 16080811 関東 大雨、洪水、 当代記 4 大日本史料 12-5
慶長 13 7 0 1 16080811 京都 終日、雨降、戌刻、雨尚不止、 義演准后日記 13 大日本史料 12-5
慶長 13 7 0 4 16080814 関東 四日ヨリ雨不降、其後、キツ（厳ｲ）ク炎天ナリ、 当代記 4 大日本史料 12-5
慶長 13 7 0 28 16080907 関東 大雨、去三日雨ノ後、是初也、 当代記 4 大日本史料 12-5
慶長 13 7 0 29 16080908 関東 大雨夥降、 当代記 4 大日本史料 12-5
慶長 13 7 0 29 16080908 山城 雨降、朔日降、其後、今日初甘雨降、万民開愁眉、 義演准后日記 13 大日本史料 12-5

慶長 13 8 0 1 16080909 京都 雨降、摂家方参御礼、有洪水之故、二条殿水御見物有御成、予参御供、真如堂前御歴覧、四、五十年以来之洪水云々、
孝亮宿禰日次
記 2

大日本史料 12-5

慶長 13 8 0 1 16080909 山城 終日大雨、洪水出、 義演准后日記 13 大日本史料 12-5

慶長12年（1607）～慶長13年（1608）
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慶長 13 8 0 1 16080909 京都 雨降、川水大出也、依雨、駿州へ下向、延引申也、 梵舜日記 14 大日本史料 12-5

慶長 13 8 0 1 16080909 諸国
大水、七十年以来、無比類由、古老申之、諸国堤切、村
里如海、洛中へ水入、人余多流死、諸国損亡不可勝計、
此水東三河ヨリ東国ヘハサセル儀ナシ、播磨ヨリ西国ハ
尚以水不出、

当代記 4 大日本史料 12-5

慶長 13 8 0 2 16080910 山城
山上御影堂庭、最前崩、其後築之、大雨ニ大崩、岳洞院マテ、
一ナタレニ成云々、大水共ニスサリ畢、中谷ノ道慈心院
モ崩、書院軒摧云々、

義演准后日記
13

大日本史料 12-5

慶長 13 8 0 3 16080911 山城 上ノ道、通路止云々、前代未聞ノ事也、珍事々々、 義演准后日記 13 大日本史料 12-5

慶長 13 8 0 20 16080928 近江

［こわしのはつ女人身売券 ＜下坂＞一智様宛］我等せかれ
やしない申事ならす候間、わらへかい（児買）もさせられ、
めんたう（面倒）も被成御覧、成人ニも成候ハヽ、可被成
御遣由、御同（下坂）喜一郎さま御二所まて申候へハ、人
多ニも候へハ、成間敷之由被仰候、さらハ何方へも被遣
可被下由、申候へハ、一智様へ被遣候、則おこのミのこ
とく状を仕、後々末代進之申候、重而少もかいはう申間
敷候、いかやうニ成共、めしつかわれへく候、仍後日状
如件、

下坂文書Ｃ丙
5

長浜城歴史博物館
寄託

慶長 14 2 0 5 16090310 東海 美濃国、尾張国、去年破損堤、被築給、役百石ニ弐人、百姓役、百石壱人也、駿河近習衆、給役被除、 当代記 5 大日本史料 12-5

慶長 14 2 0 9 16090314 山城 久世村ヨリ、明日堤ノ普請、公儀ヨリ被申付候、一礼ニ人ヲ出シ可申旨、相触了、 時慶卿記 27 大日本史料 12-5

慶長 14 2 0 23 16090328 山城
寺領分へ、伏見堤突人夫、相懸了、守護不入ノ所、不謂
儀也、雖然出了、但下奉行へ理ニ付、当郷ハ相除之、人
夫ハ、百石ニ付一人出之、

義演准后日記
14

大日本史料 12-5

慶長 14 3 0 0 16090405 関東 春、関東旱す、 談海後編 日本震災凶饉攷

慶長 14 3 0 1 16090405 諸国
駿河氷降、此日関東、下総国笠井（葛西、慶長年録）氷降
テ、家十七、八間破損、雷夥啼、右家之中一屋之人悉取テ、
其日ニ関宿之杉ノ木ニ掛ケル、

当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 3 0 6 16090410 関東
如冬天、殊風烈、里ハ時雨、山ハ雪也、惣別、此春于今
無暖気、去月廿日比ヨリ、三日ニ一日ハ必雨、翌日定ツ
テ風烈、

当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 3 0 25 16090429 下野
下野国宇都宮領、那須領、氷降テ、雁、鴨、青鷺、鶉、
雲雀已下、諸鳥多死、一郷ニテ雁十二、拾三所モアリ、
他所ハ此氷一円不降、

当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 4 0 8 16090511 関東
入日殊コカル、縦ハ鞠程之雲、日ノ廻ヲ飛散、是旱兆歟、
此日殊風烈、春中ヨリ、一日雨降ハ雨烈フテ、今不止、
此春中余寒甚、

当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 4 0 11 16090514 関東 申刻ヨリ雨、夜中大雨也、去八日入日粧、旱ノ兆ト云トモ、今雨也、 当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 5 0 0 16090602 近畿 霖雨、近畿害稼、 談海 日本災異志

慶長 14 5 0 2 16090603 諸国 雨降、先月ヨリ旱間、民此雨ヲ悦、但未不足ト云々、駿河節々雨降、上方、関東旱也、 当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 5 0 8 16090609 関東 自申刻、終夜大雨、暁天休止、去二日小雨以後、是初、貴賤悦之、 当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 5 0 19 16090620 山城 大雨降、万民悦楽、 義演准后日記 14 大日本史料 12-6
慶長 14 5 0 19 16090620 京都 雨天、大湿、 時慶卿記 28 大日本史料 12-6
慶長 14 5 0 22 16090623 関東 雨、是ヨリ長雨也、 当代記 5 大日本史料 12-6
慶長 14 5 0 26 16090627 山城 終日、大雨降、 義演准后日記 14 大日本史料 12-6
慶長 14 6 0 13 16090714 山城 大雨、洪水、 義演准后日記 14 大日本史料 12-6
慶長 14 6 0 14 16090715 関東 毎日ノ雨ナレバ、今日モ同前、 当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 6 0 15 16090716 京都 雨下、自午刻許休止、大水也、 孝亮宿禰日次
記 2

大日本史料 12-6

慶長 14 6 0 22 16090723 関東 今日ヨリ西風落、快晴ト見タリ、此中ノ長雨、近国田畠凶ト云々、 当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 8 0 9 16090907 諸国
亥刻ヨリ、京都、畿内大風、翌日又亥刻迄大風、江州作
毛損亡、他国サシテ不損毛、此風美濃、尾張、三川ハ十
日午刻ヨリ亥刻迄吹、

当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 8 0 9 16090907 諸国 京畿諸国大風、近江殊に損す、 談海後編 日本震災凶饉攷

慶長13年（1608）～慶長14年（1609）
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慶長 14 8 0 10 16090908 京都 雨ふる、かせふく、 御湯殿上日記
65

大日本史料 12-6

慶長 14 8 0 10 16090908 京都 雨天、夜中ヨリ暴風、艮ヨリ吹不止、風ニ損ヤネ、直サセ候事、手間入、風及夜半少弱、 時慶卿記 29 大日本史料 12-6

慶長 14 8 0 10 16090908 山城
去夜ヨリ、終日、大風雨、寝殿北方両所コケラ吹破、常
御所棟瓦＜箱棟＞、吹落吹マクリ、雨モリ、天井損了、
門内壁共、大都吹コロヒ了、

義演准后日記
14

大日本史料 12-6

慶長 14 8 0 10 16090908 京都 大風云、 続史愚抄中篇
52-783 新訂増補国史大系

慶長 14 8 0 16 16090914 京都 雨脚頻降、有洪水之間、帰路廻三条橋、 孝亮宿禰日次
記 2

大日本史料 12-6

慶長 14 8 0 16 16090914 諸国
大洪水、西国、東国、何モ同前、去年八月之水ヨリ、美
濃ヨリ遠江国迄、三尺程高シ、関東、畿内、西国ハ、去
年ノ水ヨリ三尺程下シ、

当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 8 0 16 16090914 諸国 東国、西国、大洪水、 談海後編 日本震災凶饉攷
慶長 14 8 0 17 16090915 山城 昨日大雨、洪水、如五月雨、 義演准后日記 14 大日本史料 12-6

慶長 14 8 0 27 16090925 京都 当年雨降カチナリトテ、町人年寄付之見ケルニ、正月ヨリ八月廿七日迄、百廿日雨降ケル由、京中沙汰シケル、 当代記 5 大日本史料 12-6

慶長 14 8 0 28 16090926 京都 申刻ヨリ雨、夜ハ雷鳴、雨大降、一世ノ初也、 時慶卿記 29 大日本史料 12-6

慶長 14 9 0 17 16091014 山城 洪水ニ付、淀堤方々キレ、伏見浜水未引、仍上道ヘマワリ畢、
義演准后日記
14

大日本史料 12-6

慶長 15 0 0 0 16100125 諸国 諸国作吉、…大雨十二月迄フリ、作物皆クサレ… 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
慶長 15 1 0 8 16100201 京都 女三宮痘瘡、去二日頃ヨリ、熱気アリテ出ト、 時慶卿記 31 大日本史料 12-6
慶長 15 1 0 21 16100214 京都 光照院殿御喝食御所、痘出候、 時慶卿記 31 大日本史料 12-6
慶長 15 2 0 13 16100308 京都 二条殿養姫君十八歳、疱瘡ニテ被卒、 時慶卿記 31 大日本史料 12-6
慶長 15 2 0 16 16100311 京都 如見へ遣人、兄弟三人疱、二人ハ本復、一人相果由候、 時慶卿記 31 大日本史料 12-6
慶長 15 2 1 22 16100414 京都 里ノ児見廻ニイ茶ヲ遣候、一段能痘出ト、 時慶卿記 31 大日本史料 12-6
慶長 15 4 0 9 16100531 京都 冷泉為満児見廻ニ出、疹出又遣薬候、 時慶卿記 32 大日本史料 12-6
慶長 15 4 0 11 16100602 京都 冷泉為満ノ児、大験ノ由、昨日預使者、今朝脈ニ行、遣薬候、時慶卿記 32 大日本史料 12-6
慶長 15 4 0 23 16100614 京都 小女駒、痘少出、 時慶卿記 32 大日本史料 12-6
慶長 15 5 0 3 16100623 駿河 駿府ハ大風、家々破損、他国風不吹、 当代記 5 大日本史料 12-7

慶長 15 5 0 7 16100627 尾張 今月三日大雨、…木曽川別而大水、尾州名護屋へ可運送売買材木不残流、 当代記 5 大日本史料 12-7

慶長 15 5 0 18 16100708 美濃 大雨、西美濃大水、堤不残切、此度木曽川水不出、 当代記 5 大日本史料 12-7

慶長 15 5 0 26 16100716 東海 三川国大水、西三川ハ、去年八月ノ水ヨリ三尺下シ、東三川吉田辺ハ、去年ノ水ニ四尺計高シ、駿遠両国モ大水也、当代記 5 大日本史料 12-7

慶長 15 6 0 12 16100731 東海

此中、連日長雨、如五月雨、今日殊木曽川洪水、尾張国
かた、堤数ケ所切、上ハ矢那（丹羽郡山名村）、宮田（葉栗
郡）前ヲイリ、下ハ加々ノ井（美濃中島郡）等也、／去五月
ヨリ大雨、洪水雖及度々、京畿ハサシテ無水損、濃、尾、三、
此三ケ国、別而大水、下民為之愁、

当代記 5 大日本史料 12-7

慶長 15 7 0 21 16100908 畿内 申刻ヨリ大風、及亥刻休止、…畿内諸国、田畠損毛不可勝計、但遠州ヨリ東者、サシテ此風不強、 当代記 5 大日本史料 12-7

慶長 15 7 0 21 16100908 大和 大風雨、五、六十年已来、無之ト云々、 春日社司祐範記 日本凶荒史考

慶長 15 7 0 21 16100908 大和 大風、南都記、倒春日社辺山林等木、壊廬舎＜於社頭者無為者、凡五十六年以降、無如斯風云＞、
続史愚抄中篇
52

新訂増補国史大系

慶長 16 0 0 0 16110213 駿河 旱損、水損、 大平年代記 沼津資料集成 8

慶長 16 0 0 0 16110213 会津 地震、暴水アリテ、屋宇漂流シ、此寺（柳津村虚空蔵堂円蔵寺）モ災ニ罹リ、多クノ経巻ヲ失ヘリ、 駿河国巡村記 大日本史料 12-8

慶長 16 0 0 0 16110213 諸国 此秋、中国、四国ハ凶年、五畿内モ不宜、近江ヨリ東国ハ豊年也、但、信州、下野、上野、奥州ハ凶也、 当代記 6 大日本史料 12-9

慶長 16 4 0 3 16110515 関東
下野国、上野国、氷、村々にふる、宵の酉の刻より、翌
朝迄ふる所も有、然者、其所は二尺あまりたまりけると也、
狐狸鳥皆以死、

当代記 6 大日本史料 12-8

慶長 16 4 0 11 16110523 駿河 夜半より翌朝迄、雨ふる、三月五日の雨以後、是始也、庶民悦事無限、 当代記 6 大日本史料 12-8

慶長 16 5 0 0 16110611 肥前 御領中、大洪水、 鍋島勝茂譜考補 日本凶荒史考

慶長14年（1609）～慶長16年（1611）
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慶長 16 5 0 19 16110629 大和 雨、此時、大和ハ洪水ニテ、長谷（初瀬）川夥出ケルカ、三輪近辺ノ田畠一万石余損亡ト云々、 当代記 6 大日本史料 12-8

慶長 16 7 0 7 16110814 駿河

駿州清水、美濃輪ノ和泉殿川、大雨水十分ニシテ、村松
三ツ山ノ御関船、蔵へ水著キ、御蔵ノ内ノ御船浮ケルト也、
三保貝島ノ御浜御殿ノ富士見櫓モ、過半損シケルト云々、
従此時、庵崎モ段々減タリト云々、風ハ東風吹タリ、三
ツ山ノ小浜民部屋敷損ス、

駿清遺事 大日本史料 12-8

慶長 16 7 0 7 16110814 駿河 大雨水ニ、庵崎モ半減タリト云リ、 駿河国巡村記 大日本史料 12-8
慶長 16 7 0 13 16110820 大和 今度雨乞、 東大寺雑事記 大日本史料 12-8
慶長 16 8 0 12 16110918 美濃 洪水、 岐阜県水害要録 日本の気象史料
慶長 16 9 0 0 16111006 諸国 秋、山陽、西海及び東海、陸、羽凶す、 談海後編 日本震災凶饉攷
慶長 16 10 0 0 16111105 北海 東部、海嘯、民夷多ク死ス、 松前家譜乾 大日本史料 12-8

慶長 16 10 0 28 16111202 陸奥 松平陸奥守政宗…領所、海涯人屋波涛大漲来、悉流失、溺死者五千人、世曰津波云々、本多上野介言上之、 駿府記 大日本史料 12-8

慶長 16 11 0 0 16111204 諸国 此頃、諸国水涸、南都猿沢ノ池水絶間、カヘテ水ヲ町人運送シ入ル、 当代記 6 大日本史料 12-9

慶長 16 11 0 0 16111204 京都
去霜月中旬ノ比ヨリ、京中井ノ水乏、少アルモ濁テ、用
事不成、廿三、四年以前、如此有ケルトナリ、極月ハ雨節々
フリケル間、後ニハ井水出タリ、

当代記 6 大日本史料 12-9

慶長 17 0 0 0 16120202 諸国 霖雨、駿河以西諸国、不登、 談海 日本災異志

慶長 17 0 0 0 16120202 諸国 今年ハ、夏秋冬、雨シケキ事、近年無比類、寒中モ甚暖気、偏ニ如春、／此年五穀不熟、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 0 0 0 16120202 筑前 此夏、降霰の為、五穀実らず（法蓮寺過去帳）、 福岡県災異誌 日本の気象史料

慶長 17 1 0 0 16120202 陸奥（弘前）正月末方より東風吹続、雪消遅く、三月之下旬迄雪消残、 日記 八木橋文庫

慶長 17 1 0 2 16120203 江戸 此比、江戸将軍ノ二番若君（国松、忠長）疱瘡シ給、但頓而本復也、 当代記 7 大日本史料 12-9

慶長 17 1 0 3 16120204 駿河

巳剋大雨、富士川洪水、庵原郡蒲原六本松まて、水つく、
…有渡郡浜清水の男女ハ、元清水に逃、美濃輪の者ハ、
北矢部村松の辺に遁、此日、安弁郡鯨が池の水あふれて、
浅畑池に入、諸民是を奇とし、怖るゝ所、俄に西風強く
吹出、晴ることなく、駿東郡松永浜より沼津辺、大浪、
猟船数艘破壊す、云々、

駿国雑志 27 大日本史料 12-10

慶長 17 2 0 14 16120316 駿河 少将殿＜鶴君＞（頼房）、令煩疱瘡給、 駿府記 大日本史料 12-9
慶長 17 2 0 28 16120330 駿河 大御所御子息少将殿、ハウサウ、今日祈念、 義演准后日記 17 大日本史料 12-9
慶長 17 3 0 12 16120412 美濃 山々雪見ユル、去月、当月甚寒、麦毛凶、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 4 0 0 16120501 豊前 雪降、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

慶長 17 4 0 16 16120516 美濃 今月三日ノ細雨ノ後、是始、下民悦之、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 4 0 24 16120526 畿内 惣別上方ハ卯月下旬比、寒気如冬、廿四日ニハ大雹降申候、事外風気之様成煩葉流申候由ニ候、
本光国師日記
7

大日本史料 12-10

慶長 17 4 0 24 16120526 京都 午刻夕立大雨、雷鳴大響、霰雨ニ交降、数刻也、 梵舜日記 16 大日本史料 12-10

慶長 17 4 0 24 16120526 豊前 雹降、 豊前国禅源寺
年代記録 中山重記校訂

慶長 17 4 0 24 16120526 京都 雨雹降、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

慶長 17 5 0 0 16120531 諸国
諸国洪水、山々崩れ川々潰れ、野田大に荒る、樫井川五
丁余切レ出る、人馬死す、奥垣長加山崩る、出口川つぶ
る、当所芝田口より前川迄、四丁余切出る、土手岡平治家、
友作家流るゝ…

日輪山清明寺
代々記 泉南市史史料編

慶長 17 5 0 0 16120531 諸国 春雨なく、五月に至り霖雨、諸国洪水、大風、九月に至るまで被害甚し、 談海後編 日本震災凶饉攷

慶長 17 5 0 19 16120618 山城 大雨、洪水可出歟、 義演准后日記 17 大日本史料 12-10

慶長 17 5 0 21 16120620 豊前 大水出、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

慶長 17 5 0 22 16120621 山城 大雨洪水、堤切云々、 義演准后日記 17 大日本史料 12-10

慶長 17 5 0 22 16120621 豊前 大水、 豊前国禅源寺
年代記録 中山重記校訂

慶長 17 5 0 26 16120625 山城 終日大雨降、定洪水可出、 義演准后日記 17 大日本史料 12-10
慶長 17 5 0 26 16120625 美濃 辰ノ刻小半時、俄風甚、夜前ヨリ大雨、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長16年（1611）～慶長17年（1612）
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慶長 17 5 0 27 16120626 美濃 大水、 当代記 7 大日本史料 12-10
慶長 17 6 0 0 16120629 陸奥（弘前）六月に相成候得共、薄暑ニ而、袷并綿入ヲ着ス、 日記 八木橋文庫
慶長 17 6 0 6 16120704 丹波 太霰降、 天寧寺年代記 東大影写本
慶長 17 6 0 8 16120706 関東 五月中、六月七日、八日比迄、関東ハ旱魃、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 7 0 5 16120801 諸国 同年五穀実らず、七月五日、北国雪ふると云、 日輪山清明寺
代々記 泉南市史史料編

慶長 17 7 0 11 16120807 美濃 去月廿六日より十一日迄、キツク旱、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 7 0 12 16120808 陸奥（弘前）七月十二日、九月初之頃より、霜降続き、きゝんニ相成り申候、 日記 八木橋文庫

慶長 17 7 0 20 16120816 駿河 大あられ降る、 大平年代記 沼津資料集成 8

慶長 17 7 0 24 16120820 江戸 大霰降、 武江年表 日本の気象史料
慶長 17 7 0 24 16120820 江戸 江戸、大雪ふり候由、申参候、 津軽年代記 日本の気象史料

慶長 17 7 0 29 16120825 美濃 廿八日戌刻より廿九日細雨、去十八日、夕立ノ後始也、下民悦之、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 7 0 29 16120825 駿河 自昨夜、大風雨、壊倒屋壁云々、 駿府記 大日本史料 12-10
慶長 17 7 0 30 16120826 駿河 連雨不霽、昨今雨入、殿主窓戸、漏滴如雨、 駿府記 大日本史料 12-10

慶長 17 8 0 1 16120827 美濃 昨日ノ雨ニ、今朝大水、美濃国曽袮堤切、大垣へ水入、大垣ノ下ノ堤モ切タル間、翌日大垣水漸引、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 8 0 1 16120827 駿河 阿部川洪水、堤将切、昨夕、安西衆諸人、以薪材木、土俵防之、可有普請之由、彦坂九兵衛申之、 駿府記 大日本史料 12-10

慶長 17 8 0 9 16120904 美濃 去五日ヨリ、至今日、暑気甚、惣別此夏中同、土用中モ、サシテアツキコトナシ、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 8 0 25 16120920 京都 洛中大水、新船入ノ屋形、堤以下浸水、見懲之歟、此以前、家可作ト思立ケル者モ、止ケルト也、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 8 0 26 16120921 京都 一昨日、京都近代ノ洪水云々、三条小橋モ流云々、 義演准后日記 17 大日本史料 12-10

慶長 17 8 0 26 16120921 京都 昨日大雨、三条小橋流落之由、風聞、 孝亮宿禰日次
記 3

大日本史料 12-10

慶長 17 8 0 29 16120924 豊前 大洪水、 豊前国禅源寺
年代記録 中山重記校訂

慶長 17 8 0 29 16120924 豊前 洪水、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

慶長 17 9 0 2 16120926 京都 大雨大風、常御所吹破、大道払除、依大雨止之、 義演准后日記 17 大日本史料 12-10

慶長 17 9 0 2 16120926 大和
大風雨、大宮殿瑞籬辺杉、吹折之、…若宮殿モ御殿ノ上
楓枝、吹折了、…其外僧坊在家破損、不及是非候、舎宅
一円顚倒数多也、

春日社司祐範
記 大日本史料 12-10

慶長 17 9 0 2 16120926 大和 日中時分ヨリ、大風吹く、山木以下落木、櫟屋金龍殿櫟木落木故、半分アマリ上棟ヲヤキリコホルヽナリ、 春日若宮記録 大日本史料 12-10

慶長 17 9 0 2 16120926 諸国

夜前丑刻ヨリ、大風、…従去月長雨、于今不止、近江、伊勢、
美濃、尾張ハ此風強吹、従遠州東ハ少吹、伊賀国上野城、
古ノ殿守ヲコホチ、新殿ヲ立ケルカ、五重ノ上ノ重計葺、
総ハ未葺、塀モ不出来ニ、右之西ノ風ニ倒、大工并手伝
ノ者、百八十人倒死、此外手負モ少々有トカヤ、美作国、
此時大水出、城近辺ニテ三千人程人死、其外彼国中ニテ
二千余、都合五千程死ト云々、同牛馬同前、洛中ハサシ
テ不吹、サシテ草木ニ何ノ国モ不当ト云々、

当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 9 0 2 16120926 伊賀 伊州大風雨、上野ノ城、天守ヲ吹壊ス、 公室年譜略 9 大日本史料 12-10
慶長 17 9 0 2 16120926 伊賀 伊賀大風雨あり、上野の天守楼壊る、 高山公実録 17 大日本史料 12-10

慶長 17 9 0 12 16121006 諸国
雨、此比迄、去夏中ヨリ、雨打続、上下迷惑也、殊当月
二日ノ大風ニ、倒伏田畠、此長雨ニ付、不豊也、諸国大
方此分也、但従駿河東ハ、大風不吹、夏中モ今モ長雨ナシ、

当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 9 0 26 16121020 諸国 長雨、今朝迄降、但其間、或ハ一日、或ハ二日、三日、旱時モ有、従今晩快晴ニ成、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 17 12 0 28 16130217 諸国 今年ハ夏、秋、冬、雨シケキ事、近年無比類、寒中モ甚暖気、偏ニ如春、此年、五穀不熟、 当代記 7 大日本史料 12-10

慶長 18 0 0 0 16130220 駿河 此年九月、十月寒、霜月暖気、小寒暖気也、大寒ニ寒ス、当代記 8 大日本史料 12-13
慶長 18 0 0 0 16130220 肥前 実盛虫、田ニ入テ、悉ク喰イ枯ス、 鍋島勝茂譜 日本凶荒史考
慶長 18 4 0 8 16130527 駿河 昨日之雨ニ水出、島田町家少々流、 当代記 8 大日本史料 12-13

慶長17年（1612）～慶長18年（1613）
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慶長 18 5 0 2 16130619 駿河 今朝、大水出、惣別去年夏、秋、冬、当年春、夏、打続雨重き事、近年無比類、乍去、当年ハ至テ大水不出、 当代記 8 大日本史料 12-13

慶長 18 5 0 12 16130629 京都 大雨、当院門前、水浸屋床、 鹿苑日録 24 大日本史料 12-13
慶長 18 5 0 18 16130705 駿河 大雨、十九日大水、去春より始、水出ト云共、非指水、 当代記 8 大日本史料 12-13
慶長 18 5 0 23 16130710 京都 京都は五月廿三日の後、夕立雨も不降、 当代記 8 大日本史料 12-13
慶長 18 6 0 0 16130718 大和 六月より、百ケ日、炎かん、 興福寺年代記 日本の気象史料
慶長 18 6 0 0 16130718 諸国 夏、諸国旱す、 談海後編 日本震災凶饉攷

慶長 18 6 0 22 16130808 肥後 宝池ヨリ苦水湧出シ、黒煙覆天、火石上リ降下ルコト如雨、砂郡中ニ充、
阿蘇学頭坊文
書 1

大日本史料 12-13

慶長 18 6 0 28 16130814 東海 六月二十八日、二十九日、従駿河、三川国迄、大雨降、他国不降、 当代記 8 大日本史料 12-13

慶長 18 7 0 13 16130828 京都 炎旱御祈之事、被仰出之由、…炎旱及数日、民間之愁尤甚、一七ケ日御祈之事、
孝亮宿禰日次
記 3

大日本史料 12-13

慶長 18 7 0 24 16130908 津軽 大雹降る、 津軽旧記 4 大日本史料 12-13

慶長 18 7 0 29 16130913 畿内
当年、旱魃以外ノ故ニ、方々在々所々、其外、山城・河
内以下迄も、御湯ニ八幡被成御出、…任先規ニ、一番踊
ハ五条郷ニ相定畢、扨二番踊ヨリ、八幡宮神前ニ…

薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

慶長 18 8 0 1 16130915 伊勢 午刻、伊勢国ニ魂打聞ユ、他国ヘ不聞、此日西風烈、 当代記 8 大日本史料 12-13

慶長 18 8 0 3 16130917 肥前
志摩殿（寺沢広高）八月五日之状来、八月三日之大風、見
廻之書中也、唐津廻壁やね損、船共うせ候由之書中也、
／去月三日、貴国大風大破、御知行分過半御失損之由、
驚存候（金地院より羽柴越中宛）、

本光国師日記
10

大日本史料 12-13

慶長 18 8 0 3 16130917 西国
西国、風烈シテ、長崎より上ル糸并唐物積タリシ船十五
艘潮入、公方ノ糸歟、其中代官長谷川左兵衛舟三艘不見、
軈而京坂糸物為高直、

当代記 8 大日本史料 12-13

慶長 18 8 0 4 16130918 伊勢 伊勢国、南風甚、 当代記 8 大日本史料 12-13

慶長 18 8 0 9 16130923 近江 近江、北風頻扇（フク）、湖磯波烈シテ、商人舟十艘余破船、此風他国不吹、 当代記 8 大日本史料 12-13

慶長 18 8 0 26 16131010 駿河 丑刻、大風大雨、翌朝辰巳刻まて吹、宵ニ聊風可吹無模様、俄以如此、作毛ニ不当ト云々、 当代記 8 大日本史料 12-13

慶長 18 8 0 27 16131011 駿河 卯刻、大風雨、近辺士民家屋破壊、及申刻止云々、 駿府記 大日本史料 12-13
慶長 18 8 0 28 16131012 武蔵 大風雨也、大洪水、江村ノ橋皆壊也、 龍淵寺年代記 東大影写本

慶長 18 8 0 28 16131012 江戸
爰元大風ニ付而、預御飛札趣、達上聞候処ニ、…誠ニ近
年無御座大風ニ而、御入候（本多佐渡守正信から佐竹老臣
あて）、

佐竹文書 2 大日本史料 12-13

慶長 18 12 0 5 16140114 紀伊

［藤田・河崎連署覚、田所彦作宛］日焼所追免覚（旱魃減収
につき追加免除、中略）右拾三ケ所之分、当年日焼ニ付而、
追免として、右之通ニ相極候間、村々之内より、過分之
日焼、御皆済不成余ハ、百姓之者迄割賦仕、御皆済無相
違様ニ、庄屋・百姓中へ入念可被申渡候、以上、

紀州田辺万代
記 1

清文堂史料叢書

慶長 19 0 0 0 16140209 紀伊 長雨にて、秋作凶年、大地震、 紀州田辺万代
記 1

清文堂史料叢書

慶長 19 4 0 6 16140514 駿河 午刻霰降、如冬天、 駿府記 日本の気象史料

慶長 19 4 0 6 16140514 京都 氷降り、寒き事冬の如し、 校正王代一覧
後編 日本の気象史料

慶長 19 4 0 6 16140514 江戸 雹降、寒如冬、 永禄以来大事記 続群書類従 29下
慶長 19 4 0 8 16140516 陸奥 大風雨、木を折り、人を損ふ、 平山日記 日本の気象史料
慶長 19 4 0 9 16140517 駿河 終日終夜大雨、…此雨下民悦之、 当代記 9 大日本史料 12-14
慶長 19 4 0 23 16140531 駿河（～ 26日）昼夜大雨、近年無比類、 当代記 9 大日本史料 12-14
慶長 19 4 0 26 16140603 京都 雨天、斎坊主来義、十念寺之中、両隣洪水流入由候、 時慶卿記 40 大日本史料 12-14

慶長 19 4 0 27 16140604 畿内 及晩大洪水、下京町末ノ小家流、摂津国、河内并大坂森口之堤切、彼表、頃年無比類大水也、 当代記 9 大日本史料 12-14

慶長 19 4 0 29 16140606 濃尾

美濃国摩免戸堤切レタリ、然共河下堤トモ数ケ所依為切、
水則引間、無指事、尾張国シヨバタ（勝幡村）ノ堤切、田
畠損亡、不可勝計、円常（城）寺渡ノ下ニ笠町（美濃国羽島
郡笠松村）ト云所ニ、甚右衛門＜町人＞姪女蛇ニ成、シヨ
バタノ池ヘ入タル由、閭巷説也、

当代記 9 大日本史料 12-14

慶長 19 5 0 0 16140608 畿内 毎日大雨降続、摂津、河内、和泉、一つになる、 長沢聞書 日本凶荒史考

慶長18年（1613）～慶長19年（1614）
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慶長 19 5 0 4 16140611 濃尾（～六日）打続大雨、亦水出ル、従是、当月中、無間雨、 当代記 9 大日本史料 12-14
慶長 19 5 0 6 16140613 京都 雨大降、午ヨリ止、水出由候間、十念寺ヘ尋ニ遣候、 時慶卿記 40 大日本史料 12-14
慶長 19 5 0 9 16140616 駿河 東風甚烈、殊大雨、及晩南風頻扇、翌朝迄如斯、 当代記 9 大日本史料 12-14
慶長 19 5 0 11 16140618 駿河 昨今、殊大雨、 当代記 9 大日本史料 12-14

慶長 19 5 0 12 16140619 諸国

大洪水、七十一年已来、天文十三＜甲辰＞ノ年ヨリ已来
ノ大水ト云々、諸国耕作忘業、去月廿八日ノ大水ニ、切
タル諸国堤共、打続水出ニ付テ、難築故、其侭有之上ニ、
此大水ニ猶以切ル、和泉、河内、摂津国、江州、美州、
尾州六ケ国、取分如海河、大坂森口ノ堤、如元ハ難成就
云々、今日＜甲子＞猶以大雨、三河国ヨリ東、洪水ニテ
ハ有共、右ノ五（六）ケ国ノ水ホトハナシ、

当代記 9 大日本史料 12-14

慶長 19 5 0 16 16140623 大坂 依洪水、従大坂乗船、 義演准后日記 18 大日本史料 12-14

慶長 19 5 0 19 16140626 畿内 五畿内、大雨洪水、賀茂川堤切、流町屋云々、瀬田橋板傾落云々、 駿府記 大日本史料 12-14

慶長 19 5 0 20 16140627 越中 越中国外山、羽柴肥前守死去、近年唐瘡、病悩終以如此、当代記 9 大日本史料 12-14
慶長 19 5 0 21 16140628 大和 連日大雨故、鮎無現来テ至于今、無備進者也、 春日社司祐範記 大日本史料 12-14
慶長 19 5 0 25 16140702 京都 止雨御祈、綸旨到来、 義演准后日記 18 大日本史料 12-14

慶長 19 5 0 26 16140703 京都 神宮止雨之御祈、可有之、 孝亮宿禰日次
記 4

大日本史料 12-14

慶長 19 6 0 3 16140709 美濃
今日又大水、先度両度之水ニ、不切ケル、美濃国曽根堤
切テ、夜半ニ大垣ヘ水入、町中家ヲ出、酒已下皆水ニナ
ルト云々、

当代記 9 大日本史料 12-14

慶長 19 6 0 4 16140710 諸国
自四月廿三日、至今日、霖雨、是者四月二、三、四、五、
六日、朝夕日、其色如朱、諸国所々洪水、堤崩損、橋田畠流、
百姓迷惑云々、

駿府記 大日本史料 12-14

慶長 19 6 0 5 16140711 山城 洪水、伏見六地蔵辺、家成水底云々、 義演准后日記 18 大日本史料 12-14

慶長 19 6 0 5 16140711 駿河 午刻ヨリ快晴、去四月廿三日ヨリ打続、毎日大雨、前代未聞ト云々、 当代記 9 大日本史料 12-14

慶長 19 6 0 16 16140722 駿河 両三日、大雨、同大水、 当代記 9 大日本史料 12-14
慶長 19 7 0 4 16140809 駿河 打続雨、 当代記 9 大日本史料 12-14
慶長 19 7 0 7 16140812 京都 大雨、洪水、以外云々、 義演准后日記 18 大日本史料 12-14
慶長 19 7 0 7 16140812 河内 当年洪水ニテ、河内池川尽之損亡、舎宅在々損失、及数多、春日社司祐範記 大日本史料 12-14
慶長 19 7 0 17 16140822 駿河 午刻俄風雨、及夜大風、 駿府記 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 0 16140904 肥前 八月ヨリ、九月ニ至テ、乾ノ方ニ幡雲立ツ、又髪切流行、東西ヨリ実盛虫、田ニ入テ、悉喰イ枯ス、 鍋島勝茂譜 3 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 6 16140909 京都 午ヨリ、雨風大也、 時慶卿記 41 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 6 16140909 京都 大風雨有之、 孝亮宿禰日次
記 4

大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 6 16140909 京都 大雨、大風、 言緒卿記 大日本史料 12-14
慶長 19 8 0 6 16140909 京都 大雨、 義演准后日記 16 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 6 16140909 三河 未刻ヨリ大風雨、及申刻、三河国吉田ニ有恠異、…此日風、河ヨリ東駿河国マテハ、指テ不吹、雨ハ稠ク降、 当代記 9 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 6 16140909 美濃 美濃地、破壊多し、 岐阜県治水年表 日本の気象史料
慶長 19 8 0 7 16140910 京都 昨日之風雨ニ、神龍院之廊下依損、屋根已下葺申付也、 梵舜日記 18 大日本史料 12-14
慶長 19 8 0 26 16140929 大和 大雨、 東大寺雑事記 大日本史料 12-14
慶長 19 8 0 26 16140929 大和 大雨、洪水、方々舎宅人民田畠、損失不知数也、 春日社司祐範記 大日本史料 12-14
慶長 19 8 0 27 16140930 京都 入夜、風雨以外也、 孝亮宿禰日次記 4 大日本史料 12-14
慶長 19 8 0 27 16140930 大和 終日雨大フリ、 東大寺雑事記 大日本史料 12-14
慶長 19 8 0 27 16140930 江戸 大水之覚書来、／江戸ハ…以之外之大風、屋形共損申由候、本光国師日記 13 大日本史料 12-14
慶長 19 8 0 28 16141001 上野 刀禰川其外、川々洪水、大坂陣、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
慶長 19 8 0 28 16141001 京都 雨天又風、北ヨリ荒、下ハ洪水ト、 時慶卿記 41 大日本史料 12-14
慶長 19 8 0 28 16141001 山城 大雨洪水、大住村洪水、立毛過半流由注進、 義演准后日記 18 大日本史料 12-14
慶長 19 8 0 28 16141001 大和 大雨大フリ、 東大寺雑事記 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 28 16141001 駿河 大雨、士民家屋悉破却之由、城中無恙、塔山門其外、無所不吹損、古今無之大風之由云々、 駿府記 大日本史料 12-14

慶長 19年（1614）
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慶長 19 8 0 28 16141001 近畿 大雨洪水、山城、河内、近江、方々堤崩、百姓流家、溺死多云々、或説、今年三合歳故云々、 駿府記 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 28 16141001 近畿

大洪水、去春夏大水ヨリ高シ、寅刻ヨリ北西ノ大風吹、
中ニモ伊勢国大水也、河辺ハ家流、人馬以下流死、上方
モ大水ニテ、山城国井出ノ里ノ家卅余宇流、大坂森口此
度又堤切、飯盛山ノ麓ヨリ、近辺如湖水、知行十六万石
之通、徒成海、伏見京橋水越、町中家五尺水有、大坂天
満ノ橋落、

当代記 9 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 28 16141001 諸国

未刻関東江戸大風、大名、小名屋形、一宇モ不全、其内
ニ顚倒之屋形多之、民屋以下可察之、伊達政宗、松平筑
前守（前田利常）千畳敷ノ家、同門已下倒、況哉、其外ノ
家屋不可勝計、五十年已来之大風ト云々、其中ニ酒井与
四郎家門、不残悉倒、駿河、遠州、参河ハ風不吹、愛宕
山権現堂前ノ杉倒、同鉄鳥井倒、江州モ風強シテ、大木
吹折、根堀ニ倒ルヽモアリ、朝妻前原舟付ノ家共、水ニ
浸付テ、五丁余退、山際ニ居住ス、此程町中ハ成舟道、
京辺土堤、町人ニ宛被築、関東中、大風大雨、上野国一
本木家四十間流、依為利根河際、江戸ヘ運送桧已下、置
彼地所ニ悉流、／当月中、国々恠異多之、

当代記 9 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 28 16141001 江戸 江戸…大風吹由也、 本光国師日記 13 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 28 16141001 江戸 江戸ニ…大風吹候而、諸家いへ悉そんし申候由候（毛利輝元から同山城守宛）、 天野毛利文書 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 28 16141001 江戸 大風故、御屋敷中御家共、如形之破損之由、不及是非候、直江重光書翰留 大日本史料 12-14
慶長 19 8 0 29 16141002 山城 大住村洪水、見舞使遣、依無通路、途中ヨリ帰了、 義演准后日記 18 大日本史料 12-14

慶長 19 8 0 29 16141002 上総

［日詔書状 宮辺長左衛門宛］…此方之様子、皆々懸御目度
候、両堂上ふきやふり申候、書院・宝蔵・くり・客殿、其外、
家十計も皆々ふきやふり申候、山中門前、一処も不残や
ふり申候、一代之迷惑、不過之候、前後忘却之体候、（慶
長 19.8.26の台風）

光福寺文書 18
千葉県の歴史中世
3-818

慶長 19 8 0 30 16141003 山城 大住村洪水、立毛過半流由、注進、 義演准后日記 18 大日本史料 12-14
慶長 19 9 0 0 16141004 畿内 畿内近畿、風疾流行、自是月、至冬十月、 紀事 .野史 日本疾病史
慶長 19 9 0 6 16141009 駿河 雨、駿府殊大雨、 当代記 9 大日本史料 12-14

慶長 19 9 0 8 16141011 江戸 江戸ノ物語聞之、去廿七日大風ニテ、大名、小名ノヤネヲ吹マクリ、門ノヤネ等多吹損ト、 時慶卿記 41 大日本史料 12-14

慶長 19 9 0 20 16141023 日本 日本中エ赤キ毛、土ニ交ト（テｶ）、如雨降、 異本塔寺長帳 6 大日本史料 12-14

慶長 19 9 0 24 16141027 紀伊 二月廿四日より、九月廿四日迄、雨降、当秋大不作、 紀州田辺万代
記１ 清文堂史料叢書

慶長 19 12 0 0 16141231 駿河 大風雨、 談海後編 日本震災凶饉攷

慶長 20 4 0 17 16150514 陸奥（弘前）四月十七日、大風雨ニ而苗消、東風計り吹続、苗不足ニ而、漸々植仕舞、 日記 八木橋文庫

慶長 20 4 0 18 16150515 陸奥 大雪、此年五月七日、大阪落城、飢饉、大雪、 正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

慶長 20 4 0 18 16150515 陸奥 大雪降、大旱魃、 加納年代記 石巻の歴史 1

慶長 20 4 0 23 16150520 京都 頃日、京師饑、 続史愚抄 53 大日本史料 12-22
慶長 20 5 0 1 16150528 京都 氷降る、 本朝年代記 日本の気象史料
慶長 20 6 0 0 16150626 会津 今年大旱、六月迄雨不降、 異本塔寺長帳 日本の気象史料

慶長 20 6 0 18 16150713 長崎 本年長崎にて、天然痘の為に死せしもの、二千六百人以上に及び…
リチャルド .
コックス日記 大日本史料 12-22

慶長 20 6 0 23 16150718 京都 大水、東方小路如大河、一時洪水耳目驚のミ、水深二尺許也、 土御門泰重卿記 1 大日本史料 12-21

慶長 20 6 0 23 16150718 京都 以外大雨、洪水也、 梵舜日記 19 大日本史料 12-21

慶長 20 6 0 24 16150719 京都 雨降、近日大雨、洪水有之、 孝亮宿禰日次
記 4

大日本史料 12-21

慶長 20 6 0 26 16150721 京都 洪水、近代之儀云々、白川ノ水見物、京宿坊ノ門前道、人渡カネタル時也、 義演准后日記 19 大日本史料 12-21

慶長 20 6 0 28 16150723 山城 大住村洪水ニ、田地過半損シタル由、注進、珍事、 義演准后日記 19 大日本史料 12-21
慶長 20 6 1 0 16150726 会津 旱及閏六月寒、故凶年、 会津旧事雑考 9 大日本史料 12-21
慶長 20 6 1 0 16150726 陸奥（弘前）閏六月少々暑ニ而、八月初旬之頃、漸々稲出揃、 日記 八木橋文庫

慶長19年（1614）～慶長20年（1615）
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慶長 20 6 1 0 16150726 陸奥
（弘前）閏六月も薄暑ニ而、七月四日甲子ノ日、七月十六日、
八月之節にて、八月上旬まて、森引退仕舞、此比暑気も出、
稲も大方出揃、諸人悦候所、

日記 八木橋文庫

慶長 20 7 0 11 16150903 筑前 大旱魃、七月十一日、妙見社に於て御祈禱有之、 福岡県災異誌 日本の気象史料
慶長 20 7 0 12 16150904 京都 従昨夜、至于今朝、雨不止、少々洪水也、 土御門泰重卿記 1 大日本史料 12-22
元和 01 7 0 13 16150905 改元 代始、 続史愚抄 古事類苑 1

元和 01 7 0 21 16150913 佐渡 大風に依て、国中の田畑、損毛多く、国民悲嘆せしむるに付、年貢引方に立、 佐渡年代記 日本の気象史料

元和 01 8 0 1 16150923 上野 悪風吹、稲、諸作違フ、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

元和 01 8 0 15 16151007 陸奥

（弘前）八月十五日暮方より、寒く相成り、霜降り、十六
日朝、大雪ニ而、十七日より暁天ニ相成候得共、稲子残
捨り、大きゝんニ相成候、米青ニ付、壱升弐合、右凶年
之趣、江戸表江申上候所、公方様江右之趣被仰上、御暇
ニ而、十二月廿七日、大間越より、帰城被遊候所、御通
り筋、骸死之者、夥敷ニ付、御不便ニ思召、中村蔵之丞、
及越後江米買下し、種籾共買入方、被仰付候、出立申候、
昔より七月朔日より七日之内、甲子之日有之年者、不作
之由、申伝候ニ、当年ハ七月四日ニ当り申候、殊ニ近年、
連年諸普請時節も、不厭人夫出ニ付、諸人苦之候事ク、
死人甚多く候、

日記 八木橋文庫

元和 01 8 0 16 16151008 陸奥 大雪、 津軽信枚公御
代日記 日本の気象史料

元和 01 8 0 16 16151008 陸奥
十五日前後、漸出穂に及申候処、翌十六日大霜にて、是
より降続、十七日天気に相成候処、穂先不残黒く相成、
大凶作に相成候、

工藤家記 日本の気象史料

元和 01 8 0 17 16151009 津軽
冷気強く、其霜に逢候ゆへ、国中の稲、不残真黒に相成、
作毛一切実入御座なく、稲不残捨り、大不作に御座候て、
大飢饉に相究り申候、

津軽信枚公御
代日記 日本の気象史料

元和 02 0 0 0 16160217 会津
此としのせめハ、春夏まてハ、石（穀）物たかく、かし（餓死）
の殊（事）不及是非候、米之事は、坂下ます壱升賀四十八
文にうれ申候、乍去、はゝ能ツ候間、六月七月にハ、石
物さかり申候、

塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

元和 02 3 0 16 16160501 武蔵 申刻、氷降ル、大ナル梅ノ程也、麦損也、 龍淵寺年代記 東大影写本

元和 02 5 0 21 16160704 陸奥

定（南部利直黒印状）一、餓死に付而、諸奉公人成迷惑候故、
馬武具之心懸、可為弓（油）断候之間、其心懸可仕事、／一、
在々田地あらしおき候者ハ、夏蒔を仕、冬之飯米ニ可成候、
種聞立、案内可申上事、／一、人之存たる者、侍、百姓
によらす、及餓死者可多、左様之者ハ、手より手よりニ
申来候へと、申ふれ候て、可致言上事、／一、本金山共、
役成不相済ニ付而、去年より留置候、当年ハかつへ候間、
田地仕まい候ハヽ、望次第ニほり、兵粮をもかい、身命
たすかるへき事、／一、馬数を持、かいりやうニつまり、
迷惑成者可有之候、左様之者ハ、御理申、商売可仕事、／一、
不断雖為仕置、猶以当年者、著衣裳有合次第ニ、少もか
まい申間敷事、／一、諸給人案内を申上、切々知行所へ参、
田地ニ精を入、及餓ニ百姓等、一日も助け候様ニ、可致
覚悟事、／知行取者、夫、伝馬を遣候ヘハ、田地之さま
たけニなり、成迷惑候間、七月中まて、左様ニ召遣申間
敷候、／一、諸奉公人、百姓以下まて、餓ニ望候共、暇
をこい候ハて、理不尽ニ走申事、可為曲事候付、諸法度
を破り、悪心悪逆持者候ハヽ、親子、類身なりとも、訴
人ニ可罷出候、可加褒美事、／右条々、得其意、下々ニ
至まて、不相背様ニ、可為申聞者也、

古文書 大日本史料 12-25

元和 02 7 0 14 16160826 京都 大雨、大風、 義演准后日記 20 大日本史料 12-26

元和 02 9 0 24 16161103 京都 申刻、大風雨也、 土御門泰重卿
記 1

大日本史料 12-26

元和 02 10 0 0 16161109 江戸 麻疹流行、 武江年表 日本疾病史

元和 03 0 0 0 16170206 陸奥 此年、大風、大水害、十一月二十七日、雷雨、此年米、新銭五貫文、
正法（寺）年譜
住山記

正法寺総合調査報
告書

元和 03 0 0 0 16170206 安芸 広島大水出、御城三の丸迄、水つき申候事、 福島太夫殿御事 大日本史料 12-28
元和 03 1 0 13 16170218 世間 大風吹、洛中、江戸中家多倒、申刻より世間黒闇入、 元和小説 大日本史料 12-28

慶長 20年（1615）～元和 3年（1617）
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元和 03 4 0 10 16170514 江戸 大雨、大水出、 元和小説 大日本史料 12-28
元和 03 4 0 10 16170514 江戸 雨、終夜雨、 寒松日記 2 大日本史料 12-28
元和 03 4 0 10 16170514 江戸 大雨降、大水出ル、 元和年録坤 大日本史料 12-28

元和 03 4 0 10 16170514 陸奥 午下刻ヨリ少々雨、入夜甚雨、大風、 伊達貞山治家
記録 26

大日本史料 12-28

元和 03 4 0 11 16170515 江戸 大風雨、庫院傾倒、雨不順、風不調、非直之事、 寒松日記 2 大日本史料 12-28
元和 03 4 0 11 16170515 江戸 大風雨、近年無比類、 元和年録坤 大日本史料 12-28

元和 03 4 0 11 16170515 陸奥
昨夜ノ大風雨ニ依テ、午刻ヨリ、広瀬川暴漲ス、御城下
ノ大橋、并ニ花壇ノ橋等、皆漂流ス、其外所々破損夥シ、
殊ニ所々ノ郷邑ニ水押シ揚ケ、溺死スル者アリ、

伊達貞山治家
記録 26

大日本史料 12-28

元和 03 4 0 12 16170516 江戸 北風、破庫院、 寒松日記 2 大日本史料 12-28

元和 03 4 0 13 16170517 武蔵 大風吹、入間川の水出候而、千手（住）、小塚原の大橋も、うきなかるゝ計りに見へ申候、 元和年録坤 大日本史料 12-28

元和 03 4 0 24 16170528 陸奥 洪水、御領内郡邑、所々破損ス、 伊達貞山治家
記録 26

大日本史料 12-28

元和 03 5 0 1 16170604 京都 大雹降、 享禄以来年代記 続群書類従 29下

元和 03 5 0 1 16170604 京都
未刻、霰降、大サ如大栗、其内極大ナルハ（実物大の絵略）、
これほと御座候、諸人驚耳目候、六、七十之老人、一世
不覚候由申候、霰之後、雨又雷又電、半時計、

土御門泰重卿
記 2

大日本史料 12-28

元和 03 5 0 1 16170604 京都 至申上刻、氷雨＜氷ト雨ト相交＞降、其形有大小、大者八、九分、或円或長、形不定、希有事也、
中院通村日記
1

大日本史料 12-28

元和 03 5 0 1 16170604 京都 未刻、天雨雹、大或如梅子、或如大豆、大小相雑、雷鳴、雨降…皆言、未見如此大雹、奇異哉、 鹿苑日録 25 大日本史料 12-28

元和 03 5 0 1 16170604 京都 大夕立、雷鳴、氷降、 義演准后日記 21 大日本史料 12-28
元和 03 5 0 1 16170604 諸国 大雪降、諸国、麦作大損、 元寛日記 2 大日本史料 12-28
元和 03 5 0 1 16170604 京都 大雹降、 享禄以来年代記 続群書類従 29下
元和 03 5 0 23 16170626 山城 十五日以来、雨不降、農民迷惑云々、 義演准后日記 20 大日本史料 12-27
元和 03 5 0 26 16170629 山城 炎旱、以外也、農作止之、万民愁之、 義演准后日記 20 大日本史料 12-27
元和 03 5 0 28 16170701 山城 昨今、大風吹□損、小雨降、不立用作毛、咲止々、 義演准后日記 20 大日本史料 12-27
元和 03 6 0 5 16170707 山城 炎旱、数日不降、万民愁、珍事々々、 義演准后日記 20 大日本史料 12-27
元和 03 6 0 6 16170708 山城 万民愁、近年之炎旱也、 義演准后日記 20 大日本史料 12-27
元和 03 6 0 8 16170710 山城 雨降、甘雨降、万民悦、 義演准后日記 20 大日本史料 12-27
元和 03 6 0 24 16170726 山城 不降雨、愁民満巷、 義演准后日記 20 大日本史料 12-27

元和 03 7 0 5 16170806 山城 数日炎旱、今日大雨降、珍重々々、（［鳥羽ノ百姓水論之事］年月日未詳『板倉政要記』を合叙） 義演准后日記 20 大日本史料 12-27

元和 03 7 0 5 16170806 京都 大雨、大風、穿屋壊壁、以外也、 土御門泰重卿
記 2

大日本史料 12-28

元和 03 9 0 7 16171006 京都 入夜大雨、亥刻大風、壁吹倒事、家々屋ね吹マクリ、又ハフナト吹落、洛中鳴動不斜候、
土御門泰重卿
記 2

大日本史料 12-28

元和 03 9 0 7 16171006 日向 飫肥領、大風、甚雨、洪水シテ、後町并町前津留清武ハ、石切町人屋押流サレ、溺死八十弐人、牛馬其数を知ラス、日向記 13 大日本史料 12-28

元和 03 9 0 22 16171021 大和 雨下リ、七時分ヨリ、大風吹、諸方損了、 多聞院日記 5 角川書店

元和 03 10 0 9 16171107 大和 弥三田舎へ下シ、晩田ノ毛見散々ノ由、尤覚悟、少モ不驚事也、 多聞院日記 5 角川書店

元和 03 10 0 20 16171118 大和 ヨコタヘ毛見ニ下シ、五斗可有之かと申、中々ノ事、不及是非、覚悟之前、此外、発志院・若ツキ少吉申聞、 多聞院日記 5 角川書店

元和 04 0 0 0 16180127 会津
春よりも拾月迄、雨打つゝきふり申候得共、かう作之殊
（事）ハ、ちかい不申候、拾月九日ニ雪ふりつゝき、きへ
す候間、なそは半分取、た木々たかき殊、不及是非候、

塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

元和 04 1 0 5 16180131 津軽 朝、東風、灰降、 津軽旧記 4 大日本史料 12-30
元和 04 2 0 17 16180313 越後 灰降、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

元和 04 5 0 0 16180623 越後 当国、大飢饉、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

元和 04 5 0 11 16180703 京都 昨夜より大雨、今朝、大洪水、市中大河、起波瀾也、東河平等大水、田地損畢、
土御門泰重卿
記 2

大日本史料 12-30

元和 04 5 0 11 16180703 京都 大風雨、終日不止、後ニ聞、水洪ニ出候、 時慶卿記 44 大日本史料 12-30

元和 3年（1617）～元和 4年（1618）
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元和 04 5 0 11 16180703 京都 洪水出来、 言緒卿記 大日本史料 12-30
元和 04 5 0 11 16180703 山城 夜前、大雨降、洪水、 義演准后日記 22 大日本史料 12-30
元和 04 5 0 11 16180703 京都 大雨降、以之外大洪水、領内河原田地共流也、 梵舜日記 21 大日本史料 12-30

元和 04 9 0 9 16181027 上野 十月廿日迄、東方ニ白ハタノ如キ雲三本立、十月七日ヨリ、東ニ火ノ如、光ノ星十七日迄出ル、牧野氏長岡移リ、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会

元和 04 10 0 9 16181125 会津 雪降、会津中、菜、大根、午房、不掘、蕎麦ヲ不打捨、 異本塔寺長帳 6 大日本史料 12-30

元和 05 0 0 0 16190215 会津
此としの春、大はく、小はく、一切ちかい申候、それゆへ、
夏米壱升が六十五文ニうれ申、作稲の殊は、草おひ能候
へとも、ほのうへあしく、米一切いたし不申候、此年よ
り荒田三ケ帝（マヽ）、当所ひらき申候、

塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

元和 05 0 0 0 16190215 天下 天下困窮及びし節、其貯にて御救下されし由、 雨窓閑話上 大日本史料 12-31

元和 05 0 0 0 16190215 伊勢
秀忠公御上洛、其頃長嶋洪水故ニ、定芳不供奉、追跡上京、
於水足郷、訟長嶋水損之患、…於是、恤賜八木千五百石、
黄金二千両、

菅沼家譜 大日本史料 12-31

元和 05 0 0 0 16190215 伊勢 菅沼定芳…封地水災にかゝるにより、米千五百石、金二千両をたまふ、
寛政重修諸系
譜 303

大日本史料 12-31

元和 05 0 0 0 16190215 江戸
元和五年、大水あつて、浅草、下谷、並本所の辺、その
災を被りしこと、古日記に見へたり、因て此堤を築かれ
しなり、

洞房語園異本 大日本史料 12-35

元和 05 0 0 0 16190215 諸国 飢饉、痘瘡、疫病、流行し、人多死、 続年代記 日本震災凶饉攷

元和 05 0 0 0 16190215 紀伊 籾種御貸取立、…夏大水出、先御代ノ大橋流失、 紀州田辺万代
記１ 清文堂史料叢書

元和 05 0 0 0 16190215 越後 はしか、ハやる、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

元和 05 5 0 28 16190709 京都 雨降、川水出也、 梵舜日記 22 大日本史料 12-32

元和 05 7 0 0 16190810 諸国
自五月三日、至七月、大旱魃、雨不降一滴、禾穂乍立枯、
不登五穀由、自諸国注進、又不時雑尊卑疱瘡、疫疾、人民、
牛馬死夥、

元寛日記 3 大日本史料 12-31

元和 05 8 0 0 16190908 関東 五月より八月まで大旱、五穀登らず、人馬多く死す、 武江年表 日本の気象史料
元和 05 8 0 0 16190908 筑前 五月より八月、旱魃、 福岡藩主記録 日本の気象史料

元和 05 8 0 10 16190917 天下 天下一同、洪水、田畑大損亡、民屋漂流、人民、牛馬、犬鶏、溺事夥故、飢死者満街、 元寛日記 3 大日本史料 12-31

元和 05 8 0 10 16190917 大和 以外風雨、田畠損亡と云々、 春日記録 7 大日本史料 12-31

元和 05 8 0 10 16190917 京都 大風、大雨、洛中舎宅、破損不斜候、 土御門泰重卿
記 3

大日本史料 12-31

元和 05 11 0 5 16191210 京都 当院年貢米納之、寿等来、申付、例年如此也、当年、風損ヨリ、少分納也、 梵舜日記 22 大日本史料 12-31

元和 05 12 0 5 16200109 諸国 天温、如極暑、万民著帷子、猶拭汗、今年、天変、地妖相続、元寛日記 3 大日本史料 12-31

元和 06 0 0 0 16200204 周防 領分水損不所務ニ付、在郷之御断申上、三田尻より大嶋郡江、引越罷居候、 村上図書家譜 大日本史料 12-33

元和 06 0 0 0 16200204 筑前

遠賀郡大雨の時は、洪水出て、河水夥しく充満し、恰も
海のことし、水災しばしば有て、五穀損じ、土民憂る由、
長政聞給ひ、みづから彼地に両度至りて地形を察し、底
井野の下にて、本川筋より東の方に、新川をほり、…洪
水の災なかるべしとて…

黒田家譜 14 大日本史料 12-43

元和 06 1 0 15 16200218 越後 灰フル、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
元和 06 2 0 30 16200402 京都 二月晦日、三月四日、洛北ノ民屋焼ル、 加納家年代記 石巻の歴史 1

元和 06 3 0 28 16200430 会津
此年の三月廿八日より、雨ふりつゝき、四月廿日迄之内に、
山（耶麻）之郡之内、藤沢之沼くつれ申、かう作之事ハ不
申及、人迄仁三人死申候、

塔寺長帳 会津坂下町史Ⅱ

元和 06 3 0 28 16200430 会津 自三月廿八日、迄四月廿日、多雨、藤沢沼破、耕作損、民居又亡、
会津旧事雑考
9

大日本史料 12-33

元和 06 5 0 0 16200601 安芸
去五月之洪水ニ、居城二之丸、角櫓石垣共崩、二、三之
丸之惣構之塀、破損所多候之由、板倉伊賀守方迄、申越
候趣、

東武実録 7 大日本史料 12-34

元和 06 5 0 0 16200601 安芸
此月下旬、打続大雨降、近年ニ無之洪水ニ而、…御城廻塀、
御櫓、石垣等破損、并広島廻り所々堤、其外郡中も水損
有之、右ニ付、早速より川除御普請被仰付、…

自得公済美録
13

大日本史料 12-33

元和 06 5 0 20 16200620 大和 終日、大雨、国中ノハシ并田地、流事数ヲ不知、 東大寺雑事記 2 大日本史料 12-33

元和 4年（1618）～元和 6年（1620）
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元和 06 5 0 20 16200620 大和

洪水にかゝりて、大和川の堤潰へ、すてに二万石余の地を
損す、それか中に、長方か支配するところの柏原村千四百
石の地、大半荒田となりて、民力をもつてこれを墾する
事あたはさししかは、長方はかりて、水路をひらき、平
野川に通し、大坂へ船の往来を自由ならしめ、かの荒た
るところの地に、あらたに市□をまうけ、商人等ををら
しめ、みつから船七十艘をつくりて、あたへしかは、其
地日々に繁栄して、荒田漸はしめに復することを得たり、

寛政重修諸家
譜 990

大日本史料 12-33

元和 06 5 0 21 16200621 京都 依連日雨、洪水有之、夜半、堤切損云々、 孝亮宿禰日次
記 6

大日本史料 12-33

元和 06 5 0 21 16200621 京都 雨降、近年之大洪水、賀茂堤切、京中町人、普請被申付候由也、次当院西ノ庵井、大雨ニ小石共出也、 梵舜日記 23 大日本史料 12-33

元和 06 5 0 21 16200621 大和 終日、大雨、近暦無之雨也、所々流ト云々、 東大寺雑事記 2 大日本史料 12-33
元和 06 5 0 22 16200622 大和 大雨、片時モヤマヅ、無量寿院石ハシ、大喜院道、悉ク流畢、東大寺雑事記 2 大日本史料 12-33

元和 06 5 0 23 16200623 大和 終日、大雨、少モヤム事ナシ、八十年モ、百年モ無之、大水ト云々、 東大寺雑事記 2 大日本史料 12-33

元和 06 5 0 24 16200624 大和
終日、大雨、昼夜少雨無之、櫟本田地、数多流而、俵十
石ニ付、五ツ掛ル、俵数両堂分百卅九出畢＜仏生院、中
性院＞、

東大寺雑事記 2 大日本史料 12-33

元和 06 5 0 25 16200625 京都 依大雨、洪水、為名代、聖廟へ長三郎申付也、 梵舜日記 23 大日本史料 12-33

元和 06 5 0 26 16200626 播磨 依大雨、（書写山円教寺講堂）依大雨、正面上重檐落懸下重、二重同時飛檐崩落、住侶見之、雖悲痛、不及力者也、
書写山円教寺
旧記 大日本史料 12-33

元和 06 6 0 3 16200702 芸備
此地、事之外大水ニて、城廻塀、矢蔵端々損申候、在郷も、
方々そこね申躰ニ御座候、隣国も、近年無之洪水之様ニ
承及候（板倉氏宛書状）、

自得公済美録
13

大日本史料 12-33

元和 06 6 0 8 16200707 大和 大仏池之水出ル、おゝク、フナヲ取ル、三十石モ、ウヲ可在之と云々、 東大寺雑事記 2 大日本史料 12-33

元和 06 6 0 17 16200716 大和 ハヤリ物ノ煩シテ、平臥、終日、大風雨、 東大寺雑事記 2 大日本史料 12-33
元和 06 6 0 20 16200719 河内 九日之状来、河内大水之由、申来ル、 本光国師日記 28 大日本史料 12-33

元和 06 6 0 27 16200726 京都 自暁、赴東山浄土寺、昨日、雨連暁故、河水大漲、令数人戴□而渡河、 鹿苑日録 26 大日本史料 12-33

元和 06 6 0 28 16200727 畿内
当年、上方、以之外之洪水ニて、方々之堤きれ、和泉、
河内之知行、当年は荒可申由候、就其、斛之直以之外上候、
来年も一段高直ニ可有之由候間、御蔵入之米、早々上候
様ニ、御談合肝要ニ候（伊勢貞昌から喜入、三原宛）、

薩藩旧記増補 大日本史料 12-33

元和 06 7 0 0 16200730 江戸 大洪水、 東武編年要録 1 大日本史料 12-33

元和 06 7 0 2 16200731 河内
河内、大水之様子、堤普請、自公儀被仰付候様ニ、才覚
申候之由、書中也、同河内之水入之絵図共来ル、…山岡
図書殿七月二日之状来、河内之水入之様子、馳走申由之
書中也、

本光国師日記
28

大日本史料 12-33

元和 06 7 0 2 16200731 薩摩 此辺（揖宿郡揖宿郷東方村）洪水にて、旧記流失し、往古の事詳ならす、 地理纂考 14 大日本史料 12-33

元和 06 7 0 16 16200814 江戸 上方、其元（江戸）モ洪水仕之由、此方ハ左様ニモ無御座候間、可御心安候、
伊達貞山治家
記録 28

大日本史料 12-33

元和 06 7 0 16 16200814 会津 利田村揚川辺、大黒岩崩堕、川生瀑＜高一丈＞、 会津旧事雑考 大日本史料 12-33

元和 06 7 0 26 16200824 会津

此年の三月廿八日より、雨ふりつゝき、四月廿日迄之内ニ、
山之郡之内藤沢之沼くつれ申、かう作之事ハ不申及、人迄、
仁（ニ）、三人死申候、同七月廿六日晩、むかひかゝ田沼
半分大河落くつれ、ふちたきいてき申、殊之外うをとれ
申候殊（事）有り、

塔寺八幡宮長
帳 7

大日本史料 12-33

元和 06 8 0 0 16200828 諸国 畿内、西国洪水、 東武実録 7上 大日本史料 12-33

元和 06 8 0 6 16200902 安芸 芸州広島ノ城、去ル五月ノ洪水ニ、櫓石垣崩レ、外部ノ塀、悉ク破レ損スルニ依テ、右ノ趣注進ス、 東武実録 7上 大日本史料 12-33

元和 06 8 0 17 16200913 諸国 寺志州へ状遣ス、岡次郎兵へ状遣ス、諸国大水之事、…申遣ス、
本光国師日記
28

大日本史料 12-33

元和 06 8 0 20 16200916 仙台 爰元（仙台）者、一昨日大水ニテ候、乍去、橋其外不苦候間、可心安候（政宗書状）、
伊達貞山治家
記録 28

大日本史料 12-33

元和 07 8 0 3 16210918 江戸 大風雨、増上寺山門倒れる、 続年代略記 日本震災凶饉攷

元和 08 0 0 0 16220211 会津
此年春より、殊之外日てり成、そかの雨ふる申候、五月末、
六月迄、田うへ申候得共、三ケ壱一（マヽ）成申候、然共、
世常、米うりかひハやすく候、

塔寺長帳 大日本史料 12-51

元和 6年（1620）～元和 8年（1622）
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元和 08 5 0 11 16220619 大和 此比、以外炎天、数日雨不降、万民愁歎也、先立願可然トテ、御神供以後、両惣官代、八龍神へ参テ啓白也、
春日社司祐範
記 大日本史料 12-51

元和 08 5 0 11 16220619 大和 此中、旱天ニ付、雨乞ノ立願、八龍神へ被立了、 春日社司延通記 大日本史料 12-51
元和 08 5 0 13 16220621 京都 五月雨時分不降、珍事々々、 義演准后日記 23 大日本史料 12-51
元和 08 5 0 14 16220622 京都 雨乞可有、先太田池サラユヘキ也、 賀茂社家日記 大日本史料 12-51
元和 08 5 0 15 16220623 京都 太田池掃除有、池サラユル也＜惣地下ミソロ池者モ出ル＞、賀茂社家日記 大日本史料 12-51

元和 08 5 0 23 16220701 大和 此中、時々夕立降トモ、一向用水程無之、以外炎干、祈禱立願事尽了、
春日社司祐範
記 大日本史料 12-51

元和 08 6 0 0 16220709 江戸 六月中、霖雨、冷気如初春、依之、諸人相煩候事、無限、元和年録坤 大日本史料 12-51

元和 08 6 0 3 16220711 京都
一請雨有、廿一人貴布袮被参候、／太田池サラユル、先
度のことく也、／シンチヤチヤ池サラユル、／…夜入、
地下人神前ヲトリ申候、

賀茂社家日記 大日本史料 12-51

元和 08 6 0 4 16220712 京都 廻水之事、地下より訴訟有…覚（沙汰人三名連署、四箇条）、一、若百姓水番ニ不出者在之ハ、在所中可有追放事、 賀茂社家日記 大日本史料 12-51

元和 08 6 0 5 16220713 大和 於船戸屋、乞雨祈禱有之、 春日社司祐範記 大日本史料 12-51

元和 08 6 0 6 16220714 京都 夜前、大雨降、勧修寺村并隣郷、今日植苗、当郷ハ一両日以前ニ、大形植済畢、去月、雨不降、旱魃、 義演准后日記 23 大日本史料 12-51

元和 08 6 0 6 16220714 大和 今日ニ至テ、大雨也、大慶々々、 春日社司祐範記 大日本史料 12-51
元和 08 6 0 6 16220714 京都 夜入迄、小雨フル、端々田地共、植事無限候也、 賀茂社家日記 大日本史料 12-51

元和 08 6 0 8 16220716 京都
老若寄合有、＜アサフレ也＞十七日講より訴訟有、惣納
田地旱天ニ付、水下迄不通候付、雑穀蒔可申哉、如何可
或哉、評議ニハ、十七日講次第、可有御申付候也、

賀茂社家日記 大日本史料 12-51

元和 08 6 0 9 16220717 京都 昨日ヨリ大雨、大洪水出ル、午刻晴ル、 賀茂社家日記 大日本史料 12-51
元和 08 6 0 10 16220718 京都 弥勒之田地二段、依大旱、大豆植付也、近郷同前也、 舜旧記 24 大日本史料 12-51
元和 08 6 0 11 16220719 大和 打続雨、万民悦也、 春日社司祐範記 大日本史料 12-51
元和 08 6 0 21 16220729 大和 連日ノ大雨、洪水ニ付、鮎不出候、 春日社司延通記 大日本史料 12-51

元和 08 8 0 14 16220919 肥前 昼過より、大風吹申、ない、いほうち候、矢倉門へいころひ候、はしも落申候、近年なき大風之由候、
松平忠利公御
日記写 大日本史料 12-51

元和 10 1 0 16 16240305 越後 逆谷村寛益寺、大雪ニて、堂舎破損、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

寛永 01 2 0 30 16240417 改元 革令（甲子）、 続史愚抄 古事類苑 1

寛永 02 8 0 9 16250910 越後 大風吹、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子
寛永 03 0 0 0 16260128 越後 悪作、飢饉、 宝林寺年代記 南魚沼市舞子

寛永 03 0 0 0 16260128 天下

板倉顕明録に云、天下一統の大旱魃によつて、五畿七道共、
愁訴に出て申上るは、当年大旱魃に付、耕作もの、例年
の五分一なるゆへに、在々所々の百姓共、飢饉に及び候故、
御代官並に御手代衆へ、米穀御借なされ、御扶け被下候
様にと、数度に及び申るといへ共、御沙汰被成被下るゝ
旨に而、事の埒明ざるゆへに、百姓共餓死に及び候条、

摂陽奇観 日本の気象史料

寛永 03 4 1 7 16260601 讃岐 大風雨後、大旱、雨なきこと九十五日、野に餓孚あるに至る、 香川県史 日本の気象史料

寛永 03 5 0 4 16260627 豊前 五月四日より、七月廿七日迄、大日照、井の水湯（渇カ）、田畑損亡、
豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 03 5 0 7 16260630 諸国 大風、 孝亮記 日本震災凶饉攷
寛永 03 6 0 0 16260723 諸国 夏大旱、 孝亮記 日本震災凶饉攷
寛永 03 7 0 12 16260902 世間 頃日、炎旱大甚、…京師井水殆涸、…世間買水云々、 続史愚抄 日本の気象史料
寛永 03 7 0 13 16260903 丹波 大旱、四月八日ヨリ七月十三日迄、 天寧寺年代記 東大影写本
寛永 03 8 0 0 16260921 諸国 四月至八月、群国旱魃、 享禄以来年代記 続群書類従 29下
寛永 03 8 0 0 16260921 駿河 此年、四月より八月迄、大旱魃、田作不作、 大平年代記 沼津資料集成 8

寛永 03 8 0 0 16260921 尾張 四月より八月に至るまで、降雨なく、草木悉く枯る、 名古屋市史 日本の気象史料
寛永 03 8 0 0 16260921 諸国 四月より秋八月迄、諸国旱魃、 武江年表 日本の気象史料
寛永 03 8 0 0 16260921 天下 夏四月より秋八月迄、天下大旱魃にて、江州大半渇し、… 玉露叢 日本の気象史料
寛永 03 8 0 0 16260921 筑後 三月より八月迄、旱魃、飢饉、 久留米天災記 日本の気象史料
寛永 03 8 0 4 16260924 諸国 洪水、 孝亮記 日本震災凶饉攷
寛永 03 9 0 0 16261020 京都 夏秋大旱、井竭、 皇年代私記 改定史籍集覧 19

元和 8年（1622）～寛永 3年（1626）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

寛永 04 7 0 12 16270822 諸国 大風、 続王代一覧 日本震災凶饉攷
寛永 04 8 0 6 16270915 諸国 京師及び諸国、洪水、 続王代一覧 日本震災凶饉攷
寛永 05 8 0 0 16280829 駿河 大水ニテ、田畑荒所多シ、川筋破損ニ付、御見分御願ヒ處、大平年代記 沼津資料集成 8

寛永 06 0 0 0 16290125 伊予 松山一揆起（七年ニ至ルカ、干魃減租要求一揆）、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 07 6 0 19 16300728 諸国 大風雨、京都及び越前洪水、死亡二百数十人、 野史 日本震災凶饉攷
寛永 08 0 0 0 16310201 諸国 今年、諸国甘露フル、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
寛永 08 0 0 0 16310201 日本 去年・今年、日本国中、病痒瘡、名曰肥前瘡、 享禄以来年代記 続群書類従 29下
寛永 08 8 0 0 16310828 京都 大風、壊屋、抜木、 享禄以来年代記 続群書類従 29下
寛永 08 9 0 19 16311014 東国 大水、 野史 日本震災凶饉攷

寛永 09 5 0 1 16320618 豊前 五月一日より八月五日迄、大日照、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 10 3 0 19 16330427 豊前 霰降、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 10 6 0 0 16330706 近畿 四・五・六月、大洪水、江州水溢一丈二尺余、 享禄以来年代記 続群書類従 29下

寛永 10 6 0 15 16330720 豊前 六月十五日より七月四日迄、日照なり、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 10 8 0 23 16330926 豊前 大降、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 10 8 0 23 16330926 京都 大風雨、 後年代記 日本震災凶饉攷
寛永 12 0 0 0 16350218 諸国 是歳、畿内・西国大水、 永禄以来大事記 続群書類従 29下
寛永 12 6 0 13 16350726 東海 遠江、伊豆、大風、船舶八百余艘を破壊す、 武江年表 日本震災凶饉攷

寛永 13 0 0 0 16360207 豊前 春、餓死多し、去秋大風大雨、民家損、田畑痛、大凶年、引続き飢饉也、
豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 13 0 0 0 16360207 美作 夏美作旱す、雨を仏教寺龍王祠に祈らしむ、乃雨ふる、 岡山県通史 日本の気象史料
寛永 13 2 0 0 16360308 諸国 諸国飢饉、 永禄以来大事記 続群書類従 29下

寛永 13 6 0 0 16360703 諸国 五月、六月の間、更に雨降らず、西国、北国は大雨、紀州其外、南海にて、海鳴る事九ケ度、 武江年表 日本の気象史料

寛永 15 0 0 0 16380214 諸国 諸国、牛疫病流行にて悉死、一国に漸五疋又は三疋相残由、豊前国四日市村年代記 中山重記校訂

寛永 16 7 0 0 16390731 江戸 前年よりの凶作により倹約令、 武家厳制録 人権歴史年表

寛永 17 0 0 0 16400222 諸国 当年も、諸国、牛疫病流行、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 17 0 0 0 16400222 天下 天下、牛多死、当地同前、 紀州田辺万代
記 2

清文堂史料叢書

寛永 17 8 0 0 16400916 近畿 四月至八月、畿内近国、牛疫死満街、 享禄以来年代記 続群書類従 29下
寛永 18 0 0 0 16410210 諸国 是秋、柑類不熟、 享禄以来年代記 続群書類従 29下

寛永 18 0 0 0 16410210 豊前 当年も凶作、飢死多、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 18 0 0 0 16410210 紀伊
一、人売買、一円停止たり、若猥之輩於有之ハ、其軽重
をわかち、或死罪、或可為過料事、付、宿主人口入人、
可為同罪事、

紀州田辺万代
記 2

清文堂史料叢書

寛永 18 1 0 0 16410210 越後 春より夏迄、雨ふらす、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

寛永 18 9 0 0 16411005 豊前 洪水、検見アリ、 豊前国禅源寺
年代記録 中山重記校訂

寛永 18 9 0 4 16411008 豊前 洪水、田畑痛、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 19 0 0 0 16420131 諸国 春より夏に至、諸国共大飢饉、餓死甚多、京大坂辺、野非人、菰かぶり、数千人におよぶ、
豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 19 0 0 0 16420131 紀伊 飢饉にて、米高直、…御倹約御触、在中へ被仰出、…当年飢饉ニ付、御簡略、
紀州田辺万代
記 2

清文堂史料叢書

寛永 19 0 0 0 16420131 紀伊 巳、午両年、飢饉、御売付米、六拾三匁初て高直、 紀州田辺万代
記 2

清文堂史料叢書

寛永 19 0 0 0 16420131 天下 天下大飢、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

寛永 4年（1627）～寛永 19年（1642）
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年号 月 ｳ 日 グレゴリオ暦 地域 天変地異などの記事 原出典 掲載書誌

寛永 19 2 0 0 16420301 京都

［正保 4.11.10、松崎町五郎兵衛、重畳書物を以申上候、田
中又左衛門等 3名宛］私儀、元来、京都之者ニて御座候、
然者、先年、上方きゝん故、寛永十九年之二月、永井宗
宅老ノ兄了庵と申仁、是□京都ニ被罷居候、然処ニさわ
□ノぎ町ニ後家被罷居候、彼後家ハ私存申たる者ニて御
座候、就夫、彼後家申候ハ、私むすめを肥後之国へ遣間
敷［　　］遣候ハヽ、了庵老□談合仕、下シ可申と後家申
ニ付、私申候ハ、娘ばかり遣候而ハ、無心［許存ｶ］付、肥
後之［  ］身すきも仕能様ニ承及候間、［  ］六人共ニ罷下度
と申、然処ニ了庵被申候ハ□処ニ候ハヽ、肥後之国へ我
等弟永井宗宅［  ］申候間、…私共六人共、［寛永十ｶ］九年
之春より、只今まて、むりニ被召仕、めいわく…より立
のき申候而、熊本［  ］日ニ罷上り、一々様子申上候ニ付、
…

宇土細川家文
書 55

久留大学比較文化
研究所紀要 8

寛永 19 3 0 20 16420429 出羽

［秋田正季書状 湊盛季宛］…当地なと、さんゝゝにて、下々
かつへ、しに申事共、大方ならす候、さりなから、先年
津軽ニ罷在候時のきゝんほとにハ無之候、よに一代ニ一
度もあひ不申候物有之所ニ、なかいき仕候而、二度之き
きん珎敷事と存候、是付而、小者・わらんへ・女成共用
之由被申候、其方ニ而承及候とハ、事外ちかい候て、他
国へ参候事、かたく法度ニ御座候、去年御馬かい衆、十
人計御かゝへ、御登被成候処ニ、御立被成候日、かたく
御おさへ候へは、其物共みを又うり仕候而、殊外申事候
つる事、

湊學氏所蔵秋
田湊文書

青森県史資料編中
世２

寛永 19 3 0 20 16420429 出羽

［秋田正季書状 湊盛季宛］…今度、みうり申候物七、八人、
女・おとこ、十四、五人おき申候へ共、是もうけ人無之
物ハ、かゝへ候て、国之はつとニ候へ共、何方ニ罷在候
而も、御ふたへ衆さへ、しれ不申候、我等なとハ、近年
之物ニ候へは、森岡中さへしれ不申候、殊ニ其元へ参候
物候ハヽ、何とそさいかく可申候へ共、左様之儀ハ、中々
成不申候、たとへ其元へ参候而、奉公仕候物有之共、返々
無用ニ候、中々津軽なとの物とハちかい候て、いつわり
計申候而、油断なと仕候事、成不申候事、

湊學氏所蔵秋
田湊文書

青森県史資料編中
世２

寛永 19 6 0 29 16420725 諸国

［覚］一、当年、諸国人民くたびれ候間、百姓少々、可令用捨、
此上者、若当作毛損亡ニおゐてハ、来年可為飢饉、倹約
之義、兼て雖被仰出、諸侍も弥存其旨、万事相慎、可減
少候町人百姓以下ハ、食物迄も其覚悟致不及飢候様相計、
勿論百姓等ハ常々猥米不給様、可申付事、／一、百姓年
貢等之義、損亡無之様申掠、未進すへからざる事、

紀州田辺万代
記 2

清文堂史料叢書

寛永 19 7 0 0 16420727 天下 三月至七月、天下大飢饉、死者多、米価貴踴、 享禄以来年代記 続群書類従 29下

寛永 19 9 0 6 16420929 紀伊

一、当年ハ在々にて、うどん・切麦・そうめん・饅頭・
其外、何にても五穀ついゑニ成候者、商売仕間敷事、／一、
当年在々にて豆腐仕間敷事、但大成宿津所之義ハ、代官
給人より可申付事、／一、在々百姓、食物之義、不申及、
当年ハ大切之義ニ候間、雑穀を用、米多不給様、可致用
捨事、

紀州田辺万代
記 2

清文堂史料叢書

寛永 19 9 1 6 16421029 京都
［正保 3.5.14.志水清安覚 永屋安左衛門等２名宛］寛永十九
年閏九月六日之書物にて、さごと申女、京より抱下申処
ニ、我等所気ニ相不申に付、本町ノ市右衛門所へ遣候ヘハ、
市右衛門ニも居不申、夫より身自由ニ罷成候、…

宇土細川家文
書 34

久留大学比較文化
研究所紀要 1

寛永 20 0 0 0 16430219 紀伊 稲作雨傷、 紀州田辺万代
記 2

清文堂史料叢書

寛永 20 0 0 0 16430219 山城

［正保 3.4.24.玖野新助差出 渡部才兵衛等２名宛］差出／五
郎と申せかれ年十三ノ時、伏見京橋にて、寛永廿年ニか
つゑ死申候間、召連下てくれ候へと申ニ付、召連罷下申候、
此ものハ、伏見かぎや町少兵衛と申者、ちいさき時より
養子ニ仕申候者之由申候、少兵衛養子ニ成申時ハ、おさ
なく候て、本親の名をハ覚不申之由、彼五郎申候、以上

宇土細川家文
書 28

久留大学比較文化
研究所紀要 1

寛永19年（1642）～寛永20年（1643）
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寛永 20 0 0 0 16430219 三河

［正保 3.4.28.矢野津太夫差出シ 渡部才兵衛等２名宛］づん
ばうと申セかれ、年六之時、寛永廿年ニ、三河国吉田ニ
ひろい申候、此者、かつゑ申候間、是非共召連下り候て
くれ候へと申ニ付、召連罷下、于今罷居申候、此もの在
所ハ、三河之吉田より三里東、浜部村と申所之者之由申
候、此もの、本父ニハ幼少にてはなれ、継父弥平次と申候、
然処ニ母も相果候ニ付、其後、弥平次別之女房を持申候
へ共、づんばう儀、やしなわれ罷居候間が、弥平次もか
つゑ申候故、乞食ニ罷出候、其時、同前ニ乞食ニ罷出候
由申候、彼浜部村之地頭ハ、江戸之御前にて御座候へ共、
せかれ故、名をハ不存候、代官をハ新平と申候、庄屋ハ
新六と申之由申候、以上、

宇土細川家文
書 30

久留大学比較文化
研究所紀要 1

寛永 20 0 0 0 16430219 伊勢

［正保 3.5.22.御加子勘左衛門、御改ニ付、上せ可申男女之
事 長岡河内守宛］寛永弐拾年ニ、伊勢関之地蔵ニ而、助蔵
と申候男、こツしきを仕居申候、親子親類も無御座由、重々
申候間、召連罷下候へ共、証拠証文も無御座ニ付、御上御せ
可被成間、各へ渡シ可申旨、被仰付候、則相渡シ申候、以上、

宇土細川家文
書 42

久留大学比較文化
研究所紀要 1

寛永 20 0 0 0 16430219 京都

［正保 3.5.22.井関九太夫、御改ニ付、上せ可申男女之事 
長岡河内守宛］寛永弐拾年ニ、伏見京橋ニ而、年拾ニ成申
男之子、こツしきを仕居申候、私子を持不申ニ付、養子
ニ可仕と存、召連罷下候へ共、証拠証文も無御座ニ付、
御上御せ可被成間、各へ渡シ可申旨、被仰付候、則相渡
シ申候、以上、

宇土細川家文
書 42

久留大学比較文化
研究所紀要 8

寛永 20 0 0 0 16430219 京都

［正保 3.5.22.宮喜田権右衛門、御改ニ付、上せ可申男女之
事 長岡河内守宛］寛永弐拾年ニ、私母京へ罷上申候時、三
条京衣之たな玉屋七兵衛と申仁、此いぬと申女之子ひろ
い候て、くれ申候間、召連罷下候へ共、されとも証文無
御座ニ付、御上御せ可被成間、各へ渡シ可申旨、被仰付候、
則相渡シ申候、彼女、右之七兵へ所へ渡シ申度候、以上、

宇土細川家文
書 42

久留米大学比較文
化研究所紀要 8

寛永 20 0 0 0 16430219 近江

［正保 3.5.22.倉田久三良、御改ニ付、上せ可申男女之事 
長岡河内守宛］寛永弐拾年ニ、大津ニ而、年拾弐ニ成申候
熊蔵と申男之子、こツしき仕居申候、此者申候ハ、親兄
弟も無御座候間、御慈悲と思召、御国へ被召遣被下候へ、
いつまて成共、御奉公可申由申ニ付、召連下申候、証拠
証文も無御座ニ付、御上御せ可被成間、各へ渡シ可申旨、
被仰付候、則相わたし申候、以上、

宇土細川家文
書 42

久留米大学比較文
化研究所紀要 8

寛永 20 2 0 0 16430320 相模
 当年中、夫食に詰り、かつへに及候者、在々所々に有之
由、相対次第にかい筋に致、以来、其者之譜代にいたし、
召ついあい仕候と、江戸御奉行所より仰被下候間、…

関東代官触状 神奈川県史史料編
6

寛永 20 2 0 3 16430322 京都
［正保 3.6.29.磯部長五郎永書物、 熊谷新太郎宛］寛永廿年
二月三日ニ、京より、かめと申女、年廿五ニ成申時、抱
下シ申所ニ、此女と相対之上ニ而、縁ニつけ申候…

宇土細川家文
書 46

久留米大学比較文
化研究所紀要 8

寛永 20 2 0 27 16430415 伊勢 津藩藤堂氏、貧民が他国に乞食するを禁じ、米などを与えた、宗国史 人権歴史年表

寛永 20 3 0 13 16430501 紀伊 一、秋作夥敷雨降、立毛大分萌也、 紀州田辺万代
記２ 清文堂史料叢書

寛永 20 3 0 24 16430512 京都

［正保 3.4.29.谷三丞書物之覚 永屋安左衛門等２名宛］寛
永廿年三月廿四日、京より、とらと申候女、歳廿七ニ成
申候を抱下申処ニ、此女と相対之上ニて、縁ニつけ申候、
今度、御改ニ付、上方より下シ申候男女、むさと何方へ
も遣シ申間敷由、被仰出ニ付、彼女之男ニ、何方へも遣
申間敷由、書物させ申候、…

宇土細川家文
書 31

久留米大学比較文
化研究所紀要 1

寛永 20 5 0 24 16430709 京都

［つるはゝ・かわら町通才木町又右衛門連署請状 細川三経
様御内安藤文左衛門宛］永代請状之事、／つると申女子、
年拾ヲニ罷成候ヲ、永代ふたいニ進候、当年きゝんニ付、
うへにおよひ申候間、肥後へ御ふだいニ進候処ニ、御し
ひとおほしめし、此者へ之成御取、其てじるしとして、
只今銀子弐拾目被下忝存候、此上ハ、御公儀・親類・町中、
何方よりも御かまい御座有間敷候、…

宇土細川家文
書 9

久留米大学比較文
化研究所紀要 1

寛永 20 7 0 25 16430908 摂津

［正保 3.5.2.山添兵介書物之事 永屋安左衛門等２名宛］寛
永弐拾年未七月廿五日ニ、大阪ヨリ、たツと申女、歳弐
拾六ニ成申候を抱下シ申所ニ、此女と相対上ニ而、縁ニ
付申候、今度、御改ニ付、上方ヨリ下シ申候男女、むさ
と何方へも遣シ申間敷由、被仰出ニ付、彼女ノ男ニ、何
方へも遣シ申間敷由、書物をさせ申、…

宇土細川家文
書 33

久留米大学比較文
化研究所紀要 1

寛永 20年（1643）
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寛永 20 9 0 0 16431013 京都

［正保 4.11.1.福知平右衛門等 2名連署、川尻川口出申御切
手可被下女之事、長岡式部少輔等 3名宛］一、いちと申女
壱人ニて御座也、但、此女、寛永弐年九月ニ、中年十年
切之約束にて、京都より抱下申候、京都ふや町通り二条
上ル町ほてや町彦右衛門と申者之むすめニて御座候、…

宇土細川家文
書 88

久留米大学比較文
化研究所紀要 8

寛永 20 9 0 8 16431020 摂津

［鰻谷七丁目請人九良右衛門・同丁おや庄兵衛等４名連署
請状 松岡弥次右衛門宛］請状之事／寛永廿年未ノ年ノかし
んニより、我等手前罷成不申候上に、我等むすめ之子に
たねと申女子、年拾八ニ罷成申候を、永代ふつと其方様
へ進之ニ付、銀子六拾目被下候、慥ニ請取申候、…

宇土細川家文
書 16

久留米大学比較文
化研究所紀要 1

寛永 20 9 0 17 16431029 摂津

［天満五丁め請人久左衛門・同所木屋新蔵かかゝ等４名連
署請状 肥後八代山本又兵衛宛］請状之事／寛永弐拾年未ノ
年きゝんに相、我等手前罷成り不申候故ニ、我等之むす
め之子ニはると申女、年拾三ニ罷成候ヲ、フツと永代ニ
進せ申候ニ付、銀子参拾目被下候、慥ニ請取申候、…

宇土細川家文
書 17

久留米大学比較文
化研究所紀要 1

寛永 21 3 0 16 16440422 京都

［正保 3.5.22.倉田久三良、御改ニ付、上せ可申男女之事 
長岡河内守宛］正保元年三月十六日、京ニ而、せんと申女
之子、八ツニ成申候ヲ、永井了安又せん親両人と相対之
上ニ而、永代者ニもらい申候、され共、証文無御座ニ付、
御上御せ可被成間、各へ渡シ可申旨、被仰付候、則相渡
シ申候、彼女、右之了庵方へ渡し申度候、已上、

宇土細川家文
書 42

久留米大学比較文
化研究所紀要 8

寛永 21 3 0 21 16440427 近江

［午之助はゝ人身売券 下坂久右衛門様宛］仕上候書物之事、
せかれ午之助ゑいたいふたいニ進上仕度候と申上候へ共、
今年ハきゝん仕、御迷惑被成候間、御抱被遊候義、罷為
間敷由、被仰候へ共、奉（達カ）而申上候故、右之年月望
御抱被成被下候、若此者之義ニ付、何方よりもかまい御
座候者、私罷出さはき可申候、またハ御家之御法度を背
候者、何時ニよらす曲事ニ可被仰候、其節一言申上間敷候、
若また、にけはしり仕候義御座候者、三日之内ニ、私急
度尋出、進上可仕候、若また、取あけなと仕候者、しな
しな被掛仰次第、私急度つきため、進上可仕候、為後日
御書物如件、

下坂文書Ｃ丙
16

長浜城歴史博物館
寄託

寛永 21 7 0 29 16440831 伊勢 大風雨、洪水、 野史 日本震災凶饉攷

寛永 21 11 0 1 16441130 伊豆

［長浜村二郎左衛門畑地売渡証文 大川四郎左衛門宛］当御
年貢納申事、不罷成、其上、かつゑニおよひ申候間、様々
御理申、金壱分代物三百文、拙者請取、其替りとして、
大窪下畑弐畝四分、只今毛より、永代ニ相渡し申候（中略）
永代ニ田畑売買、御公儀様より御法度之由、御申候へ共、
我等かつゑ申ニ付、無理ニ侘申候、（他に寛永 19～ 21年
に大川家宛、畑地売渡証文 4通、金子借用証文 3通、但「か
つゑ」文言なし）

大川文書 豆州内浦漁民史料
81

正保 01 12 0 16 16450113 改元 改元理由不詳、 寛永改元記 古事類苑 1

正保 02 7 0 29 16450919 越後 七月廿九日大風、聖籠山の松、大に損ス、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

正保 02 9 0 0 16451020 諸国 自春至秋、旱魃、 続年代記 日本震災凶饉攷

正保 03 7 0 21 16460831 大和
七月、以外之旱魃之故、廿一日ニ竜王、八幡ヘヲロシ、
祈雨雖在之、雨不降之故、廿三日之夜半ニ、四ケ郷サヽ
の葉ニテ踊かけ候へハ、廿四日ニ雨降、…

薬師寺上下公
文所要録 史学雑誌 79-5

正保 04 0 0 0 16470205 上野 大旱魃、稲カレル、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
正保 04 0 0 0 16470205 上野 麻疹ハヤル、 赤城山年代記 赤城神社奉讃会
正保 04 4 0 25 16470529 京都 大風、 泰平年表 日本震災凶饉攷
慶安 01 2 0 15 16480407 改元 改元理由不詳、 続史愚抄 古事類苑 1

慶安 02 0 0 0 16490212 越後 はしかハやる、 新撰越後国年
代記

新大プロジエクト
研究資料叢刊Ⅳ

慶安 03 8 0 0 16500827 西国 西国筋洪水、地震、津波、山汐にて、国々死人夥敷、田畑大損亡、海岸村里突崩、或は山々下へ突出、人馬埋死、
豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

慶安 03 11 0 1 16501223 豊前 又大水出、 豊前国四日市
村年代記 中山重記校訂

寛永 20年（1643）～慶安 3年（1650）
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